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阪神@淡路大震災復興誌
[第 5巻]の発行によせて



1 995年 l 月 17 臼 午前 5 時46分 に 阪神 ・ 淡路地域 を 襲 っ た大地

震 か ら 早 く も 6 年以上 も の歳 月 が過 ぎ ま し た 。

被災地 で は 、 社会基盤や住宅の復興は着実 に 進 んで、い ま す が、
し か し な が ら 被災者の生活実態 を み る と 、 今 な お 様 々 な 課題が

残 さ れ て お り 、 本格復興への 道 の り は未 だ道半 ば と 感 じ ざる を

得 ま せ ん 。

被災者の抱 え る 課題 は 、 時 間 の 経過 と と も に 、 個 別 化、 多様

化 し 、 復興住宅で の 新 し い生活 に伴 う 問題や、 心 の ケ ア な どの

健康上の 問題、 厳 し い状況が続 く 経済 ・ 雇用情勢 に伴 う 問題 な

ど ま だ ま だ数多 く 残 さ れて い ま す。

こ う し た な かで昨年度 に は 、 5 年 間 の復興 の 課程 を 検証、 評

価 し 、 今後の復興や防災対策 に 生 かす た め の検証事業が、 兵庫

県 、 神戸市 を は じ め 官民様々 な 立場 で 実施 さ れ ま し た 。 そ れ ら

の 成果が、 今後の復興 に 生か さ れて い く こ と を 願 っ て や み ま せ

ん 。

昨年 は 、 北海道洞爺湖、 伊豆諸島 、 鳥取県西部 な どで噴火や

地震が起 き る な ど、 我が国が常 に 自 然災害 と 背 中 合 わせ に い る
こ と を 再認識 さ せ ら れ ま し た 。

こ れ ら の災害で はi坂神 ・ 淡路大震災の教訓 を 生 かす こ と に よ
り 迅速 な対応が出 来 た と 聞 い て お り 、 被災地の責務で あ る 情報

発信 の 重要性が、 今後 と も 大い に期待 さ れ る と こ ろ です 。

さ て 、 兵庫県 と 神戸市 を は じ め被災10市10町 に よ っ て 設立 さ

れ た 当協会で は 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら の復旧 ・ 復興状況や 震

災か ら 得 ら れ た 様 々 な 教訓 を 踏 ま え 、 広 く 情報発信 し 、 後生 に

伝 え て い く こ と を 臼 的 と す る 「板神 ・ 淡 路大震災復興誌」 の 作

成 を 行 っ て い ま す。
こ の 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌[第 5 巻J J は 、 1999年 4 月

か ら 2000年 3 月 末 に 至 る ま で の lヶ年 を 対象 に し て 、 既存資料

や取材 を も と に 可能 な 限 り 客観 的 な 復興の過程 を 記録 し た も の
で す 。

本書が大いに活用 さ れ る こ と を 期待 い た し ま す と と も に 、

様の さ ら な る ご支援 と ご協 力 を 賜 り ま す よ う お願 い 申 し 上 げ ま

す 。
2001年 3 月 31 日

財団法人 波神 ・ 淡路大震災記念協会

理事長 Z言 及 信 雄
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L1_均年4月l日から2附3月31日ま匂出]

。兵庫県は「コミュニティー・サポートセン ター神戸J (中村順子代表)など

4国体を、 近畿では初めて特定非営利活動促進法に基づく N PO法人として認

証する

ム阪神銀行とみどり銀行が合併し、「みなと銀行J (頭取・矢野恵一朗阪神銀行

頭取)が開業する

※98年 5 月に成立した被災者生活再建支援法に基 づく被災者支援碁金が正式発

足し、 大規模自然災害の被災者に最高100万円を支給する被災者生活再建支援

制度が開始する

。兵庫県は、4/1現在の仮設住宅入置 数は3，861戸と発表する(ピーク時の8 . 3%)

ム震災で全壊した長田中央小売市場の再建工事が完成し、 4 年ぶりに本拠地で

営業再開する

神戸市内など4 か所の仮設住宅で、 震災に伴う最後の臨時投票所が設けられ

る

統一地方選挙前半戦実施。95年に実施の統一地方選では、 震災のため2ヶ 月

遅れで実施された県議選と神戸市議選が投開票される

神戸市が発表した4/1 現在の推定人口によると、 長田区の人口が92年5月以

来約 7 年ぶり、 前月比 140人増加したことが明らかになる

く〉兵庫県は98年秋に実施した被災世帯健 康調査の結果を発表する。凹答世帯

7，065のうち約1/4以上で PTSDの兆候があり、 約 6割の被災者が疾病を抱えて

いることが明らかになる

※99年 3月まで活 動した「被災者援興支援会議」の活動を引き継ぎ、 被災者と

行政の間に立って政策 などを提言する「被災者捜興支援会議II J (鹿長:室崎

益輝 神戸大学教授)が発足する

※「兵庫県南部地震災害義援金募集委員会J(事務局・日 本赤十字社兵庫県支部)
は、 99年 3月末現在での義援金受入総額をし7911:意 5，240万円と発表する

※ 被災地に9 か所設置されていた仮設診療所のうち、 最後の「ヤマウチ・ クリ

ニックJ(神戸市中央区)が開鎖される

大北淡町震災記念公園は、 震災発生時に野島断層が敷地を横切 っ た民家を「メ

モリアルハウス 」として一般公開を開始する
20日 (火) I 盟連地域開発セン ター (本部・名古屋市)の防災部門が、「国連地域開発セ

ン ター訪災計画兵庫事務所J (小林正美所長)として神戸市中央区に開設され

る

21日 (水) I <>98年9月に発生した神戸市兵庫区の新湊)11浸水災害について、 兵庫県が設置

した補償委員会 (委員長・西沢道雄神戸大学名誉教授)は、 「被害額の5割を

補償すべ き 」とする提言書を提出する

1999年(平成11年)

4 月 1 日 (木)

5 日(月)

7 日 (水)
8 B (木)

ロu(

 

口U1ai

 

tai

 

12日 (月)

13日 (火)

16日(金)

(注 oイ ン フラ等の復旧 復興
大文化財等の復!日 ・ 復興
。住定復興関係の出来事
※生活復興関係の出来事
ム経済復興関連の出来事
く〉その他の主要な 出来事

その時。全記録 9 



1999年(平成11年)

震災により商庖の9割が全半壊した西宮市の阪神西宵駅南地区 (約2. 9ha)

では初めての再開発組合が第一地区 (約0 . 5ha)で設立される

23日 (金 ム神戸市長出区で計画中の「く つのまち ながた」の運営主体となる「く つの
まちながた株式会社」の発起人会が開催され、 社長に山下彰神戸市助役が就任

することが決まる。会社の発足は4/28
25日 (日 統弛方選後半戦実施。前回は震災のため2ヶ 月遅れで実施された芦屋市長

選、 西宮・芦屋両市議選も統一地方選に復帰する。 芦屋市長選では北村春江氏

が女性市長として全国初の3選を果たす

261:H 月) I Iひょうご、間泳 三記念事業懇話会J (座長:三木信一 (財)21世紀ひょうご

創造協会理事)は、「明日 へ一人づく り、 まちづく り、 く にづくり」をテーマ

とした河事業の基本概念を貝原兵庫県知事に提出する

27日 (火) I 大北淡町の野島断層保存館で、 被災者が来館者に震災体験計昔る「震災の語り

部」が始まる

0神戸市の下水処理場「東灘処理場」の復旧工事が完了 し、 通水を開始する

震災で全壊したN HK神戸放送局跡地に、 英国式庭問を備えたまちかど広場

「トアガーデン」カfオーブンする

28日 (水) ム東京都港区青山に、 神戸のケミ カルシュー ズと洋菓子を紹介する「神戸ブラ

ンドプラザ」が開設される

※震災当日 の火災をめぐり神戸市民生協に火災保険の支払いを求めた訴訟で、

神戸地裁は初めて免責条項の内容に踏み込み、 保険金の支払いを命 じる

29日(木 ム震災で全壊した神戸毘際会館(神戸市中央区)の商業ゾーンが先行開業するO
全臨オープンは5/28

30日 (金) I 阪神 淡路大震災以降、 行政が進めて き た防災 復興対策について、 専門的
かっ公正な検証・評価をするため、 兵庫県は「震災対策国際総合検証会議J(康
長:新野幸次郎神戸大学名誉教授)を設置し、 第 l 同会議を開催する

5 月5 日(水) I 神戸市西区の仮設住宅で一人暮らしの77歳の女性が死亡しているのが、見つか

る。 兵庫県警の調べによる、 被災者用仮設住宅で最後の独居死
6日 (水) I 笹山神戸市長は2000年4 月より10年間、 ジ、ヤ イアントパン ダの雌雄 l 頭を借

り受けて王子動物匡で飼育する「ジャ イアントパン ダの繁殖に関する日 中共河

研究意向書」に調印する

10日(月) I CQl兵庫県は5/1現在の仮設住宅入居数は2，669戸であると発表する(3，000戸を

割る)

O津名郡北 淡町の仮設住宅で最後の入居者が転居し、 淡路島内の仮設住宅入居
者が解消する

日 (火) I 神戸市は、 幹部職員が直接、 住民グループに市政情報を説明する「出前トー

ク」を開始する

12日 (水 ο復興公営住宅のうち、 兵庫県や神戸市などの直接建設分で最後に完成した神

戸市営住宅の「ベルデ名谷J (神戸市垂水区・980戸)で カギ渡しが始まる
13日 (木) 1 0神戸市は、 日現在の推定人口が震災以来初めて全区で 前月をと回ったと発

表する (推計人口1，479，114人)

同 (金) I 自然と共生したまちづく りなどを担う景観園芸の専門家を養成する全国初の

10 その時。全記録

学校として、「兵庫県立淡路景観園芸学校」が開設される



1999年(平成11年)

17日(月) I ム公共職業安定所の庁舎外窓口として会冨2番自の「ハローワーク情報プラザ

神戸」が、 神戸市中央区に開設される

間 (水) I 女神戸大学付属図書館は、 イン ターネットで書籍の中身も閲覧可能な「電子図

書館シス テム」について、 震災関連の資料を保存している「震災丈康」から稼

働を開始する

20日(木) I 神戸市は、 自動販売機を活用して災害時に避難勧告などの丈字情報を流す情

報伝達シス テムの運用を開始する

21日(金) I (ö)津名郡北 淡町の仮設住宅が撤去され、 淡路島内の依設住宅が完全に姿を消す

神戸東部新都心で建設されていた「兵庫留学生会館」の開館祝賀会が開催さ

れる

26日(水 財)阪神 淡路大震災記念協会は「阪神 淡路大震災メモリアルセン ター
(仮称)Jの基本構想、を発表する

28日(金) I (ö)被災地外に設寵された仮設住宅の中では最大規模の「東加古川団地Jから最

後の被災者が51っ 越す

31日(月) 1 0被災地の復興活動に携わる市民団体などを支援してきた「阪神・淡路コミュ

ーティ基金J(今田忠代表) は、 清算業務カず終わり 3 年間の活動を完了する。
助成件数は100件、 助成金額は 5億3，163万円

6月1 B (火) I ム99年 4 月の兵庫県内の有効求人倍率が過去最低の0. 32倍だ、っ たのを受け、 兵

庫県は連合兵庫、 兵庫県経営者協会とともに「兵庫県雇用対 策三者会議」を設

置する

2日(水) I ※震災2日 後の火災で保険金を請求した訴訟で、 大阪高裁は「原因l土地震が4

害しと、 地震免責の及ぶ 範酉を初めての判断し、 保険金の一部支払いを認める

3 E3 (木) I 女神戸中央区脇浜町の神戸東 部新都心で、 県立新美術館「芸術の舘(仮 称)J
の起工式が行われる

4 日(金) I 0神戸市復興 活性化推進懇話会 (座長:亮天義久神戸大学名誉教授)は、 市
民へのアンケートなどを柱に、 これまでの復興過程を検証する「震災復興総括・
検証研究会」を発足させると決定する

9 自(水) I (ö)大阪府内の兵庫県民向け偲設住宅入居から最後の入居者が退去し、 兵庫県外

の仮設住宅入患 者が解消する
15日(火) I (ö)兵庫県は98年度の県内新設着工住宅戸 数が54.587戸、 前年度比 31. 7%減で

あっ たと発表する

18日(金) I 0兵庫県は、 県の長期計闘である「兵庫2001年計画」の次期計画を策定するた

め、 第 l 国長期総合指針検討委員会を開催する

21日(月 。被災マンションにおける管理組合での建て替え決議の効力をめぐって、 建て

替え反対 派住民が決議無効確認を求めていた訴訟で、 神戸地裁は決議 有効の判

断を示す

間(火) 1 0神戸空港島の埋め立てについて、 運輸省から公有水面埋立法に基づく 意 見照

会を求められていた環境庁は理め立てに同意する意見書を運輸省に提出し、 運

輸省は同日 に埋め立てを認可する

※尼崎市において、 震災義援金第 l 次配分の対象であっ た62，653世帝に対し、

最終的には約8割の世帯しか受け取っ ていなかっ たことが報道より判明する

24日(木) I 0阪急電鉄は、 震災で全壊した神戸阪急ピルを、 「三宮阪急ピル (仮称)Jとし

その時。全記録 11 
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て2004年に再建すると発表する

26日(土) I ※ 「市民z議員立法推進本部J(小田実代表)が新たな被災者支援法として提

案した「生活基盤回復援護法案」の実現に向け、 兵庫県選出の国会議員なども
参加した第 1匝「市民=議員集会Jが開催される

。神戸市東灘区森南地区では初めての共同再建ピルとなる「マル カール森南」

が起工される

27日(自 ) I 0兵庫県は法人 格のないNPOに初めて事業委託するため、 契約の相手方を決

める公開審査会を実施し、 応募5 団体の中から「震災しみん情報室J ( 実吉威

代表) を選定する
29日(火) 1 く〉集中豪雨により神戸市兵庫区の新制が2年連続ではんらんし、 床上浸水な

どの被害が発生する

ムみなと銀行の会長に、 元兵庫県副知事の芦尾長司氏が就任する
30日(水) I (Ql信設住宅から恒久住宅への移 行措置期間の期限が切れる(7/1現在の入居数

は653世帯)

震災後、 神戸市東灘区の公菌で避難生活を続けている男性に対し、 神戸市が

公園明け渡しを求めていた訴訟で、 神戸地裁は男性に明け渡しを命 じる

7 月1 日(木) I ※ 政府は、 6 月来の 集中豪雨で死者・行方不明31名などの被害が出た広島県広

島市・呉市に対 して被災者支援法を初適用することを決定する

2日(金) I ム上海 長江交易促進プロ ジ、エクトを進める新組織として、 「日 中 神戸・阪

神 長江中下流域交流促進協議会J(代表:笹111神戸市長ほか2名)の設立総

会が開催される
3日(土) I 復興区画整理事業地庇の新長田駅北地区で、 アジアギャラリー構想のパ イ

ロットショ ップが着工する

4 日(日 o兵庫県は「被災地コミュニティ ・ ビジ ネス 応援事業Jの支援団体公開審査会

を開催し、 9団体に120-300万円の助成を決定する

5日(月 o震災後局舎の再建を進めていた神戸中央郵便局は、 神戸港郵便局を統合して

新局舎で業務を開始する

消防庁は8/1からN TTの電話帳「ハローページ」に、 災害時の避難場所や緊

急電話番号を掲載した「レッドページJが開設すると発表する

8日(木) I (Ql神戸市は仮設住宅の移行期限も移転で き ない被災者の自立支援を考える「神
戸市自rz:支援委員会J�設置し、 第 1 回目の会合を開催する

問(日 0'神戸空港 住民投票の会」などが構成する実施委員会の自主管理による「神
戸空港賛否・市民投票」が始まる。実施期間は8/8まで

12日(月 o被災地で活動するNPOと神戸青年会議所などは、 市民や企業から寄付によ
り兵庫県内で活 動するNPOの活 動に助成することを目的に「しみん基 金
KOBEJ (理事長:黒田裕子氏) を設立する

16日(金 ム兵庫県と観光ひょうご復興推進協議会は、被災した10市10町から募集した「阪
神・淡路百名所Jとして明石海峡大橋などを選定する

17日( 土) I 震災から四年半が経過
江戸時代末期に設置された外出入居留地が日 本に返還されて100年を記念し、

神戸市中央区で居留地返還100崩年記念式典が開催される

19臼(月) 1 0神戸市が設置した「震災復興総括・検証研究会J(総括:安田丑作神戸大学

12 その時。会記録
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教授)の初ワークショ ッブが神戸市中央区で開催される

20日 (火) I 大歌手のイル カさんが作詩・作曲した神戸市の新市民ソング「光のとびら」が、

神戸まつりの会場で初披露される

21臼(水) I ※ 兵庫県南部地震災害義援金募集委員会は、 大阪府内を含む15市10町ヘ全半壊
(焼)世帯数に応じて義援金の残額 2億8，400万円を最終配分することを決定

する。 また、 問自 付けで同委員会は解散し、 以後の義援金は兵庫漂などで構成

される「義援金管理委員会」が管理し、 阪神・淡路大震災復興基金と大阪府福

祉碁金に分配される

22 E3 (木) 1 0兵庫県都市計画地方審議会は、 捜興区画整理事業の指定を 受けて唯一事業計

画が未決定だった神戸市東灘区の森南2T自につ いて、 17m道路の廃止などを

含む都市計画変更案を承認する

2000年から実施する「ひょうご、21世紀記念事業」の推進連絡協議会設立総会

が開催され、 代表幹事に貝原兵庫県知事が選任される

23日 (金) 1 CQl兵庫県は、 仮設住宅を倉庫代わりに利用している3依帯に対し住宅の明け渡

しを求めて神戸地裁と同地裁姫路支部に初めて提訴するO

ム98年度に兵庫県内の観光地を訪問した観光客数は、 過去最高の1 億2，713万

人 (前年慶比 19. 5%増)であり、 特に淡路地区では前年度比 3倍以上の2，298

万人であっ たことが明らかになる

都市計画aの専門家などで組織する「震災サパ イパルキャンプ イン'99実行委
員会Jは、 大地震でまちが壊滅した場合に、 商白や医療施設などがセットになっ

た仮設市街地の必要性を検証するためのイベントを、 仮設住宅 6戸などを建設

して東京都の国営昭和記念公園で実施する

26日 (月) I CQl神戸市は、 震災により被災者優先入居を図るため中断していた市営住宅の常

時募集を、 9月から再開することを発表するO 募集案内の配布は8125、 募集受

付は崎支住宅が9/1�

ム神戸高工会議所は総会で新会頭に大震浩川崎重工業会長を選任する

27日 (火) I ム神戸税関は神戸港の99年1 � 6月の貿易総額が2兆9，949億円、 前年比 12 . 5%

減であり、 震災後初めて2ケ タの減少であっ たと発表する

30日 (金) I 0神戸市の市街地とボートアイランドを結ぶ港島トンネルが開通する

ム中小企業庁は、 被災中小企業向けの災害復旧融資の受け付け期間を1 年間、

5回目の延長をすることを発表する

8 月1 日 (臼) I 0神戸市は!日 市街地の民間賃貸住宅に転居する若年世帯を対象に、 全国で初め

て敷金を上限15万円補助する制度を開始する
神戸市営地下鉄は92年4 月以来、 平均10 . 5%の1í立とげを実施する。 ただし、

激変緩和措震のため、 完全実施は2000年4 月

2日 (月) I ム神戸医療産業都市構想研究会 (会長:井村裕夫神戸市立中央病院長)は内外

の医療関連企業約220社が入会して発足し、 第 l 回研究会を間保する

3 E3 (火) I CQl兵庫県は8 /1現在の仮設住宅入居戸数が459世帯、 ピーク時の 1%未満になっ
たと発表する

※震災時に独身の世帯主で、 震災後に被災者以外の男性と結婚した女性が被災

者自立支援金の支給申講を却下されたのは「法の下の平等を定めた憲法に反す

る」として、 夫が神戸市を相手に却下の取りj肖しを求めて提訴するO 同制度を

その日寺。令記録 13 
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めぐって初の訴訟

。震災後に増大した住宅ストックの有効活用などを話し合う神戸市の「すまい

審議会J (会長:安田卦作神戸大学教授)が開催される
4 日 (水 o兵庫県の震災対策国際総合検証事業の現地調査が、 端信行国立民族学博物館

教授の調査から始まる (国外委員の調査は8/11�) 

5日 (水) 1 0国が神戸東部新都心で建設を進めていた 「神戸開災合同庁舎j が完成し、 神

戸海洋気象台など 4 事務所の移転がは じまる

6日 (金) I 0ユーゴスラピアのコソ ボ難民支援のため、 兵庫県が提供する仮設住宅500戸

の贈呈式が東京で行われ、 芦田弘逸兵庫県副知事より緒方貞子国連難民高等弁
務官に目録が贈呈されるO 現地への発送は8/8�

兵庫県警は県信用保 証協会の特別融資制度を科用した融資仲介をめぐる出資

法違反事件で、 被災者支援団体「阪神生活再建の会J会長を逮捕する

10日 (火) I 淀川水系から販神間の河川へ防災・生活用水を引く 「阪神疎水」の第1 田検

討協議会が、 近畿地方建設局、 兵庫県内と大阪府内の自治体関係者などが出席

して開催される

11日 (水 大神戸市と (慰)阪神・淡路大震災記念協会は、 「神戸文明博物館群構想、」の

基本計画を発表する
13日 (金) I 神戸市は、 一般会計が約 7 億円の実質赤字、 収支不足が257億円となる98年

震決算見込みを発表する。 これに伴い両市は、 「新たな行財政改革の取り組み

新行政システムの確立に向けてJを発表する

16日 (月) I ム兵庫県雇用対策3者会議は、 国の緊急雇用対策を受け35，000人の雇用対策を

図るため、 全同に先駆けて「雇用創出・安定プラン」を策定する

。尼崎市は、 250m 四方のメッシュで地震による被害想定などを記載した「尼

崎市訪災 カルテJを発表する。市民への公開は8/23�

兵庫県は98年度決算見込みについて、 実質単年度収支が2年ぶり10億円の赤

字であった発表する

17E3(火) I 0トルコ北西部のイズミトを震源に午前3 時 2 分(日 本時間午前9持2 分)、
M7.4の地震が発 生。 主な被害は死者15，585人、 全半壊約154，500戸など

(以下、 この地震を 「トルコ大地震」とする)

18日 (水 トルコ大地震に対する政府の国際緊急救援隊 第2障に、 神戸市・尼崎市消防

同から 6人の職員が参加する。 また、 民間団体などによるトルコ大地震に対す

る支援も立ち上がり始める

o I神戸空港賛否・住民投票実施委員会Jによる自主管理で実施された「神戸

空港賛否・市民投票」の最終結果がまとまる。 投票総 数31 1，498、 うち神戸市
内の有権者207，185 (賛成1 1，041 反対196，144)

20日 (金) 1 0兵庫県と神戸市は外務省の要請を受け、 小原健 男 (財)阪神・淡路大震災記

念協会常務理事ほか10名の職員をトルコに派遣すると発表する。 派遣期間は
8/27�9/9 

24日 (火) I ム兵庫県が設置した「緊急経済 雇用対策会議」は、 県内の有望な成長産業と

して「芭療・福告し など 7 分野を指定し、 雇用創出など56頃日の緊急提言をま

とめる

30日 (月 ! g兵庫県が倉庫代わりに使用されている仮設住宅の明け渡しを求めていた訴訟

で、 神戸地裁姫路支部は明け渡しを命 じ る

は そのIJij'。全記録

Oトルコ大地震の被災地を支援するため、 兵庫県と被災市町が中心となり「ト
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ルコ北西部大地震兵庫県義援金募集委員会」が設立される
神戸市と県内5漁協との間で進められて き た神戸空港に関する漁業補償交渉

が、 補償額95億円と漁業振興対策費20億円でまとまる
3]日 (火) I 兵庫県は商播磨地域の市町と鳥取県、 自衛隊 などと合開閉災訓練を実施する

(�9/1) 

9月 1 日 (水) I 0神戸市と尼崎市を結ぶ都市計画道路「山手幹線」のうち、 震災後に事業が実

施された区間で、 西宮市分銅町~寿町の700m が初めて完成する

3 日(金) I g兵庫県が発表した9 /1現在の仮設住宅入居状況で、 加古川市の入居世帯がな

くなり、 被災地外の仮設住宅入居者が完全に解消する
6日 (月 ※生活復興県民ネットは、 被災地におけるコミュニテイ拠点「地域活動ス テー

ショ ン」として、 公民館や地域 福祉セン ターなど206か所を選定する

7 日 (火) ム日 本銀行神戸支出は、 兵庫県内での99年 4- 6月期の推計失業率が6 . 5%で、

95年 4 6月期の6 . 3%を上田ったと発表する

外務省の要請を受けて兵庫県と神戸市がトルコに派遣した職員チームは、 ト
ルコ大地震からの復旧・援興策を同国政府に提言する

8 日(水) I g兵庫県は神戸市北 区や明石市等に設置した県営住宅の一般募集受付を再開す
る

0神戸空港建設に関する蜜務負担行為の差し止めを求めていた控訴審で、 大阪

高裁は神戸地裁に審理を差し戻す判決を下す

尼崎市が仮設住宅住民の家財を誤って処分し、 住民が損害賠償を求めていた
訴訟で、 神戸地裁尼崎支部は同市に192万円の支払いを命 じ る

9日 (木) I <)神戸市議会は、 議員から提削れていた「神戸空港建設の是非を問う住民投

票条例案」を否決する

10日 (金) I 政府は、 トルコ大地震に対する仮設住宅搬送に海上自衛隊 の離船3隻の使用
を決定する (神戸港からトルコへ出港したのは9/24)

13日 (月) I <)神戸空港島坦め立て準備の汚濁防止膜設置工事が始まり、 神戸空港の建設が

実質的に始まる

15日 (水 ※神戸市の「震災復興の総括 検証ワークショ ップ」の発表会が開催され、 キー

ワードとして「住まいJr人とのつながり」など 7 項日が挙げられる

16自(木) I g神戸市垂水区の仮設住宅から最後の居住者が転居し、 岡市内9 区の中では初
めて仮設住宅入居者が解消する

17日(金) 神戸市は震災からの復興状況を検証するため、 市毘10，000人を対象とした意識

調査を開始する

O兵庫県は2002年までに12，000人分の雇用を生み出す「緊急雇用就業機会創出

事業」などを盛り込み、 総額約492億円の補ìE予算案を発表する
19自(日 ※ 「市民ロ議員立法実現推進本部」は兵庫県出身の国会議員らを揺き、 新たな

公的支援法の実現をめざす「市民=議員協議会Jを発足させる
20日 (月) I トルコ北頭部大地震兵庫県義援金募集委員会は、 義援金の活用方法としてト

ルコの震災遺児らの育英資金とすることを決定する

21日(火) I 台湾中部の南投県で午前1 時47分(自本時間午前2 時47分)、 M7.7の地震が
発生。 死者2，386人。 政府は9 /22までに過去最大の105人で構成する闇際緊急救

援隊を世界中で最も早く派遣するO 民間団体も、 午後までに救援隊の派遣や募
金活動を始める(以下、 この地震を 「台湾大地震」とする)

その時。全記録 15 
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神戸市は市政アドバ イザーに対して99年8月に実施した第 7 同「復興定期便」

の結果を発表し、初めて「復興が早い」とした回答が全体の5割を超えたこと

が明らかになる

出 (水 ム神戸市は神戸ルミナリエの経費の一部を調達するため、開鑑期間中に会場で

1 枚200円の記念宝 く じ を32万枚発売すると発表する

99年 6月に発生した神戸市兵庫区の新湊JlI水害について、兵庫県が設置した

「新湊川浸水災害調査委員会」は、JlIの流下能力を超えたことで発生したと最
終報告する

出 (金) I 兵庫県は台湾大地震を受け、トルコ北西部大地震兵庫県義援金募集委員会の

名称を「トル コ・台湾大地震兵庫県義援金募集委員会Jとし、 義援金の受け付

け期間も1 か月延長すると発表する

神戸市は「神戸21世紀・復興記念事業Jについて市民からのアイデア募集結

果を発表し、ボランテイアなどに感謝の手紙を出す「神戸から感謝の手紙」な

ど22件を決定する

陸上自衛隊中部方面隊 (伊丹市)は、自治体などの防災関係者向けマニュア

ル「災害派遣計画の概要」を作成し、 関係機関への配布を障始する
28 B (火) 1 0兵庫県l土台湾大地震の支援のため、斉藤富雄防災監ら5人を叩~山まで

派遣すると発表する

29日 (水) I 政府は台湾大地震の被災者支援のため、阪神 淡路大震災で使吊した仮設住

宅1，000戸の供与を発表する

30日(木) I ム神戸市は監療産業都市構想の実現に向け、 山下助 役を本部長とする推進本部
を発足させる

O神戸市は、 中央区の東遊園地で設置する「慰霊と復興のモニユメント」の募
金額が、目標の l 億5，000万円を突破したと発表する (最終=1 龍5，809万円、

5，003件の募金)

10月1 日 (金) I (\JJ震災の被災者が、 住宅余融公庫の災害復興融資と県のひょうご県民住宅復興

ローンを受ける場合の簡素手続 き が廃止される
2日 (土) I 台湾大地震の被災者支援として兵庫県は仮設住宅500戸を、 神戸市は仮設ト

イレ100基を搬送する

5 8 (火) ! 自民党、 自由党、 公明党の連立による小j語版造内閣が発足。 阪神・淡路復興

対策関当は、 青木幹雄官房長官が就任

。神戸市は仮設住宅入居者の移転先がすべて決まり、99年末までに入活者ゼロ

になる見通しを発表する

8日 (金) I 神戸市議会で神戸空港建設着工をめぐる笹山市長の問責決議案が初めて議員
より提案され、否決される

9日 (土) I ※被災者復興支援会議日として初めてのフォーラム「復興住宅での住まいと環

境を考える」がフェニックスプラザで開催される

10日 (日 ) I (\JJ震災復興再開発事業で初の一般向け分譲住宅として、 神戸市灘区の]R六甲

道南地12<:の超高 層住宅36戸に対する抽選が行われ、全戸が即日 完売する

問(火) I (\JJ兵庫県は畔叩に実施した住宅需要実態調査の速報を発表。 震災の擢災証

明を受けた都合が県下全体で37 .4%だったのに対し、神戸市では62，3%、阪神
臨海地域では52 . 0%だったことが明らかになる

16 その時。会記録
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く〉兵庫県は職員4，900人の削減、 組織の改編や県立施設の市町移譲などを柱に

した行財政構造改革の検討資料を明らかにする

トル コ大地震の震災遺児のために、 阪神・淡路大震災の震災遺児らが集めた

1，700万円を同国のデミレル大統鎮に手渡す

15日(金) I 震災時に被災地でも活躍した「国境な き 医師団」がノーベル平和賞を受賞す

る

18日(月 トル コ・台湾大地震兵康県義援金募集委員会に寄せられた募金額が呂擦の

I 億円を突破する

25日(月 o震災で全壊した神戸市立西市民病院(神戸市長田区)の本館が再建され、 診
療を開始する

26日(火) I <>宝塚市・阪急売布神社駅前地区で再開発ビル「ピピアめんの完成式が行わ

れ、 兵庫県内の毎興市街地再開発事業で初めて地区全体が完成する
。神戸市は、 建築基準法の弾力的な運用により、 市街地で1.8m � 4 m の道路
を拡幅する際、 拡|幅した部分に花壇や生け垣の整備を認める「近隣住環境計画

制度」の創設を発表する

ムj日 神戸市立北野 小学校の建物を再手Ij用した「北野工房のまちJ(神戸市中央阪)

は、 開設以来I年3か月で米館者100万人を突破する

27 8 (水) I rg兵庫県は10/26現在の仮設住宅入居数は9 5戸と発表する(100戸を切る)

トル コ・台湾大地震兵庫県義援金募集委員会は、 トル コ大地震向けの義援金

の使途を震災遺児向け育英資金に充てることとし、「ひょうごトル コ育英基金」
の創設を発表する

29日(金) I 0神戸空港起工式が開催される

。震災により被災した神戸市内の都市基盤整備公団の住宅で唯一再建が進めら
れていた「フレール神戸相生町(稲生ピル)Jの完成式が行われる

11月1 日(月) I 笹山神戸市長は、 2000年4 月から王子動物園に来園予定のジャイアントパン

ダの名 前 を、 日 本で初めて公募により決める方針を明らかにする
2 8 (火 r1・17 KOBEに “灯り" をともす会」は、 2000年 1月17日 などに神戸市

内 4 か所と全国約20か所で追悼行事 r1・17 IくOBEに ")tTげ' を」を行うと

発表する

ム「日 中 神戸・阪神 長江中下流域地域合作」の第1 回会議が神戸市内で開
催 (�1111)され、 日 本側事務所を南京市に設置することが決まる

8日(月) I トル コを訪問中の貝原兵庫県知事は、 トル コ 台湾大地震兵庫県義援金募集
委員会が集めた義語金約2億円をもとに「ひょうごトル コ友愛基金」を創設す

る覚え書 き に諦印する

NGO ïトル コ北西部地震・緊急救援委員会J(神戸市・村井雅清代表)は、

トル コ大地震被災地のデリンジ市と、 市民の自立支援拠点建設などで協力する

契約書を締結する

「神戸空港・住民投票の会」は世話人会で実費的に休眠することを決定する

9 日(火 ム神戸市長田区で、 被災した商店約90店舗が設寵した復設商高街 「復興げん き
村・パラール」が、 復興再開発事業の進展に伴い営業を終了する(解体は12/9

~。 約601苫舗は11/21に完成の再構発ピjレ「アスタくにづか」に転居)

神戸製鋼所の神戸本社などは総会屋への利益供号の疑いで大阪府警の家宅捜

その日寺。全記録 17 
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索を受ける

10日 (水) I 兵庫県と日 本レス キュー協会 (本部・大阪府)は、 「災害時にお ける災害救

助犬の出動に関する協定」を締結する

12日 (金) I 天皇陛下御在位十年記念式典開催 (東京)

13日 (土) I g震災で被災し、 管理組合での建て替え決議をめぐり訴訟となった4 つのマン

ショ ンのうち、 芦屋市のマンショ ンが初めて完成する (この時点では係争中)

震災復旧作業に従事し、 95年8月に持病が悪化して死亡した兵庫県職員に対

して地方公務員災害補償基金兵庫県支部は、 公務上の災害と認定していたこと
が報道により明らかになる

16日(火) I ム神戸市長田区で進められている「くつ のまちながた」構惣の中核施E主である
「シューズプラザ」の起工式が開催される

17日(水) i 0震災復興区間整理事業の森南第3 地区で起工式が行われ、 震災より 4 年10ヶ

丹経過して同事業が被災地全体で工事が始まる

18日 (水) I 兵庫県教育委員会は、 震災の影響で心のケアが必要な児童・生徒 数は711現

在で4，105人であると発表する

19日 (金) I 被災者支援団体「がんばろう !!神戸」のメンバーが設立したNPO '西すず

安心セン ターJ(秦敬代表)は、 神戸市から「在宅介護支援セン ター」として

認定を受ける。 災害ボランテイアとしては全国で初めてのケース

西宮市は震災により倒壊したクリーニング庖跡地から、 発ガン性物質が環境

基準の10倍以上も残留していることを明らかにする

兵庫県警は仮設住宅解体を巡る詐欺で大阪府内の業者ら2人を逮諒する。 被

害額約 1鋸200万円 (送検分)

24日(水) I 0神戸市東灘区で都市碁盤整備公団が瀧めていたJR住吉駅東 地区市街地再開

発事業で、 東灘区役所なども同居する再開発ビルが竣工するO

ム兵庫県と神戸市は、 震災で被災した中小企業向 き に実施した 「緊急災害復旧

融資」の返済猶予期間と償還期間をそれぞれ 1 年間、 3同日の延長をすると発

表する

震災ボランテイアに参加していた宝塚市の夫婦が私財約36億円を投 じ、 2002

年 4 月にボランテイア支援セン ターと老人福祉セン ターを同市内に建設するこ

とを明らかにする

兵庫県の復興計画フォーローアップ事業の一環として、 検討結果を後期5 カ
年復興推進プログラムに反映することを日的とした復興県民フォーラムの第1

回会合が開催される

29 E3(月 g兵庫県が10丹 �11丹に実施した県営住宅の応募で、 仮設住宅入居者からの応

募が初めてゼロになったことが明らかになる

笹山神戸市長は、 2003年度までに職員定 数を約1，500人、 係 長以上のポス ト
を約150削減する日標を明らかにする

30日(火) I 0兵庫県は、 11/1現在の推定人口が、5，551，559人(前月 比2，214人増)であり、
555万 人台に 回 復したと発表する

。防災拠点機能も備え、 県内最大規模の交番である明石警察署大久保 南交番が

開設される

12月 1 日(水 0'しみん基 金. KOBEJは神戸市内で第1@]自の助成対象事業を公開審査

1 8  その待。全記録
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会で検討し、 15事業に 1 事業あたり:最高100万 円、 総額1，000万円の助成を決め

る

2日 (木) I ム兵庫県は、 97年度の県民総生産が名目マ イナス1.5%、 実質マ イナス3. 3%と、

94年度以来3年ぶりのマ イナス成 長で、 留の経済成 長率 (名目マ イナス0 . 2%、

実質マ イナス0 .4%)より下回ったと発表する

兵庫県は職員の給与改定について、 年収で平均1 .4%のマ イナスとなる方針

を発表する。 現行の勧告制度が生まれた1960年度以来初めて

3日 (金 明石海峡大橋を利用して淡路島に上水道を送る本土導水の全島一斉給ぶが開

始する

4 日( 土) I ※販神・淡路大震災の義援金の一部、 約 1億4，000万円が兵庫県津名郡の 3 町

で放置されていたと報道される

大兵庫県教育委員会などが主催し、「阪神・淡路大震災と埋蔵文化財」シンポ
ジウムが神戸市長田区で開催される

5日 (日 兵庫県などの主催で「災害復興公営住宅の自治会役員フォーラム」が神戸市

中央区で開催される
6日 (月) I (>アジア防災セン ターなどの主催で「アジア防災セン ター国際会議」が開催さ

れる (�1217) 
9 日(木) I (>復興土地匿器整理事業地区の神戸市長田区・鷹取東 第一地匿(8.5ha) で、

県内の需 事業では初めて1&:換地指定が終了する
震災復興基金事業として設重され、 2000年3月末で設置期誌が切れる「岡宮

こころのケアセン ター」について、 西宮市は独自で精神保健 活動の拠点として

存続さ せる万針を明らかにする

12/13から開催される神戸ルミナリエの試験点灯を利用し、 瞭害者向けの鑑

賞会「ハートフルデー」が初めて開催され、 障害者など約3，000人が参加する

10日(金) I ※ 神戸市は99 判丹に実施した市民 1 万人アンケートの結果を発表し、 回答 者

5，587 人のうち「震災前より暮らし向きが抵下した」が46.2%、 「麓災で仕 事を

失った」が14. 7%だったことが明らかになる

1]日 (士) I 大兵庫県立近代美術館など阪神間の5美術館が、 初の統一企画展「震災から5

年」を開催する

問 (月) I g震災の仮設住宅に要した経費が、 厚生省の試算で、は約1，7制意円だ、ったこと
明らかになる

兵庫県は コンピューターの2000年問題対策として、 全国の自治体では最大規

模の1，330人態勢で大みそかから元日 まで警戒すると発表する

14日(火 i g神戸市内の仮設住宅住民に対 する災害窪興公営住宅への最後のカギ渡しが、
長田区の西代仮設住宅の住民 7 世帯に行われる

15日 (水) I ※神戸市は99年 4月現在で、 市営復興公営住宅入居16，060世帯のうち64. 3%が
家賃を 7 割減免される所得最下位層に属していることを明らかにする

16日(木 兵庫県・神戸市と政府の阪神・淡路復興対策本部は 、 最終の阪神・淡路復興

協議会を開催する
神戸市の「震災復興総括@検証研究 会」は、 「自立と連携Jr地域力と市民力」

「パートナーシップ」などキーワードとした検証作業の内容を神戸市復興・活

性化推進懇話会で報告する
0震災を教訓に阪神高速道路公団が大阪市内で整備を進めていた「総合防災セ

ン ター」の運用がはじ まる

その時。全記録 19 
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0大阪ガスは1，800億円を投 じて進めた「地震対策5 カ年計画 」が、 1999年度

で計画を達成する見込みであると発表する

問 (金 o兵庫県教育委員会は、 震災の影響により精神面で深刻な影響のある 小 中学

生は少なく とも450人であることを明らかにする

ム中 小企業庁は、 被災中 小企業者向けの災害復旧高度化事業 無利子融資の事業

計画書提出嬬課を2001年 l 月16日 まで延長することを発表する。 同事業の延長

は3回日

20日(丹) I (Q)神戸市長田区の西代仮設住宅から最後の居住者が転出し、 神戸市内の飯 設住

宅居住者は完全に解消する

出日 (金) I 0北淡町震災記念公園で、 団体客の学 習などを目的に整備さ れていたセミナー
ハウスが怯:用開始する

ム日 本銀行神戸支屈は、 神戸経済について 「震災 前 からの課題が改葬されず、

グロー パル化や情報化にも乗り遅 れた」とする内容の管内金融経済リポートを
発表する

26日 (日 (Q)阪神・淡路大震災復興基金の補助を受け、 コレクテイブハウジングとグルー

プハウスが融合して整備された全居初の民間施設「 コ コラ イフ魚崎」で入居者

への カギ渡しが行われる

27日(月) I 0兵庫県は震災による被害状況の変更を発表する。 県内の薫傷者数8，594人

( 11名増)、 全壊178，375世帯(11世帯増)など

。西宮市は、 仮設住宅入居者が完全に解消したと発表する(転属は12/24)

2000年(平成12年)
1 月 1 日 (土) I コンピューターの川年問題について、 兵庫県内を含み全国的に大 き な樟害

は発生せずに経過する

2日 (日 ) 阪神・淡路大震災地元NGO救援連絡会議代表の、 草地賢一兵庫県立姫路工

業大学教授が死去
3日 (月) I ※震災直後、 被災者に兵庫思社会福祉協議会が約54，0附帯 77肌を貸し付

けた「 小口資金Jのうち99年9月現在で未返済が約 50億円、 うち5，600件、

7 億7，000千万丹分は借り主の所在が不明であると報道さ れる

6日 (木) I ム神戸市長出区で進めている「シュー ズ、ギャラリータウン構想」の一環で、 「 見
える 工場」の第 1号としてシューズメーカーのラ イオンが建設を進めていた社

屋 が業務を開始する

7 日 (金 o神戸市の震災復興総括・検証研究会の検証結果を報告する「阪神・淡路大震

V� 5閤年シンポジウムl口神戸 震災復興の総括・検証~あの日 から5年一」

が開催さ れる (� 118) 

10日(丹) I 兵庫県が実施した震災対策 国際総合検証事業の報告 会が神戸市内で開催

(1/12、 14)され、 国内外35人の検証委員カず検証結果を報告 する

98年10月に国民の祝日 に関する法律が改正さ れたのに伴い、 成人のEIが 1 月

2月曜日 に移動する

11日(火) ! 神戸市が震災の死者数と重傷者数につ いて、 死者数は 2 人追加のι571人、

20 そのi待。全記録

重傷者数は 1 人減の6，300人と訂正発表したことにより、 兵庫県内の死者数が

6，400入、 重傷者数が8，593人となる
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兵庫県が2002年秋まで実施する「ひょう こ、21世紀記念事業」の総合開会式が

需寵される

12司(水) I 0神戸市復興・活性化推進懇話会は、 震災復興の総括・検証作業を踏まえ、 生

活再建など 4 分里子、 50項目にわたる提言を笹山神戸市長ヘ提出する

13日(木) I ※ 兵庫県などで構成する「自然災害被災者支援促進協議会Jは、 新たな住宅再

建支援制度を発表するO 主な内容は、 住宅所有者全員が盟定資産税納入時に掛
金(70m'の家置で年4，300円)を納め、 全壊の場合は最高850万円を再建時に給

イ寸されるなど
14日(金)! g明石市の高間3丁目仮設住宅より最後の居住者が転居したことにより、 麓災

による仮設住宅居住者が完全に解消する

15日 目) I 貝原兵庫県知事は記者会見で、 現状について「被災者は今、 幻滅期にある」

であるとした上でJもう a度元気を取り戻し、 真の復興に立ち上がって欲ししり

と呼びかける

16日(日 ) I く〉兵庫県の震災対策 調際総合検証事業の総括として、 「震災対策 国際総合シン

ボジウムin HYOGOjが皇太子殿下をお迎えして神戸市中央区で開催される

O神戸市長田区から津名郡津名町に移 設された「神戸の壁Jの完工式が開催さ

れる

。復興土地区蕗整理事業地区の西宮市・森異地区(10.5ha) で、 同事業の対

象団地区では初めてのまち開きとなる「復興セレモニー」カず開催される

※ 毘主党は神戸市内で開いた党大会で、 自然災害の公的支援は屈の責任とし、
被災者生活湾建支援法の支給上限を500万円に引き上げ\対象となる所 得上限

をし000万円に緩和することを求めたアピーjレを採択する

兵庫県教織員組合は、 愛災と教育をテーマに「日 ・米・中・土 震災国際シ
ンポジウム」を神戸市中央区で開催する

日 本災害ボランテイアネットワークや島原ボランテイア協議会など全国の28

団体が集まり、 「全国災害救援ネットワークJが設立される

市民からの募金をもとに神戸市が中央区・東遊園地で建設を進めていた、 阪

神・淡路大震災の慰霊と復興のモニュメントが除幕される

17日(丹) I 震災から満5 年が経過。 この日 を中心に阪神・淡路大震災 5周年記念事業と

して8 0事業が開催されたほか、 自治体やボランティアなどが慰霊・追悼行事を

各地で開催する

4 年ぶりに皇太子殿下をお迎えして兵庫県の「阪神・淡路大震災 5閤年犠牲

者追悼式典」開催される

貝原兵庫察知事は、 兵庫県阪神・淡路大震災復興本部を2000年度以蜂も継続

する方針を表明する

兵庫察教資委員会は、 教員だけで構成する全畠初の災害復興支援組織「麓災・
学校支援チーム(EARTH)jを9 0人態勢で創 設する

額賀補志郎官房副長官は、 故府のi夜神 . i炎蕗復興対策本部の設置期限切れ後

も、 官房長官が復興対策担当を所管することを明らかにする
「メモリアル コンファレンス実行委員会j(委員長:土岐憲三京都大学教授)

は、 東京で初めて 「メモリアル・ コンファレンス・イン東京」を開催する(�

1118) 
神戸市は、 職員150人などが復興の歩みを執筆した「阪神・淡路大震災 神

戸復興誌」を発行する

その日寺。全記録 21 
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18日(火)

19日(水)

20日(水)

22日(土)

24 臼(月)

25日(火)

26日(水)

27日(木)

30日(B)

31日(丹)

2月1 B (火)

2日(水)

4 日(金)

22 その時。全記録

丈部省と兵庫県・神戸市の教育委員会などは、「阪神・淡路大震災5周年教

育復興の集い」開催する

神戸市は、 震災時に支援した全国の人たちに感謝の気持ちを伝える「神戸か

ら感謝の手紙」キャンベーンを開始する

明石市が大蔵海:岸公|割に設置した、 震災の教訓iを伝えるモニュメント「明日 」
が除幕される

被災地の住民らが立ち上げた「市民検証報告会」の中需報告を兼ね、 第5回

「市民とNGOの『防災」国際フォーラム」が開催される

津名郡北淡町.で「北淡国捺活断層シンポジウム」が罰催される(-1/26) 

震災時に寄せられた支援に感謝し復興に向けた被災地の状況を紹介する「震

災毎興展」が、 東京都庁を皮切りに都内 4 か所で開催される(-2/20) 

在日韓国・朝鮮人と日 本人が本格的に共同入置する国内初の特別養護老人

ホーム「故郷の家・神戸」が、 神戸市長田区で着工される
全国歴史資料保存利用機関連絡協議会は、「販神・淡路大震災から5年、 災

と記録史料を考える」を神戸市内で開催する
「高齢社会と都市災害」をテーマに「メモリアル・ コンブアレンス ・イン神

戸VJが神戸市中央区で開催される

ムコープこうべ(竹本成徳理事長)は、 震災後分散していた本部機能を2000年

春から神戸市東灘区内に集約すると発表する

科学技術庁と兵庫県は「阪神・淡路大震災から5年~活断層とこれからの地
震防災」をテーマに、「地震・活断層に関する国際セミナー」を開催する

兵庫県と県精神保健協会は「こころのケアフォーラムJを開催する

0神戸市東灘区の新総合庁舎完成式典が開催容れる(区役所業務は2/14 �) 
兵庫医科大学と大阪航空技術専門学校 (大阪府堺市)は、 関西で初めてドク

ターヘリの試験飛行を飾磨郡家島町で実施する

第52回全国 社会人ラグピ一大会は史上初の神戸製鋼対ワールドの「神戸決戦」

の末、 神戸製鋼が5年ぶり8度目の社会人日 本一に輝く (神戸製鋼が前田の優

勝を決めたのは震災の2目前)

神戸市は、 復興記念事業を推進するため「神戸21世紀・復興記念事業推進
協議会J(会長:笹山神戸市長)を発足させる

阪神・淡路大震災復興基金は、 仮設工場移転融資の利子補給など5事業を拡

充し、 被災者住宅購入支援事業など9事業の受付期間延長を決める

航空法の改正により、 民間機も救助・救命目的の場合は飛行計画の事前申請

なしで緊急離着陸が可能となる

。神戸市都市計画審議会は、「神戸震災復興記念公園」を神戸市中央区の]R貨

物神戸港駅地亙に建設する議案を承認する

※ 神戸市は市街避難者として広報誌を郵送している6，300世帯を対象に、 広域

避難者の実態を把握するためのアンケートを初めて開始する

※rr公的援助法J実現ネットワーク」は、 土井たかこ社民党党首など女性国

会議員16人の賛同を得て、 被災者自立支援金制度の要綱見直しを求めた要望書

を兵庫県と神戸市に提出する
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5日(土) I 兵庫県精神保健協会こころのケアセン ター は、「災害とこころのケア~阪神・
淡路大震災から学んだものJを開催する

7 B (月) I 自然災害など人道援助活動の調整にあたる冨連 人道問題調整事務所(OCHA)

アジアユニットが、 神戸市中央区のアジア訪災セン ター 内に需設される
9日(水) I トルコ大地震の被災者向けに兵庫県が寄贈した仮設住宅500戸の設置が済み、

同国サ カリア県アドリエ村で「日 本トルコ村」の開村式典が開催される
10日(木 阪神 淡路まちづく り支 援機構などは、「被災地まちづく り支 援から学ぶ~

専門家職能と市民の連鳴を全国へ」をテー マに、 まちづく り支 援全国交流シン
ポジウムを開催する

理化学研究所の「発生・分化・再生科学総合研究センター 」が、 神戸市内に

設置されることが正式に決定する
14日(月) I 0 I販神 淡路震災復興支長10年委員会」が実施している「ひょうご グリー ン

ネットワー ク」事業で、 目標であるお万本の植樹が、 この日 から始まる99年度

分の苗木22，000本の配布で達成する

15日(火) I 0神戸市は、 独自に設けている税制上の震災特例措置 4 件を5年間延長すると
発表する

トル コ・台湾大地震兵庫県義援金募集委員会が台湾大地震向けに集めた義援

金2億7，642万円を、 台 中県健 民国民 小学校の再建資金に全額贈呈する契約書

の調印式が行われる

間(水) I 政府は大規模地震災害の初動態勢を点検するための関上演習を東京都内で初
めて実施する

18司(金) I ※被災者向けに1 世帯あたり最高 300万丹を実質 無利子で融資する、 阪神・淡

路大震災復興基金の「生活復興資金貸付制度」の市町窓口での申し込み受付が

終了 する(金融機関での申し込み終了 は2/29)

東京で「創造的復興のつどいーよみがえる ひょうご�Jが開催される

20日(日 I地震感知動物の育成プロジェ クト」などは、 シンポジウム「動物の地震感

知能力を用いた地震予知の可能性」を神戸市 中央区で開催する

21自(月) '10神戸市と間宮市がそれぞれ発表した2000年度当初予算案で、 震災復興に関す
る担債償還などに対 応するため、 取り崩し可能な基金が全て取り崩されること

が、明らかになる

。日 本銀行神戸支屈は、 麓災による誼接被害額10兆円のうち、 国の補助金など

で5兆円が楠れ、 県下企業の自己負担分と個人負担分が各2兆円であり、 未後

興部分は 1兆円であるとする分析結果を発表する

22日(火) I 0政府の販神・淡路援興対策本部(本部長:小測恵三首相) は最後の本部会議
を開催し、 阪神・淡路大震災メモリアルセンターなど 6 事業を復興特定事業と
して追加認定する

く〉震災復興の過程を制度茜から検証していた神戸都市問題研究所は、「マンショ

ン建て替え事業促進法」や復興基金の平時からの整備など14項目の提言を発表
する

宮崎辰雄前神戸市長が死去

23日(水 o政府の阪神・淡路復興対策本部は、 阪神・淡路復興基本法による5 年間の設
置期限を迎え、 解散する

兵庫県は総額3兆906億円 (前年度当初予算比1，5%減、 うち震災関連 3，172

信、円)の2000年度当初予算案を発表する

その時。全記録 23 
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24日(木) I ム神戸市は99年の観光客数について、 94年比3%増の2，593万人 (ルミナ1)エ

を除く と2，107万人、 例年比の86%)と発表する

28日(月 o神戸市は建設中の地下鉄湾岸線について、 設置する10駅の名称を「三宮 花
時計前」などと正式に決定したことを明らかにする

29 R (火) I (Q)神戸市は胤年以前の旧耐震恭準で建設された市営団地約札000戸について、

2000年度から10年計画で建て替えや廃止、 改修すると発表する
O兵庫県は、 神戸東部新都心に計画しているヘルス ケアパーク (仮称)への出

資金11億円減額など、 総額4021.意円を減額する99年度裕正予算案を発表する
く〉兵庫県は、 神戸国際会競など341牛を安全で安心して暮らせる魅力あるまちづ

く りに寄与した建物や活動であるとして、「第1 白人間サ イ ズのまちづく り賞 」

を発表する

3月2 日(木) I <>政府の阪神・淡路復興対策本部解散後の受け皿として、 闇土庁など16省庁で

構成する「阪神・淡路復興関係省庁連絡会議」が設置され、 初会合が開催され
る

4 B (士) I 科学技術庁が世界最大級の地震実験装置として整備する「実大三次元震動破

壊実験施設」の着工式が、 三木震災記念公園(仮称)内で開催される。 完成は
2005年の予定

震災発生時に首相であった村山富市衆議読議員は、 政界からの引退を表明す
る

6日(月) I ※震災直後の火災により自宅が全焼した被災者が火災保険の支払いを求めてい
た訴訟で、 神戸地裁は原告の請求を棄却する理由として初めて、 地震免責条項

は説明義務がないとする判断を示す

8 日(水) ※ 被災地の中で唯一、 神戸市兵庫区内の公園 に残っていた震災時の!日避難所に

つ いて、 2000年 4 月をめどに解消すると被災者側から明らかになるo I日避難所
として利用していた建物の解体は3/13�

9日(木) I ム兵庫県が津名郡東浦町で整備を進めていた「淡路夢舞台 」がオープンし、 こ

けら落としとして第5自領事館サミットが開催される
10日(金) I ム阪神 淡路産業複興推進機構は、 新理事長として大農浩 神戸商工会議所会

頭の就任を決定する

尼崎市の築地土地区画整理事務所が復興事業の国庫補助金を執行するために
大量の文具品を購入したとされる問題で、 調査に訪れた駐査委員に対し職員が

調査を拒否する

により全壊した関西電力神戸支 社ピルが神戸市内で最も高い地上170m

のピルとして再建される

11日(土) I す震災により国重要文化財 の櫓や石墳が損壊した明石城 の修 復工事の完成記念

式典が謂催される(�3/12)。 これにより、 震災により損壊した兵庫県内の指

定文化財 、 合計142件がすべて復旧する
17日(金) I <>兵庫県は、 阪神・淡路麓災復興計商 の前半5 年間の事業支出が約12兆3，000

億円になる見通しを明らかにする

24 その時。会記録

ム秋篠宮殿下をお迎えし、 淡路花博「ジャパンフローラ2000Jの開会祝糞式典
開催。 会期は3/18 �9 /17
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間(土 ※「市民ニ議員立法」実現推進本部などは、 シンポジウム 「震災�5仇複興

許画を提言するJが神戸市長田区で開催し、 被災者自立支援金制度の拡充など
9項呂を提言する

日 本NPO学会は、 初めての研究大会を大阪大学で開鑑する (�3/20) 

21日(火 ム神戸市は、 郵政省が震災復興事業として設置した光ファ イ パー絹を民間事業

に賃貸し、 3122から事業者の受付を開始すると発表する

ム阪神・淡路大震災復興基金は、 再開発ピル への入居促進を図る「再開発商業

施設等入居促進利子補給事業」など25事業の拡充を決める

加(水) I (Ql西宮市の仮設住宅ですべてのカギが返却され、 被災地全体で仮設住宅の明け
渡し手続きカf終了する

震災復興事業として98年4 月に開校した「港湾職業能力開発短期大学校神戸
校」の第1 回卒業式が開催される

23日(木) I 神戸市内などの小学校で卒業式が行われ、 被災地全域で震災時の小学1 年生
がすべて卒業したことにより、 震災により死亡した児嚢・生提への“卒業証書"

授与が最後となる

24日(金) 政府の中央妨災会議は、 激甚災害の指定基準を緩和することを正式に決定す

る

問(土 ム神戸市が東京都港区に設置した「神戸ブランドフ。ラザ」の来舘者が10万人を

突破する

武庫川に建設中の山手大構 (仮称、)で橋脚設計にミス があり、 耐震性に問題
があるとして会計検 査誌から指檎されていたことが報道により明らかになる

間 (日 ) I 大相撲大阪場所で、 神戸市出身の貴闘力が兵庫県出身の力士としては叫ぶ

りに幕内優勝を遂げる

29日(水) I (Ql西宮市高須町の仮設住宅の解体工事が終了し、 被災地全体で約48，000戸建設

された仮設住宅が設置から5 年 2 か月で完全に姿を消す

30日(木) I ム神戸ゐルミナリエ実行委員会の事務昂が、 神戸商工会議所から神戸市の外郭団

体である「神戸国際 コンペンショ ン協会」に移行する

。神戸市生活再建本部は記録誌「阪神・淡路大震災 神戸の生活再建・5年間

の記録」を発刊する

31日(金) ! 震災発 生から5 年が経過した年度末をもって、 様々な機関や制度が廃止・終

了する(主なもの)

@被災者の精神的な問題に取り組む専門機関として設置された「こころのケ
アセンターJ(西宮市に移 管される「西宮こころのケアセンタ-Jを除くO

相談受付は 1月末で終了)

@被災中小企業を支援する目的で設置した'1.反設工場」のうち、 神戸市長田

監の「神戸インナー第4 工業匝地領設工場」ほか 1 か所(残る 4 か所も2000

年6 月までに順次設龍期摂を迎える)
@被災10市10町に、 コミュニティーづくりの拠点として設置された「フェニッ

クスステーション」

@神戸市震災復興本部総括局、 生活再建本部
北海道の有珠山が22年ぶりに噴火し、 住民約15，000人が避難する

その日寺。会記録 25 
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t' 社会福祉の視点から

関商大学材会学部教授 松原 一郎

単 な る ハ ー ド ウ ェ ア と し て の住宅ではな く 、 生活の 要素 の 入 っ た 「住 ま い」 の復興 と そ

れ と セ ッ ト に な っ た社会的諸サ ー ビス ( ヒ ュ ー マ ン サ ー ビ ス ) の諸施策が今 日 どの よ う に

展開 さ れ て い る の か を 記述す る 。

ま た 、 被 災 5 周年 を 期 に な さ れ た検証や提言の住 ま い復興 に かか わ る 部分 を 、 神戸市の

成 果 に 基づ い て 報告す る 。

同 様 に 、 国 レ ベ ル で検討 さ れ て い る 住宅再建支援の あ り 方 に つ い て も 、 そ の 方向性 と 論

点 に つ い て論及 し て み た い 。

1 . 
震災直後か ら な さ れ た被災者の 生活再建支援の取 り 組みは、 住宅 に 関 し ては、 緊急復興

3ヶ 年計画 の 下、 目 標 の水準 に 、 平成10年 3 月 、 到達 し て い る 。 具体的 に は計画 目 標が、

125， 000戸 (発注ベ ー ス ) で あ っ た の が、 169 ， 000戸 (135 % ) の 進捗状況で あ り 、 総量 的

に は 臼 標が達成 さ れ た 。 な かで も 、 災害復興公営住宅等 を 含 む公的住宅は、 計雨 戸数80 ，5 00

に対 し、 約81，5 00戸 の供給 と な っ て い る 。

ま た、 ピ ー ク 時 に は、 46 ， 6 17戸 ( H ， 7 ， 1 1. 15 ) を み た応急仮設生宅は、 平成12年 1 月 14

日 に最後の 入居世帯が退去 し 、 同年 3 月 末 ま で に 全 て の撤去 を 終 え た 。

こ れ ら の住宅事情 を 社会福祉施策 の規点か ら 包括的 に 見 て み る と 、 施 策 の 展 開状況が よ

り 明 ら か に な っ て く る と 思 わ れ る 。

(1) 望号gむを支 え る 多模主主 ヒ ュー マ ン サ ー ビ ス

被災地での少子 ・ 高齢化の進展ヤ サ ー ビ ス ニ ーズの多様化 を ふ ま え 、 保健、 医療、 福祉

の安心 を 支 え る ヒ ュ ー マ ン サ ー ピ ス を し て 各人 の 個 別 の ニ ー ズ に 対応 で き る よ う に施策

化が画 ら れ た 。 そ こ に 見 る 現状お よ び課題は以下の と お り で あ る 。

。 保健婦や民生委員 等 に 加 え 、 生活復興相談員 や L S A (生活援助 員 ) 、 い き い き 県住

推進員 な ど に よ る 訪問 ・ 支援活動が進め ら れて い る 。

。 保健医療福祉施設は早期 に 復 旧 し 、 在宅福祉 を 支 え る ホ ー ムヘルパ ー 数 (常勤換算) 、

ショー ト ステ イ ベ ッ ド数、 デ イ サ ー ピ ス セ ン タ ー 数は、 震災前の平成 6 年 に 比べ、 10年

ま で の 4 年 間 でい ず れ も 約1， 9倍 に増 加 し て い る 。

。 すべて の 被 災者が一 日 も 早 く 自 立 し て 生活 を 送 る こ と がで き る よ う 、 被 災 者 自 立支援

(平成12年 9 月 末 ま で に 約 14万 5 千 世帯、 約 1 ， 4001:意 円 ) や 生活復興資金貸付金 (平
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成 1 1 年度末 ま で に 約 2 万 7 千件、 約516龍 円 ) な ど、 こ れ ま で に な い新 た な 制 度 を 実現

し て き た 。

O 早期 に 白 力復興 を 遂げた被災者 も 少 な く な い が、 そ の 一方で、 移 り 住 ん だ恒久住宅で

閉 じ こ も り がち な 高齢者や 、 健康問題な ど、 被災者の 生活面 で の 課題 は 、 1 11!1 別 化 ・ 多様

化 し て い る O

( 2 )  ふ れ あ い と 支 え あ いの コ ミ ュニ テ ィ づ く り

住民、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 さ ら に NPO な ど様々 な 支 え あ い活動 を 進 め る こ と で 、 閉 じ こ も

り がち な 高齢者や ひ と り ぐ ら し 男 性 の社会参加 を 進 め て い く 施策が緊要 に な っ て き て い る 。

O 地域の拠点 と し て は 、 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ (58か所[平 成 1 1年度末時点] ) 

や安心 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ (323か所[平成12年10月 末補助 申 請件数]) 等 が設置 ・ 運営

さ れ、 地域の 支援活動や情報交換 ・ 交流の 場 と し て 活用 さ れて い る 。

O 地域活動ス テ ー シ ョ ン (287か所) (平成12年 1 1 月 l 日 現在) な ど に よ る i吉報交換 ・ 交

流 も 進 ん で、 き て い る 。

O 災害復興公営住宅 に お け る 自 治会結成率 は 、 平成12年 9 月 末現在、 86 . 4 % (県営95 . 1 % 、

市 町営83 . 5 % ) と な っ て い る 。

O 支援者の み な ら ず、 被災者 自 身が支援す る 側 に ま わ る 、 い き い き ネ ッ ト ワ ー ク な どの

活動 も 拡が っ て き て い る が、 閉 じ こ も り がち な 高齢者や ひ と り ぐ ら し 男 性 な どへの 一層

の 仲 間 づ く り 支援が課題 と な っ て い る 。

( 3 ) 住み続け た い住 ま い づ く り

生活の基礎 と な る 「住 ま い」 と ヒ ュ ー マ ン サ ー ピ ス が一体 と な る こ と に よ っ て 、 住 み続

け た い 住 ま い が実現す る こ と であ ろ う 。

O 災害復興公営住宅等 に つ い て は 、 計画戸数38 ， 600戸 を 上 回 る 、 約42 ， 100戸 (平成12年

3 月 末) を 確保、 災害復興公営 を 含む公的住宅全体 に つ い て も 、 計画戸数80 ， 500戸 に対

し て 、 約85 ， 300戸 と な り 、 計画戸数 を t 回 っ て い る 。

O 被災10市10町で、 ひ ょ う ご住宅復興 3 か年計画終了時点 (平成10年 3 月 末) ま で に 震

災 に 関連 し た民間住宅 の着工戸数は推計で88 ， 000戸 と 見込 ま れ、 上記公的住宅 の 戸 数 を

加算す る と 、 復興住宅供給総数は計画数の 125 ， 000戸 に対 し 、 173 ， 300戸 と な っ て い る 。

な お 、 被災地 の 、 公的住宅、 民間住宅 を 含む住宅供給総数は 、 平成 7 年 2 月 か ら 平成

12年 3 月 ま で の 累計で、 336 ， 505戸 に の ぼ っ て い る O

O 仮設住宅 (48 ， 300戸建設、 ピ ー ク 時[平成 7 年1 1 月 ] に は46 ， 617戸 入間) に 入居 し て

い た 世帯 は 、 震災か ら 5 年後 の 、 平成12年 1 月 を も っ て全て恒久住宅への 移行 を 完了 し

た 。

O 恒久住宅 に お い て 、 高齢者 な どが安心 し て住 み つ づけ る こ と の で き る 、 生活支援 と 一

体 と な っ た住 ま いづ く り が課題 と な っ て お り 、 L S A の 配置 さ れた シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ

等 の 取 り 組みが進 め ら れて い る 。
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(4) ユ ニ バ ー サルデザイ ン の推進

住 ま い の バ リ ア フ リ ー 化が点 で あ る な ら ば、 ま ち のバ リ ア フ リ ー 化 は 線 で あ り 、 罰 で あ

る O だれ に と っ て も 自 由 に 移動 で き 、 情報が得 ら れやす く 、 さ ら に使 い やすい ま ち づ く り

を 目 指 し て ユ ニ バ ー サ ル デザ イ ン の推進が望 ま れ る 。

O バ リ ア フ リ ー の ま ち づ く り に 向 け て 、 県立施設の改修 (平成 1 1 年度 末 ま で に265対象

施設全て完了 ) 、 鉄道駅舎エ レ ベ ー タ ー 設置費補助 ( エ レ ベ ー タ - 32駅67基) 、 ノ ン ス テ ッ

プパス の 購 入補助 ( 8 台) 、 等 の 取 り 組み を 進 め て い る O 県 内 の 主 な 駅舎 で の 車椅子対

応 の エ レ ベ ー タ ー の 設置率 は 、 全国水準 (36 . 7% [平成12年 6 月 運輸省発表]) を 大 き

く 上 回 る 、 48 . 5 % (平成10� 1 l年度福祉の ま ち づ く り 工学研究所調査) と な っ て い る な

ど、 交通の バ リ ア フ リ ー 化等 の先駆的 な 取 り 組みが進 ん で、 い る 。 同研究 にお い て は 、 ウ ェ

ル フ ェ ア テ ク ノ ハ ウ ス 等 を 活用 し 、 住宅 ・ 福祉機器 な ど の 実践的 な 研究 開 発 ・ 製品化 な

ど に企業 と 連携 し て本格 的 な 展 開 を 図 っ て い る 。

O 福祉の モ デル都市 と し て 整備 を 進 め て い る 東部新都心 で は 、 神戸市 の「東部新都心街

な み形成 ガ イ ド ラ イ ン」 に よ り 、 住 ま い や ま ち の バ リ ア フ リ ー の 実現や 、 良好 な コ ミ ュ

ニ テ ィ の 形成等、 人 に や さ し い ま ち づ く り を 進め て い る 。 さ ら に 、 主 と し て 県が施設群

の 整備 を 進め て い る 中 心 区 に お い て は 、 こ れ に 加 え て 、 「神戸東部新都心 ( 中 心 地 区 )

施設群デザ イ ン 計画」 を 作 成 し 、 21世紀の モ デル都市 に ふ さ わ し い都市づ く り を 進 め て

い る 。

O 外国語や絵図で の街路表示等が進 ん で き て い る が、 一層 の 充実が課題で あ る 。

O 平成 4 年 に 、 全国 に 先駆 け て 制 定 し た 、 福祉の ま ち づ く り 条例 は 、 震災の経験 と 教訓

を 踏 ま え て 、 平 成 8 年 3 月 に 改正 し 、 な お 一層 の 強化 に 向 け て 、 条例改正 の験討 を 進め

て い る 。

以上の よ う な 現状 と 課題 を 踏 ま え て 、 4 つ の柱で展開 さ れて い る 復興事業 は 次 の 図 表 に

よ っ て示 さ れ う る 。
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復興事業一覧

(1) 安心を支え る 多様なヒューマン サ…ビス の充

実

〔地域における 見守り体制の充実〕

。 多様 な 支援者 に よ る き め細 か な 見守 り 活

動の推進

• L S A (生活援助 員 ) に よ る 支援

@ 生活復興相談 員、 見守 り サボ ー タ ー に

よ る 支援

・ い き い き 県住推進員 に よ る 支援

・ 保健 婦 (士) ・ 栄養 士 に よ る 支援

・ 民生委員 ・ 児童委員 に よ る 支援

@ ケ ー ス ワ ー カ ー に よ る 支援 等

。 復興住宅駐在所 の 設置 な ど、 住民の視点

に 立 っ た 地域安全体制 の 充実

・ 復興住宅駐在所の設置

@ 生活安全セ ン タ ー と し て の 交番の数備

@ ふ れ あ い 交番相談 員 ・ 復興住宅対策交

番相談 員 に よ る 支媛

・ パ ト カ 一 等 の情 強 と 機能 強化

@ 民間 ボ ラ ン テ ィ ア 組織等 と の連携強化

。 支援者への支援

@ 支援者の合 同研修・ 交流 会 な どの 開催

。 地域 ご と の見守 り 体制づ く り

・ 保健 ・毘 療 ・ 福社 の ネ ッ ト ワ ーク の構
銭Eフドご

@ ふ れ あ い ネ ッ ト 述絡 会 (神戸市 )

@ ほ の ぼの ネ ッ ト ワ ーク (伊丹市 )

・ 小地域助 け合い ネ ッ ト ワ ーク ( 明 石市

〔一人ひとりに応じ た健康づくりへの支援〕

。 恒久住宅移行後の健 康づ く り への 支援

@ コ ミ ュ ニ テイ プ ラ ザ等での医 療相談

@ 保健 婦 (士) に よ る訪問指導 な どの保

健 活動 の推進

@ 食生活改善 活動の推進

@ 老 人保健 事業 に よ る健 康づ く り

@ 介護 予防 - 生活支援卒業

。 一人ひ と り に花、 じ た住宅サ ー ピス 、 施設

サ ー ビ ス の 充実

@ ホ ー ムヘ ルプ。 サ ー ビ ス の 充実

@ デ イ サ ー ピ ス ・

ス の 充実

@ ホ ー ムヘ ルパ ー など 各種 人材の養 成・

権 保

ピ

@ 県民す こ や か 介護 研修事業

@ 在宅介護 支援セ ン タ ー の愁備

@ 特別養護 老 人ホ ーム 等 の 施設サ ー ピ ス

@ ケア ハ ウ ス の整 僑 ( 再伺 )

@ 災害復興 グ ル ー プハ ウ ス への 介護 員 ・

看護 婦 (七 ) の派遣 (再掲)

( i寺- グ ル ー プホ ー ム の建設 ・

掲 )

。身 近 な医 療の光 実

@医 療施設近代化施設整備事業

・ かか り つ け医 の普及 ・ 定義促進

・ 日 赤新病院 の 整備

。健 康づ く り の拠点 支 援

• WHO 神 戸 セ ン タ ー のi軍 営支援 (再掲)

〔こころのケアの推進〕

。 こ こ ろ の ケア セ ン タ ー の 機能 を 引 き継 ぐ、

心 の ケア相談 体制 の 整備

@ こ こ ろ の ケア 研究所の 設置 ・

@ 精神 保健 福祉 セ ン タ ー に お け る祁談

@ 各保健 所 へ の こ こ ろ の ケア相談 室 設

置 ・ 運営

Oア ルコ ー ル 関連問題へ の対応

・ ア ルコ ー ル リ ハ ビ リ テ ーシ ョ ン 支援事

業

。個別相談 や仲 間づ く り に よ る 子 ど も た ち

の心の ケア

@ 教育 復興担当教員 の 配霞 (再渇 )

@ スク ー ル カ ウ ン セ ラ一派遣 事業

@ 心の 教育 総合 セ ン ター の充実

@ 心、 の教室相談 員 の 配置

・ スク ー ルア ド バ イ ザ ー派遣 事業 (再掲)

@ こ ど も の館派遣 事業

@ひ ょ う ごユ ー ス セ ミ ナ ー の 調設

@ 児童・ 生徒等 に対 す る こ こ ろ の ケア 事

業 (神 戸市 、 臨 宮市 )

@ 心 のSOSキャ ッ チ 学校支援事業 (神

戸 市 )
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〔一人ひとりに応じた生活支援〕

。 一人ひ と り に応 じ た 生活支援

@ 単身 高齢者等ブオ ロ ーア ッ プ事業

@ 生活保護 の迷 営

@ 生活福社 資金の貸 し 付 け

@ 離職者生活安定資金貸 付

@ 被災 者 自 立 支援金 の 支給

@ 生活復興資金貸 付事業

@ 生活支援委員 会 に よ る個別 対応

〔きめ細か な相談・情報提供〕

O 生活、 監 療、 子育 て な ど に つ い て の 総令

的 な 情報提供 ・ 1刊談

・ 震 災復興総合相談 セ ン タ ー に よ る相談

住 宅相談 、 労働相談 、 医 療相談 、

相談 、 県外居住被災者相談 等

@ 阪神 ・ 淡路大震災復興支援館 の運営

@ 震災復興広報強化 事業

@久会 性 セ ン タ ー に よ る相談

@ こ ど も セ ン タ ー に よ る相談 (再掲)

@ 介護 保険 セ ン タ ー に よ る相談

。 被災者の生活復興状況の調査

@ 被災者への継続 的 な 生活復興度調交

(2) ふれあいと支えあいの コ ミュニティづくり

〔コミュニティにおける 地域活動の拠点づくり〕

。コ ミ ュ ニ テ ィ の拠点 と な る 「 ま ち の居 間 」

づ く り

@ 被災地主或コ ミ ュ ニ テ イ ブ ラ

(再掲)

復興住宅コ ミ ュ ニ ティ プ ラ ザ

安心コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ

@ 地域安心拠点 づ く り の推進 (再掲)

@ 地域活動 ス テ ー シ ョ ン の整備 (再掲)

O 支援者、 支援団 体、 N P O 等の情報交換 ・

交流の拠点 づ く り

@ 生活復興 N P O 情報 プ ラ ザの運営

@ 学校 に お け る福祉 ボ ラ ン テイア 教育 の

推 進 (子中 戸 市)

〔仲間づくりへの支援〕

�O 安心 し て 暮 ら す た め の地域の相互 の 見 守
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り 活動

@ 被災単身 世帯緊急通報装置 設置事業

@ 支援者の合同研修 ・ 交流 会 の 開催 (再

掲 )

@ い き い き ネ ッ ト ワ ー カ ー の 活 動 支 援

(再掲)

@ 活動情報サボ ー タ ー の 活動 支援 (再掲)

@ 被災高齢者 自 立生活支援事業

@ 介護 フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー への

助 成 (再掲)

。 学習 や実習、 地域活動 を 通 じ た仲 間づ く

り 支援

・ い き い き 仕事 塾 の 開 催 (再掲)

@ 地域活動推進講座 の 開 催 支援 (再掲)

@ 地域活動推進 ク ラブ の 活動 支援 (再掲)

@ 高齢者語 り べ ・ 昔 の遊 び伝承 活動支援

@ フェ ニ ッ ク ス ・ リ レ ー マ ー ケ ッ ト 活動

支援

@ 災害復興公営住宅入居予定者事前交流

事業

・健 康づ く り 自 主 グ ル ー プ育 成 と ネ ッ ト

ワ ー ク づ く り

(}也域で子どもを育む し くみづくり〕

--0子育 てへの倍別 支援

@ 震災遺 児健 全育 成 支援事業

@育 児休業 ・ 介護 休業生活資金融 資事業

(再掲)

@ こ ど も セ ン タ ー な ど に よ る相談

@ 震災遺 児激励金支給事業 (芦屋 市 )

O 共 に さ さ え あ う 子育 て へ の 支援

@育 児 フ ァ ミ リ ー サ ポ ー ト セ ン タ ー への

助 成 (再掲)

@ 被災地育 児支援 グ ル ー プ ( フ ァ ミ リ ー

サ ポ ー ト ク ラブ ) 助成事業 (再掲)

@ 地域の子育 て支援事業

“ す こ や かひ ょ う ご" 子 ど も未来 プ ラ

ン の推進

02 1 tせ紀の 成 熟 社会 にふ さ わ し い家庭 の

あ り 方 に つ い て の提案

@ 成 熟 社会 にふ さ わ し い 家庭 づ く り 推進

事業



(3) 住み続けたい住 ま いづくり

〔公営住宅入患者への支援〕

。 復興住宅 に お け る 交流の拠 点づ く り と訪

間 活動

@ 復興住宅コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザの設置・

運営支援 ( 再掲 )

@ い き い き 県住推進員 に よ る訪問 ・ 相談

( 再掲 )

O 災害復興公営住宅の 入居支援

@ 災害復興公営住宅等の 家賃 対策

@ 公営住宅入居待 機者支援事業

・ 公常 住宅特別 交換 (暫 定入居) 支援事

業 (退去時補 修) 補 助

・ 公営住宅特別 交換 (暫 定入居) 支援事

業 ( 移転費助成)

。 公常 住宅 の住環境繋備

@ 県営住宅住環境主主f賄 事業

・ さ わ や か県住づ く り 運動への支援

O 災害復興 (賃貸 ) 住宅の供給

@ 災害復興公営住宅の供給

・ 高齢者向 け仕様住宅の整備

@ シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グの推進 (再 掲 )

@ コ レ ク テイブ ハ ウ ジ ン グ の 繋備( 再掲 )

・ 災害復興準 公営住宅 ( 建設事業補 助)

@ 再開発系 住宅の建設

住宅地足 改良 事業 ( 再掲 )

住宅市 街地 整備 総合支援事業( 再掲 )

密集住宅市 街地整備促進事業( 再掲)

@ 公団賃貸 住宅

〔民間住宅入居者や持ち家再建への支援〕

。 持 ち 家再建への支援

@ ひ ょ う ご県民住宅復興 ロ ー ン 制度の推

進

@ 被災者住宅再建支援事業補 助

@ 被災者住宅購入支援事業補 助

@ 住宅債務償還 特別 対策

@ 民間住宅共同化支援利子補 給

@ 被災 マ ン シ ョ ン 建替 支援利子補 給

@ 県・ 市町単 独住宅融 資利 子補 給

@ 小規模 共 同 建替 等事業補劫

@ 隣 地質 増 し 宅地規模 拡大支援融 資利 子

補 給

@ 高齢者住宅再建支援事業補 助

@ 高齢者特別融 資 ( 不 動産 活用塑 ) 利子

補 給

・ 大規模 住宅補 修利 子補 給

@ 住宅金融 公庫融 資 等 の 活用

@ 住宅復興助成基金 の 活用

@ 住宅再建型宅地整備事業補 助

@ 住宅市 街地総合整備事業 に よ る 支援

@ 優良 建築物等整備事業 に よ る 支援

@ 定期借 地権 に よ る 被 災マ ン シ ョ ン 建替

支援制度

・ 被災 マ ン シ ョ ン 共用 部 分補 修支援利子

補 給

・ 個 人住宅資金融 資あ っ せん 制度

( 神戸市 、 尼崎市 、 西宮市 、 芦 屋市

※伊丹市、 、 川西市 等 は受付

終了)

・ 神戸 東部新都心で の 住 宅・ 宅地供給

・ 西神 地 区での住宅 - 宅地供給

・ひ よ ど り 台第 2 期 住 宅問 地での住宅・

宅地供給

・ 神戸 ・ 三 田 国際公園都 市での住宅 ・ 宅

地供給

@ 南芦屋浜 地区での住宅・ 宅地供給

@ 西宮名塩 地 区 で の住 宅- 宅地供給

@ 宝塚山手地区での住宅 ・ 宅地供給

@ 宝塚新都市 で の住宅 - 宅地供給

. JlI 西 ・ 猪 名 川 地 区での住宅 ・ 宅地供給

・ 東播磨情報公園都市 で の住宅 ・ 宅地供

給

@砂 連尾 宅地造成事業で の住宅 ・ 宅地供

給

@ 小野地区での住宅 ・ 宅地供給

@ 北淡町浅 野地 区での住宅 ・ 宅地供給

。 民潤賃貸 住宅入居者への支援

@ 民間賃貸 住宅家賃 負 担軽減 事業

@ 民間賃貸 住宅復興支援事業(毘崎市 他)

@ 特定借 上 ・ 特定 目 的借 上公共賃貸 住宅

建設支援事業補 助

@ 被災者向 け フ ァ ミ リ ー賃貸 住宅建設促

進利子補 給

@ 学生寄宿舎 建設促進利子被 給
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@ 近隣 住環境計凶 制 度 ( イ ン ナ ー 長屋市j

度 の拡充) (神戸市)

@ い き い き 下町推進 協 会推進事業の展 開

(神戸市)

。 住宅のバ リア フ リ ー 化等 に 向 け た増改築

支援

@ 人生80年 い き い き 住宅助成事業 (再掲)

O多 自然 地域で三世代が交流す る健 康 ・ 安

心 ・ 生 き がい の ま ち づ く り モ デル

「長寿 の郷」 構 想、 の推進

〔住まいについてのきめ細か な相談・情報提供〕

O 総合 的 な伎 宅相談 の実施

・ ひ ょ う ご住宅栢談 所 の 設置

@ 住宅建築総合セ ン タ 一 等 に よ る 住宅相

談 の実施

。 兵庫 県 に 戻 り た い被災者に対 す る

@ フ リ ー ダ イヤ ル に よ る 総合相談

@ 兵庫 県 に 戻 り た い被災者の登録制度 と

偶別 支援

「ひ ょ う ご使 り 」 の発行

@ ふ る さ とひ ょ う ご カ ムパ ックコ ー ル&

メ ー

(4) ユニバーサ ルデザイン の推進

〔自由な移動の ための工夫〕
LO モ ピ リ テ イ (移動) の連続性 の確保

@ 公共交通バリア フリ ー 化の推進

. L R T導入の検討 (再掲)
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〔わかりやすい'清報表示等のエ夫〕

o わ か り やす い情報の提供

・ 外国語や絵図での街路表示の推進

@ 県の機関 や 市長 の窓口 、 公的施設の多

言語表示の推進 ( 再掲)

・ 外 国 人 県民 イ ン フオメ ー シ ョ ン セ ン

タ ー に よ る 情報提供 (再掲)

・点字 表示の充実

〔バリア(障壁)の ない住まいづくり、 まちづく

りの工夫〕

ト o 高齢者等 に対 応 し た住宅 等 の整備推進[ ・ 福祉 の ま ち づ く り咋 研究所の運営

@ 福祉 の ま ち づ く り 工学研究所の整備 とl 研究和 推進l ウエ ル フェア テクノ ハ咋 の活用

@ 人生80年 い き い き 住定 助成事業 」般
( 型 (住宅改造) 増改築型

・ 人生80年い き い き 住宅助成事業 特別

型 (要 介護 認定対象者)

e福社 の ま ち づ く り に 係 る面 的整備の推

j隻
・ 福祉 の ま ち づ く り 重点地庶 民間施設改

修の推進

。 多様 な ニ ー ズ を 踏 ま え た福祉 の ま ち づ く

り の推進

@ 福祉 の ま ち づ く り条例 の推進

@ 公共 的 な 施設整備の推進

・ 学校への エ レ ベ ー タ ー 設置 (神戸市 )

@ や さ し さ の道づ く り ( 神 戸市 )

@ 障害者生活支援事業

・ 重度障害者外 出 支援事 業 の 充実 (神戸

市 、 川 西市 他)

@ ボ ラ ン テ ィア 、 団 体. N P O 、 企業 な

ど と の連携、 活動支援

@コ ミ ュ ニ テイfM丈字 放送 に よ る 情報

提供 (尼崎市 他 )



2 検証 と 提言
王子成11年度 は 、 被災 5 周年 と い う こ と で、 兵産県や民間 サ イ ド に お い て も 震災か ら 得 ら

れ た 教訓 を 確認 し 、 復旧 ・ 復興事業 を 点検す る 作業がな さ れた 年 で あ る 。 筆 者 は 、 兵庫県

の 要請 を 受 け 、 要援護者へ の被災後の施策の検証 を 行 な っ た 一 人 で あ る が、 当援興誌 の 前

号 で そ の こ と に つ い て触 れ て お り 、 当 稿 に お い て は、 む し ろ 住 ま い の復 興 の 視点 か ら 神戸

市都市問題研究所の 「震災復興の 都市政策 的検証 と 提言」 研究会の一員 と し て 、 そ の提言

を 言己 し て お き た い 。 (2)

( 1 ) 復設住宅用地の多様な設定

@ 仮設住宅 の 用 地費が災害救助法の対象 に な っ て い な い が、 対象 と すべ き で あ る 。 災害救

助 法 で は 仮設住宅 は公冨 ・ 学校 な ど に建設 さ れ る と 想定 さ れ て い る が、 都 市直下型大災

害 の 場 合 は 、 公共用 地 で は不足す る た め 民有地 を 使用 せ ざる を え な い場合が発生す る 。

し か し 仮 に 民有地 を 借 り 上 げて も 、 現行制度上、 賃貸料は補助対象 に な ら な しミ。 販神 ・

淡路大震災の場合、 神戸市がた ま た ま 広大 な 海面埋立地、 宅地造成地 を も っ て い た か ら 、

な ん と か公共用 地 の な か で建設用 地 を 捻出 で き た に す ぎ な い 。

@ 個 人 の 敷地 の お け る 応急仮設住宅の建設や建築費助成 は 、 市か ら 国へ要望 し たが、 個 人

財 産形成への助成 に な る と の考 え か ら 実現 し な か っ た 。 し か し 、 仮設住宅建設 に 要 す る

財源が節約 で き れ ば、 そ の分 を 被災者の 生活 ニ ー ズ に即応、 し た住宅施策 に 充当 す る こ と

が可能 と な る 。 コ ミ ュ ニ テ イ の 維持の た め に も 、 どの よ う な 要件 な ら 個 人の 敷地 に お け

る 仮設住宅が建設で き る か を 具体的 に 検討す る こ と が必 要 で あ る 。

( 2 )  す ま いの再建 に つ い て

@ 住宅応急、修理の 制 度 は 既存住宅ス ト ッ ク の活用 に不可欠で あ っ て 、 そ の 拡 充 に よ り 必要

仮設住宅数 を 減 ら す こ と がで き る 。 白 力 再建へ の 第一歩 と し て の 応急修理助成 を 広 く 活

用 で き る よ う に拡充すべ き であ る 。 さ ら に 、 応急修理助成 だ け で な く 、 住宅の被災度判

定 、 り 災証明 の 判 定、 応急修理の 可否 と 費用 見積、 家屋解体 に つ い て 、 一 連 の 流 れ と な っ

た被災建物修繕 ・ 解体 シ ス テ ム 制度の創設が必要であ る 。 住民 に と っ て 、 専 門 家 の被災

建物 の 調査 ・ 判 定 ・ 助言 を 、 そ の復 旧 の 費 用 と 合 わ せ て 判 断す る こ と が住宅再建 に不可

欠 で あ る が、 そ の た め の技術的 な 標準化 は ま だ不 十分で あ る 。 二次災害 の 回避 を 想定 し

た 地震動 、 地盤、 建物構造、 補修、 被災判定 の 各分野の専 門 家 な ど と の協議 シ ス テ ム な

ら びに や は り 未整理の ま ま の応急鯵理の工事手法標準化 も 含め て 、 災害救助法の 関 連規

定 と し て整備 さ れ る べ き であ る 。

@ 高齢化社会や生活ス タ イ ル の 変化 に あ わせた居住形態が求め ら れて お り 、 住宅施策 と 福

祉施策等が連携 し た住宅形態 の 選択の多様化が必要 で あ る O 神 戸 で は 震災の教訴 を 生か

し て 、 コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ、 グ ル ー プホ ー ム 型住宅、 定期借地権付住宅、 ベ ッ ト 共

生住宅等が導入 さ れつ つ あ る が、 こ れ ら を復興特例 だ け に と どめず、 全国 的 な 施策 と し

て 、 供給 ・ 運営制度の検討が望 ま れ る 。 特 に震災後の先駆的 な 取組み と し て抜 目 さ れ る
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コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ の 協 同 室 ( ふ れ あ い 空 間 ) 整備 に対す る 補助 金 は 、 現行制度 上 、

導入 さ れて い な い が、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 継本 に よ る 豊 か な 住 ま い の実現の た め に不可 欠 な

支援 と し て 、 制 震化 さ れ る べ き で あ る 。

@ 震災直後 は 、 民 間 借家 の確保が困 難 な 状況 に あ っ た こ と と 、 早期の住宅復興事業の た め

に は既存制度 を 最大関 に 活用 し て効率 的 な 住宅供給 を 行 う 必要があ っ た た め 、 被災者 に

対す る 住宅の供給 は 、 復興公営住宅の直接建設が中心 と な っ た 。 今後 は 、 大量の公的住

宅の管理 ・ 運営 と 老朽化時点で の対策が課題で あ る 。 特 に将来、 更新が集 中 す る 時期 に

は 国等の新た な 支援制度が求め ら れ る O

@ 千夏興公営住 宅 は高齢者の比率が高い た め 、 日 常生活の見守 り や コ ミ ュ ニ テ ィ の 形成 が重

要であ る 。 復興公営住宅 を 超高齢社会 を 先取 り し た す ま い と く ら し の イ ン フ ラ ス ト ラ ク

チ ャ ー と し て捉 え 、 そ の基盤の 上 に ネ ッ ト ワ ー ク と 社会 サ ー ピ ス を 編 み 出 し 、 生活再建

と 自 立 を 支援す る こ と が必 要 で あ る O

( 3 )  住宅再建の た め の新 た な法制度 ・ 支援政策

@ 街区形成 ・ 細街路整舗 の 重要 ポ イ ン ト で あ る 角 敷地権利 者 に 対 し 、 事業協力 の イ ン セ ン

テ ィ ブ と な る メ リ ッ ト を 与 え る 補助制度が望 ま れ る 。

@ す ま い に 関 す る 総合支援拠点 と し て 緊急、時 に 求 め ら れた精神医 ・ 弁護士 ・ 税理士 ・ 金融

関係者 ・ 建築士等 の専 門 家 ネ ッ ト ワ ー ク を 駆領で き 、 さ ら に 、 良 質 な 工務庖等の情報 を

提供で き る 寂の住民ニ ー ズ に 適 し た サ ポ ー ト セ ン タ ー を 早期 に 立 ち 上 げ る こ と が必要で

あ る 。

@ 他都市等 に避難 し た被災者が一 日 も 早 く 地元 に帰 り 、 住宅 を 再建で き る よ う に す る 仕組

み が、 被災地の ま ち づ く り に は重要で あ る 。 特 に 、 個 人 に密接 に 関 わ る 各 支援制 度 の 定

常化 と 、 複合 ・ 重層 的 に利用 で き る よ う な 制度 の 連動が必要で あ る 。

① イ ベ ン ト 開催 ・ ホ ー ム ス テ イ 等 に よ り 地元 に 立 ち 寄 り 、 一時滞在 し て も ら う コ ム ス

テ ィ (住民 同 帰 ) シ ス テ ム を ま ち づ く り 協議会 . N P O 等 と 行政の協働 で行 う 制度

②住宅共同化への支援制度 と し て 、 保留床の受盟住宅使用 を 前提 に し た従前居住者再建

建築の制度化

③狭小型協調 (小規模共同型) 住宅補助制度

上記以外 に も 、 「マ ン シ ョ ン 建替 え 事業促進法」 の 制定や擢災都市 に お け る 借家 に 関 す

る 法制度 な ど に も 、 こ の研究会の提言は言及 し て い る が、 こ こ ま で に 留 め て お き た い 。

住 ま い の復興 に 関 し て 、 殊 に 公営住宅 に つ い て触 れ て お き た い 。

被災直後は 、 民 間借家の権保が困難 で あ っ た が、 平成10年11 月 に お い て は 、 神戸 市 内 で

1 5 % 強 の 宗室が発注 し た と も 言 わ れて い る O 結果論 の そ し り を 受 け か ね な い が、 公営住宅

偏 重 に走 り す ぎ る こ と は な か っ た の で あ ろ う か ? 確か に 市民 の 声 に 応急 に こ た え る 必要
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があ っ た も の の 、 ポ ピ ュ リ ズ ム (大衆迎合主義) に 流 さ れ な か っ た と 言 え る の だ ろ う か。

筆者 は 、 す ま い の権利 を 保撞す る た め に公的介入 を すす め る と い う ソ ー シ ャ ル ・ ハ ウ ジ ン

グ の考 え 方 に 組みす る も の であ る O た だ そ の方法が公営住宅建設 に偏 っ て し ま う こ と で、

将 来 に 禍根 を 残す こ と を 危'誤す る の であ る 。 具体的 に はハ ー ド面で は 、 公営住宅が一説以

上 と い う 高比率 を 占 め 金銭的 に管理 ・ 運営 さ ら に は 、 将来の老朽化時点 で の対策 に 不安が

あ る O さ ら に 、 ソ フ ト 面で は 、 高齢者が中心 と な っ た 集住形態 で あ る た め 、 コ ミ ュ ニ テ ィ

形成や 日 常生活の維持 に 困難があ る 。

と は い え 、 現段 階 に至 っ て は 、 公営住宅 を 所与 の も の と し て と ら え 直 し 、 超高齢社 会 を

先取 り し た す ま い と く ら し の イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー と し て位置づ け 、 さ ら に そ の碁盤の

上 に ネ ッ ト ワ ー ク と 社会 サ ー ピ ス を 編 み 出 し て 、 生活再建の 自 立 と 共生の ス ト ー リ ー を 紡

ぎ あ げて い く こ と が望 ま れ る の で あ ろ う 。

3 . 住宅再建支畿の こ れ か ら の あ り 方(3)

45万世帯の住宅被害 の 出 た 阪神 ・ 淡路大震災で あ っ た が、 道路 ・ 港湾 ・ ラ イ フ ラ イ ン な

どの イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー に 比べ、 11Q1人の住宅再建は大 き く 立 ち 遅れ た 。

住 ま い や 生活の 糧 を 失 っ た被災者 に 最高100万 丹 を 支給す る 被災者生活再建支援法が成

(1998年 5 月 ) し た も の の 、 住宅再建の 方途 に つ い て は先送 り さ れ た 。 同 法 の 附則 第 2

条 の「 自 然災害 に よ り 住宅が全半壊 し た世帯 に対す る 住宅再建支援の 在 り 方 に つ い て は 、

総合的 な 見地か ら 検討 を 行 う も の と し 、 そ の た め に必要 な 措置 が講ぜ ら れ る も の と す る り

と い う 規定 を 踏 ま え 、 自 然災 害 に よ っ て住宅が全半壊 し た場合 に 、 そ の再建 ・ 確保 に対す

る 支援 の あ り 方 を 総合的 な 見地か ら 検討 を 行 う た め 、「被災者の住宅再建支援の在 り 方 に

関 す る 検討委員 会」 が、 平成11年 1 月 8 日 に 国土庁 に 設置 さ れた 。 平成11年 2 月 18 日 の 第

l 回 よ り 、 当 委員 会 に お い て は 、 大規模災害 に よ り 多数の住宅が滅失 し た場 合 に 、 生氏が

速や か に従 前 の生活 に復帰 し 、 そ れ に よ り 地域社会の速や か な復興 を 推 進 す る た め の住宅

再建支援 は 如何 に あ る べ き か に つ い て 、 筆者 も そ の 一委員 と し て 、 基本的 な 考 え 方 や 理念

を 中心 に干食討 を 重 ね て き た 。

と り わ け平成11年12月 か ら 翌年 3 月 に か け て の 3 回 の委員 に お い て は 、 被災者の 自 助努

力 と 支援 の あ り 方等住宅再建支援 に 関 す る 基本 的 な 考 え 方 に つ い て 、 議論が交 さ れ、 個 人

住宅の有す る 公共性 と 復興支援 と の 関係が重大 イ シ ュ ー と な っ た 。

先ず、 現行制 度 の 課題 と し て 、 応急仮設住宅 の 大量建設 に つ い て は 、 用 地 ・ 資材 と も 権

保が困難で、 あ り 、 時 間 と 費用 の割 に は ス ト ッ ク と し て残 ら ず、 さ ら に 既存の ス ト ッ ク (民

間 賃貸住宅) の 活 用 が 十分で な か っ た こ と があ げ ら れ る 。

都市型の 大規模災害 に お い て は 、 従来の「避難所→忠急仮設住宅→災害公営住宅」 と い っ

た単線的 な 支援 の み に よ る も の で は な く 、 迅速で多様 な 譲線型の復興 の 手段 を 用 意 し て い

か な け れ ばな ら な い こ と が認識 さ れ、 お お む ね次の 2 � 3 の ポ イ ン ト で方 向性の一致 を 見
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て い る 。

① 住宅再建支援策 の体系化

阪神 ・ 淡路大震災 は 、 既存の 災害関係諸制度の想定 を 超 え た事態 を も た ら し た た め 、 実

質 的 に は かつ て な い規模で支援策 を 講 じ た に も かか わ ら ず、 事前 に 施策が明 ら かで な く 、

ま た 、 施策が散発的 ・ 後追い 的 に な っ た た め 、 被災者が主体的 に 住宅再建の シ ナ リ オ を 描

く こ と を 困 難 に し 、 ま た 、 被災者 に と っ て そ の 効果 を 十分 に 感 じ さ せ な い も の と な っ た の

で は な い か と 考 え ら れ る 。

被災者が早 い 時期 に 支援の全体像 を 理解 し 、 自 主的 に住宅の再建 に 取 り 組 む こ と がで き

る よ う 体系 的 な 支援 の メ ニ ュ ー を提示 し 、 こ れ を被災者 に 十分 に 周知 す る こ と が重要であ

る 。

② 持家再建支援の促進

個 人住宅の再建 に 関 し て は 、 住 宅 ロ ー ン の利子補給等が措置 さ れて い る も の の 、 被災者

の 中 に は喪失 し た住宅の ロ ー ン に 加 え 再建 し た住宅の ロ ー ン の 二重の負担 に 堪 え な け れ ば

な ら な い者 も 多 く 、 種 々 の 理由 で ロ ー ン を 組め な い者 も 少 な く な い 。 ま た 、 地震等の損害

に備 え る 個 人住宅の所有者の 自 助努力 の 手段 と し て の 地震保険 に つ い て は 、 加入率が低 く 、

十分 に 普及 し て い る と は 云 い 難 い 状況 に あ る O

こ れ ら を 踏 ま え る と 、 今後、 持家再建の た め に 必要 な 支援 を 促進 し て い く こ と が肝要で

あ る 。

③ 「共助」 の精神 に基づ く 相互支援

大規模災害 に お け る 住宅再建 に つ い て は様 々 な 公的支援が実施 さ れて い る が、 そ れ は 住

宅が基本的 に は 個 人財 産 で あ る と と も に 、 住生活の安定が社会的 に 重要 な 意義 を 有す る た

め で あ る 。 し か し 、 大規模災害の よ う に 広 域 な 地域が 一度 に 被災す る 場合 に お い て は 、 個

人の 白 助努力 や こ の よ う な 公的支援 の み で は対応で き な い の も 事実 で あ る O

し か し な が ら 、 一方で一部の委員 や 出 と 他方で大多数の委員 と の両者 を 見 る と 、 前者が

「私有財産で あ る 住宅の再建は 自 助努力」 と 唱 え 、 後者が 「被災地経済の活性化や地域社

会復興の 基礎 と な る 住宅 の 有 す る 公共性」 と そ れぞ、れの公助 の 主張 と の 間 げ き は埋 ま り 難

し い も の が あ る 。 筆者 は 、 大規模災害 に よ っ て 国民国家が破滅的局面 を 迎 え よ う と し て い

る と き に 自 助努力 を 振 り ま わ す の は全 く 納得がい かず、 公助 と そ れ を 補 う 共助 (地震保険

及 び共済制度) を も っ て し な け れ ば、 個 人の生活は言 う に 及 ばず国 家の存立 さ え 危 う い と

訴 え て い る 。

住 ま い の復興は き わ め て私的 な 領域の論議 で あ る と 同 時 に 、 た いへ ん社会的 な 事象 で あ

る 。 な ぜ、な ら ば、 我 々 が問題 と し て い る 大規模災害 は 、 国 家 の カ タ ス ト ロ フ ィ ー 的現実 と

そ の リ ス ク マ ネ ー ジ メ ン ト に 早急 に 直面 す る こ と を 要請 し て い る か ら に は か な ら な い 。
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住宅復興の牒開 を 検証 し そ ニ か ら 学ぶべ き ニ と
- 震災復興の 5 ヵ 年 を 振 り 返 っ て

大阪大学大学院 工学研究科教授 鳴j年 邦碩

は じ め に

本誌第 3 巻で、 1 3 ヵ 年 を 振 り 返 っ て 一 住宅謹興の課題」 を 執筆 し 、 住宅復興 を 巡 る 基

本 的 な 事項 に つ い て整理 し筆者の考 え を 述べ た 。 本稿で は 、 そ こ で述べ た こ と を 振 り 返 り

つ つ 、 住宅復興の 5 ヵ 年の成果 と そ の 内容 を検証 し 、 そ こ か ら 学ぶべ き 点 に つ い て述べ る

こ と に し た い 。

1998年度 に 、 住 宅 に 関連す る 基礎 的 な 調査であ る 「住宅 ・ 土地統計調査」 と 「住宅需要

実態調査J の こ つ の 調査が実施 さ れ た (資料 1 、 2 ) 。 前者 は 10 月 1 日 現在 の 調査で 、 兵庫

県 内 の 市 町 に つ き 1 /3か ら 117の 抽 出 率 で行 な わ れ 、 後者は12月 1 日 現在 の 調査 で 、 お よ そ

l 万 8 千票の有効 同 収票 を 得 た 調査 と な っ て い る O こ れ ら の調査結果 な ら び に 住 宅 に 関連

す る そ の他の調査結果 を 用 い な が ら 、 住宅復興の 5 ヵ 年 の展開 を 見 る こ と に し た い 。

1 . 震災 に よ る 被害 と 住み替 え
「住宅需要実態調査」 に よ る と 、 地域別被害状況 は 図 1 の よ う に な っ て お り 、 被災10市10

IHTで は被災判 定 を 受 け た 世帯 (住宅) が54 . 8% に 上 っ て い る 。 被災10市10阿 の推定世帯数

は 、 全壊 (焼) の 判 定 を 受 け た 世帯が14万 7 千世帯、 半壊 (焼) の 判 定 を 受 け た世帯が22

万 5 千 世帯、 合 わ せ て 37万 2 千世帯 に 上 っ て い る O

(図 1 ) 震災に よ る 被害状況(被災地域別)

全体

被災1 0市 1 0町

0.6% 
被災地域外

0 

0% 1 0% 20% 

ßl 全壊判定 を 受 け た
図 被害 は あ っ た が判 定 は な し
ロ そ のイ也

!2jJ 半壊判定 を 受 け た
口 被災地域 だ が、 被 災 な し
怒 不明

圏 一部損壊判定 を 受 け た
圏 被災地域で は な い

(資料1 よ り 転載)

「住宅需要実態調査」 に よ る 震災後の住 ま い の 変化 は 、 図 2 に 示 さ れて い る O 全壊 (焼)

を 受 け た 世 帯 の 34 . 8% 、 半壊 (焼) 判 定 を 受 け た 世帯 の5 . 6 % が住 宅 の 建て 替 え を 行 な っ
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て い る 。 世帯の推定数 を 見 る と 、 前者が 5 万 1 千世帯、 後者が 1 万 3 千世 帯 で 、 合 わ せ て

6 万 4 千世帯が住宅 を 建 て 替 え て 元 の 場所 に 住 ん でい る こ と に な る 。 ま た 、 全 ・ 半壊 (焼)

世帯で、 「新 た に 自 宅 を 新築 ・ 購入 す る な ど し て 、 別 の場所 に 住 ん でい る 」 世帯、 「別 の 借

家 に転居す る な ど し て 、 別 の場所 に 住 ん で、 い る 」 世帯が、 そ れぞ、れ 3 万 8 千 l笠帯、 7 万世

帯、 合 わ せ て 10万 8 子世帯 と な る 。 「住宅需要実態調査」 は 抽 出 数が少 な い た め 、 世帯数

の推定数は信頼性 に疑問があ る が、 一応、の 自 安 に は な る 。

(図 2 ) 震災後の住まいの変化 (被害状況別) (複数回答)

全壊判定 を 受 け た

半壊判定 を 受 け た

一部損壊判定 を 受 け た

被 害 は あ っ た が判 定 な し

被災地域 だ が 、 被害な し

O�も 20% 40% 60% 80% 1 00% 1 20% 

(資料1 よ り 転載)

興味深 い の は 全壊 (境) 判 定 を 受け た 世帯の 1 2 . 6 % が、 住宅 を 補修 し て元 の場所 に 住 ん

で い る こ と で あ る O 判 定 に 当 た っ て 基準が明確で な か っ た こ と 、 非常事態 で あ り 十分 な 謂

査が行 な わ れ な か っ た こ と 、 さ ら に は住 宅 の 建 て 替 え に 踏み切 る 条件が整 っ て い な か っ た

こ と な どの 現 出 が考 え ら れ る 。 別 の観点か ら 見 れ ば、 被災 を 経験 し な が ら も 「安全性の確

保 さ れて い な い」 住宅が ま だ数多 く 残 さ れて い る と 見 る こ と も で き る 。

兵庫県 は 1996年 3 月 に 、 住宅解体戸数 は 136 . 730戸 と 発表 し て い る 。 こ れ は被災者が市
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町 に 出 し た公費解体処理 申 請書手 (棟数単位) を 再調査 し 、 戸数単位 に 集計 し た結果で あ る 。

こ れ に 対 し 、 「住宅需要実態 調査J の結果か ら 見 る と 、 現地建 て 替 え が 6 万 4 千世帯、 住

み 替 え が10万 8 千世帯で あ り 、 合 わ せ て 17万 2 千世帯 と な っ て い る 。 と こ ろ が住 み 替 え 世

帯数は住宅解体戸 数 に そ の ま ま 直結す る わ け で は な い 。 つ ま り 住宅 を 解体 し て住み替 え る 、

あ る い は住 み 替 え て 元 の 住宅が解体 さ れ る こ と が全て に 生 じ て い る と は い え ず、 解体 さ れ

た住宅戸数 を 上 回 る 建 て 替 え 数や住 み 替 え 数が起 き て い る こ と に な る 。

こ れ に 加 え 、 全 ・ 半壊 (焼) 世帯以外の 世帯 の 建 て 替 え や新た な住宅取得 も あ り 、 ま た 、

複数世帯 同居 も あ る た め l 世帯 当 た り l 住宅 と い う こ と に は な ら な い。 こ れ ら を 考 え 合 わ

せ る と 、 住宅移動が被災地で、大量 に発生 し て い る こ と は事実で あ る 。

「住宅 ・ 土地統討調査J に よ れ ば、 被災地 に お け る 住み 替 え 世帯 数 は 表 I に 示 さ れ る と

お り で あ る 。 1994年以降 に住み替 え た 全世帯数 (不詳 を 含 む ) は 、 43万 8 千世帯 に も 上 る 。

「住宅需要実態調査」 の デー タ で は 、 「新 た に住宅 を 新築 ・ 購入 す る な ど し て 、 別 の 場所

に 住 ん で い る 」 世帯、 「別 の借家 に 転居す る な ど し て 、 別 の場所 に 住 ん で、 い る 」 世帯、 合

わせて 22万 5 千世帯 で あ る ほ 2 ) 。 そ の 他 お よ び不 明 が19万世帯 あ り 、 合 わ せ る と 41万 5

千世帯 と な り 、 「住宅 ・ 土地統計調査J の 全住み替 え 世帯 数 に 近 い 。「住宅需要実態調査」

の そ の他お よ び不 明 に は 、 地域外か ら の住み替 え が含 ま れ て い る も の と 考 え る こ と がで き

る 。

「住宅 ・ 土 地統計調査J (表 1 ) に よ れ ば、 同 一 市 立 町 内 、 同 一地域内 の 住 み 替 え が合 わ

せ て27万 4 千世帯 で あ る 。 こ の 数字 は 、 上記、「住宅需要実態調査」 に よ る 住 み 替 え 世帯

数22万 5 千世帯 と 大 き く は 違わ な い。 注 目 すべ き は 、 県 内他地域お よ び県外か ら 、 少 な く、，'-と も 15万 6 千世帯 の 住 み 替 え があ る が、 「住宅需要実態調査」 の 数字か ら 推測 す る と 、

れ を 超 え る 世帯 の 住 み 替 え が存

在す る 可能性があ る こ と で あ る 。

「住宅 ・ 土地統計調査」 の 前 回

調査が1993年で あ り 、 震災の 1

年前か ら の住み替 え 世帯数であ

る が、 そ の 多 く が震 災後 の 物 で

あ る と み な し て よ い だ ろ う 。

県 内他地域、 県外か ら の住 み

替 え 世帯が どの よ う な 居住形態

を と っ て い る か に つ い て示 し た

(図 3 ) 県 内他地域 ・ 県外か ら の住み替
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い 。 ま た 、 県 内他地域か ら は借家か ら 持家への住み 替 え も 自 立 っ て い る 。 こ れ ら の傾 向 は 、

後 に述べ る よ う に 、 被災地で大量の 新 し い借家が供給 さ れた こ と と 相 関 し て い る も の と 考

え ら れ る 。

住み替 え 状況 を 見 る 場合、 世帯規模の 縮小傾向 を 見逃す わ け に は い か な い 。 一定の 人 口

に対 し て従前 よ り 多 く の性宅が必要 と さ れる 傾向があ る こ と で あ る 。

「住宅 ・ 土地統計調査」 に よ れ ば、 被災地全体で は 、 1993年度 に 比べ、 公営住宅が2 . 8万

戸増加 す る 一方で、 民間借家が 2 万戸減少 し て お り 、 こ れ を 神戸市で 見 れ ば、 公営住宅が

2 万戸増加 し 、 民 間借家が 2 万戸減少 し て い る O 神戸市 を 中心 に 、 公営住 宅の供給に よ っ

て 賃貸住宅の構成 に大 き な 変化が も た ら さ れて い る 。

(表 1 ) 居住形態及 び居住地域の変化月IJ 住 み 替 え 世帯数 [被災地J (資半 1 よ り 転載)
仁段 : 世帯数、 下段 : 総世帯数 ( A ) に対す る 割合

居住地域の変化

持家→持家 | 
ョU ， "TL.iV I 27 ， 340 5 ， 770 

58 . 9 %  1 2 . 4 %  

持家→借家 ! 
ョμ ， 030 I 14 ， 500 5 ， 0 1 0  

府 34 . 5 %  1 1 .  9 %  

1t 46 ， 760 1 2 ， 970 10 ， 520 
形 58 . 0% 1 2 . 0% 1 6 . 1  % B. 1 
宵1t�、

37 ， 1 50  I の 借家→借家
168 . 200 89 ， 320 20 ， 340 1 9 ， 730 

変 53 . 1  % 1 2 . 1 % 1 1 . 7% 22 . 1  

化 16 ， 960 9 ， 630 2 ， 120 2 ， 970 2 ， 1 70 
その他→持家 56 . 8 %  1 2 . 5 9も 1 7 . 5 %  12 . 8 

そ の他→借家 l 7 ， 820 11 ， 670 22 ， 270 
1 0 . 9 %  16 . 29も 3 1 . 0 

51 ， 160 

を 含 め た 数値 て、あ る 。

(表 2 ) 被災後の住 ま いの状況 (資料 2 よ り 転載)

新 た に
住宅 を
新築 購 " zリの借家 震災前 と
入す る な | にあ f!iす 1 ，変わ ら ず :
ど し て、 | る な ど し そ の ま ま j
別の場所 | て 、 別 の | 裁や子等 ; 元のイ主宅 ;
に住んで ! 場所に住 | と 同氏を i に住んで l
い る i んで い る i 始め た j い る ! その他

20 . 7 1 1020 . 9 ) 日7 .2

17 .4 1 520 . 9 1 102 .8  

単位千 世帯

不 明

126 . 8  

87 . 2  

再合計
(重複
!日1答の

64 . 5 ! 39 . 7  
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2 . 被災地 に お け る 住宅供給 と 空家の状況
被災10市10町 で は 、 震災後住宅着工が順調 に 進 み 、 1995年度 ( 2 月 期以降) に 101 ， 1 1 1 戸 、

1996年震 に 100 ， 738戸 と 、 こ の両年で、合 わせ て 、 201 ， 849戸 の 住宅が着工 し て い る 。 前稿 ( 第

3 巻) で も 述べ た よ う に 、 こ の着工戸数 に は 、 被災柱宅の再建 だ け で は な く 、 震災 に刺激

さ れた住宅や被災 と 直接的 に は 関 係 の な い住宅の着工が相当 数存在 し て い る 可 能性があ る

こ の 時点で既 に 、 滅失推定戸数13万 7 千戸 の そ の戸数 を 大 き く 上同 っ て い る 。も の の 、

こ の 2 年が過 ぎ る と 新設住宅着工数 は 減少 し 、 平常時の 着工数 に も ど っ て い る (表 3 ) 。

震災後か ら 1999年度 ま で の 新設住宅着工数 の 合計 は 、 336 ， 505戸 と な っ て お り 、 単純 に 推

定滅失戸 数 を 悲 し 引 く と 、 20万戸 に 近い戸数が余分に 供給 さ れ た こ と に な る 。 実際 に は 、

平常時 に も 住 宅 の 建 て 替 え や新規供給が存在す る わ け で 、 必ず し も こ の 数字の 全 て が、 過

剰住宅であ る と は い え な い 。

(表 3 ) 新設住宅着工戸数お よ び震災後
の累積着工戸数 (被災10市10町)

(兵庫県資料 よ り 作成)

新設住宅
着工戸数

累積戸数度年

35 ， 1 14  1 992 

40 ， 208 

4 5 ， 550 

1 993 

103 ， 485 
| 則

1995 
「一一一一一一一
i 95/2�96/3 卜 101 ， 1 11 101 ， 1 1 1  

100 ， 734 20 1 ， 845 1996 

7
一
8
一
9

ハ叫υ
一
ハ同υ
一
ハ同υ

ハ斗U
一
ハ同υ
…
ハ吋υ

1j
一
上
一

1i

26 1 ， 890 60 ， 045 

299 ， 993 

336 ， 501 

38 ， 1 03 I 
36 ， 508 

1998年10月 1 B 現在で実施 さ れた 「住宅 ・ 土地統計調査」 に よ る と 、 震災後、 被災10市

10因子で建設 さ れ た住宅戸 数 は 、 241 ， 250戸 と さ れて い る の に 対 し 、 同 じ 時期 の 新設住宅着

工戸数は28万戸程度 に な る 。 前者の 数字 に も 建築 中 の住宅が含 ま れ る こ と か ら 、 こ の 時点

で の 4 万戸程農 の 差 を 如何 に 理解す る べ き だ ろ う か。 一定の率 で の 抽 出 サ ン プル か ら の推

定数であ り 、 若 干 の 差が生 じ る こ と は や む を 得 な い と い う こ と も あ る が、 著工 し て い て も

ま だ、建 ち 上 が っ て い な い住宅が前者の 数字 に 含 ま れて い な い こ と な どが考 え ら れ る 。

1998:-9'-度 「住宅 ・ 土地統計調査J に よ る と 、 被災地での仮設住宅 を 除 い た 空家率 (空家、

空家、 建築 中 の住宅 を 含む ) (表 4 ) は 、

を 2 . 8% 上 回 っ て い る 。 阪神 臨 海 地域で は そ の

つ ま り 居住世帯の い な い住 宅 は 、 一時現住者 の み 、

被災地 で は 1 2 . 9 % で前 回調査 ( 1993年宣)

前 回 調査 を 4 .8% 上回 っ て い る 。数字 は 14 . 9% と 高 く 、
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(表 4 ) 仮設住宅 を 除 い た 空家 数 ・ 5E家家 ( 資料 1 よ り 作成)

jコ
調査年

兵庫県

77 ， 230 I \ 1 .  8 

64 ， 470 I 1 0 . 4  

49 ‘ 240 I 8 目

76 ， 470 

38 向 。10

60 ， 630 53 ， 240 

36 ， 300 

宗
家
全
体

賃
貸
・

売
却
用

具体的戸数で見 る と 、 被災地 の 空 家 は 190 ， 940戸 で そ の 内 の70% の 133 ， 860戸が賃貸 ・ 売

却用 の 空家 で あ る 。 地域的 に み れ ば41 . 4 % が神戸市、 37 . 7 % が阪神臨海地域 に 立地 し て い

る 。 被災地の空家戸数 は 、 前 屈調査時点 (1993年) に 比べ、 被災地全体で は 5 万戸多 く 、

賃貸 ・ 売却用空家戸数は 4 万 6 千戸多 い 。 震災前 に対 し て 、 神戸市お よ び板神臨海地域 に

賃貸 ・ 売却用 空家が増加 し て お り 、 そ の増加傾 向 は 阪神 臨海地域 に お い て よ り 高い と い う

こ と がで き る 。

先 に み た よ う に 「住宅 ・ 土地統計調査J に よ れ ば、 震災段、 被災10市10町で建設 さ れた

し ヲ i く と 約10万 4 千戸 と な る 。 「住住宅戸数は241 ， 250戸 で あ り 、 こ れか ら 推定滅失住宅 を

空家の 中 に 占 め る 新築住宅の比率 は

不 明 で あ る が、 前 回調査時 よ り 4 万 6 千戸 も 多 い 賃貸 ・ 売却用 空家 は 、 震 災後の急速 な 住

宅建設 に よ っ て も た ら さ れた も の で あ る 可能性が き わ め て高 い 。

宅 ・ 土地統計調査」 結果の入手で き る 資料か ら で は 、

既 に述べ た よ う に 、 新設着工戸数か ら 見 た場合 こ の戸数は さ ら に 上 回 る こ と が予想 さ れ

つ ま り 、 被 災地 で の 1998年10 月 時点 で の 累 積着工戸数 は 、 「住宅 ・ 土 地統計調査」 結

果 よ り も 4 万戸多 い 数字 と な っ て お り 、 こ れが空家の戸 数 を 持 上 げ る 可能性があ る か ら で

あ る 。 空家 は 常 に 論定の戸数存在す る わ け だが、 以上か ら す る と 平常時 に 比べ10万戸 に 近

る 。

こ れ は 明い余分の住宅が空家 に な っ て い る と 推測 す る こ と は そ れ ほ ど非現実的 で、 は な い 。
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こ の こ と が街の復興の将来 に 、 大 き なら か に住宅余 り と も い え る 状況 で あ り 、

ら す こ と に な る の で は な い だ ろ う か。



3 . 被災者の住宅復興行動
「イ主宅需要実惑調査」 に よ る と 、 世帯年収別 に 見 た震災 に よ る 被害状況 は 、 図 4 に 示 さ

れ て い る O 低所得世帯 ほ ど被害が大 き い傾 向 に あ る 。 老朽化 な ど、 低所得世帯 ほ ど安全性

能の低い住宅 に居住 し て い た傾 向が う かがえ る 。 ま た 同 じ調査か ら 、 高齢者 世帯の被害状

況 を 見 る と 図 5 に 示 さ れ て い る 。 若干で は あ る が、 高齢者世帝、 と り わ け65歳以上 の 単 身

世帯の被害率が高 く な っ て い る 。

「住宅需要実態調査」 か ら 、 住居費 負 担 に対す る 評価 を 見 る と 、 ロ ー ン 返済額 に 関 し て は 、

被災地域 で は 全体 に 比 し て若干高い負担意識があ る が、 被災10市10町 に お け る 移転 ・ 建て

替 え 世帯 の 負 担意識は 、 そ れ を 上 回 る 傾向 に あ る (図 6 ) 0 家賃 額 に 対 し て は 際立 っ た 傾 向

が見 ら れ な い (図 7 ) 。

神戸市 は 1999年 9 月 、 「市民意識調査J (資料 3 ) を 行 な っ て お り 、 5 ， 587人 か ら 回答 を 得

て い る 。 こ の 調査結果か ら 、 震災時住宅お よ び震災後住宅 と 、 震災後住 ま い を 確保 し た り

修繕 ・ 再建 し た り す る 上で 闘 っ た 事項 と の 相 関 関係がわ か る 。

(図 4 )阪神 ・ 淡路大震 災 に よ る 被害の状況(世帯年収別)

全体
( 1 2049百世帯)

200万円未満
( 1 1 93百世格)

200�300万円未満
( 1 21 8百世帯)

300�400万円未満
( 1 50 1 百t世帯)

400�500万 円未満
( 1 370百世帯)

500�700万円未満
(2076百世帯)

700 � 1 ，000万円未満
( 1 996百世帯)

1 ，000万円以上
(1 639百世帯)

不明
( 1 057百世帯)

0')も 20% 40% 

(r被災地域では な い そ の他J r不明J は 省 略 し て い る )
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60% 80% 1 00% 

(資料1 よ り 転載)



( 毘 5 ) 阪神 ・ 淡路大震災に よ る 被害の状況 (高齢者世帯)

全体
( 1 2049百世帯)

65歳以上 の人 の い る 世帯
(331 8百世帯)

65歳以上の 人の単身世帯
(581 百世帯)

世帯主65歳以上の夫婦世帯
(1 1 25百世帯)

。% 20% 40% 60% 80% 1 00% 

(資料1 よ り 転載)

(1被災地域で は な いJ 1 そ の 他 I 1不明 | は 省略 し て い る )

(図 6 ) ロ ー ン返済額に対す る 評価 (被災地域別)

( 参考) 被災1 0市1 0町
で移転 ・ 建替世帯

66.5% 

53.3% 

71 

C % 20% 40% 60% 80% 00% 
(資料1 よ り 転載)

(i主) 1ぜい た く は で き な いが、 何 と かや っ て い け る 」 と 「ぜいた く を 多 少が ま ん し て い る j を

合わせて 111ザ と かや っ て い け る 」 と 集計 し た。

(図 7 )家賃客員に対す る 評価 (被災地域別)

生活 を切 り つめ る ほ ど苦 し い

全体 1 13.3% I 
被災 1 0市1 0田T

そ れ以外の地域

(参考) 被 災 1 0市 1 0由T
で 移転 ・ 建替世帯

f可と かや っ て い ける あ ま り影響ない

73届3%

73.2% 

73.6% 

。% 20% 40% 60% 80% 1 00% 

(資料1 よ り 転載)

(注 ぜいた く は で き な い が、 仰 と かや っ て い け る よ と 「ぜい た く を 多 少 が ま ん し て い る 」 を

合わせて [仰 と かや っ て い け る j と 集計 し て い る 。
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困 っ た事項 と し て は 、 下記の事項が選択肢 と し て設定 さ れて い る O

* 信用 で き る 業者がわか ら な い。

* 建設購入費 ・ 家賃等が適正か わ か ら な い 。

* 手元資金が不足。

* 家賃 や ロ ー ン の 負 担が大。

* 地主 や 家 主 と の 調整。

* 士地等狭い。

* 再建者同士の意見 の不一致。

こ れ ら 国 っ た事項 と 、 震災時、 震災後の住宅の違い と の 関係 を 見 る と 、 ま ず く建設購入

費 ・ 家賃等が適正か わ か ら な い 〉 の 理 由 は 、 民 間 賃貸住宅 (一戸建て ・ 長屋 建 て ) を 下 げ、

持家 を 押 上 げて い る ( I� 8 の 1 ) 。 次 に く家賃や ロ ー ン の負 担が大 〉 の 理 由 も 同 じ よ う な 傾

(図 8 ) 震災後住まいを確保す る 際に因 っ た事項と震災前後の住宅 タ イ プとの関係

(資料3 か ら 作成)

60 

50 

40 

30 

20 

1 0  

O 

A B C D E F G H A B C D E F G H 

1 : 建設購入費 ・ 家賃等適性がわか ら ない 2 : 家賃や ロ ー ン の負担が大

50 r 一一一一一一--， 50 

40 I U 40 

30 ト一一一-+-一一一一一 30 

20 I 1 20 

1 0  I \\ 1 0  

o 1 1一一�;....r-v 1--""""'::司、z o 
A B C D E F G H A B C D E F G H 

3 : 再建者同士の意見の不一致 4 : 地主や家主との調整

A : 持 ち 家 (一戸建て ・ 長媛建て)
8 ・ 持 ち 家 (分譲マ ン シ ョ ン な ど )
C : 民間の賃貸住宅 ( 一戸建て ・ 長屋建て)
0 : 民間の賃貸住宅 (賃貸マ ン シ ョ ン な ど)
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E :  I黒営や市営の賃貸住宅
F : 公団 ・ 公社 な ど の賃貸住宅
G : 社宅 ・ 織員住宅
H : 仮説住宅 ・ 一持使用住宅



被災1 0市1 0町の住宅復興 〈概況 〉

瞳被害 を 受 け た世帯数 (住宅戸数)

。「住宅需要実態諦査」によれ ば
被災判定を受けた世帯 (住宅)

。被害判定依帯 数
「住宅需要実態調査」

推定世帯 数

全壊(焼)判定 一 14万 7 千 l世帯

半壊(焼)判定 一 一 一 22万5千世帯

合計一 一 一 一 37万2千世帯

。住宅解体戸 数(兵庫県調べ)

置被災者の住宅再建

54. 8% 

兵庫県調べ
1999年2月現在

18万 7 子依帯
25万8千世帯
44万5千世帯

- 13万 7 千戸一一一 「

く> I住宅需要実態調査」による | 
被災殴帯の住宅再建 推定世帯 数 j 

全壊(焼)判定 34. 8%が建て替え 5万 l 千世帯
i 

半壊(焼)判定 一 一 一 5 . 6%が建て替え 1 万3千世帯

中計 6万4 千世帯

全・半壊(焼)世帯 新築・購入 3万8千世帯

別の借家へ転居 7 万世帯 i 
中計 10万8千世帯 i 

合計 17万2千1止帯 可----1

公解体さ れた住宅戸 数を上回る建て替え 数や住み替え 数

栂被災者の住み替 え

o I住宅・土地統計調査」
住み替え世帯 数

同一市広町内、 同一地域内の住み替え
県内他地域および県外からの住み替え

全住み替え世帝 数 (不詳を含む)

。 「住宅需要実態調査Jによる
住み替え世智 数

従前とは別の場所に居住 一 一 一 ー

そ の他および不明

一 一 27万 4 千世帯
15万 6千世帯

43万世帯

43万8千世帯

19万世帯

計 41万5千世帯

大地域外からの住み替え等の選択肢が設けられていなかったためにそ の他および不明

が多いと考えられる。

。公的借家の増加 「住宅・土地統計調査J

対1993年度、 被災地全域、 公営住宅一 一 2 . 8万戸増加

民間借家 一 一 一 2万戸減少
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神戸市、 公営住宅一 一 一 一 一 一 2万戸増加
民間{昔家一 一 一 一 2万戸減少

瞳新 た に建設 さ れ た住宅

く> I住宅・土地統計調査Jによる

震災後に建設さ れた住宅戸 数
震災後�1998/9一 一 一 一 241，250戸

対住宅解体戸 数 一 一 一 一 一 一 十 10万 4 千戸多
。新設住宅著 工統計‘による

震災後に建設さ れた住宅戸 数
震災後�1998/9月 一 � 28万戸

対住宅解体戸 数 一 一 一 一 一 一 一 一 十 14万3千戸多
大 「住宅・土地調査」は、 一定の率での抽出サンプルからの推定 数であり、 若干の差

が生 じ ることはやむを得ないが、 着工していてもまだ建 ち 上が っ ていない住宅が後者 数
字に含まれていないことも考えられる。

瞳空家の増加

。「住宅・土地統計調査Jによる推定戸 数
被災地、 空家率 (14. 5%)
賃貸・売却用の空家 (70%上記の内 数)

対1993年定、 被災地全体

190，940戸
133，860戸

空家 数 一 一 一 一 一 5万戸増

賃貸・売却用空家戸 数一 一 一 一 一 一 一 一 � � � 4 万 6千戸増

大震災設賃貸・売却用に建設さ れた住宅の 相当 数が空家になっている可能性が き わめ
て高いと 見て 間違いないのではないだろうか。

公新設着工戸 数から 見た場合、 この戸 数はさらに多いことが予想さ れる。 �--- ;

闇一般市街地の住宅謹興

およそ震災後5年目、 1999年の 半 ば ごろの実態
「街の 復興 カルテJ による。

。再建率/主として解体・除去さ れた住宅に対して

* 長出 地区 63. 8%�95 . 8% ( 復興阪画整理地区を除 く )

* 灘区南 東地区 71. 9% 

* 東灘区東部地域 72. 1  % 
* 東灘区住吉地区 震災前住宅戸 数の5割に満たない街区から大 き く 戸 数を上回る
まである。

* 西宮市 78 . 7% (全半壊建物敷地に対して)

* 芦屋市 75 . 0% 

* 一宮町 (淡路 75%�85%
く〉新設住宅着工の推移と類似の展開

1995年度 101， 1 11戸 (2月以降の実綴)

1996年度 100，734 

1997年度 60，045 

1998年度 38，103 
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向 を も た ら し て い る (図 8 の 2 ) 。 持家 を 取得 し て負担が大 に な っ た の か、 家 賃 が高 い の で

持家寂得 を 選 ん だ の か 、 こ の 資料の み で は 判 断で き な い。 ま た 、 く再建者 同 士 の意 見 の 不

一 致 〉 の 理 由 は 、 持家 (一戸建て ・ 長屋建て ) を 押上 げ、 民間賃貸住宅 ( 一戸建て ・ 長屋

建 て ) を 下 げて い る (凶 8 の 3 ) 。 さ ら に 興味深い の は 、 くま主主や家主 と の調 整 〉 の 理 由 が、

民 間 の 賃貸住宅 (賃貸マ ン シ ョ ン な ど) を 下 げ、 県営や市営の賃貸住宅 を 押 上 げて い る 伊1

8 の 4 ) 。 そ の他 の 理 由 は 、 震災時、 震災後の住宅の違い に 余 り 影響 を 与 え て い な い 。

兵庫県 は 、 1999年 3 月 、 「震災後の居住地の 変化 と 暮 ら し の実情 に 関 す る 調査」 を 行 な い 、

県内在住者915名 、 ひ ょ う ご便 り 読者292名 の 回答 を 得 て 分析 を 行 な っ て い る (資料 4 ) 。

震災時の住居形態 を 比較す る と 、 図 9 の よ う に な り 、 ひ ょ う ご便 り 読者 で は 、 借地持家、

戸建て借家、 民 間 賃貸集合住宅の 3 つ の 形態 を 合 わ せ て 59 . 6 % と な る 。 ひ ょ う ご便 り 読者

の73 . 6 % は 震災 当 日 避難 し て お り 、 71 . 3% の住宅が解体 さ れて い る 。 現在 の 住 ま い に 移転

し た 時 の 意識は65 . 1 % が一時的 な つ も り と 応 え て い る 。 仮設住宅 に 居住 し た者 は 、 震災後

半年で2. 1 % で あ り 少数 に止 ま っ て い る 。

(図 9 )県内居住者とひょ う ごで便り読者の震災詩の居住形態
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両者の将来移転 し た い 地域 を 見 る と (表 5 ) 、 合計で は 、 「震災前 に 住 ん で、 い た 同 じ 地域」

が48 . 4 % 、 「震災被害があ っ た 兵庫県 の 南部地域」 が20 . 8% と 、 合 わ せ て 7 割 に 近 い 。 特

徴 的 な の は ひ ょ う ご便 り 読者 で\ 震災前 に 住 ん で い た 同 じ 地域 に 移転 し た い と い う 人 が

61 . 9% に も な り 、 帰還意向 が著 し く 高 い 。

(表 5 ) 将来移転 し た い地域 (県内在住者 と ひ ょ う ご使 り 読者) (資料 4 よ り 作成)

渓災前に 後災被害 けlげ1 17実三災被
T

仁段 : 実数 之仁1〉、 三p岳t 住 ん で い カすあ っ た な 治、 つ 兵庫県以 関西以外 無回答
下段 : % た 向 じ 地 兵庫県の 兵庫県 外の関西

j或 南部地域 地域

283 ! 137 I 59 29 24 16 18 
メIEN T 言十

100 . 0  48 . 4  20 . 8  1 0 . 2  8 . 5  5 . 7  6 . 4  

1 02 25 31 19 9 8 10  
県 内在住者

100 . 0  24 . 5  30 . 4  1 8 . 6  8 . 8  7 . 8  9 . 8  

181 112 28 10  1 5  8 日
便 り 読者

100 . 0  6l . 9 15 . 5  5 . 5  8 . 3  4 . 4  4 . 4  
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被災者の畏かれた状況 に 従 っ て 、 被災者そ れぞれの住宅復興が進め ら れて き た 。 そ れ を

統計的 に 表 わ す と 、 被災者が置 か れて い る 深刻 な 状況が薄 め ら れ て し ま う き ら い があ る が、

被災地域全体の住宅復興の状況 を 把握す る こ と は 、 将来の あ り 方 を 考 え る う え で の き わ め

て 重 要 な 作 業 で あ る と は 認識 し て い た だ け た と 思 う O こ こ で は こ れ以上論 じ な いが、 被災

者 の 住 宅状況 に つ い て は 、 「震災後の居住 地 の 変化 と 暮 ら し の 実清 に 関 す る 調査」 結果か

ら 読み 取 る べ き こ と は多 い 。

ι ー鍛市街地 に 見 る 住宅復興
被災地 に お け る 新設住宅着工戸 数 は 、 1995年、 1996年の 2 ヵ 年 で急速 に 進み 、 合 わ せ て

20万戸 を 超 え る 住宅が着工 し て い る 。 翌1996年 に は 6 万戸 が着工 し 、 以 降、 平常時程度 の

に 戻 っ て い る 。 住宅復興は震災後の 2 年 間 で そ の 大半が展 開 し 、 少 な く と も 3

臼 で終盤 を 迎 え た の で は な い か と 考 え ら れ る 。

神戸東部都心地区 、 西宮浜地底 、 南芦崖浜地区等の大規模住宅開発 を核 と し て 、 公的 な

主体に よ る 公営住宅等の建設が行 な わ れ た 。 そ れ ら に つ い て は 、 よ く 紹介 さ れ て い る の で、

こ こ で は a般市街地 に お け る 住宅復興に つ い て 述べ て お き た い 。

筆者 も 加 わ っ て い る 調査 グ ル ー プ に よ っ て 、 被災地の復興状況 に 関 す る 事例地 区 の 定期

的調査が行 な わ れ、 そ の 結果が、 「街の復興 カ ル テ 」 と し て公表 さ れて い る 0 1 996年度、 1997

年度分が兵庫 県 お よ び (財) 21世紀 ひ ょ う ご創造協会 に よ っ て 、 1998年度、 1999年震分が

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 か ら 刊行 さ れて い る 。 詳 し く は こ れ ら を 参照 し て い た だ

き た い が、 そ の 1999年度版 に 基づ き 、 一般市街地の 、 主 に住宅 を 中心 と し た 復興状況 を 以

下 に示す。

調査地区 に よ っ て 調査時期 に 若 干 の ずれがあ る が、 お よ そ震災技 5 年 目 、 1999年 の 半 ば

ご ろ の 実態 に 基づい て い る O 各 地 区 の 主 な 特徴 を 整理 す る と 以下の よ う に な る O

①再建率

* 長 田 地 区 63 . 8 % � 95 . 8 %  (復興医画整理地区 を 除 く )

* 灘区南東地区 7l . 9 % 

* 東灘区東部地域 72 . 1 % 

* 東灘 区住吉地医 震災前住宅戸数の 5 割 に 満 た な い街区 か ら 大 き く 戸 数 を 上 回 る 街

区 ま で あ る

* 西宮市 78 . 7 % (全半壊建物敷地 に 対 し て )

* 芦屋市 75 . 0 %  

* 一宮 町ゐ (淡路 75% �85%

②空地

* 各地 匿 と も 再建 が さ れず空地 と し て残 っ て い る も の が、 20% � 30 %存在す る O 駐車

場化 し て い る も の も 多い 。 (全体的 に )
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* 放置 さ れ た空地 は景観上、 衛生上 か ら 問題 で あ り 、 生 き た 空間 と し て 活 用 が必要で、

あ る 。 ( 長 田 区)

* 更地 ・ 空地の所有者の確認が困 難 で あ る o 99年 1 月 段階で、 91 ヵ 所 の空地 中 、 61 カ

所の確認がで き た の み で あ る 。 ( 長 田 足)

* 全22地の 20%程震が註車場 で あ り 、 全撤去区画 に 対 し て約 10% で あ る 。 淡路の 他被

災地域 に 対 し で も 高 い数字 に な っ て い る 。 (一宮町 ・ 淡路)

③ 市街地変容の 特徴

* 長屋 ・ 木造共 同 の供給が皆無 に 近 い 。 住宅ス ト ッ ク が変質 し て い る 。 そ の た め 、 震

災以前 に 住 ん で、 い た場所 に 戻 れ る 住民 と 戻れ な い住民 と の峻別が生 じ た 。 人 口 回復

が停滞 し て い る o (神戸市灘i玄南東地区)

* 震災前住宅戸数の 5 割 に 満 た な い街区が存在す る 一方で、 大 き く 震 災前戸数 を 上 回

る 街区 も 存在す る 。 震災前居住者の 地区 内 帰還率 は低 い 。 (東灘区住吉地区)

* 住宅戸数 は 国復 し て い る が、 人 口 は震災前 に 回復 し て い な い 。 新規住民の増加が見

ら れ る 。 (芦屋市)

* 対象地区全て で震災前 の住宅戸数 を 超 え て い る O 戸建て住宅が減少 し て お り 、 中 高

層 共 同住宅戸 数の顕著 な増加が見 ら れる 。 (西宮市)

* 建築化敷地の 数が減少 し 、 空域が減少 し て い る 。 (注 : 敷地規模 の 拡大、 土 地 の 有

効利用 の 進展 と 思 わ れ る ) 震災が新 し い 敷地利用 、 土地利用 を 導 き 出 し て い る と い

え る o (西宮市)

復興 5 年 自 を 迎 え 、 再建 ・ 謀興は ほ ぼ落 ち 着 い て き て お り 、 こ れ は新設住宅着工戸数の

推移 と も 全体的 に は一致す る 。 こ の 時期 ま で の 各 地 区 の 再建率、 つ ま り 、 震災 に よ っ て更

地化 し た建物敷地 に お け る 新築率 に は 地域差があ り 、 各地区 に お い て も 細 か く 見 る と さ ら

に 地 区差があ る が、 お お む ね70� 80 % が再建 ・ 復興 し て い る と 見 る こ と がで き る 。 こ の こ

と は 、 一方で、 、 被災地 に は復興が停滞 し て い る 空地がか な り の割合で、残 っ て い る こ と を 示

し て い る O こ の 空地 に は 駐車場化 し て い る も の も 多 い 。

復興が停滞 し て 空地が残 っ て い る こ と の 理由 と し て 、 所有者 に 再建意欲 な い し 再建力 が

な い こ と 、 宅地 に 建築法規 に 照 し 再建で き な い 条件があ る こ と 、 あ る は従前貸 し 地 で あ り

そ の 契約 が解約 さ れた こ と 、 あ る い は契 約 の 更新が滞 っ て い る こ と な ど、 な ど さ ま ざ ま な

理 由 が考 え ら れ る 。 そ こ に 重要 な 復興の課題が潜 ん でい る と 思 わ れ る の だが、 そ れ を 解 き

ほ ぐ し 分析す る こ と は な か な か国 難 な の が実情であ る 。

住宅の再建は戸数増 を も た ら す傾 向 に あ る O 震災前 は l 世帯の住宅 で あ っ た も のが、 経

済的理由等で多世帯住宅化す る 。 大 き な 敷地 の住宅の再建 は 、 集合住宅化 を も た ら し た り 、

あ る い は 宅地 の 細 分化 を も た ら す場合 も あ る 。 敷地 を よ り 効率 的 に 活用 し た い と い う 意向

が働 き 、 庭 の ス ペ ー ス が減少 し て い く 。 こ の よ う に 、 現地での再建 も 地区 の 環境 を 変 え る

作用 を し て い る O
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全体に 住 宅 は増 え て い る の だが、 人 口 が回復 し て い な い 。 世帯の小規模化傾向 も こ れ に

関連 し て い る も の と 患 わ れ る 。 ま た 、 新 し い住民が増 え て い る 。 こ れ ら は 、 先 に統計的 に

見た状況 と 一致 し て い る 。 被災地 で は か つ て 存在 し て い た コ ミ ュ ニ テ ィ そ の も の が変化 し

つ つ あ る と い っ て も 過言で は な い 。

市街地 を 構成 し て い る の は 、 住宅ばか り で は な く 、 生 き 生 き と し た ま ち の復興 は事業所

の復興 を 伴 わ な け ればな ら な い。 神戸市東灘区東部地域の調査 に よ れば、 震災後 3 年で従

来庖舗の 再 開 率 は 54 % 、 新規)吉舗の立地 を 含め た復興率 は71 % に と ど ま っ て い る 。 さ ら に

詳細 に 昆 れ ば、 駅潤辺や幹線道路沿道で復興率が高 く 、 商庖等が衰退傾向 に あ っ た地 区 で

は低い。

事業所 は 、 一旦地所 に移転 し て事業 を 開始す れ ば、 自 分が所有す る 資産 が元 の 場所 に な

い場合 は 、 元 に戻 る 必要性 は そ れ ほ ど な い。 ま た 、 商席 な ど の 地域 に サ ー ピ ス す る 事業 は 、

人 口 が 回復 し な けれ ば経営が困難 に な る 。

震災後 5 年 目 に 入 札 震災直後 を 知 ら な い 日 で み れ ば、 震災の被害ーか ら 復興 し 、 ほ と ん

ど元 に 戻 っ た と 認識 さ れ る か も し れ な い。 空地 は 元 か ら そ こ に あ っ た よ う に 見 え る し 、 そ

れがか え っ て 空 間 的 な ゆ と り に 見 え る か も し れ な い 。 し か し 、 そ う し た光景の 背後 に は 、「生

き 生 き と し た ま ち の復興」 が真の意味では展開 し て い な い 、 あ る い は街そ の も の が変容 し

て い る 、 と い う 問題が潜 ん で、 い る の であ る 。

5 . 住宅復興の実態 か ら 学ぶべ き こ と
1999年、 兵産県 は 内外の専 門 家 を 集め 、 震災対策国捺検証事業 を 実施 し た 。 そ の詳細 は

「震災対策 国 際総合検証事業検証報告』 に 詳 し い が、 検証会議 テ ー マ 担 当 委 員 と し て 参加

し た経緯 も あ り 、 住宅復興 に 関 し て 、 印 象 に 残 っ て い る 検証委員 の 意見 を こ こ で は述べ て

お き た い。

。い ろ い ろ な 年 齢層 、 い ろ い ろ な 職 業 の 人 々 が混 ざ り あ っ て住 む事が都市 に は必要で、

少 し 大規模 な 住宅団地 で あ れ ば、 ま ち 的 要素が必要で は な か ろ う か。 ( 中 略) 今回公的住

宅が被災地の住宅復興 に 果 た し た役割 は 大 き い し 、 成 果 は あ っ た と い っ て 良 い 。 し か し 地

域全体の都 市復興 と い う 視点 か ら 見 る と 、 現時点 で は 多 く の ミ ス マ ッ チがあ り 評価 し に く

い 。 ( 中 略) こ れ は 本 当 の 危機管理体制 を 持 た な い 現在 の 日 本 の行政機構 の 限界 で あ り 、

そ の 事 を どの よ う に 考 え て い く べ き かが、 阪神 ・ 淡路大震災 の 教訓 を 次の大震災 に活かす

最 も 大切 な こ と で は な か ろ う か。 村上底直 ( 前横浜国立大学大学院教授) (資料 5 ) 

。高層住宅計画 に よ り 景観が変 っ て し ま う と 、 そ れ を 見 た 多 く の 人 々 は 日 本の街の本質

が侵 さ れて い く よ う に感 じ 、 そ れ を 後悔す る 。 ( 中 略) 設計 と い う 観点 か ら 見 る と 、 ( 中 略)

疑 い な く 質 は高 い が、 そ れ に も かかわ ら ず、 こ れ ら の 設計で は 、 具体的 に 国全体あ る い は

現地の丈化的 ・ 建築学的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 維持 ま た は再解釈す る こ と に必 ず し も 成功 し

て い な い 。 ク リ ス ト フ ァ ー ・ ア ー ノ ル ド (米用地震 工学研究会会長) (資料 5 ) 
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く〉住宅計画 は都市の設計 と 開発 の 主 要 な 鍵 と な る 要素 で は あ る が、 新 し い社会の構築は

都市全体 と し て表現 さ れ る も の で あ る 。 こ れ ま で の と こ ろ 、 我 々 の 印象 で は被災者の移転

が明 ら か に必要で、 、 か っ 急務で、 あ っ た た め 、 都市全体 に つ い て 再考す る 余裕 は な か っ た よ

う だ。 セ ル ジ オ ・ プヱ ン テ ( メ キ シ コ 大学 人 口 都 市 開発研究セ ン タ ー教授) (資料 5 ) 

。高層住宅 に よ る 住宅 の大量供給は 、 結果 と し て 市場性の な い空地 を 大量 に 生み 出 す こ

と に な っ た 。 県 と 市 は 、 短期 ・ 長期 的 に見 て こ の よ う な 空 き 地の土地利用 を ど う す る かが

問 わ れ る 。 ケ ネ ス ・ タ ッ ピ ン グ ( カ リ フ オ ル ニ ア ナト| カ ン ブ リ ア 市地域サ ー ピ ス 包 ゼ ネ ラ ル

マ ネ ー ジ ャ ー ) (資料 6 ) 

上 に紹 介 し た検証委員 の 意見 は 、 次の 3 つ の 点 に 集約 す る こ と がで き る 。

第 一 は 、 復興 は 生 き 生 き と し た ま ち の復興 を 目 指すべ き で あ る の は 当 然 の こ と で あ り 、

多 く の 努 力 がそ れ に 向 か つ て な さ れた の は確かで、 は あ っ た が、 制 度 的 な 限界 も あ っ て硬直

的 に過 ぎ た 、 と い う 点 で あ る O 公 的 な 住宅供給 は 大 量 に 実現 し た が、 そ れ が街 の真 の復興

に つ な が っ て い な い と い う 指摘 も あ る 。 こ の こ と は 、 震災 に よ っ て誘発 さ れ た 大量の民間

住宅供給 を 予測 し て い な か っ た こ と と も 関連 し て い る 。

第二 は 、 主 に 大規模 な住宅開発 に 関す る 意見 で 、 日 本の街の特賓が継承 さ れ て い な い と

い う 指摘 であ る 。 こ れ は単 に デザ イ ン の事の み を 指捕 し て い る の で は な く 、 街 と し て の 要

素 を も っ と 盛 り 込むべ き で は な か っ た と い う 点 も 含ん でい る 。 後者 は 第 一 の 指摘 と も 関連

す る こ と で あ る 。

第三 は 、 大規模 な 計醤 の進捗が遅れ、 多 く の 地 区 で空 き 地状態が続 い て お り 、 こ れが地

域経済 に 大 き な マ イ ナ ス 影響 を 与 え て い る と い う 指摘 で あ る 。 かつ てパ リ で は 同 じ よ う な

批判 か ら 、 ス ク ラ ッ プ0 ・ ア ン ド ・ ピ、 ル ド型 の 再開発が全市 的 に 見 寵 さ れ た こ と があ っ た 。

空 き 地 の 状態が続 く と 、 商業等の ロ ー カ ル な ピ ジ ネ ス は再生で き な い ま で に 沈滞 し て し ま

う 。 さ ら に 周辺地域で生 じ て い る 過剰 と も い え る 住宅供給は 、 遅 れ て ス タ ー ト す る 大規模

開 発 そ の も の の 実現 を 危 う く す る O

い ず れ の 点 も 、 都市 と い う い わ ば有機的 な 存在 を 、 従来の公共の論理 の み で再生す る に

は 限界があ る 、 と い う こ と と 関連 し て い る 。 公的 な 制 度 は 、 権利や税 に 関 わ る 事項 で あ り 、

公正論、 公平論 に の っ と る べ き こ と は 当 然 で、 あ る 。 規模が小 さ く 、 そ れ も 時 間 を か け て行

な わ れれ ば問題 は 生 じ な い 可能性 も あ る が、 大規模 に 短期 間 に行 な わ れ る と 大 き な 弊害が

も た ら さ れて し ま う 。 そ う し た側 面 を 今国 の震災復興が も っ て い た の で は な い だ ろ う か。

兵産県 は震災の経験 を 踏 ま え て 、 「 人 間 サ イ ズ の ま ち づ く り 」 政策 を 打 ち 出 し た 。 都市

計画 の 分野 に つ い て い え ば、 い わ ゆ る 「都市計調」 か ら 「 ま ち づ く り 都市計画」 へ の 転換

が必要 と さ れて い る の で あ る 。 そ の必要性 と 、 そ れ に築 い て行 く 指針 を 今 回 の経験か ら 学

ぶ必要があ る 。

こ う し た 点 に つ い て は 、 既 に 本誌 の 第 3 巻、 第 4 巻で も 述べ た が、 こ こ で は以下の事項

の重要性 に つ い て 指摘 し て結 び と し た い 。
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。現在の 都市計画命 は市民が理解で き る よ う な 目 襟像 を 示 し得て い る か ? あ る い は 、 ど の

よ う な都市空間 な い し 、 都市環境が形成 さ れ る べ き か、 十分議論 さ れ理解 さ れ て い る か ?

く〉公的 な 事業 と 連携 し た 民 間 の あ る い は 市 民 的 な 事業 が展 開 で き る 条件 が整 っ て い る

か ?

く〉右肩上 が り の 条件で都 市整備 を 展 開す る こ と がヲ i き 起 こ す問題に つ い て 、 十分 に 議論

さ れ、 あ る い は 方 向転換の 可能性が検討 さ れて い る か ?
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担い手の復興一一一中間支援組織 と 「協働J の模索
神戸新聞編集局 調査研究資料 室室長 松本 誠

1 . は じ め に
阪神 ・ 淡路大震災 と そ の 後の復興の歩 み は 、 1990年代す な わ ち 20 世紀末の激動 の 10年 と

重 な っ た た め 、 被災地 に お け る さ ま ざ ま な 社会 シ ス テ ム の 転換 と 社会の担い手の変化 を 加

速 さ せ た 。

そ の 主役 は 、 制度疲労に 陥 っ て い た 日 本の 政治 ・ 行政 シ ス テ ム や企業社会の シ ス テ ム を

変革 し 、 こ れ に 代 わ る 新 し い市民社会の仕組み を 模索 し て 、 新 し い担い手 と し て 登場 し つ

つ あ る 市民 ・ 住民で あ る O 戦後半世紀 を 経 て 日 本社会 は よ う や く 、 戦後の再 出 発に あ た っ

て 理念 と し て 掲 げ た 「 国民主権」 や 「民主主義J ，.地方 自 治」 な どの 仕組み を 、 本 来 の 意

味で再構築す る 時代 に 入 っ た と い え る 。

こ う し た 動 き が ど ち ら か と い え ば鈍 か っ た 兵庫 県 、 神戸市 と い う 地域で、 震災後 に 転換

の 動 き が劇 的 に 加速 し て き た か ら 、 余計 に 目 立 っ た 。 い な 、 少 し 自 を 凝 ら せ ば変化 を は っ

き り と 見 る こ と がで き る 故、 全 国 か ら そ の動 き が注 目 さ れて き た 。 私 た ち は 、 復興の過程

で凝縮 さ れて 出 て き た こ の よ う な 変化 を つ ぶ さ に検註 し 、 新 し い 時代への貴重 な糧 と し て

生か し て い く こ と が、 震災 と 復興の教訓 を 生 か し て い く こ と に つ な がる と 確信 し て い る O

復興誌第 4 巻の 「担い手 の 復興」 で は 、 震災後 5 年 間 の市民 . 1主民の動 き を 惰搬 し 、 ボ

ラ ン テ イ ア 元年 と 称 さ れ る 段階か ら 、 新 し い市民社会への変革の主役 と し て 成長 し て き た

変遷 を 見 た 。 今回 は 、 震災復興の “踊 り 場状況" に あ っ た 4 年 日 か ら 5 年 目 に か け て の状

況か ら 離陸 し 、 明 ら か に 新 し い社会 シ ス テ ム の構築へ向 け て の 歩み を は じ め た 5 年か ら 6

年 目 の状況 を 見つ め る 中 で 、 被災地市民活動 の 質 的 変化 を 見 て み た い。 ま た 、 行政 も 声高

に掲げは じ め た 「参画 と 協働」 の 実態 を 分析 し 、 市民 ・ 住民が主体 と な っ た社 会 シ ス テ ム

を 実現す る た め に 不可 欠 な 条件 であ る 、 さ ま ざ ま な サ ポ ー ト シ ス テ ム や 中 間支援組織 に 関

す る 動 き に も 触 れ て み た い 。

2 .  r協働j め ざす市民活動の展開
戦後 自 本の市民活動の系譜

阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活動が一挙 に 拡大 し 、 社会の担い 手 と し て大

き な 注 目 を 寄せ る よ う に な っ た こ と は 、 す で に 見 て き た 。

ボ ラ ン テ ィ ア と い う 言葉 が 日 本で一般的 に使 わ れ る よ う に な っ た の は60年代 の こ と だが、

市民 ・ 住民の活動が高 ま っ た の は60年代終 わ り か ら 70年代 に か け て の 公害反対、 公害企業

の 糾弾、 被害者救済の 運動 に は じ ま る 。 高度経済成長政策 と 急激 な 国土 開発、 都市化の 巾

で 、 公害反対運動 は 高層 マ ン シ ョ ン や ゴ ミ 処理 ・ 下水処理場、 幹線道路、 高速道路、 大規
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模臨業施設の 建設 な ど に 伴 う 生活環境への 影響や地域住民の 暮 ら し の 利 害 に か か わ る 問題

に つ い て も 住民運動が高 ま り 、 反対運動や要求連動が一般 的 な 広 が り を み る よ う に な っ た 。

こ の 持期 の市民 ・ 住民の運動 は 日 本の 民衆運動史上、 画期 的 な 意味 を も っ て い た 。

明 治以前の近世 日 本、 封建時代 に は 、 民衆が社会問題 に つ い て 直訴す る こ と は御法度だ、 っ

た 。 直訴、 強訴は死罪の決 ま り だ っ た か ら 、 農民一投 な ど は 決死 の 覚悟 の も と に 行 わ れた

特殊 な 行動 で も あ っ た 。 明治以 降 も 天泉市5 の 下 で庄政下 に あ っ た 鉱 山労働者の暴動 や都市

部 で も 人権復害、 飢餓、 迫害 な どに対す る 民衆の抵抗運動 な どは あ っ た も の の 、 い ず れ も

ご く 一部 の 人 々 の 特殊 な 行動 と さ れ、 普通の住民が 自 ら の意思で社会的 な 行動 を 行 う こ と

は 皆無 に 近か っ た 。

戦後、 民衆は 選挙権 を 得て民主主義国家 に な り 、 戦後の 荒廃 し た 国土 と 暮 ら し の 中 で生

活 防衛や平和 を 求め る 運動や行動が公然 と 行 わ れ る よ う に な っ た 。 し か し 、 60年代の 前半

ご ろ ま で は 、 労働組合や農民団体、 革新政党、 民主団体、 学生団体な ど の政治や 階級組織

の リ ー ド に よ っ て 集団 的 に動 い た 運動 が 中 心 で あ り 、 普通の市民 ・ 住民 の 一 人 ひ と り が 自

ら の 意思 で 地域社会の 中 か ら 行動 し て い く ケ ー ス は ご く すE に と ど ま っ て い た 。

そ の意味で は 、 60年代読半以 降の住民 ・ 市民運動 は 、 普通の住民 ・ 市民が地域社会の 中

で 自 ら の 生命や鰭康、 暮 ら し を 守 る た め に 、 自 ら の 意思 で、立 ち 上 が っ た 画 期 的 な 転換点 で

あ っ た 。 し か し 、 70年代 の住民 ・ 市民運動 は 、 90年代 に な っ て 活発 に な っ た 市民運動や市

民活動 と は 2 つ の 点 で 質 的 な 相違があ っ た 。

一つ は 、 「普通の住民 ・ 市民が 自 ら の 意思 で立 ち 上がっ た J け れ ど も 、 ま だ地域的 な 共

通利害や 共通被害 に も と づ く も の で あ る な ど、 集 団 的 な 権利 主張の性格が強 か っ た 。 も う

a つ は 、 わが身 に 降 り かか っ た “火の粉" を 払 う よ う に 、 運動 に 立 ち 上 が る 動機が “受け

身 " 的 で 、 問題が一定の収束 を 得 る と 運動 も 終息 し て 、 何 も な か っ た かの よ う な 生活 に 戻

る こ と が多 か っ た 。 全 国 い た る と こ ろ で起 き た マ ン シ ョ ン 建設反対運動 な ど は そ の 典型

だ っ た 。 運動 の 教訓 を 生か し て 問題 を 再発 を さ せ な い よ う な 制度的仕組 み づ く り や ま ち づ

く り な どの 、 創 造 的 な “ 攻 め " の 運動 に つ な がる こ と が少 な か っ た 。 (1 )

90年代の市民活動の特徴

90年代 に な っ て 時代環境の変化 を 背景 に 、 市民活動 は 質 、 量 と も に 飛躍 的 な 発展 を は じ

め た 。 89年 の ベ ル リ ン の 壁崩壊 に は じ ま る 東西冷戦構造 の 崩 壊 と 新 し い 国 際政治構造の枠

組みへの動 き 。 日 本国 内 で も 89年の参院選で 白 民党単独過半数が崩 れた の を 皮切 り に 、 93

年 に は 衆 院 で も 過半数 を 割 り 、 戦後の 日 本政治の 枠組み だ っ た551'ド体制が崩 れ、 連立政権

時代 に 入 っ た 。 91年の パ フ守ル経済 の 崩 壊 は 新 し い 経済社会 と ラ イ フ ス タ イ ル の仕組みづ く

り への ス タ ー ト と な り 、 そ の 後10年 を 経て 未 だ に模索の時期 を 続 け て い る 。

90年代 は こ の よ う に価値観の 大転換期 に あ た り 、 そ の 中 で多彩 な 、 個 性 あ ふ れた市民活

動が広 が っ て き た 。 ま ち づ く り 、 環境、 健康、 文化、 高齢者、 障害者、 子 ど も 、 女性、 教

育 な ど、 幅広 い 分野 で、 そ れぞれが 自 ら の 関心 と 生 き 方 に も と づい て 自 発的 に取 り 組み 出 し
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た 。 90年代型 と 70年代型 の市民 ・ 住民活動 (運動) の 特徴 を 比較 し て み る と 、 そ の変化 は

顕著で あ る 。

第 1 t土 、 活動 ( 運動) の テ ー マ が局 地 的 、 身 の 回 り 的 で 地域的 な 受 け 身 の 課題が中心だ っ

た70年代 に対 し て 、 90年代 は 人 々 の 暮 ら し と 社会活動 に か か わ る あ ら ゆ る 分野 と テ ー マ が

対象 に な り 、 地域 を 越 え て 普遍 的 な テ ー マ に広 が っ た こ と であ る O き わ め て 政治性 を 帯 び

た 課題や テ ー マ に も 取 り 組 ま れ る 一方 、 成熟社会 を 反映 し て個人的 な 趣味 や 晴好、 自 己啓

発 的 な テ ー マ に つ い て も 膨大 な グ ル ー プが生 ま れ、 市民的活動 の 裾野が拡大 し て い る O ま

た 、 地域的 な つ な が り を ベ ー ス に し た 地縁的 な グ ル ー プ だ け で な く 、 地縁的 な 要素 に と ら

わ れず テ ー マ でつ な がる “知縁" 的 な 市民型の グ ル ー プの活動が急増 し た。 知 縁的 な つ な

が り は 、 ロ ー カ ル 的 な 発想 に と ど ま ら ず、 全 国 的 あ る い は 世 界的 な グ ロ ー パ ル な つ な が り

も 容易 に っ く り あ げる 特鍛 を 備 え て い る 。

2 つ 日 は 、 活動 (運動) の 組織がた て型社会 (組織) か ら よ こ 型社会 ( 組織) に な っ た

こ と で あ る 。 60年代以蔀の 国民運動 的 な 組織 は 、 政党や労{動 団体、 企業組織 な ど に 象徴 さ

れ る 縦型の ピ ラ ミ ッ ド型組織だ っ た 。 70年代型 の住民運動 も こ の 組織論 を 引 き ず っ て い る

ケ ー ス が多 か っ た 。 こ れ に対 し て90年代型の組織 は 、 一つ ひ と つ の グ ル ー プ、 団体 自 体が

参加 し て い る メ ン パ ー の 主体性や 自 発性 を 尊葉 し 、 ピ ラ ミ ッ ド 型 の 組織 に な じ ま な い と と

も に 、 グ ル ー プの 連携組織 も 団体加入の協議会 的 な 組織や ピ ラ ミ ッ ド 型 の 組織形態 を と ら

ず、 ゆ る や か な ネ ッ ト ワ ー ク 型の連携 に と ど ま る こ と が多 い の が特徴で あ る 。

3 つ 自 は 、 こ う し た 活動 グ ル ー プ は 自 ら の 活動 テ ー マ の 範 囲 に 柔軟で、 一 つ の テ ー マ で

活動 を は じ め て も 、 次々 に 宜面す る 関連 し た テ ー マ に も 関心、 を 向 け 、 活動対 象 に 取 り 入れ

て い く 柔軟 さ があ る 。 行政や ! 日 来 の 組織、 団体 と ち が っ て 縦割 り 型 の 発想 に と ら わ れず、

総合的 に も の ご と を 見 て い く 規点 を 育 ん で い く こ と が少 な く な い 。 後 に ふ れ る よ う に 、 活

動 の 基盤 を 地域 に お い て 、 地縁型 の グ ル ー プ と も 連携 し て い く 柔軟 さ を も ち 、 新 し い 地域

コ ミ ュ ニ テ イ の 形成 に 大 き な 役割 を 果 た し て い く 可能性 を 秘 め て い る O

震災 5 年を経 た被災地の市民活動

で は 「 ボ ラ ン テ イ ア 元年J の 呼 び名 を 生 ん だ阪神 ・ 淡路大震災の被災地で は 、 どの よ う

な 市民活動 を 生み 出 し て き た の だ ろ う か。

市民活動 に つ い て の統計的 な デー タ は j日経済企画庁 の調査デー タ な ど は あ る が、 そ れ と

て 実 際 の 活動 団体 を 網羅で き た も の と は い え ず 、 具体的 な 「顔の 見 え る 」 デー タ は 乏 し い。

被災地 で は97年 に 兵康県 で は初 め て の本格的 な 市民活動団体の名鑑がつ く ら れ た 。 市民活

動地域支援 シ ス テ ム 研究会 ・ 神戸調査委員 会 (愛称/ グ ル ー プ名 鑑 「兵庫 ・ 市民人」 調査

隊) が ま と め た も の で 、 事務局 を 担当 し た 市民活動 セ ン タ ー神戸 ( 当 時 は震災 ・ 活動記録

室) が2000年 に 「 グ ル ー プ。名 鑑2000J と し て 更新 し た 。 こ こ で は 、 約450 団体 を 収録 し た

兵産県 内 の市民活動 団体の う ち 、 神 戸市 内 に 拠点 を お い て 活動 し て い る 257団 体 に つ い て 、

特徴 と 変化 を 見 て み た い 。 凶
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調査主体に よ る と 、 こ こ で取 り 上 げ ら れ て い る 団体 は 、 一定の蒸準 の も と に 選択 さ れて

い る O 「市民人J と い う 名 称 を 使 っ た の に 象徴 さ れ る よ う に 、 行政の 下 請 け 的 な 団体 や 、

一定の 人 た ち を 半強制的 に帰属 さ せ る 団体 は 除外 し 、 「良い社会、 良 い 地域 を つ く る た め の 、

市民意識 を 持 っ て い る 人た ち J の 活動 を 対象 と し て い る 。 も ち ろ ん、 ま だ未成熟な も の も

あ る 半開 、 地域の 自 治会 の よ う な 住民が半強制 的 に帰屠 さ せ ら れて い る 団 体で あ っ て も 一

定の役割 を 果 た し て い る ケ ー ス も あ る 。 そ う い う も の を 否定す る 意味で、 は な く 、 お お む ね

の基準 と し て① 自 立性 ② 自 発性 ③公骨性 ④公括性 を 持 ち 、 市民が 自 由 に参加で き

る も の を 対象 と し て い る 。 し た が っ て 、 ま ち づ く り 協議会の よ う に 任意 の 団体 と し て住民

の 自 発的 参加 に も と づ く 住民団体は対象 と し た半面、 自 治会 ・ 町内会や社会福祉協議会、

コ ー プの ボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー な ど は対象か ら 除外 さ れて い る 。 も ち ろ ん 、 リ ス ト か ら 漏

れ て い る 団体 も か な り あ る と み ら れ る O

約半数は震災後 に 発足

神戸市内 の 257団体の う ち 、 半数近 い 126団体は震災後の 5 年 間 に 設 立 さ れ た 。 90年代 に

入 っ て震災前 ま で の 設立 を 合わ せ る と 、 7 割近 く が90年代 の 設立 に な る 。 主 な 活動分野で

分 け て み る と 、 福祉系が92、 国 際系44、 ま ち づ く り 系38、 丈化系22、 環境系 18 、 人権系 と

政策系がそ れ ぞれ 8 、 そ し て被災者支援系19 に な る 。 後でふ れ る よ う に 、 震 災後 は 政策系

や 中 間支設型、 ネ ッ ト ワ ー ク 型の 団 体が登場 し た の が特徴で あ る 。 ま た 、 震災前 に は ご く

一部で し か見 ら れな か っ た ま ち づ く り 系 や地域で 自 立 ・ 継続事業 を め ざす 地 域志向 自 立型

が増 え て き て い る の も 特徴 に な る O 有償、 無績 を 問 わ ず 、 専従、 半専従 の ス タ ッ プ を 抱 え

る 団体が増加 し 、 “市民活動の プ ロ " が増大 し 、 層 が広 がっ て い る こ と も 目 立つ 。

震災後の 市民活動 の 広 が り か ら み れ ば、 名 鑑 に 収録 さ れて い な い 団体 を 含め て 、 数の う

え で最 も 多 い の は 趣味や奉仕 的 な 活動 を し て い る 、 ど ち ら か と い え ば個 人 的 な 自 己実現派

の グル ー プ と 見 ら れ る 。 こ う し た グル ー プ は 自 発的 、 自 立 的 な 活動ス タ イ ル は と っ て い て

も 、 積極的 に活動 を 公開 し た り 、 連携 を も と め る 志向が低 い た め 、 こ う し た調査か ら は漏

れがち だ。 次い で、多い の は 、 社会問題への 関 心や 関 わ り 志 向 は 強い が、 サ ー ク ル型の活動

に と ど ま っ て い る グ ル ー プ。 こ う し た グ ル ー プ は 市民活動団体の す そ野の広 さ を 形づ く っ

て い る が、 い ま 踏み 出 そ う と し て い る 新 し い市民社会の仕組み の 中 で、 公共領域の積極的

な 担 い手 と な る に は少 し 距離があ る か も し れ な い。

復興の折 り 返 し点 に 立 っ て 、 新 し い市民社会の担い手 と し て注 目 さ れて い る の は 、 市民

事業継続型 と 中 間 支援型の 2 つ の タ イ プ と い え る 。 市民事業継続型 は 、 震災復興過程で新

し い経済社会、 地域社会 を 構築す る コ ミ ュ ニ テ ィ 経済の担い手 と し て 関 心 を 呼ん で い る コ

ミ ュ ニ テ ィ ピ ジ ネ ス に寂 り 組 ん で、 お り 、 兵庫県 も 積極的 に 支援 し て い る 。 中 間支援型 は 、

地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 形成 や ま ち づ く り 、 障害者の 自 立、 災害救援 な ど の テ ー マ ご と に 地縁

団体や ボ ラ ン テ イ ア 団体 の 活動 を ネ ッ ト ワ ー ク し た り 、 人材供給 ・ 育成 や資金供給、 情報

の提供な どの 支援活動 に 取 り 組ん で い る O ま た 、 政策研究や提言 を 行 っ て 市民主体社会の
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“知恵袋" と し て 市民 シ ン ク タ ン ク 的 な 活動 を め ざす タ イ プ も 姿 を 現 し つ つ あ る 。

震災 5 年、 6 年 呂 の被災地市民活動 の特徴 は 、 こ う し た タ イ プの活動が輪郭 を 表 し て き

た こ と に あ る 。 ま た 、 新 し い タ イ プの 1市民活動が成長す る と と も に 、 「参画 と 協働」 の あ

り 方が よ り 鮮明 に 浮 き 上が っ て き た と い え る 。

次 に 、 中 間支援的 な 活動 を し て い る い く つ か の 市民団体 に つ い て 、 具体的 な 活動 の 展 開

か ら そ の機能 と 新 し い 市民社会の担い手 と し て の可能性 を 見 て み た い 。

3 . 中間支麓型 の甫民活動団体の事例
1 ) 地域 コ ミ ュニ テ ィ 密着型の活動

ブ口 ジ ェ ク ト 1 - 2 ( ワ ン ツ ー )

震災時、 湊川 中 学校の避難所 に 避難 し て い た 被災者数人で発足。 地元在住の女性 を 中 心

に 、 被災地 に住み続 け る 者 と し て 「何がで き る か」 を 問 い 庶 し な が ら 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の

支援活動 を 続け て き た 。

車 に 生活用 品 を 満載 し て仮設住宅 を 巡回 し た 出 張ス ト ア ー 「 み ん な よ っ て 屋」 は 、 い ま

常設庖舗 を 構 え て 「共働工房」 に 落 ち 着 い た 。 ふ れあ い 喫茶 「お り ー ぶ」 、 手芸や 関 芸 な

ど の 手づ く り を 通 し て 交流す る サ ー ク ル 「学 び屋」 、 手芸 ク ラ ブ、 ふ れ あ い 昼食会な ど、

復興住宅や 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ を 長期 、 継続的 に サ ポ ー ト し て い る O

「地域 に 暮 ら し て い る 方 々 が活動 し や す い よ う に お 手伝い 、 お 世話す る の が役害し と 代

表の有光る み さ ん は 言 う 。 地域の 人が リ ー ダー シ ッ フ。 を 握 る よ う に な る こ と を 、 そ っ と 手

伝 う 。最近、 神戸市が公募 し た市民活動 の 拠点 と な る 兵庫 区 の 建物 の 運営 に 当 選 し 、 「サ ポ ー

ト ス テ ー シ ョ ン 永沢」 を オ ー プ ン し た 。 人 の 集 ま る 「場」 を 地域の 中 に っ く り 、 そ こ で地

域 ウ オ ー ク や バザー 、 バ ー ベ キ ュ ー 大会 な ど を 企画 し 、 地域の 人 々 と NPO な ど の 多 彩 な

市民活動 の 人 々 の 交流 の 場 を 生み 出 し て い く 。 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ を 担 っ て い く 地縁 と 知縁

の 人 々 を つ な い で い く 役割 を 果 た そ う と し て い る 。

コ ミ ュニ テ ィ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー神戸 (CS 神戸)

震災宜後 に 生 ま れ た 在宅高齢者の 支援や地域住民 同 士 の 助 け 合い ボ、ラ ン テ イ ア グル ー プ

「東難 - 地域助 け合い ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 母体 に 、 自 立 と 共生 に も と づ く 新 し い コ ミ ュ ニ テ イ

づ く り を 支援す る 中 間 支援団体 と し て96年10月 に発足 し た 。 地域の 中 で 「助 け て も ら う 人

が助 け る 人 に な る J と い う 双方 向 の コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り の大切 さ を 意識 し 、 地域 に お け る

ボ ラ ン タ リ ー な 活動 を 始 め 、 自 立す る の を 支援す る 活動 を め ざ し た 。

cs 神戸の事業は① NPO の起業、 活動支援事業 と ② 自 主、 受託事業や研修、 調査、 講座、

コ ー デ ィ ネ ー i\ 出 版 な どの 直轄事業 に大Bせ さ れ る 。 NPO の 起業支援 は 、 高齢者や 揮害者、

仮設住宅の被災者、 マ イ ノ リ テ ィ ー の 人 々 が、 自 ら 仕事 を 見 い だ し て 生 き がい を 確 か な も

の に し て い く た め の起業 な ど を 支援す る イ ン キ ュ ベ ー ト 機龍 で 、 活動拠点 を 提供 し 、 資金

を 助 成 し 、 運営や会計、 各種情報の 提供 な ど の 運営指導 を 行 っ て 、 一定期 間 の サ ポ ー ト を
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経て 自 立 を 促 し て い く O 日 曜大工、 自 転車修理の グ ル ー プ、 通院や外 出 移 送 サ ー ビ ス 、 パ

ソ コ ン 教室 、 洋瓶や小物縫製、 事務サ ポ ー ト な ど、 cs 神 戸が 3 年 間 に 起 業 を 支援 し て き

た グ ル ー プ は 19 に の ぼ り 、 10 グ ル ー プ は すで に 自 立 し た 。

直轄事 業 は 支援 の ノ ウ ハ ウ を 蓄積す る た め に も 重要 な 事業 で あ る 。 自 主事業や NPO な

ど と の 共 同事業 で 、 調査研究や研修、 ネ ッ ト ワ ー ク 事業 な ど に も 積椋的 に 手 を 出 し て い る 。

英 国 の 市民参加型福祉事業の 共 同研究調査 で は 、 NPO の マ ネ ー ジ メ ン ト に 関 す る ノ ウ ハ

ウ だ け で な く 、 NPO と 行政の協働 の あ り 方 に つ い て の 貴重 な ヒ ン ト を 得 た 。 行政そ の 他

の 団体か ら の 受託事業 で は 、 NPO の マ ネ ー ジ メ ン ト ス ク ー ル や被災地の し ご と 開発 、 被

災地の 人 と し ご と を マ ッ チ ン グす る 「生 き がい し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー 」 な どの ほ か、 障

害者の作業所 の 製 品 を 展示販売す る 「 ふ れ あ い工房」 は シ ョ ッ プ機 能 だ け で な く 障害者の

交流の 場 も 創 出 し て い る O

こ の ほ か 、 グ ル ー プホ ー ム の 運営 、 討 産 医 の 建物の管理運営、 地域通貨 の発行、 自 然エ

ネ ル ギ 一 発電事業、 商居街活性化事業 な ど、 事業の す そ野 は 次 々 に 広 が っ て い る 。 す で に

間事業規模 が8 ， 000万 円 に 達 し て い る cs 神 戸 の 活動 は 、 日 本 の 地域サ ポ ー ト セ ン タ ー

の 草分 け 的存在 に な ろ う と し て い る O 伝統的 な 地縁団体の古い壁 に悩 ま さ れ な が ら も 、 実

績が認め ら れ る 中 か ら 、 少 し ずつ 知縁 と 地縁組織の連携の 実 も 上 げつ つ あ る O

た か と り コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

震災で全壊 し た カ ト リ ッ ク 鷹 取教会 を 拠点 と し た ボ ラ ン テ イ ア 活動の拠点 ・ 鷹取救援基

地が、 救援活動の 終息 と と も に 、 国 籍 や 年齢、 障害 な ど に よ っ て切 り 捨 て ら れ る こ と の な

い 「人づ く り ・ ま ち づ く り 」 を め ざす活動 を サ ポ ー ト す る NPO と し て衣替え し た 。

セ ン タ ー の 中 に は 、 多 言語で地域情報 を 伝 え る 放送局 「エ フ ヱ ム わ い わ い 」 を は じ め 、

定住外国 人支援セ ン タ ー 、 ア ジ ア 助成 自 立 プ ロ ジ ェ ク ト 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ピ ジ ネ ス と し て 地

域 に 居住す る 外国 人が必要 と す る 情報の翻訳や通訳 の 派遣 な ど を 行 う 多言語セ ン タ ー 、 外

国 人 の子 ど も た ち が抱 え て い る さ ま ざ ま な 問題や外国人 コ ミ ュ ニ テ イ の 自 立支設 を め ざす

ワ ー ル ド ・ キ ッ ズ ・ コ ミ ュ ニ テ イ 、 パ ソ コ ン の リ サ イ ク ル や コ ン ピ ュ ー タ ー 教室 を 聞 い て

い る NPO な どが協働 し て 、 国籍 を 越 え た 就労 ・ 生活支張、 介護サ ポ ー ト 、 地域住民 と の

交流事業 に 取 り 組 ん で い る 。 地域の ま ち づ く り 協議会 と の 結 びつ き も 強 く 、 地域 ぐ る み の

多文化共生社会づ く り の拠点 を め ざ し て い る 。

た か と り コ ミ ュ ニ テ イ セ ン タ ー は 、 多 彩 な 活動 グル ー プの ネ ッ ト ワ ー ク 機能 を 果 た す と

と も に 、 個 別 の 活動 に対 し て拠点や情報 を 提供、 地域社会 と の結節点の役割 を 果た し て い

る 。

ま ち @ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

復興土地 区画整理事業で 「御菅西」 地 区 と 名づ け ら れ た 長 田 区御 蔵通 5 、 6 了 日 は 、 倒

壊 と 火災で死者27人、 253世帯が焼 け 出 さ れ た 。 99年 l 月 時点で の居住者 は97世帯 に す ぎず、

元居た 人の帰還率 は 3 割余 に と ど ま る 。 こ の地 区 に腰 を す え て支援 し て い る ま ち づ く り サ
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ポ ー ト 団体 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ( ま ち ・ コ ミ ) は 、 99年末 に 完成 し た 6 賠建 て

共 同再建住宅 「 み く ら 5 J の l 階 に 造 っ た 地域活動空間 「 プ ラ ザ 5 J を拠点 に 活動 を 続 け

て い る O

学校の 教室程度の広 さ に キ ッ チ ン と 風呂 がつ い た ホ ー ル は 、 ま ち ・ コ ミ を 母体に し た ボ

ラ ン テ イ ア と 住民 で運営委員 会 を つ く り 、 地域の寄 り 合い所やふ れ あ い 喫茶、 食事会、 学

童保育、 パ ソ コ ン 教室 な ど に 活用 し て い る O 集 ま る 場がで き た住民 は 、 女性 を 中心 に し た

「 わ が街 の 会」 を つ く り 、 町 の 清掃や公開づ く り の 手伝い 、 ふ れあ い 喫茶 の 運営 な ど に 参

加 し 、 新 し い 地域づ く り 活動 を 始 め た 。

ま ち ・ コ ミ は震災 3 年 目 か ら 毎年、 全国か ら 生徒 を 募集 し 「御蔵学校」 を 開 い て い る 。

被災地 を 歩い て見 つ め 宜 し 、 復興の現状ゃ あ り 方 を 考 え 、 震災 と は 何 で あ っ た か を 問 い 直

す試み を 、 住民 と 被災地外の 人 と が一緒 に 取 り 組む。 こ う し た活動 に 注 目 し 、 さ ま ざ ま な

形で ま ち ・ コ ミ を応援 し て い る 学者や文化人 ら も 講師 に立 ち 、 寺子屡風の 議 論 に 加 わ る 0

2000年 に は東京や神奈川 に も 現地の支援者の協力 で ま ち ・ コ ミ の事務所 を 設置 し 、 首都圏

で神戸 の震災 を 問 う シ ン ポ ジ ウ ム や フ ォ ー ラ ム を 次 々 に 開 き 、 被災地か ら の発信の 日 常的

ル ー ト を 拡大 し た 。

「被災地の小 さ な コ ミ ュ ニ テ ィ に こ だ わ り な が ら 、 被災地 と 復興 の も つ 普遍 的 な 教言11 と

課題 を 全国 の 人 た ち と 共有 し て い き た し り と 、 震災直後 に東京か ら 被災地入 り し た ま ち ・

コ ミ の小野幸一郎代表は課題 を 話す。 被災地の 地域 コ ミ ュ ニ テ イ が難難辛苦 し な が ら 新 し

い ま ち づ く り や社会づ く り を め ざ し て い る こ と を 多 く の 人 た ち と 共有す る こ と が、 震災の

教訓 を 生かす こ と に な り 、 ま ち づ く り ボ、 ラ ン テ イ ア の役割だ と 認識 し て い る か ら だ。

西須磨 ま ち づ く り 懇談会

神戸市須屠区西部 の 閑 静 な 住宅備 の ど真 ん 中 を 、 幹線道路 を 通す計画が震 災復興都市計

画 の 中 に盛 り 込 ま れ た 。 震災の 1 年前、 土地包囲整理事業で道路 を 通す計画が動 き 出 し た

こ と を 察知 し て 、 道路計画への反対 と 独 自 の ま ち づ く り に 取 り 組 も う と し て い た住民 は 、

震災直後 に 面 的 な ま ち の復興 を 放置 し 、 道路だ け を 通す計画 に 変更 さ れ た こ と で行政への

不信感 を 二重 に 強 め て 、 道路計画への 反対運動 だ け で な く 、 本格的 な 総合 ま ち づ く り 運動

に 立 ち 上が っ た 。

震災数年前か ら 自 治会改革 に取 り 組ん で き た成果 を 生か し て 、 自 治会 な ど の 地縁団 体 と

福祉や環境問題な ど多様 な テ ー マ に取 り 組 む住民活動匝体 と の 連携 を 模索 し 、 地縁 と 矢口縁

で結ぼれ た 2 種類の 団体の役割分担 と 連携 を 強め た 。 自 治会 は 自 治会館や住民活動 に必要

な拠点や資金 を 提供 し 、 具体的 な 問題への 取 り 組み は 地域 内 の各種の活動 団 体や 自 発 的 な

住民有志 に よ る NPO 的 な 活動 に 委ね る 仕組み だ。

「 困 っ た 時 は お 互い さ ま 」 の 合言葉 を 掲 げ る 市民互助 型 の 福 祉 ネ ッ ト ワ ー ク ・ NPO 法

人 「西須磨 だ ん ら ん」 、 天井川 公 開 の ピ オ ト ー プ化 を 実現 し公園 を 育 て る 会 の 活動 を ベ ー

ス に 地域の 環境保全運動 を 担 う グ ル ー プ、 そ し て ふ れあ い 活動や文化活動 な どが道路反対
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運動 を 担 う 公害紛争調停回 と と も に 地域の ま ち づ く り 運動 の A 環 を な し 、 自 治会が後 ろ か

ら 支 え る 。 人 口 約 2 万人の規模 に な る 西須磨地区全体の組織で あ る ま ち づ く り 懇談会 ( ま

ち 懇) は 、 さ ま ざ ま な 活動 の 情報 と 意見 の 交換や分析 を 通 じ て 、 地域全体の ま ち づ く り の

方 向 を 謂整 し た り 、 幅広 い議論の場 に な る 。 い わ ば、 地域 コ ミ ュ ニ テ イ の ま ち づ く り シ ン

ク タ ン ク と し て 、 さ ま ざ ま な 専 門 家 や 地域外の 人た ち と の 連携 の 場 に も な っ て い る 。

自 治会 自 ら が地縁 と 知縁の連携推進 を ほ! り 、 ま ち 懇 は 西須露地域の “小 さ な 自 治" を 担

う 協議 会 の 投割 を 果 た せ な い か と 模索 し て い る o 150万都市 の 中 の住民 自 治 の 形骸化 を 地

域 の 中 か ら 再構築 し 、 地域で や れ る こ と は 地域で担 う 住民の組織や仕組み づ く り を 視野 に

入 れて い る 。

2 ) テ ー マ ネ ッ ト ワ ー ク 型の活動

阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク

震災後、 市民 に よ る 復興 ま ち づ く り を 支援す る た め に い ち 早 く 立 ち 上 が っ た ま ち づ く り

の 専 門 家 ・ 技術者集 団 で あ る 「復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 」 に は 、 都市計画家

や ま ち づ く り プ ラ ン ナ ー 、 建築家、 研究者 な ど約50人が集 ま っ た 。 情報の 交流 ・ 共有 と 市

民 の た め の提言 を め ざ し て 、 情報交換の会合 と 支援 ニ ュ ー ス 「 き ん も く せい 」 の発行が被

災地の ま ち づ く り と 全国 の 支援者 を 結 ん だ。 被災地の新 し い住 ま い 方 を 提起 し て 実現 し た

コ レ ク テ ィ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ や 、 市民 ま ち づ く り 基金 「阪神 ・ 淡路 ル ネ ッ サ ン ス フ ァ ン ド

(HAR 基金り も こ う し た活動 の 中 か ら 生み 出 さ れ た 。

復興都市計画事業地区 (黒地地域) の事業の メ ド がつ い た こ ろ か ら 、 支援 ネ ッ ト の活動

は 白 地地域の支援へ シ フ ト し た 。 神戸、 坂神 の 白 地連絡会 を 交互 に 聞 き 、 市 民 を 対象 に し

た ま ち づ く り フ ォ ー ラ ム を 毎年定期 的 に 潤 く よ う に な っ た 。 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ応援

団 や 「がれ き に 花 を ~ 阪神 グ リ ー ン ネ ッ ト J í若手 ネ ッ ト 」 な どの 多彩 な 活動 も 支援 ネ ッ

ト の 中 か ら 生 ま れ、 新 し い ネ ッ ト ワ ー ク を 増殖 し つ つ 、 復興 ま ち づ く り の あ り 方 を 聞 い つ

づ け る 役割 を 果 た し て い る O

販神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支接機構

弁護士 の 一 部 で は 震災直後か ら 、 被災地の市民の相談 に 応 じ る 専 門 家 の 連携集団 の 結成

が呼びか け ら れて い た 。 弁護士、 建築士、 税理士、 司 法書士、 不動産鑑定士、 土地家屋調

査士の 6 つ の 職種、 近畿 レ ベ ル の 9 つ の 団体の調整が ま と ま り 、 実 際 に機構が発足 し た の

は何年 9 月 だ、 っ た 。 中 心 メ ン バー の 中 に は そ の 後 「 も っ と 早 く ス タ ー ト し て い た ら …」 と

い う 思 い が抜 け な か っ た。

し か し 、 6 つ の 「士」 の 職 能団体が結集 し た機 構 の 力 は 大 き か っ た 。 「業際 を 越 え て 知

恵 を 絞 り 、 ボ ラ ン テ イ ア 精神 に根 ざ し て 、 徹底 し た現場主義 に 立つ J と い う 当 初 の 理念 に

し た が っ て 、 土 地境界の ト ラ ブル 、 借地借家権問題、 共 同再建で の 法律、 税金、 土地問題

の 一体解決 な ど に 専 門 家 の 連携 の 威力 が発揮 さ れ た 。 個 別 の相談者 だ け で な く 、 現場で事

業や 問題解決 に あ た っ て い た コ ン サ ル タ ン ト や建築家、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー に と っ て は 、 力
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強 い護軍だ、 っ た 。

こ う し た経験 を も と に 、 学者や コ ン サ ル タ ン ト ら 約30人で組織 し た機構の付属研究 会 は

98年、 ま ち づ く り 提言 を 発表 し 、 出 販 し た 。 そ の後活動 は 下 火 に な っ て い る が、 2000年 2

月 、 東京で 聞 い た フ ォ ー ラ ム 「被災地 ま ち づ く り 支援か ら 学ぶ 一 専 門 家 職 能 と 市民の 連帯

を 全国へ」 で、 専 門 家集留 に よ る 河様の支援機帯 を 全国 に 設立す る よ う 呼び か け た 。 ま ち

づ く り の現場で七転八倒 し て い る 住民や現場の専 門 家 を 支援す る 中 間 支援組織の あ り 方 に 、

職 能 団体 と し て の 社 会 的 責任 を 自 覚 し た か ら だ。 機構 の 当 面 の 視野 に は 、 さ ま ざ ま な

NPO への支援が浮 か び、上がっ て い る 。

被災地 N G O 協働セ ン タ ー

震 災 か ら 2 日 後、 ボ ラ ン テ イ ア ら で ご、 っ た 返す 神 戸 YMCA の 片 隅 で 阪神 大震 災 地 元

NGO 救援連絡会議 を 立 ち 上 げ た 故 ・ 草地賢一代表 (2000年 1 月 急死) の 傍 ら に 、 い ま は

NGO 協働セ ン タ ー を 切 り 回 す村井雅清代表がい た 。 連絡会議 は95年夏、 分科会 と し て仮

設住宅支援連絡会 を 置 き 、 翌春独立 し て 「仮設」 支援 NGO 連絡会 を 結成 し 98年 4 月 か ら

現在の 名 称、 に改 め た 。

当 初 は被災者の 生活 ・ 自 立支援 を 中 心 に 、 タ オ ル で ゾ ウ の 形 を し た 手拭 き を 作 る 生 き が

い 支援事業 「 ま け な い ぞ う 」 の 内職支援 を 全国 的 に展開 し た り 、 被災者支撮活動 を し て い

る 参加25団体の サ ポ ー ト を 行 っ て き た が、 現在で は 災害救援 と 復興市民 シ ン ク タ ン ク づ く

り の ネ ッ ト ワ ー ク を 生 み 出 す要 に な っ て い る 。

ま だ神 戸 が瓦礁 に 覆 わ れ て い た と き に サハ リ ン 地震の救援募金 を 始め 、 現地 に 赴 い た 。

以来、 世界各地 の 災害救援へ緊急委員 会 を 設置 し た の はお 回 を 超 え 、 若者た ち を 現地 に 派

遣 し て き た 。 200 1 年 3 月 に は 、 海外救援 の 常 設機 関 と な る 海外 災 害 援 助 市 民 セ ン タ ー

(CODE、 仮称) の 構想委員 会 を つ く り 、 !事務局 と な っ た 。 国 内 で は全国 の ボ ラ ン テ イ ア

団体 と 連携 し 「震災がつ な ぐ全国 ネ ッ ト ワ ー ク J ( 略称/震つ な ) を 結成 し 、 事務局 を 引

き 受け る O 震災 1 周 年 か ら 毎年 開 い て き た 「市民 と NGO の 「妨災」 国 際 フ ォ ー ラ ム J íl . 17

灯 り を と も す会」 な ど、 震災 を 嵐化 さ せ な い た め に 「 い ま 何が間 わ れて い る か」 を 聞 い な

おす被災地の市民活動 ネ ッ ト ワ ー ク に は 、 常 に縁 の 下 で支 え る 役割 を 果た し て き た 。

最近の村井代表の 口 ぐせ は 「知 の ネ ッ ト ワ ー ク と 行動 の ネ ッ ト ワ ー ク を 結 合 さ せ る こ と

か ら 、 市民主体の社会が生 ま れ る J o 自 ら は 行動派 を 自 認す る が、 最近 で は 兵庫 区 の F 町

に あ る 中庭っ き の セ ン タ ー で被災地 の 実践 を 学ぶ 「寺子屋 ・ パ オ J を 聞 き 、 若者や地域の

人た ち の 学びの場、 生活相談の場 も め ざ し て い る 。

被災地障害者セ ン タ ー と 障害者地域生活支譲ネ ッ ト ワ ー ク

震災 2 週 間 後 に 兵庫 県 内43の 撞害者団体で結成 し 、 全国か ら 駆 け つ け た ボ ラ ン テ イ ア と

と も に 障害者の救援 ・ 支援 を 続 け た 。 こ の 中 で、 若 い 人た ち の エ ネ ル ギー の す ご さ に 感動

し 、 数多 く の 市 民 と 障害者の 出 会 い を 生 ん だ 。 こ の体験 を 生か し て 、 ①生活支援 コ ー デ イ

ネ ー ト ②移送サ ー ピ ス ③小規模作業所 な どの 体力 ア ッ プ プ ロ ジ ェ ク ト ④相談や情報
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提供、 提 言 な ど に よ る 権利擁護 ⑤た ま り 場 な どの交流 の 場づ く り ⑥バ リ ア フ リ ー社会

の 実現 や 知 的 障害者の社会参加支援 ー な ど に 取 り 組ん で き た 。

そ う し た 活動 を さ ら に 一歩飛躍 さ せ る の が、 2001 年 4 月 に 発足す る 「障害者地域生活支

援 ネ ッ ト ワ ー ク J と 「生活の場サ ポ ー ト セ ン タ ー ひ ょ う ご」 で あ る 。 小規模作業所 な とマ兵

庫県内 約300 の 「生活の場」 と グ ル ー プの 自 主的 な ネ ッ ト ワ ー ク を つ く り 、 多 彩 な 市民活動 、

NPO ・ NGO、 各種の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ、 企業や行政 と 積極的 な協鵠 を め ざ し 、 そ の

た め に必要 な 人 、 情報、 企画の交流や個別事業の 活動 を 支援す る と い う O ネ ッ ト ワ ー キ ン

グ を エ ネ ル ギー に 交流 と 提言 を 広 げ、 体力 ア ッ プ と 事業基盤 の 強化 に 、 樟 害 当 事者 と 支援

グ ル ー プ 自 ら が乗 り 出 そ う と い う 画期 的 な 動 き で も あ る O

当 面 の 事務局 を 置 く 被災地障害者セ ン タ ー の大賀 重太郎代表 は 「 こ こ ま で は 揮害者団体

が 自 力 でサ ポ ー ト セ ン タ ー 設立へ こ ぎ つ け た が、 こ れか ら は行政 と の協働作業や さ ま ざ ま

な 専 門 家集団 の サ ポ ー ト が な け れば前途 は多難だ」 と い う 。 市民活動 団体の 力 量 と 限界 を

冷静 に み た う え で 、 総合的 な 社会 シ ス テ ム の 必要性 を 主張 し て い る 。

3 ) 入、 カ ネ 、 情報、 知恵の提供製市民活動

神戸復興塾 と 神戸 ま ち づ く り 研究所

神 戸復興塾 は 震災 か ら 1 年余 り 経 っ た96年 4 月 、 「現場の知」 を 重視す る 専 門 家 の 寄 り

ま り 集団 と し て発足 し た 。 当 時 は県立姫路女子短大学長 だ っ た小森星児塾長 (現在 は神

戸 山手大学学長) を 筆頭 に 、 被災地で支援活動 に 奔走す る 学者 ・ 研究者や建築家 ・ プ ラ ン

ナ ー 、 医 師 、 NPO ・ NGO の リ ー ダ ー 、 ジ ャ ー ナ リ ス ト ら 20数人の多彩 な 顔 ぶ れが集 ま っ

た 。

定例の勉強会で は復興の現状 を 分析 し 、 新 し い 市民社会へ向 け て の課題 を 探 る O ア メ リ

カ の N PO 視察 ツ ア ー に 出 か け た り 、 全 国 か ら 大学 や 職域 の 集 団 で被災地神 戸 を 訪れ て復

興の現状 と 課題 を 学 ん で も ら う 公開講座、 公営復興住宅入居者の事前交流事業 な ど も 手が

け て き た 。 震災 4 年 目 か ら は 、 ア メ リ カ 視察で体験 し た エ イ ズ 患者支援の エ イ ズ ウ オ ー ク

に 学 ん だ 「 こ う べ i ウ オ ー ク J を は じ め た 。 被災地 の市民活動 を 支 え よ う と 発足 し た ばか

り の 「 し み ん基金 ・ KOBEJ の募金活動 を め ざ し た も の で 、 震 災 の 日 に 近 い 日 曜 日 に 、 震

災 の 火災 で 「火止 め の 公園」 と 呼 ばれ た 鷹取駅前 の大国公園 で 1 ， 000 円 を 寄付 し て 三宮 ま

で10\1 を 歩 く O 沿道の毎興状況 を 直 に み な が ら 、 震災 を 考 え る O 各地で被災者や ボ ラ ン テ ィ

ア グル ー プ と の 交流 の 場 も っ く り 、 こ れ ま で に 3 回 を 数 え た 。

NPO 法 人 ・ 神戸 ま ち づ く り 研究所は 、 復興塾の メ ン パ ー を 中 心 に2000年 3 月 に発足 し た 。

野武士集団 的 な 塾 と 違 っ て 、 長期 的 な 課題 に継続的 に 取 り 組み 、 ま ち づ く り に 関す る 調査

研究 と 政策提言、 震災復興 に 関 わ る 研 究 グ ル ー プや NPO ネ ッ ト ワ ー ク への 支援、 ま ち づ

く り や 地域活性化 を 促進す る 事業 を 行 う 必要性か ら 生 み 出 さ れ た 。 経済企画庁の委託調査

で提案 し て実現 し た 旧小学校の建物 を 転用 し た神戸市の市民活動総合支援セ ン タ ー に 入居

し 、 コ レ ク テ イ ブ ・ オ フ ィ ス を 運営 し 、 市民活動 の離陸応援事業 に 取 り 組 ん で い る 。
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塾 - ま ち 研の メ ン バ ー は 、 さ ま ざ ま な行政関係機 関 や市民活動 団体の ネ ッ ト ワ ー ク に 関

わ っ て い る O 多 く は 中 間支援的 な 活動 を し た り 、 政策 シ ン ク タ ン ク 的機能 を め ざ し た場 だ

け に 、 塾 ・ ま ち研 自 体がそ う し た重層 的 な ネ ッ ト ワ ー ク の場 に な っ て い る 。 被災地の復興

市民活動 に深 く 根 を 張 っ た 知 的 集 団 の役割で も あ り 、 大 き な 可能性で あ る 。

市提活動セ ン タ ー ・ 神戸

震災救援活動 に 携 わ っ た ボ ラ ン テ イ ア 数人が、 市民 に よ る 活動記録 を 残す 必要 を 感 じ て

「震災 ・ 活動記録室」 を 設立。 資料の 収集 ・ 公開 を 進め る う ち に 被災者や支援活動 を 行 っ

て い る 団 体 に 対 す る 情報提供活動へ広 がっ た 。 公営住宅入居者募集 に 際 し て の 手引 き や

マ ッ プづ く り 、 市民活動 団体の 名 鑑づ く り 、 清報誌の発行や神戸市の 委託事業で の 市民活

動実態調査 な ど の 活動 を 通 じ て99年10月 、 市民活動団体を 支援す る 中 需支援組織 を め ざ し

「市民活動 セ ン タ ー ・ 神戸J を 設立 し た 。

民設民営サ ポ ー ト セ ン タ ー と し て 、 情報の提供や相談、 人材派遣、 調査研 究 、 会場の 提

供の ほ か、 市民 と NPO ・ NGO に よ る 政策研究 と 提言活動、 出 会い の場 を つ く る ネ ッ ト ワ ー

キ ン グ機能 を 果 た そ う と し て い る 。 す で に 、 市民検証研究会や市民社会推進機構、 兵庫市

民活動協議会 (仮称) な どの 事務局 を 担 当 し た り 、 兵産県 か ら INPO に よ る 多彩 な 生活

復興支援事業」 の 委託 を 受 け て 、 34司体が27事業 を 実施す る の を 支援す る 活動 な ど多様な

中 間支援機能 を 果 た し て い る 。

し みん 基金 . KOBE 

阪神 ・ 淡路大震 災 に お け る 被 災地 の 市民活動 は 、 96年 5 月 に 設 立 さ れ た 阪神 ・ 淡路 コ

ミ ュ ニ テ ィ 基金 に よ っ て 3 年 間大 き く 支 え ら れて き た 。 震災復興の た め に 開催 さ れた モ ー

タ ー ボー ト 特別 レ ー ス に よ り 拠出 さ れ た大震災復興支援資金の 一部約 8 億円 を 基金 と し て 、

3 年 間 に 限定 さ れ て 使 い 切 っ た。

99年 5 月 で 同 基金が解散。 同 じ く 951:!三か ら 5 年 間 に わ た っ て6 ， 000万 円 余 の 寄付 を 集 め て 、

延べ95件 に お よ ぶ援興 ま ち づ く り 団 体へ の 助 成 を 行 っ て き た 阪神 ・ 淡路 ル ネ ッ サ ン ス ・

フ ァ ン ド (HAR 基金) も 99年 9 月 の 第 7 同助成で終了 し た 。

被災地の市民活動団体 は 資金的 な 面 で “命綱" で も あ っ た 2 つ の 助成基金 を 失 い 、 前途

に不安が広 が っ て い た 。 こ の よ う な 状況か ら 99年 7 月 、 被災地の市民活動団 体 自 ら の 手で

「 し み ん基金 ・ KOBEJ が設立 さ れ た 。 こ の基金に は企業市民の立場か ら 神 戸青年会議所

も 参画 し、 専務理事 に 人材 を 派遣 し 市民活動 団体 と の二 人三脚 で ス タ ー ト し た 。 99年末 に

は 15 団 体 に総額800万 円 の 第 1 自助成 を 実施、 2000年度 は 6 月 に 6 団 体 に 対 し て 300万円 の

助成 を 実施 し た が、 思 う よ う に 寄金が集 ま ら ず、 発足 l 年後 に は資金田で早 く も 「崖 っ ぷ

ち 」 に 立 っ て い る 。

木 口ひ ょ う ご地域振興財団

一方、 99年 に は兵庫県内 の事業 家の 個 人資産 に よ っ て新 し く 設立 さ れ た 「木口 ひ ょ う ご

地域振興財団」 が市民活動団 体 を 対象 に し た助成事業 を 開始 し た 。 助成対象が 「障害者福
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祉 に か か わ る 開拓的、 先駆的 な 市民福祉活動J と 限定 さ れて い る が、 こ の分野では従来は

行政や社会福祉協議 会 な どの推薦がな け れ ば各種の助成 を 受 け に く い状況 に あ っ た た め 、

そ う し た制 約 の な い助成碁金 は 画期 的 な 意味 を 持 っ て い た 。 し か も 、 年 間助成総額 は3 ， 600

万 円 、 1 件 あ た り の 上 限 は 100万円 だ っ た た め 、 対象 に な る 団体が殺到 し た 。

す で に 3 年 目 5 回 目 の助成が行 わ れ 、 延べ 1 億円 を 超す助成金が延べ1 40 団 体 に贈 ら れた 。

同封 回 の 果 た し て い る 役割 は 、 多額の助成金だ け で は な い。 こ れ ま で に 300 を 超す 団体が

助成 を 申 し 込 ん だが、 助成団体 を 選考 し て い く 過程で選考委員 会 と 事務局 の ス タ ッ フ は対

象団体の 置 か れ て い る 厳 し い状況 と 支援制度の 貧 し さ を 痛感 し 、 制度改革への さ ま ざ ま な

提案 を し よ う と し て い る 。 2000年12月 に は助 成 に 応募 し た 団体 に 呼びか け て 交流会 を 聞 き 、

韓害者福祉活動 の横の連携 を 積極的 に コ ー デ イ ネ ー ト す る 役謡 を 果た そ う と し て い る 。 交

流、 ネ ッ ト ワ ー ク づ く り の応譲 だ け で は な く 、 各 団体 の 運営や マ ネ ー ジ メ ン ト 力 の 向 上 に

も 関心 を 寄せ、 ヒ ヤ リ ン グや助成の執行 な ど を 通 じ て ア ドバ イ ス を 行 う こ と も 大 き な 役割

と 認識 し て き た。 障害者地域生活支援 ネ ッ ト ワ ー ク の発足や サ ポ ー ト セ ン タ ー 設立 の き っ

か け は 、 助成活動 の過程 で の 財 団 ス タ ッ プ の ア ド バ イ ス か ら 始 ま っ た 。 ネ ッ ト ワ ー ク と セ

ン タ 一 発足 に あ た っ て は 、 年 間 300万円 の特別助成 を 3 年 間 に わ た っ て行 う こ と も 決め る

な ど、 先駆的、 開拓的 な 活動 に対 し て積極 的 な 支援 を 行 う 姿勢 を 明確 に し て い る 。

ι 同床異夢 ? r協働」 の 言葉のru濫
震災以 降の市民活動 の 変化 、 と り わ け復興の折 り 返 し点 で 明確 に な っ て き た市民活動 の

質 的 な 転換 は 、 新 し い市民社会で の 担 い 手 に 求 め ら れ る さ ま ざま な機能や課題 を 浮 き 彫 り

に し て い る 。 さ ら に 、 市民主体の社会 シ ス テ ム を 実現 し て い く う え で不 可 欠 な 「参画 と 協

働」 を 実行 し て い く 課題 と 条件 も 、 先端 を 歩 む市民活動 の 具体例 の 中 か ら 読 み取れ る O 中

間 支援組織 の あ り 方や担い手の事例 は 、 す で に 数多 く の 匝体がそ の 萌 芽 を 実践 し て い る と

も い え る 。

で は 、 こ う し た流 れ の 中 で、 行政は どの よ う に対応 し て き た の だ ろ う か。 筆者は幸 い こ

の 2 年 間 、 被災者復興支援会議 E の メ ン バ ー と し て 活動 し た り 、 行政 と 市民の震災 5 年検

証 に かか わ る 立場 に あ っ た ほ か、 市民活動団体の さ ま ざ ま な ネ ッ ト ワ ー ク の 中 で議論 に 加

わ る 機会 を 得 た 。 そ う し た 中 で感 じ た 問題点 を 含め て 、 2 年 間 の動 き を 振 り 返 っ て み た い 。

夢会議の試み と 意気込み

兵庫県が 目 標 と し て い る 「震災復興10年」 の 折 り 返 し点 を 挟 ん だ震災 5 年 目 、 6 年 目 に

あ た る 1999年か ら 2000年 に か け て は 、 歴史的 な 転換点 に な る 。 20世紀末の 大詰 め に あ た り 、

世 の 中 は 2000作会の 「 ミ レ ニ ア ム 」 イ ベ ン ト や21世紀への カ ウ ン ト ダ ウ ン な ど騒々 し い 臼 々

で も あ っ た が、 被災地で は市民、 行政 と も に新 し い21世紀社会の仕組み を 模索 し て 、 さ ま

ざ ま な 議論 と 実践 を 重ね て き た 。

21世紀初頭の 地域づ く り の指針 と な る 兵庫 県 の 「長期 ぜ ジ ョ ン 」 が2001 年 2 月 答 申 さ れ、
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同 月 、 持 は 「 自 律 ・ 共生J r安全 ・ 安心」 を キ ー ワ ー ド に 、 県民の 「参画 と 協働」 で 、 創

造的市民社会や環境優先社会 な ど 4 つ の社会像 を め ざす全県 ピ ジ ョ ン を 策定 し た 。

過去の ト レ ン ド や計量的 な 将来予測 を も と に 、 達成すべ き 目 標 を 掲 げ て 行 政施策や事業

の 総量 を 示す こ と を 主眼 と し た従来の行政主導型 「長期総合計画」 で は な く 、 県民や事業

者、 団体、 NPO ・ NGO、 行政 な どの 多様 な 社 会の 行動主体が、 将来の 目 標 と し て 共有 で

き る 望 ま し い社会の姿 を 示 し た も の だ (長期 ピ ジ ョ ン の 基本的 考 え 方) 。 し た がっ て 、 ビ ジ ョ

ン づ く り も 、 県民 自 身 が主体的 に 地域の 「夢」 や将来像 を 描 く こ と に 「参画J す る こ と を

基本 に 、 そ の 実現 に 向 け て各主体が責任 を 果 た し つ つ 「 協働J し て い く 地域づ く り を う た っ

て し ミ る 。

今回 の 長期 ピ ジ ョ ン 策定 に あ た っ て 兵産 県 は 、 ビ ジ ョ ン づ く り か ら 、 そ の ビ ジ ョ ン を 実

現 ・ 実行 し て い く 段 階 に 至 る ま で 「参画 と 協働」 に よ る 地域づ く り を 掲 げ た 。 神戸、 阪神、

東播磨、 西播磨、 但馬、 丹波、 淡路の 7 つ の 地域 ご と に 2 年 間 に わ た っ て 、 地域夢会議、

地域夢21委員 会、 地域 ピ ジ ョ ン 推進会議 を 設置。 全県的 な 組織 と し て は長期総合指針検討

委員会 (99年) 長期 ビ ジ ョ ン 審議会 (2000年) を 組織 し 、 市民参画 の方式 と し て は 、 公募

委員や推薦委員 、 地域活動 団体の ヒ ヤ リ ン グ、 井戸端会議や ラ ウ ン ド テ ー ブル 方式の議論、

フ ォ ー ラ ム 、 ア ン ケ ー ト な ど を 農富 に 叡 り 入れ た 。

例 え ば地域夢会議 は 、 第 1 段 階 で は 公募や地域夢幻委員 会の委員 の推薦、 市町の推薦 な

どの方法で、 団体や グ ル ー プの掘 り 起 こ し を し な が ら ヒ ヤ リ ン グ を 行 っ た 。 阪神 で は 数人

か ら 200人 ぐ ら い ま で の大小 の 会 合 ( 阪神 夢会議) を 108 回 に わ た っ て 開催 、 延べ約3 ， 800

人が参加 し 、 意見 を 聞 い た 。 神戸 で は委員 が事務局 の ス タ ッ フ と と も に NPO や ま ち づ く

り 団体、 さ ま ざ ま な 市民活動 司 体 な ど140団体 を ヒ ヤ リ ン グ し 、 フ ォ ー ラ ム や 会議 の 記録

と 合わ せ て 別 冊 の 資料編 に ま と め た 。 西播磨 で は 若者 を 対象 に オ ー ル ナ イ ト 会議 を 開 い た

り 、 子 ど も 夢会議、 マ ス コ ミ を 通 じ て の意見募集 な ど を 実施。 丹波で は ワ ー ク シ ョ ッ プ方

式 を 多用 し 、 ワ ー キ ン グ グ ル ー プがそ れぞれ 自 律的 に動 き だ し て 、 提 案 を ま と め て い っ た 。

第 l 段階 で の ヒ ヤ リ ン グ や 井戸端会議方式の 意見交換会 は 、 県 内 各地で延べ621 団体、 約

7 ， 500人が参加。 第 2 段階 の 7 地域 に お け る ラ ウ ン ド テ ー ブル や フ ォ ー ラ ム 方式 の 会議 は41

回 に お よ び延べ1 ， 800 人余 り が参加 し た 。 地域 ビ ジ ョ ン の 素案や骨格 に つ い て の 会議 、 最

終案 に 向 け た 会議 も そ れぞれ各地域で し 2 回行 わ れ 、 延べ2 ， 500人余が参加 し た 。

自 治体の長期計画づ く り や さ ま ざま な施築 に対す る 審議会等の 審議委員 に 公募委員 を 募

し た り 、 分科会討議 な ど に 市民参加 を 取 り 入 れ る の は こ こ 数年全国 に広が っ て い る が、

兵摩 県 の 長期 ピ ジ ョ ン づ く り に 見 ら れた 参画 と 協働 の プ ロ セ ス は一つ の典型例で、 大規模

な 展 開 が注 目 さ れた 。 推進組織 と し て本庁 に 長期 ピ ジ ョ ン 部 を 新設 し夢 ピ ジ ョ ン 推進課の

ほ か地域振興 、 市町振興の 両課 を 組み 入 れ 、 各県民局 に は そ れぞ れ 3 � 4 人 の 地域 ピ ジ ョ

ン 専任担当 者 を 置 い た 。 異例 の 体制 は ビ ジ ョ ン 策定後 も 2001年度か ら 、 ビ ジ ョ ン の行動、

推 進 プ ロ グ ラ ム の 策定作業 に 入 り 、 地域 ピ ジ ョ ン の フ ォ ロ ー ア ッ プ を す る と と も に 、 全県

72 第二章 @ 担い手の復興



ビ ジ ョ ン の 指標 の作成や県民 の 参画 ・ 協働 に よ る 評価 ・ 検証作業 を すす め る と い う O ビ

ジ ョ ン の 策定段階 だ け で は な く 、 具体的 な プ ロ グ ラ ム や行動計画 に つ い て も 、 再 び、地域の

推薦や公募委員 を 交 え た 地域 ビ ジ ョ ン 委員 会や 地域夢会議、 全県の ビ ジ ョ ン 委員 会 を 始動

さ せ る 計密 だ。

言葉の氾濫への疑問符

震災後、 兵庫県や神戸市 は じ め 自 治体 の 多 く が 「市民主体の行政J や 「住民主体の ま ち

づ く り 」 な どの 旗 を 高 く 掲 げる よ う に な っ た 。 震災 5 年 目 に あ た っ て さ ま ざ ま な 震災 ・ 復

興検証が行 わ れ た が、 兵庫県が大がか り に取 り 組ん だ震災対策国際総合検証 と 並 ん で 「復

興 の 総括 ・ 検証」 を 行 っ た神戸市 は 、 ワ ー ク シ ョ ッ プや ヒ ヤ リ ン グ、 市民 1 万人 ア ン ケ ー

ト な どの市民参画手法 を 多用 し て 「市民 と の協働で進 め る “草 の 根検証"」 を 強調 し た 。

長期総合計画や都市計画の マ ス タ ー プ ラ ン づ く り に住民参加が義務づけ ら れた こ と も あ っ

て 、 各種の 審議会委員 な どに 公募委員 を 入 れ る と こ ろ も 増 え て き た 。

他方で こ こ し 2 年、 行政慨が掲 げる 「参画 ・ 協働」 に 疑問 の 声 を 投 げか け る 市民 ・ 住

民の グ ル ー プ も あ る 。 理念 と し て の参両 ・ 協働が具体的 な 施策の段暗 に な る と 、 市民や住

民の期待 し た も の と ずれ て い る こ と が見 受 け ら れ る か ら だ。 護興 ま ち づ く り で言 え ば、 区

画整理事業地区 な どの公園整備 で 、 どの よ う な公園 を つ く る か に つ い て 地域住民の ワ ー ク

シ ョ ッ プ を 重 ね て公爵 の イ メ ー ジ や設計 を 住民主体で考え る 方式 は か な り 広 がっ て き た が、

野心の公園 の 規模や位置、 形状な ど を 決め る 段階 で は 住民 の 参画が限 ら れ て い る O 道路計

画 も 基本 的 な 根引 き や規模 を 決め る プ ロ セ ス で は 、 ま だ ま だ行政主 導 に と ど ま っ て い る こ

と が多 い 。

最近 で は 、 兵庫県が2001年の震災記念 日 に 主催 し た 「 メ モ リ ア ル ウ オ ー ク 」 の 実施計画

に つ い て 、 2 年前 か ら 被災地 を 歩 く 「 こ う べ 1 ウ オ ー ク 」 の 主催団体 (神戸復興勢、 神戸

ま ち づ く り 研究所、 し み ん基金 . KOBE) と の 問題 も そ の ひ と つ で あ る O 県 が計画 を 市民

団 体 に 説 明 し 、 協力 を 求め た のが補正予算提出 の ぎ り ぎ り だ っ た こ と か ら 「市民 グ ル ー プ

と い っ し ょ に協議 し て い く 姿勢が不足 し て い たJ と の反発 を 受 け た 。 当 初計画 し て い た 内

容や名称 を 大幅 に変更 し て 実施 し た が、 事業の計画検討段階か ら 市民団体な ど と 一緒 に 協

し 、 互 い の 立場 を 尊重 し 合 う な かか ら 事業企画 を 一緒 に つ く っ て い く と い う 「協働」 の

基本姿勢が不足 し て い た こ と が明 確 に な っ た 。

2000年秋、 兵康県がボ ラ ン タ ワ ー 活動 を促進す る た め の 基本方針 を 発表 し た 際、 県 内 の

市民活動 団 体の 代 表者 ら で構成 す る 震災復興市民検証研究会が 「 当 事 者で あ る ボ ラ ン タ

ワ ー セ ク タ ー と の 意見交換が行 わ れて い な しり と 、 具体的 な 施 策 の 立案過程で協働作業 を

求 め る 意見書 を 出 し た 。 最近で は よ う や く 、 男 女共 同参画や河川 、 環境行政の一部 な どで 、

政策検討段階 か ら の参 画 に 紋 り 組む事例 が出 は じ め て い る が、 具体的 な 施策 で は ま だ ま だ

少数の例 に と ど ま っ て い る O

兵庫県 の 第三者機関 と し て震災復興過程で重要 な 役割 を 果た し て き た被災者復興支援会
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議 立 は 、 2 年 間 の 活動 を 終結す る に あ た っ て200] 年 3 月 末 に 発表 し た 「参画 と 協働 を め ざ

し て」 と 題 し た 最終提言で 、 協働関係の理解 に つ い て市民 と 行政、 支援会議 と 行政の 間 に

も 落差があ る こ と を 指摘 し 、 警鐘 を 鳴 ら し て い る 。

震災復興 の プ ロ セ ス を 「新 し い市民社会の仕組みづ く り 」 の規点か ら 1 年半 に わ た っ て

検証 し た 震災復興市民検証研究会 は2001年 1 月 、 新 し い 社会 シ ス テ ム を っ く り 出 し て い く

た め の 具体的 な行動計画 「 ア ク シ ョ ン プ ラ ン 2001J を 発表 し た 。 「市民社会構築 に 向 け て

の 協働」 と 題 し た 章の前文の 中 で\ こ う し た状況 に つ い て 以 下 の よ う に 指摘 し て い る 。

…大震災以降、 年 を 経 る に し た が っ て 市民主権や 協働 と い う 言葉が行政か ら も 多用

さ れ る よ う に な っ た o fパ ー ト ナ ー シ ッ プ」 と い う 言葉がい さ さ か手垢 に ま み れ た 言

葉 と し て敬遠 さ れ る 風潮 さ え 生 ま れ て い る 。 協働やパー ト ナ ー シ ッ プが決 し て 定着 し

た わ け で は な く 、 自 分の所属 す る セ ク タ ー に都合の い い よ う に解釈 し て 、 協働が乱発

さ れて い る き ら い さ え あ る 。

「協{動」 を 考 え る 場合 に大事 な こ と は 、 協働す る そ れぞ、れの セ ク タ ー が 自 ら の役割

と 相手の立場 な どの違 い を 明確 に 意識 し 、 立場の違 い を 意識 し た う え で対等 ・ 協力 の

関 係 で そ れぞれの役割 を 発揮 し て い く こ と で あ る 。 市民の側 に と っ て は 、 と り わ け市

民社会の拒い手 と し て の 市民意識 を 幼少時か ら 函養 し 、 市民意識 を 育 て 、 広範 な 市民

と 共有 し て い く こ と が必要で、 あ る O

少 し長 い 引 用 に な っ たが、 言葉 だ け が先行 し て い る こ と の 問題点 を 、 行政 と 市民双方 の

中 に 見 出 し た 貴重 な 指摘 で あ る 。

5 . 分権型社会への模索
分権 @ 自 治の新 し い仕組み

阪神 ・ 淡路大震災が起 き た95年 は 、 日 本の 政治 ・ 行政 シ ス テ ム を 中 央集権型 か ら 地方分

権型へ大転換す る 動 き が始 ま っ た年 で も あ っ た 。 地方分権推進委員 会が発足 し 、 5 年 間 に

お よ ぶ報告や勧台 を 受 け て 99年 に 分権一括法 を 成立 さ せて 、 2000年 4 月 か ら 分権型 シ ス テ

ム に 移行 し た 。 今 回 の 分権移行 は 、 主 と し て 中 央政府か ら 都道府県へ の 権 限 の 移譲 に と ど

ま っ た 。 一部 は都道市県 か ら 市町村への 権限移譲 も 伴 っ た も の の 、 中央か ら 府県 レ ベ ルへ
の “官官分権" の性格 を 免れ得 な か っ た 。

し か し 、 地方分権の 究極の ね ら い は 、 住民 に も っ と も 身近 な 行 政 は 、 も っ と も 身近 な 自

治体、 す な わ ち 市 町村 に よ っ て 担 わ れ る べ き で あ る と 明記 さ れ て お り 、 そ の た め の権 隈 と

財 源 の移譲が課題 に な っ て い る 。 し か も 、 権 限 と 財源 を 持つ こ と に な る 市町村 は 、 住民主

体の行政 を よ り 一層 強 め て 「住民 自 治J を 実質 的 に保障 し な け れ ばな ら な い 。 言い換 え れ

ば、 分権 ・ 自 治 の仕組み を 個 々 の 自 治体が どの よ う に 実現 し て い く か に か か っ て い る O

自 治体行政が 「参画 と 協働」 の行政 を 掲 げて 、 そ の仕組みづ く り を 模索 し て い る の は こ

の た め であ る 。
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分権型社会 を 生み 出 す 3 つ の要件

住民主体の分権型社会 を 生み 出 す要件 と し て 、 以下の 3 つ が挙げ ら れ る 。

一つ は 、 地域住民が手 に と る こ と の で き る 範閣 で の 自 治 の仕組み を 保 障 し 、 住民 自 ら が

tft っ て い く 仕組み を つ く る こ と で あ る 。 い ま 、 地方分権の推進の 名 の も と に 市 町村の広域

合併が国 の主導で強力 に 進 め ら れて い る が、 い た ず ら に効率 を 求め た合併推進 が 自 治体に

お け る 住民 自 治 を むずか し く し て い る の は否 め な い。 広域行政 と と も に 狭域 に お け る 住民

自 治 を 保 障す る 自 治体の適正規模 の議論が欠 け て い る O 神戸市 を は じ め大都市 な ど の 人 口

過大 な 自 治体 は 、 合併 よ り も む し ろ “ 地域内分権" の 発想が求め ら れて お り 、 行政区単位

の 自 治 シ ス テ ム の 強化 と と も に 、 小学校区単位程度で の “最小 自 治" 組織 と 活動 の 仕組み

が必要 と さ れて い る か ら で あ る 。

被災地の 中 で はす で に 、 そ う し た住民 自 治の あ り 万 を 視野 に 入 れた 地域づ く り 活動 に取

り 組む住民組織が芽生 え て お り 、 従来 の 自 治会な どの “地縁" 組織 と 専 門 分野で力 強 い 能

力 を 発揮す る “ 知縁" 組織の 地域 に お け る 連携が不可 欠 に な っ て い る 。

二つ 日 は 、 地域 に根 ざ し た コ ミ ュ ニ テ ィ 経済 の 自 律的発展で あ る 。 パ フゃル崩壊後 の 新 し

い社会経済環境 の 中 で 、 も は や 市場経済 の み に 依存 し た経済社会 で は低迷 す る 景気の 回復

や経済復興、 暮 ら し の 質 の 向 上 や 地域の発展 を 望 め な い こ と がは っ き り し て き た 。 コ ミ ュ

ニ テ イ ピ ジ ネ ス や NPO ・ 地域住民の 組織 に よ る ま ち づ く り と 一体化 し た 地域経済 の振興

が求め ら れて い る O コ ミ ュ ニ テ イ 経済の発想、 は 、 と り わ け被災地の深刻 な経済復興 の 現実

か ら 具体 的 な 可能性が見 出 さ れて 、 模索 さ れて き た新 し い 経済社会の仕組み で あ り 、 市民、

行政、 専 門 家 の 参画 と 協働 に よ る 新 し い試み と 事業機会の創 出 と 応、援が課題 に な る O

兵庫県がい ち 早 く 支援施策 と し て打 ち 出 し た 「被災地 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ピ ジ ネ ス 離陸正、援

事業」 や 「生 き がい し ご と サ ポ ー ト セ ン タ ー 」 な どが成果 を ヒ げ て お り 、 市民事業団体の

力 量 を 高 め て い る O 今後は 直接 的 な 支援 の ほ か に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ピ ジ ネ ス が成立す る 社会

的基盤 の 整備や 、 商庖街な どの既存の 地域経済 シ ス テ ム と の協働 を 促進す る 仕組み の 創 出

な どが求め ら れて い る 。

三つ 目 は 、 支 え 合 う 地域社会の仕組みづ く り 。 地方分権 シ ス テ ム の ト ッ プバ ッ タ ー と も

い え る 公 的 介護保険制度 は 、 早 く も さ ま ざ ま な き し み を あ げて い る 。 「 介護 ビ ジ ネ ス J I介

護市場」 の 言葉 に 象徴 さ れ る よ う に、 本来 は 地域社会の 支 え 合 う 仕組み の 一環 と し て機能

す る は ず の 公 的 介護 シ ス テ ム が、 多 く の 地域で地域社会の支 え 合 う 仕組み抜 き に走 り だ し 、

市場 ビ ジ ネ ス の 介入 を 呼ん で、 き た 。 そ う し た歪み が き し み と な っ て表面化 し て い る わ け で 、

地域住民組織 と NPO の 連携 に よ る 支 え 合 う 地域社会 シ ス テ ム の 構築が急がれ る 。 幸 い 、

被災地の 市民活動 の 中 で は 比較的 関心が高 く 、 市民互助 的 な 組織や助 け 合い ネ ッ ト ワ ー ク

の広が り 、 地域福祉 サ ポ ー ト セ ン タ ー な どが相次い で生 ま れ て い る O そ う し た 「市民力」

の 芽 を 育 て 、 高 め て い く 仕組みづ く り を 急 ぎ た い 。
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「協働」 を 成立 さ せ る 条件

「参画 と 協働」 に つ い て の市民 と 行政の す れ違 い は 、 参画 と 協働 の持つ意味 と 成立条件

に つ い て の認識の ズ レ か ら 生 じ て い る O こ の ズ レ に つ い て 、 先 に紹 介 し た 兵庫 県 の 第三者

機 関 で あ る 被災者復興支援会議 E は 、 解散す る に あ た っ て の 最終提言で、明確 に 語 っ て い る 。

す な わ ち 、 協働 を 実現す る た め の前提条件 に つ い て行政 と 市民の 関 に は 認識 の 違 い が あ

り 、 行政の い う 協鋤 は 「総論賛成、 各論反対」 の段階 に と ど ま っ て い る と い う 。 も ち ろ ん

すべて の施策 に つ い て協働 の 実質がな い と い う わ け で は な いが、 f同別 具体的 な 施策 に な る

と 協働 と は い え な い 関係 に な っ て い る こ と が少 な く な い か ら だ。 一言で い え ば、 協働の 前

提条件 と な る 「対等 ・ 協力 J の 関係づ く り と 条件整備が遅れて い る こ と に な る 。

2001年 3 月 の 最終提言 フ ォ ー ラ ム で、 向 支援会議座長で神戸大学都市安全研究セ ン タ ー

の 室崎益輝教授 は 、 i高働 を 成立 さ せ る 4 つ の r C J を キ ー ワ ー ド と し て提示 し た 。

①情報 を 共有 し 、 共 に 考 え て 、 互 い に 心 を 通 わ せ る Comml日lÍcation

②互い の 良 さ を 認 め 合い 、 共 に 尊 び合 う Coordination

③計画段階か ら 一緒 に 協議 し 、 共 に 企画、 運営す る Co-operation

④共 に 汗 し て 、 一 緒 に 働 く Collaboration

同 教授 は r 4 つ が一体化 し て 初 め て 真 の協働 に な る が、 前 の 3 つ を 抜 き に Col l abora-

tion だ け が強掃 さ れて い る き ら い があ る 」 と 指摘 し 、 協働 の む ずか し さ と 課題 を 指摘 し た 。

4 つ の C を 具体的 な 仕組 み の 課題 と し て み る と 、 次の よ う に な る 。

一つ は 、 対等 ・ 協力 の 関係づ く り O パ ー ト ナ ー シ ッ プや協働 は 、 こ れ ま での “官尊民卑"

の 体質 を 引 き ず っ た 上下 ・ 主従の 関係か ら 、 分権改革の基本 で あ る 対等 ・ 協力 の 関係 に立

つ こ と か ら 始 ま る 。 そ の た め に は 、 市民 と 行 政 は 互 い の役割 を 明確 に す る と と も に 、 市民

と 行政の持つ そ れぞれの特質や論理 の 違 い を 理解 し 、 認め合 う こ と が先決に な る 。

二つ 自 は 、 意思形成過程 か ら の情報の共有。 計画段階か ら 市民 の 参画 を 実現す る た め に

は 、 行政内部での検討段階の資料や た た き 台 、 素案の た ぐ い ま で'情報 を 開示 し 、 市民 と 一

緒 に 検討す る こ と が必要 に な る O 「 ま だ決 ま っ て い な い … J r案の段階 な の で …J r 内部資

料 な の で…」 と 情報 ・ 資料の提供や 開示 を し ぶ る 姿勢か ら 脱却 し な け れ ば な ら な い 。

三つ 目 は 、 個別事業の具体的計画や実施段階 で の 参画 と 協働 の薙保。 ビ ジ ョ ン づ く り や

計画づ く り で の 参画 ・ 協働 の 実践 は か な り の 自 治体で進み つ つ あ る が、 個別計画の立案や

実施段 階 に な る と ま だ手 さ ぐ り の状態が多 い 。 どの よ う な 参画 の仕組み を つ く っ た ら 有効

か、 既存の 行 政 シ ス テ ム と の 整合性 を 図 れ る か 、 議 会 と の 関係 は ど う か ー な どの戸惑いが

払拭 さ れ て い な い か ら で も あ る 。

四 つ 臼 は 、 専 門家 の位置づけ を 改め 、 市民の参画 ・ 協働 の 取 り 組み を 支援す る 仕組み を

確立す る こ と で あ る O 住民主体の ま ち づ く り の 現場へ専 門 家 を 派遣す る 制定 は震災後かな

り 整備 さ れ た が、 初動期 の ま ち づ く り や さ ま ざ ま な 市民活動 を 専 門 的 な 観点 か ら サ ポ ー ト

す る 仕組み は 、 ま だ緒 に つ い た ばか り で あ る O 阪神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支援機講の よ う な専
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門 職能集団 の 自 発的 な 支援活動 を 積極 的 に パ ッ ク ア ッ プ し 、 中 間支援的 な 活動 を 行 っ て い

る 市民活動団体 を 支 え る 仕組み の 強化が求め ら れて い る 。
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〔資料〕

被災状況について (2000年 3 月 31 日 現在)
行方 負傷者

ノゴ=、ニ 1衷 半 壊 焼失煉数
不 明 棟 数 仕帝数 棟数 世帝数 全焼 半焼

神 戸 市 1 ， 564 1 1 4 ， 678 1 61 ， 800 109 ， 212 51 ， 125 121 守 632 7 ， 046 333 
尼 崎 市 49 。 : 7 ， 145 1 5 ， 688 1 1 ， 031 36 ， 002 51 ， 540 8 。

目! 芦玉!京f 市
市

1 ， 126 i 6 ， 386 20 ， 667 34 ， 012 14 ， 597 27 ， 072 50 2 
442 。 3 ， 175 3 ， 915 7 ， 722 3 ， 571 9 ， 927 1 1  1 

伊 丹 市 22 I 。 2 守 716 1 ， 395 2 ， 434 7 ， 499 1 4 ， 369 1 。
宝 塚 市 117 。 i 2 ， 20 1 3 ， 559 5 ， 541 9 ， 31 1  1 4 ， 817 2 。

1 ) 1 1 関 市 4 。 55 1 I 554 I 659 2 ， 728 3 ， 047 。 。
二 回 市 。 0 1 。

日

23 。 。 。
猪名川町 。 0 1  。 。 。 。
明 石 市 10 。 2 ， 941 4 ， 239 6 ， 673 1 0 ， 957 
加古川市 2 。 1 5 。 i 。 ; 13 13 
三 木 市 。 19 24 25 94 1 1 13 1 。 。
l匂 砂 市7 。 8 。 。 l 。 。
小 野 市 。 。 3 。 。 。 。 。 。
1 古 川 町 ! 。 。 。 。 。 。 ; 。
東 条 町 。 。 2 。 。 o j 。 。 。
稲 美 開I 。 。 1 1  。 。 。 ( O 。 。
; 播 磨 町 。 。 O 。 1 1 16 1 。 。
| 加 荷 市 ; 0 1  。 。 。 。 0 1  。 。

姫 路 市 。 。 2 。 。 I i 。 。
; 日 高 町 。 。 。 。 。 。 。 。
l 柏 原 田J I 。 。 o I 。 。 1 1 i 。 。
Jj( . r， 目] 。 。 1 。 。 。 。 。 。

; 洲 本 市 4 。 44 17 I 17 663 663 。 。
津 名 目I 5 。 42 603 603 893 893 。 。
淡 路 町 i I 。 57 1 333 333 668 668 。 。
北 淡 町 39 。 870 1 ， 056 1 ， 056 I 1 ， 218 1 ， 218 1 i 

宮 町 13 。 162 765 ! 765 I 736 736 O 。
五 色 町 。 。 17 186 186 I 269 269 O 。
東 浦 町 。 。 46 I 319 461 469 。 。
総 自f 。 0 1  14 18 49 51 。 。
fi1i ì炎 匹J 。 。 5 136 136 178 178 。 。

民 : 田j 。 。 4 18 18 1 19 119 1 。 。
。 。 5 I 9 69 69 I 。 。

よ「1〉 員十 6 ， 400 3 40 ， 092 1川04 I 瓜抗 136 ， 950 258 ， 842 7 ，  l l 9 337 
い……………ー…… 7 ， 456 
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は じ め に

震災 5 年 目 を 迎 え た2000年 1 月 、 4 万8 ， 000戸 を 超す 阪神 間 の 仮設住宅か ら 被 災者の 姿

が消 え た 。 18万7 ， 000世帯が家 を 失 っ た が、 「 ひ ょ う ご住宅復興再建 3 カ 年計画」 に よ っ て

住宅が供給 さ れ、 多 く の被災者 は災害復興公営住宅、 民間住宅 な ど に転居、 あ る い は 自 宅

を 再建 し て移 っ て い っ た 。 仮設住宅の撤去作業 も 速や か に行 わ れ た 。

生活再建の何 よ り の 証 し で あ る 住宅の 目 途がつ い た こ と に よ り 、 兵庫県 の 復興 プ ロ ジ ェ

ク ト は 大 き な ヤ マ を 越 し た 。 し か し 「生活再建 の あ い 路は不況」 と い わ れ る よ う に 、 被災

者の高齢化現象 に 、 慢性化 し た不況が重 な っ て 、 問題は 山積 し て い た 。

兵庫県 は99年度予算案作成で 「生活復興支援総令プ ロ グ ラ ム 」 を 発表 し た 。 不況に よ っ

て税収が大 き く 落 ち 込 ん だ た め 、 復興基金の 取 り 崩 し と 県債 の 発行 な ど で や り く り し 、 被

災者の 生活再建は 最重要テ ー マ で あ る と し て 、 引 き 続 き 被 災者 の 生活 を 側面 か ら 支援す る

方針 を 打 ち 出 し た 。

2000年 2 月 22 日 、 復興施策 を 進 め て き た 国 の 「寂神 ・ 淡路復興対策本部」 が解散 し た。

同本部は被災 自 治体、 企業 な どか ら 人材 を 集め て復興行政の調整役 を 果 た し て き た 。 神戸

市 も 同年 3 月 末、 生活再建本部 を 廃 止 、 機龍 を 保健福祉局 と 住宅局が引 き 継い だ。 岡 市 は

99年度 を 「毎興事業 を 総括 ・ 検証す る 節 目 の 年」 と 位置づけ、 1 月 12 日 、 1 8 説復興か ら

の 再 出 発」 と し て 今後 に 生かす提言 を 行 っ た 。 県で も 震災経験 を 21 世紀 に 生 か す た め の 「 国

際総合検証報告会J を 開 い て 5 年 を 総括 し た 。

「震災の風化 を 防 ぐ」 と い う こ と だ け で は な い 。 被災者が震災 を な ん ら かの 形で引 き ず っ

て い る 以上 、 フ ォ ロ ー は さ ら に必要だ し 、 こ れ ま で、行 っ て き た施策 を 今後起 こ る か も し れ

な い 災害 に 生か し て い く 一 総括 ・ 検証 に は そ う い う 意味が込め ら れて い た 。
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i 第一節 兵庫県 5 年 目の対応

1 . 生活復興支援 プロ グ ラ ム
〔 生 き がい あ る 自 立め ざす 〕

「大震 災の復興度 は80 % J と い っ た 数字が行政、 各 マ ス コ ミ の 世論調査で 目 立つ 。 震災

5 年 目 、 イ ン フ ラ 、 住 宅 な ど生活基盤の復興は ほ ぼ完了 し た が、 高齢化 や不況が被災者 に

心理的 な圧迫 を 加 え 、 そ の 不安が20% と い う 数字 に表 れ て い る の だ ろ う 。

神戸市東灘区 の A さ ん (69) は 災害復興公営住宅 に 移 っ た 直後 の 98年、 奥 さ ん を 亡 く し 、

独 り 暮 ら し を 続 け て い る 。 「生活 は 家 賃 の低減があ り 年金で な ん と かや っ て い け る O 自 治

会 で は 花作 り の サ ー ク ル に 入 っ て い る 。 生活相談員 が月 に し 2 回訪問 し て く れ て い る が、

先 を 考え る と 不安」 と 言 う O

県 の 「生活復興支援 プ ロ グ ラ ム 」 は97年 に 策定 さ れた 。 被災者が仮設住宅 か ら 恒久住宅

へ の 移行が始 ま ろ う と し て い た 時期 で 、 中 高 年 で仕事がな い 人、 生活 自 立支援の必 要 な 世

帯 、 家 に 閉 じ こ も り がち な 人 ー と い っ た個 人 を 対象 に し た 支援策が取 り 入 れ ら れた 。

翌98年 は 仮設住宅か ら 援興公営住宅への移行が本格 的 に 始 ま り 、 き め細 かい 個 別 支援 と

と も に新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ で の 人 間 関係作 り な どが中 心 に す え ら れ た 。 「 ホ ッ プ ・ ス テ ッ

プ ・ ジ ャ ン プ ・ 元気む援 プ ロ グ ラ ム J と 名付 け ら れ、 生活の土台 を 支 え る 基本 的 な 支援 を

ホ ッ プ、 生活再建の き っ か け を 作 る 次の段階 を ス テ ッ プ。 そ し て コ ミ ュ ニ テ ィ での 生 き が

い の あ る 自 立生活 を 目 指す の がジ ャ ン プ と し た 。

A さ ん は 仮設住宅か ら 復興住宅 に至 る ス テ ッ プの段階 ま で手厚い保護 を 受 け た が、 奥 さ

ん の死で挫折 し か け た 。 し か し 高齢者の 多 い 自 治会での 世話役 を 頼 ま れ、 仲 間 も 増 え た 。

サ ー ク ル で の 活動 と 相談員 の 訪問 な ど に よ っ て い や さ れ、 心 の 自 立 を 目 指す 姿勢が徐 々 に

芽生 え て き た 。 百 人 の被災者 に は 百 通 り の生活パ タ ー ン があ る 。 県 は あ ら ゆ る ケ ー ス を 想

定 し て す べて を フ ォ ロ ー す る 姿勢で支援策 を 講 じ て き た 。 99年度 も そ の 路線 を 踏襲 し た 。

PTSD 、 毎興住宅で26% に兆保

兵w県 は99年 4 月 、 仮設住宅や 災害復興公党 こ と が分か っ た 。

イ主 宅 に 暮 ら す 人 の 「 第 3 田健康調三年」 の 結 果 を 調食は98年 9 月 か ら 10 月 に か け て 実施。 神 戸 、

ま と め た 。 震災後約 4 年がたつ被災者 の 精神 面 尼 崎 市 を 除 く 阪 神 、 淡 路 1 1市 8 町 の 仮 設 住 宅

の健康 に つ い て調べた と こ ろ 、 仮設住 宅 に 暮 ら 1 ， 770人 と 復興住宅 l 万980人 を対 象 にア ン ケ ー

す 1 5歳以、 との被災者の35 % 、 復興住宅入居者の ト 用 紙 を 配 り 、 保健婦 ら が各 世帝 を訪問 し な が

26 % の 人が地震 の と き の気持 ち がぶ り 返 し た り 、 ら 回収 し た。有効回答は55 . 4 % に あ た る 7 ， 065人。

睡眠の途 中 で 目 が覚め た り す る 症状があ り 、 心 独 り 暮 ら し の割合は97年秋の 前 回 調査 よ り 29%

的 外傷後ス ト レ ス 障害 (PTSD) が懸念 さ れ る 増 の47'1ら に 上 っ た 。
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PTSD の ほ か 、 う つ傾 向 に つ い て も 調査 し た 疾病の あ る 人の割合 は 、 仮設住宅 で は前 日調査

と こ ろ 仮設住宅で10% 、 復興住宅で 6 % の 人が と ほ ぼ間 じ 64 % 、 復興住宅で は微増 の61 % だ っ

1 日 の大半 を 憂 う つ に感 じ る な ど と し て い る 。 た 。 (注 1 )

2 . 元気応援 プロ グ ラ ム
〔被災者見守 り 体制 を 強化〕

99年度 の 「被災者 の 自 立支援J は 、 兵産県阪神 ・ 淡路大震災復興本部 の 生 活復興局 が 中

心 に な っ て 策定 さ れ た 。 (数字 は 99年度末現在)

災害復興公営住宅 で は 、 65歳以上の 入居者の 占 め る 割合 を 示す高齢化率が権め て 高 い 。

被災 自 治体の調べ に よ る と 、 同住宅 を 管理 ・ 運営す る 、 河 県 を 含む 16 自 治体 の う ち 1 5 自 治

体で30% を 超 え て い た。 県営36 . 9 % 、 神戸市営31 . 9% 、 西宮市営44 . 2 % と 高 率 で 、 最 高 は

芦屋市 営 の 54 . 7 % 。 ま た 復興住 宅 で の 独居死、 自 殺者が 目 立 ち (99年度 l 年 で計38人) 、

う ち 65歳以上が24 人 だ っ た。

社会問題化 し た 、 仮設住宅の 頃 か ら の 懸 案 で あ り 、 と く に 健康 に不安があ っ た り 、 介護

が必要 な 人、 家 に 陪 じ こ も り がち な被災者 を 対象 に 、 多様 な 支援者の増員 を 行 い 、 見守 り

体制 の 強化 を 限 る こ と に し た。

(衣 1 ) 復興住宅 で の 支援体制

主 な支援者

民生委 員 、 児童委員

生活復興相談員

(情報サ ボー タ 一 、 ア ル コ ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー 制度 は99年度で終了)

と く に 交番相談員 は大幅増員 を 図 り 、 復興公営住宅が設置 さ れて い る 24警察署の88交番

に常駐 さ せ た 。 飲酒 に よ る 事故 も 多 い こ と か ら 、 生活訓練、 断酒指導 を 行 う ア ル コ ー ル リ

ハ ピ リ テ ー シ ョ ン ル ー ム を 明石、 尼 崎 に 次 い で神戸 に 新設 し た 。

高齢者や 障害者への ホ ー ム ヘ ル プサ ー ピ ス 、 デ イ サ ー ピ ス 、 シ ョ ー ト ス テ イ 、 配食、 移

送 サ ー ピ ス を 充実。 保健活動、 食生活改善 を 指 導 し て 健康 チ ェ ッ ク を 実施 し た 。 保健婦554

人、 栄養士35人、 鑓康 ア ド パ イ ザ- 120人。 復興住宅 に お け る 栄養指導、 相 談 は 3 月 末 ま

でで、 延べ 2 万5 ， 000人 に対 し て行 わ れ た 。 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザで は 734 回 、 延べ l 万1 ， 900

人。 他 に ふ れ あ い 食事会 を 488@] 聞 い た (参加J9 ， 550人) 0 
ま た 高齢者の 心 の ケ ア を 重視、 高齢者 こ こ ろ の ケ ア 推進員 (328人) 相談員 (86人) に
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よ る 面接相談 を 行 い 、 重点 的 に高齢者へ配慮 し た 。 緊急時の 迅速 な 対応 を 図 る た め 緊急通

報装量 を 98 ， 99年 で722台 を 設置 し 、 緊急連絡 カ ー ド を 交付 し た 。

〔 自 立促進の た めの生活支援〕

生活譲興資金は 自 立 し た 生活 を 再建す る た め 、 必 要 な 資 金 を 実貿挺利 子 で貸 し付 け る 制

度 で 眼度額 は300万 円。 耳y.. り 扱い 期 聞 を 1 年延長 し 期 思 を 2000年 2 月 末 と し た 。 貸付決定

件 数 は 96 年 12 月 � 2000年 2 月 末 で 2 万7 ， 582件、 計516鑑 1 ， 400万 円 。 う ち 県外被災者への

貸付件数は831件、 16{:意1 ， 300万 円 だ、 っ た 。 97年 を ピ ー ク に 年 々 減少傾向 に あ り 、 復興住宅

な どへの 移行が完了 し た た め 、 こ の制度 は99:9三度で終了 し た 。

〔被災者 自 立支援金の支給〕

全壊 (焼) ま た は 半壊 (焼) 世 帯 に 対 し 、 複数世帯120万 円 � 50万 円 、 単 身 世帯90万円

� 37万5 ， 000fIJ を 支給。 2000年 3 月 ま で に 14万1 ， 803世帯 に達 し た 。 住宅 を 失 い民間賃貸住

宅等 に 入居 し て い る 被災者の家賃 を 一部助成す る 制度 (民 間賃貸住宅家賃負担軽減補助事

業) の 期 限 を 2002年 3 月 ま で延長 し た 。

生活困窮世帯 に 対 し 、 生活保護 を 適用 す る た め 、 巡回訪問 に よ る 桔談 を 行 っ た 。 さ ら に

生活援興が隠難 な被災者 に対応 し 、 県 - 市寄生活支援委員 会で総合的 な 検討 を 行 う 生活支

援マ ネ ー ジ メ ン ト シ ス テ ム を 推進 し た 。

3 . 自 立 への ス テ ツ ブ促す
〔 し ご と 聞発事業が

仕事に 意欲があ る 人 々 に 職業安定課、 能力 開発課な どが11人の推進員 を 配置 し 、 被災地

し ご と 開発事業 を 推進 し た 。 主 な 業種 は 電 話 ア ン ケ ー ト 調査員 、 街頭啓発 ・ 美化推進作業、

通行量調査、 花 い っ ぱい ま ち づ く り な ど。 生 き がい就労登録者 は99年度 末 で約 1 ， 600人 に

達 し た 。 ま た 中 高年 を 対象 に受講手当 て を 支給 し て大型 自 動車運転、 O A 経理事務 そ の 他

の 職業訓練 を 実施 し た 。

各 地 の 高齢者 を 対象 に 「 い き い き 仕事塾」 を 開設 し た 。 募集人数は 1 期 1 ， 600人 (99年

震 は7 ， 8期 生 1 ， 727人が受講) 0 講座 は 生活助 け 合 い 、 野菜 ・ 花づ く り 、 手芸 ・ 小物づ く り 、

ふ れあ い 交流、 1 人住 ま い の た め の暮 ら し の 知恵の 各 コ ー ス で研修手 当 2 ， 000円 を 支給 し た。

ま た 1 B 仕事誌 を 開告。 99年度 は 1 ， 700人が受講 し た 。 こ の他料理実習 ・ 収穫体験 を 8 回 、

修了生が活動成果 を 発表す る い き い き 文化祭 を 2 匝 開催 し た 。

被災者 の 手芸 、 小物、 花 な ど手づ く り の 品 を 出 庖す る マ ー ケ ッ ト を 開催 し た。 フ ェ ニ ッ

ク ス ・ リ レ ー マ ー ケ ッ ト 15 回 、 被災者の転居先での ウ エ ル カ ム ・ マ ー ケ ッ ト 5 回 、 県外居

住被災者の た め の カ ム バ ッ ク ・ マ ー ケ ッ ト 4 回 。 な お96年度か ら 始め た こ の事業 は 、 99年

度 を も っ て 終了 し た 。 期 間 中 の 開設 回 数 は 延べ83 拐 、 参加1 ， 478 グ ル ー プ、 来場者 は 96万
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9 ， 000人 だ っ た 。

ま た被災高齢者が竹 と ん ぼ作 り な ど背の 遊 ぴ を 幼稚 園 、 保育所 を 訪 問 し て教 え 、 地域 と

の ふ れあ い を 高 め る 「昔の遊 び伝承事業」 背 ぱ な し な ど を 伝承す る 「高齢者 語 り べ事業J

を 96年度か ら 実施 し た 。 99年度 の 終了 ま で語 り べ ・ 伝承者登録者数は329人 ( 平均年齢64 . 6

歳) 、 派遣 回 数 は 136 カ 所で計417 回 、 参加 し た 児意数 は 2 万6 ， 648人 だ っ た 。

し ご と 開発 、 1 ， 600人が登銀

被 災 し 、 失 業 し た 人 に 簡単 な 作 業 を し て も 帽子 を か ぶ っ た20人 ほ どの 中 高年者が、 市 の施

ら っ て 報酬 を 払 う 兵庫県の 「被災地 し ご と 開発 設の イ ベ ン ト を 知 ら せ る チ ラシ を 通勤者 に 配 っ

事業」 に い ま 、 約 1 ， 600 人 が登録 し て い る 。 民 て い た 。 1 人 の 男 性 (59) に 開 い た 。 「震災 で

開 業者 を 圧迫 し な い職種 に 限 ら れ、 報酬 も 最高 建設会社 を 解雇 さ れた 。 チ ラシ ま き は 1 臼 5 ， 000

で 月 5 万 円程度。職種 は チ ラシ 配布、 生 け垣マ ッ 円 で 、 最大月 10 日 ま で と い う 決 ま り 。 月 収 5 万

ブ づ く り な ど 7 積類 だが、 事業 は2001年 3 月 末 円 の う ち 1 753 ， 000円 が市 営住 宅 の 家賃 」 と 語 つ

で終了 す る 予定。 た 。

震災で職 を 失 っ た 人が何人 い る の か、 明 械 な こ の事業 は仮設住宅や復興住宅 に 閉 じ こ も り

統計 は な い が、 震災直後の95年 1 月 一 5 月 に兵 が ち な 中 高年層 に 、 生 き がい を 感 じ て も ら い た

庫 県 内 の公共職業安定所で、扱 っ た新規求職者数 い 、 と 97年度か ら 始 め た 。 「就職 で は な く 、 あ

は 、 前 年 同 期 に比べ約 l 万8 ， 000人増 え て い る 。 く ま で 自 立 ま で の つ な ぎ」 と 県勤労福祉 協 会 は

神 戸市 東灘 区 の JR 駅前。 そ ろ い の 黄緑色 の い う 。 (注 2 ) 

ι 生活復興県民 ネ ッ ト
〔支援舘軸 に 多彩 な事業〕

神 戸 市 の ]R 三 ノ 宮駅前 に あ る 阪神 ・ 淡路大震災復興支援館 ( フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ) は

連 司 、 支援者 、 ボ ラ ン テ イ ア 、 見学者、 棺談 に 来 る 人 で に ぎ わ う O い わ ば県 の復興対策 を

県民 と と も に 推進す る 拠点。 コ ミ ュ ニ テ ィ に溶け込み、 自 立 に 向 け て ジ ャ ン プ し よ う と す

る 段階で98年 は と り わ け繁忙 に な っ た 。 99年 2 月 に は 「生活復興支援 プ ロ グ ラ ム II J を 発

表 し 、 さ ら に 地域活動 に 力 を 注 ぐ方針 を 打 ち 出 し た 。

生活復興県民 ネ ッ ト は 、 被災者の 自 立 を サ ポ ー ト す る 各種団体、 ボ ラ ン テ イ ア グル ー プ、

企業 な ど を ま と め 、 ネ ッ ト ワ ー ク を つ く り 、 幅広 い 活動 を 支援す る 組織で、 フ ェ ニ ッ ク ス

プ ラ ザの 生活復興県民ネ ッ ト 支援室が担当 し 、 以下の よ う な 事業 を 行 っ た 。

フ ェ ニ ッ ク ス活動助成事業 被災者の元気回復や生活復興 を 応援す る グ ル ー プの活動 に

対 し て 、 そ の 活動経費 を 助 成 す る 事業。 単独 グ ル ー プ に30万円 、 複数の 間 体活動 に 90 万 円

を 支給す る 。 99年 度 第 l 次 は 7 月 に 、 単独 グ ル ー プ の応募176件 に 対 し 74 件 を 、 複数31件

の応募に対 し 17件 を 助成 し た 。 第 2 次は 1 1 月 に 単独 グ ル ー プの み を 助 成す る こ と に な り 、

応募160件 に 対 し 、 31件 を 助成 し た 。 活動 は復興住宅の住民交流、 復興住宅 と 地域 の 人 々
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と の交流 を め ざす プ ラ ン が半数以上だ、 っ た 。

フ ェ ニ ッ ク ス 出会いの広場事業 被災者の生活復興 を 支援す る 様々 な 活動 プ ラ ン の実現

を 図 る た め 、 人材、 ア イ デ ア 、 ノ ウ ハ ウ 、 物 と 資金 な ど を 必要 と し て い る グ ル ー プ と 提供

で き る グル ー プが情報 を 持 ち 寄 り マ ッ チ ン グ を 図 る O 情報誌 「ハ ー ト ネ ッ ト J ( 月 lO]J発行、

2 万部) で も お 互 い の情報 を 掲載 し 、 効果 を あ げた 。 99年度 は 161件の プ ラ ン の提 出 があ り 、

う ち 761牛カfマ ッ チ ン グ し た 。

あ っ た か “ひ ょ う ご" の ま ち か ど連動 そ れぞれの 地域で 、 被災者 を 暖か く 迎 え 入 れ る

コ ミ ュ ニ テ ィ を つ く る 運動 で次の事業 を 行 っ た 。

男 も カ ン タ ン に で き る い どばた料理教室 調理室の あ る コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザや公民館で 、

45の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プが151 回 開擢 し 、 5 ， 600人が参加 し た 。

引 っ 越 し ボ ラ ン テ ィ ア 被災者の ヲ | っ 越 し を サ ポ ー ト す る 制度で97年 か ら 実施。 99年度

の実績は 登録者数59人、 協力依頼30件の う ち 26件で実施 し た 。

コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り 交流会 復興住宅や周辺の 自 治会、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プが情報、

意見交換 を 行 っ た 。 99年 4 月 7 日 の 県営伊J I I 谷第 2 住宅 は じ め 7 回 開催 し た 。

5 . 地域活動の推進
〔拠点の 「 ス テ ー シ ョ ン」 立 ち 上げ〕

公民舘や 地域福祉セ ン タ ー な ど の 施設 で 、 さ ま ざ ま な 情報 を 伝 え 、 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り

の拠点 と す る 「地域活動ス テ ー シ ョ ン 」 が99年 9 月 、 被災市町 に オ ー プ ン し た 。 希望 に 応

じ 、 フ ァ ク ス 、 パ ソ コ ン 、 情報 ラ ッ ク な ど を 貸与 し た (神戸Î 109、 阪神6 1 、 東播磨24、 淡

路27 カ 所) 。

地域活動ス テ ー シ ョ ン の オ ー プ ン に伴 い 、 一般か ら 募集 し て い た 「 シ ン ボル マ ー ク 発表」

と 記念 シ ン ポ ジ ウ ム 「情報の ネ ッ ト ワ ー ク 化 と コ ミ ュ ニ テ イ づ く り J を 9 月 1 1 日 、 神戸市

内 で 開 い た 。 シ ン ボ ル マ ー ク は応募66点があ り 、 「震災後思 り の 多 く の 人 々 に 支 え ら れて

き た の で、 そ の イ メ ー ジ で大 き な ハ ー ト を 措 い た 」 と い う 浅野知子 さ ん (神戸市東難区)

の 作 品 が選 ばれ た (凶 1 ) 。

シ ン ポ ジ ウ ム で は清原 生活復興局長 を 司 会 に 、 絵本作 家 の 永 (図 1 ) 

田 萌 さ ん 、 大板大教授 の 井 口 征士 さ ん ら が話 し合 っ た 。

生活復興県民 ネ ッ ト は 、 地域活動 に役立つ情報や イ ベ ン ト 情

報 な ど フ ァ ク ス やパ ソ コ ン を 使 っ て 情報交換す る ネ ッ ト ワ ー ク

シ ス テ ム 「 ひ ょ う ご コ ミ 2 ネ ッ ト J ( コ ミ ュ ニ テ ィ & コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン ) を 7 月 15 日 に 開 設 し た 。 こ れは イ ン タ ー ネ ッ ト の

ホ ー ム ペ ー ジ を 活用 し 、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プや NPO、 行政

な どか ら 寄せ ら れた さ ま ざ ま な 情 報 を 「市民活動団体情報J r イ

地域詩書軍事ステーシ盟ン

ベ ン ト 情報J r募集情報J r フ ェ ニ ッ ク ス 出 会 い の広場清報」 に
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区分 し て発信 (区] 2 ) 。

(ド) :2 ) ひ ょ う ご コ ミ 2 ネ ッ ト の ト ッ プペ ー ジ と ア ド レ ス

〈ひ ょ う ご コ ミ 2 ネ ッ ト の ア ド レ ス 〉

http://com2 附-hyo90山o.kobe.jp-コ

パ ソ コ ン を 持つ 人が登録 し 会員 に な る と 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の ホ ー ム ペ ー ジ に ア ク セ ス し 、

直按情報 を 送受信 で き る 。 パ ソ コ ン を 持 た な い会員 に は週 l 回 (水曜 日 ) フ ァ ク ス に よ る

靖報提供 を 行 っ て い る 。 99年度末の 会員 数 は 間体、 個 人合 わせ て 5440

ま た被災地 に 配置 し て い る 地域ス タ ッ フ (33人、 神戸間人、 阪神 9 人 ほ か) と の交流 を

深め る ブ ロ ッ ク 交流 会 を 3 回 、 全体交流会 を 1 罰 開 い た 。

な お フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザの 「生活復興 NPO 情報プ ラ ザ」 の 利 用 状況 は 、 登録団体件数261

団体、 印制 コ ー ナ - 1 ， 01 0 回 、 問書貸 し 出 し 登録者143人、 グ ル ー プ連絡ボ ッ ク ス 1 18屈体だ っ

た 。 ま た 、 99年 4 月 に は 同 プ ラ ザの 運営 に つ い て検討 し 、 問 題 を 提起す る 事 を 日 的 に 、 同

プ ラ ザ に 登録 し て い る 団体の代表者間人が委員 と な っ て 「生活復興 NPO 情報 プ ラ ザ運営

委員 会」 も 発足 し た 。 (注 3 ) 

6 . 生活支援マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム
〔市町 か ら 問題提記〕

被災者 に は個 人差 があ り 、 ひ と く く り の対策 で は無理ー と 、 き め細 か な 対応、 を 図 る シ ス

テ ム と し て 、 兵庫県 は97年 7 月 に 生活支援マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム を 発足 さ せ た 。 被災者の

悩みや相談 ご と を 各市軒生活支援委員 会が取 り 組ん で き た が、 市 町で解決で き な い課題 に

つ い て 、 さ ら に検討 を 加 え る 組織 と し て 県 ・ 市 町生活支援委員 会 を 立 ち 上げ た 。 副知事 を

藤長 と し 、 学識経験者、 団体代表、 ボ ラ ン テ ィ ア 、 県市職員 15人で、構成 さ れ、 フ ェ ニ ッ ク

ス プ ラ ザ に 事務局 を 置 き 、 99年度 は 委員 会 を 7 回 開催 し た 。 「被災者 自 立支援金が却 下 さ
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れ た 」 と い う 苦情 な どケ ー ス ご と に解決策 を 講 じ て き た 。

そ の他以下 の 支援活動 を 行 っ た 。

専門家 に よ る 椙談

「 ボ ラ ン テ ィ ア ・ コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス ( 第 1 土) J CS 神戸代表 ・ 中 村順子

「 こ こ ろ の 悩み ( 第 2 土) J 関西学院大学教授 ・ 立木茂雄

「法律 ( 第 3 土) J 弁護士 ・ 岸本洋子

「 医療 ( 第 4 土) J ク リ ニ ッ ク 希望医院 ・ 伊佐秀夫

市町別支援者 ノ ー ト の作成 行政窓 口 や 支護施策 な ど を 分か り や す く 掲載 し た ノ ー ト を

作成。 97年 7 月 か ら 始 め 、 99年度 は 2 万5 ， 500部 を 12市 2 郡 に 配布 し た 。 ま た被災者 に役

立つ情報 を 掲載 し た 、 支援者 ニ ュ ー ス 「ぱー と な ー 」 を 随時発行 し た 。 各号 1 万3 ， 000部、

99年度 は 1 9 � 21号。

支援者ネ ッ ト ワ ー ク 会議 地域の支援者の ネ ッ ト ワ ー ク イヒ と 情報交換 を 行 う た め神 戸 ・

播磨、 阪神、 淡路 3 地区 で 「 ア ル コ ー ル依存症へ の 理解 と ポ イ ン ト J r震災 5 年 を 振 り 返 っ

て 」 な ど を テ ー マ に 、 ブ ロ ッ ク 会議 を 開催 し た 。 2000年 2 月 四 日 、 神 戸 市 内 で全体交流会

を 開 い た 。

7 . 県外被難者への カ ム バ ッ ク 支援
〔便 り と 識査で実態つ か む 〕

「ふ る さ と ひ ょ う ごカ ム バ ッ ク プ ラ ン 立 J に 基づい て次の事業 を 実施 し た 。

①で き る だ け多 く の情報 を 掲 載 し て 、 被難者の ニ ー ズ に 応 え る 「 ひ ょ う ご使 り 」 を 発行 し

送付。 送付部数は約5 ， 600部。

②県 に 戻 り た い被難者 を 登録 し 、 住宅、 仕事な ど個別 に 必要 な 支援 に つ な ぐ登録制 を 始 め

た 。 99年度で登録者数は 1 ， 794人。

③県外被難者が住宅や仕事の情報 を 得 る た め ふ る さ と に帰 り 、 宿泊施設 を 利 用 す る 場合、

l 世帯 1 i白3 ， 000円 を 年 2 罰 に 限 り 補助。 98年 4 月 か ら 実施 し 、 99年度末で累計400件。

震災直後、 県外へ避難 し た 人 々 は 10万人以上 と も い わ れ た 。 震災 5 年 を 経て 県外被難者

を 約 5 万5 ， 000 人 と 推定す る が、 住民票 を 移 さ な い 人 も 多 く 、 実 数 は つ か み 切 れ て い な い 。

県 は 12 月 14 日 、 「ふ る さ と ひ ょ う ご カ ム バ ッ ク プ ラ ン 立 」 に 基づ き 、 登録制度 を 実施 し

た結果、 「 県 に 戻 り た い」 と 希望 す る 県外避難者 は 1 1 月 現在で894世帯 に な っ た 、 と 発表 し

た 。 大半の人が戻 る た め に 必 要 な i吉報 と し て 「住宅J を 挙げた。

登録制 度 は98年11 月 か ら 始め た 。 1 ， 794世帯 の う ち 274世帯がすで に 「県 に 戻 っ た (戻 る

こ と に な っ た ) J 、 50世帯が 「県外で定住す る の で戻 ら な い」 と の 理 出 で登 録 を 抹消 し た 。

県 に 戻 り た い と 答 え た894世帯 の 内訳 を み る と 、 戻 る 希望時期 に つ い て は r 1 年以内」 と

し た世帯が25 . 7% (230世帯) 、 r 2 年以内J が1 1 . 2 %  ( 100世帯) 0 r分か ら な い」 と 答 え た

の は50 . 3% (450世帯) で 、 そ の 理由 と し て 「子 ど も の通学J r通院」 な ど を 挙げた。 必要
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な 情報 と し て は 、 語数回答で80 % 以上が公営や民間賃貸 な ど 「住宅」 を し て い る 。

一方神戸市で は 、 同市が市外被難者 に 郵送 し て い る 広報誌数は99年12月 分 で 、 ピ ー ク 時

の 半数以 下 の 約6 ， 600部 に ま で 減少 し た 。 義援金 の 申 請 や 仮設住宅への 申 し 込み な どの 情

報 を ま と め た 「 こ う べ地震災害対策広報」 は 市外被災者の情報源 と し て 喜 ばれ 、 97年 4 月

に は全 国45都道官県 に お よ び、 l 万5 ， 000世帯 に 郵送 し た が、 99年 2 月 に I 万世帯 を 切 り 、

順次減少 し た 。

な お 県外避難者 ら でつ く る 全国 各 地 の グ ル ー プ で 、 震災 5 年 を 機 に 、 活動 に 区切 り を つ

け る 動 き が広 が っ て い る 。 活動 を 終え た り 、 同 窓会 に 衣替 え す る 団体の ほ か 、 今後の 方針

を 話 し合 う と こ ろ も あ る 。 被災地発の情報が減 り 、 大 き な 目 的 だ、 っ たd情報交換の役割が薄

れ て き た う え 、 避難者の高齢化で世話役がい な い と い う 厳 し い 現実 も あ る 。

震災で奈良 に 移 っ た 人 の 会 「ふ き の と う J は 2000年 3 月 で活動 を 終え た 。 4 年前 か ら ほ

ぼ毎月 、 茶話会 と 、 会報 を 発行 し 、 ピ ー ク 時 は 約 150世帯が登録。 半 数が被災 地 に 戻 っ た

後 も 約 100世帯 に 会報 を 送 り 続 け た が、 2000年 3 月 末が最後 に な っ た 。 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン

タ ーJ (神戸市 中央区) が集い を 支援 し て き た大阪府の 「堺茶話会J は 、 同 セ ン タ ー が2000

年 3 月 で終了 す る た め 、 転機 を 迎 え た 。 「 り ん り ん福 岡」 も 世話役が体調 を 崩 し 、 3 月 で

終わ っ た 。

震災 5 年、 お茶を欽み な が ら 交流す る 県外
避 難者 ら z神 戸市役所 で (神戸新聞社提供)

一方で、 活動 を 広 げる 団体 も あ る 。 「 あ じ さ い千葉」 は 、 避難者 と 地元住民が交 わ り 、 「震

災 で 学 ん だ体験 を 地域 に伝 え る 」 こ と に

ア の協力 を 得 て 、 料理教案 も 開 く 。

を 置 く 。 「京都 の 集 い 」 は 、 地 元 ボ ラ ン テ ィ

全国 の避難者の 動 向 調査 と 支援 を 続 け て い る 「街づ く り 支援協会J (事務局 ・ 大阪市西区 、

小森星児会長) に よ る と 、 避難者は青森県以外のすべて の都道府県 に広 が り 、 会 は 全 国 で

10 カ 所以上結成 さ れた 。 同 事務局 は 「転機 を 通 え た の は 、 運営資金 の 問題 も 大 き い。 教訓

を 生 かす た め 、 こ う し た 団体の助成の あ り 方 も 考 え て ほ し し U と 指摘 し た 。 (注 4 ) 
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震災 5 年、 家路は遠 く

避難先で永住 を 決め た 人 も 少 な く な い 。

市 に 移 っ た ギ タ リ ス ト 山 田 一彦 さ ん (47) も そ

の 1 人。 神戸 市東灘毘 の マ ンシ ョ ン で被災。 2

カ 月 後、 仕事がな く な り 、 広島市 に住 む い と こ

の 誘 い で ヲ i っ 越 し た 。

震災体験 を 伝 え る コ ン サ ー ト を 重ね る 傍 ら 、

広島県 内 に 移 っ た 約50世帯で、作 っ た 「の じ ぎ く

の 会J の 代表 と し て 活動。 「被災者の情報がほ

し い」 と い う 会員 の声 を も と に 、 被災者支援の

格差是正 を 兵庫県 な ど に要 望 し て き た 。

兵庫県が県外避難者向 け に 災害復興公営住宅

8 . コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ピ ジ ネ ス
[ r し ご と づ く り 」 を 支援〕

の 募集 を 始 め た の は 九 仮設{主主 人!日; 手? を

優先 し た 最 初j の 募集か ら 2 {í も た っ て L 、 た 〆 子

元 に 'h'j 械がわい 、 た の は絡 め 切 り の 直 前 だ ヮ た v

「宇中 ) í て、遇 、Ií な {t'-8 を は つ け る の は 難 し い。

仕事 も 明 え た 広 島で終 ら そ う J と 1 1f 前 、 あ き

ら め に も 似 た 気持 ち でi}とめ た 、 ピ ー ク 持 に 約 1 50

位指 だ っ た |斗 会 の 会 員 は い ま 判 決倍。 「 大 ず は

こ ち ら に{ 主 む し か な い と 考 え て い る 〉 で も 、 み

ん な 心 の 中 で は 被 災 地へ の 思 し 、 が断 ち 切 れ な

い 」 と llJ Hl さ ん は ， j う 。 (注 5 ) 

県 の 「生活復興支援 プ ロ グ ラ ム II J で は 、 新 し い コ ミ ュ ニ テ イ で 自 立: を め ざす被災者の

前 向 き な 姿勢 を 支援す る プ ロ グ ラ ム が多 く 組 ま れ た 。 そ の 99年慶事業で 注 目 を 集め た の が

「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス J の 立 ち 上 げ支援で あ る 。

コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス (以下 CB) は 、 1980年代 の イ ギ リ ス で、 失 業 者 の 受 け 皿 と イ

ン ナ ー シ テ ィ 対策 を 兼ね て 始 ま っ た 地域経営 の 手法であ る 。 定義 は さ ま ざ ま で あ る が、 保

育や ホ ー ム ヘ ル プ、 住宅管理、 園 芸 、 リ サ イ ク ル シ ョ ッ プ経営、 福祉パ ス の 運行、 歴史遺

産 の 管理 な ど、 さ ま ざ ま な 取 り 組みがあ る 。 日 本で は東京の ヒ ュ ー マ ン ル ネ ッ サ ン ス 研究

所が例年 ご ろ か ら 研究 を 始め 'CB ネ ッ ト ワ ー ク 」 を 結成。 98年か ら 嬰 田 区 内 に 支援拠点

を 置 き 、 雨水利用 の研究所、 福祉機器の メ ン テ ナ ン ス 業 な どユ ニ ー ク な 事業 と 連携 し て き

た 。

県 内 で も 震災後、 ボ ラ ン テ イ ア や NPO の 間 で も 「 し ご と づ く り 」 の 取 り 組みが行 わ れ

て き た 。 ユ ニ ー ク な例 と し て は 、 全国か ら 寄贈 さ れ た タ オ ル を 、 被災者が象 の形の手ふ き

に 加工 し 「被災地 を 忘 れ な い で」 と メ ッ セ ー ジ を 添 え て 販売す る 「 ま け な い ぞ、 う 」 プ ロ ジ ェ

ク ト があ る O わ ず か で も 収入 を 得 る 喜 び と 同 時 に 、 集 ま っ て縫 い 物 を し た り 、 タ オ ル を 送 っ

て く れ る 人や買 っ て く れ る 人 と の心 の 交流が励 み と な っ て い る 。

神戸 ・ 阪神 間 の市 民 グ ル ー プな ど 5 団体でつ く る 「市民 し ご と づ く り 研究会」 は 98年慶 、

県 の ビ ジ ネ ス プ ラ ン 支援事業 の助成 を 得 て 、 大規模 な ニ ー ズ調査 を 行 っ た 。 年齢制 授や技

術不足で雇用 の枠か ら 外れ る 人 も 、 社会参加の 意欲 は あ る 。 し か し趣味や特技 を 生か し た

ち ょ っ と し た も の は 、 既存の ビ ジ ネ ス で は成 り 立 ち に く い。 一緒 に 起業す る 仲 間 を 持 っ て
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コ ミ ュ ニ テ ィ ー ビ ジ ネ ス 「 ま け な い ぞ、 う 」 の製作現場
(神戸新聞干1:提供)

い る 人 も 少 な く 、 チ ャ ン ス を つ く る 出 会い の場が必要 ー な ど の 傾 向 が表れ、 CB の 可能性

と 課題が浮か び、上 が っ た。 (注 6 ) 

県 で は震災後 の 産業復興や コ ミ ュ ニ テ ィ の 再生 、 雇用対策の面 か ら CB に注 白 。 98年 3

月 に ま と め ら れた 第 4 次県雇用対策推進計画の 中 で も 「生 き がい 、 や り がい に 満 ち た新 し

い働 き 方 の 創 出 」 と し て CB 支援が盛 り 込 ま れた 。

そ こ で99年度 か ら 情報収集、 体験学習 、 経費 な ど 「 ビ ジ ネ ス の 基礎 的 な ノ ウ ハ ウ 」 と

CB の 理念 を 学 ん で も ら う た め の カ リ キ ュ ラ ム を 組 ん だ。 拠点 を フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ に 置

き 、 以 下 の 支援事業 を 行 っ た 。

① CB 入 門相談、 情報提供 関 連 防書 コ ー ナ ー を 設置。 ②相談 第 I 土曜 に CS 神戸 の

中村)Im子代 表 を 講師 に CB 入 門 相 談 を 行 う 。 ③ゼ ミ ナ ー ル 神 戸商科大学 と 連携 し 、 神 戸

学習 プ ラ ザで体系学習。 全20 回 。

後述の 審査会で合格 し た 団体 に は 、 阪神 ・ 淡路大震災復興基金か ら 、 事務所 の 開設費 や

備 品 費 、 人件費 な ど に 1 グ ル ー プあ た り 最高300万円 ( ほ か に コ ン サ ル タ ン ト 料金28万円 )

の助成金が支給 さ れ る こ と に な っ た 。 助成対象 と な る の は 、 地域の生活ニ ー ズ を 満 た し 、

有償で あ る 。 参加者へ の 報酬があ る 。 利益 は 地域 に 還元 さ れ る O 継続 し て実施 さ れる ー の

4 点 を 満 た す事業。 グ ル ー プの財政基盤 を 安定 さ せて 継続的活動 を 支援す る と と も に 、 被

災地の雇用創 出 を 図 る 狙い で あ る 。

( 9 団体を 助成〕

助成団体 を 選出 す る 審査会 (会長 ・ 加藤忠正神戸商科大学教授) が公 開 で99年 7 月 4 日 、
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フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ、で 開 か れ た 。 応募 し た の は 、 学童保育、 高齢者の グ ル ー プホ ー ム 、 給

食サ ー ビ ス 、 女性の 自 立 プ ロ ジ ェ ク ト 、 外 国 人支援 な ど57匝体。 代表者が 4 分の 持 ち 時 間

を 使 っ て事業の企画 内 容 を 説明 し た 。 審査会 は 、 被災地で ビ ジ ネ ス に 取 り 組 む経営者や弁

護士、 学識経験者 ら 10人で構成。 申 請内容、 資金計画、 活動歴 な ど を 厳 し く チ ェ ッ ク し 、

9 団体 に そ れ ぞれ120万 円 か ら 300万 円 を 助成す る こ と を 決め た 。

審査会 は 約 8 時 間 に わ た っ て行 わ れ、 加藤会長は 「企画書の多様性 に 鷺 い た。 CB は新

し い寂 り 組み。 社会経済 を 担 う セ ク タ ー と し て 活動 の 継続 を 期待 し た い」 と 講評 し た 。

助成団体は以下の通 り 。

① 「外 国 人 コ ミ ュ ニ テ ィ と の 通訳翻訳事業J (多文化共生セ ン タ ー ・ 神 戸 ニ 吉富志津子

代表)

② rAWEP ス テ ッ プ ア ッ プ。事業J ( ア ジ ア 女性 自 立 プ ロ ジ ェ ク ト ニ い な だ多恵子代表)

③ 「パ ソ コ ン ・ リ サ イ ク ル & 就労支援事業J ( ツ ー ル ・ ド ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン z 日 比

野純一代表)

④ 「高齢者下宿 ひ だ ま り の 家設立事業J (高齢者 デ イ ル ー ム ひ だ ま り ニ 滝純子代表)

⑤ rNPO 市民工房事業J (NPO 市民工房 : 高木伸代表)

⑥ 「灯 り を 事業J (バ ン ブー COOP ニ 中 島 正義代表)

⑦ 「若者お も し ろ 創造 ひ ろ ば事業J ( リ サ イ ク ル ス ペ ー ス く る り ん 工 高構倫恵代表)

③ 「 ま け な い ぞ う 事業J (被災地 NGO 協働セ ン タ ー = 村井雅清代表)

⑨ 「樟害者、 高齢者の送迎受託事業J (兵庫県移送サ ー ピス ネ ッ ト ワ ー ク ェ 尾西秀敏代表)

う ち③⑥⑧ は 震災後 に 事業 を 立 ち と&1'た。

j 被災者鋸興支援会議 葺
〔地域社会の あ り 方 を 模索〕

公 i菊 て、行 わ れ た 審食会= フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ
ザで (神戸新聞社提供)

被災者 と 行政の 中 間 に 立 っ て 、 双方 に提言や助言 を 行 う 「被災者復興支援会議 II J が発
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足 し 、 99年 4 月 16 日 、 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで第 1 回全体会議 を 開 い た 。 生活再建の基礎 を

つ く る 段措 で 、 数 々 の提言 を し て き た 前 身 の被災者復興 支援会議 を 受 け継 ぐ一方、 中 長期

的視野で被災地の 問題解決 に 当 た る こ と に な っ た。

前 身 の 支援会議 は 、 震災後の95年 7 月 に 設立 し 、 生活復興 を め ぐ る 緊急 に 対応すべ き 諸

問 題 を 論議 し た J活動す る 会議」 と 呼ばれ る 、 被災者や ボ ラ ン テ イ ア か ら 直接話 を 聞 く 「移

動 い とマ ば た 会議」 は 143 匝 も 聞 か れ た 。 専 門 家 を 交 え て 自 由 に 意見 を 交換す る フ ォ ー ラ ム

な ど も 61 回 を 数え 、 さ ま ざ ま な 声 が99年 3 月 の 解散 ま で に 13 回 の提案 に 集約 さ れ た。

40 カ 月 間 の行動 で 一 行政 の 原 案が存在せず、 ま と め は すべて メ ン バ ー に ゆ だ ね ら れ た 。

被災者 と 行政双方の本音 の 悩 み に 耳 を 傾 け る 行動 を 徹底 し て行 っ た 。 市民の代弁者 と し て

の 専 門 委員 12人 は 、 関連す る 行政担 当 部局 を 代表す る 職員 と と も に行動 し た 。 行政 と 被災

者 の 双方 に対 し て提案す る 第三者機関 と し て機龍 し た ー と し て 、 評価 は 高 か っ た 。

( 図 3 ) 支援会議 Eのしくみ
〈被災者復興支援会議れ

行政と被災者の中間に立つ中間的組織

《役割 ・ 機能》「一一一一一一一一一
被災者の生活実情について被災者

や支援著書との意見交換

{移動し1どばた会議、いどばたフォー
ラム毒事〉

行政施策の把援 ・ 矯報提供

生活復興や包立!こ向けての

援霊童、 !ì1J�室等

初会議で意見 を 交わす 「被災者復興支援会
議 Il J の メ ン バ ー (神戸新聞社提供)

支援会議 E で は 、 よ り 現場 に 密着 し た 立場で残 さ れた仮設住宅の 問題、 恒久住宅移転援

の 自 立、 不況 を 受 け た 商庖街の再興ー と い っ た 諜題 に 取 り 組み 、 震災の教訓 を 踏 ま え 、 将
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(表 2 ) 被 災 者支援会議 H メ ン バ

担 当 分野

ま ち づ く り
生 き がい ・ し ご と づ く り
都市環境 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ
地域経済
社会福祉
国 際

担 当 委員

(座長) 室崎主主輝 (神戸大学都市安全研究セ ン タ ー教授)
東 充 (久二塚地区震災復興 ま ち づ く り 協議会事務局長)
石井布紀子 (元プロ ジ ェ ク ト 結ふ代表)
石東直子 (石東 ・ 都市環境研究室代表)
加藤恵JE (村i戸商科大学部経学部教授)
立木茂雄 (間関学院大学社会学部教授)
田 村 太郎 (多文化共生セ ン タ 一 代表)

こ こ ろ ・ 教育
高齢者福祉
保健 医療
情報 - 文化
生活

富永良喜 (兵庫教育大学助教授 - 心の教育総合 セ ン タ ー 主任研究員)
中村大蔵 (特別養護老人ホ ー ム 園 田 苑施設長)
高山恵夫 ( (社) 兵庫県医師会常任理事)
松本 誠 (神戸新聞情報科学研究所副所長)
山添令子 ( コ ー プ こ う べ福社 ・ 環境活動部課長)

行政 焔 喜若手 (兵庫県阪神 ・ 淡路大震災復興本部総括部長)

来 の 地域社会の あ り 方 も 模索す る 、 と し た 。

メ ン バ ー は神戸大都市安全研究 セ ン タ ー の 室崎益輝教授 を 座長 と し 、 各 専 門 分野 の 学識

経験者や NPO、 行政担 当 者L ら 次の 13人。

同 時 に 兵庫県阪神 ・ 淡路大震災復興本部総括部長 を 総括者 と し 、 県庁の 関係課長 ら で構

成す る 庁 内 プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム も 併設 し た 。

初 会議 の 冒頭、 貝原知事は 「今後、 本格的 な 生活護興への ス テ ー ジ に 入 っ て い く 。 厳 し

い 時代 を 迎 え 、 被災者の 自 立 は難 し く 、 い ろ ん な 課題があ る 。 遠慮、 な く 、 意見 を い た だ き

た い」 と あ い さ つO 「移動い とミ ばた 会議J や 「 フ ォ ー ラ ム J で現場の 要望 を 吸 い 上 げ、 毎

月 第 2 土曜 日 に 全体会議 を 聞 い て 、 随時、 具体的 な 政策提言 を 行 う こ と に し た。

メ ン バ ー は復興公営住宅、 グ ル ー プハ ウ ス 、 ボ ラ ン テ イ ア 団体、 小売市場 な どで精力 的

に い ど ば た 会議 を 開催 し て き た 。 住 ま い 、 ま ち づ く り 、 生 き がい 、 仕事づ く り 、 健康 ・ 福

祉 な どい ろ ん な 問題が浮かび上が り 、 と り わ け 、 雇用 を 取 り 巻 く 環境 は 深 刻 で 、 企業倒産

の 増 加 、 リ ス ト ラ が進 ん で、 い た 。 こ う し た状況 を 踏 ま え 、 7 月 30 日 、 「生 き がい ・ 仕事づ

く り J を テ ー マ に し た 第 l 回 の提案 を 行 っ た 。

『 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス を 育 て る 』 提案

① ま ち を メ ン テ ナ ン ス す る 仕事 を 地域 の 力 で、 ビ ジ ネ ス イとす る

② コ ミ ュ ニ テ イ ・ ピ ジ ネ ス 中 間 支援組織 を つ く る

③t('1主 ・ 高齢者等 の 仕事 と 生 き がい づ く り

「 ま ち づ く り と の 一体的 な 振興 を 考 え る 」 提案

④移動 尚自 に よ る 需給 ミ ス マ ッ チ の 緩和

⑤空 き 庖舗対策 ・ 自 由 市場の設立

⑥ も の づ く り に 集 客 ・ 観光的要素 を

U"NPO や ボ、 ラ ン テ イ ア 組織 に 活躍の場 を』 提案
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⑦生 き がい ・ 仕事づ く り の 大規模 な 人材確保 を

⑧地域国際化の現状 に 郎 し た就学 ・ 就労環境 の 整備

F福祉施策の従事 と 生 き がい 創 造」 提案

⑨ LSA (生活援助 員 ) 支援制度拡充 の た め の 仕組みづ く り を

続 い て 12 月 15 日 、 「災害復興公営住宅 の 住 ま い の復興 と 住環境の 改善」 を テ ー マ と し た

2 回提案 を 行 っ た 。

「 コ ミ ュ ニ テ ィ を 通 し て 、 住環境の 問題解決 に 向 け た支援体制 の 強化 を 図 る 』 提案

①問題解決 を 図 る 自 治会等の コ ミ ュ ニ テ ィ 組織の強化

②住 ま い講座 な ど居住者 の た め のd情報提供 と 知識啓発の 取 り 組み

③問題解決の た め の 専 門 家等 の 連携 と 支援

「居住者、 行政、 専 門 家等 の 協働 に よ り 住環境問題の解決 を 図 っ て い く 」 提案

④支援相談窓 口 の 開 設 に よ る 協働的解決

⑤専 門 家 集 団 の 連携 に よ る 緊急的課題の解決

⑥横断的研究会 に よ る 長期 的 課題の検討。

傷いやすベ ッ ト 、 自 治会で登録制

動物の飼育 が禁 じ ら れて い る マ ン シ ョ ン タ イ

プの復興住宅。 だが震災で受 け た心 の傷 を ペ ッ

ト がい や し て く れ た経験 を 持つ 人 も 多 い 。 そ ん

な 忠 い を 尊重 し よ う と、 99年 4 月 に発足 し た宝

塚市常 安倉西住宅 自 治会 ( 170戸) が 6 月、 ペ ッ

ト の奄録制度 を 始 め た 。 鈍 い 主 ら は 「家族同然

の存在。 手放 さ ず に 淡 むJ と 歓迎。 市 側 は 「飼

を 考 え る と 厳 し い対策 は と れ な い」

き た が、 自 治会が話 し 合 い、 ペ ッ ト

を 考 え る こ と に な っ た 。

は 「ふ ん の 処 理 な ど マ ナ ー を 守 る 」

て い る 動物一代限 り と す る 」 な ど を

ト の飼育 を 許可 し、 誓約書 を 兼ね た

カ ー ド を 飼 い 主側 に発行。 一方、 自 治会側j は飯

い 主 の氏名 やベ ッ ト の 名 前、 写真 な ど を 載せ た

登録 カ ー ド を 作成 し、 集 会所 に 一 定期 間掲示 し

て 住民 に 知 ら せ た 後保管。 マ ナ ー の 悪 い 飼 い 主

を 特定で き、 別 の ペ ッ ト を 飼 う こ と も 防 げる と

い う 。 現在 ま で に イ ヌ 10匹、 ネコ 4 匹が登録 さ

れ た 。

機回武義 自 治会長 は 「心の慰め に な っ て い る

ペ ッ ト を 手放 さ な く て は な ら な い、 と な る と 影

響 は大 き い 。 か と い っ て放置で き る 問題で は な

い 。 み ん な仲 良 く 暮 ら せ る た め の 手段」 と 話 し

て い る 。 ( 注 7 ) 

震災後満 5 年 の l 月 17 日 、 「恒常 的 な 地域 の 見 守 り と 心 の ケ ア の体制 を 築 く 」 た め の 第

3 同提 案 を 行 っ た 。

rLSA (生活援助 員 ) の パ ッ ク ア ッ プ体制づ く り J 提案

①交流や研修 を 行 う パ ッ ク ア ッ プ体制 の 整鏑

F地域で の見守 り 体制づ く り 」 提案
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② LSA 機能 を 担 う 人材の 配置

③ ま ち 住 区 ご と の 恒常 的 な 見 守 り 体制 の 組織化

④民生委員 、 児童委員 の 推 薦 の あ り 方

「心の ケ ア 体 制 の充実」 提案

③心の ケ ア ル ー ム (仮称) と 専従相談員 の 地域への 配 置

⑥学校 に お け る 子 ど も の 心 の ケ ア 体制 の充実

⑦心 の ケ ア 総合 セ ン タ ー (仮称) の 開 設

〔被災者の声集め 、 提案〕

被災者復興支説会議 n は 、 広 く 住民の声 を 吸い 上 げ、 提案 に 生 かす た め の 「 フ ォ ー ラ ム J

を 3 回 開 い た 。

第 1 屈 フ ォ ー ラ ム は 「複興住吉での住 ま い と 環境 を 考 え る 」 を テ ー マ に 、 99年10月 9 日 、

県立神戸学習 プ ラ ザで 開催。 住民 と 行政、 建築設計 3 者の代表者 ら 10 人 がパ ネ リ ス ト と し

て 参加 し 、 援興公営{主宅 の 問題点 に つ い て 意見 を 交換 し た 。

住民側 か ら 「 集 会所が狭 く 、 総 会 を 2 囲 に 分 け な け れ ばな ら な い J I近 く に 商業施設や

病 院 が ほ と ん ど な いJ I花づ く り を 楽 し め る よ う な 土 の ス ペ ー ス が な いJ ー な ど の 不 満 の

声が上が っ た 。 一方、 県側 は 「車いす や高齢者 を 意識 し て工夫 を こ ら し て お り 、 設備面で

は 目 的 を 達成 で き た と 思 う 」 と 説明 。 設計者側 は 「集合{主宅で は 、 どん な 人 も 瀧足 で き る

住宅 に す る の は 大変。 高齢者 だ け で な く 、 若 い 人 も 一緒 に 住 む な ど ソ フ ト 聞か ら 解決で き

る 部分が多 い の で は な い か」 と 述べ た 。

第 2 [9] フ ォ ー ラ ム は 「心 の ケ ア 体制 を 築 く た め にJ と 題 し 、 LSA、 民生児童 委 員 、 臨

床心理士、 病 院 関係者 ら が参加 し て 12 月 18 日 、 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 開 か れ た 。 室崎座長

は 「毎興住宅 な ど個別 の復興か ら 、 こ こ ろ 、 暮 ら し 、 生 き がい な どの総合 的 な 復興へ変わ

り つ つ あ る O 支援す る の は被災者 だ け で な く 、 そ れ を 支 え る 専 門 的 な サ ボ ー タ ー に 対 し て

パ ッ ク ア ッ プす る 仕組みがい る 」 と 述べ た 。

第 3 回 フ ォ ー ラ ム は2000年 l 月 30 日 、 フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザで 「本格復興 に 向 け て 生活

復興 と 被災者 自 立」 と 題 し て 開催。 ボ ラ ン テ イ ア 、 自 治会役員 、 中 小企業経営者、 LSA、

生活毎興相 談員 な ど約100 人 が参加。 「生 き がい ・ し ご と J I住 ま いJ I健康 ・ 福祉 ・ こ こ ろ

の ケ ア J 各部会か ら こ れ ま で の取 り 組み の 報告があ り 、 今後の復興 と 被災者の 自 立 に つ い

て 具体的 な 運動 の 取 り 組み を 話 し合 っ た 附 8 ) 。

支長会議 互 の発足か ら 2000年 3 月 ま で の 活動状況 は ー マ全体会議 1 2 回 マ専 門部会 18

回 (生 き がい ・ し ご と づ く り 部会 5 閥 、 住 ま い 部会 7 回 、 韓鹿 ・ 福祉 ・ 心 の ケ ア 部会 6 回 )

マ移動 い とぐばた 会議 ニ3 1 回 マ 提案 ニ 3 回マ フ ォ ー ラ ム ニ 3 回マ情報誌「新毎興か わ ら ばん」

発行 ニ 5 [9]。
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l 要望 に応え rHAT 交番J

{主民広 半数近 く が独 り 暮 ら し で う ち 7 割が65 の ほか、 犯 談業務 に 当 た る こ と に な っ た。 そ の

ハ 歳以 上 一 葺合署が神戸東部新都心の ' H A T神 後 '24時間常駐 し て ほ し い」 と い う 要望が住民 !
fヨ ・ 脇のちし で住民ア ン ケ ー ト を し た と こ ろ 、 の 問 か ら 高 ま り 、 2000年 4 月 25 日 か ら ' H A T I 

j ん な調査結果が出 た。 回答者の ほ と ん どが脇 交番」 に昇格 し 、 3 交替制で 同署員 が常駐 し て i
! 万兵地 区 こ 交若手設置 を 希 望 し てお り 、 |苛箸 は99 い る 。 I

| 主f. 6 月 1 1 日 か ら 街 の 中心部に あ る 7 番館の地域 一…… i 
; 子高祉セ ン タ ー 内 に 臨時交番 「ふ れあ い H A T 交
| 番」 を設 け る こ と に な っ た。

H A T 神 戸 ・ 脇 の浜は99年 3 月 か ら 入居が始

| ま り 、 災害復興公営住宅 な どの約1 ， 000世帯が

[ 暮 ら す。 同 署は住民の要望 を 知 る ，意味 で 4 月 か

| ら 入居世帯 に順次 ア ン ケ ー ト を 実施 し 、 350世

i 帝 か ら 問 符 を 集 め た 。 高齢者が圧倒 的 に 多い

! 浮 か ぴ上がっ た こ の地域の特殊性や 、 所管の交

| 番が国道 2 号 を 隔 て て約 1 km 以上離れて い る

( 字情 を 考慮、 臨時交番の設置に踏み切 っ た。

i 地域福祉セ ン タ ー に は、 同市の生活相談員 が

【 火、 金曜 日 (午前日時~午後 4 時) に勤務 し て

お り 、 そ れ に合わせ同署か ら 交番所長、 交若手相

談員 を 派遣 し て遺失物、 拾得物の受け付 け な ど

(注 1 ) 読売新聞 1999年 4 月 14 H 他

(注 2 ) 朝 日 新開 1999年12月 11 Fl 

臨時交香関所 に !古j け 、 ;fi.板 を 掲 げてi全備す る 王子合
箸員 = 神 戸 市 中 央区 、 HAT 神戸 ・ 脇 の 浜 (神戸新
間千士提供)

(i主 3 ) r生活復興県民 ネ ッ ト の情報誌 ハ ー ト ネ ッ ト J ftìifî復興支媛 ネ ッ ト 事務局 第30�37号
(注 4 ) 神戸新聞1 2000年 3 月 6 日
(注 5 ) 郭Hl 新聞 1999年12月 31 R 
(注 6 ) ， コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス 調査報告書」 兵庫県阪仲 ・ 淡路大震災復興本部生活復興局
(注 7 ) 産経新聞 1 999{F 7 月 1 日
(注 8 ) ，新復興か わ ら ばん 第 1 � 5 号 」 被災者復興支援会議 II 1999年 6 JJ � 2000'!': 2 月
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ぃ一 生活再建長 法 と 復興基金
98年 5 月 に 成立 し た 「被災者生活再建支援法J は被災者への 個 人補績 は し な い と し て き

た 国 の 方針 を 事実上転換す る 画期 的 な 法律 だ、 っ た。 付帯決議 に よ っ て 震災被災者へ も 支譲

の 手が差 し伸べ ら れた 。 法適用 以前の震災被災地で 自 立支援金 を 可能 に し た シ ス テ ム と し

て 「阪神 ・ 淡路大震災復興基金」 の 存在が大 き い 。 自 の前 の被災者 を ど う 救済す る か。 そ

の 裏 に 兵庫 県 、 神戸市が模索 し 、 市民 も 立 ち 上 が り 、 ぎ り ぎ り の交渉 を 続け た 固 と の 「せ

め ぎ合い」 があ っ た 。 そ れぞれの経緯 を ふ り 返 る 。

1 . 生活再建支援法の l 年
〔 串 立支援金支給、 1 4万世帯輯す 〕

同 法 の 成立 に よ っ て 、 す で に復興基金が実施 し て い た高齢者世帯や要援護世帯向 け の 「生

活再建支援金」 と 「 中高年 自 立支援金J が、 そ の段階で 「被災者 自 立支援金」 に統合 さ れ

た 。 震災で住居が全半壊 (焼) す る な ど被害 を 受 け た 世帯 に対 し 、 護興基金か ら 被災世帯

の 世帯主年齢や総所得 に 応 じ て恒久住 宅 に 移転時

に 最高 1 20万 円 を 支給。 さ ら に コ ミ ュ ニ テ ィ や 生

き がい を 大切 に す る 観点 か ら 、 震災特 に f主 ん で い

た 市 町 か ら 別 の 市 宵 に 移転 し た場合な ど は 、 通 院

や 買 い 物 な どの交流経費 と し て 最高30万 円 を 上乗

せ支給 し た 。

98年 7 月 21 日 か ら 申 請が始 ま り 、 1 1 月 5 日 か ら

支給 を 開始。 当 初 、 支給対象 を 13万世帯 と 推計。

99年 3 月 ま で に 12万7 ， 000世帯 に 総額1 ， 230億 円 を

支給 し た が、 そ の後 も 申 請 は続 き 、 2000年 3 月 現

在 、 県 下 1 1 市 1 3 町 の 支給世帯 は 14 万 1 ， 803世帯、

総額1 ， 368億円 に 達 し た 。 神戸市が 8 万8 ， 665世帯、

西宮市 2 万3 ， 779世帯、 吊崎市1万540世帯の}IJ夏。

な お 自 立支接金の 申 請締め切 り は 2000年 4 月 28

日 だ、 っ た が、 来 は 同 年 4 月 24 日 、 支給要件 を 濡 た

し な が ら 申 請 が遅れ て い る 人の た め に 「受け付 け

期 眼 を 2005年 3 月 末 ま で と す る J と 発表 し た 。 「支

給漏れが出 る 恐れがあ る 」 と 判 断 し た た め で あ る 。

(表 3 ) 被災者 自 立支援金の市町別内訳
(2000主ミ 3 月 支給ま での累計)
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〔運用 の改善章ね る 〕

被災か ら 申 請 ま で 3 年半が過 ぎ て い た こ と か ら 、 支給作業 に 際 し て様々 な 問題が生 じ た 。

被災時 と 申 請時で世帯や住所、 所得 な どが変 わ っ て い る た め 、 対象か ら 外 れ る 被災者が出

て き た 。 被災後 に 結婚 し た 女性や 、 子 ど も に 引 き 取 ら れた 高齢者 ら 世帯主で な く な っ た被

災者 を は じ め 、 移転先が決 ま ら な い 若年単身 の 仮設住宅入冒者 、 住民票 を 被災場所 に 残 し

た ま ま 県外 に避難 し て い る 人 た ち だ。 「被災直後 な ら 支給 さ れ た は ず」 と 不公平感 を 訴 え

る 声 も kがっ た 。

県や被災市 町 は そ う し た 声 を 集約 し 、 運吊 の 改善 を 重ね て き た 。 却下通知 を 受 け た被災

者が異議 を 巾 し 出 る 様式が整 え ら れ、 検討結果が詳細 に被災者 に 伝 え ら れ る よ う に な っ た

ほ か 、 当 初 は 支給対象外 だ、 っ た仮設住宅入居者の う ち 、 恒久住宅への 移転が決 ま っ て い る

人 に も 一部前倒 し 支給す る よ う に し た 。

被災地 の 実態 に 照 ら し て み て 、 支援法そ の も の の課題 も 浮 き 彫 り に な っ た 。

「 自 助努力J に よ っ て 生活 を 立 て 直 し て き た 若年層 や 中 堅サ ラ リ ー マ ン 層 が年齢、 所得

制 限 で支給対象か ら 漏れ る ケ ー ス が相次い だ。 ロ ー ン 完済前 に 自 宅が全壊 し 、 再建で二重

ロ ー ン を 抱 え た被災 者 や 、 被災後 に 残業 を 重ね て所得が増 え た 会社員 た ち だ。 「せめ て 所

得 1 千万円 く ら い ま で支給枠 を 広 げる の が妥 当 」 と い う 声 も 上がっ た 。 (注 1 )

市民団体の 「公的援助法 ・ 実現 ネ ッ ト ワ ー ク (神戸市長 田 区 、 中 高絢子事務局長) は98

年 5 月 か ら 、 自 立支護金制度 を め ぐ る 被災者の相談 を 受け て き た 。 そ の 数 は 、 2000年 3 月

ま で に 約2 ， 4 00件 に の ぼ っ た 。

最 も 臼 立 っ た の は 半壊舟帯の不満。 半壊の場合、 解体の証明がな け れ ば支援の対象 に な

ら な い 。 「家の補修 に600万 円 。 老後資金がな く な っ たJ r 自 宅修理費 の 170万円 を 保険 を 解

約 し て 払 っ た 」 な どの声が相次い だ。 蓄 え を 取 り 崩 し た高齢者 の 訴 え が多 い 。

震災か ら 3 年半が経 ち 、 生活事情が変化 し 、 支給の 対象か ら 外れ た 世帯 の不満 も 根強 い 。

「持 ち 家が全壊。 震災後 に 子 ど も と 同居 し 、 世帯所得が基準 を 上 回 っ たJ r震災後 に 結婚。

提 出 書類 で は 、 妻 の 結婚前 の 所得がプ ラ ス さ れ た た め に 却 下 さ れ た J r被災 し た 母 と 同居。

被災者で な い 自 分が世帯主 と な っ た た め 支援対象か ら 外れ たJ な ど。 約970件の 全壊世帯

の相談の う ち 、 1 1 % が所得 オ ー バ ー への不満 だ っ た と い う 。

4 寄せがニ重 口 一 ン苦

学識経験者 ら でつ く る 民間 の 「住宅復興市民 宅が復興で き た」 と 回答 し た 人は 約半数 し か な

(代表 ・ 岸本来毘大阪教育大学教授、 く 、 約 4 割が被災前 と 後の借 り 入れ に よ る 二束

事務局 ・ 神 戸市兵庫区) は2000年 1 月 、 震災で ロ ー ン に苦 し んで い る 実態が明 ら か に な っ た 。

損傷 し た 自 宅 を 再建 し た県内の被災者 ら を 対象 的年1 l � 12 月 の 問 、 県内被災地 の 自 力再建者

に実施 し た ア ン ケ ー ト の結果 を 発表 し た 。 「住 に 用 紙 を 配 り 、 476人か ら 回答 を 得 た 。 そ れ に
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よ る と 、 被災当時の住居は持ち 家が83 . 8 % 、 借 い る ロ ー ン は平均 1 . 727万 円 で 、 38 . 5 % が二 重

家、 賃貸マ ン シ ョ ン な どが9 . 1 % 。 震災後 に 自 ロ ー ン を抱 え て い た。

宅 を 建て替え た り 、 マ ン シ ョ ン を購入 し た 人 は 住 宅復興に つ い て は、 「完全復興」 や 「お お

5 1 . 6 % で 、 平均2 . 605万円 の経費がかか っ て い た 。 む ね復興」 を 合わ せ て も 54 . 8% で、 「復興 し て

ま た補修派は35 . 8% で、 平均594万円。 抱 え て い な いJ 層 は14 . 1 % も い た 。 (注 2 ) 

〔住宅再建支援に 道〕

支援法が成立 し て 1 年。 99年 4 月 5 円 、 法 に碁づい て都道府県が300億 円 を 拠出 し て 「被

災者生活再建支援基金J の 運用 が始 ま っ た 。 し か し 運用 開始 ま で の 空 白 を 埋め る 「 当 面 の

措置」 と し て 、 98年 8 月 か ら 10 月 に か け て各地 を 襲 っ た風水害 に 、 事実上適用 さ れて い た 。

特例措置で前倒 し 支給 を 実施 し た の は 、 福 島 、 栃木、 静岡県 ( 8 月 末の 豪 雨 ) 福井、 奈

良県 ( 9 月 下旬 の 台風 7 号) 高知県 ( 9 月 末豪雨) 岡 山 県 (10月 中 旬 の 台風10号) の 各 ケ ー

ス o 3 月 末 ま で に 7 県 の1 58世帯 に 総額 I 億1 ， 350万円が支給 さ れた 。

適用対象 は①災害救助法で定め る 被害が発生 し た市町村 ②10世帯以上が全壊 し た市 町

村 ③100世帯以上が全壊 し た都道府県 ー と 規定。 同一災害の被災者 な の に 居住市 町 村 に

よ っ て 支払 わ れ な い不平等 も 起 き た 。 出 な ど は 法 に 準 じ て計106世帯 に 総額7 ， 233万円 を 支

給 し た が、 対象外 だ っ た52世帯 に つ い て は各県 が公平性確保の た め独 自 で 計3 ， 717万 円 を

支給。 高知県 で は 高齢者、 身 i毒 者 に 400万 円 を 二重支給 し た 。

支援基金 は 、 99年 6 月 の豪雨で被害 を 被 っ た 広 島県 に初 め て適用 さ れた 。 同 法 は 、 収入

や 年 齢 に 応 じ て 支給額が決 ま り 、 l 世帯 当 た り 最高 額 は 100万 円 。 申 請 に は所得証明 書 の

ほ か、 支援金で購入す る 品物 ご と に 額 を 記入 し た 内訳書な ど の 提 出 が必要。 広 島 で は 県全

域 に 適用 さ れ、 全壊104世帯の う ち 、 52世帯、 総額4 ， 600万 円 の支給が決 ま っ た 。

支援法の付則 2 条 に 「住宅再建支援の あ り 方 に つ い て は 、 総合的 な 見地 か ら 検討 を 行 う 」

と う た っ て い る O こ れ を 機 に住宅再建支援 に 向 け て新た な 運動が始 ま っ た 。

国土庁 は 99年 2 月 、 広井イ南東大教授 を 座 長 に 10人の委員 が 「住宅再建支援の あ り 方 に 関

す る 検討委員 会」 を 設置。 被災者の 自 助努力 と 共済的発想 と 公的支援 と い う 三つ を 匹別 し

て整理 し よ う と い う 共通認識で議論 を 進め 、 2000年1 2 月 ご ろ 最終報告書 を 提 出 す る 。

県 で は 「住宅地震災害共済制茂」 の 実現 を め ざ し 、 全国労働者福祉 ・ 共 済協会、 日 本生

活協 同組合連合会、 連合な ど と と も に 2000年 1 月 12 日 、 「 自 然災害被災者支援促進協議会」

を 発足 さ せ、 「 自 助 ・ 共助 ・ 公助J が一体 と な っ た 「住宅再建支援制度案」 を 発表 し た 。

そ の骨子 は 、 住宅所有者全員 が加入 し た 共済 と 公的資金 を 組み 合 わ せ た 新制度。 平均的

な 延べ70m'程度 の 住宅で年 間 の掛 け金 を 4 ， 300円 と し 、 全壊の場合600万 円 を 、 半壊は 200

万円 を 再建 時 に 給付す る と い う 内容。 98年12 月 に 超党派の 国会議員 有志がつ く っ た 「 自

然災害か ら 国民 を 守 る 国 会議員 の 会」 と 連携 し 、 実現 を働 き か け て い る O

震災後か ら 住宅共済制度 を 提唱 し て い る 和 久克 明 兵庫県理事 は 「被災地の 現状は 、 既存
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(表 4 ) 生活再建支援の経緯

1996 . 5 . 29 市民ニ議員立法実現推進本部が 「性活再建援助法案」 を 発表
7 . 1 9 然災筈 に対す る 区l民的保障制度; を 求め る 国民会議が発足

1997 .  3. 7 超党派国会議員 が公的援助法案 を 作成
4 . 1 1  貝原兵庫 県知事が国土庁長官 に 「総合的 国民安心 シ ス テ ム 」 を 提案
5 . 20 超党派国会議員 が 「災害被災者等支援金法案」 を参続に提出

1998 . 2 . 1 3 日 本 を 地震か ら 守 る 国会議員 の会 と 自 民党が 「被災者生活再建支援法案」 を ま と め る
4 . 21 市民立法案な ど 3 法案 を 一本化 し 、 与野党共同提案で参院提出
5 . 15 被災者生活再建支援ìi、が衆院本会議で可決、 成立
6. 5 被災者生活再建法の成立 を 受 け 、 阪神 ・ 淡路大震災復興基金が 「被災者 自 立 支援 金」 制度 を 設

7 . 21 被災者 日 立支援金 申 請 ス タ ー ト
1 l . 5 被災者 自 立支援金支給ス タ ー ト

1999 . l . 13 被災考生活再怨支媛i:tの不備 を 指摘 し 、 市民ニ議員 立法実現推進本部が 「生活基盤回復援護法案」
を 発表

4 .  5 被災者生活再建支援法 に よ る 支援恭金 ス タ ー ト
7 .  1 栄雨災害の広 島県 で被災者生活再建支援法初適用

2000 . l. 16 民主党が神戸 の党大会で、 支援j去の抜本改正 を ア ピ ー ル

の 制 度 で は 救 え な い こ と が具「現化 し て い る 。 例 え ば、 復興f主宅 を 大 量 に 建 て て も 高齢化社

会がで き て し ま い 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を復元で き な い 。 被災前 の 地域 だ、 っ た ら 復元 も 早い はず。

ま た 二重 ロ ー ン を 抱 え る な ど人生設計が狂 っ た 人 を 救 う 必要 も あ る O 考 え 方 は 、 そ れ ら を

実現で き る 制 度 だ」 と 言 う 。

( r生活基盤趨復援護法」 実現を 〕

被災者へ の 公的 支援 の 拡充 に 取 り 組 む 「市民 ニ 議 員 立法実現推進本部J (小 田 実代 表)

は99年 9 月 19 日 、 神戸市の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 、 地元選 出 の 国会議員 ら を 招 い て集会 を

開 い た 。 地方議員 、 市民 ら 60人が参加 し 、 岡本部 な どが提案 し た 「生活基盤 回毎援護法案」
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を た た き 台 に 、 新 た な 公的支援法の 実現 を め ざす 「市民 = 議 員 協議会J を 発足 さ せた 。

員 側 の ま と め役 と し て社民党の土井た か子党首 を 選 ん だ。

新 し い 援護法案 は 、 「推進本部」 や 「公的援助法 ・ 実現 ネ ッ ト ワ ー ク 」 が検討 を 重 ね 、 99

年 1 月 に発表 し た 。 そ の 内容は①被災者 に最高500万 丹 を 支給 ②住宅再建 に 最高2 ， 000万

円 を 貸 し 付 け ③災害援護庁 の新設 な ど を 盛 り 込 ん で い る 。 小 田代 表 は 198年 に 成立 し

た 生活再建支援法 は不完全だが、 被災者支援の 足掛か り は で き た 。 援護法案 を ベ ー ス に 、

市民 と 議員 が再 び議論 を 重 ね 、 国 の 支援 を 土 台 に 、 そ の 上 に 地方 自 治体、 そ し て個 人 の 義

援金が乗 る シ ス テ ム を つ く っ て い き た い」 と 述べ た 。

2 . 阪神 ・ 淡路大震災復興基金
〔生活対策 、 50% を超す〕

大震災の後、 兵庫県 と 神戸市が 「財 団 法 人 阪神 ・ 淡路大震災復興基金J (理事長 ・ 貝

原 俊民兵庫県知事、 副 理事長 ・ 笹 山 幸投神戸市長) を 設立 し て 5 年。 「被災者 自 立支援金」

の 支 給 を は じ め 、 基金 を 財源 に し た事業 は 1 13 に の ぼ る o 2000年 3 月 ま で に 3 ， 000億 円 以上

が利用 さ れ、 す で に計画事業費 の86% に 達 し た 。 10年 の 期 限 の 折 り 返 し点 を 迎 え 、 支援金

の 支給がヤ マ場 を 過 ぎ た い ま 、 克 直 し の 時期が き た 、 と い え る O

蒸金は95年 4 月 、 28事業で ス タ ー ト し た 。 起債6 ， 000銭 円 で創 設 さ れ、 2 年設 に 3 ， 000億

円 が模み増 し さ れた 。 出 資比率 は 兵庫県6 ， 000億 円 、 神戸市3 ， 000億 円 。 金利変動 の 影響 を

受 け な い 仕組み で 、 生 み 出 さ れ る 総事業費 は 3 ， 589億円 。 基金の9 ， 000億 円 は事業終了後、

財 由法人 の 同基金か ら 県、 市 に 返還 さ れ る O

当 初 の 総事業費2 ， 345{意 円 の う ち 、 7 割近 く は住宅対 策 だ っ た 。 二重 ロ ー ン を 抱 え る 被

災者の利子補給、 マ ン シ ョ ン 建 て 替 え の利子補給 な ど 9 事業。 次い で産業対 策 の11事業 (事

業 費 の26 % ) が多 く 、 仮設住宅 の ふ れあ い セ ン タ ー 設置 ・ 運営補助 と い っ た 生活対策 は 5

事業で、 全体の 5 % に過 ぎ な か っ た 。

事業内容は被災者の ニ ー ズ に合 わ せ て 大 き く 変化 し た 。 97年、 高齢者や 要援護世帯 を 対

象 に 月 最高 2 万5 ， 000 円 を 支給す る 「生活再建支援金」 の 実現 は 大 き な 転換 点 だ、 っ た 。 同

年 3 月 、 支給 を 前 に 基金 を 上積み し 、 国 が拒 み続 け た 「個 人給付」 に 事実上踏み 出 し 、 生

活対策 の事業費 を 膨 ら ま せ た 。 同 年末 に は 、 世帯主45歳以上の 家庭 を 対象 に し た 「

自 立支援金」 の 申 請が始 ま り 、 翌年 7 月 に は 2 つ の制震 を 吸収 し て新 た に 「被災者 自 立支

援金」 制度 の 申 請がス タ ー ト し た 。

2000年 3 月 現在 、 3 ， 589億円 の計画総事業費 の 内訳 は 、 住宅36% 、 産業 17 % 、 生活46 % 、

教育 な ど 1 % の割合。 実 際 に 使 わ れ た 事業費 で は 、 被災者の生活安定、 自 立、 健康、 福祉

の 増 進 な ど を 図 る 生活対策の 割合 が さ ら に 高 く な り 、 50% を 超 え た 。
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(図4) 復興基金還用の仕組み (基本財産200億円 を除く 8 ，800億円分)

函函1.Jt利 子)i鳩町務
1<=二(資金)

，[}昔① (])
①縁古文僚8，80C億円、 証書 昔人 5，800 意F'l : 10年 間G 官 3，000 意円 」年 間
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」す-----' 字r 基金は占金融宇野F

②無利 子貸付制oc億円 2 日E億 円 E融機関Z武百
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ここニニJ し一一一一J 司 3，42C億円
(宝く じなどの寄付があるため、 利子ーより事業費が多い)

雲仙 ・ 普賢岳が手本

95年 2 月 、 兵庫県庁で、 総務部 長 と 職員 S 人

に よ る プロ ジ ェ ク ト チ ー ム が発足 し た 。 特命事

項 は復興基金創 設 だ っ た 。 「 き め 細 か く 、 臨機

応変に対応す る に は恭金 し か な い」 と 、 貝原、知

事は基金の規模や事業内容の取 り ま と め を指示

し た。

基令の手本に な っ た の は 、 長崎県の雲仙 ・ 普

賢岳噴火で設 け ら れた 「災害対策基金」 。 資料

を 取 り 寄せ、 震災で使え る 事業 を チ ェ ッ ク し た 。

都市部 に マ ッ チ し た 「マ ン シ ョ ン 再建」 や 「 ダ

ブ ル ロ ー ン 対 策」 な ど も 想定件数 を は じ い た 。

仕組み も 課題 だ っ た。 長崎では運用金利 が低 ド

〔 多岐 に わ た る 取 り 組み 〕

す る 事態 と な り 、 金利変動の影響 を 受 け な い仕

組みが必要だ、 っ た 。 県 と 神戸 市 か ら 無利子で借

り た資金で銀行債券 を 買い 、 利 子 を 受 け る ウ ル

ト ラ C を ひね り 出 し た 。

長崎の基余 は ] ， 066億 円 で 、 一 部 に 義援 金 を

充 て た 点が、 阪神 ・ 淡路の ケ ー ス と は異 な る O

被災者の住宅や生業再建 を 中心 に 、 阪神 ・ 淡路 !

大震災 よ り も 手厚い支援が行 わ れ た 。

北海道南西沖地震で も 、 奥尻町で全額義援金

に よ る 惹金が設立 さ れた 。 ま た東京都が大災害

を 想定 し た生活復興マ ニ ュ ア ル に 「基金創設」

を 明言己 し て い る 。

5 年の援興過程で は 、 基金が財源 と な っ た事業 は 多 岐 に わ た っ て い る 。

観光対策で は 、 明 石海峡大橋の ケ ー ブル照明点灯 な どの 「観光対策推進事業J に 約 4 億

5 ， 000万 円 。 護 興 を PR す る 「 テ レ ビ CM 放 映事業」 に は l 億 円 。 仮設住宅 で は 、 ス ポ ー

ツ 遊具 な ど の 設置 に 7 ， 000万円 。 公営住宅完成 ま で氏 関 賃貸 な ど に 移 る 仮設住宅 入居者 に

家賃 を 補助 す る 事業 に は 1 6億 円 が使 わ れ た 。 地域で は 、 福祉拠点 「 コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ」

の設置 ・ 運営補助が、 す で に計画 を 上 回 る 78億円 に 達 し て い る 。 路線パス の 復 旧 費補助、

生協再建への利子補給な どがあ る 。 (注 3 ) 

〔拡充事業36件に 〕

復興基金は 2000年 2 月 23 日 、 再開発 ピ ル へ の 入岩促進 を 図 る 「再開発商業施設等入居促
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進利子補給」 な ど、 新規事業 を 含む25事業の拡充策 を ま と め た 。 住宅対策や コ ミ ュ ニ テ ィ

づ く り 、 産業復興支援の た め 、 受付期 間 の延長や対象要件 の 緩和 に つ い て も 盛 り 込ん だ。

民陪賃貸住宅家賃負担軽減事業 な ど 1 月 の 同基金理事会での決定分 と 合わ せ 、 拡充事業 は

36件 と な っ た 。 そ の 主 な も の は

「復興市街地再開発商業施設等入居促進利子補給J ピ ル を 建て て も 入居者が見 つ か ら

な い 空 き 床対策 と し て 、 店舗 を 分譲か ら 賃貸 に切 り 替 え る 管理法人が保留床 を 寂得す る 際

に 受 け る 融資 に 、 5 年 間最高 3 % の利子補給 を 行 う O テ ナ ン ト の 家賃負担の軽減 を 図 る の

が狙い 。 事業年度 は2000年度 �2005年度.0

「小規模事業者事業再 開支援事業」 事業未再開者が対象だ、 っ た が、 仮設営業 中 の 人 も

活用 で き る よ う に し た 。 り 災状況 に 関 す る 規定 も 、 「構成員 の40 % 以上が全半壊」 か ら r 5 % 

以上全半壊」 に 緩和 し た 。

「商庖街 ・ 小売市場の共 同 施設建設費助成事業J 被災地の 高居街 ・ 小売市場が設援す

ド 、 カ ラ ー舗装等の共 同施設の 建設 に 要す る 経費 の 一部 を 捕劫す る 事業 を 拡大

し た。 内 容 は 共 同施設の建設費 の 4 分の 1 以内 を 補助 (補助限麗額600万円 ) 0 事業年度 は

2004年 ま で。 ま た 「被災商庖街 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成支援事業補助」 も 拡充 を 行 う 。

復興後期 5 カ 年計画 に 合わせ、 受付期 間 を 2004年度 ま で延長 し た事業が 日 立 っ て い る O

新設の 「公社賃貸住宅家賃負担軽減事業」 は 、 震災復旧工事に対 し 、 公営住宅

支援 を 行 う こ と に よ り 、 後 i自費 の 家賃への転嫁 を 避

け 、 被災者の家賃負 担 の 軽減 を 図 る 狙い があ る 。 県

と 市の住宅供給公社 に経費 の 3 分の 2 を 補助 す る 。

こ の ほ か、 区画整理事業の仮換地作業が遅れて い る

地域 に 配慮 し 、 住宅再建ヘ ル パ ー を 派遣す る 「総合

住宅相談所設置運営事業補助J の受付期 間 を 1 年 間

延長す る な ど、 住宅対策で計 4 事業 を 拡充 し た 。

要件緩和 な ど は新年度 か ら 実施。 生活復興資金貸

付金な ど25事業 は 1999年度 で 終了 、 2000年度 か ら の

基金事業 は57事業 に な る 。
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相談件数は 5 万312件で、 う ち 震 災関連は 1 7ゴ

4 ， 100件。 震災関連だ け で 4 万件 を 超 し た 97年

度以降相談は暫時減少 し て い る が、 住宅 に 関 す
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相談件数、 住宅関連が ト ッ プ

被災者の生活再建 に 向 け て の情報提供 を 行 っ

て い る 、 県の 「震災復興総合相談セ ン タ ー」

話078-360-85 1 1 ) の ま と め に よ る と 、 99年度の



る 相談 は 相変 わ ら ず多 く 、 l 万 1 ， 776件 だ、 っ た 。

内容別相談件数 (複数回答) は 、 住宅融資 に

対す る 利子補給6 ， 419 、 復興公営住宅の入居募

集1 ， 000、 住宅金融公庫 な どの融資1 ， 057、 住宅

の建替、補修 (建築業者 と の ト ラ ブ ル な ど) 1 ，  106、

借地、 借家、 民 間 賃貸住宅家賃補助 な ど2 ， 194、

生活資金貸付ー な ど1 ， 158、 そ の他震災関連1 ， 1 66 

件。

何年か ら 99:9三 に か け て の傾向 は、 住宅融資 に

(表 6 ) 復興基金 5 年間 の歩み

対 す る 利子補給や被災者 自 立支援金、 生活復興

資金貸付金な ど住宅 生活再建支援策 に 関 す る

制度内容や 申 請手続 き の相談が大 半 を 占 め た 。

こ こ ろ の ケ ア 、 労働、 医療、 税な ど そ の他 の 震

災関連の相 談 は ほ と ん どな く な っ て き て い る 。

県外避難者 フ リ ー ダイ ヤ ル 霞話 に は 大仮府 (全

体の約40% ) は じ め28都道府県か ら 相 談があ っ

た と い う 。 (注 4 ) 

1 995 ， 4 兵庫県 と 祢戸 市が阪神 ・ 淡路大震災復興恭金 (6 ， 000億円 ) を 設立 、 28守卒業 を 発表。 理事長 は貝 原 知
事、 副理!事長は笹 山市長， 8 被災マ ン シ ョ ン 共用部分補修支援利子補給 な ど28事業 を 追加

1996， 7 民間賃貸住宅家賃負担軽減」 事業 を 追加、 住宅再建支援で地域安件撤廃 な どの拡充 策 を 発表
12 民間賃貸伎宅家賃負担軽減 を 県外避難者 に も 拡大、 高齢世帯対象の 「生活再建支援余」 実 施 を 発表

1997 ， 3 生活再建支援金な ど追加。 恭金3 ， 0001章、 円 を 増額、 9 弓 OOO{怠i斗 に
. 10 中高{j♂ 自 立支援余制度 を 創設

1998 . 6 生活湾建支援金 と 中高年 仁i 立支媛金 を統合 し た 「被災者 自 立支援金」 の制度を創設
1999 . 3 民間賃貸住宅家賃負担1怪減な どl 7事業 を 延長 ・ 拡大
2000 . 3 36事業の拡充発表

. 4 白 立支援金の 申請受け付 け を 2005年 3 月 ま で延長

3 . 額神 ・ 淡路寵興対策本部 の 5 年
〔特定 6 事業 を認定 し 幕〕

大震災の復興施 策 を 進め て き た 国 の 「阪神 ・ 淡路短興対策本部J (本部長 ・ 小i知 恵三首相)

が2000年 2 月 22 日 、 最後の本部会議 を 開 き 、 地元が要望 し て い た 6 つ の プ ロ ジ ェ ク ト を 復

興特定事業 に 新 た に 認定 し て実 質 的 な 作業 に 幕 を 3 1 い た 。 5 年 間 の 時 限立法 に 基づい て 発

足 し 、 各省庁や被 災 自 治体、 企業 な どか ら 幅広 く 人材 を 集め て毎興行設の調整役 を 果 た し

て き た 。 解散後 は 法的根拠の な い省庁連絡会議が調整役 を 引 き 継 ぐ。

特定事業 に 選 ばれ た の は①阪神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) ②神戸医療

産業都市構想、 ③宝塚観光 プ ロ ム ナ ー ド ④ く つ の ま ち な がた ⑤国際 ピ ジ ネ ス サ ポ ー ト

セ ン タ ー ⑥神戸震災複興記念公園 ー の 6 つ O 官民が共 i司 で取 り 組む長期 的 な 復興事業 と

位置づ け、 低利融資 な どで 国 が支援す る (詳細 は 第 7 章参照) 。

こ の 日 朝、 国 会 内 の大臣室 に小ìtU首相 ら 閣僚が集 ま っ た 。 最後の本部会議 の 時 間 は 約20

分。 被災地か ら 貝 原兵庫県知事、 笹 山神戸市長が出席 し た 。 知事は 「政府挙 げて の ご支援

で、被災地の 人 口 は 震災前の水準 に 回復 し 、 復興は新た な 段i滑 に 入 っ た」 と 述べ、 住宅再建

支援制度 の 実現、 被 災 自 治体へ の財政支援 な ど を 要請 し た 。 笹 山 市長 も 、 経済の 回復や新
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政府 と 被災地で も た れ た 「阪神 ・ 淡路復興
協議会」 。 対策本部解散 を 前 に特例制度の
継続な とミが話 し 合 わ れ た = 991']'.12 月 16 日 、
兵庫lRげで (神戸新聞社提供)

し い コ ミ ュ ニ テ イ づ く り の必要性 に触 れ た 後 、 災害公営住宅の 家賃低減策 に つ い て 「期限

の 延長が不 日J欠」 と 訴 え た 。

こ れ に 対 し 、 小i期首相 は 「課題が被災地 に存在 し て い る こ と は 認識 し て い る 。 各関係省

庁 の施策が丹滑 に 実施 さ れ る よ う に 十分配慮 し た い J と 述べた 。 中 山 田土庁長官 は 「 こ の

5 年 間 で よ く 後興 し た 。 今設 は 17省庁 の 局 長級幹部 に よ る 連絡会議 と 課長級 の 幹事会 の 二

層 体制 で (復興支援 は ) 万事選漏 な き を 期 し た い」 と 話 し た 。

〔 イ ン フ ラ で成果〕

販神 ・ 淡路復興対策本部 は 、 全開僚 を メ ン バ ー と す る 全省庁 を 横断的 に 設 け た初 の 危機

管理組織だ、 っ た 。 本部長 に 首相 を 据 え 、 総理府 に 置 か れ た 事務局 に 各省庁の 課長補佐 ク ラ

ス の 中 堅 を 集め る な ど、 総勢27人で編成。 縦割 り 行政の弊害 を 除 き 、 弾力 的 、 機動的 な 施

策遂行 を 狙 っ た 。

本部 に は 、 予算編成権 は な く 、 自 ら 施策 を 練 る わ け で は な い 。 復興施策 も 他 と 同様、 あ

く ま で所轄省庁 が大蔵省 に 予 算 要 求 し 、 査定 を 受 け る 。 「全省庁 が既存 の 枠 を 超 え 、 対 策

を 練 っ た 。 調 整 で ほ ぐ し て 、 施策 を 進 め やす く す る 、 い わ ば触媒」 と 事務局幹部。 し か し 、

予算が な く て も 、 首相が ト ッ プで あ る 以上 、 「内 閣 の命 と し て 、 事務局 が各省 庁 に 必 要 な

施策 を 行 わ せ る の が伝家の宝万」 と 言 う 。

公費処理 な ど さ ま ざ ま な 施策 が本部 で 決 ま り 、 即断却決で各省庁で実施 し た。 何年 に 実

現 し た家賃の低減 で は 、 被災地 の 実情 を 視察 し た橋本首相 ( 当 時) が 自 ら 対策 を 指示 。 そ

の 9 日 後 に は 、 事務局 が財政支援 を 打 ち 出 す と い う 早 さ だ、 っ た 。

法的 に も 、 発足か ら わずか l カ 月 で地方税法の一部改正、 被災失業者の公共事業への 就

労促進 に 関 す る 特別 措置 法 な ど計16本 の 法律 を 相次 い で 制 定 し た 。 投 入 し た 国費 も 5 兆

2 ， 000億 円 に の ぼっ た 。 か つ て な か っ た取 り 組みが、 当 初 、 10年 は かか る と い わ れ た ハ ー

ド師の復興 を 、 5 年 で ほ ぼな し 遂 げた原動力 に な っ た 。 (注 5 ) 
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(表 7 ) 復興本部 5 年の 動 き

8 ・ 8

10 ・ 10

96{ド l 橋本洛;太郎
( 1 ・ 1 1 )

1 1 ・ 25

12 ・ 16

2000年
1 ・ 14
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復興担当大臣

(専任)

池端清一

静六 (官房長官)

主 な

、 施行 さ れる

向 け て の取組方針」 決定

会が と治:長江 プ ロ ジ ェ ク ト な ど復 興特定事業
求め る

ン タ ー な ど 3 事業 を 復興特定事業 に



〔敏速に特例措置〕

復興本部が果 た し た 5 年 の 役割 に つ い て 、 復興委員 会 メ ン バ ー だ っ た伊藤 滋慶応大教授

は 、 本部解散時の 取材 に対 し 、 こ う 述べ た 。

官紫 は す ご い 。 あ の 時 、 そ う 思 っ た 。 復興委の提言や 、 地元で 自 治体 と 絶 え ず話 し 合 っ

て い た小里復興担当 大臣の指示で、 す ぐ法律や施策がで き る 。 首相 を ト ッ プ に 各省 庁 を 束

ね る ヨ コ 型 に し た こ と で 、 官僚が慣習 に と ら わ れず、 持 て る 力 を 発揮 し た 。 そ の 結果がが

れ き の公費処理 な ど数々 の 特例措置 だ。

関 東大震 災 の 時 は 、 国 の機 関 と し て復興院が 宜 か れ た が、 強力 な 中央集権体制 ゆ え 自 治

体の意見 は あ ま り 反映 さ れ な か っ た 。 し か し 地方分権 の 流 れが進 む 現代 で は 、 ま ず現場の

自 治体が毎興計画 を 練 り 、 国 が全力 で支援すべ き 。 そ の仕組みが復興本部 だ っ た。 今後、

阪神 ・ 淡路級の 災害があ れ ば、 や は り 同様の組織がで き る だ ろ う 。

震災復興 に は 、 最終的 に 約 5 兆円 の 国費 を 割 い た 。 大蔵の査定が な い も 同 然 で 、 各省庁

が要求 を ど ん どん積み 上 げ た か ら 、 こ こ ま で引 き 出 せ た 。 震 災予算の特別枠が必要 と の議

論があ っ たが、 そ れで も 5 兆円 も 引 き 出せ た だ ろ う か。 (注 6 ) 

十 国際総合検証会議
〔鹿内外36委員 が検証作業〕

兵庫県 は 、 震災か ら 5 年 を 迎 え る に あ た り 、 こ れ ま での復興過程 を 第三者的立場か ら 客

観的かっ公正 に検証す る た め 「震災対策国際総合検証事業」 を 実施 し た 。

99年 4 月 、 「震災対 策 国際総合検証会議J (康長 ・ 新野幸次郎神戸大学名 誉教授) が設置

さ れ、 同 会議 で決定 し た 20の検証テ ー マ ご と に 、 国 内外 の 学識者等か ら な る 36名 の検証委

員 が出際的視点 か ら 検証 を 行 っ た 。 99年夏か ら 秋 に か け て 、 被災地 の 各地 で行 わ れ た検証

作業の結果 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 5 周年記念事業の 一環 と し て 、 2000年 1 月 10 日 、 12 日 、

14 日 に神戸市 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神 戸 国 際会議場 で 開催 さ れた 「震災対 策 国際検証報告

会J に お い て報告 さ れ た 。 そ し て 、 一連の報告 を 受 け て 1 月 16 日 に 「震災対 策 国際総合 シ

ン ポ ジ ウ ム in HYOGO 11生 かせ教訓I ! 伝 え よ う 21 世紀へJ J が神戸 市 中 央 区 で 開催 さ れ た 。

20テ ー マ の う ち 生活 関 連 で は 、 主 に 以下 の 3 テ ー マ に お い て 、 検証 と 討議が行 わ れ た 。

〔被災者の 自 立支援に関す る 課題 と あ り 方〕

京極高宣委員 ( 日 本社会事業大学長) 、 ジ ョ ア ン ・ ニ グ委員 ( デ ラ ウ エ ア大学教授 ・ 米国 )

が報告 し た 。

こ こ ろ の ケ ア と い う 観点 を 積極的 に 打 ち 出 し 、 公私の パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 下 で多様な 支

援がな さ れた 。 被災者の 生 き がい づ く り に つ い て の 実情 に即 し た 支援、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 形

成 や ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に 対す る 支援、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ に お け る 生活援助員 (LSA)

の 活動 、 中 高年齢者への 就業支援、 そ し て被災者復興支援会議や生活復興県民 ネ ッ ト の役
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割や活動 も 高 く 評価 さ れ た。

こ れ を 受 け て 、 ① こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の持つ機能等 の 継承組 織 の 整備 に よ る こ こ ろ の

ケ ア に 関す る 総合的対芯の推進 ②被災者の コ ミ ュ ニ テ ィ への帰震意識の 回 復 や 個 人の 自

立 を 支援す る 公的 プ ロ グ ラ ム に つ い て の継続的評価の 実施 ー な どの貴重 な提言がな さ れた 。

検証会議 テ ー マ担 当 委員 の う ち 、 林春男 委員 (京都大学教授) か ら は、 「 こ れ だ け の 被

災者 に対 し 、 こ れだ け 長期 に わ た り 様々 な 支援 を 行 っ た 災 害 は他 に な く 、 今後継続的 な 調

査 ・ 分析 を 行 う と と も に 、 保健 ・ 福祉の揺 に と ど ま ら ず経済 を は じ め 幅広 い 観点 か ら 課題

を と ら え る 必要があ る 」 と い う 意見があ っ た 。 ま た立木茂雄委員 ( 関西学院大学教授) か

ら は 、 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー で な さ れた ア ウ ト リ ー チ 活動 や 多 職種協舗 に よ る 活動 の 意

義 に つ い て の指摘 や 、 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り 等 に お け る 生活援助員 の 業務拡大 を 図 る べ き 」

と の意見があ っ た 。

さ ら に 南 裕子委員 (兵庫県立看護大学長) は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再形成 に つ い て 、 「生活

適応の面か ら 中長期 的 に評価 し て い く 必要があ る こ と や 、 被災者 だ け で な く 支援者側 の こ

こ ろ の ケ ア に つ い て の研究 に も 取 り 組 む必要があ る 」 と 述べ た 。

〔生活再建 の た め の公的支援の課題 と あ り 方〕

田 近英治委員 ( 一橋大学教授) と シ ャ ー リ ー ・ マ ツ テ イ ン グ レ ー 委員 ( コ ン サ ル タ ン ト ・

米冨) が報告 し た 。

震災で は 、 復興基金 を 活用 し 、 多額の利子補給や生活再建支援 を 日 的 と し た現金給付が

な さ れた こ と な どが評価 さ れた 。 一方で公的支援の範囲が不 明確 で事後的 に 変化 し た こ と

に よ り 、 被災者 に 混乱 を 与 え た。 被災者の 実態 に つ い て の よ り 密 度 の 濃 い戦略的 な 調査が

必要であ り 、 公的支援 だ け に 頼 る の で は な く 、 個 人の 自 助努力 も 大切 で あ り 、 地震保険等

の 果 た す役割が大 き い こ と な どが指摘 さ れた 。

こ れ を 受 け て 、 ①災害救助法、 災害弔慰金 の 支給等 に 関 す る 法律 に代 わ る 災害救助 ・ 復

興法の 制 定 の 検討等、 現行の 法制度の 見 直 し と 公的支援の事前 ル ー ト の徹底 ②住民番号

の 導入 の検討な ど被災者の状況把握の徹底 ③住宅 ・ 建物所有者への 地震保険の義務づけ

ー な どの提言が行 わ れ た 。

室崎益輝委員 (神戸大学教授) か ら は 、 「災害復興法 の 検討、 公助 ・ 共助 ・ 自 助 の 関係

の整理、 支援 メ ニ ュ ー の 多様化が必要」 と い う 意見が出 さ れ た 。 ま た小西康生委員 (神戸

大学教授) は 「被災者支援 の 現場への権 限移譲が必要であ り 、 被災者 の 実態 に つ い て 、 仮

設住宅以外は 県外 は も と よ り 十分 な 実態把握がな さ れた と は い え な い」 と 指摘 し た。

〔復興への取 り 組 み体制の課題 と あ り 方〕

伊藤善一委員 (前帝京大学大学院教授) 、 デ イ ピ ッ ト ・ マ メ ン 委 員 ( ニ ュ ー ヨ ー ク 行 政

研究所長) が報告 し た。
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地方 自 治、 地方分権 の 観点 に 立 っ て 、 関 東大震災の復興院の よ う な 方式 で、 な く 、 被災

地主導の復興方式が と ら れ、 阪神 ・ 淡路復興委員 会 の 設置 や 阪神 ・ 淡路 震 災復興計画の

策定 ・ 推 進 が な さ れ た こ と 、 時 間 の 制 約 があ っ た に も 関 わ ら ず、 復興県民会議 な ど を 通

じ て復興計画 に 対 す る 県民意識 の 反映 に 努め た こ と な どが評価 さ れ た 。 今後、 一層 の 地

方 自 治、 地方分権 の 理念 に 基づい た復興へ の 取 り 組み 体制 づ く り の 必 要 性 な どが指摘 さ

れ た O

こ れ を 受 け て 、 ①今後 の 災害 に 備 え 地方主体の毎興 を 国 が支 え る 仕 組 み の 法制度化の

検討 ②震災復興 に係 わ る 白 か ら 地方へ の 十 分 な 権限や財源の委譲 と 、 国 、 地方お よ び

官民各部 門 の パ ー ト ナ ー シ ッ プの 強化 ③住民 に 対 す る 「説得」 よ り も 「車内得」 を 重視

し た 合意形成 シ ス テ ム の 開発 ー な どの提言がな さ れた 。

小西康生委員 か ら 、 「一つ の 自 治体 に 眠 っ て も 相談等 の 窓 口 が統ー さ れ て い な か っ た 。

ネ ッ ト ワ ー ク を 活用 す れ ば ワ ン ス ト ッ プの サ ー ビ ス が可能。 さ ら に 県 や 市 町 な ど被災 自

治体の連携が図 ら れ て い れ ば、 よ り 効果 的 な 対策 を と る こ と がで き た 。 も っ と 連携強化

を 図 る べ き 」 と の意見があ っ た 。 伊賀 経副座長 (流通科学大学長) は 、 「効率性 を 最優先

で考 え 、 復興 に お け る 公民協力 を 進 め る べ き 」 と 述べ た 。 悦 7 )

仮設住宅入居者 は ゼ ロ と な り 、 被災地の街並 み は がれ き の 山 か ら 一変 し た 。 そ の復興

ぶ り は世界か ら 「驚異」 の 目 で見 ら れて い る と い う 。 検証報告 で は 多 く の テ ー マ で そ の

こ と が強調 さ れ た 。 一方で課題 も 残 っ た。 激甚災害 に 備 え た被災者支援 プ ロ グ ラ ム の構築、

自 己選択 に よ る 自 己責 任 の 意識改革、 公 的資金、 共済 な ど の 再建促進策 、 Jt、急被災度判

定 と 住宅応急修理の整合性、 震災時 に使 わ れ た 各種補助制 度 の 定常化、 土 地 、 建物 の 権

利 関係 の 調査手法、 市民団体の信用保証シ ス テ ム の構築 ー な どが挙げ ら れた 。

兵庫県 は 、 世界 に 自 然災 害 の 対応 と 教訓 を 伝 え る と と も に 、 検証で浮 き 彫 り に さ れ た

点 に つ い て 、 今後の復興計出 の 中 で一つずつ解決 を 図 る 課題 を 与 え ら れた こ と に な る O

(注 1 ) 朝 日 新聞 1999年 5 月 15 B 
(注 2 ) 毎 日 新聞 2000年 1 月 22 円
(注 3 ) 神戸新聞 2000年 5 月 17 B 
(注 4 ) r 、下成12年度兵庫県生活復興支援施策進捗状況潟資表J (生活復興協働プロ グ ラ ム 2000)
(注 5 ) 読売新聞 2000年 2 H 28 臼 他

(ì主 6 ) 神戸新開 2000年 2 月 17 日
( ì主 7 ) r阪神 ・ 淡路大震災 検証提 1"1 総括」 震災対策国際総合検証会議 2000年 4 月
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1-第三時一神戸吊Jι牛を検証一一一一一一

1 . 生活再建優先の明年度予算
( r地域見守 り 」 を 徹底〕

震災 5 年 目 の節 目 を 迎 え る 99年度予算 は 、 市民の暮 ら し と 、 そ れ を 支 え る 経済の復興 と

発展 に 重点 を 置 い て 編成 さ れ た 。 と く に 市 民 の 生活 再建 を 最優先 に位置づけ 、 196項 呂 の

事業で約 1 ， 750億円 を 計上 し た 。

仮設住宅か ら 恒久住宅への 移転が大詰め を 迎 え 、 被災者の生活再建、 高齢者対策、 そ し

て コ ミ ュ ニ テ ィ の 再生 に 重点 を 置 き 、 市生活再建本部の 組織 を 挙げて 「地域見守 り ネ ッ ト

ワ ー ク 」 を 強化 し た 。

自 治会 の 立 ち 上 げで は 、 大規模復興公営住 宅 に 生活援興相 談員 や生活援助員 ら を 巡 回 派

し て指導。 仮設住宅 か ら 恒久住 宅 に 移転後の支援 と し て 、 東i難区魚崎な ど 2 カ 所で痴 ほ

う 性高齢者向 け グ ル ー プ ホ ー ム を 高齢者介護支援セ ン タ ー に併設。 兵庫 区 浜山 な ど 4 カ 所

で 同 セ ン タ ー を 開設 し 、 計12 カ 所 に広 げた 。 こ う べ市民福祉交流セ ン タ ー 内 の 「 こ う べ安

心 サ ポ ー ト セ ン タ ー」 で は痴 ほ う 性高齢者 ら の遺産相続な どの絡む権利 関 係 の市民相 談 を

行 っ た 。

生活再建支援 関 連 の 具体的 な 内容 は 一 恒久住宅移転後 の 自 立支援 に 重点 が置 か れ た 。 ①

生活援助 員 の 派遣 : シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ を 巡回 し 、 安否確認や生活相談、 緊急時の対応 な

ど を 行 い 、 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 支接。 同 時 に 自 力 で調理が難 し い世帯 に 対 し て 配食サ ー

ビ ス を 実施。 ②高齢世帯支援員 の 派遣 : 災害復興住 宅 な ど に 住 む高齢 ・ 障 害者世帯 を 対象

に 、 閉 じ こ も り の 防止や安否確認、 入居者 同 土の交流の支援。 ③生活復興相談員 の 配置

き め細 か な 情報提供や 生活相談 を 行 っ た 。

一方、 住宅の 自 力再建への 支援 と し て は①災害毎興住宅特別融資、 災害復興住宅高齢者

向 け 不動産処分型特別融資の 申 し込み延長 2000年 3 月 末 ま で延長。 ②共 同 ・ 協調建替の

促進 に よ る 住環境整備 の推進。 ③分譲マ ン シ ョ ン 建替 な ど に 対 す る 支援。 ③民間借上賃貸

住 宅 な どの供給。 ⑤従前居住者用 賃貸住宅の整備。 ⑥被災者 自 立支援金の 支給 な ど。

〔効果上げ た 「 自 立支譲委員会J )

仮設住宅か ら 恒久住宅へ の 移転 に 際 し 、 拒 め て 困難 な ト ラ ブル に 対 し 、 効 果 を 上 げた 組

織 と し て 、 99:4三 7 月 に 発足 し た 「神戸市 自 立支援委員会J (座長 ・ 金芳外城雄市生活再建

本部長) の 存在があ っ た。

委員 会 は 大学教授、 弁護士、 精神科医、 白 j治台会長、 ボ ラ ン テ イ ア 、 市 の 生j活舌再建担 当 ら

9 人で

に か け て 5 回 の 会合 を 開 き 、 移転先未定の93世帯 r:þ ， 移転困 難 な 20件 に つ い て 具体的 な 解
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決策 を 話 し 合 っ た 。

精神 的 ケ ア が必要 な ケ ー ス で は 、 精神科医か ら 「医療保護入 院 が必要」 と の ア ド バ イ

ス を 受 け 、 市職員 が親族 と 話 し合 っ て 同意 を 得 た 。 自 立意思 の 低 い 入賢者 に つ い て は 、 「転

居 よ り も 生活 再建が必要」 と の指摘 か ら 、 市職員 がハ ロ ー ワ ー ク に 同行す る な ど生活相

談 に 取 り 組 ん だ 。

河 委員 会で直接 に は 叡 り 上 げ ら れ な か っ た ケ ー ス で も 、 各委員 の 意見 を 参考 に し て 移

転 に結 びつ い た こ と も 多 く 、 市生活再建本部 で は 「委 員 会 で 各 ケ ー ス の 報告 を 行 う 中 で、

再定 こ れ ま で の 取 り 組み を 振 り 返 り 、 個 別 の 問題点 を 整理で き た 。 行政だ け で は 思 い つ

か な か っ た視点か ら の ア プ ロ ー チ の 方法 も 参考 に な っ た」 と し て い る O

自 治会 、 連帯感強 ま る

神戸 市 は99年1 1 月 、 市 内 の 自 治会長 を 対象 に

し た 、 自 治会の あ り 方 を 問 う 調査結果 を ま と め

た 。 自 治会が復興 に 果 た し た役割 な どに つ い て

潤 い た も の で 、 4 割近 く が 「渓災後、 連帯感や

自 立意識が強 く な っ と 答 え る 一方で、、 6 割

以上が 「若い人の関心が低しり と す る な ど、 課

題 を 指摘す る 声 も 多 く 寄せ ら れた。

同 市 自 治会連絡協議会の役員 を 務め る 自 治会

長196人に調査票 を送付、 73% の 143人が司答 し

た 。 コ ミ ュ ニ テ ィ の再生度合、 ボ ラ ン テ ィ ア の

活動状況、 震災前後での地域全体の意識の変化

な ど19項 目 を 調変。 震災後の住民意識の変化に

2 . 震災復興 を 総括
〔提言を 2000年以後 に 生 か す 〕

関 し て は、 、 自 立意識は38%がそ

れぞれ強 ま っ た と い う 。

一方、 72%が、 震災に よ り 地域か ら の転出者

があ っ た と 答え 、 人口が震災前 と 同 じか、 そ れ

以上 に な っ た と し た の は23%止 ま り 。45%が「回

復 し つ つ あ る 」 、 32% が 「伺復 し て い な い」 と

し た。

活動、 運営面{で因 っ て い る こ と (複数回答)

に つ い て は、 若い人の 関心の低 さ を 挙げた 自 治

会長が も っ と も 多 く 、 続いて ゴ ミ 出 し と ペ ッ ト

飼 育 の マ ナ ー ( と も に46 % ) 、 違法駐車の 多 さ

(44% ) な どが 目 立 っ た。

神戸市 は 99年 6 月 、 安 田 丑作神戸大学教授 ら 学識経験者、 NPO (非営利組織) 、 市職員

ら に よ る 「震災復興総括 ・ 検証所究会」 を 立 ち 上 げ、 2000年 l 月 に復興過程 の経験や教訓

を 提言 に ま と め る こ と を 決め た 。 「生活再建J I安全都市J I住宅 ・ 都市再建J 経済 ・ 港湾

再建」 の 4 テ ー マ に 沿 っ た検証作業 を 行 い 、 市民 ア ン ケ ー ト も 実施 し 、 残 さ れた 課題 な ど

を 探る こ と に な っ た 。

10年 間 の 復興計画の 折 り 返 し点 であ る こ の 持期 、 検証 は 、 ①事業の 達成度や残 さ れ た 課

題の整理。 ② よ り き め細 か く 有効 な 施策の検討。 ③ 国 な どへの 支援 の 要望 。 ④経験や教訓i

の 継承 ー を 狙い と し た 。

研究会 は 98年 6 月 に 設置 さ れた 「神戸市毎興 ・ 活性化推進懇話会J (座長 z 亮天義久 ・
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神戸大名誉教授) の 作業部会 と し て設置 し た。 そ の作業 は 「草の根検証」 と 位置 づ け 、 ワ ー

ク シ ョ ッ プや ヒ ア リ ン グ、 ア ン ケ ー ト な ど を 実施 し 、 市民の意見の集約 に 力 を 入れ た 。 そ

し て 1 2 月 、 「復興 の 総括 と 検証事業」 の骨子 を ま と め て 懇話会 に 報告。 懇話会 は そ れ を 踏

ま え 、 2000年 l 月 12 日 、 市への提言 と し て発表 し た 。

〔総括 的 な 提言〕

①市民生活の基盤 で あ り 、 都市の 活力 の 源 で も あ る 経済 の 再 生 に 全力 を 尽 く す こ と 。

②市民の生活 (住宅) 再建 に つ い て は 、 ソ フ ト 面 を 重視 し 、 地域見守 り 活動 の 充実 な ど

多様 な 手法 を 用 い て 引 き 続 き 支援す る 。 復 旧 ・ 復興 に 関 す る 特別 措置 で 必要 な も の に

つ い て は 延長 す る こ と 。

③安全で安心 な す ま い ・ ま ち づ く り と そ の た め の都市基盤整備 は 、 途切 れ る こ と な く 維

持 し て い く こ と 。

④経済の 閉 塞的状況 を 打破す る た め 、 現時点 を r 8 割復興か ら の 再 出 発J と 位景づけ て 、

不況 ・ 構造対策 を 中 心 に 据 え 、 神 戸独 自 の も の づ く り の 技術 を 活か し た 新産業の創 出

を 進め る こ と 。

⑤21世紀 に 向 け た 都市づ く り は 、 「 自 律 と 連帯」 に 基づ く 成熟 し た 市民社 会 の 構築 で あ る O

そ の た め に は 、 積極的 な 情報公開 、 計画段階か ら の市民参画 ( プ ロ セ ス の 共有) 、 多

様 な 人材育成 ・ 活用 を 進め る こ と が不可欠で あ る 。 市 は 、 そ れ ら に対応で き る 行政の

組織 ・ 体制 を 整 え る こ と 。

⑥震災の 教訓 を 活か し な が ら 、 市民 ・ 事業者 ・ 市 と の協働の ま ち づ く り に よ っ て コ ン パ

ク ト シ テ ィ 構想、 を 進め る こ と O

ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プの う ち 、 生活再建 に つ い て の検証 は 以 ド の 通 り 。

被災 し た 市民や行政が生活再建 を 進め る に あ た っ て 、 次の 6 点が大切 で あ る こ と を 認識

し た 。 ①環境 の 質 を 低下 さ せ な い こ と 。 ②生活の 質 を 低下 さ せ な い こ と O ③活発 な経済活

動 の た め の 努力 を す る こ と O ④次の 世代 に 問題の先送 り を し な い こ と 、 災害の つ け を 特定

の 人 に 押 し つ け な い こ と O ⑤立 ち 亘 ろ う と す る 気概 を も つ こ と O ⑥復興 は 自 分た ち でや る

と い う 自 覚 を も つ こ と O

そ れ を 踏 ま え 、 次の 3 項 目 に わ た る 提言 を 行 っ た 。

「 自 律 と 連帯の市民社会の構築』

① 自 律 と 連帯 を 基盤 と す る 市民社会 を 構築す る た め 、 行政は必要 な仕組み を つ く り 、

体制 を 整 え る こ と 。

②神戸 は 、 誰 に も 開 か れ た 温 も り の あ る 都市 を 日 指すべ き で あ る O そ の 共通基盤 と

し て市民 自 ら の 手 で 、 市民憲章の必要性 も 含め て 、 市民の ふ る ま い 方 に 関 す る 具

体的 な ル ー ルづ く り が大切 で あ る 。
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笹 神戸市が提唱す る 「 コ ン パ ク ト シ テ ィ 」 は こ う し た理想の 具体化 で あ る べ き で あ

ろ う O

『 ヒ ュ ー マ ン ・ サ ー ビ ス の 質 の 向上」

ヒ ュ ー マ ン ・ サ ー ピ ス と は 、 人 に 対 し て 人 で し かで き な い仕事の こ と で あ り 、 行政 も そ

の 一環 を な す も の で あ る O

①行政の 窓 口 に お い て は 、 個 人 の 要求がそ の場で満 た さ れ る こ と が望 ま し い 。 そ の

た め の総合拠点 を 整備す る こ と 。

②行政内部での情報 の 共有 シ ス テ ム を 整備 す る こ と 。

③借 入 の ニ ー ズ す べ て を 行政が引 き 受 け る こ と に は 限界 があ る た め 、 NPO ・ ボ ラ

ン テ イ ア 等 と 連携 で き る 体制 を 構築す る こ と O

「市民全体の 討議 ・ 検討 シ ス テ ム の構築」

行 政 と 市 民 が互 い に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と り 、 協 働 す る 方法 の ー っ と し て 、 ワ ー ク

シ ョ ッ プ に よ る 問題整理手法 を 活用 し 、 共通認識 を つ く る こ と 。 (注 1 ) 

懇話会 は 、 市 の 復 旧 ・ 復興施策 を 「全体的 に 評価 で き る 」 と し な が ら も 、 現行制度 の 制

約 な ど も 指摘。 嘉天座 長 は 「 自 立再建者への 支援が十分で な か っ たJ と の見解 を 示 し 、 法

制 度 の 改 革 も 含め た検討 の 必 要性 を 訴 え た 。 笹 山 市長 は提言 を 受 け て 、 「提言は2000年度

か ら j順次、 に 反映 さ せ て い く O 今後の施策や ま ち づ く り に 生 かす こ と が わ れ わ れ の 務

め 」 と 語 っ た 。

な お 、 震災翌年の96年 4 月 か ら 市民の 生活再建 と 取 り 組ん で き た神戸市 の 「生活再建本

部」 が2000年 3 月 末 を も っ て廃止. さ れ た 。 4 月 か ら そ の機能 を 保健福祉局 と 住宅局が引 き

継 ぎ、 保健福祉局 に 生活再建担当 の 参事 を 配置す る こ と に な っ た 。 同本部 が支援 し て き た

「 医 ・ 職 ・ 住」 の う ち 、 「住」 は新段階 に 入 っ た 。 し か し 、 高齢化率が 3 割 を 超 え る 復興

公営住宅での見守 り 活動 や 、 景気低迷の な かの 新 た な 仕事開発 な ど、 生活再建 を 図 る 上で

「医J や 「職」 で継続 し て行 う 課題が多い。

を 移設、 保存

神戸市は99年12月 、 間市西区の市立神 出 自 然 虫館があ る 同 国 に 移 し 、 自 然災害の恐ろ し さ を
教育園 に 仮設住宅 を 移設、 保存す る こ と を決め、 伝 え る 教材 と し て役立て る こ と に し た。
2000年 4 月 か ら 一般公開 し た。 移設 し た の は 、 西区の椛台第 2 仮設住宅で使

市全体で約 3 万2 ， 000戸が建設 さ れ、 経大時 わ れ て い た 2 K タ イ プの住宅 2 戸で、 兵庫県か

に 3 万1 ， 000世帯が生活 し た仮設住宅 は 99年12 ら 無償提供 を 受 け た 。 室 内 に は 、 テ レ ど や家具

月 で入居者 ゼ ロ と な り 、 99年度末 ま で に撤去作 類 を 置 き 、 日 常生活 を 再現 し 、 震災直後の惨状

業が行 わ れ た 。 同市は、 震災の惨禍 を伝 え る 建 を 伝え る コ ー ナ ー や震災関連の写真パ ネ ル を 展

物が年 々 姿 を 消 し つ つ あ る こ と や、 修学旅行で 示 し て い る 。 な お見学は 自 由、 た だ し土、 日 曜、

訪れた学校か ら 仮設住宅 を 見学 し た い と い う 要 祭 日 は休み。
望が高 い こ と か ら 保存 を計酒。 植物実習館や昆
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3 . 市民 1 万人意識調査
〔約半数が 「暮 ら し 抵下J J

神戸市が復興の総括 ・ 検証作業 の 一環 と し て市民 I 万 人 に 求 め た 「意識調査J の ア ン ケ ー

ト 結果が震災満 5 年 の2000年 1 月 、 ま と ま っ た 。 震災で市民の 白 壁や連帯意識が高 ま っ た

こ と が浮 き 彫 り に な っ た が、 46 . 2% が 「暮 ら し は低下 し て い る J と し た 。 そ の 鼠 因 は 、 住

宅の再建 ・ 修繕 に よ る 住宅費 の 増加 な ど 、 震 災 に よ る も の が73 % を 占 め た 。 ま た 震災 に よ っ

て職 を 失 っ た り 事業 を や め ざる を 得 な か っ た 人 は 1 5 % 、 も と も と 仕事 を し て い た 人の 中 で

は22 % に も の ぼ り 、 震災が市民の 暮 ら し に 与 え た ダ メ ー ジ は 大 き い 。

調査 は 、 20歳以上 の 市民 l 万人が対象。 住民基本台 帳 と 外国人登録原 票 か ら 無作為抽出

し 、 99年 9 月 に 郵送形式 で 行 っ た 。 5 ， 587人 (55 . 9 % ) が回答。 内 容 は 暮 ら し の復興や住

ま い と ま ち づ く り 、 訪 災 な ど幅広 く 、 全体で31 間 で 質 問 し た 。

暮 ら し の変化

震災前 と 比較 し た 暮 ら し の変化 で は 、 46 . 2 % が 「低下 し て い る 」 と 答 え た 。 「 同 じ よ う

な も の」 は44 . 5 % 、 「 向 上 し て い る J は 5 . 8% だ っ た 。

住宅再建パ タ ー ン と 暮 ら し の変化 と の ク ロ ス 集計 を 見 る と 、 住宅が 「震災 に よ る 影響 な

L J と 回答 し た 市民 の 場合、 暮 ら し の 変化 は 「 同 じ よ う な も のJ (51 . 9 % ) が 「低下 し て

い る J (36 . 8 % ) を 上 回 っ た が、 そ の 他の住宅再建パ タ ー ン で は い ずれ も 暮 ら し が 「低下

し て い る 」 の 方 が と 回 っ た 。 と り わ け被災 し た 家 が ま だ再建で き て い な い 人 や 、 被災 し た

持 ち 家 を 手放 し た 人 に そ の傾 向 が顕著 だ っ た 。 「持 ち 家で再建 し た」 人 は 、 55 . 3% が 「低 下J

し 、 33 . 6 % が 「同 じ よ う な も のJ だ、 っ た 。 被災 し た持 ち 家 を 手放 し 、 民 間 賃 貸住宅へ移 っ

た 人は61 . 0% が、 被災 し て ま だ再建で き な い 人 は 77 . 3 % が 「低下 し て い る J と 答 え た 。 暮

ら し の 根幹 と も い え る 住 ま い の被害が、 暮 ら し ぶ り に 大 き く 影響 し て い る 。

住宅再建で圏 っ た こ と

住 ま い の 再建 を 困難 に す る 最 も 大 き な 要 因 は 、 経済的 な 問題。 複数凶答で、 「住 ま い を

確保 し た り 修繕、 再建で き な いJ 33 . 3 % 、 「家賃や ロ ー ン の負 担が大 き いJ 26 . 1 % 、 信 用

で き る 建設業者や不動産業者か ど う か分か ら な し 'J 17 . 0 % 、 「手元資金が不足、 資金が借

り ら れ な いJ 12 . 3% の 頗。 「家賃や ロ ー ン の 負 担 が大 き し り の は 、 持 ち 家 を 再建 し た 人や 、

被災 し て持 ち 家 を 取得 し た 人 に と ど ま ら ず、 持 ち 家 を 再建で き な い 入 、 被災 し た持 ち 家 を

手放 し 、 民 間賃貸住宅 に 入冒 し た 人で も 高率 だ っ た 。 被災 し た持 ち 家 の ロ ー ン 負 担が大 き

く 、 再建の た め の 三 重 ロ ー ン を 組め な か っ た 背 景 な どが浮 き 彫 り に な っ た 。

ま ち づ く り の進め方

震災後、 各地域で ま ち づ く り 協議会が数多 く 発足 し た が、 ま ち づ く り を 進め る に 当 た っ

て の 地域団体 と 行政 の 関係 に つ い て 開 い た 。 選択肢 中 で最 も 田答が多 か っ た の は 、 「 自 治

会や ま ち づ く り 協議会が中心 と な っ て行政 と 協働 し て ま ち づ く り を 進め る 」 の 52 . 9 % 。 次

い で 「行政が主導 し て 、 住民の意見 を 聞 き な が ら 、 ま ち づ く り を 進め る 」 の37 . 2% 。
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地域活動への参加意欲

「伝統行事J r揺祉活動J ，-防災活動J r講演 会 な と守の研修J rス ポ ー ツ な ととの 親睦行事」

の 5 項 目 の 活動 を 示 し て 開 い た 。 防災活動 に は 「積極的 に 参加」 が31 . 5 % 、 「義務 だ と 思

い 仕 方 な く 参加」 を 含め て も 54 . 1 % 。 飽 の 4 項 目 は さ ら に 低 く 、 「積極的」 が い ずれ も 2

割程度、 「仕方 な く 」 を 含め て も 3 割程度 に と ど ま っ た 。

災害への備え

「震災前 か ら 始 め て 現在 も 行 っ て い る J r震災後新 た に 始 め て 現在 も 行 っ て い る 」 の 区

別 で 尋 ね た 。 さ ら に 96年度全世帯 ア ン ケ ー ト 結果 と も 比較 し た 。 「携帯 ラ ジ オ を 準備 し て

い る 」 が最 も 高率で震災 前後合 わ せ て 77 . 7 % 。 震災前後 に 始 め て 現在 も 行 っ て い る 備 え で

は 、 「家具が倒 れ な い よ う 工夫 し て い る 37 . 9 % 0 r避難所の位置 な ど、 災害時に必要 な 知

識や情報 を 集 め て い る J 42 . 9 % 0  r預金通帳 な どの貴重品 を す ぐ持 ち 出 せ る よ う に 準 備 し

て い る 」 が65 . 8 % に 上 っ た 。 何年調査 と の 比較で は 、 「飲料水や 非常食 を 蓄 え る 」 が横 ぱ

い だ っ た が、 他 は い ず、れ も ポ イ ン ト が高 く な っ て い た 。

民 間 に よ る 家庭の備蓄 に 関 す る 調査で は 、 備 え へ の 意識の低下 を う か が わ せ る も の も あ

る が、 今 回 の 調査 は 、 ト jレ コ や台湾の大地震が起 き た 直後の実施 だ っ た 。 こ の た め 、 災害

への備 え に対す る 意識が再 び高 ま っ た こ と も 背景 に あ っ た 、 と い う 。 (注 2 ) 

4 .  r生活再建 ・ 5 年 の記録」 出版
〔再建本部軸 に30人が執筆〕

神戸市 は 、 大震災か ら 5 年 開 の復興の経過 を 生活再建本部の 活動 を 軸 に振 り 返 っ た記録

誌 「阪神 ・ 淡路大震災一 神戸 の 生活再建 ・ 5 年 の 記録」 を 発行 し た 。 震災直後の避難所の

様子や仮設住宅の生活ぶ り や復興住宅への 入居移行 な ど市民の 暮 ら し に密 着 し た話題 を き

め 細 か に 掲載 し て い る 。 希望者 に は市役所 l 号館 2 階の市民情報サ ー ピ ス 課な どで有料頒

布 ( l 部1 ， 500円 ) さ れた 。

記録誌 は A 4 判 、 262ペ ー ジ 、 2 色刷 り で一部 カ ラ ー 。 震災発生 か ら 2000年 3 月 ま で を

3 つ の 時期 に分 け 、 市役所係長 ク ラ ス の 約30人が、 99年10月 か ら 膨大 な 資料 と 自 ら の 経験

を 踏 ま え て執筆 し た 。

第 1 章 「激震走 る 」 は 、 避難所の様子や仮設住宅の建設、 市外避難者へ の 対応 な ど震災

直後か ら 始 ま っ た被 災者支援の 寂 り 極み を 紹介。 第 2 章 「生活再建への 道筋」 は 、 仮設住

宅か ら 毎興住宅への移転、 住宅の家賃補助 な ど、 民 間 や行政の生活再建支援、 そ し て震災

復興に対す る 匝 と の折構 な ど に触 れ た 。 生活再建 に つ い て は 、 (国 5 ) を 基本構造 と し 、 草

の根 ワ ー ク シ ョ ッ プで市民 の 声 を 吸い 上 げ、 7 つ の キ ー ワ ー ド に ま と め て推進 し た 。 そ れ

は 、 す ま い 、 つ な が り 、 ま ち 、 そ な え 、 こ こ ろ と か ら だ 、 く ら し む き 、 行 政 と の かか わ り

の 7 点。

第 3 章 「 く ら し の 本格復興」 は 個 人補墳の 壁 を 越 え た と さ れ る 「被災者生活再建支援法」

第 章 @ 生活 1 17 



(図 5 ) 生活再建の基本構造

被災者の生活再建

ー詞
社会基盤の復旧

への取 り 組み に 始 ま り 、 仮設住宅供与期 限の延長、 恒久住宅移行 プ ロ グ ラ ム の 策定、 移転

支援、 自 立支援 に 至 る 苦 闘 を 記録 し た 。

金芳タト城雄 市生活再建本部長 は 、 震災復興 と 市民 の 生活再建の 取 り 組み を 踏 ま え 、 「今

後の大都市災害 に 錆 え て」 と 題 し て 、 記録誌で結 ん だ。

①複線型の 生活再建 を

現行の 災害救助法 は 、 現物給付 を 原則 に し て お り 、 ア メ リ カ の 現金給付 と 対比 さ れ る 。

こ の法の も と 、 被災者の住 ま い の 再建 は避難所 ・ 応急仮設住宅 ・ 災害復興住宅 と い う 単操

型 を た ど り 、 中 低所得者 に と っ て の 選択肢 は板め て 限 ら れて い た 。 そ の後、 個 人補償の 壁

を 越 え る 形で の被災者生活再建支援法が成立す る と と も に 、 復興基金事業 に よ る 民賃補助

な どの 支援策が展 開 さ れ た が、 こ れ ら の 生活支援 メ ニ ュ ー が早期 に 提示 さ れ、 擾線型 の 生

活支援がで き る な ら ば、 被災者の 選択肢が広 が り 、 生活再建 は さ ら に 前進す る と 考 え る O

今後の 課題マ仮設住宅建設補助や私有地で、 の建設。 マ庖舗イ寸仮設住宅 の 建設補助O マ住宅

再建支援策 (住宅の桔瓦扶助制度の 検討) 。 マ 自 営業者や 中 間所得 階層 へ の 支援策。 マ住

宅ス ト ッ ク の 有効活用 と そ の た め の修理費補助。

②孤独死 と コ ミ ュ ニ テ イ

孤独死 は 、 高齢化が進 む 大都市共通 の 課題 で あ る と の 認識の も と 、 日 常か ら 住民相互の

見守 り がで き る コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り と 行政 の 支援 が大切。

③ 自 立支援の あ り 方

被災者の 自 立支援 に あ た っ て は 、 個 人の 領域 に 踏み込ん だ対 応が必要 と な る O 被災者の

目 線で 人 間 関係 を 築 き 、 ボ ラ ン テ イ ア な どの協力 を あ お ぐ 中 で、 解決の 糸 口 が見 出 せ る O

を 住宅再建の あ り 方

被災者生活再建支援法の 成 立 で 、 個 人給付 に つ い て は 一定 の 前進 を み た が、 今後は住宅

再建 に かか る 仕組みづ く り (住宅共済) に 関す る 国民的合意形成が求め ら れて い る O

⑤ボ ラ ン テ イ ア

「君 は神戸 に 行 っ た か」 の 合言葉 で 、 若者 を 主体 と し た ボ ラ ン テ イ ア が全国 か ら 駆 け つ

け た が、 こ れ は 未来への 明 る い展望で あ る 。 被災地で根付い た ボ ラ ン テ イ ア 活動 は 新 し い
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潮 流 と な っ て い る 。 こ れ ら 、 NPO ・ ボ ラ ン テ ィ ア と 行 政 の パ ー ト ナ ー シ ッ プづ く り が求

め ら れて い る o (注 3 ) 

We are， We can. 

「神戸 の生活再建 5 年」 の 記録誌の表紙の片

隅 に こ の英字が刷 り 込 ま れて い る 。 そ れ は 、 97

年 1 月 18 El 1すの神戸新聞 「正平調」 か ら 引用 さ

れた。 以下 は そ の抜粋。

兵庫県 公館 で行 わ れ た 追悼式典で、 rr am守 I

can.J と い う 言葉 を 聞 い た 。 13歳の長男 を 失 っ

た父親が追悼の こ と ばの 中 で、使 っ た も の だが、

日 本語で は 「私 は生 き て い る 。 私 に は な ん で も

で き る 」 と い う 意味だ.ニ ュ ー ヨ ー ク ・ ハ ー レ

ム を 舞台 に 描 い た ア メ リ カ 映廊 「 シ ュ ガー ・ ヒ

ル」 の ラ ス ト シ ー ン で 、 荒廃 し た街の倉庫 に 主

人公が書 き な ぐ る 。 そ の 日 本語字幕が 日 に 飛 ぴ

込 ん だ 瞬 間 、 「息子の夢 と 希望 、 可能性 を 、 生

き 残っ た者の寅任 と し て受け継 ご う 」 と 思 っ た

と い う 。 「 も う J r ま だ」 が長期化 し 、 息切 れ

の懸念 も 出 る 中 、 も う 一度 rWe are. We can.J 

の誓い を 広 げ た い と 思 う 。 生活再建の た め の公

的支援 も 、 ま ち づ く り の合意形成 も 、 高齢者や

障害者への配慮 も 、 産業復興 も 、 被災地が おつ

に な ら な け れ ば、 実 を結 ばな い .追悼の場 を い

く つか歩い た。 鎮魂の言葉 と 同 時 に 、 再生への

決意 も 多 く 聞 い た。 そ の どれ も rWe are， We 

can.J に 重 な る よ う な気が し た 。

(注 1 ) 神戸市 ホ ー ム ペ ー ジ 「震災復興の総括検証」 神戸市震災復興本部総括局総合計画課
(注 2 ) 神戸新聞 2000年 1 月 14 日
(注 3 ) r阪神 ・ 淡路大震災 神戸の生活J再建 . 5 年の記録」 神戸市生活再建本部 2000年 3 月

第 一章 @ 生活 1 1 9  



l 第四館 震災 5 年、 拡活再建の検証

2000年 l 月 17 日 、 震災 5 度 目 の 「午前 5 時46分J を 迎 え た 。 |司 日 夕 、 神 戸 市 中 央 区 の 東

遊 園 地 で 、 1 万 5 ， 000本の ろ う そ く に 火が と も さ れ 、 rl . 17 KOBEJ の 文字が描 か れ た 。

被災地は鎮魂の祈 り に 包 ま れ、 地震の発生時刻 か ら 12時間後の午後 5 時46分 に 合 わ せ た 追

も 相次い だ。

兵産県公館で行 わ れ た 追悼式 に 出 席 し た小i知 恵三首相 は 、 追悼の 辞 を 読 み上 げ、 留 の復

興対策本部の 解散後 も 支援策 を 講 じ る こ と や 、 被災者の き め細 か な ケ ア 、 安 定 し た雇 用 確

保 を 可能 と す る 産業 の 一層 の復興な ど に取 り 組む こ と を 約 束 し た 。

被災地の都市基盤 は復興が進 み 、 仮設住宅が全面解消 し 、 災害復興公営住 宅 も 次々 建て

ら れた 。 被 災者が地域社会 の 担い 手 と し て 、 ま ち づ く り や 、 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス に参

画す る な ど新 し い挑戦 も 生 ま れ て き た。 し か し 長5 1 く 不況で、 個 人差 は あ る が、 被災者の

自 主 的 な 生活再建 は厳 し い 。 震災後か ら 続い て い る 各マ ス コ ミ の 追跡調査 も 、 極 め て 似 か

よ っ た結果が出 て い た 。

1 . 復興度75 . 9%
〔不況が被災地 を 圧迫〕

神戸新聞 は 、 2000年 1 月 、 震災満 5 年 の復興の進み具合 を 探 る た め 、 神戸市 を 中心 と し

た被災地 の 人 口 や産業、 丈化 な ど各分野の デー タ を 基 に 「復興度」 を 試算 し た 。 16項 目 の

平均 は 75 . 9 % と 、 震災 4 年 の 平均値 を 6 . 6 ポ イ ン ト 上 回 っ た が、 神 戸 港 の 輸出 入 シ ェ ア や

百貨自の売 り 上 げ な ど経済関連の 5 項 目 は 4 年 の 数値 を 下 回 っ た 。 ハ ー ド 面 は順調 に 回復

す る 一方 、 不況が被災地経済 に 重 く の し かか り 、 震災前の 活力 を 取 り 戻 し切 れ て い な い実

態が浮 き 彫 り に な っ た 。

復興度 は 、 震災後の 最低 レ ベ ル を ゼ 口 、 震災前水準 を 100 と し て 数値化 し た 。 調査項 目 は 、

4 年 日 時点 の 項 目 を 整理 し 、 保育所復 旧状況な ど 2 項 目 を 省 い た う え 、 過去の デー タ を 再

調査 し あ ら た め て算 出 し 直 し た 。

被災地10市10 町の推計人口 は復興度47 % だ っ た 。 震災後、 最低 と な っ た何年 4 月 の 人 口

は 16万2 ， 000人余 り が流 出 し た勘 定 に な る が、 現在 も 震災前 に 比べ 8 万5 ， 000人余 り 少 な い

状態が続 い て い る 。 し か し 、 推計人 口 は 実態 を 正確 に 反映 し て い な い 可能性があ る 。 兵庫

県7 は 、 住民票の届 け 出 を せず、 被災地外へ避難転出 し て い た住民の再転入が反映 さ れて い

な い た め 、 「被災地人 口 実態調査 (98年10月 ) J を 行 い 、 被災地10市 に つ い て は 、 こ の調査

に基づい た 数値 を使用 し 、 そ の他 の 市 町は従来の推計人口等 を 使用 し た 人 口 を 「兵庫県推

定 人 口 」 と し て い る 。 こ れ に よ る と 、 2 万4 ， 000人余 り の 人 口 の 減少で、 こ れ に 基づ く 復

興震は84 % と な る 。
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(表 8 ) 復興度

被災20市町推計人口
外国人の戻 り 具合
ガス 供給件数
百貨広販売額
挟函館の座席数
高級飲食宿の営業数
校舎の復旧状況
児童数の推移
医療機関の復旧
共同作業所復旧
文化財復旧
神戸港パー ス 復 旧
輸出全同 シ ェ ア
輸入全国 シ ェ ア
コ ン テ ナ取扱偶数
ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ生産額

平 均
(t主) カ ッ コ 内 は震災 4 年の数字

( % )  

47 . 4  ( 34 . 6) 
36 . 5  ( 25 . 6) 

18l . 5  (155 . 5) 
60 . 4  ( 64 . 7) 
46 . 7  ( 36 . 5) 
74 . 3  ( 77 . 0) 

100 . 0  (100 . 0) 
48 . 6  ( 36 . 9) 

140 . 0  (107 . 3) 
1 00 . 0  ( 96 .  9 ) 
100 . 0  ( 97 .  0) 
100 . 0  (100 . 0) 
37 . 5  ( 45 . 8) 
3l . 0  ( 4 5 . 2) 
48 . 9  ( 4 l . 0) 
6 l . 9  ( 44 . 9) 
75 . 9  ( 69 . 3) 

医療機 関 の 復 旧 は今回神戸市 内 の 医療施設数 (歯科 を 除 く ) を 基 に 算 出 。 被災施設の休

診や廃院が続 く 一方、 新規開設 も 相次 ぎ 、 震災前 を 22 カ 所上 回 る 1 ， 544 カ 所 と な っ た 。 ま た 、

昨年100 % と な っ た 神 戸 港 の パー ス 、 校舎の ほ か、 32 カ 所が全半壊 し た 共 同作業所や被災

文化財99件の復旧 、 修復 も 100% に 達す る な どJII買調 に 回毎 し て い る 。

こ れ ら に対 し 、 神戸市内 の 百貨自販売額が前年 を 下 回 り 復興度60 % に な っ た ほ か、 同市

内 の高級飲食庖営業数 も 震災前 に よじべ1 ， 000底近 く が減少 し た ま ま の 状態。 ま た 、 ケ ミ カ

ル シ ュ ー ズ の 生産 額 は 昨年、 婦 人靴が好調で や や持 ち 直 し た が、 神戸港の 輸 出 入全国 シ ェ

ア 、 コ ン テ ナ叡扱{回 数 な ど は低水準 の ま ま 、 足踏み状態が続い て い る 。 (注 1 ) 

生活再建の舞台裏出版

震災後、 神戸市の地域防災計画改定 な ど に か

か わ っ て き た東京の防災 コ ン サ ル タ ン ト 、 ま ち

づ く り 計画研究所代表の渡辺実 さ んが2000年 9

月 、 「崩 壊 か ら の 出 発 阪 神 大震 災 5 年 ・ 生活

再建への挑戦」 を お版 し た 。

渡辺 さ ん は コ ン サ ル タ ン ト と し て 、 震災前の

地域防災計阿 を 改定す る 作業 に加 わ り 、 地震対

策編 を ま と め た 。 震災の教訓| を 盛 り 込 ん だ 河 編

は 、 自 治体の地震対策の モ デル と な っ た 。 ま た 、

神戸市が発行 し た 「生活再建本部活動記録」 の

編集作業 に も 監修の立場で、 入 っ た 。

こ う し た作業 を 通 し て被 災地 を 見続 け て き た

渡辺 さ ん は 「 プ ロ セ ス を 残す こ と が、 今後の 防

災対策 に 生 き る 」 と 考え 、 99年 1 1 月 に取材 を 始

め た 。 仮設住宅の対応 に あ た っ て き た生活再建

本部の職員 や避難所の リ ー ダ ー 、 ボ ラ ン テ ィ ア 、

ラ イ フ サ ポ ー ト ア ド バ イ ザー ら 約20人の体験に

耳 を傾 け た 。

本 の 中 で は 、 避難所や仮設住宅の開設、 恒久

住宅への移行 な ど各段階で 、 そ れ ぞれの立場の

人 た ち が苦悩 し 、 怒 り や悲 し み を 抱 き な が ら 再

建 に 取 り 組 む姿が描 か れて い る 。 こ れ ま で表面

に 出 な か っ た行政職員 の 陰の苦労や新 し い減策

を 打 ち 出 す ま

て い る 。 ジ ャ ー ナ

(注 2 ) 
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2 .  5 ， 0納入実態調査
読売新聞 は99年1l � 12 月 、 神戸市全区、 西宮、 尼崎、 芦屋市、 津名郡北淡町 な ど 8 市 2

IßJ の震災被害の 激 し か っ た 地 区 を 選 ん で、 聞 き 取 り 調査 を 実施 し た 。 今 回 で 5 度 目 の調査で、

各地 区 の 対象者 (5 ， 000人) は避難者数 に 基づい て 配分 し た 。 男 性2 ， 335人、 女性2 ， 678人

か ら 回 答 を 得 た 。

回Tの謹興

復興に対す る 見方 は高齢 に な る に つ れて厳 し く な っ て い る 。 全体で は 「 ほ ほ復興」 と f 8

割程度復興」 が56 . 8% に 達 し た が、 年齢層 別 に な る と 、 「 ほ ほ復興」 は30歳代 の 25 . 9 % に

対 し 、 60歳代以上 は い ず れ も 1 3 % 台 と 低い。 望 む行政支援 で は 、 「経済援助J は 今回 も ト ッ

プ を 占 め た が、 過去 2 番 目 に低い23 . 6 % 。 こ れ に次い だ の が 「福祉充実J (19 . 7% ) と 「医

療支援J . 6 % ) 、 「雇用確保J (12 . 1 % ) 0  

復興公営住宅

震災前が賃貸住 宅 だ、 っ た 人 の 46 % が移住。 と く に 賃貸住宅 だ、 っ た 70歳以 上 の 人の う ち

73 . 2% が移 る な ど高齢者の 転居率が高 い。 住み始め て か ら l 年以上が66 . 5% を 占 め た 。 満

足度は高齢 に な る ほ ど高 ま り 、 そ の 理 由 は 「室内が快適J が一番。 と く に70歳以上の40 . 4 %

が こ れ を 理由 に し た 。

今後 も 復興住宅 に住 み た い か ど う か は 「ず っ と 住み続 け た い」 が71 . 2 % と 前 回 を は る か

に k 回 り 、 と く に 70歳以上 の82 . 3 % 、 60歳代の81 . 3 % が希望す る な ど高齢者の 居住意思 の

高 さ が 自 立 っ た。

仕事 ・ 暮 ら し

働 き た く て も 働 け な い失 業 中 ・ 休業 ・ 休業 中 の 人 は 9 . 4 % で、 ほ ほ10人 に l 人。 失業 中

は4 . 8 % で 、 前 回 よ り 多少改善 さ れた が、 2 年前 の 結果 と ほ ぼ同 じ 。 有効求人倍率は99年10

月 で被災地 は 0 . 32、 兵庫県 は0 . 37 、 全 国 は 0 . 480 県 内 の 就職難 は 依然厳 し く 、 被災地 は そ

の 真 っ た だ 中 に あ る O

失業 中 、 休業 ・ 休職、 転業 ・ 転職の 人で、 4度で も 仕事 を 再 開 で き た の は45 . 9 % で ほ ぼ

半数。 再 びや め た理 串 は リ ス ト ラ が ト ッ プで23 . 7 % 。 勤 め 先 の 倒 恵、 廃業 も 増 え 、 不況の

色合い が に じ み 出 て い る 。 収 入 は 10 . 8 % が f 1 割程度減 っ た 」 と す る な と�33 % が減 っ た と

回 答 し た 。 そ の 収入減の三大理 由 は 、 顧客や受注が減 っ た (26 . 3% ) 、 残業手 当 の 減少20 . 2 % 、

失業 ・ 休業 ・ 休職16 . 5 % の )1頂。

苦 し い 家計の 中 で、 収支 ト ン ト ン は 10人の う ち 6 人 (64 . 3% ) 0 中 で も 70歳以上の80 . 3%

が ト ン ト ン で、 高齢者 の つ つ ま し い暮 ら し ぶ り が う かが え た 。 預貯金がで き る よ う に な っ

た の は 13 . 6 % で、 こ の う ち 3 人 に l 人が30歳未満の若年層 。 一方、 赤字 と 答え た の は22 . 1 % 。

月 1 万 円未満か ら 5 万円 以 t ま で 6 段階 の う ち 、 月 5 万円以上の 6 % が も っ と も 多 い 。 そ

の 赤 字 を 震災前 の 預貯金で、補 っ て い る 人が6 1 . 7 % で 、 親類 ら か ら の援助 ( 1 2 . 9 % ) 、 借 金

を 重ね て い る (1 1 . 3% ) と 続 く 。
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自 宅再建

分譲マ ン シ ョ ン な ど を 含む持 ち 家再建 は 引 き 続 き 足踏み状態。 再建率 を 職業 別 で み る と 、

中小企業経営者の 96 . 3 % が最高 で、 、 会社員78 . 9 % 、 小売庖主78 . 6 % と 続 く 。 年齢別 で は40

歳代 の 75 . 8 % が一番で 、 年齢が高 ま る ほ ど見通 し も た ち に く い。 「見通 し が立 た な しV は

全体で は 漸 減傾 向 だが、 そ れで も 22 . 4 % 0 ，-返済の メ ド な L J が今 回 も 理 由 の ト ッ プで

27 . 9 % 。 次 に 「気力 がわ か な い」 の 22 . 9 % 。 ど う し よ う も な い 状態 を 表 し て お り 、 そ の

気持 ち も 「 あ き ら め て い る J が過去最高 の 78 . 3 % に な り 、 「希望 は 持 っ て い る J は過去最

低の7 . 8 % に 落 ち 込ん だ。

二 重 ロ ー ン で融資 を 受 け た 人 は 27 . 2% 。 合計で 1 ， 000万か ら 1 ， 500万 円 未満が18 . 2 % と

最 多 だ っ た 。 再 建 で き た 新居 の 広 さ は 34 . 8 % が狭 く な っ た が、 住 み 心 地 は 2 人 に 1 人

(48 . 5 %  ) が良 く な っ た と し た。

震災前 に 賃貸住宅 だ っ た 人 は 93 . 1 % ま でが元 の 場所か復 興住 宅 な どの 別 の 賃貸住宅 で

暮 ら し て お り 、 家 賃 は 5 万 円 か ら 10万 円 未 濡 が 中 心 で 、 33 . 5 % を 占 め て い る O 次 い で、 2

万 円 � 5 万 円 未満 の 32 . 3 % 。

被災者対策 と し て 家 賃 上 の 支援 を 受 け て い る の は 、 県営、 神戸市営 な ど の復興住 宅 の

住民 を 中心 に 前 回 の 2 倍近い30 % 。 そ の う ち 77 . 7 % が住 ま い に 満足 し て い る 。

心 と 紳

自 分や 家族 の 将 来 を 考 え る こ と がで き な い と い う の は 、 高齢者 ほ ど 目 立 ち 、 30歳代

が7 . 7 % な の に60歳代25 % 、 70歳代以上は30 . 3 % に 上 る 。 そ の理由 は50歳代 ま で は 日 々 の

生活 に 追 わ れ て い る た め だが、 60歳代 に な る と 考 え て も 無駄 と い う 思 い が募 り 、 70歳j;)、

上 は さ ら に 高 く な る 。 家族 と 心 の 紳 を 深め た と い う 人 は30、 40歳代が多 く 、 と も に 18%台。

取 り 残 さ れ た人 に 「心の ケ ア を J

5 ， 000人調査結 果 を 室崎益輝神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授 は こ う 分析 し た 。

「被災地 で は 、 今 な お 生活再建 の 道 の り で と り 残 さ れ た 人 た ち がい る 。 震災直後 は 正

負 の 二極化 だ っ た の が、 時 間 の経緯 と と も に 多極化 し て き た が、 今 回 の 調 査で は そ の 間

定化が確認で き る O 個 人の 気持 ち に も ほ と ん ど変化が見 ら れず、 こ れ は 震災 か ら 5 年 を

迎 え 、 ょ う や く 被災者が 自 分 な り の評価 を つ け た た め と 思 わ れ る 。

取 り 残 さ れ た 人 た ち は全体で 2 割程度 と み ら れ、 そ の 多 く がお年寄 り で あ り 、 住宅だ

け で な く 仕事、 気力 、 心 の 問題が折 り 重 な っ た深刻 な 状況 に あ る 。

マ ク ロ の 問題 に な る と 、 被災者 の 意見 は ま だ前向 き に 出 て き て い な い 。 住 宅 や 家族の

問題 に 閉 じ こ も っ た被災者の 思 い を 、 コ ミ ュ ニ テ イ 、 街づ く り 、 行政の 場 に ど う や っ て

引 き 出 す かが今後の 諜題 に な る J (注 3 ) 
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被災地の象徴 、 つい に解消

阪神 淡路大震災 の仮設住宅で2000年 1 月 14

日 、 最後の l 世帯がヲ ! っ 越 し 、 5 年 を 経て入居

者がゼ ロ に な っ た 。 引 っ 越 し が行 わ れ た の は 明

石市の 「高 丘 3 丁 目 仮設住宅Jo 最 後 ま で、 残 っ

た 男 性 (47) は 、 震災で近 く の 自 宅が全壊。 両

親が病死 し 、 95年10月 か ら l 人 で向仮設住宅に

入居 し て い た 。 こ の 日 午前日時半、 市職員 に か

ぎ を 渡 し 、 「震災 の 苦 し み を 抱 え て い る 被災者

は ま だ 多 い 。 仮設住宅解消 は復興宣言 で は な い」

と 話 し た 。

仮設住 宅 は 兵庫 県 と 大阪 府 に 合 わ せ て 653 国

3 .  r生活復興J に格差
〔必要な コ ミ ュ ニ テ ィ 再生〕

地 4 万9 ， 68 1戸が建設 さ れ、 入居世帯 は95年11

月 の ピ ー ク 時 に 4 万7 ， 9 1 1 世帯 に 上 っ た 。 仮 設

住宅の使用期 限 は 2 年 だが、 住宅再建の遅れで

3 度 に わ た っ て 期 限延長 し 、 震 災 か ら 1 ， 824 円

目 に よ う や く 解消 さ れた 。

し か し 、 復興住宅への 転 出 後 も 高 齢化 問題 な

ど は 持 ち 越 さ れ て い る 。 県や神戸市 な ど行政 は

仮設住宅での教訓 か ら ボ ラ ン テ ィ ア 国体な ど と

協 力 、 独 り 暮 ら し の高齢者 に対 す る 生活再建支

援j舌動 を 続 け て い く 。 (注 4 ) 

神戸新聞 は 、 震災 2 年 目 か ら 、 約 9 割が全壊 (焼) し た神戸市須磨区千歳地IR と 死者259

人 を 出 し た東灘区深江地区計500世帯 に 絞 っ て ア ン ケ ー ト を 郵送 し て 調査 を 実施 し て い る 0

99年 1 1 月 に 行 っ た 「震災 5 年 ・ 被災者追跡 ア ン ケ ー ト J ( 回 収率37 . 4 % ) に よ る と 、 被災

地最大の住問題は70 . 9 % が 自 宅再建の め どが立 ち 大 き く 前進 し た が、 家 を 再 建 し元の ま ち

に 戻 っ た 人の43 % が 「昔 よ り 住 み に く く な っ たJ 1近所付 き 合い が減 っ た 」 な ど と 答 え 、

地域 コ ミ ュ ニ テ イ の 再生 と い う 新た な 課題が浮 き 彫 り に な っ た。

ま た小売 り 、 自 営業者は91 . 1 % が、 会社員 は56 % が 「震災前 よ り :年収が減 っ た」 と 回答。

復興状況 に つ い て も 「遅れて い る J 1叡 り 残 さ れ て い る 部分があ る 」 が計64 . 2% と 昨年 に

比べ前進がな か っ た 。 呂 や 自 治体へ 「公的支援の継続 ・ 拡充J (59 . 2 % ) '景気対策J (42 . 5 % )  

を 強 く 求め る な ど、 被災者が復興の停滞 を 感 じ て い る 姿が伝 わ っ て き た 。

日 本経済新 聞 は 、 神戸市で一般住宅、 復興公営住宅 に 住 む 、 20歳 以 上 の 市 民515人 を 対

象 に99年12 月 、 直接面接で 聞 き 取 り 調査 し た。 復興の 進 ち よ く 度 に つ い て は 、 「途中段階」

(49 . 1 % ) と 「 か な り 復興 し た J (45 . 8 % ) と い う 回答がほ ぼ二分。 「地域の 産業」 で31 . 1 % 、

「仕事」 で20 % が 「復興が遅れて い る J と し た 。 長ヲ l く 不況 を 反映 し て お り 、 な お様 々 な

設遺症 を 抱 え て い る 。 ま た被災地外で の震災へ の 関心が薄 れ て い る と 孤立!惑 を 指摘す る 戸

も 多 か っ た 。

朝 日 新聞 は99年12 月 、 県 内 の復興住宅25 団 地 で 開 き 取 り に よ る 1500人意識調査」 を 実

施 し た 。 定住意 向 を 尋ね た と こ ろ 、 70 . 2 % が 「 ず っ と 住み続け る 」 と 答 え た 。 自 治会への

加入率 も 60 . 8 % で 、 97年末の36 . 8 % 、 98年末の49 . 3% か ら 着実 に増加、 一見新 し い街が育

124 第 一章 @ 生活



ち つ つ あ る よ う に み え る 。

し か し 定住意向 は98年 の 83 . 3 % に 比べ、 低下の 兆 し を 見 せ た 。 「住み心 地 が よ い」 も 下

が り 、 逆 に 転居意 向 は次第 に 増 え て い る (97年5 . 4 % 、 98年8 . 4 % 、 99年 11 . 8 % ) 0 転居理

由 の ト ッ プ は 「通勤 ・ 通学、 買 い 物 に不便」 が49 . 2% を 占 め た が、 「友人 ・ 知 人 がで き な い」

が30 . 5 % 、 「近所付 き 合い に 問 題があ る 」 が23 . 7% も あ り 、 人 間 関係の複雑 さ を 訴 え た 。

各社の調査で は 、 生活再建が成 っ た と す る 意見 は少数。 総 じ て不 況 に よ る 生活への し

わ寄せが深刻 で、 さ ら に 高齢化が 目 立 ち 、 行 政 に よ る 支援 を 求 め る 声が強 か っ た。 自 治会

な ど に よ る コ ミ ュ ニ テ イ の 再生が不可欠だ、が、 朝 日 、 神戸両紙 と も 「十分に育 っ て い な い」

現状 を 指摘 し た 。

(注 1 ) 神戸新聞 2000年 1 月 16 日
(注 2 ) í崩壊か ら の 出 発 阪神大震災 5 {ド ・ 生活再建への挑戦」 渡辺実、 小 田桐誠著 社 会忠想社 2000年 9

月
(注 3 ) 読売新開 2000年 1 月 9 日
(注 4 ) 毎 H 新聞 2000年 1 月 比 百 他
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第二章

文 化



は じ め に

「震災が奪 っ た も の 命 仕事 国禁 街並み 思 い 出

震災が残 し て く れた も の や さ し さ 思 い や り 紳 仲 間

… た っ た 1 秒先が予知 出 来 な い 人 間 の 限界…

こ の灯 り は 奪 わ れ た すべて の い の ち と

びつ な ぐJ (堀 内正美)

き F支 っ た わ た し た ち の 思 い を むす

阪神大震災か ら 丸 5 年 自 の 2000年 1 月 17 B 、 神戸 市 中 央区 加納 町 の 東遊 園 地 に ガ ス 灯

1 1  . 17希望 の 灯 り J が点灯 さ れ、 永 遠の 時 を 刻 む こ と に な っ た 。 こ れ は そ の碑 文 で あ る 。

被災地 の あ ち こ ち に は大震災の悲 し み を 、 明 日 への 生 き て い く 糧 に し よ う と 、 多 く の モ ニ ュ

メ ン ト が建立 さ れ た が、 そ れ は そ の ま ま 震災文化 を 昇華 さ せた も の と い え る 。 震災 を 乗 り

越 え た新 し い文明が、 新 し い 世紀 . 21世紀 に 向 か つ て 歩 み 出 し た の で あ る O

励 ま し か ら 心 の 癒 し 、 そ し て 「震災ル ネ サ ン ス 」 と も い え る 膨大 な創作活動 は 、 5 年 目

を 迎 え て や っ と 本来 の 落 ち 着 き を 取 り 戻 し た 。 し か し 、 そ の 底 に 流 れ る の は や は り 「震災

体験」 で あ っ た 。 こ れ ま で と 違 っ た創造的 な 芸術活動が展開 さ れは じ め た 。 市民や芸術家

が町の 中 か ら 自 然 に 叫ぶ活動 、 そ れ は文学 で あ り 、 絵画、 音楽、 演劇 な どあ ら ゆ る 面 に わ

た っ て い る が、 こ れが 「震災文明」 と い え る も の か も 知 れ な い 。

5 年 目 を 振 り 返 っ て み る と 、 た だ一つ残 っ て い た重要文化財 の 明石城の修復 が完成、 ハ ー

ド 剖 は す べ て 完成 し た 。 さ ら に 兵庫県が独 自 で創設 し た未指定文化財の復興支援 に よ っ て

多 く の文化財が蘇 っ た の で あ る O 全 国 か ら の 支援 を 受 け た膨 大 な 埋蔵文化財調査、 民 間 の

丈化財 レ ス キ ュ ー な ど文化財 の保護、 保存 に新 し い 方式 を 生み 出 し た 。 明 る い ニ ュ ー ス も

多 い 。 ミ ュ ー ジ ア ム ネ ッ ト ワ ー ク に よ る 共同展の 開催や灘五郷 の 酒蔵 を 中心 に し た 宵づ く

り 、 次々 と 新 し い 施設の完成や組織が誕生 し て 活動 を 始め た こ と で あ る 。 被 災地が完全 に

元 に 戻 っ た と は 言 い 難 い が、 す く な く と も 新 し い 軒の 文化が生 ま れつ つ あ る と 言 う こ と は

い え る 。
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第一館 新 し い文明の世配へ

あ の 日 か ら 5 年が経 っ た 。 丈化の復興 も 大 き く 変 わ っ て き た 。 被災地 に 数多 く 創 ら れ た

モ ニ ユ メ ン ト 、 震災の悲 し み や痛 み な ど、 すべて を 刻 み込 ん だ そ れ ら は 、 こ れか ら 生 き て

い く 人 た ち の励 み に も な り 、 「震災 を 風化 さ せ な い」 と い う 文化の 象徴 に も な っ た 。 そ れ

と 5 年 の 検証作業 も は じ ま っ た 。 こ れか ら の 文化 は ど う あ る べ き か、 時 間 を か け て摸示 し

て い く こ と に な る 。

1 . 語 り 継 く守モ ニ ュ メ ン ト
〔長由 に柘也 ち ゃ ん 地蔵〕

神戸市長 田 氏 の会下山公園近 く の住宅地 に小 さ な お 地蔵 さ んが記 ら れて い る 。 神戸市の

職員 明石健司 がつ く っ た 「拓也 ち ゃ ん地蔵」 で あ る 。 1 月 1 7 日 の 阪神大震災、 明 石 の 家 は

全壊 し た 。 二 階 に い た 生後 4 カ 月 だ っ た拓也 ち ゃ ん は 、 屋根の 下 に堤 ま り 、 梁 の 下敷 き に

な っ て亡 く な っ た 。 親指 を お し ゃ ぶ り し た ま ま だ っ た 。

神 戸 の 下 軒で は 「七 つ の お 地載 さ ん に参 る と 、 赤 ち ゃ んが丈夫 に 育 つ 」 と い う 伝承があ

る 。 震災の 年 の 8 月 、 被災地 で も 地蔵盆が仔 わ れた 。 「拓也 は 参加 で き な か っ た。 拓也の

お 地蔵 さ ん を 作 っ て や ろ う 」 と 父 は 考 え た 。 そ し て 1 年、 可愛 ら し い 「拓也 ち ゃ ん地蔵」

が完成 し た と い う 。 そ れ以来、 家族全員 が手 を 合わせ、 カ を 貰 い 続 け た 。 そ し て 、 や っ と

新 し い 家 が完成 し た の で あ る 。

〔神戸 に慰霊 と 複興のモ ニ ュ メ ン ト 〕

大震災 を 後世 に 語 り 継 ご う と い う 「慰霊 と 復興の モ ニ ュ メ ン ト J が神戸 の東遊園地 に 完

成 、 2000年 l 月 1 6 日 に 除幕 さ れ た 。 議牲者の 追悼 と 被災地の復興 を 世界 に 知 っ て も ら お う

と 神戸市が計画 、 全 国 の 伺 人や 団体、 法人か ら の 募金一億六千万円 で造 ら れ た も の で あ る 。

こ の モ ニ ュ メ ン ト の テ ー マ は 「 自 然 と の 共生」 で 、 京都の造形作家楠田信吾の作品 で あ る 。

東遊 園 地 の 東 側 、 約 1 ， 600m2 の 土地 に 太 陽 を 表 し た赤煉瓦 と 芝 生 の 正 、 地球上 の 物 質 の

象徴 と し て の 巨大 な 黒御 影石 、 未来 を 映 し 出 す ガ ラ ス を 配 し た 。 自 然 を 構成 す る 「地J r太

揚J r空J r水J r風」 の 五 つ の 要素 を 表現 し た と い う O こ の 地下 に は 「慰霊 と 棋想、の 開」

が設 け ら れた 。 菌:窪 8 m の 円筒形の部居で 、 壁面 に は神戸市 内 で犠牲 に な っ た4 ， 515人 (遺

族の 了解が得 ら れた も の O 身元不明者 は 除 く ) の 名 前が銘板 に 刻 ま れて い る O

除幕式 に は 、 遺族や寄付 し た 人 た ち 約700人が参加 、 市 内 各校の小学生の代表 9 人が 「心

な 自 然 あ ふ れ る 神戸 に し た い 。 震災で学 ん だ人 と 人 の 触 れ合い を 大切 に し た い」 な ど

の メ ッ セ ー ジ を 読 み 上 げた あ と 、 遺族代表 と 小学生 ら が約2 ， 300枚の ハ ン カ チ を 繋 ぎ合 わ

せ た 幕 を ヲ | い た 。 東灘区 で父 を 失 っ た 嶋 田 め ぐみ (尼崎市) は 「父 の 名 前 を 見付 け る と 、
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温かい よ う な 気が し て思 わず触 っ て し ま っ た」 と 涙 ぐ ん だ。 ま た 、 翌17 日 に は 、 そ ば に ガ

ス 灯 1 . 17希望 の 灯 り 」 が灯 っ た 。 (前述) こ の灯 り を 中 心 に全 国 で 5 万本 を 越 え る ロ ー

ソ ク に 火が付 け ら れ た ほ か、 「灯 り ウ オ ー ク 」 や 追悼 の イ ベ ン ト がボ ラ ン テ イ ア ら の 手 で

行 わ れ た 。

大24 災 の犠才1:者4 ， 5 1 5 人 の 名 前 が刻 ま
れ た 「慰安 と 復興の モ ニ ユ メ ン ト J (友)
と ' 1 . 17希望の灯 り J (JJ 神 戸 ・
東遊罰 地 (橘] 1 1 真一氏提供)

神戸市 内 で は 、 こ の ほ か東灘区御 影 町 の 石屋墓園 に 慰霊碑が建立 さ れた 。 高 さ が1 . 2m 、

幅1 . 5m の御 影石製の慰霊碑で、 石屋地 区 で亡 く な っ た 75 人 の 名 前 が刻 ま れ た 。 ま た 、 長

田 氏 の新湊川 公闘 に も 「震災慰霊碑」 が完成 し た。 長 田 区 の 老人 ク ラ ブの メ ン バ ー 154人

が犠牲 に な っ た が、 そ の慰霊の た め に 建立 し た 。 高 さ 2 . 5m の 自 然石 で 、 裏 に 犠牲者 の 氏

名 を 刻 ん だ。

〔宇皮災t也 に 1 20の モ ニ ュ メ ン ト 〕

震災 を 風化 さ せ て は な ら な い 、 あ の 日 の記鳴 を こ れか ら の 希望 に つ な げ よ う 、 と 被災地

の全域 に は 、 自 治体、 地域の 団体、 学校、 市民た ち が建立 し た 慰霊 の モ ュ メ ン ト が次々 と

建立 さ れ、 120 カ 所t5、 上 に も な っ て い る 。 神 戸 メ リ ケ ン 波止場の 一部 を 震災 当 時の ま ま 残

し た 「神戸港震 災 メ モ リ ア ルパ ー ク 」 を は じ め と し て 、 宝塚の ゆ ず り は 公 園 の 「鎮魂之碑 ・

タ イ ム カ プセ ル」 、 市立尼崎高校の女子生徒が書い た 「作文碑」 、 芦屋市 に あ る 「阪神高速

犠牲者慰霊碑」 、 甲 南大学の 「常ニ備ヘ ヨ ・ 記念碑」 、 神戸東灘の保久良神社 に あ る 「折れ

た 鳥居記念石J、 神戸大学の 「鎮魂碑」 、 淡路 ・ 津名 町 の 「神戸 の壁」 な どで あ る 。

1 999年 5 月 12 日 、 震 災 で 大 き な 被害 を 受 け た神戸 ・ 長 田 の ]R 新長 田 駅前 に モ ニ ュ メ ン

ト 'PORTA di SCALPEJ が完成 し た 。 イ タ リ ア 語で 「 く つ の 扉J を 意味 し て お り 、 地場

産業 の 靴 を モ チ ー フ に し た も の で、 復興 と 産 業 の 振興 を 願 っ て 作 ら れ た 。 高 さ 2 . 2 m の軽

合会製 で 、 靴の レ リ ー フ 24伺 が震災の 火災 を 表 し て い る o 2000年 1 月 17 日 に 明石の大蔵海

岸 に 設置 さ れた 「震災記念碑」 は 、 地元の彫刻家竹内巌が制作 し た も の で 、 テ ー マ は 「 明
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自 ( あ し た ) J で あ る 。 白 僻 影 石 の 直方体二二つ を 垂査 に組 み 合 わ せ た も の で 、 地震の大 き

さ を 表現 し て い る 。

「モ ニ ュ メ ン ト が未来 に と っ て どん な 意味 を 持つ の か考 え た い」 と 、 神 戸大学の岩崎信

彦教授 ら が学術調査 を は じ め た 。 建立の 経緯、 形や碑丈の 意味、 建立 に よ る 地域の 人 々 の

意識の変化、 な ど を 開 き 取 り 調査 し 、 2 年後 に は 報告書 に ま と め る 予定。 ま た 、 県立近代

美術館友の 会 は 、 2000年 2 月 19 日 、 「野外彫刻 の 現場検証~ 震災モ ニ ュ メ ン ト を 訪 ね てJ

を 開催 し た 。 慰霊碑 な ど を 通 じ て 、 現代社会 のパ ブ リ ッ ク ア ー ト の 現状 と 意義 を 参加者 と

と も に考 え た 。

〔語 り 継 ぐ モ ニ ュ メ ン ト 交流ウ オ ー ク 〕

「大震災か ら 5 ま ち は再生 に 向 け て 歩み 出 し た 。 あ の 目 、 わ た し た ち は一 瞬 に し て

か けが え の な い も の を 失 っ た と 同時 に 、 大切 な く こ こ ろ 〉 を 思 い 出 し た 。 数多 く の モ ュ メ

ン ト は 、 亡 く な っ た 方 々 へ の 鎮魂 と と も に 、 生 き 残 っ た わ た し た ち が、 震災の経験 を 忘れ

ず、 次代 を 担 う 人 々 や 、 後世 に伝 え る と い う 決意で も あ る 」 神戸 ・ 北 区 の ボ ラ ン テ ィ

ア 団体 「 が ん ばろ う ! 神戸」 の 呼び掛け で結成 さ れた 「震災モ ニ ュ メ ン ト マ ッ プ作成委員

会」 に よ る マ ッ プは 、 1999年 1 月 に 12万部、 2000年 1 月 に は20万部が作 ら れ て 、 配付 さ れ

た 。

こ の マ ッ プ を 中 心 に 「震災モ ニ ュ メ ン ト 交流 ウ オ ー ク 」 が1999年 4 月 か ら は じ ま っ た。

震災で家族や友達 を 失 っ た 人た ち 、 そ れぞれの被災地 同 士 の 交流 を 図 っ て 「震災 を 風化 さ

せ る な 」 と 計画 さ れた 。 こ の 日 は 、 神 戸 ・ 長 田 区 と 兵産 区 に あ る 7 カ 所の モ ニ ュ メ ン ト を

約150人が巡 っ た が、 「見た く な い か ら と い っ て 、 見ず に い る べ き で は な い で し ょ う 。 私 の

立場で、 私 の視点 で あ の 日 を 振 り 返 り た い」 と 、 参加者 の 一 人 ・ 若い 女 性 は語 っ た 。 交流

ウ オ ー ク は 、 2000年 1 月 ま で 7 回 に わ た っ て 開催 さ れ、 遺族 を 含め て 約 1 ， 000人が参加 し た 。

ま た 、 モ ニ ュ メ ン ト を ま と め た 「忘 れ な い 1 . 17 震災モ ニ ュ メ ン ト め ぐ り J (震災モ ニ ュ

メ ン ト マ ッ プ作成委員 会) が出版 さ れ た 。 こ れ に よ る と 、 各地の モ ニ ュ メ ン ト は 、 伊丹市

2 、 宝塚市 3 、 尼埼市 9 、 西宮市15、 芦屋市17、 神戸市東灘 区 日 、 灘 区 7 、 中 央区 口 、 兵

庫 誌 8 、 長 田 技 15、 須磨区 5 、 垂水区 1 、 北 区 3 、 西区 3 、 明 石市 3 、 淡路 5 、 計120で

あ る 。

2 . 言葉 を 畷 る 詩人の五年
〔安水稔和の 「届 く 言葉JJ )

「 そ の 人、 そ の 人 に と っ て の “震災" があ る O 一 人 ひ と り 、 抱 え る も の が違 う 。 “ 震 災

で変 わ っ た で し ょ う " と 言わ れて 当 惑す る 人がい る O 逆 に “ 変 わ ら な い で し ょ う " と 言 わ

れ て 当惑す る 人 も い る O 五年 だか ら と い っ て 、 皆が “ さ あ 復興" と は な ら な い 。 最近考え

る の は “ ひ と つ で は な く 、 た く さ ん の " と い う こ と 。 一 つ だ け の考 え で は い け な い 。 そ れ
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は 、 戦争 中 の 日 本 を 見 れ ば よ く 分か る 。 い く つ も の考 え 方があ る 方がい し ミ 。 モ ノ が復興 し

て い く の は い い こ と O し か し 、 モ ノ の復興 と 連動 し て地 の す べ て が回 り 始め る こ と に危倶

を 感 じ る 。 も っ と 別 の “巡 り " があ っ て も い い の で は な い かJ ( 1999年1 1年11 月 23 日 「神戸新開J)

震災 を 語 り 続け て き た神戸 の詩人安本稔和 は 「大震災か ら 五年」 を こ の よ う に 語 っ た 。

長 田 で被災 し た後、 麗嘘の 中 か ら の心 の復興、 モ ノ の復 興 を つ ぶ さ に 見 て き た 詩 人 は 「神

戸 こ れか ら 激震地 の 詩 人 の 一年� (神戸新聞総合出版セ ン タ ー ) 焼野の 草 ぴ ら 一神戸今

もd (編集工房 ノ ア ) 詩集 『生 き て い る と い う こ と � ( 同 ) を 出版、 2000年 9 月 に は 「届 く

神戸、 こ れ は わ た し た ち み ん な の こ と d (編集工房 ノ ア ) を 出 し た 。

黒焦 げの表皮が剥 がれ落 ち て 水質部があ ら わ

に な る と 残 っ た表皮 が躍 り 上が っ て 木 質部 を

覆 っ た が。 そ れで、 も 覆い よ う の な い裂 け 目 。

そ れで、 も 噴 き 出 す 葉叢。 傷 を かか え て 木 は 。

(生 き て い る と い う こ と 2000if新年 号)

詩 人 は 、 う た い続 け る 。 大震災か ら の 日 々 の 出 来事 を 、 言葉 に す る 。 だが、 文学は基本

的 に は何 も 出 来 な い が、 言葉 に よ る 記憶 を 残 し 、 読 む 人の気持ち を か き 立 て る こ と がで き

る 。 記憶 と は 過 去 の も の で は な く 、 今 を 生 き る 支 え で あ り 、 「未来の記憶j に な ら な け れ

ばな ら な い 、 と い う 。

〔 う た い続 け る 詩人 た ち 〕

「詩 と 思想、J (土曜美術社 出版) の 2000年 3 月 号 は 「阪神 ・ 淡路大震災 か ら 五年 … …」

の特集 を 組 ん だ。 こ の な か に大 阪 の 詩 人志賀英夫が活動記録 を 書い て い る 。 大震災の次の

臼 か ら の 詳細 な 詩 人 た ち の 記録であ る O 被災地 の な かで被災 し た 詩 人た ち は 、 ど う 生 き て 、

ど う 表現 し た の か。 第三集 ま で発行 さ れた 「詩集 ・ 阪神淡路大震災」 や詩画集 「鎮魂 と 再

生 の た め に 」 、 チ ャ リ テ ィ ー 展覧会、 朗 読 会 な ど の 活動 が相次い だ。 こ の 聞 に発行 さ れ た

は28冊、 詩画集や エ ッ セ イ は 9 冊、 ア ン ソ ロ ジ ー な どは 10冊 を 数 え る と い う 。

無音の 天空

戦死 し た 人 々

戦火で焼死 し た 人 々

震災で正死 し た 人々

痛恨が佑f皇 う

神 戸 の 詩 人丸本明 子 の 詩 集 「無音Jl (編集工房 ノ ア ) の な か の 「無音」 と い う 詩 の 一部

で あ る 。 音 がな い と い う の は 、 静寂 と か沈黙 と か表現 さ れ る が、 無音 は 、 大 地震 な ど大 き

な事件の前 に あ る 、 何 と も い え な い静け さ と い え よ う か。 詩 人 は 、 こ こ に大震災 を は じ め

と し て 無念 に も 亡 く な っ た 人た ち への鎮魂の祈 り を 見 た と い う 。

歌人 た ち も 、 多 く の歌集 を 出 し た 。 5 年 を 迎 え て も と ど ま ら な い。 須磨で被災 し た歌人
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の 河村公美 は 、 歌集 ù"i西載の 消 え た 町Jl (六法出版社) を 出版 し た 。 一瞬 に 消 え て し ま っ

た神戸 ・ 離 の酒 蔵 の 可 に思 い を は せ た 二冊 目 の も の で あ る 。 阪神 間 の短歌 グ ル ー プ鳴風短

歌会 も 約 千八百首 を お さ め た歌集 「鳴嵐の 歌 復興の街に」 を 出版 し た 。 「地震 よ り 移せ

し椿三歳 を 経て 咲 く 姑 の 庭J r大地震 に 堪 え て 芽 吹 き し 老 い ざ く ら い ま ひ と た び と 咲 く か

に 見 ゆ 」 な どの 歌が載せ ら れて い る 。 ま た 、 J l I柳作家持実新子が主宰す る rJ l I 柳大学」 で

も 震災 5 年 の特集 を 組ん だ。

2000年 1 月 17 日 、 伊丹市の柿衛文庫 で 、 講演 と デ イ ス カ ッ シ ョ ン 「震災か ら 5 年 ・ 表現

と 震災 一 俳句 の 場合J が 聞 か れ た 。 「草苑」 の宇多喜代子 ら が参加、 震災 と 文学 と の かか

わ り に つ い て 語 り 合っ た 。 「言葉 で の 表現 は 、 一枚 の 写真 に か な わ な い。 文学の 可能性 と

限界 を 感 じ たJ r俳句 だか ら 出 来 る 言葉 の 重み があ る J な どが論議 さ れ、 「所属 の組織 を 越

え た活動 は 、 東京で は不可 能 だが、 私 た ち は 出 来 る 。 み ん な が力 を 合わせ て 震災俳句 の 決

定版 を つ く り た い 」 と 締め く く っ た 。

〔三冊の詩画集 も 〕

大震災設 の 芸術 の 表現手段 と し て 詩画集の 出版が増 え た 。 言葉 だ け で は 語 り 尽 く せ な い

震災の悲惨 さ を 、 絵 と の 共作 に よ っ て訴 え よ う と い う も の で あ る 。 5 年 目 も 三冊の 詩画集

が出版 さ れ、 話題に な っ た 。 神 戸 の 詩 人王1 1 1 i有香 と 山形の 日 本画家技藤栖子 の 『四 丁 目 の

ま さ Jl ( 比 良出 版) は 、 全壊 し た 自 宅 か ら 脱 出 し た 老婆 ま さ が、 息子夫婦 や 孫 ま で も 失 っ

き る 気力 を 無 く す。 だが、 ボ ラ ン テ ィ ア に励 ま さ れて 、 再 び、生 き る 決意 を 固 め る と い

う 独 自 の詩 と 絵で あ る 。 二 人 は こ れ に 続い て F安 っ さ んJl (比 良 出 版) も 出 版、 仮設住宅

を 舞台 に 生 と は何か を 問 い か け て お り 、 玉川 は イ ラ ス ト レ ー タ ー 森 旧美智子 と 共同 で 「 ミ

ヨ ち ゃ ん (比良 出 版) も 刊行 し て い る 。 ま た 、 芦 屋 の 詩人三浦照子 も 「悼 ま し い 構 図」

を 出 し た 。 被災地 に い ま も 残 る 傷跡 を 浮彫 り に し た 。

こ の ほ か に も 、 宝塚の 漫画 家 J l I 富士立夏 は コ ミ ッ ク 雑誌 に 連載 し た 漫画 [!MEDIA メ

デ ィ ア 」 を 出 し 、 報道 に よ っ て傷つ け ら れた り 、 癒 さ れ た り す る 被災者の心情 を つ づ っ た 。

「 メ デ ィ ア つ て な ん だ ろ う J と い う 問 い掛 け を 漫画で表現 し た 。 西宮神社の権宮可吉井貞

俊 は 、 大震災直後 に 阪神電鉄の西宮 一 元 町 間 を 歩 い て震災の有様 を ス ケ ッ チ 、 そ の ご も 描

き 続 け て い た が、 こ れ ら を l'"I宣後図 巻Jl ù"五年図 巻』 の 二冊 の豆本 に ま と め た 。 吉 井 は 「後

世 に震災 を 伝 え る 記録 と な れ ば」 と 話 し て い る 。

3 . ア ー ト ・ エ イ ド か ら ア ー ト @ サ ポ ー ト ヘ
〔 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸の 5 年〕

大震災で壊滅 し た神戸 の文化 を 芸術 に携わ っ て い る 自 分た ち が守 っ て い こ う と い う 決意

と 、 芸術家 白 身 も 神戸 の復興の た め に 力 を 結集 し よ う と い う 顕 い を 込め て 震災亙後 に 旗揚

げ し た 「 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸」 も 5 年 間 の 活動 で 、 ほ ぼ当 初 の役割 を 終 え た 。
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あ る 人 は 「歌舞音曲 は 秋 ま で禁止 だ、」 と 言い 、 別 の 人 は 、 皮 肉 に “芸術で神戸が救え

る の " と 聞 い た 。 「 そ れ は無理や。 で も 、 人 は 空気 だ け で も 、 水 だ け で、 も 生 き ら れへ んJ

と 答 え た 。 「心」 の 問 題 は 、 ど ん な 状況 に お い て も 最 も 重要 な こ と だ。 避難所で は 「ふ

る さ と 」 の童謡 に 、 歌手 も 、 聞 き 手 も 涙 し 、 こ こ は 自 分 た ち の愛す る 故郷 だ と 感 じ 、

自 分の 詩 な ど無力 で あ る と 筆 を と ら な か っ た 詩 人 た ち も ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸 の 呼び

か け で 「震災詩集」 を 刊 行 、 そ の朗読会で は 「詩が、 言葉が、 こ ん な に も 人の 心 に 届

く こ と を 再発見 し た」 と 語 っ た 。 ( ' き ん も く せい」 よ り 、 島田誠 「ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸の活動J)

1995年 1 月 17 日 に大震災、 2 月 18 日 に 実行委員 会 を 発足 さ せた 。 こ こ に抜粋 し た や り と

り は 、 こ の 日 の も の で あ る O 虚脱状態で過 ご し て い た神 戸 な どの被災地の芸備家 た ち が 「 自

分た ち も 何 か し よ う 、 い や 出 来 る の で は な い かJ と 、 結集 し た 。 廃撞の 中 で の素早 い 対応

だ っ た 。

「 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸」 の 目 的 は 、 被災i芸術家の 緊急支援、 チ ャ リ テ ィ ー 美術展や チ ャ

リ テ ィ ー コ ン サ ー ト の 開龍、 震災 を 記録す る 出版物の刊行、 震災後 の 芸術文化活動への支

援、 工事現場の仮囲いへの膿画制作 な どで 、 ほ と ん ど を 実現 さ せ て い る 。 と く に 「震災詩

集」 は 三巻、 8 ， 000部 と い う 詩集 と し て は 異例 の ベ ス ト セ ラ ー に な っ た 。 そ し て こ こ か ら

歌 曲 、 合唱 曲 、 器 楽 曲 が生 ま れ、 被災地 を は じ め全国で演奏 さ れた ほ か、 詩 画 集 ま で生 ま

れ て い る 。 「震災 は 芸術家 の 意識 も 強 く 揺 さ ぶ っ たJ の で あ る 。 な に よ り も 、 震災 と い う

共通体験 を も と に し て 美術、 音楽、 演 劇 、 文学、 映画 な ど、 あ ら ゆ る ジ ャ ン ル の芸術家た

ち が交流 ・ ク ロ ス オ ー バ ー し た こ と が特筆 さ れ る O

「 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸」 が こ れ ま で に 支援 し た 活動 は 、 被災芸術家支援で は60人、 530

万 円 、 活動支援で は五期、 約7 ， 600万 円 に の ぼ る O こ れ ま で に 果 た し た役 割 は 、 市民 自 ら

が丈化 を 支 え る と い う 理念 を 掲 げた 、 震災後の文化後回 し の風潮 を 打破 し た 、 文化 を 支 え

る た め の資 金 を 集 め た 、 文化活動への資金助成 を し た 、 幅広 い ネ ッ ト ワ ー ク に よ る ノ ウ ハ

ウ の提供、 文化 に よ る 軒づ く り の 提言 を 行 っ た 、 な どで あ る O

〔新 し い ア ー ト ・ エ イ ドへ〕

「 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸J は 一応の役割 を 終 え た 。 だが、 大震災の な かで 芽 生 え た 芸術

活動 は 終 わ り がな い。 よ り 深 ま り を 見せて い か な け れ ばな ら な い と 思 わ れ る O こ れか ら は

丈化的 な シ ン ボ ル と し て 、 政策提案の シ ン ク タ ン ク と し て 、 丈化 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 財 団構想、

の 実現への 運動体 と し て 、 ま た 、 地 の市民活動 と 連携 し て新 し い も の を 生み 出 し て い く 触

媒 と し て の機能 を 果た し た い と い う O 大震災 と い う 貴重 な 体験 を 社会的 な 資産 と し て 、 ど

う 残 し て い く かが課題 だ と も い う 。

5 年 目 の 活動支援 は 、 次 の 通 り で あ る O

① 癒 し の フ ィ ー リ ン グ ア ー ツ の 集 い

② ニ ュ ー ヨ ー ク の仲 間 た ち
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③ 大和松蒔の 「炎」

④ 第 5 自 ジ ャ ズ フ ェ ス テ イ パル

⑤ 神 戸 ニ ュ ー ウ ェ ー ブ シ ア タ ー

⑥ 日 韓美術交流会

⑦ 神戸 シ ャ ン ソ ン フ ェ ス テ ィ パ ル

主催事業 で は 、 1999年10月 か ら 12 月 ま で 6 回 に わ た っ て 開 か れ た 「芸術文化 に お け る 市

民力 養成講座」 があ る 。 震災後 に被災地で生 ま れた 文化 ・ 芸術活動 は 、 地域住民同士の交

流 に も 一役買 っ た 。 地域社会の重要性が指摘 さ れ る 現在 、 芸術文化の 分野 で地域活動 を 推

進す る リ ー ダ ー を 養成 し よ う と い う も の O こ の な かで注 目 さ れ た の が、 最 終 冨 の 「寄付金

の 上手 な 集め 方」 講座。 震災か ら 5 年 が経 っ た今、 多 く の市民団体は深刻 な 資金難 に 苦 し

ん で い る 。 長ヲ | く 不況で企業か ら の援助 に も かげ り が見 え は じ め た 。 「“何 を し た い か ら 寄

付" で は な く て 、 具体的 な 活動 と 必 要 な 金額 を 提示す る こ と が大切。 も う 被災者だか ら で

は通用 し な いJ r市民の寄付で市民活動 を 支 え る と い う 社会 の 新 し い仕組み づ く り が必要」

な どの意見が出 さ れた 。

〔震災ルネ サ ン ス の と も し び〕

「 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸J が広 げた芸術 ・ 文化活動 は 、 こ れか ら ど う 変 わ っ て い く の だ

ろ う か。 神 戸 新 需 の 連載 「 ル ネ サ ン ス の灯J (2000年 I 月 ) か ら 識者 の声 を ひ ろ っ て み た 。

「ハ ー ド を 偏 重 す る 社 会 の 大勢 は震災前 と さ し て 変 わ ら ず、 街は復興 さ れ つ つ あ る が、

人の暮 ら し ゃ心 の 問題 は 、 片 隅 に押 し や ら れて い る 。 多 く の 人 は た め ら い を 感 じ な が ら も

従来の価値観 を 変 え ら れず に い る 。 震災直後 と 同様、 芸術や文化 は 求 め ら れ て い る と い え

る 。 こ の 5 年 間 で 1) ー ダ ー た ち が種 ま き を し て く れ た 。 私 達 は そ れ を 育 て て い く 楽 し み を

与 え ら れて い る J ( ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸事務局長 島 田誠)

「優れ た 作 品 は 残 る 。 消 え て い く も の で も 、 そ の 時期 に 上演 さ れ た こ と は 意味があ っ た

と 思 う O 悲 し み や 痛 み を 分 け 合 っ た 精神 は 受 け継がれ て い く も の だJ (県立 尼崎青少年創

造劇場 山根淑子)

「風化 を 防 ぐ と い う 一言で被災地 を 束ね る の は 無理があ る 。 何 を 忘 れ て は い け な い か 、

あ る い は忘 れ て も い い の か、 考 え て 整理す る O そ の 作業 を し な け れ ば、 次 に すべ き こ と が

見 え て こ な いJ (芦屋市立美術博物館学芸課長 河崎晃一)

〔 ア ー ト ・ エ イ ドの 閤 指す も の〕

「 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸」 を 中核 に 「 ア ー ト ・ サ ポ ー ト ・ セ ン タ ー 神 戸」 の設立が計画

さ れ、 設立 を 応援す る 会が活動 を は じ め た 。 「神戸 の 創造的文化の 交流拠点 と し て発信す

る と と も に 、 そ う し た丈化 を 支 え る 基盤づ く り を 目 指す」 と い う の が理念 で あ る O 活動内

容 は①芸術発表活動 に 対す る コ ン サ ル テ ー シ ョ ン 、 ア ドバ イ ス 。 ②丈化活動全般 に 関 す る
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調査研究、 提言。 ③文化支援の基盤整備、 提言。 ④ こ れ ら の事業 に 関 す る イ ン タ ー ネ ッ ト

や 出販物、 セ ミ ナ 一 、 講演 な ど に よ る 情報発信。 ⑤各種市民活動 と の リ ン ク に よ る ア ウ ト

リ ー チ ・ ネ ッ ト ワ ー キ ン グ。 ⑥ 「サ ロ ン 」 を 通 じ て の 交流 、 創造、 発信、 市民力 の養成。

⑦特殊公説法人 ・ マ ン シ ョ ン 型文化 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 財 団設立の研究 で あ る 。

事務局 に は 、 「公益信託 ・ 亀井純子文化基金J r神戸文化復興基金 ( ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神

戸 ) J の 事務局 も 置 き 、 サ ロ ン 「神戸塾」 も 開催す る O ま っ た く 新 し い 芸術 ・ 文化の 支援

組織が、 大震災の な かか ら 生 ま れ よ う と し て い る 。

4 草の棋の支援組織 「 し み ん基金 ・ 神戸」
〔市民が市畏活動 を 支 え合 う 〕

阪神 ・ 淡路大震 災 を 契機 と し て ボ ラ ン テ ィ ア 活動 、 NPO、 NGO に よ る 公詩的 な 活動 の

重要性が認知 さ れは じ め たが、 こ れ は 「人 と 人が支 え 合い 、 互 い に 助 け 合 う 」 と い う 実 に

当 た り 前 な の に 、 私 た ち が忘 れか け た精神 に よ っ て 成 り 立 っ て い く も の で あ る 。 「市民が

市民活動 を 支 え て い こ う 」 と い う 理念の も と に 、 草の根の活動 を 支援す る た め 、 1999年 7

月 、 「 し み ん 基金 ・ こ う べJ が設立 さ れ た 。 市民活動 団体、 企業、 行政、 学識経験者 ら が

協力 し 、 活発 な 活動 を 展 開 し て い る 。 2000年 l 月 に は特定非営利活動法人 と し て認誌 を 受

け た 。

助成 の 内 容 は 、 ①保険 ・ 医療 ま た は福祉の増進 を 図 る 活動 、 ②社会教育 の 増進 を 図 る 活

動、 ③ ま ち づ く り の 推進 を 図 る 活動、 ④文化 ・ 芸術 ま た は ス ポ ー ツ の振興を 図 る 活動 、 ⑤

環境の保全 を 図 る 活動、 ⑥地域安全活動、 ⑦阪神 ・ 淡路大震災 に よ る 被災者救援及 び被災

地復興 を 含 む 災害救援活動ーな ど13項 目 に も 及 ん でい る O 助成金 は 、 事業費 の 4 分の 3 以

内 で 、 上 限 は 100万円 と な っ て い る 。

第 l 回 の助成 は 、 1999年12月 に 実施 さ れ た 。 39団体が応募、 公開審査会 な どで新長田 駅

北の 「 い え な み委員 会」 、 垂水の 「お や こ 劇場J な ど15団体に800万 円 が助成 さ れ た。 ま た 、

法人認証の記念講演 会 を 2000年 3 月 5 日 に神戸新聞松方 ホ ー ル で 開催、 ノ ン フ ィ ク シ ョ ン

作家柳 田邦男 が 「人の再生 ま ち の 再生」 の テ ー マ で講演 し た 。 榔 田 は 「被災者が支 え 合っ

て つ く る コ ミ ュ ニ テ ィ ー 、 心 の 傷 の ケ ア 、 NPO (非営利組織) な ど ボ ラ ン テ ィ ア の 重要

性 に 気付 く 新 し い 芽吹 き があ っ た 。 自 分た ち の ま ち は 、 自 分た ち でつ く ろ う と す る 神 戸 の

動 き は 、 自 分 た ち で今後 の 生 き がい を 探す と い う 意味で も あ る 」 と 語 っ た 。

し み ん基金 ・ こ う べ

〒 651 -0095 神戸市 中 央区旭通1 - 1 - 1 203 (サ ン ピ ア 2 F ) 

TEL 078 230 9774 
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5 r.長 が る 創造の営み
震災 に 触発 さ れた創造の営み は 、 さ ざ波 の よ う に 広 が り を 見せ る 。 本 来 、 異分野 だ っ た

ア ー テ イ ス ト が出 会 い 、 新 し い創作の場が生 ま れ た 。 市民が芸術家 を 支援 す る 仕組みが築

か れ た 。 そ ん な 緩 や か な 結 びつ き が今、 幾重 に も 被災地 を 取 り 巻 く O こ こ で あ っ た こ と を

語 り 継 ぎ、 記録 を 残す。 共有す る 記'憶 を 紡 い で い く 。 手段 は と き に絵筆 で あ り 、 音楽であ

り 、 詩歌だ っ た り す る 。 そ れ ら 一つ ひ と つ を 大切 に思 い た い 。 す べ て が数字で語 ら れがち

な 街 に 、 宗主 り と 潤 い を 添 え て く れ る の だか ら 。 (2000年 1 月 16 日 「神戸新聞J

震災か ら 5 年が経 っ た 。 廃櫨の な かで燃 え 上が っ た創造 の 火 は 、 次第 に 地道 な 広 が り を

見せ始 め た 。 仮設住宅がな く な り 、 街角 か ら は震災色が消 え つ つ あ る 。 し か し 、 い ま も 人々

の傷跡は癒 さ れぬ ま ま で あ る 。 こ れか ら も 「 こ こ ろ 」 の復興 は さ ら に 重要 さ を 増 し て い く

に 違 い な い。

〔芸鏑家た ち の創作拠点〕

ブ ラ ジ、 ル移民の教育施設 だ、 っ た 「 旧神戸移住セ ン タ ー J (神戸市 中 央 区 山 本通) が芸術

家 た ち の創作拠点 と し て 1999年1 1 月 か ら 活用 さ れは じ め た 。 神戸か ら 最初 の ブ ラ ジ ル移民

が船出 し た の は 明治41年 (1908年) の こ と で 、 こ の建物 「国立海外移民収容 が完成 し

た の は 昭和 3 年 (1928年) で あ っ た 。 こ こ か ら 戦前20万人、 戦後 も 4 万人 が海 を わ た っ て

い っ た が、 昭和46年 (1971年) に 期鎖 さ れ た 。 こ こ を 舞台 に 描 い た作家石 川 達三 の 「蒼県」

が有名 で、 こ の作 品 は 第 1 回 の芥川 賞 に 輝 い た。 そ の後、 看護学校 な ど さ ま ざ ま 利用 さ れ

た が、 大震災 に も 生 き 残 り 、 2000年 5 月 ま で の 短期 間 だが、 新 し く 芸術 の村 と し て 出発 し

た 。

セ ン タ ー は 、 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り の 5 階建 て 、 延べ床面積 は 5 ， 000m2 。 神 戸 の 芸術家

団体 IC ' A ・ p . HOUSEJ が入 札 美術 ・ 写真 ・ 音 楽 ・ 建 築 の 20 人 の 現代美術家が通 い 、

ア ト リ エ、 ギ ャ ラ リ ー と し て利 用 、 喫茶ス ペ ー ス も 設 け て 市民や観光客 と の触 れ合 い の場

に も な っ た 。

〔北野の復興 を 描 く 〕

異人館が並ぶ神戸 ・ 北野の震災復興 を 描 き 続け て い る 画家 吉 岡 充 (神戸市長 田 区 ) の水

彩 画展が、 1999年 4 丹 、 三宮の フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 開 か れ た 。 倒壊 し た煙突が修復 さ れ

た異人館、 解体直前の カ ト リ ッ ク 教会、 閉 鎖 さ れて 荒れ果て た ま ま に な っ て い る 洋館 な ど、

40点が展示 さ れ た 。 吉 岡 は 「 こ れか ら も 被災地の復興 を 願 っ て描 き 続け る 。 そ れ を 一冊 の

画集 に ま と め る の が夢だ」 と 話 し て い る 。

〔感動 を 呼ん だ演劇上漢〕

あ の 日 か ら 5 年、 被災地 で は こ れ ま で に見 ら れ な か っ た ほ ど の 戯 出 が書 か れ、 上演 さ れ
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た 。 大震災 と い う 体験 を 通 し た優れた作品が生 ま れ た 。 そ れ ら の 豊 か な 物語性 は 、 被災地

の外で も 感動 を 呼 ん だ。

神戸 ・ 垂水区 の 劇 団 「 自 由 人会J は 、 被災 し た小学生の作文 を 基 に し た 1 6 年 3 組の 阪

神 大震災」 を 、 各 地 の 学校で上演 し て お り 、 神 戸 ・ 東灘の 劇 団 「青 い 森」 の 、 「見 え な い

ネ コ 、 声 を 出 せ な い僕」 は 、 遂 に 200ス テ ー ジ を 越 え た 。 「忘れ る こ と は で き な い。 大切 な

の は 、 体験か ら 何 を 見い だ し 、 生 き る 力 に 出 来 る か」 と い う O

大震災 を テ ー マ に し た ド ラ マ 「海 に 帰 る 日 J (毎 日 放送) が1999年度 の 放送 丈化基金賞

の テ レ ピ ド ラ マ番組部 門 で鍾秀賞 に 選 ばれ た 。 主演 の宇崎竜童 も 男優演技賞 を 受賞 し た 。

こ の ド ラ マ は 、 震災で母 を 亡 く し た 少女が、 生 き ょ う と す る 意思 を 取 り 戻 し て い く 物語 で 、

震災 と い う 現実 に 背 を 向 け る 少女 と 、 宇崎が演 じ る 寡黙 な ト ラ ッ ク 運転手の 短 い 旅 を 通 し

て 、 心 の触 れ合 い を 描い た も の で あ る 。

〔音楽の ま ち NAGATA)

な か な か活 気 を 取 り 戻 せ な い 神 戸 ・ 長 田 の 街 の 活性化 を 図 ろ う と い う 「音楽 の ま ち

NAGATAJ 講想が1999年 4 月 、 ス タ ー ト し た 。 長 田 地 区 で は 、 ハ ー ド の復 興 は 進 ん で、 い

る の に 、 も う ひ と つ活気が戻 っ て こ な い 。 「 な ん と か昔 の に ぎ わ い を j と 、 神 戸市 長 田 区

が地元 の音楽関係者、 コ ミ ュ ニ テ ィ - FM 局 ら で発起人会 を 設立 、 準備 を 進め て き た 。

技術や 熱 意 な どが認め ら れた ア マ チ ュ ア ミ ュ ー ジ シ ャ ン に JR 新長 田 駅前 の 広場 な ど を

公共の 場 に 弱放、 「長 田 ス ト リ ー ト ラ イ ブ」 で発表 し て も ら い 、 中 高生 の ロ ッ ク バ ン ド の

支援 な ど を す る こ と に な っ た 。 5 月 末の 日 曜 日 、 駅前 に は腕 に 自 慢 の ミ ュ ー ジ シ ャ ン が集

ま っ て 、 ラ イ ブ を 実施 し た が、 同 医 で は 「 メ ジ ャ ー に つ な がる よ う な 場 に し た い 。 プ ロ の

音楽家 を 生 み 出 し 、 楽 の あ る 長 田 に し た しり と 話 し て い る 。

〔歌手 イ ル カ が市提 ソ ン グ〕

神 戸 の 新 し い 市民 ソ ン グが歌手の イ ル カ の作詞 、 作 曲 で制作 さ れ る こ と に な っ た 。 震災

か ら の毎興途上 に あ る 市民 を 元気づけ よ う と い う も の で 、 1999年 7 月 の神 戸 ま つ り で披露

さ れた 。 市民 ソ ン グ は 1992年制作の 「風の ま ち あ な た」 に つ い で、 2 出 自 O イ ル カ は神 戸 に

友人や親戚が多 く 、 震災の後、 毎年一 回 は神 戸で コ ン サ ー ト を 開 い て い る 。 今 回 は 、 歌 の

イ メ ー ジづ く り を 兼ね て メ リ ケ ン パ ー ク や 18 居留 地 を見学 し た 。 イ ル カ は 「震災で は 人 間

の持つ力 の す ご さ を 教 え ら れた 。 逆 に神 戸 の 皆 さ ん か ら 勇 気 を も ら っ た 。 私 は 歌 う こ と し

かで き な い が、 一 人で も 多 く の 人 に 口 ず さ ん で も ら え る よ う な 歌 を 作 り た い」 と い う 。

〔 暮 ら し の な かの ア ー ト 〕

芦 屋市 陽 光 町 の 南 芦 屋 浜 の 公営住宅。 こ こ に は 住 民 の 平常 の 生活 の な か に ア ー ト が埋

ま っ て い る 。 壁面 に 放ぶ鏡の列 、 白 壁 に 黒太字で踊 る 詩、 12棟の ピ ロ テ ィ を 昔前 る 数々 の芸
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術作品 があ る 。 高層住宅の谷間 に あ る ラ ン ド ス ケ ー プ 「注文の多 い 楽農庖」 は 、 菜 園、 花

壇や庭 と も つ か な い庭 園 で 、 現代美術 の 田 甫律子の デザ イ ン で あ る 。 県営 l 号棟 は 写真家

赤崎み ま の rll の 扉」 で、 人が近づ く と 三つ の ド ア に ス ポ ッ ト が当 た る 。 青 い名札の八つ

の郵便受け を 開 け る と 、 覗 き 穴 の な か に 写真 や 万華鏡が照 ら し 出 さ れ る O こ の試み は 「 コ

ミ ュ ニ テ ィ ー & ア ー ト 言十爾」 と 5乎ばれ る 。

公共の 空間 と い う と 、 野外彫刻が一般的 だが、 設置 さ れた あ と は見過 ご さ れがち だ。 震

災の あ と 南芦屋 を は じ め神戸、 西宮で展開 さ れた ア ー ト の 町づ く り は 、 日 常 と 隣 り 合 う こ

と を 意識 し て い る 。神戸 の 難浜で は 、 地域 に あ っ た 製鋼所の機材がア ー ト の 素材で あ る O 「震

災設の喪失感 を 埋め る の は新 し い街への愛着心であ る O 出 会 い や活動 を 生 む ア ー ト は こ ん

ごの住環境の大切 な 要 素 に な る J (神戸松藍女子学院短大教授 増水理彦)

8 復興支援10年委員会の 5 年
阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興 を 顧い 、 こ の 地域の 人 々 へ の 精神 的 な 支援 を 長期 に わ た っ

て 続け る た め 1995年 7 月 に 「阪神 ・ 淡路震災復興支援10年委員会」 が発足 し て 5 年 目 を 迎

え た 。 文化再生運動 を 中心 に グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 事業、 震災遺児の 育英事業、 毎興支援

事業の後援 な ど活発 な 活動 を 続け る O

〔文化復興支援 フ 寸 ー ラ ム〕

震災 を 語 り 継 ご う と い う 活動 や 、 震災 を 乗 り 越 え て新た な 文化 を 創造 し て い る 人た ち が

「震災文化、 複興文化」 に つ い て語 る 「第 4 回 文化復興支援 フ ォ ー ラ ム 」 は 、 1999年10月

16 日 に 阪神 ・ 淡路大震災復興支援館 で 開 か れ た 。 長 田 の ド キ ュ メ ン タ リ ー 映画 を 撮 り 続け

る 映画監督青池憲司 が 「 人 と ま ち の 再生 ー キ ャ メ ラ を 通 し て見 え て き た も の」 の テ ー マ で

講演、 北淡町震災記念公 園 の 語 り 部ボ ラ ン テ イ ア 長野正子 ら が 「市民 に よ る 震災丈化 と 復

興文化」 に つ い て語 り 合 っ た 。 長野は 「震災の シ ョ ッ ク で言葉 を し ゃ べ れ な く な っ た 人 も

い る 。 そ の よ う な 震災弱者 を 地域で支 え て ほ し い 。 手 を 差 し伸べて ほ し い 」 と 話 し た 。 支

援 フ ォ ー ラ ム は 、 こ れ ま で 「阪神丈化の再生J r市民 グ ル ー プ。への支援J r地域の 食文化 を

活か し た復興 と ま ち づ く り J な ど を 討議 し て い る 。

文化再生事業で は 、 「心 に 歌声 を 2000年ニ ュ ー イ ヤ ー コ ン サ ー ト J (2000年 l 月 5 日 、 神

戸新聞松方 ホ ー ル) r彫刻 の あ る 街角 づ く り J ( 1999年 3 月 12 日 、 西宮マ リ ー ナ パ ー ク シ テ ィ )

な どが行 わ れ た 。

〔 グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 〕

被災地 に緑 を 取 り 戻 し 、 繰最か な 街づ く り を み ん な で支援 し よ う と 、 哲学者の梅涼猛、

建築家の安藤忠雄 ら が呼び掛 け て は じ ま っ た 「 ひ ょ う ご グ リ ー ン ネ ッ ト ワ ー ク 」 は 、 白 い

花 を 咲かせる コ ブ シ 、 ハ ク モ ク レ ン 、 ハ ナ ミ ズ キ を 復興の シ ン ボル と し て被災地 に 植 え 続
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け て い る 。 1999年 は 、 復興個 人住宅へ22 ， 279本 を 配付、 自 治会や緑化 グ ル ー プ な ど46団体

に 1 ， 752本、 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン 美術館、 淡路町立石屋小学校 に も グ リ ー ン ボ ラ ン テ イ ア の

植樹が行 わ れ た 。 ま た 、 25万本達成記念の活動展が2000年 2 月 に 東京国 捺 フ ォ ー ラ ム で 開

か れ た 。

こ の 5 年 間 で、 集 ま っ た募金は 約 3 億8 ， 000万円 に達 し 、 植樹 も 当 初 の 目 標 を 上 回 る 約28

万2 ， 000本 を 達成 し た 。 内 訳 は 、 募金 に よ る 植樹 約 11万3 ， 000本、 提供萄木が約 1 万7 ， 000本、

ボ ラ ン テ ィ ア の植樹約15万2 ， 000本 で あ る 。

〔震災遺兇育英事業〕

震災で親 を 亡 く し た子供 た ち の す こ や か な 成 長 を 応援す る た め 奨学金の支給 を 続 け て い

る 。 こ れ ま で の 募 金 は 4 能円 で、 1999年 は236 人 に 支給 し た 。 5 年 間 の 支給対象者 は延べ

1 ， 349人、 支給総額 は 約 1 1:意 7 ， 500万円 に な っ て い る 。

7 . 文化 と は何か を 開 う
〔 は じ ま っ た震災の検証〕

「文化復興 を 課題 と す る 復興検証調査 を 通 じ て 、 明 ら か に な っ た こ と は 、 あ ら た め て 丈

化 と は何 な の か と い う 、 き わ め て 自 然だが根底的 な 問 い で あ っ た 。 文化討の 修復の現場 を

み た り 、 ま た 、 復 旧 な っ た美術館、 博物館 を 訪ね 、 復興に ま つ わ る 話 を 多 く の 方か ら 聞 い

た 。 そ の度 ご と に 、 そ れで、復興 は成 っ た の か否 か を 自 問 し つ づ け た 。 淡路の 野 島断層 保存

館 に 多 く の 人が訪 れ る 光景 を 見 て 、 こ れが復興の ひ と つ の かた ち な の か と も 思 っ た 。 検証

調査の どの場面 に お い て も 、 復興が成 っ た と 感 じ 入 る こ と は な か っ た 。 何か足 り な い 、 何

かが欠 け て い る 、 の 思 い が消 え る こ と は な か っ た 。 そ れ は お そ ら く 文化 に つ い て の 考 え 方

の 問題で あ ろ う と 思 う 。 文化 と は 人 間 の 存在 そ の も の に も 等 し い と 言 っ て よ い ほ ど、 全体

的 で市生合的 な も の で あ る J ( r文化復興」 国 内検証委員 端信行教授の検証報告)

阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年 、 兵庫県 は 大震災の復興対策 を 検証す る 「震災対策国際総合

検証事業」 を ス タ ー ト さ せ、 1999年 4 月 30 自 に 初 会議 を 開 い た 。 震災の初動 か ら 復興 ま で

の さ ま ざ ま な 対応 ・ 対策 を 国 内外の 学者や専 門 家の視点 で点検 ・ 評価 し て も ら い 、 そ の成

果 を 「新 し い 世紀への教習II J と し て 世界 に発信す る も の で あ る 。 「歴史遺産 の 復 旧 等 、 地

域文化 を め ぐ る 課題 と あ り 方」 な ど20項 目 に わ た っ て 各委員 の 検証が行 わ れ た が 「文化復

興」 に つ い て は 、 国 立民族学博物館の端信行教授が検証 し た 。 2000年 1 月 10 日 か ら 4 日 間

に わ た っ て神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神 戸国 際会議場で 「震災対策国際総合検証報告会」

が 聞 か れ た 。 こ れ ら の検証の結果 は 、 10冊の検註報告書 に ま と め ら れた 。

「文化復興」 の 報告 は 次の よ う な も の で あ っ た 。 阪神地域は400年 の 歴 史 を 持つ 灘 の 酒

造家 を 軸 に し た美術 コ レ ク シ ョ ン な ど を 置 く 美術館や博物館、 幕末の神戸 開港 に は じ ま る

洋館文化、 私鉄沿線の都市開発 に よ っ て居住 し た谷崎潤一部 ら の丈人や美術家、 ざん新な
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建築物 と 多彩 で 、 民 間 を 主 に 文化 を 築 い て き た 。 検証の結果、 そ れ ら の遺産が文化財 に 指

定 さ れて い る か ど う かで、 震災段、 行政 に よ る 修復や保全 を す る かが決 ま っ た例があ っ た。

ま た 、 市民や行政 に 「文化への こ だ わ り J が薄 く 、 無関心が広 が っ て い る ケ ー ス も み ら れ

た と い う 。 一方 で は 、 民 間 で も 被災地の 芸街家 ら が 自 ら 復興 を H 指 し て 「 ア ー ト ・ エ イ F .

神戸」 を 起 こ し 、 被災 し た仲 間 を 支殺す る 動 き も 芽生 え た 文化従輿」 は 、 行政の資金

的 な 支援が欠かせ な い。 こ れ ま で の補助金 な ど は行政が使 い 道 を 管賭す る 傾 向 が強 く 、

災後な ど の 緊急時 に は 柔軟 に対応で き な か っ た 。 そ し て 「伝 ，;{;基金 を ベ ー ス に し た助成財

団方式 を 広 め る J こ と を 提言 し た の で あ る 。

「現代社会 に お い て は 、 文化資源 と 人11\1 と の 関係 の み に お い て文化 を 論 じ る の は 非現実

的 で あ ろ う 。 今回 の 丈化復興 に お い て も 、 現代 で は 文化振興 に お い て 行 政の 果 た す役割が

き わ め て 大 き い こ と が明 ら か と な っ た 。 行政は丈化施設 を 運営 し 、 文化団体 を 支援 し 、 芸

術文化振興 を は か つ て い る 。 そ う し た 運営や支援 を 抜 き に 現代 の 丈化 は 語 る こ と がで き な

い ほ どで あ る 。 ま た 多 く の企業 も 様々 な 形で文化 を E寄 り 立 て 、 支援 し て い る 。 し か し 、 こ

の場合の行政や企業の振興や支援 は 多 く の場合、 直接、 丈化資源 に 向 か う こ と に な る 。 そ

し て 文化資源 に対す る 補助 や 支援 を 通 じ て 、 間接的 に そ れ を 鑑賞 し 利用 す る 人 々 へ貢献 し

て い る こ と に な る O 現状でみ る か ぎ り 行政や企業の文化 に お け る 位寵 は 、 丈化資源 に 対 し

て は 直接 的 に 、 人 々 に対 し て は 間諜的 に な っ て い る と 言 わ ざる を 得 な い 。 文化 は こ の よ う

な 人 と 文化資源 と 行政 ・ 企業 の 三 つ の要素 か ら 成 り 立 っ て い る と 考 え ら れ る 。 丈化の 三角

点 で あ る 。 現代 で は ど の 要素 を 欠い て も 文化は成 り 立 た な い の で あ る 。 文化の 三要素がバ

ラ ン ス よ く 新 し い 阪神丈化の ス テ ー ジ を 形成 し た と き 、 文化復興は成 っ た と 言 え る の で あ

る 」 と 、 端委員 は 結 ん で、 い る 。

〔神戸市も 復興の総括 と 検証〕

神戸市 も 震災 5 年 を 迎 え て 「復興過程 の 総括 と 検証」 を す る こ と に な り 、 1999年 6 月 に

「震災復興総括 ・ 検証研究会J が設立 さ れ た 。 検証の対象は①市民生活 に かか わ り の深い

も の 、 ②地域 ・ 市民活動 に かか わ る も の 、 ③震 災 を 契機 に よ く な っ た も の 、 ④21 世紀の ま

ち づ く り に 生 か せ る も のーな どで 「生活再建J í安全都市J í住宅 ・ 都市再建J í経済 ・ 港

湾再建」 の 4 分野 に わ た っ て 委員 会 を 設置 し て調査 し た 。

市民の;立場で震災か ら 得 た教訓 や課題 を 語 っ て も ら う ワ ー ク シ ョ ッ プ を 相次い で 開 い た

ほ か 、 市 政 ア ド バ イ ザ- 1 ， 500 人 に よ る 復興施策への提案、 1 万人 の 市民 ア ン ケ ー ト な ど

で市民 と と も に 総括 し た 。 こ の検証 は 12 月 に 骨 子 が ま と め ら れ た が、 「 あ ら ゆ る 面 で行政

と 民間 団体 と の 協 力 が必 要 で あ る 。 震災後、 被災地 で は被災者同士が助 け合 う た め 自 然発

生 的 に ボ ラ ン テ イ ア 団体が生 ま れ、 復興の一翼 を 担 っ て き た 。 “公" “民" が連携 し た社会

形態が神戸 で は 熟成 さ れつ つ あ り 、 21世紀の 日 本社会の リ ー デ イ ン グケ ー ス と し て の 環境

が整 っ て き た」 と 結論づけ て い る 。
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〔西宮市も検証作業〕

震災復興の統括 - 検証の進め方な ど を 話 し
合 っ た復興 ・ 活性化推進懇話会出神戸市役
所 (神戸新向社提供)

西宮市 も 市民の視点 を 大 幅 に 較 り 入 れた震災の検証 と 総括の作業 に 乗 り 出 し た。 同 市 で

は 、 震災 1 年 目 に 「阪神 ・ 淡路大震災西宮 の記録J 、 3 年 目 に 「復興 3 カ 年 ・ 西宮 の 記録

一 こ こ ま で き た複輿」 の 記録集 を 発行 し た が、 い ず れ も 被害状況の ま と め や そ の後の毎興

事業の 進 み 具合だ け だ っ た 。 復興事業 に つ い て の 客観的 な 検証や評価 を し て い な か っ た た

め 、 2000年 4 月 か ら 総括作業 を は じ め る こ と に な っ た 。

震災か ら 5 年、 復興事業 も 一段落 し て お り 、 こ れ ま で の 道 の り を ハ ー ド 、 ソ フ ト の両面

か ら 振 り 返 り 、 こ れ ま で市民生活が どれだ け復興 し た の か明 ら か に し よ う と い う も の で あ

る 。 5 ， 000人規模 の ア ン ケ ー ト や市民団体 と の 懇談会 を 開催、 秋 ご ろ に は 中 間 報告、 年 度

中 に報告書 を 出 す予定であ る 。

〔市民団体の シ ン ポ ジ ウ ム増 え る 〕

芸術文化 の 面 か ら 5 年 の 歩 み と 今後の展望 を 検証 し よ う と い う フ ォ ー ラ ム 「神戸文化の

こ れか ら J ( 1 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸」 主催) が2000年 1 月 に神戸 ・ 三宮の市勤労会館 で 聞

か れ た 。 震災 を 機 に市民に よ る 多 く の 丈化活動が生 ま れ、 試行錯誤が重 ね ら れて き た 。 長

ヲ l く 不況 に よ っ て 文化 を 取 り 巻 く 情勢 は厳 し さ を 増 し て い る が、 復興の停滞がい わ れ る い

ま こ そ 、 丈化の持つ力 が必要だ、 と 計画 さ れた 。

フ ォ ー ラ ム で は I{菱 自処理 に 終わ れ て い る の は分か る が、 行政の 窓 口 に 丈化担当者がほ

と ん ど お ら ず、 文化が ど ん な 役 割 を 果 た すべ き か、 と い う 視点 がな か っ たJ 1今後 は 、 行

政が民 間 の 活力 を 生 かす仕組みづ く り が求 め ら れ る J 1作 り 手 の 顔 が見 え な い市主導の丈

化状況 を 変 え る 時期 で あ る 。 も っ と 人 を 押 し 出 し て い く べ き だJ な どの 意見が出 た 。

「阪神 ・ 淡路大震災 シ ン ポ ジ ウ ム 等 の記録J ( 1兵庫地域研究J 19号) に よ る と 、 1999年

の シ ン ポ ジ ウ ム は 402件で 、 前年 よ り 32件増 え て い る 。 こ の う ち 文化 ・ 教育 は 23件 で 、 前

年 よ り 21 件 の 大 幅減 と な っ た 。 行政関係が 6 件、 民 間 関係が 2 件、 学術関係が 7 件、 そ の
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他が 8 件 だ、 っ た 。 市民活動が63件 (前年 よ り 26件増) と 大幅 に増 え た の に対 し 、 文化への

関心が薄 ら い だ こ と に な る 。 こ の 5 年 間 の ま と め で は 、 1974件の シ ン ポ ジ ウ ム が開催 さ れ、

そ の う ち 丈化 ・ 教育 は 140件で、 全体の 7 . 1 % 、 市民活動 は217件で、 11 % だ っ た 。

〈参考文献 〉
「震災モ ュ メ ン ト め ぐ り 」 震災モ ュ メ ン ト マ ッ プ作成委員 会 葉文館出版 2000年 l 月

「震災モ ユ メ ン ト マ ッ プ」 渓災モ ユ メ ン ト マ ッ プ。作成委員会 1999年 l 月

「衿戸 こ れは わ た し た ち み ん な の こ と 届 く 言葉」 安水稔和 編集工房 ノ ア 2000年 9 月
「詩 と 思想、 3 )1 号」 特集阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年 七日翠美術社出版 2000年 3 月
「無音」 丸本明子 編集工房 ノ ア 2000年 6 月
「酒蔵の消 え た 田JJ 河村公美 六法出版社 1999年 7 月
「 し みん基金 ・ こ う べ1999年度事業報告」 し み ん基金 ・ こ う べ 2000年 3 月
「兵庫地域研究 19号」 神戸新開情報科学研究所 2000{ド 2 月
「震災対策 同際総合検証事業検証報告 第 6 巻」 兵庫県震災対策間際総合検証会議 2000年 4 月

し

[ ド ラ マ で震度 7 を体験}

阪神 ・ 淡路大震災 を テ ー マ に し た ド ラ マ 「終

( つ い ) の す み か」 を N H K 大阪放送局が制作

し た が、 こ の な かで地震発生時 の マ ン シ ョ ン 内

部 の模様 を撮影す る た め 、 ス タ ジ オ で震度 7 の

揺 れ を 再現 し た 。

こ の ド ラ マ は 、 購 入 し た ばか り の神戸 ・ 六 甲

の マ ン シ ョ ン で被 災 し た 家族が、 ロ ー ン を 抱 え

て 夫 は 失業 し 、 子供た ち の心 も 荒れ て い く と い

う も の O 夫婦役 に は段 田 安則 、 出 中好子、 子供

に は茂 山 宗 円 子 、 逸平が扮す る 。 震度 7 を 再現

し た 起 震 台 は 約 7 m 四 万 で 、 こ こ に リ ビ ン グ

ル ー ム の セ ッ ト 、 ソ フ ァ 一 、 テ レ ビ、 冷蔵庫 な

ど を 置 い た。 収録 は30秒の 1 回 限 り 。ハ イ ス ピ ー

ド カ メ ラ な ど 7 台で撮影 し た。

電球が採 れ、 食器械 の扉が調 き 、 金魚鉢が落

ち る 。 大音響 と と も に械が倒 れ た 。 田 中好子は

「 自 分がい た ら 、 と 思 う と 怖い 。 立 っ て い ら れ

な い 、 逃 げ場 も な い 。 し か も 、 寝 て い る 時 だ っ

た ん ですか ら 」 と 語 る 。 ド ラ マ の チ ー フ ・ デ ィ

レ ク タ ー は 「 ま だ神 戸 は 本 当 の復興 を 遂 げて お

ら ず、 心 の傷 は い ま も 残 っ て い る 。 伝 え る 仕事

を し て い る 以上 、 こ れ を 描 く の は使命だ」 と い

う 。 ド ラ マ は 1999年10月 に放送 さ れ た。

第二:章 @ 文化 143 



144 

{ 阪神 ・ 淡路百名 所 を 選定}

兵庫県 と ひ ょ う ご、復興推進協議会 は 、 1999年

7 月 、 大震災で被 災 し た 十市十町か ら 募集 し た

「阪神 ・ 淡路百名 所」 を 選定 し た 。 こ れ は震災

の翌年の 1996年秋、 阪神 ・ 淡路復興委員 会委員

だ、 っ た堺屋太一が提唱 し て ス タ ー ト し た 。 1997

年 9 月 か ら 公募 し た と こ ろ 300 カ 所 の 応募があ

り 、 「官名所づ く り 委員 会」 で選考作業 を 進 め た。

選考の テ ー マ は①震災 メ モ リ ア ル と 二十一 仕上紀

への発信 、 ②i毎 と I LJ と 花が織 り な す 美 し い 自 然、

③雁史 - 丈学 ゆ か り の舞台、 ④地域がは ぐ く み

誇る ア ー ト ・ ス ポ ー ツ ・ ア ミ ュ ー ズ メ ン ト 。コl:で あ っ たo

I [m:盛時テーマ lこ全国す し大会l
l 全馴 ら の激励 山 震災カ ら のー

国 に ア ピ ー ル し よ う と い う 「詩0;42回 全国 す し 連

j 兵庫大会J (兵庫県鮪路環境衛生10J業組合主管)

! が1999年1 1 月 9 日 、 新神戸 オ リ エ ン タ ル ホ テ ル

で 開 か れ た 。 テ ー マ は 、 将来の飛初 を 念 じ て

( か け ) る 鰭」 で 、 約 1 ， 500人が参加 し た 。

阪神 - 淡路の す し 庖3 1 1 庖 を 襲 っ た 大 震 災。

神 戸 中央市場 な ど阪神 間 の ほ と ん どの市場が破

壊 さ れ、 機能が麻座 し た 。 す し ネ タ がな く な っ

た す し 庖 は 軒 並 み 休 業 を 余儀 な く さ れ た 。 神

戸 ・ 長 田 の繁華街 は 火災 に 見 舞 わ れ 、 組合加盟

し 一 一
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選ばれた百名所 は 、 神 戸 ル ミ ナ リ エ 、 新長 田

周 辺 の ま ち づ く り 、 兵庫津 の 道 (神戸市) 、 灘

五郷 (神戸市、 西宮市) 、 大蔵海岸、 明 石 魚 の

棚 ( 明石市) 、 芦屋川畔 (芦屋市) 、 巡礼街道 (宝

塚市) 、 伊丹郷町 (伊丹市) 、 近松の皇 ・ 近松記

念館、 寺 町 (尼崎市) 、 高 田屋嘉兵衛 (五色町 ) 、

北淡町震災記念公園 (北淡町) な ど百 カ 所で あ

る 。 協議会な ど は 、 百名所 を 紹 介 す る ピ ラ 、 ポ

ス タ ー を すで閏 に配付す る ほ か 、 イ ン タ ー ネ ッ ト

の ホ ー ム ペ ー ジ で も 紹介、 被災地への集:l; を 図

る 。 モ デル ル ー ト の 選定、 百名所め ぐ り パス ポ ー

ト づ く り 、 連携 イ ベ ン ト な どの検討 も す る 。

」

の rr5" が全、 半壊 し た 。 震災後、 仮設住宅や露庖

で営業 し て い た神戸の底が動 き 出 し た の はこþ.年

も 経 っ て い た。 復興資金、 白 立 支援金な どで資

金 を 集め 、 再建に取 り かか っ た 。

そ ん な 時 、 全 国 の 同 業者 か ら 届 い た 義援金は

被災者 を 元気付 け た 。 「義援金や 励 ま し の 言 葉

に どれ だ け 勇 気づけ ら れ た か分か ら な い 。 ほ と

ん どの 人が 4 年で立直 っ た 。 大会で震災写真 を

展示 し た の も 、 震 災 を 忘 れ な い こ と と 、 感謝の

気持 ち だ、 っ た 」 と い う 。



文化の門前衛め ざす~文化施設 @ 文化財
1999年 度 に 国 土庁大都市閤 整備局 は 「仮神 ・ 淡路地域 に お け る 活力 あ る ま ち づ く り 推進

調査J (事務局 ・ 阪神 ・ 淡路大震災記念協会) を 実施 し た 。 こ の報告書 に よ る と 、 新 た な

文化施 設 は 芸術丈化で30 カ 所、 産業で 7 カ 所、 生活で12 カ 所の計49 カ 所 (計画中 4 カ 所)

に も の ぼっ て い る O 丈イヒ に 関 わ る 発表、 情報提供、 創作、 人材の育成の役割 を 担 っ て い る 。

文化活動 団体は 、 音楽37 . 6 % 、 美術20% 、 費踊、 文芸10 . 6 % 、 演劇7 . 1 % 、 伝統芸能5 . 9 %

な ど。 震災後の 活動 の 契機 は 、 文化復興が64 . 7 % 、 被災者の励 ま し 11 . 8 % 、 震災体験の発

信9 . 4 % な どで あ る 。 丈化拠点 の必要性 に つ い て は 、 必要で、 あ る 67 . 1 % 、 必 要 は な い 1 1 % で、

大部分が必 要 と し て お り 、 ま ち づ く り と の 関 わ り は 、 今後 も 必要67 . 1 % 、 今後 は重要1 7 . 7 % 、

必要 な い5 . 1 % で あ る O

住民主体の新 し い 文化団体は、 酒蔵復興の 「神戸酒心館」 、 神戸 ア ー ト ピ レ ッ ジ セ ン タ ー

な どの 「新開 地 ま ち づ く り 協議会」 、 NPO の 「宝塚 NPO セ ン タ ー 」 な ど14 団 体、 文化活動 ・

ま ち づ く り 支援の 団体 は 「 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸J í阪神文化復興会議J í阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ

ニ テ ィ 基金 í し み ん基金 ・ こ う べ」 な ど13団体で あ る 。 こ れ ら の 調査 を 踏 ま え て 、 文化

を 生か し た ま ち づ く り 、 文化の 門 前 町 を 提案、 こ れ を 中心 に し た神戸 ・ 阪 神 需 の 活性化、

イ メ ー ジ ア ッ プ を 図 る と し て い る O そ し て イ メ ー ジ の例 と し て 、 公設 ・ 民営 の 宝塚 「 ピ ピ

ア め ふ J を あ げ て い る 。 こ の施設 は 1999年10月 に オ ー プ ン 、 映画館 2 、 キ ッ チ ン 2 、 和}訊

ホ ー ル を 持 ち 、 住民の 声 を 十分 に 取 り 入 れた施設で あ る O

「 関 西 の 商 人 は 商 い を し な が ら 学者 を 育 て 、 能楽や茶道 を 楽 し ん だ。 そ う し た 文化 を 育

て る 基盤 が神戸 に は あ っ た 。 こ の 地域の文化復興の た め に は 芸術創造の拠点、 テ ー マ パ ー

ク な ど、 異 国情緒や歴史 を 生か し た 地域づ く り が必要」 と 、 神戸学院大学の 高 島博教授 は

著書の 『地域づ く り の 丈化創造力J ODC 出版) で提案 し て い る 。

ト メ モ リ ア ル セ ン タ ー の構想、
1 999年 5 月 26 日 、 財 団法人阪神 ・ 淡路大震災記念協 会 は 阪神 ・ 淡路大震災の 教訓 を 世界

の 共有財産 と し て 継承 し 、 自 然災害の被害軽減 に 貢献す る た め の拠点 を 目 指す 「阪神 ・ 淡

路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称 ) J の 基本構想 を 打 ち 出 し た 。

こ れ を 受 け て 同 セ ン タ ー 構想推進協議会が有識者や行政関係者 ら で構成 さ れ、 6 月 2 日

に 初会合が聞 か れ た 。 同協議 会 は 、 続い て 同 月 28 日 に 整備構想 を ま と め た 。

「板神 . i炎時大震災復興基本法」 の 期 限切 れ に伴 っ て 国 の 復興対策本部が2000年 2 月 23

日 に解散す る こ と も あ り 、 阪神 ・ 淡路 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 構想推進協議会、 兵産県、 神戸

市 及 び兵庫県商工会議所連合会 の 四者で メ モ リ ア ル セ ン タ ー の早期実現 を 国 に働 き か け た 。

そ ん な 中 、 8 月 17 日 に ト ル コ 北西部大地震、 9 月 21 日 に台湾大地震が発生 し た 。 国 際協力
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事業団 (JICA) が主体 と な っ て ト ル コ に 派遣 さ れ た 「 国 持 緊急援助専 門 家 チ ー ム 」 に は 、

震災復興 を 担当 し た 県 と 神戸市の 職 員 が参加 し 、 復興過程 で の 反省国 も 含め た経験 を 披露

し た。 ま た 、 仮設住宅の無償提供 と い う 物 的 支援 だ け で な く 、 被災者や行政実務者へ の ア

ドバ イ ス と い っ た ソ フ ト 面の支援は 「災害救援専 門 家 の 人材育成」 と い う メ モ リ ア ル セ ン

タ ー の 設立 趣 旨 を 改 め て 内外 に 強 く ア ピ ー jし す る こ と と な っ た。 そ し て平成1 1年度第 2 次

補正予算案 に 施設整備費30億300万 円 が盛 り 込 ま れ、 人材育成 な どの 運営 費 も 毎年補助金

で措置 さ れ る こ と と な っ た 。

〔 阪神 ・ 淡賂大震災 メ モ リ アルセ ン タ ー の鞠嬰〕

( 1 )機能

①大震災 に か か る 資料等 の 収集 ・ 保存 ・ 展示

②震災対策 に かか る 広域支援及 び実戦的 な 人材 の 育成

③震災対策 に 関 す る 実践面 を 重規 し た 総合的 な 調査研究

④国内外の 防災関係機関等 と の 交流 ・ ネ ッ ト ワ ー ク

(2)施設内 容

①展示部門 シ ア タ ー 、 展示室 等

を 研究部 門 研究室、 共 同研究室、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 室

喧研f多部 門 セ ミ ナ 一 室、 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 室 等

④交流部門 交流サ ロ ン 等

⑤資料部門 資料室、 収蔵庫 等

(3)規模

約8 ， 200m2 地上 7 階、 地下 l 階

約601意円 ( 国1 /2、 兵産県112)

(4 )設置場所

神戸東部新都心 (神戸市中 央区脇浜海岸通 I 了 呂 )

〔 ミ ュ ー ジ ア ム @ ネ ッ ト ワ ー ク 〕

「震災か ら 5 年」 一 阪神 需 ミ ュ ー ジ ア ム ・ ネ ッ ト ワ ー ク 推進実行委員 会が阪神 ・ 淡路大

震災か ら 5 年 目 に あ た る 2000年 1 月 を 中 心 に 、 震 災 に か か わ る さ ま ざ ま な事業 を 開催 し た 。

芦屋市立美術博物舘 で は 、 1999年12 月 1 1 日 - 2000年 1 月 13 日 ま で 「震災 と 表現」 展 と 「美

育 ~ 創造 と 継本」 展、 ま た 、 2000年 1 月 15 日 に は ア コ ー ス テ ィ ッ ク ミ ュ ー ジ ッ ク と ワ ッ ク

ン (涌 島克己) の ラ イ ブベ イ ン テ イ ン グ、 30 日 に は 講演会 「 ア ー テ イ ス ト の 仕事~ ア ー ト

と 社会 の つ な が り - J 、 2 月 6 日 に は シ ン ポ ジ ウ ム 「美術 と 教育」 を 開催 し た 。

西宮市 の 白 鹿記念酒造博物館で は 、 「 あ る ボ ラ ン テ ィ ア た ち の場合」 と 「十 日 間 し か 聞

か れ な か っ た 新春展抄 一 J ( 1999年12月 1 1 日 - 12年1 月 30 日 ) 、 「 あ の 時 の 記憶」 と 「震災
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の 記憶J ( 同 年 12 月 1 1 日 � 12年 3 月 5 日 ) の展示。 ま た 、 1999年12月 12 日 に は対談 「子 ど

も た ち は 、 何 を描 き 、 どの よ う に 表現 し た か」 を 開催 し た 。

兵庫県立近代美術館 で は 、 2000年 l 月 15 日 � 3 月 初 日 に展覧会 「震災 と 美術 1 . 17か

ら 生 ま れ た も の J を 開催、 大震災で亡 く な っ た 津高和ーの遺作 な ど洋画 、 日 本画、 彫刻、

現代美術、 写真映像、 絵本150点が並べ ら れ た 。 ま た 、 講演会 「美術 は 何 を 見 つ め 、 f可 を

発見 し た かJ ( 2 月 12 B ) 、 「 ポ ス ト 震災 の ア ー ト ス ケ ー プJ ( 3 月 4 日 ) を 開 い た 。

神 戸市立博物館で は 、 2000年 l 月 5 日 � 2 月 16 日 に 「震災の 記'1意 ・ 西 田真人作品選」 展。

伊丹市の重要文化財 岡 田 家 酒蔵 で は 、 講演 と デ イ ス カ ッ シ ョ ン 「表現 と 震災 一 俳句 の 場合」

を 2000年 1 月 17 日 に 開催。 東京 ・ 石橋財 団 ブ リ ヂス ト ン 美術館 で は 、 シ ン ポ ジ ウ ム 「提言

一 震災 と 美術舘 を め ぐ っ て 一 阪神 ・ 淡路大震災の教司11 か ら 一 」 が2000年 1 月 9 日 に 開 か れ た 。

2000年 3 月 、 向 実行委員 会 と 構想協力20館 は い つ ま で も 震災 を 語 り 継 ぐ た め に 、 震災復

興報告書 「震災か ら 5 年」 を 刊行 し た 。 報告書 は 、 震災か ら 5 年 を 経 て 、 震 災が作家 の表

現 に 与 え た 影響 を 探 る 展覧 会 に 絡 め た 講演会、 デ イ ス カ ッ シ ョ ン 、 シ ン ポ ジ ウ ム な ど を 収

録 し 、 ア ー ト と 社会 と の 関係 を 考証す る と 同 時 に 、 人 聞 が生 き る よ で欠 く こ と の で き な い

文化の大切 さ を 忘 れ る こ と な く 、 震災か ら 得 た 大 き な 教訓 を ま と め 、 次代 に 語 り 継 ぐ資料

と な っ て い る 。

〔民間 と 行政で異類館 オ ー プン 〕

西宮市貝類館が1999年 5 月 に 開館 し た 。 1987年 に 日 本貝類学会創始者 ・ 黒田徳米博士が亡

く な っ て 、 そ の 世界有数の コ レ ク シ ョ ン が西宮市 に寄贈 さ れた と き 、 貝 類館建設の構想、が持

ち 上がっ た 。 と こ ろ がバブル経済の崩壊、 板神 ・ 淡路大震災な ど に よ る 封政難で具体化せず、

県立近代美術館の 「渓災 と 美術」 展
(橘川真一氏提供)
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市の事業 と し て は暗樵 に乗 り 上げて い た。 し か し 、 埋め立て地の西宮浜の住宅開発 を き っ か

け に 、 開発業者が施設 を 建設 し 、 同市が管理、 運営す る 形で オ ー プ ン す る こ と に な っ た。

貝類舘 は 、 岡 市 で は初 の 自 然科学系施設で、 テ ー マ は 「見 て 、 聞 い て 、 触 っ て 、 貝 を 実

し て も ら う 」 。 二 階建て 延べ約590m2 で 、 l 階は展示室 と 学習 室 、 2 階 は 収蔵 室 な ど と な っ

て い る 。 貝 の起源 と 進化、 人の暮 ら し と の 関 わ り な ど を 紹介す る 。 全国 で も 珍 し い貝 類 だ

け の1専物官官 で あ る 。

〔 県立新美術舘 「芸術の館J 着工〕

1 999年 6 月 3 円 、 神戸市 中 央区脇浜海岸通で県立新美術館 「芸術 の館J (仮称) の起工

式が行 わ れ た 。 r司 館 は 、 灘 区 の 県立近代美術館の 老朽化 に 伴 い 、 震災復興 の シ ン ボル事業

と し て 神戸東部新都心 に 建設 さ れ る O

地下一階、 地上回階建て、 床面積 2 万5 ， 300m'。 約4 ， 500m'の常設、 企画展示室の ほ か、

一般向 け の 貸 し展示室や250人収容 の 講 堂 、 ア ト リ エ 、 レ ス ト ラ ン な ど を 備 え る 。 ま た コ

ン サ ー ト や公演がで き る 広 め のエ ン ト ラ ン ス ホ ー ル を 設 け 、 音楽、 演 劇 、 舞 踊 な ど と の融

合 も 目 指す。 建築工事費 は 約220億 円 。 2001 年 秋 に 工事 を 終 え 、 そ の 後、 半 年 か け て 県 立

近代美術館か ら 展示 品 な ど を 移転す る 。

〔神戸文明博物館構想〕

1999年 8 月 11 日 、 神戸市の 二 十世紀博物館群基本計画策定委員 会 は 米国 の ス ミ ソ ニ ア ン

博物館群 を モ デル に し た 「神戸丈明博物館群」 の基本計画 を 発表 し た 。

博物館群 は 建設 中 の 匡!骨明石海峡公園 に 隣接す る 岡市北区 山 田 町藍那の62 ha に 整備 さ
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れ る 。 土木技術 な ど建築技術 を 紹 介す る 「都市文明 博物館群」 、 科学 の 原 理や技術 を 紹介

す る 「科学技術文明博物館群」 、 大衆文化や 自 然 の 生態 な ど を 紹介す る 「 自 然 と く ら し の

文明博物館群」 の 3 つ の テ ー マ を 設 け 、 需物館 を 誘致す る 、 万国博覧会の パ ピ リ オ ン の よ

う な 方式。 基本構想、 で は 、 「土木博物舘J r産業技術史博物館J r科学技術博物館J r生活文

化時物館J r子供博物館」 な どが考 え ら れ て い る 。 2002年 ご ろ か ら 造成 に 着手す る 予定。

全体の 建設資金は 、 一般か ら の投資 を 中心 と す る と し て い る 。

2000年 2 月 22 日 、 神戸市 と 阪神 ・ 淡路大震災記念協会が主催 し て 、 構想、 の 推進 シ ン ポ ジ

ウ ム 「新時代 の博物館の あ り 方 を 探 る 」 が 開 か れ た 。

2 . 明石城が見事 に 復元 ~ 文化財 と 文化施設
兵産県内 の 文化対復 旧 は 、 国指定文化財の 明 石城修復工事の完了 に よ っ て 、 すべてが終

わ っ た 。 未指定文化財 に対す る 修理費助成 も ほ ぼ終了 し た 。

〔 文化財の ま と め 〕

兵庫県内 の 文化財 の被害 は 、 国指定46件、 県指定54件、 市 町指定43件、 被害総額 は 指定

文化財 だ け で100億 円 近 く に も 達 し た 。 被害 の 70 % が建造物 で あ っ た 。 こ れ に 対 し て 、 美

術工芸 品等の動産文化財 は 、 多 く が持物館や土蔵等 に 保管 さ れて い た こ と な ど も あ り 、 被

害 は 予想外 に 少 な か っ た と い え る 。

(表 1 ) 指定文化財の被害件数

兵庫県教育委員 会 は 文化財 の 早期復 旧 に 向 け、 所有者負 担 の 軽 減等 に 最 大 限 の 努力 を

払 っ た。 主 な 取 り 組み は①被害状況 の 把握 ②文化財 レ ス キ ュ ー 事業 ③財政支護措置

④震災復興計画一の 4 点 で あ っ た 。
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(表 3 ) 災害復旧 に対す る 補助制度

県

5-10% 
(5- 16 . 6) 

1/3 

市 向

5- 10% 
(5-16 . 6 ) 

所有者負拘金

5-10% つ
(5-16 . 8) 
1/3 
1/2 

1999年 の震災 5 周 年 に は 各 専 門 家 を 検証委員 と し て招轄 し 、 成 果 の 検証 を 行 っ た 。 「歴

史遺産の復興」 の 項 目 で は 、 文化財 の復旧 に あ た っ て の 耐震補強方法 に つ い て 肯定的評価、

文化財 の指定、 未指定の 違 い に よ る 対応 の 落差 の 大 き さ への憂慮、 歴史的景観 と 文化財修

設 の 一体的整備への 肯定的評価 と ま ち づ く り に視点 を お い た 文化財修後の あ り 方 に つ い て

提言があ っ た 。 さ ら に 以後の予定 と し て 、 歴史的遺産 の保護 と 活用 を 主眼 と し た登録文化

財制度の推進の た め 、 ヘ リ テ イ ジ ・ マ ネ ー ジ ャ ー の養成 に つ い て 、 ま ち づ く り の 部局 と 連

携 し て い く こ と が決め ら れ た 。

そ の ほ か、 1999年度 ま で の歴史的建造物等修理費助成事業 は 、 次の と お り に 実施 さ れ た 。

(表 4 ) 歴史的建造物

1995年度 1 I ド度 1 1 1999年度 市町別
所夜市町 件数 件数計

神戸市 5 2 36 
尼崎市 8 6 1 15 
西宮市 3 3 
f升汁社j 1 I 2 4 7 

1fT] 2 i 2 U 

宝塚市 9 I 2 12 
声E笠市 2 i 4 

東減IßT 1 
一宮町

年度別合計 29 16 3 4 

丈化財保存の 課題 と 今後 の 取 り 組み に つ い て は 、 「大震災 と い う 貴重 な 体験 を 踏 ま え 、

何が出 来て何が出 来 な か っ た か 、 ど う 改善す る べ き か、 な ど を 検証、 記録 に 残 し て全 国 、

全世界 に 発信 し て い く べ き だJ と し て い る 。 1997年 に は ユ ネ ス コ な どの専 門 家 を 招 い て 、 「災

害か ら 丈化財 を 守 る 」 に は ど う す れば よ い か を 協議 し 、 「神戸 ・ 東京宣言」 を 行 っ た 。 動産 ・

不動産 の 歴 史 的 資産 は 、 個 人 ・ コ ュ ニ テ ィ ー の ア イ デ ン テ イ テ イ ・ 連続性 ・ 記憶の 本 質 で

あ る と 意義付 け 、 人命 と 等 し く 重 要 で あ り 、 すべて の 人が等 し く 保護 に努 め る べ き だ、 と

し て い る 。
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阪神 ・ 淡路大震災 で は 、 文化庁や各都道府県の 支援 を 得て 、 可能 な か ぎ り の 政策手法 を

駆使 し て復 旧 、 復 興 に 努 め た 。 大 き な 課題 と し て は 、 ① 「時間 と の勝負J と い う 場面が余

り に も 多 く 、 処分 さ れて し ま っ た 資料 も 多 い 。 文化財 レ ス キ ュ ー な どの 立 ち 上が り の 迅速

さ が求 め ら れ る 。 ②指定文化財保護制度 に 限界があ っ た 。 今 回 、 未指定の歴史的建造物 に

対す る 助成制度が設 け ら れた が、 発足が震災の 半年の ち で あ っ た こ と も あ っ て 、 取 り 壊 さ

れ た も の も 少 な く な い 。 こ の 反省 に 立 っ て 登録文化財制度 を 設 け た O ③民 間 活力 の活用 が

必要であ る 。 民 間財団がキ ャ ン ベ ー ン を 実施、 公的資金の 出 し に く い部分へ の 支援 を 行 っ

た 。 大規模 な 災害 時 に は有効で、、 国民の理解 と 支援が求 め ら れ る 、 な どで あ る 。

(表 5 ) 文化的建造物 (1996年度か ら 実施)

| 所在市町 1 996年度件:数 1997年度 1998年度 1999年度 dî�in]1j 台北件数

神戸市 26 20 I 2 I 49 

尼�I奇市 12  1 I 1 5  

西宮市 ! 2 3 

芦廃f行 4 i 5 
ト一一一一一一

!主'塚市 26 7 2 36 

伊丹市 3 2 5 

) 1 1 西市 I つ】
三木市 ; I 1 

洲本市 4 2 6 

津名 町 伊5 6 3 I 4 18 

東浦町 12  7 23 

北淡町 4 5 1 1 1  

宮判 ; 7 3 12 

五色問 5 I 3 8 

淡路町 1 I l 2 

明 石市 l 1 

二原因] 1 l 

j 罰淡町 2 1 2 

l 年度別計 113  58  1 7  1 2  11 200 

〔 よ み が え っ た 由 醸の域〕

大震災の 修復 で最後 ま で、残 っ た 国指定重要文化財 の 明石城 ・ 巽櫓 ・ 坤櫓が完成、 震災関

連 の 復 旧 工事 はす べ て が終 わ っ た 。 こ の工事 に 合 わせ て 明 治時代 に取 り 壊 さ れ た 土塀 も 緩

元、 新 し く 展望台 も 設 け ら れ る な ど、 「平成 の 築城」 に ふ さ わ し い雄姿が よ み がえ っ た 。

こ れ を 記念 し て 2000年 3 月 に は 記念行事が行 わ れ 、 櫓 の 公 開 、 資料展示、 講演会が 聞 か れ

た 。 ま た 、 明石市民が中 心 に 編纂 を 進め て い た 『講座 明 石城史」 も 刊行 さ れ、 市 を 挙げ
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て 喜 び に わ い た 。

修復 を 終 え て 100年ぶ り に よ み がえ っ た 明
石城(橘; 1 1真 A氏提供)

明 石城 は 、 震災で、二 つ の櫓が傾 き 、 石垣が2 ， 920m'崩壊、 総額は10億4 ， 800万 円 と い う 甚

大 な 被害 を 受 け た 。 震災の 年 の 10 月 か ら は じ ま っ た修復工事で は 、 全 国 で も 珍 し い 「 曳 ( ひ

き ) 屋工法」 で櫓 を 移動 、 伝統工法 に よ る 作 業 を し た 。 ま た 、 宮 内 庁 に残 さ れ て い た資料

を も と に 、 二 つ の櫓 を つ な ぐ 自 壁の土塀 も 復元、 100年ぶ り に 昔の 姿 に 戻 っ た 。

〔 オ ー ナ ー 制度で寺 を 再建〕

尼崎市東難波町 の 浄徳 寺 は 1999年 5 月 か ら 、 オ ー ナ ー 制度 で の 再建 に 乗 り 出 し た 。 震災

で全壊 し た本 堂 は 貞 亨 4 年 (1687:fjド) の建造で、 二重屋根 の 寄せ棟造 り が特徴 だ っ た 。 寺

舗 は 「地元 に 文化遺産 と し て 親 し ま れ た 姿 を 復活 さ せた い」 と 、 費 用 の かか る 二重屋根で

の 再建 を 決め た 。 寺 も 檀家 も 被災 し て資金集 め が厳 し い と こ ろ か ら 、 市民 に 本堂 に ふ く 居

根か わ ら の オ ー ナ ー に な っ て も ら う と い う 方法 を 発案 し た 。 か わ ら は 一枚三千円 で 自 分の

名 前や メ ッ セ ー ジ を 書 き 込ん で も ら う 。 1997年か ら 市民 に呼びか け た と こ ろ 、 信仰 に 関係

な く 善意の 申 し 入 れがあ っ た 。 ま た 、 境内 に あ る 保育 園 の卒間生や保護者の協力 も あ っ て 、

再建へ の ス タ ー ト と な っ た 。

〔再建の鳥居 を タ イ ム カ プセ ル に 〕

神戸市 中 央区 の湊川神 社 は 、 震災で倒壊 し た 鳥居 を ス テ ン レ ス 素材で再建 し た が、 最 上

部 の 笠木 ( か さ ぎ) の 内部 が空洞 に な る こ と を 生 か し て 、 タ イ ム カ プセ ル に す る こ と に し

た 。 震 災 か ら 100年後の2095年 1 月 17 日 に 開封 し 、 メ ッ セ ー ジ を 入 れ た 人の 子 孫 に 引 き 渡

す予定。 同神社 は 、 「震災 に つ い て子孫 に伝 え た い」 メ ッ セ ー ジ を 広 く 市民 か ら 募 っ た 。

1 52 第二章 @ 文化



( r鎖;闘閣J î筆先盟難か〕

市民団体 「鎖澗 閤復元委員 会」 は大震災で全壊 し た丈蒙 ・ 谷崎潤 官日の I FH�i)'t; ( 神 戸 市

東灘区 岡本) を 復元 し よ う と 運動 し て い る 。 鎖樹 閣 は 、 谷崎の文学 の 傾 向 がが ら り と 変 わ

る 混 と ん と し た精神状態が、 象徴的 に去れ て い る 家 と い わ れ る ζ 谷崎 r口'j ら が設，i汁十 し て 建て

た 唯 一 の 家 でで、 あ りk 、 研究者 は 「谷崎丈J学F を 笥完 む l上: で

て い な い と 思 わ れ て い た が、 震災前 に 見 に訪れ た学生が偶然 に も rml武 り iヌi を 書 い て い た 。

地権者 も 趣 旨 を 理解 し 、 当 分 の 問 、 受地 の ま ま に し て お く こ と を 約束 し た ノ し か し 、 こ の

家 を復 旧 す る た め の公的援助 は得 ら れ な か っ た 。

2000年の着工予定で設計 図 を 作成 し 、 土地 も 確保 で き て い る が、 従 JC 費 用 の募金が 目 標

に は る か 及 ぱず、 実現が困難 と な っ た 。 同委員 会 は 、 鎖i関 関復厄 を 広 く 市 民 に 訴 え る た め 、

講座 を 開設す る な どの活動 を 続け て い る 。

〔復興の記録誌作製〕

「い ち ばん規模が大 き く 、 重 た い 瓦屋根 を かぶ り 、 内部がが ら ん ど う の 拝 殿 は 、 巨 き な

ガ レ キ の 山 と 化 し た 。 地震発生直後の 午 前 6 時 ご ろ に は 、 身 を よ じ っ た ま ま 、 そ れ で も 領

き つ つ立 っ て い た の が、 午前10時 ご ろ に 、 ね じ れ る よ う に 横 ざ ま に崩 落 し た の で あ る 。 参

道脇 の 、 四本柱 に屋根 を 置 い た だ、 け の構造 の 手水舎 は 、 ま る で強力 な 足払 い を 食 っ た か の

よ う に 転 ん で 、 屋根裏 を 見せ て い る J - 1999年 7 月 1 日 に 尼崎市の水堂須佐男神社が発行

し た 「須佐男神社震災復興記念誌 一 被災 か ら 毎興 ま で、 の 四 年 間 の 記録」 の 中 で、 上村武男

宮司 は震災直後の状態、 を 以 上 の よ う に 記 し て い る O

須佐男神 社 は 約400年 の 歴 史 を 持つ 。 拝殿や 手水舎 は 大正初期 に 建造 さ れ た が、 地震で

全壊 し 、 プ レ ハ ブの 仮拝殿で祭 り な とミの神事 を 行 っ て い た 。 し か し 1997年春、 復興 を 願 う

地元の 声 に押 さ れて 、 再建 に 向 け て の 動 き が始 ま っ た 。 拝殿が完成 し 、 記念式典が行 わ れ

た の は 、 1998年1 1 月 四 日 。 記念誌 は 、 地震直後か ら 新社殿 の 竣工祝い ま での 経緯 を 、 写真

や上村宮 司 が折 々 に 記 し た感想、で た ど り 、 ま た 、 事務的 な 書類 も 公開 し て神社再建 の 一部

始終を 記録 し て い る 。

神 戸市 中 央区 下 山 手通の 生 田神社 も 2000年 1 月 17 El 、 「 生 田 神 社 阪神大震災復興の 記

録」 を 発行 し た 。 生 田神 社 の 拝殿 が倒壊 し た様子 は 、 阪神大震災の未曾有 の激 し さ の 象徴

と し て マ ス コ ミ に 寂 り 上 げ ら れ、 そ の 復興状況 も 注 目 さ れた 。 同 神 社 の 再建への動 き は早

く 、 地震の 翌 月 に は震災復興奉賛会が結成 さ れ た 。 そ し て本殻、 拝殿の修復工事が完了 し

た の は 1996年 5 月 31 日 。 記録誌 は 、 写真、 略年表、 新聞記事な どで復興の 歩 み を 振 り 返 っ

て い る 。

〔護興の象徴 「 こ く さ いホ ー ル」 関舘〕

1999年 5 月 、 震災で全壊 し た神戸 ・ 三宮の神戸 国捺会館 の 大ホ ー ル 「 こ く さ い ホ ー ル」
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完成 し た 「 こ く さ い ホ ー ルJo 1次東山魁夷
の ど ん ち ょ う と オ ペ ラ ハ ウ ス 風の バ ル コ
ニ ー =神戸市中央区、 神戸国際会館 (神戸
新聞社提供)

が完成 、 ピ ル 内 の 商業施設や 映画館 と あ わせ て 、 都心の 顔が完全復興 し た 。 新 ホ ー ル は 理

想 的 な 音響 を 持つ 多 目 的 ホ ー ル で 、 苦楽 に も 演劇 に も 対応可能 と な っ て い る 。 ど ん ち ょ う

は 日 本画家 ・ 故東山魁夷の最後の大作。 5 月 28 日 に は 、 名誉館長 ・ 朝比奈隆指揮 の 大阪 フ ィ

ル ハ ー モ ニ ー 交響 楽団 が こ け ら 落 と し の演奏会 を 行 っ た。

〔商j苫街護軍営の コ ミ ュ ニ テ ィ ー ホ ー ル〕

1999年 7 月 、 神戸市東灘 区 岡本の商庖街が地域の丈化拠点 と し て 「 岡本好文園 コ ミ ュ ニ

テ ィ ー ホ ー ル」 を 開館 し た 。 震災で全壊 し 再建 さ れ た 個 人 の 家 の一 階 を 、 地 元 の 岡本商庖

街振興組合が借 り 受 け 、 管理 ・ 運営す る O 収容人数約80人。 100 イ ン チ ス ク リ ー ン や ピ ア ノ 、

ビ デオ デ ッ キ 、 液晶 ピ デ オ プ ロ ジ ェ ク タ ー な ど最新機器 を 備 え 、 カ ル チ ャ ー 教室や音楽会、

講座、 展示会、 パ ー テ ィ ー な ど に 有料で貸 し 出 す。 蕗庖街 は 、 こ の ホ ー ル が新 た な 「 附本

ら し さ 」 創 造 の 拠点 と な る こ と を 目 指 し て い る 。

3 . 埋蔵文化婦の成果
阪神 ・ 淡路大震 災 に よ る 埋蔵文化財 の調査 も ほ ぼ終了 し た と い っ て も よ い 。 被害 は 、 神

戸市 を 中 心 に 280遺跡、 約254 ha の 「府知 の 埋蔵文化財包蔵地」 に 及 ん だが、 全 国 か ら の

応援 を 受 け て龍査 を 行 っ た 。

被害状況 は次の表の と お り で あ る O

平常時の 約10年分 に相 当 す る 面穫 で 、 し か も 復旧 ・ 復興 を 急 ぐ な か で埋蔵文化財の 発掘

調査は 関 難 に な る と 予想 さ れ た 。 そ こ で、 復 旧事業が し や す く 、 かっ理蔵文化財 を 保護 で

き る よ う に す る た め 、 兵庫県教育委員 会 は 文化庁 に 要 請 し 、 次の よ う な 特例措置が講 じ ら

れ た 。

①埋蔵文化財 の 取 り 扱い の 弾力 化

1995年 5 月 末 日 ま で に着工す る ラ イ フ ラ イ ン の復 旧 な ど、 緊急 を 要す る 復旧 事業 に つ い
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(表 6 ) 埋蔵文化財被害状況

て は 、 文化財保護法 で の 届 け 出 や 通知が不要 と さ れた 。 ま た 6 月 以降 も 、 記録保存 の た め

の発掘調査は 、 地 下遺構が破壊 さ れ る 場合 に 限 っ て行 う な ど、 通常時 よ り 弾力 的 に取 り 扱

わ れた 。

②埋蔵文化財専 門 職員 の 派遣

1995年 6 月 l 日 か ら 98年 3 月 31 日 ま で に 、 全 国 の 1 都 2 府33県、 4 政令市か ら 50人の専

門 職員 の 派遣 を 受 け 、 発掘調査 に 当 た っ た 。

文化財保護法が制 定 さ れ た 昭和25年 (1950年) 以来、 自 然災害に よ る 埋蔵文化財の 発掘

調査の た め に全 国 か ら 専 門職員 の 支援 を 受 け る と い う の は初 め て の こ と で 、 日 本の埋蔵文

化財行政史上、 画期 的 な こ と と 言 え る 。

(表 7 ) 埋蔵文化財専門職員 の派遣状況

1995:9:二 6 月 2 府14県 ) 人

イン 10月 2 府23県

1996年 l 月 2 1仔22\!A- 34人

イン 4 月 l 都 2 府31県 3 政令T11 (仙台、 千 葉、 広 島 ) 49人

イシ 10月 (仙台、 広 島 、 福 間 ) ) 人

1997年 4 月 2 府18県(

③発掘調査経費 の確保

従来、 発掘調査費 は 原則 と し て事業者負担であ っ た が、 確認調査は す べて 公費負担、 全

面調査の場合 も すべ て 国庫補助 が受 け ら れ る よ う に し た 。

こ れ ら の特別措置 に よ っ て 、 復興事業が急がれ る 状況の 中 、 膨大 と 思 わ れ る 調査量 に も
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か か わ ら ず、 整然 と 発掘調査 を 進 め る こ と がで き た 。 も う ひ と つ発掘調査 を 進め る 大 き な

助 け と な っ た の は、 住民の理解があ っ た こ と で あ る 。 も し 発掘調売が見送 ら れて い た ら 、

日子代か ら 現代 に至 る 阪神 間 の歴史の多 く は 、 ベ ー ル に包 ま れた ま ま だ、 っ た だ ろ う と い わ れ る 。

な お 、 1999年度 の 震災復興関 連 の遺跡調査は①南本町遺跡 (伊丹市 中 世 の 集落) ②六

条遺跡 (芦屋市 縄文時代 の 集落) の 2 カ 所で行わ れた 。

(表 8 ) 震災復興 に 係 る 調査実緩

〔兵庫津 か ら 大量の遺構 ・ 遺物〕

震災 ま で、 兵庫津 の発掘調査は ほ と ん ど行 わ れて い な か っ た 。 し か し 震災復旧 工事 に 伴

う 形で実現 し た 発掘調査は 、 兵庫津 に 関 し て行 わ れた 中 で は最大規模の も の と な っ た 。

兵庫津 に つ い て 、 元禄時代以前 は 、 詳細 な絵図が残 っ て お ら ず、 中 世の景観 に 関 し て は不

明 な 点が多い 。 し か し 、 文献への記載は多 く 、 中 世の港の な かで も 重要な地位 を 占 め て い た

と さ れ る 。 発掘調査では、 14世紀後半か ら 15世紀代の土層 で、 根石 を 持 っ た掘立柱 (ほ っ た

て ば し ら ) 建物の跡 の ほ か、 港問I ら し く 、 さ ま ざま な 産地の土器を検出 し た。 ま た 、 室町後

期 の 大規模な礎石 ・ 石敷建物が 3 棟以上 ま と ま っ て みっ か り 、 町の た たず ま い があ る 程度明

確 に な っ た。 そ れ ら の多 く の 出土品、 遺跡は 、 文献の記載 と 一致 し て い る こ と が確認 さ れた。

( r阪神 ・ 淡路大震災 と 埋蔵文化財」 シ ン ポ ジ ウ ム開催〕

1999年12月 4 日 、 兵庫県教育委員 会 と 県 内 十市 十 町 な どの シ ン ポ ジ ウ ム 実行委員会が、

神戸市長 出 区 の ピ フ レ ホ ー ル で 「阪神 ・ 淡路大震災 と 埋蔵文化財 シ ン ポ ジ ウ ム J を 開 い た。

こ れ は 、 大震災 5 周年 を 前 に 、 埋蔵文化財調査の視点 か ら 震災復興の発掘調査 を 振 り 返 る

も のO 県 内被災 自 治体の発掘担 当 者 ら が意見発表や討論 を 仔 っ た 。 入場者 は 、 全国か ら

災設の発掘調査 に 派遣 さ れた専 門職員 や一般の考古学 フ ァ ン な ど約350人。

県教委の 大村敬通 ・ 埋丈謂査事務所副所長の 碁調報告 の後、 復興調査の 中 で注 目 さ れた

尼崎市武産庄遺跡、 神戸市兵庫津遺跡、 尼崎市猪名注遺跡の 3 カ 所の 成果が発表 さ れた 。

続い て パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン が行 わ れ①震災直後の発掘調査の是非 に つ い て ②なぜ発

掘が可 能 だ っ た か ③ ど う 評価 さ れ る の か ④今後 に 残 さ れ た 課題 と はーの テ ー マ で話 し

合 い が行 わ れ た 。
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〔 遺跡 か ら 地震跡〕

活気 lこ志;見が交わ さ れた パ ネ ル デ イ ス カ ッ
シ ョ ン ェ 神戸市長 田 医 ピ フ レ ホ ー ル (神
戸新開社提供)

1999年1 1 月 22 日 、 兵庫県教育委員 会 は西宮市I高松 町 の 高松町遺跡か ら 約 400年 前 の 伏見

大地震 に よ る 噴砂 と 地滑 り な どの跡 を 確認 し た こ と を 発表 し た 。

同遺跡 は 、 県 の 芸術文化セ ン タ ー (仮称) 建設 に伴 う 調査で、 み つ か っ た 。 約 I 万ば の 敷

地 に 、 弥生時代 か ら 古墳時代 の 水 田 跡があ る こ と が判 明 し た ほ か、 あぜや足跡 、 さ ら に 1596

年 の 伏見地震の跡が出土 し た 。 地震跡 は 明瞭で、 液状化 に よ る 噴砂で地滑 り が起 き た こ と

が確認で き た 。 こ の場所で は震度 6 以上 の 揺 れ だ っ た と 推量 さ れ る 。 遺 跡 の 断面 は 、 地震

の メ カ ニ ズ ム を 解 明す る 資料 と し て 、 は ぎ取 っ て保存 さ れて い る 。

4 . 史料ネ ッ ト の総揺 と 情報発信
史学会 に よ る ボ ラ ン テ イ ア 活動、 阪神大震災対策涯 史学会連絡会 ・ 歴 史資料 ネ ッ ト

ワ ー ク ( 略称史料 ネ ッ ト ) の 取 り 組み は 、 震災被災家屋内 の 古文書や民具 を は じ め と す る 、

民 間所在の被災歴 史資料 ・ 文化財の 保全 を 目 的 と し て は じ ま っ た 。 史料ネ ッ ト は98年度 ま

で に 、 こ う い っ た被災史料 ・ 文化財の 保全 に 加 え て 、 復興開発に と も な っ て発掘 さ れ る 埋

蔵文化財の 問題や 、 震災そ の も の の 記録化 ・ 資料保存 に ま で課題 を 広 げ、 さ ら に は被災地

の)J主史 ・ 丈化 を 活 か し た復興の実現や、 震史学、 史料 ・ 丈化財保存事業の 社会的位置 ・ 役

割 と い っ た 普遍的課題 を も 視野 に 入 れ て 、 取 り 組み を 展 開 し て き た 。

史料ネ ッ ト の 1999年度の取 り 組み は 、 こ う い っ た こ れ ま で の成果 と 課題 を ふ ま え 、 保全

し た被災史料 ・ 丈化討 の調査や整理 を 継続 し つ つ 、 市民や公的機関 と の連携、 史料ネ ッ ト

自 身 の 活動 の総括 と 情報発信 に 力 点 を 移 し て 、 継続 し た 。

〔市民 と と も に歴史 を 学び保全す る 取 り 組み 〕

史料ネ ッ ト は 、 活動 を 開始 し た 比較的早 い 時期 か ら 、 市民 と と も に歴 史 を 守 り 保全す る

取 り 組み を 重視 し て 進め て き た 。 震災後の 活動経験か ら 明 ら か と な っ た の は 、 被災地各地
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の 広 範 な 被災史料 ・ 文化財 を 行政や一部 の 専 門家 に よ る ボ ラ ン テ ィ ア が保全 す る と い う の

は不可能であ り 、 市民 自 身 に よ る 史料 ・ 文化財への 理解 と 保全の寂 り 組み こ そ が必要であ

る 、 と い う こ と だ っ た か ら であ る 。 こ の こ と は災害時 に 限 っ た こ と で は な く 、 平常時 も 含

め て 史料 ・ 文化財の 保全全般 に 共通す る こ と で あ り 、 そ れ ゆ え 市民 と と も に 歴 史 を 学 び保

全す る 取 り 組み を 日 常的 に押 し進め る こ と が、 そ の必要性 に対す る 社 会 的 合意 を つ く り 、

市民社会 に 内在化 し た歴史研究や史料 ・ 文化財保全の 実現 に つ な がる と い う こ と も 、 明 ら

か と な っ て き た 。

こ の よ う な 認識 に 立 っ て 、 史料 ネ ッ ト は震災の発生 し た何年以来、 被 災地 に お け る 歴 史 ・

丈化の保全 と 、 そ の う え に立 っ た復興 を 考 え る シ ン ポ ジ ウ ム や市民講座の 開 催 な ど に 取 り

組 ん で き た 。 1999年 震 は 、 そ れ ま で継続開催 し て き た 「震災復興 歴 史 と 文 化 を 考え る 市

民講座」 に 一花、 の 区切 り つ け、 従前か ら の よ り 小規模で地域 に 密着 し た歴 史研究 と 常習 の

場 を 市民 と と も に 継続 し て い く こ と に 重点 を 移 し て取 り 組み を 進め た。

具体的 に は 、 ま ず被災地神戸 の ル ー ツ と も 言 え る 兵庫 津 に 焦点 を 当 て た 市民学習会 「 よ

み が え る 兵庫津の歴史 と 街並み」 を 、 史料ネ ッ ト が中 心 と な っ て連続開催 し た。 こ の学習

会 は 、 兵庫津 の 歴 史 を テ ー マ に 、 従来連携の不足 し て い た考古学、 文献史学、 歴史地理学

と い っ た各分野が共 同 し て 、 震災後の復興工事 に と も な う 発掘調査の成果 も 取 り 入 れ た 成

果 を 、 研究者の み な ら ず広 く 市民 に も 還元 し て い く こ と を 目 的 と す る も の で あ っ た。 1 999

年10月 31 日 、 1 2 月 19 日 、 2000年 I 月 23 日 と 3 凹 に わ た っ て 、 そ れぞれ中 世 ・ 近世 ・ 近代の

兵庫津 を テ ー マ と し た市民学習会 を 連続開催 し 、 参加者 は延べ182人 に お よ ん だ。

ま た 、 1999年1 1 月 に は 、 神戸新聞総合 出 販 セ ン タ ー か ら 歴史資料ネ ッ ト ワ ー ク 編 「歴史

の な か の 神 戸 と 兵庫 一 地域再生への メ ッ セ ー ジ J を 発行 し た 。 こ れ は 97年 に 開催 し た 市

民講座 の 内容 を も と に編集 ・ 発行 し た も の で、 復興の願い を 込め た歴史刊行物 と し て 関心

を 集め た 。

こ の ほ か、 史料 ネ ッ ト の メ ン バ ー が参加 し 、 あ る い は専 門 的立場か ら 支援協力 す る 、 地

域の歴史研究や 史料保存 に 向 け た さ ま ざ ま な 取 り 組み も 引 き 続 き 活発で あ っ た 。 具体的 に

は 、 尼 崎 を は じ め と す る 阪神地域の現代 史 に 取 り 組 む 「尼崎戦後史聞 き 取 り 研究会」 、 復

興事業 の な か で 発掘 さ れ た 遺跡 に つ い て 学 ぶ 「猪名荘遺跡 を 学ぶ 会」 、 保全 し た被災史料

を 解読す る 「宝塚の 古丈書 を 読 む 会」 な どが、 従前か ら の活動 を 継続 し た 。 こ の う ち 「宝

塚の古文書 を 読 む 会J で は 、 市民メ ン バー に よ る 会誌 の 発行が実現 し 、 同 特 に 会が解読作

業 を 進 め る 古文書の所蔵家 ・ 和 田 家 の !日宅が宝塚市 に 寄付 さ れ、 市立歴史民俗資料館 . 1 8

和 田家住宅 と し て 7 月 に 開館 し た 。 ま た 、 歴史 ・ 文化講演会事業 に 取 り 組 む 尼崎 の N P O

法人 「 シ ン フ ォ ニ ー」 、 戦争史跡学習 ・ 見学企画 「火垂 る の 墓 を 歩 く 」 、 公害の記録化 と 資

料保存 に 取 り 組む 「 あ お ぞ ら 財 団」 と い っ た 団体や事業 に対す る 、 史料 ネ ッ ト か ら の 支援 ・

協力 も 引 き 続 き 行 わ れ た 。 こ れ ら を 通 じ て 、 被災地内外の歴史 ・ 文化へ の 取 り 組み の ネ ッ

ト ワ ー ク は 一層 の 広 が り を 見 せ た 。
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〔公的機関 と の連携 ・ 協力 、 i勤 き か け 〕

史料ネ ッ ト は 、 市民 と の連携 ・ 協力 と と も に 、 自 治体 を は じ め と す る 公的 機 関 と の連携 ・

協力 に も 、 従前か ら 務め て き た 。 被災史料保全や前記の シ ン ポ ジ ウ ム ・ 市 民講座 な どの取

り 組み に つ い て も 、 多 く の場合、 地元 自 治体 と の 共 同 実施、 共f量 ・ 後援企 画 な どの形で進

め て き て い る o 1999年度 も 引 き 続 き 、 こ う い っ た 方 向 性 を 継続 し た 。 1999年震 に 、 特 に 具

体的 な 連携 ・ 協 力 がは か ら れた の は 、 震災の記録化 ・ 資料保存お よ び埋蔵 文化討 の 分野 で

あ っ た 。

ま ず震 災 の 記録化 と 資料保存の 課題 に つ い て は 、 史料 ネ ッ ト 代表幹事で も あ る 奥村弘 ・

神戸大学丈学部助教授の呼びか け に よ り 、 6 月 14 日 に 第 2 醤 「神戸大学震災資料に つ い て

の研究会」 を 開催 し た 。 文学部、 工学部、 付属国書館 と い っ た 学 内 関係者 の ほ か、 阪神 ・

淡路大震災記念協会、 兵康県公館 (県政資料部 門 ) な どの公的機 関 や 、 史料 ネ ッ ト 、 震災 ・

ま ち の ア ー カ イ ブ と い っ た ボ ラ ン テ イ ア 団体 の 関係者 も 参加 し 、 震災関連の公文書保存や 、

開 き 取 り 調査の 問題な ど、 現状 に つ い て の 意見交換 と 連携方策 な ど に つ い て 話 し 合 っ た 。

ま た こ の課題 に 関 連 し て 、 4 月 6 臼 に は兵産県公館 (県政資料部門 ) を 史料 ネ ッ ト メ ン バ ー

が訪問 し 、 震災資料保存 を は じ め と す る 公館 の 事業 に つ い て の 懇談 (研究会) を 行 っ た 。

こ う い っ た研究会開催 な ど を 節 目 に し な が ら 、 こ の 課題 に 取 り 組む公的機 関 と の連携の継

続 に努め た 。

埋蔵文化財 に つ い て は 、 兵庫県埋蔵文化財事務所が中心 と な っ て 12 月 4 日 に 開催 し た 「阪

神 ・ 淡路大震災 と 埋蔵文化財 シ ン ポ ジ ウ ム 」 に つ い て 、 藤 田 明 良 ・ 史料 ネ ッ ト 事務局長が

実行委員 会 に 加 わ る な ど、 開催 に協力 し た 。 こ こ で は 、 震災復興工事 に と も な う 膨大 な 発

掘調査の経験 と 教訓 な どが議論 さ れ、 パ ネ リ ス ト と し て 参加 し た 藤 田J事務局 長 は 、 理蔵文

化財 に対す る 市民の 関心や 、 そ の成果 を 復興 ま ち づ く り に活か し て い こ う と い う 動 向 に依

拠 し て今後 の 方 向 性 を 考 え て い く こ と を 提言 し た 。

(史料ネ ッ ト 自 身の活動の総括 と 情報発信〕

こ の よ う な 実践的活動 を 継続す る 一方 で 、 史料ネ ッ ト は 自 身 の活動 を 総括 し て ま と め 、

情報発信 し て い く こ と を 通 じ て 、 震災被災史料 ・ 丈化財保全活動 の 経験 と 教訓 を 広 く 康史

学会や 関係者の 共有財産 と し 、 今後 に 活 か し て い く こ と に寂 り 組ん で き て い る 。 総括作業

そ の も の を 多 く の 学会関係者の参加す る 開 か れ た も の と す る べ く 、 1999年度 は 大阪歴史科

学協議会例 会 ( 5 月 16 日 ) や 、 全国 レ ベ ル の 学会で あ る 歴史学研究会総合部会 ( 9 月 18 日 )

の場で、 議論 を 行 っ た 。 こ れ ら 研究会で の 報告 内 容 は 、 そ れぞれ大坂歴 史科学協議会発行

『涯史科学Jl 161 号 (2000年 6 月 ) お よ び歴史学研究会発行 F涯史学研究Jl 738号 ( 向 7 R )  

に 掲載 さ れ た 。 こ う い っ た場 で の 議論 も ふ ま え て 、 2000年 3 月 に は 丈部省科学研究費助成

に よ る 、 神戸大学文学部 を 中 心 と す る 研究報告書 「被災史料保全活動か ら み た都市社会の

歴 史意識 に 関 す る 研究」 を 発行 し 、 さ ら に 議論 を 進め て い る 。
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な お 、 史料ネ ッ ト を は じ め と す る 、 阪神 ・ 淡路大震災後の被災史料 ・ 丈化財保全の経験

は 、 1999年 6 月 29 日 の広 島県西部集 中豪雨や 9 月 21 日 に 発生 し た 台湾大地震 に 際 し 、 そ れ

ぞれの地元関係者の取 り 組み に活か さ れ、 保全活動が実施 さ れ た 。 特 に 台湾 大地震 に お い

て は 、 発生の 翌 月 に は神戸大学か ら の調査団 の 一 員 と し て奥村弘 ・ 史料ネ ッ ト 代表幹事が

現地入 り し 、 そ の 後、 2000年 1 月 と 3 月 に そ れ ぞれ神戸大学 と 台湾 で 開催 さ れ た 震災 と 丈

化財保全 に 関 す る 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム に も 史料 ネ ッ ト メ ン バ ー が参加 ・ 協力 し た 。

( 5 年間の取 り 組み を 操 り 返 っ て 〕

前項で ふ れた よ う に 、 史料ネ ッ ト 自 身 に よ る 総括作業 は 未 だ継続 中 であ る O こ こ で は 5

年 間 に お よ ぶ取 り 組み を ふ り か え っ て 、 現時点 ま で の 総括議論の な かで あ き ら か と な っ て

き た 点 を 紹 介す る O 震災後の被災史料 ・ 文化財保全活動 の 経験 と 教訓 は 、 主 と し て 4 点 に

要約す る こ と がで き る 。

ま ず第一 に 、 阪神 ・ 淡路大震災後の被災史料 ・ 文化財保全の 取 り 組み は 、 大規模災害時

に お け る 組織的 な 史料 ・ 文化封保全 と い う 意味で、 日 本 の 歴史学、 史料 ・ 文化財保存事業

史上 は じ め て の も の で あ っ た 。 従来の 自 然災害 に お い て は 、 多 く の 被災史料 ・ 文化財が滅

失す る に ま か さ れ た こ と と 比較 し て 、 こ の こ と の歴史的意義は大 き い 。

第 二 に 、 取 り 組み の枠組みが既存の 史料 ・ 丈化財保存事業の そ れ を 大 き く 越 え る も の と

な っ た こ と で あ る 。 震災後の被災史料 ・ 文化財保全活動 は 、 中 心 的 に 紹 介 し た 史料 ネ ッ ト

に加 え て 、 文化庁 が 中 心 と な っ て 組識 し た 半官半民の 板神 ・ 淡路大震災被災丈化財等救援

委員 会、 地元 NGO 救援連絡会議 の な か に 総織 さ れ た 文化情報部 と い っ た 団体 を 中 心 に 、

被災地域の民 開 歴 史研究団体や 、 郷土史家 を は じ め と す る 市民、 地元 自 治 体 の 史料 ・ 文化

財担当部局 、 担 当 者 を も 巻 き 込ん で取 り 組 ま れ た 。 そ し て保全対象 も 、 行政 に と っ て の 法

的守備範囲 で あ る と こ ろ の指定文化討 に 限定せず、 指定以外の広範囲 な 民 間 所在史料 ・ 文

化財 を も 対象 と し て い っ た 。 大規模災害時 に 、 身 近 な 地域 の 歴史 に つ な が る 史料 ・ 文化財

が根 こ そ ぎ失 わ れ か ね な い 現実 に 直面す る な かで 、 既存の 法的枠組み 、 行政主導な い し行

政依存的 な 史料 ・ 文化封保全の ス タ イ ル を 越 え た取 り 組みが、 実現 し た と 言え る 。

第三 に 、 震災後の被災史料 ・ 文化財保全の経験 と 教訓 を 、 広 く 他 の 地域 の 災害事例 に 活

か し て い こ う と い う 努力 が な さ れ、 そ の 後の 国 内外 の 災害 に 活か さ れた こ と で あ る 。 新潟

地震 (1995年 4 月 l 臼 ) や広 島県集 中豪雨、 台湾大地震 な どが、 そ の 実例 と な っ た 。 今後

も こ う い っ た取 り 組みが広 が り 、 さ ら に経験 と 教訓 が共有化 さ れて い く こ と が望 ま れて い

る 。

最設 に 、 震災後の 経験 を 、 歴史学、 史料 ・ 文化財保存事業の社会的存在意義 ・ 役割 と い

う 普遍的課題 に ま で掘 り 下 げて 、 捉 え な お し て い こ う と い う 認識が生 ま れた こ と 。 ま た そ

の 課題 を 受 け止 め 具体化 し て い く 実践が、 始 ま り つ つ あ る こ と で あ る 。

史料 ネ ッ ト も 、 当 初 に お い て は専 門 家 が保全すべ き と 考 え る 被災史料 ・ 丈化財 の保全 を
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目 的 と し て 、 震災 と い う 緊急時 に あ た っ て行政 を 補完支援す る と い う ス タ ン ス であ っ た 。

し か し 、 市民 と と も に 麿 史 を 学び保全す る 取 り 組み を 進め る な かで は 、 む し ろ 主体 は 市民

で あ る べ き で あ る こ と 、 市民社会の合意 な く し て は 、 災害時 に も 平時 に も 社 会 的規模で史

料 ・ 文化財が保全 さ れ得 な い こ と が、 明 ら か と な っ て き た 。 そ し て 、 そ の こ と の 実現 に 向

け た 実践 的 取 り 組み を 通 し て 、 復興 ま ち づ く り に涯史 ・ 文化 を 活かす こ と へ の 市民 の 関 心

や 実践 に 典型的 に あ ら わ れ て い る よ う に 、 社会の現実的課題 に正面か ら 向 き 合 う 、 市民社

会 に 内在化 し た 歴史学、 史料 ・ 丈化財保存 こ そ が求め ら れて い る と い う こ と が、 浮 か び、上

カすっ て き た 。

一般 に 、 史料 ・ 丈化財の 防災対策 と は 、 単 に 災害対応の 技術的方法論 や 、 行政施策拡充

の 問題 と 捉え ら れがち で あ る O し か し 、 こ の よ う に 考 え れ ば、 よ り 本質的 な 、 社会 に お け

る 歴史学、 史料 ・ 文化財保存の あ り 方、 存在意義 と い っ た 普遍的課題 こ そ が 間 わ れ た と 言

え る O

歴史資料ネ ッ ト ワ ー ク

千 657-8501 神戸市灘区六 甲 台町 1 - 1 神戸大学文学部内

TELlFAX 07ふ803-5565、 e-mail :yfuj ita@lit.kobe-u.ac .j p

URL http ://www.lit.kobe-u.ac.jp/-kenta/siryo.html 

5 . 新 し い町並み と 晦の文化
( r伝 え た いふ る さ と の景観」 完成〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 乗 り 越 え 、 住民 に 親 し ま れて い る 風景 を 集 め た 写真集 「伝 え た い ふ

る さ と の 景観」 が、 完成 し た 。 被災者の心 に 欠かす こ と の で き な い ふ る さ と の 景色405件

が収め ら れ、 被災地の魅力 を 帯発見す る 写真集 に な っ て い る 。

兵庫県舟 は 1998年 6 月 l 日 か ら 7 月 17 日 ま で、 被災 し た 10市10 町 を 対象 に 、 後世 に 残 し た

い 景観 を 募集 し た 。 応募総数1 ， 871件、 推薦 さ れ た 景観 の 数 は 1 ， 374件で あ っ た 。 景観の種

類 と し て は 、 建築物、 自 然物 、 構造物 ・ 工作物、 生活風景、 そ の 他 な ど伝 え た い景観や ふ

る さ と 意識 の 多様性 を う かが う こ と がで き た 。 自 分 し か知 ら な い 、 小 さ な 場所、 駄菓子屋

さ ん の 居 先 の 光景 の よ う な 、 あ と 10年 も す れ ば無 く な っ て し ま う か も し れ な い景観な ど、

ふ だ ん あ ま り 「景観」 と し て 意識 さ れ な い よ う な も の も あ っ た 。

選定委員 会 は 当 初 、 い わ ゆ る 「百選」 の よ う な 形 を 想定 し て い た が、 各 地 区 の代表的 な

景観 を 示す と と も に 、 選定委員 の そ れ ぞれが、 推薦 の あ っ た 景観 を 素材 と し て景観 に 関す

る 考え 方 を 述べ る 方法の写真集 に す る こ と 、 併 せ て 、 推 薦 の あ っ た全て の 景観 を リ ス ト に

し て公表す る こ と と し た 。

代 表 的 な 景 観 に 選 ば れ た の は405件。 地域別 で は神戸 ・ 東播が171件、 阪神が137件、 淡

路が97件 と な っ た 。 震災で失 わ れ た も の 、 震災後 に 生 ま れ た も の な ど、 被災者の心 を い や
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し 地域の 人 の 心 を つ な ぐ コ ミ ュ ニ テ ィ ー の き ず な に な っ て い る 風景 で あ る 。

住民が撮影 し た応募書類の 写真 を そ の ま ま 利 用 し て お り 、 手作 り の味 わ い を 残 し た 。 A

4 判66ペ ー ジ 。 5 千部発行。 関係市町 な ど に 送 っ た ほ か希望者 に は 無料で配付 さ れた 。 県

は 、 選定 さ れ た 景観の整備支援 に復興基金 を 充 て る こ と を 決 め た 。

〔 ト ア 口 ー ド ま ち づ く り の株式会社設立〕

神戸の !日居皆 地 と 北野の 異 人館備 を 南北 に結ぶ商業地 ・ ト ア ロ ー ド で は 、 阪神大震災後

街の再生の機運が急速 に 高 ま っ た 。 199Ml三 に 3 つ の商庖街な どが一つ に ま と ま り 、 ま ち づ

く り 協議会 を 結成。 翌年 に は約45項 目 に 及ぶ ま ち づ く り 計画 を 作 り 、 沿 道 の商庖主 ら が資

本金 2 千万 円 を 集 め て 、 ま ち づ く り の た め の 株式会社が作 ら れた 。

ま ち づ く り 協議 会 は 、 震災後 に 移転 し た N H K 神戸放送局 の跡地 を 借 り て 「 ト ア ガー デ

ン J を 管 理 ・ 運営 し 、 庭 園 内 の 喫茶席 を 経営す る 。 ま た震災後 に 各地で進 む復興が画一的

な 傾向 に あ る 中 、 「職人の 街 ・ ト ア ロ ー ドJ の魅力 を 多 く の 人 に伝 え た い と 、 「 ト ア ロ ー ド ・

ク ラ フ ト ア ー ト フ ェ ア 」 を 開催 し た 。 木工や陶芸、 ガ ラ ス 細工 な とや工芸ifh の露庖約50庖が

通 り の 両側 に 出 庖。 将来 は 神 戸 ル ミ ナ リ エ の よ う な イ ベ ン ト に 育 て る こ と を 目 指 し て い る 。

ト ア ロ ー ド に あ る 旧北野小学校 も 、 震災後 に 生 ま れ変 わ っ た施設の ひ と つo 1 996年 に 廃校

と な っ た 同校の校舎 を 利 用 し て 「北野工房 の ま ち J が1998年 に 開 設 さ れ た 。 教室 を 菓子工

房やパ ン 屋 に し 、 運動場 を 観光パ ス の駐車場 に し た。 当 初35万 人 を 見込 ん で い た 年 間 利 用

客 は 、 そ れ を 1-. 回 る 75万人、 オ ー プ ン 1 年余 り で、100万人の観光客が こ こ を 訪れ た。

〔三宮セ ン タ ー街の 「ア ー ト ス ト リ ー ト 構想J )

神 戸市 の 三宮 セ ン タ ー 街 で は 、 震災 で ア ー ケ ー ド が崩 落 し 、 約250届舗 の う ち 三分 の ー

が全壊、 残 り の 庖舗 も 半壊 し た 。 し か し 、 「 セ ン タ ー 街がい ち 早 く 再 開 す る こ と で復 興 を

後押 し し 、 傷 つ い た 前民 の 心 を い や し て い き た い」 と い う 思 い で、 商自主 ら が ひ と つ に な っ

て 立 ち 上が っ た 。 震災か ら 3 年後の 1998年 3 月 に は ア ー ケ ー ド が再建 さ れ て 、 セ ン タ ー 街

は完全に復興。 こ う し た歩 み の 中 で 「商売の つ な が り だ け で な く 、 震災で知 っ た 人の き ず

な を 大切 に し た い 。 そ の た め に 、 訪 れ る 人が心 を い や す こ と がで き る 空 間 を つ く り た い」

と 、 「 ア ー ト ス ト リ ー ト 構想」 が持 ち 上が っ た 。

彫刻 な どの芸術作 品 を 信角 に 配 し 、 セ ン タ ー 街 を 舞台 に 市民独 自 の物語 を つ く っ て も ら

お う と い う コ ン セ プ ト の も と に 、 構想が進め ら れた 。 1996年、 セ ン タ ー 街が主催 し て 追悼

式 を 行 い 、 そ の 時点で分か っ て い た 震災犠牲者 の 名 前 を 記 し た フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な ど を

に 埋 め 込 ん だ鎮魂の ブ ロ ン ズ像 「讃太陽」 を 、 セ ン タ ー 街 と 生 田筋が交産す る 南東角

に 設置 し た 。 2000年 2 月 に は 、 同 交差点 の 北西角 に 2000年記念 ブ ロ ン ズ像 「未来 に ゆ く 者

達へJ を 置 い た 。
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〔酒文化再生へ〕

神戸 . ì�ffiか ら 西宮 に か け て の灘五郷 の 酒蔵 は 、 吉 い建物が多 く 震災で 9 割 が倒壊 し た 。

大半が数 カ 月 は 操業不能 と み ら れた が、 3 月 末 ま で に全体の 7 割近 く が、 な ん ら かの 形 で

仕込み ゃ瓶詰 め 出荷 を 再開 し た 。 1997年 に も 生産量 は 全 国 の 約30% と 、 清 酒業界の ト ッ プ

を 譲 る こ と は な か っ た 。 と は い え 、 灘五郷 の 問題は企業 に よ る パ ラ つ き が大 き い こ と で あ

る 。 大手は ほ ぼ震災前 の 状態 に戻 っ た と い え る が、 中 堅 、 中小 に は復 旧 と い っ て も 応急措

置 で再 開 し た と こ ろ が多 か っ た 。 さ ら に 、 ワ イ ン や発泡酒 に 人気が移 っ て 、 業界そ の も の

の低迷が続 く 。 そ し て 造 り 酒犀51 社の う ち 9 社が廃業 し た 。 2000年 l 月 現在 、 酒造 り を 続

け て い る の は38t上 と な っ て い る 。

木造哉 の あ る 風景 は 、 消費者 だ け で な く 、 作 り 手や売 り 手 に 「 日 本酒 は 丈化だ」 と の意

を も た ら し て き た 。 酒 蔵 を 再構築す る と き 、 工場地帯の よ う に な っ て は N 酒の 町 " と し

て の 人の に ぎ わ い は取 り 戻せ な い と い う 警鐘が鳴 ら さ れた 。 し か し 、 メ ー カ ー と し て は資

料館や記念館 を 絵い て 、 昔 の 形 に毎 回 す る こ と は難 し い と い う 。

そ う い う 中 で、 ほ と ん どが倒壊 し た 古 い 酒哉、 資料館、 記念館 は 、 3 年後 に は新 し い多

く の資料館、 記念館 と し て 再 オ ー プ ン し た 。 復興 し た館 は 、 よ り 魅力 的で 充 実 し た施設 と

な っ て 観光地 と し て の 酒 蔵の ま ち を 支 え る 役割 を 担 っ て い る 。

し にせの酒 再 出発

神戸市東灘区魚崎南 町 の 松尾仁兵衛蕗屈 は 、 廃業か ら 立 ち ヒがっ た 酒造 会社の ひ と つ で

あ る 。 同社 は 創業260年 と い う 老舗。 2 千坪の 敷地 に江戸時代 に 建て ら れ た 木造の酒蔵 (600

坪) があ り 、 吟醸酒 な ど27種類、 年 間 180 キ ロ リ ッ ト ル を 鰻造 し て い た 。 し か し震災で、

市 の 文化財候補 に も な っ た 母屋や酒蔵 な ど木造建築が全壊。 酒造 り の機械や道具 も 全滅 し

た 。 一年後 に は な ん と か再 開 に こ ぎ 着 け 、 純米酒がお 年玉付 き 年賀 状 の 景品 に も 選 ばれた

が、 経営 は 悪 化 の 一途 を た どっ た。 土地の売却 な どで し の い だが、 つ い に 1997年 1 1 月 、 露

業 を 決断 し 、 社員21人全員 を 解雇 し酒蔵 も 処分 し た 。

翌年春、 4 人 の社員 ら が会社の 残務整理 を し て い た と こ ろ へ、 景 品 の 純米酒 を 飲 ん だ人

か ら 「 お い し か っ た 。 来年 はぜひ買 い た い」 と い う 手紙が届 い た 。 社員 ら は 、 も う 一度酒

造 り を や り ま し よ う と 当 主 を 説 き 伏せ た 。 再 出 発 し た松尾仁兵衛商屈 は 、 鉄筋平屋の 約100

坪の杜屋 に 10坪 の酒蔵、 大 人 の 背丈 ほ どの小 さ な 醸造 タ ン ク l 本、 当 主 と 社員 4 人 と い う

規模。 1999年 5 月 か ら 試験醸造 を 始 め た 。

ユ ニ ー ク 企画 で清酒復権へ

ìiffi五郷で は 、 下 降線 を た ど る 清 酒 の需 要 を 回復 さ せ よ う と 、 さ ま ざ ま な 取 り 組み を 行 っ

て い る O

「j難の酒大学J は 、 白 鶴酒造、 神 戸酒心館、 高嶋酒類食品、 浜福鶴銘醸、 泉勇 之介商庖
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の 5 社が協 力 し て 1998年10月 か ら 開講 し た も のO 各社が持つ酒造資料館や 酒 造 り 工房 を 教

室 に 、 月 l 回 、 社長や社氏 ( と う じ ) が酒づ く り の歴史か ら 澗の効能、 経営 に い た る ま で

分か り や す く 解説 す る 。 利 き j酉 を 交 え た ユ ニ ー ク な 講座 内 容 が受 け て 、 参加者 は300 人 を

超 え る 人気 と な っ た 。

菊 政宗酒造 は 同 時期 に和 き j酉 セ ミ ナ 一 、 日 本酒 ゼ ミ ナ ー ル 、 水曜 日 本酒講産、 酒肴相性

体験の 各講座 を 開設。 こ う べ 甲 高武庫 の郷 は漬物教室 や お 茶 の レ ッ ス ン 、 音楽教室 ま で、

幅広 い イ ベ ン ト を 盛 り 込ん だ 「 甲 南 カ ル チ ャ ー 倶楽部」 を 始め た 。

酒大学の メ ン バー 神戸酒心館 は 1999年 2 月 、 酒米の 田植 え か ら 仕込み ま で酒造 り の 全工

程 を 体験で き る 「酒塾J を 独 自 に 開設。 参加者 は 6 月 に神戸市北区 の 田 ん ぼで 、 酒米の 田

植 え に 挑戦 し た 。 ま た 中 堅 メ ー カ ー の木村酒造 も 、 1998年、 清 酒 の 製造過程 を 体験 し 、 春、

夏、 秋の 3 種類 の 酒 が味 わ え る 会員 100人の 「蔵元倶楽部」 を 発足 し た 。

白 鶴酒造は 、 日 本酒 の 魅力 を 紹介す る テ レ ピ番 組 を 自 主制作 し 、 1999年 7 月 か ら 通信 衛

星放送 な どで放映 を 開始 し た 。

ほ か に 、 質 の 向 上へ 向 け た取 り 組み も 始め ら れて い る 。難五郷 を 含む県内 の 中小 メ ー カ -

25社が1998年 9 月 、 企業の枠 を 越 え て 「県酒造技術研究会」 を 発足 し た 。 運営 に は 、 県立

工業技術セ ン タ ー が全面支援。 研究施設が十分で な い 中小 の 弱点 を 補 う た め 、 同 セ ン タ ー

の施設 を 提供す る ほ か、 職員 が各種サ ポ ー ト も 行 う 。

木造に こ だわ り 再建 を 待つ

神戸市東灘 区 、 御 影郷 に あ る 泉酒造は 、 倒 壊 を 免 れた コ ン ク リ ー ト 造 り の 蔵 で酒 を 造 り

続 け る こ と がで き た が、 約 7 千m2の 敷地 を 更地 に し た ま ま で再建の 時 を 待 っ て い る 。

敷地 に は30数年前か ら 、 続 き 棟で、趣の あ る 二 階建て の 木造蔵が立 っ て い た 。 震災時、 そ

の 蔵 は 出 火 し て全焼 し た 。 木造の蔵 は 独特 の 酵母 爵 がす み つ き 、 い い麹 ( こ う じ ) が育つ

と い わ れ る O 蔵 の 跡地 に マ ン シ ョ ン が建て ら れた と こ ろ も 多 い 。 商業施設 を 建 て る 勧誘 も

あ る O 江戸時代か ら 歴史 を 刻 ん だ酒蔵の ま ち の 雰囲気が失 わ れて い く な か、 そ れで も 泉酒

造 は 、 木造蔵 で の 酒造 り に こ だ わ っ て い る O

〔叛神 ・ 淡路大震災復興基金の 5 年〕

阪神 ・ 淡路大震災復興基金 は 「創造的復興 を め ざ し てJ 多彩 な 支援活動 を 続け て い る 。

こ の 5 年 間 の 文化面で の 実績 は 、 次の通 り で あ る 。

「追悼行事関連文化復興事業J 5 件 約3 ， 800万円

「文化財修理費助成事業J 108件 約 5 億4 ， 000万 円

「歴史的建造物等修理費補助J 281件 約 9 億9 ， 000万円

「私立登録博物館修理費補助J 12件 約H意4 ， 000万円

「私立博物館類似施設修理費補助J 18件 約1億8 ， 000万 円
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「私立博物館相 当 施設修理費補助J 2 件 約1 ， 400万円

「被災地芸術文化活動捕助J 854件 約 I 億9 ， 000万円

な 助成 は 、 音楽236件、 美術201件、 文芸197件、 漬劇 ・ 舞踊72件 な ど。

「景観ル ネ サ ン ス ・ ま ち な み保全事業J 165件 約 3 f意6 ， 000万円

神戸 三 ノ 宮 セ ン タ ー 街 ア ー ケ ー ド 、 う ろ こ の館、 西宮の 酒蔵 な ど。

〈参考文献〉
「阪神 ・ 淡路地域における活力ある ま ちづ く り 推進調資 (その 2 ) 報告書」 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 2000年
3 月
「震災か ら 5 年 阪神間 ミ ュ ー ジア ム ネ ッ ト ワ ー ク 震災復興報奇書」 同推進実行委員会 2000年 3 月
「震災 と美術一 1 . 17か ら生 まれた も の」 兵庫県立近代美術館 2000似 1 月
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「明石城焚燃 ・ 持1権 災害復1 1 I工事被Pi flj;J F:ni([lr� 2000年 3 月
í::ff!1戸文明惇物館lif基本橋;tHJ 阪衿 ・ 淡路大笈災i記念協会 1999年 3 月
「新時代の博物館のあ り 方引去る ・ 丹iiV 117 」 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 2000年 3 月
「伝えたいふる さ と の景観」 兵隊県都市住宅，'iß1i11 rfî以後課発行 1999年 3 月
「問わずにい ら れない」 神}i新聞干l 編 神戸新郎総 台出版セ ン タ ー 2000年 2 月
「須佐労神社震災復興記念誌」 水食須イオ クJ神れすよ災復興実行委員会 1999年 7 月
「生田神社 阪神大震災復興の記録」 生百i神社々務所 2000年 1 月
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I [ 寅 さ ん の記録集 と 地蔵}

1 999年 5 月 、 「寅 さ ん を 迎 え る 会」 が記録集「賞l さ ん長 田 山 を 作製 し た

震災i立後、 人気映TI�j r労 は つ ら い よ 」 シ リ ー

| ズ の 口 ケ を 被災 地 に 誘致 し よ う と 住民が結束、

r寅 さ ん を 迎 え る 会」 を 作 っ て 運動 lこ乗 り 出 し

た 。 願 い は 平 く も 突 っ た。 震災の年の10月 、 シ

リ ー ズ第48{乍 「寅次郎紅の花」 の撮影が、 神戸

市長 田 区 の 菅原市場周辺で行 わ れ た 。 「迎 え る

会 {土 、 被 災 地 を 励 ま し て く れ た 山 田 洋次監管

ら に感 謝 を 込 め 、 寅 さ ん と の思 い 出 を 記録 に 残

そ う と 、 1 998年秋か ら 編集 を 進 め た 。

記録集 は 、 震災直後か ら 寅 さ ん こ と 俳優の故

さ ん を し の んで J R 新長 田駅構内 に

地成」 を 建立す る ま で を 、 写真や年表で た ど る 。

寅 さ ん の 扮装 を し た 渥美 さ んが大勢の観客 に 囲

ま れ て い る 写真 な どで ロ ケ 本番の様子 を 紹 介 し 、

迎 え る 会 の 会員 ら 1 2人が感謝 を 表す 手記 を 寄せ

て い る 。 他 に 、 震災の g か ら 1 999年 1 月 ま で の

出 来事 を た ど る 年表や被災地の復興状況 も 掲載。

も 手直 し を 加 え た 「寅地蔵」 の デザ イ ン 画

ロ ケ の様子 を 報 じ た新 聞記事な ど も 収録 さ

い る 。 ま た特 に 、 ロ ケ が災現す る ま で の経

[神戸の撞せんべい]

「神戸の壁 1927年、 神 戸 市 長 田 区 の 公設

市場 に建て ら れ た 防火壁。 神戸大空襲 と 阪神大

震災の 二 つ の 大火 に 耐 え た 。 震災では壁の周辺

で十数人が亡 く な っ て い る 。 大地震の翌 月 、

災の象徴 に し よ う 」 と い う 住民 た ち の熱意で保

会がで き 、 解体 さ れ よ う と し て い た壁 は

残 さ れ た 。

翌年 1 月 1 7 日 、 焼け跡が残 る 壁 の 前で追悼の

f援 し が営 ま れ、 以後、 毎年の行事 と な っ て い た 。

し か し 、 市街地再開発事業が保存 の 障害 に な っ

た。 現地での保存が不 íJT�� と な っ た神戸の 壁 は 、

淡路 島の津名 町が震災モ ニ ュ メ ン ト と し て 町立

の 丈化施設敷地内 に 移設す る こ と に し た 。 1 999

年 3 月 、 壁 は 13分割 さ れ て 津名 町 に 搬 入 さ れた 。

と こ ろ が ま た こ こ で問題が起 こ る 。 同 年 4 月 に
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緯 は 、 力 を 結集 し て 寅 さ ん を 招 い た住民の熱意

を 伝 え る 。

迎 え る 会の 中村専一事務 局 長 は [ 震災 と い う

つ ら い状況の な か で、 住民の 向 か ら 寅 さ ん を II手

ほ う と い う 機運が生 ま れ た こ と に 意味があ っ た 。

今後、 私 た ち が よ り よ い 街 を つ く る こ と が、 渥

美 さ ん た ち に 報 い る こ と だ と 思 う 」 と 言 う 。

記録集 は201 ペ ー ジ。 200時が作製 さ れ、 配付

さ れた 。

寅 さ ん に ま つ わ る 出 米 事 を つ つ~っ た 記録集 「寅 さ
ん 長 田 にJ (神戸新開社提供)

行 わ れ た 町 長選挙で、 「神戸 の 壁 は 地 冗 に あ っ

て こ そ 、 被 災地 の シ ン ボル 。 場所 を 変 え て保存

し て も 意味がな い 」 と い う 批判 が出 た 。 柏木和

三 郎 町 長 は 、 「壁 自 体が r震災 の 諮 り 部」 で 、

全 国 的 に震災の記憶 を 残す と い う 意味合い があ

る 」 と い う 理念の も と に 、 住民説明 会 を 開 い て

堤解 を 呼びか け た 。 こ の f旬 、 壁 は 町 内 の空 き 地

で防水 カ バー に 覆 わ れ た ま ま 、 T【年 ほ ど 工事 を

f寺つ こ と と な っ た 。

し か し 、 つ い に 1 1 月 か ら 工事が再開 さ れた 。

1 2 月 末、 壁 は津名 目I志筑新 島 の し づか ホ ー ル横

に 、 野 外 ス テ ー ジ の 舞 台 背景 と し て 生 ま れ 変

わ っ た 姿 を 見せ た 。 震 災 ら 周 年 の 2000 年 1 月 16

日 に は 神 戸 市 長 田 区 の住民 ら が招 かれ て 、 鎮魂

と 復興 の た め の イ ベ ン ト が壁 の 前 で行 わ れ た O



地 元 の神 戸 で は 、 「壁 の か け ら で も い い か ら

街 に 残 し た しり と い う 長 田 区住民の麟 い が実現。

壁 を 支 え て い た 基礎部分が、 モ ニ ュ メ ン ト と し

て 同 区 の再 開 発 ピ ル 「 ア ス タ く に づのつ の池 F

通路 に 設置 さ れた 。 モ ニ ュ メ ン ト を 制作 し た の

は神戸市在住の現代芸術家 ・ 三原泰治。 作 品 名

は 「鎮 魂 と 復興 の 響 き 神 戸 の 壁 よ 永遠 な れJ o

磨 い て 丸 み を つ け た面が復興 と 安 ら ぎ を 、 焼 け

跡の残る 面 が鎮魂 を 表す 。 木製の 台 に 置 い て 、

ベ ン チ と し て も 利用 で き る よ う に な っ て い る 。

[ メ モ リ アルハ ウ ス を 公開}

阪神大震災で出現 し た 野 島 断層 が敷地 を横切

り 、 塀がずれる な ど し た 津名 郡北淡町の民家が、

震 災 の 教 訓 を 伝 え る メ モ リ ア ル ハ ウ ス と し て

1 999年 4 月 、 公 開 さ れた 。 震災直後の台所の様

子 を 再現 し た ほ か 、 断層 の観祭 ポ イ ン ト な どが

あ り 、 北淡町震災記念公 国 の 施設 の ひ と つ に 加

わ っ た。

メ モ リ ア ルハ ウ ス は 、 野 島 断層 保存館の南日立

恨IJ に あ る 鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 り 2 階建て 延べ約

240m'の住宅。断層 付近で現存 す る 家屋 は珍 し く 、

学術的 に も J:震 で あ る た め 県会業庁が買 い 上 げ

た う え で 、 約 l 信、9 ， 600万円 で繋備 し た 。

全体が二度 ほ ど傾 い て い る 建物 、 ひ び割れた

壁 な どの外観 は そ の ま ま で 、 内 部 を 改修、 I 階

の約半分 に 内 た る 3 部屋や廊下 な ど を 展示室 に

し た 。 台T!JTは 入居 し て い た 人の証言 に 基づい て

再現。 他 の 2 部屡 で は 、 地震 と 建物被害 の 関係

や避難所の様子や活気 を 取 り 戻そ う と の 商庖街

の イ ベ ン ト な ど を 、 写真 と 文章で紹介 し て い る

ほ か 、 震災記念公園 の 語 り 部が常駐 し て 、 生 々

神 戸 の 壁 は 、 か わ ら せんぺ い に も な っ た 。 長

田 地 区 の ま ち づ く り 協議会や鹿庖 街振興組 合が

「 ま ち づ く り N P O 西神戸 ア ス タ 」 を 設立 し て 、

地止の活性化案や集客 イ ベ ン ト を 検討。 そ こ で

出 た ア イ デ ア で 、 二度の大火 を く ぐ り 抜け た 塗

に ち な ん だ か わ ら せんぺい を 売 り 出 し 、 新名物

に し よ う と い う も の で あ る 。 協 議 会 で は 、 被 災

し で も 崩 れ な か っ た縁起 を かつ い で 「神戸 の 壁

お 守 り 」 も 考 え て い る と い う 。

し い体験 を 入館者 に 語 る 。 敷 地 は 保存館の端か

ら 伸 び た 断層 を 境 に 、 全体が1 . 2 m ほ ど右横ず

れ し て い る 。 花壇の食い違い と し て確認で き 、

断層部分 を 支点 に 二 カ 所で割れ て で き た塀の ず

れ は 、 上;らの、 ら 観察で き る よ う 順路が設 け ら れ

て い る 。

震災直絞の台所 の総子 を 子専攻 し た メ モ リ ア ル ハ ウ
ス ニ 津 名 郡北 淡 町小倉、 北 淡 町 震 災記念公園 (神
戸新関全i 提 供 )
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l 第三節 永久に残そ う 、 震災の記録
家族の無事 を伝 え る ピ ラ 、 食べ物 の 情報 を 記 し た チ ラ シ 、 避難所 に掲 げ ら れ た 名 簿 な ど

震災の資料 は 膨 大 な も の で あ る O だが、 時 間 が経つ に つ れて 次第 に 失 わ れ て い っ た 。 「 身

近 な ナ マ の記録 こ そ が震災の実態 を 後世 に伝 え 、 今後の 災 害 に 生 き る 」 と い う ボ ラ ン テ イ

ア の思 い か ら は じ ま っ た震災資料の収集活動 は 、 図書館や行政 も 巻 き 込ん だ大 き な 運動 に

広 が っ て い っ た 。 震災か ら 5 年が経 っ た 現在 も 地道 な 収集活動が続 け ら れ、 膨 大 な 資料が

蓄積 さ れつ つ あ る O さ ら に 各団体は 、 新 し い震災丈化形成 の基礎 を 担 っ て 、 資料の活用 ・

発信へ 向 け て動 き は じ め て い る O

〔震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ〕

震災資料の保存運動 を 進 め て い る 民 間 団体 「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブJ (神戸市長 田 区

東尻池町) は 、 1 998年 3 月 に 設立 さ れ た 。 震災の年の 3 月 か ら 活動 し て い た 「震災 ・ 活動

記録室」 か ら 資料 を 引 き 継い で活動 を 開始 し た 。 メ ン バ ー は 、 女性 9 人、 男 性 3 人、 計12

人 と い う 小所帯で あ る 。 「阪神 ・ 淡路大震災 は 、 未 曽 有 の 大災害で あ っ た が、 そ こ か ら 立

直 る 際 に さ ま ぎ ま な ボ ラ ン テ ィ ア や市民の 力 が発揮 さ れた こ と で も 特筆 さ れ る O そ れ ら 多

く の活動 の 記録 は 、 今後の 市民社会の在 り 方 を 考 え て ゆ く 上で重姿 な 意味 を 持 つ 。 そ れ ら

の記録 を 市民 自 身が保存す る こ と に よ っ て 、 新 た な 市民社会 を 構築 し て い く 」 と い う 目 標

を 掲 げる 。

そ し て 震災の記録 と 記憶 を 後 世 に 伝 え る 方法 と し て 、 ま ち の 中 に ア ー カ イ ブ (資料館)

を おj る こ と を 目 指す 。 市民 自 身が ま ち の 中 に ア ー カ イ ブ を 創 っ て ゆ く こ と は 、 市民社 会 に

お け る 情報の 共有や公共性の 問題 と 密接 に つ な がる O こ れ は 今後の市民社会 を つ く る とで

必須の条件であ る 、 と し て い る 。 す で に 大震災の記録は い く つ かの 機 関 が行 っ て い る が、

そ れ ら は公的機関 に よ る も の で、 市民 自 身 に よ る も の で な い 。 公的機関 と パ ー ト ナ ー シ ッ

プの も と 、 市民 自 身が市民社会 を 構築す る 拠点 を め ざす と い う 。 現在の 活動 は 、 ①震災一

次資料の収集 ②開 き 取 り 調査 ③言葉 に よ る 発信 で あ る 。

「 な ま ず通信」 と 2 冊の叢書

震災の 一次資料 を 残す意味 を 考 え る と と も に 、 そ の こ と を 通 じ て 震災 を 文化 の 側 面 か ら

捉 え よ う と 、 言葉 に よ る 発信 の ーっ と し て 「瓦版 な ま ず」 を 発行 し た 。 第 l 号は 、 1998年

7 月 に 発行、 「長楽 第 2 避 難所資料J に つ い て の 報告や 「資料整理の 現況J な どが報告 さ

れ て い る 。 こ れ ま で第 8 号、 号外の発行や読書会、 講演会 な ど を 開催 し て い る O ま た 、 ア ー

カ イ ブ叢書 「震災 と 言葉J (上念省 三 ・ 季村敏夫) r í"百合」 と の往還J ( 閉 会編 ) も 二冊 を

発行 し た 。

168 第 て章 @ 文化



当 時五歳だ っ た子 ど も は 、 い ま ト歳。 同 じ体験 を し て い て も 、 当 時言葉 に す る すべが

な か っ た彼 ら は 、 時 間 を か け て 当 時 を 振 り 返 り 、 言葉 を 語 る 力 を つ け て 、 再 び 当 時 の

時間 と 向 き 合 っ た 。 そ の彼 ら が 自 ら の体験や感 じ た こ と を伝 え て い き た い 、 と い う 。

五年 と い う 持 聞 は 、 こ こ で も 充分 に 長 い 。 長 い け れ ど も 、 そ の長 さ は 、 終了 ボ タ ン を

押 し た く な る よ う な た め息 ま じ り の長 さ ばか り で は な く 、 そ の 時 間 が彼 ら に は 充分に

必要 な 時 間 で、 こ の 時 間 の 長 さ があ っ て こ そ 、 彼 ら の語 り は心か ら あ ふ れ る こ と に な っ

た の だ と 思 う O そ う 思 う と 、 五年 と い う 時 間 は 、 拡散 さ れ る ばか り で は な く 、 思考の

熟成 の た め の 時 間 と し て貴重 な 年 月 に な っ た と も 言 え よ う O

r r百合J と の往還」 の な かの 市村登和 の 「震 わ れ て」 の 一 編 で あ る 。 今後の活動 は 、

収集 し た 一次資料の公開 、 資料の 目 録作成、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ て の広 範 な広報活動 な

ど を 予定 し て い る O

震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ

千 653-0022 神戸市長 田 区 東尻池可1 - 11 -4 神 港金属 内

TEL 078 - 681 - 6231 FAX 078- 681 - 6232 

〔私た ち が語 る 5 年 嵩 〕

「震災 ・ ま ち の ア ー カ イ ブ」 が発行 し た 「瓦
版な ま ず」 と 二冊の叢書 (橘J I !真一氏提供)

大震災直後か ら 活動 を 続 け る 「阪神大震災 を 記録 し つ づ け る 会J は 、 1999年 7 月 、 五冊

目 の 手記集 F私 た ち が語 る 5 年 目 .i (神戸新聞総合 出 版 セ ン タ ー ) を 出版 し た。 1999年 l

月 ま で に 寄せ ら れ た 120編 の 手記 の 中 か ら 61 編 を 掲載 し て い る O 世相 は 「 だ ま し 絵」 の よ

う な も の で 、 見方 に よ っ て は 向 じ 事象が ま っ た く 違 っ た様相 に 見 え る 。 大震災 と 過去 の 災

害 を 「貧 し い 時代j の被災者 と 「豊か な 時代」 と い う 座標軸で考え 直す視点 も あ る の で は

な い か、 と す る O
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た んす 干詰1宜 暁 (38歳 会社員 神戸市 東灘区)

は か ら ず も 震災 で、 企業社会が地域社 会 に 優先 さ れ る 日 本の シ ス テ ム を 見 た。

神戸、 販神 間 の住民 は大半が勤 め 人 だ。 さ ら に そ の 大半が大阪 に 勤務す る O せ っ か

く 大 き な 犠牲 や 地域で の得がた い 経験 を も っ て 自 分達 の 町 を 考 え る 機会 を 得 た の に 、

企業 を 中心 に 因 る 社会 は そ の余裕 を 与 え て く れ な い 。 企業 に 乗 っ か っ て い る 以上 は 、

地元 よ り 大 阪 の 会社の 方が優先 さ れ る の は仕方 な い こ と な の か。 町 に ピ ルが無造作 に

い く ら 建 と う が、 仮設や復興住宅で独岩老人がい く ら 死 の う が、 町 の 人全体 の 問 題 に

な ら な い の が残念だ。

あ の と き 多 く の 人が こ れ ま で と 価値観が変 わ っ た と 言 っ た の に 、 百 本 は神戸か ら 変

え な け れ ばい け な い と 言 っ た の に 、 結局企業 中 心社会 に 神 戸 の 心 は押 し 、流 さ れた の だ

ろ う か。 そ れ な ら 、 僕 ら 夫婦 だ け で も あ え て 、 心の復興は し な い でお こ う O あ の と き

の 神 戸 の 心の ま ま で い よ う O あ れ以 来、 僕 ら は残 さ れ た 生 の 時 間 を 逆算 し て考え る よ

う に な っ た 。 あ と どれ く ら い生 き て 、 そ の 開何がで き る の か。 そ し て た んす が く れ た

命 を 家族 と 一緒 に 有効 に使い切 り た い 。 さ ら に は そ の 一部 を 自 分 を 生 か し て く れ た 神

戸 に撞 げ る こ と がで き た な ら と 思 う 。 三十代 も 最設 と な る 今年 は 、 一念発起の チ ャ レ

ン ジ を し よ う と 思 っ て い る O

こ の手記集の 「 ま え が き 」 に 興味があ る デー タ が記 さ れて い る 。 朝 日 新聞 の 記事デー タ

で 、 5 年 間 の 震災記事は 2 万8 ， 082本 に の ぼる o 1995年 ， 1 万4 ， 321本、 96年 ， 5 ， 650本、 97

年 ・ 4 ， 133本、 98年 ・ 2 ， 960本、 99年 ( 5 カ 月 ) ・ 1 ， 018本 で 、 年 々 激減 し て い る こ と が分

か る 。 「嵐f し と い う 言葉 は 、 何年 ・ 36本、 何年 ・ 56本、 97年 ・ 62木、 98年 ・ 64木、 99年 ( 5 

カ 月 ) ・ 48本で あ っ た 。 「風化元年」 に な る 兆候が出 て い る 。 「 こ れ ま で の 手記 は 、 自 己説

得や建前の も の が多 い が、 本音は どの よ う に し た ら 集め ら れ る かが問題 に な っ た 。 プ ラ イ

パ シ ー や 弱 音 を 自 分で さ ら け 出 す の は 難 し い か ら 、 聞 き 書 き を 増 や し た ら と い う 提案 も

あ っ た 。 と こ ろ が本音の手記 も た く さ ん あ っ た 。 手記の基準 は 、 記録 と し て の価値 に お い

て い る が、 な か な かそ の 通 り に は い か な い 。 素直 に 耳 を 傾 け 、 す り 合わせがで き る 成熟が

求め ら れて い る J と 、 高森一徳i司 会代表 は 諾 っ て い る O

〔震災 が残 し た も の〕

震災や そ の 後 の 生活 を 記 し た 手記 は 、 も のす ごい 数 に の ぼ る O あ ら ゆ る 職場 で 、 あ ら ゆ

る 団体、 恒 人 が書 き 記 し 、 子 ど も た ち か ら お年寄 り ま で、 衝 き 動か さ れ る よ う に ベ ン を 取 っ

た 。 5 年 間 で 出 さ れ た冊 子 も 膨大 な も の で あ る 。 そ こ に は 、 大震災 と い う かつ て な か っ た

経験、 心 の 葛 藤 、 復興への立 ち 上 が り が、 こ と 細 か く 書:か れて い る の で あ る 。 そ し て そ の

行動 は 、 現在 も 、 止 む こ と な く 続い て い る の で あ る 。

神 戸 の 街 は 、 震災前 は嫌い だ、 っ た 。 神 戸 人 の 、 自 惚れ た 感性が嫌い や っ た 。 そ れ は

神戸 に し か暮 ら し て い な い 人が 「 オ シ ャ レ な街」 と か、 い ろ ん な所で、 自 慢 ばっ か り し
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て O 「食べ物がお い し い 、 安 い し 」 そ ん な 、 安 く て う ま い場所は 日 本全国 に 山 ほ どあ る っ

て O そ う い う 「地 を 知 ら ず し て 、 己 に 自 惚 れて い る 」 と い う 地域性が嫌 い だ、 っ た の 。

だ け ど、 とや っ かで 「神戸生 ま れの神戸育 ち 」 い う の が誇 ら し く も あ っ て 、 矛眉 し て た

の ね。 で も 、 震災 に 遭 っ て あ っ ち こ っ ち で、火が上が っ て 、 破壊 さ れた 街の様子 を 見 た

時 に 胸 が張 り 裂 け る く ら い苦 し く な っ た 。 そ こ で 自 分 自 身 が好 む好 ま ざる に 関係 な く 、

故郷 と い う も の に対 し て は 、 ひ と し お な ら ぬ愛着 と い う も の を 持つ よ う に な る も の だ

と 実感 し た 。 そ れか ら は神戸 と い う 街が好 き に な っ た 。神 戸 の 街 は 以前 よ り 優 し く な っ

た し 、 み ん な が努力 し て い る の を す ご く 感 じ ら れ る O だ か ら す ご く 気持 ち の い い街 に

な っ た 。 で も 活気がな い 。 復興 し き っ て い な い 。 そ れがす ご く 残念で辛 い 。

芯 か ら 活気の あ る 街 に な る に は 、 ま だ ま だ時 間 が必要か も し れ な い 。

こ れ は ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ rAγan Tokyo ( え 一 ゃ ん と う き ょ う ) J が発行 し 続 け

て い る 冊子 「震災が残 し た も の 5 J に掲載 さ れ た 金 田真須美 (神戸市長 田 区) の 聞 き 書 き

で あ る O 同 会 は 、 震災支援活動 を 続 け た ボ ラ ン テ イ ア が、 被災地 の 現状 を 多 く の 人 た ち に

伝 え よ う と 活動 し て お り 、 メ ン バ ー は東京、 横浜 を 中 心 に 約40人。 1 年 に 1 回 、 冊子 を 発

行 し て い る ほ か 、 報告;会、 勉強会 を 開催 し て い る 。

ま た 、 1 2 人 の 証言 を ま と め た稲垣 え み子 の 『震災 の 朝 か ら 始 ま っ た"" (朝 呂 新聞社) や

西宮市立高木小学校の文集 「 ゃ あ 、 元気」 、 月 刊 セ ン タ ー の 「阪神 ・ 淡路大震災 5 年 間

の 記録」 な ど、 多 く の手記や証言、 記録が発行 さ れ た 。

〔撮 り つづ け た被災地の姿〕

大震災の被害か ら は じ ま っ て復興の様子、 人 々 の 暮 ら し な ど、 写真で記録 し続 け て い る

人 も 多 い 。 定点観測 を 続 け る 入、 写真集 を 発行 し た 人、 展覧会 を 開 い た 人 、 い ず れ も 震災

の資料 と し て も 貴重 な も の で あ る 。

西宮 の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ 「仮設住宅調査実行委員 会」 の 五 人 は 、 1999年10 月 に 最後

の 撮影 を 行 っ た 。 こ れ ま で に撮影 し た 写真 は約7 ， 200枚 に の ぼ っ て お り 、 西宮 の 「写真 に

よ る 市民史」 に な っ て い る 。 同 会 は 、 関西学院大学の学生で組織 し て お り 、 1 997年 5 月 、

仮設住宅 を 去 る 家族、 出 る に 出 れ な い家族な ど、 暮 ら し に大 き な 変化が表 れ た こ と に 気付

き 、 定点記録 を は じ め た 。 カ メ ラ 愛好会の グ ル ー プ も 協力 、 撮影 を し な が ら 開 き 書 き も 実

施 し た 。 仮設住宅がすべ て な く な る こ と に な っ た た め 、 今 回 の撮影 に な っ た と い う 。 こ れ

ら の 写真 を 中心 に し た展覧会 も 5 屈 開 かれ た 。

ま た 、 芦屋市 ボ ラ ン テ イ ア 委員 会が集 め た 写真 を ま と め た 「伝 え た い あ の 日 芦屋市民

に よ る 芦屋 の記録」 を 出 版 し た 。 被災者や ボ ラ ン テ ィ ア が撮影 し た被災地の 様子2 ， 500枚

の う ち の440枚が掲載 さ れ た o f震災 を 風化 さ せ な い た め に も 見 て ほ し い」 と い う 。 神戸市

長 田 区 の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル ー プ 「 す た あ と 長 田」 の メ ン パ 一 、 金原雅彦 も 定点撮影 を 続 け

て い る 一人。 埼玉か ら 長田 を 訪れ 、 区 内 の 66 カ 所 を 図 っ て 500枚の 写真 を 記録 し て い る 。
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〔大学新聞が震災縮刷瓶〕

阪神 ・ 淡路大震災の 5 年 の節 目 に U N N 関西学生報道連盟が 「縮刷版 大 学新 聞 が伝 え

た 仮神大震災J を 発行 し た 。 同連盟 は 、 関西の 9 大学の新聞 ・ 通信系サ ー ク ル が集 ま り 、

1991 年 に 結成 さ れ た 。 震災 一週 間後 に は 、 大学の被害状況 を 伝 え る フ ァ ク ス 新 聞 を 発行、

注 目 を 集め た 。 各大学の手配 り の震災新 聞 、 毎年 l 月 の 震災特集号 な ど、 多 く の 新 開 が震

災 を 報 じ た 。 1999年 l 月 に は 「震災写真展」 、 2000年 は31大学1 1 1 人 の 犠牲者遺族の手記 を

ま と め た新 聞 「被災学長五年 目 の 追悼手記」 を 発行 し た 。 縮蹴版は A 4 版、 148ペ ー ジ 。

〔 あ の 呂 、 こ う や っ た 〕

震災体験 を 風化 さ せ ま い と 、 震災関連の資料 を 集 め た特別展 「 あ の 日 、 こ う や っ た」 が

2000年 1 月 、 神戸市 中 央区 の 仮神 ・ 淡路大震災復興支援館 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザで 聞 か れ た 。

家患や鉄道、 道路 な どの被災状況 を 示す写真パ ネ ル 、 ボ ラ ン テ イ ア が付 け た仮設住宅の 集

会所引 き 継 ぎ 日 記、 全国か ら 届 い た 激励 の寄せ書 き 、 手紙、 千羽鶴、 震災翌 日 の新 聞 な ど

50点が展示 さ れた 。 震災直後の様子 を 市民が撮影 し た 映像記録 も 公開 さ れ た 。

2 . 活躍す る 語 り 部た ち
どの よ う な 震災記録が残 さ れて い る の だ ろ う か ー と J震災記録 を 残す ラ イ ブ ラ 1) ア ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク J (兵庫県立図書館 内 ) が、 公共国書館、 大学図書館、 専 門機 関 、 関 連 団 体

の62施設へ の ア ン ケ ー ト 調査 を 実施、 2000年 l 月 に 「 板神 ・ 淡路大震災 5 年 の記録 ア ン

ケ ー ト 調査報告書」 を ま と め た 。 こ れ ま で各施設が独 自 で資料の収集活動 を 実施 し て お り 、

ど こ が ど ん な 資料 を 持 っ て い る の かが分か ら な か っ た 。 今回 の調査で は 、 資料の 数や特徴、

公開や保存 に つ い て 開 い て い る 。

こ れ に よ る と 、 図書、 雑誌、 新 聞 、 丈書、 パ ン フ レ ッ ト 、 地 図 、 ピ デ オ 、 録音、 CD-ROM、

写真 な ど の 資料の点 数 は 、 阪神 ・ 淡路大震災記念協会が最 も 多 く て 4 � 5 万点 、 神戸大学

付高 図 書館 l 万7 ， 000点、 兵庫県 立 図 書館9 ， 700点、 尼崎地域史料館4 ， 500点、 ま ち の ア ー

カ イ ブ4 ， 400点 な どで、 算 出 不能 と い う 所 も 多 く 、 ほ と ん どの 施設がか な り の 資料 を 収蔵

し て い る こ と が分か つ た 。 こ の う ち 震災資料 コ ー ナ ー を 設 け て い る と こ ろ は28 カ 所、 資料

公開 し て い る と こ ろ は49 カ 所、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 開 設 し て い る の は10 カ 所、 交流会 を 計画

し て い る の は22 カ 所 と な っ て い る 。 ' 5 年が経 ち 、 全体の資料 を 把握 し た 、 横 の 交流が必

要 だ、」 と い う O

ま た 、 記録の な かで特筆 さ れ る の は 、 淡路 を 中心 に は じ ま っ た

に よ る 震災 の 記録で あ る 。

〔震災 を 忘れ ま い~語 り 部の活動〕

り 部」 に よ る 、 口 承

阪神 ・ 淡路大震 災 の シ ン ボ ル と な っ た 野 島 断層 を 展 示 す る 「野 島 断層 保存舘J (津名 郡
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北淡町) は 、 入館者が300万人 を 突破す る な ど関心が高 い が、 単 に見学す る だ け で な く 「犠

牲者の鎮魂 と 防災学習 を し て も ら お う 」 と 、 1999年 2 月 か ら 4 月 に か け て 「語 り 部 の養成

講座」 を 開 い た 。 地元の北淡町や神戸市 か ら 30人が受講、 修了生の な か か ら 希望す る 18人

が早速、 語 り 部 と し て の活動 を 始 め た 。 |可館で は 「語 り 部 を 通 じ て 、 全 国 か ら 訪れ る 人 々

に 震災の す さ ま じ さ を 正確 に伝 え る こ と がi出来 た ら 」 と 期待す る O

津名 目I の元小学校教諭長野正子 は 、 震災直後の街や 人 の 姿 を 再現 し た粘土細工 を 手 に し

て 「地震の と き は 、 ダ ン プ カ ー が家 に突 っ 込ん で、 き た よ う だ っ た 。 震災の こ と を 忘 れ ら れ

た く な い と 、 語 り 部 に な っ た」 と い う O 北淡町 の 中 学校 2 年生 も 「近所 の お ば さ んが家の

ド敷 き に な っ て い る と い う の です 。 夢 中 に な っ て がれ き の な か を 走 り ま し た 。 で も 、 兄が

危 な い か ら と 止め ま し た 。 私 は 、 自 分の 無力 さ に 、 泣 い て し ま い ま し た」 な ど と 語 っ た 。

苦 し み の記憶 を 個 人的 な も の に と ど め ず、 他者へ と 聞 く 語 り 部 は 、 重要 な 役割 を 持 っ て

い る O 大阪外国語大学の 森栗茂一助教授 は 「 どん な に 重大 な 出 来事 も 、 そ の意味が理解 さ

れ な く な っ た途端 に 風化 し 、 忘 れ去 ら れて し ま う O 何の た め に伝 え る かが重要で、 震災の

記罷 を ベ ー ス に し た語 り 合い の ネ ッ ト ワ ー ク か ら 、 新 し い 伝承文化が生 ま れ る か も 知 れ な

い」 と い う O

〔震災文庫 を 電子文庫 に 〕

板神 ・ 淡路大震災 の 克 明 な 記録 を 設世 に残そ う と 、 神戸大学附寓 図書館 は 、 被災地で配

ら れた ピ ラ 、 チ ラ シ な ど を デー タ ベ ー ス 化 し た 「電子文庫J を 開設 し た。 な ぐ り 書 き さ れ

た 予 防接種 の お 知 ら せ な ど は 、 記録に残 り に く い 当 時 の混乱ぶ り を 示す資料で、 2000年 3

月 ま で に4 ， 000枚の 写真 も デー タ 化 さ れ る 。

同 図書館 は 「被災地 に あ る 図書館 と し て 出 来 る 限 り の 資料 を 保存、 残 し て い こ う 」 と 、

震災の年 の 1995年10月 に 「震災丈庫」 を 設 け て 、 公開 し て い る 。 丈庫 に は膨 大 な 資料が蓄

積 さ れ、 書籍、 ミ ニ コ ミ 紙、 丈集、 外国文献、 街角 に 張 ら れ た 一枚 も の資料な ど も あ る O

そ の た め 、 全国や外国 か ら も 問 い 合わせが多 く 、 出 来 る だけ利用 し て貰お う と 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト を 活用す る こ と に な っ た 。

現在 も 資料収集 は続い て い る も の の 、 震災直後 の 資料 を 探 し 出 す の は 年 々 、 難 し く な っ

て い る 。 保管 し て い る 資料 も 古 く な っ て イ ン ク が薄 く な る 恐れ も あ り 、 デー タ 化 は 時 間 と

の 戦い に な っ て い る と い う 。 「被災者 の 数 だ け 震災 の 記憶があ る 。 そ の 空 白 を 埋め て い く

作業 は ま だ ま だ続 く 」 と い う 。

震災文庫 の じRL

http ://www.lib.kobe-u.ac.j p/eqb 
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〔震災の経験 ・ 教訓の継承〕

兵庫県 と 被災十市十回Jで設立 さ れた財 団法人阪神 ・ 淡路大震災記念協会 も 、 本格的 な 資

料収集 を 続 け て い る 。 協会が集 め て い る 資料 は 、 書籍や冊子、 地 図 、 新 聞 、 ピ デ オ 、 カ セ ッ

ト テ ー プ、 CD、 CD-ROM、 写真、 ポ ス タ ー 、 避 難所 な どの ボ ラ ン テ ィ ア 情報 や 体験記、

感想文、 ピ ラ 、 チ ラ シ 、 ノ ー ト 、 メ モ類 な どの一次資料で あ る 。

同協会 に は 、 前述 し た よ う に 4 � 5 万点 の 資料が集 ま っ て い る が、 さ ら に 震 災資料の全

体像 を 把握す る た め 震災資料の調査事業 を 進め て い る 。 調査員 が被災布団I を 訪 れ 、 資料所

識者の協力 に よ っ て確認作業 を 行 っ て い る O す で に4 ， 600 カ 所 を 調査 し 、 l 万 1 ， 000点 を 収

写真 も 2 万5 ， 000枚 に の ぼ っ て い る O 同 時 に所蔵者の証言の採取 に も 努 め て い る O こ

れ ら の 資料 は 、 「 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J で保存 さ れ、 展示、 公開

さ れ る 予定 であ る 。

阪神 ・ 淡路大震災資料調査事務セ ン タ ー

=r 650-0044 神戸市中央区東川 崎 町1 - 1 -3 神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー 10階

TEL 078- 366 2877 FAX 078 366 - 2898 

URL http://www . hat . hi -ho . ne . jp/shinsai-kyoukai/ 

く参考文献〉
マょ た ち が語る 5 ド 自 」 阪神大震災 を 記録 しつづけ る 会編 神戸新向総合出版セ ン タ ー 1999年 7 月

「震災が践 し た も の 5 J AニyanTokyo 2000年1 月

「震災の朝か ら 始 ま っ た」 稲垣 え み 子 朝 日 新開社 1999"1'. 5 月

「ゃあ、 元気」 西宮市立高木小学校 2000年 1 Jj 
「阪神 ・ 淡路大震災 5 年 間の記録J 月 刊 セ ン タ ー編集主主 2000年 5 )J

「阪神 ・ 淡路大震災 5 年の記録 ・ ア ン ケ ー ト 誠査報告書」 震災記録 を 残す ラ イ ブ ラ リ ア ン ・ ネ ッ ト ワ ー ク

2000ff 1 月

{記録映商 「鷹取の人び と 」 が完結}

大震災で大 き な被 害 を 受 け た神戸市長 田 区 の

野 田 北部地 区 で 、 再生へ 向 か う 人び と の 姿 を 追

い 続 け た 記録瑛出Î 1"野 田 北部 ・ 鷹取の 人 び と 」

が、 2000年 1 月 の 第14部で完結 し た 。 21 日 に は

神戸市中央区の こ う べ ま ち づ く り 会館で上映 さ

れ 、 向 日寺 に 全作 品 が発売 さ れ た 。

千葉県市 川 市在住の青池憲司監督 は 、 震災直

後 に友 人 を 見 舞 っ て 被災地 に 入 っ た が、 そ こ で

街の復興 を 諮 り 合 う 人び と の力 強 さ に 打 た れ 、

た 1999年 4 月 ま で、 撮影の た め に 通い 続 け た 。

こ の記録映雨 に は 、 ほ と ん どの 家屋が全焼、

全半壊 し た震災直後の街の様子 か ら 、

で激論す る 人び と の 姿 な ど、 住民の喜怒哀楽の

表情がた ん た ん と 捕 か れて い る 。 「 大震 災 は 不

幸 や 悲 し み も 多 か っ た が、 そ こ か ら 芽 ぶ い た 人

聞 の 自 発性 は 、 他 に類 を 見 な い新 し い も の だ っ

た。 被災地外で学ぶべ き こ と が多 い」 と 、 子守池

り 、 完結 し た後

ホ ー ム ビ デ オ に よ る 撮影 を は じ め た。 そ れ以来、 う O
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は じ め に

阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年 目 を む か え た 1999年度 は住宅再建 に と っ て 、 総仕上 げ と も い

え る 年 と な っ た。 ピ ー ク 時 に 約 4 万6 ， 000世帝が入居 し た応急仮設住宅 は 年 度 内 に完全に

解消 さ れ、 受 け皿 と な る 災害復興公営住宅や 自 力 再建 さ れ た復興住宅 な ど に 移行が完了 し

た 。 2000年 2 月 に は被災地の復興 に 大 き な 役割 を 果 た し た政帝の 阪神 ・ 淡路複興対策本部

が解散 し 、 復興支援体制 の枠組み も 実質 的 に 大幅縮小 さ れ た 。

こ う し た状況 を 受け て 、 兵産県、 神 戸市 で は 震災復興の歩み を振 り 返 り 、 行政の支援策

な ど を 検証す る こ と で、 後世への教訓 に す る 作業が進め ら れた 。 ま た 民 間 の 支援団体で も

独 自 の検証報告が発表 さ れた 。 行政サ イ ド か ら の検証で は と く に 、 県 の 「震災対策国 際総

合検証会議」 、 神戸市の 「震災復興総括 ・ 検証研究会」 の活動が注 目 を 集 め た 。

大量の住宅が滅失 し た 震災の爪あ と は 災害復興公営住宅の供給、 被 災マ ン シ ョ ン の 再建

と い っ た 冨 で は 量 的 に復 旧 復興 を 果 た し た 。 し か し戸建て持家住宅の再建 と い う 面で は 、

神戸市東部 地 区 、 芦屋地区 な ど に お い て 、 被災後更地化 し た敷地が依然空地 の ま ま 放量 さ

れ た り 、 駐車場 と し て暫定利用 さ れ た り し て お り 、 震災前 の街 な みが よ みが え っ た と は い

い が た い 。 ま た各検証報告で指摘 さ れた よ う に 、 私有財産への公的支援 の あ り 方、 被災マ

ン シ ョ ン の再建 に かか わ る 法律の整備 な ど、 大災害時 に お け る 住宅謹興の あ り 方 は21世紀

に 多 く の 課題 を 積み残 し て い る 。
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第一簡 恒久住吉への移行が完了

ト 震災後1 ， 824 日 目 に仮設住宅入居者が完全解諮
阪神 ・ 淡路大震災で、 は住宅 を 失 っ た被災者向 け に 、 大阪 ・ 兵車両帝県の 18市11町で兵庫

県民用 に 634団 地 、 4 万8 ， 300戸、 大阪庶民用 に 19 団 地 、 1 ， 381戸 の応急仮設住宅が建設 さ

れ た 。 応急 と は い い な が ら 、 災害復興公営住宅や 自 力 再建 し た 白 宅 な ど転居先の確保の遅

れ な どか ら 、 こ う し た恒久住宅への 移行がな か な か進 ま ず、 結局 5 年 に わ た っ て仮設住 ま

い を 余儀 な く さ れ る 被災者 も 出 る 状況 と な っ た 。

仮設住 宅 は 災害救助 法 に 基づ く 国産補助 に 基づ き 、 市 町が建設用地 を 確保 し 、 設置権者

の 府県 に 申 請 す る 方式で建設 さ れた が、 恒久住宅への 移行が 5 年 に わ た っ た た め 、 同法規

定の使用期 限 2 年 は 特例 と し て 3 回 も 延長 さ れ た 。 そ の 問 、 被災者の転居先希望 と 白 治体

が斡旋 し た震災復興住宅の 条件があ わ な い ミ ス マ ッ チ も 問題 と な っ た 。

し か し 、 震災 5 年 目 の 1999年度 に な っ て 、 ピ ー ク 時 (1995年11 月 15 日 現在) に 4 万6 ， 617

世帯 (大阪府民向 け を 合わ せ る と 4 万7 ， 9 1 1 世帯) が入居 し た仮設住宅が完 全 に 解消 さ れ

る こ と に な っ た 。

兵庫県 の 調査 に よ る と 、 災害救助 法 に 基づ く 3 回 目 の使用期 恨 を 超 え た 1999年 4 月 l 日

現在で県内 の仮設住宅の入居状況 は 、 倉庫利用 を 除 き 入居者 は3 ， 86 1世帯 ( 前 月 比948世帯

減) で、 ピ ー ク 時の8 . 3 % と な り 、 初 め て 1 割 を 切 っ た 。 入居者の 内 訳 は 、 神戸市3 ， 415世

帯マ西宮市436世帯マ明石市 6 世帯マ淡路 島 ・ 北淡 町 4 世帯 で あ っ た 。

こ れ ら の 世帯の う ち 、 ま ず1999年 5 月 l 臼 に 北淡軒の 入居者がグ ル ー プハ ウ ス ヘ移 っ た

の に伴 い 、 淡路島 の仮設住宅が完全 に解消 し た 。 淡路島 で は 、 北淡町 を は じ め 、 ゆ宮町、

津名 町 な ど に 最大1 ， 673戸 の仮設住宅が建設 さ れた 。

最大の被災地 で あ る 神戸 市 で も 1999年 9 月 末 で仮設住宅入居者が84世帯 に ま で減少 し 、

1 2 月 20 日 に は ゼ ロ に な っ た 。 神戸市 の被災者 向 け に は 、 同 市 内外で被災地最多 の 313団地

に 3 万2 ， 346戸 の仮設住宅が建設 さ れた 。

さ ら に西宮市の仮設住宅 も 、 同年12 月 27 日 入居者が市営住宅に 人居 し た こ と で、 完全 に

解消 し た 。 そ し て 最後の仮設住宅入居者 と な っ て い た 明石市 の 男性が2000年 l 月 14 日 に 自

力 再建 し た 自 宅 に 戻 っ た。

一方、 大板府 内 に 大阪、 兵産両府県民 向 け に 建設 さ れ た 仮設住吉 も 1999年 6 月 10 日 に全

員 の転居が完了 し た 。 府 内 で は 大阪市、 最 中市 、 八尾市 、 泉佐野市内 の計21 カ 所 に府民向

け 、 兵産県民 向 け あ わせ て 2 ， 451戸の仮設住宅が建設 さ れ、 ピ ー ク 時 に は あ わせ て 2 ， 250世

帯が生活 し て い た 。

こ う し て 震災復興の シ ン ボ ル と も な っ た 大量 の仮設住 宅 は 震災後1 ， 824 日 目 に し て や っ

と そ の役割 を 完全 に 終え る こ と に な っ た。 (表 I 参照)
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5 年 と い う 前例 の な い 長期 間 に 及 ん だ仮設住宅の生活は被災者 に さ ま ざ ま な 肉体 的 、 精

神 的苦痛 を 強 い る こ と と な り 、 233人 (兵庫県警調べ) と い う 多 く の 「独居苑」 な ど社 会

問 題 を も た ら し た 。 行政サ イ ド に と っ て も 、 国庫補助があ っ た と は い え 、 財政面で重い負

担 と な っ た 。 兵庫県 の 4 万8 ， 300戸の仮設住宅の建設費 は 累計で約1 ， 470億 円 に 達 し た う え 、

98年設 か ら 本格化 し た解体 ・ 撤去費 用 は 約 230億 円 に の ぼっ た 。 こ の ほ か 、 阪神 ・ 淡路大

震災復興基金が負 担 し た仮設住宅 の管理経費 も 4 年 間 で約58億円 と な っ た 。

(表 1 ) 兵庫県内の仮設住宅入居者の推移
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2 . 隣災教曹の教材 に仮設住者 を 保存

2000年 1 月 1 4 8 完全解消

2000年1 月

仮設住宅で、の生活を終え 、 ょ う や く 復興住
宅へ引 っ 越す人た ち z 神戸市中央区 (神戸
新潟社提供)

被災者が退去 し た仮設住宅 は順次解体 ・ 撤去が進 め ら れ た が、 神戸市で は 岡市西区 の 市

立神 出 自 然教育園 に 向 じ 西区 の椛台第二仮設住宅で使わ れて い た 2 K タ イ プの 住宅 2 戸 を
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移設、 保存す る こ と に な っ た 。 自 然体験学習 で 同 閏 を 訪 れ る 小 ・ 中 学 生 に 震災体験 を 伝 え 、

防 災教育 に 役立 て る ね ら い であ る 。

神 出 白 然教育 掴 で は 、 2001年度 ま で に植物実習館や昆虫観察館 な どの施設が新設 さ れ る

予 定 に な っ て い る 。 仮設住宅 に は実際 の 生活ぶ り がわ か る よ う に 、 家 具 な ど を 置 く ほ か、

震災の惨状 を 伝 え る コ ー ナ ー や写真パ ネ ルが展示 さ れ る O

3 .  ト ル コ 、 台湾大地震の被災者向 け に仮設住宅 を 提供
解体 ・ 撤去 さ れ た仮設住宅 に つ い て 、 兵庫県 は 1997年度か ら 災害 の あ っ た 途上 国 な ど に 、

現地の 要望 に 基づい て 無償 で提供 し て 再利 用 を 図 る 活動 を 進 め て い る 。 当 初 は 引 き 取 り 先

を 公募 し て 、 1 7 カ 国 か ら 応募があ り 、 公共性や 緊急J性 を 考意 し て 、 中 国 、 モ ン ゴル 、 フ ィ

リ ピ ン な ど 7 カ 国 に リ ー ス 業者か ら の 譲渡分 を 含め て計 1 万7 ， 000戸 を 提供 す る こ と が決

ま っ た 。

そ う し た な かで 、 1999年 8 月 17 日 に ト ル コ 北西部で、 同 年 9 月 21 日 に は 台湾で大地震が

発生 し た 。 ト ル コ 北西部地震 は マ グ ニ チ ュ ー ド 7 . 4、 死者約 1 万7 ， 000人、 全壊家屋約 6 万

7 ， 000戸 と い う 大災害 と な り 、 ま た 台湾大地震は マ グ ニ チ ュ ー ド 7 . 6、 死者約2 ， 400人、

半壊家屋約 5 万2 ， 000戸 と 過去最大の 災害 と な っ た 。

こ の た め 、 政府 と 兵庫 県 で は 、 ト ル コ に つ い て は2 ， 500戸、 台湾 に は 1 ， 000戸 の仮設住宅

を 提供す る 方針 を 決め 、 一部 は 10月 か ら 輸送が罰始 さ れた 。

命方、 国 際連合高等難民弁務官事務所 (UNHCR) か ら の 要請 を 受 け て 、 500戸 の 仮設住

宅 を コ ソ ボ帰還民支援 (越冬支援) の た め に 提供す る こ と に な り 、 99年 8 月 に 4 田 に分 け

て神戸港か ら 積み 出 し た 。

た だ こ う し た 仮設住宅の無償提供 は輸送費が原則相手国負担 と な っ て い る こ と や相手固

と の住宅事情の 相違 な ど の た め 、 予定戸数が提供で き な い事態 も 発生 し て い る 。 公募に基

づ き 中 国 な ど に 提供す る 予定 で あ っ た 1 万7 ， 000戸 に つ い て も 、 99年 7 月 ま で に約3 ， 900戸

の 提供 に と ど ま っ た 。 ト ル コ に つ い て も 、 900戸分が積 み 出 し 直 前 に ト ル コ 政府か ら キ ャ

ン セ ル さ れ る ハ プニ ン グ も あ っ た 。 輸送費 に つ い て は 外務省 の ODA (政府 開 発援助) 事

業 と し て 、 日 本側 が負担す る ケ ー ス も あ っ た が、 全体 と し て輸送 コ ス ト が こ う し た仮設住

宅再利 用 計画推進の壁 と な っ た。
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i 第二節 災害復興公営住宅の完成 と 入居
1 . 県 ・ 甫建設の災害復興住宅が全戸完成

1996年 8 月 に 改定 さ れ た 「 ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計酉J (表 2 参照) で は 県営 ・ 市営 ・

町営の 賃貸住宅 を 主体 と す る 低所得者向 け の 「災害復興公営住宅」 は 2 万5 ， 100戸 を 供給

す る 計画がま案 さ れた 。 ま た 3 ヵ 年計画で は 、 災害復興公営住宅 と 民間 マ ン シ ョ ン の 家賃

を 公的資金 で補助 す る 「特優賃J な ど災害復興準公営住宅や再開発系住宅、 さ ら に公 団 ・

公社賃貸住宅 を 含め た公的賃貸住宅 を 6 万7 ， 500戸、 そ れ に 民間住宅 を あ わ せ て 総計12万

5 ， 000戸の住宅 を 供給す る ス キ ー ム がつ く ら れた 。

(表 2 ) ひ ょ う ご住宅復興 3 ヵ 年計画

総供給戸数 125 ， 000戸
[内訳]

災警復興公営住宅等
( う ち 災害復興公営住宅

再開発系住宅 (市町 分、 低所得者以外)
災害復興準公営住宅
公団 ・ 公社住宅
民間復興住宅

38 ， 600戸、 ※ 1
25 ， 100戸)

1 ， 900戸 ※ 2
16 ， 800y=î ※ 3  
23 ， 200戸 ※ 4
44 ， 500戸

※ 1994年度以前道A工分公常住宅、 公常住宅空家等 を 含 む
※ 2  再開発系住宅は土地区間整理事業、 市街地再開発司工業 な どに協力 し て住宅を失 う こ

と に な る 人の た め の市 - 町 営 お よ び住宅 都市整備公団の賃貸住宅。 入居資格 に よ っ
て低所得者向 け と それ以外 を 分け、 こ こ に は 市 ・ 町営の低所得者以外の位:宅 を 計 七。
低所得者向け は災害復興公常住宅 に 含 ま れて い る 。

※ 3  特定優良賃貸制度 を 活用 し て民間 の土地所4王者等が建設す る 賃貸住宅 を 、 住宅供給
公社や氏問の管理法人等が20:\[' 間管理 し て 中堅所得者層 に供給す る 住宅。 県 ・ I!Jか ら
家賃補助があ る 。

※ 4  分譲、 賃貸 を 合わせた戸数。

こ う し た公的賃貸住宅の計画戸数は す で に 1998年度末 ま で に 、 発注、 着工ベ ー ス で は完

し 、 そ の う ち 約80% が完成 し た 。 99年度 は 残 り の 完成 を 待つ だ け と な っ て い た が、 99年

5 月 、 兵庫県、 神戸市の直接建設分 に つ い て は す べ て の 住宅が完成す る こ と に な っ た 。

最後の 災害後興公営住宅 と な っ た の は神戸市が建設 し た 大規模市営住宅 「ベ ル デ名 谷」

(神戸市垂水 で 、 5 月 12 日 、 3 号 7 号棟が完成、 98年度 に 完成 済 み の l 、 2 号棟 と

合わせて980戸が全戸完成 、 仮設住宅 な どか ら の転居が開始 さ れ た 。 同 団地 の 入居者の80%

が仮設住宅か ら の転居者で 、 仮設住宅解消 に 大 き な 役割 を 果た す こ と に な っ た 。

災害復興公営住宅 の 建設 は 、 住宅復興の最緊急課題で あ っ た 。 県内全体で は 、 計爾戸数

2 万5 ， 100戸 を 上回 る 2 万5 ， 421戸が発注 さ れた が、 こ の う ち 県 ・ 市 の 直接建設分 1 万7 ， 871

戸 の 完成 は 、 ベ ル デ名谷が最後 と な っ た 。
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神 戸市 で は 災害復興公営住宅 と し て 1 万500戸 を 計画、 住宅都市整備公 団 か ら の借 り 上

げ住宅や再建住宅 を 除 く 直接建設分 と し て6 ， 000戸 を 計画 し た 。 ベ ル デ名 谷 の 完成 に よ っ

て95年 5 月 に 第 l 号 を 着工 し て か ら 4 年 4 カ 月 自 に計46団 地 、 6 ， 319戸が完成 し た こ と に

な る O 公営住宅 の う ち 公 団 か ら の借 り 上 げ住宅 に つ い て も 、 98年度末 ま で に5 ， 674戸が完成 、

残 る 1 ， 876戸 も 99年度末 ま で に完成 し た 。

こ う し て住宅復興 3 ヵ 年計画 は再開発系 の公営住宅、 公団 ・ 公社住宅で 命部未完成 の も

の を 残 し て 、 震災後 4 年 間 で、 量的 に は 当初 の 目 標 を 達成 、 被災地の住宅供給 は大 き な 峠

を 越 え た 。

完成 し た 「ベ ル テ、名谷J 神戸市垂水区名
谷町 (神戸新聞社提供)

2 . 復興市街地再開発事業で初の住宅一離分譲
阪神 ・ 淡路大震災で は面的被害が甚大で あ っ た 地 区 に つ い て 、 1 995年 3 月 に復興都市計

画が策定 さ れた 。 土地区画 整理、 市街地再開発 な どの事業手法 に よ っ て 、 住宅 を 含め て 総

合的 な 街づ く り を 進 め る 狙い で あ っ た 。

住宅復興 3 ヵ 年計画で は 、 こ う し た 再 開 発系公的住宅 は 分譲、 賃貸 を あ わ せ て 計6 ， 000

戸が計画 さ れ た が、 そ の う ち 、 第 2 種市街地再開発事業 で都市計画決定 さ れ た ]R 六 甲 道

駅南地民 (神戸市灘区) で 、 1999年10月 か ら 初 の 一般分譲が行 わ れ た O

六 甲 道駅南地 区 は 5 . 9ha の 再開発地 区 に 4 ブ ロ ッ ク に 分 け て住宅や商業 ピ、 ル な ど15棟 を

建設す る 都市計画が98年 8 月 ま で に順次決定 さ れ、 そ の う ち 住 宅 は 分譲800戸 、 賃貸200戸、

計1 ， 000戸が建設 さ れ る こ と に な っ て い る 。

一散分譲 は 六 甲 道駅南地区 第 l ブ ロ ッ ク (深田 町) に建設 さ れ た30階建て ピ ル の 5 階か

ら 30階 ま で の 住宅170戸 の う ち 、 従前 の居住者分90戸 と 被災者向 け44 戸 を 除 く 36戸 で 行 わ

れ た 。 ]R 駅前 と い う 立地条件 の 良 さ がア ヒ ー ル し て 、 243件 の 申 し込みがあ り 、 最高40倍

の 高倍率で叩 日 完売 し た 。

復興都市計商事業 で は 、 六 甲 道駅南地 区 な ど市街地再 開 発事業 や ]R 新 長 田 駅南 地 区 な
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ど土地 区画整理事業 に よ っ て 、 大量 の住宅供給が進め ら れ る 計爾 と な っ て い る が、 す で に

民間復興住宅 を 含め て 3 ヵ 年計画の 12万5 ， 000戸 を 上 回 る 住宅が着工 ・ 完 成 す る な か で 、

六 甲 道駅南地 底 の 一般分譲の 反応が注 目 さ れて い た 。

た だ今回 の 即 日 完売 は 立地条件の 良 さ な ど個 別 要 因 に よ る も の と 見 ら れ、 今後の復興再

開 発 に よ る 分譲住宅の供給が 目 論見通 り に な る か ど う か は不透明 さ を 残 し て い る 。 こ の た

め神戸市 で は 、 超高層 ピ ル な ど30棟 を 建設す る と い う ]R 新長 田 駅南 地 区 (20 . 1ha) の 再

開発 に つ い て 、 再検討 を 行 っ て い る 。

3 . 災害復興公営住宅 を 検証す る フ ォ ー ラ ム 開催
坂神 ・ 淡路大震災の被災者支援 の た め に 民 間 の 立場か ら 行設 に提言 を 行 う 目 的 で1999年

4 月 に発足 し た 「被災者復興支援会議 耳 J (座長 z 室�奇益輝 ・ 神戸大都市安全研究セ ン タ ー

教授) は99年10 月 、 災害援興公営住宅の 問題点 に つ い て考察す る 「 第 l [司 フ ォ ー ラ ム ー 複

興住宅 で の 住 ま い と 環境 を 考 え る 」 を神戸市 中 央 区 の 時立神戸学習 プ ラ ザで 開催 し た 。

同 会議 は複興住宅の 入居者への イ ン タ ビ ュ ー な ど を 通 じ て 、 生活 土の課題 に つ い て調査

を 進 め 、 改善策 な ど を 行政 に 働 き か け て い る 。 フ ォ ー ラ ム も そ の活動 の ゐ環で 、 住宅の ハ ー

ド 面 の 課題 に つ い て 、 入居者や事業者、 設計 ・ 施工関係 者 ら が参加 し て 、 復興住宅の住 ま

い と 環境 を 検証す る 討議が行 わ れ た 。

フ ォ ー ラ ム で は 、 神戸市や足崎市の復興住宅 白 治会 の代表者が意見 を 発表 、 !底 主 や 病 i院吃 な

ど生活 に 必必、 要 な 施設が近 く に な いマ ロ ピ 一 に 雨雨- が吹 き 込む な ど施 工のイ一上土牟 げ

室カがf狭い 一 な どの 問題点 を 指摘 し た O

こ れ に 対 し て 、 溝 口 書孝 ・ 県住宅土地政策課長や遠藤補生 ・ 遠藤棚生建築設計事務所所

長、 高 田 光雄 ・ 京大大学院助教授 ら が意見 を 述べ た 。 県 で は 「バ リ ア フ リ ー な ど高齢者対

策 は 一十品 分行 っ て い る 。 た だ通常 で は 10年分位 の 公営住宅 を 緊急 に 建設 し な け れ ばな ら な

か っ た の で 、 不備 も あ り 、 今後改善 し て い き た し り な ど と 説明 し た 。 ま た 高 田氏 は 「居住

者が住み ご た え の あ る も の に し て い け る よ う な シ ス テ ム 構築が大切 だ。 周 辺 と の 関係づ く

り も 課題 に な る J な ど と コ メ ン ト し た 。
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ドー 住宅復興の現状

1 . 被災地の土地取引議i盈
兵庫県 は 1 995年度 よ り 法務局 に 出 さ れた 土地登記 を 基 に被災地 の 土地取 引 の 実態調査を

行 っ て き た が、 98年度 を も っ て 、 こ の調査 を 終了 し た 。 投機的 な 土地取引 を 監視す る の が

主 な 目 的 で あ っ た のが、 震災後 4 年 を 経 て 、 そ の 必要性が薄れ て き た た め で あ る 。 こ の た

め 99年度 に つ い て は 、 (表 3 ) で見 る よ う に 、 土地取引件数の み が調査 さ れ て い る O

そ れ に よ る と 、 1999年 1 月 1 2 月 の 土 地 取 引 件 数 は 全県 で 7 万2 ， 304件 、 98年 に 比べ

15 . 5 % 減、 被災地の う ち 神戸市の取引件数 は l 万7 ， 417件、 2 . 1 % 増 、 阪神地 区 6 市 (尼崎 ・

茜宮 ・ 芦屋 ・ 伊丹 ・ 宝塚 ・ 川 西) で は 1 万8 ， 453件、 18 . 9 % 減 と 、 神 戸 市 で微増 と な っ た

ほ か は前年 よ り 減少 し て お り 、 全体 と し て ほ ぼ震災以前 の 水準 に 戻 っ て い る 。

(表 3 ) 被災地の土地取引件数の推移

対象地域
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2 . 新設住宅着工戸数 は 3 年連続減少
住宅の復興 を 見 る 上 で一つ の指標 と な る 兵庫県下の新設住宅着工戸 数 は 1999年度は前年

度比2 . 4 % 減の 5 万3 ， 303戸 と 3 年連続の 減少 と な っ た 。 た だ、 上半期が前 年 同期比5 . 5 %

減の 2 万6 ， 935戸 で あ っ た も の の 、 下半期 は 前 年 同 期 比 1 . 1 % 増 の 2 万6 . 368戸 と 下半期 か

ら 増加 に転 じ て い る 。 震災後の復興需要 と も い う べ き 住宅の 自 力 再建 や マ ン シ ョ ン 建設 の

急拡大が完全 に 一巡 し た結果 と い え よ う 。 ま た新設住宅着工は景気動 向 と 需接 な 関係があ

る の で、 そ の影響 も あ る と 見 ら れ る 。 (表 4 参照)

な お震災前 の 6 年 間 (1898年度 � 1994年度) の 年平均値 は兵庫 県 で 6 万527戸 で あ っ た

の で、 こ れ と 比べ る と 、 99年度の戸数は平均値比1 1 . 9 % 減 と 、 全 国 の 20 . 0% 減 と 比べ 落 ち

込み は小 さ か っ た。

こ う し た な かで被災地域 (災害救助法指定の 10市10町 : 神戸市、 尼崎市、 明石市、 西宮
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市、 洲本市、 芦崖市、 伊丹市、 宝塚市、 三木市、 川 西市、 津名 軒、 淡路町、 北淡師、 津名

郡一宮町、 五 色 町 、 東浦 町 、 緑町、 三原 町、 西淡町、 南淡町) で は 1 ， 595戸減 の 3 万6 ， 508

(前年在比4 ， 2 % 減) と 下 げ幅が縮小 し た (表 5 参照) 。 月 間着工戸数で見 る と 、 1996年 7

月 の l 万1 ， 478戸 を ピ ー ク に 、 徐 々 に 減少傾向 に あ り 、 98年 2 月 以 降 は震災前の l 年 間 (94

年 2 月 � 95年 1 月 ) の水準 (約4 ， 000戸) を 下 向 り 、 2 ， 000戸 � 3 ， 000戸 台 で推 移 し て き た。

利用 関係別 で見 る と 、 持家が I 万7 ， 984戸 (前年度比7 . 5 % 増 ) 、 分譲住宅が 2 万2 ， 085戸

( 同 1 1 . 4 % 増 ) と 増加 し た。 一方で、 貸家 は 1 万2 ， 640戸 ( 同 26 . 4 % ì成) 、 と 大幅 に減少 し

た 。 災害復興公営住宅の大量供給で、 賃貸住宅市場の需給関係がゆ る ん で い る こ と が影響

し て い る と み ら れ る 。

構造別 で は 木造住宅 (前年度比0 . 1 % 増 ) や プ レ ハ ブ住宅 (前年度比5 . 2 % 減) に比べ て 、

マ ン シ ョ ン が2 ， 575戸増 の 1 万4 ， 227戸 (前年度比22 . 1 % 増 ) と 大幅増加 し た の が 目 立 っ て

い る 。 全着工戸 数 に 対す る 構成比率 も 26 . 7% (前年度21 . 3 % ) と 上昇 し た 。 住 宅 ロ ー ン 減

税が99年 1 月 に 導入 さ れ、 マ ン シ ョ ン 需要が好調 に 推移 し た こ と も 背景 に あ る と 見 ら れ る O

こ れ は公的資金 に よ る 住宅 の う ち 住宅金融公庫融資住宅が2 ， 065戸増 の l 万7 ， 522戸 (前年

度比13 . 4 % 増 ) と な っ た こ と に も う かがわ れ る O

(衣 4 ) 兵庫県の新設住宅着工戸数 (県集計)

年 度

上半期

1995 F半期

年度計

J 半期j
1 1996 ド半期

: 年度計

上半期

1997 下半期

年度計

土半期
卜…

1998 F 半期

年度言I i 

二半期
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兵庫県下

総 数 前年同期比 ( % )

53 ， 408 44 . 3  

62 . 819  201 . 8  

1 16 ， 227 70 . 6  

69 ， 622 30 . 4  

56 ， 001 ""10 . 9  

125 ， 623 8 . 1  

4 5 ， 758 ""34 . 3  

34 ， 165 ""39 . 0  

79 ， 923 ""36 . 4  

28 ， 505 i ""37 . 7  

26 ， 082 ""23 . 7  

54 ， 587 ""31 . 7 

26 ， 935 ""5 . 5  

26 . 368 1 . 1  

53 ， 303 ""2 . 4  

総 数 前年同期比 ( % )

43 ， 228 1 69 . 7  

53 ， 155 264 . 7  

96 ， 383 2 1 1 .  5 

55 守 865 29 . 2  

14 ， 873 ""15 . 6  

34 ， 978 ""37 . 4  

25 ， 067 ""44 . 1  

60 ， 045 ""40 . 4  
ト

20 ， 199 ""42 . 3  

1 7 、 904

38 ， 103 ""36 . 5  

1 8 ， 534 ""10 . 3  

17 ， 974 0 . 3  

36 ， 508 ""4 . 2  I 
(""減)



(表 5 ) 被災1 0市1 0町の新設住宅着工戸数の推移 (県集計)

戸数

60000 

1 0000 

55，865 

50000 

40000 

30000 

20000 

O 
1 995上半期 下半期 96上半期 下半期 97上半期 下半期 98上半期 下半期 99上半期 下半期

度年

3 . 兵庫県 「定借セ ン タ ー 」 開設
兵庫県 は 1999年 5 月 10 日 、 神戸市 中 央 区 に 「 ひ ょ う ご定期借地権付住宅相談セ ン タ ー 」

を 開設 し た 。 同 セ ン タ ー は 全県 を 対象 と し た事業であ り 、 震災復興の位置づけ は さ れ て い

な い が、 被災地で は 自 宅が損壊 し た被災者の な かで 、 高齢で ロ ー ン が組 め な い な ど の 理 由

で再建 を 新念 し 、 そ の 跡地 が更地 に な っ て い る ケ ー ス が ま だ少 な く な い 。 こ う し た場合を

含め 、 定期借地権 を 利 用 し て土地 を 貸 し た い地主 と 借地 人の 仲 介斡旋の相 談 を 受 け付 け る

こ と に し た も の で あ る O セ ン タ ー で地 主 の 用 地登録 (lOOm'以上) を 受 け 付 け た あ と 、 用

地 の 事業化案 を 県住宅供給公社が提案 し 、 地主が合意す れ ば着工す る 仕組 み と な っ て い る 。

震災 5 年 百 を む か え 、 戸建て持家住宅の復興 は 着 実 に 進 ん で、 い る と は い え 、 地域に よ っ

て は 、 更地化 さ れそ の ま ま 未利用 地 と な っ て い た り 、 駐車場 な ど に 転化 さ れ て い る な ど、

い ま だ再建 は 8 割程度 と の 観測 も あ る 。 こ う し た 状況 は 街 並 み や 住 環境 の 面 で も 課題 と

な っ て い る 。 こ の た め 定期借地権付住宅の利点 を 生か し 、 優 良 な 住環境 を つ く り 上 げる 効

果 も 期待 さ れて い る O

定期借地権 は 1992年施行の 改正借地借家法で新設 さ れた 。 一定期 間後 に 土地が地主 に 返

還 さ れ る こ と で 、 地主は土地 を 手放 さ ず に安定 し た 地代収入 を 得 ら れ る 一方 、 借地人測 も

土地付の分譲住宅 よ り 安 く 購入で き る メ リ ッ ト があ る 。

同 セ ン タ ー の 2000年 3 月 末 ま で の相談件数は278件、 内 訳 は 地主が123件、 借地人が72件、

残 り が不動 産業者 な どで 、 う ち 用 地登録 を 受 け た の が17件、 事業化 に ま で こ ぎ つ け た の が

2 件で あ っ た 。 な お 定期借地権付住宅の相談事業 は す で に神戸市が震災復興事業の 一環 と

し て 、 1997年1 2 月 「定借パ ン ク J (事業年 度 は 2001年 3 月 ま で) を 開設 し て い る が、 都道

南県 レ ベ ル で は 兵庫県が全国初 め て で あ る 。
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ι 神戸市の市民意識調査で 号 舗 が 「住宅 は復興 ・ 回復状況J と 回答
神戸市 で は 1 999年 9 月 に市民 l 万人 を 対 象 に '1999年度市民意識調査」 を 実施 し た 。

災か ら 5 年 目 を 迎 え 、 「 く ら し と ま ち の 本格復興 を め ざ し てJ を テ ー マ に 、 く ら し ゃ住 ま い 、

ま ち づ く り に つ い て の市民意識 を ア ン ケ ー ト 調査 し た も の で あ る 。

向調査は、 何年 9 月 に 第 1 団 の 調査 を 実施 し 、 99年 震 は 3 冊 目 で、 住民基本台帳か ら 無

作為抽 出 し た 20歳以上 の 市民 l 万 人 (外国 人 を 含む ) に ア ン ケ ー ト を 行 い 、 約5 ， 500人 か

ら 回答 を 得 た 。 4 年 に l 回 行 っ て い る 全世帯調査 と 合わせて 、 震災復興の行政 に 反映 さ せ

て い る 。

住宅 に 関 し て は 、 「震災 に よ る 住宅 の 変イtJ 、 「住宅 の 新 築 ・ 再建状況」 な どの 質問項 目

が設 け ら れ た 。 調査結果 に よ る と 、 ま ず 「震災 に よ る 住宅 の変化」 で は 、 「修理 ・ 修繕 し

て震災前 と 同 じ 住 宅 に 住 ん で い る 」 と い う 回答が43 . 0 % で も っ と も 多 く 、 以 下 「修理 ・ 修

繕せず に 震災前 と 同 じ住宅 に 住 ん で、 い る J 22 . 9 % 、 「震災前 と は別 の場所 に 住 ん で い る 」

1 8 . 3 % と 続い て い る 。 「震災前 と 同 じ 場所 に住宅 を 建 て 替 え て 住 ん で い る 」 は 7 % に と ど

ま っ た 。

「住宅再建で 困 っ た こ と 」 に つ い て は 、 「往 ま い を 確保 し た り 、 修繕 ・ 再建 し て い な い」

と す る 回 答が33 . 3 % で ト ッ プ を 占 め ，家賃 や ロ ー ン の負担が大 き い」 が26 . 1 % で 2 位 に

な る な ど、 柱宅復興は被災者の 大 き な 経済 的 困 難や負 担 を伴 っ て い る こ と を う かがわせ る O

「住宅 の 新 築 ・ 再建状況」 に つ い て の と ら え 方 を 需 く 質 問 で は 、 「 あ る 程度震災前 の 状

態 に戻 っ て い る 」 が46 . 5 % で も っ と も 多 く 、 「震災前 よ り よ く な っ て い る J 1 6 . 9 % 、 「震災

前 の 状態 に 戻 っ て い る J 1 8 . 1 % を 含 め る と 、 拐容者の 9 割以上が 「復興 ・ 回毎状況 に あ る J

と の見方 を 示 し て い る 。 こ れは 前 回 調査 (97年度) と 比べて27% も 増加 し て お り 、 98年か

ら 99年 に か け て 、 災害復興公営住宅の完成 と 入居が急 ピ ッ チ に 進 ん だ こ と が市民の意識 に

「住宅復興」 を 印象づけ る こ と に な っ た よ う だ。

5 . 京大隣災研究所巨大災害研究 セ ン タ ー の被災状況調査
阪神 ・ 淡路大震災記念協会の 委託 を 受 け 、 京都大学訪災研究所巨大災害研究セ ン タ ー は

被災者の住宅や生活 な ど に つ い て ア ン ケ ー ト 調査 し た 結果が1999年 7 月 に 発表 さ れ た 。

こ の調査は 「震 災後の居住地の変化 と 暮 ら し の 実情 に 関 す る 調査J と し て 、 大震災 の 震

度 7 地域お よ び都市 ガス 供給停止地域 の 県内在住者2 ， 500世帯 (住民台帳か ら 無作為抽 出 )

と 県外 に在住す る 800世帯 ( ， ひ ょ う ご便 り 」 送付先か ら 無作為抽 出 ) を 対象 に 、 99年 3 月

に 実施 し た 。 有効 回 収数 は あ わせ て915世帯 ( 回 収率27 . 7 % ) で あ っ た 。

「 ま ち の復 興 イ メ ー ジ」 に 関 し て 「層 り の住宅数の状況」 に つ い て の 質 問 で は 、 「 あ る

程度戻 っ て い る J 38 . 2 % が も っ と も 多 く 、 次 い で 「震災前 の 状況 に 戻 っ たJ 24 . 4 % 、 「震

災前 と 比べて増 え t::' J 1 1 . 7% と な っ て お り 、 74 % の 人が震災前の 状態 に 戻 っ て い る か、 そ

れ以上 で あ る と 回 答 し た 。
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神戸市民 ア ン ケ ー ト の 閉 じ 趣 旨 の 質 問 に 比 べ る と 、 京大調査で は住宅数 の 増 減 に よ る 復

興状況 の 印象 を 聞 い て い る の で 、 や や 数字 は 低 め で あ る が、 向調査 を 見 る と 、 お お む ね 7

- 9 割 の住宅は復興 し た と の受 け と め 方 を さ れて い る よ う であ る 。

「現在 の 住 ま い」 に つ い て の 質 問 で は 、 県 内在住者 は 「修理 ・ 補修 し たJ 43 . 8 % 、 「震

災 時の ま ま J 27 . 8 % 、 「移転 ・ 移住 し たJ 18 . 6 % 、 「建て 直 し たJ 8 . 5 % と 、 こ ち ら は神戸

市民 ア ン ケ ー ト と ほ ぼ a致す る 状況が回答 さ れた 。

「被災者 に対す る 経済的措置」 に つ い て の調査で は 、 何 ら かの公的融資 ・ 助成 を 受け た

人がほ と ん どで あ っ た が、 そ の う ち 「住宅金融公庫 の 災害復興住宅資金」 の 融資 を 受 け た

人 は 8 . 2 % で あ っ た 。 こ れ は 上記の 自 宅 を 建て 直 し た被災者の比率 と ほ ぼ同 じ で、 住宅の

建 て直 し に あ た っ て は 金融公庫 の 融資 を 利 用 し た ケ ー ス が多 か っ た こ と が類推 さ れ る O

6 . 市民団体の調査で は 「復興 は ま だ半分」
被災地の住宅 に 関 す る 調査は f打民間体や マ ス コ ミ な ど さ ま ざ ま な 立 場 で行 わ れて い る が、

学識経験者、 弁護士 ら で組織す る 「住宅復興市民委員 会J (代表 ・ 岸本幸臣 大阪教育大教授)

は 2000年 1 月 、 震災で損壊 し た 自 宅 を 再建 し た 兵産 県内 の被災者 ら を 対象 に 実施 し た 「 自

力 復興被災者の 実態調査」 の 結果 を 発表 し た 。

こ の調査は 1999年1 1 月 か ら 12 月 に か け て 、 県 内 の 被災地 (10市10町) に 住 む 「 自 力 再建

者」 ら を 対象 に ア ン ケ ー ト し た も の で、 問答者は476人で あ っ た 。

調査結 果 に よ る と 、 被災 当 時の住居 は 、 戸建て住宅や分譲 マ ン シ ョ ン な ど の 持家 が83 . 8%

マ借家 ・ 賃貸マ ン シ ョ ン 9 . 1 % マ そ の 他7 . 1 % ー であ っ た 。

こ れ ら 住民の う ち 、 震災設 に 自 宅 を 建 て 替 え た り 、 マ ン シ ョ ン を 購入 し た 人は51 . 6 % で、

平均2 ， 605万 円 の経費がかか っ て い た 。 ま た 、 一方補修 し た の は35 . 8 % で 、 平均594 万 円 の

費用 を か け た 。

こ う し た 資 金 は ロ ー ン に頼 る ケ ー ス が多 く 、 再建組 を 中心 に 平均 1 ， 72 7 万 円 も の 口 一 ン

を 抱 え て い る こ と がわ か っ た 。 し か も 二重 ロ ー ン を 抱 え て い る 人 は38 . 5 % に の ぼっ て い る 。

こ う し た こ と か ら 、 回 答者の な かで、 住宅が 「完全復興J あ る い は 「 お お む ね復興」 と

考 え て い る 人 は 合わせて も 54 . 8 % と 半数 に す ぎず、 弓21興 し て い な い」 と す る 回答 は 14 . 1 % 

も い た 。 震災後 5 年で 、 ハ ー ド面の住宅復興 は ほ ぼ完了 し た と は い え 、 二 重 ロ ー ン の 負担

な どの 影響 で 、 被災者の意識で は ま だ復興半 ば と い う 実態が浮 き 彫 り に さ れて い る と い え

ょ う O

同委員 会 で は 、 調査結果 を も と に 、 震災で全半壊被害 を 受 け た 住 宅 の う ち 、 「 自 力 復 興

は少 な く と も 20万戸 に 上 る 。 構造上の 問題の有無 な ど実態調査や行政の 支援が不可欠で あ

る 」 と の見解 を 発表 し た 。
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7 . 阪神 ・ 淡路大震災復興基金の住宅支援事業
震災直後の 1995年 4 月 に 設立 さ れ た (封) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 は 運用 財 産8 ， 800

億 円 の 運用益等 に よ り 、 さ ま ざ ま な 復興支援事業 に叡 り 組ん で き た 。 住宅復興支援で は34

事業が実施 さ れて き た が、 設立 5 年 目 を む か え 、 住宅復興 も ほ ぼ完了 し た と い う こ と で、

1999年度で受付 を 終了 す る 事業 も 出 て き た。 ま た 2000年度が最終年度 と な る 事業 も 多 く 、

2001年 3 月 に住宅支援の事業 は ほ ぼ完了す る 見通 し と な っ て い る 。

99年度 に 受付 が終了 し た住宅復興関連事業 は 大規模住宅補修利子補給、 被 災 マ ン シ ョ ン

共用 部分補修支援利子補給の 2 事業、 ま た2000年度が最終年度 と な る の は 以 下 の 11事業で

あ る 。

@ 被災者住宅購入支援事業補助

@ 被災者住宅再建支援事業補助

@ 県市町単独住宅融資利子補給

• I礎地買 い 増 し 宅地規模拡大支援利子補給

@ 高齢者住宅再建支援事業

@ 高齢者特別融資 (不動産活用 型) 利子補給

@ 被災マ ン シ ョ ン 建 て 替 え 支援利子補給

@ 民間住宅共 同化支援利子補給

@ 小規模共 同 建 て 替 え 等事業補助

・ 被災者向 け コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ等建設事業補助

@ 住宅債務償還特別対策

こ れ ら の 事業 の 支給実績 は (表 6 ) の 通 り と な っ て い る 。

こ の な かで 、 97年度か ら 受付が開始 さ れた高齢者特別融資利子補給は件数、 支給金額 と

も 低水準 に と ど ま っ て い る 。 高齢者 の場合、 資金が乏 し い 、 あ る い は長期 の ロ ー ン 設定が

困 難 な どが 自 力 再建 の 障害 に な っ て い る ケ ー ス が多 い こ と か ら 、 神戸市 ・ 西宮市が創設 し

た高齢者特別融資制度 (不動産活用 型) の利子補給 を 行 う 事業 で あ る 。

ま た被災 し た住宅 と 再建 あ る い は新規購入 し た住宅の 二重 ロ ー ン の 負 担 に 苦 し む被災者

に対す る 特 別 支援対策 と し て 実施 さ れ て い る 住宅債務償還特別対策 は 申 請件 数 が約 1 ， 700

件 と 当 初見込み の l 割以下 に と ど ま っ て い る O

大蔵省 は 震災直後、 住 宅 ロ ー ン の 残債があ る 全壊家屋 は 約 1 万5 ， 000戸、 1 戸平均 で 残

高 1 ， 000万 円 と 試算 し て お り 、 同 基金 も 約 3 万件の利用 を 予想 し て い た が、 実 績 は そ れ を

大幅 に 下回 っ た こ と に な る 。 神戸市民 ア ン ケ ー ト や京大防災研調査で は 、 住宅金融公庫 の

災害毎輿融資の利用者が約 8 % に と ど ま っ て い た こ と を あ わせ て 考 え る と 、 二 重 ロ ー ン を

避 け て被災 し た戸建て住宅の再建 を 自 己資金 な どで 自 力 再建 し た ケ ー ス も 多か っ た た め と

考 え ら れ る 。

た だ、 自 宅再建、 新規購入で ロ ー ン を 組 ん でか ら 当 初 5 年 間 は 、 震災前 の ロ ー ン の有無
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に かか わ ら ず新規融資の利子 を 一部助成 す る 被災者住宅購入支援事業捕助制度 に よ る 利子

捕給 に つ い て は約 2 万6 ， 000件の 実績があ っ た 。

(表 6 ) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金の住宅再建に 凋 わ る 支援事業 ( J 999年度末)

市山γ 業 名

民間住宅共同化支援利子補給

被災マ ン シ ョ ン 建柊支援利子補給

住宅債務償還特別対策

子補給

事業年度

1995 � 1999 

1996 � 1999 

26 ， 390 6 ， 781 ， 614 

1995 �2000 I 52 ， 807 14 ， 470 ， 965 

1995 �2000 3 ， 804 715 ， 337 

1995 �2000 6 ， 287 1 ， 089 ， 206 I 
1995 �2000 ※ 1 ， 657 

1995 �2000 ， 484 

1997 �2000 ， 574 

185 ， 637 

4 ， 128 

4 ， 187 ， 919  

※ 適格認定件数
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j時点 被災マ シシ ョ ンの再建 も ほ ぼ完了

1 . 被災マ ン シ ョ ン の建て替 え は96 % 完成
阪神 ・ 淡路大震災で、 は マ ン シ ョ ン の被害が大 き か っ た こ と が一つ の 特徴 で 、 都市型災害

と 呼ばれた ゆ え ん で あ る O そ れ も 震災 5 年 目 を む か え て損壊 し た マ ン シ ョ ン も 修理が終わ

り 、 被害の大 き か っ た マ ン シ ョ ン の大規模修理 ・ 建 て 替 え 工事 も ご く 品部 を 残 し て 、 再建

さ れた 。

兵庫県 の 調 査 に よ る と 、 全半壊 し た マ ン シ ョ ン 172棟の う ち 立 て 番 え に よ る 再建 を 決め

た の は 108棟で あ る が、 1999年度末 ま で に 104棟の工事が完成 し た 。 こ の ほ か 補助 金 を 受 け

ず に 自 主再建 し た マ ン シ ョ ン が 8 棟、 補修 に よ る 再建が55棟、 ま た所有者 ら が土地 を 処分

し た と こ ろ が 5 棟あ っ た。

一方震災後定期 的 に被災マ ン シ ョ ン の調査 を 続け て い る 不動産情報サ ー ピ ス 会社の東京

カ ン テ イ (東京) が2000年 l 月 に ま と め た神戸市 な ど県下の被災マ ン シ ョ ン 復興状況調査

に よ る と 、 1999年12月 末 ま で に 調査対象2 ， 532棟の う ち 建 て 替 え 完成 と 工事 中 が115棟、 補

{彦j斉み は2 ， 405t東 に の ぼっ た。

こ の う ち 構造部分 に 致命 的 な 損傷 を 受 け た 「大破」 の 83棟で は 、 建 て 替 え は 64棟、 大規

模補修12棟、 再建せず土地 を 売却処分 し た の が 5 棟で あ っ た 。

被害の大 き か っ た 「大破J r中破」 の 計186棟でみ る と 、 建 て 替 え ・ 補修が完 了 し た割 合

を 示 す 「援興完了率」 は 、 95年31 . 9 % 、 96年41 . 1 % 、 97年58 . 3 % と 推移 し た あ と 、 98:q之 に

一気に85 . 4 % に上昇、 99年 は 96 . 2% に ま で な っ た 。

こ う し た調査で明 ら か に な っ た マ ン シ ョ ン の 建 て 替 え 再建 は優良建築物等整備事業 な ど

国 や 県 の 震災特例支援措置の 適用 を 受 け た ケ ー ス が大半で、 県住宅供給公社 の マ ン シ ョ ン

再建支援事業で あ る ウ イ ズ ス マ イ ル事業 (第 3 巻 「住宅」 第 3 節 を 参照) も 再建促進 に 大 き な 役

割 を 果 た し た 。

1999年 7 月 に 完工 し た 「東灘ス カ イ マ ン シ ョ ン J ( 168戸、 神 戸市東灘区) も そ の 一つ で、

県住宅供給公社が再建 ・ 事業 に 参加 し て い た39物件の う ち 、 36番 目 の 再 建 マ ン シ ョ ン と

な っ た 。 同 マ ン シ ョ ン は 全壊判定 を 受 け た た め 、 住民が再建組合 を 設立 し 、 ウ イ ズ ス マ イ

ル事業の 全部譲渡方式 に よ る 建て 替 え を 行 っ た 。

2 . 匿分所宥法 を め ぐ る マ ン シ ョ ン 訴訟
こ う し た な かで 、 い ま だ に 再建か ら 取 り 残 さ れて い る マ ン シ ョ ン も あ る O そ れは建て

え か補修か と い う 再建手法 を 巡 っ て住民 ( 区 分所有者) が対立 し 、 司 法 の 場 に ま で持 ち 込

ま れて い る ケ ー ス で、 2000::9三 3 月 現在 、 兵庫県下 で 4 件が訴訟中 で あ る O 先 に 見 た よ う に 、

阪神 ・ 淡路大震災で は倒 壊 し た マ ン シ ョ ン 100棟以上が建 て 替 え さ れ た が、 そ の根拠 と な
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る 区分所有法 (建物 の 区分所有等 に 関 す る 法律) は 区分所有者の合意形成が前提 と な っ て

い る た め 、 意見 の対立があ る と 再建が層難 に な る 場合があ る 。 区分所有法 を は じ め と す る

マ ン シ ョ ン 関連法令では大災害 に よ る 建て 替 え に つ い て の 対応が不充分で、 あ る な ど法律 自

体の問題点 も 浮 き 彫 り に な っ て い る O

区分所有j去 に よ る 訴訟事件の典型が 「 グ ラ ン ドパ レ ス 高羽 J (神戸市灘区 、 178戸) の ケ ー

ス であ る 。 問 マ ン シ ョ ン ( 1980年建築) は震災で大 き な被害 を 被 り 、 全壊判 定 を 受 け た た

め 、 震災か ら 2 年後 の 1 997年 1 月 、 管理組合総会で区分所有法 に 定 め ら れた 5 分の 4 以上

の 要件 を 満た す 区分所有者の 賛成 で建 て 替 え が決議 さ れた 。

決議の ヱ里 由 と な っ た の は 「補修で は 、 被災 し た マ ン シ ョ ン の価値 よ り も 「過分の費用』

がかか る 」 と い う の も で あ っ た 。 こ れ に 対 し 、 何年 4 月 、 補修に よ る 再建 を 主張す る 住民

1 1 人が決議の 無効確認 を 求め て管理組合 を 相 手取 り 神戸地裁 に 提訴 し た 。

裁判 の 焦 点 は被告、 原 告双方の 主張す る 補修費が 「過分J か ど う か と い う 点で 、 建 て 替

え 派 で は 、 l 戸 当 た り の負担額 は 約600万 円 と 試算、 一方、 補修派 は 約350万円 と し て 「建

て 替 え の 場合 l 戸 当 た り 約2 ， 000万円 も の負 担 に な る J と 反論 し た 。

神 戸 地 裁 は 1999年 7 月 、 「建て 替 え 決議 は有効」 と 被告側勝訴 の 判 決 を し た が、 補修派

住民は こ の判 決 を 不服 と し て 、 大阪高 裁 に 控訴 し た 。

控訴審で も 2000年 7 丹 、 「多数 の 区 分所有者の 半日 断 は 合理的 な も の と し て 尊重す る の が

妥 当 」 と し て 決議 の 有効性 を 認め た神戸地裁の判 決 を 支持、 補修派住民 の 請 求 を 棄却 し た。

マ ン シ ョ ン の建 て 替 え 決議 の 有効性 を め ぐ る 高裁 レ ベ ル の判 決 は 初 め て の ケ ー ス であ る 。

原 告側 は こ の 控訴審判 決 を 不服 と し て 、 同 年 9 月 最高 裁 に ヒ告 し た 。 上告理由 と し て原告

側 は 「区分所有法の解釈 を 誤 る な とマ高裁 の 判 断 は 憲法違反」 と 主張 し て い る O

建 て 替 え か補修か を め ぐ っ て訴訟 に ま で発展 し た も う ひ と つ の ケ ー ス が1999年 1 1 月 に建

て 替 え 工事が完工 し た 「芦犀ハ イ タ ウ ン J ( 1日藤和芦屋ハ イ タ ウ ン 、 芦屋市大東町) で あ る 。

同 マ ン シ ョ ン は 1997年 2 月 、 区 分所有法 に 基づ き 、 当 時の 入居者214戸 の う ち 5 分の 4

以上 に あ た る 191 戸 の 賛成 で建 て 替 え を 決議、 そ の 手法 と し て 、 兵庫県住宅供給公社 に マ

ン シ ョ ン の所有権 を 買 い 取 っ て も ら っ て 、 完成後 に 再分譲す る 形で再建 を 進 め る こ と に

な っ た 。

し か し 、 補修派住民が明 け渡 し を 拒否 し た た め 、 同 年10月 公社髄 の 申 し 立 て で神戸地裁

尼崎支部が強制執行 に乗 り 出 す 事態 に な っ た 。 補鯵派の12戸 は 、 管理組合 と 公社 を 相手取

り 、 決議の 無効 な ど を 求め る 訴 え を神)ニ3‘地 裁 に 起 こ し た 。

芦屋ハ イ タ ウ ン は 訴訟事件 と な っ て い る 被災マ ン シ ョ ン 4 件の な かで、 初 め て 建 て 替 え

が完成 し 、 震災前 よ り 6 戸多 い 220戸 の 規模 と な り 、 一般 に も 58戸が分譲 さ れ た 。 た だ、

平均2 ， 000 万 円 と い う 新 た な 負 担 を き ら っ て 、 区分所有者 の な か で 、 入居辞退者が相次 ぎ 、

145戸が再入居 し た 。
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3 . 日 本建築学会の 「住宅復興の検証 と 展望J レ ポ ー ト
訴訟に ま で持 ち 込 ま れ た マ ン シ ョ ン 再建の事例 は 今後老朽化や建て 替 え に 直面す る 全国

の マ ン シ ョ ン に と っ て 、 さ ま ざ ま な 影響 を 与 え る 可能性があ る 。

日 本建築学会で は 震災 の 年 か ら 毎年、 住宅復興 に 関 す る 調査研究 レ ポ ー ト を 公表 し て い

る 。 そ の 7 巻 E に あ た る 「大震災五年半 ・ 住宅復興の検証 と 展望J (2000年 9 月 発行) の

な かで 、 梶浦恒男 (大阪市立大学) 、 坂真 由 子 (大阪市役所) 両氏が 「マ ン シ ョ ン 再建 一

再建建物 の状況 と 居住者 の 変化」 と 題 し た レ ポ ー ト を 発表、 マ ン シ ョ ン 再建 を 検証 し て い

る 。

レ ポ ー ト で は 「建て 替 え ら れた マ ン シ ョ ン は 必ず し も 物理的破損状態、が著 し く 、 補修が

不可能 な も の ばか り と は 言 え ず、 {也の 要 問 が影響 し て 建 て 替 え が選 ば れ て い る J 旧民) と

の見方 を 示 し て い る 。 そ の 要因 と し て 「第一 に マ ン シ ョ ン が建て ら れ て か ら の 経年数が多

く な り 、 設備が古 く な っ て い た り 、 全体 と し て の住戸の狭小性 な どがあ っ て 、 こ の 際建て

替 え て お い た 方が良い だ ろ う と の 判 断が区分所有者 に 生 ま れやす か っ た こ と 、 第二 に 、 各

種 の 公的支援策 な どがあ り 、 建 て 替 え を 選択す る 相対 的 な 有利性があ っ た こ と があ る 。 公

的 支援で は 、 公的資金 に よ る 建物解体、 震災復興総合設計制度、 優良建築物等整備事 業 の

適用 、 住宅金融公庫 な どの特別融資、 自 治体 に よ る コ ン サ ル タ ン ト 派遣制定 、 兵庫県住宅

供給公社 の 建 て 替 え 事業への積極的参入、 ま た デベ ロ ッ パ ー や ゼ ネ コ ン 、 建設業、 金融機

関 な どの企業の 支援、 な かで も コ ン サ ル タ ン ト の 活躍 は 目 治体の コ ン サ ル タ ン ト 派遣制度

と 連動 し て 大 き な 役割 を 果 た し たJJ ( 同 ) と 評価 し て い る 。

し か し 、 以下 の よ う な 問題点 も 指摘 さ れて い る 。

「建て替 え ら れ た被災マ ン シ ョ ン の合意形成の プ ロ セ ス を 見 る と 、 「建て 替 え」 か 「補修」

かの復 旧 の 方針 を 決定す る 以前 に 建物 の 解体 を 全員 で決め た り 、 実 際 に 建物 を 解体 し て し

ま っ て い る と い う 矛題 し た過程が見 ら れた 。 こ の よ う な事が発生 し た の は 「公費解体j の

取 り 扱い と そ れ に つ い て の情報の 混乱が原 因 で、 そ の結果住民の合意形成過程が望 ま し く

進 ん で い か な か っ た と い え る 。

第二 に 、 全体 と し て公的支援策が 「建て 替 え J 中 心 と な り 、 住民の 合意形成過程が歪 め

ら れた 。 第三 に 、 区分所有法 を は じ め 、 法や制度 に不十分 さ があ り 、 そ の理解 を め ぐ っ て

対忠が生 ま れ た り し て 合意形成過程 に 混乱が生 ま れ た 。 第 四 に 、 既存不適格 の 物件 に 対 し

て特別 に 総合設計制定が要件 を 緩和 し て適用 さ れ た が、 周 辺住民の 同 意 を 得 る の に 困難が

あ っ た 。 ま た 、 こ の処置 は 時限立法的 で あ っ て 、 将来再び既存不適格 に な る と い う 問題 を

残 し た 。 第五 に 、 建 て 替 え 中 心 に 進 め た結果、 資金的 に 無理 を し て建 て 替 え 事業 に 参加 し 、

途中 で事業参加 を 取 り や め た り 、 方針 を 変更す る 区 分所有者がか な り の数生 ま れ る こ と と

な っ たJ] (52頁)

こ う し た検証 を 行 っ た う え で 、 両氏は F今回 の震災の場合や一般的 な 老朽 マ ン シ ョ ン の

場合 も 含め て 、 そ の対応策は 「建て 替 え J の み で は な く 、 「補修」 や 「建物、 敷地の処分J
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な ど多様な 選択肢があ り 、 「建て 替 え 」 も 「現在 の 居住者の 多 く が民 る 建て 替 えJ も あ れ ば、

「現在の居住者がほ と ん ど戻 ら な い建 て 替 え J も あ る の 。 大事な こ と は 、 区分所有者の全

体が望 み 、 多 く の居住者の居住が確保 さ れ、 所有者の権利が保障 さ れ る 最 適 な 方法が模索

さ れ、 選 ば れ る よ う に すべ き だ。 第 二 に 、 今 回復 旧 が建て替 え 偏重 に な っ た 原 田 に は 、 わ

が国 の建築界、 ハ ウ ジ ン グ を 取 り 巻 く 全体の体質が 「 ス ク ラ ッ プ ・ ア ン ド ・ ピ ル ト 」 に な っ

て い る 点 に基本的 な 問題があ る 。 今後地球環境や資源活用 が重 要 な 課題 と な る 21世紀 を 考

え る と 、 こ の体質改善 は 重 要 な 課題 で あ る 」 と い う 課題 を あ げて い る 。

4 . 神戸部車問題研究所がマ ン シ ョ ン 建て 替 え 促進法 を 提言
神戸市の 委託で、 震災復興の 過程 を 検証 し て い た神戸都市問題研究所 は 2000年 2 月 、 住

宅復興 な ど の 制度 に つ い て震災の教訓 を 今後 の 災害 の 備 え に 生かす視点 か ら 14項 自 の提言

を ま と め た 。 こ の提言 は 学識経験者 な ど で構成 す る 同研究所の i r震災復 興の都市政策的

検証 と 提言」 研究会J (委員 長 = 新野幸次部 ・ 神戸大名誉教授) で検討 さ れ た 。

そ の な かで マ ン シ ョ ン 再建 に 関連 し て 「 マ ン シ ョ ン 建 て 替 え 事業促進法J の 制定 を 提言

し て い る 。 被災マ ン シ ョ ン の建 て 替 え は 、 全体 と し て 成功 し た ケ ー ス がほ と ん どで あ っ た

が、 前節 で 見 た よ う な 訴訟事件 も 起 こ っ て い る 。

現行の 区 分所有法は被災マ ン シ ョ ン の復興 を 進め る 上で の 事業法的 な 観 点 を 欠い て い る

と の認識か ら 、 「 マ ン シ ョ ン 建て 替 え 促進法」 は 、 再建組合への 法人格の付与や権利変換

制 震 の 導 入 な ど を 提案 し て い る 。

ま た裁判 で も 争点 の ひ と つ に な っ た建て 替 え 決議 の 要件 と な る 「過分 の 修繕費用」 に つ

い て は 、 「費用 の 過分性」 の 削 除な ど区分所有法の 改正点 も 指摘 し た 。

一方、 住宅復興 に つ い て は被災住宅の応急修理制度の拡充や住宅の被災度暫定か ら 花、急

修理の可否 と 費用 見積 も り 、 家屋解体 を 一連の 流 れ と す る 被災建物 の修繕 ・ 解体 シ ス テ ム

制度の創 設 を 提言 し て い る O
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iむ中 震災 5 年目ゐ復興検証

1 . 兵庫賂 「震災対築関探総合検証会議」 の検証提言
兵庫県 で は 板神 ・ 淡路大震災か ら 5 年 日 を 迎 え 、 こ れ ま での震災対策や復興計画 を 国 内

だ け で な く 、 海外の有識者 も 含め た 専 門 家 の 立場か ら 、 評価 ・ 検証 し て も ら う 会議 「震災

対策国際総合検証会議J (座長ニ 新野幸次郎 ・ 神戸大名誉教授) を 1999主i三 4 月 に 発足 さ せ た 。

検証 に あ た る 委員 に は 国 内20人、 海外16人が選 ばれ、 約半年間 に わ た っ て 、 作業 を 行 っ

た。 検証の テ ー マ は 「復興体制J í災害弱者J í生活J í住宅再建支援」 な ど20項 目 で、 検

証結果 は2000年 1 月 16 日 の 国 緊 シ ン ポ ジ ウ ム で総括報告 さ れ、 1\!!1別 テ ー マ に つ い て も 分野

別報告会が開催 さ れた 。

国 際 シ ン ホ。 で は と く に住宅再建 に対す る 支援 の 拡充 に つ い て の 意見が多 く 出 さ れ た 。 住

宅再建支援 に つ い て は 「私有討産 の再建は 自 己責任J と す る 国 の基本姿勢 に は ば ま れ て 、

有効 な 支援策が見 出 せ な い ま ま に な っ て い る が、 県 で は 生活再建支援 と 住宅 再建支援 を 二

本柱 と し た 「総合 的 国 民安心 シ ス テ ム j を 提示 し た 。 ま た前横浜国立大教授の 村上慮直委

員 (住宅再建支援) は 、 自 助 だ け で な く 「共助」 で住宅再建 を 支 え る た め 、 住宅所有者が

拠出 し た掛 け金で基金 を つ く る 住宅共済制度の 創 設 を 提案 し た 。

以下、 検証総括報告書 の 中 か ら 、 仮設住宅や住宅再建 に 関 す る 意見や提言 を 耳の発表資

料 を も と に 抜粋す る 。

〈館設住宅〉

「短期 簡 に 大量 の応急仮設住宅が建設 さ れ必要戸数の確保がな さ れた こ と 、 5 年 間 です

べ て の応急仮設住宅が撤去 さ れた こ と 、 ふ れ あ い セ ン タ ー が社会的支援 の 核 と し て機能 し

た こ と な どが評価 さ れた 一方、 密集住宅地域での大量の応急仮設住宅の確保 は 困 難で あ っ

た と は い え 、 被災地内 での 建設用地の不足や郊外へ の 移転 に 伴 う 社会 的 、 経済的影響 な ど

が指摘 さ れ た 。

こ れ を 受 け て 、 ①応急仮設住宅用 地の確保 を は じ め 、 応急仮設住宅の 備 蓄 や 建築技術者

等の 協 力 体制づ く り 等、 事前 の実践的準備や研究の 推進 ②震災時の住 ま い の 確保の た め

の多様 な 選択肢 に つ い て の検討 ③ こ こ ろ の ケ ア を 重視 し た 応急仮設住宅入居者 に対す る

社会的支援施策の 一層 の 充実ー な どの貴重な徒言がな さ れた 。

な お 、 国 内検証委員 の 三浦丈夫委員 (武蔵野女子大学特任教授) か ら 、 応急仮設住宅都

市構想 に 関 し て 、 都 市復興の支障 に な ら ず、 コ ミ ュ ニ テ ィ 意識 の 継続が可 能 な 場所 に 住 ま

い の 整備 が可 能 か と い う 点 に つ い て の 青写真や実践的 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が示 さ れて い な い

と の指摘があ っ た 。

検証会議 テ ー マ 担 当 委員 の 新野幸次郎座長 (神戸大学名誉教授) か ら は 、 応急仮設住宅

の 建設戸数や 入居頗位の 決定方法、 応急仮設住宅 に 係 る 多様な 選択肢等 に つ い て の事前検
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討が望 ま れ る な どの意見があ っ た 。

ま た 、 検証会議の 鳴 海邦碩委員 (大坂大学教授) か ら も 、 自 力 仮設、 個 人仮設、 現地仮

設住宅 に 関 す る 問題な とや に つ い て 、 今後、 一層 の議論が望 ま れ る と の意見があ っ たooÎ (注 1 )

〈住宅再建〉

叶亘久住宅 の 早期 大量供給がな さ れた こ と 、 コ レ ク テ イ ブ ・ ハ ウ ジ ン グ 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ・

プ ラ ザや 、 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り を 支援す る い き い き 県住推進員 の 設置 な ど の 先進的取 り 組

みがな さ れて い る こ と 、 公費解体や補助制度の拡充等 に よ り 被災マ ン シ ョ ン の 再建が進展

し た こ と な どが高 く 評価 さ れた 命方、 恒久住宅 に つ い て の被災者の要望 と の ミ ス マ ッ チ や

入居者の高齢者への偏 り 、 マ ン シ ョ ン の建 て 替 え 等 に 係 る 区分所有法の あ い ま い さ 、 11Q1人

の住宅再建 の 支援方策の不十分 さ な どが指摘 さ れた 。

こ れ を 受 け て 、 ①災害復興公営住宅 に つ い て高齢者 を 中心 と し た被災者 の み を 対象 と し

た 入居基準 の 見直 し ②地理情報 シ ス テ ム に よ る 都市行政 に 必 要 な デ ー タ の 一 一 元 的 管 理

③マ ン シ ョ ン の 再建 に 関 す る 区分所有法の見直 し の 検討 ④兵産県の提唱 す る 住宅共済制

度 の 早期 実現 ⑤被災建築物 の補修 に 係 る 補助 制 震 の 充実 の 検討 ー な ど の 貴 重 な 提言がな

さ れた 。 検証会議 テ ー マ 担 当 委員 の う ち 巽委員 か ら は 、 早期大量供給の ノ ウ ハ ウ の継承、

住宅共済制 度 の 創設や補修制 度 の 充 実 を 進め る と と も に 、 被災者の 要望 と の ミ ス マ ッ チ の

問 題 に つ い て は 、 時 間 を か け て解消 を 図 っ て い く べ き な どの 意見があ っ た 。 ま た 、 鳴 海委

員 か ら は 、 住宅共済耐 震等新 し い 災害毎興支援 シ ス テ ム を 確立す る た め に も 、 震災後の戸

建て住宅の再建支接制度の調査分析が重要 な どの意見があ っ た 。

さ ら に 、 検証会議 の 室 崎益輝委員 (神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授 ) か ら 、 今後、

職住 を で き る 限 り 一体的 に と ら え た対応策や住宅の確保 の た め の 多様 な仕組み の研究が必

要 と の 意見があ っ た oJ]

(注 1 ) 鳴海委員 の住宅再建 に 関 す る 考察や意見等 に つ い て は 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌第 4 巻第一部第一章

す ま いの復興」 に 詳 し い 。

2 . 神戸市 「震災復興総話 ・ 検証研究会J の検証
神 戸市 で は 、 行政や学識経験者 だ け で な く 、 N PO (非営利組織) の メ ン バ ー ら 市民 も

参画 し て 震災復興 を 総括 ・ 検証す る 「震災復興総括 ・ 検証研究会J (総括 ニ 安 田 丑作 ・ 神

戸大工学部教授) を 1999年 6 月 に設置 し た 。 復興 ・ 活性化推進懇話会 (座長 ・ 莞天義久神

戸大学名誉教授) の 内部組織 と し て発足 さ せ た 。

「生活再建J r安全都市J r住宅 ・ 都市帯建J r経済 ・ 港湾再建」 の 4 分野 に わ た り 、 ヒ

ア リ ン グや 市民5 ， 000人の ア ン ケ ー ト 調査 を も と に 検証作業 を 続け 、 2000年 3 月 に 報告書

を ま と め た 。

住宅再建分野 で は 「す ま い の 状況」 と し て 、 「震災後の住宅着工戸 数 は 約 14万9 ， 000戸 に

り 、 滅失戸数の 約 8 万2 ， 000戸 を 大 き く 上 回 っ て い る 。 区別 に み る と 、 も っ と も 住宅 の
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被害の大 き か っ た 長 田 区 で 回復が遅れて い る も の の 、 全般的 に は緩や か に 住 宅再建が進 ん

で い る 。 一方で、 量 的 な 部分の み な ら ず、 住宅 ・ 住環境 の 質 的 な 変化が起 こ っ て お り 、 住

宅構造で み る と 木造が減少 し 不燃化が進 ん だ ほ か、 住宅 タ イ プで も 長屋や併用住宅が減少

し マ ン シ ョ ン が大幅 に 増 え た 。 住宅や住環境 に 関 す る 市民 の 意識で は 、 居住地 の移動や住

宅再建の 問題が生活 に 栢 当 影響 し た こ と が見 て 取れ る 。 ま た 、 住宅 ・ 住環境の安全性 に つ

い て注意す る よ う に な っ た傾向が顕著で、 あ る J (報告書33J"n と 述べて い る 。 そ の う え で、 「復

興 に 向 け た 協鋤 の 取 り 組み と 課題」 を 指摘 し て い る 。 そ の 要 旨 は 以 下 の 通 り で あ る o (報告

書: ・ 概要版か ら 抜粋)

( 1 )戸建住宅

震災で も っ と も 多 く 失 わ れ た戸建住宅の再建 は 、 個 人資産への直接的支援がな い厳 し い

状況の な かで進め ぎる を 得 な か っ た 。 資金 ・ 権利 関係 ・ 接道条件 な どがな か な か ク リ ア で

き な か っ た こ と や 、 公営住宅入居者 と の 間 で支援 に差が生 じ た こ と への 不満、 前提 と な る

住情報が不足 し て い た こ と 、 安全性 に 対す る 関 心 な どが再建者や専 門 家 の 意 見 と し て 出 さ

れ た 。 そ う し た 国難 の 末 、 す ま い が確保で き た 時点 で よ う や く 生活が落 ち 着 い た と い う 声

が多数 開 か れ、 生活の碁盤 と し て の す ま い の重要性 を 感 じ た 。

( 2 )マ ン シ ョ ン再建、 共同 ・ 協調建替

被災 に よ る 分譲 マ ン シ ョ ン の再建 は 、 再建決議 に い た る 住民の合意形成 を は じ め 、 資 金

調達、 既存不適格な ど、 様々 な 課題 に 宜面 し た 。 利子補給や専門 家派遣、 各種補助制度 に

よ っ て多 く は 再建 さ れ た が、 多数決に よ る 再建決議 に か か わ る 法的 な 問題、 近 隣への影響、

コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 の 問題 も は ら ん で い る 。

共 同 ・ 協調建替 は 、 個 人 で は再建で き な い場合の切 り 札 と し て考 え ら れて き た が、 マ ン

シ ョ ン 再建 同 様 に 資金調達や合志形成が容易 で は な か っ た も の の 、 地域環境への貢献 ( 共

用 空 間 の 地域開放、 ま ち な み形成) と 共 同 化 の 過程 で の コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 に寄与 し た 。

( 3 )災 害公営住宅

大量 ・ 画 一 的 な 会営住宅 i宇! 心 の 住宅供給施策か ら 、 人や環境 に や さ し い ソ フ ト な 住宅供

給 シ ス テ ム へ の転換が求め ら れ始 め た 時期 に震災が発生 し た が、 災害公営住宅の早期大量

供給の必要性か ら 、 従来型 の 手法で進め ざる を 得 な か っ た 。 し か し 、 低所得者や高齢者が

多 い 実態 を ふ ま え て 、 安全で安心 な す ま いづ く り を 進 め る と い う 意識の も と 、 福祉 と 連携

し た 入居後の ソ フ ト 面で の支援 (相談員 の 派遣 、 ふ れ あ い 喫茶 な ど) の 必 要性 も 認識 さ れ

た 。 今後の 問題 と し て 、 家賃低減措置の 延長や大量 の 公営住宅ス ト ッ ク の マ ネ ジ メ ン ト 、

地域 と の 融 合 な とやが残 っ て い る 。

( 4 )畏関分譲 ・ 貰貸住宅

震災前、 神 戸 の 民間住宅は価格 ・ 質 と も に優良で安定 し た市場 を 形成 し 、 分譲マ ン シ ョ

ン の供給が先駆的 に 行 わ れ て き た が、 他地域でマ ン シ ョ ン が大量かつ 安価 (低家賃) で供
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給 さ れた こ と や震災 に よ る イ メ ー ジ ダ ウ ン の た め に 、 神戸の 競争力 が低下 し て い る 。 建て

え を 想定 し た管理組織の テ コ 入 れや、 都市 イ メ ー ジ の 回復が必要で あ る 。

(刷新 た な 住 ま い方の提案

こ の震災 を 契機 に 芽生 え た 、 す ま い の供給 と ソ フ ト な サ ポ ー ト の融合、 コ レ ク テ イ ブ ・

ハ ウ ジ ン グ を は じ め と す る 緩や か な協 同居住 な どの 新 し い住 ま い方 は 、 高齢化社会 に お い

て 生か さ れ る に 違 い な い。
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第四章

福 祉



は じ め に

仮設住宅の 解消 と と も に 、 相久住宅 に お け る 高齢者の福祉ニ ー ズが多様化。 こ れ に対 し

兵庫県 で は 「 グ ル ー プホ ー ム ケ ア 事業J í在宅福祉サ ー ビ、 ス J な ど多彩 な 福 祉 プ ロ グ ラ ム

で対応 し た 。

県 内社会福祉協議会で、 も 「交流 í見守 り J í生活支援」 を キ ー ワ ー ド に積極的 な 被 災要

議護者への 支援 を 行 っ た。

震災 5 周年 を 迎 え 、 5 年 の節 目 を 総括す る た め に 「震災 ・ 復興検証」 が活発 に 行 わ れ た 。

兵庫県 は 国際総合検証会議 を 発足 さ せ大がか り な検証 を 行 い 、 そ の結果 を 世界各国 に も

坂神 ・ 淡路大震災の貴重 な 提言 と し て 全信 し た 。 神戸市 で も 「復興 の 総括 ・ 検証」 を 行 っ

た。 作業 に あ た っ て は市民 と の協働 で進 め る “草 の根検証" を 実施。 市民 l 万人 ア ン ケ ー

ト な ど プ ロ セ ス を 重視 し た市民参両 手法 を 試み た 。 こ の ほ か多 く の市民団体 に よ る 検証が

行 わ れ た が、 い ず れ も 被災者の 中 で も 高齢者や 障害者 な ど総合的 弱 者 に 対 す る 多 く の 問題

点 が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ た 。 ま た 、 震災が顕在化 し た高齢者へ の い ろ い ろ な段 階での対応、

は 、 21世紀 に 生かす超高齢化社会での 「 セ ー フ テ イ ネ ッ ト J で も あ っ た 。

行政で も な い 、 企業で も な い 、 市民セ ク タ ー の 一員 と し て社会 を 支 え て い く 。 そ の よ う

な ね ら い を 持 っ た 特定非営利活動促進法 ( NPO 法) が99年12月 で 、 ち ょ う ど I 年 を 迎 え た 。

新 し い 市民社会形成の ス タ ー ト ラ イ ン に っ た さ ま ざま な ボ、 ラ ン テ イ ア 活動 の 今後 を左右

す る 重大 な 年 で も あ る 。

ボ ラ ン テ イ ア に 関 す る 様々 な検証 の lや で も 震 災 の 体験 を 通 じ て 、 自 律 と 連帯 に も と ず く

新 し い 市民意識の め ばえ が指摘 さ れ た 。 こ の意識 を も と に 一般の市民が幅広 く 地域活動 を

展開 し た 。 こ の 「 市民力J こ そ が創 造 的復興の カ ギ を に ぎ っ て い る よ う だ。

ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を 資金面で支 え て き た 阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ 基金 の 解 散 に かわ っ て

市民の寄付 で 支 え る 草の根助成同体 「 し み ん基金 . KOBEJ の 誕生 は朗報で、 あ っ た 。

被災地 で 高 ま る 市民の 自 律や連帯，意識 を 背景 に 生 ま れ た 「福祉 コ ミ ュ ニ テ イ 」 や 「市民

力」 を 、 どの よ う な 仕組み で根付かせ て い く か、 が問 わ れ た 。

行政 と 市民が対等 の パ ー ト ナ ー シ ッ プで “新 し い公共" を 拓 く こ と が、 新 し い 市民社会

に つ な が る 。 民主主義への 道標で も あ る 。
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被災者への福祉対策
1 . 県の被災要援者等への支援 (注 1 ) 
〔応急仮設住宅ふ れ あ いセ ン タ ー の管理〕

恒久住宅への移行期 間 中 の仮設住宅 に住 む 高齢者等 に対 し て 、 孤独訪止の 支援活動等 を

行 う 場所 と し て 応急仮設住宅集会所 ( ふ れ あ い セ ン タ ー ) を 活用 す る た め 、 設置及 ぴ管理

を 補助 し た 。 設置主体 は ふ れあ い セ ン タ ー 推進協議会 と し 、 市 町が公募等 に よ り 選考 し た

ボ ラ ン テ ィ ア や コ ミ ュ ニ テ ィ 団体等 の 民 間 の 支援組織が管理運営 を 行 っ た 。 設置数は56 カ

所 (98年 4 月 末現在) ピ ー ク 持の97年 3 月 に は 232 カ 所 を 数 え た 。

2000年 2 月 を も っ て ふ れ あ い セ ン タ ー の撤去 を 完了 し た た め事業廃止。 ま た ふ れあ い セ

ン タ ー 推進協議会は2000年 3 月 末 を も っ て解散 し た。

〔 グル ー プホ ー ム ケア事業〕

被災高齢者等が生活す る グ ル ー プハ ウ ス に 介護員 及 び看護婦 を 派遣 し 、 身 体介助 サ ー ビ

ス 等 を 提供 す る と と も に 、 保健福祉ニ ー ズ の 早期発見 に 努 め 、 適切 な サ ー ピ ス が受 け ら れ

る よ う に援助。

実施主体は尼崎市。 運営形態 は 各掠 に 介護員 4 入、 看護婦 1 人 を 派遣 、 サ ー ビ ス を 提供

す る 。 サ ー ピ ス は 身体介助 (食事、 入浴、 排世、 更衣、 身体の清拭等) 、 家事譲助 (掃除、

洗 た く 、 調理、 買 い物等) 、 夜 間 に お け る 臨 時的対応、 緊急時の対応、 生活相談 を 行 っ て

い る 。 尼崎市 で の実施状況は2000年 3 月 末現在、 グ ル ー プハ ウ ス ー棟18戸 に 介護員 4 人、

看護婦 l 人が派遣 さ れて い る 。

〔在宅描祉サ ー ビ ス の充実〕

要援護高齢者 ・ 障害者が可能 な 限 り 住み慣れた 地域で安心 し て 、 自 立 し た 日 常生活が送

れ る よ う 在宅福祉サ ー ビ ス を 充実 し て い る 。

ま た 、 被災地外の仮設住宅 に 入居 し た 要援護高齢者 ・ 障害者 に対 し で も 以前か ら 受 け て

い た福祉サ ー ビ ス に つ い て 質量 と も 依 ド す る こ と の な い よ う 、 被災市 町 と 受 け入 れ市 町 と

の 緊密 な 連携 の 下、 生活状況の把握や サ ー ピ ス 提供 に万 全 を 期 す る よ う 関係市町の指導 を

行 っ て い る O

く事業 内 容 〉

①ホ ー ム ヘ ル パ ー を 早朝 ・ 時間 外 に も 派遣 (10市 8 町) す る と と も に 、 派遣形態 を 滞在型

に 加 え 、 1 日 に複数回訪問す る 巡 司 型 (10市 5 町) を 導入 し 、 多様な 介護 ニ ー ズ に 対応。

②小規模 デ イ サ ー ピ ス 事業 の促進。 2000年 3 月 末現在、 被災20市 町で県102 カ 所、 神戸市88

カ 所の 百十190 カ 所運営。 引 き 続 き 整備促進 に 努 め る 。

③在宅介護支援セ ン タ ー の 運営、 2000年 3 月 末現在、 被災20市町 で県70 カ 所、 神戸市77 カ

所の計147 カ 所運営。 引 き 続 き 整備促進 に努め る 。
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④ ガ イ ド ヘ ル パ一 、 千話、 要約筆記奉仕員 の 派遣事業 及 び補装 具 の 交付 ・ 修理事業等 身体

障害等への福祉サ ー ピス の 提誤。

①24 時 開対応ヘ ルパ ー (巡回型) 事業 を 13市 町 (2000年 3 月 末現在) で実施。

⑥ シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ生活援助 員 派遣事業 は2000年 3 月 末現在、 1 1市 5 町 ( 生 活援助員 1 1 1

人) で実施。

rI被災高齢者 自 立生活事業 は 14市町で、 行 っ て い る 。

⑧被災単 身世帯緊急、通報装置機設置事業で は2000年 3 月 末 ま で に 722台が設 置 さ れて い る 。

⑨痴呆老人 グ ル ー プ ホ ー ム は 5 市 町 で 開設 さ れ た 。

〔 ホ ー ムヘルパー な ど人材の養成 ・ 確保〕

く事業 内 容 〉

①資質 向上 の た め の研修事業の拡充

• 3 段階 の 養成研修事業の 実施

@ ホ ー ム ヘ ル パ ー 現任研修の 実施

@ 家庭 介護 ・ リ ハ ピ リ 研修セ ン タ ー 及 び但局長寿の郷で、 県民介護研修、 介護 ワ ン ポ イ

ン ト 研修、 チ ー ム づ く り リ ー ダー 養成研修等 を 実施。

②ホ ー ム ヘ ル パ ー の確保対策

@ 登録ヘ ル パ ー 制度の導入

@ 事業委託先の 拡大

@ 民 間 に よ る 県指定研修の拡大

(表 1 ) ホ ム へJj"パ… の確保状況
(1999年度末)

(県民生活音r5資料 )

〔生活保護の動向〕

①被保護世帯数 ・ 人 員 、 保護率の 状況

〔被災兜童健全育成支援事業〕

被災担童 の建全育成 を 図 る た め 、 被災地の育児

所や児童会館等 に ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ を 派遣 し

て 紙芝居や人形劇等 を 行 う 「 こ ど も の 館事業」 や

巡回劇場 を 実施。 同 事業 は 当 初 、 95年度 規 り の予

定 だ っ た が、 保育所や児童館等か ら の 要望が強 く

継続 し て 実施 し て い る 。

(表 2 ) 1 999年度実施状況

県下の被保護 世帯数 ・ 人員 は 92年 9 月 を 境 に微減{頃 向 か ら 微増 な い し 横 ば い傾 向 に転 じ

て い た。 阪神 ・ 淡路大震災の影響 を 受 け て 、 被保護世帯の 県外転出 、 施設入所、 死亡、
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族等の 同居等 か ら 、 廃止件数が開始件数 を 大 き く 上 回 る 状況が95年 5 月 ま で続い た 。 6 月

か ら は 開始件数 と 麗止件数がほ ぼ均衡す る よ う に な り 、 96年 3 月 以 降 は 開 始 が継続 し て 上

回 っ て い る 。 そ の結果、 世苦数、 人員 と も そ れぞれ何年 4 月 、 同 年 8 月 に 底 と な り 、 そ の

後 は 世帯数、 人員 と も 増加傾向 に あ る 。

2000年 3 月 現在、 35 ， 791世帯、 52 ， 198人、 保護率 は 9 . 5%。 の 状況 に あ る 。 震災前の94年12

月 と 比較す る と 6 ， 330世帯の増加 で 、 保護率 は 1 . 5%。 の 増 加 と な っ て い る O

( 表 3 ) 生活保護の動向

A 2000主f' 3 月 B 増i成 ( B - A )
15<: fノ\J 

i 世帯数世帯数 人員 l 保護率 人員 保護5本 世子青数 人員 保護率

県 |ト!被被見地災以外地の仮設住宅所ー在ア地
1 0 ， 305 1 5 ， 741 7 . 6 1 2 ， 434 1 8 ， 264 8 . 8  2 ， 134 2 ， 523 1 . 2  

ト
2 ， 406 3 ， 482 3 ， 5  - 2 ， 406 3 ， 482 3 . 5  

所
そ の他 1 ， 668 2 ， 438 2 . 6  5 ， 195 7 ， 249 3 ， 6  3 ， 527 4 ， 8 1 1  会国主

14 ， 379 21 ， 66 1  5 . 4  1 7 ， 634 25 ， 513 6 . 3  3 ， 255 3 ， 852 0 ， 9  

神 戸 市 イ 1 5 ，  22 ， 587 14 . 9  1 8 ， 157  26 ， 685 1 8 ， 5  3 ， 075 4 ， 098 3 ， 6  

全 県 計 29 ， 46 1  44 ， 248 8 ， 0  35 ， 79 1  52 ， 198 9 . 5  6 ， 330 7 ， 950 1 . 5  

被災地 ア 十 イ I 25 ， 387 38 ， 328 10 ， 7 11 30 ， 596 44 ， 949 1 2 . 8  5 ， 209 6 ， 621 2 ， 1  

(県民生活部資料)

②保護の 開始、 廃止等の 状況

・ 開始 は 、 1995年 1 月 か ら 2000年 3 月 ま で42 ， 206件。 新規開 始分 は 、 27 ， 36 1件 と な っ て

い る 。 ( 月 平均670件、 う ち 新規分536件/1994年度月 平均483件)

・ 廃止 は 1995年 l 月 か ら 2000年 3 月 ま で36 ， 169件 で あ る o ( 月 平均594件 、 う ち 純廃止分

470件/94年度 月 平均524件)

(表 4 ) 保護の開始 ・ 廃止の状況

3 月 )

県所管 21 ， 41 0  1 5 ， 405 340 273 

神戸市 20 ， 796 1 1 ， 956 : 330 I 210 

i 全県計 42 ， 206 i 27 ， 36 1  670 : 483 

(県民生活部資料 )

※ 純廃止分 と は 「廃止」 か ら 管外への転居や管 内 か ら 管外への 転問 に よ る 麗止 を 除い た寵

止分 を 指す。

※ 震災後の麗止 ・ 開 始 に は被災 に よ る 被保護者の転入 ・ 転 出 がふ く ま れて お り 、 例年平均
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を 上 回 っ て い る O

※ 数値 は 単位未満 を 四捨五入 し た た め に そ れぞれの総数 と 内訳の合計が一致 し な い場合が

あ る O

以上の よ う な 生活保護 の動 向 に対 し て 県民生活部で は次の よ う な 課題 と 対策 を あ げて い

る 。

〈課題 〉

①仮設住宅入居要援護世帯への生活支援

仮設住宅 に は 、 高齢、 母子、 傷病障害の 要援護世帯が多数居住 し て お り 、 単 身者 も 多 い

た め 、 ケ ー ス ワ ー カ ー を 中心、 と し た 生活実態の把握 ・ 生活支援体制 を確保 す る 必要があ る 。

②仮設住宅入居被保護世帯への 恒久住宅確保支援

被保護世帯 に は 言わ ば 「情報弱者」 と も 言 う べ き 世帯 も 多い た め 、 恒久住 宅 の 早期確保

に 向 け た き め 細 か な 支援が必要で あ る 。

③恒久住宅確保後の被保護世帯への生活支援

仮設住宅等か ら の 転居 に 伴 う 生活環境 の 変化 に よ り 生ず る 新 た な福祉需要 に 対応す る た

め 、 引 き 続 き 生活支援体制 を 確保 し 、 生活実態の把握 に 努 め る 必要があ る O

く対策 〉

①保護の相談時の対応

生活再建 に不安 を 抱 く 相談者 に 対 し て 懇切丁寧 な 対応 を 行 い 、 迅速 な 保護 の 決定 に 努 め

る と と も に 、 生活保護制震 の 趣 旨 ・ 概要等の 周知徹底 を 図 る O

②仮設住宅入居要援護世帯 に対す る 支援

ケ ー ス ワ ー カ ー に よ る 月 1 回以上の巡回相談 を 実施 し 、 ニ ー ズ の把握、 保健、 医療、 福

祉等関係機 関 や地域 と の 連携強化 を 図 り 、 個 々 の 世帯の実情 に 即 し た き め 細 か な 処遇 の 充

実 に努め る 。

③仮設住宅入居被保護世帯への恒久住宅の 早期確保 に 向 け た 支援

生活保護 に よ る 移送費 や敷金の 支給、 義援金の 活用 及 び生活支援 ア ド バ イ ザ一等 と の連

携 に よ る 安定 し た住宅確保 に 向 け た 支援 を行 う O

喧 恒久住宅確保後の被保護世帯 に 対す る 支援

安定 し た 生活が確保 さ れ る ま での 需 、 ケ ー ス ワ ー カ ー に よ る 定期訪問 を 実施す る と と も

に 、 民生委員 ・ 児童委員 、 ホ ー ム ヘ ル パ ー 、 保健所、 生活復興相談員 、 情報サ ボ ー タ 一 、

健康 ア ド バ イ ザ一 等 関係機関 と の連携強化 を 図 り 、 個 々 の世帯の 実情 に 即 し た き め細 か な

処遇の充実 に 努め る 。

〔揺祉総合相談事業〕

同相談事業 は97年度 か ら 継続 さ れ て い る 。 仮設住宅での生活の長期 化 に 伴 う 生活の不安

や復興住宅へ転居 後 の 生 活 の 変牝 に よ り 、 高齢者や 障害者等 の 社 会 的 弱 者 の 多様 な 福 祉

ニ ー ズが増加。 こ の た め福祉事務所の 幹部職員 が管内 の コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ、や ふ れあ い セ
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ン タ ー 、 福祉セ ン タ ー 、 市民会館、 公民館等 を 月 I 回程度訪問。 被災者本 人 か ら 生活保護

を は じ め と す る 福祉 に 関す る 相談 に 応、 じ て い る 。

対象は 災害救助法指定市 可 ま た は仮設住宅設置市西I を 所管す る 福祉事務所 と な っ て い る 。

[ 一読 : ー務所 町 明石市 町 洲本市 芦師

伊丹市、 宝塚市、 三木市、 川 西市

仮設住宅設置 : 東播磨県民局 、 姫路市、 加古川 市 、 高砂市、 三 田 市

(表 5 ) 相談内容別相談件数の推移 (1 999年度)

「一一
区 4 月 一 6 月 7 月 一 9 月 10月 � 12 月 1 月 � 3 月 1999年度計

69 72 46 50 237 

生活資金貸付 。 l 2 4 

在宅福祉 121  95  19 1  150 537 

施設入所 18 13 16 61 

年金 ・ 手当等 45 55 7 6 1 1 3  

児童養育 困難 18 10  2 9 39 

精神不安定 109 80 93 78 360 

健 状態悪化 1 63 163 16 1 1 144 I 631 「】ー
就労回難 40 50 136 

圧苛1 仁万千とそ克子コ l 1 7  1 8  8 13 I 56 

住宅確保困 難 28 5 I 3 1 37 

そ の{也 1 ， 342 3 ， 774 

i仁込1 百十 1 ， 970 1 ， 590 1 ， 301  1 ， 064 5 ， 925 

(県民生活部資料)

〔被災地域 コ ミ ュ ニ テ ィ プラ ザ設置運営補助事業〕

コ ミ ュ ニ テ イ づ く り の推進拠点 と し て の コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザの設置及 び運営 を 補助 し て

い る 。

助成状況 (2000年 3 月 末現在)

・ 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ運営事業 は 申 請70件 に 対 し て 交付決定数は46件。

・ 安心 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ設置事業補助 は 申 請369件 に対 し て 交付決定数は 242件 と な っ

て い る O

こ の ほ か黒 は 生活復興支援 プ ロ グ ラ ム 2 に 基づ き 、 被災地 で の地域活動助成や必要機材

貸与 な どの各種事業 を 実施。 住民が労働対価 を 得 な が ら 地域 に役立 ち 生 き がい づ く り に も

つ な がる 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ピ ジ ネ ス J を 推進す る た め の相談、 調査な ど も 盛 り 込ん で い る 。
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2 . 県 内社協の震災復興支援活動 (注 2 ) 

〔交流 ・ 見守 り ・ 生活支援がキ ー ワ ー ド〕

県 下 の 市町社会福祉協議会の震災復興関連事業 は 、 復興住宅地域 に お け る 「交流J í見

守 り J í生活支譲」 がキ ー ワ ー ド と な っ て展 開 さ れ た 。 99年度 に 実施 さ れ た 事 業 は 表 6 の

と お り であ る 。 明 石市で行 わ れて い る 「 ケ ア ネ ッ ト J は 、 仮設住宅住民か ら 復興住宅住民

に対象 を 変 え な が ら 、 息長 く 行 わ れて い る 活動で あ る 。 引 っ 越 し を 繰 り 返 し 、 近 隣 に 知 り

合 い の少 な い 被災住民 は 地域で も 孤立 し が ち で あ る た め 、 こ の よ う な 地域 ネ ッ ト ワ ー ク は

重要であ り 、 継続的 に取 り 組 ま れて い る 点か ら も 非常 に 評価 さ れ て い る 。

芦屋市で、行 わ れ た 「震災か ら 5 年の っ とやい」 や 、 高砂市の 「市内 ふ れあ い セ ン タ ー 運営

事業報合編集事業」 は 、 こ れ ま での 取 り 程み を 振 り 返 り 整理す る と い う 点 で 重 要 な 取 り 組

み 。

ま た 、 高砂市 や 三 旧 市 の復興住宅の コ ミ ュ ニ テ イ プ ラ ザ、運営委員会への参加が代表的 な

も の で あ る が、 具体的事業 と し て あ げ ら れ て い な い部分 と し て 、 復興住宅 に お け る 住民 中

心 の コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り を 目 標 と し た側 面 的 支援が各 市 町 で行 わ れ た 。

(表 6 ) 県内社協の震災復興支援活動

社協名 挙 桑 名 立す一五 'i'f 事 業 概 要

明石市 | ケ ア ネ ッ ト 2 復興住宅

ボ ラ ン テ ィ ア 連絡会 と 共 に 手づ く り 教室 を 開
催 し 、 住民のふ れあ い を は か っ た
復興住宅住民に対 し て ブ ロ ッ ク 担当 者 (保健
婦 ・ 介護支援セ ン タ ー ・ 健康 ア ドバ イ ザー ・
生活復興相談員 な ど) が月 1 回集 ま り 活動 の
情報交換 ・ 連携 を は か っ た O
西宮浜地域交流生 き がいづ く り 事業 に お い て 、
“ふれあ い コ ー ナ ー " を 設 置 し 、 地区住民相

互の交流 を 凶 っ た
ふ れ あ い コ ー ナ ー で、 模擬庖 「 お で んJ r焼
き そ ばJ rみ た ら し 冊子J な どの 各応出席

l 在宅栄養士 「いずみ会」 が主体 と な り 、 言j-20西宮浜県営及び市営住宅 || 闘 を 開催 ( 4 斑 に 分 け て ) 。 社協 と し て 財源入居者で食事づ く り が医1 1
| 及び人的支援 を 行 う 。 3 月 に は 全体のふれあ書誌 な 方 (約80名 l い交流会 を 実施。

明布市 ; 震災復興住宅ふれあ い事業 | 復興住宅

西宮I兵}也区住}�

シ ン ポ ジ ウ ム
災害時 に 備 え て の炊 き 山 し の実潔
個別訪問 に よ る 様 々 な 相談業務
松波復興伎宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ運営委員 会
の事業、 活動 を 支援 し た 。 (夏祭、 ふ れ あ い
交流事業、 生活支援 な ど)

西宮市 西宮浜地区敬老会

芦屋市 理容ボ、 ラ ン テ イ ア

芦屋市 ふ れ あ い 喫茶バザー

芦屋市 震災か ら 5 年の つ どい

芦鷹市 炊 き 出 し | 復興住宅住民
; 宝塚市 生活復興相談員設霞事業 | 主 に復興住宅の住民

i 復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ ブ ラ
高砂市 I
:':: :"� :� _:_ I / / I 松波復興住宅の住民他j ザ支媛事業
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ツ 、 お花見、

復興住窓入居者 向土、 近 隣地域住民 と の ふ れ
あ い交流 を 行 い 、 入居 者 へ の 白 す見活支援 を j
は か る LI 的で総額30万円 を H丹体 こ 助成 も j
ち つ き 大会、 ク リ ス マ ス 会 な と を 笑施)
・ コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ運営委良会への 参加
@ ふ れ あ い の つ ど い (8/22) 、 餅っ き と ク リ

ス マ ス 会 (1 2/19) 、 震 災 5 周 年 の つ ど い
(1116) への支援

郡家復興住宅内集会所 「手宗教主主J 20名 程度、
尾崎県営住宅内集会所 「手芸教室J 1 0名程度

( 月 11.可 )
郡家復興住宅内集会所 尾崎県営住宅内集会
所 、 「 ヨ ガ体操J (講師 : �也脇政 子 氏) ( 月 1 Iヨ)
郡家復興住宅内集会所 ・ 尾崎県営住宅内集会
所、 「栄養士 に よ る 栄養指導 と 会食J ( 月 2 間)
も ち ま き 「元気 ア ッ プ餅 ま き 」 、 講演会 「落 !

諸家 : 桂文存氏」 、 交流 「保育 園児 と 参加者
と の ふ れ あ

復興住宅 コ ミ ュ ニ テ ィ プ
ラ ザ 運 常 委 員 会 ・ 自 治
会 - 地区福祈委員会

復興住 宅 入居 者 支援活動助
成川 西市

復興住 宅 コ ミ ュ ニ テ イ ブラ
三田市 I�� ���: � .-"-- / I / / I 復興住宅入居 者 な どザへの支援

高齢者

; 高齢者

復興住宅入居者、 一般住
民

高齢者

高齢者趣味講廃

高齢者 ふ れあ い会食会

高齢者健康講座

…宮陀

一宮町

一宮田I

七 夕 、 餅つ き な ど 作 1 I0] 
健康栄養相談 ( 月 l 呂 、 保健婦 ・ 栄養士 に よ
る 健康栄養相談、 気功体操)
ふ れ あ い テ ィ ー タ イ ム ( 月 2 罰) 、
ぎ り 絵の会 ( 月 2 回)

ま ち づ く り 支援の つ どい

防災訓練

li色町

1î色町

東浦町

γJ

 

浦東

(県社会福社協議会資料)

〔情報サボー タ 一 事業〕

情報サ ボ ー タ 一 事業 は 、 災害復興公営住宅 な どへ移行 し た高齢者 な ど を 対象 に 、 話 し相

手 に な っ た り 、 イ ベ ン ト な どの情報提供 ・ 参加呼びか け を 行 う も の で、 97年度か ら 「兵庫

県 ・ 市 町 生活支援協議会J (事務局 ニ 兵庫 県 仮神 ・ 淡路大震災復興本部) が実施 し て き た

事業だが、 99年 度 は 県 内 9 市 (姫路市、 尼崎 市 、 西宮市、 芦屋市、 伊丹市、 宝塚市、 高砂

市 、 川 西市 、 三 田 市) と 4 町 (津名 町、 淡路町、 東浦町、 五色 町) の 社 協が事業受託 し 、

合計83人 の ボ ラ ン テ ィ ア が活動 し た 。 伊丹市 で は社協が99年度 か ら 始め た 「地域ふ れ愛福

し た と こ ろ も 出 て き て い る 。 同祉サ ロ ン 」 に つ い て情報提供 を 行 い 、 サ ロ ン づ く り

は99年度で終了 し た が、 復興住宅内 で続織 さ れ た 自 治会 は 、 そ れぞれ に 体力 に 違 い が

あ り 、 今後 に も 支援が必要だ。

〔地域活動推進員講盛事業〕

こ の事業 は 、 地域活動 を 進め る た め の知識や技術 の 習 得 を 図 り 、 住民相 互 の 支援 シ ス テ

ム づ く り の 基盤 を 構築す る と い う 日 的 で、 98年度 か ら 災害援興公営住宅入居者や 自 治会役
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(表 7 ) 情報サボー タ 一事業

JL崎市
1 999年12月 1 7 日 � 2000年 2 月 18 EI 

(全 3 回 を 2 1現実施)

伊丹市 I 1999年10月 4 El � 1l 月 8 日

1999年 8 月 9 E-J �

津名郡 I 1999年 9 月 10 H � 2000年 1 JcJ 18 日

「一
五 色町 I 1 999年 7 月 3 1 日 � 1 l )J !4 日

緑 町 I 2000年 2 月 2 日 � 2 月 23 EI 

〔生活福祉資金貸付事業の運営〕

事 業 概 �

1 . 社協事業 と 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ
2 . ボ ラ ン テ ィ ア と し て の心構え
3 介護実技研修

l . 超高齢化社会 に お け る
2 . 高齢者の心理の変化 と 対応 に つ い て
3 . 先進地の福祉サ ロ ン の見学
4 . 高齢者 向 け レ ク リ エ ー シ ョ ン
5 . ふ れ愛福irf サ ロ ン を は じ め ま せ ん か

l . 講話
2 . 介護教宗

(民生委員 、 復興相談員

コ ツ を 学 ぶ
く ボ ラ ン テ ィ ア j百動 を す る

3 . 人 と 間 然の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の あ り )j
4 . 生 き がい : 花 と 緑づ く り を と お し て:豊か な 心 を 培 う
5 . 生 き がい : 手芸 ・ さ し こ ふ き ん を つ く る
6 . 介護保険の実際

l 環境美化 と 仲 間づ く り
2 .  ].[バテ 予防料理 と 食中 毒

I 3 . 花づ く り 入門
I 4 . 和市財閉 じ と 紙す き
! 5 . 緊急対応 (家庭介護 と 救急、法)

l ふ れあ い料理教室
2 . 音楽 に あ わせ て 体 を 動 か し て み よ う ~ リ ズ ム 体操
3 . ガ ー デニ ン グ と 庭づ く り に触 れ て み よ う

~ ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 2000 を の ぞい て み よ う
4 . 介護保険 に つ い て学 ぼ う

(栄村 会福祉協議会資料)

災害関連貸付資金 に お い て は 、 住民の を 受 け生活福祉資金 (仮設住宅等か ら 恒久住

宅への転宅費 ) 特例貸付 の 申 込期 間 を 延長 し 2000年 3 月 31 日 ま で受付 け た 。 市 区社協の 協

力 に よ り 、 2000年度 は402件、 約 l 億6 ， 900万 円 の 貸付 を 行 っ た 。 (表 8 ) 96年 8 月 か ら 受

付開始、 貸付実績 は4 ， 467f午、 20億596万 円 に の ぼ っ て い る 。

(表 8 ) 生活福祉資金 ・ 転宅費特例貸付の申込及 び貸付決定状況

7ぢ
姫 路 市 }

尼 崎 市

明 1'î 市 i
雨 宮 市
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件 数

人
347 

4 

1 

49 

申込状況
金 額

ドj
1 5 1 ， 360 ， 000 

1 ， 900 ， 000 

3 ， 400 ， 000 

400 ， 000 

22 ， 250 ， 000 

貸付決定状況 申込::IjH決定の比(弘)
件 数 金 額 {す 数 金 額

人 % % 
329 . 8  91 . 0  

4 1 ， 800 ， 000 100 . 0  94 . 7  I 
7 3 ， 200 ， 000 100 . 0  94 . 1  

400 ， 000 100 . 0  100 . 0  

100 . 0  96 . 9  1 

備 考

訴退J及 な ど 9 1牛 3 . 500 ， 000円



加古; 1 [ 1市 4 1 ， 500 ， 000 ヰ 1 ， 500 ， 000 100 . 0  100 . 0  

高 砂 市 i 300 ， 0∞ ! i 300 ， 000 100 . 0  100 . 0  

稲 美 町 l 500 ， 000 I 400 ， 000 100 . 0  80 . 0  

県外在住 7 3 守 400 ， 000 6 2 ， 700 ， 000 85 . 7  79 . 4  辞選扱 1 1牛 500 . 000円

421 185 ， 01 0 ， 000 402 169 ， 61 0 . 000 95 . 5  I 9 1 . 7 

備考欄 は 、 貸付決定後、 辞退な どの手続 き を 行 っ た も の (�社会福祉協議会資料)

〔今後の取 り 組み 〕

99年度 に つ い て も い え る こ と で あ る が、 今後の 震 災復興関連事業 は 、 従来の 社協活動 に

吸収 さ れて い く 方向 に 進 ん で、 い る 。 例 え ば、 高砂市や 川 西市 で は復興住宅地域か ら 新 た に

福祉委員 を 選出 し て お り 、 こ れ ま で推進 し て き た小地域福祉活動か ら ア プ ロ ー チ し て い る 。

在宅福祉サ ー ピ ス に 関 し で も 同様で、 各社協がす で に 実施 し て い る 配食サ ー ビ ス 、 移送 サ ー

ピ ス そ の 他 各種 サ ー ビ ス が積極的 に 活用 さ れて い る 。

し か し 、 復興住 宅 は 他地域 に 比べ高齢化率が高 く (復興県営住宅が36 . 9 % 、 一般向 け県

営住宅が12 . 4 % で、 約 3 倍の 聞 き があ る ) 、 こ れか ら の 高齢社会 を 映す鏡 と も い え る 。 加

え て 自 治会 な ど の 地域 コ ミ ュ ニ テ イ が未形成の 地域 も あ り 、 住民間 の つ な が り づ く り も こ

れか ら の と こ ろ で あ る 。 十t協従来事業 の iニド で、 復興住宅地域の住民 に対 し て 支譲 を行 う と

と も に 、 被災者支援活動 を 通 じ て培 っ て き た現 り 組み を 、 震災復興 と い う 枠 を 越 え て 今後

の福祉 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り に 活か し て い く こ と が こ れか ら の 課題で あ る O

3 . 神戸市の被災市民支援事業 (注 3 ) 

〔 災 害公営住宅等 に お け る 生活支援〕

①一般災害公営住宅 な ど に 入居 し た 単 身 高齢者や若年障害者の 閉 じ こ も り 紡止や安否確認

を 行 う と と も に 、 地域 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り の 支援 ・ 入居者間 の相互交流 に よ っ て 、 恒久住

宅 で の 自 立支援 を 図 っ た 。 市 内社会福祉施設か ら 「高齢世帯支援員」 を 概ね50戸 に l 人の

割合で派遣 し た 。

② シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グへ の 生活援助 員 の 派遣

災害公営住宅の う ち 、 シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ に対 し て生活援助員 を 市 内社 会福祉施設か ら

派遣。 巡 回 に よ る 入居者の安否確認、 生活相談、 緊急対応等 の ほ か、 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り

や 地域 と の つ な が り に 重点 を お い た 活動 を 実施。 概 ね50戸 に 1 人 を 配置 し た 。

③ シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ に お け る 配食サ ー ピス の 実施

シ ルバ ー ハ ウ ジ ン グ入居者 の う ち 調理困難世帯 に 対す る 配食サ ー ピ ス を 実施 し 、 恒久住

宅 で の 自 立支援 を 闘 っ た 。 1 日 1 食 (450河) を 週 5 回 実施 し た c

〔被災市民健康確保対策〕

災害復興住宅の 集会所等 を 利 用 し て鑓操教育 ・ 健康相談 を 開催 し 、 閉 じ こ も り 防止 を働
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き か け る 一方、 仲 間 同士 の つ な が り を 深め る こ と に よ り 、 恒久住宅で、 の 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ

づ く り を 支援す る た め 以 下 の 事業 を 行 っ た 。

@ 巡回 健康体操教室

災害復興住宅の 集会所 (約30 カ 所) に お い て毎月 1 回程度、 体育指導員 が 、 お 年寄 り や

母子向 け の軽震 な 健康体操 と 健康 や ス ポ ー ツ に 関 す る 桔談 を 行 っ た 。

@ 健康教育、 健康相談

災害復興住宅の集会所 (約30 カ 所) に お い て年 4 回程度、 医師や保健婦等 に よ り 、 健康

相談 (医療相談、 精神保健相談) を 実施。

・ 巡回 健康相談

災害復興住宅等の 入居者 を 対象 に 保健婦の 訪問 に よ る 巡回健康相談 を 実施 し 、 健康 に 関

す る 問題 を 抱 え た 人 に対 し 関係機関 と の 連携 の も と に 必 要 な 対応 を 行 っ た 。

〔 こ こ ろ の ケ ア支援〕

被災市民の将来 に 対 す る 不安の解消や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の確保 を 図 る た め 、 各 区 に 設

置 し た こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー と 連鳴 し て 訪 問 、 相談業務 を 実施0

・ ピ ア ・ カ ウ ン セ リ ン グ

ア ル コ ー ル 問題 を 抱 え る 市民 に 対 し て 、 断酒導入 を 図 る た め 、 断酒会会員 等の協力 の も

と 保健婦、 精神保健福祉相談員 と の 同行訪問 を 実施。

@ グ リ ー フ ワ ー ク

震災 に よ る 肉親 と の死別 (人的喪失) 等 の た め 精神 的 な ケ ア を 必要 と す る 人 々 に 対 し て

医師、 看護婦等 に よ る 幅広 い テ ー マ に つ い て の学 習 会等 を 実施 し 、 支援。

〔神戸市社協の地域福祉復興事業〕 惟 4 ) 

①兵庫県南部地震災害義援金の使途検討

同義援金募集委 員 会 の 決定 に よ り 、 全半壊 (焼) 世帯数 に 応 じ て 被災市町 に 配分 さ れ た

義援金の残額 2 億8 ， 000万円 の う ち 神戸市分 1 1意4 ， 589万 円 は神戸市の依頼 に よ り 神戸市社

会福祉協議会で受 け 入 れ た 。

市社協で は2001年度か ら 2 年 間 に わ た っ て 「福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成事業J と 「市、 区社

協震災復興ボ ラ ン テ イ ア 活動事業」 に助成す る こ と に し て い る O

②生活福祉資金 (転宅費 ) 特例貸付事業の 実施

仮設住宅等 に仮住 ま い し て い る 低所得世苦 を 対象 に 、 最高50万円 ま での 転宅費 の 貸付 を

実施。 99年震 は372件、 1 1意5 ， 706万 円 の 貸付 を 行 っ た 。

③愛の輪引 っ 越 し 支援 ボ ラ ン テ ィ ア

大規模団地 の カ ギ波 し後 の 土 ・ 日 ・ 祝 呂 に現地 に 活動拠点 を 設 け 、 地元の 婦 人会、 民生

委員 、 ボ ラ ン テ イ ア 等 と 連携 を と り な が ら 、 引 っ 越 し の持 降 ろ し か ら 、 高齢単身者や 障害

者等の 世帯 に は 、 荷 ほ ど き や 当 座の 生活用 品 の 整理、 部屋の掃除等 の 支援活動 を 実施。 ま

た 、 活動拠点 の 集会所で は 、 湯茶 も 用 意 し 、 生活全般の相談受付等 を 実施 し た 。 99年度 は
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活動 日 数21 日 、 件数170件、 活動人員 121人 と な っ て い る 。

③震災遺児支援事業

歌 手 の 長 淵 剛 氏 か ら の 寄付金2 ， 000万 円 を 資金 と し て 、 震災遺児、 孤児 を 対象 に 「心 の

ケ ア 交流事業J の ほ か、 震災遺見へ入学 ・ 就職支定金 を 贈 っ た 。

ま た 、 大 阪府堺市在住 の 崎 山 操氏か ら の寄付金1 ， 000万 円 を 資金 と し て 、 震 災遺克、 孤

児 に 学習資金 を 贈 っ た 。

⑤ふ れ あ い 喫茶 、 ふ れ あ い児童文庫活動助成事業

神 戸新聞厚生事業 団 の助成金 を 活用 し て 、 災害復興住宅での ふ れあ い 喫茶 活動 や ふ れ あ

い 児童文庫活動 に対 し て助成 を 行い 28団体 ( 1 団体10万 円 ) に助成金 を 贈 っ た 。

⑥神戸市被災児童支援 セ ン タ ー 総合対策事業被災児童 ・ 保護者 を 支援す る た め に 、 神戸市

総合児 童 セ ン タ ー 内 に 「被災児章支援セ ン タ ー 」 を 設置 し て 、 総合的、 継続的 に事業 を 実

施。 と く に住宅や ボ ラ ン テ イ ア の 幅広 い協力 を 得 て被災担意 を 対象 と し た事 業 を 展 開 し た 。

ま た 、 あ お ぞ ら 児童館の拡充 を は か り 、 活動の 場 を 屋外や児童館 に展開 す る こ と に よ り 、

異年齢児童 の 交流や大人 を 交 え た 集団活動 を 通 じ て 、 子 ど も た ち の心 と 身 体の健康づ く り

を は か っ た 。 99年 度 は 克童合同事業 と わ ん ぱ く サ タ デー に児意 ・ 大人28 ， 236人が参加 し た 。

4 . 震災後 5 年の検証 と 提言
〔擦の震災対策国際総合検証事業〕

震災 5 周年 の 2000年 1 月 を 目 標 に 、 99年 4 月 早々 に 19 人 の 地元学者 ら に よ る 国際総合検

証会議 を 発足 さ せ、 20の 検証テ ー マ に も と づい て 、 日 本人研究者20人 と 海外 の研究者 ら 16

人 を 検証委員 に 選 ぴ、 大がか り な 検証作業 を 行 っ た 。

2000年 1 月 16 日 、 一連の報告会の締め く く り と し て県 は朝 日 新聞社 と の 共催で 「震災対

策 国 際総合シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 開 き 、 同検証会議 の 座 長 で あ る 新野幸次郎 ・ 神戸大学名誉教

授 が検証結果 を 総括的 に 報告 し た 。

検証提言総括の な かか ら 「災害弱者」 と 「 ボ ラ ン テ イ ア 」 に し ぼ っ て 記述 す る 。 (注 5 ) 

〈災害弱者への 配慮、 に 関 す る 課題 と あ り 方 〉

@ 国内 検証委員 z松原一部関商大学教授

@ 閑外検証委員 ニ ジ ュ ン ・ ケ イ ル ズ ( コ ン サ ル タ ン ト ・ 米国 )

@ 検証会議 テ ー マ担 当 委員 ニ 野尻武敏兵車県長寿社会研究機構理事長

震災時、 行 政 は 困 難 な 状況下で、 ま た 既存 の 法制度の前提 の 中 で努力 し 、 そ れ な り の効

果 を 生 ん だ こ と 、 震災設 に 、 災害 に お け る 保健福祉活動の ガ イ ド ラ イ ン が策定 さ れた こ と

や 「大規模災害 に お け る 応急救助 の 指針J で福祉避難所が位置づけ ら れた こ と な どが評価

さ れた 。

一方、 震災時、 要援護者の把握が遅れた こ と や 「共生」 と 「 自 立」 の バ ラ ン ス あ る 創造

的復興 を め ざ し 、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の役割の 強化や 障害者等の 参画 を 促進す る 必要性 な ど
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が指摘 さ れ た 。

こ れ を 受 け て 、 ①地域 コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 要援護者の把握 と 対応 策 の 整備 ②揮害者

等 に対す る 災害への事前準備の啓発 と 行政サ ー ピ ス の事前周知 の徹底 ③避難所、 応急仮

設住宅、 恒久住宅等 に お け る バ リ ア フ リ ー 設計の徹底 ④防災訓練、 許両づ く り への 障害

者等の 参加 の促進 ⑤災害救助 法 を 超克す る 法体系 の 整備 の検討 な どの貴重な提言がな

さ れた 。

検証会議 テ ー マ担 当 委員 の 野尻委員 か ら は 、 コ ミ ュ ニ テ イ づ く り を 推進 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ

の持つ福祉機能や危機管理機能 を 生 か し た 災害弱者の救援体制 を 確立 す る 必要があ る な ど

の意見があ っ た 。

(表 9 ) 検証委 員 の提言等 (要旨)

主 な 論点

。発災時 か ら 復興 ま
での 災害弱者への
対応体制jや仕組み
は ど う であ っ た か

。高齢者 ・ 障害者
児童等災害弱者 lこ
対 す る ケ ア は適切
に な さ れた か
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分析 ・ 評価等

。社会的諸問題の多!毒 性 と 膨 大 さ が行
政努力 の効果 を 半減 さ せた こ と を 考
慮すれば、 行政は闘難 な状況下で、
さ ら に奴存の法制度の前提 の r tl で 、
概ね妥当 な努力 を 払 い 、 そ れ な り の
効果 を 生 ん だ と 評価 で き る 。

。震災後 に策定 さ れた 「災筈時保健福
祉活動 ガ イ ド ラ イ ン」 は優れ た ガ イ
ド ラ イ ン で あ る 。 た だ望 むべ く は 、

保健所中心の観点 に な っ て お り 、 福
祉サ イ ド と の 一体的、 一元的取 り 組i
み が望 ま れ る 。 (以 L松原委員 )

。 身体状況や機能が低下 す る に つ れ、
即応す る サ ー ピ ス だ け で は な く 、 さ
ら に先取 り す る 対応があ れ ば、 地震
後の医学的 ・ 被社 約 ケ ア の遅 れ に 起
肉 し た死亡や字予態の悪化 を も っ と 防
げ た の で は な い か。 (松原委員 )

013，'1の 「大規模災害 に お け る 応急救助
の指針」 で福祉避難所等が制度 と し
て佼置づけ ら れた こ と は特筆 さ れ る 。

提 同 J 
。災害救助法 を 超克す る 法体系 の整備

が必要で あ る 0
0 中 長期 的 に は 自 立 と 共生の バ ラ ン ス

あ る 社会の創造に 向 け て 不技庁の努力
を 払 う 必婆があ る 。 ( 以 i二松原委 員 )

01('申書名 自 ら の 災 害 に 対 す る 準備の啓
発 と ちに災直後 に対応oJ 能 な 行政サ ー
ビ ス の 事前周知が必裂 で あ る 。

。殺害者 を 防災、 救助1j[-U両づ く り に 参
加 さ せ る こ と が必要で あ る 。

。障害者関係同体、 病院、 施設等 に お
け る 防災計 繭づ く り への 支援 と 訓練
の実施が重姿であ る 。

(以 ヒ ケ イ ル ズ委員 )
O社会福祉施設 (地域の 要援護者の応

急、救助 の拠点) に お け る 介護 用 品 の
備菜、 �ìH主体制jの篠保、 施設問の連
携等の推進が必要で あ る 。

。福祉事務所、 保健所、 市 河 村保健セ
ン タ 一 、 医療機関 、 市 町村の福祉 
衛生部局が連携 し た保健 ・ 医療 ・ 信
社サ ー ビス を 提供 で き る 体制 を 整備
す る こ と が丞要であ る 。

(以上松原委 員 )
C地域 に お け る 訓練 (湾害者への対応

を 含む) な ど に 重 姿 な リ ソ ー ス の縦
続的提供が必 要で あ る 。

( ケ イ ル ズ委員 )

。避難所 ・ 仮設住宅の段差解消、 地域
担仮設住宅の取 り 組み と 仕様の改善
等 の 配慮が必要で あ る 。 (松原委員)

C適用 可能設計 、 汎ilJ 設計等 を 通 じ て
応急仮設住宅 の 設計 を 改善 し 、 最大
阪の 自 立 ・ 自 助 を 保証す る こ と が必
要であ る 。 ( ケ イ ル ズ委 員 )

Oすべての都 市再生 プ ロ ジ ェ ク ト 、 住
宅建設に 最 良 の 汎用 お よ びi通用 可 能



(松原委 員 ) な 設計 を 盛 り 込み 、 最大限の 自 立 を

。 ボ、 ラ ン テ ィ ア と の
連携、 サ ー ビス の
コ ー デ、 イ ネ ャ ト は

! ト分だ っ た か

コ ミ ュ ニ テ イ
づ く り の な かで災
害弱者対 策 を どの
よ う に 進め る べ き
か

。震災で は、 行 政 と *、 ラ ン テ ィ ア の透
tp;が迅速 に行 え な か っ た。

(松原委 員 )

。震災で は 、 夜宅及 び避難所 に お け る
要援護者の状況把握が遅れ た 。

(松原委員)

く ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を め ぐ る 課題 と あ り 方 〉

@ 囲内検証委員 ニ 山崎美貴 子 明 治大学副学長

追求すべ き であ る 。
0;盗難所 に お け る 障害者の物理的 ア ク

セ ス や通信 ア ク セ ス の篠 保 を行 う 必
裂があ る 。

。緊急ニ ュ ー ス 放送 に お け る 手話通訳
者の配置及 び聴覚障害者等 に対 す る
ホ ッ ト ラ イ ン を擁立 す る 必要ーがあ る 0

0特別養護老人ホ ー ム に お け る グ ル ー
ブ ホ ー ム の運営等 を 支援す る べ き で
あ る 。 (以I ケ イ ル ズ 委 員 )

O 中 長期 的 な メ ン タ ルヘ ル ス 対策が行
わ れ る こ と が重要で あ る 。

(松原委員)

O恒久住 宅 に 入居す る 際、 少な く と も
障害者 ・ 高齢者 に つ い て は 、 友 人 や
支援の ネ ッ ト ワ ー ク と 共 に移住 さ せ
る べ き であ る 。

01('卒:害者関係同体 と 事前 緊急対応契約
を 結 ん で 、 よ り よ い公 的 吋 ー ピス が
受 け ら れる よ う に す る 必要があ る 。

(以 上 ケ イ ル ズ委員 )

。地域協力 グ ル ー プ を 設立 し 、 地域の
各関係機関が防災及 び災害対応、 に 関
わ る 問 題 に 共 同 し て 対応 で き る よ う
に す る 必要があ る 。 ( ケ イ ル ズ委員 )

O地域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 互効意識の醸成
が必 要 で あ る 。 (福祉 関 係 者 と の 協
力 調 係 に よ る 要援護者の把録、 災害
時の要援護者 の避難方法 に つ い て の
協議�:) 松原委員)

@ 国外検証委員 = リ ン ・ ペ リ ー 前英国 チ ャ リ テ ィ 委員 会事務総長

@ 検証会議 テ ー マ担 当 委員

芹 田健太郎神戸大学大学院教授

立木茂雄関西学院大学教授

震災 を 契機 と し て ボ ラ ン タ リ ー な 活動が市民社会の発展 を 支 え る 大 き な 鼠 動力 と な り 、

NPO や NGO 等、 民 間 の 組織か ら の提言や活動が社 会的 に も 重要 と 認め ら れ る よ う に な っ

た こ と や 、 災害 ボ ラ ン テ イ ア 活動全体 を 通 じ て 、 団体等が時系列 ニ ー ズ の 変化 に 的薙 に対

応 し 、 活動 内容や機能 を 変容 さ せ た こ と 、 団体問 で ネ ッ ト ワ ー ク を 形成 し て い っ た こ と 、

社会的孤立状態 に あ る 人 々 を つ な ぐ役割 を 果 た し た こ と 、 地元の活動が再開 さ れた後 に は

そ の 活動 を 支援す る 機能 を 担 っ た こ と な どが評価 さ れ た 。

一方、 ボ、 ラ ン タ リ ー 活動 は ま だ粧弱 で あ り 、 活動 団体の一層 の取 り 組み は も と よ り 、 ボ
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ラ ン テ ィ ア ・ 市民 ・ 企業 ・ 行政の協働等 に よ る 効果的 な 活動基盤 の 整儲等 を 通 じ て 、 長期

的 な 発展 を 図 っ て い く 必要性な どが指摘 さ れた 。

こ れ を う け て 、 ①地域 コ ミ ュ ニ テ イ に お け る ボ ラ ン タ リ ー 活動 の促進 ②ボ ラ ン テ ィ ア

セ ン タ ー 及 びボ、 ラ ン タ リ ー 活動団体の広域的 な ネ ッ ト ワ ー ク づ く り ③ボ ラ ン タ リ ー セ ク

タ ー に よ る 国 際協力 の推進 ④ボ ラ ン タ リ ー 活動 団体 に役立つ情報提供や ス キ ル ア ッ プ。等

へ の 支境 ⑤ ボ ラ ン タ 1) ー コ ー デ イ ネ ー タ ー の養成 ⑥ボ ラ ン タ リ ー セ ク タ ー の形成 に 尽

く し た 個 人 ・ 団 体 に対す る 表彰 の 実施 ー な ど貴重 な 提言がな さ れた 。

検証会議 テ ー マ担 当 委員 の う ち 、 芹 田 委員 か ら は 男 女共 同 参商社会 を 確か な も の と し 、

災害弱者 な ど一 人 ひ と り に 視点 を 向 け 、 若者や女性の持つ エ ネ ル ギ ー や 創造性 を ボ ラ ン

テ ィ ア の力 と し て巻 き 込ん でい く こ と の 出 来 る 多様性 に 満 ち た 寛容 な社会 を つ く り あ げて

い く べ き であ り 、 そ の 先導的役割 を 果た す NGOや NPO 等 の 主体的活動 の 促進 の た め の 環

境づ く り が重要で、 あ る と の 意見があ っ た 。

ま た 、 立木委員 か ら は 、 ボ ラ ン タ リ ー な 活動 の た め の市場の提供 を 目 的 と し た恒常的 な

中 間支援組織が不可欠であ る こ と や 、 従米型の 組織 と ボ ラ ン タ リ ー 組織 の 連携 を 円滑 に 進

め る た め の仕組みづ く り が必 要 な ど の 恵、見があ っ た 。

(表10) 検証委員 の提言等 (要旨)

主 な 論点

。災害 ボ ラ ン テ ィ ア
j言動 は どの よ う に
展 開 さ れ た か
・ 需給調整
・ ボ ラ ン テ ィ ア の

自 主性 と 行政の
意識

@ 行 政の対!必
@ 活動定治へ10J け

た支援
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分析 ・ 評価等

。渓災直後の救命支援期 に 活動 で き た
団体は、 地元の ニ ー ズ 、 情報 を 的確
に把拐 し 、 リ ー ダー シ ァ ブ を 発活で
き る 人材 - ネ ッ ト ワ ー ク が組め て い
た 。

。救命支援期 に行政 と 社会福祉協議会
が連携 し 、 活動調整や情報の共有化
が図 ら れ た が 、 コ ー デ イ ネ ー タ ー 自
身 の被災や 人数等か ら 、 十分機 能 を
発揮 し た市 区 間I と そ う で な い と こ ろ
カfあ っ た O

。被災者 ・ 避難者の生活支援期 に な る
と 、 運営ス タ ッ フ が常駐 し他団体や
行 政 と ネ ッ ト ワ ー ク が組 ま れて い る
と こ ろ は 、 ニ ー ズ を 把も患で き 、 そ れ
に 応 じ た 活動 を 実施で き た 。

。 復 興 支 援期 に な る と 行 政 と ホ、 ラ ン
テ ィ ア の連携が次第 に 形成 さ れ、 ふ
れ あ い セ ン タ ー の立 ち ヒ げや 運営 に
関 わ る ボ ラ ン テ イ ア 活動 が展 開 さ れ
た 。

O�主体 を 通 じ て 、 ① ボ ラ ン テ ィ ア 団体
は時系列 の ニ ー ズ変化に対応 し な が
ら 活動 内容や機能 を 変 零 さ せ て い る
こ と ②団体が単独の活動 を 進 め て い

十差 むコ

[災害霞後 を 含め た ボ ラ ン テ ィ ア活動
を 支援 す る た め の提言]
。推進機関は現地の状況の把握、 ボ ラ

ン テ ィ ア保険の加入等 最低限の予備
知 識 を も っ て活動 に 入 る こ と を 周 知
す る こ と が必婆であ る 。

。推進機関 、 ま た は ホ、 ラ ン テ イ ア は、
被災地の 人 々 に負担 を かけ ず に活動
で き る 体制 で救援活動 に 入 る こ と を
き ち ん と fぷ え る こ と カf必要であ る 0

0推進機関 は 、 ボ ラ ン テ ィ ア の希望や
技能 を 把援 し 、 j舌動の オ リ エ ン テ ー
シ ョ ン を し て 派遣す る こ と が必姿で
あ る 。

。被災地の行 政職員 も 被災者 で あ る と
い う 認識 を も っ て 関 わ る こ と が必 要
で あ る 。

。地元 ボ ラ ン テ イ ア 以外の同体へ の 、
活動の引 き 際 を 見誤 ら な い よ う な助
言が必婆であ る 。 (以 k 山 崎委員 )

[ 災害発生時 に お け る 行政 が 行 う べ き
支援 に 関 す る 提言]
。基礎的 自 治体 は 、 ボ ラ ン テ イ ア 活動

の 支援方法 ・ 優光順位 の 設定 を す る

J 



く 過程で、 次第 に ネ ッ ト ワ ー ク を 形
成 し 情報交換 と 活動 を 協働 さ せ て
い っ た こ と ③個 々 の 団体が社会的孤
立状態 に あ る 人々 を つ な ぐ役割 を 果
た し た こ と ④地元の活動が再 開 さ れ
た段階で、 そ の活動 を尊重 し 支援す
る 機能へ と 変化 さ せ て い っ た こ と が
判 明 し た。 (J;J、上 位1 1[1奇委員 )

Oボ ラ ン タ リ ー セ ク タ ー は 、 自 主的 で
即応性、 個別性、 開拓性 の あ る 涜動
を 展 開 す る こ と がで き 、 公平位、 平
等性、 公共性 を 旨 と す る パ ブ リ ッ ク
セ ク タ ー や企業等の営利 セ ク タ ー で
は 対 応 し に く い領域で、 極めて有効
↓こ 活動 を展 開 で き る セ ク タ ー で あ る 。

( 11 1 崎委員 )

必要があ る 0
0近隣の 自 治体 と 、 日 頃か ら 話 し 合 い

を 持 ち 、 協 定 を 結 び、 拠点 を 設置 す
る 必要があ る 。

。在宅で孤立 し て危機状態 に あ る 災害
弱者のljl 溺把躍が必 要 で あ る 。

。指定避難所以外の小規模避難所の把
援方法の検討 を し て お く 必要があ る 。

( 以 上山 崎委 員 )

[災害時 に お け る 行政 と ボ ラ ン テ ィ ア
セ ン タ 等が共詞 で 行 う べ き支援に関
す る 提言]
。 ボ ラ ン テ ィ ア蒸地の立 ち 上 げは行政

の庁舎に隣接す る 場所 に 早 急 に 設置
し 、 L折、 な 連絡が可 能 な 条件 を 整 え て
お く こ と が必要であ る 。

。 被 災 地 と 後方 支援 と の 間 の ボ ラ ン
テ ィ ア 活動 の ネ ッ ト ワ ー ク の た め の
会議 を 即 座 に 開催す る こ と が重要で
あ る 。

。子供の心的外傷体験への ア プ ロ ー チ
や ケ ア に 関す る ボラ ン テ ィ ア が特 に
避難所で必要 に な る た め 、 こ の領域
の 専 門 家の養成や活動団体の把握 を
し 、 即 時 に 対応す る こ と が必要で、あ
る 。 ( 以 上 山 崎委 員 )

[災害時に ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー が 中
心 と な っ て 行 う べ き 支 援 に 演 す る 提
言]
。 イ ン タ ー ミ デ ィ ア リ ー (仲介的) な

機 能 を も っ ボ ラ ン テ イ ア 同体、 推進
機 関 は 、 目1]時 に ネ ッ ト ワ ー ク 会議 の
設授 を 図 る こ と が必須条{午であ る 0

0 ボ ラ ン テ イ ア 活動の担い子 と 受け手
の情報ス テ ー シ ョ ン 基地 は 、 情報に
庄接 ア ク セ ス し や す い交通の要所に
設置す る 必要があ る 。

。災害ボ ラ ン テ ィ ア に対 し 、 レ ス パ イ
ト ケ ア の 期 間 を 持つ た め の 配慮が必

要であ る 。 ( 以 1- 山 崎委員 )

[平常時に支援方策 を 検討 し て お く べ
き支援に関 す る 提言]
。行政は 日 頃か ら 地JG の ボ ラ ン テ ィ ア

団体や推進機関 と 話 し合 い を し て お
く 必要があ る 。

。 自 主防災組織等 を 作 る 場合 に も 災害
ホ、 ラ ン テ ィ ア を 受 け 入 れ る 窓識づ く
り の存発が必要であ る 。

。ボ ラ ン テ イ ア 同体の参画 を 待 た 防災
計b事î . 支援言十尚 を 作成 し 、 日 頃か ら
J)II 練 を し て お く こ と が必要で あ る 0

0交通網や物流の拠点、 情報の ネ ッ ト
ワ ー ク 等 を あ ら か じ め複数の方法 ・
手段で考 え て お く こ と が必要であ る o

O 日 煩か ら コ ー デ イ ネ ー タ ー の養成 を
重 ね 、 配援 し 、 マ ン パ ワ ー を 蓄積 し
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。 。震災 を 契機 と し て 、 ホ、 ラ ン タ リ ー な
活動が市民社会 を 支 え る 大 き な原動
力 と な り 、 N PO や N G O 等、 民 間
の*Jî.織か ら の提日や活動が社会的 に
も 重要 と 認、め ら れ る よ う に な っ た。

(ペ リ ー 委 員 )
O ボ ラ ン タ リ ー セ ク タ ー を 形成 し て い

く た め に は 、 活動団 体 自 体の発展 と
効 果 的 な 活動基般の整備 を 通 じ て 、
こ の セ ク タ ー が長期的 に も 発展 し続
け る た め の 取 り 組みが必告さであ る 0

0 ボ ラ ン タ リ ー な 活動 は 、 福祉か ら 環
境、 ま ち づ く り な ど社会全体 の 質 を
高 め る も の に ま て、広がっ て お り 、 特
定非営利活動促進法 は 、 こ う し た活
動 に 対す る 社会的認知 を 高め る の に
役立 っ て い る 0

0 ボ、 ラ ン タ リ ー な 活動 は 、 ま だ新 し く
脆弱であ る た め 、 各セ ク タ ー 相 互の
1協{重b と 、 一般市 民、 企業、 行政松互
の信頼 を 築 き と げ て い く プロ セ ス が
必要であ る 。 (以上ベ リ ー 委 員 )

て お く 必要があ る 。
。平常時 か ら 民間資金 を 含め た公私 に

よ る 恭金づ く り な と 、 ボ ラ ン テ イ ア
活動支援資金の調達 と そ の運用}j 法
及 びシ ス テ ム を 構築 し て お く 必要が
あ る 。

。推進機 関 及 ぴ活動[�日 体 問 で全 図 的 あ
る い は広滅的 ネ ッ ト ワ ー ク 等 を恒常
的 に積み上げ、 交流 を 重ね て お く こ
と が重要であ る 。 ( 以 仁 山 崎委員 )

。行 政、 企業 に お い て ボ、 ラ ン タ リ ー セ
ク タ ー を よ く 理解す る 人材 を 見 つ け
て い く こ と が大切であ り 、 37f ラ ン タ
リ ー セ ク タ ー の 形 成 に 尽 く し た 個
人 ・ 凶体に対す る 顕彰 な とと を 行 う べ
き であ る 。

。企業経常者への啓発等 に よ る ボ ラ ン
タ リ ー セ ク タ ー と の連 携の促進が必
要であ る 。 (以上ベ リ ー委員 )

O ホ、 ラ ン タ リ ー セ ク タ ー の形成 に 向 け
た行政 と ボ ラ ン タ リ ー 活動凶体問で
役割や責任 に 関 し て 合 窓 し て い く こ
と が必要であ る 。

。既存の ボ ラ ン タ リ 一 治動 団体の役員 、
参加者、 活動内察、 参加方法等 の 情
報の ホ ー ム ペ ー ジでの提供 な ど、 行
政 に よ る ボ ラ ン タ リ ー 活動への参加
の促進や 団体の活動 に 役立つ情報の
提供が必要で、 あ る 。

ロ ボ ラ ン タ リ ー 活動向体 に お け る 人材
を 育成 す る こ と は行 政 に と っ て も 深
い 意 義 があ り 、 NPO の ス キ ル ア ッ
プ を 支援す る こ と が大切であ る 。

。防災計 [由]等の策定 に お け る 行政 と ボ
ラ ン タ リ ー セ ク タ ー に よ る 定期 的 な
協議の;揚が必要であ る 。

ロホ、 ラ ン タ リ ー セ ク タ ー に よ る ボ ラ ン
タ リ ー 活動団体の運営努lこ 関す る 詳
細 な 基準 を 定め る 統括組織の設立が
必要で、あ る 。

。地域 コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 偲 人 レ ベ
ル で の ボ ラ ン タ リ ー な 活動への参加
を 促進す る た め の 支援 を 行 っ て行 く
べ き であ る 。

。 ボ ラ ン タ リ ー セ ク タ ー の形成 に お い
て も 国 際 的 な 交流が極 め て 重要であ
り 、 諸外国 の危機管理 シ ス テ ム 等 に
関 す る 誠育研究及 び国際的 な相 IT理
解の促進 と 支援の実績づ く り が必 要
であ る 。 (tj、 i二ペ リ ー 委員 )
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国 際検証 の 成 果 は 検証委員 の膨大な レ ポ ー ト と と も に 「災害弱者への配慮J ' ボ ラ ン テ ィ

ア 活動」 な ど20の テ ー マ ご と に検証テ ー マ の 主 な 論点や復興過程の 分析 と 評価、 委 員 の 提

な どの 総括 や 19 人の検証会議委員 の 意 見 も つ け て 約4 ， 000ペ ー ジ の 報告 書 に ま と め 公表。

検証 レ ポ ー ト は 日 本語版の ほ か英語版 も 作成 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト な ど を 通 じ 全 国 の 自 治体

や 関係機関 の ほ か一般に も 供せ ら れ る ほ か 、 世界各国 に も 板神 ・ 淡路大震災 の貴重な 教言11

と 提言 と し て発信 さ れ る 。

(神戸市の護興の総括 @ 検証J (注 6 ) 

神戸市 は 「神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会J (座長 ・ 尭天義久神戸大学名 誉教授) の 99

年度テ ー マ と し て 「復興の 総括 ・ 検証」 を 行い 2000年 l 月 、 50項 目 の提言 に ま と め て 笹 山

市 長 に 提 出 し た 。

同懇話会の 中 に 震災復興総括検証研究会 を 設 け 、 ①生活再建 ②安全都市 ③住 ま い と

ま ち の復興 ④経済 ・ 港湾 ・ 文化 ー の 4 つ の分野 に分かれた ワ ー キ ン グチ ー ム が取 り 組ん

だ。 検証作業 に あ た っ て は 、 市民 と の協働で進 め る “草の根検証" を 基本 に し 、 市民が意

見 を 出 し 合 っ て 自 ら ま と め て い く 、 ワ ー ク シ ョ ッ ブや ヒ ヤ リ ン グ、 市民 l 万人の ア ン ケ ー

ト の実施 な ど 「 プ ロ セ ス を 重視 し た新 し い 市民参画予法」 を 試み た 。

総括提言 と し て

①市民生活 の 碁盤で都市 の 活力 源で も あ る 経済 の 再生 に 全力 を 尽 く す

②m‘民生活の 再建 は ソ フ ト を 重視 し 、 地域見守 り 活動 の 充実 や 、 震災特例措 置 の 延長 を行

つ 。

③経済 の 閉塞的状況 を 打破す る た め ' 8 説復興か ら の 再 出 発」 と 位置 づ け て神戸独 自 の も

の づ く り 技術 を 生か し た新産業の創 出 を 進め る 。

④ 自 律 と 連帯 に 基づ く 成熟 し た 市民社会 を 構築す る た め 、 情報公 開 、 計画段階か ら の市民

参加、 多様な 人材育成 ・ 活用 を 進め る 。

⑤市民、 事業者、 市 と の協働の ま ち づ く り に よ っ て 、 コ ン パ ク ト シ テ ィ 構想、 を 進 め る 。

こ と を促 し た 。

〈被災地で高 ま る 自 律や 連帯意識 〉

神戸市が行 っ た 「復興 の 総括 ・ 検証」 の 結果 と 時事通信社が実施 し た調査の比較か ら 、

阪神 ・ 淡路大震災 を き っ か け に 、 地域で の 結 びつ き や将来への備 え な ど を 大切 に思 う よ う

に な っ た 人が、 神戸市で全国平均 を 1 � 2 割 k 囲 っ て い る こ と がわ か っ た 。 両調査 を 分析

し た学識者 は 「神戸 で は 身近 な 助 け合 い を 経験 し た こ と で 自 律や 連帯意識が高 ま っ た」 と

指摘、 こ の 傾 向 を 地域活動 に 生 か す仕組みづ く り の 必要性 を 訴 え て い る 。

神戸市が復興の総括 ・ 検証作業の 一環 と し て99年 に 成 人市民 l 万人 を 対象 に 行 っ た郵送

調査 ( 回 収率55 . 9 % ) と 時事通信が同年12月 に 全国 の成人2 ， 000人 を 対象 に し た面接調査 ( 同

67 . 9 % ) と の比較。

「震 災 に よ る 考 え 方 の 変化」 を 尋 ね た 項 目 で は 、 神戸市調売で ' 1味 り 近所な どの他人 と
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の 結 びつ き を 大切 に 思 う よ う に な っ たJ が60 . 7 % に 上が っ た ほ か、 「将来 に 対 し て備 え を

十 分 に すべ き だ と 思 う よ う に な っ た」 が59 . 3 % 、 「地域の み ん な が因 っ て い る こ と は み ん

な で解決すべ き だ」 が52 . 3 % と な っ た 。 こ れ に 対 し 時事通信 の 全国調査で は 、 そ れぞ れ

40 . 6 % 、 45 . 0 % 、 37 . 3 % で 、 い ず れ も 神戸市民の 方が高率 だ、 っ た 。

一 方 で 、 「地域活動への 参加意欲 を 開 い た項 日 で は 、 神 戸 市 は 「祭 り な ど の伝統行事J

が全国 の 大都市 と 比べて低か っ た ほ か、 訪災訓練や 親ぼ く 行事 も 全国 平均 と 大差 は な か っ

た 。 (表11 )

こ れ ら の 結果 を 分析 し た立木茂雄 ・ 関西学院大教授 は次の よ う な 指摘 を 行 っ て い る 。 (朝

f l 新聞20∞年 l 月 7 日 付論主主の ペ ー ジ)

震 災 は 私 た ち か ら 多 く の も の を 奪 っ た が、 あ の震災の体験 を 通 じ て 私 た ち 市民が確実 に

手 に 入 れた も の も あ る 。 自 律 と 連帯 に も と づ く 市民意識が ま さ に そ れ で あ り 、 復興 を 進 め

る 「市民力」 と な る の だ。 震災 を 機 に神戸 ・ 阪神 間 に生 ま れ た こ の新 し い価値 を 市民社会

の貴重 な 資本 と し て認識 し 、 有効 な 活用 法 を 開発す る こ と が急務 だ。 一般の市民が幅広 く

参加で き る 地域活動 を 生 み 出 し 、 民 間 の 中 間支援団体や基金 な ど を 整備す る 。 そ の仕組み

を 着 実 に つ く っ て い く こ と が、 こ れか ら の復興の カ ギで あ る 。

市民が公共性 を 紡 ぎ だす 。 市民力 の 実践 を 通 じ て 、 被災地 に住 ま う 私 た ち は 、 被災体験

を 意味づけ、 歴 史 に 対す る 責任 を 果た し て い け る と 考 え る 。

(表 1 1 ) 阪神大震災後の考 え 方の変化

他人との結び付きを大切に思うように

他人同てにできないと怠うように 時
将来へ備えを十分にすべきだと思うように i

将来より今を楽しみたいと思うように 由醐
物に対する執着心をあまり持たなくなった 時間輔副綴
お金やものに対するこだわりが強くなった 出鵬

人のために役立ちたいと思うように 』一一盟
自分のことを中心に考えるように 時

闘っていることはみんなで考えて解決すべき 〔
思っていることは他人が解決してくれる i

自分の欲求がかなわなくても仕方的い 』占園
自分の欲求はどんなことをしてもかなえたい t

その他・わからない 証工コ
% � お 410

〔震災諜興の都市政策的検証) (注 7 l

臨圃圃

60 

行政主体の検証 で は な い が、 神戸市の外郭 シ ン ク タ ン ク であ る 神戸市都市問題研究所は

神戸市 の復興 ・ 検証事業の 一環 と し て 、 学者 ら を 中 心 に 「震災復興の都市政策的検証」 を

実施 し た 。 被災都市 の 立場 か ら ①復興財政 ②生活再建 ③復興 ま ち づ く り の 3 つ の

テ ー マ に 限定 し て 、 主 と し て現行 の諸制度の 問題点 を と り あ げた 。 「検証研究会J (委員 長
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エ 新野幸次部神戸大学名誉教授、 同研究所長) に は 学者や弁護士 な ど 7 人 の 学識経験者が

参加 し 、 99年 7 月 か ら 3 つ の分野の ワ ー キ ン グチ ー ム に わ かれ て 検証作業 に 取 り 組 ん だ。

提言 は 、 ①災害救助 に お け る 財源確保 ②復旧 ・ 復興の 包括的 な 自 主財源の確保 ③将

来 の激甚災害 に備 え て復興基金事業の 制度化 ④仮設住宅用 地 の多様 な 設定 ⑤住 ま い 再

建 の た め の制度 の 創 設 と 拡充 ⑥避難生活で の く ら し 再建支援策 ⑦都市計画 ・ ま ち づ く

り ・ 住宅再建の新 た な 法制度 と 支援策 な ど多 岐 に わ た る O 震災後 に提起 さ れた学会等ーか

ら の各種提言や震災 当 時 の 市 の 担 当 者の 意見等 を 参考 に し な が ら 、 被災都市 か ら 国 や 県 に

対 し て 制度改善 を 中心 に し た 政策提言 を 行 っ た 。

〔行政の検証を 検証J (注 8 )

阪神 ・ 淡路大震災 5 周年 の 前 に 、 市民団体 「阪神 ・ 淡路大震災復興県民 会議J (事務局 ・

神戸市、 45団体) と 民 間研究者でつ く る 「兵庫県震災復興研究 セ ン タ ー J (代表 = 西川 栄一 ・

神戸商船大教授 ら ) が、 震災復興の検証 を 行 っ た 。 兵庫県、 神戸 市 な ど行 政の検証事業 を

に ら み 、 被災者の視点 か ら 復 旧 ・ 復興施策 を 批判 、 提言す る 試み だ。

2 団体 は震災夜前か ら 、 仮設住宅や復興住宅 に 移 っ た被災者 ら の 開 き 取 り 調査 を し て き

た 。 政府の復興本部が解散す る 一方、 住宅再建 に よ る ダ ブル ロ ー ン 返済 な ど被災者 を 悩 ま

す現状 を 政府 や 県 に 訴 え よ う と 1 999年 8 月 に企画 さ れた 。

検証 に 携 わ っ た の は 西 川 教授や菊本義治 ・ 神戸商科大教授 (経済学) ら 都市計画や社会

学、 人権問題 な どの分野約30人の研究者。 マ公的支援の あ り 方マ仮設退去後の生活再建マ

被災者の心 の ケ ア な ど県の 検証 を 意識 し て 細分化 し た約20の テ ー マ で、調査 を 行 っ た 。

検証の成 果 は 2000年 l 月 神戸 で 聞 か れた シ ン ポ ジ ュ ウ ム で報告 さ れ 「今な お生活再建で

き な い 深刻 な 事態 を 打 開 す る た め の 5 項 目 」 と し て 以 下 の 提言 を 行 っ た 。

①阪神 ・ 淡路大震災の被害者 と 5 年後の現状 を 正確 に把握す る た め に 、 思 ・ 県 ・ 市 は被災

者の悉皆調査 を 実施 し 、 得 ら れた情報 を公開 す る こ と O

②被災者の居住の権利 を 保障す る こ と 。

③被災者の生活再建 の た め 諸施策 を 実施す る こ と 。

④雇用 を 保障 し 中小企業 ・ 自 営業者の経営 と 営業 を 安定 さ せ る こ と 。

⑤安全 ・ 安心 な 都市づ く り 、 ま ち づ く り を 行 う こ と O

〔復興住宅 に お け る 高齢者検証〕

震災か ら 5 周年 を 前 に読売新聞大阪本社が、 神戸 市 中 央 区 の神戸 ポ ー ト ピ ア ホ テ ル で 「阪

神 ・ 淡路大震災被災者5 ， 000人実態調査 シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 開 い た 。 こ の シ ン ポ は過去 5 年

に わ た っ て 同社 が行 っ た 5 ， 000人調査 を 基 に 聞 か れ た も の。 5 匝 日 の今 回 は56% の 人 々 が

街の毎興 を 認 め 、 復興住宅で は 「住み続け た い」 と す る 人が71 % と 増 え た な ど、 こ の 5 年

間 で復興 に つ い て 一定 の成果 を 上 げて い る こ と がわ か っ た が、 そ の 復興住宅 でお年寄 り を

中 心 に 「寂 し いJ r孤独 な 気分J が増 え る な ど全体 的 に 高齢者ほ ど厳 し い 暮 ら し 再建 の 実

態が浮上。 復興の多極化 は A層 進 ん で 間 定化 し 、 と く に お 年寄 り ら 災害弱者への息長い支
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f麦が必要 な こ と を 示 し た 。 (読売新聞2000iド l 月 16 日 付け朝 刊)

〔高齢被災者 8 割 が病鶴通〕

仮設住宅か ら 多 く の 人が転居 し た 災害復興住宅で 、 高齢の 入居者の 8 割 以 上 が医療機関

に 通 い 、 こ の う ち 4 部近 く が震災後 に 通院 を 始め た こ と が、 神戸市西 区 の 民 間 病 院 「み ど

り 病院J ( 額 田 勲 院長) の 調査で、 わ か っ た 。 収 入 は 年金 に 頼 る 人が多 く 、 生 活 を 切 り 詰 め

て い る お 年寄 り の安が浮かぶ。 額 田 院長 は 「高齢者に と っ て 、 震災は寝た き り や痴 ほ う が

進 む老後の 不安 を 増 幅 さ せ た 。 行政は すべ て の 実態調査 を し て 、 若 く 健康 な 被災者 と は 違

う 特別 の 支援 を 講 じ る べ き だ」 と 指摘 し て い る 。

兵庫県 内 に は 4 1 ， 104戸 の 災害毎興公営住宅が完成。 39 ， 750世帯が入岩。 調査が行 わ れ た

の は 、 神戸市西 夜 の 郊外 に あ る 市営西神 南住宅 (456戸) と i建議す る 市営西神井 吹台住宅 (690

戸) 。 独居や夫婦で住 む65歳以上の 1 50 人 を 対象 に 面談で実施 さ れた 。

調査で は 、 81 % (126人) が医療機 関 に 通 院 し て い る と 答 え 、 そ の う ち 震災 後 に 通 院 を

始 め た 人 は37% は7人) に の ぼっ た 。 収入 を 年金 だ け に 頼 る の は 4 人 に l 人。 困 っ た と き

に相談す る 相手 は家族や 親類が84 % と 高 い一方、 隣近所 は 5 % と 復興住宅で の 希 薄 な 近 隣

関係が う かがえ る 。

ヘ ル パ ー に よ る 家事支援 を 受 け て い る 人 は 4 人 に l 人 に と ど ま っ た 。 社 会 問題 に な っ た

「孤独死」 に つ い て は今後、 「増 え る J 1"変わ ら な し V と 答 え た 人は42 % で 、 「減 る J 1" な く

な る 」 の 11 % を 上司 っ た 。

神 戸 市 内 で最大規模 の 1 ， 886世帯が暮 ら す復興住宅 I"HAT 神戸灘浜」 。 高 齢化率が最 も

い 九番館 ( 178世帯) に は 、 救急車が数 日 に 一度 や っ て く る 。 安否確認の 感知 器 や 定期

的 に巡 回 す る 生活援助員68人が独居高齢者 を 見守 る A方で 「孤独死J 寸前 で 亡 く な っ た お

年寄 り も い る 。 兵庫県 は 「応急対策 の 時期 は 過 ぎ た」 と し て 1998�三10月 を 最後 に被災世苦

の健康調査 を う ち 切 っ て い る 。 (朝 日 新開 1 汀 16 日 付 け朝刊J )

〔閉 じ こ も り 募 る 孤独感〕

被災者 ら が多 く 暮 ら す大規模集合住宅で、 高齢者 ら が孤独感 を 募 ら せ て い る 。 寂 し さ か

ら 命 を 絶つ 事件 も あ っ た 。 99年 9 月 に 全戸 が完成 し た神戸市兵庫 区 の キ ャ ナ ル タ ウ ン ウ エ

ス ト も 例外 で は な い 。 こ の ほ ど、 住民や行政関係者 ら が初 め て 懇談会 を 開 い た 。 「 だ れ が

往 ん で、 い る の か分か ら な いJ 1"ベ ル を 押 し で も 応答がな しV 約30 人 の 出 席者 の 発言か ら 、

深刻 な 閉 じ こ も り の 実情が明 ら か に な っ た。

住宅 ・ 都 市整備公団 が建設。 敷地約 3 万m' に 14棟、 計1 ， 200戸 の 高 層 住宅。 約半数 を 兵

庫県 と 神戸市が、 震災復興住宅 と し て借 り 上 げて い る O

兵庫署の 謂 べ で は65歳j;)、上で一人暮 ら し か夫婦 2 人 だ け の 世帯 は 合わ せ て 約270世帯。

全世帯の 4 分の l を 占 め る 高齢社会だ。

同 署 の 兵庫 駅前 交番 ふ れあ い相談員 の 南奈美男 さ ん (70) は 、 孤独 な 死 を 防 ご う と 4 月

か ら 、 仮設か ら 移 っ て き た 約490世帯 を 歩 き は じ め た 。
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県営、 市営の震災復興住宅 と 違 っ て 集 中 ロ ッ ク 方式。 防犯対策 と し て は 有効 だが、 住人

の様子が分か ら な い 。 南 さ ん は ほ ぼ毎 日 、 訪問 を つ づけ て い る が、 応答の な い 家 も 少 な く

な い 。 始 め て 半年 に な る の に ま だ約60世帯 と 会 っ た こ と がな い 。 「せめ て 隣 同士が声 を 掛

け 合 っ て く れ れ ばい い の だが… …」

一人暮 ら し の 高齢者が多 く 、 自 治会づ く り も 難航 し て い る 。 住民 ら も 手 を こ ま ね い て い

る わ け で も な い 。 出 霜住民の 一人、 春次子 さ ん (68) ら が中 心 と な っ て 昨年 2 月 、 親 ぼ く

団体 「交友会J が発足 し た 。 ふ れあ い 喫茶や給食サ ー ピ ス 、 友愛訪問 と 地域社会づ く り に

躍起。 「地道 に 知 り 合 い の 輪 を 広 げ よ う と 思 う 。 今は下地づ く り の段階」 と 話す。

懇談会の 司 会 を 務め た 同署地域課の 中村勝年警部補 は キ ャ ナ ル タ ウ ン の 巡回 を 続 け る 。

「高齢者 に は 初 め て の 高層住宅暮 ら し の 人 も い る だ ろ う 。 不慣れ な 生 活 、 震災で負 っ た

心 の 傷 が重 く の し かか る 。 懇談会で一上が っ た住民の 声 を 行 政 に 反映 さ せ た い」

懇談会 の後、 関係者か ら 「定期 的 に 集 ま り 、 情報交換 し た い」 と の声が相次い だ。 震災

か ら 5 年 目 を 迎 え よ う と し て い る が、 高齢者の “震災後遺症" は 終わ ら な い。 (神戸新聞99"1'-

10月 29 [J付け朝刊 坂田達郎記-者 )

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ 作 り 難 し く 〕

入居か ら l 年 以上 が経過 し で も 団地 内 に 「 よ く 話す 人がい な し 'J r顔見知 り がほ と ん ど

い な い」 と 答 え た 人が多 い 。

98年 4 月 か ら 入居が始 ま っ た 芦屋市の南芦屋浜 の震災復興住宅で行 わ れた ア ン ケ ー ト の

結果が99年12月 16 日 、 明 ら か に な っ た 。 約 1 年前 に実施 さ れた ア ン ケ ー ト に 比べ て 、 団地

内 で 「 よ く 話 を す る 人がい る 」 と 回答 し た 人の 割 合 い が増 え た も の の 、 田 地 に住み慣れて

き た層 と い ま だ に な じ め な い層 に 分 か れ て い る こ と も 判 明 。 全体の コ ミ ュ ニ テ ィ 作 り が難

し い こ と が う かがえ る 。

ア ン ケ ー ト は 99年夏 に 行 わ れ て 以来、 2 回 目 。 同 市の特別養護老人ホ ー ム 「あ し や 喜楽

苑J の 市 川 瞳子総施設長 と 産業技術短大の 児 玉善郎助教授 (住宅問題) ら が共 同 で 10 月 に

実施 し た 。 対象 は 同地 区 の 県営、 市営の復興住宅814戸 で 、 回収率 は80 . 7 % 戸) だ っ

た 。

調査結果 に よ る と 、 家族 に65歳以上の 高齢者がい る 世帯 は43 . 6 % に 達 し て い た 。 現在の

暮 ら し で困 っ た り 、 不安な こ と に つ い て は高齢者の 中 に は 健康上の不安 を 訴 え る 人が多い

一方、 35�54歳の年齢層 で は経済的 な 不安 を あ げる 声が多 か っ た 。

人付 き 合い に つ い て は 、 全体的 に は 前 回調 査 に 比 べ て 、 「顔見知 り がい る 」 な ど と 答 え

た 人が増 え て い る が、 町長以 上 で は 「 よ く 話す人がい な い j な ど と 毘答 し た 人が約半 数 を

占 め て い た 。

ま た 、 団 地 内 の 行事 や 集 会所 の 利 用 に つ い て は 、 「行事 に 参加 し た こ と がな し 勺 と 答 え

た 人が 8 割 を 超 え て お り 、 参加す る 人が悶定化 さ れて い る こ と がわ か っ た 。

外出 に つ い て も 高齢 に な る ほ ど、 外出 し な い 人が多 く な る 額 向 で 、 復興住宅が、 高層 集
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合住宅形式で 、 隣近所 と の行 き 来が し に く い こ と や交通が不便 な こ と な どが外出 を 妨 げ る

要 留 で は な い か と み ら れて い る 。

さ ら に 来年 4 月 か ら ス タ ー ト す る 介護保険への ニ ー ズ に つ い て は 「食事の 準備J r調理

の援助J を 翠 む意見が多か っ た 。

今 回 の 調査結果 は 市 な ど に も 提 出 さ れて お り 、 今後の施設への 反映が期待 さ れて い る 。

(度経新聞99年12 月 17 日 付け朝刊)

5 .  2 1世紀 に生 か す セ ー ブ テ イ ネ ッ ト の経験 (注 9 ) 
〔超高齢社会への対応〕

「地域福祉 と 住 ま い 、 ま ち づ く り 」 の著者 ・ 神戸協 同病院上田耕蔵院長 は 次 の よ う に述

べ て い る 。 震災 に よ っ て 生 ま れ た仮設住宅や 災害復興住宅で は 『 日 本がやが て 体験す る 超

高齢社会が、 10年、 20年早 く 現れ た 。 緊急事態の な かで起 き た孤独死 を は じ め さ ま ざ ま な

問題 と 叡 り 組 ん だ行政や住民、 NPO の 人 た ち の 努力 の 中 に こ そ 、 超高齢社会への さ ま ざ

ま の知恵があ っ た と 思 う 。

被災地 は他地域 よ り 5 年 � 10年早 く 「福祉J r住 ま い」 と 「 コ ミ ュ ニ テ イ J r心」 の 課題

に 直面 し 、 解決の万向 を お ぼろ げ な が ら も あ ぶ り 出 し て き て い る oJl

〔新 た な セ ー フ テ イ ネ ッ ト 〕

「震災 は 社会の極限状態で あ っ た 。 震 災 は すべ て の矛窟 を 顕在化 し て く れ た 。 震災は ま

ち を 破壊 し 、 個 人の財産 を 失 わ せ た 。 そ の ま ま で、 は 人 と 社会 は パ ラ パ ラ に な っ て し ま う 。

そ れ に対 し て 社 会 の 求心力 が働 い た 。 個 人補償 は す こ ぶ る 不十分 な レ ベ ル に止 ま っ た が、

5 年障 の 各段 階 に 応 じ て社会 を 守 る 多様 な セ ー フ テ イ ネ ッ ト が働 い た 。 I高齢社 会 に お い て

自 宅 と ま ち が壊れ る 震災は住宅問題であ る と 同 時 に 、 福祉 ( 介護) 課題で あ り コ ミ ュ ニ テ イ

の問題で も あ っ た 。 人聞社会 を 守 る セ ー フ テ イ ネ ッ ト は個 人 (家族) を 守 る 住宅 ・ 福祉 と

と も に 、 人 と 人 と の つ な が り 、 支 え 合い 、 コ ミ ュ ニ テ ィ と の 関 連 で把握 さ れ た と 思 う 。

確 か に 個 人への公的補償が少 な い な ら あ と は親類 と 地域の助 け合い し か な い 。 し か し 十

分 な 補償 が得 ら れで も コ ミ ュ ニ テ イ の 力 が得 ら れ る わ け で は な しミ o 2 1世紀 は 超 高齢社会 だ

け で な く 家族 と 地域が衰退す る 時代 で あ る 。 家 族 と 地域 に 対 し て ど う 新 た な セ ー フ テ イ

ネ ッ ト を作 り だす かが求め ら れ て い る O

21世紀の住宅、 福社、 コ ミ ュ ニ テ ィ に 対す る セ ー フ テ イ ネ ッ ト で特筆すべ き は

① ま ち の 中への特養 (特別養護老人 ホ ー ム ) 建設 (地域福祉の 基地)

②シ ル バ ー 住宅 と LSA (高齢者住宅 と コ ミ ュ ニ テ イ 支援)

③公営 コ レ ク テ イ ブ住宅 (住民 自 治 と コ ミ ュ ニ テ ィ 支援)

④ グ ル ー プハ ウ ス (家族的 ケ ア付 き 住宅)

⑤高齢世帯支援員 ( コ ミ ュ ニ テ イ 支援) で あ る と 思 う J <表 〉

222 第 四 章 @ 福祉



(表12) 住宅 ・ 福祉 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ に対す る セ ー フ テ イ ネ ッ ト の経験

福祉
(介護)

11 ま い

ち

ハ ー ド

ま ち の 中 に特養建設進 む。
mでは長iJTゴー ル ド プラ ン よヒ 2 �

住 宅 ( 緊 急 通 報 十
， 0ω戸 で き た ( 口

二本 の シ ル バー 住 宅 総 戸 数 の
113) 。 虚弱高齢者が多 い

②公常 コ レ ク テ イ ブ住宅 (ふれ
あ い 十 住民 自 治) が 日 本で初
め で で き た。 LSA 1す き が283
戸 十 LSA な し が58F"

③グ ル ー プハ ウ ス (少人数で家
族 的 に 住 む。 LSA が常駐 し
介 護 サ ー ビ ス 等 を コ ー デ イ
ネ ー ト ) 、 が 数 カ 所 で 試行 さ
れ た

任 公常住宅の大量供給十 家賃補
効

②コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ

ソ フ ト の課題

ど う 関 かれ る か等

長期的課題

グ ル ー プ 活 動 の 支援、 食 事
つ 、 i サ ー ピ ス
① コ ミ ュ ニ テ ィ 作 り ( う わ さ 話 I (岳地域住民 に 開 か れ る (真野デ

の輪、 ボ ラ ン テ ィ ア 周 辺 自 | イ サ ー ビ ス に 土地域ヌ ベ ー ス i
治 会 と の連携 あ り

②介護保険 と の連携 ((1)サ ー ピ
不足に対 し 、 ど う コ ー デ イ
ー ト す る か。 従来の措置 と
ラ ン テ ィ ア の絡みノ合乞せ。
ケ ア ハ ウ ス 化) LSA 土 地 I
を 熟知 し て い る

齢世帯支援員 (安許認産認 J 公営住宅 に つ い て | 
相談に の り 、 コ ミ ュ ニ テ 二 ①家賃補償が切れ る 5 年後の家
繋 い で い く 。 さ ら に HAT 宇中 | 貨 を ど う す る か ?
戸等では、 住民全体 を 対象 と j ②空 き 家 に 若年層 を 入 れ る
し て コ ミ ュ ニ テ イ 支援 を す る 、 | ③iや所得者 も 伶み続け る 事がで
ま ち の 世話人。 ま ち で去 れ れ き る
高齢者の 自 立期 間がの びる )

②一般地域 で は 、 「防災福祉 ま
ち づ く り

③ ま ち づ く り NPO の弱芽 | | 一一一一一一一一一一一一一 一一一一」
「地域福祉 と 1J ま い ・ ま ち づ く り 」 ケ ア付 き 住宅 と コ ミ ュ ニ テ イ ケ ア エヱ P 35 衣 5

<1主 ・ 引用文献〉
1 ) ，被災者沼祉対 策 に つ い てJ (99年度の取 り 組み) 兵庫県県民生活部 1999年 10月
2 )  ，駒大j社協活動の現状」 兵庫県社会福祉協議会 200同ゴ度版
3 ) 神戸山一保健福祉局9刊A 度予算資料
4 ) 神戸 市社会福祉協議会 '99年度 ・
5 ) 阪神 - 淡路大震災 「検証提言総括」 編集 ・ 震災対策間際総合検証会議事務局 、 兵庫県企阿管理部防災局防災

企[曲i�果 ・ 発行 2000:tト 4 月
6 )  THE KOBE SHIMBUN '兵庫地域研究J 20号 「宣言災 5 年検証」 を検証す る 、 松本誠神戸新聞情報科学研究所

副所長著、 神戸新聞情報科学研 究所 ・ 編集 ・ 発行 2000年 5 月
7 ) 州司法人、 神戸市都市問題研究所発行 「都市政策J 99 号特集 「震災復興の都市政策的検証 と 提言」 序説 明f

野幸次郎 ・ 神戸大学名誉教J受 2000年 4 )]
8 ) 兵庫県震災復興研究セ ン タ ー (震災研究セ ン タ ー ) 編集 ・ 発行 「大震災い ま だ終わ ら ずJ � 5 年間 の 国 と 自

治体の復旧 復興施策 を 問 う (第24章 2000年 5 月
9 ) 地域福祉 と 住 ま い ・ ま ち づ く り ー ケ ア付 き 住宅 と コ ミ ュ ニ テ ィ ケ ア 、 著者 ・ 神戸協同病院院長 un緋)哉、 発

行所 ・ 学芸rH版社 2000年 8 rJ
• 99:\i二度 、 朝 日 、 読売、 毎 日 、 日 経、 産経、 神戸新聞 の福祉関連記事

く参考文献〉
@ 創造的復興 を め さ、 し て 、 復興基金 ' 5 年 の歩み」 財 団法人阪神 ・ 淡路大震災復興基金 ・ 発行 2000年 3 月

い つ で も 誰か に 会 え る し 、 い つ で も ひ と り に な れる 」 被災地 に お け る 公1�' コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グの展開、
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の びの び く ら す ブ ッ ク レ ッ ト ②、 発行者 地域別高齢者協働居住推進委員会 (代表 中 村 大蔵) 2000J'f 8 月

「県社協 の あ ゆ み、 こ の 」年」 兵庫県社会福祉協議会99年度事業報告書
「大震災 5 年半 ・ 住宅復興の検証 と 展望」 編集 ・ 著作人、 社:司法 人 日 本建築学会 2000年 9 月
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転手 い百民社会時五戒への蕗 吹

ト 震災 5 ら の発信
〔震災後 5 年で 9 壊 題 提言〕

震災最大の被災地神戸で は 5 年 を ふ り か え り 、 大震災の教司iI と 復興の過程 を 検証す る と

と も に 、 ま ち づ く り や ボ ラ ン テ ィ ア な ど被災地で生 ま れつ つ あ る 変革 の 芽 を 、 21世紀の社

会へ ど う つ な げる か を テ ー マ に神戸新聞客員 論説委員 シ ン ポ ジ ュ ウ ム 「新 し い市民社会

を 見す え て一震災 5 年被災地か ら の 発信J が 聞 か れ た 。 論議の 結果 を 踏 ま え 、 生活再建が

進 ま な い被災者への公的支援の拡充や 、 共生杜会の創造 な ど、 新 た な 市民社会へ向 け た枠

組みづ く り 、 そ の 「担い手」 確立へ必要 な 取 り 組み な ど評論家 の 内橋克人氏、 河合雅雄 ・

京都大学名誉教授、 芹 田 健太郎 ・ 神戸大大学院教授 3 人が問題 を 提起。 次 の よ う に 9 項 目

の 提言 を 行 っ た 。 (神戸新聞 2000イド l 月 19 lH J 、 朝刊特集)

〈緊急 に 求 め ら れ る 対応 〉

①未寵興被災者への公的支譲

被災者の生活復興は 遅れ て い る 。 生活の復旧 ・ 復興か ら 取 り 残 さ れて い る 被災者 に 対 し

て 、 自 立 と 生活再建が 可能 な 公的支援策 を 拡充す る 。 仕事や生活 な どで経済的 に厳 し い状

況 に お かれ て い る 被災者、 と く に 中小零締事業者、 震災関連失業者、 住宅 ロ ー ン な ど多重

債務 に苦 し む l"þ 間層 な ど に は 緊急対正、 を 要す る 。

く新 し い 市民社会へ向 け た枠組み の構築 〉

①災害 に 強い ま ち づ く り

災害 に 強 い 「安全 ・ 安心の ま ち づ く り 」 を め ざ し 、 安全な住 ま い 、 自 然 と の 共生、 自

し た地I或 コ ミ ュ ニ テ ィ を つ く る 。

②地域 lこ共生社会を 観 る

世代や民族 を 超 え て地域社会の あ ら ゆ る 構成 員 が連帯 し く ら し と 文化 を 創造す る

会 を つ く る 。

③新 し い仕事の錨造

経済優先の 考 え 方 を あ ら た め 、 人 聞 を 地域 を 生か し た仕事や働 き 方、 新 し い 生 き がい を

つ く り 出 す 。 コ ミ ュ ニ テ イ ケ ア ヤ コ ミ ュ ニ テ イ ビ ジ ネ ス な ど を 干責1極評{面 し て い く 。

④揺社一体の住 ま い と ま ち づ く り

住宅 と 福祉 と 一体化 し た 、 住 ま い と ま ち づ く り を 進め 、 復興公営住宅 を は じ め 、 被災者

が暮 ら す地域や住宅での恒常 的 な “ 克守 り " 体制 を 強化す る 。

を 地域社舎の拠点 に

次代 を 担 う 子 ど も た ち が生 き 佐 き と 育 ち 、 震災で学ん だ生命の大切 さ を 生か し て 、

な 自 然、 と 触 れ合 え る 地域の環境 を つ く る 。
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〈新 し い 市民社会の 「担い 手」 づ く り の た め に 〉

①合意形成の支握

し い市民社会の拒い手 と な る 市民の 「合意形成」 を 支援す る 仕組み を 確立 す る 。

②市民セ ク タ ー の参画 ・ 支援シ ス テ ム の確立

行政や企業セ ク タ ー と 並 ん で市民セ ク タ ー が大 き な 役割 を 果た す 社会 を め ざ し 、 市民活

動 を 支援す る シ ス テ ム を 確立す る 。

③市畏 と 昌 治体に よ る 国 際連携

市民 に よ る 活動 は世界 に 視野 を 向 け て 、 市民や 自 治体 に よ る 国 際連携 を 進め 、 市民 レ ベ

ル の 災害救援国際支援組織 を神戸 に 常設 し て震災が結 ん だ市民 に よ る 国 際連帯 の輪 を 広 げ

る 。

〔 ボ ラ ン テ ィ ア活動の事業化〕

神戸市長 田 区駒 ケ 林町 に あ る 民間託老所の 「駒 ど り の 家」 が2000年 に は 開 設10周年 を 迎

え た 。 全国 に 先駆 け て 、 ボ、 ラ ン テ イ ア が機 ほ う 老人の居場所 を つ く り 、 現在 は 介護保険 サ ー

ビ ス 事業 者 に も な っ た が、 家庭的 ・ 開放的 な 運営姿勢は 一貫 し て い る 。 大震災 も 70人近 い

ボ ラ ン テ ィ ア に支 え ら れて 乗 り 越 え た 。

駒 ど り の 家 の 原 点 は 、 住民の高齢化問題 を 抱 え る 長 田 区 で 、 特別養護老 人 ホ ー ム を 建設

し よ う と す る 住民運動。 1990年 に施設 は で き た が、 l カ 所 で は足 り な い と 運動 を 継続。 民

家 を{昔 り て 「駒 ど り の 家J と 名付 け 、 独 り 暮 ら し の老人 に給食サ ー ビ ス を 始 め た 。 そ の 中

で 、 家族や施設で は 受 け iト.め き れ な い痴 ほ う 老 人 の 実態 を 知 り 、 「明 日 は わ が身J と 翌91

年か ら 宅老事業 に 取 り 組 ん だ。

現在の 利 用 者 は 1 日 10 � 12人。 碁 を 打 っ た り 、 お し ゃ べ り を 楽 し む な ど、 わ が家 の よ う

に く つ ろ い で過 ごす。 支 え る ボ ラ ン テ イ ア の最高齢は83歳。 最年少は 3 歳。 い る だ け で場

が和 む。 体力 や能力 に 応 じ て食事づ く り や 入浴介助 、 話 し相手な ど を 分担、 知 的 障害の 人

も 、 調理や介助 面 で活動 を 支 え て い る 。

に神戸医療生協 と 協力 し て 社会福祉法人 「駒 ど り 」 を 結成。 2000年春か ら は 介護保

険 に 参入 し て 、 週 3 日 は 同制 度の 施設介護 を 行 う O と は い え 「駒 ど り の家」 の 運営 は あ く

ま で、 ボ ラ ン テ イ ア が主体。 残 り 2 D は ボ ラ ン テ イ ア で宅老 を し 、 週 1 田 は 100人規模 の 昼

食会 を 続 け る 。 ユ ニ ー ク な 運常が評判 を 呼 ぴ、 毎年全 国 か ら 400人近 い 視察が訪れ、 触発

さ れた デ イ ケ ア 施設や グ ル ー プホ ー ム も 20 カ 所近 く な る 。

創設以来の 中 心 メ ン バ ー で あ る 神生昭夫 さ ん (70) は 「震災経験 を 経て 、 地域で支 え あ

う 大切 さ を 分か つ て く れ る 人が増 え た 。 今後 も ボ ラ ン テ ィ ア の 白 由 な 発想、 を 大事 に し た し 勺

と 話 し て い る 。 (神戸新開2000年12月 刊 訂 付戟刊)

震災後、 住宅 ・ 福祉面 な ど多様 な ボ ラ ン テ イ ア 活動がわ き 起 っ た 。 週末 ボ ラ ン テ ィ ア 、

が ん ば ろ う .ノ 神 戸 、 阪神 高齢者障害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク 、 被災地 NGO 協 働 セ ン タ 一 、 多

文化共 生 セ ン タ ー 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー神戸、 な どで あ る 。 震災前の 活動 を
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母体 と し て発展 し て い る と こ ろ も あ る 。 「真野 ま ち協J r西須磨 ま ち づ く り 懇談会」 な どの

よ う に 自 治 会 と し て 取 り 組む と こ ろ も あ る 。 さ ら に NGO への発展 を 目 指す 団体 も 現 れ た 。

消費生協で あ る コ ー プ こ う べ は震災直後か ら 各地 区 に 「 コ ー プボ ラ ン テ イ ア セ ン タ ー 」 を

つ く り 地域支援 を 行 っ た 。 95年 8 月 六 甲 ア イ ラ ン ド に特別養護老人ホ ー ム を 開設 し て い る 。

神戸協 同病 院 も 震災直後 よ り 途切 れ る こ と な く 、 被災者の救護活動 と 生活 支設 に 取 り 組

ん だ。 こ れ は 全国 か ら の 窪療生協 の組合員 と ボ ラ ン テ ィ ア の 支援 を 得 る こ と がで き た か ら

だ。

社会福祉法人 「駒 ど り J の 理事長で あ り 同病 院 の 上 田耕栽院長 は 、 地域福祉へ の ボ ラ ン

テ ィ ア の役割 と し て①利用 者 と の交流 と 双方の生 き がい ②公的部分の不足の 補 い ③福

祉 の ま ち づ く り へ参加 ー があ げ ら れ る 。 市民が具体的 な福祉サ ー ビ ス に加 わ る こ と に よ り 、

福祉の ま ち づ く り を 実感 し 何 を すべ き か行動で き る 層 が増 え る 。 こ の こ と が 「今後の21世

紀型市民社会 を 支 え る は ず で あ る 」 と 述べ て い る o (注 1 ) 

〔地域住民 と 描祉活動〕

高齢者 と 障害者 ら が支 え 合 い な が ら 暮 ら す 共 同住宅 「星が丘 ホ ー ム 」 が神戸市垂水区星

が丘三 の住宅街 に 2000年 l 月 、 完成 し た 。 震災後、 仮設住宅の高齢者 ら を 支援 し て き た 地

域の ボ ラ ン テ イ ア が奔走。 震災 5 年 を 機 に 高齢者 ら の新 し い住 ま い 方 や 地 域福祉活動 の あ

り 方 を 提案 し て い る O

震災後、 孤独 な 高齢者 ら が 日 に つ き 、 主食水区 内 で給食 サ ー ビ ス を 続 け て き た ボ ラ ン テ イ

ア 「 き く の会J が中 心 と な っ て声 を 上げた。 1997年 に 地域住民や仮設住宅入居者 を 巻 き 込

ん で 「星がE ホ ー ム 」 建設委員 会 を 設立。 そ の 後、 寄付やバザー で資金 を 募 り 、 さ ら に 阪

神 ・ 淡路大震災復興基金か ら の補助金 も 受 け、 建設 に こ ぎつ け た 。

建物 は 木造二階建て 延べ125m2o ヒ ノ キ の 木 自 を 見せ た 温か み の あ る 住宅 で、 1 階 に 高

齢者用 3 部屋 と 障害者用 1 部屋があ り 、 2 階 は高齢者用 2 部屋、 リ ピ ン グ、 キ ッ チ ン 、 浴

室。 1 � 2 階 は 車 イ ス の ま ま 乗 り 込め る エ レ ベ ー タ ー で結 ん で、 い る 。 総工費 は約4000万円。

建設委員 会 は ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ 「福祉 ネ ッ ト 星が丘J ( 三 木熊雄 さ ん代表) に 改変、

同 ホ ー ム の 運営 に あ た る 。 ホ ー ム の キ ッ チ ン で地域への給食サ ー ピ ス の作業 を し 、 将来的

に は ふ れ あ い 喫茶や 地域福祉の拠点 を 目 指す 。

ホ ー ム 長の 徳 間 八重子 さ ん は 「震災で高齢者の住 ま い方が問 わ れ た 。 地 域 の 人 た ち が集

ま り 、 高齢者や障害者 を 支 え ら れ る 施設 に し た い 」 と 話 し て い る 。

〔描祉 コ ミ ュ ニ テ ィ の確立へ ) (注 2 ) 

社会揺祉法人 「駒 ど り j の 理事で あ り 、 日 本福祉大学社会福祉学部の 沢 田清方教授 は福

祉 コ ミ ュ ニ テ ィ に 関 し 以下の よ う に 述べ て い る 。

あ の大震災 の 際 に消火、 救出作業 を 住民が組織的 に 行 っ た地区がい く つ か あ っ た が、 神

戸 の 真野地区で は ど こ に も 見 ら れ な か っ た 災害対策本部 を い ち 早 く 結成 し 、 救助活動 を 地

域 ぐ る み で行 っ た 。 普通 な ら 避難所単位の 救援物資 の 配布 と な る と こ ろ を 、 そ う す る と 避

第四主主 @ 福祉 227 



難所 に 取 り に 来 ら れ な い老人 ・ 障害者世帯 の 人 は 受 け 取れ な い の で全戸配給制 に 切 り か え

た 。

つ ま り 、 救援の網か ら 社会的弱者 を 漏 ら す ま い 、 と の決意 と 行動が厳 と し て あ っ た の で

あ る 。 当 時 の 地 区 リ ー ダー の I 人 は あ の修羅場で 、 寝 た き り 老 人世帯や 障害者世帯、 独居 ・

虚弱老人世帯 な ど弱 い 立場 の 人 々 を 救援の手か ら お と す こ と は絶対 に し ま い と 申 し合わせ

た と い っ て い る 。 そ う し た社会的弱者の包摂 を 緊急時 に 組織的 に 実践 し た数 少 な い地 区 の

一 つ で あ っ た 。

地域は福祉以外に も さ ま ざ ま な 課題 を抱 え て い る が、 結局、 社会的 に 弱 い 人の 人権 を 第

一義的 に 考 え る こ と がで き る か ど う かが、 福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ で あ る か ど う か の 判断基準 に

な る 。 そ れ は ま た 、 福祉 白 治体、 福祉国家、 福祉社会の基盤 と な る も の で あ る 。

ま た 同教授 は 、 新 し い 市民社会形成への プ ロ セ ス と し て 地域福祉活動 を と ら え る 。

「地域福祉 と 活動 を 通 じ て 「 自 分た ち の願 い を 実現す る た め に は 、 自 分 た ち が動か な い

と 何 も 進 ま な い。 原 点 は 自 ら の う ち に あ り 、 自 ら の意忘が物事 を 決定 し て い く の だJ と 主

体者 ・ 主権者 と し て の認識の 第一歩 を 踏 み 出 す 可能性 を 内包 し は じ め る 。 そ れ は明快な 自

己認識 と は必ず し も な ら な い か も し れ な い。 し か し 、 客観的 に は 、 主体的住民像が形成 さ

れ て い く 条件がつ く ら れて い く こ と 他 な ら な い 。 こ の よ う な 認識の プ ロ セ ス は 、 言 い 換 え

る と デモ ク ラ シ ー 形成 の プ ロ セ ス で も あ る 。 し た が っ て 、 地域福祉活動がた ど り 行 く 道 は 、

歴史的視点か ら み る と デモ ク ラ シ ー 形成 の 道程 で あ る と い え る 」

2 . 震災ボ ラ ン テ ィ ア ;再出発
〔 ボ ラ ン テ ィ アへの 県杜協の対応〕 悦 3 ) 

「兵理課社会福祉協議会 ボ ラ ン テ イ ア ・ 市民活動 セ ン タ ー J ( 卜河美子所長) が ま と め

た99:fjミ定の 同 セ ン タ ー 登録の ボ、 ラ ン テ イ ア グ ル ー プ数は4 ， 001 団体。 グ ル ー プ に所属 し て

い る ボ ラ ン テ イ ア (会員 ボ ラ ン テ イ ア ) と 個人で活動 し て い る ボ ラ ン テ ィ ア は 合計138 ， 51 1

人 と な っ た 。 ま た 、 自 治会、 婦人会、 老人 ク ラ ブ等 の地域組織の構成員 で ボ ラ ン テ ィ ア 活

動 に 取 り 組 ん で い る 約54 ， 000人 (推討) を 加 え 、 社協 の把握す る ボ ラ ン テ イ ア 活動者数は

19万人 を 超 え て い る 。 W {J 1 ) 

98年度 と 比較す る と 県 内 ボ、 ラ ン テ イ ア グ ル ー プ は 、 登録団体が125団体増 加 し 、 個 人 ボ、

ラ ン テ イ ア も 767人増 と な っ た 。 社協 に 登録 し て い る グ ル ー プ数 ・ 会員 数 の 増 加 は 、 ボ ラ

ン テ イ ア ・ 市民活動 セ ン タ ー の コ ー デ ィ ネ ー ト 実積や各種養成講座の 開催等 に よ る 成果で

あ る 。

な お 、 福祉以外の ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プや市民活動 団 体 を 把謹 し て い る 社協 は 、 17市24

町 (47 . 1 % ) で、 約半数の社協で、把揮 し て お り 、 う ち 5 団体が NPO の 認証 を 受 け て い る 。

(2000年 6 月 l 日 現在 )

l可 セ ン タ ー へ の ボ ラ ン テ ィ ア 「前i氏遣依頼J 192 ， 280件 に対 し コ ー デ イ ネ ー ト (需給調整)
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190 ， 493件で 、 コ ー デ ィ ネ ー ト 率99 . 1 % で あ っ た 。

市部で は 「派遣依頼J 160 ， 275件 に対 し 、 「 コ ー デ イ ネ ー ト J 159 ， 172件 (99 . 3 % ) 、 町部

で は 「派遣依頼J 32 ， 005件 に 対 し 「 コ ー デ イ ネ ー ト J は31 ， 321件 (97 . 9 % ) と な っ て い る 0

98年度 と 比較 し て 「派遣依頼」 は 5 ， 167件 の増 加。 「 コ ー デ イ ネ ー ト 」 件 数 も 4 ， 464杵増加

し て い る O そ の 大半が市部 に お け る 増加 で、 「派遣依頼」 が4 ， 989件、 「 コ ー デ イ ネ ー ト 」

が4 ， 362件増加 し て い る 。

ま た 、 ボ ラ ン テ ィ ア の 派遣依頼先 は 、 高齢者や 障害者な どの 「個人」 か ら の 依頼が174 ， 074

件 (91 . 4 % ) 、 「施設、 病 院」 が12 ， 471件 (6 . 5 % ) 、 「行政機関」 が2 ， 199件 0 . 2 % ) 、 「そ

の他J 1 ， 803件 (0 . 9 % ) と な っ て お り 、 個 人 か ら の 依頼が 9 割 を 占 め て い る 。 11巨 人」 の

内訳 を み る と 、 高齢者か ら 159 ， 594件 (91 . 7 % ) 、 障害者か ら 13 ， 477件 (7 . 7% ) 、 そ の他か

ら 1 ， 003件 (0 . 6 % ) で あ り 、 高齢者か ら の依頼が 9 割以 t を 占 め て い る 。 〈図 2 - 3 > 

ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 関す る 「相談 ・ 助言」 は 、 38 ， 754件 (市部22 ， 206件、 町部16 ， 548件)

で、 98年度 と 比較す る と 1 ， 578件増加 し て い る 。

こ の ほ か県内社協 で は ボ ラ ン テ イ ア研修お よ び養成講座 を 積極的 に 開催 し た 。 各種ボ ラ

ン テ イ ア 養成講座 は 、 2 ， 002講座 に お よ び49 ， 167人が受講 し た。

ま た 、 「 ボ ラ ン テ イ ア ア ド バ イ ザ ー 養成講産」 は 5 市 5 町で開催 さ れ、 54講座1 ， 359人が

受講。 ア ド バ イ ザー は 地域 の ボ ラ ン テ イ ア 活動 に 関 す る 梧談 や 、 ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プの

自 主的 な 運営 を 支援す る ア ドバ イ ス を行 う 役割 な ど を 果た し て い る 。

(表13) 社協ボラ ン テ ィ ア セ ン タ …登録 ・ 活動把握状況一覧

登 主主
市 部

活動把採

登 主主
開I 部

j舌動把握

主主
合 計

活動把握

昨年度 I 殺 主張

十よ品 こは〉

活動把握 ;

登 録 j

ボラ ン テ ィ ア
グ ル ー プ 数

1 ， 398 

496 

1 ， 697 

410 

3 ， 095 

906 

2 ， 970 

983 

125 

グルー プ会員 個 人
ボラ ン テ ィ ア

40 ， 785 7 ， 333 

24 ， 494 

37 . 555 3 ， 426 

川40 10 ， 759 

49 . 4 1 2  

77 . 573 9 ， 91 5  

50 ， 252 

767 844 

{t 録
ボ ラ ン テ ィ ア 数

合 計

48 ， 1 18  

40 ， 981 

89 ， 099 

87 ， 

之日、
(登録 ・ 活動把短合計)

グ ル ー プ数 | ボラ ン テ イ ア

1 ， 894 

2 ， 107 

4 ， 001 

3 ， 953 

72 ， 612  

65 ， 899 

138 ， 5l l  

137 ， 740 
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(図 J) ボ ラ ン テ ィ ア活動者数
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(図 2 ) ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ ィ ネ ー ト ・ 依頼 ・ 相談件数
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(図 3 ) ボ ラ ン テ ィ ア派遣
依頼先の内訳

行政機関2，1 99件
(1 .2%) 

施設団体等
1 2，41 71� 
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(表14) 市町ご と のボ ラ ン テ ィ ア 養成講g[ . 大会等の 開催状況 と 実施家

市 部 阿 部 講
実

(
施%

座

泰) 関 催 内 容
議f'tl数 ! 受講者数

実施市IlJr数
講座数 受講者数 講座数 受講者数

在 宅 福 祉 サ ー ビ ス 129 2 ， 630 1 69 3 ， 913  1 0 市24国J 39 . 1  

手 話 ボ ラ ン テ ィ ア 養成 関 係 315 ! 5 ， 552 280 3 ， 945 595 9 ，  1 8恥 700r 65 . 5  

外出介助ボラ ン テ イ ア養成関係 27 354 441 I 51 i 間 1 1 市 1 1 向 ; 25 . 3  

養 点訳ボラ ンテ 1 ， 241 53 599 1 68 1 ， 840 I 1 5市10阿 ; 28. 7 

朗 読 ボ ラ ン イ 養 4 関 係 2 ， 027 i 49 844 1 70 2 ， 871  1 3 市13町 29 . 9  
成 要約筆記ボラ ン テ ィ ア養成関係 80 582 i 44 240 124 822 1 7市 9 町 29 . 9  

議 | 福 校 教 関 係 167 1 1 ， 837 1 183 9 ， 588 350 ! 21 ， 425 1 2市27町 44 . 8  

シ ニ ア ボ、 ラ ン テ イ ア 養成 関 係 14 215 22 639 36 I 854 4 市 4 目] 9 . 2  
産 企 業 ボ ラ ン テ ィ ア 養成 関 係 8 266 3 62 328 4 rlî 2 町 6 . 9  

ボ ラ ン テ イ ア ア ドバイ ザー養成関係 28 566 26 793 54 1 ， 359 5 r有 5 mr 1 1 .  5 

てヲ σ) 他 160 2 ， 920 1 14 2 ， 543 274 5 ， 463 2 1市30mJ 58 . 6  

養 成 議 座 言十 1 ， 075 26 ， 843 927 22 ， 324 2 ， 002 49 ， 167 

ボ ラ ン テ イ ア 体 験 教 室 123 3 ， 052 278 9 ， 440 401 1 2 ， 492 1 6市52開J 78 . 2  

ボ ラ ン テ ィ ア の つ ど い ・ 大 会 23 1 1 ， 932 179 14 ， 486 202 26 ， 418 1 6市羽田J I 70 . 1  

合 計 (養成講座 十 体験教室 十 つ どい ) 1 ， 221 i 41 守 827 1 ， 384 46 ， 250 2 ， 605 I 88 ， 077 

〔 定着す る 草の壊活動〕

板神 ・ 淡路大震災の被災地で活動 し て き た ボ ラ ン テ ィ ア 団体 の 多 く が、 被災者支援か ら 、

「福祉J ，. ま ち づ く り 」 な ど一般的 な 活動 に 移行 し 、 今後 さ ら に 活動 を 拡 大 さ せ た い と 考

え て い る こ と が、 99年12 月 初 日 、 神戸新聞が主 な 震 災ボ ラ ン テ イ ア 団体 を 対象 に行 っ た ア

ン ケ ー ト 調査で、 わ か っ た 。 「 ボ ラ ン テ イ ア 元年」 と い わ れ た 震災の 年 か ら 5 年。 被災地で

生 ま れた 多 く の ボ ラ ン テ イ ア 担体が資金面や 人材 な ど の 課題 を 抱 え な が ら も 、 地域社会で

の 新 た な 役割 を 模索 し て い る 様子が う かがえ る 。

調査は99年12月 、 兵庫 県 内 一 円 と 大阪府の47の 主 な震災ボ ラ ン テ イ ア を 対象 に 郵送で実

施、 39団体か ら 回答 を 得 た 。

〈地域社会の課題 に取 り 組む 〉

団体が攻 り 組む 全活動の う ち 、 震災関連の 占 め る 割合 は震災直後の 平均85 % か ら 現在 は

38% 0  ，.震災関 連 の 活動 を ま っ た く し て い な い」 も の も 5 団体あ っ た 。

今後の 活動方針で は 、 20団体が 「拡大 し た い」 と 答 え 、 「現状維持」 も 11 団体 (28 % )

に 上 っ た が、 拡大、 維持 を 含 め そ の 内 容 を 「震災 関 連 中 心J と し た の は 6 団体 ( 1 5% )  0 

多 く は 「高齢者 ・ 樟害者支援J ，. コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り 」 な ど、 震 災 で 明 ら か に な っ た 地域

社 会 の 課題 に 取 り 組む姿勢が 目 立 っ た 。

〈資金 ・ 入 手 に 危機感 〉
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各陣体が抱 え る 問題点 で は 、 活動資金や入手の確保 を 挙げる 団体が多 く 、 活動 を 支 え る

基盤的 な 要 素 に 危機感 を持つ 回答が多か っ た 。

各 団 体の 年 間 活動資金 は 5 ， 000万 円 以上が 2 団体、 1 ， 000万 円 以 上5 ， 000万 円 未満が最 も

多 い 1 2 団体、 500万 円以上1 ， 000万円未満が 7 団体、 100万 円 以上500万円 未満 が 9 団体、 100

万円未満が 6 団体。

震災後 l 年 間 と 比較 し た現在の予算額の 増 減 は 、 増加が15団体。 減少が14団体、 変化 な

し が 3 団体 と き っ 抗。 資金が 9 倍 に増 え た ケ ー ス があ る 一方 、 3 分の l に 落 ち 込ん だ団体

も あ っ た 。 活動財源 を 助 成 金 に 頼 る 団体が多 い 中 、 「助成金 な し に は活動 が続か な い」 な

ど助成制度の 存続、 拡大 な ど を 求め る 戸が 目 立 っ た 。

入手 に 関 し て は 、 現場で活動す る ボ、 ラ ン テ イ ア だ け で な く 「 コ ン ピ ュ ー タ ー を 扱 え る 人

がい な い」 な ど専 門職の不足 を 訴 え る 間体 も あ り 、 広が り つ つ あ る 活動 に 対応 が追い付い

て な い 現状 も 示 し た 。

〈今稜 に 伝 え る べ き 教司11 > 
最 も 多 か っ た の が 「 日 ご ろ か ら の ネ ッ ト ワ ー ク 」 。 行政や企業、 地域 と の連携が災害時

に 生 き る と の 意 見 が多数寄せ ら れ た 。 「 自 己満足、 組織拡大 の た め の 活動 は 、 被災者の 自

立 を 阻害す る 危険があ る J r 自 己表現 の 手段 で な く 、 責任あ る 仕事 と し て の 活動 を J な ど

ボ ラ ン テ イ ア への 苦言 も あ っ た 。

(NPO へ の 取 り 組み 〉

NPO ( 民 間 非常利 団体) 法人化への取 り 組み で は 「認証済みJ r 申 請 中J r 申 請予定」 合

わ せ て 13 匝 体 (33 % ) 0 有償で地域 に 必要 な サ ー ピ ス を 提供す る 「 コ ミ ュ ニ テ イ ピ ジ ネ ス J

に 12団体 (31 % ) が京 り 組ん で い る と 答 え る な ど法人 と し て の 基盤 を 強化 し た ヒで、 新 た

な ボ ラ ン テ ィ ア 社会の創造 を 目 指す 団体が増 え て い る J (神戸新向99年12月 27 日 付朝刊)

〔新 し い市興活動 を 応援〕

阪神大震災の被災地か ら 、 NPO (非営利組織) 活動の情報発信 を 続 け て き た 「震災 し み

ん情報室J (実 古威代表) が 「市民活動セ ン タ ー ・ 神戸J と 改称 し 、 神 戸 市 中 央区 で活動

を 始 め た 。 あ ら ゆ る 分野 の 市民活動 を 後押 し す る 。 “支譲セ ン タ ー " と し て 印刷 機 な ど を

備 え た 「市民活動工房」 の ほ か、 資料室、 会議室 な ど を 開放す る 。

1995年 3 月 、 「震災 ・ 活動記録室」 と し て発見 し 、 98年 3 月 に 「震災 し み ん情報室」 と

改称 し た 。 公営住宅応募者 の た め の 手引 書 の 作成 、 NPO 名 鑑 「兵庫 ・ dT民 人」 の 編 集、

神戸市の 市民活動実態調査 な ど を 手がけ て き た 。

新組織 は 、 震災関連 だ け で な く 、 幅広 い 分野 の市民活動 を 支援 し 、 団体聞 の ネ ッ ト ワ ー

ク づ く り を 進 め よ う と 発足 し た 。 具体的 な 支援事業 は 、 情報誌や NPO 名 鑑 の発行、 事務

局 機 能 の 代行、 N PO ス タ ッ フ の研修会 な ど。 セ ン タ ー 内 の 「工房」 や 会議 室 は 、 各 国 体

の活動 に利用 し て も ら う 。 ま た 、 調査研究や 政策提言 な ど 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ・ シ ン ク タ ン ク 」

の 機能 も 充実 さ せ る 方針。 運営委員 に は 元 ・ 京都府立大学長 の 広 原盛 明 さ ん を は じ め 、
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NPO に 詳 し い研究者が名 を 連 ら ね て い る 。

同 セ ン タ ー の 設立 に つ い て 実吉威代表は 「 こ れか ら は市民 に よ る 自 発的 な公共的活動が

大切 な 時代 に な る と の思 い か ら 、 こ の た び:思 い き っ て震災の名 も 外 し 、 震災 関 連 の 活動 だ

け で な く 、 広 く 神戸 ・ 兵庫地域の市民活動 の サ ポ ー ト セ ン タ ー と し て の看 板 を 掲 げ る こ と

に し ま し た。 ( 中 略 ) J と 述べて い る 。 (神戸新聞991二 1 0}1 15 日 付朝m ・ 磯辺康子記者)

〔 ネ ッ ト ワ ー ク 型共同事業) (パ: 4 )  

神戸市 内 の 障害者の作業所でつ く っ て い る お菓子や 、 さ お り の 袋物、 陶器や、 日 用雑貨

な ど約300種類 の 品 物 を 展示発売す る 「神戸ふ れ あ い 工房」 が98年 7 月 28 日 オ ー プ ン し た o

JR 神 戸 駅 の 地 下 街 デ ュ オ 神 戸 の 一等地 に 屈 開 き し た 「工房」 前 で は 、 笹 山神戸市長、 神

戸市社会福祉協議会の 関係者、 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー 神戸J (CS 神戸) の 中

村理事長 ら が、 テ ー プ カ ッ ト を 行い 開高 を 祝 っ た 。

こ の 「工房」 は 、 'CS 神戸」 が市社協 か ら 運 営 の 委託 を う け 関西 し た も の で、 オ ー プ ン

初 日 は 、 300人の 客 で ご、 っ た がえ し 、 「 シ ョ ッ プ」 と と も に 、 障害者の優 れ た 作 品 を 展示 し 、

合 わせ て 交流 の場 を 提供す る 「ギ ャ ラ リ ー J を 通 じ て 障害者が持 っ て い る 自 己表現能力 を

よ り 一層 高 め 、 そ れ を 「 シ ョ ッ プ」 の場で高 品 と し て も 展開 す る こ と で 、 瞳害者の 自 立 を

支援 し て い く と い う 考 え に基づい て つ く ら れ た 。

「 ギ ャ ラ 1) - J で は “可能性の芸術" と 題 し た絵画展 な ど障害者 ア ー ト 展が 拐 か れ て お

り 、 車 い す の 誼害者が集 う 場所 と な っ て い る 。

'1巨 人 や 団体 の 自 立支設 と i司 時 に 、 行政や地域団体、 企業 と ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て CS

神戸 自 身 の 自 立 に も 相応 の努力 を 重 ね て き ま し た 。 従 来 の 委託事業の概念 を 刷新 し 、 対等

の 協働 パ ー ト ナ ー と し て の 関係が構築で き る よ う 、 一つ ひ と つ の現場で修正作業 を 積 み あ

げる の は 、 白 立 を 意識 し た 最 も 基本的 な行為です。 互い の 自 立が対等性 や 共 同 の前提です。

そ し て 、 独立 し た 意志決定 の で、 き る 組織が災害 な ど の 緊急時 に も 直 ち に 機能 し ま す。 こ の

よ う な ネ ッ ト ワ ー ク 型共 同事業 は 、 2 1 世 紀 の 共生社 会 に 必 須 の 発想 と な る で し ょ う 」 と

CS 神戸理事長 中 村頗子氏 は述べ て い る 。

〔金盟 ネ ッ ト で槽報共有) (注 5 ) 

阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年 を 機 に 、 西宮市 の 「 日 本災害救援 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク 」

(NVNAD) は全国 の ボ ラ ン テ イ ア 団体や NPO な ど に 呼びか け 「全国災害救援 ネ ッ ト ワ ー

ク 」 を 2000年 1 月 に 発足 さ せ た 。

参加す る 各団体の 需 で 、 被災地 の情報 を 共有 し 、 効果的 な 支援 に 役立 て る の が 目 的 で今

後、 さ ま ざま な 民体、 個 人へ の 参加 を 呼ぴかけ る 。

西宮市 に 事務所: を 置 く NVNAD は 、 i波神 ・ 淡路大震災査後、 西宮 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト

ワ ー ク (NVN) と し て発足、 地元仔 政 と 連携 し な が ら 救援活動 を 展 開 し た 。 翌 年 、 日 本

災害救援 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク と し て組織 を 改編 し 、 販神 ・ 淡路大震災の被災地の み

な ら ず、 囲 内 外 の 災害救護 に 携 っ て き た 。 99年 4 月 に は 、 NPO 法人 (特定非営利活動法人)
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と な っ た 。

NVNAD は 、 各 地 で災害が発生 し た と き に救援活動 に 参加す る ほ か、 平常時 は 「j舌動 の

3 本柱」 と し て次の活動 を 展開 し て い る 。 第 l の柱 は 「 ネ ッ ト ワ ー ク 活動」 で あ る 。 こ れ

は 災害救援 ・ 防災活動 に 携 わ る 組織 ・ 凶体の ネ ッ ト ワ ー ク を 構築す る 活動 な ど で あ る 。 第

2 の柱 は 「防災 ま ち づ く り 活動」 で あ る 。 具体的 に は 、 地域防 災 プ ロ グ ラ ム 「 わ が街再発

見 ワ ー ク シ ョ ッ ブ」 な ど を 各地 で 開催。 第 3 の柱 は 「講座 ・ 研修活動」 で あ る 。

会冨 ネ ッ ト 設 立 は 第 I の 活動 の柱 に あ た る も の で、 震災の教訓 な どか ら 正確 な被災地情

報 を 交換す る こ と が有効 な 支援 に つ な が る と し て 、 99年 1 1 月 に準備会 を 組織。 各地の ボ ラ

ン テ イ ア 団体や個人 と 意見交換 を し な が ら 参加 を 呼びかけ、 準備会 に は約40団 体 ・ 個 人が

参加 し て い る 。

同 ネ ッ ト ワ ー ク は 非常時 に 各 国体で連絡 を 取 り 合い 、 情報 を 交換す る も の の 、 具体的支

援 に つ い て 、 各 団体、 個 人 の 判 断 に ま かせ特定の 団体が主導権 を に ぎ っ て 他 の 団 体 に 指示

を す る こ と は し な い 、 と い う 。

民 間 の 団体 だ け で な く 、 民 ・ 官 ・ 産 ・ 学 の ワ ク に と ら わ れず、 さ ま ざ ま な 分野 の 団体、

個 人の 参加 を 期待 し て い る 。

〔 セ ル フ ヘルプグル ー プJ (注 6 ) 

2000年 4 月 、 兵庫県福祉セ ン タ ー に お い て 「 ひ ょ う ごセ ル フ ヘ ル プ支 援 セ ン タ ーJ (代

表 中 国智 恵 海武庫川 女子大学助教授 ・ 神戸市東灘区深江南町) の発足会が陪鑑 さ れ 中 田

代表か ら 次の よ う な 設立趣意書が読 み あ げ ら れ た 。

21世紀 は 本格的 な 「市民が主役」 の 時代 で あ る 。 そ の 一つ に セ ル フ ヘ ル プ グ ル ー プ (SHG)

があ る 。 こ れ は 地域社会 で の 生活 に 何 ら かの 「生 き づ ら さ J を 抱 え る 人 々 が、 主体的 に 継

続的 に 集 い 、 仲 間 同 士 の 支 え あ い を 通 し て 自 己変革 ( ピ ア ・ サ ポ ー ト ) し 、 こ の過程 を 通

じ て社会の矛居 に 気づい て 社会変革 ( ソ ー シ ャ ル ・ ア ク シ ョ ン ) を 目 指 そ う と す る も の で

あ る 。 現在、 我が国 で は極め て 多様 な 領域で多様 な 形態 の セ ル フ ヘ ル プ グル ー プが急増 し

て き た 。

し か し な が ら 現状 で は 、 SHG が充分 に そ の機能 を 発揮 し 、 活動 で き る ま で に は 醸成 し

て い な い 。 こ こ に私 た ち は SHG の 活性化 を 図 る た め に も 兵庫 県 に お い て 、 以 下 の役割 り

を 担 う こ と を 目 的 と し て 「 ひ ょ う ごセ ル フ ヘ ル プ支援セ ン タ ー 」 を 設立す る 。 多数の皆様

の 賛 同 を 得 て 、 SHG の発展 に本 セ ン タ ー が寄与 で き れ ば幸 い で、 あ る 。

①セ ミ ナ 一 、 電話相談 : 柑談援助情報提供機 能 な ど

②交流会開催、 リ ー ダ一連絡会 : ネ ッ ト ワ ー キ ン グ機 能 な ど

③ ダ イ レ ク ト リ 発行 : 調査研究機能 な ど

④ 1) ー ダ ー 研修、 マ ニ ュ ア ル冊子作成 : SIIG 組織化支援 な ど

⑤ニ ー ズ レ タ ー 発行 、 ホ ー ム ペ ー ジ作成 : 市民や 専 門職者への広報 ・ 啓発機能 な ど

セ ル フ ヘ ル プ グ ル ー プ と し て 「掠害者J '不登校J '寝 た き り 高齢者、 痴呆性高齢者の 介
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護者家族J r ア ル コ ー ル依存症J r心、 の 問題や性の 問題で悩 む 人 た ち J な どが 「生 き づ ら さ 」

と し て 紹 介 さ れ た 。

〔喪宅介護セ ン タ ー運営へ〕

震災説、 被災者支援で活躍 し て き た ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク 「がん ば ろ う .ゲ神戸J (堀

内 正 美代表) の 中 心 メ ン バ ー が、 NPO 法 人 を 設 立 、 99年 1 1 月 、 神戸市北 豆 に 市 の委託で

在宅介護支援セ ン タ ー を オ ー プ ン さ せ た。

メ ン バ ー は 「地域の結びつ き の大切 さ を 震災 で知 っ た 。 そ の 教司11 を 生 か し た い 」 と 話 し

て い る 。 震災 ボ ラ ン テ イ ア を き っ か け に神戸市か ら 河 セ ン タ ー の 運営委託 を 受 け た の は初

め て o 2000年 4 月 の 介護保険制度導入 を 控 え 、 高齢社会の先取 り と い わ れた仮設住宅での

支援活動が舞台 を 変 え て 生か さ れ る 。

運営す る の は NPO 法人 「西すず安心セ ン タ ー J (秦敬理事長) 。 在宅介護支援セ ン タ ー は 、

24時 間 の高齢者相談対応や福祉機器 ・ 用 具 の展示、 介護保険サ ー ピ ス を 受 け る た め の 要介

護認定の 申 請代行、 ケ ア プ ラ ン ( 介護計画) 作成 も 行 う 。 河 セ ン タ ー の メ ン バ ー は看護婦

を は じ め 2 級ヘ ルパ ー 、 ケ ア マ ネ ー ジ ャ ー の資格 を 持つ 人 た ち 30人。 市 は 「 あ ん し んす こ

や かセ ン タ ー 」 を 市内60 カ 所で開設 し て お り 、 さ ら に新設す る 17 カ 所の う ち 運営委託先 と

し て 、 NPO 法 人で は 「神戸 ラ イ フ ・ ケ ア ー協会」 に つ い で 2 カ 所 目 と な る 。

「 が ん ば ろ う .ゲ神戸」 は震災後、 仮設住宅 の 自 治会支援や安否確認の 通信連絡 シ ス テ ム

の 導 入 な ど活発 な 活動 を 展 開 し て き た 。 介護事業 に取 り 組む き っ か け は 、 こ う し た 活動で

得 た 「祷 い 合 う 地域社会」 の 必 要性 に 加 え 、 「市民 自 ら が さ ま ざ ま の 問題 に 対 し 、 お 役所

任せにせず、 主体的 に 取 り 組むべ き だ」 と い う 教訓 だ っ た と い う 。

〔立 ち あ が っ た 婦人会〕

2000年で結成50周年 の 「神戸市婦人団体協議会J に 加盟す る 単位婦人会が、 活動 の 幅 を

広 げ よ う と 、 次 々 と NPO 法人活動 を 目 指 し て い る 。 同 年 3 月 に は 「輝 ( かがや き ) ナ ピ

北神」 を 名 乗 る 3 つ の地域団体 と 全体 を サ ポ ー ト す る 「輝支援セ ン タ ー 神戸J が法人 を 寂

得。 将来 は全市で20程度 の 団体 を 立 ち 上 げて福祉や環境事業 に取 り 組む と い い 、 新 し い 地

域の担い手 と し て注 目 さ れ て い る 。

同協議会 に は 約150団体、 8 万人 の 会 員 がい る 。 し か し 、 教育委員 会が助成 し て い る 「社

会教育 関係団体」 の た め 物品販売 な ど の 収益事業が思 う よ う に で き な い悩 み を 抱 え て き た 。

震災ボ、 ラ ン テ イ ア の経験か ら 高齢者 の サ ポ ー ト な ど を 継続的 な 「事業」 と し て行 う 必要性

を 感 じ 新 た な “看板" と し て NPO に 注 目 。

有志の研究会で検討 し た結果、 女性の親 ぼ く 団体 で あ る 「婦人会J は 残 し つ つ 、 新 た に

男 性 も 加 え た ま ち づ く り NPO を 設立す る こ と に な っ た 。 「地域団体で あ る 婦人会 を 母体 と

す る 人 た ち が、 組織的 に 申 請す る 例 は 開 い た こ と がな いJ (経済企画庁担当 者) と い う 。

〔活発な情報活動〕

〈 イ ン タ ー ネ ッ ト 情報 〉
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大震災の被災者 ら の 支援活動 を つ づ け て き た 「生活復興県民 ネ ッ ト J (神戸 市 中 央 区 )

で は 地域活動情報や イ ベ ン ト 情報 を イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 っ て 相 互 に 情報交換 す る ネ ッ ト

ワ ー ク 「 ひ ょ う ご コ ミ ュ ネ ッ ト 」 を 開設 し て い る 。 ホ ー ム ペ ー ジ で情報 を 舌管理 し 、 ア

ク セ ス し て必 要 な 情報 を 入手。 利 用 者が直接、 情報の 書 き 込み を す る こ と も で き 、 イ ン タ ー

ネ ッ ト の特性 を 生 か し た 1) ア ル タ イ ム で の 情報のや り 取 り が可 能 に な っ た。

〈 ボ ラ ン テ イ ア 名鑑2000発行 〉

兵庫県で活動 す る 市民団体の概要 を ま と め た 「 ひ ょ う ご市民活動応援 ガ イ ド グ ル ー プ名

鑑2000J を 民 間 団体 「市民活動セ ン タ ー ・ 神戸J (神戸 市 中 央 区 ) が発行 し た 。

掲載団体は 、 市民が 自 発的 に 組織 し た ボ、 ラ ン テ イ ア グ ル ー プや NPO 法 人 の ほ か、 市民

活動 に か か わ る 企業 、 財ぬ団法人 な ど も 含 ま れて い る O

活動分野、 具体的 な 内容、 設立 の経緯、 年 間 の 財政規模 と い っ た晴報が盛 り 込 ま れ、 各

団体の特徴が一 目 で分 か る 構成。 同 セ ン タ ー は 県 内 初 の NPO 名 鑑 と な っ た 1 997年度版の

発行 に も かか わ っ て お り 、 同 2000 は 第二弾。 震災後活発 に な っ た市民活動 の 現状 を 知 る ガ

イ ド ブ ッ ク と な っ て い る 。

〈デイ リ ー ニ ー ズ縮刷版 〉

震 災 の 直後の神戸で、 ボ ラ ン テ イ ア た ち が印刷機 を 持 ち 込み 、 被災者の た め に 発行 し 続

け た生活情報紙 「 デ イ リ ー ニ ー ズ」 の 縮刷版 ( A 5 判 、 1 04 頁) が完成。

発行 し た の は 、 東京都新宿 区 の 「 あ ら ば き 協働印刷」 の 責任者 ・ 関根み い 子 さ ん ら O 関

根 さ ん ら は 、 震災か ら 1 週 間 の 1995年 1 月 24 1::l 朝 、 市民間体 「 ピ ー ス ボー ト 」 の ボ、 ラ ン テ ィ

ア 7 人 と 印刷機 を 持 っ て神戸市長 田 区 の 新湊Jl I 公園へ出 か け 、 翌25 日 か ら B 4 判 の 「 デ イ

リ ー ニ ー ズ」 の 印刷 を 開始。 ボ ラ ン テ イ ア た ち は 、 被災地 を 走 り 回 っ て情報 を 集め た り 、

意見箱 を 設置 し て被災者の生の声 を 聞 い た り し た 。

連 日 、 2 ， 500 1 0 ， 000部 を 発行、 配 る 途 中 、 身 動 き の で き な い お 年 寄 り に 食べ物 を 届 け

た こ と も あ っ た 。 縮刷版 に は最終の39号 ま で全部 を 収録 し て い る 。

〈仮設訪問 の 漫画冊子 〉

毎逓土曜 日 に仮設住宅 を 訪問 し て い た ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「週末 ボ ラ ン テ ィ ア J (神戸市)

の メ ン バー が 4 年 間 の 活動 を 漫画 で振 り 返 る 冊子 「 あ の 日 か ら … …J ( B  5 判 、 9 1ペ ー ジ )

を 発行 し た 。 1995年 6 月 か ら は じ め た訪問 は200自 を 越 え る 。

仮設住宅で の 暮 ら し ぶ り や今後 の 生活への不安 な ど を 訴 え る 住民 と 何時 間 も 話 し込 ん だ

様子や 、 転居先の公営住宅 を 訪れ た 際 、 ほ ん の わずか に 聞 い た ド ア の す き 間 を み て感 じ と っ

た住民 た ち の 心 の 動 き な ど を 描い て い る 。

メ ン バ ー は 「震災 を 語 り 継 ぐ時、 文章 よ り 漫 画 の 方 が的確 な 形で残せ る と 思 い企画 し た」

と 話 し て い る O

く仮設の縁語 り 継 ぐ 〉

仮設住宅で暮 ら し た 人 た ち が、 被災体験 を 語 り 継 ぐ ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「 グル ー プ。1 1 7J
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を 結成 し た 。 避難所や仮設住宅の 運営で得た教訓| を 将来 の 防災 に の がね ら い 。

神戸市 中 央 区 の 災害復興公営住宅で暮 ら す長谷川 忠ー さ ん が、 かつ て 住 ん で い た

ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 仮設住宅 の 隣 人 た ち に 呼びかけ て結成 し た 。 長谷川 さ ん は 「震災か ら

5 年近 く な り 、 被災地への 関心 は 薄 ら い で い る 。 仮設住宅で起 き た 良い こ と と 思い こ と 、

すべて を 次世代への教訓 と し た い 」 と 意気 込 ん で い る 。

〈 日 本語教室 の ガ イ ド ブ ッ ク 〉

兵産県内 で 開 か れ て い る 外国 人 向 け の 日 本語教室 ガ イ ド ブ ッ ク を 、 市民 グ ル ー プ 「兵庫

日 本語 ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク J (神戸市 中 央 区 ) が発行 し た 。 ア ジ ア や高 米 か ら の 労

働者、 留 学生 ら の増加で、 県 内 各地 に広 がる ボ ラ ン テ イ ア 運営の40 カ 所 を 紹介 し て い る 。

同 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 外国人の 日 本語学習 を 支援す る ボ ラ ン テ イ ア 団体 の 情報交換の場 と

し て発足 し た 。 県 内 で は震災時、 外 国 人の 多 く が 日 本語 を 理解 で き ず “情報通疎" と な っ

た経験な ど か ら 、 日 本語教室が急増 。 ガ イ ド ブ ッ ク は ボ ラ ン テ ィ ア 団体や公的機関 な どで

役立 て て も ら お う と 作製 し た 。

〈共同作業所復興の記録集 〉

兵庫県社会福祉協議会か ら 、 震災で被害 を 受 け た 障害者の 共 同作業所の復興記録集 「 た

ち あ が ろ う 共 同作業所 〆 震災 を 乗 り 越 え てJ ( B  4 判 、 100ペ ー ジ) が発行 さ れた 。 神 戸 ・

阪神 間 で は380 カ 所の小規模作業所が全半壊 ・ 焼失 し た が、 支護者 ら が資金集 め な ど懸命

の 努力 ですべて再開 に こ ぎ つ け た 。

震災 当 時、 被災地 の 蕪認可小規模作業 所 は 106 カ 所。 市民やJm所者の 家 族が運営資金 を

ね ん 出 し て い る の が実情で、 う ち 38 カ 所の 再開 の メ ドが立た ず約600人が仕事 を 失 っ た 。

記録集 で は 、 再建の難 し さ や通所者の様子 な ど を ア ン ケ ー ト 中 心 に記 し 、 ほ ほ 3 年 間 で立

ち 直 る 過程 を 紹 介 し て い る 。 記録集 を 発行 し た岩木久敏 ・ 同協議会参事 は 「作業所 は通所

者 に と っ て 仕事 を 通 じ て社会 と 触 れ合 う 大切 な場。 ど れ ほ ど大切 な も の な の かが、 改 め で

わ か っ た J と 話 し て い る 。

3 . 海外支援の拠点づ く り
( NG O が神戸 に 拠点開設へ〕

阪神 ・ 淡路大震災の被災地で活動 す る NGO (非政府組織) が、 海外の 災害被災地 に ス タ ッ

フ を 派遣す る 民 間拠点 を 2000年夏 を め ど に神戸市 内 に 開設す る 。 震災 5 年で、 阪神 ・ 淡路

の I\GO に よ る 海外の被災地支援 は20回 近 い 。 そ の 実績 を 生か し 、 中 長期 の復興支援 に 力

点 を 置 い た セ ン タ ー に す る 予定で、 国 内外 の 専 門 機 関 な ど と 連携 し た 人材育成 に も 取 り 組

む 。

2000年 1 月 に 58歳で急逝 し た 「阪神大震災地元 I\GO 救援連絡会議J (神 戸 市 中 央 亙 )

の 草 地 賢 一代表、 被災地 NGO 協{動 セ ン タ ー の村井雅清代表 (49) ら が、 構想、 を 温め て き

た 。
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同 会議 な どの被災地 NGO は 、 「阪神 ・ 淡路大震災の と き の 支譲への恩返 し を J と 、 1995

年 5 月 の ロ シ ア ・ サ ハ リ ン 大地震か ら 、 海外の被災地支援 に 向 か っ た 。

以後、 中 国 ・ 雲南省地震 (96年) 、 北朝鮮食料危機 (97年) 、 パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ ア 津波 災

害 (98年) な ど に 救援 チ ー ム を 派遣。 募 金 を 現地の被災者、 NGO に 間接 的 に 届 け た ケ ー

ス も 含め 、 99年末 の ベ ネ ズ、エ ラ 水害 ま で、 支援 し た被災 地 は 19 カ 所 に 及 ん だ。

開設場所や資金の め ど は ま だ立 っ て い な い が、 震災か ら 5 年 半 の 2000年 7 月 を め ど に

オ ー プ ン を 目 指す 。 常駐ス タ ッ フ を 置 き 、 緊急救援期 を 過 ぎ た後の 中 長期 の 復興支援 に メ

ン バ ー を 派遣 。 市民 自 身 に よ る ま ち づ く り を 後押 し し 、 世界各地の被災地の情報共有、 交

流 に も 取 り 組 む。

村井代表は 「 ト ル コ 地震支援 の 帰 国 の さ い 、 支援拠点 の構想、 に つ い て草地 さ ん と 話 し 合 っ

た ばか り 。 志半ばで、逝 っ た 草地 さ ん の た め に も 、 ぜ、 ひ実現 し た い」 と 話 し て い る 。 (神戸新

聞2000年 1 月 19 日 付朝刊J )

(2000神戸宣言〕

阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年 の 歩 み を 市民の視点 で検証す る 「市民 と NGO の r防災」 国

際 フ ォ ー ラ ム く ら し再建 . 5 年の 体験21 世紀世界へ」 が2000年 1 月 、 神戸 で 聞 かれ た 。

19 カ 所 に の ぼ っ た 被災地 NGO の 海外救援の 経験 を 生か し 、 神戸 に 民 間 の 国 際 災害支援拠

点 を 置 く こ と を 提唱 。 ま た 地域社会 の 課題 に 、 市民の立場か ら 対応策 を 示す 「市民研究機

関」 の 設 置 な ど を 擦 り 込 ん だ '2000神戸 宣 言」 を 発表 し た 。

同 フ ォ ー ラ ム 実行委員 会 (委員 長 芹 田 健太郎 ・ 神 戸大大学 院 国 際協力研究科教授) の 主

器。 6 つ の フ ォ ー ラ ム が並行 し て 開 か れ た が、 メ ー ン フ ォ ー ラ ム 'KOBE の 経験 と ト ル コ ・

台湾」 で は 海外救援の経験 を 持つ 民 間 団体、 JICA ( 国 際協 力 事業 団 ) 、 兵庫県 、 神戸市か

ら 14人が発言 し た 。 台 湾 で は 、 行 政が阪神 ・ 淡路の 教訓 を 詳 し く 研究 し 、 「仮設住宅か、

民間賃貸の補助か、 住宅購 入 の 低利融資か」 の 選択肢 を セ ッ ト に し た支援 プ ロ グ ラ ム を

す な ど、 日 本が学ぶべ き 点が多 い こ と を 、 市民、 行政 と も に指摘 し た 。

99年夏か ら 復興過程 の 検証作業 を 続 け て き た 「市民検証研究会J (代表 z 今回 忠 ・ 市民

社会研究所長) が聞 い た 「市民研究 フ ォ ー ラ ム 」 で は 、 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ー J ' ま ち づ く り J '働

く 場J '社会 (福祉) J の 4 部会が中 間報告。 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ピ ジ ネ ス な どの 芽生 え を 受 け

て 「住 ん で い る こ と が実感で き る 範囲 の 地域で、 支 え 合 い 、 働 く 仕組みづ く り 」 が提案 さ

れ た 。

'2000神戸宣言」 は 、 毎興 6 年 目 に 向 け①行政の最大眼の支援策、 ② 「市民力 」 の 発展

と 支 え 合 う 新 し い仕組づ く り 、 ③地域社 会 の 課題への対応策 を 提言す る 「市民研究機関 」

の 設置、 ④市民活動 を 資金面 か ら 支援す る 「 し み ん基金 . KOBEJ な ど草 の 根 の 取 り 組み

を 育 て る の 4 つ の提言 を 盛 り 込 ん だ。

会場 に は 2 日 に 急逝 し た 「坂神大震災地元 NGO 救援連絡会」 の 草地賢一代表の活動 の

足跡 を た ど る 部屋 も 開設。 論文や新聞記事な どが展示 さ れた 。
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〔 遺志つい で記念セ ン タ ー設立〕

阪神 ・ 淡路大震災の ボ ラ ン テ ィ ア の シ ン ボル 的存在で、 2000年 I 月 2 日 、 58歳で急逝 し

た 「阪神大震災地元 NGO 救援連絡会議」 代 表 の 草地賢ー さ んが、 開設 に 情熱 を 桟い で い

た震災の記録 を 保存す る 研究拠点 「 ゆ り の き 国 際市‘民セ ン タ � J が、 7 月 、 教授 を 務 め て

い た兵庫 県立姫路工業大学 (姫路 市) に 設立 さ れ る こ と に な っ た 。

牧 師 で 、 NGO (非政府組織) の リ ー ダ ー だ、 っ た 草地 さ ん は 震 災 2 日 後 に 同 連絡会議 を

発足 さ せ た 。 「官」 の 下請 け で は な い 自 立 し た ボ ラ ン テ ィ ア の 必要性 を 若者 ら に 訴 え 、 各

地 の行政、 学者、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 に 自 ら 足 を 運 ん で は ネ ッ ト ワ ー ク づ く り の大切 さ を 繰

り 返 し論 じ た 。

口癖 は 「言わ れ な く て も や る O 言 わ れで も や ら な い」 だ っ た。 理論 と 実践 を 重 ん じ る 草

地 さ ん は 、 98::9ミ 4 丹 、 同 大学 に 請 わ れ て 「 ボ ラ ン テ イ ア論」 の教援 に 就任 し て か ら も 活動

の場 を 広 げ、 昨年の ト ル コ 、 台湾大地震で も 現地 で奔走 し た 。

姫路 ロ ー タ リ ー が資金800万 円 を 、 大学が場所 と ス タ ッ プ を提供 し て 、 学内 の 同 窓会館「 ゆ

り の き 会館」 に 震災記録保存セ ン タ ー を 設立 す る 準備が進め ら れて い た 矢先、 草地 さ んが

急死。

し か し 、 「遺志 を 無駄 に す る な 」 と の声が高 ま り 、 草地 さ ん の論文な ど を 集 め た 追悼 コ ー

ナ ー の 設置 も 検討 さ れ て い る 。 姫路 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ会長の 三 木 明 さ ん は 「大学 と NGO

な ど を 結ぶ拠点 を つ く る の が草地 さ ん セ ン タ ー は そ の 第一歩で、 草 地 さ ん の ま い た

タ ネ を 大事 に育 て た し 勺 と 話 し て い る 。 (読売新開2000年 2 月 25 日 付朝 刊)

4 .  NPO 諸施行か ら 1 年
〔 自 立つ描枝分野) (ìt 7 )  

医療 ・ 福祉、 ま ち づ く り 、 災害救援 な ど12の 分野で活動す る 民間 団体が法人格 を 寂得 し 、

行政で も な い 企業で も な い 、 市民セ ク タ ー の A員 と し て社会 を 支 え て い く 。 そ の よ う な ね

ら い を も っ 特定非営利活動促進法 (NPO 法) が、 99年1 2 月 l 目 、 施行か ら ち ょ う ど l 年

を 迎 え た 。

阪神 ・ 淡路大震災で生 ま れ た 多彩 な ボ ラ ン テ ィ ア 活動が、 NPO 法制化の き っ かけ と な っ

た 。

経済企画庁 に よ る と 、 要件 を 満 た し て 認証 さ れ た 団 体 は l 年 需 で全国 で1 ， 005団体 を 数

え る 。 兵産県 で は 99年度50団体が認証 を 受 け た 。 同庁 由民生活局 が行 っ た ア ン ケ ー ト ・ ヒ

ヤ リ ン グ謂査 (99年12月 ) の結 果 に よ れ ば、 法人の76 . 3 % は 、 法人格 申 請以前か ら 任意団

体 と し て 活動 し て い る 実棋 を 持つ 。 た だ し 、 全体の 50 . 1 % の法人は 、 阪神 ・ 淡路大震災後

の 1 995年以降 に 設立 さ れ て い る 。 主 な 活動分野 と し て は45 . 1 % の法人が 「保鰭 ・ 医療 ・ 福

祉」 を 挙 げて い る 。

法人格取得の 理 由 と し て は 、 「対外的 な 信 用 が高 ま る か ら 」 が81 . 4 % と な っ て お り 、 次
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い で 「営利 目 的 で な い こ と を 理解 し て も ら え る か ら J (61 . 7 % )  r委託事業が受 け や す く な

る か ら J (52 . 0 % ) 、 「会員 や協力 者が得 や す く な る か ら J (50 . 1 % ) と な っ て い る O

〔必要 企税制優遇措置〕

こ の ほ か、 税制 擾遇措置が必要 と 回答 し た法人は95 . 2 % 。 必要 な 税制優遇措置 と し て 最

も 多 く 挙 げ ら れ た の は 「寄付金の所得控除、 ま た は損金算 入 な ど寄付者に 対 す る 擾遇措置」

で、 次い で 「特定非営利活動 に 係 る 事業 に対す る 法人税の 減免」 と な っ て い る 。 税制優遇

措置 の 適 用 方法 と し て は 、 「範囲 を 限定 し て 厚 い措置 を 望 む」 が54 . 4 % と 過半 数 を 占 め た 。

施行 か ら 1 年 に な る N PO 法 を め ぐ っ て 、 国 会 に は 大 き な 「宿題」 が残 っ て い る 。 議 員

立法 さ れた 捺 の 「施行 2 年以内 に 税制 を 含め た 制度 を 見直す」 と い う 決議がそ れだ。 非営

利組織 (NPO) が 自 立す る に は 自 前 の 資金が欠かせ な い 。 そ の た め に は NPO へ の 寄付 に

対す る 税の 優遇措置が有効。 残 さ れた I 年 で、 市民が どれ だ け 論議 を 巻 き 起 こ せ る かが カ

ギ を 握 っ て い る よ う だ。

5 .  多重芸者 NPO への支捜
〔鍾興支 え た コ ミ ュ ニ テ ィ 基金〕

大震災の被災地で活動 す る NPO 団体 を 支援 し て き た 「阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ ィ 基金J (今

回忠代表) が1999年 5 月 末 で、 3 年 間 の 活動 を 終了 し た。

活動期 間 中 、 100件の 助成事業 を 行 い 、 助成金額 は 約 5 億3 ， 000万 円 だ っ た 。 ま た 、 NPO

団体に よ る イ ベ ン ト を 対象 に し た協賛事業 は82件で、 協賛金は約1 ， 300万 円 だ、 っ た。

同基金は1996年 5 月 、 被災者への支援 を す る 市民活動への助成 を 目 的 に任 意団体 と し て

設立 さ れた 。 資金 は 競艇 の 収益金 8 億 円 と 個 人か ら の寄付で ま か な っ た 。 3 年 開 で基金の

ほ ぼ全額 を 助成事業や協賛事業 な どで使い き っ た こ と か ら 事業 を 終 了 し た 。

被災地 で市民活動 を根付かせ る た め の課題 と し て今出代表は 「財内政基盤 を 安定 さ せ る こ

と が最 も 重要。 寄付 に頼 る だ け で な く 、 会員 を 増 や し 、 事業収入 を 得 る 手 だ て を 考 え て ほ

し い 。 民間公益活動 を “民" の 力 で 支 え て い く 市民基金の よ う な 仕組み も 必要 だ ろ う 。 コ

ミ ュ ニ テ ィ ー 基金 の 活動 は 、 今後の 市民活動の モ デル と し て 普遍化で き る の で は」 と 話す。

〔 し み ん 基金 . KOBE を 設立〕

阪神 ・ 淡路大震災の被災地 で活動す る NPO (非営利 組織) を 市民 の 寄付 で 支 え る 「 し

み ん基金 . KOBEJ (理事長 ・ 黒 田 裕子 ・ 阪神高齢者 ・ 障害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク 副代 表)

が設立 さ れ た (99年 5 月 ) 。 市民が主体 と な る 草 の 根の 助 成 団 体 は 全 国 で初 め て O 同 年 9

月 に NPO 法 人格 を 取得。

設立発起 人 の 代 表 は 、 黒 田 理事長 と 、 神 戸 青年会議所 の 瀬戸 口 仁 三 郎 理事長、 被 災 地

NGO 協働 セ ン タ ー の 村井雅清代表。 3 人 を 含め 、 市民、 経済界、 学識者 か ら 選 ん だ 1 5 人

で理事会 を 構成。

基本封産3 . 000万円 、 運用財産5 ， 000万円 を 目 標 に 、 98年11 月 、 設立準備委員 会が発足。
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3 月 末 で終了 し た被災地の助成田体 「阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ イ 基金」 な どの 団体 ・ 個 人か

ら 3 ， 400万円 の寄付が集 ま っ て い る 。

助成対象 は 、 開 拓 的 、 先駆的 な公益 白 的 の 活動 で 、 個 人 、 団体は 間 わ な い。 根度額 は l

件100万 円 。 大学教授 や 弁護士 ら 6 人で つ く る 審査会 (委員 長 ニ 広 原 盛 明 ・ 元京都府立大

学長) で公開審査す る o 99年12月 に 行 わ れ た 第 1 回対象事業 で は 、 外国 人女性の支援 や 、

障害者の 外 出 支援 な ど に 取 り 組 む 15団体 に 総額1 ， 000万 円 を 助成。 2000 年 度 は 50件 の 助 成

を 目 標 と し て い る O

( NPO 支援税制提言〕

県や神戸 市 は NPO の 法人税 を 一部免除 し て い る が、 ど の 団体 も 財政難で 、 寄付金 に対

す る 優遇税 制へ の 要望 は 強 い 。 1999年 8 月 に 発 足 し た 超党派 の 国 会議員 で つ く る rNPO

議 員 連盟」 は 同 年 11 月 、 国 会 内 で総会 を 聞 き 、 NPO に 対す る 寄付金額の 2 割相 当 の 税 額

探 除措置 の 創設 な ど を 盛 り 込 ん だ rNPO 支援税制提 言」 を ま と め た 。 今後 さ ら に 提 言 内

容 を 煮詰 め た 上 で 、 各党 に 早期実現 を働 き か け る 。

提言 は l 年以上、 公益活動 に 実績 を 上 げた NPO へ の 寄付 に つ い て①個 人 が寄付す れ ば

100万門 以 内 の 所得控除か、 寄付金額の 2 割相 当 の 税額控絵②法人の寄付 は 500万 円 以 内 の

所得控除か、 寄付金額の 2 割相 当 の 税額控除ー を 認 め る よ う 提案 し た 。

併 せ て NPO 自 体の税負担 を 軽減す る た め 、 収益の40% 以 内 を 寄付 と み な す優遇税制 を

創設す る よ う 求め て い る O

優遇税制 の適用 を う け る i療 の 認定基準 の 明確化 や 、 公平 な 認定機関 を 定 め る こ と も 今後

検討す る 。

〔 ボ ラ ン テ ィ ア 活性化へ〕

県 は 99年10月 、 県内 7 カ 所 に 開設す る ボ ラ ン テ イ ア ・ セ ン タ ー の コ ー デ イ ネ ー タ ー を 募

集す る と 発表 し た 。 国 の 交付金 を 受 け て 行 わ れ る 緊急雇用 ・ 就業対策の 一環。 県 は 99年度

内 に 19 の 事業実施 を 決め て お り 、 今後 も 雇用創 出 を 目 指 し て 、 さ ま ざ ま な 人員 募集 を 行 う 。

国 は 「緊急雇 用 就業機会創 出 特別対策事業」 と し て 全国 の 自 治体 に 計2 ， 000億 円 を 配布。

交付 を 受 け た都道府県や 市 町 は 、 2001年度 ま で に 地域事情 に 花、 じ た さ ま ざ ま な 雇用促進事

業 を 展 開 す る O

兵庫県 は 交付金85徳 円 を 碁金 と し て積 み 、 こ の う ち 22鑑6 ， 000万 円 を 99年度 の事業 に あ

て る O ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ ィ ネ ー タ ー の募集は そ の 第 I 号 と な る 事業。 県労働者福祉協議

会が、 99年1 2 月 初旬 を め ど に 県 内 7 カ 所の 労働 セ ン タ ー 内 に 「勤労者V ネ ッ ト コ ー デ ィ ネ ー

ト セ ン タ ー」 を 開設 し 、 専 門 技術や職務経験 を 生か し た ボ ラ ン テ イ ア の 登録呼び掛けや'1吉

報提供、 マ ッ チ ン グ (組み合わせ) な ど を 始め る 。

( NPO 育成へ ア ドバ イ ザー 〕

神 戸市 で は 雇 用 対 策 の 一環 と し て 、 N PO を 育成 す る た め の ア ド バ イ ザ 一 派遣事業 を は

じ め る 。 神 戸市 内 で は 多 く の NPO が、 な か に は 経理や 労務の ノ ウ ハ ウ が な く 行 き 詰 ま る
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ケ ー ス も あ る 。

市 は 政府 が 自 治 体 に 支給 し た 緊急地域雇用 対策特別交付金 を 活用 し 、 事業 を NPO 支援

団体 「市民活動 セ ン タ ー ・ 神戸J (神戸市、 実古威代表) に 委託。 同 セ ン タ ー は 求職者10

人程度 を 有給ス タ ッ フ と し て雇 い 入 れ、 経理な ど の 実務 を NPO に 応 用 す る た め の研修 を

実施 し た う え で、 支援 を 求め る NPO に 派遣す る O ア ド パ イ ザ ー の 派遣期 間 は約半年 と し

て い る O

〔 団体の主体性尊重〕

兵庫県県民生活審議会は99年10月 、 県民ボ ラ ン タ リ ー 活動推進の た め の 碁本方針策 定 に

向 け た 中 間 報告 を ま と め た 。 基本的 な 考 え 方 と し て 、 活動す る 匝体の主体性 の 車重 を 挙げ

た 。

知事の諮問 を 受 け た 同審議会が 5 回 に わ た る 検討委員 会 な ど を 踏 ま え 、 ま と め た。 具体

的 に は 「 ボ ラ ン テ イ ア 活動支援 セ ン タ ー」 の 整備推進マ活動 団体への'情報提供マ活動への

理解 を 広 め る た め の顕彰事業ーな ど、 県 と し て取 り 経むべ き 方策 を 打 ち 出 し て い る 。 財政

支援で は 「資金助 成 な ど直接 的 な 支援 の場合、 f寺的 な 効 果 は あ る が、 結 果的 に 活動 団 体

の主体性が損 わ れ る こ と も あ る J と し て 、 適切 な 支援方法の検討 を 求め て い る 。

〔 ボ ラ ン テ ィ ア に 活動費〕

阪神 ・ 淡路大震災の被災地で高齢者や 障害者 を 対象 に ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 行 う 団体や グ

ル ー プ を 支援す る た め 「財団法人 阪神 ・ 淡路大震災復興基金」 は 活動経費 の 助成 を 行 う 。

組織的 かつ専 門 的 で継続性 の あ る ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 支援す る 。 助成対象 と な る 活動 は 、

通 読 な ど移送サ ー ビ ス マ仮設住宅か ら 恒久住宅への 引 っ 越 しマ毎 日 の 配食サ ー ピス マ 緊急

通報シ ス テ ム の 整備 ・ 運用 お よ び電話相 談 な ど。

助成団体 ・ グ ル ー プ の 条件 は 、 年 間 を 通 じ て活動 し 、 構成員 人数日人以 上 で 、 県社会福

祉協議会か 、 市 区 町杜会福祉協議会 に届 け て い る こ と 。 交通費、 通信費 、 保 険料、 機材購

入費 な ど を 対象経費 と す る 。

助成対象の 活動期 間 は99年 4 月 l 口 か ら 2000年 3 月 31 日 O 金額は l 団体 ・ グ ル ー プ当 た

り 50 万 円 以 内 。 た だ し 、 活動 口 数が60 日 以上 の 引 っ 越 し に か か わ る 団 体 は 100万円 以 内 と

し て い る 。

〔義援金でボ ラ ン テ ィ ア支援〕

阪神 ・ 淡路大震災の義援金の最終配分 を 受 け た 県 内 市 町の ほ と ん ど は 、 社会福祉協議会

に 委託 し 、 ボ ラ ン テ ィ ア の活動支援 な ど に 充当 し よ う と し て い る こ と がわ か っ た 。 最終配

分は こ れ ま で残額 を 分け る 形 と な る た め 金額 は小 さ い が、 各市町 と も 「義援金 の趣 昏 を 生

かす に は 、 ボ ラ ン テ イ ア を 育 て 、 被災者の生活支援 の 充実 に つ な げる の が最 も ふ さ わ し い」

と し 、 具体的 な使途 を 検討 し て い る 。

最終配分額 は 2 億8 ， 400万 円 に 上 り 、 全半壊 (焼) 世帯数 に 応 じ て 、 兵庫県、 大阪府a の

被災15市10町 に 支給 さ れ る こ と が99年 7 月 に 決 ま っ た 。 各 市 町 は 「復興 に 資す る 事業」 を
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決定 し た上 で 、 管理委員 会 に 申 請す る こ と に な っ て い る 。

県 内 で は 、 99年 1 月 ま で に 6 市 8 町が受給済み 。 最 高 の 約 l 億4 ， 600万 円 を 受 け た神 戸

市 で は 、 市社協が福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 形成事業 と ボ ラ ン テ ィ ア 団体への助成 を す で に 決 め

て い る 。 約900万 円 の 明石市で も 市社協 がボ ラ ン テ イ ア の活動啓発 を 行 う ほ か 、 被災高齢

者 の 生活支援 と し て 事いす の 貸 し 出 し 台数 を 増 や す 。

約 1 ， 000万 円 の 伊丹市 は 、 市 と 市社協が分担。 市社協 がボ ラ ン テ イ ア の 人材育成や コ ー

デ イ ネ ー ト 事業 を 行 う 一方、 市は震災 を 語 り 継 ぐ シ ン ボル と し て 、 阪急伊丹駅前広場への

植樹 な ど を 検討 し て い る O

尼崎市 (約3 ， 800万円 ) 、 西宮市 (約3 ， 700万円 ) な ど未定 な と こ ろ も 「 ボ ラ ン テ イ ア 支援」

「 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り 」 な ど を 使 途 に あ げて い る O

義援金は99年10月 ま で三次に わ た り 、 150件以上 に 約 1 ， 786億円 が支給 さ れた 。 募集期 i浪

終 了 後 も 、 管理委員 会 に寄せ ら れ た 義援金が約 3 ， 000万 円 に 上 っ て お り 、 県 の復興基金 と

大阪府の福祉基金 に分配 さ れ る o (神戸新開2000年 1 月 19 日 付朝刊)

〔神戸市が活動拠点提供〕

神戸市 は 99年 7 月 、 市 内 の NPO や ボ ラ ン テ ィ ア 団体 な ど に 対 し 、 市 の 遊休施設の一部

を 地域 の 活動拠点 ( サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン ) と し て 、 無償貸与す る こ と を 決め た 。 地域に

根 ざ し た NPO 活動 を 育成 ・ 支援 し て い く の が狙 い 。

対象 と な る の は 、 特定非営利活動促進法 (NPO 法) で定め ら れた 「 中 間 支援団体J な ど。

市が提供す る 施設 は 、 地域福祉セ ン タ ー の建設 に と も な っ て 閉 鎖 し て い る 市内 2 カ 所の

老人い こ い の 家 。 い ず れ も 2 階建 て 。 光熱費 や水道料は 自 己負担 と な る 。 市 が市内 の40間

体 を 対象 に し た調査で も 、 活動拠点 の提供 を 求 め る 声が多か っ た 。

告 . 新 し い 「公共J の 創 出
〔市民社会 に お け る 自 立 と 連帯) (注 8 ) 

新 し い 市民社会 を 目 指す研究 フ ォ ー ラ ム r2 1 世紀 の市民社会 に お け る 自 立 と 連帯J が2000

年 2 月 、 神戸市 中 央 区 の 兵庫県私学会館 で 開 か れ た 。 企業や行政、 NGO (非政府組織) 、

NPO (非営利 団体) の代表 ら が出 席 し 、 そ れぞれが果 た すべ き 役割 り に つ い て考 え た 。

震災 5 年 を 受 け 、 阪神 ・ 淡路大震災記念協会が主催。 フ ォ ー ラ ム で は ま ず、 日 産 自 動車

広 報部 の 島 田 京子社会文化室担 当 部長が、 NPO と の パ ー ト ナ ー シ ッ ブ を 模索 す る 企 業 の

現状 に つ い て語 っ た 。

続 く パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で は行 政 と NPO の 連帯 を 中 心 に 議論 を 展 開 。 市民活動 セ

ン タ ー の 実吉威 さ ん は 「行政が手 を 出 さ な く て も 市民団体は や っ て い く 。 だが、 市民自体

自 身 も 強 く な る 必要があ る J と 指摘。 NPO 研修 ・ 情報セ ン タ 一 代表理事 の 世古一穂 さ ん

は 「情報 を 自 治体 が に ぎ っ て い る 現状 の 変革が必要。 自 治体 の 自 己改 革 な し に NPO と 共

同 し て い く こ と は 難 し い 」 と し た 。
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こ う し た 意見 に 対 し 、 兵庫県 の 井戸敏三副知事 は 「現代 は NPO と 行政が活動す る エ リ

ア が区分で き な い 時代。 二者が、 せ っ さ た く ま し て 関係 を つ く り 上 げて い か な け れ ば な ら

な い」 と 話 し た 。

最後 に神戸大学大学 院 の 芹 田 健太郎教授 は 「 こ れか ら は市民の 自 立が叫ば れ る 時代 に な

る が、 行政は 一番弱 い人 の い る と こ ろ に立 つ と い う 心構 え で い て ほ し いJ と 締 め く く っ た。

〔独立精神脹 々 と 〕

関西 を 地擦 と す る 学識経験者が、 NPO 問題で積椋的 に 発言 し て い る 。 「 お 上」 に頼 ら ず、

商 人 た ち が、 私封 を 投 じ て街づ く り に取 り 組ん で き た 関西。 自 主独立の伝統 を 現代 に 引 き

継 ぐ有力 セ ク タ ー と し て 、 N PO に 期 待 を 寄せ、 主要研究 テ ー マ に 取 り あ げ る 学識経験者

カf増 え て い る 。

99年 に 入 っ て 2 月 に 「 国 際 ボ ラ ン テ ィ ア 学会J 、 3 月 に 「 日 本 NPO 学会J が相次いで、 設

立 総会 を 開 い た o N PO 研究者、 実践家 で組織す る 学会 は 国 内 で は は じ め て 。 い ず れ も 事

務局機 能 は 仮大が担 っ た。

関西で NPO が活発 に な っ た き っ か け は95年の 阪神 ・ 淡路大震災。 多 く の 人がボ ラ ン テ イ

ア に 駆 け付 け た 。 も っ と も 、 関 西 で 活躍す る 学識経験者の 多 く は 「伝統的 に NPO が活躍

す る 土壌があ る 」 と 口 を そ ろ え る O

阪大副学長 の 木 間 正 明教授 も そ の 一 人。 「大阪 に は 時 の 権力 に 対 す る 反骨精神が根付 い

て い る 」 と 指掃 す る 。

学識経験者 の 多 く は 、 2 1世紀社 会で は 、 NPO は 「官」 や 「市場」 を 補 完 ・ 調 整す る セ

ク タ ー と し て大 き な 存在!惑 を 持つ と 主張す る O 非効率的 な 「官」 に代 っ て 、 行政サ ー ピ ス

の一定部分 を 代行。 結果的 に 「小 さ な 政府」 の 誘導役 と な る 半面、 弱 肉 強食の市場競争の

緩舗剤 と し て の役割 を 担 う 。 ( 中 略)

学界の 若 手 リ ー ダ ー の 一人、 仮大の 山 内直人助教授 は 「関西の伝統 を 生 か し な が ら 、 学

界 を 触媒役 と し た経済界 と NPO と の連携が今後広 が れ ば」 と 期待す る 。

本 間 教授 も 「 関 西 マ イ ン ド の復活が NPO 発展 の カ ギ を 握 る J と 強調 す る 。 経済 ・ 社会

が 品段 と グ ロ ー パル化す る と み ら れ る 21世紀。 企業 だ け で な く 、 地域都 市の 国際競争 も し

烈 に な る な か で 、 関 西再生 を NPO に 託す学識経験者の 奮 闘 が続 き そ う だ。 ( 13 本経済新聞99

年11月 9 日 付朝 刊 ・ 大波経済音[í鈴木陽 子記者)

〔見え始め た 連携への遵〕

行政職員 が NPO へ の 理解 を 深 め 、 パ ー ト ナ ー シ ッ プの あ り 方 を 考 え よ う と 、 神戸市が

初 め て 実施 し た 'NPO 体験研修」 と 結果発表会が、 2000年 l 月 、 同市職員研修所で あ っ た 。

現場実習 を 踏 ま え 、 N PO の 現状 と 課題、 行 政 の NPO 支援策 な ど に つ い て 活発 な 意見 が 出

さ れ、 今後の 施策への反暁 に期待 を 抱 かせ る 会 と な っ た 。 間 市 は 今後 も 研修 を 続 け る と い

つ 。

研修 は 、 NPO 法人 「 コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー (cs) 神戸J ( 中 村順子理事長)
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が同研修所 と 共同 で 開 き 、 市 の 各局 と 市教委、 外郭団体か ら 計20人が参加 し た 。

INPO の 昌 立 と 行政 の役割J 1復興住宅 に お け る 高齢者の ケ ア J 1マ イ ノ リ テ イ が安心

し て住 め る 杜会の 創 造J 1 コ ミ ュ ニ テ ィ 事業起業 の シ ス テ ム づ く り 」 の テ ー マ 別 に 、 NPO

計10団 体 に 分散 し 、 2 日 � 5 日 開 、 活動 を 経験 し た 。

発表会で は 、 人材、 活動資金、 活動拠点の 確保マ 自 治会 な ど地縁団体 と の住 み わ け な

ど、 NPO が抱 え る 課題の報告が各 グル ー プか ら 相次 い だ。

行政 と の 連携や支援策 に つ い て は 「今後増 え る 市営住宅 の 空 き 家 を 高齢者支援の活動拠

点 にJ 1市職員 が寄付 を 通 じ 活動 を 支 え る 『 ワ ン コ イ ン 運動」 の 推進J 1サ ー ビス を 受 け る

側 の生活者の 立場で施策づ く り を J な ど具体的 な 提案が次々 と 出 さ れた 。

市 地域福祉課の 岡本和久 さ ん は 「現場 に学ぶ こ と は多 か っ た 。 研修 を 機 会 に横の連携が

深 ま れ ば」 と 感想、 を 語 っ た 。

cs 神戸 の 中村 さ ん は 「行政 と NPO の接点が増 え る こ と で、政策が変 わ る 可能性が出 て く

る 。 NPO の 力 に も な る の で、 今後の 施策へ の 反 映 を 期待 し た い 」 と 評価 し て い た 。

〔新市民社会への階段〕

阪神 ・ 淡路大震災後 5 年 を 経 て 、 NPO に 対 す る 新 間 報道、 解 説 な ど を 要約 し 、 新市民

社会へ の 踏段 を 探 る 。

住民 自 治、 地域経営、 交流 ・ 需報 を 三本柱 に 、 徹底的 な 「住民主体J に こ だ わ る 村お こ

し 運動 を 、 総合訪jL的 な側 面 か ら 助言 し て き た 京都大防災冊究所 の 岡 田 憲夫教授は 「小 さ

な コ ミ ュ ニ テ ィ が、 地 に根が生 え た民主主義 を は ぐ く む。 そ れが今 ほ ど求め ら れ て い る こ

と は な い」 と 提言 し て い る 。

震災後の神戸市が打 ち 出 し た 「 コ ン パ ク ト シ テ ィ 」 構想、 も 、 教訓| か ら 、 都市づ く り の担

い 手 を 行政主導か ら 生活者主体、 地域主体へ、 と 想定す る 。 遊休施設 を NPO の活動拠点

に 提供す る し 、 地域活動団体の育成、 支援 に も 取 り 組む。

こ う し た 社会が成熟す る に は行政慨 の 説明責任、 政策 を つ く る 段階 で の情報公開 な どが

欠かせ な しL 被災地 を 見続け る 経済評論家の 内橋克人氏は 「官か ら 民へ、 新 た な公共 を 創

造す る 。 こ れ は と て も 重要 だが、 公 と は す で に あ る も の で は な く 、 奪い取 ら な け れ ば な ら

な い も の だ。 真 の 市民参加 と は 、 権力 の 再配分 を す る こ と だ」 と 提起す る 。

121世紀 日 本の 構想J と い う 首桔の諮問機関があ る 。 5 つ の分科会 を 持 ち 、 京都大学名

誉教授 の 河合隼雄氏が全体 の 座長 を 務め る 。 そ の 河合氏がい う 。 121 世 紀 の テ ー マ は 、 イ|百

人の確立 と 新 し い公の創立 に あ る J

新 し い 「公」 と は何 な の か。 「 日 本の 場 合、 公 と は イ コ ー ル 「 お 上J だ っ た 。 と こ ろ が、

震災の ボ ラ ン テ ィ ア や ま ち づ く り の動 き は 、 そ れぞれ公で あ り な が ら 、 決 し て 「お上J で

な か っ た 。 注 呂 すべ き 動 き だ」

こ の 100年、 大 国 を 目 指 し て渉 ん で き た 日 本。 そ こ に は他 人が 「公共J の 性格 を 持つ 市

民 と し て 主体的 に 考 え 、 行動す る 経験がか け て い た 。 そ の萌芽が、 震災後の 地域社会 に み
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え る 。 い か に し て 育 て て い く か。 河合氏が言 っ た 。 「今の 日 本 に は 、 ま だ難 し い と 思 う 。

革命 に 等 し い 覚'1苦がい る J

神戸大大学院教授芹 田 健太郎氏 も い う 。

「 日 本社 会 は 、 明治以来 100年、 官 の 『 よ ら し むべ し 、 知 ら し むべ か ら ず』 と の シ ス テ

ム で動い て き た 。 官 だ け が公 を 独 占す る の は お か し い 。 民 も 公を 分有す る 権利 を 持つ べ き

だ。 民 は 民 間 企業 だ け で は な い。 こ の 5 年 、 住民 自 身がっ く り あ げて き た 新 た な公的分野

の 創 出 があ り 、 官民関係 は 変 わ っ て き て い る 」 と 。

NPO 研修 ・ 情報 セ ン タ ー の 代 表 理事 の 世 古 一穂 さ ん は 、 真 の 第 3 セ ク タ ー と し て の

NPO に つ い て 語 る 。

「真 に 豊 か で 成 熟 し 、 選択肢 の 多 い 市民社 会 を 構 築す る の に NPO は 力 を 発揮す る O

NPO を 起 こ す 人 を 増 や し 、 多様な NPO に 市民が参加 す る こ と に よ っ て 、 市 民 自 ら が ラ イ

ブ ス タ イ ル を 転換 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ を 再構築す る O そ れ に は行政や企業 を 含 め た 3 つ の セ

ク タ ー が機 能 に 応 じ て役割分担 し な が ら 、 対等の パ ー ト ナ ー シ ッ ブで “新 し い公共 (パ ブ

リ ッ ク ) " を 拓 い て い く こ と が必要であ る J

市民 と 行政、 企業が う ま く 連帯 を 閲 れ る か ど う か 、 で あ る 。 よ っ て 立つ と こ ろ が違 う 3

者が、 融合す る と い う の で は な い 。 相手の立場 を 尊重 し た う え で、 機能や持 ち 味 を 生か し 、

足 ら ざ る 部分 を 互 に補 い 合 う こ と で あ る O

そ の た め に は 、 行故は市民 を も っ と 信頼す る こ と だ。 そ し て情報 を 共有 し 、 活動 を 側 面

か ら 支 え る 。 企業 は 一 方 向 の 支援 だ け で な く 、 市民サ イ ド か ら の情報 に 日 を む け る 。 も ち

ろ ん 、 市民の 慨 に は 責任感や 自 ら を 磨 く 姿勢が よ り 厳 し く 求め ら れ る 。

そ れぞれが歩み寄 り 、 対等 な パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 築 く こ と が、 新 し い 「市民社会」 に つ

な カすっ て い く 。

くj主 - 引用文献〉
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第五章

保健 @ 医療



は じ め に

保健 ・ 医療分野 で も 、 99年度 は大震災 5 周年 を 迎 え る 節 目 の 年 度 だ、 っ た だ け に 、 さ ま ざ

ま な 怠味 に お い て 一つ の 過渡期 だ っ た 。 仮設住宅 の 入岩者 ら の診療 に 当 た っ て き た仮設診

療所が1998年度末 を 尻切 り に 、 順次そ の役 目 を 終 え 閉鎖 さ れて い き 、 他方で は 、 震災で大

打撃 を 受 け た病 院 や 医 院 な どの 医療機関 も 徐 々 に復興 さ れ、 見 た 目 に は都 市施設や住宅の

回 復 な ど と 同 様 に 整備が進 ん だ。

震災で壊滅的被害 を 受 け た神戸市立西市民病院 (神戸市長田 区 ) が、 99年 1 1 月 、 災害の

教訓 に 踏 ま え 酎震性 を 高 め本館が再建 さ れ た 。 新 聞 、 テ レ ビ な どマ ス コ ミ は 、 「復興 の シ

ン ボルJ と 伝 え た 。 医療機 関 の 回復 を 告 げ る ニ ュ ー ス だ、 っ た の だ。

被災者の 暮 ら し も 、 仮設住宅が解消 さ れ、 人 々 が 一般住宅へ、 あ る い は恒 久 的 な 復興公

営住宅へ と 移 っ た こ と でか な り 様子が違 っ て き た。 一般住宅への 転居 は 、 一 面復興の進展

の現れであ り 、 非常時か ら 日 常へ の大 き な 時の 流 れ を 示す も の と 見 ら れ た が、 被災市民の

拡散が一層 進 ん だ こ と を も 意味 し被災者の姿が見 え に く く な っ た と 言 わ れ た 。

こ う し た 推 移 の 中 、 兵庫 県 は 震災直後か ら 実施 し て き た 被災者健康調査 を 詰年 度 で 終

わ っ た 。 し か し特 に 復興住宅 な どで は 、 高齢入居者が多 く 、 ま た 高層 建物 に な っ た こ と も

手伝い 問題が ー)醤 深刻化 し た 面 も 指摘 さ れ た 。 一方、 被災者の こ こ ろ の棺 談 な ど に 応 じ て

き た県 の 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 」 が99年度末 を も っ て 、 新 た な 「 こ こ ろ の ケ ア研究所J

に 衣 替 え し た が、 震災の こ こ ろ の傷 は 長引 く も の だ け に 、 継続 し た ケ ア の 必 要が 言 わ れ、

ま た本格的 な 災害 医療体制 の 整備 も 強調 さ れ た 。

そ ん な 中 、 神戸市が推進 し て い た神戸医療産業都市構想 の 中核施設 ・ 先端医療セ ン タ ー

と 、 国 の発生 ・ 再生科学総合研究セ ン タ ー の 建設が、 こ の年度、 ボ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期埋

め 立 て 地 で着手 さ れ た 。
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| 第一節 医療機関の状祝
仮設住宅が解消 さ れ て い く 状況下、 仮設診療所が役 目 を 終え る な ど医 療 の対応 も 変化 し

て い く 年度 と な っ た。

神戸 ・ 阪神 間 の大小 の被災病院が復興 さ れて い っ た 半面、 高齢医 師 の 医 院 な どで廃業 し

て い っ た 医院 も あ っ た 。 被災患者で元の層住地 に 戻 ら な か っ た 人た ち も い た 。 兵庫県保険

医協会が、 99年1 2 月 に 実施 し た 「会員 ア ン ケ ー ト 」 の 報告 は 、 震災 を は さ ん で の 医療現場

の 姿 を 生 々 し く と ら え た も の と な っ た 。

1 . 最後の仮設診療所ボー ア イ が役 目 終 え 閉鎖
大震災で被災 し 、 仮設住宅で暮 ら す人 た ち に 医療サ ー ビス を提供 し て き た 9 カ 所 の仮設

診療所の う ち 、 最後 ま で診療 を 続 け て い た神戸市 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の仮設診療所 「 ヤ マ

ウ チ ・ ク リ ニ ッ ク 」 が1999年 4 月 16 日 、 約 4 年 間 の 診療 を 終え 、 閉 鎖 さ れた 。

仮設診療所 は 、 前年度末 ( 1999年 3 月 ) を も っ て一応、 そ の 役 目 を 終 え た と し て頗次、

閉 鎖 さ れ た が、 年度 を 越 え 活動 し て い た も の で 、 こ れが最後の 診療所の 閉 鎖 で 、 こ の 日 、

ヤ マ ウ チ ・ ク リ ニ ッ ク に は 6 人の 患者が訪れ、 山 内聖司所長 (38) か ら 、 「末永 く 健康で」

と の 意味 を 込め た 記念品 の ソ パ を 手み や げ に 、 長 く 「仮設の命綱J だ っ た 診療所 に 別 れ を

告げた。

仮設診療所 9 カ 所の 各診療所 ご と の 診療実績は 、 兵庫県医療課が ま と め た 「仮設診療所

の 診療状況J (最終版) に よ れ ば、 (表 1 ) の よ う に な っ て い る 。
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名 称 及 ぴ

(表 1 ) 仮設診療所の診療状況 (最終版)

( ポ ー ト ア イ ラ ン ド
第 l 仮設 宅北隣)

1995年
5 月 24 日 I � 
1 999年 | 内

4 月 1 6 日 | 訳
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6 月 30 . 0
7 月 34 . 9
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2 . 耐震性 を 高 め神戸市立西市民病院再建新本館で診療 を 再開
震災で壊滅的 な被害 を 受 け た神戸市立酉市民病 院 (長田 区一番fllJ) の本館が再建 さ れ、

1999 年 1 1 月 25 B か ら 病棟、 診療部 門 の 一 部 が オ ー ブ ン し た 。 「災害 に 強 い 病 読」 を 目 指 し 、

震度 7 に も 対応 で き る よ う に 耐震化 し 、 ラ イ フ ラ イ ン 確保 の た め井戸水の 利 用 や 、 3 日 間

使 え る 自 家発電装 置 な どが導入 さ れ、 震 災 の 教訓 を 活か し た最先端 の 病 院 に 生 ま れ変 わ っ

た 。 北館の 改修工事 も 2000年 5 月 に は終 え る 見通 し で 、 全館復旧 ま で あ と 一 歩 と な っ た 。

震災で は 、 7 階建て の 本舘 の 5 階部分が押 し つ ぶ さ れ壊滅、 患者や看護婦が下敷 き に な

り 、 入 院患者一人が死亡 し た 。 同 病 院 で は本館 を 取 り 壊 し 、 倒壊 を 免 れた 北館 を 修復 し な

が ら 外来、 入 院患者 を 受 け 入 れ て き た 。

震災当 日 の 同病 院 で は 、 5 階 に 閉 じ 込め ら れ た患者、 看護婦の う ち 、 2 人 は 自 力脱 出 し

た が、 消 防 隊 ・ レ ス キ ュ ー 隊 に救出 さ れた の が32人、 ま た病院職員 も 12人 を 救出 し た 。 し

か も 病院があ る 長 田 区 は 、 震災で大火災 と な り 、 も っ と も 被害が集 中 し た地 域 だ け に 、 戸

板で運ばれて く る 負傷者 な ど人 々 で あ ふ れか え っ た 。 病 院 の 医 師52人 中 の40人、 看護婦253

人 中 の 134入 、 事務職員 28人 中 の 19 人 な どが駆け つ け対応 し た が、 「野戦病院 」 の よ う な 光

だ っ た と い わ れ る O

震災 当 E の 救急患者 数 は約600人。 処置 に 追 わ れ、 カ ル テ も な い 。 ま た手 術 な ど も 出 来

な く な っ た の で神戸市立 中 央 市民病院、 西神戸医療 セ ン タ ー な ど に患 者 を 転送 し対応 し な

け ればな ら な か っ た 。

震災で は 多 く の病院、 医院が被害 を 受 け た が、 壊滅 し は ほ全面的 な 機能マ ヒ に 陥 っ た 西

市民病 院 は 、 そ の 最 も ひ どい事例 だ っ た だ け に 、 こ の再 開 は被災病院復 興 を 告げる も の と

し て も 歓迎 さ れた 。

新 し い 本館 は 地下 2 階、 地 色 1 1 階 建 て 延べ約 2 万2 ， 000m'。 改修 中 の 北館 を 含め た総事

業費 は 約173億 円 。 震災前 と 同 じ 14科で、 358床が設 け ら れ た が、 こ の 日 か ら 使用 可能 な の

は88床。 ま た北館で行わ れ て き た外来 を 新本館 に 移 し た 。

再建 は震災直後の 95年 6 月 、 西市民病院復興検討委員 会が設置 さ れ、 ま と ま っ た復興案

を 市長 に 報告。 97年度か ら 新本舘の建設工事が行 わ れ て き た 。 復興の基本方針 は 「災害 に

強 い 市街地西部の 地域中核病 院」 と し て再建す る と い う も の で 、 本館 は 全面 的 な 新築工

事 と し て行 わ れ た 。

こ の た め 災害対策面 で は 、 鉄骨鉄筋 コ ン ク リ ー ト 造 に よ る 堅固 な 建物 (震度 7 に対応等) 、

ま た新本館 は 新設 の 井戸 や 受水漕で 3 日 間 の雑用水の確保、 そ し て 電気が停電 に な っ た場

合 に ガス で補 う こ と がで き る 自 家発電装置 ー な どが設 け ら れた 。

ま た他 に も 、 大規模災害時 に は大量 の患者が殺到す る こ と を 想定 し 、 I 階待合、 リ ハ ピ

リ 室 を 広 く 取 り ス ペ ー ス を 確保、 酸素吸入がで き る 医療 ガス ア ウ ト レ ッ ト を 待合ホ ー ル、

通路な ど20 ヵ 所 に 設宣 し た 。

一方、 地域中核病院 と し て の機能で は 、
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① 神戸市の 2 次救急病院群輪番制 を 補完す る た め 、 毎 日 、 救急体制 の 2 次通年救急、

② 夜 間 一 定時 需 ま で の小児科救急

③ 救急病棟11床 を 新設 し た

他 に 、 長 田 ・ 須磨地 誌 な どで高齢者が多 い こ と か ら 、 高齢者総合診療科 に 専任医 師 を 配

毎 日 診療 を 実施 し て い る O ま た老人性痴呆疾患セ ン タ ー の設 寵 に よ る 老人性痴呆患者

の総合的 な 診療 も 実施 し て い く こ と に し て い る 。

と も あ れ震災の教訓 を 活か し 、 防災機能 を 強化、 ま た 大規模災害時 に お け る 救急医療の

提供 を 目 指 し て の再建だ っ た が、 一方で高齢者居療 、 在宅医療 な ど今後の 新 し い 時代 の ニ ー

ズ に対花、で き る 医療機能の 充実 も 期 し た と し て い る 。 新 し い 医療機能 を さ ら に拾 っ て お く

と 、 診療科 で は 精神 ・ 神経科、 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 科 を 新設、 1 階 に 地域医療連携室 も 新

た に 設 け た 。 地域医療機関 と の 連携 を 図 り 、 地域 に お け る 適切 な 医療 を 提供 し て い る 。

ま た手痛室 を は じ め 、 集 中 治療室 Ocu) な ど の 医療機能 の 高 度化 を 図 っ た 。 手術室 は 、

6 室の う ち 、 1 室 は バ イ オ ク リ ー ン ル ー ム を 設置 し 、 救急、 ・ 集 中 治療 セ ン タ ー を 設 け 、 手

術室 と 救急、 ・ 集 中 治療 セ ン タ ー は 患 者 の 情報 を ネ ッ ト ワ ー ク 機能 に よ り 瞬時 に 把握 し 、

チ ー ム ワ ー ク に よ り 最善 の 医療が提供で き る よ う 図 っ た。

大規模災害や 緊急特 に備 え て は 、 先 に 触 れ た本館 1 階待合ホ ー ル と リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

室 に 医療 ガス ア ウ ト レ ッ ト を 20 ヵ 所設置 し た の に加 え 、 6 措屋上広場 に ヘ リ コ プ タ ー の ホ

パ リ ン グス ペ ー ス を 設 け た 。

参考の た め に 西市民病院 の 新 し い 設備概要 を 示す と 次の よ う に な っ て い る O
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(表 2 ) 

電 気 設 備

受 変 電 設 備 主主i庄受電 3 � 6 . 6kV 2 回線 (常用 予備)
第 1 屋内 キ ュ ー ピ ク ル (本館 お2F 電気窓 4000kVA
第 2 [室 内 キ ュ ー ピ ク ル (本館 B1F 電気室 1800kVA
コ ー ジ ェ ネ 発電機 (本館 D 2 F 180kW X 2 台) と の高圧系統迷系

非常活発電設備 ガス タ ー ピ ン発電機 (本館 B 2 F )  3 世 6 . 6kVA 750kVA 較治25000 リ ッ ト ル
72時間対応、
デ イ ー ゼ、 ル発電機 (北館 B 1 F )  3 併 210V 275kVA :燃料 タ ン ク 950 リ ッ ト ル

防 災 設 備 自 動火災報知器、 ガ ス 漏 れ警報、 非常照明、 誘導灯、 非常放送

そ の 他 無停電電波、 ナ ー ス コ ー ル 、 電気時計、 テ レ ビ共聴、 ITV 設備、 復活設備、 ポ ケ ベル 設備、
車路管制、 診察案内表示

空 気 調 和 設 備

空 調 設 備 一般系統 (外来 ・ 病棟他) …外調機十 ブ ア ン コ イ ル1Jþffl方式
ICU 救急、 ・ 周産期 ・ 放射線他…外謝機十 水熱源パ ッ ケ ー ジ併 用 方式
OP 系統…全空気方式

熱 源 設 備 ガ ス 吸収式冷温水発生機 400Rt x 2 台、 260Rt x 1 台
お潟水吸収式冷凍機 100Et x 1 台
*冷式チ リ ン グユニ ッ ト 100Rt x 1 台、 80Rt x 2 台

給排水衛生設備

給 水 方 式 上 水 受水槽 十 高架水槽方式 受水糟 SUS 製パ ネ ル 1 20ば
高 架水槽 SUS 製パ ネ ル 30ば

雑用水 受水槽 十 高架水槽方式 受水槽 B2F 床下 ピ ッ ト 200m3 
高 架;)(槽 SじS 製パ ネ ル 3011i1 

給 湯 方 式 中 央給湯ノ与式、 熱源蒸気 及 び ガス エ ン ジ ン 廃熱、 貯j易機 8 rdX 2 恭

排 水 方 式 市 下水道本管に放流、 地下部分ポ ン プア ッ プ排水

そ の 他 設 備 医療ガス 設備、 厨房器JZ設備、 さ く 共ニ設備、 特殊排水処理設備 、 中 央集塵設備

防 災 設 備

消 火 設 備 ス プ リ ン ク ラ ー 設備、 連結送水管、 補助散水栓、 イ ナ ー ジ ェ ン 、 ハ ロ ン 消 火

排 煙 設 備 機械排煙、 自 然、排煙

昇 降 機 設 備

乗 用 EV 2 基 ( l t 、 1 5 人乗、 90 m /min、 ロ ー プ式、 本館 : 2 蒸)

寝 台 用 巳V 4 恭 ( 1 t 、 15入来、 60 m /min、 ロ ー プ式、 本館 : 2 基、 北館 2 1ま)

非 常 用 E V 恭 0 . 15 t 、 17人乗、 60 m /min、 ロ ー プ式、 本館 1 基)

記 ìJ善 用 E V まま ( l t 、 90 m /min、 ロ ー プ式、 本館 ・ 1 基)

エ ス カ レ ー タ ー 1 基 (W800)

ダム ウ エ ー タ ー 5 基
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耐震構造が施 さ れ た 神 戸 Itf立河市民病院新
本館 (写真上) と 5 階部分が押 しつ ぶ さ れ
た !日本館 (神戸新聞村 提供)

3 .  I体識 が 蒔 く な t \J が約調% 神戸 @ 阪神隅開業睦 ア ン ケ ー ト
兵庫県保険医協会 (朝井条理事長、 会員 約6 ， 100人) は 、 99年12月 、 神戸 ・ 阪神 間 の 会

員 を 対象 に 「阪神淡路大震災 5 周 年会員 ア ン ケ ー ト J を 実施 し 、 301 人 か ら 回答 を 得 た 。

回 答 し た 医師 の 内 訳 は 、 神 戸 が62 . 8 % 、 阪神 間30 . 6 % 、 そ の他 の被災地3 . 7 % な ど。 主 と

し て被災地の患者の健康状態 に つ い て 聞 い て い る が、 医師 自 体の 状況 に つ い て も 質問 し ま

と め を し て い る O

そ れ に よ る と 、 「先生 ご 自 身 の 健康状態 は」 の 問 い で は 、 「悪い 12 . 3% 、 「病気が ち J 7 . 6 % 

で 、 合計 し た体調 の悪 さ は 1 9 . 9 % と 2 割 に 近か っ た 。 こ の う ち 、 震 災 の 影響が 「 あ る 」 と

し て い る の が55 . 0 % で半数以 上 を 占 め 、 震災が医 師 自 身 の健農 に も 影響 し て い る 。

ま た 「震災前 と 比べ て 受診患者数は 」 の 問 い に 、 「大幅 に 減 っ た J 20 . 9 % 、 「減っ た 」 が

48 . 2 % 。 合 わ せ て 約 7 割 が減少 し た と の 回答 だ、 っ た 。 被災地 ご と で は 、 「大幅 に 減 っ た」

は神戸市26 . 5% 、 阪神 間 14 . 1 % 、 そ の 他 の被災地0 . 0% 。 同協会で は 、 激 甚 地 で の患者減

少 の激 し さ が示 さ れた と し て い る 。 理 由 と し て は 、 こ の調査で は 「医療機関 の ま わ り に住

第五章 ⑨ 保健 - 医療 257 



(図 1 ) 先生 ご 自 身の健康状態 は
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民が戻 っ て き ま し た か」 を 聞 い て い る が、 っ て い な \' \J が47 . 2 % で、 「民 っ て き たJ 2 1 .  9 % 、

「変 わ ら な いJ 18 . 9 % 。 ま た 、 「人 口 は減 っ た か」 の 向 い に 、 「減っ た」 と す る [n]('子が約一宇

数の49 . 7% に 付 し 、 「増 え た」 は 5 . 7 % だ っ た 。 こ れ ら か ら 、 住民の減少が ま ず影響 し て い

る の が う かがわ れ る が、 他 に も 医療費が95年12月 に 免 除措置が終 了 し た こ と や 、 97年か ら

の健康保険 の 2 割本人負 担 な ど制度面の 影響 も あ る と 見 ら れて い る 。 同協会 で は 、 こ れ ら

の調査結果 か ら 「 医 師 の 健農 や 医 院 の 経営 に も 震災 の 影響が色濃 く 残 っ て い る の が明 ら か

に な っ たJ と し て い る 。

こ の ア ン ケ ー ト 調査で は 、 各 医 院 の 「被災 の 状況J を 改 め て 開 い て い る が、 そ れ に よ る

( 図 3 ) 震災前 と 比 べ た 受診患者数

大穏にま曽 え た
0.3% 

増 え た
7.6% 一一「

変 わ ら な い
1 8.3% 
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( 国 4 ) 震災前 と 比 べ た 地域 ご と の受診患者数

1 00.0% 
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0.0% 
全体

閤 減っ た
ロ 大橋に減 っ た

神戸市 阪神間 そ の他 非被災

(図 5 ) 医療機関 の ま わ り に住民 は 戻 っ て き ま し た か

変 わ ら な い
1 8.9% 

(図 6 ) 人 口 はL成 っ た か

わ か ら な い
8.0% 

NA 
1 9.3% 

漢 っ て い な い
47.2% 

増 え た
5.7% 

(NA : 回答 な し )

減 っ た
49.7% 

と 全壊 (焼) は 神 戸 市 で 23 . 3% 、 阪神 間 7 . 4 % 、 半壊 (焼) が神戸20 . 6 % 、 阪神21 . 6 % 、

一部損壊が神戸39 . 2 % 、 阪神47 . 8% な どで あ っ た 。

診療再開 (仮設 を 含 む ) ま での 平均 日 数は 、 神戸市で は36 . 7 日 、 阪神 間 は 14 . 1 日 な どで、

全体で26 . 3 呂 だ っ た 。 神戸市 で 1 ヵ 月 kJ、 内 に 再 開 で き た の は76 . 8 % に 過 ぎ ず、 被害が大 き

く 再開 が 困 難 だ、 っ た の を う かがわせ た。
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(図 7 ) 神戸市と阪神間の被災の状況
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4 .  I災害陸療」 の体系化 を 一 国際検証会議 が検証 ・ 提言
大震災か ら 5 年 の 節 目 に 、 被災直後の対応 や復興過杭 を 点検 ・ 評価 し て も ら お う と い う

兵産県 の震災対 策 国 際総合検証会議 は 、 2000年 1 月 16 1l 、 総括提言 を 発表 し た が、 各分野

報告の う ち 「災害時の保健医療」 で は 国内 検証委員 の前川和彦 ・ 東京大学医学部教授 (専

門 は救急医学、 日 本救急医学会会長) 、 国外検証委員 の ア ー ネ ス ト ・ プ レ ッ ト ー ・ 米 ピ ッ

ツ パー グ大学教授 (専 門 は災害医療、 世界救急災害医学会理事) の 2 人が、 そ れぞれ調査

と 開 き 取 り な どの デー タ に 踏 ま え 評価 と 提言 を 公表 し た 。

そ れ に よ る と 前川 教授 は 、 震災後、 兵庫謀 で は 災害時の態勢整備 は 進み つ つ あ る も の の 、

全国 的 な 規範 と な る と こ ろ ま で は 達 し て い な い と 評価。 災害医療 を 体系化す る 役 目 を 果 た

す よ う 要望 し た 。

前 J l I 教授 は 、 兵庫県 の 調査で は 、 震災前 に は98 % の 病 院 が何 ら かの 訪災計画 を 有 し 、 96%

の 医療機関 が年 1 、 2 凹 の 防火訓練 を 実施 し て い た が、 防災計 画 は 消 防主導 の 院内 防 火対

策 を 意味 し て い る に 過 ぎず、 ま た そ の 防火司11練 は 医 療機 関 内 で の 火災 に対 応、 す る も の で、

院外か ら 火災が病 院 に 波及す る 場合の対策で は な か っ た 、 と 指捕 し た 。

そ の 上で 、 「震災前 に お い て は 、 兵産県 下 の 自 治体 に お い て も 毘療機関 に お い て も 、 地

震 を 含 め た さ ま ざ ま な 災害 に対す る 実効性の あ る 計画 及 び対策 は な い に等 し い 状態 に あ っ

た と い っ て も 過言 で は な い」 と 報告 し た 。

こ の た め震災時、 患者 を 救 う た め に 治療 に 優先順位 を つ け る 「 ト リ ア ー ジ、」 な どが適切

に 行 わ れ な か っ た ほ か、 ラ イ フ ラ イ ン の 断絶 も 重 な っ て 一部 の 病 拐 に患者が集 中 す る な ど

の 問題が加わ り 、 医療態 勢 は 混乱 を き た し た と し た 。

し か し前J l I 教授 は地庁、 兵庫県が 「災害医療セ ン タ ー 」 構想、 を 打 ち 出 し 、 広域災害医療

の確立 を 日 指 し て い る こ と 、 ま た ヘ リ コ プ タ ー に よ る 重傷者の搬送方法 を 整備 し た こ と を

評価 し た 。 半面、 災害時の対応 を ま と め た 「災害対応の 基本概念」 が現在 も 体系化 さ れて

お ら ず、 こ れ を 最大の 問題点 と し 、 報告の最後 に 、 過去 5 年 間 の 兵庫 県 の 災害医療 シ ス テ
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ム 構築への対応 を 総括 し 、 次 の 10項 呂 に ま と め列挙 し た 。

1 . 災害医療情報 シ ス テ ム は 未 だ十 分 に整備 さ れた と は い え な い0

2 . 災害拠点病 院 も 未だ十分 に 整備 さ れた と は い え な い。

3 . 地域 レ ベ ル で の 災害対策 の 強 化 の 萌 芽 は 認 め ら れ る 。

4 . 病 院 レ ベ ル で の 災害対策 も 十分 に 強化 さ れた と は い え な い 0

5 . 医療品等の供給 シ ス テ ム の 整備 は 進 ん だ。

6 . 災害時搬送 シ ス テ ム 及 び広域搬送 シ ス テ ム の 整備 は 進 ん だ0

7 . 災害 に 関す る 総合的研究の推進は未着手 で あ る O

8 . 医療関係 者 に 対ーす る 災害医療 に 関す る 研修、 訓練は推進 さ れつ つ あ る 0

9 . 国 民 に 対す る 災害時初期医療 ケ ア 一 対応の普及、 啓発 も 未着手 で あ る O

10 . 災害対応、の基本概念が形成 さ れ て い な い。

一方、 プ レ ッ ト ー 教授 は 来 日 し て精力 的 に 震災医療現場 の 関係者 を 訪 ね 、 資料 を 検討 し

た結果 に 踏 ま え 、 ま た 自 ら 立案 に かか わ っ た と い う 米ペ ン シ ルベ ニ ア 州 の 「重大被害者発

生災害管理計画」 の 事例 を 引 き 合い に 出 し 、 「救急医療サ ー ビ ス の プ ロ グ ラ ム に し ぼ っ て

論 じ る 」 と の前提で所見 を 報告 し た 。

そ れ に よ る と 、 ま ず 守安索 と 救助」 に 関 し て の 報告文 は次の通 り で あ る 。

「がれ き に埋 ま っ た負傷者 を 救助 す る 初期対応が う ま く い か な か っ た 。

被害者 の 1 /3が 自 力 で脱 出 し た。

113 は 家族 に 救出 さ れ、 他 の 1/3 は友人や近所の 人 た ち に救出 さ れ た 。

重 い がれ き に 閉 じ 込 め ら れ た り 身動 き で き な く な っ た 犠牲者で専 門 の 救護隊員 に 救 出

さ れ た 人 は 、 全体の被救出者 の ほ ん の 一部、 す な わ ち 1 . 7% を 占 め た に過 ぎ な か っ た 。

重 い がれ き の 下敷 き に な っ て 、 応急的 な 方法で は救出 出 来 な か っ た 人々 は 、 数時 間 か ら

3 日 間 の 内 に徐 々 に 死 ん で い っ た 。 そ の 生存率 は 、 地震発生当 日 の74 % か ら 急激 に 落 ち 込

み 、 地震発生後24 時 間 で は 30 % 、 同72時 間 で は 1 8 % に な っ たJ

ま た プ レ ッ ト ー教授 は 、 続 い て 救急医療処置 に つ い て も 調査結果 を 報告 し 、 今後 さ ら に

重点指向 し な け れ ば な ら な い点 と し て 、

① コ ミ ュ ニ テ ィ の整備

② 予 防 プ ロ グ ラ ム の 充実

③ 救急医療サ ー ビ ス の さ ら な る 発展

の 3 点 を あ げ、 概要 を 次の よ う に 説 明 し た 。

〔 コ ミ ュ ニ テ ィ の対応能力〕

阪神 ・ 淡路大震災後の 保健当 局 に よ る 医療対応 は 、 す べ て の 地震 に お け る 医喋の対応、 と

i司 様 に 、 当 局 側 に 手遅れの面があ っ た 。 こ の事実があ る た め 、 災害管理計画者が身 に し み

て 感 じ て い る こ と は 、 地震 の 後 の 早 い段階での負傷や死亡 を 軽減す る 最良 の 戦略は 、 コ ミ ュ

ニ テ ィ が地震発生後最初 の72時 間 の 簡 に 大方 の 保健 と の 問 題 を 処置 で き る よ う に 体制 を 整
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市青 し て お く こ と だ と い う こ と で あ る O

こ の 目 的 の た め に は 、 一般市民 も 緊急時 に は LSFA (生命維持の た め の救急手当 て ) が

出 来 る よ う に 教育 、 訓 練 さ れ な け れ ばな ら な い 。 加 え て 、 個 々 人が医療用 品 の 「備蓄」 を

す る よ う 当 局 は督励 し な け れ ば な ら な い 。 さ ら に コ ミ ュ ニ テ ィ の 一部の 人 た ち に つ い て 、

次の よ う な 分野 に 関 し組織的 に さ ら に 高 度 の 教育 と 訓練 を 受 け さ せ る べ き で あ る 。 す な わ

ち 基本的 な 救 出 技術、 災害管理の原則 、 消火活動 、 危 険 な 環境下 で の 個 人 の安全確保、 進

ん だ救急手 当 て と 治療優先順位の 決定、 地震が及 ぼす心理的影響 な どで、 こ れ ら は他 の 重

要 な 問題 に先 ん じ て扱わ れ な け れ ばな ら な い。 そ の よ う な 訓 練 を 受 け た 市民 は 、 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 「 ボ ラ ン テ ィ ア 」 チ ー ム と し て組織化 さ れ る べ き であ る 。

〔救急医痩サ ー ビス シ ス テ ム の錦織 と 発麗〕

私見で は 、 サマ ー セ ッ シ ョ ン の期 間 に収集 し た 資料 で は 、 神戸市 と 兵庫県 の救急医療 サ ー

ビ ス シ ス テ ム は 遅 れて い る 。 現在神戸市 に は 156 人 の 救急救命士 と 33台の救急車があ る の

み で あ る 。 こ の状況は神戸市や兵庫県 と い っ た よ く 開発 さ れ 人 口 が密集 し た市 、 あ る い は

地域 に し て は お よ そ 考 え ら れ な い こ と であ る 。

人 口 1 ， 200万人 の 米 国 ペ ン シ ル ベ ニ ア 州 ( 2 つ の 大都市 と 多 く の 田 醤地帯の コ ミ ュ ニ テ イ

か ら 成 っ て い る ) で は 、 424台 の ALS (高度生命 維持救急車) と 683台 の BL S (碁本生命

維持救急車) と 1 1 機 の傷病者輸送機があ る 。

ま た 2 万8 ， 808人 の 救急医療技術者 と 7 ， 830人の 医療補助者そ れ に 初期対応者がい て 、 67

郡638 自 治体 に 住 む 1 ， 200万 人 に 奉仕 し て い る O 加 え て 、 ペ ン シ ルベ ニ ア 州 の特徴 は 、 少 な

く と も 2 つ の よ く 却は:東 さ れ た 連邦 政府災害医療 シ ス テ ム 災害医療補助 チ ー ム (D-MATS)

を 有 し て い る 。 こ の チ ー ム は 、 地域の病 院 のパ ッ ク ア ッ プ機能 を 有 し 、 ペ ン シ ルベ ニ ア 州

内 で も 州外で も 8 時 間 以 内 に 被災地 に 配 置 す る こ と が出 来 る 。 さ ら に 同州 は 、 全州重大事

故災害管理 プ ラ ン を 有 し て い る O 兵庫県 も そ の よ う な 詳細 な 災害時の救急医療サ ー ピス 提

供 の プ ラ ン を 開発す る 必要があ る 。

阪神 ・ 淡路大震 災 は 、 兵庫県が さ ら に 進 ん だ救急医療碁盤 を 築 く 機会 を 生 み 出 し た も の

で あ る O そ の プ ロ セ ス は 、 1995年以来行 わ れ て い る 諸々 の プ ロ グ ラ ム に よ っ て証明 さ れて

い る よ う に 、 既 に 軌道 に 乗 っ て い る 。 私 は 、 兵庫県健康福祉部が こ れ ら 誇 プ ロ グ ラ ム の展

開 を 継続 さ れ る こ と を 切望す る が、 コ ミ ュ ニ テ イ レ ベ ル で 自 立 を 目 指す 「草の根」 の 努力

を 軽視 し な い こ と を 希望 す る O さ ら に私 は 、 救急医療サ ー ビ ス シ ス テ ム の すべ て の 舗面 、

す な わ ち マ ン パ ワ ー (救急 隊 員 、 救急救命士、 医 師 お よ び看護婦) 、 資材 ・ 器材 (救急車、

傷病者輸送機、 傷病者輪送船) 、 そ し て プ ラ ン ニ ン グ (詳細 な 災害管理計画) に お い て 進

歩 を 継続 さ せ る こ と を 強調 し た い。
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j 第二鮪 被災者の健壊 と 医療対応
「病気があ る J の 回答 は 、 仮設住dむ で は 前年度調査に比べやや減の64 % だ っ たが、 認 興

住 宅 で は椴増 の61 % だ、 っ た 。 ま た健康状態 に つ い て は 、 「 あ ま り よ く な い 、 よ く な し 勺 と

答 え た 人が、 複興住宅では前年の34 (;6 か ら 32 96 に や や 減少。 し か し{反設花右で は，10 . 5 % で

割合はや や増加 し て い た 兵庫県が、 震災直後か ら 毎年行 っ て き た 「被災世帯健康調

は 、 98年 度 に こ の よ う な 調査結果 の ま と め を 最後 に 、 い わ ば恒常化 し て い た こ の調査 を 終

え た 。

総合的 な 定点観測 の ;意味 を も っ て い た こ の調査が終了 し た こ と で、 全体的 な 被災者の健

康状態 を つ か む の がむずか し く な っ た 。 し か し 99年度 に も 、 い く つ か の謂査結果が公表 さ

れ た 。 断片 的 な が ら 、 そ の後の被災者の健康状況 を う かが う こ と がで き る 。

1 . 患者の櫨藤状態 fp ま も 諺響 あ る J 5 欝
一神戸 ・ 阪神臨開業医 ア ン ケ ー ト

99年 1 2 月 、 神戸 ・ 阪神 間 の 開業医301 人か ら 回答 を 得 た 、 前 出 の 「神戸 ・ 阪神 間 開 業医

ア ン ケ ー ト J で は被災地患者の健康状態 に つ い て も 質問 し て い る 。

そ れ に よ る と 、 「現在 の患者 さ ん の健康状態 に つ い てJ は 、 「い ま も 影響 あ る J が49 . 8%

で、 と く に神戸市 で は 54 . 0% が 「 あ る 」 と 凹答 し て い た 。 ま た 影響の あ る 患者の多少 に つ

い て は 、 神戸市で 「多 し ' J が42 . 2 % と 高 い 。 阪神 間 は 、 「影響があ る J が45 . 7 % だ、 っ た が、

「多い」 は 1 9 % と 、 神戸市の半分以下で、 こ こ で も 神戸 市の 影響の 高 さ が際 立 つ て い た 。

具体的 な 回答 で は 、 '10年で元 に 戻 る と い う 話で し た が無理で、 特 に 精神 的被害感 は 相

当 長引 く と 思 う J (神戸市) 、 「医師 も 患者 も 震災 を 境 と し て (悪い 方 に ) ず い ぶ ん変 わ っ た 。

原 因 は経済的理由 に あ る と 思 う J ( 同 ) 、 「 い ま だ に 多 く の 人 た ち が、 傷跡 を 引 き ず っ て い

る の を 見 る と 、 国 や 自 治体の努力 、 特 に経済面 で の 考慮 が足 り な い と 思 う J (宝塚市) 、 「家

族 を 亡 く さ れ た 方 へ の follow up が難 し か っ た し 、 今で も 心 が痛み ま すJ ( 芦屋市) な ど。

な お診療現場 で の 対応が続い て い る 現状 を う かがわ せ た 。

2 .  f公営住宅 に お け る 要指導者状況J -続 く 保鰭婦 た ち の 活動
神戸高各 区保健所 (現保健部) は 、 震災発生後の 初期活動 を 経 て 、 仮設住宅への入情が

始 ま る と 順次全戸訪問 を 続 け 、 被災者の多 く が復興住宅 に 移 っ て か ら も 引 き 続 き 訪 問 活動

を 継続 し た 。 そ の結果、 保健婦 ら に よ る 仮設住宅への 全戸訪問 に よ り 把握 し た 「要指導者J

数 は 、 神戸市保舘福祉局 に よ れ ば95年 6 月 時点で1 ， 753人、 96年 3 月 に は3 ， 197人あ り 、 99

年 3 月 末 ま で の 延訪 問 件 数 は 7 万6 ， 298人 に 達 し た 。 ま た復興住宅へ の 訪 問件数は2000年

3 月 末 ま で に 延 3 万3 ， 165件 に 上 っ た 。
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全戸訪問 に よ る 巡回健康相談で は被災者の健農不安 に 応、 え る と 共 に 、 話 を 聞 き 医療 機 関 、

生活保護、 民生委員 な ど に つ な ぐ活動 も し た が、 そ う し た被災者 と の接触 に よ っ て把握 し

た の が、 (表 3 ) の 「公営住宅 に お け る 要指導者状況」 の 数字で あ る 。

突 出 し て い る の が 「成 人病」 の 1 ， 442件 だ が、 こ れ は糖尿病、 高脂車症 は じ め 、 肥満、

生活指導、 栄養指導 な ど も 含め て の も の で 、 復興住宅で は高齢入居者が多 い こ と の 反映で

も あ る と 見 ら れて い る O 次い で 多 い の が にし 身 障 害J r精神」 に か か わ る 要指導者の 数で

あ る 。 「心身 障害」 は 身体障害者手 帳 を も っ 人 な どで、 「精神」 の 名 に よ る 区分 け は ア ル コ ー

ル依存、 痴呆、 そ れ に d思春期 な ど こ こ ろ の 健康 に かかわ る 要指導者 を 指す と い う 。 と も あ

れ調査訪問 し て の判 定 に も と づ く 要指導者 の 数 で あ り 、 復興住 宅 に は な お 、 こ れだ け の健

康上の 問題が存在す る こ と を 示す デ ー タ で あ る 。

(表 3 ) 災害公営住宅にお け る 要指導者状況

i 東灘保健吉f\

灘保健部

中 央保健部

兵庫保健部

北保健部

長 出 保健部

須磨保健部i

垂水保健部

i 園保健吉1\

三位三三て H 合J汚計三宅ヨ "人
感染症 結核

167 。 6 

319  。 日
472 。 2 

302 。 6 1  

。 3 

248 。 i 18 

417  。 3 

75 。

450 。 10  

3 ， 006 1 0 1 54 I (0 ， 0) I ( 1 ， 8) 

;3 .  r独居死」 の状況

精神

判
40 

50 

31 

60 

5l 

65 

19 

46 

387 
( 1 2 . 9) 

4人病
46 

148 1 

241 

165 

234 

l 89 1  

1 06 

219  

(4
l
8
， 4
.
4
0
2 
) 

2000年 3 月 31 日

要指導者数内訳

:害 心者総害 難病 1 1也疾病 :妊産婦 乳児 幼児 そ の他

2 ; 49 8 29 。 。 。

J 71  8 31  。 2 8 i 

I 74 1 l  93 。 。 。

。 35 1  5 j 57 。 。 1 

。 47 92 。 。 5 7 

32 10  30  。 ; 2 2 7 

6 45 。 9 1  I 2 1  2 8 

2 16 2 23 。 。 5 1 

1 1 5 j  2 7 4 1 1 5  

19  オ 72 i オ 3 13  
( 1 4 . 1 ) 1 (2 . 4) 1 0 7 . 4) 1 (0 . 1) (0 . 4) (0 . 8) 1 ( l . 5 ) 1 

仮設住宅が解消 に 向か っ た こ と で入岩者が ぐ ん と 減 り 、 こ の た め 仮設住宅 の 「孤独死J

察 で は 「独居死」 の 用 語 を 使 わ れて い る 。 j:J、下、 原則 と し て 「独居死J と す る ) は 減 っ た

が、 代 わ っ て復興住宅の 入居者が増 え た の に つ れ復興住宅で の独居死問題が ク ロ ー ズ ア ッ

プ さ れ る 事態 と な っ た 。 独居死 者 は 、 原則 と し て震災死者 に は 数 え ら れ て い な い。 し か し

震 災 に よ っ て注 目 さ れた 「独居者の単独死J で あ り 、 社会的 に は な お ざ り に 出 来 な い 問題

で あ っ た 。

兵庫県警の ま と め に よ る と 、 仮設住 宅 で の 独居死 は 、 (表 4 ) に 見 ら れ る よ う に 95::tr:: 2 

月 か ら 仮設解消 ま で の 約 5 年 間 で、233件 に 上 っ た 。 60歳以上が 6 割強 を 占 め て い た ほ か、

自 殺 に よ る も の も 20件含 ま れ て い た 。 独居死 の 内訳 は 、 男 性161人、 女性72人。 60歳以上
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は 約150人。 死 因 別 を 見 る と 、 大半の204人が病死で 、 転倒 や風呂 で の 溺死 な ど事故が 9 人

だ っ た 。

年別 で は 、 入居が始 ま っ た 翌年 の何年が72件 と 最 も 多 く 、 97年が70件。 98、 9年 は そ れ

ぞれ39f午、 6 件 と 、 入居者の 減少 を 反映 し て 少 な く な っ た 。

(表 4 ) 独居死亡事故数

97� 
98年
99年

72 (男 53、 女 19)
70 (男 47、 女 23)
39 (男 27、 女 12)

6 (男 4、 女 2)

計 233 (男161 、 女 72)

(注) 仮設住宅の独獄死亡事故件数は兵庫県馨調べ に よ る O 復興住宅の独居死亡事故件数は、 2000年 1 月 比 日 付
毎 日 新聞 に よ る 。
仮設住宅のt世帯数は 、 兵庫県住 ま い復興推進諜の資料な どか ら 。 95年 は 1 1 月 l 日 現在 (仮設住宅入居数の
ピ ー ク ) 、 そ の 他 は 各年 4 月 1 日

一方、 神戸大学 〈震災研究会 〉 で も 、 仮設住宅がほ ぼ解消 さ れた 時 点 で 、 改 め て仮設住

宅で発生 し た独居死 に つ い て の報告 「震災死 と く孤独死 〉 の 総括的検討」 を ま と め た 。 そ

れ に よ る と 、 99年 7 月 27 日 現在 で の 「 月 百Jj孤独死者数」 は ( 図 8 ) の通 り で あ る O 独居死

者数は許253 人 で 、 兵庫県監査医の検死記録、 新 聞 報道等 の 資料 に 基づい て の も の。 性別

は男性179人、 女性74 人 で 、 約 7 割が男性で あ る 。 死 悶 の種類 は 、 病死212人 ( う ち 女性63

人) 、 自 殺3 1 人 ( 同 10人) 、 事故死10人 ( 同 l 人) 。

(図 8 ) 月 間独居死者数 ( 密 殺 ・ 事故死 を 含 む 。 1 999年7 月 27 8 現設)

人
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年齢別 は ( 図 9 ) に 見 ら れ る よ う に 、 男 性 で は50、 60歳代が極 め て 多 く 、 こ の年齢層 だ

け で男 性死者の63. 1 % を 占 め た 。 30、 40歳代 は合わせて27人の死者があ っ た 。 女性は 60か

ら 80歳代で女性死者の74 . 3% を 占 め 、 90歳代が 2 人だ っ た 。

ま た病死者の 死 国 別 は ( 図 10) の 通 り 。 男 性 は心車管疾患が38 . 9 % 、 肝疾患が31 . 5% 、

脳血管疾患が12 . 8 % 。 女性は心血管疾患の割合が65 . 1 % を 占 め て男 性 よ り 高か っ た 。 脳血

管疾患 は 1 5 . 9 % 。 男 性で 多 か っ た 肝疾患 は4 . 8% に 過 ぎ な か っ た 。 こ の 男 性 で高 率 の 肝疾

患 を く わ し く 見 る と 、 肝硬変 に よ る 肝不全 ま た は 食道静脈癌破裂が多 い 。 病 因 別 で は 、 普

段の飲酒 の 状態等か ら ア ル コ ー ル性肝硬変 と 考 え ら れ る も の が肝疾患全体の 57 . 4 % を 占 め

た 。 肝硬変以外の ア ル コ ー ル性肝疾患 と 考 え ら れ る も の が14 . 9 % あ り 、 両 者 を 合わせ る と

ア ル コ ー ル'I�長が72 . 3 % で あ っ た 。

( 図 9 ) 独居死の年齢i港級別割合 ( 1 999年7 月 27 隠 現在)

男性
1 79人

女性 (
74人

。% 20% 40% 60% 

( 図 10) 独居死の病死の死因分布 ( 1 999年7月 27 日 現在)
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1 49人
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63人
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[] 心血管疾患
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ロ 感染症
協 そ の他疾患、
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他方、 復興住宅での独居死 は 、 2000年 1 月 14 日 付毎 日 新聞 に よ れ ば、 99年37人。 98年 は

27人 だ っ た 。 兵庫県警が検死 を 行 っ た ケ ー ス を 集計 し た も の で、 内 訳 は 男 性24人、 女性13

人。 60歳代が12人 と 最 も 多 く 、 続 い て 50歳代 9 人 な どで、 30歳代 も 2 人。 死 因 は病気が25

人、 自 殺 9 人、 事故 ・ 不明 3 人。 地域別 で は神戸市が 7 割強 の27人。 集計 を 始 め た97年 2

月 か ら の 孤独死 ・ 自 殺者 の 合計 は67人 (男性47入、 女性20人) に な る と 伝 え た 。
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4 . 復興住宅の高齢者医療
仮設住 宅 が ほ ぼ解消 し 、 被災者の 恒久住宅へ の 移行が進 ん だ の が震 災 5 年 目 の99年度

だ っ た が、 兵庫県内 に あ る 大震災の被災者向 け復興公営住宅 に つ い て被 災 自 治体が ま と め

た 「阪神大震 災 の災害復興公営住宅の 高齢化率」 に よ れ ば、 65歳以上 の 入居 者 の 占 め る 割

合 を 示 す 高齢化率 が上昇 し た。 数字で見 る と 、 98年 か ら 99l:f三の 簡 に 高齢化率 は、 一殻向 け

県営住宅の 高齢化率が11 . 3 % か ら 1 . 1 ポ イ ン ト の 上昇 だ っ た の に 比べ、 復 興住 宅 は34 . 4%

か ら 2 . 5ポ イ ン ト 上昇 し た 。

こ う し た状況下、 神戸市西区で仮設住宅な ど の 医療 に取 り 組ん で き た み ど り 病院 ( 額 田

勲 院長) と ク リ ニ ッ ク 希望 (伊佐秀夫所長) が共 同 で 、 同 区 内 の復興住宅 に 住 む 高齢者 を

対象 に ア ン ケ ー ト 調査 を 行 い 2000年 1 月 、 結果 を ま と め た 。 調査は99年1 2 月 か ら 翌年 l 月

に か け 、 当 該復興住宅 の 65歳以 ヒ の 高齢者150人 と 面談 し て 実施 さ れ た 。 そ れ に よ る と 健

農状態 は 、 「少 し 悪い」 が36 % 、 「悪い」 が 7 % で、 「ふつ う J 23 % 、 「 よ いJ 17 % を わ ず か

に 上田 っ て お り 、 84% が現在 「通院 中 」 。 こ の う ち 震災後 に 病 院 に 通 い 始 め た 人が37 % い た 。

調査対象 の 3 分の l が A人暮 ら し 。 近所 と の付 き 合い に つ い て は 「親 し い 人がい る 」 が

46% だ っ た が、 「挨拶 ( あ い さ つ ) 程震 で会話 は し な い」 が32% 、 「家 に い て 人 と は め っ た

に 会 わ な いJ が 9 % 。 独居死 に つ い て の 開 い に は 、 「仮設 よ り も 減 る 」 と し た の は わずか 7 % 、

む し ろ 「増 え る 」 と 答 え た 人 は22 % い た 。 こ の他、 住民の声 と し て 「現在 の 生活 に 満足 し

て い る J r い つ ま で も 被災者扱 い で、甘え て い る の は お か し い」 と の声があ る 一方、 「深夜の

急病が不安J r 5 年後 の 家 賃 の 値上 が り が心配J r医療費 を 安 く し て ほ し い」 な どの心配、

要望が開 か れ た と し て い る O

く参考文献 〉
「阪神淡路大震災 5 周年会員 ア ン ケ ー ト 報告書」 兵庫県保険医協会 2000年 l Jj
「大震災 5 年の 歳 月 」 神戸大学 〈震災研究会 1 999"ド12月 25 B

朝 日 、 毎 日 、 神 戸 な ど各紙 2000年 l 月 9 日 ほ か
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行三時 こ こ ろのケ ア

被災者の “仮の住 ま い " と し て震災後、 大 き な 役割 を し て き た仮設住 宅 が、 2000年 1 月

で解消 と な り 、 被災者 は仮設住宅か ら 恒久的 な 復興公営住宅へO ま た被災者の こ こ ろ の 問

題や相 談 に 、 精力 的 に 取 り 組ん で き た 県 の 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー J ( 神 戸 市 中 央 区 ) が、

S 年の 期 限が切 れ る 2000年 3 月 末 を も っ て 、 新組織 「 こ こ ろ の ケ ア研究所」 へ発展 的 に 解

消 さ れ る こ と に な り 、 セ ン タ ー と し て の 活動 の 最後の年 と な っ た 。

大震災後の 5 周年 (2000年 1 月 17 日 ) を は さ み 、 こ の年度 は 一 つ の 大 き な 過渡期 だ、 っ た

が、 被災者 に は 、 仮設住宅 と い う “仮の住 ま い " を 後 に す る 安 ど感 と と も に 、 一方で新居

で の 今後 の生活や健康、 依然続 く ス ト レ ス の 問題 な どが指摘 さ れ た 。

神戸新 聞 は 、 ケ ア セ ン タ ー の 改組方針 に 関連 し杜説 「心の ケ ア 長 く 広 い 支掻がほ し いJ

(1999年 4 月 20 日 付) を 載せ、 将来起 こ り う る 災害 を も 念頭 に 置 い た 新 し い体制づ く り を

主張 し た 。

ま た2000年 2 月 5 目 、 神戸市 中 央 区 の神戸朝 日 ホ ー ル で 開 かれた 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「災

と こ こ ろ の ケ ア 阪神 ・ 淡路大震災か ら 学 ん だ も の 」 で、 は 、 主催の こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー

が経験 を 報告 し 、 国際外毎性ス ト レ ス 学会の ア レ キ サ ン ダー ・ マ ク フ ァ ー レ ン 会長 (豪州)

や 米 国 の 災害 コ ー デ イ ネ ー タ 一 、 台湾地震 に か か わ っ た地元の精神医療機 関 の 責任者 ら が

参加 し た が、 「 こ こ ろ の毎 は 長引 く も の」 と し て 、 長期 に わ た る 治 療 の 必 要 が訴 え ら れた 。

事実、 こ こ ろ の ケ ア に 関 し て は 、 「災害の 精神 的 影響 は生涯的 な も の で あ る 」 と も い わ れた。

震災後、 時 間 の 経過 と と も に 、 い よ い よ ケ ア が必要 な 医療分野 と し て ク ロ ー ズ ア ッ プ さ

れ て き た の が こ の 分野で あ る O 持続 し た対応 が模索 さ れた 。

1 . こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 椙談実績
こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー で は 、 相談、 訪 問 、 グ ル ー プ ワ ー ク な ど を 継続実施、 年度設半か

ら は セ ン タ ー 終息 に 向 け 、 継続ケ ー ス を 保寵所等の相談機関へ引 き 継 ぎ 、 ま た各種 グ ル ー

プ ワ ー ク な ど の 継承 を 保健所や 自 治会、 ボ ラ ン テ イ ア 団体 と 検討 し た が、 こ の 間 の相談状

況 は 、 (表 5 ) r相談者種別J (新規 ケ ー ス の み ) お よ び (表 6 ) r新規時相談 内 容J に 示 し

た。

(表 5 ) の 「相談者種別」 に よ れ ば、 年齢別 の 相談件数は 96年度の 1 ， 206件、 97年度 の 1 ， 015

件 を ピ ー ク に 、 98年度860件、 99年度475件 と 、 減 っ て き て い る 。 し か し年齢別 の件数 を 見

る と 、 65歳以 上 の相談が95年震 で は 35 . 7 % の高率で第 1 位 だ、 っ た 。 以後96、 97年度 に な る

と 50 - 64歳 と 20- 49歳 な どの相談件数がそ れぞれ l 位 に な る が、 98、 99年度 に は再 ぴ65歳

以上の相談が40 . 0 % を 占 め l 位 に逆戻 り し た。
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(表 5 ) 棺談者種目IJ (新規ケ ー ス のみ)

1995年度計
% 

19臼6年度計
。泊" 1

1997年度計
% 

1998年度計
%

:i 

1999. 4 月
5 月 i
6 FJ  
7 月 i

11| 
89叫川則 | 
1 1 月
12月 l

2000 . 1 月
2 月

度計
% 

新規相談 性 別
計 男性 女性

504 
32 . 5  67 . 5  

1 . 205 1 35 1 854 1 
29 . 1  70 . 9  

l 吋 ω 698 
31 . 2  68 . 8  

860 

67! 
7 1  

iα) 

50 
33 
48 
38 
1 1  
9 
5 
4 

475 

328 1 532 
38 . 1 1  6 1 . 9  

判 4 1  
16  55  

70 
31 

17 !  33 
12 21 
15 33 
1 1  27 
5 6 
2 7 
2 3 

3 
145 330 

30 . 5  69 . 5  

20歳未(詩
25 

3 . 3  
36 

3 . 0  
1 8  

1 . 8  
21 

2 . 4  
4 
1 
。
。
。

2 
2 
。
。
。
。

10 
2 . 1  

年
20-49歳 50-64歳

2381 189 
3 l .  9 25 . 3  
359 385 

29 . 8  32 . 0  
332 298 

32 . 7  29 . 4  
255 233 

29 . 7  27 . 1  
11 20 
22 1 5  
2 1  37 
7 1 5  

13 1 4  
8 8 
8 22 

1 5  9 
1 3 
。 i 4 
4 1 

i 
1 1 4 149 

24 . 0  3 1 . 4  

齢
65歳以上

267 
35 . 7  
342 

28 . 1  
290 

28 . 6  
298 

34 . 7  
25 
32 
42 
15 
23 
14  
14  
1 1  
7 
υ 「
。
2 

1 90 
40 . 0  

震災関連 f主 居
不明 無 し ; 冶 り j 与え明 i仮設住宅 I (復f興i住宅宅) | その他

28 144 576 
3
27 
6 3 . 7  19 . 3  77 . 1  

37 
6 . 9 1  21 . 0 1  7 5 . 9  3 . 1  
77 339 1 6ぺ

7 . 6  33 . 4 1  63 . 7 1 2 . 9  
53 お3 1 臼71 40

6 . 2  34 . 1 1  6 1 . 3 1  4 . 7  
4 43 4 

1 1  50 10 
。 68 5 
2 16 1  22 1 
。 16 331 
2 1 0  22 
2 11 28 9 
1 23 11 1 
。 5 1  6 。
。 8 。
。 3 2 。
。 3 。

12 
30
i4
.
6 

7 
296 33 

2 . 5  62 . 3  6 . 9  

457 
3
2
4
59 
7 61 . 2 

6 1 3  
50 . 9  
414 問(引40 . 8  55 .4 
1 2 1  703 (部�I1 4 . 1  81 . 

2 1  63 (30) 1 
5 65 (43) 
01 96 (59) 
I 37 (19) 
21 47 (27) 
01 32 ( 1 9) 
0 1  48(21) 
l 36 (12) 
。 11 (7) 
。 ハ9 (5\/ 
。 4 (2) 
。 3 (0) 

2 . 3 1  94 . 9  

39 
3 . 8  
361 

4 . 2  
2 

4 

4 
。

。 I
。
l 
i 

高齢者の相談が高率だ っ た95年 は 、 実 は仮設住宅がで き た年。 そ し て再 び65歳以上の相

談件数が高率 ト ッ プ に な っ た98、 99年度 は 、 こ れ は復興住宅への 移住が進 ん だ時 な の だ。

間 セ ン タ ー で は 、 こ の こ と か ら 高齢者が新 し い住環境 に 容易 に な じ め な い 現 れ で な い か と

し て い る 。

向 セ ン タ ー は 兵庫県精神保健協 会 と の 共 編 で冊 子 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 活動報告書 4

年 の 歩 み J (99年12 月 ) を 発刊 し た が、 そ の序文で こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー の 中 井久夫所合長 は 、

こ の 間 の事情 を 説明 し 次 の よ う に 述 べ て い る 。 ' 4 年 目 の 問題 と し て も っ と も 大 き な 変化

は仮設住宅か ら 恒久住宅への 移動 であ る O 仮設住宅 に は土 の 香 り があ り 、 プ ラ イ パ シ ー に

問題 は あ っ て も 、 隣人 と の 距離 は近 か っ た 。 ボ ラ ン テ ィ ア が入 り やす く 、 さ ま ざ ま な イ ベ

ン ト が可能で、 あ っ た 。 祝祭的雰囲気す ら あ っ た 。 恒久住宅への 移動 は必然 的 な 流れ で あ る O

し か し 、 そ れ は 、 祝祭的雰囲気の全 く な い 、 重苦 し い 日 常への移動で あ る O し か も 、 仮設

住 宅 に 住 む被災者の 年齢 は 、 初 め か ら 高か っ た の に 、 当 然 な が ら 4 歳増 え たJ

復興住 宅 の 入岩 者 は 、 い う ま で も な く 高齢者が多 い 。 現場 で相談活動 を し て き た セ ン タ ー

の 授念であ り 、 課題の 残 っ て い る こ と を 訴 え た解説であ る 。

一方、 (表 6 ) の 「新規時相談 内 容」 は 症状別 の デー タ 。 「不安 ・ イ ラ イ ラ J が120 人 で

全相談 の 17 . 6 % で相変 わ ら ず の 比率 だが、 な かで も 高率 に な っ た の が 「 う つ 状態」 が102
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(表 6 ) 新規時相談内容 ( 初 回 で助言終了 し た電話相 談 は 含 ま な い * 主な相談内等の 2 つ 以 内 を 詩iゐ上

新規件数(人)
削5年度計 747 

1996年度計 1 ， 205 

lω7年間 1 ，015 

98年度計

]999. 4 月
% 

5 月 71 
% 

6 月 100 
% 

7 月 39 
% 

8 月 50 
% 

9 月 33 
% 

J O月 48 
% 

1 1 月 38 
% 1 

11 

2000 . 1 }j 9 
% 

2 月 5 
% 

3 月 4 1  
% 

山度計
l

475 

不安 PTSD 特有 う つ状態睡眠障宝ロ イ ラ イ ラ の 症状

104 1 239 28 128 
9 . 4 1  2 1 . 7 2 . 5  1 1 .  6 
185 388 42 213 

10 . 3  21 . 6  2 . 3  1 1 .  9 
116 387 22 206 
7 . 4  24 . 8 1  1 . 4 1  13 . 2  

267 1 
4 . 6  2 J 目 6 2 . 5 1  1 1 . 9  

5 ] 2  J 3  
5 . 3  1 2 . 6  6 . 3  1 3 . 7  

3 1  20 1 ]  I I 
3 . 1  20 . 8  1 1 .  5 1 1 .  5 

9 28 10  24 
6 . 4  1 9 . 9  7 . 1  1 7 . 0  

2 

その他の アルコール
気分変調 関 連

301 47 
2 . 7 1  4 . 3  
28 88 

1 . 6  4 . 9  
18 1  106 

1 . 2  6 . 8  
16  89 

1 . 3  7 . 2  
1 13 

1 . 1  13 . 7  
2 4 1  

2 . 1 4 . 2  
1 1 12 

0 . 7  8 . 5  
I 

3 . 6  20 . 0 1  12 . 7 1  1 8 . 2 1  0 . 0  1 . 8  
5 17 

5
4
6 1j 1 2 .

9
5 1 ; 2 

6 . 9  23 . 6  1 . 4  2 . 8  「υ 4 2 5 2 
9

4
3 i i 1 1 .  6 1 9 . 3  4 . 7  1 1 .  6 4 . 7  

4 12  3 10 I 1 
5 . 6  1 6 . 9  4 . 2  14 . 1  1 .  4 1  1 . 4  

1 12 2 8 4 2 
1 . 7  20 . 3 1  3 . 1  13 . 6 1 6 . 8  3 . 4  

。 3 2 2 。
。 。 18 . 8  1 2 . 5  12 . 5  。 。 6 . 3  

。 ; 1 3 1  。 。
0 . 0  9 . 1  0 . 0  27 . 3  0 . 0  0 . 0  

1 。 3 。 1 i 
1 2 . 5  。 。 1 2 . 5  37 . 5  。 . 0 12 . 5 

。 。 。 2 。 ! 。
。 。 0 . 0  0 . 0  28 . 6  。 。 0 . 0  
3; i ベ 48 12 41 

5 . 2 1 1 7 . 8  7 . 1  14 . 8  1 . 8 6 . 1  

幻覚
妄想

32 
2 . 9  
40 

2 . 2  
3 1  

2 . 0  
37 

3 . 0  
l 

1 . 1 
5 

5 . 2  
1 

。 7
2 

3 . 6  
4 

5 . 6  
1 1  

1 
1 . 4  

2 
3 . 4  

1 
6 . 3  

。
。 。

。
0 . 0  

1 
14 . 3  

19 
2 . 8  

奇行 i仏関格上 身体的
迷惑行為 の問題 問題

47 160
14
1 6
.
3 

8 4 . 3 1 14 . 5 '  
48 

2 . 7  19 . 1  
33 342 1 197 1 

2 . 1  2 1 . 9  J 2 . 6  
22 307 168 

1 . 8  24 . 8  1 3 . 6  
3 ] 7 15 

3 . 2  1 7 . 9  1 5 . 8 1  

1 .  0 1  26 . 0 1  7 . 3  
13 

0 . 7  21 . 3  9 . 2  
2 10 8 

3 . 6  1 8 . 2  14 . 5  
1 18 8 

1 . 4  2 5 . 0  1 1 . 1  
10 1  4 1  

他 の その他(身体 構
精神的問題 神的関題でない)

61 1 59 
5 . 5 1  5 . 4  
84 70 

4 . 7  3 . 9  
53 

3 . 0  3 . 4  
40 56 

3 . 2  4 . 5  
4 5 

4 . 2  5 . 3  
4 

4 . 2  

5
8
7 i i 3 

2 .  J 
1 

1 . 8l j  l 1 . 8  
2 1 

2 . 8  1 . 4  
。

2 . 3  23 . 3  9 . 3 1  1 1 . 6  0 . 0  
I 23 8 2 5 

1 . 4  32 . 4  1 1 .  3 2 . 8 1  7 . 0  

不明
0 . 3  3 

0
1 
i 
3 

0 . 2  
。

0 . 0  
。

。 。
。

0 . 0  

0 . 7  
。

0 . 0  
。

。 。
。

0 . 0  
。

0 . 0  
1 14 i 10 2 

1 7
1 ;j o 0 o 1 . 7  23 . 7  16 . 9  3 . 4  

。 4 1 2 
0 . 0  25 . 0  6 . 3  1 2 . 5  

。 4 3 。
0 . 0 1 36 . 4 1  27 . 3  。 。

�I 0 . � 1 0 . 0 1  25 . 0 1 0 . 0 1 0 . 0  
o 

。 。
1 1  

1 . 6  

ヰ
7
ペ

1601 77 1 30 
23 . 7 1  1 1 . 4 1  4 . 5  

。 。
0 . 0  0 . 0  

O i  。
0 . 0  。 。

。 。
。 。 。 。

。 。
0 . 0  0 . 0  
20 i 

3 . 0  0 . 1  

人で15 . 0 % 、 ま た ípTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) 特有 の症状」 が48人で7 . 1 % な ど。

「 ア ル コ ー ル 関 連」 が4 1 人 で6 . 0% 、 そ し て 「睡眠障害」 が35人で5 . 1 % も 注 目 さ れた 。 い

ず れ も 「 こ こ ろ 」 の 問 題の 訴 え で あ る O こ れ ら の 症状 の相談合計 は305人で、 あ っ た 。 震災

後 の相談が殺到 し た 時期 に 比 べ れ ばか な ら ず し も 多 い 数字で は な い。 し か し 全相談者数が

475人だか ら 高率 で あ り 、 か え っ て深刻 さ も 読み 取れ る O

ま た こ の デー タ で き び し い の が、 「対人 関係上の 問題J の相談が160人で23 . 5 % も の高率

で あ る こ と 。 震災の翌 々 年か ら 20 % 台 に乗せ高率が続い て い る も の で、 議興住宅での 礎 人

関 係 の 困難 さ も 指摘 さ れ た 。
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2 . 仮設 ・ 復興住宅の PTSD 患 者 は 約 l 曹i
大震災か ら 約 4 年 た っ た 時点 で も 、 I 割近 い 被災者が PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害)

に 悩 ま さ れて い る こ と がわ か っ た 一 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー は 、 こ ん な PTSD に 関 す る 石汗究

報台 を 前 山 の 冊子 「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 活動報告書 4 年の 歩 み 」 に 掲 載 、 公表 し た 。

調 査 は 、 98年 9 月 か ら 12月 ま での 問 、 加古川 市 内 の 仮設、 複興住宅 の 入席者86人 を 対象

に 行 わ れ た 。 世界的 に 使わ れて い る 米 国 精神 医学会の診断基準 を も と に 、 専 門家 の面接で

厳密 に 診断 し た 数少 な い調査で、 そ の結果、 こ の 診断基準 に よ り PTSD と さ れ た の は9 . 3 %

( 8 人) で 、 基準 の 1 部 だ け が該 当 し な い 人 (不全例) が14 . 0 % (12人) に の ぼっ た 。 ま

た 、 過去 に PTSD と 診断 さ れ る 時期 があ っ た と 見 ら れ る 人 は22 . 1 % ( 19人) 0 不全例 と 合

わ せ る と 46 . 5 % に 達 し 、 被災後 4 説以上の 人 に何 ら かの形で症状があ っ た こ と が分か っ た 。

(表 7 ) CAPSに よ る 現筏診断 と 生j康診断

PTSD 現在診断 PTSD 生涯診断
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( i主) CAPS 'PTSD 臨床診断角接尺度」 の こ と で、 Clinic ian Administered PTSD Scale の略。 PTSD の現在
の 診 断 に 加 え て以前の PTSD を 検知 す る 「ヨミi康診断」 も 可能 と さ れ る 。

IES R 出 来 事 イ ン パ ク ト 尺度改訂版」 の こ と で、 The Impact of Event ScaleャRevised の 略。
SDS 白 記式 う つ尺度」 の こ と で、 Self-reting Depression Scale の略

3 . ア )l.-- コ - )l.--依在症 と 対蕗
ア ル コ ー ル 問題 に対す る 対協 は 、 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー が、 前年 に 引 き 続 き 酒害教室や

研修、 連絡会議 な どが実施 し た。 前年 ま で の ASW ( ア ル コ ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー ) 協

会関西支部か ら の 定期 的支援 は 止 め 、 各地域の必要性 に 応 じ て 随時個別 の ASW に 協 力 依

頼す る 形 に 変 更 さ れ た が、 同 セ ン タ ー で は県保健所管内 の復興住宅 な どでの ア ル コ ー ル 問

題対策 を 充実す る た め 、 主 に ア ル コ ー ル 問題 に 関 わ る ASW 要員 を 引 き 続 き 西宮、 明 石 地

域お よ び本部 に 配置 し た 。 ま た 向 セ ン タ ー は 昨年度、 当 事者 や 家 扶 向 け の ガ イ ド ブ ッ ク

!rRepeat ア ル コ ー ル依存症か ら の 屈復』 を 配付 し た が、 今年度 は 精神保健福祉セ ン タ ー

と の 共編で 、 主 と し て 実 際 に ア ル コ ー ル 関連問題の相談 に 当 た る 援助者向 け に相談や訪問

時 の 参考や初期介 入 の ヒ ン ト を 盛 り 込 ん だ冊子 「 ア ル コ ー ル 関 連 問題相談 ノ ー ト 」 を 作成

し た 。

ア ル コ ー ル 関 連 の 問題状況は 、 前 出 の こ こ ろ の ケ ア セ ン タ 一 報告 の 99年度新規相 談 に 見

ら れ る 通 り 、 「 ア ル コ ー ル 関連J は全相談の う ち 4 1 人 で6 . 0% 。 相 変 わ ら ず尾 を 引 い て い る

問題で、 そ れ だ け に な お ざ、 り に 出 来 な い 。 こ の た め 河 セ ン タ ー は復興住宅入信者の取 り 組
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み を 巾心 に 、 相談、 訪 問 、 グ ル ー プ ワ ー ク な ど を 継続実施 し 、 合わせて年度後半か ら 、 継

続ケ ー ス を 課健所 な と守地域の相談機関へ引 き 継い だ り 、 各種 グ、 ル ー プ ワ ー ク な ど に つ い て

も 保健所や 自 治会、 ボ ラ ン テ ィ ア 団体 な ど と の 継続協議 を 行 っ た 。

こ の 関連で は 、 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー と 精神保健福祉セ ン タ ー は共 同 で 、 保健所や精神

保健福祉セ ン タ ー が講演会や研鯵会、 健康相談 な ど に 際 し利用 で き る よ う 、 一般県民向 け

の 「 ア ル コ ー ル 関連問題啓発パ ネ ルJ 10枚 も 作成 し た 。

ι j謂隣士 に 震災の PTSD
被災地 で救援活動 に 当 た っ た神戸市 の 消 防職員 の 健康調査 を し て い た こ こ ろ の ケ ア セ ン

タ ー が、 調査 し た 消 防士 の 一 部 に 震災現場で 受 け た精神 的 シ ョ ッ ク に よ る PTSD (心的外

傷後ス ト レ ス 障害) の 症状が見 ら れ る こ と を 公表 し た 。

調査 は 、 震災時 に 消 訪 職員 だ っ た 1 ， 230人か ら 180 人 を 無作為 で選び、 調査の協力 を 依頼。

に 同意 し た88 人 を 対象 に 、 99年 9 月 か ら 4 ヵ 月 間、 評価す る 人が違 う こ と に よ っ て診

断 に差がで な い よ う 一定の質問項 目 と 流 れ に 沿 っ て 診断す る 「構造化診断面接」 の 方法で

実施 し た 。 17症状の頻度 や 強度 を 分析 し 、 報青書 「災害救援者の心理的影響 に 関 す る 調査

研究報告書 一 板神 ・ 淡路大震災が消 防職員 に 及 ぼ し た 長期 的 影響」 に ま と め た 。

そ れ に よ る と 、 PTSD と 確認 さ れ た 人 は 6 . 8% ( 6 人) 。 具体的 な 痕状で は 「震災体験は

家族 に も 話 さ な いJ rい ま も 夢 に う な さ れ る J r震災前 よ り も 短気 に な っ た と 言わ れ る J と

い っ た訴 え があ り 、 面接 中 に 泣 き 出 す 人 も い た 。

ま た PTSD と は診断で き な い が、 傾 向 の 強 い 人 は 1 1 . 4 % (10人) で あ っ た 。 災害時の救

援側 の 心 の ケ ア の必要 を 国 内 で初 め て科学的 に 裏付 け る と と も に 、 震災か ら 4 年半以 上 に

な っ て の 調査だが、 発症か ら 長時 間 た つ と 改善 し に く い と さ れ る PTSD の 特徴 を 立証 し た

も の と 注 目 さ れた 。 自 然災害 に よ る PTSD の有症率 は 、 米国 の硯究者 に よ る 調査で男性 4 % 、

女性 5 % で あ り 、 こ れが代表的指探 と さ れ る が、 今 回 の 診院ff率 は こ れ を 上 回 っ た 。

5 . い ま も 心の傷、 ， 1臨時人
兵庫県教委が震災翌年の何年か ら 釘二年 、 心 の ケ ア の必要 な 子供 た ち の状況 を 調べ て い る

も の で 、 99年 も 7 月 l 日 現在で調査 し て分か つ た 。 対象は県内すべて の 公立小 中 学 で 、 今

国 は言1-1 ， 196校 8 分校、 計50万1 ， 190人。 そ の 結果、 心 の ケ ア が必要 と 判 断 さ れ た 子供 は4 ， 105

人 (全体の 0 . 8 % ) 、 前年 に よヒベ l 人 し か減 っ て い な か っ た 。 小学生 は 2 ， 391 人 で32人減。

中学生 は 1 ， 71 1 人で31 人増 え た 。

原 同 は復数回答 で 、 一次的 ス ト レ ス と い え る 「震災の 恐怖 に よ る ス ト レ ス 」 が最 も 多 く

全体の44 % 。 そ し て 2 次的 ス ト レ ス と さ れ る 「家族 ・ 友人関係の変化J 住宅環境の 変化」

「経済環境の 変イし の 顕 だ、 っ た。

「あ し な が育英会J (本部 ・ 東京) 震災遺児 の 心 の ケ ア 施設 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス J (神
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戸市東灘区) の 調べ で は 、 親 を 亡 く し た震災遺児の 9 割が 「心の傷」 を 抱 え て い る こ と が

分か つ た 。 こ れ は 99年12 月 、 神戸市 内 で、行 わ れ た イ ベ ン ト に 参加 し た 10歳か ら 25歳 の 遺鬼

46人 を 対象 に ア ン ケ ー ト 調査 を し た も の で あ る O

同 施設 の 説明 で は 、 「親が死 ん だ こ と を 自 分の せ い だ と 思 っ た」 と 自 責 の 念 を 感 じ て い

る 遺児が24人 (52 . 5 % ) 、 「死 に た い と 思 っ た」 と い う 遺児 は 18人 (39 . 1 % ) に も の ぼ っ た。

ま た25人が、 「 ち ょ っ と し た物音 に び く び く す る よ う に な っ たJ rや た ら と イ ラ イ ラ す る よ

う に な っ た」 と 回答 し た 。

〈参考文献 〉
「平成1 1年度 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 活動実績」 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 2000年 4 月 16 日
「 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 活動 報告書 4 年の歩み」 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー ・ 兵庫県精神保健協会編 1999年 12月
戦 口 、 神戸新聞 な ど各紙 1999年11 月 19 汀
産経、 神戸新聞 な ど 2000年 i 月 13 日

「災筈救援者の心理的影響 に 関 す る 調査研究報告古今 一 阪神 ・ 淡路大震災が消防職員 に及ぼ し た長期的影響」
兵庫県精神保健協会 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 2000;'ド 10月
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I知的- 災害医療の展開

1 . 神戸医療産業都市構想、 が始動
震災後の地元経済活性化 を め ざす神戸市 で は 、 笹 山 幸俊市長がか ね て 神 戸医療産業都市

構想、 を 明 ら か に し て い た が、 99年 中 に は 予 算 の 裏付 け と 共 に 、 医療機器の 開発や新薬 の 臨

床試験 な ど を す る 中核施設 ・ 先端医療セ ン タ ー の運営主体 に な る 「財団 法人先端医療振興

財団」 も 設立 さ れ た 。 ま た 国 の 再生研 ( f発生 ・ 再生科学総合研究 セ ン タ ー J ) の誘致 も 本

決 ま り と な っ た 。

再生研は 政府 の ミ レ ニ ア ム ・ プ ロ ジ ェ ク ト の ーっ と し て構想 さ れて い た も の で、 バ イ オ

テ ク ノ ロ ジ ー 関 連 の 、 例 え ば遺伝 子制御 シ ス テ ム の解明 で臓器提供 を 必要 と し な い 移植医

療技術の確立 を 目 指す な どの科学技術庁所管 の研究施設で あ る 。

両施設 の 新設 は 共 に 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 2 期 の 理 め 立 て 地 内 ・ 神戸市立 中 央市民病院高

側 の 敷地が予 定 さ れ、 完成す れ ば医療関連産業の 集積が現実の も の と な る O 新 し い産業分

野 を 開 く も の と し て期待 さ れて い る O

神戸市 は 99年12 月 の補正予算で、 国 の 建設費30億 円 が盛 り 込 ま れた先端医療セ ン タ ー の

土地取得費 な ど60億 円 を 計上 し 、 併 せ て 、 関 連 産 業 の 集積 に 向 け た 基本構想、策定調査費

8 ， 000万円 を 盛 り 込 ん だ。

先端医療セ ン タ ー の 建設費60鎧円 、 用 地費20億 丹 、 機器 ・ 設舗費40倍: 円 を 見込 ん で い る 。

市 の 関連会社 で あ る 「新交通サ ー ピ ス J が金業 な ど の 出 資 を 受 け て増 資 し 、 セ ン タ ー の実

施主イ本 と な る 。

補正予算 に は 、 同社へ の 出 資金40í意 円 と 、 1 ha の土地取得費20銭 円 を 計上 し た 。 土地

は 後 日 、 同社が市か ら 買 い 取 る 。 実施設計 の 上 、 2001年度 中 の 開設 を 目 指す 。

他方、 再生研 の 国 の 99年震予 算 は 摘設整備費30億円 で、 再生研セ ン タ ー 完成 は 2002年 3

月 の予 定で あ る 。

2 . 神戸赤十字病院が 「病院蹄災マ ニ ュ ア ル」 を 作成
神戸赤十字病院 (神戸市 中 央 豆 、 上林恒雄院長) が2000年 l 月 、 震災時の救護活動や教

訓 を ま と め た 記念誌 「震災か ら 5 年 災害医療 の 現場か ら J を刊行 し た が、 特 に こ の 記念

誌 に 収録 さ れた 「病院防災マ ニ ュ ア ル作成への提言」 の部が、 病院防災マ ニ ュ ア ル の 参考

に な る と 同 病 院へ の 問 い合 わせが続 く な ど話題 を 広 げた 。

同 病 院 は 震災時、 建物 の 一部が破損す る な どの被害があ っ た が、 約30分後 に は医醸活動

を 開始 し 、 15 日 間 で延べ1 ， 922人の患者 を 受 け入 れ た 。 ま た 全国 の 赤十字病 院 か ら は救護

班が派遣 さ れ、 震災の 当 呂 だ け で 1 ， 032人 の 手当 て を し た と い う 。

記念誌 の 第 1 部 は 、 患者の移送や疾患 の 内訳、 手術例、 患者の転送件数 な ど の デー タ で
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構成、 第 2 部 で は 、 全 国 の 赤十字病 院 の 関係者 ら が 1 5 年 を 振 り 返 っ てJ を テ ー マ に 手記

を 寄せ て い る 。 そ し て 第 3 部が、 評判 に な っ た 「病院防災マ ニ ュ ア ル作成への 提 J ー と

い う 内容で、 こ の病院防災マ ニ ュ ア ル作成への提言 は 、 震災の経験 を も と に 、 災害医療活

動 を 行 う う え で の ポ イ ン ト を 分か り や す く 解説す る と 共 に 、 同 病 院 が震 災 後 に作成 し た

チ ェ ッ ク リ ス ト 、 記載表の フ ォ ー マ ッ ト 集 を 掲載 し た 。 こ の リ ス ト が、 各病院 での マ ニ ュ

ア ル作 り の参考 に な る と 喜 ば れ た 。

例 示 さ れ た 主 な フ ォ ー マ ッ ト は次の通 り であ る O

(本部 用 )

本部情報収集一覧表

本部決定事項の 内訳

災害時責任者配置一覧表

災害時報告書本部集計表

(部 門 別 )

被災状況報告書提出確認表

職員被災状況集計表

入 院患者集計表

病 院現状報告一覧表

災常:時連絡一覧表

職員 集合登録 ( 出 勤状況) 表

職員被災状況表

外来 ・ 病棟現状報告書

外来 ・ 病棟状況一覧表

外来 ・ 入 院患者一覧表

被災状況報告書 ( 部 門 別 )

防災措寵点検報告書

!忘援者名 簿

( そ の他)

物資受 け 払 い リ ス ト

送 り 状 (控 え )

受領書

記念誌 に は 、 ざっ と 以上 の フ ォ ー マ ッ ト を 列挙 し 、 そ れぞれの ス タ イ ル を 示 し て い る が、

そ の う ち 本部情報収集一覧表、 外 来 ・ 病棟現状報告書の 2 文書 を ( 関 13) 、 ( 図 14) に 紹介

す る 。
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( 凶13) ヱ幹部情報収集一覧表 (対外的、 院内)

l 対 外 的 1 . �部会
2 . 消防局 \ / 
3 ボ、 ラ ン テ ィ ア 凶体

[涜 ドヨ 1 . 通信手段の使用可 否
通常電話回線
携帯25話

2 .  {f院患者数 ・ 空ベ ッ ト ・ 受人ベ ァ ト 設置数
3 . 火災等の 2 次災害
4 . 人的被害

- 患者 - 職員
5 . ラ イ フ ラ イ ン

- 2L気 ・ ガス ・ 水 F 水 ・ 食料
6 . 建物損壊状況

- 建物 ・ 天井 ・ 男法 ・ F長 ・ 窓 ガ ラ ス
��i�;:物撤去状況

7 .  1rMì �!， 
備品物品
医療m機器
自己:n⑤
- 酸素 ・ 吸引 ・ 圧縮空気

8 . 医薬品 の確保状況
9 . 職員招集状況
10. ボ ラ ン テ イ ア の招集状況
1 1. 駐車場の状況

- 報告書は 、 集計 し て 表示す る 0
・ 情報 ・ 指示の伝達は 、 放送設備、 記録物、 責任者 を 通 じ て行 う 。

3 . 災害涯療の体系ft . �長域化
今後の大災害 に 備 え 、 迅速、 適切 な 災害医療体制 を ど う 構築 で き る か は 、 関係者 に は大

震災以来の課題 で あ る 。 こ の こ と は 震災の復興過程 な ど を 検証 し た 「震災対策 国探検証会

議」 で も 、 災害時 に 、 患 者 を 救 う た め に 治療 に 寵先順位 を つ け る 「 ト リ ア ー ジ」 な どが適

切 に行 わ れ な か っ た ほ か、 交通機 関 の マ ヒ に よ り 一部の病院 に患者が集 中 す る な ど医療現

場が混乱 を き た し た等 々 、 き び し い指摘がな さ れた の は先 に見 た 通 り だが、 震災 5 周 年 の

本年度 ま で に 、 同や県、 市 当 局 、 ま た 医療機関、 市民 レ ベ ル で も そ れぞれ に 努 力 が続 け ら

れ た 。 い く つ か具体的 な 対応が見 ら れた 。

〔 災害拠点病院の指定〕

阪ネ1\1 ・ 淡路大震災後、 災害医療の拠点 と し て 全国 で520病院が指定 さ れ た 。 そ の 中枢機

構 と し て 、 日 本の 災害毘療 を リ ー ド し て い る の が、 震災半年後 に 東京 ・ 立川 市 に オ ー ブ ン

し た 「 国 立病院東京災害医療セ ン タ ー 」 で あ る O 自 衛隊や東京消 防庁、 食糧庁 な どの施設

が居並ぶ 防災基地内 に あ り 、 も し 首都 が壊滅状態 に 陥 れ ば都庁や官邸 も 都心 か ら 移 っ て く

る O 施設 は 関 東大震災級 の 地震 に も 耐 え る 設計ーで 、 非常食 l 万3 ， 500食、 貯水1 ， 200t を 蓄

え る 。

兵庫県 下 で は 、 国 の 災害拠点病院の指定 は神戸大付属 病 院 な ど12医療施設で あ り 、 こ の

う ち 3 施設が被災者 を 搬送す る ヘ リ ポ ー ト な どの 整備 し て い る 。
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ま た 、 こ れ ら 12施設 を 中心 に ネ ッ ト ワ ー ク が構築 さ れ、 双方向 で情報 の や り と り がで き

る よ う コ ン ピ ュ ー タ ー シ ス テ ム が更新 さ れた 。 こ の結果、 被災施設が 'SOSJ 情報 を 発信

す れ ば、 そ れ を 画出で見 た被災地外 の 施設が '30人 ま で な ら 受 け 入 れ 可能」 と い っ た 問答

を 打 ち 返せ る よ う に な っ た 。

災害時 に は 、 治療の優先順位 を 決め る 「 ト リ ア ー ジ」 が不可 欠 で あ る 。 阪神 ・ 淡路大震

災で は こ れ が不十分だ、 っ た た め に 救 え た は ずの 命 を 救 え な か っ た と の指摘 も あ る 。 こ の反

省 か ら 、 重症度 を ひ と 目 で識別 で き る 4 色 の色札 「 ト 1) ア ー ジ ・ タ ッ グJ の 形式が全 国 的
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に 統ー さ れ た 。

黒 = 死亡、 赤 = 緊急治療 (呼吸 困 難、 大出 血等) 、 黄 準 緊急治療 (大骨折、 中程度熱

傷多発等) 、 緑= 待機治療 (軽痕、 小骨折等) 。

ト リ ア ー ジ は 災害現場や病 院 の 玄 関 口 で行 わ れ、 「死」 と 判 断 さ れ る と 蘇生措置 は 行 わ

れず、 軽症者 は 帰宅、 ま た は 待機 と な る 。

〔市民 ら が 「 ト リ ア ー ジ」 訓練〕

大規模災害で い か に 多 く の 人命 を 助 け る か を 白 的 に 、 治療の{憂先順位 を つ け る 「 ト リ ア ー

ジ、J o そ の 訓練が2000年 l 月 27 日 、 神戸市 中 央 区 の 神 戸 国 際展示場 に 、 一般市民約50人 と 、

ボ ラ ン テ イ ア 、 医療関係 者 な ど計約200人が参加 し 行 わ れ た 。

震災ボ ラ ン テ ィ ア ら が、 東京で設立 し た NPO í危機管理対策機構J (細坪信二事務局長)

が呼びか け た も の で 、 大規模 な 地震が発生、 負傷者が多数横 た わ る 中 で 、 あ な た な ら ど う

し ま す か ー と の 想定で、 参加者が軽傷 か ら 重体 ま で さ ま ざま な 負傷者 を 前 に 、 意識、 呼吸、

出 血 の 有無 な ど を 確認 し ト リ ア ー ジ に 当 た っ た 。 そ の後、 神戸大の鎌江伊三夫教授 (都市

安全医学) の 説明 に も と づ き 、 参加者 は そ れ ぞれ適切 な 措置 だ っ た か を 自 己判 定す る 。 ま

た ト リ ア ー ジ に つ い て の 講義 も 聞 い た 。

がれ き に埋 ま っ た被災者 を 、 住民の協力 で助 け 出 す こ と は 出 来 た が、 ど う 対処す れ ば よ

い か分か ら な か っ た 。 適切 な 判 断がで き る よ う に と の ト リ ア ー ジ の訓練だ っ た 。

( í ド ク タ ーヘ リ 」 飛び立つ 〕

2000年 2 月 の航空法改正で救助 ・ 救命 目 的 の場合、 民爵機で も 事前の 申 請 な し に 緊急、離

着 陸 出 来 る よ う に な り 、 敷地内 に ヘ リ ポ ー ト を 備 え る 病院 も 増 え て き た 。

心臓の移植施 設 に 指定 さ れて い る 大阪大学附属病院 (大阪市吹田市) で は 、 同年 2 月 10

日 、 完成 し た ばか り の屋上ヘ リ ポ ー ト を 使 っ た患者搬送訓練 を 行 っ た 。

ヘ 1) を 使 っ た 救急医療の必要性が強 く 認識 さ れ る よ う に な っ た の は 板神 ・ 淡路大震災後

だが、 厚生省 で は全 国 の 災害拠点病院がヘ リ ポ ー ト を 整備す る 場合、 費 用 の 一部分 を 補助

し て い る 。 99年10月 か ら は 全国 2 ヵ 所で救急、ヘ リ に 医師が乗 り 込む モ デル 事業 を ス タ ー ト

さ せた 。 そ ん な モ デル ケ ー ス の 川 崎医科大学附属病院 ( 岡 山県倉敷市) の 場合、 交通事故

で両足 を 骨折 し た 人 に機 内 で点濡 の 治療 を し 、 病 院 で 緊急手術 を成功 さ せ る な ど成果 を あ

げて い る 。 ド ク タ ー ヘ リ は従来の救急ヘ リ と は異 な り 、 人工呼吸器や心電図 モ ニ タ ー な ど

の 医療器具 を 積み込み、 搬送 中 も 医療行為がで き る の だ。

兵庫県 と 神戸 市 は 消 防 ・ 紡災ヘ リ を 99年10月 現在で 3 機保有 し て い る 。 震災後の何年、

県 は そ れ ま で県警が運用 し て い た ヘ リ を 消 防 ・ 防災用 に 転用 し て 、 神戸市 を 除 く 県 内 の 消

防署 ・ 本部か ら 派遣 さ れ た 職員 で航空隊 を 組織 し 、 神戸市所有の 2 機 と 連携 し な が ら 、 昼

夜緊急事態 に 備 え る 体制 と な っ た。

ま た ド ク タ ー ヘ リ は 、 こ う し た公的機関 だ け で な く 、 2000年 2 月 、 航空法 の 改 正 で 緊急

離着陸手続 き が簡素化 さ れ る の に先立 ち 、 同 年 1 月 27 日 に は 、 提携す る 兵庫 医科大学病院
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(兵庫県間宮市) と 大阪航空技術専 門 学校 (大阪府堺市) が、 兵庫県姫路市 沖 の 家 島 諸 島

で試験飛行 を 実施 し た 。

同航空技術専門 学校が、 人工呼吸器や心電図 を 積 ん だヘ リ を 4 億 円 で購入。 ヘ リ は家 島

に あ る 同 専 門 学校 の 格納庫 に 常駐 さ せて い る も の で 、 連絡 を 受 け る と す ぐ に 兵庫 医大救命

救急、セ ン タ ー に 向 か う O こ の 間約 1 5分。 こ こ で医 師 と 看護婦 を 乗せ、 現場へ急行す る 、 同

セ ン タ ー か ら 最長 で も 20分以 内 に 県内全域 に 到 着 で き る O 兵庫県 で は 、 大 き な 医療施設が

阪神 ・ 神戸地 区 に 集 中 し て お り 、 播磨地方 を 中心 と す る 県 中西部や県北部 地 域 に は朗報。

し か し 民 間 の 試み は な お 課題が多い と さ れ る O

兵庫医科大学 の 丸 川 征四郎教授 (救急 ・ 災害医学) に よ れ ば、 第 l の 課題 は 経済問題で

あ る o 1 フ ラ イ ト 100万か ら 200万 円 を だ れが負担す る の か。 第 2 に 、 事故が起 こ っ た場合

の 補償、 社 会的 ダ メ ー ジ は大 き く 、 事業主 ( た と え ば病院長や医療法人理事長) は踏み切

れ な い 。 行政の後押 し が必要で あ る O 第 3 に 、 こ れ も 行政 に か か わ る が、 継続性 の あ る シ

ス テ ム に 組 み上 げ る だ け の後押 し が行政か ら 得 ら れて い な い。 第 4 に 、 搬送 中 の患者管理

や 緊急、事態発生時 に サ ポ ー ト で き る シ ス テ ム を 作 る に は多 額 の 投資が必要で、 あ り 、 民 間 単

独 で は き わ め て 難 し い ー な どの点 を 指摘 し て い る O

実は こ れ ら の点 は 、 総理宥の 「 ド ク タ … ヘ 1) 調査検討委員 会J が2000年 6 月 に ま と め た

報告書で も 指摘 し て い る 重要課題で も あ る O 同 報告書は 、 次の よ う に 述べ て い る O

「 こ れ に よ り 技術面で の 大 き な 障壁 は概ね解決 さ れ た も の と 考 え る O し か し な が ら 、 財

源 に 関 す る 問 題 を は じ め 、 地域特性 に 応 じ た 航空体制 の 在 り 方 な ど、 更 に 具体 的 に検討 を

必要 と す る 問題 も 残 さ れて い る 」

ド ク タ ー ヘ リ 問題 は 、 な お今後 の 課題 の よ う であ る O

十 時長持 @ 淡路大震災の経験 を 海外へ
99年 8 月 17 日 ト ル コ で大地震、 続 い て 9 月 21 日 台湾 で も 大地震が起 こ り 大 き な被害が出

た 。 そ の惨状は他人 ご と で は な く 、 阪神 ・ 淡路大震 災 を 経験 し た 県 ・ 市職員 、 医療関係者

ま た ボ、 ラ ン テ イ ア が駆 け つ け 、 救援 と 調査 に 当 た っ た の も こ の年 の ト ピ ッ ク ス の一つ だ、 っ

た 。 兵庫県 防災企画課 に よ れ ば、 ト ル コ 、 台湾へ派遣 さ れた 県職員 は 約30人 に の ほ、っ た 。

阪神 ・ 淡路大震 災 の 経験 を 伝え る と と も に 、 現地で被災者の 開 き 取 り 調査 な ど を行 っ た 。

県 で は 、 国 内外の大規模災害発生特 に 、 素早 く 的確 な 応援体制 を 整 え る た め の 「災害広域

支援 シ ス テ ム J づ く り し て お り 、 よ り 効果 的 な 初動 支援 を 模索 し て い る と こ ろ だ っ

た 。

同 シ ス テ ム は①行政や 防災関係機関 の 震災経験の集約、 ②防災人材デー タ ベ ー ス の構築、

③広域支援 シ ス テ ム の 策 定 ー が三本柱。 将 来的 に は神戸東部新都心 に 設置 が決 ま っ て い る

「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) J ヘヲ l き 継が れ る 予定であ る O

神戸大学、 兵庫県 立看護大学 な ど も 医嬢支援や調査チ ー ム を ト ル コ 、 台 湾へ派遣 し 、 そ
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れ ぞれ帰国説、 現地で の 医療活動 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 報告 会 を 開 い た 。 緊 急 医療 の 実践で

あ り 、 経験の 蓄積 を 目 指 し て の も の で あ っ た。

〈参考文献 〉
「神戸医療庫業都市構想懇談会報告計三」 神戸医療産業都市構想、懇談会編 1999年 3 月
「神戸医療産業都市構想、」 神戸 rJi先端医療振興財団 2000{F 5 月
rRIKEN 発生 ・ 再生科学総合研究セ ン タ ー」 理化学研究所 2000年

産経新潟 2000年 1 JcJ 14 日
産経新聞 2000年 l 月 15 fl 
日 本経済新開 20001c手 2 月 19 日
神戸新聞 2000年 2 月 27 日
「 ド ク タ ー ヘ リ 調査検討委員会報告書」 総理府 2000年 6 月 9 [J 
「震災か ら 5 年 … 災害医療の現場か ら 」 神戸赤十字病院 2000年 i 月 17 1::1
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は じ め に

学校 と 大震災の接点 は 、 だ れ も が予想 し な か っ た悲惨な も の だ、 っ た 。 運 よ く 被 災 し な か っ

た教職 員 に と っ て も 、 突如 と し て 避難所 と な っ た 学校 は 戦場 と な り 、 地獄の職 場 と 化 し た 。

自 ら 被災 し た教職員 は三重の責め 苦 を 負 う こ と に な っ た 。

大震災か ら 5 年。 早 く も 被災体験、 地震の教訓| の風化が懸念 さ れて い る 。 し か し教育界、

と く に公教育 の 現場 に は 、 数 々 の 課題が与 え ら れて い る 。 風化 ど こ ろ で は な い 。 次の震災

への備 え に 追 わ れ て い る 。 校舎 な ど学校施設の復 旧 ・ 復興が100 % 達成 さ れ て い る 一方 で、 、

年 々 、 前進 は し て い る も の の思 う よ う に 進 ま な い 人間教育 の視点 に 立 っ た 兵庫 県独 自 の 「新

た な 防災教育」 の 実践、 ま た 地域助災 と 一体 と な る べ き 学校防災体制 の 整備 と 充実 の 問 題

カTあ る 。

さ ら に PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) の 心 に傷 を 負 っ た克童 ・ 生徒の 数 は 横 ばい 状

態 の ま ま 。 心 の 理解 と ケ ア の 分野 で は 、 震災か ら 5 年 た っ て 、 不 況 に よ る 経済問題な ど二

次的 な 要 因 がか ら ん で 、 よ り 深刻 な 側面 も 生 じ て い る 。

阪神大震災 は 未 明 の 発生。 学校 に は子 ど も がい な か っ た 。 も し 在校中 に 大地震があ っ た

ら 子 ど も の 安全確保、 保護者への 引 き 渡 し に教職員 は全力 を あ げね ばな ら な い は ずだ。 同

時 に 学校 は避難所 と な り 、 地域の住民が押 し寄せて く る 。

避難所の運常 を 教職員 は 支;乏 し な け れ ばな ら な い 。 本来は市 町防災部局が担当 す る も の

で 、 教職員 は初期 の 7 日 間 と す る 原則 が、 大震災 か ら ま る 3 年 た っ て か ら 決 ま っ た 。

だが市町 に よ っ て は 、 こ の教職員 の避難所支援の期 間 と 範囲 に つ い て 同 意 し な い と こ ろ

があ る 。 市 田I防災部局 と の連携 と 避難所運営 マ ニ ュ ア ル の作成 も 課題 と な る 。

は 心 の ケ ア と 教室 で の 防 災教育の授業実践が大 き な テ ー マ O 副読本 と 防災教育 カ

リ キ ュ ラ ム に よ る 実践促進の た め 教 師の 指導力 向上 が課題 と さ れ る 。

震災 5 年 の節 目 に 合わせて 、 教育界の動 き を ま と め た 。
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fi=iîl 学校施設の復興 と 児童 二生徒ゐ状祝
学校施 設 は 、 99年度 に 学校内仮設住宅が全市i解消 し 、 大震災か ら 5 年が か り で復旧 ・ 復

興 の 運び と な っ た 。 校舎 な どの再建 は公立 、 私立学校 と も に97年度 に 完 了 、 学校避難所 も

97年度 に 完全解消。 学校内仮設住 宅 だ け が わ ずか な が ら 残 さ れて い た 。

一方、 児童 ・ 生徒の状況 は 、 住宅被災 に よ る 自 宅以外か ら の 通学者が減少、 復興恒久住

宅への 転居が進 ん で、 い る 。 し か し 、 校区外、 学校所在市町外 ( 区域外) か ら の通学者が解

消 さ れて い な い 。

ま た 、 大震災で傷つ い た心 の 健康 に つ い て教育 的 配慮 (心の ケ ア ) を 要す る 児童 ・ 生徒

は 99年度 も 減 ら な か っ た 。 兵庫 の 教育復興 に お け る 大 き な 課題が続 い て い る 。

1 . 学校敷地内仮設住宅
〔被災 5 年 間 に全商解消〕

学校敷地内 の仮設住 宅 は 99年 に 入 っ て も 、 西宮市内 で 、 市立今津 中 学 校 テ ニ ス コ ー ト に

20戸 ( 入居 3 戸 ) 、 市立西宮 京高校サ ッ カ ー 場 に 152戸 (入居14戸) の 計 2 校、 172戸 ( 入

居17戸) が残 さ れて い た が、 99年10 月 に 解消 、 県下全域で校地内仮設住宅がすべ て 姿 を 消

し た 。 こ れで公立学校、 私立学校 と も に 学校施設が完全に複i日 ・ 復興 を と げた こ と に な る O

校地内仮設住宅 は ピ ー ク 時 に867戸 (県立学校39戸 、 市 町立学校828戸) が設け ら れ、 解

消 に ま る 5 年近 く を 要 し た 。

2 . 自 宅以外か ら 通学す る 見童 @ 生徒
(99年度 も 1 66人が校区外、 区域外 か ら 通学〕

兵庫県教委の通学実態調査 に よ る と 、 99年 7 月 1 日 現在 、 校区 内 、 校区外 (学校所在市

町 内 ) 、 区域外 (学校所在地外) か ら 被災前 の公立小 ・ 中 学校へ通 う 児童 ・ 生徒 は合計3 ， 338

人。 校区内3 ， 172人、 校区外155人、 区域外11 人 の 内訳 と な っ て い る 。 前年 よ り 18人の増加

だ っ た 。

復興恒久住宅か ら 3 ， 122人、 仮設住宅か ら 白 人、 親戚、 知 人宅か ら 155人 と な っ て お り 、

3 年前 か ら の動 き を 見 る と 、 議興恒久住宅 の 建設 に 伴 っ て仮設住宅か ら の通学が減 っ て い

く の が よ く わ か る 。 校区外、 区域外か ら の通学 は 10分の l に な っ て い る 。

複興但久住宅への転居が進み 、 校区外、 区域外か ら 本来 の通学区域 に 移行 し て い る こ と

を 数字が示 し て い る が、 な お 、 166人の児童 ・ 生徒 は校区外、 区域外か ら 通学 、 相 変 わ ら ず、

不安定 な 生活環境や 遠距離通学 を 強 い ら れて お り 、 児童 ・ 生徒への 配慮 、 指導が求め ら れ

る 。
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(手、 1 ) 被災 に よ り 自 宅 (復興恒久住宅除 く ) 以外か ら 通学 す る 児童生徒数

よ〉、γ1 

復 興 恒 久 住 宅

仮 設 住 宅

親 戚 ・ 知 人 宅

百十

1 ，  

496人

2 ， 169人

(注) 1996年度の復興恒久住宅か ら の通学者は調資対象外

3 .  Jむの ケ ア を 盛要 と す る 克童 ・ 生徒

lコ:十 寸:
56人 89 人

〔横ばい状態続 き 、 99年 は4 ， 1 05人 兵庫県教委調査〕

44人

93人

3 . 172 

86人

16人

53人

155人

i 人

1 1 人

3 ， 122人

61人

155人

3 ， 338人

(兵庫県教育委員会)

兵産県教委 は99年 も 7 月 1 日 現在 で心 の 健康 に つ い て教育的配慮 (心の ケ ア ) を必要 と

す る 児童 ・ 生徒の 実態調査 を 行 っ た 。

こ の調査は何年 か ら 毎年、 7 月 1 日 現在で続け ら れて お り 、 今 回 は 4 年 目 。

そ れ に よ る と 、 心 の ケ ア を 必 要 と す る 児童 ・ 生徒 は4 ， 105人。 前年 よ り 1 人 減 っ た が、

調査開始か ら ず っ と 横 ばい 状態が続 い て い る 。

(表 2 ) 阪神 ・ 淡路大震災 に よ り 心の健康 に つ い て 教青約配慮 ( 心 の ケ ア ) を 要す る 児童生徒の状況

調査年月 日等

1 ， 71 1 人

4 守 105人

(兵庫県教育委員会)

調査対 象 は 兵庫 県 下 の小学校837校 5 分校、 中 学校359校 3 分校 の 合計50万1 ， 190人。 調
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査は①ち ょ っ と し た こ と で泣 く ②頭痛、 不 眠 、 腹痛 な ど を 訴 え る 生理 的反応 ③い ら い

ら し て 攻 撃 的 、 友達づ き 合い を 避 け る な ど4靖緒 的 、 行動 的 反応 ④学校 を 嫌が る ー な ど

PTSD (心 的外傷後ス ト レ ス 障害) の 判 断基準 と な る 3 項 目 25種類 の 症例 を 示 し 、 教諭が

どれか l つ で も 当 て は ま る 児童 ・ 生徒の 数 を 集計 し た 。

心 の ケ ア を 要す る 児童 ・ 生徒 は 小学校で初 め て 減 っ た が 、 逆 に 中 学校 で は 増 え て い る O

小学生2 ， 394人 ( 前年比32人減) 、 中学生1 ， 7 11 人 (問31人増 ) 。

地 区 別 で は 、 被災の 大 き さ に比例 し 、 神戸市で3 ， 381入、 阪神地 区 で665 人。 こ れ は 全体

の98， 6 % を 占 め る 。 淡路地 医 で は北淡町の23 人 な ど25人。 災害救助法対象の 被災10市10町

で4 ， 077人。 全体の99 . 3 % と な る 。

〔震災の恐冊、 経済環境の変化 な ど増加要因が変化〕

心 の ケ ア を 要す る 原 因 は小 ・ 中学校 と も 、 震災の恐怖、 住宅環境、 家 族 ・ 友人関係、 経

済環境、 学校環境、 通学環境 の そ れ ぞれ変化の 順 と な っ て い る 。 震災の恐怖 に よ る ス ト レ

ス が ト ッ プ と な っ て い る が、 こ れ は小学校の方が中学校 よ り 多 い 。 住宅環境の 変化以 下 は

い ず れ も 中 学校の比率が高 い 。

学校環境 と 通学環境 は小学校のj子が圧倒 的 に低 い 。

(表 3 ) 教育的配慮 を 要 す る 兜業生徒の要因内訳 ( 1 999年 7 月 現後)

要 回 '7' 校 仁十I 学 校 1 
4

合

4 . 2% (4

言

2

十

.刊ω-1震災の恐怖 に よ る ス ト レ ス 47 . 2 %  (44 . 6 % ) 40 . 1 %  (38 . 5%)  

住宅環境の変化 24 . 5% (29 . 5% )  37 . 9 %  (34 ‘ 2% )  30 . 1  % (31 . 4 % ) 

家族 - 友 人関係の変化 29 . 8%  (27 . 0% )  32 . 7 %  (35 . 3% )  3 1 . 0% (30 . 4 %) 

経済環境の変化 21 . 4 %  (20 . 1 % )  23 . 7 %  (20 . 4 % )  22 . 4 %  (20 . 2 % )  

2 . 5 9ら ( 4 . 29も)

1 . 複数問答、 内 は98年度調査
2 . 教育的配慮: を 要ーす る 児重f 生徒 に 対す る 、 要悶の 占 め る 割合
3 . そ の他 の 主 な縄出 は 、 反 災が!広 i社 に よ る 学習 の遅れ、 震 災 に よ り 住み慣れた家や思 い 出 な ど大切 な も の を

失 っ て し ま っ た と い う 喪失感
(兵庫県教育委員会)

前年度 に 比べ要 因 の 内訳 は 、 住宅環境 の変化、 学校環境の 変化 な ど は 減 っ た が、 震災 に

よ る 恐怖 、 家族 ・ 友人関係 の 変 化 な どが増加 し て い る 。 直接的恐怖体験の記憶 な ど に代表

さ れ る 心的 ス ト レ ス を 抱 え た児童 ・ 生徒がい ま だ に 多 く 、 専 門家が指摘 し て い た と お り 、

経済環境 の 変 化 な とミ二次的 ス ト レ ス と 重 な っ て 「 時 間 の 経過 と と も に 回復 す る 児章 ・ 生徒

がい る 半面、 被災後 3 、 4 年経 っ て か ら 心 の 傷 が顕在化す る 」 傾 向 が う か が え る 。

第六章 @ 教育 287 



〔新 た な PTS D 発症。 兵教組も 調査〕

兵教組 と 兵庫教育丈化研究所 は99年lO月 か ら 12 月 に か け て 、 被災地 の小、

ご と に 教育復興担 当 教員 か ら PTSD に つ い て 開 き 取 り 調査 を し た 。

そ れ に よ る と 、 宝塚市 内 の A小学校で、 被災 し た児童52人の60 % に震災か ら PTSD 症状

が継続 し て い る 。 地震後 は見 ら れ な か っ た 痕状が最近 出 て き た児蜜が25 % い た 。

同市内 の B 小学校で は 、

中 学校160校

l 年生で心の ケ ア を 必要 と す る 克童が 9 % あ り 、 学校全体の乎

均 6 % を 上 回 っ た 。 芦屋市 内 で は 、

具体的症状 で は 「ふ ろ や ト イ レ に l 人で入 れ な いJ í小 さ な 物音や振動 に び く び く す る 」

「親 に 身体接触 を 求め る J í夜泣 き を す る J í突然パニ ッ ク に な る 」 な ど。 幼 児の と き に被

l 年生 の 20 % に 症状がみ ら れ る 小学校があ っ た 。

災体験 し 、 小学校入学後、 言葉や行動 で表現で き る よ う に な っ て か ら 症状が表面化 し て い

る と い う 。

〔復興慣久住宅 か ら 通学 す る 児童 @ 生徒に対す る心のケア〕

被災地で は復興 恒久住宅の建設が進 み 、 仮設住宅か ら の 引 っ 越 しが急 ピ ッ チ だ っ た 。 そ

れ に 伴 い 、 復興住宅 か ら 通学す る 児童 ・ 生徒 も 前年 の 2 ， 63 1人か ら 3 ， 122人 に 増加 し た 。

心 の ケ ア を 要す る 児童 ・ 生徒 も 593人か ら 943人 と な り 、 60% 近 く 増 え た 。

1則{j' 7 月 1 R 現在 l 
要教育的配慮 j

復興恒久住 宅 か ら 通学 す る 児童生徒の う ち 、 教育的配慮 を 要す る 児童生徒数…一一
1998年 7 月 1 I瑚if つ

(表 4 ) 

復興恒久住宅
か ら 通学

復興恒久{下rち
か ら 通学

1997"1二 7 月 l 円 JJì干上

.�教育的配慮�教育的配慮
復興恒久住宅
か ら 通学種校

1 ， 748人353人1 ， 131 人257人539人小 学 校

中 学 校 1 ， 374人

745人 3 ， 122人

240人

593人

1 ， 500人

2 ， 631 人

80人

337人

206人
〆〉、iゴし一一一一一一 一

(兵庫県教育委員会)

兵庫県臨床心理士会会長 を 務め る 杉村省吾武庫川 女子大学教授 ( 臨床心理学) は 「復興

住宅へ の 転居 な ど環境 の 変化 に よ っ て心の傷が顔 を 出 す 。 心、の 痕;犬は何か必死 に な っ て い

る と き よ り も 、 少 し 落 ち 着 い て ほ っ と し た と き に 現 れ や す い 」 と 指摘 し 、 継 続 的 な 施策 が

必要 と し て い る 。

兵庫県教委 は 「複雑 な 問題が絡 み 合 っ て お り 、 長期 的 な ケ ア が不可欠。 教育復興担 当 教

員 の継続配置、 専 門 家 を 交 え た教師の研修 を 充実 し て い き た い」 と し て い る 。

ι 公立高校入試の震災臨時騒置
(99年は57人が被災副申書提 出 〕

公立高校入試の さ い震災 に よ る ハ ン デ ィ を 考慮 す る 「被災副 申 書制度」 に よ り 、 99年春
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の 入試 で は 57人が副 申 書 を 提 出 し て受験 し た 。

地 区 別 内 訳 は神戸市内47人、 阪神 6 入、 西話題詩 3 人、 fr有 l 人。 こ の う ち 51 人が合格 し

た 。

被災副 申 書制度 は震災で入院 し た り 、 保護者 を 失 っ た者、 避難所で生活 し て受験勉 強 に

打 ち 込め な か っ た場合 な どで生徒が不利 に な ら な い よ う 兵庫県教委が何年 か ら 始め た 臨時

措置。 学 習 困 難 の 理 由 を 記入、 調査書 に添 え て 中学校か ら 高校 に 提 出 、 合 否 の 判 定資料 に

さ れ る 。

99年の 添付理由 に は 肉 親 の死 に よ る シ ョ ッ ク か ら 立 ち 直れ な い 。 避難所、 仮設住宅暮 ら

し の 長期化、 避難先か ら の 長距離通学 に よ る ス ト レ ス な どがあ げ ら れ た 。

こ れ ま で の 提 出 は何年6 ， 301入、 96年383人、 97年166人 (合格144 人) 、 98年93人 (合格81

人) 0 99年 は 大幅 に 減 っ た 。

〔元の通学区域の公立高校受験は 6 人〕

震災特例 に は 、 被災副 申 書 の 他 に 、 元 の 通学区域の公立高校 を 受験す る 生徒 を 対象 に 入

学志願承認手続 き を 省略す る 措置があ り 、 99年 は 6 人が利 用 し た 。

何年 は 143人、 97年 は66入、 98年 は20人 だ っ た 。

ま た 、 転 出 生徒が最寄 り の県立高校 を 受験で き る 特例 も あ る が、 99年 は適 用者 は な か っ

た 。 97年 も ゼ 口 、 98年 は 1 人 に 適用 さ れた 。

こ う し た 震災 に 伴 う 臨 時措置は2000年度公立高校入試で も 継続 さ れ た 。

〈参考文献 〉
「新た な 防災教育の充実 に 向 け て 5 {下 院の取去し 兵庫県教育委員会 2000年 1 月 17 [1
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[土品一新たな防災孝吉ゐ推進一 一一一

大震災か ら 5 年。 95年か ら 「兵庫教育 の創造的復興」 を め ざ し て 、 兵庫県教委は 「新た

な 防災教育」 を 続 け て い る が、 99年 は 節 目 の年 と な っ た 。

兵庫県 は 5 年 間 の復興過程 を 国 際的視点 か ら 検証 を 行 い 、 県教委 も 新た な 防災教育へ の

取組 を 総括 し 、 成 果 と 課題 を 明 ら か に し て 、 改 め て 全国へ発信す る 努力 を 重 ね た 。

1 . 兵庫県教委の99年度紡災教育の取 り 組み
( 1 ) 5 年間の取 り 組み の総括 と 教育復興の集い開鑓

兵庫県が行 っ た復興過程 5 カ 年 の 検証 で は 、 教育分野 は 在接 そ の対象 に は な ら な か っ た

が、 兵庫県教委 は 、 震災の教訓 を 生 か し た 「新た な 防災教育」 へ の 取組の 5 年 間 を 総括 し

た 。

95年度の 防災教育検討委員会の提言 「兵庫 の 教育 の 復興 に 向 け て J 以来、 96年震か ら の

学校 に お け る 「新 た な 訪災教育」 の推進、 97年 度 に 防災教育副読本、 カ リ キ ュ ラ ム の作成、

学校防災マ ニ ュ ア ル の 発行 な ど具体策 の深化 を 図 っ た 。

98年度 は 「学校防災体制 の整備充実 と 新た な 防災教育の 定着」 を 掲 げ、 99年震 は そ の前

進へ、 学校 と 市 町 防 災部局 や 自 主 防災組織 と の連携強化 に あ た っ て い る O

こ う し た 5 年 間 の 活動 の 中 で児童 ・ 生徒 に 残 る 心 の 傷跡 は 、 教 育 的 配慮 を 要す る 者が

ず っ と 横 ばい状態、 を 続 け て お り 、 大 き な 課題 と し て 残 さ れて い る 。

兵庫県教委 は被災後、 大震災発生の 1 月 17 日 に 合わせて毎年 、 周 年事業 を 「教育復興の

集いJ と し て 開寵 し て い る 。 5 周年事業 の 集い は 5 年 間 の取組の総括 を 全 国 に 発信す る た

め 「平成11年度防災教育 ・ 災害時 の 心 の健康 に 関 す る 中 央研究会」 と し て 、 大がか り な 集

会 を 2000年 l 月 1 7 R か ら 3 日 開 、 神戸市内 3 会場で、行 っ た。

主催は文部省、 日 本体育 ・ 学校健康 セ ン タ 一 、 兵庫県教委、 神戸市教委の 四者。 3 日 間

で延べ1 ， 890 人 ( う ち 県外441 人 ) が参加 し た 。

第 1 日 は 徳 山 明 常葉学園富士短大学長の 基調講演、 河合隼雄 国 際 日 本文化研究セ ン タ 一

所長 の 特 別 講演 、 パ ネ ル フ ォ ー ラ ム 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク に 学ぶ」 。 第 2 日 は 丈部省調

査官 ら に よ る 講義。 第 3 日 は幼稚園、 小学校、 中 学校、 高等学校、 心 の 健康 の 5 部会 に よ

る 分科会が行 わ れ た 。 (第七節 5 年 の 総括 で詳述)

(2 )  防災教育推進連絡会議の開催

98年度 に 設 置 さ れた 防災教育推進連絡会議で 、 防災担当部局 、 教育委員 会 、 学校の 関係

三者が一一堂 に 会 し 、 災害時 に お け る 避難所 と し て の学校が果た す 役割 の 明確化 を 中心 に協

議 し た 。
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99年度 は前年の協議内容 を 踏 ま え 、 市 町 ご と に 学校 と 市 町 防災部局が、 学校 に お け る 避

難所運営業務 と 甫町防災部局への業務移行手順の 検討、 策定、 連絡会議 の 開催促進 を 主要

テ ー マ と す る 学校防災体制 の 整備充実 と 防災教育 の 定着へ具体策 を 練 っ た 。

協議内容は次の と お り で 、 会議 は前年同様、 全体会議が 3 回 、 各教育事務所 ご と の 地 区

別会議が各 2 国 関 か れ た 。

1 ) 避難所 と な る 学校 と 市 町 防災部局 、 自 主 防災組織 と の 連携

2 ) 学校防災計画策定の た め 課題整理 と 調整

3 ) 地域 と 連携 し た 防災訓練の効果 的 な 実施方法

制 新た な 防 災教育 の 実践上の課題整理

( 3 )  教育復興担当教員 の艶置

教育復 興担 当 教員 は①心 の 傷 を 持 っ た 児一竜 ・ 生徒 に 対す る ケ ア 、 教育 相 談、 生徒指導

②学校防災体制 の整備 ・ 充実 ③防災教育推進 ④地域 と の連携 な どが業務。

(表 5 ) 教育復興担当教員配護状況 ( 1 999年度)

(兵庫県教育委員 会)

99年度 も 例年並み に 、 被災地の小 ・ 中 学校 に 207人西日置 さ れた 。 配置 市 町 は 98年度か ら

6 市 2 町 と な り 、 小学校136人 (前年比 6 人増) 、 中 学校71 人 ( 向 6 人減) 。 小学校 は神戸

市 4 人増 、 西宮市 2 人増 、 芦屋市、 宝塚市各 l 人増 、 尼崎市、 北淡町.各 1 人減。 中 学校は

神戸 市 4 人減、 尼崎市、 西宮市各 I 人減。

教育復興担当 教員 の指導力 向 上 の た め99年 4 月 と 11 月 に研修会 を 行 っ た 。

( 4 )  防災教育専門推進員 の配置

99年度 も 県下全域で防災教育 を 充実す る た め 、 前年 と 同 数の 8 人 の 防災教育専 門 推進員

を 各教育事務所 な ど に 配置 し た 。 97年度 は 9 人、 96年 度 は 12人。

新 た な 防災教育の授業実践、 防災体制 の整備 ・ 充実、 教師の指導力 ・ 実践力 の 向上 な ど

を 推進 し た 。 ま た 各地 の 実態調査 を も と に 現状分析、 課題の 整理 な ど を 行 い 、 各種研修会、

学校訪問 な ど を 通 じ た 防 災教育 の 充実 も 悶 っ た 。 99年度 は ト ル コ 地震の調査の た め 1 人 を

派遣 し た 。

第六章 @ 教育 291 



( 5 )  防災教育推進指導員養成講座

県下全域で 防災教育の 充実 を 図 る た め 、 専 門 知識 を 持 っ た 防災教育推進指導員 を計画的、

継続的 に 養成 す る 講座 を 98年度か ら 開 い て い る 。

講座 は 初級編、 中級編、 上級編の 3 段階。 全 コ ー ス を 受講す る と 防災教育推進指導員 に

な る 。

99i:ド は 28人が修了 し 、 前年 と 合わせ56人 と な っ た 。 指導員 は平時 に 県下 各 地 で 防災教育

の 中 心的役割 を 果 た し 、 災害発生時 に は避難所 と な っ た 学校 に 派遣 さ れ、 告 治組織の 結成

や運営 に協力 す る 。

( 6 )  ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク の実施

震災 に よ っ て 心 の 傷 を 負 っ た4 ， 000人 の 児童 ・ 生徒 を かか え る 教育 現場 に と っ て 、 97年

の神戸市須磨区 の連続児意殺傷事件 は 、 心 の 教育の あ り 方 に 大 き な衝撃 と な っ た 。 そ こ で

設置 さ れた 「心の 緊急会議」 の 提 言 に よ っ て 生 ま れ た の が 「 中 学生体験活動逓間J ( ト ラ

イ や る ・ ウ ィ ー ク ) 。 心 の 教育 は 結論 を 教 え 込 む の で は な く 、 子 ど も 一人 ひ と り が活動や

体験 を 通 し て生 き 方 を 見 つ け て い かね ば な ら な い と い う の が趣 旨。

98年 6 月 か ら 県下 7 地 区 の公立 中 学校18校 を 対象 に 先行実施、 10月 か ら 全公立 中学校の

2 年生が地域の さ ま ざ ま な 企業、 団体の職場、 業務、 活動 に l 週 間 参加す る 体験学習 を 始

め た 。

99年度は 6 月 を 中 心 に 県下全公立 中 学校 の 2 年生が挑戦 し た 。 震災 に よ る 教 訓 の命 の 尊

さ 、 他人へ の 思 い や り 、 い た わ り の 心 の 大切 さ 、 心 の傷 を 負 っ た 友 だ ち へ の 支援な ど防災

教育 の 方 向 と 重ね て 効 果 を 高 め よ う と し て い る 。

( 7 )  被災児童 ・ 生徒の，むの理解 と ケ ア

震災 に よ る 心 の ケ ア の た め専 門 医や 臨床心理士の協力 を 得 て 、 公立学校、 幼稚園 の 教職

員 を 対象 に 指導助言 を 行 っ た 。

99年度 は県 下 3 校で巡河相 談 を 行い 、 教職員 の 心 の ケ ア 活動 を 支援 し た 。

(8 )  ボ ラ ン テ ィ ア教育の推進

大災害時の救援 に 欠 かせ な い ボ ラ ン テ ィ ア 活動 の 重要性の理解、 基礎的 な 知識、 技街 を

習得 さ せ る た め 、 県立高校で96年度 か ら 新科 目 「 ボ ラ ン テ ィ ア 実践」 を 開講 し て い る 。

99年度の 実施校 は 17校で 、 96年定 6 校、 97年度10校、 98年度15校 と 毎年増 え て い る 。 授

業 の 内 容は 仮設住宅、 老 人 ホ ー ム 、 養護施設、 保育施設の 訪 問 、 交流、 福祉の現状な どの

学習。
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(9 )  関災教育研修会の実施

99年度 は 小学校、 中学校、 養護学校教員 を 対象 に 各教育事務所で12回 ( 延べ17 日 ) 開催

し た 。

ま た 、 99年 に 初 め て 県立高校教員 な ど を 対象 に し た研修会 を 開 い た 。

(10) 台湾大地震で教膏復興担当職員 を心の ケ ア支援に派遣

台湾大地震で被災 し た 日 本入学校の児童 ・ 生徒 の 心の ケ ア を 支援す る た め 教育復興坦当

職員 2 人が文部省 か ら 派遣 さ れ た 。

台 中 県太平市 に あ る 台 中 日 本入学校 (123人) へ99年1 1 月 1 日 か ら 12 日 ま で芦屋市 立潮

見小学校 の 伊藤 進二教諭 (47) 、 同 12 月 1 日 か ら 2000年 3 月 末 ま で西宮 市 立 上 ケ 原南小学

校の神 田 英幸教諭 (51) が派遣 さ れ た 。

台湾で も 阪神大震災 と 同様の精神 的状態が見 ら れ、 両教諭 は 阪神大震災や 教育復興担当

教員 の経験 を も と に現地 で の 児童 ・ 生徒 ら の 心理状態の把握、 ス ト レ ス 解消 な ど心 の ケ ア

活動 を 行 い 、 課護者 に助言 し た 。

(1 1) í震災 ・ 学校支援チ ー ムJ を創設

大震災で全国各 地 の 学校が避難所 と な っ た場合 に 、 運営や学校再 開 を 支援す る 「震災 ・

学校支援チ ー ム (EARTH) J が創設 さ れ、 2000年 1 月 17 日 に 開 か れ た 「教育復興 5 周年 の

集い」 で、結成式が行 わ れ た O

2000年震 か ら 本略 的 活動 を 行 う が、 当 初 は90入、 将 来 は 150人規模 を 目 指す。 小、 中 、

高校教諭、 栄養職員 、 事務職員 が参加、 ①避難所運営 ②心の ケ ア ③学校教育 ④学校

給食ーの 4 班が設 け ら れた 。

阪神大震災で得た教訓 を 全国へ発信す る の と 、 全国か ら 参加 し た ボ ラ ン テ イ ア 支援への

お札の意味 も 持た せ て い る 。
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新 た な 防災教育の推進体系図(表 6 ) 

\ ー ド函] 学校防災体制 の 整備 ・ 充実

・ 学校等の 防災機能の強化

@ 避難所 に お け る 教職員 の勤務体制 の整備
. 学校医や医師会 と の連携

{ ソ フ ト 預} 震 災体験 を 生 か し た教育 の 推 進

・ 共 に 生 き る 心や 助 け 合い の 心の 育成

・ 生命の尊厳や 自 然 に対す る 畏敬の念の醸成

被災児童生徒の 心の ケ ア

不司iI

@ 児童生徒、 教職員 の精神的被害

- 学校 と 避 難所 の 共存

- 甚大 な 人 的 、

@ ボ ラ ン テ ィ ア 活動の!よが り

← 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 」
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(表 7 ) 兵康県教委の1 999年度の防災教育の取組の経過

(阪神 ・ 西播磨 ・ 淡路)
5 日 防災教育専門推進員会議①

12 日 市 町教育委員 会主管課長会議 (東播磨)
13 日 紡災教育専 門推進員 会議②
1 6 日 防災教育 に係る 実態誠査
20 日 小 中 校長会研修会
21 日 市 町教脊委長会防災担当者会 (阪神)
23 日 市町教育委11会主管課長会議 (阪神)
28 日 教育復興担当教員研修会①

安全 (防災) 研修会 (商播磨)
< 5 月 〉

1 1 日 地医教育復興担当教II研修会 (阪神)
12 日 丹波 1 市 6 町防災担 、" ，課長会 (丹有)
18 白 地区別防災教育研修会① (西橋磨)
24 日 教育復興担当教員 配訟校訪問 (阪神)

研修担当校長述絡会議 (W烏)
25 日 地区別防 災教育研修 jz① (東播磨)
26 司 教育復興担当教員配置校訪問 (阪神)
27 日 防 災教育専門推進員会議③
31 日 教育復興担当 教員 配置校訪問 (阪神)

く 6 月 〉
2 日 教育復興担当教員 配置校訪問 (阪神)
3 日 教育復興担当教員 配置校訪問 (阪神)
4 日 地医別防災教育研修会① (但馬)
5 日 篠 LlI 市立 日 夜小学校防災訓練 (丹有)
7 日 教育復興位当教員 配置校訪問 (阪神)
8日 教育復興担当教員 配置校訪問 (仮神)

10 日 小学校長会研修会 (商播磨)
1 4 日 防 災教育推進指導員養成講座初級編- 15 日
16 日 但東町立高僑小学校防災教育研修会 ({Ii馬)
21 日 地 区教育復興担当 教員研修会 (淡路)
23 日 氷 上郡小学校防災教育研修会 (丹有)
24 沼 地区別紡災教育研修会① (}'J有)
28 fc:J 妨災教育推進連絡会議幹事会①
29 日 初任者研修会 (丹有)

< 7 月 〉
5 月 防災教育推進連絡会議①

13 日 地 区 別推進連絡会議 ( 凶播磨)
14  El 地区別推進連絡会議 ( ':111番磨)
28 日 豊岡市立新田小学校防災教育長引i葬会 ({え渇)
30 日 初任者研修会 (阪神)

< 8 JJ > 
3 口 地区別推進遠絡会議 UJ汗白f . 京橋磨)

市 町教育委員会防災担当者 会 (淡路)
9 日 市町立臨時任用者講習 会 (丹有)

1 0 B 初任者研修会 (但馬)
1 2 日 地区別J推進達絡会議 (阪神)
24 日 教育復興担当教員活動事例集作成委員 会①
27 日 ト ル コ 派遣 � 9 月 9 日 ま で (高校教育課中杉主幹)

31 日 教育復興担当教員活動事例集作成委員会②
< 9 月 〉
1 日 iJR総合防災訓練 (酋矯謄)
6 日 市町教育委長会 主管課長会議 (東播磨)
8 8  地区別推進iill絡会議 (但馬)
9 日 地区別 防災教育研修会① (淡路)

10 �1 県立学校等防災教育研修会
12 日 市町防災担当課長会 (東播磨)
13 円 地区別推進述絡会議 ({比馬)
22 E3 防災教育専 門推進員会議④
29 日 新任校長研修会 (但馬)
30 日 新任教頭研修会 代正当)

く10月 〉
5 日 防災教育推進指導員 養成講座 ヒ級編- 6 日
7 日 地区別推進連絡会議 (1H，潟)
8 日 地区別推進連絡会議 (但馬)

12 tl 伊丹市学校防災マ ニ ュ ア ル指導 (但馬)
19 1 1  初任者研修会 (丹有)

市出] 防災担当課長会 (東播磨)
地区別推進連絡会議 (頭播磨)

20 日 市島田j 防災教育研修会 (丹有)
市町教育委員 会主ぞ?課長会議 (東播磨)

22 口 地区教育復興担当 教員研修会 (淡路)
26 日 ト ル コ 派遣 - 1 1 月 6 El (総務課中村指導主事)

地|又別 訪災教古川i修会② (但潟) - 1 1 月 初 日
27 日 「台 中 日 本入学校」 支後派遣者事前研修会

地区別推進連絡会議 (西播磨)
地区別推進連絡会議 (但馬)

<l l H > 
1 H (芦屋市 守J初見小学校 伊藤教諭) r台中 日 本

入学校J 支援派遣 - 12 日
2 FJ 1>方災教育推進連絡会議幹事 会②
5 汀 地区別防災教育研修会② (阪神)

姫路市立白 鳥小学校防災教育研 修会 (丙播磨)
8 日 間宮市交上 ヶ 原 中学校訪問 (阪神)

10 日 県立 臨時11用 者講習会
12 百 三 田 市 な弥生ノj，'子校紡災教育研修会 (丹布)
1 6 日 防災教育推進連絡会議②
17 日 教育復興担当教良研修会②

守ì'l' U 本入学校」 支援派遣者帰 国報告会 と iJ l
継業務

18 日 紡i災教育推進指導員養成講座 中 級編 - 19 日
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22 日 三 田市避難所運営防災総合訓練 (丹有)
畳 間 I1J 心:八条小学校防災マ ニ ュ ア ル作成委
員 会 ({[J 烏)
地収:別防災教育研修会② (淡路)

29 口 地i哀別推進連絡会議 (中橋震)
30 日 丹 波 1 ilJ 6 部I防災担当 課長会 (丹有)

<1 2月 〉
l 日 「台 中 日 本入学校」 支J左派遣 ~ 平成1 2/3131

(同古 市 上 ヶ 原南小学校 神 田 教諭)
地区別推進迷絡会議 (西婚磨)
但栄町立資母小学校防災教育研修会 (1豆馬)

2 Fl 総合的 な 学習 に 係 る 授業 VTR 編集作業 (阪神 )

ー営団] 教育復興担当教員研修会 (淡路)
3 口 地区別推進連絡会議 (似馬)
6 日 姫路 市立山陽中学校防災教育研修会 (商播磨)
8 日 地反別 防災教育研修会② (jJlJ播謄)
9 口 市 町 教育委員 会防災担当者会 ({区馬)

川 口 地fxjJIj管玉県職矧修会 (東嬬麿)
2lE:1 尼崎 市立立花雨小学校紡災教育研修会 (阪神)

< 1 月 〉
10 日 震災対策国際総合検証報告会
17 日 阪神 ・ 淡路大震災 5 民年教育復興の集い

防災教育 ・ 災害時の心の健成 に 関す る 中 央研修会

震災 ・ 学校支援 チ ー ム (EARTH) 結成式
21 日 市島町防災教育研修会 (丹有)
25 日 地[ま別准進連絡会議 (阪神)
27 日 地 限 別推進連絡会議 (丹有)

< 2 月 〉
2 日 芦尾 市立精道小"同支防災教育研修 会 (阪神)
3 1ヨ 地区別推進迷絡会議 (丹有)
8 日 篠 山 市管理職研修会 (}'J 布 )
9 日 地区別防災教育研修会② (丹有)

14 6 熊野市立拭係小三子校防災教育研修会 (西播磨)
16  [] 市 島 町防災教育研修会 (ヂJ有)
21 E1 地医教育復興担当i教員研修会 (淡路)
24 ['1 防災教育専 門推進H会議⑤
25 日 但東町避難所運営マ ニ ュ ア ル作成委員 会 (i日馬)
28 口 地区:別推進連絡会談 (fEl ，Qfr) 
29 EJ 地反別防災教育研修会② (東播磨)

< 3 fJ > 
2 日 地医 教育復興担当 教1t研修会 (仮神)
3日 市 町教育委員 会学校教育課長会 (淡路)
8 6  防災教育推進迷絡会議幹事会③

1 0 R  研修担当校長連絡校長会 (淡路)
14 1=1 防災教育推進連絡会議③

し 一一……一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 …一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一……一一一一一一一一 一…
(兵康l宗教育委員 会)

2 . 鶴災教育実態議査
兵庫県教委 は99年 も 5 月 に 県 下 の小学校837校、 中 学校359校、 高等学校171校、 盲 ・ 聾 ・

養護学校40校、 合計上 407校で防災教育 の 実態調査 を 行 っ た 。 5 月 期 の 全県調査は96年か

ら 4 回 目 。

調 査 は 16項 目 で次の と お り 。 前 年 よ り 6 項 目 増 や さ れ た 。 (調査結果 は 第 三節 防災教育

の実践、 第五節学校防災機能の充実で詳述)

1 ) 新た な 防災教育推進 の 目 標や方針 を 、 学校の教育 目 標 ・ 重点 ・ 経営方針 な ど に 具体

的 に 明示 し て い る か

2 ) 新た な 訪災教育推進の た め の 委員 会や係 を 校務分掌 に位置づけ て い る か

3 ) 新 た な 防災教育 に つ い て校内研修会 を 開催 し た か

4 ) 校内研修会の 内容 (99年度の予定)

5 ) 新た な 防災教育 の カ リ キ ュ ラ ム を 立案 し て い る か

6 ) 99年度 に 地域や 関係機関 と 連携 し た 防災教育 の 取組 を 具体的 に どの よ う に進め よ う

と 考 え て い る か

7 ) 防災 (避難訓練) に つ い て
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8 ) 前年疫 の 訪災 (避難) 訓 練 と 比べ見直 し た 点

9 ) 学校独 自 の 災害対応マ ニ ュ ア ル を 作成 し て い る か

10) 学校 は 災害時の避難所 に 指定 さ れ て い る か

1 1 ) 災害時 に避難所 と し て 開放す る 学校施設 な ど を 明確 に し て あ る か

12) 教職員 の避難所支援班な どの組織 は で き て い る か

13) 学校 に 防災倉庫 ま た は錆蓄倉庫が設置 さ れて い る か

14) 学校の避難所運営業務 に 関 し て 市 町部 局 の 担 当 者 は決 ま っ て い る か

15) 学校 と 市 町防災部局 と の連絡会議 は 開催 さ れ た か

16) 教職員 の 不在 時 に 避難所 と し て 学校施設 を 開放す る 時、 鍵 を 聞 け る 人 は 決 ま っ て い

る か

(表 8 ) 1 999年度 に お け る 県全体の推進状況 と 今後の課題

1 学校防災体制の整備状況 (1 999年 5 月 末現在)

( 1 ) 係 及 び委員会の ど ち ら か を 校務分掌 に位置づけ て い る 割合

新 た な 防災教育 の推進 に 関 し て 係 及 び委員会 を 校務分掌: に枕資づけ て い る 学校 は 、 ほ ほ90% 以上であ り 、 年 々
整備が進 ん で い る 。

(2 ) 学校独 自 の 災害対応マ ニ ュ ア ル を作成 し て い る 割合

学校独 自 の災害対 応マ ニ ュ ア ルの作成は50%程度 で あ る が、 市 町防災部局等 と の連携 を 図 り な が ら 作成 及 び見
直 し 作業 を 進 め て い る と こ ろ も 出 て き て い る 。

( 3 )  災害時 に お け る 避難所 と し て の学校路設の 開放場所 を 明確化 し て い る 割合

明確化 し て い る "1:.校 は 、 70%iÌíj後で、あ る が、 今後市 町防 災部局 と 逮携 を 密 に し て 、 地域防災計画 に お け る 避難
所 と し て 受 け 入 れ る 地域住民の 人数 も 考慮 し な が ら 、 学校教育 の 早期存関 を 祝 野 に 入 れ て 明 確 化 を 包j る こ と が大
切で あ る 。

(4) 災害時 に お け る 教職員の避難所支援苅 等の総織 を確立 し て い る 割 合
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学校 と 市 町 教育 委員 会 ・ i市 Ifl} 防災部局 の 三者が 堂 に 会 し 、 学校 (避難所) を 核 と し た 地域 防 災体制の整俄充
実 に 向 け 、 協議 を 重ね 、 「学校 に お け る 避難所運営業務及び市町防災部局への移行手順 に 隠す る 留 意 'Jî項」 の検討 ・
策定作業が各市 町 に お い て 進め ら れて い る 。 ま た 、 避難所運営マ ニ ュ ア ル 策定 に 関 わ る 協議が各 市 田] で、進みつつ
あ る 。 こ れ ら の 中 で 、 災害時 に お け る 教職 員 の 果 た す 役割 を 明確 に し な が ら 、 避難所支援 の 組織 を 確立 し て い く
必要があ る 。

2 新 た な 紡災教青の推進状況 (1 998年 5 月 末現在)

( 1 ) 新た な 防災教育 の カ リ キ ユ ラ ム を 作成 し て い る 割合

防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成は小学校 で は60%程度、 中 学校 で は 50%程度であ る が、 年 々 少 し ず つ で は あ る が
整備が進 んでい る 。

(2) 地域住民が参加す る 防災 (避難) 訓 練 を 実施 し て い る 割合

学校の 防 災 (避難) 訓練 に お い て は 、 保護者や地域住 民 を 含 め た 訓 練や 児窓生徒の 引 き 渡 し 訓 練 を 取 り 入 れ た
り す る 学校が少 し ずつ土台 え 、 防災 (避難) 訓 練 を 工夫改帯す る 学校 も 噌 え て い る 。

3 参考) 自 主紡災組織の結成状況 (1 999年 4 月 現往)

割合は、 全世帯 に対す る 組織に加入 し て い る 世帯の割合であ る 。

4 参考) 市町の 「地域防災計画」 の修正状況 (2000年 1 月 現在)

子成 8 {f'度の県の地域防災計 阪の改定 を 受け て 修正 し た市町の状況

〈参考文献 〉
「新 た な 妨災教育の充実 に 向 け て 5 年 目 の取組」 兵庫県教育委員会 2000年 1 月 1 7 日
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新た 者防災教育の実賎
兵庫県 が 「全国 に 発信す る 」 と 性格づけ を し た 「新た な 防災教育J は 、 ①震災 に 学 ぶ 防

災教育 の 推 進 ②学校防災体制 の 整備 ・ 充実 ③心 の ケ ア ー が 3 つ の 大 き な 柱 と な っ て い

る 。

防災教育 の学校 に お け る 実践 は教室で の授業が基本 と な り 、 97年度 ま で に 副読本や カ リ

キ ュ ラ ム 例 な どが整備 さ れ、 98年度か ら 実践 の前進、 発展の 段 階 に 入 っ て い る 。 大震災 5

周 年 の 99年度は前年か ら 引 き 続 き 、 実践の 強化が進め ら れ た 。

兵庫県教委が求め て い る 防災教育 の 推進体制 の 整備 は 、 学校の 目 標、 経営方針への 明 示

は前進 し て い る が、 校内研修会の 開催、 カ リ キ ュ ラ ム の立案 な ど は 十分 と は い え な い 。

一方、 学習指導要領の 改 訂 に よ る 「総合的 な 学習 の 時間」 の 新 設 に 向 け 、 防災教育 と 関

連づけ を し な が ら 授業 を 進め よ う と す る 教育現場の動 き も 活発 に な っ て き た 。

1 . 号9年度防災教育実態調査か ら
( 1 ) r新 た な 防災教育推進の た め 呂 標や方針 を 、 学校の教青 島 標 ・ 叢点 ・ 経営方針に具体

的 に示 し て い る か」

目 標 な どが明示 さ れて い る の は小学校81 . 2 % 、 中 学校75 . 2 % 、 高等学校84 . 2% 、 背 ・ 聾 

養護学校70 . 0 % 。 前年 に 比べ、 小学校 は3 . 2 ポ イ ン ト 、 中 学校 は 2 . 0 ポ イ ン ト 、 高等学校は

1 . 7 ポ イ ン ト 、 富 ・ 聾 ・ 養護学校 は2 . 5 ポ イ ン ト 増 え た 。 小、 中 学校 と も 伸 び率 は 鈍化 し た

が、 確 実 に 前進 し て い る O

兵庫県教委 は 、 新た な 防災教育 は震災の教訓 を 生か し 、 災害か ら 自 ら の 生命 を 守 る 能力

を 身 に つ け る 。 ボ ラ ン テ ィ ア 精神 な ど共生 の 心 を 青 み 、 人間 と し て の あ り 方や生 き 方 を 考

え る 実践 と 位置づけ る 。

こ の調査結果 に つ い て 、 県教委 は 「 い ま だ に 2 割 の 学校 は 生命の尊重、 助 け合 い の 心 の

育成 と い う 新 た な 防災教育 の 目 標 を 認識 し て い な い」 と 指摘 し て い る 。

( 2 )  r新 た な 防災教青推進の た め の委員 会や保 を 校務分掌 に位霞づ け て い る かJ

〔委員会 を 位置づ け 〕

小学校46 . 5 % (前年調査32 . 1 % ) 、 中 学校43 . 7 % ( 同 33 . 1 % ) 、 高校36 . 3 % ( 同 31 . 0 % ) 、

養護学校 な ど32 . 5% ( 同 32 . 5 % ) 0 小、 中 学校 は 50% に 近 づ こ う と し て い る 。 小規模校 は

職員 数が少 な く 困難 な 実態 も あ る 。

〔係を設置づ け 〕

小 学校95 . 7 % (前年調査87 . 9 % ) 、 中 学校90 . 8 % ( 同 86 . 2 % ) 、 高校71 . 3 ( 同 67 . 8% ) 、

養護学校 な ど80 . 0% ( 同80. 0% ) 。 小学校 は 100% へか な り 増加、 中 学校 も 90% 台へ。 高校
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も 70 % を 超 え た。

〔 ど ち ら か一方 を 位置づ け 〕

小学校98 . 6 % (前年調査92 . 5 % ) 、 中 学校93 . 6 % ( 同 91 . 2 % ) 、 高校81 . 9 %  ( 同 77 . 8 % ) 、

養護学校 な ど90 . 0 % ( 同 90 . 0% ) 。 各校種 と も 高 い 数値 と な り 、 小学校 は 100 % 間近 と な っ

た 。

校務分掌の位置づ け は 兵庫県教委が防災教育研修会や教育事務所主擢 の 各種研修会で こ

れ ま で の 実態調査の 結果 を 示 し 、 位置づけ を 求 め て い る 。 ま た市郡町教委の 学校教育主管

課長会で も 依頼 し て い る 。

今回 の調査で委員 会か係の ど ち ら か一方 を 校務分掌 に位量づけ て い る 学校が多い こ と が

わ か っ た 。 し か し 、 カ リ キ ユ ラ ム の立案、 校内研修会の 開催、 災害対応マ ニ ュ ア ル の作成、

防 災 (避難) 訓練の計画、 実施、 副読本 を 活用 し た授 業 な ど具体的 な 実践 と な る と 、 い ま

だ に低 い 割合 と な っ て い る 。

兵庫県教委 は 、 こ の 足踏み状態の打破、 す べ て の学校が校務分掌 に 委員 会 や係 を 位置づ

け る こ と は震災の教訓| の風化 を 防 ぐ 5 年 日 の課題だ と し て い る 。

( 3 )  í新た な 防災教育 に つ い て校内研修会 を 開催 し た か」

小学校71 . 2 % 、 中 学校53 . 8 % 、 高等学校46 . 8 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校30 . 0 % 。 小学校が最

も 高 く 中 学校、 高校へ進 む に つ れて低 く な っ て い る 。

地域別 で は被災地の神戸、 阪神地区 は小、 中 学校 と も に 50 % 前後 と 低 く 、 淡路地 区 は小

学校87 . 7 % と 高 い 。 非被災地 で は 、 1-E!潟地 区が小学校95 . 3 % 、 中 学校90 . 0% と 高 く 、 西播

磨 地 区 の小学校81 . 2% が続 い て い る 。

( 4 )  í校内研修会の内 容 (99年度の予定 ) J

防災教育副読本の 活用 、 実践事例集の活用 は小学校で60% 程度。 防災教育 の授業関係 よ

り も 防災 (避難) 訓 練 な ど、 学校防災体制 関係の 方が圧倒 的 に高 い 。

(表 9 ) 校内研修会の内容 ( 1 999年度の予定)
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( 5 )  r新 た な 防災教育の カ リ キ ュ ラ ム を 立案 し て い る か」

小学校60 . 6 % (前年調査42 . 4 % ) 、 中 学校時 . 7 % ( 同32 . 3 % ) 、 高等学校1 1 . 7% ( 問 1 1 . 7 % ) 、

盲 ・ 聾 ・ 養護学校の20 . 0 % ( 同 20 . 0 % ) 。

校務分掌への位置づけ に比べ る と 、 校内研鯵会 と と も に カ リ キ ュ ラ ム の立 案状況 は 低 い 。

高等学校、 養護学校 な どは前年 と 同様の数字。 小、 中 学校は年度 ご と に カ リ キ ュ ラ ム づ く

り への 耳対立が進 ん で い る 。 高等学校 は校務分掌への位量づけ も 低調 だ。

学校教育活動全体 を 新 た な 妨災教育の観点か ら 見直 し 、 既存の カ リ キ ュ ラ ム に 明 確 に 位

置づけ て い く こ と が、 震災か ら 学 ん だ教訓| を 今後 に 引 き 継 ぐ こ と に な る の だが、 現状は必

ず、 し も 県教委 の 注文 どお り に な っ て い な い 。

2000年度か ら は新 し い 学習指導要領 の 移行措置 も 始 ま り 、 「総合学習 の 時 間」 が本格的

に 導入 さ れ る 。 震災体験 を持つ 「兵庫県独 自 の総合学習 の確立J が求め ら れ る こ と に な る O

2 . 防災教育研修会
学校 に お け る 新た な 防災教育推進の た め 教員 の指導力 向上 を め ざす研鯵会。 防災教育副

読本の活用 、 避難訓練な どの安全指導、 心 の ケ ア に つ い て学 ん だ。

99年 も 小、 中 、 養護学校の 教員 を 対 象 に各教育事務所 ご と に 2 毘ずつ行 わ れ、 新 た に 高

校教員 を 対象 に し た研修会が県教委高校教育課全面室 に よ っ て 実施 さ れ た 。

研鯵内 容 は 次 の と お り 。

(表10) 1 999年度 防災教育研修会 (各地区別) の実施内容

神阪

丹有

十束番

西
播

f潟旦

路j炎

実施 日 実施場所

① 99 ・ 6 ・ 24 尼締市教育総合セ ン タ ー

② 99 ・ II ・ 5 西宮市立西宵高等や校

① 99 ・ 6 ・ 24 篠山市立篠L11市民会館
② 00 ・ 2 ・ 9 篠山市立JJ南健康福羽 セ ン タ }
① ω 5 25 「ーセ ン タ ー

② 00 ・ 2 ・ 29 県 立教育研修所

① …  l 仁郡IIIJrt'9l:i':R:
② 99 ・ 12 ・ 8 上郡町中央公民自自

① 99 . 6 . 4 日 高指附
② 10/26� 1lI30 1 11l蹴地区州、. 中学校

① 仲 9 . 9 官myふる さ と セ ン タ ー

② 99 ・ 1 1 ・ 22 宮町ふる さ と セ ン タ ー

: 言f j ・ m 間 • 15会場

主 な実施内容

シ ン ポ ジ ウ ム 「心の ケ ア の取総を ど う すすめ る か」

講話 l . rr 、 実践発表 「総合的な学習の時間J

講義、 実践交流、 演習 「防災 ド リ ル に ついてJ

講義、 分散会 「実践交流一斑別」

分散会 「災害対応マニ ュ ア ルの作成等」、 講義

'jtf絞発表、分散会「総合的な学習のi時間j一斑別協議」

議話、分散会「学校独自 の災害対応マ ニ ュ ア ル作成」

講話、 分散会 「防災教育の指導案づ く り 」

講義、 分数会「災計川マニュ ア ん及び避難所運営一協議J

研究授業 と 意見交流

実践発表、 講話 「総合的 な学留の時跨」

実践発表、 分散会

講義・講話・ シ ン ポ ジ ウ ム ⑬、 分散会・演習⑦

実践発表・ 交流⑤、 研究授業 @ 

参 加 人 数

小
養

29
1
8
0
人
人

・
・ 他
中 i3

6
5人
人

449人

小 127人 ・ 中 40人
169人

養 2人

ノト 265 人 ・ 中 123人
398人

養 10 人

小 329人 ・ 中 144人
475人

主主 2 人

小 170人 ・ 中 60人 230人

小 113人 ・ 中 35人 148人

; 小即人 中 53川
人

養 24人・他 6人
1869 

(兵庫県教育委員会)
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1 ) 学校 に お け る 新た な 防災教育 の 実践

2 ) 学校防災体制 の充実

3 ) 防災 (避難) 訓練の効果的指導方法

4 ) 心の ケ ア

5 ) 学校 と 家庭、 地域、 関係機関 と の連携

シ ン ポ ジ ウ ム 、 講義、 分散会、 講話、 ド リ ル研究授業、 実践発表 な ど さ ま ざ ま な 形式 で

「防災教育推進校 内組織の確 立J ，- カ リ キ ュ ラ ム の作成J ，-副読本の活用J ，-総合学宵 と の

か か わ り J ，-学校独 自 の災害対応 マ ニ ュ ア ル の作成J な ど に つ い て 、 地域の 実情 に 応 じ て

研修 し た 。 参加 は 延べ1 ， 869人。

高校の研修会 で は 、 PTSD と 不登校 を 関連 さ せ た 講話が、 現実的 な 課題 と し て 関心 を 集

め た 。 実践発表 で は避難所対応 と い う 昼夜 を 問 わ な い取組 を 背景 に し た 内容が、 2 人の 先

生 の 体験 に よ っ て 示 さ れ、 地域的 な 温度表 を な く す反応 の 高 い も の に な っ た 。

課題 と し て は 、 防災意識の風化が懸念 さ れ る 中 、 市 町単位 ご と の研修、 研究授業、 実践

事例集 の 配付 に よ っ て新 た な 防災教育の 充実 を 試み る 必要があ る 。 地域 と の連携 を 強化 し

た 妨災体制 の確立、 総合学習 の 具体化 ー な どがあ げ ら れて い る O こ の た め 、 よ り き め細 か

な 実践交流 を 図 り 、 幼稚園 か ら 高等学校 ま で連携 し 、 心 の 教育 の 一貫性 を 追求 す る 必要性

も 指摘 さ れた 。

〔地底別実施状況〕

く〉阪神地区

98年度 ま で実施 さ れた 「災害 を 受 け た こ ど も た ち の心 の 理解 と ケ ア研修会」 がな か っ た

た め 、 第 i 田 は 「心の ケ ア の取組」 を テ ー マ に研修 し た。 被災後 4 年以上た っ て も ま だ 立

ち 直れず、 生活環境 の 激変 に よ っ て新 た な ス ト レ ス を た め 込 ん で、 い る 児童 ・ 生徒の現状 と

実践の具体例 を 交流 ・ 協議 し た。 シ ン ポ ジ ウ ム 形式で、 会場か ら の 意見発表 も 行 っ た。

パ ネ リ ス ト に幼稚園か ら も 参加、 心 の ケ ア の あ り 方 に幼稚園 と 小学校が連携 し て取組む

必要性が よ く 認識で き た 。

2 回 目 の研修会で は 「総合学習J に お け る 防災教育の位置づけ を 実践発表で具体的 に 示

し た 。

課題 と し て は 、 中 学校で は 丈化祭、 小学校 で は 遠足 、 社会見学な ど学校行 事 と 研修会の

日 程調整が難 し く 、 会場 と 時間 の確保、 参加者の確保 も あ げ ら れ る 。

く〉丹有地区

実践交流 の場 を 設 け る こ と に よ り 、 副読本 を 活用 し た指導や 防災 (避難) 訓練の充実 な

ど、 先進校 に 学ぶ取組が増 え た。

研修会の 内容や配布資料 を 生か し 、 地 区 内 全校で災害対応マ ニ ュ ア ル を 整備 す る よ う に

な っ た 。 市 町 の避難所運営マ ニ ュ ア ル に 連動 さ せ て 学校災害対応マ ニ ュ ア ル を 修正 し た り 、

避難所支援 に つ い て 記載す る 学校が増 え て き た。
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「総合学習J に 新 た な 防災教育 を位置づけ る 気運が高 ま っ て い る 。 地域 と の連携 に よ る

防災教育 を 進め る こ と の重要性が確認 さ れた 。

課題 と し て は①引 き 続 き 各校 間 の 実践交流 の 場 の 設定 ②部読本の 活用 と 防災教育 カ リ

キ ュ ラ ム の整備 ③ 「地域の退去 の災 害 と 先 人 の 努力 に 学ぶ」 教材 の 開 発 ④市郡教委 ご

と の研修会、 教育事務所の 防災教育研修会、 防災教育推進連絡会議 の 3 者連動 ⑤市郡教

委、 震災 ・ 学校支援チ ー ム 、 訪災教育専 門 指導員 養成講座受講者 と の連携 な ど。

く〉東播鷹地区

先進校 の 実践 、 分散会 で 自 校の 防災体制 の 現状 を 検証す る こ と を 通 じ 、 防災教育担当者

が取組むべ き 課題が明確 に な っ た 。

と も す れ ば薄 れが ち な 震災 の 教訓 を 学校教育 の 中 に ど う 位置づけ る か、 「総合学習」 の

活用 を 視野 に 入 れ て 各校 と の 交流が図 れ た 。

く〉西播磨地区

災害発生時 に学校が対正、す る 具体策や初動体制 の あ り 方 を 協議 、 各校で半 年 間検討 し 「災

害対応マ ニ ュ ア ル」 と し て 完成 さ せ る こ と に し た 。 2 回 目 の研修会 に 提 出 し た 。 地底 内238

校 中 、 236校が提 出 、 作成率は99% と な っ た。

指導案づ く り の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 実施。 小学校38、 中 学校15の指導案 を 作成 、 2000年 2

月 に 各学校へ配布 し た 。

課題 は市郡単位 の 防 災教育授業研究会開龍、 年 間 カ リ キ ュ ラ ム や 災害対応 マ ニ ュ ア ル の

定期 的 な 点検、 見直 し が必 要 な こ と 。 地域 と 連携 し た 防災 (避難) 訓 練 の 実践 、 交流が不

十分な こ と があ げ ら れ た 。

く〉但馬地区

2 回 目 の研修会 は 市郡別 に少人数で、授業参観 を 行 っ た た め 、 各校の 問題点 を 詳細 に協議

で き た。

2 会場 で 「総合学習」 の授業が提案 さ れた が、 全校への 浸透 を 図 る こ と が課題 と な っ た 。

新 た な 防災教育 の 目 的 に つ い て の理解 は ま だ ま だ遅れて い る O

く〉淡路地区

「総合学習 の 試み」 と し た 実践発表が行 わ れ、 共通理解 を 深め た り 、 プ ラ ン づ く り の段

階 に あ る 多 く の 学校 に と っ て 参 考 に な っ た 。 「 人 間 教育 と し て の 防災教育」 を 2000年度か

ら の 「総合学習」 で ど う 展 開 し て い く か、 参加者 に と っ て 役 立 つ 内 容 で 、 「福祉教育 ・ 国

際理解教育 ・ 靖報教育 ・ 環境教育」 と の 関 連 に も 言及 す る 幅 の 広 い も の だ、 っ た 。

分散会 で は 「 防 災体制づ く り J r副読本 の 活用 J r避難訓練J r教職員 の 実践 力 、 指導力

を 高 め る 取組」 に つ い て清報交換、 意見交換が仔 わ れ 、 各校の 防 災教育 の 進行状況が把握

さ れた 。 ま た 、 今設の 方策 を 明確 に す る 貴重 な 機会 と な っ た 。

課題は 多忙化、 防災意識の低下、 予 算 な ど の 理 由 で 防災教育 の推進、 防 災体制 の 整備 は

難 し い と い う 戸が増 え は じ め て い る こ と 。 市 町単位で 防災教育担当 者 が集 ま る 組織づ く り
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を 進 め 、 充実策 を 協議 し た り 、 市 町部局 と の連携 を 強化す る 機会が必要 と な っ て き た 。

(表1 1 ) 防災教育推進指導員養成構座

ノノ、J 野 区 分 tíJf 修 内 ゲfヤ1- ; 初級 中級 i 級 ;
ト

! 協 議 災害時の危機管理 I (学校防災体制! の確立 ) 。
トー

議 義 災吉'8寺の危機管fljUI 危機管理 と 指導者の要件) 。
応急対策論

講義実望号 災害活動 に お け る 安全管玉県の基本 C 

実 ，肝J、ヨヲ 応急処置法 ・ 搬送法等 。

i蒔 三手笠足三 地震災筈の特色 。
基礎概論

�/Jl' 義 気象の基礎知識 。ト…
百年 義 学校 家庭 - 地域の連機 に 基づ く 防災教育 。

防災計i両論 卜 一
2持 義 地域防災計 画 と 防災対応 。

協 議 学校 に お け る 防災教育 の実際 I (取組の現状発表) O 

協 議 地域の実情に応 じ た 防災教育推進上の 1;泉窓 と 解決策 。
防災教育論 十同力方 議 地域 と 連携 し た 防災訓練のイ上 り 方 。

協 議 学校に お け る 防災教育 の実際 il (推進上の諸問題) 。

J負 習 防災学習 ソ フ ト の活用 O 

} 、ij良~刃白刃 1民 習 防災 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン 。

J民 習 防災教育副読本の品川 (学習指導案) 。

lt司 習 防災 ド リ ル ( Q & A ) 。

J青 二我三立; 児攻守 徒の心の ケ ア (基礎知識) 。
心の ケ ア

講 義 児窓生徒の心の ケ ア (応用編ー 専門機関 と の連携) 。トー
ゴ同品沼 議 義 ボ ラ ン テ イ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー の役割 と 育成 。

法令概論 高井 義 災玄 関係法令安説 。

l 講話 ま と め
手持 ニ1モ11口二 新 た な 紡災教育 の収総 と 「生 き る 力」 の育成 。

ま と め 防災教育推進指導員 の活動 。 。 I 0 

(兵庫:県教育委員会)

3 . 蹄災教育推進指導員 養成講塵
99年度 は 前 年 に続 き 、 2 期 目 。 県下全域 の 学校防災教育 の充実 を 図 る た め 、 専 門知識 を

身 に つ け た指導員 を 計 画 的 、 継続的 に育成す る 。 2 期生 は l 期生 と 同 じ28人。 合計56人 と

な っ た 。

兵庫県教委が県立教育研修所 (加東郡社軒) で市郡 町教委が推薦 し た小、 中 学校、 県立

学校教員 を 対象 に 養成講産 を 、 99年 6 月 、 10月 、 1 1 月 に 初級、 中級、 上級 に 分け て 聞 い た 。

研修内 容 は 「応急対策論J I基礎概論J I 防 災計画論J I 訪 災教育論J I演習J I心の ケ ア 」

「 ボ ラ ン テ イ ア 論J I法令概論J と 講話。 防 災教育推進指導員 は 災 害 時 に 避難所 と な っ た

学校 に 派遣 さ れ、 自 治経織の 結成 や 運営 に協力 す る 。 平 時 は県下各地で防災教育 の 中 心 的

役割 を 果 た す 。
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十 教青畿興担当教員 の活動
震災後、 毎年207人が被災地の小、 中 学校 に 配置 さ れ、 主 と し て児童 ・ 生 徒 の 心 の ケ ア

対策 に取 り 組 ん で い る が、 新た な 防災教育の推進 に も あ た っ た 。

主 な 叡 り 組 み は次の と お り 。

1 )  I総合 的 な 学習 の 時 間J (総合学習 ) を 視野 に 入れ た学校独 自 の カ リ キ ュ ラ ム 編成 と

実践

2 ) 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成 と 改善

①学校の課題 に 応 じ た 防災教育推進計画や 年 間 指導計画 を 作成 し 、 層 の推進 を

図 る

3 ) 防災教育副読本 を 活用 し た授業冊究 と 実践

①指導案 を 検討 し 、 授業研究 を 進 め る と と も に 地域教材 の 開発や資料 整理

②復興恒久住宅の建設 に よ る 震災体験児童 の転入 に 伴 い 、 被災体験の ほ と ん ど な

い児童 と の混在 に 配慮 し た 防災教育の推進

③地域 の ゲス ト テ ィ ー チ ャ ー を 活用 し た 地域 に 学ぶ 防災教育 の 推進

④ ボ ラ ン テ イ ア 活動の推進

5 . 神戸甫教委が隣災教育協力校の実践事擁集発釘
神戸市教委 は 99年度 も 防災教育 の 実践事例 集 を 作成 し た 。 97年か ら 各区 ご と に小、 中学

校 I 校ず つ 、 合計18校 を 指定 、 97、 98両年震 は 「防災教育推進校」 、 99年 度 は 「防災教育

協力校」 と し て研究実践 に取 り 組 ん だ。

99年度 の事例集 は 「防災教育 の 実践 園 小学校 ・ 中 学校」 で2000年 3 月 の発行。 A 4 判 、

83ペ ー ジ。 事例集の作成 は 「神戸市防災教育実践報告集J (98年 l 月 ) 、 「 防災教育 の 実践

一授業開発、 学校防災体制研究J (98年 3 月 ) 、 「 防災教育 の 実践 II 小学校 ・ 中学校J (99 

年 3 月 ) と 続け ら れ、 今回 は 4 冊 目 と な る 。 ま た 、 96年度か ら 「学校震災対応 マ ニ ュ ア ル

作成指計J 防災教育副読本 I同 改訂版」 「 カ リ キ ュ ラ ム 作成 案」 な ど を 次々 に ま と め 、

神戸市独 自 の 防災教育 の 推進 を 図 っ て い る 。

99年度 の 防災教育協力校 と 実践 テ ー マ は次の と お り 。

I 小学校 の 部

( 1 ) 思 い や り 、 助 け合 う 心 を 育 む (本 山 第 二小学校)

(2 ) 震災 を 風化 さ せ な い 防災学習 の 取 り 組み ( 西灘小学校)

( 3) 湊小防 災 の 日 「週 爵 J ( 湊小学校)

(4 ) 自 ら 考 え 行動 で き る 児意 を 育 て る 防災教育 (会下 山小学校)

命 の 尊 さ を 知 り 共 に 生 き る 力 を 育 む 防災教育 (鹿 の 子台小学校)

(6) 人 と 人 と の つ な が り を 大切 に し 、 自 分で行動で き る 子供 に育 て る 防災教育 (蓮池小
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学校)

(7) 地域 と 共 に 歩 む 防災教育 (板宿小学校)

(8) 自 ら 考 え行動で き る 児童 を 育 て る 防災教育 (多 聞東小学校)

(9) 一 人一人が生 き る 力 を 育 む 防災教育 を め ざ し て (岩岡小学校)

II 中学校の部

(1)  こ れか ら の 防災学習 (御影中学校)

(2 )  防災教育 の 取 り 組み ( 上野 中 学校)

(3) 体験的 、 実践的 な 防災教育 (葺合中学校)

(4) 妨災避難訓練の 日 常化 を め ざ し て ( 湊 中 学校)

( 5 )  具体的 な 生 き る 力 を 育 む 防災教育 (北神戸 中 学校)

( 6 ) 防災教育 に つ い て (西代 中 学校)

(7)  心通 わ す 取 り 組み 「裁量 ・ 創意工夫 を 生か し た 防災教育 を 目 指 し て」

~ ク ロ ス カ リ キ ュ ラ ム の理解 と 総合的 な 学 習 の 運用 に 向 け て � (飛松 中 学校)

(8) r生 き 方」 を 考 え る 防災教育 (福 田 中学校)

(9 )  総合妨災訓練 { 消 防署 ・ 地域の協力 を 得 て ] ( 岩 問 中 学校)

内容は児 童 ・ 生徒の 防災意識 を 高 め る 授業 の工夫、 保護者への 引 き 渡 し 訓練の方法、 地

域 と 連携 し た 防災訓練の工夫、 児童 ・ 生徒の心の ケ ア の推 進 な どで、 子 ど も が 自 分で 考 え 、

生命 を 守 る 。 人 間 の あ り 方 を 教 え 、 助 け合 い の心 を 養 う な ど妨災教育の テ ー マ に沿 っ て 、

災害の発生時 に重点 を 置 い た 実践事例が多い。

ま た 、 学習指導要領の 改訂 に よ る 「総合学習 」 の 登場 に 嬬 え た研究実践 も 取組 ま れ た 。

神戸市教委は 震災 の 体験 を 風化 さ せ る こ と な く 、 地域や 関連機関 と 連携 し た 防災訓練の

生 き る 力 を 育 む授業の研究 な ど、 さ ら に 充 実 さ せて い く よ う 求め て い る 。
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(表12) 本 山第二小学校 6 年 学級活動学習指導略案

。題 材 「学校 に い る と き 、 も し 災害がお き た ら 」
。 ね ら い 学校 に い る と き 、 も し 災害がお き た ら 、 どの よ う な行動 を と れ ば よ い の か を 考 え る こ と に よ っ て 、 防

災への意識 を 高 め る 。
。題材設定の理由

6 J1 に避難訓練 を 行 っ た。 授 業 中 に 理科 室か ら 出 火 し た と い う 設定て、行っ た が、 実際の 火 災 の 場合 は 、 い つ 、
ど こ か ら 出 火す る かわか ら な い。 ま た 、 火災だ け で な く 、 地震な どのjL筈が起 こ る こ と も 考 え ら れ る 。

そ こ で、 児童 た ち が学校 に い る と き に 火災や、 地震が起 こ っ た ら どの よ う な 行動 を と れ ば よ い か 、 自 分 た ち
の 学校 の い ろ い ろ な場所や場面 を 想定 し 、 自 分た ち の取る べ き 行動 を 考 え る こ と に よ っ て 、 防災への意識 を 高
め て い き たい。

。展 開

児童に 活動 | 支援 ( ・ ) と 慢意点 (0)

と に よ う な 避 @ 避難言 練で避難 し た 経路の ほ か 、 特 別 教室 に
L か話 J 合 � c と き の 避難絞路 に つ い て も 、 OHP を 使 っ て確認 し

う に す る 。

2 .  '学校に い る と き 、 大 き な地震が起 き た ら 、 どの 1 0学校の 中 で、 ど こ で、 ど ん な こ と が起 こ る か考 え
よ う な状況 に な る か話 し 合 う 。 1 る こ と がで き る よ う にす る 。

・ 教室 @ 特別教室
・ ア 1) _ ナ ・ 遂動場 ・ ブー ル

3 . 大 き な 揺 れ を 感 じ た と き 、 どの よ う に 身 を 守 る 1 0授業 中 だ け で な く 、 休み 時 間 に 地震 が起 こ っ た 時、
か考え る 。 1 そ れ ぞれの場所で どの よ う に 自 分の 身 を 守 れ ば よ

い の か考 え る こ と がで き る よ う に す る 。

どの;場閣 に お い て も 、 特 に 気 を つ け る こ と を 話 1 0 どの 場面 に お い て も 、 特 に 気 を つ け な け れ ばな ら
し 合 う 。 1 な い こ と に気づ く よ う に す る 。

学校 に い る と き 、 災害がお き た ら どの よ う
動すればよ い の か を ま と め る 。

・ 落 ト 物 、 転倒物 か ら 身 を 守 る
@ 務 ち 着い て 先生の指示 に 従 う

き ま り を 守 る 。

(神戸市教育委員 会)

第六章 @ 教育 307 



(表13) 西灘小学校 4 年 総会学習へ つ な がる 取 り 組み

テ ー マ : 災害 に 備 え る
ね ら い : 災害 に つ い て の理解 を 深め 、 みずか ら の安全 を 守 る 方法 を 身 に つ け る 。

地域の 防災対 策 の 実情 を把拐 し 、 そ れ に協力 す る 態度 を 身 に つ け る 。

(学習 内容)
~一一寸一一一一一一

段階 学 背 内 容

• S . 13絞神大水害
謀 1 ・ H . 7阪神 ・ 淡路大震災

・ そ の他、 最近の湊川 氾濫題 I (参考 ・ 凶 国 九 州、| の水害、 北海道奥尻 烏 震 災、
仙 普賢吾等)

設 1 ・ 起 こ り う る 災害の種類
地震 火災 ・ 水害 - 土砂崩 れ

定

- 夜、 た ち の家で普段か ら 気 を 付 け て い る こ と
調 i マ ン シ ョ ン ・ 自 治会て、

- や校内の防災設備
ベ | ・ 校区 と その周辺地域の 紡災設備

・ 避難場所や消火栓の掲示や位置の篠認

る

深

め

る

関連教科 資料収集の方法等

- 学校 の 写真パ ネ ル
(安全な く ら し ・ 郷土 | ・ VTk、 新聞記事

の 発 展 に つ く し た | ・ 家の 人の体験談
人 々 )

- 国語 (表現単 元)

- 開 き 取 り
・ 反役 所 な どへの資料 請

求
・ 校内調査
. 路上調査

(小 グ ル ー プ毎
地域 を 決め て )

る

銅
賞一

ょ

ぼ
議
写

に

こ
の
は

ト

は
ら
た

ッ

せ
か
ま

、
不

わ
会
像
料
一
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協
映
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し
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録
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料
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凶
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き

郷
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})/\
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つ
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)

く
に
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)

え
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る
ぴ

単

九五
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宗
安
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科
流
の
徳
福

ぺ
(

の
人
理

(
水
道

(

元
理

単
処

現
報

山
表
情

実

- 校区 の 防 災 マ ソ ブ。づ く り →印刷 し て 地域の 人 に
配 る

・ 災害 時持 ち 出 し リ ュ y ク 作 り
@ 自 分や家族 を 守 る

; 緊急、時の避難場所の線認、
消防署 警察努への通報 連絡
避難訓練の実施
災害避難時の留意点

「 し あ わせは こ ぼ う 」
@ 消 防署 ・ 警察署への 協

力 依頼
・ 保護者へ協力依頼
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(表14) 西代中学校 震災記念 日 防災学習

⑥ 震災記念 日 防災教育

日 !侍 2000{ド 1 月 1 7 0 ( 月 校 fJ寺 C

場所 各教室
内平手 「過去が光 っ て 見 え る と き J ( r幸せ運ぼ う J p6- ) 

。ね ら い ・ 阪神 淡路大震災の体験 を 今後の 生 活 に ど う 生 かすべ き か を考 え る 。
• 5 年が経 と う と し て い る 茨在、 こ の 大震災の経験 を 風化 さ せず、 苦難 を 乗 り 越 え よ う と い

う 気持 ち を 主主 わせ る 。
。指導の 鋭点 震災 と い う 非常事態 の 中 で得 た 体験か ら 、 助 け合 っ て 共 に 生 き る こ と の 大切 さ を 理解 さ せ

た い。 様々 な 震 災体験の 中 か ら 日 分が 一番共感で き る 体験 を 発表 さ せ る 中 で、 つ ら か っ た
こ と や悲 し か っ た こ と 、 大 人 た ち に 頼 ら れて 嬉 し か っ た こ と 、 ボ ラ ン テ イ ア への 感 謝 の 気
持 ち 、 共 に 喜 び、 怒 り 、 悲 し み 、 哀 れみ、 堪 え 忍 び、 励 ま し 、 慰め、 助 け合 え る 心の豊か
さ が大切 な こ と を 理解 さ せ た い。 自 分 た ち の体験 し た こ と を 人 に 伝 え 残 す こ と が 「幸せ を
運ぶ」 こ と に な る の で は な い か と 考 え た い 。

。指導展 開

し) 家族- (四) 幸せ運ぶ た め に 1 0 つ ら か っ た こ と 、 悲 し か っ
を 読 む ! こ と

C 掲載 さ れ た作文の 中 で一番町J I O 家族の結びつ き が強 ま っ た
展 ; 象 に残っ た の は どれで、すか。 I と

指導者の地震後の生活 を 開 く 。 1 0 家族に勝、 ら れた こ と
。 地震後 どの よ う に 生活 し て い 1 0 ボ ラ ン テ イ ア の 人 に感謝 し た

ま し た か。 I こ と
関 ' ''''- . "" J.. 1. __ r '" ，� 1 I O 百 しい 生活の な か で 「 う れ し

しミ」 と 感 じ た こ と は ど ん な こ

。 言葉災の 中 で経験 し た も の の
ち 、 どん な こ と を こ れか ら

結 | 活 に残 し た い と 思 い ま すか。

助 け合 う
f中 良 く す る
感謝す る

ン テ ィ ア活動を

指導上の情意点

で き れ ば、 なぜ印象に残 っ た
か発表 さ せ る 。

中学校入学 ま で に 限 る 。

明 る い思 い 出 と し て 残 っ て い る
も の を 挙げ さ せ る 。

家族の …員 と し て仕事 を す る
こ と や 人 の 手助 け を し た と き の
充実感、 助 け ら れ た と き
等 に 気づかせ る 。

学級、 家庭、 地域な ど い ろ
ろ な 場 を 考 え さ せ る 。

残 し た い こ と を 実践す る こ
「 幸 せ を 運 ぶ」 こ と に つ

こ と を説明す る 。

今後の 生活 に ど う 生かすべ き か、 「幸せ を 運ぶ」 た め に被 災者 と し
感謝の心 に対す る 謙慮 な心の大切 さ を 王間干 し 、 そ れ ら を 自 分の 体験 を 通 し

よ う に な っ たか。

(神;:-， 市教脊委員会)
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(表15) 飛松中学校 1 999年度防災教育実施要項 (案)

l 日 時 2000年 1 月 17 臼 (月 ) 5 h - 6 h 
(50分) (50分)

※授業逆}II買 6h時5h時4h時3hの教科 (午前中日分授業)
昼 食 1 2 : 1 5-12 ・ 50
昼清掃 1 2 : 50-13 : 10 

2 . 内 容 5h 

1999年度
防災教育協力校 と し ての発
表 会 を 兼 ね る 。

(須磨医内公開授業)
※ 当 日 掲示

公開授業別表示掲示物
. 取 り 扱い 題材
・ 授業者名

官
※ 学年毎で作成 ・ 掲示

3 実施後作業
記録保存

6h 

13 : 20- 14 : 10 ※ 校内 防災教育制 究授業

- 学級別各担任 に よ る 防災教育授業。
指導内容は各学級担任の裁量で、計画実施す る 。
※ 学{j三打 ち 合 わせ に よ り 、 統一教材で各担任指導J受業で も よ い 。

(教材 は学年で計i尚 ・ 準備)
※ 昨年度実施単元内容 を 参考に し 、

現 3 !rV生は神戸 市須磨消 防署 何定救急、講習 (講話講習 )
現 2 年生は昨年度 1 年時実施取 り 扱い単元 (題材) は 除外。
現 I 年生は実施取 り 扱い単元 (題材) は フ リ ー 。

・ 教材 は防災教育副読本 「幸せ運ぼ う J ・ その他実践事例集 参考。
(職員室妨災関係 ロ ッ カ ー に 参考教材 在 中 )
(その他担任独 自 教材 ・ :'ji:年独 自 教材 も 可 )

・ 各学級担任 は別紙指導計画書 (指導案) を 作成す る 。
・ 指導計画書は 全 ク ラ ス 分 を 綴 じ て 、 当 日 の公開授業指導案集 と す る 0
・ 指導計画書及び活用 ワ ー ク シ ー ト ・ 学習資料等の提出 は

! ※ 活用 ワ ー ク シ ー ト ・ 学習資料 (貼 り つ け資料) 等 の作 成書式は ( 
( B5 or B4サ イ ズで積書 き ) でお願い し ま す。 l 

: ※ 1 月 13 日 (木) ま て、 に竹内へ l 

14 : 20- 15 : 1 0  {避難訓練〉
「各 行R 学活中 に地震が発生、 そ れ に伴い 火災が発生」 を 想 定 し て 実施す る 0

6h の最初 に 避難経路の確認 と 諸注意 を 学級担任で指導 し て お く 。
地震発生想定時五日 は 14 : 35 と す る 。

f1999年度 防災教育関係記録集J (震災 5 周年) 時復興担保存
((dl l ・ 2 学期 取 り 組み資料 (全校 - 学級 ・ 学年 分)
。 3 学期} 公開授業指導案集

・ 各担任作成指導案
・ 各担任作成 ワ ー ク シ ー ト (空)
@ 各担任作成 ワ ー ク シ ー ト (生徒記入済み分)
@ 各担任作成指導資料
@ 各種 ア ン ケ ー ト (�)
@ 各種 ア ン ケ ー ト 集計一結果
. そ の他

l ※ 実施筏の ア ン ケ ー ト 集計結果及 び、 ワ ー ク シ ー ト (感想文等 も 含む) 類、 の 提 出 は l 
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6 . 兵揮擦 が小学生向 け 防災 ピデオ製作
大震災の被災地の 子 ど も た ち に がけ 崩 れや土石流 な ど土砂災害の 恐 ろ し さ を 伝 え よ う と 、

兵庫県が小学生 向 け の 訪災 ピ デオ 「 わ た し た ち に で き る 土砂災害への鏑 え 」 を 製作 し た 。

被災 5 年 を 通 え る 2000年 1 月 17 日 か ら 、 震災 に よ る 地すべ り で34 人が犠牲 に な っ た西宮

市仁川 百合野町 の 「地すべ り 資料館」 で 上映 を 始 め た 。 2000年度か ら は県 下 1 2 カ 所の土木

事務所 を 通 じ て 、 小学校へ無料で貸 し 出 し 、 防災教育 に役立 て る 。

ピ デ オ の 内容 は 、 小学校の 「 山 下君」 一家が、 山 の斜面 に近い住宅地 に 引 っ 越 し て き て 、

強 い雨が降 り 続い た夜 に 「裏 山 で小石が落 ち た ら がけ崩 れ の前兆」 と い う 祖父 の い い つ け

を 守 っ て 家族 と す ばや く 公民館へ避難す る と い う 物語。

非常時 に 備 え て 、 食料、 ラ ジ オ 、 懐 中 電灯 な ど を 用 意 し て お く こ と 。 地 す べ り や土石流

の メ カ ニ ズ ム 、 山 鳴 り な どの前触れ現象の 解説の ほ か、 震災直援の仁川 百 合野 町 の 地 すべ

り 現場、 1938年 の 阪神大水害 な どの過去の災害 の 映像 を 交 え な が ら 、 自 然災害の恐 さ を 訴

え て い る O

7 . 教科書 に 「大震災j が登場
震災で決壊 し た校庭の地 を 、 自 然 に近 い形 を 人工的 に 造 る 「 ピ オ ト ー プ」 で復活 さ せ た

神戸市東灘 民 の 斜 影小学校の 「森の ま る 地」 の 物語が2000年度か ら 使 わ れ る 改訂版教科書

に 掲載 さ れ た 。

啓林館発行の小学 5 年 の 「理科 ・ 上」 と 向 2 年の 「せい かつJ o 御 影小 中 庭 の コ ン ク リ ー

ト 張 り の 池 は震災で壊 れ た が、 96年 か ら 子 ど も た ち の 意見 を も と に神戸市 環境局 や市民 グ

ル ー プの協力 で 、 ピ オ ト ー プづ く り が始 ま り 1 年がか り で完成 さ せ た 。 メ ダ カ や ア メ ン ボ、

ミ ズ ス マ シ な ど数日種が生息、 水生植物が生い 茂 っ て い る 。 池の管理は校内の動植物 を 世

話す る 飼育委員 会 を 中心 に子 ど も た ち が担当 し て い る 。

神戸市東灘区魚崎 中 町、 関 西 国際大学事務職員 ヒ念省 三 さ ん (39) の被災体験手記 「風

景が壊 れ て い る 、 そ し て私 も …」 が筑摩書房 の 高校 2 、 3 年用 「 ち く ま 現代文改訂版」 に

掲載 さ れ た 。

崩 壊 と 死が 日 常 と な っ た被災地で無事 に生 き 残 っ た 自 分への 「責め」 か ら 抜け 出 せず、

屈 と の ギ ャ ッ ブ に 揺 れ る 思 い を つづ っ た も の O 震災 を あ り の ま ま に伝 え 、 普遍性 も 備 え

て い る と 評価 さ れた 。 手記は原稿用 紙20枚分、 教科書 で は 14ペ ー ジ に な る O

小学校社会 で も 初 め て 大震災が詳 し く 取 り 上 げ ら れ、 報道の様子や ボ ラ ン テ イ ア 活動 も

説明 さ れ た 。 日 本文教出版の小学 5 年の 「社会 ・ 下J で は報道 に よ る 世論喚起が顕著で、

強 い構撃 を 与 え た事例 と し て 「 ニ ュ ー ス を 伝 え る 」 の 章 に掲載 さ れ た 。 ほ かの 教科書 で は

主 に 「政治」 の 章 で救援活動や 地域住民 に よ る 後興 を 取 り 上 げ た 。

社会以外で も 日 本書籍の小学国語 に 震災 に つ い て の作品が登場 し た 。 同 社 は 「風化 さ せ

な い た め に 今後 も 震災 を 取 り 上 げた い 。 作 品 を 通 し て 、 地人の痛み を 理解 し て ほ し い」 と
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し て い る O

(表1耐 震災学習実施数

小学校 LW | 十 土| 叶 ，14) i \lj) ，U) I ，U 
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同 川 川 (凶 (叫 (243) 山 川 (233)
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(4) I (235) !  (239) 

ýt 1 ，  1996年度は神戸市教行委員会猟べ
2 ， 数'y: 1土交流の受講人数、 ( ) 内は学校数ま たは図体数
3 ， 校長会等の中には教 員会、 教育委員会、 教師、 一般 (PTA、 自治会等) を含む

(神戸市教委震災学習交流セ ン タ ー )

8 . 元校長 ら の 「震災語 り 部」 先生、 被災体験 を 全国へ発信
震災の体験 を 教訓 に 進 め る 防災教育 は 、 被災地の 兵庫 県 下 の 児童 ・ 生徒や 学校 だ け を 対

象 に し た も の で は な い。

毎年、 全 国 か ら 神戸 を 訪 れ る 修学旅行生は 2 万5 ， 000人前後。 震災の風化 が心配 さ れ る が、

こ れ ら の小 、 中 、 高校生 ら に 自 ら の被災体験 を 生 々 し く 語 り 、 全国へ警鐘 を 鳴 ら し続 け る

元校長 ら の 活動 も 4 年 目 に 入 っ て い る 。

元校長 ら 約20人の 「語 り 部J の 拠点 は神戸市教委の 「震災学習 交流セ ン タ ー J o 97年 4

月 に ス タ ー ト し た 。 震災で避難所 と な っ た神戸市内の小 ・ 中 学校 に い た元校長 ら が、 神戸

を 訪 れ る 、 他府県 か ら の修学旅行生や校長会、 教頭会、 教育委員 会、 教員 、 PTA、 自 治

会 な どの 団体に被災当 時の体験 を 伝 え て い る 。 被災体験で も 学校現場の 当 時 を 語れ る の は

校長職 に あ っ た 人が最適で 、 修学旅行生 ら の 宿舎や神戸市三宮の フ ェ ニ ツ ク ス プ ラ ザ ( 阪

神 ・ 淡路大震災復興支援館) 訪 問 地 の 会場 な どへ招 かれ、 演 壇 に 立 っ て い る 。

震災学習交流 セ ン タ ー は そ の 拠点 と し て設 け ら れ た 。 こ の講師派遣 ばか り で な く 、 県外

と 神戸 の 学校 向 上 の 交流 の 窓 口 に も な っ て い る O
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99年度 は 講師派遣 (語 り 部) が小学校42校3 ， 566人、 中 学校96校13 ， 805入 、 高校28校6 ， 831

人、 各種学校 6 校247入、 校長会、 教育委員 会 な ど63団体2 ， 046人。 ほ か に 中 学校の交流が

4 校249人 あ っ た 。 合計は239件 2 万6 ， 744人 に の ぼ る 。

96年度が50件5 ， 613入、 間 セ ン タ 一 発足後の 97年震 は 243件 2 万3 ， 202人、 98年度 は233件

2 万4 ， 310人 と 99年 ま で毎年増 え て い る 。 高校だ け は減 り 続 け て い る 。

講 師派遣 は神戸市内 ばか り で な く 北海道か ら 九州 ま で県外へ招 かれ る 場合 も あ る 。

〔淡路で 「語 り 部」 活動始ま る 〕

野 島 断層 を 保存 ・ 公 開 す る 「震災記念公閏J (北淡町) で は 、 99年 2 月 か ら 「語 り 部養

成講座」 を 始 め 、 修了生15人が語 り 部 ボ ラ ン テ イ ア と し て主主録 さ れ て い る 。 毎週火曜 日 に

メ ン バ ー が交代 で、施設内 の メ モ リ ア ルハ ウ ス で 自 ら の被災体験 を 語 っ て い る O

語 り 部 の 派遣要請 は99年 7 月 か ら 届 き 、 大津や大分 な ど県外 に も 招 か れ て い る 。

〈参考文献 〉
「新たな防災教育の充実に向けて- 5 年間の取組」 兵庫県教育委員会 2000年 1 月 17 H 
「防災教育の実践田 小学校 ・ 中学校」 神戸市教育委員会 2∞o年 3 月
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i 第四時一………防災樹齢連絡会議
兵庫県か ら 全国 に 発信す る 「新た な 防災教育」 の 原 典 は 大震災直後 「紡災教育検討委員

会J が95年度 に い ち 早 く 行 っ た提言 「兵庫 の教育 の復興 に 向 け て 」 で あ る 。 災害時 に 学校

の 果 た す役割 と 防災機能の 強化、 学校 に お け る 防災教育の あ り 方、 児童 ・ 生 徒 の 心 の ケ ア

- 3 方 向 か ら 詳細 に提言 さ れた 。

96年度 か ら 審議組織 は 防災教育推進協議会、 防災教育推進会議、 防災教育推 進連絡会議

と 名称 を 変 え な が ら 毎年 、 防災教育への指針 を 出 し 、 97年度 に 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 の

作成、 学校避難所運営 に お け る 教職員 の役割分担の 明雑化 に よ り 「教職員 に よ る 運営業務

は 7 臼 以 内J r運営責任 は行政当局J r教職員 の 運営従事は 職務」 な ど懸案 に 結論が出 さ れ

た 。

(表17) 防災教育推進連絡会議の繕成
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兵 庫 県 知 事 公 室 次 長
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太 子 町 生 活 環 境 課 長

明
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並いん

正
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l
l

 

宝思
義Lと

隆 τと，c，、

茂 兵 庫 県 教 育 次 長

兵 庫 県 教 育 次 長

神戸市教育委員会指導第 l 課長

昌 宏

雅 f言

i支 北 淡 町 教 育 長

徹 間 宮 市 立 安 井 小 学 校 長

神 戸 市 立 上 野 中 学 校 長

県 立 明 石 高 等 学 校 長

県 立 神 戸 養 護 学 校 長

司

泰

彦

山県

禎

進 二 芦 原 市 立 潮 見 小 学 校 教 諭

大 善 北 淡 町 立 北 淡 束 中 学 校 教 諭

裕 県 立 術j 彩 高 等 学 校 教 諭

(兵庫県教育委員会)

98年度 に 「学校 に お け る 避難所運営業務及 び市町防災部局への移行手順 に 関 す る 留 意事

項J (案) が ま と ま り 、 学校避難所の運営役割分担 が さ ら に 具体化 さ れ た 。 そ れ に 伴 い 、

学校 と 市町 と の 連携協議が始 ま っ た 。

99年度 は前年か ら の避難所運営 に 関 す る 学校 と 市野防災部局 と の協議 を 継続、 深化、 地
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域 と の 連携 に よ る 防災訓練の 強化、 学校防災計画策定の諜題整理、 新た な 防災教育 の 実践

に つ い て協議 を 重 ね た 。

震災体験の風化 と 無関心化が懸念 さ れ る 中 、 今後の 課題 は 、 5 年がか り で 方 向 づ け と 具

体的 な 実践事項が形成 さ れ た新た な 防災教育の 質 を 高 め る こ と に あ る 。 特 に市 町部局 、 地

域 と 学校 と の協議連携強化、 学校内 で の 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の立案、 学校独 自 の災害対

応 マ ニ ュ ア ル の 作成 な ど に つ い て 学校 と 教室現場が足並み を そ ろ え 、 温度差 を な く す こ と

が、 防災教育推進連絡会議の 重点指導方針 に な っ て く る O

1 .  99年度 「防災教青推進連絡会議」 の協議
〔前年 に 続 き 市開防災部局参加。 避難所移行手11贋 を 検討〕

防災教育連絡推進連結会議 は 、 前年 に 初 め て 防災担当部 局 、 教育委員 会 、 学校関係者の

三者が一堂 に 会 し 、 災害時 に お け る 避難所 と し て の 学校 の 果 た す役割 の 明確化 を 中心 に協

議 を 深 め 、 学校防災体制 の 整備充実 と 新た な 訪災教育 の 定着 に 向 け た進行管理 を 行 っ た 。

99年度は前年 の協議 を 踏 ま え 、 全体会議 ( 3 回 ) と 地区別会議 ( 2 回) を 開 き 、 市 町 ご

と に 、 学校 と 市町防災部局 に よ る 「学校 に お け る 避難所運営、 業務及 び市 町 防災部局への

移行手頗」 の 検討、 策定、 市 軒 ご と の 会議 の 開催促進 を 図 っ た 。 ま た 防災体制 と 防災教育

を さ ら に 充実す る た め 、 進行管理 と 実施 と の 課題 に つ い て 協議 し た 。

協議 の 項 目 は次の 4 点。

① 避難所指定 に か か わ る 学校 と 市 町防災部局 、 自 主 防災組織の連携強化

② 学校防災計画策定の課題整理 と 調整

③ 地域 と 連携 し た 防災言!日:東の効果 的 な 実施方法

④ 新 た な 劫災教育実践上の 課題整理 と 調整

各教育事務所 ご と に 開催 し た 地 区別会議 で は 、 市 町別 や職種別 の 分散会 を 開催 し た り 、

市 町 ご と に 開寵す る 会議 の結果報告 を 依頼 し 、 工夫 し た取組 を 行 っ た 。

ま た 、 市 問Jで会議 を 開催す る 時 に は 、 要請があ れ ば教育事務所の担当 者 が参加 し 、 県全

体 の 攻組 と の接合牲 を 図 っ た り 、 先進的 な事例 の 紹 介 も 行 っ た 。

会議の協議経過 は次の と お り 。

量 第 1 回全体会議 (1999年 7 月 5 日 、 神戸)

防災教育実態調査 な どの資料 に 基づ き 、 避難所指定 に かか わ る 学校 と 市判 防災部局 と の

連携強化や学校防災計画策定の課題整理 に つ い て 意見交換 を 行 っ た 。

量 第 1 闘地匿別会議 (各地区)

各教育事務所 ご と に 開催 し 、 市 町 に お け る 「移行手頼の留意事項の検討 、 策定の確認 を

行 う と と も に避難所運営マ ニ ュ ア ル や 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の 作成 に つ い て協議

を 深め た 。 ま た 、 市 再 に も 連絡会議 の 開 擢 を 求 め 防災体制 の確立 に 努 め た 。
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(表18) 避難所運営業務 に 関 す る 整備状況 (2000年 2 月 末現在)

避難所指定に 関
わ り 、 避難所 と
な る 学tX'ご と に
担当職員 を決め
ている市Illj

寸 l 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
で き ている 市町名

- 凶宮市 ・ 芦屋市 ・ 伊丹市 ・ 宝塚市 ・ 川西市 ・ 猪名川町
凡 有 | 三田市 柏原町
東播磨 | 明石市 ・ 加問 r)i . 社陣I ・ 滝野町 ・ 東条IflT ・ 八千代町 ・ 稲美町 ・ 婚磨町
一 … … 一 一 ー ー」一 一 ← ー → 一 一 ー 一 一 → 一 一 一 一 一 一 一 】 ー 一 一 一 一 一 一 一 { 一 一 一 一 一 一一一一一一一一一一 一 } 一 一 ー 一 一

同措!磐 i 姫路市 ・ 龍野市 ・ 夢前町 ・ 太子IUJ • t耳保) 1 1 目I 佐用町 ・ 南光IHJ . …glllT 
但 馬 j 豊岡市 ・ 城崎町 ・ 浜坂町

34市 111] (39% ) 
- 芦原市 ・ 伊丹市 ・ 宝塚市 . ) 1 1 沼 市 ・ 猪名川 lIl]

丹 海 | 三田 市 ・ 篠山市 ・ 柏原町 ・ 氷上町 ・ 青垣間T . 春 B 罰J . LLi南町 市島町連絡会議を開い ト ト ← 一… 一 一 … ー … ー
た市町 (学校ご 明石市 加古川市 西脇市 三木市 高砂市 小野市 川可市 ・ 古
と の 一市町口当者 i 束矯磨 | !日 間] 社 町 沌野町 東条 田J . +， 田I 加美町 八千代 町 ・ 黒田庄

町 ・ 稲美町 ・ 播磨町と の会議は少な
い) 姫路市 ・ 相生市 ・ �g野市 赤糖、市 夢前町 ・ 香寺町 ・ 新宮可 ・ 太子

1 �D . 緯保川 向 ・ 御ìþJ 陀 ・ 佐 月j 町 上月 町 ・ 南光町 ・ ミ 日 月 町 -'I�Ç 西J番磨 !! 町 ・ 家 鳥 田T . 神的自J . 大河内町 - 市 川町 ・ 福崎由T . }:郡 田T ' LLi llJþf 
匝7 ・ 安寓向 波賀町 ・ 千種町
豊 !両市 ・ 城崎町 ・ 竹 野町 ・ 香住田J . 日 高 田J 出石町 . 1日東IDJ ' 村岡

但 馬 | 出J . 美方町 ・ 潟泉 IDJ ・ 浜坂町 ・ 養父町 ・ 大屋間 ・ 関宮町 ・ 八鹿問 ・
手IJ 田山町 ・ III東ßlJ . 初来町 ・ 生野田j

86r打開T (99% )  
尼崎市 ・ 雨宮市 - 芦屋市 ・ 伊丹市 ・ 宝塚市 ・ ) 日間 rJi ・ 猪名川町
三田市 ・ 篠山市 ・ 柏原町 氷上町 ・ 春 日 間T . 市島町

。市圏]

O rぢ間I

明石市 ・ 関脇市 ・ 三木市 ・ 加西市 ・ 加美向 ・ 黒田庄町 ・ 稲美町 . t番磨町 I 9市町
記 して あ る場合も合む) 市田y' " I 西播磨

姫路市 龍野市 ・ 赤穂市 - 雨光開T . J二月 町 - 一宵日J . と郡IUT . 家烏国]
. �歩前IDJ . 市 ) 1 1 1百J . 福崎町 ・ 揖保川 田] 御津町 安富町 ・ 波賀 町 ・
千枝問I

9 11]'町

正IJ の
様化 さ れて い る
市町 (留窓事頃
を 作 成 し た 市
自J)
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長岡市 ・ 城崎町 . t'J野田T . 香住町 ・ [，1 1';1; 罰r . 出石町 ・ 但東町 ・ 4寸向
但 馬 l 田T . 美方町 ・ 温泉町 ・ 浜坂IUJ ・ 養父開I 大屋町 ・ 関宮 ITI]

- 朝米国] ・ 生野間]

58市町 (679も )
- 芦屋市 伊丹 市 ・ 宝塚市 - 川西市 猪名川向

土日空空:72!1?l jFLP f空alT . 空望号: 戸Fj???!? :型
明石iîj ・ 加古川市 ・ 西脇市 - 三木市 ・ 高砂市 加凶市 ・ 古JI I IID' . 滝野間

東矯磨 | ・ 社関r . 東条罰J . 中町 加美町 ・ 稲美 iilJ 八一千 代同I 黒白庄町 ・ 播
磨町
航路市 ・ 相生市 ・ 龍野市 ・ 赤癒市 ・ 夢前町 ・ 香寺町 ・ 新宮町 ・ 太子商播!巻 | 田] ' f茸保川町 ・ 御津町 ・ 佐用町 ・ 上月町 ・ 南光町 ・ 三 日 月 間r . 宮町
豊附rtî . 城崎町 ・ 竹野町 ・ 香住町 ・ 日 高 IlIJ ・ 出石町 但東町 ・ 付図

但 馬 i �Ir 美方自1 ・ j鼠泉 田] 浜塚町 ・ 養父町 ・ 大屋町 ・ 関宮町 ・ 八鹿 田J .
初出山 田] ・ Ur東田J . 籾来町J . 生野間
津名目j' . 東浦町 ・ 淡路町 ・ 北淡町 ・ 一宮町 ・ 五:色目1 ・ [IIî淡町 ・ ー

- 南淡町 ・ 緑町
7�1官町 (86% )  

(兵庫県教育委員会)



(表1 9) 各地区 に お け る 防災体制 お よ び紡災教育の推進状況 (2000年 2 月 末現在)

( 1 ) 市 町 ご と の連絡会議の開催
(2 )  避難所 (学校) ご と のわ 政担 当 者

の 決定 と 配備体制 の!i'lfi\)
(3) 避難所運営マニ ュ ア ルの作成
(4) 教職員の避難所支援の内等 期間

考古;の確認 と 行政戦員への移行 子順の
作成

( 5 )  避難所 と し て の 開放場所の 明石主化
(6 ) 学校施設の鍵 を あ け る 者の 明石主化
( 7 )  学校 ご と の連絡会議の開催一

2 γ:校妨災計 画策定 に 係 る 課題整理

阪神地区 H有地区 東撚!と地区 向播磨地区 1[[，時J1由民 淡路地区

71rî町で開催
TilJ llfj で決定

8市町で開催
2 市町で決定

10市医Iで開催
6市mJで決定

1 7市 mJで関係
8 r打開 で決定

25市田] で開催
8市町で決定

1 9T打開Iで開催
3ib ïIJj で決定

7 1tî1lfrで、作成
7 rlí 圏] で作成

6 1打開Iで作成
8 市町で作成

8市町 で作成
1 6 市町で作成

16市町で作成
15市町で作成

1 9 ihl可で作成
1 9 i1î 罰] で作成

2市町で作成
10市町 で作成

小 84 % 中 72% 1 小 58% 中 60% 1 小 78% 中 71 % I 小 78% 中 83% 1 小 67% ' 1 1  69% 1 小 63% 中 689も
小 81 % 巾 77% 小 59% 中 75% 小 75% 中 74% 小 59% 11' 18% 小 44% 中 48% 小 53% 中 65%
芦 屋 市 で 実 施 し て 1 1校で実施 し て い る 1 4市 町で実施 し て い j 大半の市田]で今後の l 市 町 の 連 絡 会 議 で | 今後 の 課題 と 住
い る る | 課題 と 位置づけ る ; 計 |判 中 で、あ る | づけ る
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3 地域と連携した防災訓練、の売り果的な
実践応法
( 1 ) 家庭 地域 と 連携 し た 防次期11患の実施

(2) 児童生徒の 引 き 渡 し訓練の実施
(3) 県 ・ 市町 の総合防災訓練と の連携

小 13% 1や 39も l 小 6% 中 15% I 小 2% 中 3%
小 51 % 中 3% 小 52 9も 中 0% 1 小 33% 中 12%
5 i1f IllJで、実施 し て い 1 4市 町で実施 し て い | 来年度、

小 2% 中 3% 1 小 1 % 中 3 ')ら | 小 7% 中 5%
小 51 % rr 1 1 %  1 小 49% 中 10% 1 づ、 65% 1 1 1 16% 

の 1 の 市町 で i 多 く の 市町で、 iiJll 1 1 罰Iで実施 し て い る
練 に 参加 し て い るる

4、 62% rp 43% I 'J、 89% 中 84%
多 く の 学 校 で 計 画 | 今 後 の 課題 と し て
中 で あ る | 位置づける

4 新たな防災教育の実践
(川1引) R防初方:jj')災と教育推進の 目襟や何言計tl凶尚品柑iを宇
教育 日 j漂標や車符予営方主針十に明4泳f 

小 98% 下11 93% 1 小100% 中 95%

尉叫
計
劫
@
坤片
州叫

(2 )  紡FL事交育カ リ キュ ラ ム
(3) 総合的な学習の時間」 を

た防災教予干の推進計画

小 59% 中 50% 1 小 71 % 中 43%
で | 多 く の学校で言1 1頭 | 総合 的 な て習 の

!ドであ る | め 方 に つ い て
で言十i函 中 で あ る

い山戸、司
(兵藤県教育委員会)



自 第 2 囲全体会議 ( 1999年 1 1 月 16 日 、 神戸)

地区間会議の報告 を 中心 に 、 防災体制 の あ り 方 な ど に つ い て 意克 交換 を 行 っ た 。 ま た 、

避難運営マ ニ ュ ア ル の 作成 に つ い て先進的 に 取 り 組ん で い る 三 田 市、 南光町 の 事例発表 を

行 い 、 課題や今設 の 方向 に つ い て協議 し た 。

軍 第 2 田地震別会議 (各地区)

学校防災体制 の 整備充実、 教職員 の 支援の あ り 方、 市 町間災部局 の 果 た す役割 に つ い て

協議 を 深 め 、 市 町 ご と の推進 を 困 る と と も に 、 新 た な 防災教育 の充実の方策 を 探 っ た 。

襲 第 3 回全体会議 (2000年 3 月 14 日 、 神戸)

こ れ ま で の協議結果 を 整理 し て 、 99年度 の 成 果 と 今後の課題 に つ い て意見 交換 し た

2 . 今後の 課題
( 1 ) 避難所指定に か か わ る 学校 と 市町防災部局 、 自 主防 災組織 と の連携

「学校 に お け る 避難所運営業務及 び市 軒防災部局へ移行手順 に 関 す る 留 意事項」 に つ い

て は大部分 の 市 町 で協議 を 深め る こ と がで き 、 検討 、 策定 も 進 ん で い る 。 し か し 、 実 際 に

避難所が設置 さ れ る 学校 ご と に 学校 と 市 町担当 者 と の運営の具体的 な協議が必要 と な る 。

① 学校独 自 の災害対応 マ ニ ュ ア ル の策定、 改定 を 行 い 、 学校の 防 災組織 に 「避難所

支援班J を 位置づけ る 。

② 学校施設 の 開放区域 と 使用禁止毘域 を 明確 に し 、 地域住民 に 周 知 す る 。

③ 学校開放の た め 鍵 の 保管 体制 を 明確 に す る 。

④ 避難所 と な る 学校 ご と に 、 市 町 の 担 当 職員 と 教職員 の連絡会議 を 年 1 回程度 開 く 。

訪災資材、 機材の 整備 、 確認、 協 力 体制が と れ る よ う 準備す る 。

⑤ 避難所運営マ ニ ュ ア ル の 整備充実 を 図 る 。

( 2 )  教職員 の 「震災 ・ 学校支援チ ー ム」 の組織化

阪神 ・ 淡路大震 災 で は学校避難所が全 国 の教育関係者の応援 を 受 け 、 学校の 早期再 開 に

取 り 組む こ と がで き た 。 全 閣 の 支援 に応 え る た め 、 他府誌の 震災時 に 、 要請 を 受 け て 、 兵

庫県教育 の 創 造的援興の ノ ウ ハ ウ を 碁 に し た支援チ ー ム を 組織す る 。

① 支援チ ー ム 訓練 ・ 研修 を 充実 さ せ、 防災対応能力 の 向上 を 図 る O

( 3 )  地域 と 連携 し た 防災避難訓練を推進

防災訓練 に は市 町 防災部局 も 積撮 的 に 支援 を し て い る が、 内 主 防災組織 は県全体で67%

の 組織率。 激甚災害時 に は 、 市 町 の マ ン パ ワ ー だ け で は 限 り があ る た め 、 学校 と 市町防災

部局が連携 を 図 り 、 地域の 自 主 防災級織 を 組み 入 れ た 防災体制 の構築が必要 と な る 。 こ の

た め 学校、 市 町部局 、 自 主組織が連携 し て 防災訓練 を 実施 し 、 避難所運営の シ ミ ュ レ ー シ ョ

ン を 実施す る な ど、 実戦的 な 防災体制 を構築 し な け れ ば な ら な い 。
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① 災害時 に 子 ど も を 保護者 に ど う 引 き 渡すか。 授 業 中 の 想定だ け で な く 、 登下校 中

の想定 も 含め た 初災 (避難) 訓 練 を 実施す る 。

② 学校 ・ 地域 ・ 訪災部局 が連携 し て 訓 練 を 実施す る 場合、 地域密着訓練 と し て避難

所 を 舞台 に 自 主防災組織の発足 も 兼ね た訓 練 に な る よ う 努 め る 。

(4 )  新 た な 防災組織の充実

2000年度 か ら 新教育課程へ の 移行措置が始 ま り 「総合的 な 学 習 の 時 間 J (総合学 習 ) を

活用 し た 防災教育の 実践が求め ら れ る 。 新 た な 紡災教育 を 推進す る た め の 係 や委員 会 の 設

置 は 進 ん で い る が、 活動 内容か ら み る と 、 従来か ら の避難訓練や安全教育 の枠 を 出 て い な

い と こ ろ があ る 。 防災教育 の 年 間 カ リ キ ュ ラ ム に 基づい た 地域 に根 ざ し た 総合的 な 学 習 と

し て の 新 た な 防 災教育 の 実践 を 推進す る 必要があ る 。

① 各学校で新た な 訪災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成、 充実。

② 「総合学習」 を 活用 し た 防災教育 の 実践研究。

③ 防災教育 の先進的実践例 の 収集 と 交流。

④ 地域防災計画 を 活用 し 、 地域の過去の 災害の歴史 を 含め 、 地域で発生 し や す い 災

害 を 明確 に し 、 i坊災教育 に 組み 入れ る 。

⑤ 被災地 に お け る 教育復興担当教員 を 中心 と し た心 の ケ ア の充実 に 努め る 。

3 . 各地区 の状況、 課題、 方向性一地盟関会議 か ら
瞳阪神地区

1 ) 99年度の状況

① 第 l 回 会議 に 先 だ っ て 各市 軒 が連結会議 を 開催、 「留 意事項」 に つ い て協議、 すべ

て の市 町が実態 に 応 じ た 留意事項 を 作成 し た

② 留 意事項が確認 さ れた こ と に よ っ て 、 各学校 と も 、 教職員 が避難所運営 に か か わ る

場面 を 想定せ ざる を 得ず、 学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル作成や見直 し に積極的 に取

り 組む市町、 学校が増 え て き た 。

③ 地 区 別 会議 を き っ か け に 、 市 町 ご と の連絡会議 の必要性が生 ま れ た 。 市 町 の 課題が

防災部局 と 教育行政、 学校現場で共有 さ れ、 災害対応マ ニ ュ ア ル の作成や児童 参加 の

総合防災訓 練 の 実施 に つ な がっ て き た。

④ 99年度の 防災教育研修会で は 「総合学習 に お け る 訪災教育 の 可龍性」 を と り 入れ、

第 2 回 会議で、 は研鯵会で、使 っ た 資料 も 活用 し た 。 防災部局 も 学校が行 う 新 た な 防災教

育や 「総合学習J へ の 理解が深 ま り 、 訪災訓練へ の 支援 を よ り 積極的 に 進 め て く れ る

よ う に な っ た 。

③ 県立学校の代表が加 わ り 、 地域紡災計画上 の位置づけ 、 地域 と の か か わ り の 意義づ

け を 明確 に す る 課題が浮か び上が っ た。
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⑥ 各市町 の 防災体制への思経や 防災教育の 特徴や成果がオ ー プ ン に な り 、 市 町 の 課題

の 新 た な 発言 に つ な がっ た 。

⑦ 震災 5 周 年 の節 目 に あ た り 、 震災体験の 継承 と 教訓 に 学ぶ取組が展 開 さ れ、 マ ス コ

ミ に も 大 き く 報道 さ れ た 。

2 ) 前年度の課題 か ら 前進 し た 事項

① 管 内 の小、 中 、 養護学校全校で、 校務分掌上 に新た な 防災教育推進の委員会や係が

設置 さ れ た 。

② 地 区 別 会議 に教育委員 会の 管理部 門 が参加、 避難所運営 に 関 す る 各教委 内 部 の 意思

統ーが国 ら れ、 「留 意事項J 作成がス ム ー ズ に 運 ん だ。

③ 地区別会議 に 県民局 防災担 当 参事が加 わ り 、 各市町、 県民局 、 教育事務所の相互連

絡が と り やす く な っ た 。

④ 学校防災訓 練 に保護者が参加 し た り 、 地域住民への呼びか け 、 総合防災訓練の会場

に 学校使用 、 児童参加 な ど、 学校 と 防災部局 と の 連携が進 ん だ。

3 ) 各市軒、 各学校の今稜の課題

① 各市町 と も 「皆意事項」 に 基づ き 、 学校の 鍵の保管、 開 放場所の確認 、 救急医療機

関 の確認の話 し 合 い を 具体化 さ せ る 。 地域防災計画 や避難所運営マ ニ ュ ア ル に記載 さ

れ て い る 収容人数や初動体制 の 見 直 し を 進 め る O

② 各学校の 防災マ ニ ュ ア ル や地域防災計画の見悲 し を 確実 に行 う 。

③ 新教育課程 の 移行 に 伴 い 、 新 た な 防災教育 の 視点 を 盛 り 込み 、 カ リ キ ュ ラ ム に 反映

さ せ る 。

④ 「総合学習」 を 通 し て学校が地域助災や福祉、 ボ ラ ン テ ィ ア の重要性 を 地域 に 働 き

か け る 。 地域か ら は 学校への 支援、 防災部局 は情報提供 を 積極化 さ せ る 。

4 ) 教育事務所の今後の課題

① 防災教育研修会は実践交流 を 重点 に 、 分散会形式 に す る 。

② 市 町 ご と の 連絡会議 の定期 開催、 学校 ご と に 防災部局 や 自 主的 防災組織 (地域住民)

と の連絡会議へ発展 さ せ る 。

田丹有地区

1 ) 99年度の状況 と 成畏

① 丹有管 内全市町 で 「留 意事項」 が、 県 の 案 に 準 じ る 形で作成 さ れた 。 避難所運営マ

ニ ュ ア ル の 作成へ全市町で話 し 合 い が進 み 、 作成 さ れ た 市 町 も あ る 。 市 町の会議で地

域 と 連携 し た 防 災割高束、 紡災教育の協議 も 進 ん で い る 。

② 第 2 回 全体会議で 三 田 市 の 避難所運営マ ニ ュ ア ル を 説 明 、 県下各市 町 の 参考 に し て

も ら っ た 。 学校や 地域 と 協議 し て避難所運営マ ニ ュ ア ル を 作成 し た 町 も あ る 。

③ 99年 度 は 丹有管 内全市町で連絡会議 を 開催 し た 。 県立学校 を 交 え た 連絡会議 を 聞 い
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た 町 も あ る 。

④ 地域 と 連躍 し た 防災訓練、 新 た な 防災教育 の 実践で は学校 も 参加 す る 総合訓練 を 実

施す る 市 町が増 え て き た 。 そ の 中 で 、 子 ど も を 保護者ヘヲ | き 渡す 訓 練 も 実施 さ れ て い

る O 鍵 の保管や間鍵者、 学校の 開放区域の 明確化 も 進 ん だ。

③ 2000年度か ら の 新教育課程 の 「総合学習」 に位置づ け た新 た な 防災 教育 の 実践 を 予

定 し て い る 学校 も 多 い 。

2 ) 今畿の課題

① 市 町 ご と の連絡会議で 「留 意事項」 の 項 目 の具体化、 鍵 の 保管者 ( 開鍵者) の 明確

化 を 図 り 、 避難所運営マ ニ ュ ア ル も 整備 す る 。

② 学校の 災害対応マ ニ ュ ア ル を 様々 な 災害 を 想定 し た も の に充実 さ せ、 避難所運営マ

ニ ュ ア ル に連動 さ せ る 。

③ 地域 と 4体 と な っ て 学校訪災体制 を 充実 さ せ る 。 県立学校 と も 連携 を 強化す る 。

④ 「総合学習」 への 防災教育 の位置づけ。

3 )  2000年度の方向性

① 市 町 聞 の 取組 を 進め る た め 、 県民局 や市郡町教委 と 連絡 を 密 に し 、 地 豆 訪災教育推

進連絡会議 を よ り 有効 に機能 さ せ る O

② 先進的 な 実践事例 を 紹 介、 学校問 、 市 町 間 の 交流 の 機会 を 設定 し 、 災害対応マ ニ ュ

ア ル の 充実 な ど を 図 る 。

③ 防災教育参観 日 を 各校で設定、 保護者や地域の理解 と 協力 を 得 る よ う 努 め る O

瞳東播磨地区

1 ) 99年震の状況

① 県民局 と の 共龍 に よ り 、 南 ・ 北 2 会場 に分かれ、 学校、 市 町教委、 防災部局が一堂

に 会 し 、 学校避難所の運営業務 に つ い て研修 を 深め る と と も に 、 市 町 ご と に 開 か れ た

連絡会議 の 報告 を 受 け た 。

② 県民局主催の 妨災担当者会議 に オ ブザ ー パ ー 参加 し 、 一層 の協力 を 要請 し た 。

③ 避難所運営の原 則事項、 成文化、 学校 ご と の 個別 的 な 話 し 合 い 、 地域紡災訓練への

学校の 参加 、 組み入 れ の 検討、 学校独 自 の 災害マ ニ ュ ア ル の 整備 な ど に つ い て協議 を

重 ね た 。 学校、 市町防災部局、 自 主 防災組織 と の連携強化、 家庭、 地域 と 連携の あ り

方 な ど も 積極的 に検討 し た 。

2 ) 成果

① 学校防災体制 、 新 た な 防災教育 の 充実 に つ い て 地教委、 学校の 意識が高 ま り 、 市 町

防災部局 の 理解が得 ら れた 。

② 避難所運営 に つ い て 「留意事項」 に 従 っ て 「移行手)11夏」 の 策定が進 み 始 め た 。

③ 地域 と 連携 し た 防災訓練 と 校区 の 自 主 防災組織 と の連動 さ せ る 試み も 始 ま っ た 。

第六章 @ 教育 321 



④ 市 町 の 防災体制 、 地教委 の 防 災教育が交流 し 、 学校の災害対応マ ニ ュ ア ル の作成、

見直 し が市 町防災部局 の協力 、 支援で進 ん だ。

⑤ 高校の代表者が参加 し 、 高校の新 た な 坊災教育への取組が理解 で き た 。

3 ) 今後の課題

① 新 た な 防災教育推進 に 関 す る 情報交換、 研修の場 の 設定。

② 震 災 に 対応 で き る 学校独 自 の 災害対応 マ ニ ュ ア ル の 策定。 地域防災計画 と の整合。

③ 学校避難所 の 役割 と 選営業務の 明確化。

④ 学校 と 市町 の 連絡会議 の 実施。

① 学校防災組織 に お け る 「避難所支援班」 の位置づけ。

⑥ 地域 と 連議 し た 防災教育 の推進。

⑦ 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成、 充実。

輔西播蕗地震

1 ) 99年度の成果

① 避難所開設、 運営 に伴 う 市 町防災部局 、 教委、 学校 (三者) の役割が明確 に で き た 。

② すべて の 市 町 で 三者 に よ る 防災連絡会議が開催 さ れ、 連鴇の あ り 方 に つ い て協議 し

③ 三者がそ れぞれの立場で取 り 経むべ き 内容 を 明 ら か に し 、 実践 に 向 け動 き 出 し た 。

訪災部局 は避難所へ の 職員 の 早期 派遣体制 の確立。 自 主防災組識の協 力 を 得た避難

所の 開設、 運営方法の検討。 学校 ご と の連絡会議 開催。 避難所運営マ ニ ュ ア ル の作成

に 着手。

教育委員 会 は 防災部局 と 学校 聞 の 連絡調整 と 会議の 設定。

学校は 災害 、 発生状況別 の 初動体制 や教職員 の 役割分担。 避難所開 設 時の対応方法

の マ ニ ュ ア ル化。

④ 三 者の連携の あ り 方 を 明文化 し た市 軒 ご と の 留 意事項の 検討 と 策定作業が始 ま っ た 。

2 ) 今後の方向性

① 避難所 と な る 学校 と 防災部局 の 連携 の 具体化。 教職員 、 ni町担当職員 、 自 主訪災組

織の代表が年 l 回 は連絡会議 を 聞 く 。

鍵 の 保管体制 、 運営の役割分担、 開放場所や備蓄物資、 防災機材の確認。 「留意事項」

を 属 知す る た め 市 町 の 地域 防災計画、 避難所運営マ ニ ュ ア ル 、 学校の 災 害対応マ ニ ュ

ア ル に掲載す る 。

② 地域 と 連携 し た 防災 (避難訓練) の推進。

③ 新 た な 防災教育 の 充実。 「総合学習J の 時 間 で の 紡災教育 の 推進 に 向 け 、 市 町教委、

校長会、 教職員 の代表者 に よ る 連絡会議で方向づけ を 行 う O

④ 学校の 災害対応マ ニ ュ ア ル と 市 町 の避難所運営マ ニ ュ ア ル の 整合性 を 図 る 。
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瞳但馬地区

1 ) 99年度の状況

① 地 区連絡会議で 、 避難所運営マ ニ ュ ア ル 、 移行手順の 留 意事項 、 学校の 災害対応マ

ニ ュ ア ル な と守 に つ い て協日義 し た 。

避難所マ ニ ュ ア ル は 市 町 防災部局 が案 を 作成 し 、 学校施設の 開放順位、 支援業務 に

つ い て協議 に よ っ て 市 町教委が ま と め る 。

学校災害対応; マ ニ ュ ア ル の 未作成学校 は 年震 内 に 作成す る 。 市 町部 局 と 学校 は 毎年

1 屈 は 連絡会議 を 開 く 。

② 但馬地区 連絡会議 を 受 け 、 市 町 ご と に 防災部局 、 教委、 学校の 三者 が避難所運営の

具体的 内 容 を 協議 し た 。

避難所の 開設主体は市町 防災部局 、 教職員 は 支援業務の確認。 指揮命令系統。 学校

の 用 途別 開 放場所 と 開放順位。 鍵 の保管 と 開鍵者。 教職員 の 支接内容。

③ 新 た な 防災教育 と 学校防災体制 の充実 を 図 っ た 。

2 ) 成果

① 地 区連絡会議が具体化 さ れ、 市 町 ご と の 連絡会議 に 発展 し た。

市 町 会議 に よ っ て すべ て の 学校が市町部局 と 協議す る こ と がで き 、 双方が実態 を 確

認 し あ っ た 。 指定 さ れ た だ け だ、 っ た 学校避難所 に つ い て 運営方法、 学校の 担 う 役割 を

全校が考 え る こ と に な っ た。

学校独 自 の 災害対応マ ニ ュ ア ル の 見 直 し ゃ作成が進 ん だ。

「留 意事項」 策定の協議 に よ り 、 授業の早期再 開 や 学校の 災害対応業務 を 考 え る こ

と がで き た 。

② 県民局 と の共催 に よ り 、 教委主導の連絡会議 で 、 市 町防災部局 も 主体者 と い う 自 覚

が生 ま れ た 。

3 ) 今後の課題

① 作成 し た 学校災害対応 マ ニ ュ ア ル を 避難司11練な どで検証 し 、 改善す る 作業の継続。

② 避難所運営 マ ニ ュ ア ル の 改善。

③ 市 町 単位 の 連絡会議 を 学校単位の 会議 に 発展 さ せ る 。

④ 災害対応、 マ ニ ュ ア ル や避難訓練の交流会 を 開 き 、 学校間 の 共通理解 を 深め る 。

③ 自 主防災組織 と の連携強化。

4 )  2000年度の方向性

① 学校単位 の連絡会議 開催。

② 避難所運営マ ニ ュ ア ル の 見 直 し 。

③ 学校災害対応 マ ニ ュ ア ル の 全教職員 への毘知徹底。

④ 「総合学習 」 の 持 問 を 活用 し た新 た な 訪災教育 の推進。
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鵬淡路地誌

1 ) 地 区別会議の概要

① 「避難所の運営業務 と 市町部局への移行手)I[買 に 関 す る 留意事項」 に つ い て 、 第 l 条

(教職員 の 支援 の 範 間 ) と 第 3 条 (教職員 の支援の期 間 ニ 7 日 以 内 ) に こ だ わ り 続 け

る 市町があ る が、 理解 を 深め る 機会 に な っ た 。

10月 末 を 期 限 に 市町 ご と の連絡会議 を 聞 き 、 留 意事項の 確認 を す ま せ る 方向づけ を

し た。

② 避難所運営マ ニ ュ ア ル は指揮命令系 統 を は っ き り さ せ る 。 災害 に は 臨機応変がつ き

も の だ か ら 、 ど ん な場合 も 崩 さ な い原 則 を 明確 に す る こ と に な っ た 。

教職員 の本来業務 は 子 ど も の教育。 避難所運営 は 支設で あ る こ と を 行 政 と 地域住民

に 理解 し て も ら い 、 明 確 に す る 。

避難所開設 と 運営 マ ニ ュ ア ル は 市 町 の 課題。

教職員 の 配備体制 の確立、 避難所運営の組織図 、 施設管理者 の 明確化、 備蓄計画、

災害弱者への 配慮事項 を 明記す る 。

支援内 容 を っ き つ め る と 支援期 間 7 日 以内 は 短 い の で は の 意見が出 た 。

地域 と 連携 し た 初災 (避難) 訓 練 を 実施す る 。

1 1 市 町 の う ち 10 町 で 「留意事項」 が確認 さ れ た 。

地域防災計画の改定がす ん だ市 町 か ら は避難所マ ニ ュ ア ル は必要 と 確認が と れ た 。

市 町で学校、 教委、 市 町部局 と の連携が進 み 、 独 自 の動 き が明 ら か に な っ た 。 防災

マ ッ プの作成 と 住民への配布、 地域防災計画の 配布 、 連絡会議の 独 自 開催 な ど。

避難所運営マ ニ ュ ア ル に記載すべ き 内容が明 ら か に な り 、 未整備市 町 に 役立 っ た 。

③ 

④ 

⑤ 

⑥

⑦

⑧

⑨

⑬

 

2 ) 今後の課題

① i県民局 と 教育事務所の役割 を 明確 に し 、 連携 を 一層 強化す る 。

② 「習 意事項」 の確認がで き て い な い市 に は粘 り 強 く 理解 を 求め 、 確認の た め の 連絡

会議 を 強 く 働 き か け て い く 必要があ る 。

③ 避難所連営マ ニ ュ ア ル を 早期 に全市 町 で作成す る 。

④ 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム 、 学校災害対花、マ ニ ュ ア ル を すべ て の 学校で作成す る 。

③ 防災教育担当 者会 を 市町 ご と に 組織す る O

⑥ 市 町 ご と の 総合訪災訓練の効果 的 な 実施方法 を 協議す る 。

⑪
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| 第五節 学校防災体制の整備 と 能の充実
大震災の教訓 が忘れ ら れ よ う と し て い る 、 と 心配す る 声が高 い 。 そ れだ け に 一 日 も 早 く

万全の備 え を 閉 め て お き た い の が、 学校防災体制で あ る 。 日 常 の 学校は 新 た な 前災教育 の

理念 に 沿 っ て 、 教室 での授業 を 中 心 に 動 い て い る が、 い ざ大地震が起 こ れ ば、 避難所 に よ っ

て 戦場 と な り 、 地獄 と 化す学校 は 防災体制 の 整備が急がれ る 。 被災後 3 年 目 の 97年度 に 「学

校防災マ ニ ュ ア ル」 がで き 、 学校避難所運営 に 関す る 教職員 と 市 町防災部局 と の役割分担

や 、 「教職員 の 支譲期 間 は 7 B 以 内」 な どの 涼 郎 が決 ま っ た 。 98年震か ら こ れ ら の原 則 に

基づ き 、 や っ と 「 防災教育推進連絡会議」 に よ っ て 市珂 と 教育界の協議が軌道 に乗 り 、 99

年度 は前年か ら 引 き 続 き 、 ま ず市 町部局 と 、 続 い て 地域 と 学校 を 結 びつ け る 推進連絡会議

が重ね ら れ た 。 前年 よ り は 格段 の前進が見 ら れた が、 避難所運営 に 関 し て は 教職員 の 支援

の 範 囲 や期 間 に つ い て 必ず し も 意見が一致 し な い 自 治体 も 残 さ れ た 。

学校 自 身 の 防災体制 の確友、 災害対花、マ ニ ュ ア ル の 整備 も か な り 進 ん だが、 課題 と し て

抱 え 込 ん で い る 学校 も 少 な く な い 。 被災か ら 5 年 を 経過 し で も ま だ ま だ 連 れ て い る 学校現

場が多 い 。 2000年毘 ま で持 ち 越 し て い る の が実態だ。

1 .  99年度防災教腎実態調査か ら
( 1 )  r地域や関報機関 と 連携 し た 防災教育の取 り 組み を ど の よ う に進め る かJ

(表20) 2000年度の地域、 関係機関 と 遼携 し た 防災教育の取 り 組み計額

内 年手 項 IJ 小!学校 中学校 両 校 言 1 ・養護
: 防災 (避難) 訓練を保護者 ・ 地域の人々 ・ 消防 622校 287校 140，fえ 31校
署等 と連携 して'1-] う 74 . 3 9も 79 . 9% 81 . 9% 77 . 5 %  

授業参観 日 に防災教育の授業を行う 165校 18校 。校 2i交
19 . 7% 5 . 0% 。% 5 . 0% 

児童生徒の保護者ゐへの引 き渡 し訓練を行う 394校 161支 。校 51交
47 . 1 % 4 . 5% 。% I 12 . 5 %  

地域のお年寄 り 等から地域の災害について話を 78校 161.交 21交 。校
開 く 9 . 39も 4 . 5S込 1 . 2% 09も

市町等の総合防災訓練に参加する 641決 27.f交 11校 H交
7 . 6% 7 . 5 9も 6 . 4% 2 . 5 %  

(兵庫県教育委員会)

「保護者、 地域、 消 防 署 と 連携 し て」 と あ る が、 必ず し も こ の 三者 と 共 に 行 う 訓 練 を 考

え て い る の で は な く 、 そ の う ち の い ずれか と 連携す る と い う 回 答 で あ る 。
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学校が避難所 に 指定 さ れて い る の だか ら 、 平素か ら 保護者や地域 を 巻 き 込 ん だ訓練は大

切 。 災害時 は ス ム ー ズ な 避難所対応が行 え る 。 市 町部局 や教育委員 会 と 連携 し た訓練が望

ま し い 。

授業参観 日 に 防災教育の授業 を 行 う こ と は 、 保護者 と 共 に震災の教訓 を 考 え る 場 と な る 。

市町の総合防災訓 練 は 実施会場付近の学校 だ け が参加す る 場合が多 い 。

取組み は小、 巾 学校 に く ら べ、 高校、 養護学校 な どが低調。 前年 よ り 率が下が っ た項 目

も あ る 。

。% I 71校 1 9 . 7%
1 . 1  % 101校 28 . 1 % 
0 . 2% I 71校 19 目 8%

寸 寸 一一一一一 一
17 . 3% I 150校 41 . 7%
1 9 . 6%  I 山校 47 . 6% 87校 50 . 9%
1 1 .  9';)ら I 167校 46 . 5% I 96校 56 . 1%
70 . 3%  I 122校 33 . 9% I 22校 1 2 . 9%

5 . 8% 
7 . 0%  

。% 1

( 2 )  r防災 (避難) 訓練の年間実施囲数J

(表21) 紡災 (避難) 訓練の年間実施回数
寸 ! 校 | 中 学 校

97年度 70校 l 8 . 4%  14校 3 . 9%  
98{存度 83校 l 9 . 99も 4校 1 . 1% 
99年度 92校 l 1 1 . 0% 7校 1 . 9%  
97年度 33校 4 . 0% 3校 0 . 8%  
98年度 22手交 2 . 6% 。校 09も
99年度 321支 3 . 8%  H交 0 . 3%  

州
内一
m
m
州一
釦

5
7一
2
2
0

7乱
一 21円

ji

l」
教

校
校
校一
県

1
5
4一

庫
一
丘ハ

%
 

ハU

97年度、 99年 度 は実施計画、 98年 度 は実施結果。 小学校、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校 は 年 間 3 阻

(学期 ご と ) 、 中 学校、 高 校 は年 毘 2 回 が大 手 で 、 こ の傾 向 は 3 年 間 あ ま り 変化が な い 。

全体 と し て実 施 回 数 は増 え て い る 。 中 学校で は 、 生徒の マ ン ネ リ 打破 の た め少 な い 回 数で

緊張感 を 高 め る 考 え があ る よ う だ。

( 3 )  r防災訓練の実施内容J

3 回実施す る 学校 は 地震 l 回 、 火災 l 回 、 地震 と 火災の総合 l 回 の想定が多 い 。 火災想

定 は従来か ら 行 わ れ、 震災後、 地震想定が増 え た 。 地域に よ っ て は風水害、 雪害想定 も あ

る 。
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(表22) 紡災 (避難) 訓練の実施内容

765 
火 災 畔度 757

年度

風水害
! 97年度

(台風 洪水 98年度
99年度
97年度

雪 害 98年度
99年度

752 
78*支
78校
107校
12{支
4t交
9t:交

総合設同 I � ' 年度 i1 483校
(地震十 火災) I :…8年~度止 407 校)"-，L 

( 4 )  r防災訓練の対象者J

(表23) 防災 (避難) 訓練の対象者

児窓生徒 98年度 I 863校 l

97年度児 童 生徒 と 保 I ;8年度

425校
143ì交
187校

校
67 . 9% 
68 . 9% 
70 . 3% 
91 . 8% 
90 . 4% 
89 . 8% 
9 . 49も
9 . 3 9も
12 . 8% 
1 . 4% 
0 . 5% 
1 . 1 %  
58 . 0% 
48 . 6% 
55 . 4% 

91 . 0% 
88 . 1% 
66 . 5% 
47 . 9% 
50 . 8% 
17 . 2% 
22 . 3% 護者 99年度 356ì交 42 . 5%

ー と 保 l 幻
護者 と 消 防署 98年度
等の 関連機関 CJCJ年度

制住民 を 合 I �四 i
め た も の 99年度

68校 7. 7% 
60校 7 . 2% 
105校 12 . 5%

53校 ; 6 . 3% 
65{交 ; 7 . 8% 

「ド
137 
154 
159 
250 
26l 
270 

0 . 6% 
0 . 3% 
。%

62. 5% 
42. 3% 
52 . 9% 

2571支 i 71 . 6% 81校 47 . 4% I 
250*交 | 69 . 6% 841支 49 . 1 %
232校 | 64 . 4% 104校 | 60 . 8% 
川校 | 47 . 4% m校 | 71 . 9% 
208主主 l 57 . 9% I 128校 l 74 . 9% 
24校 6 . 7% I 4校 2 . 3% 
14校 3 . 9% 31支 1 . 8% 
24校 6 . 7% 31支 1 . 89も
17校 4 . 7% 10校 5 . 8% 
13校 3 . 6% 5校 2 . 9% 
38校 10 . 6% 12校 7 . 0% 

1 1校 3 . 1 % I 1校 i 0 . 6% I 
14校 3 . 99も 2校 i 1 .  29も

0校 l 0% 
Oì交 l 0% 
ot支 。%
。校 。%
19校 47 . 5% 
22キ交 55 . 0% 
23校 57 . 5 9も

(兵庫県教育委員会)

盲 - 持 ・

30校 75 . 0%
28十支 70 . 0% 
21校 52 . 5% 
25校 62 . 5% 
271交 67 . 5% 
4ì交 10 . 0% 
61交 1 5 . 0% 
8校 20 . 0% 
4校 10 . 0% 
6校 15 . 0% 
6t:交 1 5 . 0% 

11土 l 2 . 5% 
1校 ; 2 . 5% 

(兵庫県教育委員会)

見章、 生徒だ け の訓 練 は 年 々 減少 し、 関係機関 や保護者、 地域住民が参加す る 訓練へ と

変化 し て い る O

今後 は 市 町 防災部局 と も 連携 し て 、 地域住民が学校へ避難す る 訓練 も 実施 し、 避難所の

初期対応の模擬訓練 と す れ ば災害時の誘導がス ム ー ズ に行 え る と 考 え ら れ る 。
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( 5 )  r肪災訓練の想定場面」

(表21) 防災 (避難) 訓練の想定場面

怨 ;走 場 1Ft! I 年 度 小 学 校 中 学 校
97 . 8% 
95 . 0% 
96 . 4% 
25 . 0% 
1 6 . 4% 
25 . 1  % 

95

約5
9ω

78

87

年

年

年

午

年
年

度皮

度
度
度
度

1
1|
|

11 

8
8出
5

6
5

2
1

7 
2 

3 

8 
佼

98 . 2% 
61:1: '， 98 . 7% 
2T交 98. 2%
I校 68 . 5 %

休憩時間 I 98:tflì 528校 63 . 1% 
4校 75 . 7%

3 . 3% i 
登下校中

!日j ヰ支
160校 93 . 6% 
162f.土 94 . 7% 
166校 97 . 1% 
22宅支 12 . 9% 
12校 7 . 09も
17校 9 . 9% 
6f交 3 . 5 9も

号も
% 

首 ・ 空事 - 養護

33キ交 82 . 5 %  
39オ支 97 . 5% 
37校 92 . 5 %

(兵庫県教育委員会)

在倒 的 に授業時 間 中 が多 い。 休憩時 間 中 や登下校中 な ど と り 入 れ、 幅広 い 対応が う か が

え る 。

登下校 中 の 内容 は 地震対応がほ と ん ど。 公盟 な どへ避難 し 、 安全 を 確認す る 内容 と な っ

て い る O

集計表 に は 出 て こ な い が、 寄宿舎、 ス ク ー ルパス に 対応 し た訓練 も 行 わ れ て い る 。

( 6 )  r防災訓練の事前 @ 事後指導」

(表25) 訓練の事前 ・ 事後指導

内 容

事前に実施要注{
! を 作成 し教職員 ;
| で共通l'jリザ | 
十 事前 に 訓 練 の I 97年度
十 意 義 や 行 動 な i 98ij三度とやを指導す る I 99'1濃
い I 97if.J!t I l 事前 に 特 に 指1 .才 I 98年度 !日早は し な い l 
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I 99年度

97年度
98年度
99年度
97年度
98年度
99年度

高 校

17 . 5 %  
15 . 0% 

(兵庫県教育委員会)



複数回答 の た め 、 さ ま ざ ま な パ タ ー ン が 上がっ て い る 。 1 回 だ け と い う 学校 は 少 な く 、

何 回 か実施す る う ち 、 l 屈 は 予 告 な し の抜 き 打 ち 訓練 を 行 っ た り 、 教職員 の 対応 を み る 訓

練 を 行 う 学校 も あ る 。 副読本 を 活用 し て事 前 、 事後の指導 を す る 学校が多 い 。

( 7 )  r保護者への引 き 漉 し 訓練」

(表26) 引 き 渡 し 訓練

(兵庫県教育委員会)

児童 ・ 生徒の在校 中 に 大地震が発生 し た場合 は必ず、 保護者へ引 き 渡 し を 行 わ ね ば な ら

な い場合が発生す る 。 年 l 聞 は 引 き 渡 し訓 練 を 実施す る 学校が増 え て い る こ と は 望 ま し い 。

今後、 防災教育の授業参観 な ど と も リ ン ク さ せ る こ と で、 家庭への啓発 を 図 り な が ら 推

進 し な け れ ばな ら な い 。 先進校の実践が手本 に な っ て い る よ う だ。

(8 )  r前年度の訓練 と 比べ て 見直 し た点J

(表27) 前年度の防災 (避難) 訓練 と 比べ て見渡 し た点

災 害 の 種 類 別

寸一一一一一一一γ一一一一一一一一一一一一一ーす一 一一一
校

(地震 火災) に 98年度
関する こ と i 9S年度
発 生 の 時 間 f背 I 97年!支
(授業 中 ・ 登 下tY' I ハーす 口千 に 陸 寸 ，Z ωi['度中 等qこ 段j す る ι �I- ' I� 
こ と 川9年度
古 門L 門 9711'度避難経路 二関す ム 二

ぶ こ と
仲 - '" " ' I 98'"1三度

9S年度
消火器 ・ 救助袋 l ι 7年度

ド 等 σ 兵 卒白川;験 98年度
| を取 り 入れそ 99年 支
! 身体障害者 へに 97ijC度
| 対応な と 教脊的 9R年度
| 配慮 I 99年度
γ一一 一一一一一一一一一 寸一一一一一一

i 一 一 97年度
川某護者や地域等 ム ム ニム 叩引 ， I 98年度
| と の連携 し \ 十| 一 一 ョ 99i[c度
I ��J1íi . 事後指導 97年度 ;
い の充実に隠する I 98年度
い こ と I g95f 度

10 . 0 9も

12 . 5 %  

1 5 . 0%  
5 . 0% 
2 . 5% 

2 . 5% 
2 . 5% 

0%  

1 2 . 5% 
5 . 0% 

1 2 . 5 %  

(兵庫県教育委員 会)
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防災 (避難) 訓 練 は 、 前年度 と 向 じ で あ れ ば必ずマ ン ネ 1) 1じす る 。 小学校で 6 年 間経験

し 、 中 学校で も 同 じ よ う な 内容で あ れ ば緊張感 を 欠 い て く る 。

見直 し の 観点 で は 、 保護者や地域住民 と の連携 を 考 え た 学校が増 え て い る 。 体験の と り

入 れ 、 避難経路 の 見 直 し 、 設業 中 だ け か ら 休憩時 間 、 登下校 中 に も 行 う な ど工夫 を こ ら し

て い る 。 抜 き 打 ち 訓練で 緊張感 を持たせ、 'Æ童 ・ 生徒 自 身 に 危機管理能力 を 持た せ る よ う

指導す る 場合 も あ る 。

( 9 )  r学校独 自 の災 害対応マ ニ ュ アルを作成 し て い る かJ

小学校54 . 2 % 、 中 学校54 . 3 % 、 高等学校43 . 9 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校42 . 5 % 。

97年度末 に 県教委が 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 を 配付 し 、 地域や学校の実情 に 応 じ た独 自

の マ ニ ュ ア ル を 作成す る 指導が行 わ れ た O

約半数の 学校で作成 さ れて い る が、 今田 は作成 さ れて い る と 回答 し た 学校 か ら は独 自 マ

ニ ュ ア ル の提 出 を 求め た 。 簡 単 な も の や 不完全な も の は 「再度検討」 と し 、 「作成ずみ」

に カ ウ ン ト し な か っ た。

市 町全体で統一 的 な マ ニ ュ ア ル を 作成 し 、 各学校が 白 校の 条 件 に 合 わせ て 、 加除修正 し

て い る と こ ろ も あ る 。 従来 の 「学校警備防災計画書J の 域 を 出 て い な い も の が ま だ多 い 。

99年 度 は高校防災教育研修会で、 先進校か ら の発表 を 行 い 、 啓発 に 努め て い る 。

(10) r学校 は 災害時の避難所 に指定 さ れ て い る かJ

小学校837校中829校 (99 . 0% ) 、 中 学校359校中354校 (98 . 6 % ) 、 高等学校171校中 100校

(58 . 5% ) 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校40校 中 11校 (27 . 5 % ) 。 小、 中学校 は ほ と ん ど指定 さ れて い

る 。

避難所 の 指定 は な く て も 、 物資の保管所や救護所 に な っ て い る と こ ろ も あ る 。

(1 1) r避難所 と し て 開放す る 学校施設や場所 を 明確 に し て い る か」

開放場所 の 明確化 は 、 小学校72 . 9 % 、 中学校69 . 8 % 、 高等学校65 . 0% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学

手交63 . 6 % 0

避難所 に 指定 さ れ て い な い学校で も 、 災害時 に 地域住民が避難 し て く る 場合 を 想定 し て 、

開 放場所 を 明確 に し て い る 学校 も あ る 。

(1 2) r教職員 の避難所支援班の組織は で き て い る か」

学校独 自 の災害対応マ ニ ュ ア ル の作成率が50% 前 後で あ る か ら 、 避難所支援班の組織化

も あ ま り j隼 ん で い な い。

小学校36 . 4 % 、 中 学校38 . 4 % 、 高等学校34 . 0% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校9 . 1 % 。

阪神大震災時 は児童 ・ 生徒が学校 に い な い 時間 帯 だ、 っ た が、 在校 中 に 発生 し た場合、 児
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童 ・ 生徒の安全確保 と 保護 を 第一 に 考 え ね ばな ら ず、 避難所支援 ま で手が回 る かが課題で

あ る 。

市 町防災部局 が 中 心 と な っ て 、 学校 ご と の 担 当 者決定 と そ の 早期派遣体 制 の確立が急務

と な る 。 学校か ら も 何人か は避難所支援 に ま わ る 体制づ く り が必要 と さ れ る 。

(1 3) r学校 に 妨災倉庫や備蓄倉庫が設置 さ れ て い る か」

小学校27 . 0% 、 中 学校19 . 7% 、 高等学校7 . 0 % 、 官 ・ 聾 ・ 養護学校 0 % 。

市 町 の地域防災計画 に 基づい て 、 市町防災部局が、 学校の き 教室 な ど を 利用 し た 倉庫

で、 大震災以後 に 設置 さ れ た 。 数字 は避難所 に 指定 さ れて い る 学校の 設置状況。 地域別 の

小学校設置 率 は 神戸41 . 4 % 、 阪神36 . 5 % 、 西播40 . 0 % が多 い 。

(14) r学校避難所運営業務の市町部局 担 当 者 は 決 ま っ て い る かJ

小学校59 . 5 % 、 中 学校59 . 9 % 、 高等学校50 . 5 % 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校63 . 6 % 。

兵庫県地域防災計画 に は 「市町 は あ ら か じ め 避難所 ご と の 担 当 職 員 を 岩住地 に も 自己慮、 し

て 定め る な ど、 発災後 の 迅速 な 人員 配置 に 努め る 」 と 明記 し で あ り 、 全市町で積極的 に 取

り 組む必要があ る 。

(1 5) r学校 と 市町防災部局 と の連絡会議は 開催 さ れ た かJ

小学校31 . 1 % 、 中学校23 . 5 % 、 高等学校9 . 0% 、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校27 . 3 % 。

防災教育推進連絡会議 の教育事務所 ご と の 地区別会議が98年度か ら 始 ま り 、 市町防災部

局 、 教育委 員 会 、 学校の 三者協議が地 区単位で軌道 に 乗 り か け た と こ ろ 。 市 町別 連絡会議

も 99年度か ら の と こ ろ が多 く 、 学校 ご と に 市 町防災部局 と 会議 を 開 く の は こ れか ら だ。

(16) r教職員 の不症時 に避難所 と し て開放 さ れ る 学校施設の鍵 を 開 け る 人は 決 ま っ て い る

かJ

小学校64 . 2 % 、 中学校64 . 1 % 、 高等学校58 . 0 % 、 富 - 聾 ・ 養護学校63 . 6 % 。

休 日 や夜 間 に 災害が発生 し た場合の 開錠者で あ る 。 小学校で は教職員45 . 9 % 、 学校近 く

の 市 田I職員25 . 9 % 、 地域住民 ( 自 治会 な ど) 16 . 9 % 、 財産管理補助者お よ び警備員 1 6 . 5 % 。

中 学校 で は教職員70 . 0% 、 学校近 く の 市 町職 員 23 . 3 % 、 地域住民6 . 2 % 、 財産管理補助

者お よ び警備員 7 . 9 % 。

校長 ら 管理職が担当 す る 学校 は 開錠者 の 自 宅か ら 学校 ま で の 距離 な ど、 災害時 に 可能 か

ど う か検証す る 必要があ る 。

ま た 、 市 町職員 や 地域住民 ら が対応で き る 体制づ く り を 推進 し 、 災害時の初期対応 に 万

全 を 期す準備 も 重要だ。 関係者が年 1 間 は連絡会議 を 開 き 、 平素か ら 避難所の初動体制 を

確立 し て お かね ばな ら な い 。
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2 . 教育復興担当教員 の活動
震災説、 毎年207人が被災地の小、 中 学校 に 配置 さ れ、 主 と し て児 童 ・ 生 徒 の 心 の ケ ア

対策 に 取 り 組 ん でい る が、 学校妨災体制 の整備 ・ 充実 に も あ た っ た 。

主 な 取 り 組み は次の と お り 。

1 ) 地域や保護者 と 連携 し た 防 災 (避難) 訓練の 多椋化 ・ 日 常化 の 推進

①災 害時の児童 ・ 生徒の保護者への 引 き 渡 し 訓練の実施

②多様 な 災害状況 を 想定 し た 訓練の実施

2 ) 学校独 自 の 災害対応マ ニ ュ ア ル の作成 と 改善

①学校防災体制 の 整備 、 充実

②地域 と の 連携 を 図 り 、 学校が避難所機能 を 発揮 で き る よ う 教職員 の 役割分担の

明確化

3 ) 施設 ・ 設備の 点検、 整備、 充実

4 ) 校 区 内 の 危 険個所 な ど環境調査 と 学校への情報提供

①通学路や 校 区 内 の危 険個所 を 調べ学年 に 応 じ た 防災マ ッ プの作成

3 . 学校拐災機能の充実
( 1 )  農立学校

「窓 ガ ラ ス 飛散 防 止対策」 は99年度 ま で に67校で実施 さ れた 。 「備 品転倒 ・ 落 下防止対策」

は99年度 ま で に 県立学校全校で完了 し た 。

「 プ ー ル の 耐震強化」 は99:9三度 に 豊 問 実業高校 と 神戸商業高校で実施 し た 。

( 2 )  市町立学校

99年度 は 、 校舎の柱、 壁 な どの 「耐震補強」 が36校園 (幼稚菌 2 、 小学校22、 中学校12) 、

「備蓄倉庫J が小学校 l 校、 「 シ ャ ワ 一 室整備」 が 3 校 (小学校 2 、 中 学校 1 ) 、 「 プー ル

の整備」 が耐震型 は小学校 5 校、 均一本機能 っ き は小学校 1 校の 計 6 校。 96年度か ら 全県下

で耕震強化が着実 に 進 め ら れて い る 。

〈参考文献 〉
「新た な 防災教育の 充実 に 1í1J け て 5 年 間 の取紹」 兵!事l早教育委員 会 2000年 1 月 17 0
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(表28) 市町立学校の防災機能整備状況 (悶庫補助等該当事業)

1 996年度| 整備内容
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(兵庫県教育委員会)
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言十 l

(1 999 . 7 現在 )

2000年度計 画

2 1君 、 小 14校、 中 11校

神戸市 l 校 泡ぷ小
姫路市 12校 野 IfI 小外
明石市 1 校 朝 霧 中
洲 本 市 1 校 大野小
高砂市 1 校 高砂小
i竜野町 H 交 滝野中
東条町 1 ;佼 東条中
伊 丹市 H え 荻F子小
三 木 市 l 校 総カ' fî: 中
古 川 町 l 校 吉 J l l 11'
山 ��f匝I 1 校 111崎小
j忌泉 町 I 校 熊谷ノj、
-1iç 向 山本名 ) 1 校 郡家小

二三原町 l 校 ê ll京 中
村 l有 国T l 闘 う つ み幼
春 日 町 l 校 春 日 中

し

1 998年度

l 菌 、 小 29校、 中 9 校

神戸市 3 校 雲雀 丘小外
姫路市 9 校 白 鳥小外
明 石 市 7 校 鳥羽小外
伊丹市 I 校 鈴原小
加古川市 2 校 陵北小外
西Hirrl1 1 校 西脇 巾
三木市 2 校 自 由 が丘小外
高砂市 l 校 米 EEJ/J、
J l I 西 市 1 校 多 DJ 小
力11西市 I 枚 目 玉吉小
社 mr 2 校 米 田小外
稲美町 2 校 母里小外
…宮 町 l 校 繁盛小
青垣町 1 校 遠阪小
春 日 町 1 ，佼 春 日 中
山下布団r 2 校 和 田小外

2 校 神代ノj、外

1999年度

2 皆 、 小 22校、 中 12校

小 3 校 、 中 3t支 計 6 1交 小 2 校、 中 i 校 - 4 1 校

相生市 1 校 郡 波 中 神戸市 1 校 {主 1ff 中 神 戸 市 l 校 平野小
| 町 1 校 つ つ じ が 民小 明石市 1 校 大久保南小

1 校 み な ぎ台小 高砂市 I 校 荒井小
1 校 瀬力日 中
I 校 Ih ，(j 中

l 校 東j可小

l 校 五十 7 交 小 6 校 1 校 員十 6 校

神 戸 市 1 校 魚 崎 中 (樹渓) 尼崎市 3 校 難波小外 2 校 大 鳥小外 (耐 震)
尼崎i1l 3 校 杭瀬小外 (耐震) 高砂子11 l 校 曽根小 (耐震) 高砂市 3 校 荒井小外 ( 耐 震 )
二 回 市 1 *交 広野小 (耐 震) 青垣町 I 校 {討会ノj、 (耐渓) 春 日 間T l 校 黒井小 (浄水)
青坂田] 1 校 神 楽小 (耐震) 春 日 町 l 校 進修小 ( 浄水)
五色町 l 校 都志小 (耐震)

整備実績 な し | 務保i実績 な し

し

神戸市 l 校 鈴蘭台中
姫路市 15校 太市小外
洲 本!市 2 校 洲本第一小外
加古[川 市 3 校 平 岡小外
高砂rîJ 1 校 高砂小
社町 2 校 福 田小外
滝野田r 校 滝野 中
束条IflJ 2 校 東条中外
稲美町 2 校 天満小外
三 日 月 四r 1 校 三 日 月 小
村 岡 町 1 校 兎塚小
三 原 田r 1 校 複列小
伊丹市 l 校 荻野小
三木市 l 校 緑が丘 中
青垣町 l 校 佐治小
春 日 田r 校 春 日 中

i

 

一コ一ロ

1 校 、 中 2 校

岩同小

1 校 荒井小

し
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h六時 むの理解どケデ一 一 一 一

大震災 - 生徒 に 深刻 な心 の 毎 を 負 わせ た 。 被災か ら 5 年 目 に 入 っ て も い っ こ う に

減 ら な い 。 99年 7 月 l 日 現在 の兵庫県教委の調査 に よ る と 、 何 ら か の 心 の ケ ア 、 教育 的 配

慮 を 必 要 と す る 児童 ・ 生徒 は4 ， 105人 に の ぼ り 、 前年 よ り わ ずか 1 人 減 っ た だ け で、 何年

の調査開始か ら は ほ横 ばい状態が続い て い る 。 丈字 どお り の後遺症だ。

(表29) 教育的配慮 を 要 す る 児童 ・ 生徒数の推移

注 ・ 調査 は毎年 7 月 (兵庫L早教育委員会)

校舎 な ど学校施設 は 100 % 復 旧 、 復興 し 、 町並み も 震災前 の 姿 を 取 り も ど し て い る 。 こ

の た め震災体験、 後世 に伝 え る べ き 教言11 の風化が懸念 さ れ る 中 、 心 に傷、 を 持つ把童 ・ 生徒

の PTSD (心的外傷後ス ト レ ス 障害) は 回復す る 子 ど も がい る 半面、 就学後 に 新 た に 発症

す る な ど深刻 さ は解消 さ れ な い。 数年 た っ て か ら 発症 と い う 定説 は 幼児期 の 被災が小学校

入学後 に 現 れ た り し て 裏づ け ら れて い る 。

し か し 、 住環境や家庭 関 係 の 変化 、 長 び く 不況な どが も た ら す経済環境の 悪化 に よ る 、

二次的ス ト レ ス で心 の 傷 が表面化す る ケ ー ス も 目 立 っ て き た 。

教育現場 を 襲 っ た 学校避難所運営の 大パ ニ ッ ク は ほ ど な く お さ ま っ た が、 こ の心 の ケ ア

問 題 は 横 ばい状態の ま ま で 、 被災後 の 最 大 の 悩 み が続い て い る 。 (第一節 児童 ・ 生徒の

状況調査参照)

ト 心の ケ ア を 要す る 見童 @ 生徒の判断基準25種類
兵庫県教委は96年度か ら 毎年 7 月 に 震災で心 に 傷 を 負 っ た 、 教育 的配慮、 を 要す る 児童 ・

生徒の 実態調査 を 行 っ て い る 。 こ の心 の ケ ア の 判 断基準 は PTSD 発症 と さ れ る 次の 3 項 目

25種類の 状況 に よ っ て い る 。

〈退行現議 〉

@ 落 ち 着 き がな い 。 注意力 が散漫。 学業成績が低下。

@ 親の 気 を ヲ i く 。 し がみ つ く 。

r手{云い 」 な どい つ も や っ て い た こ と がで き な く な る 。

@ ち ょ っ と し た こ と で め そ め そ し た り 、 泣い た り す る 。
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@ や め て い た ク セ が再 び始 ま る 。

〈生理的反応 〉

@ 頭痛。 腹痛。

@ 食欲不振。 吐 き 気。

@ 寝つ き が悪か っ た り 、 途 中 で 自 が覚め る 。 反対 に 寝 て ばか り い る 0

・ 視覚障害。 聴覚障害。

@ 便秘。 下痢。

@ 皮膚 や 日 がか ゆ く な る 。

<，捕緒的 、 行動的&:.応 〉

@ 落 ち 着 き がな く な る 。

@ い ら い ら し や す い 。 反抗 し た り 、 他 人 に 攻撃 的 。

@ 学校 に行 く の を 嫌が る 。

@ 友人や仲 間 を 避 け る o 1す き 合い を 嫌が る O

@ ト イ レ に A人で行 け な い。

@ 密室 に い ら れ な い。

・ 注意集中が困難。

@ 物 を 壊 し た り 、 投げた り す る 。

@ 趣味や レ ク リ エ ー シ ョ ン に興味 を 失 う 。

@ 感情 う つ 的 に な り 、 悲 し く な っ た り 、 涙 も ろ く な る O

@ 引 き 込 も る 。

@ 権威 ( 親 や 先生) に 抵抗す る 。

@ 反社会的行動 ( う そ を つ く 、 盗 む 、 薬物乱用 な ど) を と る 。

教育 的配慮 ( 心 の ケ ア ) を 必要 と す る 要因 は 、 99年度 は比率 の 高 い )11:eî に 、 震災の恐怖 に

よ る ス ト レ ス 、 家族、 友 人 関係 の 変化、 住宅環境 の変化、 経済環境 の変化、 学校環境 の 変

化、 通学環境の 変化があ げ ら れ る 。

仮設住宅か ら の通学 は復興恒久住宅の建設 に 伴 っ て 減少、 居住環境の復興は 進 ん で い る

が、 恒久住宅 か ら 通学す る 児童 ・ 生徒の 中 で心の ケ ア を 必要 と す る 子 ど も が増 え て い る 。

2 . 号9年度の 教育復興担当教員 の活動
震災説、 毎年207人が被災地の小、 中 学校 に 配置 さ れ、 主 と し て 児童 ・ 生 徒 の 心 の ケ ア

対策 に 取 り 組み 、 中 心 的 な 役割 を 果た し て い る 。

新 た な 防 災教育 の 推進 、 学校防災体制 の 整備 ・ 充実 に も あ た っ て い る 。

( 1 )  PTSD に対す る ，むのケア

幼児期 に 被災 し た児童が増加 し 、 心 の 傷 も 潜在化 し て い る 。 震災か ら 失業 、 夫婦 関係 の
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最壊、 転居 な どで生活基盤が破壊 し 、 不安定 な 生活 を 強 い ら れ る 家庭 も 多 い。 そ の 中 で児

・ 生徒の 心 は 乱 れ傷つ い て い る O 背景 に あ る 現状 を 正 し く 把握 し 、 保護者 と 共通理解 を

深め な が ら 心の ケ ア に 努 め た 。

被害が大 き か っ た 地域で は 、 自 宅が全 ・ 半壊 し 、 経済的 な 理 由 か ら 夜遅 く ま で{動 い て い

る 家庭が多 く 、 両 親 に か ま っ て も ら え ず、 い ら い ら し た り 、 攻撃的 な 行動 に 出 る 。 落 ち 着

き がな く な っ て 、 学力 が低下 し た子 ど も 。 壊 れ た 暗 い 部屋 に 長時間 閉 じ 込め ら れた こ と が

忘 れ ら れず、 夜 ト イ レ に 一人で行 け な い 。 音 や 揺 れ に 敏感。 一 人で寝た り 、 留 守番がで き

な い。 こ う し た子 ど も も 多 く 、 授業 中 は も ち ろ ん 、 休み時間 も 子 ど も の 言動 に気 を 配 り 、

家庭 と の連絡 を 密 に し た指導 を行 っ た。

( 2 )  家庭環境の変化 に よ る 心の不安定に対す る 心の ケ ア

校 区 内 に 復興恒久住宅が建設 さ れ、 そ れ に よ る 転校生の 中 に 心 の ケ ア を 必 要 と す る 者が

増 え て い る 。 住宅環境や家庭環境が変 わ り 、 経済状態 も 不安定。 子 ど も が放任 さ れ て い る

場合が多 く 、 精神 的 に不安定 に な っ た り 、 無気力 に な っ た子 ど も に対 し 、 家庭訪問 な ど に

よ っ て保護者 も 含 め て継続的 な教育相談 を 行 っ た 。 ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と も 連携 し 、 個

に 応 じ た援助 ・ 指導 を 行 っ た 。

( 3 )  不登校領向 児童 ・ 生徒に対す る 家庭訪問 、 題談

登校促進 の た め の指導や保護者か ら の相 談 に 対応 、 助 言 を 行 っ た 。

( 4 )  学級集盟 に 適応で き な い児童 @ 生徒に対す る ケ ア

家庭訪 問 や 面談 に よ り 、 問題発生時の子 ど も を 指導、 担任や保護者 に 助 言 し た。

( 5 )  1聞 に応 じ た学欝指導の充実

議興恒久住宅 に 入居す る ま で落 ち 着 い た暮 ら し がで き ず、 学習 も し に く い と い う ;巳

- 生徒 に 算数や 国 語ー な ど基礎的 な 学力 の 定着 に 向 け て指導の充実 を 函 っ た 。

多数の 生活保護児童 ・ 生徒、 就学援助児童 ・ 生徒 も お り 、 生活環境の 悪 さ か ら 基本 的 な

生活習慣が身 に 付い て い な い 子 ど も に 対 し 、 個 別 の 教育相談、 支援 を 行 っ た 。

剛 被災 し た児童 ・ 生徒の実態調査

ア ン ケ ー ト に よ り 、 学校生活全殻、 家庭生活の 実態 を つ か み 、 見童 ・ 生徒の心身 の 健康

を 支援 し た 。

幼児期 の被災児童が増 え て い る こ と を 踏 ま え 、 家庭で、 の 快活や様子 を 把握す る た め 、 家

庭訪問 を 実施 し た 。
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( 7 ) 心のケ ア に 関 す る 教職員研修の実施

全体研修会や 夏期研修会で、 配慮 を 要す る 児童 ・ 生徒への 共通理解 を 深 め た 。

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー と 連携 し 、 定期 的 に 個 々 の 児 童 ・ 生徒 の コ ン サ ル テ ー シ ョ ン を

行 っ た 。

3 . 教育復興担当教員 PTSD 萌{事会
教育復興担当 教員研修会が99年度 も 前年 と 同 様 に PTSD へ の 対応 を 中 心 に 207人の 担 当

教員全員 を 集 め て 「心の ケ ア研修会」 を 聞 い た 。 96年度 か ら 4 年 日 O

第 l 屈 は99年 4 月 28 日 、 第 2 回 は 99年11 月 17 日 O 会場 は いず れ も 神戸市総合教育 セ ン タ

ー 。 研修内 容は①被災児童 ・ 生徒の 心の ケ ア と 生徒指導 ② カ ウ ン セ リ ン グ な ど教育相談

③担任 ・ 養護教員 と の協 力 体制 ④家庭、 地域社会、 関係機 関 と の 連携一ーな ど。

く第 l 回研修会 〉

1 )  講義z杉本健三 ・ 県教委高校教育課案長 を 講 師 に 、 震災か ら 4 年経過 し た児童 ・ 生

徒 の; 犬況 と 課題、 教育復興拒当教員 配置の趣 旨 と 役割 、 心 の ケ ア を 要す る 状況、 新 た

な 防災教育 の推進、 学校防災体制 の充実 に つ い て研修 し た 。

2 ) 実践発表z小学校か ら は被災児童 ・ 生徒の 心 の ケ ア 、 中 学校か ら は新 た な 防災教育

の 推進 に つ い て 、 現組状況 と 問題点 な ど を 発表 し た 。

3 ) 講演 ニ 告井 圭 可 ・ 県立精神保健福祉セ ン タ ー 医師が 「子 ど も の 心 の 理解 と ケ ア一一
学校の 果 た す 役割」 と 題 し て 専 門 家 の 立場か ら 被災 し た子 ど も の 心 の 理解 と 学校 の 対

応 の あ り 庁 に つ い て講演 し た 。

〈第 2 回研修会 〉

1 )  講義 ニ 近藤靖宏 ・ 県立嬉野台生涯教育 セ ン タ 一 所長が 「心の教育 の 推進」 と し て 、

震災 5 年 の 現状 を 再現期 と 位置 づ け 、 白 ら の被災体験 を も と に 教育 の 創造的復興 と 担

当 教員 の役割、 心 の 教育 の 充実 に つ い て講話 し た 。

2 ) 台 中 白 本人学校支援派遣者の報合 = 伊藤進二 ・ 芦屋市立潮見小学校教諭が訪台 の 取

組内容 と 意義、 成果 を 報告 、 神 田英幸 ・ 西宮市立 上 ケ 原 南小学校教諭 が 2 次派遣への

決意 を 表明 し た 。

3 ) 班別協議 ニ 7 つ の分散会で具体的 な 活動 に つ い て協議 し た 。 総括で は 、 教育復興担

当 教員 が 1 年 ご と に 交代す る 学校 も 多 い 中 で 、 取組の資料整理が不十分 に な る 。 学校

に よ る 取組の格差が懸念 さ れ る O 就学前 の児童への対応が図 ら れて い な い た め 、 被災

時 の 状況把握がむ ず か し い 。 日 常 的 に小学校 と 中 学校の連携が必要 な ど の 意見が出 さ

れ た 。

4 . 兵揮県教委が教育復興担当教員 の活動状況報告書
兵庫県教委 は 震災が 5 年 を 経過 し 、 2000年 l 月 に 「教育復興担 当 教員 の活動状況報告書」
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を 発刊 し た 。 A 4 判 、 38ペ ー ジ。

震災の 影響 を 受 け た児童 ・ 生徒の状況 に は じ ま り 、 兵庫 の 教育 の 創 造 的 復興 に 向 け た 取

組の 中 で教育設興担当教員 を 配置 し た い き さ つ 、 被災宜後か ら 99年震 ま で の 活動状況の経

過が詳述 さ れて い る 。

「復興担」 と も 呼ばれ る 教育復興担当教員 は 、 被 災後、 ピ ー ク 時 に は 2 万6 ， 000人の児意 ・

生徒が県内 外へ転出 。 こ の う ち 80 % は何年定内 に 元 の 学校へ戻 っ て く る と 、 県教委 は推計

し 、 年度 内 の 学級編成替 え を 避 け 、 国 の 加配措置 に よ り 、 当 初 128人 を 配置 し た。 96年度

か ら は207 人 の 配置が実現 し 、 児童 ・ 生徒の 心の ケ ア 、 新 た な 防災教育 の推 進 に 専 従 し 、

成果 を あ げて い る 。

主 な 活動 で あ る 児童 ・ 生徒の心 の ケ ア で は①心 の SOS を す ばや く キ ャ ッ チ ②児童 ・

生徒への き め細 か な 対応 ③親 ・ 家族 と の 緊密 な 連鳴 ④専 門 家 と の 緊密 な 連携 ⑤教育

復興担当教員 がかかわ る こ と がで き る 限界 ⑥担当 教員 の 一 日 と 一週 間 ⑦地域 と の連携

⑧学校 と し て の 寂組 に つ い て 、 合計16件の 活動事例 を 紹 介 し て い る O

心 の 理解 と ケ ア の専 門 家 と し て 活躍 し て い る 県立精神保健福祉セ ン タ ー の 岩井圭司 医師

が提言 を 寄せ、 PTSD の系統的 な 解説 と と も に 、 教育復興担当教員 の 意 義 と 活動 で注意す

べ き 点 を あ げて い る 。

岩井医師 は 、 教育現場で心の ケ ア を 考 え る 場合、 担{壬教 師 の 果 た す役割 も 大 き い が、 児

童 ・ 生徒の成績 を つ け た り 、 進路指導 に 関係 し な い 教員 がか か わ る こ と の 意味が大 き い 。

復興担 当 教員 は親や担任 と 臨床心理士や精神 科 医 な ど外部 の専 門家 と の 中 間 を埋め る 役割

と 意義があ る と い う 。

復興担 当 教員 が注意す べ き 点 と し て は 、 ①悲観的 に な る な ②頑張れ と 励 ま し で は な ら

な い 。 頑張 り が足 り な い と と ら れか ね な い ③忘れ ろ と い わ な い 。 忘 れ た い の に忘 れ ら れ

な い か ら だ ④安易 に よ く な っ て き た な な どい わ な い ⑤過剰 な 精神主義 に 陥 ら な い 。 根

性 出 し た ら 頑張 れ る と い っ て は な ら な い ⑥安心感 を と り 戻す こ と が第 A ー と 提言 し て い

る 。

5 . 兵教組が教膏復興担当教員配置校の取組事憐集約
兵教組 と 兵庫教育文化研究所 は 99年1 2 月 、 「教育 の 創 造 的復興 を め ざ し て一一教育復興

担当教員 配畳校の と り く み と 新た な 諜題」 を 冊子 に ま と め た 。

震災か ら 5 年、 新 た な 防災教育 に取 り 組む教室、 学校の 現場か ら 、 教育復興担当教員 の

活動事例 を ま と め た も の O 「兵庫 か ら の 5 年 自 の 発信」 と し て い る 。 A 4 判 、 51ペ ー ジ。

第 l 章 は 「心の ケ ア 」 へ の 取 り 組み。 震災 5 年 を 経過す る 中 で 、 ① 4 年 目 に初 め て 症状

が現れた 子 ど も ② 5 年 も 継続 し て い る 子 ど も ③沈静化 し て い る 子 ど も ー の例。 症状別

の 事例 と し て①退行現象 ②生理的反応 ③情緒的 ・ 行動的反応、 の例。 関係者 と の連携

で①保護者諭 ② カ ウ ン セ ラ ー ー な ど に 行動 を 分類 し て 、 42例 に つ い て 「実態J í取 り 組み」
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「内容」 を 記述、 教育復興担当 教員 が子 ど も の 心の ケ ア を 進 め 、 心 の 傷か ら 回復 さ せ た 事

例 や よ い 傾 向 に 向 か わ な い 限界の事例 を 紹 介 し て い る O

2 章 で は 「新 た な 防災教育 の 創造 を め ざ し て」 に つ い て 、 「教育研究活動」 の 中 か ら

①子 ど も た ち の 現状 ②保護 者 の 不安 と そ の ケ ア ③復興担 当 教員 と 子 ど も た ち ④地

域 ・ 家庭 ・ 学校の連携 ⑤新た な 教育創造 に 向 け て の複興担当 教員 の役割 ー を 実践例で 紹

介 し た 。 「被災地校の取 り 組み を 学ぶ教育交流」 の 中 か ら ①突然、 PTSD 症状が現 れ た 子

ど も ②今な お続 く PTSD 症状 ③沈静化 し て い た子 ど も ④親の よ う す ③学校、 学生

の様 子 ⑥校区 内 に復興恒久住宅が建 っ た と き に つ い て ま と め て い る 。

家屋や家 具 の 下 敷 き に な っ て命拾い し た子 ど も た ち 、 肉 親 を 失 っ た子 ど も た ち を は じ め 、

さ ま ざ ま な 形で被災 し て 、 今な お 残 る 心 の 傷 に 教育復興担当教員 は根気 よ く 、 粘 り 強 く 、

子 ど も や親 と ひ ざを 突 き 合わ せ て 相 談 に 乗 り 、 あ る い は見守 り 続け て い る 。 回 復 に成功 し

た例 と 限界 を 教師 が訴 え る 両極端が見 ら れ る 震災 5 年 目 の 「心の ケ ア J 活動 だが、 「新 た

な教育創造」 に は①震災 を 過去 の 出来事に し て は な ら な い ②子 ど も の生活 に 影響 を 与 え

て い る 保護者の悩み と 付 き 合 う ③心の ケ ア と 不登校問題 の 克服 ④地域、 家庭、 学校の

責任 あ る 連携 ー に 教育復興担当 教員 が活躍 し な け れ ば な ら な い と 訴 え て い る 。

6 . 心の ケ ア 巡回相談
97年震か ら 希望校 に精神科毘 ら 専 門 家 を 派遣 し 、 心 の ケ ア が必 要 な 一子 ど も た ち への 支援

や対正、 の 方法 に つ い て指導 ・ 助言 を 得 な が ら 教職員 の カ ウ ン セ 1) ン グ能力 の 向上 を 図 っ て

い る 。

99年度 は 7 月 6 日 、 五色軒立鮎原小学校 に 井上幸子 ・ 臨床心理士、 1 1 月 26 日 、 県立東神

戸高校 に松竹京子 ・ 臨床心理上、 2000年 2 月 3 日 に 県立明石南高校 に 植木雅治 ・ 神戸市立

看護大学教授 を そ れ ぞれ派遣、 巡 匝 相 談 を 行 っ た 0

95年度か ら 98年度 ま で は県 下 7 会場で地区別 に 「心の 理解 と ケ ア 研修会J を 開 い た 。

7 .  r ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク J
〔不登校傾向生徒の驚校率上昇のケ ー ス も 〕

98年度か ら ス タ ー ト し た兵庫県 下 全公 丘 中 学校 2 年生 を 対象 に l 週間 、 地域 に学ぶ 中 学

生体験活動週 間 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク J は 、 定着化が進 み 、 99年度 の 実施 率 は 100% (98 

年 は 94 . 7 % ) と な っ た 。

大震災 の 教訓 に 学 び\ 子 ど も た ち に 生 き る 力 を 育 む 人間教育 の視点 に 立 っ て 兵庫教育 の

創 造 的復興 を 進め る 「新た な 防災教育」 を 掲 げ、 生 き る 力 、 心 の ケ ア に取 り 組み始 め た 矢

先 に 、 神戸市須磨 氏 で痛 ま し い 児 童連続殺傷事件が起 こ っ た 。

大震災 に追い打 ち を か け る よ う な 、 こ の事件 を 「心の大震災」 と し 、 兵庫県教委 と 神戸

市教委は 、 学識経験者 に よ る 「心の教育緊急会議J を 設置 し 、 97年10月 に 「心の 教育 の 充
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の 提言 を ま と め た。実へ向 け てJ

命 と 死 の 持 つ 意味 を 考 え さ

「育」 に 中 心 を 移 し 、

「死 を タ ブー と せず、 身近 な 問題 と し て と ら え 、そ の 中 で、

を 「教」 か らの 方 針 が盛 り 込 ま れ た 。 「心の教育」せ ね ばな ら な い」

地域や 自 然の 中 で、 生徒 自 身 が生命の尊 さ 、 主体性 を 考 え る 教育活動 と し て 「 ト ラ イ や る ・

ウ ィ ー ク 」 が始 ま っ た 。

こ の体験活動週 間 の 中 で注 目 さ れ た の が 「不登校生徒へ の 影響J o 99年 7 月 末 の 実施率

1 年生 の 時 に不登校 ( 年 間 30 日 以上 の 欠席 )

ち 51 % が 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 に 全 日 参加 し た 。 実施 1 カ 月 後、 そ の う ち 36 . 5 % の 生

の生徒の うの 段 階 で 、(325校終了)90 . 5 % 

徒 に登校率の 上昇がみ ら れた 。 98年度 は34 . 3 % に 上昇現象がみ ら れた 。

99年度 は 前 年 よ り 上昇 し た わ け だが、 こ れ は前年 に 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 が大 き な

影響 を 与 え た と い う 結果か ら 各学校が不登校生徒 に 積極的 に参加 を働 き か け た た め と 考 え

し か し 前年 度 は 時 間 が た つ と と も に登校率が低下 し た こ と か ら 、 今後の状況 を 把

よ く 検討 し な け れ ばな ら な い と さ れた 。

ら れ る 。

握 し 、

(表30) ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 の活動内 容 、 場所

く分野別>

1 999年度 1 998年度

職場体験活動 70 . 8% ① 職場体験活動 72 . 1  % 

② ボ ラ ン テ ィ ア 福祉体験活動 7 . 9 % ② ボ ラ ン テ イ ア 福祉体験活動 8 . 8 % 

③ 文化 - 芸術創作活動 7 . 9 % ③ 文化 ・ 芸術創作活動 6 . 4 %  

④ 勤労生産活動 5 . 6 % ④ 勤労生産活動 5 . 2% 

⑤ その他の体験活動 7 . 8% ⑤ そ の他の体験活動 7 . 5 o/c り

(注) そ の他の活動の内訳 : 地域活動 ・ 郷土芸能活動 、 国際理解、 情報、 環境、 科 学技術、 そ の他
(発掘調査、 ス ポ ー ツ 等)

<内容別>

20 . 5 % 

18 . 6 % 

10 . 1 % 

7 . 9 %  

6 . 4 9も

幼児教育
ホ テ ル ・ 主11美容等

製造 ・ 建築

文化 ・ 芸術創作活動

社会福祉施設

消紡著等

③

③

④

①

⑥

 

1 7 目 4 %

8 . 3% 

7 . 9 % 

6 . 8% 

幼児教育

製造 ・ 建築

文化 ・ 芸術創作活動

役所 ・ 消防署今字

社会福十'll

②

③

④

⑤

⑥
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5 . 6 %  

5 . 0% 

2 . 5 % 

5 . 5 % 



く生徒の希 望達成度〉

1999年度

@ 第 l 希望が日十 え ら れた生徒

- 第 2 希望 と な っ た Ij 徒

- 第 3 希望 と な っ た生徒

@ そ の他

1998年度

72 . 4 %  - 第 l 希望がP十 え ら れた 生徒

1 5 目 4 % @ 第 2 希望 と な っ た生徒

5 . 89ら - 第 3 希望 と な っ た生徒

6 . 4 %  ・ そ の他

7 1 . 2% 

1 6 . 8 %  

6 . 6 %  

5 . 4 %  

(兵庫県教育委員 会)

( r ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク J の指導資料作成〕

兵庫 県教委 は99年 3 月 、 体験活動指導資料一一'98地域 に 学ぶ 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」

を 作成 し た。 A 4 判、 58ペ ー ジ。

全国初 の 取 り 組み を 他府県 に も 発信す る の が狙い で 、 小、 中 学校、 府県教委 な ど に 7 ， 000

部が配布 さ れた 。 内容は 5 章で構成、 先進的 な 学校の取 り 組み 、 実施の背景、 実施方法、

98年度の 成 果 と 課題、 参考資料 を ま と め て い る 。

〔教膏 シ ン ポ ジ ウ ム で 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 を 評髄〕

日 本教育文化研究所 (東京) 主催の教育 シ ン ポ ジ ウ ム 「豊か な 人間 性 を 醸成 す る 教育 と

は」 が99年1 1 月 28 日 、 神戸市内 で 開 か れ た 。 パ ネ リ ス ト は高橋史郎 ・ 明星大学教授、 森野

正路 ・ 兵庫県教委義務教育課主管 ら 4 人。 全 国 か ら 集 ま っ た 約300人の 教 師 が大震災 や 見

童連続殺傷事件があ っ た神戸で 「生 き る 力 」 を つ け る 教育が どの よ う に 進 め ら れて い る か

の議論 に 耳 を 傾 け た 。

森野主幹は 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 で の 大 人 の 奮 闘 ぶ り を 紹 介 し 「地域の 教育 力 が低

し て い る と い わ れ る が、 力 を 発揮す る 場がな か っ た だ け と 分か っ た」 と 指摘 し た 。 高橋

教授 は 「魂が揺 さ ぶ ら れ、 人 間 関係が問 わ れ る 体験 を 通 し て し か 、 生 き る 力 を 身 に つ け る

こ と は で き な い。 総合学習 や ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク の よ う な 取 り 組み を 今後 も 育 て る 必要

があ る J と 述べ た 。

8 .  ·むの教育総合セ ン タ ー が麓業実践事例集
県立教育研修所心の 教育総合セ ン タ ー (所長 ・ 上地安昭兵庫教育大学教授 ) が99年 4 月 、

「心の教育」 の理論 と 授業 の 実践慨 を ま と め た 冊子 「心の教育授業実践研究J を 発刊 し た 。

同 セ ン タ ー は98年 4 月 に 、 神 戸 の児童連続殺傷事件 を き っ か け に 設 け ら れ た 。 現代 の 子

ど も に起 こ る 内 面 的 な 問題 を 心理臨床的 に研究、 問題発生防止 に役立つ教育 シ ス テ ム の構

を 日 指 し て い る 。

冊子 は教員 や カ ウ ン セ ラ ー でつ く る 心の 教育 開 発研究委員 会が 「心の教育」 を 授業 の 中

で ど う 進め る か を 示 そ う と 作成 し た 。 現代 の 子 ど も た ち がス ト レ ス に 弱 く 、 対人関係 を 結

ぶ の が苦手 な こ と か ら 、 向委員 会が①ス ト レ ス の 自 己管理 ② 自 己主張の訓練 な ど人関 関
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係体験 ③ 自 己発克、 自 己 開発一一ーの いずれか を と り 入 れた授業 を 考案 し 、 98年震の二学

期 か ら 三学期 に か け て 実施 し た 。 冊子で は 、 小 、 中 、 高校各 3 校ず つ 、 言十 9 校 の 実践例が

掲載 さ れて い る 。

小学校の 「ス ト レ ス マ ネ ジ メ ン ト 教育J の授業 で は 、 ど ん な と き に い ら い ら を 感 じ る か

考 え さ せ、 肩 を 開 い て 脱力 す る 心理学的 な リ ラ ッ ク ス 方 法 を 身 に つ け さ せ て い る O

「非攻撃 的 な 自 己主張の た め の 訓 練」 で は 日 常生活の場面 を 表現 し た イ ラ ス ト を 使 っ て

自 分な ら ど う 発言す る か を 考 え さ せ た 。 そ の結果、 「 自 分 は 自 己 中心的J ，.思 う こ と を 言 え

な い性格 と 知 っ た」 な ど、 深い 自 己認識がで き る こ と が示 さ れた 。

中 学校 で は 、 ス ト レ ス の実態、や影響 を 把握 し 、 グ ル ー プで深時吸す る な ど、 ス ト レ ス を

和 ら げ る 授業 を 継続的 に 実施 し た と こ ろ 、 受験期 間 中 で も 他の ク ラ ス よ り 、 不安 を 示す値

が低い な どの効果が表れた 。

高等学校で は 、 自 分の 心 を 観察す る 「内観」 と い う 手法 を 使 っ て 、 自 分 を 取 り 巻 く 人間

関係 を 冷静 に観察 し 直 さ せた 。

A 4 判 、 129 ペ ー ジ 。 2 ， 000部 を 県下 の 公立小、 中 、 高 校 に 配布 し た 。 5 月 10 日 か ら 同研

鯵所の ホ ー ム ペ ー ジ に掲載 さ れ た 。

争 . 神戸市が 「教育椙談専門会議」 を 設置
〔先生支援へ精神科医が学校訪問〕
神戸市教委 は 、 学級崩壊や 子 ど も た ち の 問題行動 な ど、 複雑化す る 教育現場 の 課題 に対

応 し よ う と 、 99年 6 月 8 日 、 精神科医や学識経験者か ら な る 「教育相談専 門 会議J を 設置

し た 。 精神科医が直接、 学校 に 出 向 い て 、 専 門 的 な 立場か ら 教員 を 支援 し て い く 試み 。 問

題行動 につ な がる 子 ど も の 悩 み や 心 の 問題への対処法 を ア ド バ イ ス す る 。

99年度 か ら 始 め た 「心 の sos キ ャ ッ チ 学校事業」 の 一環。 連続克童殺傷事件 を 教司11 に 、

検討会 を 設 け事件 の 検証 に 取 り 組ん だ。 そ の 中 で学校だ け で は対処で き な い 子 ど も の 内面

の 問題 を 、 精神科 医 な ど専 門 家 が支援す る 組織が決 ま っ た 。

同 会議 は 4 人 の 精神科医 を は じ め 、 大学教授、 臨床心理士、 校長 ら 計13人で構成。 市 内

を 4 地域 に 分 け 、 心理的 要 因 が根成 に あ る と み ら れ る 児童 ・ 生徒の 問題行動 に つ い て 、 精

神 科医が学校 に 出 か け て 、 現場の教員 か ら 直接、 相談 を 受 け な が ら 指導、 助 言 を 仔 う 。 希

望 があ れ ば子 ど も 本人や保護者の カ ウ ン セ リ ン グ に も 応 じ る 。

10 . 大学の fJむの理解J りむの ケ ア」 の取 り 組み
〔京都大防災研究所が 「家族の き ずなJ 調査〕
大震災で は家族の き ず な が見直 さ れ た が、 地震発生か ら 一定期 間 の き ず な の 強弱 が そ の

後 の 新 し い 生活への 満足感や心 身 の ス ト レ ス の感 じ方 な ど に大 き く 影響 し て い る こ と が京

都大学防災研究所の ア ン ケ ー ト 調査で分か つ た 。
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調査は99年 3 月 、 被災地 の 2 ， 500世帯 と 県外 に 移住 し た800世帯 を 対象 に 実 施 、 う ち 915

世帯か ら 回答 を 得 た 。 震災直後 に 親子や兄弟 の き ず な が強か っ た 家族 は 、 後 の 暮 ら し へ の

満足感が高 い 。 し か し 半年後 も 強 い き ず な を 保 ち 続 け た場合 は 逆効果 と い う 分析結果が

出 た 。

家族の き ず な の 強 弱 は 、 震災直後や半年後の様子 を 思 い 出 し て も ら う 形で 、 「べ っ た り 型」 、

用 事以外の 関係が全 く な い 「 ぱ ら ぱ ら 型」 な ど 4 タ イ プ に 分類。 生活適応度 は 、 調査時点

での暮 ら し ゃ仕事へ の 満足感 を 質問 し た 。

両者の 相 関 関係 を み る と 、 震災後 3 - 4 自 問 に 「べ っ た り 型J だ、 っ た 家 族 は 「 ぱ ら ぱ ら

型」 に比べ て 生活適応度が高 く 、 ス ト レ ス が低か っ た 。 と こ ろ がそ の ま ま 半年後 も 「べ っ

た り 型」 を 維持 し て い た 家族 は 、 逆 に 適応度が低 く 、 ス ト レ ス が高 か っ た 。 ス ト レ ス が最

も 低か っ た の は付 かず、 離 れずの 関 係 で 、 自 分 1 人 の 時 間 も 大切 に し て い た 「 さ ら り 型J

の家族だ っ た 。

こ れ ら の結果か ら 、 非常時の震災直設 は 強 い き ず な や厳格 な か じ取 り 役 が必要 だが、 生

活 に 落 ち 着 き が戻 る に つ れ て 徐 々 に バ ラ ン ス を 取 り 戻 し 、 半年設 に は 、 ほ どほ どの 家族 関

係 に戻 る の が好 ま し い と 京大防災研 は分析 し て い る 。

〔 甲 南大学の再建1 8号館 に 「心のケ ア」 研究拠点〕

大震災で全壊 し た 甲 南大学の18号舘が99年10月 に 再建 さ れ た 。 新18号館 は 鉄筋 3 階建 て 、

延べ約3 ， 000m'o 1 �皆 に 学 生 向 け相談室 と 近 隣 に 開放す る カ ウ ン セ リ ン グ セ ン タ ー 。 2 階

に 人間科学科の大学院研究室や 院生室o 3 階 は精神 の 問題 を 臨床心理学な ど の 面 か ら 総合

的 に研究す る 文部省 の 学栴 フ ロ ン テ ィ ア 事業 の 拠点 と し て活用 さ れ る 。

〔神戸大医学部11、児科監師 ら が幼兜 PTSD の手引書英語版〕

「赤ち ゃ ん返 り J や悪夢 な ど大震災で注 目 さ れた 子 ど も の PTSD 対応手引 「幼児 を も っ

家族 を さ さ え る た め に」 の 英語版が99年12 月 に 完成 し た 。

こ の 手引 書 に神戸大医学部小児科の 医師 ら が、 98年 3 月 に 103ペ ー ジ の 千百 i 書 を 5 ， 000部

を 発行、 無料で全国 の幼稚園や小学校 に 配 ら れ た 。 英語版 は 同小児科の 医 師 ら を 中心 に 「震

災の教訓 を 海外 に 発信 し よ う J と 翻訳作業 を 続 け た 。 未編集段階で 一部 は 台湾や ト ル コ の

大地震被災地へ送 ら れ、 活用 さ れた 。

板神大震災直後 か ら 被災地 の 未就学児童 に は 「感情が ま ひ し た よ う に 無表情 に な る J r悪

夢や不眠J r赤 ち ゃ ん返 り J r い ら い ら お び、 え 」 な どの 症状が多発 し た 。 同 大 学 の 医 師

や各地の児童相談所 な どで対応が一段落 し た97年1 2 月 編集委員 会 を 設設、 毘 師の体験や相

談 内 容 を も と に 「災害後の こ こ ろ の 反正、J r避難所で、 の 支援」 な ど を 手 引 書 に ま と め た 。

英語版は 「震災時の取 り 総み を 知 り た いJ と い う 海外か ら の 依頼 に 、 98年1 2 月 か ら 避 に

1 度の ベ ー ス で、 メ ン バ ー が翻訳 を 始め た 。 関 西 国 際大学の カ ナ ダ人講師 も 参加 し た 。 英

344 第六章 @ 数合f



語が母 国 語で な い 人の た め に も や さ し い表現で、 教師、 保母、 保鑓婦 ら を 対象 に 「 ま ず周

囲 の大人の安定 を J r 身体的 な接触 を 十分 にJ r遊 びの 中 で不安 な 気持 ち を 表現 さ せ る 」 な

ど を 提言 し て い る 。 国 内 の イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル ス ク ー ル に も 配布 し た 。

〔 関西学院大学が 「震災の社会学」 を 出版〕

関西学院大学 は99年12月 、 震災研究 シ リ ー ズ第 2 集 と な る 「震災の社会学一一一坂神 ・ 淡

路大震災 と 民衆意識J を 出版 し た 。 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 、 流言飛語の実態、 ス ト レ ス への対

応 を 社会学 的 に 分析 し 、 被災者が直面 し た 問題や教訓i を 検証 し て い る 。 A 5 判 、 228ペ ー ジ。

同大学教員 有志が95年 か ら 97年 に か け て 取 り 組 ん だ共 同研究 の 報告集で 、 98年 に 出版 し

た 「震災復興の歩み一一産業 と 都市の再生」 に 続 く も の O

8 章 の 「芦屋市民の 災害意識」 で 約 1 ， 000人 に 実施 し た震災 l 年後の 意 識調査 を 分析、

6 舗が震災の ス ト レ ス を 抱 え て い る 実態 な ど を 報告 し て い る O

1 1 . レ イ ン ボー ハ ウ ス 震災遺兜ア ン ケ ー ト
( 4 割が 「死に た い と 思 っ た斗

あ し な が育英会 (本部 ・ 東京) が運営す る 震災遺児の心の ケ ア 施設 「 レ イ ン ボー ハ ウ ス 」

(神戸市東j難民) が99年12月 、 遣先 に ア ン ケ ー ト 調査 を し た と こ ろ 、 被 災 5 年 間 で 「生 き

残 っ た こ と に 白 賓の 念」 を 感 じ た子が半数 を 超 え 、 「死 に た い」 と 考 え た 子 も 4 割 に の ぼ

る こ と が分 か っ た 。 不安感 な ど感 じ る ス ト レ ス が地震直後 よ り 増 え た子が26 % お り 、 時 間

だ け で は 癒 さ れ な い 「心の傷」 の実態が浮 き 彫 り に な っ た 。

調査の 対 象 に レ イ ン ボー ハ ウ ス を 利 用 し て い る 10歳か ら 25歳 ま で の 遺児46人。 こ の 5 年

間 の気持 ち の変化や体験 を 20項 目 に わ た っ て 質 問 し た 。

そ れ に よ る と 、 「や た ら と い ら い ら し た り 、 怒 り っ ぽ く な っ たJ r ち ょ っ と し た物音や振

動 で び く び く す る よ う に な っ た」 が54 . 3% で ト ッ プ。 「親が亡 く な っ た こ と を 自 分 の せ い

に し た り 、 自 分が死 ん で他の だ れかが生 き 残れ ばい い と 思 っ た 」 が52 . 2 % で 2 番 目 に 多 か っ

た 。 「死 に た い と 思 っ た こ と があ る 」 も 39 . 1 % に の ぼ っ た 。

さ ら に こ う し た 気持 ち ゃ体験が現在 は ど の よ う に な っ た か尋 ね た と こ ろ 、 「今は (該当

す る 項 目 が) 1 つ も な く な っ たJ と 答 え た 遺見 は わず か 4 人 (8 . 7% ) だ っ た 。 9 割近 く

は 「何 ら か の 影響が残 っ て い る 」 と 答 え た 。

ま た 、 「心の ケ ア が必要」 と 答 え た の は47% だ っ た が、 実際 に 精神 科 医や カ ウ ン セ ラ ー

に相談 し た の は 13% だ っ た 。 同 ハ ウ ス で は 「遺児家庭 は 経済的 に 苦 し い ケ ー ス も 多 く 、 専

門 的 な ケ ア を 受 け ら れて い な しミ 。 今後は 専 門 家 を 週 1 間招 く な ど し て 、 ケ ア が必要 な 子 と

の橋渡 し を し た い 。 震災か ら 5 年 た っ て も 、 目 に見 え な い 問題が残 っ て い る 。 支援が引 き

続 き 必要だ」 と 訴 え て い る 。
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[第七節 大震災か ら 5 年の総括 と 行事
1999年度 は大震災か ら 5 年 の 節 目 の年。 兵庫県が 「震災対策国際総合検証会議」 で総括

を 行 っ た の を は じ め 、 各界で大震災か ら の復興過程 を 振 り 返 り 、 さ ま ざ ま な 総括、 検証が

続 け ら れ た 。 2000年 l 月 に は そ の仕 上 げの行事が集 中 し て 催 さ れ た 。

教育界で も 、 兵庫県教委が 「事rrた な 防災教育 の充実 に 向 け て J 5 年 間 の 取 り 組み を 総括

し て成果 と 課題 を 明 ら か に し た 。

関連行事で は 、 県教委が周 年行事 と し て 毎年催 し て き た 「教育復興の 集 し り を r99年度

防災教育 ・ 災害時の心の健農 に 関す る 中央研修会J と し て 文部省 、 神戸市教委 と 共龍、 全

閣 か ら 教職員 ら を 集め 兵庫 の 防災教育 の 5 年 間 の取 り 組み を 発表 し た 。

ま た 、 兵教組が 「 日 、 米、 中 国 、 ト ル コ 震災国際 シ ン ポ ジ ウ ム 」 を 開 き 、 震災か ら の教

育復興、 地域防災体制 の確立 な と守 に つ い て交流 を 深め た 。

兵庫県 の 「震災対策総合検証会議」 で教育 そ の も の は検証テ ー マ に 入 ら な か っ た が、 「応

急救助分野」 で 、 学校 に も っ と も 関係が深 い 「避難所の設置 ・ 運営の課題 と あ り 方J が と

り あ げ ら れ、 徳 山 明 ・ 常 葉 学 圏 富士短期大学学長 が 圏 内 検証委員 と な っ て 詳細 な 報告 を

行 っ た 。

1 .  5 年捕の 防災教育- 兵庫県教委
( 1 ) 取 り 組み の成果 と 課豊富

1 ) 新 た な 防災教曹の方向提示、 具体築協議、 課題整理

95年 度 に 「防災教育検討委員 会」 か ら 「兵庫 の教育 の復興 に 向 け て」 の提言 を 受け 、

96年度 に 「防災教育推進協議会J を 設置、 学校防災体制j の 整備充実、 新 た な 防災教育

の推進方策、 心 の 理解 と ケ ア の あ り 方 を 盛 り 込 ん だ 「学校 に お け る 新 た な 防災教育推

進 を め ざ し て」 の 報告書 を ま と め た 。

97年度 に 「防災教育推進会議J を 設置 、 災害発生 時 に 学校が果 た す 避難所 と し て の

役割 な ど を 検討 し 、 「新 た な 防災教育 の 充実 に 向 け て 」 の 報告書 を ま と め た。 98年 l

月 に 「 い ざ と い う と き の Q & A 99J 、 伺 年 3 月 に 「学校防災マ ニ ュ ア ル」 を 発行、 各

学校の 防災体制 の 強仕 と 指針 を 示 し た 。

ま た 、 「防災教育副読本J r防災教育 の 年 間指導計商業」 な ど教室現場へ実践の手が

か り を 提供 し た 。 98年度 に は 「防災授業実践事例集」 を 作成 し た 。

98、 99年 震 は 学校防災体制 の 整髄 ・ 充実 と 前災教育 の 定着 を 函 り 、 「防災教育推進

連絡会議」 を 開催 し 、 避難所指定 に かか わ る 学校、 市 町防災部局 、 自 主防災組織 と の

連携強化、 学校防災計画策定、 地域 と 連携 し た 防災訓練、 新 た な 防災教育実践 上 の 課

題整理 な どの 協議 を 重ね た 。
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(表31) 5 年間の防災教育推進会議等開催経過
[ 1995年度] 防災教育検討 委員会 〈徒 j i )  

討
2 学校 に お け る 防災機能の充実

( 1 ) 防災体制jの幣備充実
(2 )  新た な 防災教育cの+ff i立

震災体験 を 生 か し た教育 の推進
ボ ラ ン テ イ ア 教育の掠 進

心の ケ ア の充実
専問機関 と 連携 シ ス テ ム のイ際立
指導力 - 実践:JJ の rnJ ヒ
家庭 ・ 地域社会 と の連携の強化

な 方 向性の提ぶ

[1996年度] 防災教育推進協議会 〈報告〉「一一一一一一ー一一一一γ一一一
効身主的 な具体力策の協議及 び縦続協議す る 課題の整惣

1 学校防災体制 の繋備充実
( 1 )  学校が避難所 と な る ;場合の教職員 の服務の主主王子宮
(2 )  防災機能の撃備 と 福祉 に 配慮 し た改修整備

検 I (3 )  大規模激甚災害発空 特の学校等の県内外相互応援
(4) ネ ッ ト ワ ー ク 恕の'11';報収集 ・ 伝達 ・ 活用への改変

2 新 た な 防災教育 の推進
討 ( 1 ) 全領域での総今的防災教育ー カ リ キ ユ ラ ム の機立

(2 )  受験競争の緩和 、 非常時の特別配意の設備
項 I (3 ) 安会な都市づ く り 等の学習 教材の開発

(4) 1坊災科学や ボ ラ ン テ ィ ア に 関す る 類浴等の検討
(5) 専 門知識技術の習得 に よ る 推進教員 の育成

日 I 3 心の理解 と ケ ア
( 1 ) 教育復興担当教員 の配置 と 研修
(2 )  事例研究 を 中心 と す る 心の ケ ア に係 る 教員研修
(3)  専 門 限 に よ る 巡回相談 と 学校 カ ウ ン セ ラ ー の配置

I 1 997年度] 紡災教育推進会議 〈 ま と め〉

4女

項

日
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さ れた課題の主主理 (解決に 向 け た ガ イ ド ラ イ ン

避難所 と し て の学校の果た す役割
教員 - 教予言委員 会の役割

(2 )  教職員 の職務内容
( 3 )  教職員 の心の健康管理
(4) 学校施設 ・ 設備の 防災機熊の 強化

2 地反発tt 持の危機管理
( 1 )  児Z託生徒の安全確保及び保護
(2) 学校再 開 に 向 け た対応、
(3 ) 避難所 と し て の学校の対応、
州 地域、 関係機関 と の連携
(5 )  ボ ラ ン テ イ ア 活動の受入れ

3 日 常 に お け る 安全対策
( J ) 防災教育の荘 り ん。
(2 )  遊難 (防災) 訓練の夜 り ガ
(3)  施設 ・ 設備の安全対策

4 新た な 防災教育の充実方策



[ 1998 ・ 1999íf度] 防災教育推進連絡会議

前災体制 . rめ災教育の進捗状況の検証 と 新た な 課題解決に

避難所指定 に 関 わ る 学校 と 市町防災部局 等 と の述携強化
(川1幻) 千行] 政担当毛才者J?;、 字学，校長、 自 主防災組織等 と の 日 ぜ頃i カか、 ら の述携
(2幻) 避量針難ff月所r (当苧;(3針) 遅避2難}所苛i運室t伝 マ ニ ユ ア ル の{作乍成

検 I (4) 教職員 の滋難所支援の 17守谷 ・ 期 間等の確認、 と れ 政職員への移行手)11真
2 '学校防災計画策定 に係る 課恕主主政
( 1 ) 校'1Ji分 への委員 会の位置づけ

討 I (2)  校;務分芽:への係 の佼置づけ
;年対応マ ニ ュ ア ル の作成

)j法
訓練
災施

践

(兵庫県教育委員会)

〈現状 と 成果 〉

学校、 市 町教育委員 会、 市 町初災部局 の 三者が A 堂 に 会 し 、 学校避難所の市町部局

への早期移行手順の検討 を 進め て い る O 避難所運営マ ニ ュ ア ル の 策定作業が各市町で

進み、 学校独 自 の災害対応 マ ニ ュ ア ル の作成、 克直 し を 市町部局 と 連携 し て行 う と こ

ろ が出 て き た。 学校の 訪 災訓 練 に 地域が参加す る と こ ろ が増 え て き た 。

新 た な 防災教育 の推進 を 校務分掌 に位置づ け て い る 小、 中 学校 は90% 以上。 防災教

育 カ リ キ ュ ラ ム も 小学校で60% 、 中 学校で50% と な り 、 年 々 整備が進 ん で、 い る 。

〈今後の課題 〉

①学校防災計画 と 地域防災計画 (避難所運営マ ニ ュ ア ル) と の整合性 を 図 る 。 教職員

の 避難所運営支援 は 7 日 以 内 な ど 「留 意事項」 の全市町 で の 確認。 市 町 と 学校の連

絡会議の 定期 開催。 学校独 自 の 災害対応マ ニ ュ ア ル の策定 と 改定。

②地域 と 連携 し た 防 災体制 の確立。

③新た な 防 災教育 の 実践推進。 2000年度 か ら の新教育課程への 移行 と 「総合学習」 と

の 関連づけ。 各学校 に お け る 新た な 防 災教育 カ リ キ ュ ラ ム の作成 と 充実。

<2000年度以降への方向性 〉

①学校避難所の学校、 教職員 、 市街I職員 の役割分担の 明確化。

②教職員 の 「震災 ・ 学校支援チ ー ム J の 組織化。

③地域 と 連携 し た 防災 (避難) 訓練の推進。

④新た な 防災教育 の 充実。

③学校避難所運営 マ ニ ュ ア ル の整備。

2 ) 防災教育推進専門員 の配竃

3 ) 新 た な 防災教育副読本な ど の作成
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96年 度 に 副 読本 「 あ す に い き る J (小学校低学年用 ) r明 日 に 生 き る J (小学校高学

年刷 、 中 学校用 ) を 作成、 97年 に幼稚園用 、 高等学校用 を 配布 し た 。 98年度は小 ・ 中 ・

高校別 の 「 防災教育実践事例集」 を 作成 し た 。

4 ) 記録集 な どの作成

96年 1 月 に記録集 「震災 を 生 き て」 、 96年 3 月 に 「 明 日 を 見つ め て」 、 ま た教師府 間

災教育手引書 「地震対応マ ニ ュ ア ル」 を 配布 し た 。

文部省 の 委託 を 受 け 、 県立教育研究所が中心 と な っ て 「防災教育学習 ソ フ ト 」 を 開

発 し た 。 「仮神 ・ 淡路大震災 に 学ぶ ・ 資料編J (CD-ROM) に は写真や 図 、 絵 な ど400点、

統計 グ ラ フ 30点、 ピ デ オ 、 音声130点 、 作文、 文書170点 を 記録 し た 。

5 ) 教育復興姐当教員 の配置

〈活 動 〉

心 の ケ ア 、 教育相 談、 生徒指導 に 関 す る こ と 。 学校 に お け る 妨災体制 の 整備、 充実

に 関 す る こ と 。 防災教育 の 推進 に 関 す る こ と 。 地域 と の連携 に 関す る こ と の 4 点 か

ら 教育復興 に あ た っ て い る 。

〈成 果 〉

窪興住宅や校区外か ら 通学す る 児章 ・ 生徒 と の か か わ り が密接 に な り 、 心の ケ ア の

充実がl主I ら れ て い る O カ ウ ン セ リ ン グが進み 、 児童 ・ 生徒の 内 面理解が深 ま っ た 。 家

庭訪問が繰 り 返 し実施で き 、 関 か れ た 学校づ く り が進 ん だ。

防災教育 カ リ キ ュ ラ ム を 立案、 全領域で新た な 訪災教育の 実践 を 進め て い る 0

99年 に は台湾地震の さ い 、 日 本入学校へ 2 人 を 派遣 し 、 心の ケ ア を 支援 し た 。

〈今後の課題 〉

①復興住宅の建設 に 伴 い転入生、 新入生の震災の 影響が把握 し に く く な っ て い る 。

②震災か ら 5 年 た っ て 、 度重 な る 転居で、経済状態が悪化、 子育 て に専念 で き な い 家 庭

も 少 な く な い。 阿親の不仲、 離婚、 破産、 親の蒸発、 児童虐待 な ど、 子 ど も を 取 り

巻 く 生活環境が悪化 し て お り 、 ス ト レ ス を 貯め込む子 ど も が多 い 。 民生委員 、 福祉

事務所、 子 ど も セ ン タ ー な どの連携が求め ら れて い る O

③ 母親が不安 定 な 精神状態 で幼児期 を 過 ご し た小学生 は わが ま ま が抑 え ら れな い 、 友

だ ち と う ま く 人 謂 関係がつ く れ な い な ど、 新 し い傾 向への対策が望 ま れ る 。

③不登校 の 原 因 が震災 な の か、 そ う で な い の か、 判 断が難 し い 。

⑤校区外、 市外 に ま た が る 業務 な の で勤務が過酷 に な っ て い る O

⑥新 し い教育課程 に よ る 「総合学習」 を 視野 に 入 れ た カ リ キ ュ ラ ム の 作成が求め ら れ、

震災の教司11 の鼠化が心配 さ れ る 中 、 新た な 取 り 組みが必要 に な っ て い る 。

6 ) 災害 を 受 け た 子 ど も た ち の，むの理解 と ケア事業

7 ) ボ ラ ン テ ィ ア教賓の推進

8 ) 防災教青モ デル地域指定事業
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9 ) 防災教育推進指導員養成講鹿

1 0) 県立学校施設の防災機能の充実

1 1 ) 震災遺児健全背成支援事業

( 2 )  5 年間 の新 た な 防災教習推進の総括

1 ) 学校 に お け る 防災教育 の 実践 を 通 し て 、 防災教育 カ リ キ ュ ラ ム を作 成 、 実践の 深化、

充実 に よ っ て 、 子 ど も た ち に 生 き る 力 を 育 む。 ま た 、 教職員 の指導力 の 向上 を 図 る 。

震災の教訓 を 生 か し た 人 間教育 の視点 に立 っ た新た な 防災教育 に よ っ て兵庫 の 教育復

興 を 進め る 。

2 )  2000年度か ら 新教育課程の 移行措量が始 ま る が、 将来の 防災の諸科学 を 究 め た り 、 専

門 的 な技術 を 身 に つ け 、 国 内外で ボ ラ ン テ ィ ア 活動がで き る 子 ど も を 育成す る O

「 自 分の命は 自 分で、守 る 」 た め に 防災 リ テ ラ シ ー を 育 む。

3 ) 心 の 理解 と ケ ア に 関 し て は ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー ら 専 門 家 と 教職員 が連携 を 密 に し た

相談体制 の 充実 を 図 る O 教職員 の カ ウ ン セ リ ン グ能力 を 引 き 上 げる 。

4 ) 防災教育推進指導 の 養成 を 充実、 組織化 を 図 り 、 市 町 や 県立学校 で の リ ー ダ ー と す る 。

「震災 ・ 学校支援チ ー ム 」 の訓練 ・ 研鯵 を 充実 さ せ、 防災対応能力 を 向上 さ せ る O

5 ) 市可防災部局 と 学校 の 連携、 地域の 自 主 防災組織 と の連携 を 日 常的 に行 い 、 災害時の

避難所運営 に備 え る 。
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一一一
「

生主τナ

新神戸オ リ エ ン タル
劇場 ・ 県立の じ ぎ く
会館 - 私学会長lir
2000年 1 月 17 日1996年 1 月 17 日

-19 日
I ( 1  \ - ò- ，'rrl'�二一一一一�一 一一一一τ訂ゴ訂正 | 日 制 学校や教育委員 1 ( 1 )文 仁砧 と 穴住 川 \1 )文尚治 ζ 夕、 佐で 加申 淡路大震 | 町中 ・ 淡路大震

会の取総を検証す | 各学校 に お け る I 3 年間 の取組を uミ ら 4 民!年 にあ I !えか ら 5 年 目 を 迎
る 中か ら 、 学校が | 紡災教育 ・ 災言: I 総括 し 、 新 たy な た 大震災か ら ! え 、 兵康 i早教育の
果たす役割や被災 i 時の心の健康に ; 防災教育の成果 i 学んだ示唆や教riJ11 1 創造的復興に In] け
し た児童生徒の心 | 関する研修 | を発進 | を振 り 返 る と と も | た 5 年 間の防災教
のケ ア忠いゃ り ゃ い2)教育の創造的復 1 (2 )薄れかけた震災 l に 、 心の教育の充 ↓ 育の取組を総括し、
効け合いの心の醸 | 興 に r8] け た 2 年 | 体験の紋承 と 糞 | 実 を は! り 、 人 間 と j そ の 成果や今後の
成等新 た な 防災教 i 日 の歩み を振 り | 重な制11 の共存 | し て の在 り 方 ・ 生 ( 課題 を広 く 県内外
育推進 の課題を | 返 り 、 防災教育 | 化 を通 し て 各都 | き 方 を 育 む新た な i に 発信す る こ と に
提起 | の夜 り 方 に つ い | 道府県等にお け | 防災教育の取組を | よ り 、 各都道府県

て研究協議 | る 防災救脊の光 | 総括 し、 兵E草の教 | 等 に お け る 防災救
(3 )高校生等 に よ る i 実に資す る i 育の創造的復興 の J 育の推進 しこ役立て

フ ォ ー ラ ム を 部 1 (3 ) 3 年間の温かい | 推進に資する | る
催 し オJ ラ ン テ ィ | 支援や励 ま し に
ア活動や ま ちづ | 感謝 の 立 を伝え
く り に つ い て の ; る
話 し合い を過 し
て 、 防災教育の
在 り 方を検討

参加人数 I . 全回都道府県教
育委員会関係者

@ 県 ドHf町教委関
係者、 県 下学校
関係者

I . 全国PTA関係者
等 約1 ， 000人

し一一一一」一一一一一一一

@ 講義 (文部省等) - 報告 (教育委員 円 ビデオ ! ・ 合唱
- 体験発表 (小 ・ @ 報告 (教育委員 会) ・ 生 き 方 を考え る @ 追悼集会
にわ ・ 高) 会) - パネルディ ス カ ッ 高校生 フ ォ ー ラ - 報告 (県教育委

- パ ネ ル デ ィ ス - 講演 「災 さ ん に ン ョ ン ム か ら の発表 ・ 員会)
カ ッ シ ョ ン 学んだこ と 」 - 実践報告 (教育 ト ラ イ や る ・ ウ @ 基 i邦議演 「検証

@ 議j実 111 日3 i羊次 委員会) イ ー ク の体験発 一 兵庫の新た な
「震災体験を tt: - フ ォ ー ラ ム (;お @ 記念講演 表 防災教育」
か した紡りとま丸子ì<J 校生等) 「少年 H のふ る - 合唱 (高校生) 徳 山 明

inf合年雄 - 分科 会 「学校に さ と神戸」 @ 口己念講演 - 特別講演 「災害
お け る効果的な 妹尾j可愛 「大震災 を采 り に 学ぶ救世fの復
防災教育の進め @ ミ ュ ー ジ カ ル 越えて 輿」 河合隼雄

}JJ (高校生) 堀内 lE美 ・ パネルフ ォー ラム
@ 講義 (文部省等)
@ 分科会

@ 県 It'l 小中高盲墾 I . 全国小中高盲聾
養護学校教職員 | 養護学校教戦員

・ 教育委員会関系者 I . 教育委員会関係者
435人 1 . 県内小中高官聾

養護学校教戦員
等 1 ， 890人

@ 令国幼小中高盲 | ・ 全 i司小中高官í1濠
聾養護'手ヰ支教戦員 | 養護'芋校教職員

・ 教育委員会関係者 I . 教育委員会関係者
@ 県内小中高官聾 1 . 県内小中
養護学校教職員
等 1 ， 477人

(兵庫県教育委員会)
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2 . 震災 5 間年教育復興の集い
兵庫県教委 は 大震災 I 周 年か ら 毎年 、 I 1 . 1 7 J を 中 心 に 、 間年事業 と し て 教育復興

の集 い を 聞 い て き た が、 99年度 は 節 目 の 年 と し て 2000年 l 月 17 日 か ら 3 日 間 、 「阪神 ・ 淡

路大震災 5 周 年教育復興の 集 い 」 を 開催 し た 。

5 年 間 に わ た る 兵庫 県教育 の 創 造 的 復興 に 向 け た 新 た な 防 災教育 の 取 り 組み や被災児

童 ・ 生徒の 心の ケ ア を 検証 し 、 そ の成果や今後 の 課題 を 広 く 県 内 外 に 発信 し 、 各都道府県

の小、 中 、 高校、 盲 ・ 聾 ・ 養護学校、 教育委員 会 の 防 災教育 の推進 に役立 て る の が狙 い 。

節 目 の周年事業 と し て 「平成 11年度防災教育 ・ 災害時の心の健康 に 関 す る 中 央研修会」 を

兼ね て 開 い た 。

こ の た め主催 も 丈部省、 日 本体育 ・ 学校健康セ ン タ 一 、 県教委、 神戸市教委の 共催 と な っ

た。 参加 は全国都道府県 か ら 教諭 ら 延べ1 ， 890人 ( う ち 県外441 人) に の ぼ っ た 。

初 日 の l 月 17 日 は 新神戸 オ リ エ ン タ ル 劇 場 で 、 全体会が聞 かれ、 ま ず6 ， 000人超す犠牲

者 に対す る 追悼集会。 県立西宮高校音楽科生徒47人が 「 こ の 町 で、J I歩 こ う よ J I 間 こ え る 」

を 合唱 、 宮崎秀紀兵蔵県教育長が追悼の こ と ば を 述べ た 。

続い て 開会 し 、 徳重真光文部省体育局学校健康教育課長 と 宮崎県教育長があ い さ つ 、 陰

山茂兵庫県教育次長が 「創造的毎興 に 向 け た 5 年 間 の取 り 組みJ を 報告 し た 。

こ の報告の 中 で兵庫県教委が全 国 の 災害発生時 に教育復興 を 応援す る 「震災 ・ 学校支援

チ ー ム J EART H の 創 設 を 発表、 4 人の班長 を 紹 介 し た 。 既長 を 代 表 し て 、 台湾大地震の

さ い 、 台 中 日 本入学校の児童 ・ 生徒の心の ケ ア 支援 に あ た っ た芦屋市立潮見小学校の伊藤

進二教諭があ い さ つ し た 。

O 
「基調講演」 は 「検証 兵庫 の新た な 防災教育」 と 題 し て 認 山 明常葉学園富士短大学長

が行 っ た 。

徳 山学長 は 「学校の施設は安全性が強化 さ れ、 広 い空 間 があ る こ と か ら 避難所 と な っ た 。

し か し 、 こ れ だ け で は な し L 救援物資の配給 ル ー ルづ く り や ト イ レ の始末 な ど避難所で の

生活の あ り 方、 人 と 人の接 し 方 に つ い て 学校関係者が大 き な リ ー ダ ー シ ッ プ を 発揮 し た か

ら だ。 学校 関係者 だか ら こ そ で き た こ と だが、 そ の働 き で避難所 に 安心感が生 ま れ た 。 安

全 に 安心 が プ ラ ス さ れ た こ と で 、 学校の収容能力 を 超 え た避難者が収容 さ れて も 、 大 き な

パ ニ ッ ク に な ら な か っ た 。 一 時 は 全避難者の 6 割が学校 に 来 た の も 、 思 い や り の 力 が生 ま

れた か ら だ と い え る 」

「授業 の 再 聞 が遅 れ る こ と に も な っ た が、 子 ど も に と っ て も か け がえ の な い 経験が、 地

区住民 と と も に 過 し た避難所生活だ、 っ た 。 人 間教育上貴重 な も の だ。 窓、 ガ ラ ス の飛散防止

な ど、 学校は 防災マ ニ ュ ア ル を作 る こ と も 大切 だが、 地域 と 連携 し た学校の 防災体制 の推

進が課題 に な っ て い る J

「防災 1) テ ラ シ ー の確立 も 大切 で、 あ る 。 と っ さ の 時 の 判 断 に は 生活 の 知 恵 が生 き て く る 。
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教師の役割 が重要 な こ と が震災で、分か っ た 。 兵庫県 は従来の枠 を 超 え た新 た な 防災教育 の

実践 を 始 め た 。 こ れは 防災 と い う 教科 を つ く る こ と で は な く 、 社会、 国語、 理科 な どすべ

て の 学習 の 中 で、 震災の教訓 を 伝 え 、 生 き る 力 を 育 て る こ と O い わ ば人 間教育 だ」 と 講演

し た 。

O 
「特別講演J は 「災害 に 学ぶ教育 の復興」 と 題 し て 河合隼雄国 際 日 本文化 セ ン タ 一 所長

が行 っ た 。

河合氏 は 、 「震災 か ら 学ぶ と は 、 全 国 に 伝 え て い く と い う 発想、 に 進 む 。 日 本全 国 に役立 っ

て い る と い う 気持 ち が支 え に な る O ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク の よ う な新 し い こ と を 生み 出 す

カ も わ い た 。 今 回 の大地震で は 暴動 や 略奪が起 き な か っ た 。 こ れ は 日 本文化の特性で あ り 、

日 本人の特徴で あ る 。 危機管理上 の 判 断 は非常 に 遅か っ た 。 遅い は ずで あ る O 物事 を 決定

す る の に 多 く の 人 々 の持 ち 回 り の 話 し 合い が必 要 だ、 っ た か ら だ。 こ の み ん な で行 う こ と が

よ い と い う 発想が暴動 を 抑制 し た と も い え る O 震災直後 に お い て は即断却 決 も 求め ら れ た。

し か し 、 み ん な で行 う こ と が よ い と い う 歴史 は 改 め る 必要があ る と 強 く 感 じ た」

「心の ケ ア 対策 に は 、 専 門 家の対正、の重要性が認識 さ れた 。 心の傷、 苦 し み を 打 ち 明 け

る 人 に は 、 大変 だ ね と い う 姿勢で聞 く だ け で い い 。 不安で眠れ な い と 悩 む 人 に は 、 シ ョ ッ

ク を 受 け た の だか ら 当 然 と い う 態度 で接 し て ほ し い 。 そ れが相手 に安心感 を 与 え る 。 た だ

無理 に 話 を 開 く べ き で は な い。 善意の つ も り が、 相 手 を 傷 つ け る こ と も 多 い か ら だ。 子 ど

も に体験 を 絵で表現 さ せ た り す る の も 逆効果 に な る こ と があ る O 学校 は子 ど も に と っ て安

心で き る 場 で あ っ て ほ し い」

「兵庫 の今の状況 は 、 PTSD の 要 因 が不鮮明 に な っ て き て い る が、 過去の詮索 だ け で な

く 、 児童 ・ 生徒の表現の 中 か ら 、 意思表示 を し っ か り 受 け 止 め て い く こ と が大切 で あ る 」

と 講演 し た 。

。
パ ネ ル フ ォ ー ラ ム 「 ト ラ イ や る ・ ウ ィ ー ク 」 は コ ー デ イ ネ ー タ ー に横 山 利弘関西学院大

学教授 ・ 教職研究セ ン タ ー 長。 パ ネ ラ ー の震災記念公園震災の語 り 部渡井 口 勝明 さ ん、 筆

|珂英夫西宮市立苦楽問 中 学校前 P T A 会長、 井設俊宏明石市立衣川 中 学校教諭 の ほ か 中 学

生 3 人が、 送 り 込ん だ先生、 生徒 を 受 け 入 れ た 側 、 参加 し た 生徒の経験か ら 「 ト ラ イ や る

」 の 意義、 成果、 問題点 を 話 し 合 っ た 。

ま と め は 「地域 は教育 の 力 に な る 。 体験は言葉で は な く 、 子 ど も を 中心 に 、 大人 も 教師

も 働 き か け て い く こ と で 、 人 間 と し て の あ り 方、 生 き 方が問 わ れ る 」 と 地域 ぐ る み の教育

に期待が寄せ ら れた 。

O 
第 2 日 の 1 月 18 日 は新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場で講義、 第 3 日 の l 月 19 日 は県立の じ ぎ く

会館、 兵庫黒私学会舘で、 幼稚園、 小学校、 中学校、 高等学校、 心 の健農の 5 つ の 分科会
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が 開 か れ た 。

講義の 講師、 分科会の発表者、 指導助言者 は 次の と お り O

0 1 月 18 日

[全体会} 新神戸 オ リ エ ン タ ル劇場

講義 1 í学校に お け る 防災教育 の 充実」

丈部省体育局学校健康教育課教科謂斎宮 戸 田 芳雄

講義 2 í地震 に よ る 災害の危 険 と 安全確保の 方法」

地震防災対策強化地域判定会会長 溝 上 恵
講義 3 í気象災害の危 険 と 安全確保の方法」

N H K 放送 用 語委 員 会専 門委員 宮 津 清治

講義 4 í li非常災害 に お け る 子 ど も の心の ケ ア の た め に」 の作成 の 意義 と 活用 」

文部省体育局学校健康教育課教科調査官

({井) 健農教育企画室 メ ン タ ル ヘ ル ス 教育専 門 官 三 木 と み子

講義 5 í児童生徒の 災害時 に お け る 心の 健康 に つ い て」

く) 1 月 四 日

[分科会}

〈幼稚菌部会 〉 兵庫県の じ ぎ く 会館

近畿大学教授 花 田 雅憲

実践発表及び研究協議 発 表 者 埼玉県川 口 市立南平幼稚園 長 生 明 茂

明石市立松がE幼稚国教諭 八 木 聖子

指導助言者 聖徳大学助教授 湯 川 秀樹

東京都台東区立j青 島幼稚園長 三好み ち 子

〈小学校部会 〉 兵庫県私学会館

実践発表及 び研究協議 発 表 者 大阪府豊 中市立泉丘小学校教諭 佐 渡 栄子

兵車県一宮町立郡家小学校教諭 武 同 和彦

指導助言者 神戸 大学教授 南 哲

東京都教育庁主在指導主事 大江 近

〈中学校部 会 〉 兵庫県私学会館

実践発表及 び研究協議 発 表 者 鹿児 島県鶴 田 町立鶴 田 中 学校長 岩 川 耕造

指導助言者

〈高等学校部会 〉 兵庫県私学会館

実践発表及 び研究協議 発 者

神戸 市立飛松中 学校教諭 竹 内 功

国 際武道大学教授 猪股 俊二

静i笥県教育委員会主席指導主事 長谷川勝治

静岡県立浜松南高等学校教諭 高 田 雄介

兵庫県立舞子高等学校教諭 一 浦 巡
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指導助言者 横浜国 立大学教授 斉藤 歌能

京都府教育庁李総括指導主事 津 田 安之

〈心の 健康部会 〉 兵庫県 の じ ぎ く 会館

実践発表及び研究協議 発 表 者

栃木県那須町立黒 田 原 中 学校養護教諭 小貫多美子

西宮市立平 木 中 学校教諭 家 門 広嘉

指導助言者 大阪府立看護大学教援 服部 祥子

大阪府立 羽 曳野養護学校教頭 森) 1 1 英子

3 . 震災国際検証 「避難所」 一徳 山 明検証委員
〔避難所の設置運営の課題 と あ り 方〕

兵庫県 は震災 5 :fj三 を 機 に 、 99年夏か ら 大震災 の 緊急対応や復興の あ り 方 を 呂際的 な 視点

か ら 点検す る 「兵庫 県震災対策国際総合検証」 を 行 っ た 。 菌 内 20入、 海外16人が20 ・ 10分

野の テ ー マ で研究 に 取 り 組 ん だ。

教育 は 直接 の テ ー マ に な ら な か っ た が、 「応急救助」 分野の 「避難所 の 設 置 、 運営 の 課

題 と あ り 方J の テ ー マが取 り 上 げ ら れ、 新 た な 坊災教育推進の上で も 学校 と も っ と も 関係

のj架い部う子カf ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れた 。

検証委員 は 徳 山 明常葉学 園 吉 上短大学長 (震災 当 時 は 兵庫教育大学長。 地質学専攻) で、

95年の被災夜後か ら ず っ と 兵庫果教育の創造的復興、 新 た な 防災教育の 推進 に 学識経験者

と し て助言 し て い る 。 兵庫県教委の 「防災教育推進連絡会議」 の座長。

徳 山委員 は95年の l 月 か ら 3 月 に か け て 行 っ た小、 中 、 高校の 開 き 取 り 調査時の録音 テ ー

プ を 再録 し て 当 時 の 問題点や実態 を 整理、 99年 8 月 に 再度、 当 時 の 関係者か ら ヒ ア リ ン グ

を 行 い 、 問題点 を 確認 し た 。

検証論文 と 資料 は ほ う 大 な も の だが、 徳 山 委員 は 「 は じ め に 概要」 で 、 「避難所運営

の 要点 は 安全 と 安心」 と 定義 し次の と お り 記述 し て い る 。

「災害発生後、 対策本部が立 ち 上が り 、 行政の救援活動が円 滑 に な る ま で に は か な り 時

間がかか る 。 こ の 短縮が大 き な 課題。 そ の 間全 く 公的援助 が な い ま ま 運営 す る 必要があ る 。

大震災で は対策本部が設置 さ れ る 前 に 、 多数の被災者 は す で に 学校へ避難 し て い た 。 避難

所指定の有無 な ど関 係 な く 、 多 い と こ ろ で は 2 ， 000人以 上が殺到 し て い た 。 行 政側 も 被災 し 、

危機管理能力 を 発指 で き な か っ た o こ こ は公 的 な 避難所で は な い」 と 退去命令 を 出 し 、

問題 と な っ た施設 も あ っ た が、 学校 は す べ て そ の ま ま 受 け 入 れ た 。

あ る 校長 は ず こ の 学校 は 大丈夫。 安心 し て ほ し い』 と 励 ま し た 。 1 月 17 日 は余震が頻発

し て お り 、 こ の 言葉が ど れだ け 人々 の 心 を 和 ま せた こ と だ ろ う 。 混乱の 中 で人 々 の心 を い

か に 掌握す る か が、 危機管理の基本 で あ る 。 当 初 に 掌握で き た か ど う かが避難所 の 運営 に

大 き く 影響 し た 。
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避難所 は 市町村局の 災帯対策本部が設置す る も の だが、 施設の安全だ け で は 、 避難所の

は で き な い。 大事 な こ と は 人 々 の安心が得 ら れ る こ と で あ る O

国外の検証委員 か ら プ ラ イ パ シ ー の 問題 を 質 問 さ れ た が、 多数の人が集 ま っ た こ と に よ

り 、 人 々 は 互い に安全 を 確認 し 合い 、 情報交換 の 場 に も な っ た 。 こ れが大 き な 安心 に つ な

がっ た 。 余震の不安 に も み ん な で過 ご し て安心が得 ら れた し 、 何 よ り も 教員 が い る こ と の

安心!惑が大 き か っ た 。

避難所生活 は様々 な 不便があ り 、 食料、 衛生面で も 満足で き る 状態 で は な か っ た 。 し か

し 、 そ こ で安心が得 ら れ た の は 、 学校が地域の文化の 中 心 に な っ て い た こ と が、 今 回 の 大

震災の大 き な 特徴で あ る 。 学校が避難所 と な る こ と は避 け ら れず、 学校は 設備 ばか り で な

く 、 教員 の 防災 リ テ ラ シ ー の j函養が今後の大 き な 課題 と な る 。

避難所 と な っ た 学校で、 校長や教員 に 大 き な 負担がかか っ た こ と や授 業 の再 開 が遅 れ た

こ と は 、 安心の ー方で、 重要 な 反省 点 で あ る 。 県 と 県教委 は 、 こ れ を 教訓 と し て 、 震災後、

避難所の運常 に つ い て 、 市 町防災部局 の責任の 明確化 と 初動体制 の整稿、 自 主防災組織 な

ど地域 コ ミ ュ ニ テ イ の積極 的 な 参画 、 さ ら に は市町、 学校、 地域の役割分担 と 連携 を め ざ

し て 、 学校 自 身 の 防災力 の充実 と 許せ て 、 い っ そ う の徹底 が図 ら れ る べ き で あ る o J

〔避難所 と し て の学校 と 教 員 の役割〕

検証論文 に ま と め ら れ た 「避難所 と し て の学校 と 教員 の役割」 の項 自 は次の と お り 。

( 1 )  地震発生直後の対応

1 ) 避難所 と し て の 開 放一鍵 の 管理 と 被災者の誘導

2 ) 葉毎者 ・ 病人への救急対花、

3 ) 救出作業 と 遺体安置

(2 ) 被災者への対応

1 ) 食料及 び物資の搬入 ・ 配分

2 ) 水 の 問題一飲料水 と ト イ レ

( 3 )  避難所の 管理 @ 運営

1 ) 情報の収集 ・ 伝達

2 ) 避難所運営 シ ス テ ムー 自 治組織の形成

① 組織づ く り の契機

② 班分け と 代表選 出 の プ ロ セ ス

③ 自 治組織の役割分担 と リ ー ダ ー

④ 班代表会議の 組織

⑤ 白 治組織の 自 立の経緯
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1 期 1 月 17 日 - 1 月 26 日 、 2 期 1 月 27 日 2 月 2 日 、

3 期 2 月 3 日 一 卒業式、 4 期 : 卒業式以降

3 ) ボ ラ ン テ イ ア

4 ) 避難所運営上の諸問題

( 4 )  防災拠点 と し て の学校整備の課題

1 ) 防災拠点 と し て の学校 (ハ ー ド の 面 )

① 校舎の 防災機能

@ 校舎 の安全性 と 構造、 防災機能 と 基本設計

@ 教育施設 と 避難所 ま た は 地域開放施設

@ 防災機能 と 開放施設 を 備 え た新 し い学校の コ ン セ プ ト

② 内 部施設 と 防災機能の強化

・ 本部施設 (校長室、 職員 室、 放送室)

@ 医療施設 (保健室、 診療室 、 安静室)

・ 避難所/地域開放施設 (体育館、 オ ー プ ン ス ペ ー ス )

③ 設備 ・ 備品 ・ 防災用

2 ) 避難所の管理 と 運営 ( ソ フ ト の面)

① 管理体制

@ 緊急時の校長 の 権 混 と 行政 と の接点

@ 教職員 の付加的職務 と 役割分担

@ 鍵の 所在 ・ 管理 ・ 避難所の範 囲

② 救急救命地域医療体制

@ 校医、 地域医師会、 重傷者搬送先病院 の 選択

@ 養護教諭 の 資 質 向 上

③ 避難所内 自 治組織 と 教職員 の 役割

引 地域防災体制 と 関連組織

① 避難所の範囲 と 自 治組織

② PTA、 学校開放組織

③ ボ ラ ン テ イ ア の受 け 入 れ

4 ) 地域の 災害特性 と 防 災 リ テ ラ シ ー

① 防災意識の高揚

② 災害危険区域

③ 地域防災訓練の体制

④ 防災 1) テ ラ シ ー のj函養
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( 5 )  防災教育上の諜題

1 ) 防災教育 の あ り 方

① 避難行動 と 安全の確保

② 防災訓練の あ り 方

③ 突発災害時の リ テ ラ シ ー の 樹養

2 ) 学校安全度の 評価

(表33) コ ミ ュ ニ テ ィ 避難所運営組織の一例

救出 ・ 救護班

・ 救出 用機材使用 法 ・ 救出
方法 ・ 応急手当 の 方法の
習 得 ・ 訓練

・ 医療施設の位置確認

a情 報 班

- 行政機関 か ら の情報指示
等 を 住民 に伝達

・ 防災 の啓発活動

給食 ・ 給水班

- 食料 ・ 水 ・ 物資の備蓄 
管理

- 炊事の訓練
・ 効率的配布方法の考慮

(6 )  避難所の開設 と 支援の課題

1 ) 災害発生 当 初 の 要件

① 救 出 用 の機械 ・ 器具

② 救急患療

③ 避難所運営の権限

2 ) ボ ラ ン テ ィ ア のf支割

消 火 班

- 消火器具の点検
・ 消火技術の習得 - 訓練
・ 取扱方法の指導

避難誘導班

- 避難路 ・ 場所の把握
・ 迅速かっ安全に 避難誘導

す る 訓練
・ 避難路の危険偲所 ・ 道幅

・ 距離の確認

避難所管理運営班

・ 避難所内情報連絡• ì青十帝
・ 廃棄物処理

(徳山明検証委員)
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3 ) 避難所の運営組織

① 運営組織 の っ く り 方

② 当 初必 要 な 班組織

@ 災害対策本部

. '情報班

@ 救出 ・ 救護班

4 . 第 4 掴震災圏整震 シ ン ポ ジ ウ ム ー震災 と 教育
21世紀 に 向 け た 豊 か な教育 の 創造 を め ざ し て 、 第 4 回 「震災 国 シ ン ポ ジ ウ ム 震災 と 教

育」 が2000年 1 月 16 日 、 兵産県教育会館 で、 開 か れ た 。

震災国際 シ ン ポ ジ ウ ム は97年 1 月 に初 め て 日 本、 米 国 、 中 国 の被災地代表が集 ま り 、 震

災直授の救援活動 や子 ど も た ち の心の ケ ア 、 防災教育 の 推 進 な ど さ ま ざ ま な 取 り 組み の 体

験、 教訓 を 交流 し た 。 そ の後、 98年 は 日 米、 99íf は 日 米 中 の参加で開催、 今 回 は 4 回 目 。

阪神大震災 5 周年 に あ た り 、 日 米 中 3 カ 国 に 、 何年 8 月 と 11 月 の 2 回 、 大震災 に見舞 わ れ

た ト ル コ 、 ピ ナ ツ ボ火 山 の 噴火 に よ っ て大被害 を 受 け た フ ィ リ ピ ン か ら も 教育関係者 を 招

き 、 パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン を 行 っ た っ

主催 は兵庫 県教職員 組合 に 日 本教職員長fi介が加 わ り 、 文部省 、 兵庫県、 兵庫県教委、 神

戸市教委、 神戸、 阪神、 淡路の被民地 の 市 荷J教委 な どが後持 し た。

米同 か ら ヘ ン ・ ケ リ ー ・ サ ン フ ラ ン シ ス コ 教職 員組合執行委員 を 同長 に 4 人、 中 国 か ら

蒋丈良 ・ 中 国教育工会全国委員 会主席 を 同 長 に 6 人、 ト ル コ か ら ケ ナ ン ・ ト ウ ル ナ ・ ト ル

コ 国家教育省施設投資局 長 を 団長 に 4 人、 フ ィ リ ピ ン か ら シ ン チ ア ・ ネ リ ・ ザヤ ス ・ ア テ

ネ オ 大学講師が参加 し た 。

阪神大震 災 で は 心 の ケ ア を 必要 と す る 子 ど も の 数が横 ばい状態 を た ど っ て お り 、 子 ど も

た ち に 「生 き る 力 」 を 育 む 「 自 立 ・ 連帯 ・ 共生」 の教育 を め ざ し て 、 報告、 意見交換 を 行 っ

た 。

パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン の コ ー デ イ ネ ー タ ー は桂正孝 ・ 大阪市立大学教授。 パ ネ リ ス ト

は 近藤靖宏 ・ 県立嬉野台生涯教育セ ン タ 一 所長、 田 治米政美 ・ 兵教組執行委 員 長代行、 米

国 の マ リ ー ン ・ ウ ォ ン ・ LA 統 -学区 メ ン タ ル ヘ ル ス ・ 地域危機管 理 チ ー ム 局 長、 中 国 の

焦 永 紅 ・ 河 北 省 張 家 口 市 丈 文教 衛 生 工 会 主 席 、 ト ル コ の セ ラ ハ ツ テ ィ ン ・ オ ギ ュ ム ル

シ ュ ・ ア ン カ ラ 大学教育学部助教授 の 5 人。

桂正孝 コ ー デ イ ネ ー タ ー は 「 グ ロ ー パル化時代 を 反映、 新 し い 訪災教育 の あ り 方 を 国際

的 な 協力 に よ っ て創 造 し て い く 右意義 な シ ン ポ ジ ウ ム だJ と 冒頭 に発言 し た 。

米 国 か ら は 、 「 ピ ッ グ ・ ワ ン 」 と 呼 ん で次 の 地 震 は 必ず く る と 思 っ て 準 備 し て い る 。 建

築基準 を 高 め 、 各学校に は72 時 間 分 の 食糧 と 水 を 備 蓄 し て い る 。 「私 た ち が生 き て い る 聞

は こ な いJ r天災 だ か ら 仕方 な い」 と い う 人 も い る が、 計画 と 熱意 を 持 っ て 準備 し て お く 。
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LA 学 区 に は900 の 学校があ り 、 標準化 さ れ た 安全 プ ラ ン を 持 っ て い る 。 阪神大震災 も 教

訓 に し て い る 。

地震発生 と 同 時 に 緊急 チ ー ム の指短官の も と に 、 子 ど も の避難場所へ の 誘導、 救援、 物

資調達運営 に あ た る O 学校は 主 に 、 救急医療や 数 日 間 の避難所 に な る 。

メ ン タ ル ヘ ル ス は き わ め て重要。 子 ど も の心 の傷 に 対処す る ク ラ ス を 速 や か に 始 め ね ば

な ら な しミ 。 テ ン ト で も 仮設で も よ い な どの説明があ っ た 。

中 国か ら は 、 麗江地震で学 ん だ の は事前 の教育が重要 だ と い う こ と だ っ た 。 地震の と き 、

ど う や っ て 自 分 を 守 り 、 ど う や っ て 人 を 救助す る か。 雲南省 で は 「安全手帳」 と い う パ ン

フ を授 業 で使 っ て い る 。

張家 口 地震で も 、 中 国 の 防災減災法 に 基づ く 防 災教育が役立 ち 、 防災意識が高 ま っ て い

た 。 学期 ご と に 自 己保護、 自 己救助 の 訓 練 を 行 っ て い る O

唐 山 地 震 は死者24万人の大震災 だ、 っ た。 地震に対す る 啓発、 教育 に 力 を 入 れ、 防災意識

を 高 め る た め 、 著名 な作家や学者、 ジ ャ ー ナ リ ス ト の経験 を 集 め 「唐 山 大地震百 人経験談J

を 出版 し た 。 中 国全土 で も 発行、 各 国 に 紹介 さ れ て い る 。

麗江で は と く に 親 を 亡 く し た 子 ど も の勉学、 心の ケ ア を 大切 に し て い る

カfあ っ た 。

どの発言

ト ル コ か ら は 、 こ の 100年 間 に 148 回 の 地震があ り 、 57万戸以上が全壊、 10万人以上が死

傷 し た 。 99年 8 月 (M7 . 4) 、 1 1 月 (M7 . 2) の 地 震 で ト ル コ の 人 口 の 4 分の l が何 ら か の

影響 を 受 け た 。

他 の 人 を 助 け ら れ な か っ た と い う 罪悪感 を ず っ と 引 き ず、 っ て い る 人 も 多 く 、 心 の 傷 を

負 っ た 人 た ち と 話 し た り 体験 を 共有す る こ と で PTSD を 乗 り こ え る 方法 を 大人 に も 子 ど も

に と っ て い る 。 と く に 問題の あ る 生徒 は 大学 の 心 理 セ ン タ ー な どの 助 け も 借 り て ケ ア を

行 っ て い る一ーな どが報告 さ れ た 。

フ ィ リ ピ ン か ら は 、 ピ ナ ツ ボ、火llJ の 噴火の さ い は教育 よ り も 直接の生活の ニ ー ズの方が

大 き な 問題だ っ た 。 フ ィ リ ピ ン 人 は 大家族で暮 ら し て い る こ と や 国 な どの救援制震が完備

し て い な か っ た た め 、 PTSD も 目 立 た せ な か っ た か も し れ な い と い う 発言があ っ た 。

近藤靖宏所長 は 、 学校が無人の と き に 、 地震が発生、 教職員 が学校へ た ど り つ い た と き

す で に避難所 に な っ て い た 。 行政 も あ ら か じ め対応策 を 持 っ て い な か っ た 。 教職員 は避難

所 を 運営 し な が ら 児童の安否確認や安全確保、 授業再 開 に 取 り 組 ま ね ばな ら な か っ た 。

応急対策 に 追 わ れ る 中 で、 避難者の 方か ら 「学校や子 ど も を ど う す る の か」 と 指摘 さ れ

た 。 心 の ケ ア を 要す る 子 ど も の 数 は し だ い に 減 る だ ろ う と 考 え て い た が、 た び重 な る 転居

や 家庭の経済状況の悪化 な どか ら 減 ら な い。 今後の 課題だ と 述べ た 。

田 治 米委 員 長代行 は 、 PTSD は 10年 を 経 て 表れ る ケ ー ス も あ る O 私 た ち は 当 初 、 十分に

は 認識 し て い な か っ た 。 教職員 も 被災者で、 多 く の PTSD を かか え て い た 。 対策 は 中長期

的 な 見通 し が必 要 に な っ て い る O
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大震災 に 何 を 学 び、 教育 に 生かすか。 震災で は 何 よ り も 人権が問 わ れ た 。 同 時 に助 け合

い 、 連帯が確認 さ れ た 。 避難所でい っ し ょ に な っ た外国人、 障害者 と の交流 か ら 、 共生 と

い う 課題が 日 常的現実 と な っ た 。 受験学力 だ、 け の価値観 を 税却 し 、 体験 を 通 し た教育 の 大

切 さ を 知 っ た 。 兵教組は2020年 ま で を 見 通 し た 教育改革 に 向 け 検討委員 会 を 発足 さ せ た

と 発言 し た 。

桂正孝 コ ー デ イ ネ ー タ ー は 「 い つ起 こ る か わ か ら な い災害 に対 し て生命、 自 由 、 暮 ら し

を 守 る 準備 は で き て い る か、 常 に 問 い か け ね ばな ら な い」 と 締め く く っ た 。

く参考文献 〉
「新た な 防災教育の充実 に 向 け て 5 年間! の取組」 兵庫i早教育委員 会 2000年 1 JJ 1 7 汀

「教育 ひ ょ う ご、」 兵庫県教職員組合
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第七章

産業 @ 雇用



は じ め に

〔主体的謹興へ〕

物事の経過 を た ど る と き 、 5 年 と い う 年月 は一つ の節 目 に佼置づけ ら れ る 。 2000年 1 月

17 日 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の発生か ら 丸 5 年 を 経た節 目 の 日 で あ る 。

産業活動の こ の 5 年 間 の復興の 歩 み は 、 古日 に は 奇跡的 と 評価 さ れ る 面 も な き に し も あ

ら ずで は あ る が、 前年か ら 引 き 続 く 景気の低迷 に そ の足攻 り は 重 く 、 大 き な ブ レ ー キ を か

け ら れ た格好 ~ 。

震災か ら 3 年、 5 年 と 経つ う ち に 、 当 初 の混乱か ら の脱 出 、 日 常生活や経済 ・ 産業活動

の 回復へ、 ひ た す ら 努力 が重ね ら れ て い た が、 こ こ に 来 て 、 復 旧 、 復興の 方 向 づ け が課題

と な っ て き て い た 。 そ の 一 つ の 表 れが、 「毎 旧」 と 「復興」 の概念 の 違 い が論 じ ら れ る よ

う に な っ た。 単 に 言葉の 上 で の 言い 回 し と 言 う だ け で は す ま さ れ な い 問題意識が、 こ の 「復

i日」 と 「援興」 の 2 つ の 言葉の 聞 に 含 ま れ て い る よ う に感 じ ら れ る 。

奥地達一氏の 指摘 に よ る と 、 震災亘後か ら し ば ら く の 問 、 被災地 で は 「産業復旧」 と 「産

業復興」 が明確 に 沢加 さ れて い た 。 読 ん で字 の と お り 、 被災地の産業が旧 に復 し 、 震災前

の状態、 に戻 る こ と を 「産業復旧」 と し 、 新産業の創 出 な ど を 通 じ て被災地 に 新風 を 吹 き 込

み 、 産業構造 を 抜本 的 に 変革 し て 日 本の先導的 な 地域 に 生 ま れ変 わ る こ と を 指 し て 「産業

復興」 と し て い た 。

そ の 背景 に は 、 被災地企業が事業 の 再 開 に 追 わ れ て い る 間 に 、 他地域が一歩 も 二歩 も 先

に 進 み 、 単 な る 復 旧 で は大 き く 立 ち 遅れ 、 取 り 残 さ れ る と の 強 い 危機意識があ っ た 、 と 分

析 し て い る 。

兵庫県 の 「産業復興計爾」 を 例 に あ げ、 こ の 中 で は 臼 標 を 中期 と 長期 に分 け て概ね 3 年

以内 を 中期 目 標 と し 、 事業の再建 ・ 田復 を 図 る 。 一方、 長期 目 標で は概 ね 10年 を 期 間 と し

て 本格的復興 に 向 け純生産の元 の成長軌道への復帰、 あ る い は そ れ を 凌 ぐ復興 を 目 指す と

と も に 、 21 世紀への長期 的 、 持続的 な 発展の た め 、 新 し い 産 業構造の形成 を 図 る 、 と な っ

て い る 。 「復旧 」 が 「凹復」 と な っ て い る が、 明 ら か に 「復 旧J と 「復興」 の概念 を 区 別

し て い る 。

一般 に は 、 復 旧 と 復興 は安易 に 混 同 さ れ て い る 。 「復旧」 と 言 う 場合、 何 を も っ て '100 % J

と す る かが問題であ り 、 常 に競争 に さ ら さ れ て い る 産業 と し て は 、 企業数、 従業員 数、

、 売上 高 な ど震災前 に戻 る こ と は現実 に は 難 し い と 言 わ ざる を 得 な い 。

い ま の 時点 で は 、 む し ろ 旧 来型の 産業構造 を 甘 指す の で は な く 、 将来 を 展望 し た新 た な

定業構造の構築 を 目 指す こ と を 考 え ね ばな ら な い だ ろ う 。 震 災 と 長期不況で兵庫県、 神戸

市 な ど、 地元 自 治体の財政が窮迫 し 、 各種、 復興 プ ロ ジ ェ ク ト の成否 も 民間企業の力 に 負

う と こ ろ が大 き い 。 地元経済団体があ ら た め て 自 ら の存在意義 を 再確認す る と と も に 、 広
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く 人材 と 知恵、 を 糾 合 し て 、 行政の後追 い で な く 、 主体的 に復興の役割 を 果 た す こ と が求め

ら れて い る 。

〔歴史の 冨 を 恐れ る 選択〕

「神戸経済の 課題は 、 神戸が震 災 の 前 か ら 持 ち 越 し て い た幾 つ か の 間 題 、 つ ま り 本社機

能や 生産機能 の 流 出 、 神戸港の機能低下 、 重厚長大産業 に 代 わ る 新 し い 1) ー デ イ ン グ産業

の 不在 な どが底流 に あ っ て 、 そ こ に 震災 の影響が加 わ っ て 、 今の状況 を も た ら せて い る 。 “ 8

暫復興" と 言 わ れ る 中 、 将来の姿 を 見据 え 、 過去 の課題 も 含め て対応す る こ と が残 る 2 割

の 溝 を 埋め る 鍵 に な る J

2000年 5 月 12 日 、 神戸経済同友会で の 日 本銀行神戸支出長 ・ 木村史暁氏の 講演 で述べ ら

れ た と こ ろ で あ る 。 同 氏 は 、 こ の講演の テ ー マ を 「新 し い パ ラ ダ イ ム と 神 戸経済」 と 題 し

て 、 今の時代 を 支 え る 社会 ・ 経済 ー 文化 な どの枠組み を 考 え た神戸経済 の 活 路 を 述べ て い

る 。

「現代 の経済用 語で 「パ ラ ダ イ ム ・ シ フ ト 」 と い う 言葉があ る が、 こ れ は 、 こ れ ま での

枠組 み 、 体制 、 思考回路 を い っ た ん捨 て 去 る こ と を 意味 し て い る 。 震災 は こ の パ ラ ダ イ ム ・

シ フ ト の絶好の チ ャ ン ス だ っ た」 一 吉 田JII��神戸大学教授 の神戸の フ ァ ッ シ ョ ン 産業 に 関

し て の指摘 だが、 木村氏が神戸経済全般 に つ い て述べた こ と と 同 じ観点 と 思 わ れ る O

木村氏 は 、 企業活動 に 最低限必要 な 条件 は情報化 と グ ロ ー パル化 を あ げ、 地方 と 中 央 さ

ら に 世界の距離 は縮 ま る と 同 時 に 、 地}fが企業立地で優位 に な る と 分析。 と く に 神戸 は ア

ジ ア と の 関係 で神戸港 を 生 かせ る 。 神戸独 自 の ア イ デ ン テ イ テ ィ は 、 経済 だ け か ら の ア ブ

ロ ー チ で は な く 、 社会、 文化、 芸術、 風土 な ど神戸が こ れ ま で育 ん で き た 知 的所産 を 結集

し て 生み 出 さ れ る と 指摘 す る 。

21世紀 に は 、 企業 も 個 人 も 群 れや横並 び意識 と 決別 し た 、 多様牲 を 備 え た社会構造 を 構

築 で き る か ど う か、 大 き な 鍵 で あ る O 目 先の 利 害 に と ら わ れ る こ と な く 、 正 し い 選択の た

め の愉理基準 を 何 に 求め る か。 こ れ は 後世 の 歴 史家 の 評価 に 耐 え る 選択 や 判 断、 「歴史の

日 を 恐 れ る 」 こ と が重 要 だ、 と も 提言 し て い る 。

こ の講慎 の 時点で木村氏 は 、 ま だ神戸 に 住 ん で半年余 り 、 考 え 至 ら な い部分が多 い 、 と

述べ て い る が、 そ の こ と は と り も 直 さ ず、 新鮮 な 日 で神戸経済 を 観察で き る こ と で あ り 、

十分聴取せ ね ば な ら な い意見で は な か ろ う か。

〔畏間企業の復興負担 . 2 兆問 〕

日 本銀行神戸支屈 は 、 2000年 2 月 、 5 年前 の 阪神 ・ 淡路大震災 で 、 民 間企業が 自 己負 担

し た復興金額 は 約 2 兆円 に 達す る と い う 調査 を ま と め た 。

大震災 の 産業面 (商工業) の 直接被害額 は 、 兵庫県が震災直後 に 推計 し た 2 �1S5 ， 400億

円 が公式統計 と さ れ、 そ の後、 神戸大学が ま と め た 試算で は 5 兆9 ， 270億 円 と い う 数字が

は じ き i喝 さ れ て い る 。

日 銀神戸支府の調査 は 、 被 災企 業134社への ア ン ケ ー ト や金融機 関 の デー タ な どか ら 推
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計 し た も の で 、 金額 に換算で き る 直接 的 な 被害 は 10兆円 に の ぼ る と み ら れて い る 。 こ の う

ち 国か ら の捕助金や義援金 な どで 5 兆 円 が補 わ れ 、 ま た 、 頚金の取 り 崩 し 、 有値証券 の 売

却 、 金融機関 か ら の借 り 入 れ な ど に よ る 企業 の 負 担が 2 兆 円 、 個 人の負担が 2 兆 円 、 残 り

の l 兆円 が未復興部分 と 試算 し て い る 。

企業負担の 2 兆円 は、 神戸市 の 年 間予算 に 毘敵す る 額で、 こ れ だ け の資金が復 1 8 に 使 わ

れ た こ と で、 企業体質の 強化が遅れた ほ か、 基本的 な 財務体質が弱 ま っ て い る の で は な い

か と 懸念 さ れて い る O

被災企 業 の 財務面への影響 に つ い て 、 「影響がな い」 か 「す で に 克服 し た」 と 答 え た企

業 は71 % に上 り 、 5 年の節 目 に し て復 旧 か ら 復興 に 向 け て の企業姿勢変換の 時期 を 示唆 し

て い る 。

し か し 、 一方で、 は 「何 ら か の 影響があ る J と 答 え て い る 企業が25 % あ り 、 4 社 に l 社 は

な お震災 の 影 を 引 き ず っ て い る 。 具体的 な 影響 (複数回 答) は 、 「復 旧 の た め の借入金 に

よ る 債務過大」 が19% と ト ッ プ。 次い で 「内部保留 の 減少J ( 1 3 % ) 、 「被災設備 な どの 損

壊や遊休化 ( 6 % ) の順 と な っ て い る 。

ま た 、 企業行動 に つ い て は 、 「今 も 抑制 的 な 影響があ る 」 が16 % で、 具体的 内 容 は 「人

員 削減や事業規模の縮小J が13 % 、 「前 向 き な 設備投資 に 踏み込め な いJ ( 1 0 % ) 、 「新規事

業 を 展 開 で き な い J ( 3  % ) な ど と な っ て い る 。

〔近未来都市 を 目 指 し て 〕

震災で大 き な被 害 を 受け た神戸市 の 産業復興 に 関 し 、 2000年 1 月 12 日 神戸 で � かれ た 「震

災対策 国 襟総合検証報告会」 で の 報告者、 関 満博 (一橋大教授) 、 ビ ー タ ー ・ タ ー リ ク (英

PMT 社代表) 両氏の提案 を み て み よ う 。 要 旨次の と お り 。

関 満博氏 8 割復興 と 言 う が、 よ く こ こ ま で来 た 。 ミ ク ロ の面 で課題は あ る が、 他方、

新た な 可能性が見 え 始め て い る 。 新 た な小 さ な 芽 を 大事 に し て い こ う 。 ま ず第 l は 、 地域

産業開発の戦略論 に 「一点突破の全崩展開」 と い う 言 い方があ る が、 小 さ な 一つ の成功が

周 囲 に刺 激 を 与 え 、 新た な う ね り に な る 。 第 2 に 、 新産業 の創造、 既存産業 の 構造改革 は

不 日J 欠 だ、が、 同 時 に 身 の屑 り を 豊 か に し 、 活性化 さ せ る コ ミ ュ ニ テ イ ・ ビ ジ ネ ス に も 日 を

向 け る べ き だ。 被 災 で知 っ た 「高齢化」 や 下地域の大事 さ r共生」 な どの 意味 と 錨値 を

思 い起 こ し 、 新 た な 玖 り 組み を 進め よ う 。 第 3 に 、 被災地 は 東京か ら 遠 く と も 、 世界 と 直

結 し 、 独 自 性があ る 。 自 立 的 で も あ る 。 そ の 特牲 を 生か し 、 日 本の枠組み を 越 え て い く 意

欲が求め ら れ る O 次の世紀は都市、 地域が 自 立 し 、 国境 を 越 え て協調 と 競争 を 演 じ る 時代

と な る 。 そ の先駆け と な る こ と が期待 さ れて い る 。

ピ ー タ ー ・ タ ー リ ク 氏 神戸地域 に と っ て 新世紀の 到来 は 、 幅広 い ピ ジ ョ ン を 準備す る

に ふ さ わ し い 瞬 間 と な る 。 「国 際的21世紀都市」 は 神 戸 の 未来像で あ る 。 神 戸 地 域 は 、 既

存 の 産業活動 の 需 要 と 新技術産 業 の 需要 と の バ ラ ン ス を と る 必要があ る O そ う す る こ と が、

新時代 の E 本経済へ の 貢献 と な る 。 ま た 日 本の ゲー ト ウ ェ イ と し て 国 際 的 に も ピ ジ ネ ス と
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観光の両面での検証が有益で、 あ る 。 ま す ま す競争の激化す る 国際市場の 中 で成功 し な け れ

ばな ら な い 都市 は 、 外部の変化 と 要求 に 迅速 に 対応 し な け れ ばな ら な い 。 神 戸 は歴史的 に

す で に そ の能力 を 持 っ て い る 。 神戸の将来への課題 は 、 新 し い 世紀 に 示 さ れ た経済、 貿 易

の機会 を 、 市民の利益の た め に どの よ う に 最大利用 す れ ば よ い か と い う こ と だ。 大 き な 助

力 と な る の は 政府の 姿勢 で あ る 。

〔創造的産業構造 を 目 指 し て 〕

兵産県 は 、 被災地域の産業復興 に つ い て 単 に 震災前の姿 を 取 り だ け で な く 、 地域の

ビ ジ ョ ン を 明確 に掲 げた創造的復興が凶 ら れね ばな ら な い と の見地か ら 、 医療 ・ 福祉、 生

活文化、 情報通信 な ど今後成長が期待 さ れ る 7 つ の分野で の 重点 的 な振興対策 を 推進す る

と と も に 、 付加価値 の 高 い 産業構造の実現へ10の産業拠点形成 プ ロ ジ ェ ク ト を 推進す る 。

い ず れ も 被災地域の豊か な住民生活 と 新た な 産業構造の形成 に 向 け、 中 長期 的 な 取 り 組

み と し て 策定 さ れ た も の で あ る 。

県 の あ げた ' 7 つ の成長分野」 と '10の 産業拠点形成 プ ロ ジ ェ ク ト 」 は 次の と お り 。

(表 1 ) 7 つの成長分野

分 聖子
福 宅i上

文 イヒ

情 手長 J!lí 

環 境 ・ エ ネ ル ギー

新製造技術 ・ 新素材

車命 送 ・ 物 流

ビ ジ ネ ス 4ザ ポ ー ト

有 む三E弓三 な ピ ン 午、 ス

ホ ー ム ヘルス ケ ア 産業 、 E&薬 品 、 福祉岩波浮な ど

集客産業、 景観園芸関迷産業、 九二活支援 ビ ジ ネ ス な ど

電子高収5 1 、 マ ル チ メ デ ィ ア コ ン テ ン ツ ピ ジ ネ ス な ど

都 市 と 農村 が連携 し た リ サ イ ク ル 関連産業、 環境 プ ラ ン ト 関連産業 な ど

次世代 ロ ボ ッ ト 技術産業、 精密加 工技術の 開発拠点 な ど

次世代翰送機械関連産業 、 国際的 な物流拠点 な ど

人材関連サ ー ビス 、 ア ウ ト ソ ー シ ン 夕、関迷産業 ・ 国際 的 ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト 関述産業 な ど
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(表 2 ) 農業拠点形成 の 1 0 プ ロ ジ ェ ク ト

く参考文南 〉
17号 神戸新聞情報科学研究所 1999年 8 月 奥地速一 「被災地産業の現状 と 本格復興への

諜題J
「神戸経済同友会に お け る 木村支!占長講演要 旨 El 本銀行神戸支出 2000年 5 月 12 日
「大震災 5 年 巨 の歳 月 」 神戸大学震災研究会 1999/02 月 25 日 神戸新聞総合出版セ ン タ ー

神戸国際会議場 20C均年 1 n 12 日
r 1::1 1'1J各紙」 神戸、 朝 日 、 毎 日 、 読売、 日 経、 産経 1999{ド 4 月 一2000年 3 )j 第 7 章 = 盗業 ・ 雇用 の全

節 に 関 し て参考 と し た )
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i第一鱗 産業寵興の磯況

ト 震災犠興対築本部 を 解散、 省庁連絡会議設罷
大震災か ら 5 年の節 目 を 迎 え 、 政前 は 「 阪神 ・ 淡路複興対策本部」 の設置期限の満 了 に

伴 い 、 2000年 2 月 22 日 、 同本部 を 解散。 新 た に被災各地の地方公共団体が行 う 毎興事業へ

の 国 の 支援推進 と 関係各省 庁 間 の 連携 を 図 る た め 「阪神 ・ 淡路大震災復興関係省庁連絡会

議」 を 設 け た 。

連絡会議 は 、 実 質 的 に は解散 し た対策本部 同様、 震災復興事業 に 5 1 き 続 き 取 り 組 む こ と

が 目 的 で 、 構成員 に は 内 閣 官房 内 閣 内 政審議室長 を 議長 に 、 国土庁、 大蔵省、 通商産業省、

建設省 な ど関係17省庁 の 審議官、 官房長、 局 長 ら が当 た る こ と に な っ た 。

ま た 、 こ の 日 の会議 で、 復興特定事業 と し て 、 新産業構造形成 プ ロ ジ ェ ク ト で 4 事業、

大震災記念 プ ロ ジ ェ ク ト で 2 事業 を 追加選定 し た 。 追加選定 さ れた復興特定事業次の と お

り 。

〔新産業構造形成ブ詔 ジ ェ ク ト 関連〕

① 「 く つ の ま ち ・ な がた 」 核施設整備 震災の影響な どで低迷す る ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ産

業 を 新 た な 都市型産業 と し て 再生 ・ 展開 さ せ る た め 、 直販 シ ョ ッ プ や 商 品 開発の情報化、

若手の 人材育成、 付加価鐘の高 い デザ イ ン 導入 な どの イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン 施設 を 「 く つ の

ま ち ・ な がたJ の核施設 と し て整備す る 。

② 国 際 ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト セ ン タ ー の 整備 神 戸 市 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 地 区 に 、 外

国 ・ 外資系企業 を 対象 に 、 オ フ ィ ス ス ペ ー ス 、 倉庫 、 紛争立作業所、 研究所、 シ ョ ー ル ー ム

な ど に 利 用 で き る 「国際 ビ ジ ネ ス サ ポ ー ト セ ン タ ー」 を 整備 し 、 神 戸 で の ピ ジ ネ ス 展 開 を

支援す る 。

③宝塚観光 プ ロ ム ナ ー ド核施設整備 宝塚駅周辺の一帯の地域 を 「宝塚観光 プ ロ ム ナ ー

ド」 と し て面 的 に 捉 え 、 核施設 と し て展示、 販売、 研究な どの機能 を持つ 「宝塚 は な の ミ ュ ー

ジ ア ム (仮称) J を 整備 し 、 観光 ・ 集客産業の復興 と 地場産業の花 ・ 植木 を 素材 と し た都

市型生活支援系産業の育成 ・ 支援 を 行 う 。

④神戸 民療産業都市構想、の 中核施設整備 21世紀の成長産業 で あ る 健康 ・ 福祉 ・ 医療関

連産業の 振興 を 図 る た め 、 神 戸 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド H 期地 区 に 「先端医療セ ン タ ー (仮称) J

な ど高度医療技術の研究 ・ 開発拠点 を 整備 し 、 神戸経済の復興、 健康支援、 市民福祉の 向

上、 さ ら に ア ジ ア 諸 国 の 医療技術の 向 上 な ど、 国 際社会へ の 貢献 を 目 指す 。

〔 大震災記愈プ田 ジ ェ ク ト 関連〕

①阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) の 整備 阪神 ・ 淡路大震災の経験や教

訓 を 世界の 共有財産 と し 、 地震被害の軽減 に役立つ よ う 資料の収集 ・ 保存 ・ 展示や震災時

の 実戦的能力 を 持 っ た 人材育成 の た め 「大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 」 を 整備 す る 。
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②神戸震災復興記念公園 (仮称) の 整備 神戸の都心臨海部 に 、 被災者の 心 を 癒やす水

と 緑の 空 間 を 演 出 し 、 被災施設の屋外展示 な ど震災の体験 と 教訓 を 継承 し 、 復 興の シ ン ボ

ル と な る 空 間 を 提供す る と と も に 、 防災拠点 と し て 「神戸震災復興記念公 園 (仮称、) J を

整備す る O

2 . 復興 プ ロ ジ ェ ク ト の現況
被災地経済の復旧 か ら 復興 を 目 指 し て 国が認定 し た 「復興特定事業」 の 現状 (99年 1 1 月

末現在) を 見 て み よ う O 行政 と 民聞 が協調 し て進 め る 事業で は あ る が、 深刻 な 不況の逆風

を 受 け 、 足踏み を 強い ら れ る ケ ー ス も 見受 け ら れ る O 主 な プ ロ ジ ェ ク ト を 見 て み る O

上海 ・ 長江交易促進プロ ジ ェ ク ト 中 国 と の交流の歴 史 を 持つ神戸 を 舞台 に 、 中 国 ・ 長

江 中 下流域の都市 と の交流 を 通 じ て 、 被災地の経済復興 を 進め る 。 神戸市の武漢事務所が

開 設 さ れ た 。 中 間 サ イ ド も 天津市 に続い て鎮江、 合肥、 南京の各市が神戸市 内 に 駐在事務

所の設量 を 決定。 中 国 関連企業の 集積 を 目 指す 「新た な 中 国 人街」 構想、があ る が、 民 間 ベ ー

ス の経済交流 に は 時 間 がかか り そ う 。

ヘルス ケ アパー ク 震災の経験 を 生か し 「生命の尊 さ 」 を 実感で き る 屋内 型 テ ー マ パ ー

ク o 2002年春、 神戸東部新都心 で 開業 を 日 指す。 98年 7 月 、 兵庫県 を 中 心 に 事業主体 と な

る 第 3 セ ク タ ー が発足。

神戸医療産業都市構想 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 立 期 を 中 心 に 高度医療技術の研究 開発 と 関連

企業 の 集積 を 目 指す 。 神戸市が呼 びか け 、 国 内外 の 280法人 で つ く る 研究会が発足 し た。

映像医学セ ン タ ー の 実現へ ワ ー キ ン グ グ ル ー プが発足。 中核施設 と な る 先端j去療セ ン タ ー

に は通産省が建設 費 の 半額30億 円 を 補助 す る 方針。

神戸灘浜 エ ナ ジ ー 事業 神戸製鋼所が2002年春 に神戸製鉄所内 で石炭火力発電所 を 稼働

さ せ る O 発電所 を 中 心 に エ ネ ル ギ ー 資料館や 健康増進 セ ン タ ー な どが整備 さ れ る 。

神戸ル ミ ナ リ エ 震災犠牲者の鎮魂 と 都市 の復興 を 願 い95年か ら 始 ま っ た 。 98年 は 516

万人が訪れ、 神戸 の冬の風物詩 と し て定着。

新産業の創造、 育成の研究事業 新産業創造研究機構が、 通産省や科学技術庁 な どか ら

研究開発助成 を 受け 、 地元 中小企業の事業展 開 を 技術面で支 え る 。

神戸 ・ 情報通信ネ ッ ト ワ ー ク の活用事業 震災後、 神戸 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド か ら 市営地

下鉄沿線 に 敷設 さ れ た 大容量光 フ ァ イ パー 摘の商用利用 と 情報通信産業の背成 を 図 る O こ

の た め 、 神戸市 は 2000年 3 月 末 か ら 、 市 の 所有 す る 光 フ ァ イ パ ー ケ ー ブル 網 「神戸 MAN

(Metropol itan Ar巴a Network) J の芯線の一部 を 民 間 事業所 に 賃貸 し す る こ と に し 、 募集

を 始 め た 。 ( な お 、 募 集 は 4 月 10 臼 に 締 め 切 ら れ、 24 日 に 「 日 本 テ レ コ ム 」 への貸 し 出 し

が発表 さ れて い る )

同 光 フ ァ イ パ ー 網 は 、 郵政省 の外郭団体、 通信 ・ 放送機構が震災の教訓| を 踏 ま え 、 96年

3 月 か ら 3 年 間 に わ た っ て 防災情報の伝達実験 な ど を 行 っ て い た も の で 、 99年 4 月 問機構
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か ら 神戸市へ無償譲渡 さ れ た 。 貸 し 出 し は 、 市営地下鉄の新神戸 ( 中 央 区 ) 一 西神 中 央 (西

亙) 間 約23km な ど 5 �主 題 約45 kmo

3 . 震災の影響色濃 く 残 る 25 %
大震災か ら 5 年経 っ て 、 被災地 の経済は 「復興が進 ん で い る J と み る 事業所が着 実 に 増

え て は い る が、 依然 「震災の影響が色濃 く 残 っ て い る 」 と み る 事業所が25 . 1 % 。 不況の影

も 見逃せ な い。

継続性 の 意味か ら 前巻 同様、 「阪神 ・ 淡路地域 に お け る 産業復興 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調

査」 の結果か ら そ の 実情 を み て み る 。 な お 、 こ の ア ン ケ ー ト 調査 は 、 阪神 ・ 淡路産業復興

推進機構が99年10月 末 の 時点 で 、 被災地の 10市10町 の 事業所 4 万7 ， 240社 を 対象 に し た も

の で 、 有効回答数は1[ ， 054杜 ( 囲収率8 . 6 % 、 前 回 の 調査 を l . 6 ポ イ ン ト 下 回 っ て い る ) 。 今

回 が 7 回 目 で 、 回 答事業所の所在 地 で は神戸市が1 ， 473 (36 . 3 % ) と 最 も 多 く 、 次 い で尼

崎市427 00 . 5 % ) 、 西宮市379 (9 . 3 % ) 0 淡路地域の I 市10町の合計は848 (20 . 9 % ) 0  

〔経済活動全般の穫興状況〕

「復興は か な り 遅 れ気味」 と 答 え た の が12 . 5 % (508事業所) 、 「 や や 遅れ て い る J と み

(表 3 ) 被災地域の経済活動全般の復興状況
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(構成比率は 4 捨 5 人)
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る の と 合わ せ る と 29 . 1 % で、 前 回 の調査 (98年 1 1 月 ) よ り 3 . 2 ポ イ ン ト 減 っ て い る 。 半面、

「援興が進 ん で、 い る 」 は 「完了」 と 「進 ん で い る 」 を 合 わ せ る と 61 . 0% で前 回 比4 . 7 ポ イ

ン ト 増 え て い る 。 中 で も 「復興完了J は37 . 1 % (前回31 . 2% ) で 4 割 に 近 く な っ た 。

調査 ご と の 数字 で み る と 「復興は 遅 れ て い る J と み る の が何年1 2 月 に45 . 5 % だ っ た の が、

97年46 . 3 % 、 98年32 . 3% 、 そ し て今国が29 . 1 % と 減 っ て き て お り 、 !豆対 に 「 復興 は 進 ん で

い る 」 は43 . 6 % か ら 37 . 3 % 、 56 . 3 % 、 そ し て今回61 . 0% と 着 実 に 増 え て き て い る 。 (表 3 ) 

地域別 で み る と 、 「復興が進 ん で い る J と み る 事業所が多 い の は 、 尼崎市 (76 . 6 % ) 、 洲

本市、 東浦町 、 緑町 (100 % ) 、 三 原 町。 「遅れて い る 」 と み て い る の は芦屋市 (52 . 2 % ) 、

北淡町 (72 . 4 % ) な ど。 神 戸市 内 で は 「進 ん で い る 」 が北区 (62 . 7 % ) 、 西 区 (59 . 3 % )

に対 し 、 「遅れ て い る 」 が長 田 区 (63 . 4 % ) 、 次い で兵庫 区 (45 . 5 % ) 、 須磨 区 (45 . 5 % )

と な っ て い る 。

業種別 に み る と 、 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ製造が回 答の49事業所の う ち 37事業所 (75 . 5 % ) が

「遅れ て い る 」 と 最 も 多 く 、 次 い で洋菓子製造が 同 25 の う ち 11 (44 . 0 % ) 、 商屈指 ・ 小売

市場が507の う ち 200 (39 . 4% ) 、 酒造37の う ち 14 (37 . 8 % ) と な っ て い る 。

〔営業活動 に お け る震災の影響〕

33 . 3% ( l 匂 350事業所) の事業所が 「震災の 影響 は な く な っ た」 と み て い る が、 「影響が

多少残 っ て い る 」 と み る 事業所が34 . 6 % ( 1 . 403事業所) 、 「影響が色濃 く 残 っ て い る 」 と

み る 事業所が25 . 1 % ( 1 ， 017事業所) で両者 を 合わ せ る と 59 . 7 % 、 約 6 割 の事業所が営業

活動 で、震災の影響が残 っ て い る と み て お り 、 5 年経 っ て も 状況 は 依然厳 し い 。

地区別 で は 、 神戸市で74 . 4 % 、 芦屋市で84 . 1 % が 「影響が残 っ て い る 」 と 答 え て い る 。

ま た 、 従業員 の規模別 で は 「震災 の 影響 は な く な っ た」 と み る 事業所が多 い の は 10人以上

の事業所で、 規模が大 き い ほ ど影響がな く な っ た と し て い る 。 「影響が色 濃 く 残 っ て い る 」

と み る 事業所が多 い の は 、 4 人以下の規模の と こ ろ で32 . 9 % に 及 ん で、 い る 。

〔営業活動の変化〕

建物 に つ い て 、 「震災前 と 同水準 ・ 向規模」 が47 . 8% ( 1 ， 938事業所) 、 前 よ り 縮小 .

減少」 が14 . 4 % (585事業所) で、 「震災前 よ り 拡大 ・ 増加J 7 . 7 % (314事業所) を 上 回 っ

て い る 。

生産 ・ 販売能力 に つ い て 、 半数近 く の44 . 9 % ( 1 ， 819事業所) が 「震災前 よ り 縮小 ・ j戚j，'J

し て お り 、 「拡大 ・ 増加」 の 7 . 9 % (315事業所) を 大 き く 上 回 っ て い る 。 「縮小 ・ 減少」 が

多 い の は小売業で58 . 7 % と 半数 を 超 え て い る 。 業界別 で み る と 「生産 ・ 販売能力 が縮小 ・

減少」 し た 事業所が多 い の は 、 酒造、 淡路瓦製造、 真珠加工、 ア パ レ ル 関連、 商高街 ・ 小

売業で、 「拡大 ・ 増力し の事業所が多 い の は 、 線香製造、 家具製造、 観光関連、 貿 易 業 、

情報通信 関 連 な ど。

売上高水準で、 は 、 「震災前 を 上 回 る J と す る 事業所が 3 年 前 の 調査か ら I 年 ご と に 比較

す る と 何年12月 の 17 . 3 % か ら 15 . 6 % 、 1 1 . 1 % 、 10 . 8 % (今回) と 毎年減 り 続 け て い る 。 こ
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れ に 反 し 、 「震災前 の 水準 を 下 回 る J と す る 事業所が、 36 . 9% 、 56 . 9% 、 68 . 2 % 、 そ し て

こ の調査で67 . 5 % と 依然 と し て高 い 比率 を 占 め て い る 。

〔震災後の新 た な取 り 組み 〕

震災後、 業務上 な ん ら かの新 し い取 り 組み を 行 っ て い る 事業所は47 . 1 % 。 内容で は 、 「生

産 ・ 販売能力 の 強化」 が最 も 多 く 23 . 9 % (970事A業所) 、 次い で 「生産性の 向 上 J 1 5 . 6 % 、 「新

商品 ・ 新技術の 開発J 14 . 7% 、 「新規分野への参入J 14 . 5 % と 続い て い る 。

新 た な 取 り 組みがで き た 要 因 は 、 「生産 ・ 販売能力 の 強イし で は 、 専 門 性 の 高 い従業員

の確保 ・ 育成 (3l . 9 % ) 、 事業所 ・ 庖 舗 の 移転 ・ 新増設、 営業時間 ・ 営業 日 の拡大 な ど。

ま た 「新商品 ・ 技術の 開発」 で は 、 地企業 と の技術提携 ・ 交流、 生産 ・ 商取引連携が最 も

多 く 28 . 0 % 、 こ の ほ か専 門性の高 い従業員 の確保 ・ 育成、 情報 シ ス テ ム の導入 と な っ て い

る 。 「生産性の 向上」 で は 、 専 門性の出j い従業員 の確保 ・ 育成 (24 . 4 % ) 、 リ ス ト ラ ク チ ャ

リ ン グ、 情報 シ ス テ ム の 導 入 な ど。 「新規分野への参入」 で は 、 他企業 と の 技術連携 ・ 交流、

生産 ・ 商取引連携 (20 . 1 % ) に次い で専門性の高い 従業員 の確保 ・ 育成、 事業所 ・ 庖舗の

移転 ・ 新増設 な どがあ げ ら れて い る O

こ う し た 新 た な 取 り 組み と 売上高 の 関連 は 、 「取 り 組 み を 行 っ て い る 事業所」 の42 . 1 % 

が震災前の売上高 と 比較 し て増加 (19 . 5 % ) も し く は 同水準 (22 . 6 % ) と な っ て い る の に

反 し 、 「進 ん で い な い事業 VrJ で は 、 そ の説 合が16 . 7% に と ど ま っ て お り 、 新 た な 取 り 組

みが売上増 加 に 一定の効果 を も た ら し て い る こ と が う かがえ る 。

〔営業活動 に 関 す る 問題点〕

「現在 の 重 要 な 問題点」 と し て は 、 景 気 回復 の 遅 れ を あ げて い る の が52 . 2 % 、 2 ， 1 16事

業所 と 最 も 多 く 、 「顧客数J r運転資金の確保」 と 続 く 。 ま た 、 「今後の重要 な 問題点」 で は 、

現在 と i可様、 景気回復 の遅れ (34 . 4 % ) と す る 事業所が一番多 く 、 次い で借入金の返済負

担、 取引先一社当 た り の取引量や消費者一人当 た り の消費量の増減 を 懸念 し て い る 。

ι 分野鵬の 畿 師 、 復興状況
〔製造業〕

兵庫県 下 の鉱一工業生産 は 、 98年以降、 前年 を ド 回 る 動 き が続い て い た が、 2000年 に 入 っ

て か ら は お お む ね堅調 で、 震災前 の 水準 を k 回 っ て推移 し て い る 。 被災地 に つ い て99年工

業統計 (速報) で み る と 、 事業所数が例年比で23 . 1 % の 減、 従業員 数が2l . 2 % 減 っ て お り 、

製造品 出荷額 も 同 14 . 8 % の 減 と な っ て い る 。

〔地場産業〕

ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ 震災後、 問屋の輸入品購入への切 り 替 え や企業数の 減少 な どで、 99

年 の 生産額 は震災前の例年比で約 8 割 と な っ て い る (2000年 4 � 6 月 、 134億9 ， 800万円 、

例年 4 � 6 月 、 163億1 ， 000万 円 。 対94年 同期比ム17 . 2% ) 0 全体 と し て 産 地規模が受注 に

見合 っ た 生産体制 に縮小 し て い る た め 、 個 々 の企業の 生産活動 は ほ ぼ元 の 水準 に 回復 し て
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い る O 日 本 ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工業組合の組合員 は 、 震災前の227社か ら 48杜減少 し 、 179社

と な っ て い る 。 新 た な 取 り 組み と し て 、 工場の集団化、 共 同 配送、 仕 入 れ な どの 共 同 事業

に 取 り 組む企業 グ ル ー プがあ る ほ か、 業界共同 で の見本市や展示会の 開催、 通信販売 に も

取 り 組 ん でい る O ま た 、 「 く つ の ま ち ・ な がた」構想、 を 前年 に 引 き 続い て 推進 し て い る 0 (2000

年 7 月 19 日 「 シ ュ ー ズ プ ラ ザ、」 と し て オ ー プ ン )

ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ生産額の推移は次の と お り 。

(表 4 ) ケ ミ カ }� シ ュ ー ズの生産額推移 吉正i円、 ( % )

( 日 本ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ工業組合)

酒造 灘五郷酒造組合の組合員 数 は 、 震災前の51社か ら 9 社 の転廃業 に よ り 、 42社 に 減

少 し て い る 。 こ の う ち 38社が酒造関係の業務 を 継続 中 で 、 自 社生産は31杜で あ る 。 灘五郷

の震災後の 出 荷量 は 、 96年 に は震災前の93 . 5% に ま で 回復 し た が、 ピ ー ル 、 ワ イ ン な どへ

の消費者の晴好 の 多様化 も あ っ て 99年 に は例年比で8l . 4 % に ま で減少 し て い る 。 新 た な 取

り 組み と し て 、 飲食 ・ 物販一体 の 共 同 工場の再建、 共 同 イ ベ ン ト の 開催、 ま ち づ く り と 連

携 し た 酒蔵や資料館 な どの再建があ げ ら れ る 。

灘五郷 の 出 荷 量 の 推 移 は 、 次の と お り 。

(表 5 ) 灘五郷の 出 荷量推移 キ ロ リ ッ ト ル、 ( % )

(灘五郷酒造組合)

フ ァ ッ シ ョ ン 関連 ( ア パ レ ル、 真珠) ア パ レ ル は 、 神戸 フ ァ ッ シ ョ ン ア ソ シ エ ー シ ョ

ン 加盟の34社、 神 戸市 内 の 日 本真珠輸出 組合加盟の77杜の全杜が操業 中 。

洋菓子 一部廃業 し た と こ ろ も あ る が、 神戸 市 内 の 兵庫県洋菓子協会加盟の87杜 は 全社

が操業 中 。

ク リ ス マ ス 用 品 神戸市 内 の 日 本 ク リ ス マ ス 工業協 同組合加盟 (震災前) の 12社で 、 1

社が廃業 し た が、 残 り 全社が操業 中 。 出荷額 は震災前 の 水準 に 回復 し て い る O

粘土五 兵庫県粘土瓦協 同組合連合会加盟の企業数 は 、 218社か ら 192杜 に 減少。 99年の

生産額 は 、 震災後の 瓦の イ メ ー ジ ダ ウ ン の影響や建築様式の変化な ど に よ り 、 94年比で約

60% に 減少 し て い る 。 新 た な 取 り 組み と し て 、 現代建築 に 合 っ た軽量の平板瓦、 太陽電池

374 第七章 @ 産業 ・ 雇用



組み込み瓦、 耐震 ・ 耐風性の あ る 組み合わせ瓦 な ど新製品 の 開発、 ブ ロ ッ ク 製作 な ど新分

野への 進 出 が図 ら れて い る 。

淡路瓦の 生産量の推移 は 、 次の と お り 。

(表 6 ) 淡路瓦の生産量推移

生 産 量

1994年

122 ， 569 
( 100) 

1995年

116 ， 965 
(95 . 4) 

1996年

91 ， 597 
(74 ， 7) 

1997年

84 ， 233 
(68 . 7) 

千枚、 ( % )

(兵庫一県絢器瓦工業組合)

線香 津名郡一宮 町 内 の 兵庫 県線香協 同組合加盟の全企業 (震災前) 15社で操業 中 。 生

産量 も 震 災 前 の 水準 に 回複 し て お り 、 震災の影響 は な い 。

機械金属等下請企業 神戸市機械金属工業会 (407社 中 、 廃業の 1 社 を 除 き 操業再開 ) 、

下請企業組合 (250社 中 、 廃業 1 杜 を 除 き 操業再開) 、 工業団地組合 (237社すべ て操業再開)

加盟の は ほ全企業が操業 を 再開 。 生産能力 も 震災前 の状況 に 酉復 し て い る 。 出 荷額 は 、 97

年 に � a 回復 し た が、 そ の後の景気低迷で98年 に は大 き く 落 ち 込 ん だ。 最 近 は 、 鉱工業生

産指数は上昇傾 向 が続い て い る 。 企業規模 に よ る 復興の格差があ り 、 課題 と し て 、 中小企

業 の 下 請 け専業体制 か ら の 脱却 も 含め 、 新分野への進出 、 新規事業展 開 、 経営革新 に 向 け

た 叡 り 経み な どが求め ら れて い る 。

機械金属 な どの 生産量推 移 は 、 次の と お り O

(表 7 ) 機械金属 な ど の 出荷額推移 (神戸 ・ 阪神 - 淡路地域)

製造品社11苛額

〔商業〕

1994年

39 . 1 13 
( 100) 

1995年

37 ， 764 
(96 . 6) 

1996年

38 ， 233 
(97 . 7) 

1997年

41 ， 549 
(106 . 2) 

i意円、 ( % )  

1998年

39 ， 05 1  
(99 . 8) 

(兵燈の工業)

大型小売j苫 百貨屈 は 、 震災前か ら の現存各庖 と も 一部 を 絵 き 全館営業 を 再開 。 96年 4

月 か ら 神戸西武の撤退あ と に 「神戸ハ ー パ ー サ ー カ ス 」 が出)吾 、 営業 を 始 め た 。 ス ー パ ー

は 、 屈舗数が増 え て お り 、 販売額 は お お む ね震災前の水準 を 上 回 っ て い る O 神戸市内 の 大

型小売屈 の 販売額 は 、 一時は震災前の水準近 く に 回復 し た が、 消費 マ イ ン ド の 冷 え 込み な

どで、 97年 秋 口 以 降、 低調 な 状況が続い て い る 。

商店街 ・ 小売市場 仮設詰舗 を 含め た )苫舗数 は 、 低迷す る 景気 の 影響 も あ っ て 、 99年 5

月 現在、 被災地域全体で震災前の約 9 割 の状況 に あ る 。 売上高 は 、 99年10月 調査で 「増加」

が4 . 7% 、 「 ほ ぼ同 じ J が10 . 8% 、 「減少J が83 . 4 % と な っ て い る O 市街地 再 開発や 区 画 整

理 に 時 間 を 要 し た こ と や 人 口 回復 の 遅れ も あ っ て 、 一部 に 本格再建の遅れがみ ら れ る O 再
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関 し た と こ ろ も 景気低迷の 影響 も あ っ て売 ヒ額の 落 ち 込みが続い て い る 。 活性化推進の た

め 「地域通貨」 の 発行や高齢者 の 買 い物援助 な ど新 し い サ ー ビ ス 提供、 空 き !吉舗対策、 ま

ち づ く り と 一体 と な っ た 活性化対策、 セ ル フ 方式の導入、 ア ー ケ ー ド の 設置 な ど に ぎ わ い

の創 出 に 努 め て い る 。

ホ テ ル ・ 旅舘 ・ 観光業 観光施設 に つ い て は震災前 か ら あ っ た 施設 は ほ と ん ど営業 を 再

開 し て お り 、 新 た に 舞子海上 プ ロ ム ナ ー ド 、 野 島 断層 保存館 な どが相次 い で、 営 業 を 始 め た 。

宿泊施設 は ほ と ん どの と こ ろ が営業 を 再 開 。 新 た な ホ テ ル の 開業 も あ っ て 客 室 数 な ど震災

前 の 水準 に戻 っ た が、 客室稼働率 は お お む ね震災前 を 下 司 っ て い る 。

ホ テ ル の 客室稼働率 は 、 次の と お り 。

(表 8 ) ホ テ ルの客室稼働率の推移(神戸市内 ・ 神戸 市誠べ) % (増減比 は % ポ イ ン ト )

! ビジネスホテル

総 平 均

例年治j成比

稼 働 率

94年増減比

61 . 2  I 61 . 3  I 59 . 5  

ム3 . 7 I ム 1 . 8 I ム1 . 7 I ム3 . 5

76 . 4  I 72 . 8  I 66 . 9  I 65 . 5  

ム1 . 5 I + 1 . 8  I ム1 . 8 I ム7 . 7 ム9 . 1

観光 は 、 99年度の被災地域観光入込客数が93年比 で 106 . 4 % の 水準 と な っ た 。 前年が明

石 海峡大橋 の 開 通 で過去最高 と な り 、 こ れ に 比べ る と 7 . 9 % の 減少 と な っ て い る が、 傾 向

と し て 入込客数は順調 に 回復 し て い る 。 2000年度 は淡路花捧 「 ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 2000J の

効果が期待 さ れて い る 。

〈参考文献 〉
「阪神 ・ 淡路地域 に お け る 産業復興の実態 に 関す る ア ン ケ ー ト 謝交結果J (99年10Jl 誠査) 阪神 ・ 淡路産業

復興推進機構 2000年 l Jj
「兵庫県 内被災地域に お け る 産業の復旧 ・ 復興状況等 に つ い て J 兵庫県産業労働部 2000'fê10 月 16 R 
「産業復興 房用就労対 策 に つ い て J 震災復興特別委員 会資料 兵l'ド県産業労働部 2000イド 9 月 四 日
「 政府 の阪神 ・ 淡路復興対策本部 ・ 第1 1 回会合の結果 に つ い て」 記者発衣資料 2000年 2 月 22 円

376 第 七草 @ 産業 雇 用



い三部 神戸器
1 . 抵迷す る ト ラ ン シ ッ ブ貨物

神戸 の ポ ー ト ア イ ラ ン ド ( 1 期) は 1966年 に 着工、 81年 に完成 し た 。 こ の 問 、 順次稼働

し て い っ た 12の コ ン テ ナ パ ー ス 、 コ ン テ ナ タ ー ミ ナ ル が原動力 と な り 、 神 戸 港 は 世界有数

の コ ン テ ナ 貨物取扱港 と し て躍進 を 遂げた 。

以来、 20年 の 歳 月 が経 ち 、 こ れ ら コ ン テ ナパ ー ス 、 タ ー ミ ナ ル の う ち 、 内外の船会社が

借 り 受 け る 「船社専用借 り 受 け方式J が続い て い る の は 4 分の l に 当 た る 3 カ 所 だ け 。 そ

の他 は遊休化 し た り 、 公共パー ス に転用 さ れて い る O

ポ ー ト ア イ ラ ン ド の こ う し た ボー ト 機能 の 陳腐化、 空洞化が進 む 一 方 、 韓 国 ・ 釜 山 港や

令湾 ・ 高 雄港 な ど東南 ア ジ ア 各港 の 追 い 上 げか ら 、 神戸港の コ ン テ ナ貨 物 の 主役だ っ た外

貿 ト ラ ン シ ッ プ (積み帯え ) 貨物の取 り 扱い が激減 し た 。

75年時点 で 、 神戸港 は ニ ュ ー ヨ ー ク 、 ロ ッ テ ル ダ ム に次 ぐ 世界第 3 位の コ ン テ ナ港 だ っ

た が、 80年 に は香港、 85年 に 高雄、 90年 に シ ン ガポ ー ル 、 91年 に は釜 山 の 各港 に抜かれ、

震災前 の例年 に は 6 位 に 後退 し て い た 。

震 災で壊滅的 な 被害 を 受 け た 神戸港の港湾施設 は 、 2 年 の 簡 に 5 ， 000億 円 の 巨 費 が投 じ

ら れ、 奇跡的 な 完全復旧 を 成 し 遂 げた 。 こ の 龍 、 貿 易 貨物 は 国 の 内外の港 に シ フ ト さ れ、

そ れ を 京 り 戻す た め に さ ま ざ ま な 対策が と ら れて い る が、 神戸港の港勢は i日 に 戻 っ て い な

い 。 99年 の 外貿 貨物 の 取 り 扱い は 輸 出 入 合 わせ て 3 ， 886万 t 、 震災前 の94 年 に よヒベ70 ， 4 %

の水準 に 落 ち 込ん で い る 。 外貿 コ ン テ ナ個 数 (20 フ ィ ー ト コ ン テ ナ換算 ・ 実入) で み て も

99年167万5 ， 237桐 で 、 94年比72 ， 5 % と い う 実状だ。

中 で も 、 ト ラ ン シ ッ プ貨物の激減 は 、 コ ン テ ナ貨物 の 回復 を 妨げる 要 因 と な っ て い る 0

99年の外貿貨物 は総量で震災前 の 約 7 割 だが、 同 じ 年 の コ ン テ ナ貨物の う ち の ト ラ ン シ ッ

プ貨物 は 286万9 ， 000 t で94年比49 . 4 % 、 半分 に 満 たず、 な お低迷状態が続い て い る 。 (表 9 ) 

2 . 中継機能改善の兆 し
神戸港 の 港勢 回 復 に は 依然厳 し い 状況が続い て い る が、 一方で、 明 る い兆 し がみ ら れ る 0

99年の安l宵 を も う 少 し見 て み よ う 。 統計数字でみ る 神戸港の港勢 は 、 外貿貨物の取扱量で

99年 に は3 ， 885万6 ， 000 t で前年 よ り 0 . 31 % 減 っ て い る が、 外貿 コ ン テ ナ 貨物量 で は 、 2 ， 943

万8 ， 000 t 、 前年 に 比べ2 . 6 % 増 と 震 災後初 め て前年 を 上 回 り ( そ の 前 は 2 年 連続 し て 減少) 、

ま た 、 マ ザー ポ ー ト と し て の 基準 数値で あ る 外貿 コ ン テ ナ の ト ラ ン シ ッ ブ貨物量が286万

9 ， 000 t 、 同 10 . 2 % 増 と 2 年連続 し て の 増加 と な る な ど、 神戸港の 中 継機能改善 の 兆 し が

見 ら れ る 。 (表 9 ) 

と こ ろ が、 全体 と し て は 総入港隻数が 4 万4 ， 075隻 (前年比79 . 8% ) と を 下 呂 り 、
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(表 9 ) 神戸港外貿貨物取扱量 ( ト ン )

1995年

1996年

29 ， 380 ， 481 21 ， 130 ， 337 

蚕…
41 ， 910 ， 796 30 ， 263 ， 868 

2 ， 470 ， 160 

3 ， 818 ， 817 

2 ， 534 ， 732 

ト ラ ン シ ッ プ貨物量は 翰人サ イ ドの数字
神戸港大観か ら 作成

(表10) 神戸港入港船舶数

タト 航 船
年 月

隻数 総 ト ン 数

10 ， 836 16 ， 485 

70 ， 184 17 ， 326 6 ， 833 

81 ， 663 27 ， 392 8 ， 880 

82 ， 698 29 ， 013 8 ， 874 

55 ， 226 22 ， 663 8 ， 385 

44 ， 075 19 ， 765 8 司 169

(79 . 8) (87 . 2) (97 . 4) (99 . 6 )  

3 ， 430 1 ， 507 620 1 ， 090 

676 

7 月 698 

8 月

9JcJ 
10月 3 ， 777 

1 1 月 3 ， 754 

1 2月 3 ， 797 

(隻 ・ 万 ト ン ・ % )

(76 . 7) (65 . 4) 

2 ， 810 417 

399 

498 

403 

440 

神戸港大観か ら作成 (総 ト ン 数は万以下 4 捨 5 入)
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取扱貨物総量 も 前年 の 1 億 t を 割 っ て 、 約 8 ， 300万 t に lt. ま っ た 。 98年 4 月 の 明石 海峡大

橋 の 開 通 に 伴 う フ ェ リ ー ボー ト の撤退、 j戚便が大 き く 響い て い る 。

項 目 別 の数舗 は次の と お り 。

入港船舶 外航 ・ 内抗合 わ せ て 4 万4 ， 075隻で前年の79 . 8 % 、 総 ト ン 数 で l 億9 ， 765万総

ト ン 、 同87 . 2% と な っ た 。 内訳 は 、 外航船が8 ， 169隻 (前年比97 . 4 % ) 、 総 ト ン 数は 1 億4 ， 410

万総 ト ン ( 同99 . 6 % ) と ほ ぼ前年並み。 航路別 で み る と 、 中 国航路が1 ， 761 隻 ( 同104 . 9% )

で、 前年 を 上回 り 引 き 続 き l 位 を 占 め た 。 そ の他、 北米西岸 (北地区) 航路442隻 ( I司120 . 8% ) 、

イ ン ド ネ シ ア 航路328隻 ( 同 124 . 7% ) が好調 な 伸 び を みせ て い る 。 一方、 内 航船 は フ ェ リ ー

の 減少 に よ り 3 万5 ， 906隻 ( 河76 . 7 % ) 、 総 ト ン 数5 ， 355万総 ト ン ( 向 65 . 4 % ) と 前年 を 下 回 っ

た 。 (表10)

取扱賞物量 外貿貨物が3 ， 886万 t (前年比99 . 7% ) 、 内 貿 貨物4 ， 392万 t (問71 . 9 % ) 0

全体で は 8 ， 278万 t ( 同 82 . 7 % ) で、依然; “ 8 割" の 域 を 出 て い な い。 国 内 で も 景気の低迷

や フ ェ リ ー の廃業が響 い た 。 (表1])

(表11 ) 神 戸港取扱貨物量 (万 ト ン %) 

外 資 貨 物
計 j 輸 出 ! 輸 入

I;/;J 貿 貨
移 出 | 移

1994年
51f 

1996年
19971ド
1998年

13 ， 552 
1 4 ， 777 
10 ， 005 

1999年 8 ， 278
(前年比) ! (82 . 7) 

i瓦 1 一一 +
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6 月
7 月
8 月
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Efノ1
 
1

 12fl 

山一町一間一側一日一縦一例一似
可
686 
749 

310 
345 
358 
309 
312 
318 
312 
322 
324 
327 
357 

141 
152 
164 
134 
148 
1 53 
140 
152 
145 
142 

169 
192 
195 
175 
163 
165 
172 
170 
179 
185 
200 

361 
420 
367 
334 
360 
368 
363 一一一一一→
342 
370 
360 
392 

地一山一郎…山一四一山

問一則一川

示寸
3 ， 521 
2 ， 5 13 

(71 . 4) 
209 
213 
249 
208 

神戸港大鋭か ら 作成 (万 ト ン 以下 4 捨 5 入)

第 七章 @ 産業 雇用 379 



(表12) 輸出貨物の年次
推移 (万 ト ン ) 3，000 

()J子/)

2，500 

2，000 

1 ，500 

1 ，000 

500 

0 

( 1立1 1 ) 輸出貨物の年次推移

1 990年 91 92 93 94 95 96 97 98 99 

輸出貨物量の 年次推移 を み る と 、 震災前 の 94年 に 2 ， 586万 t だ っ た の が 5 年 経 っ た99年

に 1 ， 753万 t と 例年対比で67 . 8% と 向 復 に は 依然厳 し い状況だ。 (表12 ・ 1ZI 1 ) 

3 . コ ン テ ナ取扱量 ラ ン キ ン グ
世 界 の 定期 コ ン テ ナ 船 の 輸送動 向 を み る と 、 コ ン テ ナ の荷動量 は 、 3 句 553万 TEU (20 

フ ィ ー ト コ ン テ ナ換算) で前年 に 比べ 6 % も 増 え て い る 。 航路加 で は ア ジ ア 発着 の 3 航路、

つ ま り ①ア ジ ア と 北米 を 結ぶ北米航路 ② ア ジ ア と 欧州 を 結ぶ 欧州航路 ③ ア ジ ア 域内航

路 の 荷動量が上位 3 位 を 占 め 、 3 航路 の 合計で世界の コ ン テ ヲ 荷動量の65 % を 占 め て い

る 。 こ の割合 は 、 10年前の 1990年 に 50% だ、 っ た の が、 例 年 に 54 % 、 96年 に57 % と 増 え 、 こ

の10年 間 で コ ン テ ナ貿 易 で の ア ジ ア の 地位 が荘 実 に 増 加 し て い る 。

港湾別 の コ ン テ ナ取扱景 を 見 て も 、 90年代 に 入 っ て ア ジ ア の港湾の取扱景 は 著 し く 伸 び

て お り 、 世界全体 の 現扱量 に 占 め る 割合 は 、 46 % に な っ た o 99年の港湾の取扱量 ラ ン キ ン

グで も ア ジ ア の港湾が上位 を 占 め て お り 、 中 で も 7 位の上海 ( 中 国) は 、 最近 5 年 間 で約

3 倍 と 取扱量 の増加が 目 立 っ て い る 。 今後 も 玖扱量 を 大 き く 増 や し て い く こ と が予想 さ れ

る O

東京、 横浜、 神戸 に つ い て み る と 、 東京 は 12 、 13位 と 変わ ら な い が横浜 は95年 に 8 位 だ、 っ

た の が18{立 に 落 ち 、 神戸 に い た っ て は 、 10年前の 5 位 か ら 横浜 と 肩 を 並 べ て 1 8位 と な っ て

い る 。 震災の あ っ た95年 は港湾施設が壊滅的被害 を 受 け ラ ン キ ン グか ら 姿 を 消 し た の は や

む を 得 な い が、 施設が完全 に 旧 に復 し 、 97年 5 月 間 の 内外 に復興宣言 を 行 っ た の ち も 港勢
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(表 1 3) 世界の港湾の コ ン テ ナ取扱量 ラ ン キ ン グ

99年 は 速報位、 f回数 は20 フ ィ ー ト コ ン テ ナ換算、 千 倒未満 4 捨 5 入

を 取 り 戻す に 至 っ て い な い 。 法 1 3)

十 港湾用地への企業進 出 す す む
神戸市 は 震 災後、 船舶 の大型化への対応 と 広 い荷役ス ペ ー ス 確保の た め 、 く し 形突堤 を

て る 再開発整備 を 進 め て い る 。 こ う し たふ頭用地への企業進出 は 本 来 、 港湾運送事

業 の 免 許 な どが必要で、 倉庫業 や 港湾運送卒業 に 限 っ て い た が、 98年 7 月 に他の企業 で も

海上貨物 の 取扱量か、 そ の 額が貨物全体の50 % 以 と に な る 見込み があ れ ば、 進 出 を 認め る

規制緩和 を 打 ち 出 し た 。

「兵産 オ ー ト オ ー ク シ ョ ンJ が決定 そ の 手初 め と し て99年 6 月 、 埋 め 立 て た 再開発地

区 の う ち 、 中 央 区 の新港東ふ頭 に 中 古 車の オ ー ク シ ョ ン 会社が進 出 す る こ と が決 ま っ た 。

規制緩和 の 適用 を 受 け た の は 中 古車販売最大手 の 「ハ ナ テ ン J (本社 ・ 大阪市) グ ル ー

プが出資 し て 設立す る 新会社 「兵庫 オ ー ト オ ー ク シ ョ ン 」 。 中 田 留地方 と の 内 航船 に よ る
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輸送 を 計画 し て お り 、 約 5 万3 ， 000m' の 敷地 に 3 階建 て の オ ー ク シ ョ ン 会場、 4 万8 ， 000m'

の保管場所 を 整備 す る 。

オ ー ク シ ョ ン は週 I 阻 の 開擢 で 、 当 初 は 1 ， 500台 を 出 品 、 将 来 は 西 日 本最 大規模 と な る

3 ， 000台以上 を 日 指 し て い る 。 業者向 け の 中 古車 オ ー ク シ ョ ン 会場 は 近畿で 4 カ 所 目 、 兵

車県下 で は 初 め て O

「 オ ー ト パ ッ ク ス セ ブ‘ン」 が進出 一方、 明 石 海峡大橋 の 開通 で フ ェ リ ー 航路が相次い

で廃止 さ れ、 99年春か ら 廃業 、 遊休地 と な っ て い た神戸市東灘匿の東神戸 フ ェ リ ー ふ 頭跡

地 に 、 「 オ ー ト パ ッ ク ス セ ブ ン 」 が大型 シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル を 開 設す る O 同 市 内 で は マ 1)

ン ピ ア 神 戸 (垂水 区) 、 兵庫 オ ー ト オ ー ク シ ョ ン ( 中 央 亙 ) に 続 く 新 し い 臨 海型商業施設

に な る 。

オ ー ト パ ッ ク ス セ ブ ン で は 、 約301:意円 で 2 階建て の ピ ル 3 棟 と 立体駐車場 を 建設。 商業

施設の複合化で集客力 を 高め る 戦略で、 波打 ち 際 に 設 け る 広場 は 神 戸 市 に代 っ て 同社 が整

備 、 管理す る O

「 ト イ ザ ら ス 」 が物流拠点 さ ら に 、 2000年 l 月 、 世界最大の お も ち ゃ 量販 チ ェ ー ン 「 ト

イ ザ ら ス J ( 日 本 ト イ ザ、 ら ス 士 本社 ・ 神奈川 県 川 崎市) が産耶ふ 頭 に 西 日 本 の 物流拠点 を

設量す る こ と が決 ま っ た。

同 社 の 委託 を 受 け た総合物流業大手の 「 日 新J (本社 ・ 横浜市) が、 神 戸 市 か ら 約 3 万

5 ， 000m' の 敷地 を 借 り 受 け 、 鉄骨 2 階建て 延べ 5 万8 ， 500m' の物流セ ン タ ー を 建設。 2001 年

春操業の予定で、 年 間最大40万 t の持 を 取 り 扱 う O

神戸港内 で 弓土が独専利 用 す る 拠点 と し て は 最大規模の も の で 、 雇用 の 拡大 と と も に 震

災後 に 貿 易 額の 落 ち 込み に 悩 む 同港の活性化 の 追 い 風 に な り そ う だ。

な お 、 神戸市が く し 型ふ頭 を 埋め 立 て て 整舗 し た 再 開発用 地 は 、 麿耶ふ 頭 を 含め 3 ふ頭

で、約23hao 今回 で企業進 出 の決定率 は60% か ら 一気 に75% と な っ た 。

「 日 産」 も 物流挺点 「 日 産 自 動車」 は 2000年 2 月 、 神戸港の ポ ー ト ア イ ラ ン ド ( 中 央

区) に 同杜最大規模 の 関 西地 区 「物流 セ ン タ ー 」 を 建設す る 計画 を 明 ら か に し た 。 関西地

区 に あ る 8 カ 所ほ どの車両輸送 の 中 継拠点 を 1 カ 所 に 集約 し 、 月 に l 万台 を 超 え る 新車 の

配送 を 一元管理す る 。

新セ ン タ ー は 、 3 万5 ， 000 ト ノ級 の 輸送船が接岸可能 な ふ頭 í P C 7 J ( 9 万8 ， 000m') に

建設す る 。 神戸港の利用促進の た め 、 神戸市が外郭団体の 「神戸港埠頭 ( ふ と う ) 公社」

か ら 買 い取 っ た 上 で 、 日 産 に賃貸す る O

日 産の物流拠点 に な る ふ頭 は 、 商船三井が神戸港内 の 別 の コ ン テ ナ ふ頭 に 移 っ た96年か

ら ほ ぼ利 用 さ れて お ら ず、 神戸市 な どが企業の誘致活動 を し て い た 。

食品関連 4 杜 も 進出決定 神戸市 は 2000年 2 月 28 日 、 神戸港 内 の 港湾機能用 地 に 食 品 関

連 4 社 の 進 出 が 決 ま っ た と 発表 し た。

同 市 中 央 区 の新潟東ふ 頭 に は 、 さ つ ま い も の 輸入加工 ・ 販売の 「 日 本食 品 開 発促進J (大

382 第 七寧 @ 産業 ・ 雇用



阪府門真市) と 酒類 の 輸入 ・ 卸売 り の 「 カ ネ キ 酒販J (本社 ・ 神 戸 市 中 央 区 ) が進 出 。 日

本食品 開発促進は鉄骨 2 階建 て の 流通加工場 を 建設 し 、 8 月 か ら 操業 を 見込 ん で い た 。 ま

た 、 カ ネ キ 酒 販 は 、 鉄骨 3 階建て倉庫兼事務所で 12 月 か ら の操業 を 予定 し て い た 。

一方、 同市兵産 区 の 兵庫 ふ 頭 に は 、 運輸業 の 「 イ ナ ガ ワ 運輸事業部J (本社 ・ 神戸市兵

庫 区 ) が鉄骨 l 階建て倉庫 を 建設 し 、 5 月 か ら 操業開始。 岡市束、灘 区 の 六 甲 ア イ ラ ン ド に

は 、 冷凍 ・ 冷蔵倉庫 業 の 「室尾冷凍運輸J (本杜 ・ 広 島県呉市) が鉄骨 2 階建て の 冷温倉

庫 を 建設 し 、 4 月 か ら 操業 を 始め た 。

食品 4 社 の 進 出 で 、 新港東ふ頭、 兵庫ふ頭、 摩耶ふ頭の 3 カ 所の 再開発用 地 に計18社が

誘致 さ れ、 整備ずみ面積の う ち 76 . 3% の処分が決定 し た 。

〈参考 文献 〉
「神戸港大観 1999年港湾統計 」 神戸市港湾主主備局 2000年 7 月
「 臼 本海運の現況J 2000{ド版 運輸省海上交通局 2000年 7 月
「兵1京地域研究J 21号 神戸新聞情報科学研究所 2000iF 8 月 浜菌研吉 r21世紀の神戸港」
「都市政策êJ 98号 神戸都市問題研究所 2000年 1 月 山本信行 「神戸港復興の現状 と 課題J
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長三時一観光
1 . 審の入込数、 }瞬調 に 酪鍍
〔鴫石潜峡大橋の開通効果薄れ る 〕

99年度 の 兵庫 県 下 の 観光地への総入込数 は 、 1 1:意、2 ， 265万 人 で 、 明 石海峡大橋の 開通効

果 に よ り 過去最高 と な っ た 前年度 に 比べ、 448万人 (3 . 5% ) の 減少 と な っ た 。 し か し 、 震

災前の 水準 (93年度 I 億1 ， 296万人) に 比 べ る と 8 . 6 % の増加。 こ れ は前年度 に 引 き 続い て

の プ ラ ス で、 震災後減少 し た 入込数が順調 に 回毎 し て き た と 見受 け ら れ る 。

99年震 の 減少 は 、 と く に 淡路地域が、 開 通 2 年 目 を 迎 え た 明 石海峡大橋の効果が薄 れ た

た め か、 多 く の施設や観光地へ の 入込数が減 り 、 全体の 数字 を 下 げる 結果 と な っ た 。 淡路

地域 を 除 く i県下 6 地域 で は 、 但 馬 が若干減少 し た も の の 、 前年度比103 . 3 % の増加 と な っ

て い る 。

地域別 の 入込数の動 き は次の と お り 。

神戸地域 総数は 2 ， 631 万 人 で前年度比4 . 7% 増 え た が、 明 石海峡大橋開通施設へ の 入込

数 は 減少。 ま た 、 宿泊客数 (全体比27% ) の比率 は 減 っ て お り 、 未 だ、震災前の 水準 に 達 し

て い な い 。 「北野工房 の ま ち 」 や 「マ リ ン ピ ア神戸」 な どの 新規 オ ー プ ン 施設への 来場者

カf増 え て い る 。

叛神地域 入込数は 3 ， 061万人。 海水浴 ・ ヨ ッ ト へ の 入込が女子調 だ、 っ た こ と か ら 前年度

比1 . 1 % の増加。

東播地域 入込数2 ， 001万人、 同0 . 6 % の微増 。

西播地域 入 込 数 は 1 ， 676万 人 で前年度比 1 1 . 9 % の 増 加。 前 年 度 同 様 N H K の大河 ド ラ

マ 「元禄瞭乱」 の 放暁効果が増加要 因 と な っ た 。

丹波地域 入込数401万人で 前年度比1 . 1 % の微増。

f.ê罵地域 入込数993万人 、 前年度比0 . 7 % の減。 夏場天候 に 恵 ま れず、 海水浴客が減 っ

た こ と と 、 冬季 は 1 月 初旬 の 雪不足 と 2 月 中 旬 の 大雪 な どで ス キ ー 客が減 っ た た め 。

淡路地域 入込数 は 1 ， 503万人で前年度 に 比べ34 . 6 % の大幅 な 落 ち 込み に な っ た が、 明

石海峡大橋開通前の97年度 に 比較す る と 約 2 倍の 入 れ込みで “橋効果" と み ら れ る 。

全県の 総入込数 に !な め る 各地域の シ ェ ア は 、 阪神 が24 . 9 % と 最 も 多 く 、 次 い で神戸21 . 4 % 、

東播磨16 . 3 % 、 西播磨13 . 7 % 、 淡路1 2 . 3% 、 但馬8 . 1 % 、 丹波3 . 3 % の)11買。 淡路が前年 の 3

位か ら 5 1立 に ド が っ た 。

被災地域の 10市10町 に 限 っ て み る と 、 入込数 は 7 ， 720万 人で 前年度 に 比べ659万 人、 7 . 9 %

の 減少 と な っ た が、 震災前の 水準 (93年度、 7 ， 256万人) を 上回 っ た 。

日 帰 り ・ 宿泊 別 で は 、 日 帰 り 客が 1 億639万人 で前年震比338万 (3 . 1 % ) の 減少。 宿 泊

も 1 ， 626万人 で 1 10万人 (6 . 4 % ) の 減。
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日 的別 で は 、 ベ ス ト 5 は 社寺参拝 (全体比15 . 4 % ) 、 公園 ・ 遊 菌地 、 ま つ り 、 施設見学、

ゴル フ ・ テ ニ ス の)1由。

2 . 都心の ス ク リ ー ン数、 震災前 を 上岡 る
震災か ら 丸 5 年 、 都心復興の指標 と な る 神戸 ・ 三宮地 区 の 映函館 は 、 99年12月 の 持点で

16舘 を 数 え 、 震災前 の 14館 を 上 回 り 、 ス ク リ ー ン の 数 で は復興 を 果 た し た こ と に な る 。

兵庫県興業協会の調べ に よ る と 、 震災前、 神戸市内 に28館 あ っ た 映画館の ち ょ う ど半数

が三宮地区 に 集 中 し て い た 。 三宮地区 は被災状況 も 激 し く 、 5 館が閉館、 2 館が休館 と な っ

た 。

そ の後、 新設 し た り 仮設 ピ ル で の 再 開 、 被害が少 な か っ た 映画館 を 分割 す る な ど し て次

第 に 回復 し 、 映聞の 楽 し み を復活 さ せ た 。 ハ ー パ ー ラ ン ド の モ ザ イ ク 、 六 甲 ア イ ラ ン ド の

モ ー ピ ッ ク な ど新 し い 映画館街が形づ く ら れ、 99年 4 月 に は 、 “ 三宮 の顔" と さ れ た 「神

戸 国 際会館」 の 中 に 神 戸 国 際松竹が一気 に 4 ス ク リ ー ン を オ ー ブ ン さ せ、 そ の結果、 舘数

で は震災前 を 上 回 っ た 。

た だ問題は 、 館 自 体の 規模が小 さ く な り 、 一つ一つ の座席の幅 も 広 め に な る な ど し て座

席 の 数は震災前 の 5 ， 137席 に 比べ、 2 ， 967席 と 6 割弱 の 回 復 に と ど ま っ て い る 。

三宮地慌 の 映画館 は 、 「三宮阪急、 ピ ル (仮称) J が2001 年 に 着工 を 予定 し 、 テ ヲ ン ト と し

て 映画館が入 る 見通 し で、 他 に も ま だ再建 さ れて い な い ピ ル も あ り 、 こ れか ら も 増加が予

?思 さ nて い る 。

震災後、 問 辺 に 郊外型の シ ネ マ ・ コ ン プ レ ッ ク ス ( シ ネ コ ン ・ 複合型映 画館) が進出 す

る な ど、 興行環境が大 き く 変 わ っ て お り 、 映画館の 数は 増 え て も 観客数の 増 加 、 回 復 に 郎

つ な が る か ど う か、 な お厳 し い状況が続い て い る 。 映画関係者は 「周辺への シ ネ コ ン の進

出 な ど興行環境が変化 し て お り 、 今後の展開 は 、 シ ネ コ ン の進 出 状況 を も に ら み な が ら 検

討 し た い」 と し て お り 、 映両発祥の 地 ・ 神戸 の シ ネ マ の灯が名 実 と も に昔 日 を 凌 ぐ 日 が待

た れて い る 。

3 . 観光復興の歩み
99年度 の 兵庫県下の観光 に 関 す る 動 き 、 イ ベ ン ト の 主 な も の を み て み よ う O

99 ・ 4 ・ 1 98年 4 月 2 日 に 開館 し た 淡路の野 島 断層 保存館 (津名 郡北淡回I小倉) の観光

入込客 数 は 、 3 月 31 日 現在282万6 ， 775人で、 当 初 の 年 間 目 標の 10倍近 く に 達

し た 。

有馬温泉 (神戸市北区) に持望 の 目 玉施設 「太器の湯殿館」 が オ ー プ ン 。 極

楽寺境 内 で、見つ か っ た豊 臣秀吉 の岩ぶ ろ の遺構な ど を 保存展示 し て い る 。

4 淡路島 内 の 15宿泊施設の利 用 客 は 、 98年 4 月 一 99年 2 月 で76万9 ， 000 人。 対

前年同期比で2 . 1 1倍だ っ た。
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99 ・ 4 ・ 16 阪神 ・ 淡路大震災の お り 、 野 島 断層 が敷地 を 横切 り 、 塀がず れ る な ど震災 の

恐 ろ し さ を 実感 で き る 津名 郡北淡町小倉の民家が、 「 メ モ リ ア ルハ ウ ス 」 と

し て 改{与 さ れ、 こ の 日 、 一般公開 さ れた 。 各部屋 と と も に公開 さ れ た 台所で

は 、 倒 れた食器棚や床 に 散 ら ばる 食器の破片 な ど、 震災当 日 の 生 々 し い様子

を 再現 し て い る 。

5 ・ 6 神戸市が ゴー ル デ ン ウ ィ ー ク 中 の市 内 の主要観光 ・ 行楽施設の 利 用 者数 を ま

と め た 。 ト ー タ ル で56万2 ， 61 1 入 、 前年比19 % の増 。 市 は 「震災前 の に ぎ わ

い に ほ ぼ炭 っ た」 と し て い る 。

県 は 、 県内観光の モ デル ル ー ト を 紹介 し たパ ン フ レ ッ ト 「 ひ ょ う ご見 る 知 る

旅」 を 作製。 食、 匠 な ど テ ー マ別 に 10ル ー ト を 設定 し て い る 。

7 ・ 7 r北野工房 の ま ち J の 開館 か ら 1 年 開 の 来館者数約75万 5 ， 000人。 予想、 の 2

倍 を 上 回 っ た 0

8 六 甲 山 観光の復活 を 図 ろ う と 神戸市が 「六 甲 ・ 摩耶活性化研究会J を 発足 さ

せ、 新 た な 魅力 の創 出 へ対策 を 練 る こ と に な っ た 。

10 ・ l 観光商業施設 「 マ リ ン ピ ア 垂水J (神戸市垂水区) オ ー プ ン 。 以 来 1 年、 メ ー

カ ー 直販で ブ ラ ン ド 品 を 安 く 売 る ア ウ ト レ ッ ト 屈 の 人気 と 、 明 石海峡大橋 を

む立地条件が相乗効果 を も た ら せ、 若者 を 中心 に大i波や 中 西 国 な ど遠来 の

客 も 多 い。

12 ・ 1 3 � 26 第 5 田神戸 ル ミ ナ リ エ 開催。 作 品 の テ ー マ は 「 ピ ュ ア な 光 の 下 で、」。 全国有

数規模の イ ベ ン ト に 成 長 し た が、 経費 や 運用 方法 な ど見直 し の声 が出 て い た 。

こ の年 の 来場者数は51 5万7 ， 600人。 な お 、 東京で も 「 日 本 に お け る イ タ リ ア

に ち な ん で 「 ミ レ ナ リ オ」 と 名 を 変 え て24 日 か ら 元 日 ま で、 丸の 内 の オ

フ ィ ス 街で催 さ れ た 。

2000 ・ 1

27 太平洋戦争の 災禍 と 震災 を 乗 り 越 え た神戸市長 田 区 の 「神戸の壁」 が淡路の

津名 町 の 「 し づか ホ ー ル」 わ き に復元、 移設 さ れた 。 震 災後、 地 区 の再開発

事業の た め解体 さ れ る と こ ろ を 同 可か ら の 申 し 出 で、 永 久保存が決 ま っ た 。

被災地の 交通機関 で唯一復旧 し て い な か っ た 六 甲 山系 ・ 摩耶 山 の 「摩耶 ケ ー

プソレj と 「摩部 ロ ー プ ウ ェ ー 」 に つ い て 、 神戸市が運行再開 の 方 向 で検討 を

始め る 。

2 ・ 10 神戸市内 の 道路や広場 を 花 び ら で埋 め る 「 イ ン ブ イ オ ラ ー タ こ う べJ の 関罷

期 間 決 ま る 。 4 月 22 日 か ら 5 月 7 日 ま で、 市 内 6 カ 所で逐次開催。

3 ・ 18 花 と 緑の祭典 ・ 国 際 園 芸 ・ 造園博 「 ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 2000J ( 淡路花博) 閉幕。

会期 9 月 17 日 ま で。

386 第 ヒ章 @ 産業 ・ 雇用



十 神戸 の観光客増 え た が 、 ル ミ ナ リ エ除 け ば震災前の偽%
神戸市 を 訪れ た観光客 は 、 99年 に は2 ， 593万人 に 上 り 、 前 の年 よ り 65万 人 (2 . 6 % ) 増 え

て は い る が、 震災後 に 始 ま り 神戸 の 冬 の 風物詩 と し て定着 し た 「神戸 ル ミ ナ 1) ヱ」 へ の 観

光客 を 除 く と 、 震災前例年の 2 ， 440万人 に 比べ ま だ86 % ど ま り 。

地域別 で み る と 、 岩 留 地 返還100 周 年の イ ベ ン ト が多 く 催 さ れ、 異 人館 街 の 北 野地 区 を

含 む 市街地が前年比 9 %増 の760万人。 異人館の復旧 に 加 え 、 「北野工房 の ま ち J が人気 を

集 め 、 集客力 向 上 に 貢献 し た 。

と く に 「北野工房 の ま ち J は 、 洋菓子や靴な ど神戸 マ イ ス タ ー の技 を体験で き る と こ ろ

で、 観光パス の駐車場 も 設 け ら れ て 、 明 石海峡大橋、 北野の異人館街 な ど と 併せ て 日 帰 り

観光の拠点 と し て 注 目 を 集め た。 来訪者 も 近畿圏か ら 北睦、 東海、 中 国地 方 な ど広が り を

みせた。

周 遊 型 の 観光パス 「 シ テ ィ ー ル ー プJ の 乗 客 数は47万6 ， 000人 と 同 18% の 伸 び。 明 石 海

峡大橋周 辺 を 含 む須磨 ・ 舞子で342万人、 同 6 % 増 と 伸 ぴた 。 大橋 ブー ム は や や 薄 れ た も

の の 、 垂水区 の マ リ ン ピ ア 神戸 に 、 衣類 メ ー カ ー な どが旧 モ デル な ど を 安 く 売 る 「 ア ウ ト

レ ッ ト モ ー ル」 がオ ー プ ン (10月 ) し た こ と な どで前年 に 続 い て 大幅 な 伸 び を 記録 し た 。

一方、 前年 に 好調 だ っ た大橋 ク ル ー ズ の乗客が減 っ た こ と で神戸港闇辺が 3 % 減 っ て260

万人。 明石架橋の橋げた の 中 に あ る 「艶 子海上 プ ロ ム ナ ー ドJ は 、 橋が開 通 し た98年 は70

万9 ， 000人が訪 れ た の が38万6 ， 000 人 に 減 っ て お り 、 “橋効果" が長続 き し な か っ た こ と を

浮 き 彫 り に し て い る 。

北 区 の 「 フ ル ー ツ フ ラ ワ ー パ ー ク 」 が前年 よ り 9 万人 減 っ て80万人、 西 区 の 農業公園が

6 万人 減 っ て 30万人 と 低迷 し 、 西北神地区 は 2 % 減の 108万人 と な っ た 。 有 馬 周 辺 は 133万

人 で 2 % 減 っ た 。

主要33施設の 入場者数 は 、 特別展が好調 だ っ た市立博物館が100万人 (前年比16万2 ， 000

人増) 、 北野工房 の ま ち が78万4 ， 000人 ( 同41万5 ， 000 人増) で大 き な 伸 び を みせ た が 3 分

の 2 の 施設で前年 を 下 回 っ た 。

な お 、 観光地域別 の 例 年 と の 比 較 は 、 市街地111 % 、 須磨 ・ 舞子99% 、 神戸港71 % 、 六

甲 有馬70 % 、 西北神75 % で、 市街地 の み増 え 、 須磨 ・ 舞尚子がほ ぼ回復 し て い る が他 は 依然

と し て散 し い状況 に お かれ て い る 。

5 . 六甲 山観光の活性化関 る
神戸市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災後、 観光客の 入込数の 回復が遅れて い る 六 甲 山観光の復活

を 図 る た め 、 99年 8 月 、 「六 甲 摩耶活性化研究会」 を 発足 さ せ た 。 地元住民 や 学識者、 民

間企業な ど さ ま ざ ま な 分野 か ら 意 見 を 集約 し 、 新 た な魅力 の創 出 に つ な ご う と い う 狙い で 、

従来の 観光 開 発 よ り も 、 “豊か な 自 然、 を 守 り 、 生 か す " と い う 視点 か ら 活性化策 を 探 ろ う

と い う 趣 旨 だ っ た 。
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神戸 市の98年 の 観光客 の入込数 は 、 前年比 8 % 増 の2 ， 036万人。 全体 と し て は ま ず順調

に 回復 し て き て い る が、 六 甲 ・ 摩耶地 区 に 関 し て は 、 震災前 の 94年が732万 人 だ っ た の に

対 し 、 98年 は497万人 に 止 ま っ て い る 。 六 甲 山 牧場や 森林植物 菌 な ど山 の 自 然 を 生か し た

観光施設の 入場者数 も 、 依然 と し て 震災前 に戻 っ て い な い 。 そ の た め 、 神 戸 市 は 、 98年度

か ら ワ ー キ ン グ グ ル ー プ を つ く っ て 六 甲 山観光の復興 に 向 け た 課題 を 検討 し て い た 。

研究会 は 、 観光学や緑地保全 を 専 門 と す る 学識者、 登 山愛好家 グ ル ー プの代表、 そ れ に

阪神電鉄 な どの民間企業 と 神戸市でつ く る 「 六 甲壁耶観光推進協議会」 な どで構成。 当 面、

震災後、 休止 し て い る 摩耶 ケ ー ブル 、 ま や ロ ー プ ウ ェ ー な ど交通手段の今後 の 見通 し ゃ 何

年 5 月 に 閉鎖 し た 旧 国民宿舎 「摩耶 ロ ッ ジ」 の 再 開 に 向 け て の方策 な ど を 話 し 合 う こ と

に し て い た。

神戸市 で は 、 観光 と 自 然保護の双方 の 観点 を 踏 ま え 、 「 国 立公園 と し て の位 置付 け と の

調和 を 図 り な が ら 具体的 な 活性化策 を 考 え た し り と し て い る 。

j 摩耶 ケ ー ブル 、 2001 年春再開ヘ
神戸市灘区箕陪通、 摩耶 ケ ー ブ ル下駅。 こ こ だ け が、 5 年前 の震災時か ら 時が止 ま っ た

ま ま の よ う だ っ た 。

最盛期 に は55万人 (55年) の利用 者 を 数 え た摩耶 ケ ー ブル は 、 レ ジ ャ ー の 多様化や マ イ

カ ー の 普 及 な どで、 震災前の94年 に は 13万人 に ま で 落 ち 込 ん だ 。 そ れで も 、 中 腹 で ロ ー プ

ウ ェ ー に乗 り 換 え 、 山 上 ま で行 く と ダ イ ナ ミ ッ ク な 跳望が開 け る こ と か ら 観光客や市民 に

根強い 人気があ っ た 。

5 年前 の 震災 で壊滅的 な 被害 に遭 い 、 ケ ー ブル 、 ロ ー プ ウ ェ ー と も に 運転 を 休 ん で い た 。

そ れ以前の 累 積赤字 も 大 き く 響い た 。

こ う し た 中 、 地元の住民 ら でつ く る 「摩耶 山 を 守 ろ う 会」 な ど灘 区 内 の22団体は、 運休

と な っ て い る 摩耶 ケ ー ブル と ロ ー プ ウ ェ ー の 再 開 を 求め 、 2000年初頭、 約3 ， 300人の 署名

を 添 え 、 要主主書? を 接山 幸俊神戸市長 な ど に提出 し た 。

要望書 は 、 車 耳目 山 は神戸観光の 目 玉で あ り 、 運休で子供 た ち を は じ め市民が 自 然 に 親 し

む機会が失 わ れ て い る と 述べ、 地元や神戸観光の 活性化の た め 、 ケ ー ブル 、 ロ ー プ ウ ェ ー

の復旧 が必要 と 訴 え て い る 。

こ れ よ り 先、 六 甲車耶活性化研究会は 、 車 耶 ケ ー ブル と ロ ー プ ウ ェ ー の復 拐 を 柱 と す る

六 甲 山 の集客増加策 に つ い て 報告書 を 同市長 に 提 出 。 来訪者が低迷す る 六 甲 山 の 中 で も 、

摩耳目 地 区 の 落 ち 込 み が激 し い こ と か ら 「利用 し や す い公共の ア ク セ ス が必要」 と 指摘 し て

い た。

神戸市 は 、 こ う し た 要望や報告 を 受 け て ケ ー ブル を 運営 し て い た 六 甲 摩耶鉄道 と 復 旧 に

向 け た検討 を すす め た結果、 神戸市が同 ケ ー ブル を 向社か ら 譲 り 受 け 、 2001年春の再開へ

乗 り 出 す方針 を 決 め た 。
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ケ ー ブ ル の 整備 ・ 運営 は 、 同様に 運休が続い て い る ロ ー プ ウ ェ ー を 経営す る 神戸市都市

整備公社が一体的 に行 う 。 神戸市 は ケ ー ブル復 旧 に必要 な 4 億円 を 2000 年 の 当 初予算案 に

計上。 公社 に 貸 し付 け る 計画 で 、 ロ ー プ ウ ェ ー の復 旧 費 2 億 円 は公社が 自 前 で、調達す る こ

と に な っ た 。

ケ ー ブル は 、 阪神電鉄系 の 六 甲摩耶鉄道が経営 し て い た が、 「 自 力 で再建す る 余力 が な い 。

だが、 い つ ま で も 放 っ て 置 け な い」 と 神戸市へ の 無償譲渡 を 申 し 入 れ て い た 。

六 甲 山 の活性化 は神 戸 の 大 き な 課題だが、 厳 し い財政事情 の 中 で、 な か な か前へ進 ま な

か っ た 。 予算編成 の過程 で も 激 し い議論が交わ さ れた 。 再 開 に は採算上 の 問題が残 る が、

廃止す る と 衰退傾向 に あ る 六 甲 山系 の に ぎ わ い が ま す ま す低下す る と し て 、 再開へ の 道 を

選ぶ こ と に な っ た 。

な お 、 摩 耶 ケ ー ブル は 、 1925年 (大正日年) に 開業。 山 ろ く と 中 腹 の 間 965 m を 結ぶ。

太平洋戦争 中 1 1 年 間 の 運休 を は さ ん で55年 ( 昭和30年) 再開。 ロ ー プ ウ ェ ー は 中腹か ら 山

上 ま で、857 m を 結 ん で い た 。 い ず れ も 震災の被害が大 き く 運休 し て い た 。

7 . 淡賂花博 「 ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 2000J 開幕
「人 と 自 然の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン J を テ ー マ に 、 淡路花博 「 ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 2000J が

3 月 18 日 、 大阪湾 を 望 む兵庫県津名 郡淡路、 東 浦 河 町 の 国営公園予定 地 な と々96ha を 舞台

に 閉幕 し た 。 90年 に 開 か れ た 大販花博 に 次い で 国 内 2 例 目 の 国 際 園 芸 家 協 会 (AIPH) 承

認の 国際圏芸 ・ 造園博覧会で あ る 。

メ ー ン 会場 と な っ た 淡路夢舞台 (東浦町) 一帯 は 、 関西国際空港 な ど の 埋 め 立 て の た め

に 土砂 を 採取 し た 跡 地 で 、 標高160 m ほ ど の 里 LL! が削 り 取 ら れ、 岩脱がむ き 出 し に な っ て

い た 。

数年前 か ら 兵庫 県 な ど の 手で緑の毎元が姑 め ら れ、 会場 に は樹木45万本が植 え ら れた の

を は じ め 、 1 ， 700種150万本の 草花が咲 き 誇 る 庭園 やパ ピ リ オ ン が展 開 し 、 5 年前 の 阪神 ・

淡路大震災か ら の復興 を ア ピ ー ル し た。

開 会 を 前 に し た 17 日 、 開 幕記念祝賀 式典が行 わ れ、 政府関係者 や 国会議 員 、 AIPH 関係

者、 各 国 大寵 ら 530人が出席。 I韓接す る ホ テ ル の 第 2 会場 に も 関係者570人 が顔 を そ ろ え た 。

貝 原俊民 ・ 兵庫県知事 は 、 歓迎あ い さ つ で 「大震災か ら 5 年 が経過 し 、 復興の あ か し と し

て花博 を 聞 く こ と は感無量だ。 土取 り 跡地 を 縁化 し た会場 で 、 米場者の み な さ ん に花 を 愛

( め ) で 、 緑 と 対話 し て 、 自 然 と の かか わ り を 見 詰め直 し て い た だ け る と 信 じ る 」 と 述べた。

な お 、 「 ジ ャ パ ン フ ロ ー ラ 2000 日 本委 員 会」 な ど主催者 は 、 9 月 17 日 ま で の 会期 中 に500

万 人 の 来場 を 見込 ん で い た (終了後の集計 は 予想 を 大 き く 上回 り 約695万 人だ っ た ) 。

〈参考文献〉
'99年度観光客動態調査報告書」 兵庫県産業'J;働部商 工労働局観光交流課
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i 第四節 商業

1 . 多 く の 障害 を 乗 り 越 え て
íllJ を 歩 い て い る と ス ー パ ー や コ ン ビ ニ の屈が柑 い次いで、 日 に は い る 。 だが、 一方で、 、 大

正末期 あ る い は 昭和 初期 に 開設 さ れ “庶民 の 台所" と し て 長年 に わ た っ て 地域社会の 暮 ら

し を 支 え 、 “地域の核" で も あ っ た小売 市場が、 震 災 の 災禍 に も め げず た く ま し く 生 き 残

り を 図 っ て い る O

仮神 ・ 淡路大震災 は あ ら ゆ る 産業 に被害 を も た ら せ た が、 小売市場の被害 は と り わ け 甚

大 だ っ た 。 老朽化 し た 木造建築が多 か っ た た め だ。 建物 の 問題 だ け で な く 、 小売市場 に と っ

て震災の前か ら 、 自 主 の高齢化、 後継者不足、 大型席や コ ン ピ ニ と の競合な ど多 く の 問題

を 抱 え て い た 。 そ の矢先、 震災 に 見舞 わ れ、 お 客 で あ る 周 辺 人 口 の 減少、 そ れ に伴 う 売上

高の激減、 自舗再建への先行 き の不透明感、 追 い 討 ち を か け る よ う に 消費景気の低迷 と ま

さ に踏 ん だ り 蹴 っ た り の状態 だ っ た 。

震災が こ う し た 問題の解決 を 一気 に 迫 っ た 格好 に な っ た 。 5 年 を 経過 し 、 共 同庖舗の 再

建、 対面販売か ら ス ー パ 一 方式の導入 な ど、 小売市場の復!日 ・ 復興がすす め ら れ て い る が、

半面、 再建の見通 し が立 た ず 、 姿 を 消 し た市場 も 多 い 。

神戸新聞情報科学研:究所で は 、 神戸市 内 で も 被害の大 き か っ た東i難区か ら 須磨 区 に 至 る

市 内 6 区 (東灘、 灘、 中央、 兵庫、 長 旧 、 須磨) の小売市場 に つ い て 、 99年10月 か ら 12 月

に か け て被災の状況や復旧 ・ 復興ぶ り を調べ て い る 。

調査の対象は、 リ ス ト ア ッ プ さ れた82市場の う ち調査不能の 7 市場 (庖舗な し 6 、 閉鎖 1 )

を 除い て 、 l 屈で も 存続 し調査可能 な71市場 と な っ て い る O 以 ド、 主 な と こ ろ を ひ ろ っ てみ る 。

〔過半数の市場が全壊〕

小売市場 の 開設持期 は 、 84 % の市場が昭和20年代 ま で に 開設 さ れ て お り 、 大半の建物の

(表14) 神戸市内
71小売市場の被害状況

全壊 (全焼)

全壊 ・ 半壊

全壊 ・ 半壊 ・ …一部損壊

全壊 ・ 一部恒壊

、jζ i衷
半壊 ・ 一部損壊

一部損壊

特徴
被害な し

ズ口》、
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35 

7 

3 

8 

2 
12 
2 

71  

老朽化が進 ん で い た 。 そ れだ け に震災の被害 は 大 き く 、 6

区 の小売市場の全損率は45 . 4 % に 上 っ て い る 。 区 別 で は 長

田 氏 が77 % と 最 も 大 き な 被害 を 受 け て お り 、 次 い で 灘 区

70% 、 東灘区50 % 、 兵庫 区29% 、 須磨区 1 6 % 、 中 央区13 %

と な っ て い る 。 (詳細 l土木誌第 3 巻第 5 節 ・ 商業、 433) 参照)

今 回 の調査で は 、 個 別 の 庖舗 ご と の被害で な く 、 市場全

体の被害割合 を 調べ て い る 。 そ の結果、 被害の大 き い )Im に

「全壊 (全焼) J が35市場 (46 % ) 、 「全壊 ・ 半壊j が 7 市場、

「全壊 ・ 半壊 ・ 一部損壊J が 3 市場 な ど と な っ た 。 全体の

94 % に 当 た る 68市場が 「一部損壊以上」 の被害 を 受 け、 「軽

微J ，.被害 な は 合 わ せ て わずか 3 市場 だ け だ、 っ た。 (表14)



( 71 市場の う ち24市場が解散〕

被害 を 受 け た小売市場 で 、 地域の再開発事業 と 連帯 し て 本格庖舗 の 再建 の た め 市場組織

を 解散 し 、 新 し く 再 開発組合 な ど を 設 け た前 向 き の 解散が 6 市場。 再建 を 断念 し た り 、 営

業 を 再開 し た も の の百舗数の激減で組織が維持で き な く な り 解散 し た の が17市場 と な っ て

い る 。 さ き に ふ れた自舗 な し な ど調査不能 の 7 市場 は解散 と い う よ り も 自 然消滅 と も 言 え 、

こ れ を 合 わ せ る と 24 市場が (震災 に よ り ) や む な く 解散せ ざる を 得 な か っ た こ と に な る O

解散 し た24市場 を 区別 に み る と 東灘 9 、 、離 5 、 長 田 4 、 兵庫 4 、 須!窓 2 と な っ て お り 、 中

央 区 で は ゼ ロ で あ る 。 小売市場 は 立地条件 に よ り 駅前型、 高!左衛な ど と の 隣接型、 住宅地

市 場 名

(表15 ) 神戸市内 6 区の小売市場の営業広舗数

(東灘区)
新 甲 南市場 (食彩舘)
セ ルパ (元 ・ 森市場)
御 影市場
阪急岡本市場
青木火市場
本 山市場
大手筋市場
阪神魚崎市場
保久良市場
小路市場
野寄中央市場
往 古 sc
I采rT SC 
甲 南市場
ミ手fJ 市iiき

求女 市場
干中東市場
新魚崎市場

合 計

再 開 率
(灘区)

譲住中央市場
畑原市場
東畑原市場
将軍市場
宮前市場
高 ;J5J 市場
大石市場
パ ニ エ (元 ・ 八橋市場)
地蔵市場
治l譲住市場
和 田市場
灘公設市場
岩尾市場

底舗数
十

市 場 名 一瓦詰吉一
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
)
;ノ一
/O

つd
oO
ウj
1i
1よ
ρ0
4ム
QU
ハリ
ハリ
ヴj
ウi
QU
1i
qv
ハU
QO
にO一
00一
Gア

4
6
5
1
4
1
1

1i
2
1
i
4
3
2
1i

一
4→
1

/L
f\/J\/(\
/{\/{\/{\
/\/{\
/(\/{\
/L
J\/(\
/{\
/\/t\/J\一
44-


つμ
ウi
AUi
--
ロυ
od
ハU
つム
つJ
qJ
八り
つμ
ウj
ρO
ウi
ゥi
1ょ
っμ一/{\一
qu

li
ρb
にひ
1i
1i

1i

'i
1i

…
00一
円υ
っ、υつμ

63 (72) 
50 (56) 
24 (57) 
9 ( 12) 

30 (32) 
II ( 13) 
17 (36 ) 
4 (38 ) 
5 (18) 
o (  7) 
0 (17) 
o( 7) 
2 (14 ) 

合 計 I 215 (379 ) 
再 開 本 56 . 7%

(中央区)
三宮市場
宇治J I I公設市場
( ジ ョ イ エ ー ル寸:治 J I I )
三角 マ ー ケ ッ ト
二宮市場
毎 日 市場
大安手市 場
橋市場
宇治J I I セ ン タ ー 市場

合 計

再 開 率
(兵庫区)

丸神 市場
稲荷市場親陵会
稲荷市場南栄会
稲荷市場商栄会
御旅セ ン タ ー

( ジ ョ イ エ… ル御旅)
パ ル ク み さ き

(元 ・ 金平市場)
湊JI I 中 央小売市場
湊J 1 11;;j， 河組合

( ミ ナ イ チ)
サ ン ポ ー ト

(冗 ・ 松段、市場)
平野市場
平野市場 ( ひ ら い ち )
御旅市場組合
夢野市場
播政市場
グ リ ー ン モ ー ル
(元 ・ 上沢市場)

30 (31 ) 
9 ( 9) 

1 1  (30) 
43 (47 ) 
20 (35 ) 
98 (99) 
3 (17 ) 

18 (19 ) 
252 (311 ) 

81 . 0%  

42 (44 ) 
14 (38) 
10 (30) 
12 ( J 6 )  
6 (33) 

15 (26 ) 
39 (60) 
70 (75 ) 
7 (12) 

25 (30) 
27 (40) 
8 (1 1 ) 
o (  5 ) 
5 (19 ) 

乙ミhp 仁3
63 . 1  % 開:

( カ ッ コ 内 は震災前)

市 場 名 底舗数

(長阻区)
丸五市場 I 63 (71 ) 
長 田 公設市場 ( 食遊館) I 9 (1 1 ) 
長 田 中央小売市場 I 28 (1 14) 
菅原市場 I 21 (37) 
西京 原市場 5 (21 ) 
丸葉 市場 II (39) 
L1rr'=f市場 I 21 (44 ) 
鷹取市場 3 (23) 
尻池市場 5 ( 1 1 ) 
名 倉 市場 6 (22) 
日 の 出 市場 2 ( 3) 
松栄市場 o (  8) 

よ込口 179 (416 ) 
再 開 率 I 43 . 0% 

(須磨区
月 見 LLJ公設市場 7 (24 ) 
( ジ ョ イ エ ー ル 月 見山)

西須磨公設市場 | お (23)
板宿連合市場南部 I 19 ( 19) 
板宿連合市場東部 I 10 (10) 
板宿連合市場 凶部 I 18 (18) 
板宿連合 市場北部 23 (22) 
板宿公認市場 I 24 (24 ) 
高倉台市場 ; ロ (20)
西須磨市場 1 (13) 
西代市場

合 計

再 開 率

(注) SC は シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー
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に 大別 さ れ る が、 解散 し た 市場の う ち 18市場 ， 72% が住宅地型で、 区 加 で東 灘 区 が 9 市場

と 多 い の と 傾向 を ー に し て い る 。 住宅地型 は概 し て小規模で、集客力 に 乏 し く 、 再建がむ ず

か し か っ た の で は な い か。

(J吉舗再開率は 6 害Ij未満〕

震 災前 お よ び現在の営業庖舗数 を み る と 、 謂査不 能 だ っ た 7 市場 を 含め た 78市場で、 現

在 の営業庖舗数は 1 ， 306)吉。 震災前 の 総営業庖舗数2 ， 195庖か ら 889庖減少 し て い る O こ の

結果、 応舗再開率 は 59 ・ 4% と な り 6 割 に 満 た な い。

再 開 率 は 中 央 区 が81 % で ト ッ プ。 次い で、須磨 区72 % 、 兵庫 区63 % で、 i難区57% 、 東灘区

53 % 、 長 田 区43 % の順。 長 田 区 の 再 開率が低い の は 、 区頭整理、 再 開 発 な ど、 都市計画事

業が進 ま な い こ と や 人 口 の 回復が遅れて い る こ と が大 き な 要 因 と み ら れる 。 (表15 )

な お 、 長 田 区 の 人 口 は 、 震災前 の何年 1 月 が12万9 ， 978入、 99年12月 は 10万7 ， 382人で約

2 万2 ， 600人減。 6 区 の合計で は 、 約 7 万2 ， 300人減 っ て お り 、 神戸市全体で は 148万3 ， 943

人で、 西区、 北 区 の増加分 を 差 し 引 く と 約 3 万6 ， 400人 の 減少 と な っ て い る 。

( 9 市場が共同j苦舗 を 再建〕

小売市場 は 、 同 じ 建物の 中 に 庖舗が密集す る 構造 に な っ て い る た め 、 商屈告 な ど と 違 っ

て個別 で再建で き ず、 庖主全員 の合意が必要 と な る 。 と こ ろ が、 庖舗や用 地 の 所有形態が

さ ま ざ ま で、 庖舗 は 自 己所有であ っ て も 用 地が賃借 り だ、 っ た り 、 向 じ賃借 り で も 庖舗 と 用

地の所有者が巽 な る ケ ー ス な ど、 権利 関係が複雑 に 入 り 組み 、 再建の足かせ と な っ て い る 。

こ う し た 国難 の 中 、 市場施設の 回復状況 を み る と 「一部建 て 直 し ゃ補修」 に よ る 営業 再

開 が最 も 多 く 36 カ 所、 住宅っ き の 「共同出舗 を 建設J し た 市場が 9 カ 所、 「本格居舘建設 中」

が 5 カ 所、 「再建す る が未着工J が 3 カ 所。 ま た 、 仮設席舗 で の営業が 2 カ 所 (席舗建設

中 お よ び未着 工 の 8 市場 を 除 く ) 、 個 屈 で一部再開 の 市場が13 カ 所、 被害が軽微か ほ と ん

ど な く 従来 どお り 営業 し て い る 市場が 3 カ 所 だ っ た 。 (表16) な お 、 共 同出 舗 や 本格庖舗 を

持つ こ と に な っ て い る 市場17 カ 所の う ち 16 カ 所が、 「全 ・ 半壊」 以 上 の被害 を 受 け た 市場

と な っ て い る O

〔 売上高 、 震災前 よ り 減少の市場87% )

(表16) 神戸市内
71 市場施設の再建状況

共1"')底舗 を 再悠j斉み 9 

*格rJ:i舗 を 再建 中 υ 「叩
本格I号線 内 建だが*着 工 3 
一部建て 広 し ゃ補修 36 

仮設)目前で営業 2 

{国応 で 部再開 13 
被安が軽微か皆無

三、仁3 一ゴ 一口
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震災前 に 比べ た 売上高 は 、 71市場の う ち 87 % に 当 た る

62市場が 「減っ た 」 と 答 え 、 「増 え た」 の は 6 市場、 「変

わ ら ず」 が 3 市場 だ け だ っ た 。 「増 え たJ と 答 え た 6 市

場 は い ず れ も 共 同庖舗 を 建 て 、 セ ル フ サ ー ピ ス 方式で、営

業 を 再開 し て い る と こ ろ だ っ た 。

「減っ た J と 答 え た62市場 に 減 っ た 割合 を 開 い た と こ

ろ 、 ' 5 割以上」 が24市場、 ' 4 � 5 割未満」 が16市場、 ' 3

� 4 割未満」 と ' 2 � 3 割未満」 が い ず れ も 10市場、 ， 1 

� 2 割未満」 が 2 市場。 4 割以上減 っ た 市場が約 6 割 と



な っ て い る 。

営業再開 に 漕 ぎつ け た も の の 、 周 辺 人 口 の減少や景気の低迷 な どで経営 に苦 し ん で い る

市場がな お 多 い こ と が明 ら か に な っ た 。

2 . 神戸の百貨屈売上高、 2 年連続前年割れ
99年の 兵産県下の百貨居売上高 は 、 前年の 5 月 か ら の対前年比マ イ ナ ス が続 き 、 10月 に

1 年 7 カ 月 ぶ り に や や持 ち 直 し た も の の 、 年 末 の 1 1 、 1 2 月 に 再 びマ イ ナ ス に な る な ど、 冷

え き っ た消費 マ イ ン ド を 端的 に 表す数字 と な っ た 。

一方、 神戸市 内 の 百貨庖売上高 は 、 2 ， 051 億 円 、 前年比2 . 4 % の減で 2 年 連続で前年実績

を 下 回 っ た 。 震災直前の例年の売上高 に比較す る と 83 . 5% で 、 被災地 の 消費経済は “ 8 割

復興" の ま ま 足踏み を 続 け て い る 。

神戸市内 の 百貨商 は 、 そ ご う 神戸居、 大丸神戸店 の 再建で何年、 97年 と )1!1'î調 に売上 高 を

回 復 し て い た が、 消費不況の影響が全 国 に 広 が っ た 98年 に は 、 前年比2 . 6 % 減 と 震 災後初

め て前年割れ と な っ た 。

99年 も 、 各自 で大規模 な 庖舗 の 変動がな か っ た こ と に加 え 、 長ヲ ! く 消費不況が深刻 な 影

響 を 与 え て い る O 部 門 別 で み る と 、 婦 人瓶が前年比l . 5 % 増 と 堅調 に 推移 し 、 地域振興券

の 影響 で子供報が同7 . 9% 増 と 好調 だ っ た 。 し か し 、 景 気 の 影響 を 受 け や す い 紳士服 は 、

同 7 .4 % 減 と 依迷。 ま た 、 家庭用 品 が同2l . 7 % 減 と 急減 し て お り 、 兵摩県百貨屈協会で は 「 自

227 ム 7 . 1
208 ム 5 . 8
219 ム 3 . 0

ム 2 . 5
ム 4 . 6
ム 6 . 0
ム 3 . 7

0 . 6  
ム 3 . 2
ム 3 . 3

(億円、 % )

17 1  ム 5 . 6 ム12 . 8
154 ム 4 . 6 ム20 . 7
163 ム 2 . 1 ム16 . 7
1 52 ム 1 . 2 ム18 . 3
232 ム 3 . 6 ム22 . 5
134 ム 5 . 3 ムi3 i3 j

l 
136 ム 2 . 0 ム 1 7 .
1 72 3 目 2 ム11 .
1 74 ム 1 . 7 ム13

ム 2 . 1 ム20 .

( 日 本 百貸出協会、 兵庫県 百 貨出 協会)
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宅再建の ピ ー ク が過 ぎ て家定用 品 の 需要が減 っ た 。 家具「付 き の復興住宅や新築 マ ン シ ョ ン

な どが増 え 、 百貨庖で家具 を 買 う 必要がな く な っ た の で は な い かJ と 分析 し て い る 。 (表17)

99年の 兵庫県下百貨庖 の 各 月 の売上動向次の と お り 。

1 月 売上高 は 225億 円 で前年 同 月 比2 . 2% の 減。 新年 の 初 売 り は 、 「福袋」 が前年比 3

割増 と 好調 な 滑 り 出 し だ、 っ た 。 ま た 、 神 戸地 区 で は 、 前半の 寒波 の 影響か ら 冬物

の バー ゲ ン セ ー ル が好調 で、 、 前年 同 月 比0 . 6 % 増 と 2 カ 月 ぶ り に 前 年 実績 を 上 回 っ

た 。

2 月 売上高 は 175億円 で前年 同 月 比6 . 0 % の 減少。 月 の前半は冬物 パ ー ゲ ン 品 を 中心 に

婦 人服が好調 だ っ た が、 中旬，1:)、降の気温が低 く 、 春物衣料 の 出 足が鈍か っ た 。 神

戸市内 の百貨屈 で10 % 還元 セ ー ル を 実施。 宝石、 時計、 輪入品 な どの 高額品 中 心

に 売 り 上 げ を 伸 ば し 、 売 り 出 し期 間 中 の 売上 は 前年比25 % 増 と な っ た 。

3 月 売 上 は 2271.意円 、 前年 同 月 比7 . 1 % の 滅。 前 月 比 で は 29 . 6 % の伸 び と な っ たが、 紳

士服、 家庭用 品 の 落 ち 込み が大 き く 前年同 月 比で は 減少幅が増 え た 。

4 月 売 ヒ は 208億 円 、 前 年 同 月 比5 . 8% の 減少。 地域振興券の配布の効果か マ イ ナ ス 幅

は 3 月 よ り 縮小 し た 。 と く に子供瓶 な ど神戸地 区 で は 同38 . 5 % の 大幅増 と な っ た

が、 家 電 な ど家庭用 品 が前年 同 月 比32 . 4 % と 落 ち 込み が大 き く 、 全体で は前 月 に

引 き 続い て低迷 し て い る 。

5 月 売 上 は 21 91.意 円 、 前 年 同 月 比3 . 0% の 減。 子供服 ・ 用 品 が続い て 好 調 で神戸 で は

28 . 5 % の大幅増。 家庭用 品 は低迷が続い て 伺28 . 5% と 大幅減。 紳士服 も 減少傾向

が止 ま ら ず同8 . 0% の 減 と 依然厳 し い 状況。

6 月 売上202億円 、 前年 同 月 比2 . 5 % 減。 衣料品 な ど個 人需要 は 回復傾向 で 、 神戸地区

で は紳 士服が10 カ 月 ぶ り に 前年実結 を 上 回 っ た 。

7 月 売上は302億 円 、 前 年 同 月 比4 . 6 % の減。 各屈 と も 中 元商戦が 5 - 10 % の減少 と 低

調 で 、 と く に 法人需要の 落 ち 込み が大 き く 響い た 。 ギ フ ト 用 石鹸、 タ オ ル な ど も

低調。

8 月 売 上 は 180億円 、 前 年 同 月 比6 . 0% の 滅。 夏物 の バ ー ゲ ン セ ー ル が後半やや息窃れ

し 、 暑 い 日 が続い た た め 秋物衣料の動 き が鈍 く 、 家具、 家 電 な ど を 中 心 に 法 人需

要 の 落 ち 込み も あ っ て総売上高 で は マ イ ナ ス 幅が大 き く な っ た 。

9 月 売上高 は 183億 円 、 前年 同 月 比3 . 7 % 減。 台風の た め 客足 に 影響が出 た こ と や 、 長

5 1 く 残暑で秋物衣料 の 出 足が遅れ前年 を 下 回 っ た 。

10月 売上 は 226億円 で前年 同 月 比0 . 6 % 増 と 前年 の 4 月 以来 l 年半ぶ り に プ ラ ス と な っ

た 。 と く に 神 戸 地 区 は 3 . 2 % 増 。 天候 に 恵 ま れ、 秋物衣料が好調 で 、 こ の年 か ら

始 ま っ た 「孫 の 日 」 効果で、 子供服 ・ 用 品が12 . 3% 増 と 大 き な 伸 び を 示 し た 。

1 1 月 売上 は229億 円 、 暖冬で冬物衣料 の 売 れ行 き 不調で、 、 前 年 同 月 比 は 再 び減少 に 転

じ 3 . 2 % の 減。 紳士服 ・ 洋 品 が と く に 悪 く 、 神 戸 地 区 で 12 . 0 % の 減。 好調 だ っ た
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婦 人服 ・ 洋品 も 1 . 6% 減 と 3 カ 月 ぶ り に 前年 を 下 回 っ た 。

1 2 月 売上は351 億 円 、 前年 同 月 比3 . 3 % 減 と 前月 に 続 い て マ イ ナ ス と な っ た 。 ク リ ス マ

ス 商戦 や ル ミ ナ リ エ効果で婦人服 ・ 洋 品 が2 . 1 % 増 と な っ た が、 歳暮商戦が低調

で食料品6 . 0% 、 家庭用 品6 . 6 % と いずれ も 減 と な っ た 。

3 . 三宮の 「顔」 、 神戸国際会館が新生オ ー プ ン
神 戸 の 三宮の 「顔J と さ れ て い た神戸 国 際会館 は震災で大 き な被害 を 受 け 攻 り 壊 さ れた 。

以来丸 4 年、 99年 4 月 29 日 に ま ず商業 ゾー ン が、 5 月 末 の 全館 オ ー プ ン (28 日 ) に 先駆け

て先行オ ー プ ン さ れ た 。

旧神戸国際会館 は 1956年 、 太平洋戦争の 「 戦災復興」 の シ ン ボ ル と し て 建設 さ れ、 神戸

の 丈化芸術活動 の拠点 と し て市 民 に 親 し ま れた 。 震災で全壊 し 、 何年11 月 か ら 再建工事が

進 め ら れ て い た 。

再建 さ れ た新会館 は 、 地上22階、 地下 3 階、 床 積は 約 5 万9 . 000m' と 旧 会館の約2 . 5倍。

こ ん どは 、 「震災復興」 の シ ン ボ、 ル と 期待 さ れ る 。 メ ー ン 施設の 「 こ く さ い ホ ー ル」 は 、 2 ， 022

席 で 5 階 か ら 10階 を 占 め 、 神戸市内 で最大級の 多 呂 的 ホ ー ル 。 出 会館 の ホ ー ル よ り も 天井

の高 さ が1 . 5倍 に も な り 、 舞台の見や す さ や 音響設備の 充実 を 図 っ て い る 。

商 業 ゾ ー ン は 、 地下 l 、 2 階が衣料品 や ア ク セ サ リ ー な ど約30屈が並ぶ専 門 庖街で、 20(九

年 秋 に 開通予定の市営地下鉄海岸線 「三宮駅J に 直結す る 。 こ の ほ か 、 1 - 10階に は レ ス

ト ラ ン や 各種の 専 門 西 、 金融機 関 な ど約20屈が入居。 10、 1 1 階 は 4 つ の上 映会場で構成す

る 複合映爾館。 1 1 階 は 一部が屋外 と な り 、 円 型 ガ ー デ ン が三宮の新 し い “ な ごみ ス ポ ッ ト "

を 演 出 し 、 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー 、 ギ ャ ラ リ ー な ど も 備 え て い る 0 1 2 階以 上 は オ フ ィ

ス ゾー ン O さ ら に 、 屋上 に は被災者へ の 鎮魂 と 神戸 の 町 の 発展 を 願 っ て 、 ろ う そ く を 思 わ

せ る 約 9 m の シ ン ボル灯 「神戸 キ ャ ン ド ル 」 が設置 さ れ た 。

4 . 長田 に 再開発 ピ)� 2 棟が完成
神戸市が復興再開発事業 を 進 め て い る 長 田 区 の JR 新長 田 駅南地 区 に 、 初 の本構再 開発

ピ ル 「 ア ス タ く にづか l 番館、 2 番館J (腕塚町 5 、 6 丁 目 ) の 2 棟が完成 し 、 99年1 1 月 21

日 ま ず商 業 ス ペ ー ス がオ ー プ ン し た 。 「 ア ス タ 」 は 英 語 の us (私 た ち ) と 明 日 、 タ ウ ン

を か け合 わ せ た 造語。 長年 、 地元住民の 台所 と し て 親 し ま れ て き た 同 地 区 の 4 年1 0 カ 月 ぶ

り の復興で、 地元客が ど っ と 詰め か け、 激甚被災地 に に ぎ わ い が戻 っ た 。

オ ー プ ン し た の は 、 l 番館 の 地下 1 - 地上 3 階 と 2 番館 の 地下 1 - 地上 2 階。 震災前 に

同 地 肢 の 大正筋商白街な どで営業 し て い た討73自舗が開屈 し た 。 1 番館 の 1 、 2 階 は 吹 き

抜 け の 周 り に )吉 が並 び、 か つ て の 商!百街の雰閉気 を よ みがえ ら せ、 2 番館 に は ゲー ム セ ン

タ ー やパチ ン コ 庖 な どが入 っ た 。

i 番館 に は 同 区腕塚野 5 の 「復興げん き 村 ・ パ ラ ー ルJ (88届舗) か ら 54出舗が営業 を
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始 め た 。 「パ ラ ー ル」 は震災で被害 を 受 け た被災尚屈が大型の テ ン ト で 共同仮設自舗 を 設 け 、

有名演歌歌手 を 招 く な ど復興の旗手 と し て知 ら れ て い

容 の 歓声 は あ が っ た が、 「パ ラ ー ルJ か ら 入居 し た約50庖舗 に と っ て は こ こ も ま だ “仮

底舗に 3 、 4 年先 に 完成 予 定 の 再 開 発 ピ ル に 再度移転す る 。 と い う の は 、 こ の 一帯 は95

年 3 月 、 震災復 興 関 連 の 再 開 発地 区 に 指定 さ れ て い る 。 3 つ の 地 豆 の 20 h a 余 に 約3 ， 000

の住宅が供給 さ れ る O 「パ ラ ー ル」 が)苫 を 構 え る 第 1 地 区 に は 、 1 1 棟 の 再 開 発 ピ ル が建

つ予定で、 そ の う ち 2 棟が完成 し た だ け。 配置が決 ま っ て新 し い 再開発 ピ ル が完成す る 数

年先 に は 、 再度移転 し て や っ と 本格再開 と な る 。

名 届会の役員 は 「街全体の 完成 に何年かか る の か 、 復興の光は何 も 見 え て い な い」 と も

ら し て い る 。 住民 を も 加 え た商!苫街の活性化策 を 探 る と と も に 「ハ コ 物 は で き た け れ ど、

各商屈 の 経営難 は 変 わ ら な い 。 地域の歴史や文化 を 発信 し 、 新 た な 集客 を 図 り た い 」 と い

つ O

5 . イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に 繭臨街
神 戸 市 中 央 区 の 38 路 肩 街 ・ 企 業 で 講成 す る 神 戸都 心 商 業 青 年 協 議 会 と ネ ッ ト 系 ベ ン

チ ャ ー の ク ー ク ー (神戸市) 、 神戸 の 第 3 セ ク タ ー の キ メ ッ ク ( 同 ) が共 同 で 、 イ ン タ ー ネ ッ

ト 上 に 仮想商庖街 を 構築す る 。 神戸市か ら も 調査費 を 補助 し 、 行政 と 民 間 がカ を 合わ せ て

神戸詣業の情報化 を 進め 、 若者中 心 に 幅広 い利用 を 促 し て い く 考 え だ。

99年12月 か ら 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で割 引 券 を 配布 す る ，-Cybercity Kobe ( サ イ バー シ テ ィ

こ う べ) J を 始め て い る が、 実験段階の 3 カ 月 が過 ぎ た の で機能拡充 に 乗 り 出 す こ と に な っ

た 。

「サ イ バー シ テ ィ 」 に は 、 神 戸 市 中 央 区 の 三宮 、 元 町周 辺 の 約 1 ， 700庖舗が参加 し て お り 、

将来的 に は NTT ド コ モ の 携帯電話 を 利 用 し た i モ ー ド で の 情報提供や ネ ッ ト 販売 も で き

る よ う に す る 計画 で 、 キ メ ッ ク が技術支援 を 行 う 。

す で に キ メ ッ ク の 「神戸 は い か ら City WalkJ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で の 神 戸 の観光 ・ 商

業情報 と し て 人気 を 集め て お り 、 神戸市 は 「 伺者の連携で集客効果が高 ま る の で、 は 」 と み

て い る O

URL • Cybercity Kobe http://www.cybercity.com 

〈参考文献 〉

@ 神戸 は い か ら City Walk http://haikara.kimec.ne.jp 

「兵庫地域研究J 19号 神戸新聞情報科学石iJl 究所 2000年 2 月 震災か ら 丸 5 1F" い ま 神戸 の小売市 場は
「 ひ ょ う ご、経済戦略」 兵康県夜業情報セ ン タ - 1999年 3 月 一 2000年 2 月
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行平均金融 一 一一一 一 一一一一一

1 . 企業の業況や や好転か
日 本銀行神戸 支庖が2000年 3 月 に ま と め た 「兵庫県内企業短期経済観測調査J ( 日 銀短観)

に よ る と 、 兵庫県下企業の 業況 は 、 前 回 の 調査 (1999年12月 ) に 比べ、 「 悪 い 」 と 答 え た

企業が 「 良 い」 と 答 え た企業 よ り も 社数の構成比 で、 製造業がム25 と 前 回 調査のム32 を 下

回 り 、 非製造業で も 前 回 ム40の と こ ろ がム35 と 減 っ て き て い る 。 全産業で も 同 じ く ム36か

ら ム30 に 減 っ た 。

先行 き の予想、 に つ い て 製造業は横パ イ と な っ て い る が、 非製造業で は ム31 と 予測 、 4 ポ

イ ン ト も 良 く な る ほ う が多 く な っ て お り 、 全産業 で も ム27 と 3 ポ イ ン ト 好転 を 見込 ん で い

る 。

全 国 的 に み て も 、 99年1 2 月 の調査 よ り こ の調査の ほ う が 「悪い」 と 答 え た企業の構成比

が減 っ て お り 、 先行 き 予測 で も さ ら に 減少 を 見込 ん で、 い る 。 (表18)

( 表18) 兵庫察下企業の業況判 断 D. I ( r良い」 ー 「患い」 回字字社数構成比 ・ 9も ポ イ ン ト )

i主 1 . ( ) I今 は 前回調査1時 (1999iド12月 ) の予測。
2 . 令同は金規模合計ベ ー ス 。

な お 、 調査対象企業 は299社、 回 答企業 は 291社 ( 回答率97 . 3 % ) で、 う ち 製造業が151社、

非製造業が140杜 と な っ て い る 。

2 . 金融機関の貸出態度緩む
同 じ調査で企業金融 に 関 す る 判 断は 、 資金繰 り で 「苦 し し り と 答 え た企業が、 「来 で あ る 」

よ り も 構成比で 1 ポ イ ン ト 上 田 っ て い る が、 l 年前 の 16 ポ イ ン ト 、 前 回調査 (99年12月 )

の 8 ポ イ ン ト に よヒベ大幅 に 少 な く な っ て お り 、 予測 よ り も 槌分、 資金繰 り が容易 に な っ て

い る O 金融機 関 の 貸出 態 度 判 断で も 「緩 い」 が 「厳 し し 勺 よ り 4 ポ イ ン ト 多 く 、 1 年前の

調査 に 比 べ る と 驚 く ほ どの 好転ぶ り を み せ て い る 。 た だ し 、 借金利 の水準が 「上昇」 と 答
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え た企業が 「低 下」 を 上 回 っ て い る の と 照 ら し 合 わ せ る と 、 金融機 関 の貸 出 が緩 く な り 、

資金繰 り は 好転 し た も の の 、 金利 の上昇 と い う 現実が待 っ て い た こ と に な る 。 (表19)

(表19) 兵庫県下企業の金融関連判断 D. I . (全産業 〉

注 1 . ( ) 内 は前向調交時 (l999J1� 12月 ) の予測。
2 . 全 国 は全規模合計ベ ー ス 。

3 .  99年度の貸出、 預金の動 き
99年度 の 兵庫県下金融機 関 の 各 月 別 金融概況 は次の と お り 。

4 月 貸 出 は 前年 同 月 比0 . 8% の 増 。 公的資金が投入 さ れた 金融 機 関 の 中 に は 、 中小企

業 向 け の 融資 を 中 心 に積極ス タ ン ス に 転 じ る 向 き も 出 て き て い る 。 し か し 、 企業

の資金需 要 は 依然、 低迷 し て お り 貸 出 は伸 び悩 ん でい る 。 兵庫県信用保証協 会 に

よ る と 金融機関 か ら の 返済延滞 な どの事故報告が、 55億1 ， 200万 円 と 前年 同 月 比

14 . 3% 増 と な り 過去最高 を 記録 し た 。

5 月 貸 出 は 、 企業の資金需要が乏 し い 中 、 地方公共団体の 一時借入分の返済や特別保

証制度融資の約定返済が始 ま っ て い る こ と も あ っ て、 伸 ぴ悩 ん で い る 。 金融機関

の 融資態度 は 、 公的資金投入先 を 中心 に 中小企業 向 け貸 出 に 積極姿勢 を 示 し て い

る が、 付利姿勢は企業の信用 度 に応 じ て シ ピ ア ー に対応 し て い る と こ ろ が多 い 。

貸 出 金利 は 、 3 月 以降長期 プ ラ イ ム レ ー ト の順次引 き 下 げか ら 長期 中 心 に低下傾

向 が続 く 。

6 月 貸 出 は 、 住 宅 ロ ー ン 減税の拡充な ど を 反映 し 、 住宅 ロ ー ン が比較的高い伸 び を 示

す。 企業の前向 き の資金需要 は 落 ち 込ん で お り 、 加 え て保証協 会 の特別保証制定

の 約 定返 済 も あ り 全体 と し て や や 伸 び悩み。 金融機関 の融資態度 は 、 公的資金投

入先 を 中 心 に特別 フ ァ ン ド や各種融資制震 に 基づ き 中小企業 向 け貸 出 に力 を 注い

で い る が、 一 方 で は 収益性 に 健全性重視の姿勢 を 強 め て お り 事業性融資は や や 伸

び悩 ん だ。

7 月 貸 出 は 、 住 宅 ロ ー ン の伸 び率が鈍化 し つ つ あ る と は い え 、 全国 を 大 き く 上 回 る 伸
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ぴ を 続 け て い る 。 半面、 企業の運転資金、 設備投資 と も に 需要低調 で貸出全体で

は 前年 を 下 回 っ た 。 貸 出 平均金利 は 、 7 � 8 月 に か け て の 長期 プ ラ イ ム レ ー ト の

ヲ | き 上 げや金融機関 の企業の信用 度 に 応 じ た付利姿勢 な どか ら 、 新規貸 出 に つ い

て は 若干上昇 し て い る 。

8 月 貸 出 の領 向 は 前 月 と 大差 な く 、 住宅 ロ ー ン は ま ず ま ずの 伸 び を 示 し て い る が、 企

業 の資金需要が低調で 、 特別保証制度融資の返済が進 ん で い る こ と も あ っ て 、

体 で は 前年 を 下 居 っ た 。 貸 出 約定金利 は低水準 圏 内 で小脂 な が ら 上昇 に 転 じ た 0

9 月 貸 出 は 、 企業の前向 き の 資金需要が依然低迷 し て い る O 前年10月 か ら 始 ま っ た特

別保証制度の据置 き 期 聞 が過 ぎ返済が本格化 し て い る こ と や企 業 が財務 リ ス ト ラ

の 一環 と し て 余裕資金 を 借入 金 の 返 済 に 回 す動 き も み ら れ、 全体で は前年 を 下

回 っ た 。 預金は 、 貸 出 向様、 企業が財務 リ ス ト ラ の た め の借 入 金返済や預貸相殺

の動 き も み ら れ、 法人預金の 伸 び率 は鈍化。 一方、 個 人預金 は 引 き 続 き 堅調 な 伸

ぴ を 示 し 、 全体で は 前年 を 上 回 っ た 。

10月 貸 出 は低迷基調が続 く 。 企業の資金需要の母迷 に加 え 、 企業の借入金圧縮、 住宅

ロ ー ン の伸 び'JliH化 な どか ら 依然前年 を 下 回 っ た 。 貸 出 金利 は 、 9 、 10月 と 長期 プ

ラ イ ム レ ー ト が相次い で引 き ド げ ら れ た の を 反映 し 、 低水準圏 内 で小幅母下。

1 1 月 貸 出 は 、 金融機 関 の 貸 出 姿勢積極化 に も かか わ ら ず、 設備資金 な ど企業の前 向 き

の資金需要が乏 し い う え 、 借入金返済の動 き も 続い て い る こ と か ら 引 き 続 き 前年

を 下回 っ た 。 預金 は 、 法人頭金が財務 リ ス ト ラ の た め借入金 を 相殺す る 動 き があ

る こ と や 、 特別保証制度貸 出 実行分の 歩留 ま り 減少 な どで小幅前年割れ。 個 人預

金 は依然堅調 に 推移 し 、 全体で は前年 を 上 回 っ た 。

1 2 月 貸 出 は 、 金融機 関 の 貸 出 積極姿勢 に 変化 は な い が、 設備投資少 な く 、 景気の低迷

か ら 運転資金の需要 も 乏 し い 。 企業の負債圧縮の傾向 も 続い て お り 引 き 続い て前

を 下 回 っ た 。 預 金 は 、 個 人預金の伸 びがや や鈍化 し て い る ほ か 、 法人預金 も 企

業 の借入金 と の預金相殺 な どか ら 前年 を ード 回 っ た た め 、 残高ベ ー ス で前年並 み に

j上 ま っ た 。

1 月 貸 出 は 、 設備 ・ 運転 と も に資金需要の不振 に 加 え 、 特別保証制 度 の 融資一巡か ら

依然前年 を 下 回 っ た 。 各金融機 関 の 融資ス タ ン ス の積極姿勢 に 変 わ り は な い が、

貸 出 自 標 を 下 居 っ て い る と こ ろ が多 い 。 頭金は 、 個 人 は 堅調 な が ら 、 法人 は 引 き

続い て 債務相殺の動 き があ る こ と な ど依然減少傾向 が続 く 。

2 月 貸 出 は 、 一部 に小 口 の 設摘資金借 り 入 れ の動 き も み ら れ た が 、 全体の資金需要 は

依然低迷 し前年 を 下 回 っ た 。 預金は 、 個 人頭金の 堅調変 わ ら ず。 法 人預金が大型

買 収案件 に伴 う 頭金の取 り 崩 し が響 い て減少 し た た め 、 全体で は前年比の マ イ ナ

ス 幅が若干拡大 し た 。 個 人 、 法人 と も に 預金 を 取 り 崩 し て 、 投資信託 な ど他 の金

融商品へ運用替 え を す る 動 き が見受 け ら れ た 。
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3 月 貸 出 は 、 設備、 運転 と も に 資金需要低迷 し 、 減少傾向 が続 い て い る 。 し か し 、 大

手行の一部で経営健全化計画達成 に 向 け て の短期貸 出 を 積極化 し た こ と や、 前年

の 旧 み ど り 銀行が多額 の 貸 出 債権 を 整理回 収機構 に 売却 し 、 前年が低水準で、 あ っ

た こ と な どか ら 、 前年比マ イ ナ ス 幅 は大幅 に 縮小 し た 。 預 金 は 、 貸 出 同様の要因

か ら 前年水準が低か っ た た め に 、 3 カ 月 ぶ り に 前年 を 上 回 っ た。 4 月 か ら の郵貯

の 大量満期分の取 り 込み に力 を 入 れて い る が、 目 立 っ た 変化 は な い 。
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十 深葬j 立 地方財政
日 本銀行神戸 支)古 は 、 2000年 7 丹 、 「管内 に お け る 地方財政の 変貌 と 今後の 行 政の役害し

と 題す る レ ポ ー ト を 発表。神戸市 は じ め 、 い く つ かの 市 で財政状況の悪化領 向 が 目 立 ち 、 「過

去 に 例 の な い 極 め て 深刻 な状況 に 立 ち 至 っ て い る 」 と 警告 を 発 し て い る 。 以 下、 指摘 さ れ

る 主 な と こ ろ を ひ ろ っ て み る 。
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〔単年度決算の推移〕

日 銀神戸支届 管 内 の主 な 地方公共団体の単年度決算 の 推 移 は ①歳入 面 で地方税 の 落 ち

込み や低迷が 目 立 ち ②歳出 面 で 阪神 ・ 淡路大震災の復興の た め に投資 的 経費 が大 幅 に 増

加 ③ こ の た め 、 財源不足 を 補 う た め に95�96年度 を 中心 に 地方交付税、 地方債の発行が

急増 し て い る ー の が特徴 と な っ て い る 。

地方税 は 、 バ ブル崩壊後、 企業収益の 落 ち 込み で法人税 な ど減少傾向 に あ っ た が、 震災

に よ り そ う し た傾 向 が さ ら に加速 し て い る 。 兵庫県「の場合、 95年度 は ピ ー ク (89年度) の

時 の 4 割 に 落 ち 込ん だ の ち 、 96年度 に 一旦持 ち 直 し た も の の 、 そ の 後再 び低迷 し て い る O

こ の た め 歳 入 に 占 め る 地方税の割合は、 全国が35 %程度 に対 し 、 兵庫県 は 、 パ フゃル期 の40%

強か ら 95年度 に 19 . 9 % と な り 、 99年度 で も 28 . 9% に と ど ま っ て い る 。 県 下 の 市 町 も バ ブル

期 に40% を 超 え て い た が、 95年度 に 22 . 9 % に 落 ち 、 現在 も 30% 強で推移 し て い る 。

財源の不足額 を 地方交付税 と 地方債 の合計 と し て み る と 、 震災の あ っ た 95年度 に 兵庫県、

県下市町 と も に 前 年 比の 2 . 2倍 (兵産県 1 �U ， 529億 円 、 県 下 市 町 1 兆2 ， 920億 円 ) に 急増

し て い る 。 地方債の発行急増 に伴い 、 議出 に 占 め る 公債費 は 逐年増加 し て お り 、 財 政構造

の弾力性の指標 と さ れて い る 経常収支比率が全 国 を 上回 る な ど財政の硬直化が う かが え る O

〔基金残高 、 地方債残高の推移〕

単年度収支 の 悪化 は 、 各地方公共団体が過去 に積み立 て て き た 基金残高 の 減少 を 招 い て

い る 。 兵庫県 の場合、 92年度3 ， 246億 円 を ピ ー ク に 減少 に 転 じ 、 復興負担 の 加 わ っ た 何年

以降減少 テ ン ポが加速 し て い る o 99年震 は 1 ， 970億 円 と ピ ー ク 時 に よとべ39 . 3 % の大幅減少

と な っ て い る 。

一方、 地方債残高 は 、 兵庫県、 県下市町 と も 全国 の 増 加ベ ー ス を 下 回 っ て い た が、 95年

以降急増 し て お り 、 98年度 に は 、 兵庫県が93年度比2 . 6倍の 3 兆1 ， 597億円 。 県下市 町 は 同

2 . 0倍 の 3 兆9 ， 9301.怠丹 と な っ て い る O

〔将来、 住民の負担増加〕

基金残高 の 減少、 地方積残高 の 累 増 の財政悪化は 、 将来、 住民の実質的 な財政負担の増

加 と い う 形で跳ね 返 っ て く る O 住民 l 人当 た り の負 担額 は 、 兵庫県、 県下市町 と も に バ ブ

ル崩壊後、 増加傾向 に あ っ た が、 95年度以降急増 し て い る O 兵康県 と 県下市町 の 実 質 的財

政負 担 の 合計額 は 、 95年度 に 全国 の73万3 ， 000円 を 上 回 っ て86万 円 、 ま た 98年度 に は全 国

の95万5 . 000円 に 対 し 、 県 内合計は 120万9 ， 000円 と な っ て い る 。

〔県下各市の財政状況〕

兵産県下の 地方公共団体 は 、 そ れぞ、れの地元の産業や 人 口構成、 行政ニ ー ズ、 震災被害

の程度 に よ り 、 異 な っ た財政構造 を し て お り 、 財政悪化の状況 も さ ま ざ ま で あ る O 日 銀神

戸支庖で は 、 県 下22市 に つ い て 財 政指標か ら 次の よ う に 3 つ の グ ル ー プ に 大別 し て い る O

①健全財政 グ ル ー プ ・ 経常収支比率が低 く 、 地方債残高 の 歳 入 に 対 す る 比率の低い都市

1 姫路、 加古川 、 高砂、 三 田 な ど
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②中 間型貯政 グ ル ー プ ・ 両比率が県内 の都市の 中 で 中 間 的 な位置 に あ る 都市 = 尼崎、 宝

塚、 伊丹、 明石、 最 岡 、 洲本、 加 西 な ど

也 被災地型財 政 グ ル ー プ ・ 両比率 と も 高 い都市 ニ神戸、 芦屋、 西宮 の 3 市

「 中 間型財政 グル ー プ」 の都市で、 豊 岡 、 洲 本 は 地域の 中核都市 と し て 、 一応安定 し た

財政状況 を 維持 し て お り 、 尼崎 は収議事業 (競艇 な ど) に よ る 収入 の 下支 え があ り 、 宝塚、

伊丹、 明 石 は 人 口 増加が寄与 し て 、 い ず れ も 財政力指数が比較的高い 。 し か し 、 震災 を 機

に 地方領残高が増 え て お り 、 公債費比率が徐 々 に 高 く な っ て い る 。

問題は 3 番 目 の 「被災地型財 政グ ル ー プ」 で 、 震災の影響 が大 き く 、 そ の復興の た め に

歳 出 が急増 し て お り 、 こ れ を 賄 う た め 多額 の 地方債 を 発行、 そ の 返済負担がふ く ら む な ど

厳 し い財政状況 に 寵 か れ て い る 。 芦屋、 西宮両市 は 、 住民に 高所得者が多 い こ と か ら 、 震

災前 は 地方税の歳入 に 占 め る 比率 は 、 市民税 の み で 3 割以 上、 地万税全体で は 5 割強 で 、

豊か な 財 政基盤 を 有 し て い た O と こ ろ が、 近年 は震災 と 景気低迷で税収が落 ち 込み 、 一方

で震災復興 の た め に 多額 の 支 出 が必 要 と な り 、 歳 入 に 占 め る 地 方 債 の 割 合 が著 し く 高 く

な っ て い る O

〔神戸市民の負担、 1 人当 た り 1 55万円〕

神戸市の封政悪化 は も っ と も 顕著 で あ る 。 バ ブル崩壊後の景気低迷の下で 、 投資的経費

の増加、 地方税収の落 ち 込み 、 地方債発行 の 漸増 な ど収支 の 悪化傾向が表面化 し つ つ あ っ

た う え に 、 震災の影響が加 わ っ た た め で あ る 。

歳 出 の う ち 投資的経費 は 、 85年以降増加傾向 で、 91年度 に は 歳 出 全体の 3 割強 に 達 し て

い た 。 震災後の95年度 に は 一 挙 に 前年比2 . 6倍 の 6 ， 465龍 円 と な り 、 翌96年 度 に は6 ， 504億

円 と さ ら に 拡大。 歳 出 に 占 め る 都合 は44 . 2 % と ピ ー ク を 記録 し て い る 。

一方、 歳入 は 、 市民税が不況の影響 を 受 け 、 9 1 年度 を ピ ー ク に 法 人分 を 中 心 と し て 減少

傾 向 に あ っ た が、 震災や 人 口 減少か ら 94年度以降大幅 に 落 ち 込ん で い る 。 市民税 (個 人分)

は 、 92年度 ま で増加基調 を 続 け て い た が、 94年度 に 震災 の 影響で大幅 に 落 ち 込み 、 95年度

に は さ ら に 減少、 パ フ、、ル前 の85年度の 水準 に ま で低下 し た 。 そ の後、 徐 々 に 増 え て は い る

が、 流 出 し た 人口 が戻 ら な い こ と も あ っ て 、 依然低水準 に 止 ま っ て い る O

こ う し た財 政収支の悪化は 、 基金の取 り 崩 し に よ る 残高 の大幅 な 減少 と 地 方債残高 の急

増 を も た ら し て い る 。 基金残 高 は 92年度 に 2 ， 500億 円 を 超 え て い た の が、 以後、 毎年大幅

な 取 り 崩 し が行 わ れ、 99年度末 に は 1 ， 626億 円 に ま で減少 し て い る 。 し か も こ の う ち 、 地

方債償還の た め の公債基金 な ど特定 目 的 の基金 を 除 き 、 財源不足 を 補 う た め に使用 可 能 な

基金残高 は 約200億 円 で 、 2000年度 中 に ほ ぼ完全 に底 を つ く と み ら れ て い る O

一方、 地方領残高 も 震災後急増 し て お り 、 99年毘末の時点で 3 兆1 ， 257億 円 と 震災前の93

年度 1 兆7 ， 775億 円 に 比べて 1 . 8倍、 99年度の全会計の 1 . 5倍 に 達 し て い る 。 (図 2 ) 

ち な み に 神戸市の封政 を 地の 1 1 政令指定都市 と 比較す る と 、 地方債発行の 急増 に伴 う 公

債費負 担 の 増 加 か ら 、 起債制 限比率 が た だ一市20% を 超 え 、 経常収支比率 も 100% 近 く に
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な る な ど最患の水準 に あ る 。 ま た 、 最入 ・ 歳出 の 実質収支 は神戸 だ け がマ イ ナ ス と な っ て

お り 、 市民 l 人当 た り の 実質 {責務 は 1 55 . 5万 円 (98年度) と 他 の 政令指定都 市 に比べ格段

に 高水準 と な っ て い る 。 (表21)

97 96 95 94 93 92 91 90 89 88 87 86 85 84 83 82 
7 

1 980 8 1  

な お 、 2000年 1 1 月 21 日 に発表 さ れた99年 震 の 神戸市の財政

ト に よ る と 、 資産 4 兆6 ， 033億 丹 に 対 し 、 負 債

は 2 兆2 ， 009億 円 。 資産 に 対 す る 負 債 の 割 合 は 48 % で 、 市民

一 人当 た り に 換算 す る と 、 他 の 政令市 を 大幅 に 上 困 る 151万

円 の “借金" と な っ て い る O

ノ f ラ ン ス シ

〔神戸の単独事業債、 99年度 も起債認可〕

起債制 限比率が通常20 % を 超 え る と 、 「一般単独事業債」

な ど の発行が国 か ら 制 限 さ れ る が、 98年 度 決 算 で 同 比率 が

21 . 4 % に な っ た神戸市で、 99年度の 同事業債の 発行が 自 治省

か ら 認め ら れた 。

震 災 に よ る 特別 事情 や 、 向 市 に よ る 起債発行予定事業の厳

政令指定都市の住民
1 人 当 た り 実 質債務

残高 (98年度) 万 円

(表21)

福 岡 rn
名 古 屋 市
川 崎 市
広 島 市
京 都 市
横 浜 市
千 葉 市
仙 台 市
北 九 州 市
札 幌 市 選、 行員オ政改善 に よ る 財 政健全化への 取 り 組み な どが考慮 さ

う ち 陪 年茂末 ま で に 「公

「ー故事業j の 許可 も 確実 な 状況で

れ た 。

神戸市 は 、 99年 震 の 一般単独事業債の発行 を 約 150億円 予 定。

罰緑地事業」 の47億5 ， 200万 円 が認 め ら れ た 。 残 り の

最終的 な 手続 き に 入 っ た 。
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5 . 産業復興支援 に 復興基金が 32事業
兵産県、 神戸 市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災直後の95年 4 月 l 日 、 震災被害 か ら の早期復興の

第 七章 ・ i産業 雇用



た め 、 「財団法人 阪神 ・ 淡路大震災復興基金」 を 立 ち と げて い る 。

基金9 ， 000億 円 の う ち 200億 円 を 出揖 ( え ん) 金で、 残 り 8 ， 800億 円 は 兵産 県 と 神戸市が

地方債 を 発行 し 、 基金に貸 し付 け る (無利子) 形で調達 し た 。 地方債 の 利 払 い の一定割合

に つ い て は 、 国 か ら の地方交付税が当 て ら れて い る 。

基金 に よ る 事業 は 、 当 初28事業、 2 ， 345億 円 の 計 画 で ス タ ー ト し た が、 被 災 者 の 要望 な

ど に応 え て事業 の 追加、 拡充が行 わ れ た 。 2000年 1 月 15 日 現在 で 、 1 1 5件、 3 ， 589億 円 。 分

野別 で は住宅 (34) 、 生活 (34) 、 産業 (32) 、 教育 ( l l ) 、 そ の 他、 追悼 ・ 記念行事 な ど は )

の 支援事業が行 わ れて い る 。

産業対策 の事業 は次の と お り 。

①政舟系 中小企業金融機関 災害復旧資金利子補給 事業所の 全 ・ 半壊 な ど被災 し た 中小

企業が、 政府系 中 小企業金融機関 か ら 復 旧 資金 を 借 り 入 れ た 場合、 当 初 3 年 間2 . 5 % 以内

の利子補給。

②環境事業団融資利子補給 (終了) 被災 し た 中小企業の 産 業公害防止 の た め の借 り 入

れ に 対 し 、 当 初 3 年 間2 . 5 % 以 内 の利子補給。

③緊急災害復旧 資金利子補給 県 ・ 市で創設 し た 緊急災害復 旧 資金 な ど の 借 り 入 れ に対

す る 当 初 3 年 間 2 . 5 % 以 内 の 利 子補給。

④国民生活金融公庫 (環境衛生資金貸付) 災害貸付金利子補給 事業所が全 ・ 半壊 し た

環境高生関係営業 者 の 国民生活金融公庫 (環境衛生資金貸付) 災害貸付金 に 対 し 、 当 初 3

年 間 2 . 5 % 以 内 の 利子補給。

⑤農林漁業関係制度資金利子補給 (受付終了 ) 復 旧 資金 と し て 農林漁業制度資金 (農

林漁業金融公産資金、 農業近代化資金、 豊 か な 村づ く り 資金、 漁業近代化資金) の借 り 入

れ に 対 し 、 当 初 3 年 間2 . 5 % 以 内 の利子補給。

⑤港湾運送事業者等復興支援利子補給 (終T) 被災地域 内 の 港湾運送事業者、 海上 コ

ン テ ナ運送事業者の経済変動対策資金融資の借 り 入れ に 対 し 、 当 初 3 年 間2 . 5% の和子捕給。

⑦民有海岸保全施設復旧融資利子補給 (受付終了) 企業 な どが所有す る 護岸、 岸擦 な

どの海岸保全施設 を 復 旧 す る た め の 日 本政策投資銀行融資の 借 り 入れ に対 し 、 当 初 5 年 間

1 % の利子補給。

⑧事業再開等支援資金利 子捕給 被災事業者の事業再 開 な ど を 支援す る 県 ・ 市の特定の

制度融資の{昔 り 人 れ に 対 し 、 当 初 3 年 間 2 . 5 % 以 内 の利子補給。

⑨本格復興促進支援利子補給 事業所が全 ・ 半壊 し た が都市計画事業 な どの外的要 因 に

よ り 、 本格復興がで き な い 中小企業者が、 本格復興の た め 政府系金融機 関 の 特定の貸付や

県 ・ 市 の 特 定 の 制 度融資か ら 借 り 入 れ た 場合、 当 初 3 年 間2 . 5 % 以内 の利子補給。

⑬商庖街 ・ 小売市場復興 イ ベ ン ト 開催支援事業 被災地の商自街 ・ 小売市場が主催す る

復興イ ベ ン ト に対 し 、 そ の経費 の 一部 を縞助 。 2004年度 ま で。

⑪震災復興高定化事業促進助成事業 被災地の商}苫 街 ・ 小売市場が実施す る 災害復 旧 高
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度化事業 を 促進す る た め 、 計画書作成 に 要す る 経費 の一部 を 補助。

⑫商庖街 ・ 小売市場の 共 同施設建設費助成事業 被災地の 商庖街 ・ 小売市場が設宣す る

ア ー ケ ー ド 、 カ ラ ー 舗 装 な ど の 共同施設の建設 な ど に 要す る 経費 の 一部 を 補助。 2004年度

ま で。

⑬被災商応街 コ ミ ュ ニ テ イ 形成支援事業補助 被災地商庖衝 な どが集客力 の 向上 を 図 る

た め 、 空 き f占舗や空 き 地 を 活用 し て行 う ギ ャ ラ リ ー 、 休憩所、 小公園 の 整 備 ・ 運営 な ど コ

ミ ュ ニ テ ィ 形成 に寄与す る 事業 に対 し 、 経費 の 一部 を 2 年 間補助。 2004年度 ま で。

⑪被災地商庖街 き 庖舘等活用 支援事業 被災地商庄街 な どが、 き 居舗 や空 き 地 を 利

用 し て 、 自 ら 実施す る 物販飲食 な どの実験的自舗運営事業、 新規開業者誘致事業 に 対 し 、

経費 の一部 を 2 年 間補助。 2004年度 ま で。

⑮共 同居舗実地研修支援事業 セ ル フ 販売方式 の 共同庖舗 を 運営す る さ い 、 届舗の オ ー

プ ン 前後 の 事前準備 な ど に 対 し 、 経費 の 一部 を 補助。 2004年度 ま で。

⑬庖舘共 同化促進利子補給事業 施設集約化事業 を 実施す る 組合が、 退 屈 者への交付金

な ど を 政府系金融機関 の貸付や県 ・ 市の特定の制度融資か ら 常 り 入 れた 場合、 当初 3 年 間

2 . 5 % 以 内 の利子補給。

⑪商屈街 ・ 小売市場共 同仮設庖舗緊急対策事業 (終了) 商業者の 立 ち 上 が り を 支援す

る た め 、 共 同仮設庖舗の 建設費 な ど に対す る 補助。

⑬被災商席街復興支援事業 (終了 ) 被災 し た商庖缶 ・ 小売市場 を 中心 と し た ま ち づ く

り 組織な どが、 地域 と 一体的 に取 り 組む復興 ま ち づ く り の た め の構想策定事業 な ど に 要 す

る 経費 の a部補助。

⑬小規模製造企業復興推進事業補助 被災 し た小規模製造企業 の 団体 な どが共 同 で実施

す る 自 立復興事業 に 対 し 、 そ れ に 要 す る 経費 の 一 部 を 補助。 2004年度 ま で。

⑫小規模事業者事業再 開支援事業補助 被災 し 、 未だ事業再 開 を 果 た し て い な い (仮設

営業 中 を 含む) 小規模事業者が、 外 的 要 因 で復興が遅れて い る 地域 ・ 業種で、 事業再開 の

場合 に 要 す る 自舗 ・ 事業所 な どの賃借経費 の 一部 を 補助。 2004年度 ま で。

@地域産業活性化支援事業補助 被災 中小企業 を 主 た る 構成員 と す る 団体 な どが、 地域

産業の復興 を 図 る た め に 実施す る 販路開拓事業 な ど の 共 同 事業 に対 し 、 経費 の 一部 を 補助0

2004年定 ま で。 な お 、 同事業補助 の う ち 地域産業情報化推進事業 は 、 実用 的 な 情報 シ ス テ

ム の 開発 と 活用 の た め の事業 の経費一部 を 補助。 99�:'度終了 。

⑫路線パス 災害復 18 費補助 (終了 ) 路線パス の被災施設 な どの 早期復 旧 の た め 、 復旧

費 用 の 50 % を 祷助。

③テ レ ビ CM 放映事業構劫 (終了) 復興 と 安全性 を 全国 に 印象づ け 、 観光 を PR す る

た め の テ レ ピ CM 放映事業 に対 し 、 制作費 お よ び電波料 を 補助。

⑫会議、 大会等誘致奨励金交付事業補助 (終了 ) 被災地域で の 宿 泊 を 伴 う 50人以上の

会議、 大 会 を 開催す る 者 に対 し 、 経費 の 一部 を 補助。
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⑤観光復興 リ レ ー イ ベ ン ト 開催事業補助 (終了 ) 被災地 で の 祭 り や イ ベ ン ト を 観光復

興 イ ベ ン ト と し て 支設 し 、 観光客の 誘致 と に ぎ わ い の 創 出 を 図 る 事業 に対 し 、 経費 の 一部

を 補助 。

⑮観光対策推進事業補助 (終了) 地域の シ ン ボル で あ る 明石海峡大橋 を 活用 し た キ ャ

ン ベ ー ン 事業 に対 し 、 経費 の 一部 を 補助。

⑫被災者雇 用 奨励金 (受付終了 ) 被災者 を 新 た に雇 い入 れた事業主 に 対 す る 奨励金お

よ び震災 に よ り 離職 を 余 儀 な く さ れ た 者 を 新 た に 雇 い 入 れ た事業主. に対す る 奨励金 を 、

定要件 に 該 当 す る 場 合 に 支給。

⑮雇用 維持奨励金 (終了) 被災地 を 中心 に し た 地域の雇用安定の た め 、 事業主が講 じ

た雇用維持 の た め の措置 に 要 し た経費の 一部 を 支給。

⑮新産業構造拠点地 区形成促進助成金交付事業

⑩ ク 進出企業賃料補助

⑧ ク ヰl核的施設建設費補助 ・ 利子補給

新産業構造拠点 地 区 に 進 出 し て新規成長事業 を 行 う 事業者や外国 ・ 外資企業 に対 し 、 オ

フ ィ ス 賃貸料 を補助。 ま た 、 同地区 (神戸起業 ゾ ー ン ) に 中核施設 を 建設す る 事業主 に 対

し 、 建設費 の 一部 を 補助 お よ び利子補給。 2004年度 ま で。 な お 、 新産業構造拠点地区 に は 、

2000年 3 月 末現在、 神 戸 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 第 E 期 地 区 、 西宮名塩ニ ュ ー タ ウ ン 地区、 東播

耀情報公園都市地 区 の 3 地区が指定 さ れて い る 。

⑫産業復興ベ ン チ ャ ー キ ャ ピ タ ル制度 (受付終了) 被災地の 産業復興 に 寄与す る 事業

を 展開 し よ う と す る 企業 な ど に 対 し て 、 長期 的 な 視点 に た っ て投資 を 中心 と し た資金の 提

供。 2004年度 ま で。

6 . 地元銀行の歩み
阪神銀行 と み ど り 銀行の 合併 で誕生 し た 「み な と 銀行J (本庖 ・ 神戸) が99年 4 月 1 日 、

営業 を 始 め た 。 み ど り 銀行 の破 た ん を 経 て 、 発足 し た新銀行 は 、 預金量、 貸 出量 と も に 第

一地方銀行 の 上位 に位置 し 、 長ヲ | く 不況 と 震災の後遺症 に 苦 し む兵庫経済 に 、 金融面 か ら

支援 と い う 重 い 役割 を 担 う 。 地域に密着 し た 業務展 開 を 通 じ 、 自 ら の信 用 力 を 回復 さ せ る

こ と も 大 き な 課題で、 “県民銀行" と し て の存在が期待 さ れ る 。

み な と 銀行 は98年 5 月 、 阪神、 み ど り 両行が合併 を 発表 し 、 発足への準備が進め ら れて

い た 。 み ど り 銀行 の 破 た んが表面化 し 、 兵庫県 内 に 同 じ 基盤 を 持 つ 阪神 銀行が、 営業規模

の大 き い み ど り 銀行 を 救済合併す る と い う 異例の措景が取 ら れた 。

新銀行 の 預金量 は 2 兆3 ， 000億円 ( 第 二地銀60行 中 4 位) 、 貸 出 量 は 1 �lS8 ， OOO{)意向 ( 同

7 位) で 、 県 内 1 39 の庖舗 は 地域内 で最大規模。 合併 に 際 し 、 預金保険機構 は7 ， 901億 円 の

資金贈 与 を 実施。 み ど り 銀行 の 不 良債権買 い 取 り に伴 う 資金援助 を 合わせ I 兆560億 円 が

投入 さ れ、 同 行 の不 良債権 を ほ ぼ一掃 し た 。 従業員 も 約 2 ， 400人 で 、 98年 春 の 両行 合 わ せ
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て3 ， 500人か ら 大幅 に ス リ ム 化 し て い る 。

〔預金 と 貸出 に ギ ャ ッ ブ〕

み な と 銀行 の 合併 に 先 だ っ た 3 月 、 阪神 ・ 淡路産業復興推進機構 は 、 県民銀行 を 持 た な

い 兵庫 県 の 特 異 な 金融環境が 「震災か ら の後興や兵産経済の 活性化 を 遅 ら せ て い る 」 と の

リ ポ ー ト を 発表 し て い る 。

機構が問題 と し た の は 、 県 内金融機 関 の 預金量 と 貸 出 量 の 伸 びの ギ ャ ッ プ。 1987年か ら

の 10年 間 で、 県 内総預金量 は85%伸 びた が、 貸 出量の伸 びは59%増 に と ど ま っ て い る 。 こ

の 差 は 、 県域か ら 吸い 上 げた 資金が地域 に 落 と さ れず、 短期市場や都銀の パ イ プ を 通 じ て

国 内外 に 流 出 し て い る 実態 を 表 し て い る O

リ ポ ー ト で は 、 健全 な 地域銀行が立地す る 多 く の府県で 、 貸 出量が課金量 の 伸 び を 上 回 っ

て い る 実例 を あ げ、 「預貸ギ ャ ッ プ を 解消 す る た め に は 、 地域 に 資 金 を 還元 す る 県民銀行

が必要」 と 結論づけ て い る 。

〔 さ く ら 、 住友銀行が合併 を 発表〕

地元の 旧神戸銀行か ら 発展 し て き た 「 さ く ら 銀行」 が、 2002年 4 月 ま で に住友銀行 と 合

併 す る こ と を 前提 に 全面提携す る と 99年10月 14 日 発表 し た 。 ( そ の後、 合併時期 を 1 年前

倒 し を 決定)

両行合 わ せ た 総資産 は約99兆円 に 上 り 、 B 本興業銀行、 第一勧業銀行、 富士銀行の 統合

3 行の 約 1 1 1 兆 丹 に次 ぐ世界第 2 位 の 区大銀行 と な る 。 事業分野 ご と の提携や不良債権の

自 己査定碁準 の 統 ー な ど、 合併 に 向 け経営の統合 計額次進 め 、 18316 に お よ ぶ 国 内外の 底

舗削減や 同行行員 の 約 3 分の l に 当 た る 9 ， 300人 に 上 る 人 員 削減が見込 ま れ て い る 。 住友、

三井 と い う 日 本 を 代表す る 企業 集 団 の 中 核銀行が、 旧 財 閥 の垣根 を 越 え て 合併 に 踏み切 っ

た こ と で 、 同集聞の系列企業の再編 に も つ な が り そ う だ。

99年1 1 月 17 日 の神戸新聞 は 、 さ く ら ・ 住友両行 の 合併 の ニ ュ ー ス を 受 け て 次の よ う な 記

事 を 掲載 し て い る O

「巨大化す る 日 本 の 銀行 に 、 驚 き と 歓迎 の声が上が る 一方、 被災地の 中 小企業関係者か

ら は 「かつ て の 地元銀行 は一体、 ど こ へ行 く の か」 と 不安 と 動揺の声が開 か れ た 。 兵庫県

内 で度重 な る 銀行再編。 そ れ に伴 う 痛 手 を 震災 で い や と い う ほ ど知 ら さ れた か ら だJ

こ の記事は 、 被災地への 資金の流れ に つ い て さ ら に次の よ う に 述べ て い る 。

「震災以降、 民 間 の 金融機関 は被災地 に ど れ だ け の金 を 落 と し た か。 (震災 を は さ ん で )

例年 9 月 末 と 97年 9 月 末 の 、 神戸銀行協会加盟42行の預金、 貸 出 量 の 推 移 を 比較 し た 。 3

年 間 で 、 総頭金最 は 5 ， 479億円増 え た が、 総貸出 量 の 増 加 は 790億円 に す ぎ な い。 理 由 の ー

っ と し て 、 県 内 2 伎の 貸 出 量 だ っ た み ど り 銀が約3 ， 200億 円 も 減 ら し て い た 。 地域か ら 吸

い 上 げた お 金が地域 に 落 と さ れ な い楯環不 良 を 起 こ し て い た 。 そ の後、 F貸 し渋 り J が各

行 で続 く 」
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ドムば雇用
1 . 雇用消失 が続 く

日 本銀行神戸支庖 は 、 99年 6 月 下匂 か ら 7 月 下旬 に か け て 、 兵庫県下 の 製造業1 19社 を

対象 に 人員 や設備 な どの余剰 問題に つ い て ま と め て い る 。 そ の結果、 99年度末 ま で に 人員

を 前年 度 に 比べ3 . 4 % 減 ら す 方 針 で あ る こ と が分 か つ た 。 売 り 上 げが伸 び悩 む 中 で、 収益

改善の た め に 人件費 の抑制 を 進 め て い る た め だ。 減少将 は 98年度 の3 . 3 % よ り O . 拡大 し

て い る 。 企業の リ ス ト ラ を 背景 に雇用情勢が な お 厳 し い こ と を 裏付 け て い る 。

4 月 4 日 付、 朝 日 新聞 「阪神大震災で は 、 神戸 の産業の代名詞 と な っ て き た鉄鋼や造

船、 化学 と い っ た 重厚長大型企業の主力工場が数多 く 被災 し 、 閉鎖や縮小、 生産 ラ イ ン の

一時停止 を 余儀 な く さ れ て 、 多 く の被災者が職場 を 失 っ た 。 新た にi動 く 場 を つ く ろ う と す

る 動 き も あ る が、 戦後最悪 と い わ れ る 不況で、 残 っ た企業 も 生産が落 ち 込み 、 人員 削 減 の

手綱 を さ ら に締 め る と い う ス パ イ ラ ル 的 な 「雇用 消 失」 が続い て い る J

神戸商工会議所が99年10 月 に 行 っ た調査で も 、 兵庫県 内企業の 3 社 に 2 社が、 こ の l 、

2 年の 聞 に 人員 削 減 な ど な ん ら かの リ ス ト ラ を 実施 し て い る こ と がわ か っ た 。

そ れ に よ る と 、 「 こ の し 2 年で リ ス ト ラ を 行 っ た かJ と い う 質問 に対 し 、 「現在、 実施

中 、 と 今後 も 予定あ り 」 と 答 え た企業が44 . 6 % 0 ，-既 に完了 し た 、 と 今後 も 予定 あ り 」 が21 . 2% 。

こ の両者 を 合 わ せ る と 65 . 8% と 3 杜 に 2 社が リ ス ト ラ に 手 を つ け て い る O

「既 に 終 え た 、 と 今後 も 予定あ り 」 と 答え た企業の う ち 、 大企業 は 13 % 、 中小企業は倍

の 26 % 、 中小企業が生 き 残 り を 図 っ て い る 現実 を 表 し て い る O

1) ス ト ラ の具体的 な 中 身 (複数回答) で は 、 「人員 削 減」 が ト ッ プで61 . 3 % 0 ，-新規採用

の 中止J 44 . 8 % 、 「賃金体系 の 変更J 34 . 3 % 、 「派遣社員 ・ パ ー ト の 活用J 2 5 . 6% な どがあ

り 、 こ の ほ か 「消耗 品 な ど諸経費 の 削 減J 58 . 2 % 、 「交際費 の 削 減J 43 . 1 % な ど と な っ て

い る O

規模別 で み る と 、 中小企業 は 「交襟費 の 削 減」 が51 . 1 % で大企業 の30 . 1 % を 大 き く 上 回 っ

た 。 ま た 、 リ ス ト ラ の効果 に つ い て は 、 「期待 どお り J が78 . 1 % と 、 ま ず満 足 し て お り 、 「期

待以上」 と 答 え た の は 3 . 1 % だ、 っ た 。

2 .  r雇用人員過剰」 と 企業回答
次ペー ジ の (表22) は 、 日 銀神戸支屈が2000年 3 月 に ま と め た 「雇用 人員 判 断 Dじ で あ る 。

雇用 人員 が過剰 と 答 え た事業所 は 、 製造業で は99年 3 月 の必ずiか ら 、 l 年後の2000年 3

月 に は36�1 と 6 引 減少。 途 中 の 6 、 9 月 の調査では41 、 38引 と そ れぞれ下 っ て お り 、 人員

削 減 な どが進 ん で、 い る こ と が想録 さ れ る 。 ま た 、 非製造業 で も 99年 3 月 の 22か ら 18 と 1

間 で 4 減 っ て い る 。
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(表22) 雇用人 員判断 D. I

38 

! 6 月2000/ 3 JJ I ':;別! rm日

27 (22) 18 

32 

2� 

12 

「過剰UJ ー 「不足」 回答社数 構成比 ・ %
( ) 内は前回調査H寺 (99/12月 ) の予測。
全国は全規模合計 ベース 。

(28) 28 

(23) 22 

( 8) 9 

(14 ) 

3 . 有効求人倍率、 過去最低 を 記録

20 

8 

兵庫県 の有効求人倍率 は 、 99年 の 初 め か ら 低調 に推移 し 、 年度初 め の 4 月 に は0 . 32倍 と

過去最低 を 記録 し た 。 つ ま り 、 職 を 求め る 人、 100人 に対 し 、 事業所 の 求 人 は 32 人 に 過 ぎず、

3 割強 と い う 厳 し い 実態 を 表 し て い る (表23- 1 ) 。 ち な み に 、 全国平均 は 0 . 47倍。

有効求人倍率 は こ の あ と 徐 々 に 持 ち 直 し 、 年度末の2000年 3 月 に は0 . 41倍 ( 対前年差0 . 07

増 、 前 月 差O . 増 と な っ た ( な お 、 同年 8 月 に は0 . 46倍 に ま で戻 し て い る ) 。

な お 、 有効求人倍率 を 地域別 で み る と 、 被災地 は 他 の 地域 と 比べ て依然低 く 、 99年度 に

入 っ て か ら 各月 の 差 は0 . 25か ら 0 . 16引下 回 っ て い る 。 と く に 12 月 は被災地が0 . 34倍で前年

同 月 に 比べ0 . 04引増 え た に も かか わ ら ず、 被災地以外 に 比べ る と 0 . 25引 も の 差 がつ い て い

る O 年度初 め か ら 前年同 月 比で下 回 っ て い た が、 下半期 で は や や持 ち 直 し て い る の が先行

き 明 る い材料 と な り そ う (表23-2) 。

2000年 3 月 の 求人状況 と 求職状況 を み る と 、 求人 は 、 新規求人数が 2 万532 人で、 対前

年比17 . 9% 増 、 対前 月 比3 . 8 % 増 。 有効求人数は 5 万1 ， 298人で対前年比20 . 0% の増 、 対前

月 比5 . 6% の増 と な っ て お り 、 新規、 有効 と も に 対前年比で 7 カ 月 連続 し て 増加 し て い る 。

新規求人 を 雇用 形態 別 で み る と 、 常用 で は対前年比15 . 0% 増 、 臨時 ・ 季節で は 同 15 . 8%

増 、 パ ー ト タ イ ム で は 河22 . 8% 増 と い ず れ も 増加 し て い る 。

一方、 向 3 月 の 求職状況 は 、 新規求職 申 込件数は 2 万8 ， 967件で対前年比1 . 4 % 減、 対前

月 比12 . 8 % の 増 で 、 96年12月 か ら 39 カ 月 ぶ り に 対前年比で減少 し た 。 ま た 、 有効求職者数

は 11万5 ， 743人 で 、 対前年比1 . 7 % 増 、 対 前 月 比5 . 5 % の 増 。 対前年比で97 年 3 月 か ら 37 カ

月 連続 し て増加 し て い る 。
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(表23-1) 求人 ・ 求綴 ・ 就職の状況

規 有 効

洋 求 人 | 求 職 | 求 人 求 職
j平均 両日間 (人) 両副 (人) 嗣t(%� (川

就 f裁

1994年度 Hì . 21引 8 . 5 1 20 ，098 : 1 3 . 7 1 40 ，31 1 :  2 . 5 1 87 ， 081 \ 1 1 . 3 1  4 ，343 : 1 1 . 4 1 仏8 1 1 1 . 07 1 0 .46 1 0 .64 
1995"1'度 18 . 2C円 12 . 8 1 18 ， 1九 ム9 引 48 9 939 1 2i j lE ml 12 8 1 4 T 257 ( ム2 併 1 . 01 1 1 . 09 1 0 . 50 1 0 . 64 「一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一下一 一 一 ー 「ー } 一 一 -r一 一 一 一 一 一一一 寸 寸 一 一 一 一 一T一 一 一 → 一 γ一 一 一 ー 「 一「 一 一 … r ← 一 一 寸 一 一 一 ← 寸 一 一 一 → 寸 一 一 - -

1 99E年度 19 . 97引 9 . 2 1  1 8 ， 339 : 引 53 ， 236 : 8 . 8 1  8S ， 350 : ム13 . 1 1 4 ， 374 : 2 .引 1 . 09 1 .l . 22 !  0 . 62 1  0 . 72 け
い則年度 18 .f判 ム5 . 4 1 20.71民 12 円 印刷 ム4.8 '， 94 . 1判 10 . 4 1 ι611 : 0 . 91 1 1 . 13 1 0 . 54 判

1998年度 16..1.18 ム1:1 . 6 1 24 . 7判 19 引 41 ，叫 ム18 . 8 1 1 1 1 ， 331 : 18 . 2 1  s ，叫 12 川 0 . 66 1 0 . 89 1  0 . 37 1  
1999年度 1 7 . 73 1 :  8 . 5 1  26 . 46ぶ 6 .似 42 ， 665 : 3 . 7 1 1 1 6 ， 703 : 4 . 8 1  5 ， 639 : 9 .出 0 . 6 7 1 0 . 90 1  0 . 37 1  0 . 49 1  

4 震災直前 lf 年間 lU川 2 . 4 1  1 1 ， 826 : 5 . 3 1  34 ， 745 :  1 . 9 1  75 ，2μ4ω叫O川 6 . 3刻 1 3 、， 41凶川3引 は4 別 0 . 82 1  1 . 08 1 0 . 46 1  O . t弘

2 月 24 . 074七 8虻) . 3 1 27 .75f少刊 6ω7 . 0川1 4必6 可ユ235 i お8 . 7引 1 8鈴号口，203 ! l:i . l [  3 ， 858 ! 15 引 0 . 84 1  1 . 08 1  0 . 50 1  0 .6， 
íl1�(IÍlI& 1畝 叩昨一災 刷 昨 敵酌i 51C応1 15: 1;1i j :;:j; ム

:;j:;;Ji; ;j;111古
L'-仁じ亡川:了Iにに川剖叫山川川山…i口日川川山1川川山川8刻れ川山l川川川3滋川4.4

3 月 21 . 67引 37 . 6 1 29 ， 19，日 38 . 0 1 53 . 928: 37 . 8 [ 104 、 57S : 26 . 9 1  5 ， 470 :  10 .利 0 . 7 6 1 1 . 04 1 0 . 48 1  0 . 65 
4 月 17 . 2:;引 10 . 7 1 28 ， 1 ぶ 42 . 2 ] 1 1 5 ，494 : ι 868 i 13 引 0 . 8引 1 州 0 . 4刻 。「 一 … 一 一r一 一 一 一 ー 一 一 一 寸一 ー → 寸一 ← 一 一寸ー ー 寸

1 4 ， 923 : 16 . 川 0 . 6引 0 . 8打 。 . 3引 0 . 5μ
8 月 i ] 6 ? 618 i ム10 . 6 1 23 ， 7 18 :  鈎 引 41 ? 361 | ム19 . 7 1 お 8 1 39 引 0 . 6引 0 . 9的 0 . 3別 0 54
9 月 ] 1 6 ， 994 : ム21 . 8 1 24 ， 487 : 1 5 可 41 ， 593 : ム23 . 5 1 113 ， 092 : 1 9 . 8 1 5 ， 343 : ム6 .判 0 . 6引 0 . 87 1 0 . 3引 0 . 4引Jト ト トー l ← --l - � - - - -1 … } ← 一 一 + ー 十 一 一 一 一 一 ト ー l 一 一 一 一 ，- 斗 一 一 ベ ーイー ← 一 一一 ..，

1 :  
1 1 月 1 14 . 564 : ム8 . 6 ] 1 9 ， 91 5 : 29刈 40， 969 : ム1 9 . 1 1 1関 ， 841 : 1 9 . 9 1 5 ，ω7 : 20 計 O .問 0 . 87 1 0 . 35 1 0 . 47 
12月 1 1 3腿3 : ム12 . 5 1 日 ，434 : 22 引 37 ， 512 : ム 101 ， 472 : 1 9 . 8 1  4 ， 061 : 16 . 1 1  0 . 6 1 1  0 . 8け 0 . 34 1 0 . 17 

_ _ _ _ _ _ _ _ 1 一 一 ー ー 一L_ _ _ _ _ L 一 一 一 一 J … … 一 一 _ J_ _ _ _ _ l一 一 一 一 L しー し 一 一 一 --1_ _ _ _ --1 
1999年 l 月 ! 1 7 . 965 : ム6 . 1 \ 26お9 : 7 . 引 39 ， 301 : ム13 .引 103 ， 591 : 14 . 9 1 3 ， 995 : 8 . J I 0 . 8引 0 . 35 1 0 .48 

; 3 )]  [ 17 . 421 1 ム10 . 0 1 29 ， 369 1 1 2 . 9 1 42 ， 746 : ムJ2 . 0 1 1 1 3 々 846 i 1 0 . 9 1  6 ， 538 ' 1 3 . 7 1  0 . 62 1  0 . 8 7 1  0 . 34 1  0 .48 
4 月 1 1 8 ， 521 : 9 . 5 1  38 ， 978 : 16 引 38 ， 254 : ム15 引 126 ，476 : 1 1 . 4 1  5 ， 680 : 6 . 2 1  0 . 6引 O .州 0 . 32 1 0 . 47 
5 月 12 ， 587 ! ム10 . 7 1 26 、840 ! 9 . 0 1  35 ， 901 ! ム12. 8 i I25 ， 725 ! 9 . 2 1  5 . 043 ! 6 . 1 1  0 . 60 1  0 . 79 1  0 . 3 3 1  0 

1 123 . 922: 7 . 4 1  5 . 286: 2 .引ι一 一 一 ιー 一 一 一 - �ー ト → -1 
7 月 1 1 7 ， 599 : 4 . 8 1  2 5 ， 399 : 川 38 ， 269 : ム3 . 6 1 120 ，050 : 4 . 0 1 引 0 . 6針 。 川 口 問 。 州
8 月 i 1 5 . 866 1 ム 24 ， 548 : 同 39 .491 : ム 117 ， 7 5 1 : 4 ， 959 : ム19 引 0 . 6判 。 叫 0 . 3町 0 . 4行
9 月 1 18 ， 215 : 7 . 4 1 ぉ ， 674 : 8 .引 43 ， 193 : 3 . 副 117 ， 976 : 4 . 3 1  22 . 針 。 叫 0 . 8制 叫 O.叫
10月 1 20 ， 616 : 9 . 8 1  26 ，796 : 刈 45 ， 777 : 1 18 ， 151 : 6 ， 541 : 12刈 0 . 6円 。 叫 0 . 37 1
1 1 月 1 1 7 ， 531 : 20 . 4 1  22. 582 : 13 引 1 1 . 創 1 13別5 : 4 . 6 1  6 . 299 : 23 . 引 0 . 6行 O .叫 0 . 3引 O .州
1 2月 ; 山川 16 . 3 1 17 ，叫 4 刻 43 . 1叫 14 . 9 1肌州 2. 4 1  4 ，8叫 19 引 D 刷 。 叫 り 刻 。 叫

川ooc年 1 月 5 .引 14 . 引 107川1 : 3 . 3 1 14 引 0 . 7川 0 . 9則 。 制 0 . 52 1

(資料出所 職業安定業務統計)

注 1 . 震災前後に数値が大 き く 変動 し た こ と か ら 1 9 9 4�12 月 一何年 4 月 ま で、の数偵 を 参考のため記載 し て い る 。
2 . 求人情不は 、 1 9 9 9年 2 月 季節調整佑置 き 換 え に よ り 、 1 998年 1 2月 以前の数値 を 改定 し て い る 。
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新規求職 を 雇用形態別 に み る と 、 常用 で は前年比2 . 3 % 減、 臨時 ・ 季節 で|司 7 . 9 % 減、 パ

ト タ イ ム で 同 3 . 6 %増 と な っ た 。

(表23-2) 地域別有効求人倍率 ( カ ッ コ 内は前年比)

正二 ぐ弓石唖 )
5 月 . 24 (�O . 06) 
6 月
7 月
8 月
9 月 0 . 29 (�0 . 02) 
10月 0 . 32 ( 0 . 00) 

0 . 33 ( 0 . 01 ) 
0 . 34 ( 0 . 04 ) 
0 . 35 ( 0 . 04 ) 

0 . 41 (�0 . 13) 
0 . 40 (� 0 . 08) 
0 . 12 (�0 . 04) 
。 ‘ 44 ( - 0 . 02) 
0 . 47 ( -- 0 . 02) 
0 . 53 ( 0 . 03 ) 
0 . 54 ( 
0 . 56 ( 。 ‘ 05)
0 . 59 ( 
0 . 56 ( 
0 . 58 ( 0 . 06 ) 
0 . 57 ( 0 . 05) I 

4 . 舘期雇間指数、 全開 を 下観 る
兵庫県下の常用雇用指数は、 震災の あ っ た95年 を

100 と し て 、 1999 年度 は 各 月 と も 出 り 、 全 国 の 指

数 と 比べ て み て も 6 月 の2 . 2引 か ら 1 1 月 の4 . 1引 ま で

下 回 っ て い る 。 (衣24)

5 . 雇賠保障誌の受給者、 減少傾向
98年 度 の 雇 用 保 険 受 給者 は 、 年 度 平 均 で 前 年 比

17 . 4 % の増 加。 年度 を 通 じ て 高水準の 増 加率 を みせ

て い た が、 99年度 に 入 っ て か ら は急激な 減少傾 向 を

常用雇用指数

全産業 (1995年ニ 100)
兵庫県

102 . 7 

97 . 2  
96 . 6 

1999if 95 . 1  
94 . 7  

b 寸二 |五|

100 . 5 
100 
99 . 6 
99 . 8  
99 . 0 
98 . 7 
99 . 5 

98 . 6 
98 . 3 
98. 2 

98 . 1  
労働省 「毎月勤労者統計J (30人以上)

示 し て い る 。 年 定初 め の 4 月 が前年比9 . 6 % 増 と 前年度の 高水準ゐ を や や ひ き ず っ た格好だが、

翌 5 月 に は 同2 . 2% 増 と な り 、 以後 1 桁 も し く は コ ン マ 以 下 の 増 加 に 落 ち 着 い て い る 。

く に年宣末の2000年 3 月 に は 同 マ イ ナ ス 1 . 4 % と 減少 に 転 じ て い る 。 (衣25)

と

不況 に 対 処す る た め 、 体質の軽量化 を 図 っ た 事業所の雇用調整が進 み 、 就業状況が安定

し た こ と か ら 離識が減 っ て き た の が要 因 と み ら れて い る 。
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6 . 労、 使 、 行 政 の 三 者 で 雇用 創 出 ・

安定 プ ラ ン
1999 年 の 兵庫 県の雇用情勢 は 、 4 月 の 有効求人倍

率が0 . 32倍 と 過去最低 と な る な ど、 こ れ ま で に 例 を

み な い厳 し い状況 と な っ た こ と か ら 、 兵庫県 、 連合

兵庫、 兵庫県経営者協 会 は 、 「兵庫 県 雇 用 対 策 三 者

会議」 を 設 け 、 労 . 1;吏 ・ 行政が共 同 で 、 即効性、 実

効性の あ る 雇用 施策 に つ い て 検討 を す す め て い た 。

6 月 以来 、 3 度 の 会議 を 重ね た結果、 8 月 16 日 、

約 3 万5 ， 000人 を 対象 と し た雇 用 創 出 ・ 就業支援策

を 擦 り 込 ん だ 「雇用創 出 ・ 安定 プ ラ ン 」 を 発表。 向

時 に 「雇用 創 出 ・ 安定共同宣言」 を 行 っ た 。

プ ラ ン の 実施 に 当 た っ て は 、 国 か ら の 「 緊急地域

雇用特別交付金」 や 「緊急雇 用 創 出特別 奨励金」 な

ど を 活用 し 、 新規雇用 の 創 出 や離職者への情報提供

な ど就業機会の 拡大 を 図 る こ と に し て い る 。

具体的 な 対策 と し て①雇用 の 創 出 ・ 確保 と 新産 業

の 形成 ・ 産 業 の 集積 の 強化 ②杜会資本整備 に よ る

需要創 出 ③職業能力 開発 と 職場体験の推進 ④雇

用 の維持 ・ 安定の た め の取 り 組み ① ワ ン ス ト ッ プ

サ ー ビ ス に よ る 情報提供 ・ 交流支援 と き め細 か な 相

談 の 5 つ を柱 と し 、 41項 目 に わ た っ て い る 。

雇用 の 創 出 に 関 し て 「公的 部 門 」 で は 、 県 や 市 町

が民間 団体や企業 な ど に 委託 し 、 小 ・ 巾 ・ 高校への
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受給者 突 入 員 は 基本 手 当 に 係 る 受給者

(短時間f37む)

;; ; :i l JJ i l 

情報教育指導補助員 の 配置、 ホ ー ム ヘ ル ノ ト ー 養成研

修や お 年寄 り の 自 立 を 支援す る 「 自 立生活補助員J の設置、 外 国 人生徒や不登校の 子 ど も

の 学習 を 助 け る 「指導補 助 員 」 の 設 置 な ど。 ま た 、 「民 間企業」 で は 、 国 か ら の 各種奨励

金 を 活用 し て濯用 ・ 就職の促進 を 図 る 。

ま た 、 公共職業安定所単位 で の 「地域雇用対策三者会議」 の 開催 や 、 仕事 を よ り 多 く の

人 で分か ち 合 う た め 、 労使 に よ る 兵庫型 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グの ガ イ ド ラ イ ン づ く り を 行 う 。

さ ら に 、 労働者 の求職活動 を 円滑 に す る た め 、 求職情報 を ー カ 所で ま と め て得 ら れ る ワ

ン ス ト ッ プサ ー ピ ス を 行 う 「 中 高 年就職支援 プ ラ ザ」 の 設壁、 職業能力 開発の情報 を 共有

で き る ネ ッ ト ワ ー ク 機構や パ ソ コ ン で求 人情報 を 検索 で き る 「 し ご と 情報 キ ャ ン パ ス 」 、

労働分野の 図書、 資料 を 集 め た 「労働図書館」 の 設 置 な ど も 検討す る こ と に し て い る 。
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7 . 雇用部 出 @ 安定共同宜言
兵庫県雇 吊対策三者会議 は 、 「雇用 創 出 ・ 安定 プ ラ ン 」 に併せ て 、 共 再 宣 言 を 仔 っ た 。

宣言は 「景気の 低迷が長期化す る 中 で 、 兵庫県で は倒産件数の減少な ど A部 に 明 る さ が

見 え 始め て い る が、 雇用面で は有効求人倍率が過去最低の水準 で推移 し 、 全 国 的 に 見 て も

ワ ー ス ト 3 で あ る な ど、 過去 に例 を み な い厳 し さ に な っ て い る 」 と の 認識の う え で 、 「雇

用 問題の解決 に 当 た っ て は 、 経済の活性化 を 通 じ 民 間 部 門 の雇用機会 を拡大す る こ と が基

本 で あ る 」 と 指摘 し て い る 。

そ の た め 、 新産業 の 創 出 、 国 費 に よ る 雇用 ・ 就業の場の確保、 社会資本の 整備 、 職業能

力 開発への 支援 な ど を あ げる と と も に 、 事業所 に対 し て は リ ス ト ラ 即人員 削 減 と せず に雇

用 の 維持、 安定 を 最君主点 と す る よ う 呼び掛 け て い る 。 ま た 、 イ巨人 に も 職業 能 力 向 kへの努

力 を 求め て い る 。

雇用対策三者会議 は 、 宣言の 中 で 「県民の雇用不安の払拭 と 生活 の 碁本 と な る 雇用 の 維

・ 安定 ・ 確保 に 向 け、 こ れ ま で以上 に 総力 を 挙げて叡 り 組む」 と 述べ て い る 。

8 . ワ ー ク シ ェ ア リ ン グで合意、 全国初
兵庫 県雇 用 対 策 三者会議 は99年12月 17 日 、 雇用確保 の た め の ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ (仕事

の分か ち 合い ) で 、 兵庫独 自 の 方式 を 推進す る こ と で合意 し た 、 と 発表 し た 。

震災の後遺症 と 不況で、 県内 の有効求人倍率 は全国水準 を 大 き く 下 回 っ て お り 、 労告 と

行政 と で雇用確保 を 関 ろ う と い う ね ら い で、 労働時 間 の 短縮や新 し い働 き 方 の 創 造 な ど を

盛 り 込ん だ ガ イ ド ラ イ ン を 年度内 に ま と め た 。 日 経連 な どで も 検討 さ れて い る が、 行政、

労使が一体 と な っ て 具体化 を 打 ち 出 し た の は全 国 で 初 め て で あ る 。

合意 し た の は 、 b 適切 な 賃金水準 と そ れ を 支 え る 評価 シ ス テ ム の確立 b 長 時 間労働 の 削

減な ど に よ る 総労働時間 の 短縮 b サ テ ラ イ ト オ フ ィ ス や在宅勤務 な ど新 し い働 き 方の創造

b 労働 者 の 就業能力 の 向 上 に 向 け た 職業能力 の 開発、 推進 b 県民が I 人で も 多 く 社会経済

活動 に参加 し 、 働 き がい 、 生 き がい を 得 る こ と の で き る 「活力 あ る 兵庫J を 実現す る b 都

市部 と 農村部が近接す る 兵庫県の特性や震災復興の 経験 を 生か し て い く こ と な ど七項 目 。

三者そ れぞれの立場での 取 り 組み を 進 め る 。

神戸新聞 の社説 は 、 「兵庫 型 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グJ に つ い て 、 「 ま だ実験段階だが、 新 し

い働 き 方 と し て 育 て た い 。 全国 の モ デル に」 と 次の よ う に 述べて い る 。 (2000年 3 月 6 日 付)

「経済の グ ロ ー パル化 に加 え て 、 急速な 少子高齢化社会 を 迎 え 、 雇用環境 は大 き く 変化

し た 。 高齢者や女性の労働力 が必要 に な る 一方 、 男 性が家庭や 地域社会 に 参加す る こ と が

求め ら れ る よ う に な っ た 。 一人 ひ と り の 労働者の労働時 間 の 短縮 に つ な が る ワ ー ク シ ェ ア

リ ン グ は 、 そ う し た生 き 方 を 実現す る 可能性 を 持 っ て い る 。 ( 略) メ リ ッ ト ばか り で は な い 。

労働時 間 の 短縮 は賃金の 引 き 下 げ を 意味 し 、 労{勤者 に は受 け 入れ ら れ に く し ミ 。 企業が必ず

し も 雇吊 を 増 や す と も 限 ら な い 。 (略) íI兵庫型」 も 一時 的 な 雇用 確保 に と ど ま ら ず、 新 し
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い働 き 方や生 き 方 に つ な がる 内容 を 自 指 し た い」

9 . 共産県 が ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ導入
兵庫県 は 、 2000年 4 月 か ら 県職員 の 残業 を 減 ら し 、 浮 い た財源で非常 勤 の 嘱託職員 120

人 を 採用 す る 「雇用確保推進プ ラ ン J の導入 を 決 め 、 3 月 3 日 応募 を 締 め 切 っ たが、 初年

度 の採用倍率は10倍 を 超 え た 。

一人当 た り の 労働時 間 を 減 ら し 、 多 く の 人が仕事 を 分か ち 合 う 「 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ」

の 理念 を 採 り 入 れ た も の で、 “超氷河期" の 新卒者 の 厳 し い 雇 用 状況 に 配慮 し 、 10代後半ー

か ら 20代の 若年暑 が対象。 ワ ー ク シ ェ ア リ ン グ は 、 一般企業で も 導入が進 ん で お ら ず、 園 、

自 治体 を 通 じ て初 め て の 取 り 組み で成果が注 目 さ れて い る 。

県 は 、 雇 用 状況が大 き く 変 わ ら な い 限 り 続 け る 方針で、 当 面、 9 年 間 に わ た り 毎年120

人の採用 を 予定 し て い る 。

雇用期 間 は 1 年 で 、 勤務状況 に よ り さ ら に 1 年 だ け延長す る 。 勤務は週 4 日 、 条件は正

職員 と ほ ぼ同 じ で 、 ボー ナ ス こ そ 出 な い も の の時 間 当 た り の給与や社会保険料、 交通費 な

ど は 河 額。 月 収 は 15万5 ， 000円 に な る 。

兵庫県 で は 、 年 間441.意 円 の 超勤手当 を 支給 し て い る 。 毎年 5 % ずつ 削 減 し 、 2008年度 ま

で に 半減す る 予定で、 こ の 削 減分 を 非常勤嘱託職員 採用 の 人件費 に 充 て る こ と に し て い る 。

〈参考文献 〉
「兵庫県 内金融絞済概況」 日 本銀行神戸支原 1999年 7 月 5 1::1
「兵庫県 ド企業ア ン ケ ー ト 結果」 日 本銀行神戸支庖 1999年 6 月 下旬� 7 月 |二匂
「最近における労働市場」 兵庫県職業安定課 2000年 3 月
「雇用 創 出 ・ 安定 プ ラ ン 」 兵庫県労働部 1999年 8 月 16 日 記者発表資料
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i 需品 一 控る 立シ<< :シ云ー ジ都市 · KOBE 

神戸市 は 1981年、 海 を 埋め立 て て造成 し た ポ ー ト ア イ ラ ン ド の 完成 を 機 に博 覧会 「 ポ ー

ト ピ ア '81J を 開催 、 大成功 を 納 め た 。 時 を 同 じ く し て 同 地 区 に コ ン ペ ン シ ョ ン の 中 核 と

し て 「神戸 コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー 」 を 開 設 し た 。 一方、 岡 市 は ポ ー ト ピ ア '81 の 剰 余 金

を 国 際交流 に 役立 た せ る た め 、 兵庫県 と 共 同 で 「財 団法人 ポ ー ト ピ ア '81 記念財団」 を

設立、 そ の 運用 益で神戸 で の 国 際会議への補助 金 を 支給 し て い る 。

コ ン ペ ン シ ョ ン都市 ・ 神戸 を 標 ぼ う す る こ と は と り も な お さ ず人 ・ 物 - 情報が行 き 交 う

都市 ・ 神戸の都市 イ メ ー ジ を 国 の 内外 に ア ピ ー ルす る も の で 、 集客産業の 一翼 を 担 う 都市

戦略 と も い え よ う 。

海外で、 の知 名 毘の バ ロ メ ー タ ー のーっ と し て 、 神 戸 で 開 か れ た 国 際会議の 件 数 を み る と 、

前 の 例 年 に は 170件 で 、 間 内 の都市別 開催件数で は 、 東京、 大阪、 京都、 名 古屋 に 次

い で 5 位 (93年 は 3 位) と な っ て い る 。 震災の あ っ た95年 は 、 会議場 は も ち ろ ん 関係施設

の損傷が大 き く 、 交通手段 も 容易 で な か っ た た め 、 134件 (前年比36件、 21 . 2% の 減少)

と 落 ち 込 ん だ、。

震災の 時 は 、 そ の模様が全世界 に報道 さ れた た め 、 海外で は 「神戸壊滅」 と の情報 も 流

れ た 。 神 戸 国 際交流協会 (現神 戸 国 際観光 コ ン ペ ン シ ョ ン 協会) は 国際観光振興会の協力

を 得て 、 米国 の ニ ュ ー ヨ ー ク は じ め 世界12 カ 国 の 事務所 を 通 じ て 、 神戸健在 の 神戸市長 メ ッ

セ ー ジ を 新開 発表す る な ど PR に 努 め た 。 ま た 、 欧州 国 際克 本 市 や EIBTM (Europe 1n 

centive Busincss Tra九叫 Meeting) な ど に 出展参加 し 、 神 戸 で の 会議 開f援 を 訴 え た 。

こ う し た 関係者の 地道 な 努力 と と も に 、 会場、 施設の復 旧 も 進み何年161件、 97年170件

と 若実 に増 え 、 震災前の水準 に 戻 っ て い る O さ ら に98年 に は213件 と 200の大台 に乗せ、 都

市別 の 頗位 で も 東京 (436件) 、 大阪 (224件) に 次 い で 3 位 を 占 め る に至 っ た 。

震災時 に 予約 を キ ャ ン セ ルせ ざる を 得 な か っ た 国 内外の 会議 の 主催者や会場選びの 途 中

だ っ た 主催者が、 神戸 の復興 を 助 け る と と も に 震災復興の現地 を 見 て お こ う と い う 新 し い

需要があ っ た た め と み ら れて い る 。

都市別 の 年 間 開催件数の 上位10都市 の う ち 150件 を 常 に超 え る の は東京、 大阪、 福 岡 、

名古屋、 京都、 そ れ に神戸の 6 市で 、 件数か ら み て も 首[都の 東 京 は 立地上別格 と し て 、 他

の 市 は 互 い に 誘致競争次第 で頗位の 変動 は あ り 得 る 位置 に あ る 。 神戸 は 、 外 国 か ら み れ ば

“ ツ イ ン ・ シ テ ィ (双子 の都市) " と も み ら れか ね な い 大 阪 と 近距離 に あ り 、 ま た 国 捺観

光都市 と い わ れ る 京都 を 控 え る 立地条件の 中 で 、 む し ろ 健 闘 し て い る の で は な い か。 (表制

内容でみ る と 、 国 際会議 に参加 し た外 国 人 の 数の 上位10都市で は 、 知 名 度 の 高 い 京都 や

東京 に 近 い 横浜が上位 を 占 め る が、 99年 は神戸が東京、 京都 、 横 浜 に 次 い で、 4 位 を 占 め 、

国際海都 ・ 神戸‘ の面 白 を 保 っ て い る 。 (表27)
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(表26) 日 本で 開催 さ れ た 国際会議の実績

開催件数
者 総 数

会 議 延 日 数
東;

il 佳時jえ 者r\
況 戸

10 
都市

⑥ 191  

@ 1 94  I @ 196 

@ 1 98 I 8) 195 
21 3 
95 

③ 107 I (1) 121 
(Ð 99 I @ 1 15 
⑬ 71 I ⑪ 68 

⑬ 74 

(件、 人、 日 )

注 ①国際会議 と は、 日 本 も 含め 2 カ iせ以上か ら 20人以 との参加があっ た国際会議 と 、
外国人参加者が10人以上で全体で20人以 ヒの参加があ っ た悶i司会議をい う 。
(セ ミ ナ一 、 シ ン ポジ ウ ム な どを含む。 た だ し 、 私企業に よ る企業内会議、 大学
等の研究機関における講義、 研修会、 投資の勧誘を 目 的 と し た投資セ ミ ナ一 、
観光客誘致を 目 的 と し た観光セ ミ ナー な どは除外 した)

②千里地院は豊中、 茨木、 吹問 、 高槻、 箕面の 5 市
(国際観光振興会間際コ ンペ ン シ ョ ン誘致セ ン タ ー )

(表27) 毘 際会議に参加 し た外題人数 (上位10都 市)

外国人 (人)
16 ， 851  

7 ， 1 56 

3 績 7 、 035
4 大 5 ， 164 

5 干Ijl 戸 5 ， 033 5 3 ， 873 
6 γ2IrR 3 i品j 4 ， 335 6 i 大 阪
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ま た 、 中 ・ 大取 の 国 際会議 (参加者総数が300人以上 で 、 こ の う ち 外 国 人 参加者数が50

人以上の 会議 ) で は 、 99年 は東京、 横浜 に つ い で 3 位 と な る な ど、 海外 に 聞 か れ た 神 戸 の

伝統的 な イ メ ー ジが生 き て い る 。 (表28)

(表28) r中 ・ 大裂国際会議」 の開催件数 (1 :位 lO都市)

注 中 ・ 大型国際会議 : 参加者総数が300人以上で、 こ の う ち外
国人参加者数が50人以上ムの会議

「財 団法人 神 戸 国 際観光 コ ン ペ ン シ ョ ン 協 会J (99年 4 月 、 神戸悶際交流協会 を 改称)

は 、 コ ン ペ ン シ ョ ン 都市 ・ 神 戸 の 売 り 込み キ ャ ン ベ ー ン と し て 、 震災の翌何年11 月 か ら 国

際会議の パ ッ ケ ー ジ ・ サ ー ビ ス rMEET IN KOBE ・ ミ ー ト イ ン コ ウ ベ」 を 始 め 、 2000

年 4 月 か ら は 内 容 を さ ら に 充 実 さ せ て rMEET IN KOBE 21J と 装 い を 新 た に し た キ ャ

ン ベ ー ン を 展 開 し て い る O

キ ャ ン ベ ー ン に は神 戸市 内 の 主要 ホ テ ル18ホ テ ル を は じ め K - JET、 ポ ー ト ラ イ ナ ー の

2 交通機関 、 会議場の設定、 演 出 、 河 時通訳 な ど運営 に 当 た る PCO ( プ ロ フ ェ シ ョ ナ ル ・

コ ン グ レ ス ・ オ ー ガナ イ ザー ニ 会議事務局代行業) 9 社、 旅行代理屈 4 社が協賛 メ ン バ ー

と し て 参加 し て い る 。

キ ャ ン ベ ー ン 参加 の 国際会議主催者への特典サ ー ピ ス は 、 会議開催費 の 補助 (規模 や 内

容 に 応 じ て 500万円 、 あ る い は 200万 円 ま で) 、 l 件当 た り 300万 円 ま で で 開 催準備金の 貸 し

付 け 、 事前会場視察の た め の 新幹線チ ケ ッ ト 代 な ど経費 の 一部負担、 一文字著板の提供、

レ セ プ シ ョ ン 用 の神戸 ワ イ ン の提供 な ど を は じ め コ ン グ レ ス バ ッ グ、 海外参加者への 記念

品提供、 さ ら に ボ、 ラ ン テ イ ア ス タ ッ プ や ア ト ラ ク シ ョ ン の 紹 介 な ど き め 細 か な サ ー ビ ス を

n ち 出 し て い る 。

ま た 、 個 々 の 参加者 に は、 協 賛ホ テ ル で の宿 泊 費 割 引 、 K - JET、 ポ ー ト ラ イ ナ 一 、 六
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甲 ラ イ ナ ー の乗船乗車賃 の 割引 、 観光施設 や 買 い 物 の 割 引 寵待 ク ー ポ ン 券の提供な ど数多

く の サ ー ピ ス を 準備 し て い る 。

ポ ー ト ア イ ラ ン ド の コ ン ペ ン シ ョ ン セ ン タ ー に は 、 国 際会議場、 国 際展示場、 ワ ー ル ド

記念 ホ ー ル を は じ め 、 商工会議所会館、 ポ ー ト ビ ア ホ ー ル な ど200� 1 万 人収容の 会議室

が徒歩 圏 内 に450 近 く の 市街地 に も 国際会議 に対応で き る 施設 も 多 く 、 条 件的 に は 日 本一

の 環境。 関 西 国 際空港 と は 海上30 km、 ジ ェ ッ ト フ オ イ ル で約25分、 海外 か ら の 会議参加者

に は便利 だ。 国 内 で も 新幹線、 大阪空港 と ア ク セ ス は 万全で、有利 な 位置 に あ る 。

神戸 は 、 六 甲 の 山並み と 波静か な 大阪湾 に 囲 ま れた 自 然美 あ ふ れ た 町 で 、 観光ス ポ ッ ト

も 多 く 、 近 く は 世界 ー の 明 石 海峡大橋 も 完成 し た 。 こ う し た 恵 ま れ た 条 件 と と も に 、 コ ン

ペ ン シ ョ ン 都市 と し て成長す る た め に は 、 忘 れて は な ら な い の が清潔 な 市街 と 市民の ホ ス

ピ タ リ テ ィ の心、 だ ろ う O

く参考文献〉
「人々 の集 う 街 KOBEj 神戸同際観光コ ンペ ン シ ョ ン協会 2000i['-版
'MEET IN KOBE 2 1J 神戸同際観光コ ン ペ ン シ ョ ン協会 1999年12月
「 コ ンペ ン シ ョ ン I‘COBEJ NO 154 神戸国際交流協会 1995年 4 月
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第八章

都市計画 @
ま ち づ く り



は じ め に

5 年 を へ て 震災復興都市計出事業 は 、 軌道 に 乗 っ た も の と 、 行 き 詰 ま り 停滞 し た も の と

に 分か れ た 。 軌道 に 乗 り かか っ た も の も あ る 。 そ れ は 市民主体の ま ち づ く り で あ る 。

軌道 に 乗 っ た 地 区 で は 、 ま ち づ く り 協議会の活動が、 転機 を 迎 え た 。 事業 の メ ドがつ い

た段階で、 こ れ以上地域の リ ー ダ ー た ち に疲労 を 背負 わせ る 冒 険 を せず に 組織 を 解消 す る

か あ る い は 、 こ れ ま で の 苦 闘 と 発見 の 体験 を 新 た な 地域活動 に 生 か す か そ の 選択 を 迫

ら れて い る 。

き 詰 ま っ た 地 区 で は 、 リ ー ダ ー た ち は 、 行政に事業 の 見直 し を 要求 し て い る O し か し 、

時 間 は い た ず ら に過 ぎ、 ま ち の 活力 は 薄 れ、 他地区 と の復興バ ラ ン ス は崩 れ、 取 り 残 さ れ

て 落 ち 込 む ス パ イ ラ ル に 巻 き 込 ま れ て い る O そ こ に 新 た な苦悩が生 ま れ た 。

復興 ま ち づ く り は 、 都市計画行政 に 、 前例がな い 柔軟 な 特別措置や制 震 の 運用 を も た ら

し た 。 し か し 、 都市計画決定の撒屈 や事業計画の基本 の 変更 な ど、 行政秩序 を 揺 る がす よ

う な 改変は認め ら れて い な い。 行 き 詰 ま っ た 地 区 は 、 行政 も 住民 も 、 そ の 吉い 壁 に ぶ つ か っ

て い る 。

ま ち の復興 を は か る 尺度 に 、 さ ら 地が どれ だ け解消 し た か、 住民が どれだ け 「帰還」 し

た か 、 と い う も の さ し があ る 。 定点観測 を お こ な っ て い る 研究者の ひ と り は 、 5 年 目 の観

測 の結果か ら 「帰還で き る 住民 と 帰還で き な い住民の|峻加 が進 ん だ」 と 判 断 し た 。 さ ら 地

の 動向 か ら は 「被災市街地 で は住宅復興 は 達成 さ れ な か っ た し 、 こ れか ら も 達成 さ れ る こ

と は な いJ と 、 冷静に判 断 し て い る 。

復 旧 の 観点 か ら は 、 そ の よ う に 言 え る o 100% 復 旧 が 目 標 で は あ る が、 経済環境 は 甘 え

を 許 さ な い 。 時 間 は 家族関係 を 変質 さ せ る 。 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の構成 メ ン バ ー は 入 れ替 わ る 。

100% 復 i日 は あ り 得 な い。 そ の こ と を 実感 さ せ る 5 年で あ っ た 。

で あ れ ば、 も う ひ と つ 別 の復興の か た ち があ る は ず だ 。

地方分権 を 、 住民主権 と 読み 替 え た住民 は 、 「市民 ま ち づ く り 」 と い う 新 し い ム ー ブ メ

ン ト を 立 ち 上 げ た 。 軌道 に 乗 り 始め た新 し い ま ち づ く り だ。 震災復興か ら 発信 で き る 最大

の教訓 で あ り 成果 で あ る だ ろ う 。

震災対策国 際総合検証委員 の 、 元 ロ サ ン ゼ ル ス 市都市計画局長ケ ネ ス ー C . ト ッ ピ ン グ

は 、 そ の 報告書の 中 で 、 被災地で始 ま っ た新 し い ム ー ブ メ ン ト を 'MachizukuriJ と 表現

し て い る 。 'Machizukuri 体験は 〈穏 や か な 革命〉 と 表現す る こ と がで き る だ ろ う 」 と 述

べて い る 。 都市計画行政は 、 国際社会で注 目 さ れた 〈穏や か な 革命〉 に ゆ す ぶ ら れて い る 。

5 年。 兵庫県 は 、 ま ち づ く り の基本理念 を 「人間サ イ ズ」 と 表現 し 、 神戸市は 「 コ

ン パ ク ト タ ウ ン J と 位置づけ た 。 兵庫県 は99年 3 月 、 行政 ・ 企業 ・ 住民 に よ る 協舗 の 「 ま

ち づ く り 基本条例」 を 制 定 し た 。 神戸市 は2000年 3 月 、 都市計画 の発意、 検討段階か ら 情

報開示す る と 発表 し た 。 以前 は 秘 め ら れて い た 、 内部検討用資料の公開 で あ る 。

こ れ ら は い ずれ も 市民 に よ る 〈穏や か な 革命〉 が獲得 し た果実であ る だ ろ う 。
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第一鰭 都市計画事業の動 き

1 . 区画整理の全地区で事業開賠
復興土地包 囲整理の都市計画が決定 さ れた 18地区の う ち 、 ま ち づ く り 協議 会 の 分裂 な ど

に よ っ て 神戸市東灘区森南 町 2 丁 目 ( 旧事業地区名森南地区) の l 地 区 だ け は着手が遅れ

て い た が、 地元の 「森南町 ・ 本山 中 町 ま ち づ く り 協議会」 は 、 99年 3 月 に 「 ま ち づ く り 提

案」 を 神 戸 市 に 提 出 し た 。 こ れ を 受 け て 兵庫 県都市計画地方審議会 は 7 月 22 日 に 森南 町 2

丁 目 都市計画道路変更案 を 可決、 10月 7 日 に 事業計画が決定 さ れた 。 こ れ に よ っ て 震災か

ら 4 年1 0 カ 月 目 の 1 1 月 17 日 に 、 復興事業 地 区 で は 最後の仮換地 開始の く い打 ち がお こ な わ

れ た 。

@ 復興土地区題整理事業

出了

神戸市 ha  
森下有第2 4 . 6  ha 
森南第3 5 . 4  ha 

六 号甲1 道釈商 (住 「市h

ま ち づ く り 協議会の問、寸事業相 | 仮1�jíll
発足時期 ; 決定 | 指定 開始

日 (96/121随分離) 1 97109/25 1 98/03/ 12 1 97109/26 1 87%  

日 (971011 1 9分離) 1 98/03/05 1 1 98/03120 1 75 % 

森 南 ・ 本 山 中 町 (95/02/24 発 1 99/10/07 1 1 99/11/17 1 
足)

96/03126 1 96/1 1129 ! 96/12/11 1 94 % 
3 . 6  ha 49似4 �出佐j上:帯 | 川(951刈03シ12お5)

六 甲 道駅北
16 . 1  ha 
1 ，  810 t止街

六 甲 田nr 目 、 2丁 目 (95/08) 1 96/1 1106 1 97102/28 1 97103/14 1 88%  
3 丁 目 、 4 ・ 5T 日 (95/08)
稗原町1 丁 目 (95/09)
稗原町2 ・ 3 ・ 4丁 目 (95/09)

i 駅前 ・ 永手間 5T 区 (95/11 )
森後町3 T 日 (95/08)
96104連合協議会設 ÎL長示 一 一一一一 rÆ日一面 お

8 . 9  ha 1 ， 206世帯
布石* ……一一 一 1白石 . 4会員三点1:&1 …一一���r96;ー
5 . 4  ha 554世十IT 1 (95/06/18) 

街j 菅西 御蔵5 ・ 6丁 [J 町づ く り 1 97101/14 i 98/01/08 1 �号101/20 i 56% 
4 . 6  ha 331世帯: 1 (95/04/23) 

新長!五駅北 | 御屋敷通1�6丁 円 、 水笠通1�6 i 96/07109 1 97101123 1 45 % 
59 . 6  ha 丁 目 、 松野通1�n 日 、 神楽町、

細 田 町 な ど21協議会 が95/05 1 
か ら 96/01 に 発足。 2000年03 1 ↓ 
月 末は 18協議会
96/06/22述合協議会設立

換地指定率

鷹取東第 鷹取東復興 (95/07/02) 1 95/1 1/30 イ 96108128 1 96/09/13 1 100%
8 . 5  ha 905世帯 汁
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一 時 日 な ど

千歳連合を結成 (95/10/15)ー|1 9 . 7 ha 1 . 747世帝 10協議会が95/07 か ら96/02

五ll'11*Jí 1llí.瓦 (jCJ I I品会長， 1記長郷所の 96/問/20 1 96/1げ 九二元ι語一 一

122 ha の う ち 75ha ド 工場跡地

全体 143 . 2  ha  

芦屋r! 什 芦屋中央
1 13 . 4 h旦 760世帯

| 芦屋市部
1 21 . 2  h a  1 . 200世帯

i 13 . 2  ha  1 . 700世昂:

528戸 仮設住宅

中 央地区震災復興街づ く り
(95/08/06) 

西部地区 ま ち 再興
(96/03/17) 
第i地区(前 IEl 、 清水町)
第2地区 (津知、 川西町 )

1 . 269戸

香炉国森具地区 1 96ペ2/29 1
(95/04/16) 

一・高木 ー - ー 山而8197!�O;3Òr日'/1 1
(95/1 1 

=68% 

1m宮 iぢ ( 森具

ii I i 商守�t コ駅北東

尼崎市 築地 築地地区復興委員会 1 95/1 2/2引 97/02128 1 97/1 1 5 . 6/8. 7ha =64% 
1 . 200世帯 い95/02/26)

) 北淡町 ) 富烏
600世帯

富山震災復興 ド/山 ド7/引 98/01109 1 1 2 . 85%

事業地区
253 . 9  ha  

18 

@ 復興市街地再開発事業

市 国I

神戸市

地|ズ り 協議会の名称、
面積/震災前世帯数 発足時期

六 甲 道駅南地反 ! 深田4 (第u也氏)
( ウ エ ル ブ六 円i 道 桜f薦出第2地区)
5 . 9ha 700 1世帯 1 t H 1 5 (第3地区)

j 深備5 (第4地r;;<: )
I 95/07 に連合協議会発足

建築 I 事決工

97/07/04 
98111 (受け限住宅着工)
98/0引受け皿住宅着工)
98/05 (受け 出[住宅着 r:)

] 事完 了
予定年月
2004/3 

| 地区計 100% 86% ピ ルf完成18%

1 . 000戸 ( う ち 賃貸住宅200戸)
569戸 ( う ち 賃貸住宅120戸)
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96/10/31 1 97/08/29 1 97108(受け盟住宅着 u

97/01114 1 98/01 9710引受けlIIl11 宅着工)

2004/3 

2004/3 

2004/3 

ト 1
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存関発i笹俄組合
3 . 4 ha 27C世帯; I 再開発推進協議会

宝塚市 j 売布神社駅前 売布神社駅前街づ く り
l . 6 ha 権利者団王川 (95/06)
仁川訳前 (住市総)
1 . 6  ha 権利者91人

98/03 1 99/05 1 2001/10 

宝塚駅前 (花の道)
0 . 9 ha 居住29 11士帯
事業者34件

言I 6:1:ili lX 33 . 4 ha 事業決定地区 12地区 管理処分決定i也氏 l O地区

96/12/25 1 97/09/26 1 2000/08 

(注) 協議会の名称は 「 ま ちづ く り J r協議会」 を略。 設立時期は市の認定時期 と異なる こ と があ る 。

〔最初 で あ り 最後 に な っ た 森南地震〕

森南地 区 は 、 国道 2 号 の 沿線 を 除 い で ほ ぼ全域が戸建て住宅が多い住宅街。 1934 年 に 耕

地整理がお こ な わ れ て 6 m 幅 の 道路が格子状 に 整備 さ れ て い る 。 震災前 の 居住者 は 1 ， 626

世帯、 3 ， 280人。 全半壊率70% を 超 え 、 81 人 の 犠牲者があ っ た 。

JR 摂津本 山 駅 と 芦屋駅 と の 中 間 で、 新駅 「 甲 南 山 手」 の 開 設が計画 さ れ、 神 戸 市 は 駅

前広場 の 整備 、 幅 1 7 m の 東西道路の 新設 な ど を 含 む 第 l 段階の都市計画 を 決定 し た 。 こ れ

に対 し て森l菊地区 の森甫 町 1 � 3 丁 目 と 本 山 中 町 1 了 目 の住民は 「森南 町 ・ 本 山 中 町 ま ち

づ く り 協議会」 を 、 後興 ま ち づ く り 協議会 と し て は 最 も 早 い 95'年 2 月 に結成 し 、 区 画整理

事業撤 回 を 求 め て 運動 し 、 笹 山市長か ら 「住民の 合意の な い ま ち づ く り は あ り 得 ま せ んJ

と い う 回答 を ひ き だ し て い た 。

市 は95年12月 に 17 m 道路 を 撤 回 し 、 代 わ り に 南北道路の 一部 を 拡幅す る 修正案 を 提案 し

た 。 「森南 町 ・ 本 山 中 軒 ま ち づ く り 協議会」 は た びた び ア ン ケ ー ト 調査や住民集会 な ど を

お こ な っ て対応の 方 向 を 協議 し 、 市 と の 交渉で被災地 で は 最 も 低率 の 減歩率2 . 5 % を 引 き

出 し た。 し か し 、 区画整理全 而撤 回 を 求め る 住民 と 再建 を 急 ぐ住民 と の 間 で意見が分かれ

始 め 、 97年 9 月 25 日 に森南町 l 了 日 の住民 は 別 の ま ち づ く り 協議会 を 設立 し 、 区両整理 を

受 け入 れ 、 市 は こ の地 区 を 「森南第 l 地 区」 と し て 同 日 事業計画 を 決定、 翌 日 に は事業 を

開始 し た 。 98年 3 );1 5 日 に は森南 町 3 丁 目 の住民 も 新 た に ま ち づ く り 協議 会 を 設立 、 3 了

目 に 隣接す る 本 山 中 町 1 丁 目 も こ れ に 加 わ り 、 同 日 「森 南第 2 地区J と し て事業計画が決

定 さ れ た 。

2 丁 目 の住民 は 、 道路拡幅 を 極力 抑 え る こ と な ど を 盛 り 込 ん だ 「 ま ち づ く り 提案」 を 作

成 、 ア ン ケ ー ト や集会 を 繰 り 返 し て 合意 を は か り 、 98年 1 1 月 の住民集会で 区 画整理事業 を

受 け 入れ る 方針 を 確認 し た 。 「 ま ち づ く り 提案」 は 、 当 初 計岡 の 17 m 道路 の 廃止 を 確認 し 、

駅前広場の代 わ り に 線路南の 道路 を 9 m に拡幅す る 、 甫北道路 の 一部 の 歩道 を 1 m 広 げる 、

な ど と し て い る 。

ま ち づ く り 提案 を 提 出 し た協議会役員 は 「住民の 合意 を 得 る た め に は こ れ だ け の 時 間 が

必 要 だ、 っ た 」 と 語 っ て い る 。
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〔拠点護興の波及効果への疑問〕

仮換地がお こ な わ れ て 住 宅 の 本格再建が開始 さ れ る が、 森南地区 の 減歩 率 は ;最大2 . 5 %

と 少 な し こ の率 の 減歩で は ほ と ん どが元の 土 地 に 建築 す る 現地換地 に な り 、 既存の 建築

物の解体 ・ 移築 は な い。 道路の形状 に も 大 き な変化は生 ま れ な い 。 住民の 中 に は 「結果的

に は何 の た め の 区 画 整理 な の かわ か ら な いJ と い う 声があ る 。

事業区域指定の根拠 に つ い て検証 し た広原盛明 ・ 前京都府立大学学長 は 、 区域指定 に つ

い て 「森南 の よ う に イ ン フ ラ が整備 さ れて い る に も 関 わ ら ず黒地地区 と な っ た例 も あ る こ

と か ら 、 地域の基盤整舗の状況 よ り も 、 む し ろ 被害状況や地 区 の 拠点性 を 優先 し た の で は

な い か と 考 え ら れ る 」 と し 、 rJR の 駅 を 地 区 内 に 含 む か 隣接 し て い る 地 区 は 拠点性が高 く 、

都市 ポ テ ン シ ヤ ル の lID か ら 区域指定 さ れ た」 と 指摘 し て い る 。 森南地 区 は 、 震災当 時 は

JR の駅は な か っ た が、 震災前 か ら 「 甲 南 山 手駅」 の新設が計画 さ れて い た 。

ま た事業区域の指定は 「拠点 と な る 地域や イ ン フ ラ の復興 に 集 中 的 に投資 を 行 い 、 失 わ

れ た都市機能 の 回復 と 新た な都市機能の 導入 を は か り 、 そ の波及効果 に よ っ て 周辺地域や

都市全体の復興 に 寄与 し て い こ う と い う 思想」 で あ る 「拠点復興論」 に基づい て い る と 判

断 し な が ら も 、 都市計画事業の全体的 な 遅 れ に よ っ て 「拠点復興の効果が ど の 程度で あ っ

た の か と い う 許価 は 現時点で は 難 し い」 と 述べて い る 。

さ ら に 「都市計画事業 区域の指定は早急 に 行 わ れ た が、 事前 の 情報公開 や住民 と の協議

が不足気味だ っ た こ と も あ り 、 行政案 を 住民が検討す る 段階 に 時 間がかか り 、 事業区域で

は復:1日カ'fj毘 れ て い る 」 と ?旨t高 し て い る 。 (広原告主明 『復旧 ・ 復興都市計画の手法j I仮神 ・ 淡路大震災調

交報告書-J 建築編10 El 本建築学会 1999年12Jj)

2 . 再開発 は 東西で進展 に 格差
復興市街地再開 発事業 も 被災 地 の 東西で事業 の 進展 に 格差が広が っ て い る 。 東の宝塚市

売布神社駅前地区 で99年10月 に ピ ル 2 棟が完成 し 、 複興市街地帯開発地 底 と し て は初 め て

の 地区全体の事業が完了 し た 。 神戸市灘区 六 甲 道駅南地 区 で は 事業計画 は す べて決定 し 、

2000年 3 月 末現在 で は 10工区 の う ち 3 工 区 で ピ ル が完成 、 7 工区で工事が進 め ら れて い て 、

完成 ・ 着手率 は 面積ベ ー ス で69 % に な っ て い る 。

し か し 聞 の 、 全国最大級 の 再 開発 を 進め て い る 神戸市長 旧 区新長 田 駅南地 区 で は 、 2 1 階

建か ら 30賠建 の 高層 ピ ル 7 棟 を 含 む約30掠 の 事業計画の う ち 完成 し た の は市有地 に建設 さ

れ た 1 3階建の 2 棟 な ど 4 棟で 、 完成 ・ 着手率 は33 % に と ど ま っ て い る O

管理処分計画決定 は23 % に と ど ま り 、 六 甲 道駅南 地 区 の 5 1 % に 比べて も 半 分以下で、 ピ

ル を 建設 し で も 入居者確保が難 し く な っ て お り 、 賄業 ゾー ン へ の核活舗誘致 も 難抗 し て い

る 。

不況の影響 と と も に 、 大阪経済圏 に 近 い 東部 か ら 住宅謹興が進 み 、 住宅が過剰侯給 に な

り 、 そ れ に 遅 れ た 西部 で は 建設費 に あ て る 保留床の売却処分が見込め な く な っ た と い う 状
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況が生 ま れ た 。

高層 ビ ル を 建 て で も 保留床が売 れ る 見通 し が立 た な い と 着工予定が決 ま ら ず、 ピ ル が建

た な い か ら 住宅数が回復で き ず、 住民が戻 ら な い か ら 商高 が再開 し な い 、 商 庖 主 は 高 齢 に

な っ て再 開 を あ き ら め 土地 を 空地 の ま ま に し て お く と い う 閉 鎖 国 路 に 入 り 込ん で い る 。

〔亮布神社駅前で最初の地区再開発が完成〕

宝塚市売布 2 l ‘ 目 の 阪急電鉄売布神社駅前で事業が進め ら れて い た復 興 再開発 ピ、ル 「 ピ

ピ ア め ふ J 2 棟が99年10月 26 日 に 完成式 を お こ な い 、 仮設庖舗で営業 し て い た庖舗 が29 日

か ら オ ー プ ン し た 。 震災復興市街地再開発事業で は初 め て の 地区全体の完 成 。

売布神社駅前 地 区 は 、 住宅や自舗の 約 7 割が全半壊 し た 。 商届主た ち は震 災前か ら 再開

発 を 検討 し て い た が、 95年 6 月 に 売布神社駅前街づ く り 協議 会 を 結成 、 駅前 の 国道 176号

を は さ ん で 1 . 6ha の 土地 に 6 階建、 1 1 階建 を 建設 す る こ と に し た 。 工事は住宅 ・ 都市整備

公団が担 当 、 総事業費約183信、 円 で97年 8 月 に着工 し た 。

庖舗41J百の 中 に は コ ー プ こ う べが核庖舗 と し て 入 っ た 。 震災前約70屈 舗 の う ち仮設市場

で営業 し て い た34庖舗の26庖舗が新 し い ピ ル に 入居 し た。 震災前の約70庖舗 が持 ち こ た え

ら れ な か っ た の は 、 仮設市場が駅か ら 離れた場所 だ っ た こ と 、 97年11 月 に 近 く に大型ス ー

パ ー が進 出 し て 売上が減少 し 、 廃業、 移転 し た た め と 見 ら れ る 。 (毎 円 新聞 2000:!J三 1 月 12 EI 戟刊)

「 ピ ピ ア め ふ 」 に は50席の 映画館が 2 館あ り 、 フ ロ ア を 宝塚市が買 い 取 っ て民間 に 運営

委託 し て い る 。 同 市 に は以前 に 映画撮影所があ り 「映画の街」 と し て も 知 ら れ て い た が、

映画館の新設は30年ぶ り の こ と に な る 。

映画館 は 、 座席 を 倒 せ ば仮眠が と れ る 設備 に な っ て お り 、 別 の フ ロ ア に は炊 き 出 し の で

き る キ ッ チ ン 、 シ ャ ワ ー の あ る ス ポ ー ツ ル ー ム があ っ て 、 施設全体が災害時 な どの避難所

と し て使用 で き る 機能が備 え ら れて い る 。

再開発 ピ ル 名 の 「 ピ ピ ア」 に は 「 ピ ー ス フ ル」 と 「 ユ ー ト ピ ア 」 の意味が込め ら れて い

る 。 地 名 の 売布 は 「流 れ る 布J と い う 意味があ り 、 こ こ で大盟主命が布 を 売 っ て い た と い

う い わ れがあ る こ と か ら 、 ピ ル の デザ イ ン は 十二単 を テ ー マ に し て 12の 色 を 採用 。 建物の

角 を 曲線 に し て 女性的 な 雰囲気 を 持たせ、 宝誌の ま ち に ふ さ わ し く し た と 設計者出江寛 は

述べ て い る 。 (山江寛 �50の復興物語 ・ 売布神社駅前地区市街地再開発事業，1 r近代建築 2000年 1 月 号 )

技庁長田駅南地臨 で再開発 ビル 2 棟完成〕

神戸市長 国 立 の復興市街地再開発新長 田 駅南 地 区 は 面積20 . 1ha、 総事業 費 2 ， 7101:意 円 で

全国最大級 の 再開発事業。 こ の 第 1 地区 の う ち 腕塚 5 第 l 工区 と 腕塚 6 第 1 工|亙 で そ れぞ

れ地上13階、 地 下 l 階建の 再開発 ピ ル が完成 し 、 99年1 1 月 21 日 に オ ー ブ ン し た 。

完成 し た 2 棟は 「 ア ス タ く に づか l 番館 、 2 番館」 と 名づけ ら れ、 従前居住者 の た め の

受 け 皿住宅265戸 、 73庖舗 に 入居が始 ま っ た 。 「 ア ス タ く に づか I 番舘J は 神 戸 デパ ー ト 跡

地。 「 ア ス タ く に づ か 2 番館」 は私立熊見学関跡地。 い ず れ も 神戸市が買 収 し た 市有 地 に

建 て ら れ た 。 「 ア ス タ 」 の 名称 に は 「 明 日 、 us (私 た ち ) 、 タ ウ ンJ の 意 味が込め ら れて
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い る 。 こ の後 も 新長 田駅帯地 互 の復興再開発 ピ ル に は 「 ア ス タ 」 の 名 がかぶ せ ら れ る 。

何年 6 月 に 久二塚地 区震災復興 ま ち づ く り 協議会 ( 久二塚 は 久保町 ・ 二葉 町 ・ 腕塚 町地

域の総称) が建 て た大 テ ン ト の仮設活舗 「パ ラ ー ルJ に 入 っ た 100庖舗 の う ち 99年 ま で営

業 を 続 け て い た90)1日前 の う ち 73庖舗が 「 ア ス タ く に づか I 番館」 に 入居 し た が、 元の土地

に 再 開 発 ピ ル が建設 さ れ る ま での 2 度 目 の仮窟舗 と な る 。 転居 し な か っ た残 り の 17屈舗 は

廃業 し た 。

移転 し た 届舗 も 、 宿舗の売 り 場面積 は狭 く な り 、 地下 に 移 っ た こ と も あ っ て売上が落 ち

て い る と い う 。 次 の 3 度 目 の移転は本来 の権利があ る 土地 の上 の 庖 舗 に 戻 る こ と に な る が、

そ の見通 し が明 ら か で は な く 、 た と え戻 る こ と がで き て も 、 廃業す る 庖舗 は さ ら に増 え る

と み ら れて い る 。 (震災復興総括検証研究会 「す ま い と ま ち の復興総括検証」 神戸市震災復興本部 20001f 3 

月 )

〔超高麗 ピル事業計画の見蓋 し へ〕

安藤元夫 ・ 近畿大学教授 は 98年12月 か ら l 年 間 、 こ の 地 区 で庖錦経営者222人 に 開 き 寂

り 調査 し た 。 そ の結果 は 、 再 開発事業 に 96 % が疑問 を 示 し 、 特 に 問題 は な い と し た の は 4 %

だ、 っ た 。 疑問があ る 項 目 は 「行政 ・ コ ン サ ル タ ン ト 主導J r住民の 意見 が反映 さ れて い な い」

「再開発の 内 容が く わ し く 分か ら な い」 な どだ っ た 。

再開発事業の 賛否 に つ い て は 「現状の ま ま で、 い し ' J 8 % 、 「規模縮小 な どの 条件付 き 賛成」

39% 、 「絶対反対J 13% だ っ た 。 庖舗密集地域だ っ た 二葉町 6 丁 目 の 北半分の 工 区 で 開 き

寂 り 調査 し た 34軒の う ち 再 開発 ピ ル に 入居す る の は 9 軒 だ け だ、 っ た 。 こ の 調査結果 に つ い

て 、 鶴 木紘一 ・ 神戸市助役 は 「計画の 早期完 了 な ど に つ い て は常 々 検討 し て い る 。 地元の

ま ち づ く り 協議会 と の 合意があ れ ば、 計画 を 見直す可能性は あ る 」 と コ メ ン ト し て い る 。 (朝

U 新開 2000年 1 月 12 汀 朝 刊 )

計画見直 し に つ い て は 、 こ の前 に 「神戸市 は 新長 田 駅南 地 区 で進 め ら れて い る 復興再開

発計画 の 当 初計画の見直 し に つ い て検討 を 始 め た 。 …経涜状況や住宅様式 の 多様化 な ど を

受 け 、 事業計画が決 ま っ て い る 工区 で も 、 完成時期 の 延期 や ピ ル の規模の 縮小 な ど を 含 め

て 再検討す る 。 全体的 な 考 え を ま と め た後、 地元住民 と の協議 に 入 る 」 と 報道 さ れた (神

戸新開 1999年10月 9 F-I 初干IJ ) 。 見直 し 検討 の 内 容 は 、 権利者 向 け住宅や庖舗の 建設 を 先行 さ せ る 、

趨高層 ビ ル を 中 層 程度 に 縮小、 ア ト リ エつ き やベ ッ ト の飼育が可能 な マ ン シ ョ ン 、 学生や

高齢者向 け の賃貸、 な ど多様 な ニ ー ズ に対応す る と し て い る 。

こ の後、 神戸市 は 「住民か ら の 要望があ れ ば、 事業計酒が決 ま っ て い る 工区 を 含め て 柔

軟 な 対応 を し た い 」 と 計両 の 見 直 し を 示唆 し 、 さ ら に 「住宅の メ ド は つ い た 。 今は商庖街

の再生が急務だ」 と 、 高層 ピ ル と 中層 ピ ル の 同 時建設工区 を 分離 し て 、 商業施設の計画が

あ る 中 層 ピ ル の建設 を 優先す る と 述べ て い る 。 (神μ新聞 2000年 3 月 22 日 朝 刊J )
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3 . イ ン ナ ー シ テ ィ 開題の分耕
神戸市 長 田 区 の 下 町 に代表 さ れ る イ ン ナ ー シ テ ィ は 、 震災被害が集 中 し た 地域で あ る が、

被害の 大 き さ に は 注 目 さ れ な が ら も 、 土地区画整理、 市街地再開発の い ず れの 事業 も 他の

地域 に 比べて連れが現 れ て い る 。

E完成市街地 で は 全国最大級の規慎で あ る 復興土地 区 両 整 理事業面積59 . 6ha の 新 長 田 駅

北地区 は99年 3 月 末 で の 仮換地指定率 は45% で 、 淡路島 の北淡町富島地 区 を 捻 け ば最 も 遅

れ て い る 。 復興市街地再開発事業の 新長 田 駅南地 区 で は 、 管理処分計画決定率 は 、 六 甲 道

駅南地区 が86 % に 達 し て い る の に対 し て23% に と ど ま っ て い る 。 イ ン ナ ー シ テ ィ の復興 は 、

単 に住宅や ピ ル の 再建 に よ っ て は達成 さ れ な い複雑 な 要 因 を 含 ん で い る 。

横浜市政調査会研究員 な ど を 経 て 出 身 地 の 長 田 区 で 長 田 丈化協議会事務 局 長 、 市立 中 学

校長 田 区 PTA 連合会長 な ど を 務め る 日 野孝 雄 は 「都市 の復興 阪神大震災 と イ ン ナ ー シ

テ ィ 問題J (鈴木正予編集 「ボ ラ ン テ イ ア学のは じ ま り J 1999年) で 、 長 田 区が抱 え る イ ン ナ ー シ テ ィ

問題は 「 わが国の都市が こ れ か ら 抱 え る 問題 で あ り 、 近 い 将 来ニ ュ ー タ ウ ン で も 発生す る

問題で あ る と 考 え て い ま す。 長 田 区 は そ れが も っ と も 早 く ド ラ ス テ ィ ッ ク に現れた と 考 え

て い ま す 」 と 、 長 田 区 に代表 さ れ る イ ン ナ ー シ テ ィ 問題 を 次の よ う に 分析 し て い る 。

〔基幹企業の移較で人口流出〕

長 田 区 は 戦前 か ら 戦後 に か け て 工業地帯 と し て 多 く の雇用 を発生 さ せ、 工場労働者が住

む ま ち と し て急 速 に 人 口 が集 中 し た が、 当 時 は計画 的 な ま ち づ く り と い う 考 え がな く 、 住

宅 ・ 工場 ・ 商自が混在す る 密集地域が形成 さ れた 。 木造長屋 な どが集 中 し 、 公園 は 少 な く 、

住宅密集地の道路 の 幅員 は狭か っ た。

60年以 前 の 古 い 建築物 は神戸市 内 で 18 . 9 % だが、 長 田 区 は38% を 占 め て い る 。

長 田 区 は65年 に は 人口 214 ， 345人で神戸市で最 も 多 か っ た 。

地震の前 の93年 は 人 口 132 ， 339 人 に 減少 し 、 後 に は高齢者が残 さ れた 。

人 口 の 減少 は 、 産業の 流出 に よ る 壮年 ・ 若年層 の 流出 に よ っ て 引 き 起 こ さ れた 。

神戸市内 に工場 を も っ 川 崎重工、 三菱重工、 三菱電機、 神戸製鋼、 川 崎製鉄の

の 従業員 数 は 、 70年 は41 ， 546人 だ っ た が、 こ の年 を 境 に 主力 製造部 門 が地方都市 に 移転、

基幹産業の従業員 数 は93年 に は 17 ， 464人 に 減少 し た 。 下 請 け協力企業 も こ れ に し た が っ て

移転 し 、 基幹産 業 の 減少分 と 同 じ ほ どの数の職工た ち が流 出 し た と み ら れ る 。

〔衰退の構造が定着〕

産 業 の 流 出 に よ る 人 口 減 と と も に西 区 ・ 垂水区 な どの ニ ュ ー タ ウ ン 建設が長 田 区 の 若 い

世代の 人口 減少 に 拍車 を か け た 。

若 い i世代 に は 長 田 は 住 み や す い場所で は な く 、 高齢の両 親 に の あ る 住み よ い 地域

で あ っ た 。

こ う し た結果、 長 田 に は住宅購買力 も な く 、 賃貸 の 木造長屋や木造共 同住宅が滞留 し た 。

長 田 に は衰退の イ メ ー ジが定着 し 、 多 く の 若者が敬遠す る ま ち に な り 、 衰退の構造が定着
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し た 。

木造賃貸住宅の 家主 は 、 借地借家法の規制 も あ っ て貸家 を 改修す る こ と な く 、 安い賃料

で貸 し 続 け た 。 そ の結果、 多 く の 高齢者、 年金生活者、 生活保護 世帯が流入 し 固 定化 し て

い っ た 。 本来 は 、 住宅 ・ 福祉政策 で対策 を 取 る べ き で あ っ た の だが、 古 い 民 間住宅がそ れ

に 代 わ っ て 役割 を 果 た し 、 地域の コ ミ ュ ニ テ ィ ー が支 え て き た。

日 野 は こ の よ う に イ ン ナ ー シ テ ィ 問題 を 分析 し て 、 都市成立 の 条件 に は 、 経済 ・ 文化 ・

情報が必 要 だ と し 、 さ ら に 「かつ て神戸 で は 、 港が新産業 を 生み 出 し た の で す が、 い ま ア

メ リ カ で は 大学が生み 出 し て い る の です」 と ス タ ン フ ォ ー ド大学の例 を 取 り 、 「 こ れか ら

の神戸 は大学 を 核 と し た ま ち づ く り がな さ れな け れ ば な ら な い の で、す」 と 新産業 を 生 み 出

す大学の研究セ ン タ ー を !日市街地 に 立地 さ せ る こ と が必要だ、 と 提言 し て い る 。

さ ら に 、 震災後の ボ ラ ン テ ィ ア 活動、 市民の 自 主的 な 取 り 組み に よ る 丈化活動が盛 ん に

な っ て 、 99年 4 月 に 長 田 区役所が 「音楽 の ま ち ・ 長 田J を 標 ぼ う す る よ う に な る な ど、 衰

退 の イ メ ー ジが市民の活動 に よ っ て変 え ら れ よ う と し て い る こ と が 「復興の 足がか り だ」

と t旨揖i し て い る 。 ( 日 野孝雄 『都市の復興一i荻神大震災 と イ ン ナ ー シ テ ィ 問題j r ボ ラ ン テ イ ア 学の は じ ま り J

1999{!C) 

〔 イ ン ナ ー シ テ ィ の暮 ら し と 縮み か ら の脱出〕

長 田 区 久二塚地区 で神戸協 同 病 院 を 経営 し て い る 上 田耕蔵院長 は 、 震災直後か ら の診療

を 通 じ て気づい た イ ン ナ ー シ テ ィ の暮 ら し と コ ミ ュ ニ テ ィ ー に 寄せ る 住民の 思 い を 次 の よ

う に 言己 し て い る 。 (上 出 耕 蔵 『 う わ さ 話の収集 r報告 き ん も く せいJ 2000年 8 月 号 阪神 大震災復興 市 民 ま

ち づ く り 支援 ネ ァ ト ワ ー ク )

「震災第 l 日 日 の お わ り 、 殺到 し た外傷患者 さ んが減 り だ し て 、 あ あ 、 こ れで災害医療

は 第一段落 だ と 思 っ た ら 、 3 日 後 か ら 内科の患者 さ んが急増 し た 。 高齢者 は ケ ガ を し な く

て も 内科の病気で亡 く な る (震災関連死) の が分か つ た 」

「仮設がで き て避難所の患者 さ ん は 郊外の仮設へ移住 し た 。 足 の 悪い 高齢者 は 病院 に 通 っ

て こ れ な い と 思 っ た が、 実 際 は 8 割以上の 人が通院 し て く れ た 。 し か し患者 さ ん は地域の

友達 と 話 を し た い 、 早 く 地元 に帰 り た い か ら 通 院 し て い た の だ、 っ た」

「病 院 の 近 く に 地域型仮設住宅がで き た 。 ト イ レ ・ ふ ろ ・ 炊事場が共 同 で あ り 、 ア メ ニ

テ イ は 悪 い 。 さ ぞ入居者 は 怒 っ て い る と 思 い ア ン ケ ー ト 調査 し た ら 3 分の l の 人は 良 い と

回答 し た 。 人 の つ な が り と 生活支援員 の存在 を 評価 し て い たJ

121世紀の高齢者住宅の ひ な 型 だ と コ レ ク テ イ ブ住宅の 募集支援 に 取 り 組 ん だが、 応募

率 は 非 常 に 低 か っ た 。 人 は 確か に ふ れあ い を 求め て い る O し か し タ イ ト な つ き あ い に はへ

き え き し て い る 。 人 は 孤独 と ふ れ あ い と の 同J}i を 求め て い る や や こ し い存在で あ る 」

新長 田駅北地以土地区画整理事業地域な どで コ ン サ ル タ ン ト を 務 め 、 ま ち づ く り 協議会

の 支援 を し て い る 久保光弘 ・ 久保都市計画事務所長 は 、 イ ン ナ ー シ テ ィ の現状は 「縮み 」

の 悪循環の構造 を も っ て い る が、 復興 ま ち づ く り 協議会が さ ま ざ ま な イ ベ ン ト を 開催す る
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よ う に な っ て 「縮み」 の ス パ イ ラ ル か ら 抜け 出 す 方 向 が見 え て き た と 述べ て い る o (久保光

弘 f事庁長[Ej駅北地区 (東部) 土地医画整理事業ま ちづ く り 報告10J r報告 き ん も く せいJ 2000年 6 月 号 放神大震

災復興市民ま ちづ く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク )

震災前 は 自 治会活動す ら あ ま り 活発で は な か っ た 地 亙 だ、 っ た が、 ま ち づ く り 協議 会 の 活

動が始 ま る と と も に 、 多 く の協議会 で 同 時多発的 な 「 ふ れ あ い祭 り 」 がお こ な わ れ る よ う

に な っ た 。 何年か ら 97年 に か け て は 、 震災でパ ラ パ ラ に な っ た住民が顔 を 合 わせ る 機会 と

し て 、 焼 き そ ばや焼 き 肉 を 用 意 し た 素朴 な 「祭 り 」 だ、 っ た 。 97年か ら は協 議 会合同 で 「ふ

れ あ い 祭 り 」 が 聞 か れ る よ う に な り 、 99ctj三 に は細 田 町、 神 楽 師 の 8 町街区 合 同 で 「細 田神

楽ふ れ あ い 祭 り 」 が聞かれ、 毎年継続 さ れ る こ と に な っ た。

こ の祭 り は 、 ア ジ ア ・ ブ ラ ジ ル料理 コ ー ナ 一 、 ア ジ ア ギ ャ ザ リ ー ・ コ ー ナ 一 、 靴販売 コ ー

ナ ー 、 ヴ イ ッ セ ル神戸 コ ー ナ 一 、 フ リ ー マ ー ケ ッ ト な どが 聞 か れ 、 来街者の 参加 も 考 え た

規模の 大 き な 祭 り に発展 し て き て い る 。 ま ち づ く り 協議会 の イ ベ ン ト の 中 に は 、 共 同建て

替 え の保留床の販売 PR を 兼ね た も の も あ る O

久保は 、 こ れ ら の イ ベ ン ト は 「行政 も コ ン サ ル タ ン ト も あ ま り 関与 し て お ら ず、 ほ と ん

どが住民の 自 主 的 な も の で あ る が、 そ の企画力 と パ ワ ー に は驚 く べ き も の があ る 」 と 、 こ

の 祭 り に 発揮 さ れ る 「 ま ち づ く り パ ワ ー 」 の軸が、 ま ち づ く り の ピ ジ ョ ン 軸 、 地域産業の

事業軸 と 合わ さ っ て 、 こ れ ま での 「縮み」 の 悪循環の ス パ イ ラ ル か ら 、 外へ広がる オ ー プ

ン エ ン ド 型展 開 の 良好 な循環ス パ イ ラ ル に な る 可能性があ る 、 と し て い る O
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i 第二鮪 ま ち の鱗諒観 的年度版 r種?の護輿 カ ルテ」 力、 ら

96年夏か ら 神戸 、 芦屋、 西宮市 と 淡路島 の津名 郡一宵町の 8 地区 で ま ち の 復 興状況 を 毎

年定点観測 し て い る 大阪大学工学研究科 の 鳴 海邦領教授 を 中 心 に し た チ ー ム は 、 4 国 呂 の

観測結果 を 99年12月 17 日 、 阪干111 ・ 淡路復興支援館で発表 し た 。 こ の報告 は 「街の復興 カ ル

99年度版 と し て ま と め 、 財団法人阪神 ・ 淡路大震災記念協会か ら 刊行 さ れ た 。 99年度

版 は 、 こ れ ま での 8 カ 所の 観j部地点 に 神戸商能大学交通 シ ス テ ム 研究室 に よ る 神戸市東難

区東部地域の調査が新た に 加 え ら れて 、 調査報告1JQl所 は 9 地点 に な っ た 。

こ の 定点観測 は 次 の 地 区 と チ ー ム に よ っ て お こ な わ れて い る 。

1 ) 神戸市長同区 - 須磨区 (内木崇人 ・ 神戸芸術 Lfj 大学教授)
2 ) 神戸市中央区三'3地区 Ifl凶留地 (山本俊貞 ・ 地域問題研究所:長)
3 ) 神戸市中央区三宮北高1I地区 (角野幸博 ・ 武庫11 1女子大今川二活環境学部教綬)
4 ) 神戸市東灘反自:台地i玄 (丞村力 神戸大宇工学部教授)
5 ) 神戸市灘区南東地医 (平 I I J洋介 ・ 神戸大学発達科学部助教授)
6 ) 芦尾市 (鳴海邦碩 大阪大学大学院教段、 小減久子 ・ 向助教授)
7 ) 雨下f市 (出端修 ・ 大仮芸術大学主術学部教J受)
8 ) 津名郡一符町 (三谷村雄 ・ 流通科学大学助教授)
9 ) 神戸市東灘ド (小谷通泰 ・ 神戸商船大学教俊)

こ の諦査報告 の な か か ら 鳴 海教授の ま と め と 、 F復興誌」 第 2 巻 以 降 紹 介 し て い る 長 田

IR . 須磨区、 中 央区三宮 ・ i日居間地、 三宮北部地区 、 灘 区 南東地 区 に つ い て 要約 し た 。 他

の 地 区 の 調査報官 は 、 景観の変化、 ま ち づ く り の動 き な どの 節 でふ れ る 。

1 . 復興 5 年 自 の事籍地の実態 と 犠興の課題
4 回 目 の 定点観測 は98年 6 月 か ら 99年 1 月 に か け て 、 そ れぞ、れの チ ー ム が調査区域 を 徒

荻で ま わ り 、 主 に 日 規調査に よ っ て お こ な わ れ た 。 今 回 の 調査で は 、 住宅 ・ 事業 ピ ル な ど

の再建状況の ほ か 、 空地 の利用 、 再建建物 の特徴な ど、 ま ち な み の 変容 に調査の 関心が集

め ら れ、 従来の ま ち な み景観が何 に よ っ て どの よ う に 変化 し て き た か に つ い て の 分析がお

こ な わ れて い る 。

定点観測 を 総括 し た 鳴海邦碩教授 は 「震災復興の 5 年 目 を 迎 え た被災地 の 実態 と 復興の

課題」 を 次の よ う に ま と め て い る 。

1 ) 市街地復興 の概況

①再建率

長 田 地 区 63 . 8 % � 95 . 8 %  ( 区 画整理地区 を 捻 く )

灘 区南東地区 71 . 9 %  

東灘区東部地区 72 . 1 % 
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東灘区住吉地区 震災前住宅戸数の 5 割 に 満 た な い街区 か ら 大 き く 戸数 を !二 回 る

街区 ま で あ る 。

西宮市 78 . 7 % (全半壊建物敷地 に 対 し て )

芦屋市 75 . 0% 

一宮町 ( 淡路 75 % � 85 %

三宮北部地区 80 . 0 % � 95 . 8 %  

三宮地区 59 . 0% 

②再建建物 の セ ッ ト パ ッ ク

* 見 な し 道路境界線 ま で の後退 と 思 わ れ る 建物 の セ ッ ト パ ッ ク があ り 、 そ の 空い

た 空 間 が花壇 と し て活用 さ れて い る 。 (長田 区)

* 再建 に よ っ て 壁 面 後 退 を 実施 し て い る も の が20% � 30 % あ る 。 建 て 替 え 時 の

セ ッ ト パ ッ ク に よ っ て 、 前面道路拡 幅 の 可能性 は あ る と 考 え ら れ る 。 (淡路 ・

一宮跨)

③ 地

* 全体的 に 再建が さ れず空地 と し て残 っ て い る も の が20 % �30 % 存在す る O 駐車

場化 し て い る も の が多 い 。

* さ ら 地、 空地の所有者の確認が困難 で あ る 。 99年 l 月 段階で、 91 カ 所の 空地 中 、

61 カ 所の確認がで き た の み で あ る 。 ( 長 田 区 )

* 全空 地 の20%程度が駐車場 で あ り 、 全撤去 区 画 に 対 し て 約 1 0 % で あ る 。 淡路の

他の被災地域 に対 し で も 高 い 数字 に な っ て い る 。 (淡路 ・ 一宮 町 )

④再建建物 の 特徴

* 復興区画整理地 区 で は 、 ピ ン ク や ブル ー と い っ た 明 る い色 の再建建物が多 い の

に 対 し て 、 既存建物が混在す る 地底 で は 、 灰色や淡い茶系 統 の 建物が多 い 。 (長

田 区)

* 芦屋 市 の 539戸 ( う ち 再建建物56 . 2 % ) の 建物 の 調 査 に よ る と 、 パ ネ ル 仕 上 げ

の 再建建物 は42 % で あ り 、 間I を 歩 い て の 感 じ よ り も 実際の数字は低い。 パ ネ ル

仕上 げの建物 で 、 総 2 措、 総 3 階の 箱型住宅は 7 割 を 超 え る 。 壁面の 色 は 、 既

存 の 建物 で は 白 系 が49 % あ る の に 対 し て 再建建物 で は 1 0% 。 一 方 、 グ レ ー 、 ベ ー

ジ ュ 系が再建建物 で、 は 7 割 を 超 え る 。

⑤植栽の 特酸

* 敷地 を舗装 し て し ま い 、 地面がな く な る よ う な 再建 を し た場合、 鉢撞 え や プ ラ

ン タ ー が用 い ら れ る こ と に な る O 地 区 に よ っ て西洋種の植栽が多 い 地 底 と 、 松

な ど東洋種の植栽が多 い 地 区 が生 じ て い る 。 ( 長 田 区 )

* 新設建物で植栽 を し て い る も の が 5 割、 プ ラ ン タ ー を 用 い て い る も の が 2 割あ

る 。 (芦屋市)
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⑥市街地変容の 特徴

* 長屋 ・ 木造共同 の供給が皆無 に 近 い 。 住宅ス ト ッ ク が変 質 し て い る O そ の た め 、

震災以前 に 住 ん で い た場所 に 戻 れ る 住民 と 戻れ な い住民 と の選別 が生 じ た 。 人

口 回復が停滞 し て い る 。 (神戸市i難民南東地区)

* 震災前住宅戸数の 5 割 に 満 た な い 街 区 があ る か た わ ら 、 大 き く 震災前戸数 を 上

酉 る 街区 も あ る 。 震災前居住者の帰還率 は低い。 (東灘区;住吉地区 )

* 住宅戸数 は 回復 し て い る が、 人 口 は 回復 し て い な い 。 新規住民の増加が見 ら れ

る 。 (芦屋市)

* 震災前の 住宅戸数 を 超 え て い る 。 戸建て住宅が減少 し て お り 、 中 高層 共 同住宅

戸数の顕著 な 増加が見 ら れ る 。 (西宮市)

⑦建築活動の 平常時化 (略)

⑧繁華街の復興状況 (三宮北部地区)

* 総届舗数は震災前の85 . 3 % で昨年 と 同 じ 水準。

* 用途別 居舗数は安定傾向 に あ る が、 酒場な どの増加が 目 立つ 。

* フ ラ ン チ ャ イ ズ庖や ど こ に で も あ る よ う な 庖 が多 い 。

⑨旧冒留 地

* 関 わ れ型 ま ち な み の 形成 ・ 保全がお お む ね順調 に 進 ん で、 い る 。 ポ ル テ イ コ の形

態 を と る 公 開空地が増 え 、 全体 と し て 高 質 な ま ち な みが形成 さ れつ つ あ る 。

2 ) 状況 を ど う み る か

震災か ら 5 年が経過 し 、 震災直後 を 知 ら な い 目 で 見 れ ば、 震災の影響 は ほ と ん ど に戻 っ

た と 認識 さ れ る か も し れ な い 。 空地 は 元か ら そ こ に あ っ た よ う に見 え る し 、 そ れがか え っ

て 空間 の ゆ と り に 見 え る か も し れ な い 。 し か し 、 そ う し た光景の背後 に は 「生 き 生 き と し

た ま ち の復興」 が真の意味で は展開 し て い な い と い う 、 深刻 な 問題が潜 ん で い る O

〔再建の勤 き は伸びな い 〕

震災 に よ っ て さ ら 地 に な っ た建物敷地 に お け る 新築率 (再建率) は 、 地域差、 地区差が

あ る が、 お お む ね70% � 80% と み る こ と がで き る 。 こ の数字 は伸 びな い 傾 向 に あ り 、 復興

は ほ ぼ務 ち 着 い た 。

再建 ・ 復興率が こ の段階で止 ま り 、 復興が停滞 し て空地が残 っ て い る 理由 に は 、 所有者

に 再建意欲 な い し は 再建力 がな い こ と 、 建築法規 に 照 ら し て再建で き な い 条件があ る こ と 、

借地の 契約解約、 あ る い は 契約更新が滞 っ て い る こ と な ど さ ま ざ ま な 条件が考 え ら れ る O

こ う し た不動産 に 関 し た権利 関係や経済状況が不動産活用 に 与 え て い る 「 か ら ま り 」 を 解

き ほ ぐす の は 困実在で あ る O

(J吉舗の再開率は54 % )

事業所 の復 興は 、 神戸市東灘 区東部地域の調査 に よ れ ば、 震災後 3 年 で従来高舗の 再 開
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率 は54 % 、 新規庖舗の立地 を 含め た復興率 は7 1 % に と ど ま っ て い る 。 詳細 に 見れ ば、 駅周

辺や幹報道諮沿道で復興率が高 く 、 商庖 な どが衰退傾向 に あ っ た 地 区 で は 低 い 。

事業所 は 、 い っ た ん よ そ に 移転 し て事業 を 開始す れ ば元 に 戻 る 必要性 は そ れほ ど な い 。

商屈 な ど の 地域 に サ ー ビ ス す る 事業 は 、 人 口が回復 し な け れ ば経営が匝難 に な る 。

3 ) 戸建 て 持 ち 家住宅の再建

〔戸建て住宅の解体82 ， 000戸〕

戸 建 て 持 ち 家住宅の被害、 再建の情報は整理 さ れた 十分 な '1吉報がな い。 兵産県が公費解

体処理 申 請書 を 再調 査 し 、 戸 数単位 に 集計 し た 結果 に よ る と 、 件数で82 ， 978件、 戸 数 で

87 ， 289戸 の戸建て ・ 長屋建て住宅が解体処理 さ れ た こ と に な る 。 長屋建て I 棟 を 6 戸 と し

て 差 し 引 く と 、 公費で解体 さ れ た戸建て住宅は82 ， 000戸 と な る 。

〔戸建て住�の再建66 ， 000戸〕

被災10市 10 町 の 震災後か ら 98年12月 ま で の 累積新設住宅着工 数 は 、 持 ち 家住宅区分で

73 ， 936戸、 戸建て住宅区分で76 ， 884戸 と な っ て い る 。 こ の すべてが被災 し た戸建て住宅の

再建 と は み な す こ と は で き な い が、 こ れ ま で の 「復興 カ ル テ』 の調査 に よ れ ば、 ほ ぼ こ の

こ ろ さ ら 地化 し た 宅 地 で の 再建が落 ち 着 い て き て お り 、 ア 万 を 越 え る 持 ち 家 な い し戸建て

住宅の新設着工の過半数が再建住宅 に 当 た る の で は な い か と 考 え ら れ る 。 兵庫県 は98年 に

実施 し た住宅需 要実態調査結果か ら 、 全半壊 し た住宅 の う ち 66 ， 000戸が建 て 替 え ら れた と

誰定 し て い る が、 こ の戸 数 は 、 新設住宅着工戸数か ら み て も 妥当性があ る 。

〔公的支接に よ る 再建25 ， 000イ牛〕

住宅再建支援制 定 の 実績 を み る と 、 99年 3 月 現在 、 被災者住宅再建支援事業補助 の 申 請

件数が16 ， 723件、 高齢者住宅再建支援事業補助 申 請件数が8 ， 458件、 合 わ せ て お ， 181件。

ま た 、 住宅金融公庫 の 災害復興住宅融資 に よ る 再建が、 新築お よ び補修 を 合わせて98年末

で25 ， 353件 と な っ て お り 、 上 の 件 数 に 近い も の に な っ て い る 。 こ の25 ， 000件が公的 な 支援

を 得 て の 再建 と み て い い で あ ろ う 。

( 6 割が支援な し で再建〕

上 の 数字か ら す れ ば、 被災戸建て住宅の 6 割 あ ま り が支援 な し で再建 さ れ て い る 可能性

があ る 。 一一見立派 に 再建 さ れい る よ う に み え る 新 し い ま ち な み は 、 多 額 の個 人負 担 で で き

あ がっ て い る こ と が改 め て認識 さ れ る 。

住宅再建 に 当 た っ て 、 個 人個 人 が どの よ う に 取 り 組 ん だ か を 明 ら か に す る と と も に 、 新

し い災害復興支援 シ ス テ ム の確立への努力 がな さ れ な け れ ば な ら な い 。

4 ) 新 た な ま ち な み形成への期待

復興は 地 沢 ご と に 異 な っ た 景観的 な特徴 を も っ て い る 。 こ の特徴 を い か に育 て て い く か

が今後の 課題で あ る O
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〔紙一枚 に 書 か れ た 方針でも 〕

景観形成 上 の 課題 に つ い て 、 ハ ウ ス メ ー カ ー 側 に も 「周 囲 に無 関 心 で住宅 を 供給 し て い

る わ け で は な いが、 参考 に すべ き 方針が何 も な い 。 た と え紙一枚 に書 か れ た も の で も あ れ

ば当然参考 に す る の だが」 と い う 声があ っ た 。 「紙 一枚 に 書 か れ た 方針J が意味す る と こ

ろ は極 め て 重要で、 あ る O ひ ご ろ か ら 身近 な ま ち の あ り か た に つ い て 検討 し、 そ の 方針 を 何

ら かの 形で公表 し て お く 必要があ る 。

〔伝 え た い ふ る さ と の景観〕

兵産県 と 財団法人兵庫県都 市整備協会が98年度 に 被災10市10町の住民か ら 「伝 え た い ふ

る さ と の 景観」 を 募集 し た と こ ろ 、 1 ， 800あ ま り の景観が浮 か び、上が っ た 。 推 薦 さ れ た 場

所 を つ ぶ さ に 見 る と 「伝 え た い 景観」 や 「ふ る さ と 意識」 の多様性 を う かが う こ と がで き

た 。 そ の 中 に は ふ だ ん あ ま り 「景観」 と し て意識 さ れ な い よ う な も の も あ っ た 。

例 え ば①大都会で も ふ る さ と で あ り 、 親 し み を 感 じ ホ ッ と す る よ う な 景観 が さ ま ざま に

存在 し て い る ② 自 分 し か知 ら な い小 さ な 場所、 あ る い は 見慣れた 田 園風景か も し れ な い

が将来 に伝 え た い ③駄菓子屋 さ ん の 届先 の 光景の よ う な 、 あ と 10年 も す れば な く な っ て

し ま う か も し れ な い 景観ーそ ん な 「ふ る さ と の 景観」 が愛情 こ め て見 ら れて い る 。

こ の よ う な 景観が地域の 人々 の 心 を つ な ぐ 「 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の き ず な 」 で あ る こ と が認

識 さ れ た 。 こ の よ う な 景観 を 大事 に し て い く こ と が本当 の復興 で あ る と 考 え て い る 。

5 ) 計画論上の新た な 課題

〔 多犠性 ・ 多菌性が生み 出 さ れ て い な い〕

複興の 目 的 は 「生 き 生 き と し た街の復興J で あ る が、 こ れは 困 難 な 課題だ。 その典型的

な ケ ー ス は 、 民 間 の 低家賃住宅が供給 さ れな い こ と 、 小売庖舗、 サ ー ピ ス 販売庖舗、 飲食

屈 な どの小規模事業所の 再建が遅れて い る こ と で あ る 。 住宅が再建 さ れ て も 空 き 家 に な っ

て い た り 、 入居 し て い て も 元の住人で は な く 、 よ そ か ら の転入者で、 居住者の 入れ替 え が

促進 さ れ て い る こ と な ど も こ の課題 に 入 る 。

都市 ら し さ の 原 点 で あ る 多様性、 多面性が生み 出 さ れて い な い こ と は こ れ ま で の 「復興

カ ル テ 」 で も 指摘 さ れ て い る が、 こ の都 市 ら し さ を い か に 形成 し て い く かが復興の課題で

あ り 、 ひ い て は 日 本の ま ち づ く り の 課題 に も つ な が る 。

今 回 の 「復興 カ ル テ 』 で は 「震災以前 に 住 ん で い た場所への被災者の再居住 と い う 点 か

ら み れ ば、 被災市街地 で の住宅設興 は 達成 さ れ な か っ た J (神戸市灘区南東地区) と い う

考察 も あ る 。

〔公共性の 新 た な枠組み〕

平常時経 済 に 基づ く 力 の あ る 活動が打撃 を 受 け た被災地で展開す る と 、 弱 い経済活動 を

駆逐 し て し ま い か ね な い 。 公共の論理で実直 に対策 を 展 開す る と 、 均一性、 画 イ生 を 助 長

し て し ま う 。 公共事業 は こ う し た性質 を も っ て お り 、 そ こ に検討 さ れ る べ き 計画論上の 重
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要 な 課題があ る 。

そ の 点、 復興の現場 は そ の 最先端 に 位寵 し て い る と み る こ と がで き る 。 こ れ ら を い か に

克服すべ き か は な か な か 困 難 な 課題で は あ る が、 新 た な復興 ま ち づ く り の た め に 、 模索 と

挑戦が続 け ら れ な け れ ば な ら な い 。

6 ) 復興 カ ル テ の今後の 具体的課題

震災か ら の再建 と い う 点 で は 、 安定 し て き た と い う か、 急、 な 変化 は な く 、 落 ち 着 い て き

て い る O 一方、 平常時の建築活動が加 わ っ て き て お り 、 どの 点が震災復 興 な の かが見極め

に く く な っ て い る 。

今後 は 、 そ れぞれの調査チ ー ム がそ れぞれ に 調査課題 を 再設定 し て調 査 に取 り 組 む と と

も に 、 共通 し た テ ー マ を 設定す る 必要 も あ る o 99年12月 に 開催 さ れた カ ル テ 報告会での検

討 を 踏 ま え て 、 次 の 観点 を 提案す る 。

1 復興の定点 か ら 少 し 離 れ て 地域全体の構造 を みす え な が ら そ れ ぞ れ の 定点観測地区

の 変化 を 位置づけ る 。

* 住民、 事業所へ の ア ン ケ ー ト を お こ な い復興に よ る 構造 的 な 変化 を 把握 し 、 社

会階層 、 地権、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 、 文化 な どに つ い て考察す る 。

* カ ル テ 調査対象地区 が どの よ う な 環境的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー を も ち つ つ あ る か

を 考察す る 。 考察の テ ー マ は 、 空 間 的特徴、 ま ち の 将来 と し て の評価、 新た に

取 り 組むべ き 手立 て 、 な どが考 え ら れ る 。

11 こ れ ま での カ ル テ 調 査 を 振 り 返 り 、 災害時 も 調査手法の あ り か た を 考察す る 。

* 海外 に も 紹介で き る よ う な 調査結果の表現上の 課題 に つ い て 考察す る 。

* 再建率 に つ い て 、 定義 の 明確化 と 共通化 を 検討す る 必要があ る 。

2 . 放置 さ れた空地が 目立つ長田 ・ 須磨地区
神戸芸術工科大学膏木研究室 (斉木崇人教授、 杉本崇院生) は 、 須磨 区妙法寺川 の 中流

か ら 長 田 港 に い た る 南北3 ， 300 m 、 東西650 m の 扇 状地 に あ る 市街地 を 対象 ( 図 1 ) に 定点

観測 を お こ な っ て い る O こ の調査地域 は 、 六 甲 山系 か ら 海 に 向 か つ て流 れ る 水系 を 一 つ の

環境単位 と し た 阪神 間 の典型的 な 地形立地条件 と み な さ れ、 こ の環境単位 を 把握す る こ と

で阪神 需 の 都 市構造 の 把握が可能で、 あ る 、 と 仮定 し て い る 。

4 回 目 の寵査は 99年 6 月 に 現地で の 目 視 と 聞 き 取 り に よ っ て お こ な わ れ た 。

1 ) 区域別 景観特性

(!R域 A : 須蕗!R養老町 1 "' 3 T 呂 〕

建物の復興 ・ 復 旧 率 は 、 震災以前 を 100% と し て 99年 6 月 は 95 . 8 % 0 98年 5 月 の 9 1 . 7 %

か ら み て 、 建物 の 復興 ・ 復旧 は ほ ぼ完了 し た と い え る 。
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再建住宅で は 、 前面道路か ら 50cm セ ッ

ト パ ッ ク し 、 空 い た 空間 に 花壇 を 設 け た

り 、 倒壊 し た塀や フ ェ ン ス を 取 り 除い て

生 ま れ た 玄 関 わ き の 空 間 に 表札 ・ ポ ス

ト ・ 照 明 を ま と め た い わ ば「門柱セ ッ ト 」

を 設 け そ の 周 辺 を 鉢植 え の草花で飾 っ た

住宅が見 ら れ る 。 震災後新築 さ れた住宅

は 、 従 来 工 法 の 木造 2 階建 て か ら プ レ

フ ァ ブ住 宅 に 建 て 直 さ れて い る 。

〔 区域 B : 長 田 区戸崎通 2 � 3 丁 目 、 戎

町 1 � 3 丁 目 〕

神戸市営地下鉄 ・ 山 陽電車板宿駅の 南

部。 近隣商業地域 ・ 住宅地域の混在地区。

復 興 区 画 整 理 事 業 が行 わ れ て い る 。 復

・ 復旧 率 は63 . 8 % 。 従来工法 に よ る 住

宅 は戎町北部 に わず か に 残 る だ け で 、 ほ

と ん どがプ レ フ ァ ブ住宅 に 変 わ っ た 。 前

回道路 ぎ り ぎ り ま で立 て ら れ た住宅が多

し ミ 。

区域内 に 点在 す る さ ら 地 ・ 空 地 は 1 12

件確認 さ れ た 。 畑や花壇 と し て利 用 さ れ

て い る の は 2 件。 残 り は駐車場 と 放置 さ

99年 6 月 の復興 ・ 復 旧 率 は34 . 4 % 。 さ ら

地 ・ 空 地 は 226件。 う ち 13件 は 洗濯物干

場 な ど に 利 用 さ れ、 4 件が花壇や畑 に 使

わ れ て い る 。 残 り は 駐車場 と 雑草が生 え

る に 任せて い る 空地が半 々 。

再建 さ れ た 住 宅 の 一部 で は 、 こ れ ま で

の ま ち な み に は存在 し な か っ た ピ ン ク や

ブ ル ー の色 に 塗装 さ れ て い る 。
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〔区域 0 : 長 田 区若松荷 6 �1 0T 困 〕

準工業地域、 住宅地域が混在。 99年 6 月 の復興 ・ 復!日率は80 . 1 % で、 98年 5 月 の81 . 9 %

と 比較 し て停i帯 し て い る O

空地45件の 和 用 形態 は①広場 2 件 ②花壇 1 件 ③静利 敷 き の 駐車場27件 ④ フ ェ ン ス

で 囲 ん で、 い る が雑草 だ け の 未利用 15件。

小規模地権者が共 同 で建 て 替 え を お こ な っ た 3 階建 の 「現代長屋J が 1 件確認で き た 。

〔区域 E : 長田 区駒が林 1 � 6 丁 目 〕

旧 漁村集落 を 含 む準工業地域 と 住宅地域が混在。 復興 ・ 復 旧 率 は95 . 7 % 。 さ ら 地 ・ 空地

は 99年 6 月 で138件確認 さ れ た 。 こ れ ら は 、 洗濯物干場、 井戸端会議 の 場 、 花壇、 駐車場、

資材置 き 場 な ど に 活用 さ れて い る O

白 地地 医 で あ り 、 接道不 良 な ど の 理 自 で復興 ・ 復 旧 の メ ド が立 た な い敷地が存在す る 。

2 ) 調査区域 の考察

〔 セ ッ ト バ ッ ク に よ っ て生 ま れ た “公 と 私" の 中 間域〕

自 地地区 で も 将来の 4 m 幅の 道路拡幅 に そ なえ て セ ッ ト パ ッ ク し て い る 住宅の前面空地

は 積極的 に 花壇や鉢植 え を 置 き 新た な 景観 を 形成 し て い る O こ れ に対 し て土地区医整理が

お こ な わ れ て 4 m 道路がで き た街亙 で は 、 壁面後退 に よ っ て確保 さ れた 空 間 の花壇利用 は

現 れ に く い 。 自 家用 駐車場 を 建物 の 前部 に 配置 し て い る 住宅 も 多 い 。 そ れ ぞれの地域に応

じ た 中 間域 の あ り かた の 再評備が必要だ。

〔放置空地の広場の植栽利用提案〕

市街地整備事業 の 区域 で は 放置 さ れ た 空地が 目 に つ く O 景観上、 衛生上か ら も 好 ま し い

も の で は な い。 工事が開始 さ れ る ま で の 期 間 だ け で も 公園 ・ 花壇 ・ 畑 な ど に利用 ・ 活用す

べ き で あ る 。 「 ま ち づ く り ス ポ ッ ト 創生事業J r紬街路整備事業J な ど を 活用 す れ ば、 さ ら

地 ・ 空地の利用 ・ 活用 は 実現不可能 で は な い。

し か し 、 さ ら 地 ・ 地 の 所有者確認が悶難 な 場合 も あ る 。 区域 E で は99年 1 1 月 現在で91

カ 所 中61 カ 所 し か確認で き て い な い 。

crs:域に応 じ た外壁の色彩 と 植栽〕

建物が全壊 し た 区 域 C の J部で、 こ れ ま で に な か っ た ピ ン ク や ブル ー と い っ た 明 る い色

が採用 さ れて い る O 震災以前 の建物が混在 す る 他の 4 区域で は 、 従来 どお り の灰色、 淡い

茶系色 な ど以前の風景 に 台 っ た お と な し い色 を 採用 し て い る 。

植栽 に つ い て は 、 区域 B が鉢植 え や プ ラ ン タ 一 、 I2<J或 D で は 鉢植 え に 交 じ っ て 直植 え が

見 ら れた 。 西洋風の住 宅 に 合 わ せて レ ッ ド ロ ピ ン や コ ニ フ ァ ー と い っ た西洋種の木が植 え

ら れて い た 。 庇 域 A 、 E は既存 の植栽で あ る 松 を は じ め と す る 東洋種の 木 を 直植 え し た り 、

草花の鉢植 え が見 ら れ る 。
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〔固有性 を も っ た風景が形成 さ れ 始め て い る 〕

均質 と 思 わ れて い た地域 に 、 区域A � E そ れぞれの 国 有性 を も っ た風景が形成 さ れつ つ

あ る 。 特 に 道路か ら の壁面後退で生 ま れた前面空地や 自 家用駐車場 を 設置 す る こ と で生 ま

れ た 玄 関 前の後退空地 は 、 住民そ れぞれが工夫 し て 活用 し て い る 。 さ ら に そ の前面空地 は

通 り に 聞 か れ つ つ あ る O 震災以前の 高 い コ ン ク 1) ー ト ブ ロ ッ ク 塀が撤去 さ れ、 植栽や低 い

リ ブブ ロ ッ ク と フ ェ ン ス で構成 さ れ、 花壇や鉢植 え が置 か れ て 、 人 々 の 生 活 ぶ り が う かが

え る よ う に な っ た 。

3 .  I日居留地の景観形成が進ん だ三宮地区
地域荷題研究所 山本俊貞所長 ら は 、 ]R 三 ノ 宮駅か ら 元 町駅の南側 の 業務 ・ 商業 ピ ル や

市役所 な どがあ る 神戸市 の 中枢地 区 を 対象 に 、 定点観測 を 続け て い る 。 99年 1 0 月 の調査 は 、

こ の う ち の 、 再建率が 8 割 と 高 い IB屑留地 に 焦点 を あ て て 、 地医計画 に そ っ た再建 ピ ル が

都心 中核の ま ち な み形成 に どの よ う な作用 し 貢献 し て い る か な ど景観の 変化 に つ い て調べ

て い る 。

1 ) 三宮地 区 の 復興状況

全体撤去や上層 階が撤 去 さ れ た 166棟 の 被害甚大 ピツレ の う ち 、 99年 9 月 現 在 で94棟が再

建 ・ 補修済み で、 工事中 の も の を 含め る と 約 6 割 に 当 た る 98棟の 再建が確実視 さ れ る (表

1 ) 。 残 り 68t東 の 敷地 は 、 外観か ら 判 断す る 限 り 、 空地 も し く は 暫定的 な 利用 であ る 。 空

地 の 大部分は小規模 な 敷地 で あ る も の の 、 都心地域 に お い て利 用 さ れて い な い 土地が点在

し て い る こ と は 問題 で あ る O

一方で は 、 関 西 ク リ エ イ ト ピ ル (99年 4 月 竣工) 、 NTT 新神戸 ピ ル (2000年 l 月 竣工) 、

関 西 国 際 セ ン タ ー (99年 6 月 竣工) 、 コ ン コ ル デ イ ア 神 戸 ピ ル (99年 3 月 竣工) な ど、 震

災 に よ る 被害 と は無関係 と 思 わ れ る 大規模 ピ ル の建設が 臼 立 ち は じ め て い る 。

(友 1 ) 三宮地区の ヒ ル再逮状況

全体棟数 被7号夜大様 再建 - 補修i斉み T. 事 中 暫定利用
31 (19%) 25 ( J 5%) 23 (l4%) 

559 166 54 (33%) 21 (13%) 31 (19%) 
(100%) 73 (44%) I 19 ( 12%) 30 ( 18%) 

94 (57%) 4 (  2%) 33 (20%) I 

(!t) 98年以前の数字は概数で示さ れていたが、 99{fの調査で、確定数を示す。

2 ) 囲み型景観 を 生 み 出 し た !日居留地

〔再建率は77% )

旧居留 地 に は従前106棟 の ピ ルがあ り 、 こ の う ち 被害甚大 な 22棟が解体 さ れ た 。 解体 ピ
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ル敷地の う ち 、 99年10月 現在で16棟 ( う ち 東 軒 ピ、ル と 江戸 田I ピ ル は共 同 化 さ れ た た め 再建

後 は 15棟) が竣工 し 、 前 回調査 よ り 3 棟増 え た 。 さ ら に l 棟が工事中 、 こ れ を 合わ せ る と

17棟 (77 % ) の 再建が完了 も し く は確定 し て い る 。

C lB居留地連絡協議会の活動〕

i日居留 地 で事業 を 営 む約 100社 は ' 1日官留 地 連絡協議会」 を 結成 し て い て 、 震 災前 か ら

ま ち づ く り や景観形成 に 取 り 組 ん で き た 。 90年 に 「 旧 居留 地 の ま ち づ く り 」 、 例年 に 「景

観形成計画」 を 策定 し 、 震災後の95年 4 月 に 決定 さ れ た 地 区 計画 は こ れ ら の 計画の 内容が

尊重 さ れ た も の であ っ た。

旧居留地連絡協議会 は 、 何年10月 に 地 区計画 を 檎完す る 「神戸 田居留地復興計画」 を 策

定 し 、 97年 3 月 に は 「都心 ( ま ち ) づ く り ガ イ ド ラ イ ン J を 定 め て ま ち の あ り か た を 地区

内外に提案 し て い る O

〔 ま ち な み 形成の 目 標 と 方向一復興計画〕

i 汀居留 地連絡協議会が何年10月 に 策 定 し た毎興計画 は 、 継承すべ き 景観 要素 と し て①道

路空間 に お け る 固 ま れ感 ②ゆ る や か に統ー さ れた ス カ イ ラ イ ン ③建築 物 の 風格あ る 意

- 材質ーな ど を あ げて い る 。

ま ち な み形成 の 方 向 に は①都心業務地 に ふ さ わ し い に ぎ わ い の あ る ま ち な み ②歴史的

環境 に 配慮 し た風格あ る 都市景観 ③親 し み と う る お い の あ る 地区環境整備ー を あ げて い

る 。

〔 ま ち な み誘導方針ーガ イ ド ラ イ ン 〕

都 心 づ く り ガ イ ド ラ イ ン は①敷地面積 の 最低限度900m2 を 道路 よ り お お む ね

1 m 後退 さ せ て 壁面線 を 統一す る ③建物 の 高 さ を お お む ね20 m 、 31 m と し て ス カ イ ラ イ

ン を 統 a す る ③風格あ る に ぎ わ い を 演 出 す る た め 、 倍角広場 を 確保、 1 � 2 暗部分 を 住

宅 に し な い 、 屋上広告 ・ 突出広告 を 禁止、 公 開 空地 を 確保 し に ぎ わ い を 創 出 す る な ど と

し て い る 。

〔再建 ・ 新築 ピルの ま ち な み形成への貢献度〕

震災後 に 計画 ・ 建設 さ れた 15の ピ、 ル (重要文化財 の '15番館J は 除 く ) を ま ち な み形成

に どの よ う に 貢献 し て い る かの視点で観察す る と 、 壁面棋の統一日、 ス カ イ ラ イ ン の統一

13、 公開空地の確保10、 低層 部分へ!古舗の導入お と な っ て い る 。

こ れか ら み る と 、 回 ま れ型 ま ち な み の形成 ・ 保存 は 、 一部 を 除い て ピ ル の 大小 に か か わ

ら ず主 旨 を 理解 し て建 て ら れ、 め ざす ま ち な みへ近づ き つ つ あ る と い え る O

に ぎ わ い を 演 出 す る た め の低層 部分への庖舗の導入 は 、 建 て 替 え ・ 新築 ピ ル だ け で は な

く 、 既存 ピ ル も 改修 も 含め て 多 く が導入 し 、 こ れ に よ っ て i日 居留 地全体が新 た な 性格 の

シ ョ ッ ピ ン グ ゾー ン と し て定着 し つ つ あ る O

公 開 空 地 の確保 は 、 敷地面積が900m2 以 上 の ビ、 ル は すべ て ポ ル テ イ コ 、 角 地広場 な ど の

形で確保 し て い る 。 900m2未 満 の ピ ル で公 開 空地 を 備 え た の は 7 棟の う ち 2 棟 だ け で あ る O
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地区計覇 は 、 敷地の 最低 規定 を 900m2 と し て お り 、 そ れ に 満 た な い 敷地 で の 建築 は た と え

公開空地 を 確保 し で も 容積率続和 に つ な が ら な い こ と に よ る と み ら れ る 。

〔新 し い特性のポルテ イ コ 〕

公関空地の多 く は 、 ピ ル l 階の道路 に 面 し た部分 を 開放 し 、 道路 と 一体化 さ せ た ポ ル テ イ

コ の形態 を と っ て い る 。 盤面娘 を そ ろ え た う え で公開空地 を 確保す る と い う 両課題 に対応

し た 空 間 だが、 震 災前 に は な か っ た ピ ル の 姿 で 、 i日居留 地 の 新 た な特性 に な り つ つ あ る 。

摂I前線の統一 と公開宅地を両立させる ために採用 さ れた 「ポル
テ イ コJ ( LlJ 本俊貞氏提供)

十 回復のテ ン ポ に ぶ る 三宮北部地区
神戸最大 の 繁華街 で あ る 三宮北部地区 ( 図 2 ) の復興状況 を 調査 し て い る 武塵 J I I 女子大

学生活環境学部 の 角 野幸博教授 と 角 野 ゼ ミ の 学生 は99年 7 月 、 前 回 と 同 じ よ う に東門街、

北野坂、 下 山手通の 3 路線 に 面 し た 建物 ・ 空地 と 庖舗 を 目 視調査 し た 。

今回 の 調査時点 で の 総庖 舗 数 は 震 災 前 の 85 . 3 % で、 前 回 の 調査 と ほ ぼ同 じ 水準 に と ど

ま っ て い る が、 テ ナ ン ト の 入 れ 替 わ り を み る と 、 震災後 も 辛 う じ て営業 を 続け て き た 庖舗

が廃業 に 追 い込 ま れ て い る も の があ り 、 震災の ダ メ ー ジがボ デ ィ ー ブ ロ ー の よ う に 効 い て

き て い る こ と 、 個性的 な小規模自舗が表通 り か ら 消 え て裏通 り に 隠 れた ま ま に な っ て い る

こ と な ど も 読み 取 れ た 。

同 時 に 、 酒場系 の}苫舗数の 回 復 は 着実 に な っ て い て 、 経営者や業態 の 入れ 替 わ り は あ っ

て も 、 盛 り 場 と し て の 慣性力 は 維持 さ れて い る こ と がわ か っ た 。 し か し 、 東 門 街で は 酒場

街 に こ だ、 わ り 続け る こ と が復興の ス ピ ー ド を 遅 ら せ る こ と に な る の で は な い だ ろ う か と い

う 懸念 も 生 ま れて い る 。
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三宮北部地区の調査対象地区( 関 2 ) 

1 ) 建物の復興状況

全体で89 . 4 % が再建 ま た は補修 を へ て f共用 さ れて い る O 年 別 の 建物復興状況 (表 2 ) の

総区画数が98年 よ り 3 区 画 減 っ て い る の は敷地 の 共 同化 に よ る 。 98年 に 工事 中 の ピ ル が竣

工 し た た め工事中 の件数は 減少 し た。 一方で、 放置 ・ 仮設 ・ 空地がそ れぞ れ微増 し て い る 。

通 り 別 で は次の よ う な 特徴があ る 。

〔東門街〕

復興率80 . 0% 。 新 た な 空地が生 ま れ無人の コ イ ン 式駐車場 と し て暫定利用 さ れて い る 。

中 央部西側 は 再建が遅れ て い る も の の徐 々 に小規模 な 建築がお こ な わ れて い る 。 北部の ホ

テ ル は依然放置 さ れ た ま ま で あ る O

三宮北部地区の復興度別建物数 (年 街路加)( 表 2 ) 

東 門 街北 野 坂下 山手通

設
事
置
設
地

本
工
放
仮
空
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98 : 99 100 
一一一一」 一一一---'一一一一一一

(注) 99年度版に98年度、 97年度版を参照 して作成。 集計方法の変化のため一部で前年 と異なっ た数がある 。

第 八君主 @ 都 市計 画 ま ち づ く り

員十



〔北野坂〕

毎興率95 . 8% 。 被害が少 な く 、 そ の後 も 安定傾向 に あ り 、 大 き な 変 化 は 見 ら れ な い。

〔下山手通)

復興率92 . 9 % 。 東部で工事 中 だ、 っ た小規模 ピ ル が竣工 し 工事件数が減少 し た 。 仮設庖舗

と 空 き ピ ル に な っ て 放置 さ れ た建物がそ れぞれ l 件見 ら れ る が、 こ れが震災 の 影響か ど う

か は と ら え カfた い 。

2 ) テ ナ ン ト の復興状況

〔癌舗数の変化〕

底舗 の 総 数 は 1 . 800件 で 、 98年 と ほ と ん ど変化が な い 。 97年以 降 の 詰年比伸 び率 は 年 々

減少 し (97年 : 10 . 4 % 増→98年 : 3 . 3% 増→99年 : 2 . 2 % 増 ) 、 震災前 の85 % 程 度 で足踏み

状態で あ る (表 3 ) 。

通 り 別 で み る と 、 震災後早 い 時期 に復興 し て い た北野坂の庖舗数が減少 に 転 じ て い る (前

年比マ イ ナ ス 4 . 3 % ) 0 ÚJ手通で は 微増 し 、 震災前 の85 . 5 % 。 東門街で は 震災前の80 . 6 %

ま で 回 復 し た 。

(表 3 ) 三宮北部地区の総庖鋳数の変化 (街路別)

(注) 95i1'のデい タ l土 、 調食、 編集時点ですでに さ ら地 ま た は撤去中の俄
所お よ び通行不可能の も のが329件、 名称や常業状況な どが篠認で
き ない も のが518件、 合計847ftlニが実態をlii認で き なか っ た。

〔 テ ナ ン ト の変化〕

テ ナ ン ト の 入退去の状況 を み る と 、 下 山手通 で は 、 空 き テ ナ ン ト 化、 庖舗の 入 れ替 わ り

数が震災以 降最大の 数値 を 示 し て い る 。 逆 に 空室への 入居数は最小 に な り 、 ピ ル経営の厳

し い状況が う かがえ る (表 4 ) 。

(表 4 ) 下山手通の盾舗入 れ 替 わ り 状況
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東 門 荷 は 、 他 の 2 街路 に よとべ る と '告 き テ ナ ン ト 化 は少 な い も の の 、 室 へ の 入居数 は 減

少気味で あ る 。 一方で テ ナ ン ト の 入 れ替わ り は増加 し て お り 、 変化 は既存庖舗の 入 れ替 わ

り が中 心 に な っ て い る (表 5 ) 。

北野坂 は 前 田調査 と 同様の傾 向 で、 空室化傾向 が続い て い る (表 6 ) 。

(表 5 ) 東門街の庖舗入 れ 替 わ り 状況

変化な し
増

(表 6 ) 東門街のJ吉錦入 れ 替 わ り 状況

(用途別の変化〕

全体で各用途 と も 97年か ら 大 き く 変化 し た も の は な い が、 酒場系 の 増 加傾 向 が一貫 し て

続い て い る 。 98年 に増加 し た住居系 は 減少 に 転 じ た。 復興当 初 に 日 立 っ た カ ラ オ ケ ボ ッ ク

ス 、 ゲ ー ム セ ン タ ー は変f七 し て い な い 。

下 山 手 通 で は食堂系が微増。 建物の新築状況は 一段落 し て 入 る も の の 空 き テ ナ ン ト が 日

立 つ 。

北野坂 は 酒場系が12件減少 し 、 前年比 マ イ ナ ス 3 . 4 % に な っ た。 オ フ ィ ス も 31件か ら 27

件 に 減少 し た 。

東 門 街 は 酒場系 の 回復基調が続い て 、 徐 々 に で は あ る が震災前 の 地域 イ メ ー ジ を 回毎 し

つ つ あ る が、 そ の テ ン ポ は さ ら に に ぶ っ て い る O 従来か ら 総庖舗数の復 旧 が他 の 街路 と 比

べ て 遅 れ て い る た め 、 どの用 途 を み て も い ち じ る し く 回復 し た も の は な し L 建物 を 取 り 壊

し て コ イ ン 式駐車場 と し て暫定利用 す る ケ ー ス があ り 、 今後 こ れが増加す る 恐れがあ る 。

5 . 住宅戸数が震災前を超え た東灘区住吉地区
神戸大学工学部重村力教授 の重村研究室 と 設計事務所 い る か設計集団が調査 に 当 た り 、

浅井保助手が報告 し た 。
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〔復!日過韓は終了 か〕

調査区域 は 山手幹線か ら JR 神戸線、 阪神電鉄神戸線 を 含む i日住吉村の本町、 宮 町、 東町、

南 田Iで、 い わ ゆ る 白 地地 区 。 震災前 の住宅掠数は 3 ， 627持、 戸数8 ， 470戸 あ っ た 。

住宅棟数の う ち 木造棟数が81 % を 占 め 、 震 災 に よ っ て 1 ， 306棟が滅失 し た 。 戸数 に す る

と 8 ， 470戸の う ち 2 ， 614戸が滅失 し た こ と に な る 。

99年 6 月 初 日 時 点 で の 復 旧 状況 は 、 戸 数で み て 2 ， 754戸 で あ り 全住宅戸 数 は 震災前 を 上

回 っ て い る 。 数字の う え か ら 見 る 限 り 、 復 旧 過程 は 終了 し て い る と の見方 も で き る ( 図 3 ) 。

(図 3 ) 住吉地区 に お け る 新築住宅戸数の推移
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〔糟選率 は 3 割程度〕

し か し 、 新築住宅2 ， 754戸 に つ い て 、 震災後 の 居住者の 姓 を 震災前の住宅地 図 と 照合す

る と 、 同 ー の 姓 ( 従前居住者 と み な す) は31 % 、 異 な る 姓 (非従前情住者 と み な す) は49 % 、

空室 4 % 、 不 明 1 5 % と な っ て い る 。

不 明戸数は新規供給 さ れた大規模の 集合住宅の も の で あ り 、 地 区 内 の 別 の 敷地 に 新 た な

住 宅 を 確保 で き た 世帯や地区 内親族同居世帯の 実態 は 把握で き て い な い が、 そ の 世帯 数 を

勘案 し で も 、 震災前居住者の 地 区 内帰還率 は低い。

告区別 の住宅戸数回復率 を み る と 、 震災前住宅戸数の 5 割 に 満 た な い 街 包 が存在す る

方 で 、 200% を 超 え て大 き く 震災前戸数 を 上 回 っ て い る 街区 も 存在す る 。

6 . 住者復興は 「終了」 の灘区南東地区
神戸大学発達科学部の 平 山 洋介助教授 と 神戸大学大学院総合人 間科学研究科博士後期課

程 の 木 山 幸 介 ら は 神戸市灘区 の JR 六 甲 道駅南 の77 . 7ha の 市街地 (都市計画事業地 区 を 徐
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く ) で、 2000年 1 月 の 「震災 5 周年」 の 時点 で住宅再建 の 進展 と そ の 内 容 を 調査 し た 。 こ

の調査で は 、 敷地の 高性 と そ れ に よ る 住宅再建 の 進捗状況、 再建 さ れた 住 宅 ス ト ッ ク の構

成 な ど に 重点が置 か れ 、 ス ト ッ ク の 変質 に よ っ て 、 震災以前 に 住 ん で い た 場所 に帰還で き

る 住民 と で き な い住民の選別 が進 ん だ と み て い る O

1 ) 住宅再建 の 伸 びは終了

調査地区 の敷地数 は3 ， 8290 震災前 は 専 用住宅が72 . 4 % 、 併用 住宅が10 . 7 % 。 専用住宅

で は戸 建 て が52 . 4 % 、 非木造共 同 9 . 5 % 、 木 造 共 同6 . 7 % 、 長屋3 . 8% な ど だ、 っ た。 敷地面

積 は60m2未満が38 . 5 % 、 80m2未満が56 . 5 % で、 狭小敷地 の比率が高 い 。 接 道状況 は 4 m 未

満 の接道不 良 の 敷地が26 . 2 % を 占 め て い る O

敷地の状況の変化 (表 7 ) を 見 る と 、 「解体後恒久建築」 は 98年 1 月 で38 . 4 % 、 99年 l

月 で40 . 6% だが、 2000年 l 月 で は42 . 2% で 、 98年か ら 3 . 6% し か伸 びて い な い 。

住宅再建 は震災発生か ら 2 年後 ま で に 進 み 、 3 年後か ら は停滞 し た状況 に あ る 。 こ の意

味で は 、 住宅再建 は す で に 「終了」 し て い る と い っ て よ い。 震災 r 5 腸年」 の調査 は 、 住

宅再建 に 関 し て 目 立 っ た動 き は認め ら れず、 そ の 「終了J が確認 さ れ た と い え よ う 。

解体敷地 に恒久建築が再建 さ れ た率 を 、 敷地の属性別 に み る と 、 住宅再建の 進展 は 敷地

の 寓 性 に 花、 じ て 格差 を 伴 っ て い る こ と がわ か る 。

従前の 建築が、 長屋 ・ 木造共同 ・ 併用住宅 ・ 非住宅 で あ っ た敷地 で は 再建 の 連 れが認め

ら れ る 。

2000年 1 月 で は 、 長屋で あ っ た 敷地 で は67 . 5 % 、 木造共 同 は66 . 7 % 、 併用住宅は65 . 4 % 、

非住宅 で は 67 . 4 % で あ る 。 戸建て性宅 で あ っ た 敷地 で は74 . 9 % 、 駐車場で あ っ た 敷地 で は

76 . 2 % で あ る 。

(表 7 ) 灘区南東地区の全敷地 (3 ， 829) 状況の変化
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敷地面積で み る と 、 40m2未満 の 敷地で、 は再建が遅れて お り 、 接道状況で は 、 4 m 未満の

敷地で は恒久住宅 の 出 現が棺対 的 に 少 な い 。

住宅再建が 「終了」 し た 要 因 と し て 、 1 ) 原 っ ぱの ま ま で残存 し て い る 敷地 に は よ り 国

難 な 問題 を 有 し て い る ケ ー ス の 比重が増 え て い る こ と が考 え ら れ る 。 言 い 換 え れ ば、 再建

が可能 な 敷地 で は す で に何 ら か の対処が な さ れて い る 。 「建つ も の は 建つ。 建 た な い も の

は建た な い」 と い 実態が明確 に な っ て い る 。 2 ) 神戸市全域 を み る と 、 神戸市調べで滅失

し た住宅 (民間住宅) 79 ， 283戸 に 対 し て 、 98年 l 月 ま で の住宅着工 の 累積 戸 数 は 117 ， 125

戸 で 、 滅失戸 数 を 大幅 に 乞 回 る 戸数の住宅がす で に 着工 さ れ て い て 、 住宅戸 数は過剰傾向

に あ る 。 3 ) 固 定資産税 ・ 都 市計画税の特例措置 は2000年 ま で適用 さ れ、 さ ら に 延長 の可

能性が検討 さ れて い る こ と か ら 、 税制上の動機 に よ る 建築行為 は抑制 さ れて い る 。

2 ) 住宅ス ト ッ ク の変化

住宅再建 の プ ロ セ ス を 通 じ て 、 住宅ス ト ッ ク の構成 に 大 き な 変化が生 じ て い る 。 長屋 ・

木造共 同 は 、 新規建築 で は皆無 に 近 い 。 こ れ に代 わ っ て増加 し た の は非木造共 同 で あ る 。

解体 さ れ た 建築 は 戸建て住宅が最 も 多 か っ た が、 新規再建で は非木造共 同 の 戸 数が最 も 多

く 、 過半数 を 占 め て い る 。

戸建て住宅で は 、 3 階建、 プ レ ハ ブの 増加が顕著で あ る 。 住宅再建 は震災以前の 市街地

を 再現す る の で は な く 、 そ れ と は き わ だ っ て 異 な る 空間 の建造 を 促 し て い る 。

こ の よ う な住宅 ス ト ッ ク の変化 は 、 地 区 の住民構成 の 変 化 を も た ら し て い る と 推察 さ れ

る 。 長屋 ・ 木造共 同 の住宅の激減 は 、 低所得者 向 け の ス ト ッ ク の減少 を 意味 し て い る と 考

え て よ い 。 住宅 再建がす で に 「終了」 し て い る 灘 豆 南東地 区 で は 、 ス ト ッ ク の 変 質 に よ っ

て 、 震災以前 に 住 ん で い た場所 に 帰還 で き る 住民 と 帰還 で き な い住民の選別 が進 ん だ も の

と 考 え ら れ る 。

灘区甫東地 j乏 の 人 口 は震災以前の 水準 を 回復 し て い な い。 住宅再建の停滞 と 「終了」 が

人口 回復 を 遅延 さ せて い る と み ら れ る 。 人 口 の 動 向 は 町丁 別 の 格差が大 き い。 人 口 が震災

以前 に よとべて増加 し て い る 町 丁 は 非木造共同 の 割合 が大 き い こ と が特徴的 で あ る 。

住宅復興の あ り か た と し て 、 震災以前 に 住 ん で い た場所へ被災者の再居住 を 促す と い う

考 え 方 が あ る が、 そ う し た 考 え を 前提 に す れ ば、 被 災市街地 で は 住 宅復 興 は 達成 さ れ な

か っ た し 、 こ れか ら も 達成 さ れ る こ と は な い 、 と い う 結論が得 ら れ る 。

〈参考文献〉
「街の復興カ ルテ (1999年度版) J 財 ) 阪神淡路大震災記念協会 2000年 3 月
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ドー 住民主体の ま ち づ く り

復興 ま ち づ く り の 中 で、 行政か ら の働 き か け で住民が ま ち づ く り 協議会 を 結成 し て行政

主導の ま ち づ く り に 参加す る だ け で は な く 、 住民が主体に な っ て 、 地域の 特性 を 生か し育

て る ま ち づ く り を 進め て い る 地区 が多 く あ る 。 そ の 中 か ら 代表的 な 3 地 匿 の 事例 を み て み

る O

1 . コ ミ ュ ニ テ ィ ー ホ ー Jし を つ く っ た 岡本地堅
〔 阪神間住宅地の グ レ ー ド ア ッ プ〕

御 影石 が敷かれ た 石畳の 道が、 神戸市東灘広 岡本地区の ま ち の 表情 を 一新 し た 。 市民に

よ る ま ち づ く り が、 阪神 間 に住 む こ と の グ レ ー ド を 引 き 上 げて い る 。

住民の 一 人 は 自 宅再建の機会 に 建物 の 一部 を 提供 し 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ホ ー ルが生 ま れ た 。

ホ ー ル は商庖街振興組合が運営 し 、 カ ル チ ャ ー ス ク ー ル や音楽会 な どが聞 か れて い る 。 岡

本 に 住 ん だ こ と の あ る 谷崎潤一部 に つ い て の 丈学 セ ミ ナ ー も 開 かれ、 阪神 間文化の香 り を

高 め て い る 。

岡本地区 は ]R 神 戸親摂津本llJ 駅 と 阪急岡本駅の 間 の 、 古 く か ら の住宅街。 約700世帯、

1 ， 600人が住 む。 思 辺 に 甲 南大、 甲 南 女子大、 神戸女子薬科大、 神戸商船大 な どがあ っ て 、

若者の ま ち と し て発展 し 、 魅力 的 な 商屈が進出 し て き た。

神戸市 に 合併 す る 前 は 、 旧 本 山 村の 役場があ っ た 地区。 隅 静ー な 住宅荷 を 背後 に 、 駅付近

は 、 狭 い 道路 を は さ ん で商屈がな ら び\ ゴチ ャ ゴチ ャ し た に ぎ や か さ があ っ た 。

し か し そ れで は 阪神 間 の 高級住宅地の イ メ ー ジ に そ ぐ わ な い と 、 住民 は 1982年 に 「美 し

い 倍岡本協議会」 を 結成、 87年 に 第 l 次 ま ち づ く り 提案 を お こ な い 、 翌年 に は ま ち づ く り

協 定 を 結 ん だ。 89年 に は 地 区計画 を つ く っ て パチ ン コ 、 マ ー ジ ャ ン 庖 な ど風俗営業の 進 出

を 禁止 し 、 新改築建物 は 道路 か ら 壁面 を 1 メ ー ト ル後退 さ せ る こ と な ど を 義務づけ た 。 90

に 市 の 景 観形成地域指定 を 受 け 、 住宅 と 庄舗の調和、 ゆ と り あ る ま ち な み形成 を は か つ

て き た 。

大震災 で は 、 死者 5 人、 全半壊 は 約 l 割 の38戸 で、 層 辺地域 に比べ る と 被害 は少 な か っ

た 。 し か し 、 解体 ・ 再建す る 建物が多 い こ と か ら 、 ま ち の 装 い を 一新す る こ と に し た 。 関

西電力 と NTT の 電柱 を 統合 し て 道路わ き に 寄せ、 街灯 を 新設 し た 。 岡本商高街振興組合

が中心 に な っ て 商庄街の道路 を 石畳 に 変 え る 事業 を 始 め た 。

〔石畳 と コ ミ ュ ニ テ ィ ー ホ ー ル〕

石畳 は 中 国 産 の 厚 さ 10cm の 御 影石。 敷 き 詰 め た 延長 は 1 ， 460 m 0 祭礼 の だ ん じ り を ヲ | い

て 強度 を テ ス ト し 、 99年 4 月 に 完成 し た 。 桜色 を 帯 びた 敷 き 石 の 、 し っ か り し た足障 り が

ま ち の 品格 を 高 め 、 微妙 な 起伏が和 ら ぎ を 生 ん I� O
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99年 5 月 に は 、 こ の ま ち に住 む 元 中 学校美術教師が、 大震災で倒壊 し た 自 宅 を 建て 直す

機会 に 、 3 階建 の う ち の 1 階 フ ロ ア を コ ミ ュ ニ テ ィ ー ホ ー ル 「好丈園」 と し て 地域 に 提供

し た 。 管理運営 は 商届街振興組合が引 き 受 け て い る 。 「女子丈」 と は 、 中 国 の 文学 で使 わ れ

る 梅の 木の 雅 名 。 近 く に は古 く か ら 摂津名所の 一つ に 上 げ ら れて い る 岡本梅園 が あ り 、 こ

れ に ち な ん で名 づ け ら れ た 。

100 人が入れ る ホ ー ル と 12人程度 の 会議室 は 、 週 日 は 英会話、 ジ ャ ズ ダ ン ス 、 フ ラ ワ ー

ア レ ン ジ メ ン ト 、 フ ル ー ト な どの 教室で ほ ぼ 十不。 土 日 は演奏会、 発表会 な どの イ ベ ン ト

に 使 わ れ て い る O

ホ ー ル を 提供 し た家主 は 「資源 を 私蔵 し て は い け な い 。 本来土地 は そ う い う も の で は な

か ろ う か。 かつ て の本山村時代 に戻 し た 形で土地 を 活かす と し た ら ど う い う 使い 方がで き

る か と い う 思案があ り ま し た 。 い ろ い ろ な 人が気楽 に 集 え る 場がで き れ ば、 と い う 患 いが

あ っ た」 と 5苦っ てい る 。 (神戸東部市民ま ちづ く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク 編 「 ま ち づ く り と 民間文化施設」 阪

神大震災復興市民ま ちづ く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク 1999年12月 )

こ の ま ち の 課題 は 、 山手幹線か ら 阪急岡本駅 と 北側 の住宅地 を 結ぶ街路整備。 97年 8 月

に 、 美 し い 街岡本協議 会 は 蕗持総会 を 聞 い て 4 m 未満 の南北の細街路 を 13 m へ拡幅す る 計

画 な ど を 織 り 込ん だ第 2 次 ま ち づ く り 提案 を 採択す る 予定 だ っ た 。 事前 に 地元権利者か ら

は理解が得 ら れ て い た が、 地底外居住 の 2 人の 地権者が反対 し て採択で き な か っ た 。 細街

路拡幅整備 に 取 り 組ん で き た コ ン サ ル タ ン ト 後藤裕介 ・ ジ ー ユ 一 計両研究所長 は 「反対 さ

れ た 2 人の地権者 に と っ て 、 土地建物 は 自 宅等 の 自 己利 用 で な く 、 収益物 件 で あ り 、 補償、

代替地等 の 問題で 難 し い 内 容 を 含ん で い た J と 、 自 地地 区 で の細街路整備 に は行財政面で

の 予算配分が少 な く て 整備 が困 難 だ と 述べ て い る 。 (後藤裕介 同町街路整備の挫折 と 成就� r き ん も

く せいJ 2000年 5 月 号 盟主神大震災復興市民ま ちづ く り 支援ネ ッ ト ワ ー ク )

2 . ボラ ン テ ィ ア が支援す る 議事菅西地区
〔 プ レ ハ ブ‘ 5 棟に ボ ラ ン テ ィ ア 団体が参集〕

神戸市長 出 区 の f2<:画整理地区御 菅西地 区 は 、 御蔵通 5 、 6 丁 目 O 設前の間住者314世菅、

735人。 地 区 の ほ と ん どが焼 け 落 ち 、 27人が犠牲 に な っ た 。 99年 1 月 時点 で の 「帰還者」

は97世帯、 227人で 「帰還率j は31 % と 低い 。

こ の地 区 で 自 動車部品販売会杜 を 経営 し て い た 田 中保三 さ ん も 会社 の 建物 6 棟の う ち 5

4東 を 火災で、失 っ た 。 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に 集 ま っ て き た若者た ち を 見 て 「お れ に な い も の が、

こ い つ に は あ る 」 と 思 っ た 。 コ ン テ ナハ ウ ス l 棟 を 置 き 営業 を 再開 し 、 残 り の 土 地 に 5 棟

の プ レ ハ ブ を 建 て 、 ボ ラ ン テ イ ア 団体 に 提供 し た。 被災地 対GO 協働 セ ン タ 一 、 曹 洞 宗 国

際 ボ ラ ン テ イ ア 会、 す た あ と 長 田 な ど多 く の ボ ラ ン テ イ ア 団体が こ こ に拠点 を 置 い て 活動

し た 。

そ の 中 の 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 は 、 震災後 l 週 間 目 に 印刷機 を 運 び込 ん で、救援
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物資や生活支援サ ー ビス 情報 を 掲載 し た 「 デイ リ ー ・ ニ ー ズ」 を 発行 し て い た ボ、 ラ ン テ イ

ア グ ル ー プか ら 発展 し 、 そ の後、 ま ち づ く り 協議会の記録や広報 を 引 き 受 け た 。 さ ら に 、

建築家、 都市計爾 コ ン サ ル タ ン ト な ど と と も に住宅再建相談や情報提供 を う け も っ た 。 こ

の 地域 は40m2以 下の 狭小宅地が多 く 、 単独で の 再建 は 難 し い こ と が分か り 、 96年か ら は土

地 を 持 ち 寄 っ て 集約換地 し 、 共 同住宅 を 建て る 共 同 化再建 を 呼びか け た 。

〔共同化再建 を 呼び か け 〕

区画整理地 区 の す べ て の 地権者 を 仮設住宅 な ど に 訪 ね て 回 っ た 。 多 く の 賛成者があ っ た

が、 具体的 な 検討 に 入 る と 資金や家族の問題な どが障害 に な っ た り し て 、 最終的 に は 12人

で マ ン シ ョ ン を 建て る こ と に な っ た 。 余剰床 を 売 っ て建設費負 担 を 軽減 す る 予定で い た が、

デベ ロ ッ パ ー を 引 き 受 け た 都市整備公団 の 「被災地の西部 で は マ ン シ ョ ン は売 れ な い 。 か

え っ て負 担増 に な る 」 と い う 助言で計画 を 縮小 し た。

最終計画 は 、 敷地495m2 、 6 階建、 住戸12、 庖舗 l 、 田 中保三 さ ん が提 供 し た 地域交流

室 l と な っ た。 99年 1 月 地鎮祭 に あ た る 式 は 「 出 発式」 と し て 、 こ の地で た びた

ぴ忠霊 の 法 要 を お こ な っ て い る 僧 り ょ が全 国 か ら 集 ま り 、 イム式でお こ な っ た 。

入居予 定 の 家族の ほ か に 、 手伝 っ た大学教授、 建築家、 コ ン サ ル タ ン ト 、 以前 こ こ を 拠

点 に活動 し た ボ ラ ン テ ィ ア た ち な どが参列 し た 。 99年12月 に 御 蔵通 5 丁 目 に 完成 し た共 同

化住宅 は 「み く ら 5 ( フ ァ イ ブ) J と 名 づけ ら れた 。

〔地域交流室で御蔵学校〕

1 陪の 地域交流室 は 「 プ ラ ザ 5 J と し て地域 に 提供 さ れた 。 学校の教室 ほ どの広 さ で、

和室、 台所、 ふ ろ がつ い て い る O 地域の集会所、 食事会、 ふ れあ い 喫茶、 学童保育、 ボ ラ

ン テ ィ ア の宿泊 な とや に 使 わ れて い る 。 絵手紙教室、 パ ソ コ ン 教室 も 開 か れて い る 。 運営 は 、

ボ ラ ン テ ィ ア 団体 「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 と 、 こ の 地域に新 し く 生 ま れ た 女性 グ ル ー

プ 「 わ が街の会」 が委員 会 を つ く っ て 引 き 受 け て い る 。

「 わ が街 の 会」 は 、 震災前 の 自 治会が機能 を 失 っ て い る こ と か ら 、 町 内 の 清掃、 公園づ

く り の手伝い 、 ふ れ あ い 喫茶 の 運営 な と守 を 担 っ て 、 新 し い 「地縁」 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り

に 努め て い る O

「 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 は 、 97年 か ら 「御蔵学校」 を 開 い て 、 震 災 と は何な の か

を 間 い続け て い る 。 生徒は全国各地の ボ ラ ン テ ィ ア や研究者。 先生 は 、 学者 ・ 研究者 ・ 専

門 家 の ほ か に 企業経営者、 ジ ャ ー ナ リ ス ト な ど幅広 い 。 「 プ ラ ザ 5 J を 拠点 に し た 「知縁」

を 広 げて い る 。 以前、 中 心 的 に 活動 し て い た ボ ラ ン テ ィ ア は横浜 に 帰 っ た が、 そ の ネ ッ ト

で東京、 横 浜 に も 「御蔵学校」 がで き て い る 。

3 . 多層ネ ッ ト を広 げ る 西須薦地区
〔 自 治会 と 描祉 ・ 環境 ・ 道路グル ー プが ま ち づ く り 懇談会〕

神戸市須磨 区 の市立西須磨小学校校区 を 中心 に し た 地域で 「西娯謄 ま ち づ く り 懇談会J
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が活動 し て い る 。 こ の地域 は 、 全壊1 ， 370戸、 半壊1 ， 860戸、 全半壊率61 % と い う 大 き な被

害 を う け た 。

し か し 、 都市計画 の事業対象 に は あ が ら ず、 戦後間 も な く 計画決定 さ れ て い た 3 本の 街

路計両の 事業化が決定 さ れ た 。 神戸市 は 「西須磨 の 活性化 と 南北交通渋滞 の 穏和 の た め 」

と 説明 し 、 月 見 山本 町 で止 ま っ て い た 幅員27�36 m の 中 央幹線、 中 央幹線か ら 北須磨ニ ュ ー

タ ウ ン を つ な ぐ須磨多開線、 国道 2 号千森交差点か ら 須磨寺前へ の 幅員 22 m 千森線の街路

事業 を 開始 し た 。

住民 は 、 区 画整理事業が適用 さ れ る だ ろ う と 予測 し 、 震災直後か ら 対花、 を 検討 し 、 2 月

1 日 に は 「 わ が ま ち 、 手 を と り 合 っ て再建 を 」 と 行政 と の協{動へ む け て 「高須磨住民だ よ

り 」 を 発行 し た 。 し か し 、 区画整理な どの住宅再建支援策 で な く 街路計画事業化であ っ た

こ と か ら 、 月 見 出 自 治会連合会、 西須磨東部 自 治会 と 須磨西部連合 自 治会有志 は 、 自 主 的

に ま ち づ く り を 考 え て い こ う と 住民集会 を 開 き 、 西須磨 ま ち づ く り 会議 を 結成 し た 。 r{主

民 の 多 く が求め る ま ち の あ り ょ う を 探 し 出 す な かか ら 、 必要 と あ れ ば道路づ く り も 考 え る 。

行政 と 協働で ま ち づ く り を 進 め た し り と 市 と 話 し合 っ た が、 市 は 「 ま ち づ く り に つ い て は

道路の建設 を 前提 に 住民 の 意見 も 開 く 」 と い う 対応 だ、 っ た 。

西須磨 ま ち づ く り 会議 は 、 住民合意 に よ っ て総合的 な ま ち づ く り プ ラ ン を つ く り 、 こ れ

に よ っ て行政に協働 を 追 っ て い こ う と 、 住民主導の ま ち づ く り を め ざす こ と に し た 。 そ の

た め の 活動母体 と し て 「西須磨 ま ち づ く り 懇談会J を つ く る こ と に な っ た 。 10人の発起 人

に は 、 須磨寺正覚 院 な ど地域の寺 院 か ら 4 人の住職 も 加 わ っ た 。 95年10月 l 目 、 懇談会 は

21軒か ら 82人が参加 し て ス タ ー ト し 、 広 報紙の発行、 神戸市 ・ 兵庫県 ・ 阪神高速道路公団

と の 交渉 を 開始 し 、 ま ち づ く り 総合計画作成 を め ざ し て 環境 ・ 福祉 ・ 道路の部会活動 を 始

め た 。 道路公団 と の交 渉 は 、 環境 ア セ ス メ ン ト への協力 と 、 損鳴 し た高速道路 わ き の 公 園

が復旧 資材置 き 場 に使 わ れて い て 、 復 旧 後 に は住民の プ ラ ン に よ る 公園復旧 に協力 を 求め

る た め だ っ た 。

〔全国最大規模の 道路公害調停闇〕

懇談会は神戸市 に 、 1 ) 最初か ら 道路あ り き で は な く 総合的 な ま ち づ く り 案 を 検討す る

な かで必要な ら 道路 も 建設す る 。 2 ) 既存道路の公害調査 と 3 街路の 環境 ア セ ス メ ン ト を

お こ な う 。 3 ) 交通渋滞緩和 や公害軽減の た め の住民か ら の 提案 を 検討す る 。 4 ) 懇談会

に 市条例 に も と づ く 助成 を お こ な う な ど を 求 め た 。

95年11 月 15 日 に神戸市 は 、 1 ) 街路事業 は広域的全市 的道路 ネ ッ ト ワ ー ク 確立の た め 計

画通 り お こ な う 。 2 ) 環境 ア セ ス メ ン ト は お こ な わ な い 。 3 ) 既存道路の 交通渋滞 は街路

計画 を 進め れ ば解消 で き る 。 4 ) 懇談会への助成 は 、 こ れ か ら の 活動状況 に 応 じ て検討す

る ー と 返答 し た 。

懇談会 は 環境 ア セ ス メ ン ト を 専 門 家の協力 に よ っ て 自 主 的 に お こ な う こ と に し た 。 95年

12月 、 何年 1 月 の 2 度 に わ た っ て 、 延べ160人の住民が参加 し 、 交通量の測定、 大気 ・ 振動 ・
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騒音調査 を お こ な っ た。

こ の デー タ を も と に市 と 交渉 し た が進展がな く 、 弁護士 の協力 で、公害調停 を 求 め る こ と

に し 、 97年12月 に 第 l 次 申 請人2 ， 517人が兵庫県公害審査会 に 調停 を 申 し 立 て た。 99年 7

月 に は 第 2 次 申 請人が加 わ り 、 調停回3 ， 745人の全国最大規模の公害調停 に な っ た。 99年11

月 に は 調停委員 か ら 、 全国初 の住民参加 で N02調 査 を お こ な う 試案が提出 さ れ、 双方が

受理 し た 。

〔地域 の シ ン ク タ ン ク を め ざす〕

環境部会 は 、 高速道路 わ き の 天井川 公園の復旧 に ピ オ ト ー プ を 取 り 入 れ る こ と に し た 。

市能地 の 子 ど も た ち は本物の 自 然 に な じ みが少 な い か ら 、 ま ず、人工的 な 自 然で親 し み を も

と う と い う ね ら い が込め ら れ て い る 。 神戸市土木局 が協力 し て整備 を お こ な い 、 子 ど も た

ち がせせ ら ぎ や池 を 掘 っ た 。 運営や手入 れ は 「天井川 公園 を 育 て る 会J が担当 し て い る 。

管理 さ れた 美 し い公 園 を め ざ さ ず、 雑草 も 自 然 の 一員 だ と 考 え て い る 。 こ こ で は イ ベ ン ト

も 開催 さ れ、 自 然 に ふ れ な が ら 交流す る 場所 に も な っ て い る 。

福祉部 会 は 「安心 し て老 い を 迎 え ら れ る ま ち づ く り 」 を め ざ し た 。 元気 な と き に 地域の

高齢者 の 手助 け を し 、 手伝 っ た 時 間 を 預託 し て お き 、 イ本が不 自 由 に な っ た ら 次の 世代 に 手

伝 っ て も ら お う と い う 仕組 み を つ く り だ し た 。 福祉 ネ ッ ト ワ ー ク 「西須磨 だ ん ら んJ と 名

づ け 、 世 話 を し て も ら う 側 、 手伝 う 側 の 会員 は 合 わ せ て 230人 を 超 え て い る 。 介護保険の

メ ニ ュ ー に は な い さ さ い な 世話が喜 ばれ て い る と い う 。

西須磨 に は 町了 ご と に 自 治会があ り 、 連合会 も あ る が、 西須磨 ま ち づ く り 懇談会は 、 こ

れ ら の既存地域組織 と 協力 し な が ら 、 総合的 な ま ち づ く り の 方向 を 示す シ ン ク タ ン ク 的 な

あ り か た を め ざ し て い る 。 同 時 に 、 道蕗 ・ 環境 ・ 福祉の テ ー マ 毎 に 実践活動 も お こ な っ て

い る 。 地縁 を ベ ー ス に し な が ら 、 そ の う え に テ ー マ毎の コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 重 ね て い く 「地

縁」 と 「知縁J の 重層 コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 、 住民主体でつ く り だ そ う と し て い る 。

〈参考文献 〉
神戸 東部市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 編 「 ま ち づ く り と 民間 文化施設」 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支
援 ネ ッ ト ワ ー ク 1999年12月
後藤絡介 「総街路整備の挫折 と 成就� ， き ん も く せいJ 2000年 5 月 号 阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支媛 ネ ッ ト
ワ ー ク
丙崎敬四郎 「参加担 ま ち づ く り の苦闘J '参加担都 市 環境デサ、 イ ン を さ ぐ る 」 第 8 回都 市環境デザ イ ン フ ォ ー ラ ム ・
関 西 1999年 1 0 月
月 間 「 ま ち ・ コ ミ 」 各 号 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
神戸新聞 2000年 3 月 1 7 E:l 

「震災復興 ま ち づ く り ニ ュ ー ス 」 第 5 号 神 戸市都市計画局 1995年 4 月
' rLlî須磨の ま ち づ く り 住民か ら の提業」 西須磨 ま ち づ く り 会議 1995年

「凶須磨 ま ち づ く り 」 各号 西須磨 ま ち づ く り 懇談会
「西須磨だ ん ら ん ニ ュ ー ス」 各号 西須磨 だ ん ら ん事務局
， 1主民主体への挑戦一被災地須磨の ま ち づ く り 」 西須磨 ま ち づ く り 懇談会 1997年
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l 問品ーまちづく り協絵日 ンサyげ ン ト の活動
1 . ま ち づ く り 協議会の成立

震災後、 都市計画事業 地 区 で相 次 い で ま ち づ く り 協議 会が結成 さ れ た (表 8 ) 0 ま ち の

復興 に ま ち づ く り 協議会が果た し て い る 役割 は大 き い が、 神戸市の ま ち づ く り 協議会の結

成 は 1980年代 に始 ま っ て い る 。

〔震災前の ま ち づ く り 協議会〕

長 田 区真野地区 で は 、 60年代後半か ら 地 区 の 諸組織の 連合体で あ る 「 防犯実践会」 が公

害反対運動 に 取 り 組み 、 移転 し た 工場跡地 な ど を 公開 に 整備す る こ と を 市 に 求 め る と と も

に 、 寝 た き り 老人入浴サ ー ビ ス 、 給食サ ー ビ ス な ど地域福祉活動 に 取 り 組ん だ。 こ の活動

か ら 78年 に 「真野地区 ま ち づ く り 検討会議」 が結成 さ れた 。 こ の 会議の構成 メ ン バー は 、

自 治会、 婦人会、 青年団 な どの住民団体19人、 商庖、 工場 な ど企業代表 8 人、 神戸市 4 人、

学識経験者 4 人の35人で、 ま ち づ く り 構想 を 検討 し た 。

検討会議 は 120年後 の ま ち の将来像」 、 当 面 の 目 標で あ る 「第 1 期 ま ち づ く り 実施計画」

を ま と め た後、 80年 1 1 月 に 「真野地区 ま ち づ く り 推進会」 に発展 し た 。

〔 ま ち づ く り 条例 と 助成策)

検討会議で 、 緊張関係 に あ る パ ー ト ナ ー と し て ま ち づ く り 支援策、 ま ち づ く り 政策 を 検

討 し て い た市 は 、 81年12月 に 全 国 で初 め て の 「 ま ち づ く り 条例J (神戸市地 区計画及 び ま

ち づ く り 協定等 に 関 す る 条例) を 制 定 し 、 「真野地 区 ま ち づ く り 推進会」 が認定 ま ち づ く

り 協議 会 の 第 1 号 に な っ た。

そ の 後、 長 田 区北部の新興住宅地 を 基盤 に 活動 し て い た 「丸山 防犯実践会」 な ど、 震災

前 ま で に 13団体が認定 さ れ て い た 。 (表 8 ) 

こ の う ち 、 真野、 尻池北部、 御 菅 、 東川崎、 浜 山 、 新在家宿、 深江 は イ ン ナ ー シ テ ィ で

の住環境整備 を 目 標 に お き 、 北須磨、 西二郎 は ニ ュ ー タ ウ ン の コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り を ね

ら い 、 新 開 地 、 商 の 副都 心 は尚業活動 の 活性化 を 意関 し て い た 。 協議会 の 活動 は 「 ル ー ル

づ く り 」 と 「 も のづ く り 」 の 二 つ の 面 があ る が、 ほ と ん ど は 、 ま ち づ く り 協定 を 結 ん で、地

区計画 を 立 て て 、 改築や新築の 時点 で 目 標 に 近づけ て い く 長期 間 の 年 月 を か け て ま ち づ く

り を お こ な う ル ー ルづ く り が中 心 で 、 将来の ま ち の 姿 を 描 い て き て い た 。

ま ち づ く り 協議会の認定の 要件は次の よ う に 定 め ら れて い る (条例第 4 条) 。

1 ) 地 区 の 住民等の大多数 に よ リ 設寵 さ れて い る と み と め ら れる も の

2 ) そ の 構成員 が、 住民等、 ま ち づ く り に つ い て 学識経験 を 有 す る も の そ の他 こ れ ら に

準 ず る 者で あ る も の

3 ) そ の 活動が、 地 底の住民等 の 大多 数 の 支持 を 得て い る も の と 認め ら れ る も の
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〔 ま ち づ く り 協議会の数〕

2000年 3 月 31 日 現在で の 認定協議会 (表 8 ) は 、 震災以前 の 12団体 と 99 年 1 1 月 15 日 以 降

に認定 さ れ た 団体 を 合わせて68団体に な る O こ の う ち 、 復興土地区画整理 ・ 市街地再開発

事業地 区 内 の ま ち づ く り 協議会 は53団体で、 8 部近 く に な っ て い る 。

認定協議会 に は コ ン サ ル タ ン ト の 派遣、 活動経費 の 一部の助成がお こ な わ れ る 。 神戸市

ま ち づ く り 助成制度 に よ る と 30万円 を 根度 と し 7 年 間 と な っ て い る 。 震災後 は 、 認定協議

会で な く と も 助成 が受 け ら れ る よ う に 緩和 さ れて い る 。 阪神 ・ 淡路大震災復興基金 に よ る

ま ち づ く り 活動助成で は 、 年 間100万 円 を よ 限 と し 300万 円 ま で助成がお こ な わ れ て い る 。

神戸市の 助成 の 申 請 は 、 各 区 の ま ち づ く り 支援課 を 通 じ て 都市許画馬 に 申 請 し 、 担 当 課が

副 申 を 添 え る こ と に な っ て い る 。

須磨区 の 西須磨 ま ち づ く り 懇談会は95年 8 月 に 申 請 し た が 「 こ れか ら の み な さ ん の 活動

状況 に 応 じ て検討 し て い き た い」 と 申 請 を 受理 さ れ な か っ た 。 そ の 背景 に は 、 西須磨地 区

で震災後 に 開始 さ れ た 3 街路事業 に 疑問 を も ち 、 抵抗 し て い る こ と があ る と み ら れ て い る 。

c住民主体への挑戦ー災地須磨 の ま ち づ く り 」 西須磨 ま ち づ く り 懇談会 1997年)

協 議 会 が受 け て い る 助 成金額 は 、 日 本建築学会近畿支部環境保全部会 が40団体 に お こ

な っ た ア ン ケ ー ト に よ る と 、 20万円以上40万円未満が15、 100万円 以上200 万 円 未満が10団

体 に な っ て い る 。

( 表 8 ) 神戸市認定の協議会 (神戸市都市計画局計 画部 ア ー パ ン デザ イ ン 室資料 に よ っ て作成)
1 ) 既認定協議会 (12団体) 真野、 新開地、 岡本、 東川崎、 酋の副都心、 北須磨、 浜L1 1 、 尻池北部、 新在家南、

深江、 西二郎 (震災前の13団体の う ち御菅 は96年1 1 月 取 り 消 し)
2 ) 震災後に認定 さ れ た ま ち づ く り 協議会数 (56団体、 2000年 3 月 31 日 現夜)

(注) 56匝体の う ち 53団体は99年11 月 lS 日 に認定。 2000年 3 月 31 日 に復興土地
区画整理事業地区 の御屋敷通 6 丁 目 、 復興市街地再拘発地区の久二塚 6
丁 目 の 2 協議会が認定 さ れた

〔震災後の ま ち づ く り 協議会〕

以前か ら 活動 を お こ な っ て い た ま ち づ く り 協議 会 は 、 震災説、 救助 ・ 救援、 復興活動 を

素早 く 開 始 し た 。

93年 l 月 18 B に発足 し た長 田 匿の 野 田 北部 ま ち づ く り 協議会 も そ の 一 つ で 、 未認定で は

あ っ た が震災前 に は コ ミ ュ ニ テ ィ ー 道路 の 整備や商自衛の活性化 に 叡 り 組 ん で い た 。 協議

会 の 範 囲 の 一部 は 、 復興土地区画整理事業地区 に 決定 さ れ た鷹取東第 1 地区 に 編入 さ れた

が、 野 田 北部 の 協議会 は 、 震災後 に 事業地 区 を 対象 に結成 さ れ た 鷹 取東復興 ま ち づ く り 協
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議会 を 支援 し 、 被災地で最初 の仮換地指定 に 導 い た 。

真野 ま ち づ く り 推進 会 は 、 い ち 早 く 避難所の 白 主運営 を 開始 し た 。 新 開 地 周辺 ま ち づ く

り 協議会は半 月 後 に は復興 ま ち づ く り 素案 を ま と め た 。

震災後、 95年 2 月 24 日 に 最初 の ま ち づ く り 協議会が東灘 区 で 「森南 ・ 本 山 中 町 ま ち づ く

り 協議 会J (何年12 月 か ら 99年 4 月 に か け て 3 つ に 分離 ・ 強立 ) が結成 さ れ、 そ の 後、 都

市計画事業地 区 を 中 心 に 相次い で結成 さ れ た 。

(表 9 ) 震災前後の ま ち づ く り 協議会数

l 束謀HZ
í!!ffi IX 
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長田医
須磨区
垂水区 ;
西 区 i
北 IX I
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3 
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(注) 震災前 : 震災前か ら活動 し 、 現在 も 団体と し て存在 している も の。 震災後 : 震災後に結成 さ れた も のO カ ッ
コ I)� {土 、 復興区i函i整理、 復興再開発事業区域内のi協議会数

資料 : 神戸市都市計画局計画部アーパンデザイ ンキ

ル ー ルづ く り を 先行 さ せ て い た 以前 の ま ち づ く り 協議 会 に 対 し て 、 震災後 に 結成 さ れた

ま ち づ く り 協議 会 は 、 逆 の 形で活動 を 始め な け れ ばな ら な か っ た 。 「 も の づ く り 」 の都市

計画決定がかぶ さ っ て き て 、 ま ち の将来像 を 検討す る 余裕の な い ま ま に 、 住民個 々 の 権利

に 関 わ る 問 題 に 対応 し な け れ ば な ら な か っ た 。

〔回TT別 に細分化 し た ま ち づ く り 協議会〕

こ れ ま で の ま ち づ く り 協議会の規模 は コ ミ ュ ニ テ ィ ー の基盤 を 単位 に 、 小学校区 単位程

度 の 大 き さ を も っ て い た 。 真野地 区 は38 . 9ha 、 新 開 地 は23 . 4ha 、 野 田 北 部 は 13hao 90年

7 月 に 結成 さ れ た 東難 区 の 深江地亙 ま ち づ く り 協議 会 は 170ha の 地 域 を カ バー し て い る O

こ の規模 は 、 そ れぞ、れ の地域特性 を い かす た め に 地域住民 自 ら が適切 な 規模 と し て取 り 入

れた広 が り だ と 考 え ら れ る 。

し か し 、 都市計画事業 に対応す る 震災後の ま ち づ く り 協議会の多 く は 、 町丁単位で結成

さ れた 。 復興土 地 区画整理事業 地 区 でみ る と 、 長 田 ・ 須磨 肢 の境界付近 の鷹取東第 2 地区

19 . 7ha に は 10の ま ち づ く り 協議会があ り 、 新 長 田 駅北地 区42 . 6ha に は 17 (2000年 7 月 ま

で は21 あ っ た がい く つ かが統合 さ れ た ) の 協議会が結成 さ れ、 六 甲 道 駅北 地 区 16 . 1ha に

は 10の協議会が生 ま れた 。
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復興市告地再 開発事業地 区 で は 、 新長 田 駅南 地 区 20 . 1ha に 5 、 六 甲 道 駅南 地 区 5 . 9ha

に は 4 つ の協議会があ る 。

町丁単位の ま ち づ く り 協議会 に な っ た の は 「震災後人 々 が散 り 散 り に な り 混乱す る な か

で 、 ま ず今後 に つ い て話 し 合 う 場 を 躍保す る こ と が可 能 な 単位 で あ っ た こ と な ど に よ る J

V ま ち づ く り 協議会に よ る 震災複興 ま ち づ く り の検証J 日 本建築学会近畿支部環境保全部会 2000年 3 月 ) と

推定 さ れて い る 。

阪神 間 で は 、 神戸市 と は 異 な っ て 、 芦屋西部地区 (21 . 2ha) は西部地区 ま ち復興協議会、

沼崎築地地包 ( 1 3 . 7ha) は 築 地 地 区復興委員 会 だ け な ど、 ま ち づ く り 協議 会 は 都市計題

地 区 ご と に l 協議会 と な っ て い る 。

2 . ま ち づ く り 協議会の活動
日 本建築学会近畿支部 環境保全部 は 、 ま ち づ く り 協議会 に つ い て何年か ら 調査 を 続 け て

い る が、 その結果 を 「 ま ち づ く り 協議 会 に よ る 震災復興 ま ち づ く り の検証一地域 コ ミ ュ ニ

テ ィ に よ る 悟性 あ る ド 町 再生JJ (2000年 3 月 ) に ま と め た 。 調査に協力 し た の は黒地区域24、

灰色医域12、 白 地区域 5 、 計41 ま ち づ く り 協議会。 こ れ に よ っ て何年 3 月 か ら 97年12月 ま

で の ま ち づ く り 協議会活動 の進展状況 を み た 。

被災地で黒字、 灰色、 白 地地 区 と 呼ばれて い る の は 、 行政の支援 の 度 合 い を 示 し て い る 。

黒字地区 は 、 重点復興地域の う ち 、 都市計画決定 さ れ、 土地区画整理事業 、 都市再開発事

業 な ど の 予算措置があ り 、 復興促進地域 の う ち の 2 . 5 % の 約 180ha の 、 行 政主導で復興事

業がお こ な わ れ て い る 事業地 区 を い う 。

灰色地 区 は 、 重点復興地域の う ち の 地 IX計画、 住宅市街地総合整備事業 、 住宅地 区改良

事業 な どで カ バー さ れて い る 地区 で 、 行政の支援 は あ る も の の面 的 な 事業 は お こ な わ れ な

い 。 こ の 地 区 は 「推進地区」 と も 呼 ばれ、 復興促進地域の 18 . 3% に あ た る 。

白 地 地 鼠 は 、 復興促進地域の79 . 2% 、 4 ， 662ha に あ た り 、 コ ン サ ル タ ン ト 派遣ι 外 に は

行政に よ る 支援 は 少 な い 。

〔活動の範囲 と 進展〕

1 ) 組織づ く り 震災 l 年後 ま で に は 、 協議会の承認 ・ 規約 の作成 ・ 協議 会ニ ュ ー ス の

発行 な ど基礎 的 な 組織づ く り は 各協議会で確立 さ れて い た 。 そ の 後 は 、 連合協議会や

専 門部会の組織化が進 ん で、 い る O

2 ) ル ー ルづ く り ま ち づ く り 協定の締結 、 地区計画の 素案作成 は震災 1 年後で は ま だ

寂 り 組 ん で い な い 団体が 目 立 っ た 。 3 年後 で は 、 大半の 団体がル ー ルづ く り の 活動 を

進 め て お り 、 地 区計画等が認可 さ れた 団体は28% に 達 し て い た 。

3 ) ま ち づ く り 計画 震災 1 年後の段階で、 ま ち づ く り 基本方針 を 決め て い た 団体 は 半

数以上 に 達 し て い た 。 し か し 、 具体的 な 事業計画の推進 は 遅れ て い て 、 事業計画が都

市計画決定 し た 地 区 は24 % に と ど ま っ て い た 。 3 年後 は 、 黒地地 区 で は52% に 達 し た 。
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た だ し 、 灰色区域、 白 地区域で は ま ち づ く り 提案 の 作成 ま で し か至 っ て い な い 団体が

大半であ っ た 。

4 ) も の づ く り 震災後 3 年 を 経過 し で も 、 共 同 建 て 替 え 等 の 進行状況は 全般的 に 遅 れ

が 目 立 ち 、 着工 ま た は 完工 し た 地 区 は21 % に と ど ま っ て い る 。 特 に 白 地 区域で は大半

の協議会で進行が見 ら れ な い 。

〔活動 を 支 え た 要 因 と 障害〕

ま ち づ く り 協議会の活動 を 支 え 促進 し た 要 因 と 、 活動 の 障害 に な っ た 要 思 に つ い て の ア

ン ケ ー ト 結果 を み る と 、 活動 を 促進 し て い る 要 国 は 、 行政がかか わ っ た事業がお こ な わ れ

て い る 黒地 ・ 灰色 区域 と 、 行政 に よ る 事業がな い 白 地区域で は 違 い がみ ら れ る 。

黒地 ・ 灰色 区域 で は 、 回答選択肢の う ち 指摘数の 多 い順か ら 「担当 コ ン サ ル タ ン ト が し っ

か り し て い る J í役所が熱心 に パ ッ ク ア ッ プ し て く れ る J í協議 会 の 組織が し っ か り し て い

る J r役所 と の 関係 が緊密で あ る J な どの 要問 を 7 割以上の協議会があ げて い る 。

白 地区域で は 、 最 も 多 い の は 「役所が熱心 に パ ッ ク ア ッ プ し て く れ る 」 で あ る が、 次い

で 「担当 コ ン サ ル タ ン ト J r役所 と の 関係」 な ど と 同率 で 「住民 と の情報交換 を き め細 か

に し て い る J r住民の 中 に ま ち づ く り 専 門 家がい る J r ボ ラ ン テ ィ ア の 人 た ち がが ん ば っ て

い る 」 と い う 婆悶 を あ げて い る 。

震災 3 年後の協議会 は 、 将来の ま ち づ く り に さ ま ざ ま な 不安 を 抱い て い る 。 そ の 主 な も

の は 「元の住民が も とマ っ て く る かJ r建物 を 再建で き な い 人が多いJ r尚庖街や 地場産業が

f夏活す る か」 な どで あ っ た。

協議会 の 活動 の 障害 に な っ て い る 項 目 を 活動 の 側 面 ご と に 分類す る と 次の よ う に な っ て

い る O

1 ) 協議会の運営 に 関 し て 全般 に 「役員 の 労 力 負 担が多す ぎ る J r不在住民が多 く 連

絡が大変J r活動 の た め の討源が少 な い J な ど を 指摘す る 団体が多 い 。 白 地区域で は 「協

議 会 に 権 限が な いJ こ と が合意形成 の 支 障 に な っ て い る と い う 指摘が多 い 。

2 ) 地域の住環境 に 関 し て 多 く の協議会の 共通 し た 問題点 は 「借地や借家が多い」

齢者が多 いJ r狭い敷地 や私選が多 し り な どが指摘 さ れた 。 灰色広域、 白 地区域では 「既

存不適格の建築が多い」 を 指摘 す る 率が黒地区域 よ り 高か っ た 。 震災 4 年後の ヒ ア リ

ン グ謂 査 で は 「生活 困 窮 者が多いJ r地域が衰退 し て い る J を 指摘 す る 協議会が半数

以上あ っ た 。

3 ) ま ち づ く り 推進に関 し て 震災 l 年後は半数近 く の協議会が 「都市計 画 の 規制 が障

害」 と 、 現在 の 用 途地 域 に 矛 盾 を 感 じ て い る 協議会が多 か っ た 。 「住民 の 合意づ く り

がで き な いJ r受け皿住宅 を 確 保 で き な し V を 指摘 す る 協議会 も 多 く み ら れ た。 震 災

3 年後 で は 「権利者の調整が う ま く い か な いJ r ま ち づ く り の 知識が乏 し いJ r住民の

合意づ く り がで き な い」 な どの 問題点が指摘 さ れて い た 。

4 ) 行政の支援態勢に関 し て 震災以前か ら の 協議 会 に 比べ て 震 災設 に結成 さ れた協議
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会 の 方 が行政 に対す る 不 満が多 か っ た 。 「助成 金 の 額 が少 な し り を 指摘 す る 協議 会 は l 年

後 も 3 年後 も 変 わ ら ず多か っ た。 「情報の提供が不 十-)J'J と い う 不満 は 3 年後 に は 4 割 に

増 え て い た 。 震災前の協議会 に は 「 ま ち づ く り 手法 に 不満」 と す る 声 は な か っ たが、 震災

後の協議会の 3 割が不満 を も っ て い た 。 役所の対応が遅い こ と への不満、 柔軟な対応 を 望

む声 も 多か っ た 。

パ ー ト ナ ー シ ッ プの 型 でみ る と 、 震災前か ら 活動 し て い る 協議会 は 「住民の ま と ま り が

あ り 、 コ ン サ ル タ ン ト と の 信頼関係があ り 、 行政 と の 関 係が緊密で、 あ る 」 と し て い る の が

37% あ っ た が、 震災後の設立 さ れ た協議会で は 16 % だ、 っ た 。 白 地地 区 の40 % がパ ー ト ナ

シ ッ プが築 か れ て い な い と 答 え て い た 。

〔護興 に 果 た す ま ち づ く り 協議会の評価〕

ま ち づ く り 協議会が復興活動 に 果 た し た役 割 は 「住民側 と 役所 と の橋渡 し 役J ，. ま ち づ

く り を 円 滑 に推進J ，.住民の合意づ く り に貢献J な ど の 点 で高 く 評価 し て い る O ほ か に も 「住

民 同 士 で、活発な 情報交換J ，.住民側 の発言権の拡大に 貢献J ，.住民間 士の コ ミ ュ ニ テ ィ ー が

活発 に な っ たJ な どが上 げ ら れて い る 。

協議会が策定 し た 「 ま ち づ く り 提案」 が事業 に 全面 的 に 生か さ れた と す る 団体が23 % 、

ほ ほ反映 さ れた と す る 団体が52 % あ る O

こ の よ う な結果か ら 、 日 本建築学会近畿支部環境保全部会の調査 チ ー ム は 「震災前 か ら

組織 さ れて い た協議会で は特 に 活発 な 活動が見 ら れ た が、 急 ご し ら え の協議会で も 協議会

運営 を 経験 し た こ と に よ っ て 、 行政への対抗日体か ら 住民主体の ま ち づ く り 団体 と し て 成

長 の 跡 を 示 し て い た」 と 判 断 し て い る 。

3 . ま ち づ く り 協議会の 5 年 目 と こ れか ら
震災 5 周年 を 前 に神戸新開杜 は都市計画事業地域26、 事業地域外16 、 計42の ま ち づ く り

協議会 に 、 協議会の歩み と 今後 の 課題 に つ い て ア ン ケ ー ト を お こ な っ た (神戸新聞 2000年 1

即日 朝刊) 。 こ の 中 か ら 、 住民合意、 活動 の 障害、 都市計画事業への 評価、 行 政 の 支援 に

つ い て の評価、 今後の 活動 の 方 向 に つ い て協議会 の 意見 を 要約 し た 。

〔住民合意の形成方法〕

事業地域の半数 を 超 え る 14団体が住民の 意見 の対立が壁 に な っ た と し て い る 。 合意形成

に 向 け て の 具体的 な 方法 は 、 ほ と ん どの 団体が 「 ニ ュ ー ス 発行」 に 努 め 、 あ わせて 「役員

会の議事録の張 り 出 し 」 で清報開示 、 報告で信頼 を 得 る 努力 を し て い る O 「会議 を 多 く も つJ

こ と で合意 に 努 め る 団体 も 多 い 。 ほ か に も 、 従来の 地縁組織が機能 し て い る 地域で は 「 自

治会や婦人会な ど各単位で ま と め て か ら 話 し合 う J (神戸市北野 ・ 山本) 、 住民 に 呼びかけ

て 「 ワ ー ク シ ョ ッ フ。の 開催J (神戸市琵琶町、 森南 1 丁 目 、 灘 中 央 、 西須磨、 西宮市北口 ・

高木) や 「 ま ち への 意識向 上:へ清掃 な ど イ ベ ン ト 開催J (神戸市魚崎郷、 住吉浜手) な ど

の 試み も あ る O
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〔活動の障害〕

も っ と も 多か っ た の が 「住民参加の不足J 22団体、 次い で 「住民間 の 意克対立J 19団体

だ、 っ た 。 (複数回答)

(表1 0) 活動 を 続 け て い く 上で壁 (障害) と な っ た の は何 か

住民参加の不足 22 
住民間 の意見対立 1 9  
情報不足 16 

1 行政 と の交渉 14 
資金不足 1 1  
専 門家 の役割 4 

事業地域の ま ち づ く り 協議 会 の 多 く は都市計画決定後 に 発足 し て い て 、 そ の た め住民全

員 が協議会の 活動意義 を 認識す る 十分 な 時 間 がな か っ た と い う 声が多い。 白 地地域で は 、

多 く の住民が継続 し て 関心 を も っ 問題提起の 仕方が難 し い と い う 声があ る O こ の 中 に は 「地

域の 誇 り だ っ た 酒蔵が震災で、失 わ れて ま ち な み保存への 関心 と 協力 が薄 れ た J (神戸市新

在家) と い う 切実 な声 も あ っ た。

住民参加 の 呼 びか け の 方法 と し て は 多 く の協議会が 「話 し 合 い を 何度 も 重 ね たJ r戸別

訪 問 を お こ な っ たJ r役員 が手分 け し て 説 明 し た」 な ど に 努め て い て 、 ほ か に 「祭 り な ど

の イ ベ ン ト 開催J (琵琶町、 灘 中 央) も あ る 。

〔都市計画事業 に対す る 評価〕

復興都市計画決定 に つ い て の評価 は 、 都市計画事業地域は 4 割弱 に と ど ま り 、 白 地地域

で は 7 割 強 が肯定的 に 評価す る な ど明 ら か な 差があ る (表1 1 ) 。

(表1 1 ) 震災後に決定 し た 都市計画事業 を ど う 評価 す る か

(表12) 行政の支援 で 必要 な も の は (復数問答)

56 . 3% 
25 . 0% 
25 . 0% 

(神戸新開2000年 1 月 14 H 税刊 「 ま ち づ く り 協議会の活動 は 今J )
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「評価 し な い」 の 屈答 に は 、 都市計碩対象地域の 妥 当 性へ の 疑問 も あ っ た 。 言j-両決定 に

「何がか け て い た か」 の 質問 に は 、 1 ) 計両変更 ・ 撤回への柔軟性。 2 ) 計画案の説明。

3 ) 住民間 の意見調整。 4 ) 住宅 ・ 生活再建 の 支援 な どがあ げ ら れて い た 。

事業地域の協議会 は 、 都市計画が 1 2 段階決定」 と い う も の の 、 第 l 段 階決定の 「対象

事業地域そ の も の は変更 し な しり と い う 大前提への不溝が強 く 、 第 2 段階 で 第 l 段階決定

の 柔軟 な 変更 を 求め て い る 。 事業内 容 を 十分に住民 に 説 明 す る こ と が不 可 欠 だ と い う 指摘

も あ っ た 。 白 地地域で は 、 地域へ の 支援 の 充実 を 求 め る 回答が多 か っ た 。

〔行政の支援 に つ い て の評価〕

県 、 市 町の ま ち づ く り 活動への支援 に 対 し て は 「評価す る j と 「 ま ず ま ず評価す る 」 の

計が 8 割近 く に 達 し た 。 こ の評価 は事業地域 と 、 白 地地域での 大 き な差 は み ら れ な か っ た 。

「 どん な 支援が必要 だ っ た か」 の 回答 を み る と 、 都市計画決定の 後 に 設立 さ れた い わ ゆ

る 「事業型」 の ま ち づ く り 協議会 を 中 心 に 、 事業の実施 に 向 け た住民合意 の 形成 に 悩 み 、

苦労す る 姿が浮か ん でい る 。 白 地地域の協議会か ら は 「活動資金の助成J 1専 門 家 の 派遣」

を 求め る 声が 上位 を 占 め た 。 自 由 回 答摘 に は 「都市計画決定の撤回J (神戸市森南町 2 丁 目 ) 、

「 白 地地域 を 放置 し て い る J (西須麗) な どの 意見があ っ た 。

〔今後の活動で必要 な こ と 〕

ま ち づ く り 協議会の多 く は 、 都市計画事業後の ま ち づ く り を 視野 に 入 れ て こ れか ら の ま

ち づ く り 活動 を 模索 し て い る 。 だが、 住宅再建が進 む に つ れ て住民の ま ち づ く り への 関心

が薄 れ る な ど、 活動継続へ の 新 た な 課題 も 表面化 し て い る O 「今後の 活動継続へ必要な こ と 」

に つ い て の 回 答 は 以下 の よ う に な っ て い る 。 (複数回答)

(�13) 今後の活動 を 継続 し て い く う え で必要 な こ と は何 か

こ う し た課題 と は 別 に 、 現在取 り 組ん で い る テ ー マ に は 、 協議会の 活動 を 引 き 継 ぐ形で

の 「 自 治会 の 再 開 、 移行J (琵琶町、 六 甲 道駅北連合、 西宮市香炉闘森具) 、 'NPO 法人化J

(西宮北仁1 ・ 高木) な ど新 た な コ ミ ュ ニ テ ィ ー 組織の模索 や 、 「 ま ち づ く り 協定 の締結J (森

南 1 丁 目 ) 、 「地区計画 に 高 さ 制 限の 追加J (北口 ・ 高木) 、 「住環境保全へ地 区計画J (尼崎

築地) な どの ル ー ルづ く り があ る 。

悩 み は 、 「仮換地指定が進 ま な い J (神戸細 田 ・ 神 楽、 松野通) 、 「住宅再建が進 ま な し ' J (神
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戸西代通 4 丁 目 ) 、 「再開発高層 ビ ル で コ ミ ュ ニ テ ィ ー が保て る かJ (神戸深備 5 丁 目 ) 、 「 マ

ン シ ョ ン増加で F酒蔵 の 岡山 の イ メ ー ジ を ど う 保 っ かJ (魚崎郷) 、 「地域商業 の 活性化J ( 神

戸 久二塚) な どがあ る O

課題の 解 決 に 必要 な も の は 、 「住民意識の 向 上J (芦屋西部、 神戸大 田 町 l T 日 ) 、 「地域

の連帯感J (僻蔵 5 ・ 6 了 日 ) 、 「地域の若者の活力 ・ 協力 J (神戸水笠通 l 丁 目 ) 、 「助成金

や コ ン サ ル タ ン ト の 継続的支援J ( 灘 中 央) な ど と す る 意見 があ っ た 。

〔 ま ち づ く り の進め方〕

神戸市 は99年 9 月 に 、 復興の総括 ・ 検証作業の ひ と つ と し て市民 l 万人意識調査 ( 回 答

率55 . 9 % ) を お こ な っ た が、 こ の な か の 、 ま ち づ く り を 進め る に 当 た っ て の地域団体 と 行

政 と の 関係 に つ い て の 質 問 に対 し て 「 自 治会や ま ち づ く り 協議会が中心 に な っ て行政 と 協

働 し て ま ち づ く り を 進 め る 」 と い う 回答が半数 を 超 え て い た 。

(表14) ま ち づ く り を 進め る に あ た っ て の地域団体 と 行政 と の関係

ま ち づ く り 協議会が中 心 に な っ て 、 行政 と 協働 し て ま ち づ く り
し て住民の意見 を 聞 き な が ら ま ち づ く り を 進 め る

ま ち づ く り 協議会が主 導 し て 独 白 に ま ち づ く り を 進 め る

4 . コ ンサルタ ン ト の活動
復興 ま ち づ く り に 果 た し て い る 都市計画、 建築、 造 園 、 法律な どの専 門 家 や コ ン サ ル タ

ン ト の 役割 く 評価 さ れて い る O

〔 コ ン サル タ ン ト の働 き に つ い て の検証〕

兵庫県が99年か ら 2000年 に か け て お こ な っ た震災対策国 際総合検証事業 で 、 ま ち づ く り

を 担 当 し た伊藤滋検証委員 (慶応大学大学院 メ デ ィ ア 研究科教授、 元 日 本都 市計調学会会

長) は 、 報告の 中 で 「 コ ン サ ル タ ン ト が住民 に ま ち づ く り を 語 る 場合、 行政管理上 の 責任

関係がな い た め 、 自 由 に夢 を 語 る こ と がで き 、 住民 は イ メ ー ジ の 中 で 、 将来像 に ふ く ら み

を も つ こ と がで き る J r利害 の 当 事者で は な い の で客観 的 に 住民の実情 を 行 政 に 語 る こ と

がで き 、 ま ち づ く り 協議 会 と 行政 の 罷 の 意志疎通 に 果 た す役割 は 大 き し り と 述べて い る 。

さ ら に 、 ケ ネ ス . c . ト ッ ピ ン グ検証委員 ( 元 ロ サ ン ゼル ス 市都市計画局長) は 「 コ ン

サ ル タ ン ト は 活発 な仲 介役 と し て 重 要 な 役割 を 果た し た。 コ ン サ ル タ ン ト が市民 に 代 わ っ

て 行 政側 の計 画 を 変更す る よ う 提唱 し た 場合 も 何 度 か あ っ た 。 多 く の ま ち づ く り の リ ー

ダ ー は 、 コ ン サ ル タ ン ト が多 く の 問題解決 を 助 け た と い う J と 報告 し て い る 。 さ ら に 、 コ

ン サ ル タ ン ト がぶ つ か っ た最 も 難 し い 問題 は 「 ク ラ イ ア ン ト は 一体だ れ な の か (行政か、

住民か) と い う 疑問」 を 突 き 付 け ら れ た こ と で あ っ た と み て い る 。 し か し こ の 問 題 は 、 実

際部で は 「 コ ン サ ル タ ン ト は 客観的 な 第三者 と し て仕 え る べ き こ と が し だ い に 受 け 入 れ ら

れて い つ t�J と 報告 し て い る 。
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神戸市の震災復興総括検証研究会が99年 6 月 か ら お こ な っ た復興総括検証 の 中 に 、 ま ち

づ く り 協議会へ の ヒ ア リ ン グがあ り 、 こ の う ち の 「専 門 家 、 N PO、 支援組織 と 協議会」

の 項 目 を み る と 、 コ ン サ ル ト に つ い て高 く 評価 し て い る 協議会 も あ る が、 厳 し い 見 方 を し

て い る 協議 会 も み ら れ る o ( rす ま い と ま ち の復興 総括検証 住宅 ・ 都 市A符建分野」 震災復興総括検証

研究会2000年 3 刃 )

コ ン サ ル ト に つ い て の ヒ ア リ ン グ の 内容 に は次の よ う な も の があ る ( 要約 ) 。

@ 専 門 家が出過 ぎ る の は 問題。 コ ン サ ル タ ン ト 任せ に し な い で 自 分 た ち が勉強 し て い る

の で、 ま ち づ く り が平 く 進 む 。 し か し 、 よ い も の を つ く っ て い く た め に は コ ン サ ル タ

ン ト は 必要。

@ 建築家、 造画家、 高業 ア ド バ イ ザー な ど専 門 家や ア ジ ア タ ウ ン 推進協議会 な どの ボ ラ

ン テ ィ ア 団体の協力 は大 き か っ た 。

@ 専 門 家 は積極的 に あ る べ き 姿 を 示 し て ほ し い 。

・ 各協議会で倒別 に ま ち づ く り 構想の検討 を 進め て い る が、 そ の と き のパ イ プ役、 調整

機能 を 果 た し た コ ン サ ル タ ン ト の役割 は大 き か っ た 。

・ コ ン サ ル タ ン ト は 市 と 契約 し て い る た め 、 本来的 に住民の代弁者 に は な れ な い 。 ど う

し で も 事業 を 推進す る こ と に 重点 を お く こ と に な る 。

こ れ ら の ほ か に 、 「 当 初 は行政寄 り で 、 行政の代弁者の よ う な コ ン サ ル タ ン ト だ っ た が、

そ ん な 姿 勢 な ら 断 る と 申 し 入 れ た ら 姿勢がガ ラ リ と 変 わ っ た」 と い う 発言 も あ っ た 。

〔護興市畏 ま ち づ く り 支援ネ ッ ト な ど に関閉 ま ち づ く り 賞〕

日 本都市計画学会関 西支部 は99年 4 月 23 日 、 都市計画 の発展 ・ 進歩 に 貢献 し た 団 体 を 表

彰す る 「第 I 回 関 西 ま ち づ く り 賞J を 「阪神大震災援興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 」

(小林郁雄代表) と 、 兵産県や西宮市、 住 宅 メ ー カ ー 、 住都公団 な どで つ く る 「西宮浜地

区事業者連絡調整会J に 贈 っ た 。

阪神大震災復興市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 後興 に か か わ る プ ラ ン ナ ー や コ ン

サ ル タ ン ト ら 専 門 家の 情報交流の場。 神戸市で の住民主体の ま ち づ く り 活動 を 支援 し て き

た点が評価 さ れ た 。

西宮浜地区事業者連絡調整会 は 、 西宵マ 1) ナ パ ー ク シ テ ィ ー で、 官民協 同 の新 し い ま ち

づ く り を 展 開 し た こ と が評価 さ れた 。

「 関西 ま ち づ く り 賞」 は 、 日 本都 市計画学会関西支部長 を 務め た故 田 中 孝 男 ・ 大仮商大

教授、

故イ山石泰輔 ・ 阪神高速道路公団理事の 遺族か ら の 寄村金 を 基金 と し て創設 さ れた 。

第 l 回 の 賞 は 、 98年 1 1 月 に 募集、 12件の応募があ り 、 事業の完成度な どか ら 上記 2 団体

が選 ば れ た O
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園 ク ロ ー ズア ッ プーま ち づ く り 協議会 リ ー ダー の本音
し た た か な 計算の松本地区

神戸市兵庫 区松本地区 ま ち づ く り 協議会会長

中 島克元 さ ん は震災前か ら 繁盛 し て い た 獣医師。

地震か ら 数時 間 た っ て 出 火 し た 火災で診療所が

焼 け た 。

中 烏 さ ん は 火災保険の支払 を 求め る 運動 を 始

め 、 95年 2 月 1H l に 「火災保険会討 を 糾弾す る

会」 が結成 さ れ、 こ れが母体に な っ て 、 3 月 4

日 に松本池�復興委員 会が発足 し た。 区潤整理

事業が決定 さ れ、 5 月 7 日 に 「松本地区 ま ち づ

く り 協議 会」 がス タ ー ト 。 中 島 さ ん は そ の会長

に推 さ れ た 。 協議会は12月 に 、 総会参加者の拍

手の王子の大 き さ に よ っ て 「松本地区 ま ち づ く り

提案そ の 1 J を 決定 し た 。

松本地 区 の協議会 に つ い て 、 コ ン サ ル タ ン ト

の辻信 ム さ ん は 「土地区画整理事業 と い う 事業

手法 を 感情 的 に 拒否す る ばか り で は な く 、 復興

の た め の資金導入 の手段で あ る と と ら え 、 白 ら

のil興の た め に利 用 す る と い っ た し た た か な 計

算 の も と に 区画整理 を 受 け入 れ る 態度 を 示 し て

い る J (r遊資」 第 1 7';) 96/f. 2 月 ) と み て い る 。

ム リ を 重 ね ス ト レ ス た ま る

中 島 さ ん は 、 日 本建築学会近畿支部の支援を

得て何年 7 月 、 市 内 の ま ち づ く り 協議会に呼び

か け て 、 神 戸 ま ち づ く り 協議会連絡会 を つ く り 、

そ の事務局 長 を 務め る こ と に な っ た 。 17協議会

が集 ま っ た 述絡会の ね ら い は 、 当 時の土地区路

整理法 な ど都市計 画 の法律 は面 的整備の法律で、

こ れだ け で は ま ち の復興は で き な い 、 新 た な助

成制度 を 訴 え て い こ う 、 と い う と こ ろ に 置 か れ

た が、 中 島 さ ん は 「実は加 の 思 い があ っ た の で

と 次の よ う に 諾 っ て い る 。

ま ち づ く り 協議会の役員 は 、 み ん な す ご い ス

ト レ ス がた ま っ て い る 。 以前 は 、 新 潤 1 紙読 む

の に 1 時 間 か か っ て い た の に 、 30分で 2 紙 も 3

紙 も 読ん で し ま う 。 し か も ち ゃ ん と 頭 に 入 っ て

い る 。 ち ょ っ と お か し い ん と ち ゃ う か、 と み ん

な が言 っ て い ま す。 ま ち づ く り の役 を 引 き 受 け

た だ け で天才に な る わ け で は な い 。 ど こ か無理
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し て い る んです。

あ る と き 、 よ そ の地区の役員が 「 お 互 い 、 た

い へ ん や な あ」 と 声 を か け て く れ た 。 そ や 、 お

互 い し ん どい んや 。 そ う 思 う と ほ っ と し た 。 し

ん どい役員 同 士、 気楽 に 集 ま っ て 、 ぐ ち の こ ぼ

し あ い で も し ょ う か。 そ う 思 っ た の が、 連絡会

を つ く っ た 本 当 の動機です。 げ ま ち づ く り の牽 引

者J rWAVE1l7 J 2 号 何年12月 )

自 腹で年間200万円
2000年 3 月 、 日 本建築学会近畿支部が大阪で

開 い た公開研究会 「 ま ち づ く り 協議 会 に よ る 震

災復興 ま ち づ く り の検証」 で の 講演 で 、 中 島 さ

ん は 、 リ ー ダー の苦労 と 負担 に つ い て次の よ う

に 話 し て い る 。

ど の 協 議 会 の 会長 も 少 な く て も 1 年 間 に 約

200万 円 の お 金 を 自 腹で 出 し て い ま す。 仕事 を

休 ん だ り 、 会議後の食事や、 か な り の負担の 仁

で協議 会 は 成 り 立 っ て い ま す。 最 近 に な り 、 私

も 2 ヵ 月 に l @] く ら い は休む よ う に な り ま し た

が、 震 災か ら 3 年 間 で 1 0 日 く ら い し か休め て い

ま ぺぜ ん 。

リ ー ダー は お 金 を 持 っ て い な け れ ばで き ま せ

ん。 み な さ ん か ら 賛助金は い た だ い て い ま す が、

い ろ い ろ な 備 品 を そ ろ え る た め に は 、 余力 の あ

る 人がお金 を 出 す し か あ り ま せん 。 松本地 区 で

は 年 間 1 80万 円 の 予算 を 組 ん で い ま す が、 神 戸

市 か ら は 100万円 し か 入 っ て き ま せ ん 。

嫌 わ れ る 理論整然の コ ン サル

こ の公開研究会の フ リ ー デ イ ス カ ッ シ ョ ン で 、

ま ち づ く り の現場 と 専門 家の役割 に つ い て議論

がお こ な わ れた 。

こ の な かで 、 中 島 さ ん は 「好か れ る コ ン サ ル

タ ン ト と 嫌 わ れ る コ ン サ ル タ ン ト 」 に つ い て次

の よ う に 話 し て い る 。

好 か れ る コ ン サ ル タ ン ト は 、 基本的 に 、 一緒

に j留 を 飲 ん で、騒いで付 き あ っ て く れ る 人です。

そ の 人 に話 し た と こ ろ で何 も 変 わ ら な い か も し

れ な い の ですが、 心 と 心の つ な が り がで き る 。

そ こ に は 理局 で は な い世界があ り ま す 。 昼 間 の



、 お茶 を 飲み な が ら 、 理論整然 と 話す コ

ン サ ル タ ン ト は あ ま り 好かれ ま せ ん 。

役に立たなかっ た研究者
中 島 さ ん は さ ら に 、 専 門 家 の仕事ぶ り に つ い

て 、 次の よ う に 辛 口 な 批評 を し て い る 。

今 回 ほ ど大学の先生が役 に 立 た な か っ た こ と

は な い と 思い ま す。 い ろ い ろ な 意識調査 と 称 し

て 学生が地域 に 入 っ て き ま し た が、 卒業論文や

修士論文が完成す る と そ れ っ き り 来 な く な り ま

し た 。 地域に腰 を 落 ち 着 け て 入 り 、 住民 と ま ち

づ く り の議 論 を し て い れ ば、 も っ と い い 関係が

で き て い た と 思 い ま す。 若 い 学生 を 交 え て 、 住

民 と ま ち づ く り に 付 い て 話 し 合 う 機 会 が ほ し
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か っ た と 思 い ま す。

中 島 さ ん の こ の発 汗 に 、 専 門 家か ら は次の よ

う な 反省が語 ら れ て い る 。

「 人 間 と し て何 を す る べ き か と い う 基本 的 な

マ ナ ー や ヒ ュ ー マ ニ テ ィ が欠如 し た大学の研究

者が非常 に 多 か っ た と 思 う 。 結局 、 社会 と 隔絶

し た t仕界が露呈 さ れ て し ま っ た」 (高 出 昇 立命館

大学教授)

「大震 災 は 大 学 と 市民 と の 距離 が い か に 遠

か っ た か と い う こ と を 問 い か け た 。 そ の距離 を

ど う 埋め る かが大切 な の だが、 そ こ に気が付い

て い な い のが現実」

臼 本建築学会近畿支部公開研究会 「 ま ち づ く り 協議会 に よ る 震災復興 ま ち づ く り の検証」 報告書 2000年 3 月
「住民主体への挑戦 被災地須磨の ま ち づ く り 」 必須磨 ま ち づ く り 懇談会 19971r' 
「 ま ち づ く り 協議会に よ る 震災復興 ま ち づ く り の検証」 口 本態築学会近畿支部環境保全部会 2000年 3 月

神戸新開 2000年 1 J] 14 FI 朝 刊
「す ま い と ま ち の復興、 総括検証 住宅 都市再建分野」 震災復興総括倹託研究会 2000年 3 刀
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r M1i日一以日本条例日 ンパク ト シテ ィ 構想

兵庫県、 神戸市 は99年 3 月 、 相次い で ま ち づ く り や都市計画行政 に 新 し い 方向 を 打 ち 出

し た。 い ずれ も 震災復興の教訓! と 住民主体の ま ち づ く り 活動 の進展 を 反映 し て い る O

兵庫県 は 「 人 間サ イ ズ の ま ち づ く り 」 の 理念 に 基づい て 「 ま ち づ く り 基本 条例」 を 制 定。

機構 も 、 4 月 か ら こ れ ま で の都市住宅部 を 「 ま ち づ く り 部」 と し 、 阪神 ・ 淡路大震災復興

本部都市住宅部 を 「阪神 ・ 淡路大震災復興本部 ま ち づ く り 部」 に改称 し た (2000年 4 月 に

は 、 土木部 と ま ち づ く り 部が統合 さ れて 「県土整備部」 と な る ) 。

神戸市 は 「 コ ン パ ク ト シ テ ィ 構想」 に 基づい た ま ち づ く り を 進 め る こ と に し 、 2000年 3

月 に は 、 都市計画 の 見 直 し を 発表 し 、 都市計画案の計画段階か ら 住民 の 恵、 見 を 反映 さ せ る

情報開 示 と 協働 の ま ち づ く り を 進 め る こ と を 明 ら か に し た。

1 . 兵庫県の ま ち づ く り 基本条例
兵庫県 は 全国 に 先駆 け て99年 3 月 18 日 に 「 ま ち づ く り 基本条例J を 制定、 9 月 17 日 に 施

行 し た 。 制 定 の 目 的 は 、 住民主体に よ る 「 入 院サ イ ズ の ま ち づ く り 」 の総合的 な推進 を 図

る こ と と し て い る O

条例 は 、 1 ) 成熟社会 に お け る ま ち づ く り の 「基本理念」 を 宣言 し 、 2 ) ま ち づ く り に

お け る 「基本的施策」 を 規定 し 、 3 ) 住民主体の ま ち づ く り を 促進す る た め の枠組み を 規

定 し て い る O

〔 ま ち づ く り の基本理念〕

条例の前文 に は 、 明 治維新以 降の経済の発展、 人 口 の増大 に 応 じ て 、 こ れ ま で の ま ち づ

く り は一定の成果 を 収 め て 来 た 半面 「生活 よ り も 経済性 を 優先 し 、 個 性 に 乏 し い画一的 な

も の に な り がち で あ っ た」 と 反省 が示 さ れて い る O 現在の 状況 に つ い て は 「都市で は都心

に お け る 住民の高齢化 や 空洞化が進 む 一方 で 、 農 山 漁村で も 住民の高齢化や過疎化が進 み 、

都市 と 農 山 漁村 の 双方 に お い て こ れ ま で兵庫 県 の 発展 を 支 え て 来 た 基盤 と も い え る 地域社

会がぜい弱化 し つ つ あ る 」 と い う 恐れ を 指摘 し て い る 。

こ う し た 中 で、 阪神 ・ 淡路大震災の体験か ら 「地域社会の 中 で、 安全 に 、 安心 し て暮 ら

す こ と がで き る ま ち づ く り の必要性 と 地域への愛着 を は ぐ く む 魅力 あ る ま ち づ く り の重要

性 を 改め て 認識す る と と も に 、 被 災地 に お い て 広 く 芽生 え た住民 に よ る 自 発 的かっ 自 律的

な ま ち づ く り への 取 り 組み に 、 こ れか ら の新 し い ま ち づ く り の在 り 方 を 見 い だす こ と がで

き た」 と 、 住民主体 に よ る ま ち づ く り を 高 く 評価 し て い る 。

こ の前丈 を う け て 、 基本理念 は生活者の視点、 協働 に よ る ま ち づ く り で あ る と し 、 第 1

条、 第 2 条で次の よ う に 定め て い る 。

第 1 条 成熟社会 に お け る ま ち づ く り は 、 一 人 ひ と り が地域社会 の 中 で安全 に 、 安心 し
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て 暮 ら す こ と がで き る ま ち づ く り 及 び地域へ の 愛着 を は ぐ く む魅力 あ る ま ち づ く り を 旨 と

し て 、 生活者の視点 に 立 っ て行 わ な け れ ば な ら な い 。

第 2 条 成熟社会 に お け る ま ち づ く り は 、 県 、 市町、 県民及 び事業者の相互の理解 、 信

頼及び協働 の 下 に行 わ な け れ ば な ら な い 。

〔 人間サ イ ズの ま ち づ く り 〕

条例 の 基盤 に あ る 「人 間サ イ ズ の ま ち づ く り J と は 、 ま ち 全体が住民一人 ひ と り に と っ

て 「一つ の 生活空間」 と な る よ う な 、 人 間 の生活の視点 に 立 っ た ま ち づ く り の基本理念で

「安全 ・ 安心 ・ 魅力 」 を キ ー ワ ー ド に し た ま ち づ く り を 展 開 す る こ と に し て い る O

人 間 サ イ ズ の ま ち づ く り の イ メ ー ジ は 次の よ う に 描 か れ て い る O

安全な ま ち づ く り 災害 ・ 犯罪 ・ 事故か ら 人々 の 安全の確保 を 図 る

すべて の 人 々 が公共施設 な ど を 円滑 に利 用 で き る バ リ ア フ リ ー 環

境 と の調和 に 配慮 し た 自 然 と 共生す る ま ち

安心 な ま ち づ く り 住民相互が と も に 支 え 合 う 地域社会の 形成

保健 ・ 医療 ・ 福祉の サ ー ビ ス や 日 常生活 に 必婆 な も の が身 近 に 手

に 入 れ ら れ る

情報網や交通網の整備 で地域社会相互が連携す る ま ち

魅力 あ る ま ち づ く り 地域の風土 ・ 歴史 ・ 伝統 な ど を 生 か し た 誇 り の も て る ま ち

地域の経済的 な 基盤 を 生か し た 活力 の あ る ま ち

芸術 ・ 丈化 ・ ス ポ ー ツ な ど に 身 近 に 接す る こ と がで き る ま ち

〔 ま ち づ く り 基本施策〕

人 間 サ イ ズ の ま ち づ く り の た め の施策 と し て 、 条例 に は次の項 目 があ げ ら れて い る O

1 ) ま ち づ く り の 基本方針 ( ま ち づ く り グ ラ ン ド デザ イ ン 21 ) の 策 定

2 ) ま ち づ く り 団体及び市阿 に対す る 技術 的 ・ 財政的支援

3 ) ま ち づ く り を 総合的 に 推進す る た め の 体制 の 整備

4 ) ま ち づ く り に 資 す る 調査研究 な ど の 実施 、 知識 ・ 技術の 普及

5 ) ま ち づ く り に功績の あ っ た 者 の 表彰 な ど

〔協働 と 住民発意〕

条例 は 、 基本理念 に 「成熟社会 に お け る ま ち づ く り は 、 県 、 市軒、 県民及 び事業者の相

互 の理解、 信頼及 び協働の 下 に 行 わ な け れ ば な ら な いJ ( 第 2 条) と 行政、 企業、 住民の 「協

働」 を 掲 げて い る O こ れ を う け て 、 兵庫県用途地域見 直 し 懇話会 (会長 ・ 安 田 丑作神戸大

学工学部教授) は 、 99年10月 に提出 し た 「懇話会提言」 の 中 で 、 こ れか ら の 都市計画 は 、

計画立案段階で住民参加 を 求 め 、 住民発意 を 生かす都市計画 に す る よ う に 求 め て い る O

住民発意 の都市計画 の役割 は 「 自 分た ち の住 む地域の将来像は 自 分た ち で定め る と い っ

た 点 に あ り 、 地 区 の個 性 に応 じ た ま ち づ く り を 進め る う え で根幹 と な る 役割 と し て 、 今後

さ ら な る 展 開 が望 ま れ る J と し 、 用 途地域の見直 し に お い て も 「 こ れ ま で の行政が立案 し
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た も の に住民が異議 を 述べ る 場 を 提供す る と い っ た住民参加の 方法か ら 一歩踏み込み、 住

民の意見 を く み 上 げ る 手法 を 考 え て い く こ と が必要で あ る J と 求め て い る 。

こ れ ま で ま ち づ く り に か か わ る 住民の立場 に つ い て は 、 当 初 の段階で は 「 住民参加」 が

う た わ れ 、 そ の 後 「住民主体」 に 進展 し た が、 こ こ で は 「住民発意」 に よ る ま ち づ く り が

提言 さ れ る 段階 に な っ た。

懇話会 は さ ら に 、 人 間 サ イ ズ の ま ち づ く り に は 地 区 の 個性 を 重視 し 、 地 区 ご と の 質 を 高

め て い く こ と に よ り 市街地 を 再構築す る 視点が重要 だ、 と し て 、 そ の た め に は 「住民発意

の 活動 を 積極的 に 支援 し て行 く こ と が必要で あ る J と 述べ て い る 。

2 . 神戸市 の コ ン パ ク ト シ テ ィ 構想
神戸 市復興 ・ 活性化推進懇話会 (座 長 ・ 亮天義久神戸大学名誉教授) は99年 3 月 、 持続

可 能 な 都市づ く り と 地域発意の ま ち づ く り と し て コ ン パ ク ト シ テ ィ 構想 に つ い て の調査報

告書 を 発表 し た 。 ま た 、 神戸市都市計酒局 は 、 99年 3 丹 27 日 、 コ ン パ ク ト シ テ ィ を 構成 す

る 「細胞J で あ る コ ン パ ク ト タ ウ ン づ く り の た め の 「都市の 再構築」 を 打 ち 出 し 、 用 途地

域の見直 し 方針、 都市計画道路網 の 見 直 し 方 針 な ど を 順次公表す る と 発表。 さ ら に 「協働

の ま ち づ く り が継続 し て お こ な わ れ る よ う に 支援 を お こ な う と と も に 、 ま ち づ く り の計画ゆ

が ま と ま っ た場合 に は 、 随時、 必 要 な 都市計両決定 ・ 変更 を お こ な う 」 と し て 、 計画検討

( 図 4 ) コ ン パ ク ト タ ウ ン の構造
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( [%1  5 ) コ ン 1 '\ ク ト タ ウ ン と コ ン 1 '\ ク ト シ テ ィ の関{系

段階か ら の情報開示 を 進め る こ と を 発表 し た 。

〔 コ ン パ ク ト シ テ ィ の概念 と イ メ ー ジ 〕

※ 環境と コ ミ ュ ニテ ィ と
地域経済でつなが っ てい く
コ ンパク ト タ ウ ンの
多重ネ ッ ト ワーク社会を
コ ンパク ト シテ ィ と い う

コ ン パ ク ト シ テ ィ と い う 都 市{象 は 、 自 f主的 な 生活 圏 で あ る コ ン パ ク ト タ ウ ン ( 図 4 ) の

連帯 に よ っ て構成 さ れて い る ( 図 5 ) 。神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会の 「 コ ン パ ク ト シ テ ィ

構想調査報告書ゐ」 に よ る と そ れぞれの概念 は 次の よ う に 説明 さ れて い る 。

コ ン パ ク ト シ テ ィ と は 、 個性豊かでふ れ あ い に 濡 ち た 自 律的 な 生活圏 で あ る コ ン パ ク ト

タ ウ ン が相互 に 連帯 し 、 多重 に ネ ッ ト ワ ー ク す る 都市 で あ る O こ れ は 、 持続的 な都市の発

展の基礎 で あ り 、 市民 ・ 事業者 と 市 と の協働 の ま ち づ く り に よ っ て 進 め ら れ る 。

コ ン パ ク ト シ テ ィ の イ メ ー ジ は次の よ う に 描 か れ て い る 。

1 ) 豊 か な 生活環境 を も ち 、 人 と 自 然、 人 と 人 と が共生で き る 都市

2 ) 生活す る う え で必要 な サ ー ビ ス の大半 は生活圏で利 用 で き 、 利 用 で き な いサ ー ビ ス

の あ る 程度 は 、 隣の 生活圏 や生活拠点 で手 に 入 り 、 残 り の高次サ ー ピ ス は副都心や都

心、 さ ら に は都市 関連携の 中 で得 ら れ る 都市

3 ) 市民 ・ 事業 者 自 ら は 、 自 分た ち の 地域で生活 に かか わ る 問題 を 考 え 、 自 律的 に ま ち

づ く り に 取 り 組む都市

4 ) 成長管理施 策 に よ っ て 、 都市の 容量 に ゆ と り を も ち 続 け る よ う に 配慮 し な が ら 、 良

好 な 都市環境 を 維持 ・ 発展 さ せ る 都市

5 ) 公共交通 を 中心 と す る 交通輸送 ネ ッ ト ワ ー ク 、 都市空間 に お け る 水 と み ど り の ネ ッ
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ト ワ ー ク 、 情報 ネ ッ ト ワ ー ク や 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク な どが相互 に 連携す る 多重 ネ ッ ト

ワ ー ク を 形成 す る 都市

〔 コ ン パ ク ト タ ウ ン の職念 と ま ち づ く り の視点〕

コ ン パ ク ト タ ウ ン と は 、 「 わ が ま ち 」 意識の も て る 地域の ま と ま り の 中 で 、 住民の 日 常

生活があ る 程度可能 と な る よ う な 自 律性 を も たせ た ま ち 。 住民 は 自 ら の ま ち の あ り か た を

発想 し 、 地域の 自 然や歴史、 文化な どの ま ち づ く り を 自 ら 実践 し て い く こ と に よ っ て 、 安

全で安心 し て 快適 に 暮 ら す こ と の で き る 生活圏 、 と さ れて い る 。

こ の よ う な コ ン パ ク ト タ ウ ン づ く り に は 、 次の よ う な 基本的視点が設定 さ れて い る O

1 ) 地域の 自 然、 震史、 文化、 景観な ど を 大切 に す る 個性豊か な ま ち づ く り

2 ) 環境 と の 共生 を め ざ し た 身 近 な ま ち づ く り

3 ) コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 大切 に す る 協働 に よ る ま ち づ く り

4 ) 地域に密着 し た経済 を 育 む ま ち づ く り

こ う し た視点 か ら コ ン パ ク ト タ ウ ン を つ く り だす た め に は 、 託行政の充実 (分権化) 、

水 と み ど り があ ふ れ る 環境 の 整備、 歩 い て 行 け る 範囲 に公園 ・ 揺祉施設 ・ 地 域文化施設 ・

買 い物施設 な ど の 整備、 ま ち づ く り の担 い 手 と し て ま ち づ く り 協議会、 NPO な ど の 活動

支援、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ビ ジ ネ ス の育 成 な どが必要だ と し て い る O

〔 コ ン パ ク ト シ テ ィ 構想の経過〕

「 コ ン パ ク ト シ テ ィ 」 の 考 え 方 は93年 9 月 に 市議会で議決 さ れた 「新 ・ 神戸市基本構想、J

に さ かの ぼる 。 こ こ で は 、 市民の生活 レ ベ ル や 地域 レ ベ ル か ら の発想 を 生か し て市民 ・ 事

業者 ・ 市 の 「協働」 に よ る ま ち づ く り の推進が打 ち 出 さ れた 。 さ ら に 、 豊 か な 生活環境 を

維持す る た め に 、 都市容量 を 180万 人 に 設定 し 、 都市 の成長管 理 を お こ な い 、 多核 ネ ッ ト ワ ー

ク 都市 を 構築 し て い く 考 え 方 が示 さ れた 。

震災後、 市民生活や 地域の重視、 多核 ネ ッ ト ワ ー ク 都市づ く り 、 自 然 と の 共生 の考 え 方

が改め て確認 さ れ、 人 と 人 と の ぬ く も り を 大切 に す る 「 き ず な 」 が震災後の 神 戸 で特徴的

に現れ、 神戸か ら 発信 し た 最 も 重要 な 教訓 で あ っ た と 考 え ら れ、 97年10月 の 笹 山市長 3 選

後の市 政方針で、 こ う し た考 え 方 を 象徴す る 言葉 と し て 「 コ ン パ ク ト シ テ ィ 」 が用 い ら れ

た 。

99年 8 月 に 策定 さ れた 「事rr た な 行財政改善 の 取 り 組み」 に 、 震災の教訓 と と も に 、

化 ・ 少子化、 イ ン ナ ー シ テ ィ に代表 さ れ る 地域の空洞化な ど に対応す る 「安心 し て住み続

け ら れ る ま ち づ く り 施策」 と し て コ ン パ ク ト シ テ ィ 構想、の推進が織 り 込 ま れた 。

〔 コ ン パ ク ト シ テ ィ の推進方策〕

神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会の コ ン パ ク ト シ テ ィ 専 門部会 (部会長 ・ 紙野桂 人苦塚 山

大学教授) は 98年 6 月 か ら 専 門部会 を 聞 い て 、 コ ン パ ク ト シ テ ィ づ く り の課題や基本 コ ン

セ プ ト 、 推 進方策 な ど を 検討 し て き た が、 99年 3 月 に 施策体系、 モ デル施策 を ま と め た 。

こ の概要 は 次の よ う に な っ て い る 。
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1 ) 地域の特性 を 育 て る 仕組づ く り

中 長期 の 施策 独 自 な 包行政の推進 (充実)

医別予算や独 自 事業 の推進

思担当 職員 制度、 横割 り 事業推進体制 の検討

中 間組織 ( イ ン タ ー ミ デ イ ア リ ー 組織) の 育成

NPO や ボ ラ ン テ イ ア 団体の コ ー デ イ ネ ー ト 組織 の 支援

地域の総合指標の研究

当 面の 施策 地域 ア イ デ ン テ イ テ ィ (歴史、 地域景観 な ど) の 発掘

地域生涯学習 の推進

学校開放の充実 ・ 展 開 、 地域施設 ・ 人材の活用

2 ) 環境 と 共生す る ま ち づ く り

中 長期 の施策 水 と み ど り の ネ ッ ト ワ ー ク の形成

市街地へのせせ ら ぎ ネ ッ ト ワ ー ク の導入

住区公開 な ど に お け る 整備 ワ ー ク シ ョ ッ プの促進

地域循環モ ピ リ テ イ の 向上 (車利 用 の低減 と 公共交通機関へ転換)

地域循環パス の導入

コ ミ ュ ニ テ ィ ー ゾー ン 整備

パ ー ク ア ン ド ・ ラ イ ド の拡充

当 面 の 施策 歩 い て 行 け る 身近 な 拠点整備

コ ミ ュ ニ テ ィ ー の核 (公匿 ・ 福祉施設 ・ 地域文化施設)

告角 施設 ( 日 常の 買 い物、 サ ー ぜ ス 施設 な ど) の 立地配慮

3 ) 協働 に よ る ま ち づ く り の担 い 手づ く り

中 長期 の施策 ま ち づ く り 会社 に対す る 支援

ま ち づ く り 基金の 設立支援

地域金融機関 に よ る ま ち づ く り 融資制度の検討

当 面の 施策 住民主体の ま ち づ く り 支援

市民 ま ち づ く り の た め の基本条件整備

ま ち づ く り 大学基礎講座 ・ 実践講座 の 開設

ア ド ボケ イ ト 機関 の 育成、 NPO 支援セ ン タ ー の 設立

4 ) 地 域 に 密 着 し た 産業の育成

中 長期 の施策 市民事業 ( コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ピ ジ ネ ス ) の 育成 ・ 支援

事業資金の 支援 (行政か ら の積極的 な 委託 ・ 発注)

ネ ッ ト ワ ー ク 化 の促進 (行政の広 報媒体 を 通 じ た P R の 支援)

市民起業家育成支援

ビ ジ ネ ス ・ コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 地域活動促進
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商白主の現地居住の促進

当 面の 施策 ま ち づ く り と 一体 と な っ た 地域産業振興

く つ の ま ち ・ な が た 、 酒蔵の あ る ま ち づ く り

ま ち の小 さ な個 人経営商応 の再生

〔 コ ン パ ク ト シ テ ィ の な かで の ま ち づ く り 協議会〕

神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会の調査報告書 は 、 上記の そ れ ぞれ の 施策体系 に基づい て

モ デル施策 を あ げて い る 。 こ の な かで 、 ま ち づ く り 協議会の新 た な 展 開 の 方 向 と し て次の

よ う に 述べ て い る 。

ま ち づ く り 協議 会 の 活動 は 、 こ れ ま で建築協定、 ま ち づ く り 協定、 地区計画策定な どの

「 ル ー ルづ く り 」 の段階や、 施設整備、 医画整理 ・ 再開 発 な どの 「 も の づ く り 」 の段階 を

経て き た 。 次 の 新 た な段階 は 、 ボ ラ ン テ イ ア や マ ネ ー ジ メ ン ト の 「人づ く り J に な る 。

ま ち づ く り 提案 に よ っ て協働でつ く り だ し た 地区施設 は 、 基本的 に は 地域住民が使 う も

の で あ り 、 地域住民が 《定の ル ー ル で 活用 し た い と い う 要望 が生 ま れ て き て い る O 告区公

国 や地域福祉セ ン タ ー な ど地域の施設 は 地域住民の千で 自 主管理 し た ら ど う だ ろ う か、 と

い う 問題提起があ る 。 こ れ は 地域の総合的 な 運営 に よ っ て ま ち を 活性化 し 、 ま ち づ く り 協

議会 を 活動母体 に し た い と い う 問題提起で、 も あ る が、 こ の た め に は組織 を 自 律化 し 、 自 主

的 な 運営 を ど う す る か、 関連法規 と の 関係 を ど う す る か な どの課題 を 解決 し な け ればな ら

な い 。 そ の た め に は 、 マ ネ ー ジ メ ン ト や ボ、 ラ ン テ イ ア を 含め た 「人づ く り J や 「 シ ス テ ム

づ く り 」 を ま ち づ く り 協議会 と し て確立す る こ と が大 き な 条件 に な る 。

ま ち づ く り 協議会が今後活動 の領域 を 拡大 し 、 自 主的運営 を す る た め に は 、 新 た な 創 造

的 な 活動 を協議会 自 ら がお こ な わ な け れ ば な ら な く な る O 従来の よ う に ボ ラ ン テ イ ア で運

営 さ れ る こ と が原 則 だが、 組織が全体 と し て動 い て い く マ ネ ー ジ メ ン ト と そ れ に し た が っ

て作業 を 実施す る 人が必要 に な る 。 そ れ は 単 な る 参加 で は な く 、 そ れぞれが意志 と 責任 を

も っ て 、 行動基準 を 明確 に し て 、 組織原財 に 基づい て行動す る も の で あ る 。

こ の よ う な ボ ラ ン テ イ ア の も う 一つ の 大 き な 要 素 は 、 活動資金の 出 資者 に な っ て参加す

る こ と で あ る 。 活動 の拡大 と と も に 、 必要 に な る 資 金 を 地域住民の 中 か ら 調達 し な け れ ば

な ら な い が、 そ れ に は 活動組織体 と し て 運営で き る 根拠 と 責任 を 明確化す る こ と がかかせ

ず、 こ う し た こ と が実現で き る 「人づ く り J が ま ち づ く り 協議 会 に 求 め ら れ る O

ま ち づ く り 協議 会 は 、 ゆ る や か な 地域住民の結合体 と し て地域住民の 総意 を 前提 と す る

も の で あ っ た 。 ま ち づ く り 条例 で示 さ れて い る 「大多数の合意」 と い う の は 、 必ず し も 全

員 の合意 を 意味す る も の で は な い が 、 ゆ る や か な 組織体 と し て 、 構成員 の 明確 な 定義がな

い た め 母数がな く 、 割合 に よ る 賛成反対 を 定義で き な い た め 、 実態 i二反対が積極的 に な い

こ と を 前提 に し て い る 。 し か し 、 協議会活動 を 新 た に 拡大 し 、 地域の 課題や ニ ー ズ に対応

す る に は次の よ う な い く つ か の 課題が発生す る 。

1 ) 代議員 制度や定足数確定等 を 明確 に し 、 意志形成 の た め の 総会運営の 方法
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2 ) 執行部への権限の委任 と 責任 の 明確化

3 ) 事業の契約行為が必要 に な る た め 組織の法人化

こ れ ら の 課題の解決 に は 、 現状の ま ち づ く り 条例 の 規定す る 協議会の組織の運営原 郡 を

越 え る 可 能性があ る 。 そ れは ま た 、 条例 の 中 で規定す る こ と に も 限界があ る 。

し たが っ て 、 ま ち づ く り 協議会が新た な 活動 を 展開す る た め に は 、 協議会が母体 と な っ

て新た な 組織へ発展す る こ と に な る で あ ろ う 。 そ の 方 向 の選択肢 に は 、 営利 を 伴 う 会社化、

非営利 の 法人 (�PO 法人) 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ・ ピ ジ ネ ス 、 法人化 自 治会 な どがあ る 。 い ず

れ に し て も 、 事rr た な展 開 で必要 に な る 組織 と ま ち づ く り 協議会 と の 関係 は 、 厳格 に は ま っ

た く 別 の 組織 に な る 。 こ の 点 は今後の 展 開 に お い て議論 し な が ら 進め ら れ る こ と に な る で

あ ろ う O

3 . 都市の再構築 と 情報開元信
神戸市 は 2000年 3 月 27 日 、 コ ン パ ク ト シ テ ィ を つ く り だす た め に 都市 の 再構築 を 推進す

る と し て 「今後の神戸 の 都市づ く り 」 を 記者発表 し た 。 こ の 内 容 は 、 都市の 再構築 の た め

に 、 1 ) 協働 の ま ち づ く り 、 2 ) 用 途地域 と 都市計画道路網 の見 直 し 、 3 ) 地域特性 を 大

切 に し た 継続的 、 持続的 な ま ち づ く り を 推進す る 、 と し て い る 。

こ れ ら の 方針 を 進 め る た め に 、 2000年夏 ご ろ に 、 都市計画事業 な どの 整備予定、 今設 の

ま ち づ く り の 課題、 用途地域 の 見 寵 し 表案、 都市計医道路の 克直 し 素 案 を 合 わ せ て公表 し 、

素 案 に 対す る 市民の意見や ま ち づ く り 活動 を 踏 ま え て都市計画案 を 作成 、 2001年度 に 都市

計画決定す る 予定、 と し て い る 。

さ ら に 、 協働 の ま ち づ く り に よ っ て計画が ま と ま れ ば、 そ れ に 応 じ て 必 要 な 都市計画決

定や変更 を お こ な う と し 、 柔軟な都市計両行政の姿勢 を 打 ち 出 し た 。

こ の よ う な 取 り 組み に転換 し た 背景 と し て 市 は 、 震災後の復興 ま ち づ く り の経験を 通 し

て 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の大切 さ や市民 と の協働 の ま ち づ く り の重要性 を 再認識 し た と し 、

地域間 有 の 多様 な ニ ー ズ に対 し て よ り き め細 か く 対応す る た め に 、 市 か ら 市民 に わ か り や

す く 情報提供 を お こ な い 、 ま ち づ く り を 支援す る こ と が必要だ、 な ど を あ げて い る 。

情報の提供 は 「都市計商事業等の今後概ね10年 間 の 着手や完成等の 整備予定 を 公表す る 」

と し て い る 。
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i 第六節 景観の 変化 と 景観形成市民協定

震災復興の ま ち な み景観は 「 ど こ で も 伺 じ風景 に な っ て き て い る 」 と 言わ れ る 。 乾 い た

頬 い 表情 を し た外壁 の プ レ ハ ブ 3 階建住宅が増 え て い る 。 震災復興 ・ 実態 調 査 ネ ッ ト ワ ー

ク 景観 ・ 空地調査チ ー ム (代表 ・ 青木崇 人神戸芸術工科大学教授) は 「そ れで も 、 そ れ ぞ

れ の 場所 に 蓄積 さ れた暮 ら し の 地域性が、 現在の 景観 に も 現れて き て い る の で は な い だ ろ

う かJ r住宅再建か ら ま ち づ く り へ と 復興 プ ロ セ ス が移行 し て い く に あ た っ て 、 次の ま ち

づ く り を 、 今あ る 風景か ら 探 っ て み よ う J と 目 視 に よ る 調査 を お こ な っ た 。

調査地区 は 、 西宮、 芦屋、 神戸市の 9 地区 で 、 ま ち な み景観、 住宅の構 え 方 ・ 飾 り 方、

空地の利用 な ど を 見 て 歩 き 、 記録 し 、 こ れか ら の ま ち づ く り への ヒ ン ト を提 言 し て い る 。

1 . ま ち な みの均質化 と 地域性
住宅再建が進 ん で 、 そ の結果 「 ど こ で も 同 じ よ う な ま ち な み に な っ た」 と 言わ れ る 要 因

は 、 フ ィ ー ル ド調査 に よ っ て次の 6 点があ げ ら れ て い る 。

さ ら に景観 ・ 空地調査チ ー ム は 、 こ れ ら の 要 因 に も 地域性が現れ て い る の で は な い か と 、

市街地 を 、 神戸市西部 ( 長 田 、 野 田北部、 兵庫) 、 神戸市a東部 (味泥、 灘 中 央、 瀧東部) 、

阪神 間 (深江、 芦屋、 西宮) の 3 地域 に 分 け て特徴 を 探 ろ う と し た 。

1 ) 塗装パ ネ ル に 覆 わ れ た箱型住宅

構造や工法 に かかわ ら ず、 外壁の 仕上 げ に 乾 い た 質惑 の 塗装 パ ネ ル (サ イ デ イ ン

グ ボ ー ド ) を 用 い た住宅が多 く な っ て い る 。 多 く の場合、 総 2 階建、 総 3 階建 と な

り 、 軒が浅 く 陰影の少な い 箱形 の 形態が見 ら れ る 。

3 地域 で の 地域性 は ほ と ん ど見 い だ さ れ な か っ

2 ) リ ブ型 ブ ロ ッ ク 塀 と 黒 い さ く

ど こ で も 同 じ であ る 。

震災後の塀の素材 と し て リ ブ現 ブ ロ ッ ク と 黒 い塀の組み合わせが、 震災パー ジ ョ

ン と 呼べ る ほ ど被災地 に 多 い 。 建物 と 道路 と の 間 に ほ と ん ど空地が と れ な い よ う な

場所で も 現れ る 。 こ れ ま で に 見 ら れ な か っ た組み合わせで、 あ る O

阪神 間 で多 く 見 ら れ る O 神戸市西部 ・ 東部 で は 、 ブ ロ ッ ク 塀の 前 に 植木鉢が並 び、

色彩が豊 か に な っ て い る 。 路地 に並べ ら れ て い た植木鉢 と 同 じ 感 覚 で 、 時 間 の経過

と と も に 表情が出 て く る こ と が期待 で き る 。

3 ) 囲 い の な い 敷 き 際 に建つ玄関 ポ ー ル

狭小 な 敷地 に建 て ら れた住宅 で は 、 直接道路 に 面す る 玄関脇 に は 、 イ ン タ ホ ン 、

郵領受け 、 表札 な どがセ ッ ト さ れ た 玄関 ポ ー ル が敷 き 際 に現れ る 。

玄 関 に 近 い位置 に 立 て ら れ る ケ ー ス が多 い が、 深江地 区 で は玄関 か ら 離 し て道路

際 に 並 ん で、立 て ら れて い る 住宅 も あ っ た。 阪神 間 で は ガ ー デ ニ ン グ と 一緒 に デザ イ
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ン さ れて い る も の も あ る O 花 の 置 き 方 に は 地域性があ る O

4 ) 敷 き 際の コ ン ク リ ー ト 敷 き の粧車ス ペ ー ス

建物 の前面 ま た は 一部建物 内 に 食 い 込 む よ う に 駐車ス ペ ー ス が と ら れ る 建 て 方 が

多 く 見 ら れ る O 当 初 は コ ン ク リ ー ト 敷 き だ け だ っ た が、 し だい に タ イ ルや イ ン タ ー

ロ ッ キ ン グ に よ る 仕上げ、 植栽 な ど に よ っ て 、 デザ イ ン に 工夫がみ ら れ る よ う に な っ

た 。

敷 き 捺がオ ー プ ン に な っ て 明 る く な っ て い る が、 ど こ で も 乾い た 質感 で 、 こ れが

ど こ で も 同 じ 風景が現れ て き て い る と 感 じ る 要因 で は な い か。

5 ) 木賃 に代 わ っ て き た プ レ ハ ブ ・ ア パ ー ト

震災で壊滅的打撃 を 受 け た 木造賃貸住宅や長屋 に代 わ っ て 2 階建 の プ レハ ブ ・ ア

パ ー ト が再建 さ れて き た。 多 く の 場合、 建物周辺 に 駐車ス ペ ー ス が と ら れて い る 。

地域性は ほ と ん ど な い。

6 ) ゴー ル ド ク レ ス ト や レ ッ ド ロ ビ ン の 緑化材料

再建 さ れ た住宅の 生 け 頓 に は比較的成長の 早い レ ッ ド ロ ビ ン (西洋紅カ ナ メ モ チ )

が よ く 使 わ れて い る 。 春か ら 夏 に か け て 多 く の 生 け垣が赤 く 色づ く O こ れ ま で ほ と

ん ど克 ら れ な か っ た緑化材料で、 震災後多 く 見 ら れ る よ う に な っ た樹 種 に ゴー ル ド

ク レ ス ト (黄金 ヒ パ) があ る O

阪神 間 に 多 い 。 イ ン ナ ー シ テ ィ 地域で は震災前 に も 生 け 垣 は少 な か っ た せ い か こ

の タ イ プ の敷 き 際 は あ ま り 見 か け な い 。 話来の市街地環境や敷地規模が反映 さ れて

い る 。

2 . 新 し い景観の類型 と ま ち づ く り の ヒ ン ト
景観 ・ 空地調査チ ー ム は 「景観 と は 生活 の 営 み が空 間 に す り 込 ま れ た 結 果 の 姿で あ る J

と い う 仮設 を 立 て 、 フ ィ ー ル ド調査 の 中 か ら 新 し い ま ち な み の 兆 し を 示す景観要素や こ れ

か ら の 景観形成 に つ な が る 事例 を 取 り 仁 げ て い る 。

事例 の 抽 出 に は 、 空間構成 の 点 か ら の類型化 と 、 「時間 を ど う 蓄積 さ せ て い く かJ í どの

よ う に 敷地 と ま ち と の 関 係 を つ く っ て い く か」 な ど営み の特性か ら の類型化 に よ っ て い る 。

空 間帯成 の 類型化は (表15) に 基づい て い る 。

営 み の 特性か ら の類型化 は 、 次 の よ う な視点か ら 考察 さ れ た 。

1 ) どの よ う に 時 間 を 蓄積 さ せ て い く か。 素材 に 現 れ る 時 間 と 、 手 を 加 え る こ と に よ

る 時 間 の 蓄積 に注 目 す る

2 ) どの よ う に地域性 を つ な い で い く か。 風景の ま と ま り を つ く り だす か。 新 し い 地

域づ く り の 活動があ る か

3 ) 新 し い住宅ス タ イ ル かの 特徴か ら どの よ う な 家並 み が生 ま れ て く る か。 住宅デザ

イ ン か ら 新た な 試み や 新 し い デザ イ ン 要素がな い
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(表15) 空間構成の類裂化の 項 巨

線
せせ ら ぎ

塀 ・ フ ェ ン ス
( デザ イ ン ・ 高 さ 協調)

プ ラ ン タ ・ 生け垣連続

協調化住宅
3 階建て売 り 住宅
プ レ ハ ブ住宅

道 | ア ブ ロ ー チ部分
2 項道路拡幅部分
(緑 ・ 花 ・ そのイ也)

2 :r民道路拡幅部分
(緑 イヒ - そ の他)

路地 ・ 通路

素材 ・
ミ ニ 開発
地域の デザイ ン ( ル ー ル)

同色の フ ァ ニ チ ャ ー
通 り 抜け路地 ・ 通路

空 地 駐車ス ペ ー ス の修景
空 間緑化
提供公関

ス

ス

車

中平

駐

駐L一一

こ の類型化の視点か ら 、 こ れか ら の ま ち づ く り に 参考 に な る 21 の事例が紹 介 さ れて い る 。

こ の う ち の 主 な も の を 次 に あ げる 。

①点 ・ 敷 き 際 敷 き 際がオ ー ブ ン な 建 て 売 り 住宅。 表札 ・ イ ン タ ホ ン ・ 郵便受けがセ ッ

ト に な っ た 玄関 ポ ー ル が道路際 に 置 か れて い る が、 そ の 田 り に は数個 の鉢植 え があ り 、

切 り 株 を 台 に す る な どの 工夫があ る 。 鉢植 え の花 がア ク セ ン ト に な っ て い る 。

②点 ・ 敷 き 際 外壁 を 塀 で 匝 わ ず に植栽空間 に し て い る 。 今は小 さ な植木 だが、 将 来 は

も っ と 縁が育つ 。 時間 と と も に 育 っ て い く 景観。

③セ ッ ト パ ッ ク 縁化 塀 を セ ッ ト パ ッ ク し て 、 レ ン ガ風の塀の 前 に植栽ス ペ ー ス を 生み

出 し て い る 。 塀 の 一部 を 鉄格子 に す る こ と に よ っ て庭の緑 を 見せ て い る O

④点 ・ 道路 2 項道路の 投退部分 を 花壇 に し た り 鉢 を 罷 い て飾 っ て い る 。 向 か い の 家 は

ア ス フ ア ル ト 敷 き に し て し ま っ て い る 。

⑤線 ・ 敷 き i禁 隣 り 合 う 3 軒が塀 を 共 同 でつ く っ た こ と に よ っ て 、 塀 の 高 さ や デザ イ ン 、

素材が統ー さ れて ま と ま り が演 出 さ れて い る 。

⑥椋 ・ 建築 協調住宅 協語建て 替 え に よ り 、 外装材やベ イ ブ メ ン ト 、 デザ イ ン がそ ろ

え ら れ、 異 な っ た平面計画で も 統 命 さ れ た景観 を つ く り だ し て い る 。

⑦空間 ・ 建築 地域の デザイ ン 丸がわ ら を 乗せ た塀があ る か わ ら 屋根 の 2 摺建住宅。

ま ち づ く り 協定 と ま ち な み環境整備事業 に よ り 、 酒蔵の ま ち の イ メ ー ジ に あ っ た デザ イ

ン に し て い る 。 タト構部分に は 景観形成 の た め の補助金が出 て い る O
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口点 ・ 敷際
オ ー プ ン緑化

塀 を つ く ら ず、 植栽空間 と し て い る 。 将来 は も っ と
緑が育つ。→時間 と と も に育 っ て い く 景観 (震災復興
実態調査ネ ッ ト ワ ー ク 提供)

3 . ま ち な み景観への提案

口点、 ・ 敷際
フ ラ ン タ

数際がオ ー ブ ン な主主て売 り 住宅。 玄関ボー ル ま わ り
に^ítLかれた花がア ク セ ン ト に な っ て い る (震災復興 ・
実態調査ネ ッ ト ワ ー ク 提供)

口 線 ・ 建築
協調住宅

協調建替 に よ り 、 外装材や ペ イ ブメ ン ト 、 デザイ ン
がそ ろ え ら れ、 異な っ た平面計i出で も 統 4 さ れ た景観
を 創 り 出 し て い る (袋災復興 ・ 実態調査ネ ッ ト ワ ー ク
提供)

こ の よ う な フ ィ ー ル ド諦査か ら 、 こ れか ら の住宅再建、 ま ち な み景観形成 に 際 し て 、 次

の よ う な 提案が出 さ れて い る O

〔繰や花の力〕

街角 や庭か ら 道路 に は み 出 し た樹 木 の枝振 り は街路景観の大 き な ポ イ ン ト に な っ て い る 。

敷地の 緑 は 、 パ ブ リ ッ ク な 空 間 で あ る 通 り の緑で も あ る 。 躍 の 大 き な 樹 木 は 個 人の所有で
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あ っ て も そ の ま ち に育 っ た 人 々 の シ ン ボル で も あ る 。 「私有」 で は あ る が 「共有」 さ れ て 「 コ

モ ンJ に な っ て い る O 西宮市森具地 医 で は 、 お屋敷が壊れ て 新 し い 建物 に 建 て代 わ っ た が、

大 き な 樹木 を 残 し て い た。

オ ー プ ン な 敷 き 際 に置 か れ た 鉢植 え 、 後退壁面の道路際 に 置か れ た 鉢植 え も 街区 の 印 象

を 高 め て い る O 芦屋で は 、 こ れ ま で は敷地内 の 樹 Yドや生 け垣が芦屋の緑 を つ く っ て き た が、

再建住宅で は 、 新 し い建物 や敷 き 際 に 合 う 縁や花の デザ、 イ ン を 手探 り し て い る 状況 と 言 え

る O 緑や花が識 り 成す景観 は 、 生活の風景 で あ り 、 住 ま い予が手 を か け て 育 て て い く 景観

で あ る 。 こ れか ら は協調的 な デザ イ ン が進 み 、 花 と 縁の 充 実 に よ っ て 地域特性の あ る ま ち

な み の 形成 が期待 さ れ る 。

〔細街路の拡楢 に よ る 路地の変化〕

幅員 3 m 未満の細街路が、 結路 に面 し た住宅の再建時 に 、 2 項道路の 中心線か ら の 後退

と 道路境界 か ら の 50cm の壁面後退 の ル ー ル に よ っ て併 せて 5 m の 空 間 が確保 さ れ る こ と に

な っ た 。 こ れ に よ っ て 、 住宅の 開放的 な し つ ら え があ っ た セ ミ プ ラ イ ベ ー ト な 空間 で あ っ

た路地 に 、 よ り パ ブ リ ッ ク な性格が生 じ た 。 し か し 、 敷地は従来の ま ま か よ り 狭 く な っ て

い て 、 応分の境界領域 を つ く る 余栴がな い c そ こ に ミ ス マ ッ チが生 じ て く る 。

拡幅 さ れ た 路地 で は 、 公 と 私 の 境 界 を つ く る 新た な セ ミ パ ブ リ ッ ク な 領域の あ り か た を

考 え る 必要があ る 。 イ ン ナ ー エ リ ア の 密集市街地の 条件 に 適 し た 、 かつ て の路地空間が も っ

て い た競密 さ を 現在 の ま ち な み に受 け継 ぐ こ と が求め ら れ る 。

〔駐車ス ペー ス のデザイ ン 〕

再建住宅の特徴 の 一つ は 敷 き 際 に オ ー プ ン な 駐車ス ペ ー ス があ る こ と 。 こ れ に は 、 住宅

は塀 や フ ェ ン ス に 関 ん で駐車ス ペ ー ス は そ の 外側 に あ る も の と 、 全 く 敷 き 際要素が な い

オ ー ブ ン タ イ プがあ る 。

塀や さ く の 外側 に あ る 駐車ス ペ ー ス の場合は 、 住宅か ら 外 の 間 と し て意識 さ れ、 緑の

配置 な ど は通 り に 向 い た 配置 に な っ て い る 。

オ ー プ ン タ イ プ の 駐車場 は 、 駐車場 は 敷地 内 空 間 と 意識 さ れ て い る よ う だが、 住宅の 閉

鎖性が高 く 住宅 と の 関係 が希 薄 で 、 あ い ま い な 空間 性 に な っ て い る O

し か し 中 に は 、 駐車場 に 車止 め を 兼ね た ベ ン チ を 置 き 、 駐車ス ペ ー ス を 近隣 と の セ ミ パ

ブ リ ッ ク な 空間 に位置づけ た り 、 植栽 を し 、 通 り か ら 玄 関 へ の 移行ス ペ ー ス と し て の 意味

を 持 た せ て い る も の も あ っ た 。

オ ー プ ン な 敷 き 襟 は 、 高密度 な 市街地が更新 し て い く と き 増 え る 可能性があ る O 外構の

協調の仕方や駐車ス ペ ー ス と 玄関層 り の っ く り り 方 だ け で な く 、 玄関 の位置や 向 き 、 ア プ

ロ ー チ の取 り 方 な ど建築計画 と し て 考 え て い く 必要があ る 。

4 . 神戸 4 地躍で景観形成市民協定
1977年 に 神 戸市 中 央 区北野町 の 異 人館街が NHK の連続テ レ ピ小説 「風見鶏の舘」 の 葬
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台 に な っ た こ と か ら 、 近代洋風建築の保存問題が起 こ り 、 78年 に神戸市 は 全 国 に先駆 け て

「都市景観条例」 を 制定 し た 。 こ れ に 基づい て 、 震災前 ま で に は 、 景観形成地域 と し て神

戸駅 ・ 大倉山 地域 な ど 7 地 区、 沿道景観形成地域 と し て フ ラ ワ ー ロ ー ド 地域 、 伝統的建造

物群保存地域 と し て北野町 ・ 山本通地域が指定 さ れて い た 。

条例 に は 、 市民の 自 主的 な 景観形成 を 支援す る た め 、 市民団体の活動や 市民協定の締結

に対 し て技術的援助 を お こ な う ほ か 、 そ の 活動費 の …一部 を助成す る こ と が定 め ら れて い る 。

市民協定 は 、 土地、 建物の所有者や広告物 の所有者が、 景観形成 の た め に 必 要 な 基準 を

定 め 、 地元組織の 中 に委 員 会 を つ く っ て 、 専 門家 の協力 を 得 な が ら 、 景 観 の 改善や新 し い

建物の 建設 に 際 し て は碁準 に 沿 っ た設計 な ど を お こ な う よ う に 求め て い く 「紳士協定」 の

性格があ る 。

震災後、 ま ち づ く り 協議会の活動 の 中 か ら 地域の景観 を 向上 さ せ よ う と す る 動 き が起 こ

り 、 99年10月 ま で に 次の 4 地区 で景観 市民協定が締結 さ れ た 。

1 )  ト ア ロ ー ド地 区

締結 : 97年 4 月 28 日

地 区 面積 : ト ア ロ ー ド沿道25 m

組織 : ト ア ロ ー ド 地 区 ま ち づ く り 協議会景観デザ、 イ ン 委員 会

目 標 : 品格、 魅力 、 国 際性 を も ち 、 世代 を 越 え て つ ど え る ま ち

ル ー ル の特色 : 建物 の 形態 を 居際性 を も っ フ ァ ッ シ ョ ナ ブル に す る O 夜 間 や休 自

に も シ ョ ウ ー ウ イ ン ド ー を 照 明。 沿道 に 私的 な ゴ ミ 箱 を 寵か な い

実 績 の 一 部 : 北 野 小 学校跡 地 に 「北野工房 の ま ち 」 、 N H K 神 戸 放 送 局 跡 地 に

オ ー プ ン カ フ ェ があ る 倍角 広場、 ガ ラ ス 館、 ギ ャ ラ リ ー な ど を 開 設

2 ) 新 長 田 駅北地区

締結 : 98年 7 月 6 日

地 夜間積 : 21ha 1 ， 226世帯

組織 7 ま ち づ く り 協議 会 に よ る い え な み委 員 会

目 標 : 総の 中 に 住商工が共生 し 活力 あ る ま ち

ル ー ル の特色 : 屋根は平入 り 。 屋上広 告 は 置 か な し ミ 。 張 り 出 し テ ン ト は 近隣で統

一。 隣家 と の す き 間 を つ く ら な し ミ 。 塀 な ど は つ く ら ず生 け 垣 に

実績の一部 : ア ジ ア ギ ャ ザ、 リ ー 、 シ ュ ー ズ ギ ャ ラ リ ー な ど に 適応

3 ) 栄町通地 区

締結 : 98年 7 月 10 日

地豆面積 : 8 . 3ha 

組織 : 栄 町通周 辺 ま ち づ く り 懇談会

目 標 : ク ラ シ カ ル モ ダ ン な 謹合文化 ビ ジ ネ ス 街

ル ー ル の特色 1 階部分は シ ョ ー ウ イ ン ド ー や ス ト リ ー ト ギ ャ ラ リ ー に 。 栄 罰I通
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に 而 し て 駐車場の 出 入 り 口 を 設 け な い 。 交差点 に 街角広場

実績の一部 : 礎面後退 7 件。 看板 ・ 広告の改善 3 件。 自 動 販売機撤去 1 件。 1 階

脂綿再利 用 l 件。 れ ん が造 り の ピ ル壁 面 の 保存 1 件

4 ) 魚崎郷地区

締結 : 98年 7 月 13 日

地 区面積 : 35 . 6ha 1 ， 300世帯

組織 : 魚崎郷 ま ち な み委 員 会

目 標 : 居住 ・ 生産 ・ 商業の共存。 伝統 を 継 ぐ 「 わが ま ち 」 の形成

ル ー ル の特色 : 建物 は 酒蔵 を イ メ ー ジ し た和風。 屋根 は 明度の低い 無彩色。 で き

る だ け丸がわ ら を 乗せ た塀 を 設 け る 。

実績の一部 : 3 件の大規模マ ン シ ョ ン の 建設計画 を 委員 会が審議。 建設省 の 環境

整備事業の 修景助成 を う け る

5 . 公募で三宮裏融 を rUrban Plaza StreetJ に
神戸市建設局 は99年 7 月 、 中 央区加納 町 6 丁 目 か ら 同 区三宮町 3 丁 目 ま で の市道三宮裏

線 (延長約550 m 、 幅員 約25 m ) の 整備 に あ た っ て 、 整鏑 イ メ ー ジ と 道路の キ ャ ッ チ フ レ ー

ズ を 公募 し た 。

こ の市道 は 、 三宮 と 元町 を つ な い で い て 、 地 下 に は駐車場、 連絡通路、 地 下 鉄海岸線が

建設 さ れて い る 。 2001年秋 に 予定 さ れ て い る 地下鉄工事の完成 に あ わせ て 、 歩行者に や さ

し く 、 周 辺の都心商屈街、 旧居留 地 な どの地域特性 を 生か し た 道路 に 再整備す る 予定。 応

募資格は 、 年齢、 国籍、 居住地 を 間 わ ず、 オ ー プ ン に し た 。

審査は 中 瀬勲姫路工業大学教授 、 斎木崇 人神戸芸術工科大学教授 ら の ほ か 、 !日居留 地 に

ア ト リ エ を も っ 美術家杉山知子や道路周辺の商庖会の代表 ら があ た っ た 。

応募総数116作品 の 中 か ら 、 発想の斬新 さ 、 神 戸 ら し さ 、 ア イ デ ア の 実現へ の 発震性 な

ど を 基準 に し た 審査の結果、 最優秀賞 (副 賞50万 円 ) に は大阪市の井上守、 佐藤裕、 中 村

純子の グ ル ー プが選 ばれた。

こ の グ ル ー プ に よ る 道路 の キ ャ ッ チ フ レ ー ズ (愛称) は 「じrban Plaza StreetJ 0 デザ イ

ン コ ン セ プ ト は 「 人 と ま ち が育 む流動 と 滞留 の み ち 空 間J o

両側 に 6 � 7 . 5 m の 広 い 歩 道 を と り 、 交差点 に は小広場 を 置 き 、 カ フ ェ テ ラ ス で楽 し め

る イ メ ー ジ に な っ て い る 。 歩道 に は ケ ヤ キ の街路樹 を 植 え 、 車道照明灯 の ほ か歩道照明灯

も 設 け る 。 元 町 よ り の商屈が、投 ん で い る 区域 に は 、 歩道の '部 を く ぼ ま せ て 幅 2 メ ー ト ル

の停車帝 を 設 け て い る 。

優秀賞 に は 、 地 元 の 元 町東地域協議会開発委員 会の ，moisture streetJ な ど 3 点 が選 ば

れ た 。

神戸市 は 、 道路の環境整備 に あ た っ て 、 こ れ ま で に 「 フ ラ ワ ー ロ ー ドJ '異人館通 り J 'i酉
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蔵 の 道J 緑 と 彫刻 の 道」 な ど を つ く っ て き て い る 。

j 参加型デザイ ン の輪め 都高環境デザイ ン会議
都市環境 デザ イ ン 会議 は 、 99年10月 、 神戸 で 第 8 回都市環境デザ、 イ ン フ ォ ー ラ ム を 「参

加型都市環境デザ イ ン を さ ぐ る 一神戸 か ら の ま ち づ く り 」 と い う テ ー マ で 聞 い た 。

フ ォ ー ラ ム で は 、 阪神電鉄深江駅前花苑、 兵庫 区上沢地 区 の住民 ワ ー ク シ ョ ッ プ に よ る

広遠計面 、 ì�@ 中 央地 区 の ま ち づ く り ス ポ ッ ト 創生事業、 味泥地区 の せせ ら ぎづ く り 、 元町

の マ リ ン ロ ー ド修景事業、 新在家南 地 区 の ま ち な み景観誘導、 南芦屋浜復興公営住宅の だ

ん だ ん畑 な どが、 被災地で進め ら れて い る 「参加型都市環境 デザイ ン J の事例 と し て紹介

さ れ た 。

フ ォ ー ラ ム 委員 長 を 務め た小林郁雄 ・ ま ち づ く り 会社 コ ー ・ プ ラ ン代 表 は 、 参加型デザ

イ ン に つ い て次の よ う に 問題提起 を お こ な っ た 。

〔参加型デザイ ン の テ ー マ 〕

都市の 環境 は 多様で多重な 要素が複合 し 、 そ れ ら が歴 史的 に も 地域的 に も 連続 し て存在

し 、 多 く の住民 を は じ め と す る 社会構成員 の 総体 と し て の 意思 の結果が都市環境で あ る 。

特 に 「 ま ち づ く り 」 と い う 地域の 自 律的 継続的 な 環境改善運動 に お い て は 、 そ の構成員の

「参加」 が必須要件 で あ る 。

阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興 に お い て 、 市民の 自 律的 な ま ち づ く り 活動 が広 く 全国 か ら

注 目 さ れ、 「震災ボ ラ ン テ ィ ア J と 「市民 ま ち づ く り 」 が来 る べ き l'\PO 社会時代の新 た な

キ ー ワ ー ド と し て登場 し 、 「市民参加」 シ ス テ ム と い う 流 れ を 先取 り し た 取 り 組み が、

災復興の基本で あ る 。

〔参加型デザイ ン の 問題〕

参加担 デザ イ ン の 問題 は 、 い か に 、 い つ 、 どの程度参加す る の か、 と い っ た 範轄の 問題

で あ る O 主体や 自 的 で は な く 、 過程 と 状況が関 わ れ る ので あ る 。 だ か ら 、 こ れ ま で の 定型

的設定や類型 的解決は意味 を な さ な しミ 。 計画や技術 と い っ た デザ イ ン に お い て本来基本 と

な る べ き こ と よ り も 、 過程が先行す る 。 こ こ に デザ、 イ ナ ー に と っ て多 く 蒔賭 と 国惑が生 ま

れ る 。 し か し そ れ は参加す る 人 に と っ て の鵠跨 ・ 困惑 で は な い こ と が、 問題 を さ ら に複雑

に し て い る O

(参加盟デザ イ ン と 博報公開〕

参加型 デザ イ ン を 問 う こ と は 「情報公開」 と 「地域主権」 に い き つ く こ と に な る と 思 う 。

デザ イ ン の た め の情報 を 固 い 込 ん で、 し ま わ な い こ と が、 デザ イ ン に つ い て 素 人 で あ る 「参

加す る 人々 」 に対す る デザ イ ナ ー の義務で あ る 。 少 な く と も 、 デザ イ ン を 判 断す る 基準 ぐ

ら い は提示で き な け れ ば、 都市環境 を デザ イ ン す る 資格は な い 。

参加の原点 は権利 で あ る 。 参加 し た こ と の結果 は 明 ら か に さ れ な け れ ばな ら な い 。 こ れ

ま で は 、 地域の要請がブラ ッ ク ボ ッ ク ス の 中 で混合撹拝 さ れ、 恐意的 に 抽 出 整形 さ れ て 提
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示 さ れて き た 。 そ れが こ れ ま での都市計画法 に お け る 形式的市民参加 の 姿 で あ っ た 。 結果

への権利 を 保 障 さ れ な い 参加 は む い み で あ る 。 だか ら 、 自 律生活圏 に お け る 都市環境形成

への主権が ど こ の誰 に あ る の か、 つ ま り 地域主権の確立が参加型 デ ザ イ ン の 根本課題 で あ

る 。

〈参考文献 〉
「景観 空地調査報告書一新 し い 町並みの兆 し を発見する」 震災復興 ・ 実態調会? ネ ッ ト ワ ー ク 1999年12月
fTOR ROAD NEWSJ ト ア ロ ー ド 地区 ま ち づ く り 協議会 1997年
マ庁長田 駅北地区東部 い え な み基準」 新長出駅北地灰い え な み委員会 1998年
「み な と 元町 タ ウ ン ニ ュ ー ス J み な と 元町 タ ウ ン協議会 1998年
「魚崎郷地1><:景観形成市民協定」 魚崎郷 ま ち な み委長会 1998:9' 
「参加11')都市環境テザ イ ン を さ ぐ る 神戸か ら の ま ち づ く り 」 都市環境デザ イ ン 会議 ・ 関西 ブ ロ ッ ク 1 999年10

月
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復興 5 年 目 の検証

震災 5 周年 を 復興の最初の節 目 と と ら え て 、 1999年か ら 2000年 に か け て 兵産県や神戸市

を は じ め 、 さ ま ざ ま な 団体、 学会が援興 を 検証 し た 。 こ の 中 か ら 、 復興都市計画、 ま ち づ

く り に かか わ る 検証報告 を 紹 介す る O

1 . 国際総合検証の 「観興 ま ち づ く り を め ぐ る 課題 と あ り 方J
兵庫県 がお こ な っ た震災対策国捺総合検証の 中 で、 都市計画 と ま ち づ く り に 関す る 報告

は 「復興 ま ち づ く り を め ぐ る 課題 と あ り 方J と い う テ ー マ で叡 り 上 げ ら れ た 。

報告 は 、 国 際総合検証会議検証委員 の伊藤滋 ・ 慶応大学大学院 メ デ ィ ア研究科教授 (元

日 本都市計画学会会長) と ケ ネ ス . c . ト ッ ピ ン グ米 国 カ リ フ ォ ル ニ ア ナトl カ ン ブ リ ア 市 地

域サ ー ビ ス 区 ゼ ネ ラ ル マ ネ ー ジ ャ ー (元 ロ サ ン ゼ ル ス 市都市計画局長) に よ っ て お こ な わ

れ、 2000年 1 月 14 日 、 神戸国際会議場で発表 さ れ た 。

伊 藤 、 ト ッ ピ ン グ 両検証委員 は 、 兵庫県、 神戸、 尼崎、 宝壕、 西宮、 伊丹市 な どの行政

か ら の ヒ ア リ ン グの ほ か、 復興市街地再開発事業、 土地区画整理事業、 密集住宅市帯地整

備促進事業 な どがお こ な わ れ て い る 13地区 で 、 ま ち づ く り 協議会の役員 な どか ら ヒ ア リ ン

グ を お こ な っ た 。 ト ッ ピ ン グ は 、 神 戸 市生 ま れ。 ロ サ ン ゼ ル ス 帯都市計画局 長 と し て ノ ー

ス 1) ッ ジ地震の復興 に 当 た っ た 。 95年 1 月 17 日 は 日 米都市防災会議で来 日 中 で 、 被災地調

査 に 訪 れて い る 。

両検証委員 は 、 市民が 中 心 に な っ て活動 し て い る 「 ま ち づ く り J に 強 い 関心 を 示 し 、 伊

藤委員 は 「 こ れか ら は 、 普通名詞 と し て 〈 ま ち づ く り 協議会〉 が定着 し 、 ま ち づ く り の必

須 ア イ テ ム と し て常識化す る こ と を 熱望 し た い 」 と 述べ た 。 ト ッ ピ ン グ委 員 は 「 ま ち づ く

り 体験 は 〈穏や か な 革命〉 と 表現す る こ と がで き る だ ろ う 」 と 述べて い る 。

1 ) 伊藤滋委員 の検証報告

( 1 ) 復興 ま ち づ く り を め ぐ る 課題

都市計画 の立場でい う 「復興」 は け っ し て 「現状復帰」 で は な い 。 現行都市計画制度 を

利用 し て お こ な う 復興 に は現状毎帰 は あ り え ず 「被災 を 契機 と し た よ り 高 度 な 市街地の改

変」 の み が 「復興」 と な る 。

こ の 「復帰 と 改変J の 需 の 矛盾が、 ま ち ゃ 制度 に顔 を 出 し て い る 。 こ れが復興 ま ち づ く

り の諜題 と い え る 。 こ の課題は次の 5 つ に 分類で き る 。

〔都市計画の緊急性 と 住鍔合意の熟度の聞の矛盾〕

被災直後の 混乱 に乗 じ た 乱開発 を 防 ぐ た め に 迅速 な都市計画決定が必 要 で あ る O し か し

そ れは十分 な住民合意の成立 を 待 た ず に お こ な う こ と に な る 。 兵庫県都市計画地方審議会
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は何年 3 月 17 日 に 復興 に かか わ る 49件の都市計画案 を 決定 し 、 こ の う ち 忠告、復興事業地 涯

の l6件は 「計画 の大枠」 と い う 言 い 方 で í 2 段階方式」 の 決定 だ っ た 。 こ れ は 、 住民 と の

対話が不十分 な た め 、 詳細決定は住民 と 協議 し な が ら 後 日 決定す る と い う 意味 で あ っ た 。

「都市計画が く る J と い う の は 、 庶民 に 取 っ て は オ ソ ロ シ イ 意味 を も っ た言葉であ る 。

都市計画 の 遂行 と 平行 し て対話の努力 が迅速 に 進め ら れ る こ と が理想で あ っ た 。 し か し 、

そ う い っ た対話活動が順調 に お こ な え た 地域、 対話が形式的 に し かお こ な え な か っ た 地域、

収拾がつ き に く か っ た 地域、 と い っ た具合 に 、 対話の状況 は 地域 ご と に ま ち ま ち だ っ た 。

対話が迅速 に 成 立 し た の は 、 日 ご ろ か ら ま ち づ く り 協議 会 な どが機能 し て い た な ど、 住

民 と 行政の 聞 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 実績があ っ た 地 区 で あ っ た 。

〔事業導入 に 関 し て の ま ち づ く り 協議会の役割〕

震災前か ら ま ち づ く り 協議会や そ の 前 身組織があ っ た 地 区 で は 合意形成 が 図 り や す か っ

た 。 被災後 に ま ち づ く り 協議会が発足 し た地 区 で も 、 協議会が活発 に機能 し た 地 区 か ら )I[買

に 合意 に達 し て い っ た 。 ま ち づ く り 協議会の果た し た役割 は 大 き か っ た 。

〔個人の権利 と ま ち づ く り のバ ラ ン ス 〕

税金 に よ る 補助 は 、 私有財 産 の 形成 に資す る こ と があ っ て は な ら な い と い う 原則 が あ る 。

こ の 原則 を 守 る 限 り 、 被災者の個人負担は不可避で、 あ り 、 結果的 に低所得者 は 復興 ま ち づ

く り の 亙域外へ転 出 を 余犠 な く さ れ る ケ ー ス が出 て く る 。 なぜな ら 、 住宅 を 再建す る 財力

( ロ ー ン を 組む資搭) の な い高齢者 や 、 地地区 の 低家賃住宅 に 移 っ た 人た ち は 、 も と の 地

区 に 戻 っ て住 む だ け の経済力 に 欠 け る か ら で あ る 。 ( 14 日 の 報告発表 で 、 伊藤 は 「区画整

理 は 県 に任せ て 、 市 は 弱者の生活の こ と を 考 え る こ と も 、 こ れか ら の あ り 方 と し て 考 え た

い」 と 述べ た ) 。

〔 由 地地域での希薄な護興支援〕

土地区画整理、 市布地再開発事業 の 導 入 に 踏 み切 れ な か っ た 地域 ( い わ ゆ る 白 地地域)

は 、 復興支援策が不足 だ っ た が、 そ れ な り に 早 い段階か ら 多 く の住宅再建が見 ら れた 。 し

か し 、 狭あ い な 生活道路 に 面 し た 狭小 ・ 不整形な 敷地が多 く 存在す る 密集地域 に お い て は 、

復興活動が入 り に く く な っ て い た。

都市計画事業 を 導入 で き な い場合で も 、 住環境整錆事業 (住宅地 区改良事業 、 密集住宅

市街地整備促進事業 、 ま ち な み環境整婿事業、 住宅市街地総合支援事業) や 、 優良建築物

等整備事業、 復興 ま ち づ く り 支援事業 な どがあ る 。 し か し 、 そ れ ら の 活用 度合 い は 、

地域の事情 で 務差が大 き い 。 比較的平等 に 効果があ っ た の は優建事業 に よ る 補助 や 、 ま ち

づ く り 支援事業 に よ っ て 派遣 さ れ た 専 門 家 の援助 で あ っ た 。 し か し そ れ も 万能 で は な く 、

白 地地域 に は ま ち づ く り 協議会が成 立 し て い な い 地 区 が ま だ 多 い 。 (14 6 の 報告発表で 、

伊藤 は 、 都市計画事業 の 導 入 の 適否 に ふ れて 「農水省 が入 っ て い く べ き と こ ろ に 、 建設省

が間違 っ て 入 っ て い っ て し ま っ た 地 区が ど こ か の 島 の 端 に あ る 」 と 、 区画整理事業が行 き

詰 ま っ て い る 淡路 ・ 富 島 地 区 の 誤 り を 暗 に 指摘 し た 。 )
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〔 ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト の介在の必要〕

ま ち づ く り 計画立案 に 、 ノ ウ ハ ウ を 提供 し 、 役所 と し て は 言 え な い助言 を お こ な い 、 プ

ロ ジ ェ ク ト の推 進 に 貢献 し た の は ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト で あ っ た 。 彼 ら の努力 に よ っ

て ま ち づ く り が進 ん だ 地 区 は 多 い 。 彼 ら の よ う な 専 門 家 が登場 し な か っ た 地区 の 中 に は 、

計画が遅 れ た 場所 も あ る 。 (伊藤 は 、 14 日 の 報告発表で 「一匹 オ オ カ ミ の よ う な コ ン サ ル

タ ン ト を う ん と ま ち へ入 れ た い 。 彼 ら の発想、が思 い切 っ た ま ち づ く り の 方 向 を 示す。 し か

し 、 今 回 は 失致 し た 。 東京、 名吉居 な ど に い る そ の よ う な 人材 に 、 関 西 の コ ン サル タ ン ト

は拒否反応 を 示 し た」 と 述べ た 。 さ ら に 、 新長 田 駅南地 区 の 再 開 発 に ふ れ て 「 コ ン サ ル タ

ン ト は事業の見直 し を 提言す る べ き だ。 住宅供給が過剰 に な っ て い る 現状 で は 、 例 え ば ワ

ン ル ー ム マ ン シ ョ ン に切 り 替 え て 学生 を住 ま わせ、 若 者 を 呼び込む提案 も あ る 」 と 話 し た 。 )

( 2 ) 後興 ま ち づ く り の あ り 方

〔行政の役艶〕

震災直後の混乱状態 の 中 で、 行政が早 い段階で復興の た た き 台 を 示す の と 、 住民の 合意

が形成 さ れ る ま で建築制 限の み を お こ な う の と 、 ど ち ら が よ り 復興 の早 道で あ る の か は 、

地 区 ご と の事情の違い も あ り 、 即断で き な い。 し い て今後 に 教訓 を 残す と す れ ば、 地 区 ご

と の状況の 違い を よ く 把握 し た う え で 、 ど ち ら の 方法 を と る か を 決断す る 、 と い う こ と で

あ ろ う O

被災直後 に 迅 速 に 情報把握す る 仕組みが必要だ。 情報の収集 に は 自 治体職 員 が当 た る べ

き だが、 被災時 に は平常 の 機能が発揮 で き る と は 限 ら な い 。 調査費 、 マ ン パ ワ ー を 国 や他

府県か ら 供給 し て も ら う 仕組みが必 要 だ ろ う 。 ま ち づ く り に詳 し い 人材 を かか え て い る 中

立組織 と し て の都市基盤整備公団 、 地域振興整備公団 も 、 自 治体 と 緊急協力 の あ り 方 を 協

議 し て お く 必要があ る だ ろ う 。 ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト と 緊急時の業務依頼 に つ い て何

ら か の原則 を 立 て て お く 必要があ る 。

復興 ま ち づ く り は 、 緊急特の都市計画で あ る か ら 、 非常時 に 対応す る た め の非常措置が

あ る べ き で あ る 。 被災市荷地復興特別措置法 を 改正 し 、 事業決定 だ け で な く 、 マ ス タ ー プ

ラ ン (復興方針) を 決め ら れ る よ う に し た ら 、 被災 を 契機 と し た健全な ま ち づ く り の ス タ ー

ト に な る と 思 わ れ る 。 一時的 に 県 に 権 限 を 委譲す る な ど、 緊急時の一時的権限委譲 な ど も

合法化 を 検討 さ れる べ き で あ ろ う 。

〔住民の役割〕

特別法が成立 し な い 場合、 現行法の体系 で復興 を お こ な わ な け れ ばな ら な い こ と を 住民

は 承知 し て お く 必要があ る 。 そ う し た被災復興は 、 た い て い の場合、 現状復帰 タ イ プの復

興 に し か な ら な い こ と も 承知 し て お く 必要があ る O

阪神 ・ 淡路の都市計画縦覧の 説明場面で、 住民の 関心 の 多 く は財産 の 補 償 に あ っ た 。 こ

う い っ た 近規眼的 な 関心が、 迅速 な住民合意 を 成立 さ せ る 妨げ に な っ て い る こ と も あ り 、

努 め て 長期 的展望 を も つ こ と を 心がけ る べ き で あ ろ う 。

第八章 @ 都市計開1 ま ち づ く り 485 



ま ち づ く り 協議会 は 、 発展的 自 標 を も ち 、 能動 的 な 企画 を 立案 ・ 実行 し て い て 、 従来の

住民組織 と は 異 な る 新 し い性搭 を も っ て い る 。 今後の ま ち づ く り を 考 え る と き 、 普通名 詞

と し て 「 ま ち づ く り 協議会」 が定義 し 、 ま ち づ く り の必須 ア イ テ ム と し て常 識化す る こ と

を 熱望 し た い 。

〔 ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト の役割〕

行政担 当 者 は 、 立場上言い に く い 事柄があ り 、 そ れが た め に 市民 に話が伝 わ り に く い場

合があ る O ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト は 自 由 に も の が言 え 、 住 民 に 地域の将来録 を 端 的 に

こ と がで き る 。 ま た 、 住民の利害 に 関 し て行政 に 語 る 場合 も 、 利 害 の 当 事者で は な い

の で客観的 に住民の実情 を伝 え る こ と がで き 、 意志疎通 に 果 た す役割 は大 き い 。

こ の ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト の社会的位置づ け や 職能 を 広 く 世 間 に認知 さ せ る 必要が

あ る 。

〔被災後のマ ス タ ー プラ ン の あ り 方〕

都市計画の マ ス タ ー プ ラ ン は震災以前か ら 定め ら れ て い て 、 国 、 県 、 市 を 含め て行政内

部 で は 合意が得 ら れ て い て も 、 住民 に は十分周知 さ れて は い な か っ た。 今後 は マ ス タ ー プ

ラ ン作成時か ら 住民合意で進 め る 必要があ る 。

震災後、 兵庫県 は何年 8 月 に 都市復興基本計画 を 策定 し 、 何年 1 月 に 整備 ・ 開発 ・ 保全

の方針 を 変更 し た こ と は評価で き る O し か し 、 そ の進 め 方 は従来 どお り で あ り 、 住民への

周知が不十分な 点 で諜題 を 残 し た 。

〔防災施設 と し て の公園 の あ り 方J (略)

〔 防災 と 景観の ま ち づ く り J (略)

〔条例 に よ る こ れか ら の ま ち づ く り J (略)

2 ) ト ッ ピ ン グ委員 の 検証報告

( 1 ) は じ め に

複興 ま ち づ く り を め ぐ る 課題 と あ り 方 に 関 す る こ の レ ポ ー ト で は 、 特 に ま ち づ く り の過

程 に 注 呂 し た 。 明 確 な 定義 は 難 し い が、 ま ち づ く り に 決 ま っ て含 ま れ る 要素 は 、 都市 デザ、

イ ン 、 都市建物、 市民参加で あ る 。 ( ト ッ ピ ン グ は 「 ま ち づ く り 」 を rMachizukuriJ と 表

し て い る ) 。

( 2  ) 行政の役割

道路、 港、 鉄道、 公 園 、 公立学校の再建 は 、 主 に 日 本政府 の 責務 に お い て お こ な わ れた 。

経済的支援 は 、 基本的 な イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ 一 、 住 宅 そ の 他 のハ コ も の に対 し て お こ な

わ れ た 。 し か し 、 ア メ リ カ の慣習 で あ る 個 人への直接の支援補助金 は な か っ た 。

兵庫県 の役割 は 、 一定条件の住宅への経済的支援 は も ち ろ ん、 公共施設の 復興 に 関 す る

情報提供、 謂整、 技術的援助 を 提供す る こ と だ っ た。 建設省 と 小 さ な 市 と の仲介役 も っ と

め た 。
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各市の主 な 役 割 は 、 ま ち づ く り を ふ く む都市計画の手引 き を す る こ と だ っ た 。 神戸市が

他 の 都市 と 異 な っ て い た の は 、 日 本 は わずか し か な い 自 治権 を も っ市 と い う 立場 だ っ た 。

し た が っ て 兵庫 県 の 影響 は小 さ い市 に対 し て よ り 強 か っ た 。

( 3 ) 計画 の 進 め 方

復興都市計酉 は 1 月 中 旬 か ら 3 月 中旬 と い う 初期 に事業規模が決定 さ れ た 。 再建 は 3 段

階の過程 を た ど っ た 。 第 l 段 階 は 幹根道路 と 公園 の 基本計画。 第 2 段 階 の 特鍛 は 内 部 の i玄

爾道路、 公 圏 の位置、 そ の他 の 要素 を 、 市民参加の過程 を 通 し て 再考 し 、 改正す る こ と 。

第 3 段階 は 、 こ れ ら の計画 を 仕上げる こ と だ っ た 。

1 - 3 月 の初 期 の 成 果は 、 通常 2 - 10年 と い う 長 い 時 間 を 要す る 決定 を 非 常 に 短 時 間 で

終了 さ せた こ と だ、 っ た 。 欠 点 は 、 そ の 期 間 ま ち を 離れ て い た土地所有者や賃借入た ち が参

加|で き な か っ た こ と だ。

( 4 ) 住宅問題

な 難 題 は 、 住宅供給問題で増大す る 市の役割 と 、 市場{共給 に よ る 解決への移行 を 強調

す る 建設省 の 方針 を い か に調整す る か と い う こ と だ、 っ た 。 個人 の住宅再建 を どの よ う に早

め る か と い う こ と も 重要 な 問題だ っ た 。

こ れ ま で の 生 活 に 安住 し て い た 高齢者が、 家 を 失 っ て 避難所 に 移動 し 、 続い て仮設住宅

へ と 移転す る の に は 困 難 を伴 っ た 。 収入の 少 な い 人 は 、 新 し い住宅へ転入す る 経済力 がな

く 、 苦労 し た 。

( 5 ) 成 果 の 総括

地震 は 、 よ り 高 い 安全性、 多 角 的 開発、 道路幅員 の拡張 と い っ た 地域改善 の機会 を つ く っ

た 。 そ れ は 、 精神 的 、 社会的、 経済的 に根本か ら の変化 を も た ら し た 。

震災前 に あ っ た伝統的 な 木造住宅や低層 の建物 に代 わ り 、 大規模 な 高層 ピ ルが建て ら れ

た 。 こ れ ら の変化は 、 景観 と ラ イ フ ス タ イ ル が変 わ る こ と に な っ た 。

海外の オ ブザ ー パー か ら 見 て 、 こ の 短 い 時 間 での再建の速度 と 範回 は 、 実 に 驚 く べ き 成

果 で あ る 。 し か し 、 人 間 レ ベ ル か ら 見 る と 、 高層 建造物 の大群立 に さ ま ざ ま な 影響があ る O

こ れ ら の 巨大 プ ロ ジ ェ ク ト に住 ま い を 移 し た 人 た ち は 、 こ れ ま で'損れ親 し ん で き た 生活 と

は 相 当 違 っ た 新生活環境 に 適正、 し な け ればな ら な い 。

( 6 ) 市民の役割

市民が参加 し た ま ち づ く り の手法が推奨 さ れた の は 、 市政 と 市民 と の 間 に あ っ た 緊張 を

解 く た め だ っ た 。 し か し 、 市民の 日 的 は 、 多 く の場合、 市が先導す る 計画 に現 れ た 欠点 を

修正す る た め だ っ た 。

行政側 職員 に イ ン タ ピ ュ ー し た と き 、 職員 の 一 人 は 、 子ri民 は計画 を 受 け 入れ て意見 を 述

べ る べ き だ、 と 言 っ た 。 こ の発言は市民の考え と は対立す る O 市民が計画 を 受 け 入れ な け

れ ばな ら な い の な ら 、 市民の 意見 に ど ん な 価値があ る の か ? 市民の意見 は 、 最終決定の

前 に計屈 を 変 え る こ と は で き な い の か ?
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だが、 多 く の市民 は 、 ま ち づ く り 体験の成果 に好意的 で あ り 、 行政側 職 員 も こ の プ ロ セ

ス が価値あ る 変化 に つ な がる と い う 理 由 で支持 し て い る 。

( 7 ) コ ン サ ル タ ン ト と 女性、 若者の役割

ま ち づ く り の興味深い 一面 は 、 コ ン サ ル タ ン ト と 女性、 若者の参加 だ っ た 。

コ ン サ ル タ ン ト は活発 な 仲 介役 と し て 重要 な 役割 を 果 た し た 。 コ ン サ ル タ ン ト に は た く

さ ん の ジ レ ン マがあ っ た 。 最 も 難 し い 問 題 は 、 ク ラ イ ア ン ト は い っ た い だ れ な の か 、 行政

な の か、 住民 な の か と い う 疑問 で あ る 。 実際の活動 の 中 で、 コ ン サ ル タ ン ト は 客観的 な 第

三者 と し て仕 え る べ き こ と が し だい に 受 け 入れ ら れて い っ た 。

主婦や学生 を 含む 市民が ま ち づ く り に 参加 し て い な け れ ば、 都市計画 は い ま だ に行政だ

け の 手 中 に あ り 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 内 の 一般的 な 認識か ら か け離 れ た も の だ っ た だ ろ う 。 よ

り 多 く の若者や女性が都市計画 の 進 め 方 に 興味 を も つ こ と に よ っ て 、 将来の都市計画 は よ

り 幅広 い視点が も た ら さ れ、 新 し い ア イ デ ア が導入 さ れ、 市民参加が促 さ れ る だ ろ う 。

( 8 ) ア メ リ カ と の比較

ロ サ ン ゼ ル ス で ノ ー ス リ ッ ジ大地震が起 こ っ た の は 阪神 ・ 淡路大震災の ち ょ う ど 1 年前

の例年 1 月 17 日 。 日 は 同 じ だが明確 な 対比がみ ら れ る 。

ロ サ ン ゼ ル ス の損害は約100億 ド ル 、 兵車県 は約 1 ， 000億 ド ル 。 ロ サ ン ゼ、 ル ス で は複数の

機関 に よ る 事前復興 プ ラ ン が地震以前 に 用 意 さ れて い て 、 ロ サ ン ゼ ル ス 市都 市計画局 に よ

る 調整 を 通 じ て復興 を 助 け た 。

個 人への 直接支援がか な り う ま く 働 く こ と も 証明 さ れ た 。 し か し 、 既存の 災害 支援 プ ロ

グ ラ ム が将来の大地震 に は不 ト分で あ る こ と も わ か っ た 。 そ れ は 、 連邦政府の援助があ ま

り に専 門化 さ れて い て 、 効 果 的 で な い こ と だ。 こ う し た過度 な 専 門 化 は 日 本政府の復興支

援 プ ロ グ ラ ム に も み ら れた 。 両 国 政府 の補助金は異 な っ て い た が、 専 門化 の た め に 災害下

で は 実用性 に 限界があ っ た の は 共通 し て い る 。

市民参加の興味深い一例 に 、 ノ ー ス リ ッ ジ大震災課興で急増 し た ピ ジ ネ ス ・ イ ン ブ ル ー

プ メ ン ト ・ デ ィ ス ト リ ク ト (BID) があ る 。 BID は 、 事業主、 住宅所有者 な どが、 近 隣 の

環境向 上 の た め に 、 街路樹の 設置 、 歩道や駐車場の補修、 置史的資源の保存 と い っ た事業

に 、 税 金 や 寄付金 と し て料金 を 払 う 組織で あ る 。 多 く の BID の 目 的 は 、 震 災復興 だ け で

は な く 、 都 市 の 衰退や荒廃 を 回復 さ せ る こ と に あ る 。

日 本 と ア メ リ カ の都市計画で基本的 に 違 う の は 、 ア メ リ カ で は以前か ら 市民参加があ る

こ と だ。 ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ド の 町 内 会議 は公聴会 に 発展 し 、 い ま で は 世論調査 を お こ な い 、

諮問委 員 会や市政顧 問 の 選挙 な ど を お こ な っ て い る 。

( 9 ) 要約

阪神 ・ 淡路大震災 は 、 復興都 市計画 に 市民 を 参加 さ せ る き っ か け に な っ た 。 計画が ま だ

柔軟な 時期 に 市民 か ら 受 け 攻 っ た意見 に価姐が認め ら れた 。 こ の こ と は 、 日 本がこ れ ま で

経験 し た こ と の な い ほ ど、 政策方向 に 新 し い影響 を 与 え る こ と に な っ た 。
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い ま で は 、 将来 行 本の他の都市で地震があ っ た と し て 、 そ の復興は市民参加 に よ る ま ち

づ く り な し に お こ な わ れ る と は考 え ら れ な い。 兵庫県 で の経験は 、 先例 で あ り 、 制度の構

築 であ る 。 ま ち づ く り を 通 し て市民 は 政策立案者 と 交流す る 新 し い 方法 を 開拓 し 、 都市計

画 と 都市 開 発 に修正 を も た ら し た 。 以 前 は 政府 に コ ン ト ロ ー ル さ れて い た法律の制定過程

に 、 地 方 か ら の 視 点 を 加 え さ せ た 。 こ の 意 味 で 、 ま ち づ く り 体験 は 「穏 や か な 革 命

(peacefully  revolutionary) J と 表現す る こ と がで き る だ ろ う 。

( 10) 結論 世界への扉

復興が完 了 す る ま で に は お そ ら く さ ら に 5 年 を 要す る だ ろ う 。 こ の最初の 5 年 で 学 ん だ

こ と を 、 どの よ う に次の 5 年 に適用 す ればい い の だ ろ う か。 そ し て 、 日 本 の偽の ま ち ゃ他

の 国 々 の ま ち に{云 え れ ばい い の だ ろ う か。

①都市計画 と 経済発展 を 結 びつ け る 作業 に着手 し な け れ ばな ら な い 。 い ま こ れが失 わ れ

て い る O 例 え ば、 高層 住宅の大規模 な 建設 は 、 広大 な 空 き 地が広 が る だ け に 終わ っ て い

る 。 県 や 市 は 、 短期 ・ 長期 的 に み て こ の 土地 に 最適 な利 用 法 は何 か を 考 え な け れ ば な ら

な い 。

② ま ち づ く り 活動 は 、 コ ン サ ル タ ン ト の援助 と 市か ら の財政支援 を 受 け て さ ら に 継続 さ

れ る べ き で あ る O

③将来別 の震災が起 こ る 前 に 、 こ の検証事業か ら わ か っ た こ と を 、 東京都、 関東地方の

政府、 そ し て他県 と わ か ち あ う べ き で あ る 。 神戸の ま ち づ く り 体験 で 学 ん だ こ と は 、

関 東地域の復興で も 役立つ は ず で あ る 。

④ こ の 5 年 の 評価 は 、 日 本 だ け で な く 他の 国 々 に も 重要 で あ り 、 ま ち づ く り の革新的 な

要素 を 理解す る べ き で あ る 。 例 え ば、 最近震災 を 受 け た ト ル コ 、 ギ リ シ ャ 、 台湾で は兵

庫 県 の 体験が役立つ で あ ろ う 。

⑤ ア メ リ カ が陪発 し た 震災援興の た め の 事 前計画の技法 に つ い て 考慮 し て み る べ き だ。

ロ サ ン ゼ ル ス 市が ノ ー ス リ ッ ジ大地震以 前 に 用 意 し て い た復興計画 は 、 初期段階の復興

に役:点 っ た 。 連邦緊急事態管理庁 (FEMA) は ア メ リ カ 都市計画協会 と と も に 地域条例

を 含ん だハ ン ド ブ ッ ク を 出 版 し た 。 日 本や 各国 の 自 治体 は 、 こ れが使 え る か ど う か を 検

討 し て み る べ き だ。

⑥震災復興技法の確立 に 向 け て 、 さ ら な る 国際 的 な 共 同研究 に 着手す る 必要があ る 。 阪

神 ・ 淡路大震災 と ノ ー ス リ ッ ジ大震災の復興か ら 学ん だ こ と は 、 ア メ リ カ 、 日 本、 そ し

て そ の他 の 国 々 に お い て 、 役 に 立 つ 知識の礎 に な る も の と 期待 さ れ る 。

3 ) 検証提言の総括

震災対 策 国際総合検証会議 は 、 報告会 で の 質疑 ・ 討論 と 、 1 月 16 日 に 開 か れた 震災対策

国 際総 合 シ ン ポ ジ ウ ム i n HYOGO で の パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン の 内容 を 踏 ま え て 検証提

言総括 を お こ な っ た 。 こ の う ち の 「復興 ま ち づ く り を め ぐ る 課題 と あ り 方J の テ ー マ に つ
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い て の 総括 の概要 を 紹 介す る O

こ の総括 は 、 伊藤滋国 内検証委員 、 ケ ネ ス ・ タ ッ ピ ン グ 国 外検証委員 と 検証 会議 テ ー マ

担当委員鳴海邦碩大阪大学教授 に よ っ て ま と め ら れた 。 総括 は 、 論点、 分析 ・ 評価、 提言

に よ っ て構成 さ れて い る 。

(表16) 検5耐震震の総括

論 点 ( 
復興都市i孜副案 に
対す る 住民玄見の
反映は ど う あ る べ
き か

; 住民主体 ・ 行政支
援の ま ち づ く り の
シ ス テ ム は ど う あ
る べ き か

る か

ま ち
ど う 考 え

1[li] 人の権利 と ま ち
づ く り のバ ラ ン ス
を ど う 考え る か

分析 評価 | 提 H

- 被災 地 の 無秩序 な 復 興 を 阻止 1 ・ 被 災市街地復興特別措置法
す る た め に 二段 階 方 式 が取 ら れ | を 改正 し 、 事 業 決定 だ け で は
た が、 住 民 の 合 意形成が迅 速 に | な く マ ス タ ー プ ラ ン を 決 め ら
な さ れ た の は、 ま ち づ く り 協 議 [ れ る よ う に す る と と も に 、 緊 ;
会 な どが機能 し て い た 地域 が ほ | 急 時 の 県 へ の 一 時 的 権 限 委 譲 ;
と ん どであ っ た な ど の 合 法 化 を 検 討 す べ き で ;
・ 行 政が厚 い 段 階 で復 興 の た た | あ る 。 (伊藤委員
き 合 を 示 す の と 、 住 民 の 合 窓 形
成 ま で 建築 制 限 を 縦続す る こ と
の ど ち ら が復 興 の 早 道 か の 是非
は 、 地 域 の 事情 も あ り 即 断 で
な い 。 (以 上伊燦委長)

・ 震 災 は ま ち づ く り に 対 す る 市 | ・ ま ち づ く り へ の 住 民 意見 を :
民 参加 の 強 い 動 機 に な り 、 こ れ ; 調 整 統 合 す る た め の 組織 と し
ま で に な い 都市計画 に お け る 新 i て 、 ま ち づ く り 協 議 会 の 定 着
し い 政 策 方 向 へ の 影響 を 与 え る i を 熱望す る 。
こ と に な っ た。 ( タ ッ ピ ン グ委員 ) I ・ ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト

の 社 会 的 位 置づ け や 職 能 を 広
く 世 間 に 認知 さ せ る 必 要 が あ
る 。 (以上伊藤委員)
・ コ ン サ ル タ ン ト や 若 者 ・ 女 :

伎 の 参 加 の 推 進 は 、 都 市 計 画 i
に 新 し い ア イ デ ア を 導 入 し 、 j 
よ り 幅広 い 市民参加 を 促 す た
め 必 要で あ る 。 ( タ ッ ピ ン グ委
員 )

• 11:環境整備事業 等 の 活 用 に つ j ・ 白 地 地 域 で ま ち づ く り 協議
い て は 、 地域に よ る 落差が大 き い。| 会 の 成立 を 促進 す る 必 要 が あ
俊 良 建 築 物 等 整 備 事 業 や 専 門 家 | る 。 ( 伊藤委員)
の 援 助 は 比較 的 平 等 に 思 恋 を 受
け た と い え る
・ 白 地地域で は ま ち づ く り 協 議

会 が で き て い な い 地 区 が 多 い 。
(以上伊 藤委員

- 税 金 に よ る 補助 は 私 有 財 蔑 の 1 ・ 住 民 は 努 め て ま ち づ く り に |
形 成 に 資 す る 事 が あ っ て は な ら j つ い て の 長 期渓 梨 を も つ べ き |
な い と い う 原 民Ij を 守 る 限 り 被災 I で あ る 。 (伊藤委長
者 の 偶 人 負 担 は 不 可 避 で、 区 域
外 へ の 転 出 を 余 儀 な く さ れ る
ケ ー ス も 生 じ る 。 (伊藤委員

復興都市計画 の 内 | ・ 兵庫 県 ま ち づ く り ガ イ ド ラ イ
容 に 震 災 を 教訓 と | ン が策 定 さ れ、 市 町 の マ ス タ

- 各種公 園 の 整備 の 推 進 と 住
民 に 対 す る 公 園 の 役割 の 啓発
が必要であ る 。し た ま ち づ く り の J プ ラ ン へ の 反 映 が 図 ら れ る な ど

理念 は生か さ れて i 全県 で 防 災 ま ち づ く り が進 め ら
い る か | れて い る 。 (伊藤委員)
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・ 県 内 全域 で の 防 災 と 景 綴 に
配慮 し た ま ち づ く り の 長 期 の
取 り 組 み が望 ま れ る 。 (以上伊
藤委員
@ ま ち づ く り に か か わ る 震 災 l

復 興 の 国 際 的 な 共 同 研 究 に 義 !
手 す る 必 要 があ る 。 ( タ ッ ピ ン i

己戸)



以 上 の 分析 ・ 評価、 提言 を 補足す る 形で、 鳴海邦硯検証会議 テ ー マ担 当 委員 は次の よ う

な 意見 を 加 え て い る 。

〔狭義の都市計画 と 広義の都市計画 に つ い て 〕

制 震 に 基づ く 狭義の 都市計画 と 、 市民が認識 し て い る 広義 の都 市計画 ( = ま ち づ く り )

の 開 に は 、 相 当 の ギ ャ ッ プがあ る 。 復興の過程 は こ の ギ ャ ッ プ を 乗 り 越 え て き た過程 で も

あ る 。 狭義の都市計画 が どの よ う な プ ロ セ ス で受 け 入 れ ら れ、 展開 し て い っ たか、 復興都

市計題以外 の 地 区 で どの よ う な復興が展 開 し た か、 さ ら に 問題があ っ た と す れば、 ど こ に

そ の 陸路があ っ た か な ど を 詳細 に 分析す る こ と に よ り 、 新 た な 護興都市づ く り の手法、 将

来 の ま ち づ く り の手法 を 学 び取 ら な け ればな ら な い 。

〔 ま ち づ く り 協議会に残 さ れ た 問題〕

都市整備、 環境整備 に 関す る 法制度が難解で、 一般市民 に は わ か り に く く 、 協議会の活

動 は こ の こ と に 多 く の 時 間 を か け た 。 こ の 問 題 を どの よ う に 克服す る か。

ま ち づ く り 協議会の 法 的 な 裏付 け 、 協議会 と 自 治会 と の 関係 の あ り 方、 窓 口 は ど こ な の

か を 含め て住民主体の ま ち づ く り 協議会への 自 治体の対応 の 仕 方 な ど を 明確 に す る こ と が

必要であ る O

〔住宅余 り 現象 を 考躍 し た 計画の見麗 し 〕

住宅 メ ー カ ー な ど民間主体に よ る 住宅供給 と 公営住宅の供給が大量 に お こ な わ れ、 住宅

余 り 状態 に あ る 。 こ の よ う な状況 は 、 思画整理や再開発の展開 に マ イ ナ ス に 作用 す る 可能

性があ る 。 こ れ に対処す る た め に 、 区画整理地区 で は 、 公 的 な 低家賃住宅 を ベ ー ス と し な

が ら も 、 (都市計画 と 経済的発展 を 結 びつ け る た め に ) 公営 の事業用 賃 貸 空 間 を 被災地の

中 に供給す る と い っ た方策が新 た に 取 ら れ る 必要があ る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 こ れか ら 立

ち 上がる 再 開発計爾 の 見 直 し が必要で、 あ る O

〔真に “生 き 生 き と し た街の護興" を達成 す る 富十臨論〕

平常時の 力 の あ る 経済活動が被災地で展 開 さ れ る と 、 �� い 経済活動 を 駆逐 し て し ま い か

ね な し ミ 。 ま た 、 公共の論理で、 い わ ば実直 に 対策 を 展 開す る と 、 均一性、 画一↑生 を助長 し

て し ま う 。 こ こ に計両論上の 重要 な 課題があ る 。

公共性 の新 た な 枠組み 、 福祉や援助 に 関 す る 新た な 枠組みの必要性に つ い て 、 復興の現

場 は そ の 最先端 に位置 し て い る 。 こ れ ら を い か に 克服すべ き は 隠 難 な 課題 だ が、 新 た な復

興 ま ち づ く り の た め に 、 新 た な 計画論が検討 さ れ な け ればな ら な い。

〔 日 常 か ら ま ち の あ り 方 を 検討 し て お く 〕

景観形成上の課題 に つ い て 、 ハ ウ ス メ ー カ ー の 人た ち か ら 「ハ ウ ス メ ー カ ー と し て も 周

囲 に無 関心で、住宅 を 供給 し て い る わ け で は な い が、 参考 にすべ き 方針が何 も な い 。 た と え

紙 一枚で も 書い た も のがあ れ ば当然参考 に す る の だ、が」 と い う 意見が聞 か れ た 。 こ の 「紙

一枚の書 か れ た 方針」 が意味す る と こ ろ は概め て重要で、 あ る と 考 え る O 日 常か ら 、 身 近 な

ま ち の あ り 方 に つ い て検討 し 、 そ の方針 を 何 ら かの形で公表 し て お く 必要があ る 。 こ れ は
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単 に 景観形成 上 の 問題 に と ど ま ら ず、 防災等市街地環境の整備上 の 課題で あ る 。

2 . 神戸市の 「す ま い と ま ち の復興総揺 @ 検証」
神戸市 は 1999年 6 月 か ら 、 神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会の作業部会 と し て 「震災復興

総括 ・ 検証研究会J 設査 し 、 震災 5 周年へ向 け て 総括 ・ 検証 を お こ な っ た 。 研究会 の 、 住

宅 ・ 都市再建分野の総括 ・ 検証報告 の 主 な 内容は次の よ う に な っ て い る O

1 ) 復興 ま ち づ く り 活動

〔住民主体 に よ る 擾興 ま ち づ く り 〕

そ れぞれの 地 区 で 、 住民が主体 と な り 、 行政や専 門 家 、 あ る い は ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プ

な どがそ れ を 支援 し て進 め ら れた 。 そ の結果、 ま ち づ く り ム ー ブ メ ン ト と 呼ぶ べ き 動 き が

被災地全体 に 定着 し つ つ あ る 。

〔市民 ま ち づ く り の麗望〕

重要 な こ と は 、 こ の市民 ま ち づ く り ム ー ブ メ ン ト の成果 を 見定め 、 そ の 勢 い を 減ず る こ

と な く 持続 し 、 白 地地 区 な ど他の 地 区 に 展 開 し て 、 すべて の 地 底 で の ま ち づ く り に 移行す

る 基盤 を つ く る こ と で あ る 。

〔市民 ま ち づ く り と 都市計臨事業〕

市民 ま ち づ く り を め ざす に は 、 市民の合意形成 に 時 聞 を 要す る が、 一方で生活再建 は 一

刻 を 争 う 問題であ っ て 、 そ こ に ずれが生 じ 、 都市計画決定 に 至 る 過程 で住民 と 行政の 間 で

対立が生 ま れ た 。

し か し 、 ま ち づ く り 協議会の設立 を 契機 に 、 住民 と 行政 と の話 し 合 い で 、 根本的 に将来

の ま ち の基盤 を こ の 時期 に つ く っ て お く こ と の必要性が徐 々 に 理解 さ れ、 多 く の 地匿 に お

い て 、 最初の対立 か ら 協働の 方 向 に 向 か っ た 。

〔復興 ま ち づ く り 活動の問題点〕

そ れぞれの ま ち づ く り 協議 会 は 、 行政 と の対立 ・ 協調関係、 コ ン サ ル タ ン ト への依存度、

ボ ラ ン テ ィ ア な ど支援団体の 受 け 入 れ な ど さ ま ざ ま だが、 信頼関係 を どの よ う に作 り ヒ げ

る かが重要だ。

現在の 多 く の協議会 は 、 制度面か ら は公式 に 地 区 の 住民 を 代表す る 組織か ど う かが必ず

し も 明確 で な い場合 も あ る 。 そ の た め協議会の権限 も 十分 と は い え な い。 助成金の使い方

も 、 単年度会計処理制、 使途 ・ 費 目 の 制 限 に よ っ て 運営 を 硬夜化 さ せて い る と い う 声 も あ

る O 白 主的 に 活動費 を 募 る こ と を 含め て 、 財政的 な 安定が活動 の 基盤 で あ る 。 活動 を 持続

し て い く た め に は専従員が必要だ と い う 声 も あ る 。

こ れ ま で の 活動 は 、 役員 の リ ー ダ ー シ ッ プ に負 う と こ ろ が大 き い 。 今後、 リ ー ダー の後

継者 と し て 、 若 い 世代が引 き 継い で い け る か ど う か を 懸念 し て い る 地 区 も あ る 。
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2 ) 市民 ま ち づ く り へ 向 け て の展望

〔 ま ち づ く り テ ー マ の多様化〕

ま ち づ く り 協議会の こ れ ま で の 活動 は 、 モ ノ づ く り に 重点があ っ た が、 今後 は つ く ら れ

た モ ノ を 維持管理 し て い く マ ネ ー ジ メ ン ト への 関心が高 い 。 ま ち な み景観や緑の ま ち づ く

り を め ざす動 き も で で き て い る 。

さ ら に 、 ひ と づ く り 、 福祉や コ ミ ュ ニ テ ィ ー に 焦 点 を 合わせた動 き も み ら れ る 。 恒常的

な ま ち づ く り に 向 け て 、 次世代への多様 な ま ち づ く り の テ ー マ に展 開 し つ つ あ る 。

〔 ま ち づ く り 組織の麗開〕

ま ち づ く り 協議会の一部 に は 、 ま ち づ く り 会社、 NPO 法 人 の 立 ち あ げな どの動 き が具

体化 し て い る 。 事業地 区の協議会 な ど は 、 事業の メ ドがつ く 段階 で 、 自 治会へ由帰 し た り 、

白 治会 と の役割分担 を 考 え て い た り 、 あ る い は ま ち づ く り 協議会の機能 を 取 り 込ん だ新た

な 自 治会 の結成 に取 り 組ん で い る 地区 も あ る 。 場合に よ っ て は 、 タ ウ ン ・ マ ネ ー ジ メ ン ト ・

オ ー ガニ ゼ ー シ ョ ン への 移行 も 含め て 、 多様な 畏 開 を 見 せ る も の と 患 わ れ る 。

〔 支援の あ り 方)

行政的支援 も 変革が求め ら れて い る 。 組織の安定化、 制度的 ・ 財政的基盤の た め に ま ち

づ く り 条例 に よ る 認定が進め ら れて い る が、 さ ら に 、 行政の 各局縦割 り の対応で は な く 総

合 的 な 視点 か ら の パ ッ ク ア ッ プが求め ら れて い る 。 現在 、 地域 に は 、 従来の 自 治会 、 ま ち

づ く り 協議会、 ふ れあ い の ま ち づ く り 協議会、 防 災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー な ど多様 な 糧織が

存在 し て い る が、 行政の分掌区分で コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 分断 し な い よ う な 仕組みが望 ま れ る 。

そ の と き 区役所の役割 は ま す ま す重要 に な る と い え よ う 。

3 )  2 1  i世紀への発信一震災復興か ら 普遍的課題へ

〔安全で安心 な す ま い ・ ま ち づ く り 〕

安全で安心 な す ま い を 実現 す る た め に は 、 住宅の性能 と 住環境 に つ い て の 客観的 な 評価

がお こ な わ れ、 そ の 情報が市民 に公開 さ れ る こ と が基本 と な る 。 住宅性能の確保の た め に 、

品質表示 と そ の 保証、 検査制度の 充実が必要だ。

都市基盤の 質 的 向 上の た め に 、 密集市街地 の改善 を 図 り 、 よ り 快適 な 生活空間 の 形成 を

め ざす 。

〔住み続け た い す ま い @ ま ち づ く り 〕

地域 に 応、 じ た個性的 な ま ち と ま ち な み形成 を 推進 し 、 震 災 で損 な わ れ た 地域の イ メ ー ジ

を 回復 し 、 あ る い は新 た に っ く り あ げる 。

都市 は 少子化、 高齢化 を 迎 え て 成熟都市 と な り 、 よ り コ ン パ ク ト な エ リ ア で の機能向 上

が求め ら れ る 。 地域に密着 し た 生活 ・ 活動 に よ り 、 ま ち の持続可能性 を め ざ し て い く 必要

があ る 。

多様 な 居住 ス タ イ ル に 対応、 し た 多様 な 住 宅イ共給 と 住情報の提供、 住 み替 え に 関す る 支援
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や 、 超高齢化社 会 を 念頭 に バ リ ア フ リ ー 対策 を 進 め る 必要があ る O

〔 自 律 と 連携のす ま い ・ ま ち づ く り 〕

コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グや コ ー ポ ラ テ イ ブハ ウ ジ ン グ な ど、 や わ ら か な協 同 屠住 の 導 入

を 進め る 。 共 同 建 て替 え や 協調建て 替 え 、 分譲マ ン シ ョ ン の建 て 替 え ・ 修繕 な ど、 そ の 実

績 と 経験 を 踏 ま え て 、 一投化で き る 再建 シ ス テ ム の構築、 再建支援制度の確 立 を め ざす。

都市計画への市民参加 を 充実 さ せ る O 発意 ・ 計画段階か ら 住民参加 を 前提 と し た ま ち づ

く り の仕組み を 法定都市計画 に 適切 に つ な が る よ う な 仕組みの構築 を め ざす 。

3 . 日本建築学会の 「阪神 ・ 淡路大震災調査報告」
日 本建築学会、 地盤工学会、 土木学会、 日 本機械学会、 日 本地震学会 は 、 阪神 ・ 淡路大

震災諦査報告 を ま と め て い る が 「建築編-10J と し て 1999年1 2 月 に 「都市計 画 J r農漁村

計画」 が発刊 さ れた 。

こ れ ら は い ず れ も 震災か ら 4 年 目 の現状 を 踏 ま え た 調査報告 で 、 名度興検証の 性格 も 強 く

も っ て い る 。

そ の 内容 は 次の よ う に な っ て い る 。

〔都市計調〕

第 1 章 復!日 ・ 復興都市計画の全体像

第 2 章 都市 レ ベ ル に お け る 被災 と 復 旧 ・ 復興

第 3 章 住 区 レ ベ ル に お け る 被災実態 と 窪田 ・ 復興過程

第 4 章 ま ち づ く り 活動 と 毎回 ・ 復興活動

第 5 章 街文化の被災 と 復旧 ・ 復興

こ こ で は 、 ボ、 ラ ン テ ィ ア の活動、 仮設住宅 に お け る ふ れあ い セ ン タ ー の設 置 、 グ ル ー プ

ホ ー ム 形式の地域型仮設住宅 な どは特筆すべ き 試み で あ り 、 住民が 自 主 的 に ま ち づ く り 協

議会 を 結成 し 、 上 か ら の都市計画 で は な く 、 自 分の住む地域の計 画 を 白 ら の 手で策定 し よ

う と い う 動 き は 、 こ れ ま で見 ら れ な か っ た 新 た な 試 み で あ る と 評価 さ れて い る O

一方で、 は 、 行政主導 に よ る i日 態依然 と し た復 i 日 ・ 復興事業が進め ら れた こ と を 指摘 し 、

政府 ・ 兵庫県 ・ 神戸市の 「三角 関係」 が硬直 し た復興計画の 背後 に あ る と 分析 し て い る 。

さ ら に 、 復 旧 ・ 復興都市計画手法 に つ い て 、 拠点毎興 に よ る 波及効果 を 期待 し た事業地

区指定の問題や、 地球環境、 開発、 地域の 自 立性、 ス ト ッ ク 型社会、 都市の 記憶 と い っ た

現代 日 本の都市が抱 え る 規点 か ら 検討 し て い る O

〔農漁村計画〕

第 1 章 農 漁村地域の被害実態

第 2 章 淡路地域 に お け る 復旧 ・ 復興

第 3 章 都市 農村関係 か ら み た 阪神 ・ 淡路大震災の教訓

こ こ で は 、 全壊建物100棟当 た り の 死 者 は 、 神戸市東灘 区 1 1 . 4人、 芦屋市11 . 3 人 に 対 し て 、
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淡路島 北 淡 町 で は 3 . 7人 と い う 低い値 で あ っ た こ と か ら 、 地元 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の存在が、

救援 ・ 生活復興 に 果 た し た 大 き な 役割 を 果 た し た こ と 、 小 田 り が利 く 漁船が物資や 人員 の

輪送 に 活躍 し 、 生活復旧 に 役 立 っ た こ と を 指摘 し て い る 。

ま た 、 市街地の都市計画 と は違 っ て 、 水産庁主管の 漁業集落環境整備事業の特鍛 と 課題

を 検討 し 、 さ ら に 集落道路 中 心の 復興がお こ な わ れたが、 津波対策 を 欠 い て い る 問題が指

摘 さ れて い る 。

農村 都市関係か ら み て 、 都市近郊農村の地域施設が都市災害時の救援拠点 と し て 重要

な 役割 を 担 っ た こ と 、 児童 ・ 生徒の転出 入状況か ら 、 血縁 ・ 地縁 を 媒介 に し て被災者の受

け 入 れ に 農村が寄与 し た こ と な ど を 明 ら か に し て い る 。

4 . ま ち づ く り 協議会に よ る 復興 ま ち づ く り 検証
日 本建築学会近畿支部環境保全部会 は 、 2000年 3 月 9 目 、 大阪で公開研究会 「 ま ち づ く

り 協議 会 に よ る 震災復興 ま ち づ く り の検証J を 開 い た。

公開研究会で は 、 環境保全部会震災復興チ ー ム に よ る 調査報告 と も に 、 中 島克元 ・ 神戸

ま ち づ く り 協議会連絡会事務局長の講演 と フ リ ー デ イ ス カ ッ シ ョ ン を お こ な っ た 。 こ の 内

容 を 、 高 田 昇環境保全部会主査は次の よ う に ま と め て い る (要約) 0 
〔 ま ち づ く り 協議会の も つ意味〕

協議会が存在 し な け れ ば区画整理は ま だで き て い な い 。 新 聞 は 、 思画整理 に 反対す る 住

民がい る よ う に書い て い る が、 特別 な 地 区 を 除 け ば、 区画整理 を お こ な っ た 地域 の 人 の 多

く は 「や っ て よ か っ た」 と 言 っ て い る O マ ス コ ミ は 「 ま ち づ く り 事業 の ほ と ん どは 、 協議

会が存在 し た こ と に よ っ て 短期 開 でで き た」 と 報道 し な け れ ばな ら な い。 住民 自 ら の力 で

ま ち づ く り を 達成 し た と い う こ と は 、 語 り 継い で、 い く べ き 大 き な 財 産 で あ り 、 ま ち づ く り

協議会が存在す る こ と の 意味 を 社会化 し て い く 必要があ る 。

〔 ま ち づ く り 協議会が展開 し て い く プロ セ ス の課題〕

ま ち づ く り 協議 会 は 、 組織運営や合意形成、 ;意志決定 に 関す る い ろ い ろ な 方法 を 開発 し

た 。 そ の 中 で大切 な こ と は 「 そ こ に 住 ん で い る 人た ち が一番納得で き る 形で 決め る 」 と い

う こ と だ。

神戸市兵庫 区 の松本地区 で は 、 挙手や投票 と い っ た 日 に 見 え る 形の 意思 表示方法で、 は な

く 、 拍手で決め た 。 こ の方 法 は 、 そ れ ま で に徹嵐的 に議論 し 、 大 き な 流れがで き て い る と

い う こ と を み ん な が 了解 し て い る か ら こ そ で き た 。 し か し 、 一方で は 、 き っ ち り と 数字 を

出 さ な い と 納得 し な い ま ち があ る 。 そ う い う と こ ろ は そ れ に あ っ た方 法 を と っ て い る 。

な こ と は 、 各 地域の ま ち づ く り 協議会、 地域特性、 人の個性 に 合致 し た 組織運営や

合意形成 の 方法 を 見つ け 、 そ れ を 専 門 家や行政が どの よ う に 支援 し て行 く かだ。

〔 ま ち づ く り 協議会を持続 さ せ る 課題〕

協議会 を 持続 さ せ る に は 難 し い 課題があ る 。 し か し 、 い ろ い ろ な 萌芽がで で き て い る 。
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ま ち づ く り の専 門 家の パ ワ ー ア ッ プは も と よ り 、 こ の 5 年 間 を 通 じ て 培 わ れ た 人や組織の

ネ ッ ト ワ ー ク を ど う 発展 さ せ て い く か と い う 取 り 組み が重要だ。

5 . ボラ ン チ ィ ア 、 NGO に よ る 市民検証
95年12月 か ら 毎年 「 市民 と NGO に よ る 「防災J 国 際 フ ォ ー ラ ム 」 を 開 い て い る 被災地

NGO 協働 セ ン タ ー な どボ ラ ン テ ィ ア 悶{本、 コ ン サ ル タ ン ト 、 ジ ャ ー ナ 1) ス ト ら は 、 市民

活動 の レ ベ ル で復興 を 検証 し よ う と 、 市民検証研究会 を 結成 し て99年 8 月 か ら 、 各地の ま

ち づ く り 協議会、 ボ ラ ン テ イ ア 団体、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー ビ ジ ネ ス 活動 か ら と ア リ ン グ を お こ

な い 、 2000年 l 月 18 日 、 第 5 回 「市民 と NGO に よ る 「防 災」 国 際 フ ォ ー ラ ム 」 で 中 間 報

告 を お こ な っ た 。

検証は 、 震災後 に 芽生 え た新 し い 市民社会への動 き を 軌道 に乗せ る 方向 を 探 る こ と を 目

標 に し て 、 ま ち づ く り ・ コ ミ ュ ニ テ ィ ー 部 会、 社 会 ・ 福祉部会、 仕事部会 の 3 部会で進め

ら れ た 。 ま ち づ く り ・ コ ミ ュ ニ テ ィ ー 部会 は 「 当 事者が当事者 に 聞 く 検証」 と し て 、 ヒ ア

リ ン グ先の ま ち づ く り 協議会の メ ン バ ー が次の ヒ ア リ ン グ に 参加 し て 、 ま ち づ く り の経験

を 交流 し 課題 を 議論 し な が ら 進め る 方法 を と っ て い る O

中 間報告で は 、 行政が策定 し計画 し た復興計画 と は関 に 「 も う ひ と つ の復興計画」 の 構

想 を 発表 し 、 こ れ に 基づい て 、 新 し い 市民社会 の担い手の活動方向 を 示す 「 ア ク シ ョ ン プ

ラ ン 」 を 築 い て い く こ と に し て い る 。

〈参考文献 〉
震災対策[;J;J際総合検誌報告 「復興 ま ち づ く り を め ぐ る 課題 と あ り 方」 兵庫県 2000年 1 月
震災復興総括検証研究会 「 す ま い と ま ち の復興、 総括検証」 神 戸 市 2000年 3 月
日 本建築学会近畿支部環境保全部会震災復興チ ー ム 「 ま ち づ く り 協議会に よ る 震災復興 ま ち づ く り の検証」 日 本
建築学会近畿支部環境保全部会 2000年 3 月
市民 と NGO の 「紡災」 国際 フ ォ ー ラ ム 「 く ら し再建 ・ 5 'Ì'の体験 21 Ut紀世界へ 2000年 3 月
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は じ め に

震災 5 年 を 経 て 、 都市 イ ン フ ラ の復旧 は よ う や く 落 ち 着 き を 克せ た 。 電気、 ガ ス 、 水道

な どが今後 の 災害 に 備 え 安全性 を 重視 し た 設備改善 を 進め れ ば、 交通機関 も 耐震性 に 焦点

を 当 て た工事な ど に 叡 り 組 ん だ。 た だ神戸市 で は 震災後、 復興の 目 玉 と な っ た 地下鉄が、

市南部 の新 し い足 と し て 開通 に大 き な 期待 を 持た れて い る の に 比べ、 神戸空港 は 、 今年 も

市民 グ ル ー プが激 し い 反対運動 を 繰 り 広 げ、 マ ス コ ミ も 空港 の採算、 環境面 か ら の 問題点

を 指掃 し 、 運輸省 か ら の埋め立 て認可があ っ た も の の 、 不安定 な “離陸" と な っ た 。 報道

機関 は 災害時の対応への配慮 を よ り 強 固 に し た ほ か、 今年 も 1 ・ 17 を 中心 に 震災報道 を 続

け 、 悲 し み の風化 を 防い だ l 年で あ っ た 。
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fi=品庄町 シブヲγ 一一 一一 一

ト 電気
阪神大震災は 、 関西電力 の 持つ 発電所、 変電所、 配電線な ど電力供給設備 に 大 き な 被害

を も た ら し た 。 道路の損壊、 資材不足 な ど に よ り 復旧作業 は 困 難 を 極め た が、 全 冒 の 電力

会社か ら 各種資 ・ 機材 と 多数の要員 の応援 を 得 た 昼夜 を 通 し て の復旧作業 は 、 発生 6 日 後

の l 月 23 日 に は応急送電 を 実施す る 成果 に繋げた。

時 の 経過 と と も に復旧 方 針 は 変 わ っ た 。 発生直後は重要施設や生活用 電力 の 早急 な確保

を 第ー に し た 「応急送電」 が、 そ の後 の約 2 ヵ 月 は設備の安全性向 L を ドl る 仮工 'j�や仮設

住 宅 な どへの電力イ共給 を 日 的 と す る 「仮復旧」 に な り 、 さ ら に 1995年 3 月 ~ 何年 3 }j は 設

備の信頼度 を 復元 さ せ る 「本復旧」 を 行 い 、 1997年度か ら は街の復興 に 台 わ せ た 新 し い設

備形成 の 「本格復興」 ー と い う よ う に 変化 し た の で あ る c

復 旧 の 努力 は そ の後 も 続 け ら れた 。 「配電設備形成J で は 1996年 以 降 、 街の複興 と の

合性、 顧客ニ ー ズ の 反映 な ど を 考慮 し て 、 タ イ ム リ ー な 復興改修 を ii っ た 。 架空、 地 中 配

電設備 は 、 改修 を 必要 と す る も の が完了 し て い る こ と か ら 今彼 は 大規模 開 発 (詑興 再開発)

や 、 土地区画整理 を復興 コ ン セ プ ト に合わせて継続 し て 進め て 行 く 予定。 大規模 開党地 は

建物 の規模が大 き く 、 電力 需要が安定 し て い る こ と な どか ら 、 電線共同溝 に も 参画 し て 地

中 化 を 進 め た。 1999年度 は JR 六 甲 道駅南 再開発、 新長 田 駅高再開発、 阪急酉宮北 口 駅間

辺再開発 な どで、 供給信頼度 の 高 い 「特高常予錆受電方式」 な ど に よ る 設備形成 を 行 っ た。

ま た 、 土地区画整理で は 1 999年度 に 策定 さ れ た 「新電線類地 中 化計画」 に 基づ き 、 f主宅地

の幹線道路や コ ミ ュ ニ テ ィ 道路 な どで、 需 要の 変動 に対応 し や す い 「幹線地 中 引込架空 ( ソ

フ ト 地中 化 ) 方式」 の 採用 や シ ン ボル ゾー ン 無電柱化、 裏引 込 に よ る 無電柱化 な ど を 進め

た 。 鷹取東地区 、 六 甲 道西地 区 、 芦屋西部地区 な どで一部道路 に つ い て の 設備形成 も 検討

さ れ、 他の復興区画整理事業 も 2003年度末 を 目 途 に 計画 を 推進 さ せた 。

さ ら に 、 震災の教訓 を も と に 1 998年 7 月 か ら 運用 を 開始 し た 「災害情報 シ ス テ ム 」 は①

迅速な 災害復旧対花、 ②顧客サ ー ビ ス の 向上 ③広域防災体制 の確立支援 な ど を 目 的 に

導入 さ れた も の だが、 こ の実施 に よ り 設備の被害情報や現場写真 ・ グ ラ フ な どの ピ ジ ュ ア

ル情報 を 即座 に 開覧す る こ と が出 来 る し 、 災害時の復旧支援体制 の 早期確立 に役立つ よ う

に な っ た 。

〔新 し い電力防災拠点 が完成〕

震災 に よ り 「半壊」 と い う 大損傷 を 受 け 、 建 て 替 え を 余儀 な く さ れ て い た 「神戸 関 電 ピ

ル」 が、 震災の教言11 を 生か し て神戸の新 し い 「電力 訪災拠点 ピ、ル」 と し て 蘇 っ た 。 旧 ピ ル

は倒壊 に は至 ら な か っ た が、 窓、 ガ ラ ス の 大半が破損、 外 ・ 内躍 は剥離 し 建物周辺の道路 に

第 九章 @ 都市 イ ン フ ラ 499 



は亀裂が生 じ る な ど、 危険な状態 に な っ た 。 同 ピ ル 内 に あ る 三宮営業所 は 窓 口 を展外の駐

車場 に 設 け 、 寒 さ と 戦い な が ら 利用 者への応対や復旧活動 を 行 っ た の であ る 。

竣 工 し た r:N1Ji関電 ピ ル」
(関西電力神戸文京提供)

2000年 3 月 に 完成 し た 新 ピ ル は 、 新 し い 電力 防災拠点 を 目 指 し て 1997年1 2 月 か ら 本体工

事が始め ら れた 地下 2 賠、 地上18階建 て で 、 ピ ル の 高 さ は 77 m o 建物上部 に 置 か れ た 無線

鉄塔 を 含 む と 高 さ は 約170 m に な り 、 神戸の新 し い ラ ン ド マ ー ク に な っ た 。

ピ ル建設 に 当 た っ て①災害 に 強い 安全性 と 信頼性の 高 い電力 防災拠点 ピ ル で あ る こ と

②環境 に 優 し い省 エ ネ ル ギー 設計 で あ る こ と の 2 点 を コ ン セ プ ト に し た 。 阪神大震災の

よ う な 非常災害時 に は新 ピ ル そ の も の が電力 防災拠点 と し て の役割 を 持つ た め 、 建築資材

に も 配慮、 揺 れ を 吸収す る ダ ン パ ー (極軟鋼) を 採用 し た ほ か、 壁 や柱 に も 万全の対策 を

織 り 込 ん だ。 ま た 、 ピ ル の 臼 立 の た め 保安用 の電源 の ほ か、 電力 の コ ン ト ロ ー ル を行 う 給

電所や災害対策室 な ど に 電力 を 供給す る 24 時 間 運転可能 な 非常用発電機 を 設置。 空調設備

も パ ッ ク ア ッ プ用 の 設備 を 設 け停電時や案温の異常上昇時 に使用 し 、 さ ら に震災時の教訓

か ら 井戸 を 掘 っ て 、 そ の井水 を 発電機冷却水、 空調熱源水、 ト イ レ洗浄水 に 利吊 す る ほ か、

地下 に 設 け た氷蓄熱槽 の 水 も 地域の消 防用 と し て 活用 出 来 る ー な どの対策 を 施 し た 。

最大の特徴で あ る 通信機能の 充実で は 、 将来、 都市の高層化が進 んで も 無線波 ( マ イ ク

ロ 波) が障害物 に 法 ら れ る こ と な く 白線 を 維持 出 来 る よ う に 、 通信用 のパ ラ ボ ラ ア ン テ ナ

を 地上170 m 地点 に 設 け た 。 電力会杜の碁本能命 は 、 言 う ま で も な く 電圧 、 周 波数が一定

の 良質 な 電気 を 送 る こ と だが、 こ の通信設備 の 完成 に よ っ て 主要変電所へ の 指令 な どの信

頼度 も 確立 さ れ た 。 ま た 、 通常の建物 よ り 大 き な 通風力 が発生す る こ と を 生 か し 、 フ ァ ン
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動力 を 使 わ ず 自 然の 力 に よ っ て建物全体の換気 を 留 る 自 然換気方式 を 採用 す る な ど、 省 エ

ネ 設計 に よ る 環境 に 優 し い建物 に し た 。

2 . ガス
ガ ス も 大 き な 被害 を 受 け た 。 各地か ら 送 ら れ て く る ガ ス 漏 れの 報告の 中 で 、 大 阪 ガ ス の

対策本部 は ガス の供給停止 を 決断。 そ の 日 午前日 時30分、 神戸市 を 中心 と し た 阪神 間約86

万戸の ガ ス が停 ま っ た 。 損 害 の 大半 は 低圧 の埋設導管 で 、 ネ ジ継手 を 中 心 に 1 万2 ， 000 カ

所 に 損傷が出 た 。 全国155 の ガス 事業所 な どか ら の応援で、 延べ72 万 人 の 作 業 員 が必死 に

取 り 組み 、 厳 し い作業環境 に も 拘 わ ら ず、 85 日 後の 4 月 11 日 に家康の倒壊 に よ り 連絡の取

れ な い ケ ー ス を 除 き 、 復旧 は 終了 し た 。

製造所、 高圧幹線、 ガ ス ホ ル ダ ー な ど基幹設備 に被害が発生せず、 新 タ イ プの溶接鋼管

や ポ リ エ チ レ ン 管 に も 損傷 は 少 な か っ た 。 1 戸 ご と の ガ ス を 自 動遮断す る マ イ コ ン メ ー

タ ー がガ ス 漏 れ に よ る 2 次災害 の 防止 に極め て有効 と い う 貴重 な デー タ を 伝 え た よ う に 、

震災 は 数多 く の教訓 も 麗 ら し た の で あ る 。 今後の検討課題 と し て 、 地震発生の 初期段階で

ブ ロ ッ ク ご と の地震動 や 主要 ラ イ ン の 導管圧力 の情報 を 、 無線 な どで き め 細 か く 収集 で き

る よ う に す る こ と 。 地震動 が一定値 (SI 値60 カ イ ン ) 以 上 に な っ た 場合 に 、 低圧 ガ ス 供

給が 自 動的 に ス ト ッ プす る 遮断 シ ス テ ム を 創 る こ と 。 地震動 の規模 に 応 じ 、 よ り 細 かい ブ

ロ ッ ク の供給停止 ・ 継続が可能 に な る よ う に ブ ロ ッ ク を 細分化す る こ と ー な どが挙げ ら れ

た 。 ま た 、 震災の経験 を 元 に 「予紡J I緊急、J I毎 回 」 の 3 点か ら な る 「地震対策 5 ヵ 年許

画」 を ま と め 、 1 999年度末 ま で に着 実 に 実施す る こ と を 決め た 。

(表 1 ) I地震討す策 5 ヵ 年計画」

地震に

早期1 の供給再開 i 復旧対策

さ ら な る 向上

技術開発

情報収集機能の強化
供給停止 シ ス テ ム の再構築
通信 シ ス テ ム の 強化
地震被害予測 シ ス テ ム の構築

マ ニ ュ ア ル の 整備
復旧 セ ク タ ー の設定
受付 機能、 広報活動の強化
兵治機能の強化
顧客支援
技術開発

(大阪 ガス 資料)

「予 訪対策」 は 地震 に 強 い 設備づ く り で、 中 圧導管の 溶接鋼管 の 耐震性が確認 さ れた こ

と か ら 、 一部 に 漏洩の あ っ た バ ル ブ継子部分の補強、 取 り 替 え を 実施す る 。 新 し く 埋設す
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る 低圧導管 は 、 原則すべて を 耐震性 に 擾 れ た ポ リ エ チ レ ン 管 と し 、 既設の ネ ジ接合導管 は

ポ リ エチ レ ン 管 に計爵的 に 入 れ替 え る 。 内管 に は ポ リ エ チ レ ン 管 、 ガ ス 用 ス テ ン レ ス 鋼 フ

レ キ シ ブル 管 な ど を 使用 す る ー な どで あ る O そ の結果、 今年度で ポ リ エ チ レ ン 管の普及敷

設延長 は 約4 ， 666 km と な り 、 低圧導管 に 占 め る ポ リ エ チ レ ン 管 の 割 合 は 12 . 6 % に な っ た 。

〔地震計は 34 ヵ 所 か ら 224 ヵ 所 に増設〕

「緊急、対策」 は 二次災害の 坊止 を 日 的 と し て い る O 地震で被害 を 受 け た と 思 わ れ る 地域

に は ガス 供給 を 停止 し 、 被害の な い 地域 に は そ の ま ま 安全 に ガ ス 供給 を 続 け る の だが、 そ

の た め の ハ ー ド 、 ソ フ ト と し て 以下の 5 項 目 に取 り 組ん だ。

①地震計 の 増 設 … 震災時34 ヵ 所 だ っ た 地震計 を 224 ヵ 所 に増 や し 、 デー タ を 細密 に し た

こ と で 、 供給停止か継続か を 速 や か に 判 断 出 来 る よ う に し た 。 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ ー シ ミ ュ

レ ー シ ョ ン シ ス テ ム に 自 動 入力 す る こ と で 、 導管の被害状況 を 推定出 来 る よ う に し た 。

②被害予 測 シ ス テ ム の再構築…地震計 の 滞定値 を 元 に メ ッ シ ュ ( l メ ッ シ ュ 300m ) 単

位で導管の被害、 建物倒壊数 を 推定 出 来 る よ う に 、 従来の 「被害予測 シ ス テ ム J を 作 り 替

え た 。 入力 済 み の 地盤 の特性、 木造建造物数の情報 を 生 か し 、 地震発生後 約 1 5分で、全エ リ

ア (約 3 万 メ ッ シ ュ ) の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 可能 に し 、 巡回点検す る ブ ロ ッ ク の 優先順位

や修繕体制 の 検討 も 可能 に し た 。 ま た 、 供給停止 か ら の復旧 日 数 を 試算 出 来 る 供給停止判

断支援 シ ス テ ム も 新 し く 創 っ た 。

( 凶 1 ) í遮断 シ ス テ ム の再楠築J

ifiiEE滋警告
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③供給遮断 シ ス テ ム の 再構築…従来 は ス ー パ ー ブ ロ ッ ク 遮断 シ ス テ ム ( 全供給地域 を 8

分類) と マ イ コ ン メ ー タ ー 遮断 シ ス テ ム ( l 戸毎) の 2 段階 だ、 っ た の を 、 5 ヵ 年計画で新

た に ミ ド ル 、 リ ト ル ブ ロ ッ ク の 2 遮断 シ ス テ ム を 加 え た 。 そ の結果、 遠 隔 遮 断装置 ( 中圧

A ガパ ナ に 設寵) は267 ヵ 所 に 、 感震遮断装置 ( 中 圧 B ガパナ に 設置) は2 ， 122 ヵ 所 に 増 え

た 。 ま た震災で威力 を 発揮 し た マ イ コ ン メ ー タ ー (各戸への ガ ス を 感震 セ ン サ ー で遮 断す

る ) の導入 も 促進 し 、 す で に完了 し た 家庭用 に次い で業務用 も 1999年度 中 の完了 を 臼 指 し 、

全体の普及率 は 98 . 6 % に 達 し た 。

④ ブ ロ ッ ク の細分化…低圧導管網 に ブ ロ ッ ク を 設 け る こ と で ブ ロ ッ ク ご と の供給停止や

継続が出 来 る な ど、 細 か な 範屈 で の対正、が可能 に な っ た。 震災時の55 ブ ロ ッ ク は 120 ブ ロ ッ

ク に ま で細分化 さ れ る 計画 だが、 1999年度 は 1 14 ブ ロ ッ ク ま で工事 は 進 み 、 2000年毘 で完

了 す る 予定。

⑤緊急時通信指令 シ ス テ ム の 強化…災害発生時の災害情報の収集、 情報発信 は大阪本杜

中 央指令室の役割 だが、 本社近郊で災害が発生 し た場合、 装備 さ れて い る 緊急操作用 通信

設備、 コ ン ピ ュ ー タ 一 機能 な どの命令系統が壊滅す る 危険性があ る 。 そ こ でパ ッ ク ア ッ プ

機能 を 持つ サ ブセ ン タ ー を 京都市 内 に 建設 し 、 98年 3 月 か ら 稼働 を 始め た 。

各項 目 の 今年度の展 開 は 別表 に ま と め た が、 可搬衛星通信設備 は30 ヵ 所 に 増 え 、 衛星通

信車 2 台が配備 さ れた 。

(表 2 ) 主 な地震対策の進捗状況 (2000年 3 月 末実績)

地震対策項 目 震災当時 5 ヵ 年計画

ポ リ エチ レ ン 管の - 敷設延長 約1 ， 200km - 言十面的 に 普及促進
普及促進 - 低圧 ガス 管 に 占 め る ポ リ • 1998年 か ら は新設の低圧ガ

エ チ レ ン 管 の 割 合 は ス 管 はすべて ポ リ エチ レ ン
3 %  管 を 適用

地震計 の増設 設置数 34 ヵ 所 約224 ヵ 所 に増設

マ イ コ ン メ タ 全体の普及率 は約75% l ・ 家庭用 問
の普及促進 完了

- 業務用 は 1999年度中 に設置
完了

供給 ブロ ッ ク の細 55 ブロ ッ ク l 20 ブ ロ ッ ク 程度 に細分化
分化

ス テ ム ス ー パ ー ブ ロ ッ ク (供給エ - 中庄A ガパ ナ (約300 ヵ 所)
の構築 リ ア を 8 つ に 区分) のみ遠 に 遠隔遮断装置 を 設置

F商遮能rr装置 を 設置 1 ・ 中 圧 B ガ パ ナ (約2 ， 700 カ
所) にJ惑震遮断装 置 を 設置

緊急時過信指令 シ - 中央指令サ ブセ ン タ ー を 建
ス テ ム の強化 ヨH又"' 

. jjJ搬衛星通信設備 を 35 カ
衛星通信車 を 2 台配備

2000年 3 月 未遂捗実績

- 敷設延長 約4 ， 666 km
- 低圧 ガ ス 管 に 占 め る ポ リ エ

チ レ ン 管の割合は約12 . 6 %
- 新設低圧 ガ ス 管 は 、 原則 と :

し て全て に適用

• 1997年度末で当初計画の設
援完 了 (224 ヵ 所)

- 家庭用 は計画通 り 設置完 了
- 業務用 は計画通 り 設置 rj1
- 余体の普及率 は約98 . 6%

• 114 ブ ロ ッ ク ま で細分化
(2000年度末 に完了予定最終

120 ブ ロ ッ ク )

- 遠隔遮断装控室 267 ヵ 所
- 感震j墜断装置 2 ， 122 ヵ 所

- 京都 に サ ブセ ン タ ー を 建設
(1998年 3 月 30 日 稼{動 開始)

- 可j般衛星通信設備 を 30 ヵ 所、
衡是通信車 を 2 台配備完了

(1998年度末完了)

(大阪 ガ ス 資料 )
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3 . 上水道
阪神 間 の 各市 の 水道 は 、 施設の被 災 や 阪神水道 か ら の送水の停止 な ど に よ り 、 ほ ほ全域

で新水状態 が続い た 。 し か し 、 貯水池や送水 ト ン ネ ル 、 配本池 な どの被害が少 な か っ た の

に水が止 ま っ た原 因 は 、 肝腎の給、 配水管が各地で損傷 し た た め で あ る 。 最 大 の被害 を 出

し た神戸市 で は 、 以前か ら 古い鋳鉄管、 ピ ニ ー ル管 か ら 材質 の擾 れ た ダ ク タ イ ル鋳鉄管へ

の交換 を 進め て い た の に 、 震災で は 管 と 管 と の接続部が外 れ る 「継手の抜けJ が多発 し 、

こ れが被害 を 大 き く し た 。 延べ 4 万 人の作業員 を 動員 し て復旧 に 当 た っ た が、 漏水箇所 を

A つ 一 つ 見 つ け て 修理す る と い う 手 間 の掛 か る 作 業 の た め 、 応急復 旧 は 4 月 半 ば ま で 掛

か っ た 。 10週 間 に 及 ん だ作業で得 た 多 く の教訓 、 反省 の 中 で最大の も の は 、 緊急時 に必要

な水量 は災害発生 か ら の経過 日 数 と と も に増大 し て い く こ と 、 タ ン ク 車 に よ る 運搬給水 に

( 凶 2 ) r市街地 に お け る 耐震管 ( レ ベル 1 ) の整備状況」

議正 時J

1 9  \一

訴 時J

、g
b 

t ，� l 
b-t1 

/ 

市{磁鵠における議官襲管の撃縁状況 〈 レベjし 1 ) 
(神戸 市水道局資料)

は 眼界があ り 、 水量の増大 に は対応出 来 な い と い う こ と で あ っ た 。 震災直後の 1995年 7 月 、

神戸市水道局 は 「神戸市水道施設耐震基本計画J を 策定 し 、 市民が安心 し て水道 を 使 え る
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た め の 5 つ の計画 日 擦 を 立 て 、 今後15年で行 う 耐震化事業 を 決め 、 直 ち に 実 施 に 移 し た 。

( 90 . 8 % が耐震性の高い水道管に 〕

1999年度 も 計画 目 標 に 沿 っ た水道事業が続 け ら れ た 。 水道管の雨、;震イヒで、 は 非樹震の鋳鉄

管か ら 耐震性の 高 い ダ ク タ イ ル管への交換が順調 に 進 み 、 1999年度中 で レ ベ ル 3 (非耐震

管路) は 9 . 2 km減 っ て未転換 は395 km に な り 、 神戸市全体に 占 め る 割合 も 1 0 . 9 % に な っ た 。

材 質 的 に 擾れ た レ ベ ル 2 の ダ ク タ イ ル鋳鉄管 の延長 は 、 3 ， 1 l2km と 全体の72 . 1 % を 占 め 、

材質、 構造的 に も っ と も 優れ た レ ベ ル 1 (甜震型継子) の ダ ク タ イ ル管 は 、 805 . 6 km と 18 . 7 % 、

全体の 5 分の l 弱 を 占 め る ま で に な っ た 。 古 い 配水管の取替工事は 1962 年 か ら 実施 を 始め

て お り 、 こ う し た 長年 の 努力 に よ り レ ベ ル l 、 2 と い う 耐震性の高 い水道 管 の比率が90 . 8%

に ま で 向上 し た の で あ る 。

現在、 神戸市が必要 と し て い る 水の 4 分の 3 は 、 六 甲 山 中 を 縦断す る 2 本 の 送水 ト ン ネ

ル を 使 っ て 阪神水道企業団 か ら 送 ら れて い る が、 そ れ以外 に 、 第 3 ル ー ト と し て市街地 を

抜 け る 新 ラ イ ン 「大容量送水管」 が建設 さ れて い る 。 こ の ラ イ ン は貯留機能 を 合わせ持っ

て い る た め 、 単 に 水 を 送 る だ け で な く 、 運搬給水が困 難 に な る 緊急時 に は市禽地の 防災拠

点 と 結 ん で応急給水が可能 だ し 、 配水i告が被災 し た場合に は 直接配水 に 切 り 替 え 、 早期通

水が出 来 る メ リ ッ ト を 持つ 。 芦屋市境 か ら 神戸市巣平野浄水場 (兵東 区 ) ま でが シ ー ル ド

( 凶 3 ) r大容量送水管 の イ メ ー ジ 匿」

;tgj霊法7./(普のイメージ鹿

(神戸市水道局資料)
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ト ン ネ ル で結 ばれ 、 完成後 は “水の大幹線" と し て大阪湾岸 を 繋 く、、相互広域パ ッ ク ア ッ プ

シ ス テ ム に ま で発展す る 可能性があ る 。 1998年度 に着工 し た 1 1 工区 (芦屋市境~本 山

立坑) 1 .  6 km と 、 1 2 工区 (住吉川 立坑一 本 山 立坑) 2 .  2 km は前年 ま で に 立 坑工事 を 終 え 、

1999年度 は 横 向 き の シ ー ル ド工事に 入 り 、 2002年度 に完成の予定。

一方、 緊急貯留 シ ス テ ム の 整備 で は 、 震災が発生す る と 奥平野管理セ ン タ ー か ら 、 配水

池の 緊急、遮断弁 を 自 動 的 に 閉鎖す る 指令が出 さ れ、 必要最低限 (市民 1 人 1 日 3 e x 7 日

分) の飲料水が確保 さ れ、 こ こ を 「運搬給水基地」 と し て貯留 し た水 を タ ン ク 車で思辺住

民 に供給す る 。 緊急、遮断弁 は 2 つ以 k の 池 を 持つ 配水池の一方の?lli に 設置 さ れ て お り 、 他

の池か ら の 配水 は 、 そ の ま ま 続 け ら れ消 火用 水 な ど に利用 さ れ る O 配水池の な い埋立地 な

ど に は 大容量の 貯水槽 を 設置 し て 給水基地 と す る 。 運搬給水基地 は全市 lこ47 ヵ 所設 け る 予

定で、 1999年度 ま で に28 ヵ 所が建設 さ れた 。

ト ピ ッ ク ス

神 戸 市 に 水 道 が布 設 さ れ た の は 明 治 33 年 郊 の 巨費 を 投 じ る 大事業 に な っ た た め 、 市民、

(1900年) 4 月 で 、 わが自の市町村の近代水道の 市 会 に 激 し い 賛否両論が飛 び交 う が、 結局 、 市

給水順位 で は 7 番 目 に な る 。 し た が っ て2000年 会で議決 さ れ、 水道の布設が決 ま る 。 日 清戦争

は 、 神戸市水道布設100周年の記念 の 年ゅ に な っ た 。 に よ る 中 断 の あ と 工事規模の拡張が諮 ら れ、 パ

明 治22年、 神戸 に市政が敷かれ る と 人 口急増 ル ト ン の原 設計 に佐野藤次郎 ら B 本人技師が修

に よ る 飲料水不足が問題化 し た が、 そ の ヰ翌年、 正 を 加 え て 再設計 ・ 工事が行 わ れ 、 明治33年 、

コ レ ラ の大流行で死者 は 1 ， 000人 に 達 し た 。 衛 現在の神戸ぷ道の原型が姿 を 現 し た 。

生面か ら も 水道布設の気運が高 ま り 、 3 年後 、 日 本最古の重力 式 コ ン ク リ ー ト ダム で あ る 布

神戸市 は 内務省 の お緩 い外国人 だ っ た英国人技 引貯水池五本松堰堤 は 、 今回

師W . K . バル ト ン に水道施設の設計 を 委嘱す 1 998年、 丈化庁 か ら

る 。 布引谷 と 再度谷に水源 を 求 め た 原 案 は 、 空 た の で あ る 。

4 下水道
下水道の被害 も 都市部 に 集 中 し た た め 、 阪神 間 8 都市で、18の 下水処理場、 47の ポ ン プ場

が損傷 し 、 傷つ い た 管渠 の 延長 は 31 6 km に 及 ん だ。 8 市 の う ち 、 最 大 の 被害 を 受 け た の は

神戸市で、 汚水管路施設 の 延長3 ， 315kmの う ち 63kmが被災 し 、 市 内 に あ る 7 処理場 の う ち

3 処理場の機能が停止、 低下 し た 。 中 で も 最大 の 処理能力 を 誇 る 東灘処理場 は 、 地盤の軟

弱 な埋立地 に 建設 さ れた た め被害 は 壊滅的 で 、 他 の施設が震災 5 ヵ 月 後 に 応急復旧 を 終 え

た の に 、 東灘処理場だ け は段階的 な 復i日 を 続 け 1998年度末 に よ う や く 完成 し た 。

1999::4三度の復旧事業 は 、 4 月 27 日 に 行 わ れ た 東灘処理場 の 災害復旧完成 ・ 通水記念式典

で幕 を 開 け た 。 同 処理場 は 、 震災 に よ り 管理棟及 び水処理施設が全壊 し た た め 、 当 初 の 約

100 日 間 、 機 能 が完全 に マ ヒ し た 。 そ の 問 、 近 く の 運河 を 塞 き 止 め 沈殿油代 わ り に し た 簡
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易処理で危機 を し の い だ。 完成 し た 処理施設 は 鉄筋平屋建て 。 杭の補強で震度 7 ま で の地

震 に 耐 え ら れ る 構造 で 、 処理能力 は 震災前の l 日 22万5 ， 000m3 か ら 32万m3 に ア ッ プ し た 。

総工費290億 円 。 こ れで被害 を 受 け た市 内 の 7 処理場 は すべて復旧 し た 。

復旧完成 し た 東灘処理場
(神戸 市 建設局保供)

神戸市 の 下水道 は 1999年度末 で 人 口 普及率約98 % と な り 、 全国平均58% を 大 き く 上 回 っ

た 。 1994 年 に 策定 し た 「神戸市下水道長期計画基本構想、」 は震災の経験 を 折 り 込ん で翌95

年 に改訂 さ れ、 「災害 に 強 い 下水道 r災害時 に も 活用 で き る 下水道J の 2 項 目 が薪 た に 追

加 さ れた 。 「災害 に 強 い 下水道J は 、 震災 な ど災害 時 の 下水道の被害 を 減少す る シ ス テ ム

を 創 る も の O 第 一 に上 げ ら れ た く施設の耐震化 〉 で は 、 新設す る 処理場 ・ ポ ン プ場 は重要

震 を 加味 し た 耐震設計 を 行 い 、 既存施設 も 順次、 耐震補強 を 進め る と し た 。 神戸市の処理

場 は供用 開 始年代が吉 く 、 耐震性能 に 不安 の あ る 施設があ る た め 、 施設別 に 耐震診断 を 行

い レ ベ ル 2 (震度 引 を 目 標 に耐震化 し 、 一時的 な 停止 は あ っ て も 復旧 に 時 間 を 要 し な い

こ と を 基本 と し た 。 故樟の原 因 に な り や す い 施工継手 は 極力 減 ら し 、 水蜜性 を 必要 と す る

箇所 に は 継手 は 設 け な い な ど を 決め た 。 ま た 、 地下水面下 の 配管廊 に は遮水壁 を 設 け 、 施

設 を 分割 し て 浸水の拡大 を 防 ぎ、 管渠対策 と し て 管材料の強高度化や 可 と う 性管渠 を 生か

し 本体の耐震性 を 強化す る な どー と し た 。

管渠 は 、 今度 の震災で大 き な被害 を 受 け た が、 ま ず緊急、が第 一 と す る 災害復 旧 だ け に 、

管渠延長の詳細調査 を 全般 に 渡 っ て行 う こ と が出 来 な か っ た 。 こ の た め 、 放置す る と 道路

の 陥没事故や不明水の増加 に つ な がる 、 言 わ ば “ 隠 れ た被災" に な っ て い た の で あ る 。 し

か し 、 1999年度末 ま で に被災対象管渠 1 ， 278kmの う ち 、 す で に 556 km の 調査 を 終 え 、 616km

を 残す だ け に な っ て お り 、 今後は改築更新計画 に 合わせて対策 を 講 じ る 。

(f言頼お け る 下水道 呂 指す処理場ネ ッ ト ワ ー ク 〕

第 2 の く処理場 ネ ッ ト ワ ー ク 〉 は 処理場 開 を 大深度の幹線で繋 ぐ計画 だが、 完成す る と
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(表 3 ) r神戸市下水道長期計画基本構想」

事I�臨翻霊長1動臨時霊協!聾 市民の環境への意識が高 ま る な か 、 下 水 道 は綴 々 な 側面 か ら

ま ち づ く り に 貢献す る こ と が で き ま す 。

神 戸市下水道長期計 画恭本構想 は 、 21l吐紀 の 下 水 道 事業 の 進

む べ き だ向 を 定 め た も の で す 。

留川園圃bff温.，司園田弘司回目蝿，一 視 点 一 方 針 策施
都市の発展と く ら し 田司醐 基 礎 的 機 能 の 拡 充 圃司F醐 @災害に強い下水道 ン ス テ ム の 構築を支える下水道 I - - -- ，，- ， .- - ..- - -

L醐 @面整備の惟進~ 全市水洗化100%一
量 晶盟国 @ 下水道 シ ス テ ム の 充実一新中 央処理場-

..... i蔓水に 対 す る 安全度の向上 圃圃F醐 @雨水排除能力の強化
量 島田醐 @雨水流HW!I制の促進

』圃 維 持 管 1里 シ ス テ ム の 充 実 園田F醐 @効率的 な 管i型 シ ス テ ムの確立
島輯蝿 @計画的立改築0)推進

自然環境を守り
育てる下水道 t 処 理 水 質 の 高 度 化 醐τE ……な一一 一 水

@軒初rJI期軒F降年f雨羽汚濁負イ街有の目削t減

下 水 道 資 源 の 活 用 掴醐嘗醐圃 @汚泥の効率的処理 ~資源化100%一
ー圏圃 .í'í生*の積極的な活fIj
島由圃 @下水道 ヱ ネ ル ギ ー の活用

市民と共にあゆむ 一一一 一一一一園田F暗 殺 し ま れ る 下水 道 の 推 進 醐醐F醐下水道 T 'I'Ai ....... o- .I .. .Q.I I 'J' � VJ JI% � I孟 @ 魅力 あ る PR酬の充実

&醐 く ら し を 高 め 、 災害時に も 醐幽F圃 @施設担問の活/Il
活 用 で き る 下水道の推進 也醐醐 @身近在水環境のまE備

(神戸市建設局資料 )

2] 世紀の水道 の 課題 で あ る 「勝大 な 施設 の 円 i骨 な 改築更新J r高度処理の推 進 と 処理水の

活用J r変化 に に 対応 出 来 る 効率 的 な シ ス テ ム の 構築」 な どの諸問題が解 決 さ れ、 災

害 時 に も 機誌が維持 出 来 る 信頼性 の 高 い 下水道 を 創 れ る O ネ ッ ト ワ ー ク さ れ る の は神戸市

の 海岸部の東灘処理場か ら 西端 の 垂水処理場 開 の 5 処理場。 大規模 な 地震 で 一 つ の 処理場

の 処理機能が失 わ れで も 、 そ こ に 流入す る 下水 を 他の処理場へ送水出 来 る し 、 貯皆調整機

能 を 持 た せ る こ と が出 来 る か ら 、 災害 に 強 い 下水道 に な る 。 幹線総延長 は 約4 L 2 km (既設

15 . 1  kr心 で 、 新設26 . l kmの う ち 1999年度末現在で4 . 4 kmの 区 聞 が完成 し 、 4 kmの 区 間 が工

。 第 l 期 は 海側 ル ー ト の み で2010年定完成、 山 側 ル ー ト の 第 2 期 を 含 め 、 2025年度 に

完成予定。

「災害時 に も 活用 で き る 下水道」 は 、 下水道 は豊富 な水資源 と 、 処理場 な どが持つ広大

な オ ー プ ン ス ペ ー ス を 非常時 に こ れ ら の 空 間 を 活用 し 、 日 常的 に も 処理場の 上 部 を利用 し

た 公 菌 、 処理水 を 使 っ た “せせ ら ぎ" な どで 、 市民 に 憩 い や 安 ら ぎ の場 を 提供す る も の。

1998年度の 垂水処理場 「恋人岬ー ピ オ ト ー プ」 に続い て 、 1999年度 に は西 区 の 玉津処理

場 に 「水準 と せせ ら ぎ の 散歩道」 が オ ー プ ン O 農業用水路 を 再生整備 し た も の で都市近郊

で も 珍 し い水車が廻 り 、 メ ダ カ や フ ナ の 泳 ぐ 池 や 由 季折 々 の 草花 が 日 を 楽 し ま せ る “せせ
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せせ ら ぎの流れ る 玉津処理場
(神戸市法設局提供)

ら ぎ水路" が造 ら れた 。 ポ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 の 中央公圏 に も 、 隣接の 処 理場か ら の処理

水 を 供給 し た “せせ ら ぎ 空 間 " が設 け ら れた 。 こ の よ う に 下水処理水 に よ る 水辺空間が オ ー

プ ン し て行 く の に 合わせ、 1999年度 か ら イ ベ ン ト と し て 「水環境 フ ェ ア 」 を 各地で展 開 し

た 。 ま た 、 兵庫 区 の松本地区 で は震災復興土地区画整理事業 に よ る ま ち づ く り が進 ん で い

る が、 こ こ で も 鈴蘭台処理場か ら 送水管で、送 ら れ る 高度処理水 を 利用 し た “せせ ら ぎ" が、

地域 に 瑞 々 し い景観 を 創 る ほ か 、 災害や火災発生時 に は 消 火用水 と し て 役 立つ よ う に計画

さ れて い る 。

〈参考文献 〉
'1主j河電力資料 」 関商電力神戸支応
「大阪 ガ ス 資料」 大阪 ガス
「神戸市資料」 神戸市水道局
「神戸市資料」 神戸 市鐙設局
「神戸の 下水道」 同
1- - 1' 水道 ネ ッ ト ワ ー ク 計同îJ 同
「平磯芝生広場 恋人師 司
「 き れい な水で う る お い の ま ち づ く り 」 同

和J 日 、 毎 日 、 読売、 サ ン ケ イ 、 日 経、 神戸新聞
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い三節 交通イ ン ブ ラ

1 . 道路
史上最大の損害 を 受 け た道路だが、 そ の後、 阪神大震災の象徴 に な っ た 販神 高速道路神

戸線の高 架橋 な ど、 そ れぞれが復旧 に努め た 。 し か し 、 傷跡は ま だ完全回復 と は言 え ず、

2000年 l 月 に 運輸省近畿運輸局 が ま と め た 「関西の道路の耐震補強進捗度J は 、 大幅 な 工

事遅れ の 部分 の あ る こ と を 指摘 し た 。 635 m に 渡 っ て橋脚が倒壊 し た 阪神 高速道路公団 は 、

4 ， 800 ヵ 所の橋脚補強 を 行い 100% 完了 さ せ た が、 落橋防止工事は進捗率45 % と 、 ま だ全体

の半数に 満 た な か っ た 。 日 本道路公団 も 同様で、 橋脚補強 は85% だが落橋防 止 は34% と 阪

神高速 を 下 回 っ た 。 出道 を 管轄 し て い る 建設省近畿地方建設局 は 、 橋脚補強 は 82 % だが落

橋防止の完成率は 2 % で 、 結果的 に橋脚補強が優先 さ れ た 分、 落橋防止が遅れ る 結果 に な っ

た 。

そ ん な 中 で 、 神 戸 の 市街地 と ボ ー ト ア イ ラ ン ド を 結ぶ ア ク セ ス 道路 の 第 2 弾 と し て神戸

市が建設 し て い た 「神戸港港島 ト ン ネ ル」 が、 7 月 初 日 に 開通 し た 。 神戸大橋 に 次 ぐ連絡

道路で 、 震災時、 道路の少 な さ か ら 文字通 り “孤島" と な っ た ポ ー ト ア イ ラ ン ド だが、 こ

の ト ン ネ ル の完成 に よ り 足の不便 さ と 災害時の孤立の危険か ら 解消 さ れ た 。 新港東埠頭 と

ポ ー ト ア イ ラ ン ド 北埠頭 を 結ぶ と下各 2 車根で 、 そ の う ち ト ン ネ ル部分 は 580 m 。 船舶 が

航行す る 海 面下 を 走 る た め 、 海戒 を 掘 り 下 げ 「沈J車両」 と 呼ばれ る 箱 を 6 基埋 め て連結 し

た が、 箱枠 に は鉄筋 を 使 わ ず鋼板 に コ ン ク リ ー ト を 流 し込む世界初 の工法で 行 わ れ た 。 総

工費 は 980億円 。 1992年 に 着工 さ れ 5 年設 に 完成 予定 だ っ た が、 震災で 罷上部 の 道路 に 被

害が出 る な どで工事が遅れ て い た 。

2 . 鉄道
震災で壊滅的被害 を 受 け た の は 鉄道 で あ ろ う 。 阪神 間 は 六 甲 山系 と 海 の 聞 の 狭い地域 を

JR， 私鉄が東西 に 走 っ て い る だ け に 、 鉄道の麻庫 は 住 民 に 最大 の 苦 痛 を 与 え た 。 中 で も

JR 西 日 本 は 甲 子 閑 口 一 四 明 石 間 の す べ て の 駅が被災 し 、 高 架 、 盛土が崩壊 し 線路が宙 に

浮 く 状態 だ っ た が、 発生後、 75 日 目 と い う 速 さ で大 阪 ~ 神戸 聞 を 開通 さ せ た 。 翌年か ら は 、

運輸省 の今後 に備 え た 5 ヵ 年計画 に 基づ き 高架橋な どの甜震補強工事 を 進め た が、 工事の

進展 は 順調 と は 言 え な か っ た 。 2000年 1 月 に発表 さ れ た 運輸省近畿運輸局 の ま と め に よ る

と 、 震災 を 教訓 に 国の指示で進 め ら れた 鉄道 の 緊急耐震補強 は 、 同年毘末で近畿の主要13

社 の 進捗率は約50 % 。 当 初 日 標 だ っ た 5 年以 内 で の 完了 は難 し い 見通 し と な っ た 。 こ の う

ち JR 西 日 本 は 、 山 陽新幹線が橋脚補強、 落橋防止 と も ほ ぼ完了 し た の に 、 在来線は2 ， 100 ヵ

所の橋脚の う ち 完 了 し た の は 1 ， 000 ヵ 所 と い う 状況 だ っ た 。
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〔鷹取工場が1 00年の歴史 に幕〕

復 旧 が進 め ら れ る 一方 、 「復 旧工事後、 高 架構 の 列 車騒音、 振動が ひ ど く な っ た」 と い

う 苦靖が出 さ れ た 。 JR 住吉 一 六 甲 道 陣 の 沿線住民約50世帯が1998年 に JR 西 日 本神戸支社

に対策 を 要望 し た も の で 、 間支社 は2000年 2 月 に神戸市東灘 区 内 で住民説明会 を 開 き 、 「低

騒音 ・ 低振動型車両の 導入 、 線路の歪みの修正 な どの対策 を 以前か ら 進 め て い る J 旨 を 伝

え た 。 苦情が出 さ れた の は 河 区御 影町郡家、 御 影 中 町 な ど を 通 る 高架 区 間 で 、 震災 に よ り

一部が損壊、 3 ヵ 月 後 に 耐震補強 を 施 し て毎 泊 さ れ た が、 か え っ て 騒音が激化 し た と い う 。

同支社管内 で は 山 陽新幹線沿線の尼崎市食満地区周辺 な どで も 、 震災後 に 騒音 ・ 振動が激

し く な っ た ー と 住民が訴 え 、 JR 側 と の話 し合 い が続い て い る 。

一方、 国 内最 古 の 鉄道車両工場 'JR 西 日 本鷹取工場」 が、 こ の 年 、 閉 鎖 さ れ た 。 同 工

場 の 跡地18h a 中 lOhaが、 震災復興住 宅 の 建設用 地 と し て神戸市 に 譲渡 さ れ る た め で、 国

産 第 1 号蒸気機関車 な ど を 製造 し た歴 史 を 誇 る 工場 は 100年 の 歴 史 の幕 を 降 ろ し た 。 同工

場 は 1871年 ( 明 治 4 年) に現在の神戸駅付近 に創 ら れた 「工部省神戸工場J が前身 で 、 1899

年 に 現在地 に 移 り 「山 陽鉄道鷹取工場」 に な っ た が、 の ち に 国有化。 1893年 に は 初 の 国産

蒸気機関 車 「形式860J を 製造 し て 以来、 数多 く の 列 車 の 製造、 改造 を 手懸 け 、 最 近 で は

寝台列車 「 ト ワ イ ラ イ ト ・ エ キ ス プ レ ス 」 も 製作 し た 。

震災で は 、 最大の被害地 に 近か っ た た め 大 き な 損害 を 受 け た が、 構 内 の 建物 に被災者 を

受 け入 れ た ほ か 、 周 辺地域が断水す る 中 で地下水を 汲み上げて使用 し て い た 大浴場 を 開放

し た た め 、 半 年 間 で延べ 1 万5 ， 000人が利用 し た 。 工場 は復旧 し た が、 1 996 年 に神戸市 か

ら 復興住宅用 地 に と 、 強 く 要望 さ れた こ と か ら 譲渡 を 決め た も の O 工場 は 12 月 で 閉鎖 、 業

務 は 2000年度 に姫路市 に あ る 総合車両所 に 引 き 継がれ、 跡地は震災復興住 宅 な ど約 1 千戸

が建つ住宅地 に な る O

同 工場 で は住民 と の 交流 を 図 る た め 、 毎年夏休み に ミ ニ SL を 走 ら せ る な ど 「ふ れ あ い

フ ェ ア J を 開 い て い た が、 1999年 8 月 22 日 に 「最後の フ ェ ア 」 を 開催。 盆踊 り の ほ か、 住

民 の 要 望 で久 々 に 大浴場 も 開放。 1 万 人 を 超す工場関係者、 家族連 れが訪 れ栄光 に 包 ま れ

た 工場への 別 れ を 惜 し ん だ。

〔岩屋駅の改造工事に着工〕

阪神電鉄 は 、 1938年の 阪神 大水害 を 筆頭 に 数多 く の 災害 に 遭遇 し た が、 今度の震災で は

約 2 km に 渡 っ た 高 架橋の 崩 壊 を 始 め 車両基地、 軌道設備、 車両な ど に 空誌 の 大被害 を 受 け

た 。 し か し 、 日 に夜 を 次 ぐ毎!日工事の努力 は 、 6 月 初 日 、 不通だ っ た御影 一 西灘 間 を 復 旧

さ せ、 約半年ぶ り に全線 を 開通 し た 。

震災後、 既存の鉄道構造物 の う ち 、 緊急 に 耐震補強 を 必要 と す る 施設 に つ い て は 1995年

震 か ら 工事 を 進 め た が、 1999年度 は ラ ー メ ン 高架橋 ・ 橋台で尼崎駅高架橋、 大物駅高架橋

な ど を 実施 、 開削 ト ン ネ ル 中柱 も 64本の補強 を 終 え た 。 ま た 落橋防 止工事は武庫川橋梁、
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淀川 ・ 福 島 間 高 架橋 な どで行 わ れ た 。 こ の結果、 耐震工事の進捗率 は 2000年 3 月 末 で高架

橋や ト ン ネ ル の柱 の捕強工事 は93% 、 落橋防 1上工事は91 % に達 し 、 こ れ ら の 工事 は2001年

度 で完了 す る と こ ろ ま で、漕 ぎ着 け た 。 工事総額 は 約20億 円 。 駅舎で は 、 岩屋駅 (神戸市瀧

区岩屋北町‘ 4 丁 目 1 - 1 ) の改造工事が 8 月 27 R 着 工 さ れ た 。 同 駅 は 、 神戸市 中 央区 と 灘区

の 臨海部 に 建設 中 の fIIi\T 神戸J (東部新都心) の 最寄 り 駅に な る が、 今後、 復興住宅の

完成 な どで増加す る 利用 客 に は 、 現在の プ ラ ッ ト ホ ー ム や駅舎で は対応が難 し く な る こ と

が予想 さ れ る た め 、 改造が決 ま っ た 。 同 年 度 に 部 設 さ れ た 運輸省 の 「鉄道駅総〆合改善事業J

の適用 第 l 号で 、 神戸高速鉄道が国、 県、 神戸市の補助 を 得て 施行 す る も の O 工事 は委託

を 受 け て 阪神電鉄が施工 し 、 神戸高速鉄道 の所有す る 駅施設 を 阪神電鉄が賃貸す る 形 に な

る 。

駅改良工事 は 、 現在 の プ ラ ッ ト ホ ー ム の 北側 に新 し い プ ラ ッ ト ホ ー ム を 一 面新設 (120 m ) 、

と り 線 (梅 田 方面行 き ) 専用 ホ ー ム と し 、 現 プ ラ ッ ト ホ ー ム (120 m ) は 下 り 線 (三宮方

面行 き ) 専 用 と す る 。 駅舎は現在の駅舎東側 か ら プ ラ ッ ト ホ ー ム の 西側半分 の 上 に 造成 さ

れ る 人工地盤 ( 耐積約1 ， 400m2 、 延長60 m ) の 上 に 設 け る 。 上下線 に そ れぞれエ レ ベ ー タ 一 、

エ ス カ レ ー タ ー を 設置す る ほ か 、 男 女 別 車椅子対応、 ト イ レ の新設や 、 券売機 ・ 改札機の増

設 な どで快適 ・ 利便性 の 向上 を 阿 る 。 総工費32億 円 で 、 2001年度末 に 完成予定。

(同4- 1 )  r岩爆駅完成予想図」 山
戸儲

議華
経

出邦議能

(阪神電鉄資料)
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( 図4�2) r岩濠駅完成予想、関」

環畿

完成後

(阪神電鉄資料)

春 日 野道駅 も íHAT 神戸J の 最寄 り 駅 と な り 利用 客 の大 幅 な 増 加が予想、 さ れ る た め 、 1999

年度か ら 調査 を は じ め 、 2001年度 に 着工す る 予定 で い る 。

ま た 、 両官浜 に建設 さ れ た 「西宮マ リ ナ パ ー ク シ テ ィ 」 の 震災入居者の 便宜 を 図 る た め

に 阪神 ' JR 西宮駅 を 結 ん で い る 阪神電鉄パス 「西宮浜手線」 で は 、 1999年 4 月 の ダ イ ヤ

改 正 で昼 間 時 間 帯 の 運航便数 を 増便 し た ほ か、 JR 西宮駅へ の 乗 り 入 れ 回 数 も 増 や し た 。

床 面 の 高 さ が従来 の パ ス に 比べ50cm も 低 く 乗降 口 と 車内 の 段差 を 蕪 く し 、 車椅子利 用 者

t首イ更 さ オした 「 ノ ン ス テ ァ ブ。ノ fスJ
(阪神電鉄提供)
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や老人が安心 し て乗 降 出 来 る ノ ン ス テ ッ プパス を 、 I 両か ら 3 両 に 増加 さ せ た 。

震災で壊滅的被害 を 受 け復 旧 が見送 ら れ て い た 摩 耶 ケ ー ブル は 、 資金難 な どで復旧 の め

どが立 た な い た め 、 2000年 4 月 、 六 甲 摩部鉄道 か ら 神戸市、 神戸市都市整備公社 に無{賞譲

渡 さ れた 。 同公社 は復旧工事 に 入 札 2001年 3 月 か ら 営業再開 の予定。

〔全線の高架の緊急点検〕

京都根 を 除 く すべ て の 路線で橋梁、 高架橋、 駅舎 な ど に損傷 を 受 け た 阪急電鉄だが、 最

大の被害 は神戸線西宮北 口 ~ 夙川 に あ る 1 . 6 km の 西宮高架橋で、 柱512本 中 490本が傷つ き 、

う ち 52本 は横転 し 圧壊 し た 。 し か し 1998年 度 に神戸線の橋脚70本 を 補強 し た の を 皮切 り に

落橋防止、 橋脚補強 を 続 け 、 進捗率 は 100% に な っ た。

1999年度 は 7 月 四 日 か ら 全線 の 高 架橋 の 緊急点検 を 実施 し た 。 JR 山 陽新幹線の コ ン ク

リ ー ト 落下事故後 に 出 さ れ た運輸省通達 を 受 け て の措置で、 ト ン ネ ル も 7 月 中 に点検 し た。

同電鉄の高架橋は 延長23 kmあ る が、 目 視 と ハ ン マ ー で た た く こ と で異常の有無 を 調べ る 打

音検査 を 行 っ た 。 震災で倒壊後、 復 旧 し た 約 1 . 6 km も 調査区域 に 含 ま れ た が危 険笛所 は な

か っ た 。

〔耐震補強工事 は落橋訪止 を 中心 に 〕

山 陽電鉄は 大損傷 を 受 け た本杜 ピ ル を 筆頭 に 、 本線48駅の う ち 東部の20駅で被害が出 た

た め 、 本格復旧 ま で に は 1 年 2 ヵ 月 を 要 し た 。 1997年度か ら 始 ま っ た耐震補強工事は 1999

年度 も 落橋防止 を 中 心 に 行 わ れた 。 養 田 川橋梁 6 連、 中 島架道橋 3 連、 柳井川橋梁、 別 府

架道橋、 尾 上 の松架道橋、 洗井架道橋各 2 達、 松村川 i橋梁 1 連の 7 ヵ 所、 18連 の 落橋紡止

工事 (ずれ止め) を 実施 し た 。 し か し 、 近畿運輸局 の課査で は 落橋防止は大半が終了 し た

が、 橋脚補強 は 半分弱 ー と な っ て い る 。

( r l日居留地 ・ 大丸前J な ど駅名決 ま る 〕

神戸市営地下鉄 は 、 1977年 3 月 に 新長 田 ~ 名 谷で営業 を 開始 し 、 そ の後 、 東西へ延伸 、

1987 年 に 現在 の 新神戸 ~ 西神 中央 聞 の 営業 と な っ た 。 1994年か ら は 、 三宮 を 起点 に市 の 南

部地域 を 抜 け 、 新長固 ま で を 結ぶ地下鉄海岸線工事 を 進め て い た 。 震災で都市基盤 に壊滅

的 な 損害 を 受 け た 神戸市 は 、 同 年 に 策定 し た 「第 4 次神戸市基本計画」 で 、 海岸線建設 を

「 イ ン ナ ー シ テ ィ 総合基本計画J の リ ー デ イ ン グ プ ロ ジ ェ ク ト の 一つ に位置付 け 、 震災復

興事業 の核 に 据 え た 。 海岸線 は 三官 、 元 町 か ら 栄町通 を 経 て 、 和 田 岬、 駒 ケ 林 な ど l' 町 の

雰囲気の残 る 地域 を 走 り 新長 田 ま で を 結 ぶ 。 古 く か ら 栄 え た 兵庫 、 長 田 区 の 南部 は 、 人 口

密度が高 く 都心 に 近い に も 拘 ら ず公共交通が市パス し か な い た め 、 大量輸送交通 の 整備 が

待 ち 望 ま れ て い た 。 輸送効率 な どか ら 駅間 は 1 km を 基準 と し 、 全長 8 kmの 区 間 に 10駅 を 設

け た 。 2001 年 に 開 通す る と 、 白 に グ リ ー ン と マ リ ン ブル ー を 配 し た軽快 な 車両が走 り 、 現
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(図 5 ) r市苦言地下鉄 ・ 海岸線の釈名J

(神戸 市交通局資料)

在、 パス で60分掛か る 新長 田 ~ 三宮 聞 が約15分 に 短縮 さ れ る 。

工事は 、 鋼鉄製の掘削機械 ( シ ー ル ド マ シ ン ) を 地 中 で押 し 進め な が ら 土砂 を 掘削 し て

ト ン ネ ル を 完成 し て行 く シ ー ル ド工事 と 、 地上か ら 掘 り 下 げる 開削工事の 2 種類で、行 っ て

い る が、 1999年度 に工事 は 大 幅 に 進 み ト ン ネ ル工事 は す で に 全線開通 し 、 開削工事 も 駅本

体の コ ン ク リ ー ト 作業 や土砂の埋め戻 し作業 を 一部残す の み と な っ た 。

仮称、だ、 っ た 海岸線の駅名 も 、 市民か ら の駅名募集 な ど を 参考 に正式 に 決 ま っ た 。 東か ら

「三宮 ・ 花 時計前J ' î日居留 地 ・ 大丸前J r み な と 元町J rハ ー パ ー ラ ン ドJ r 中央市場前J r和

田 岬J r御 崎公園J r苅藻J r駒 ケ 林J r新長 田J の 10駅。

(図6-1 ) r海岸線主要駅の 出 入 口 周辺図」

三宮 ・ 花時計前駅

(神戸 市交通局資料 )
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( 凶6�2) I海岸線主要駅の 出 入 口周辺図」

ハ ー バー ラ ン ド 駅

3 . 港湾
〔災害に強い港湾づ く り 続け る 〕

(神戸 市交通ぶj資料 )

海岸 線 を た る 新i.\�車問
(宇中戸市交通局提供)

tJ片界有数の港湾 で あ っ た神戸港 は 、 大型岸壁239パー ス の大半が沈下 、 傾斜 し た の を 始 め 、

上屋、 野積場、 荷役機械、 倉庫 な どすべて に被害 を 受 け 、 壊滅状態 に な っ た 。 震災在後に

使用 可 能 な パ ー ス は公共、 私設合わせ て 14 し か な か っ た が、 麻埠 し た 陸上交通 に代 わ っ て 、

救援物資 や 救援者の 受 け 入れ な ど に使用 さ れ た 。 コ ン テ ナ 、 フ ェ リ ー パー ス の工事 を 優先

的 に 進 め た復旧作業 は急 ピ ッ チ で行 わ れ た 。 部分的 に 進 め た 耐震化工事 と 合わせて災害復
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旧工事の行 わ れた神戸港 は 、 1997年 4 月 に復旧完成記念式典 を 聞 き 、 港湾機能復活 を 全世

界 に告 げ た 。

震災後の神戸港は 摩耶、 新港束、 兵庫 の 各ふ頭で耐震強化岸壁 も 含め た 再 開発 を 進 め た

が、 1999年度 も 災害 に 強 い 港湾づ く り を 続 け た ほ か 、 港湾管理者 E D I シ ス テ ム の 稼働 、

港 島 ト ン ネ ル の供用 開 始 な どで神戸港の利用促進 を 図 っ た 。 摩耶ふ頭 は 第 1 � 3 突堤 聞 を

埋 め 立 て て 広 い荷役ス ペ ー ス を持つ近代 的 な ふ頭 と し て の 再開発 を 進 め 、 同 様 に新港東ふ

港 で も 再開発の た め 第 5 � 8 突堤聞 を 理 め 立 て 、 現在 は 道路整備 を 行 っ て い る 。

甲 ア イ ラ ン ド 南 で は 、 北緑地 の 一 部 (約27ha) で 1995年 に埋立免許 を 取得 し 、 震災

で発生 し た 瓦醸の受 け 入 れ を 行い 、 さ ら に 、 免 許 を 得 た 残 り 区域の 命部 (約286ha) で も

埋立て工事 を 始 め た が、 1999年度 は 凌諜土砂の 受 け 入 れ の ほ か、 フ ェ ニ ッ ク ス 事業 に よ る

廃棄物理立 て 護岸整備 を 実施 し た 。 ま た 、 災害時の ア ク セ ス 機能 の 強化 を 図 る 港島 ト ン ネ

ルが 7 月 に 開通 し た が、 前年度 か ら 始 め た神戸大橋の取 り 付 け道路の床板補強 も 、 こ の 年

に 完成 さ せた 。 さ ら に 浜手幹線 な どの主要幹娘道路 と 新港東ふ頭 を 結ぶ 「新港東ふ頭連絡

線」 の 整備 や 、 防災拠点 と し て位置づ け て い る 東部臨海部のハ ー パー ウ オ ー ク や物揚場の

整舗 も 行 っ た 。

〔 サ ー ビ ス 向上 に EDI 化〕

利 用 者サ ー ピ ス の 向上 を I'XJ る た め の港湾情報の EDI (注 1 ) シ ス テ ム が、 秋か ら 稼働 し た 。

港湾の 人 出 港関連手続 き 等 を 一元的 に 受付処理す る た め 、 運輸省 と 各港湾管理者が共同 で

シ ス テ ム を 構築 し て い る も の で 、 将 来 は 税 関 の 海上貨物通関情報処理 シ ス テ ム と の連携が

可能 と な る 。 神戸港で は全国 に 先駆 け 、 埠頭用 地や上屋な ととの施設利用 の 諸手続 き も E D

I 化 し た 。

復興特定事業の 一つ で あ る 上海 ・ 長江交易促進 プ ロ ジ ェ ク ト も 、 い っ そ う の具体化 を 悶

る た め 、 神戸 ・ 長江聞 の 直航船の受入用 の 岸壁 を ポ ー ト ア イ ラ ン ド地区 に 指定 し て 受 入体

制 を 確保 し た 。 さ ら に 、 背後地 に 民 間 の 「神戸港国捺流通セ ン タ ー 」 が地上 5 階建の 高震

物流セ ン タ ー を 建設 し た 。 冷蔵倉庫 、 定揃加湿倉庫、 普通倉庫 に 流通加工施設、 情報化 オ

フ ィ ス な ど を 持つ 民活法特定施設で 、 3 月 か ら 供用 を 開始 し た 。 神戸港埠頭公社所有 の コ

ン テ ナ パ ー ス の買 取 も 引 き 続 き 行 わ れ 、 岸壁 も 公共多 目 的パー ス と し て再整備 し た 。 ポ ー

ト ア イ ラ ン ド (第 2 期) 側 で は 多 目 的パ ー ス (水深12 m ) の 整備 を 進め た 。

(注 1 ) EDI (電子デー タ 交換) と は 、 複数の企業や官公庁 防 で 、 取引 手続 き 情報 を 標準的 な 規約 に恭づい て コ ン
ピ ュ ー タ ー 間 で交換す る こ と に よ り 、 業務の効率化 ・ 省力 化 ・ ペ ー パ ー レ ス イヒ を実現す る こ と 。

ι 空港
震災復興の 中 心 に 位置付 け ら れ た神戸空港 は 、 神戸市が設置 し 管理す る 第 3 種空港で、

ボ ー ト ア イ ラ ン ド E 期 沖 約 1 kmの神戸港内272ha を 理め 立 て 、 ジ ェ ッ ト 機が離発着 出 来 る
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2 ， 500 m の滑走路 1 本 を 持つ。 旅客予想、数 は 、 2005年震の 開港時 に 年 需340万人 、 5 年後 の

2010年度 に 同420万人。 総事業費 は 3 ， 140億 円 。

1999年震 は 構想、以来17年 目 を 迎 え た が、 激 し い 反対市民運動や マ ス コ ミ の 将来の 問題点

の指摘 の 中 、 運輸省 の建設予定地の埋め立て認可 に よ り 、 難航 し な が ら も よ う や く “離陸"

体制 に 入 っ た 。

〔運輸省の認可で、 い よ い よ 着工へ〕

神戸空港建設の是非 を 問 う 住民投票条例案が臨時市議会で否決 さ れ て か ら 、 初 の神戸市

議選 (定数 の投票が 4 月 11 日 に 行 わ れ、 空港建設 に 反対 し 、 住民投票 の 実現 を 訴 え た

議 員 が23人 に な り 、 改選前の 19人か ら 4 議滞増 や し た 。 こ の 結果 に つ い て 空港反対市 民 グ

ル ー プは 「市民の議会 を 変 え よ う と い う 意識が結果 に 表 れ た J と 分析 し た 。 同 市議選投票

前 に新 聞 社 の 実施 し た ア ン ケ ー ト 調査 に 応 じ た 立候補者121 人 の 回 答 を 見 て も 「建設すべ

き 」 は66人 (55 % ) 、 「不要J は47人 (39 % ) 、 「い っ た ん凍結 し 時 間 を か け て 論議すべ き だ」

が 8 人 ( 7 % ) だ っ た 。

6 月 に は 「神戸市民 オ ン ブズ マ ン の 会」 の メ ン バ ー が、 神戸市が今年度予算 に着工費 と

し て計上 し て い る 378億 円 を 市債 の 発行 で調達す る 計画 に 、 起債差 し 止 め を 求め る 住民監

査請求 を し た 。 さ ら に 市民 団体が、 神戸市か ら 出 さ れ て い る 空港 島埋め立 て 申 請 に つ い て 、

慎重 に 審議 す る よ う 求め る 要望書 を 川 崎二郎運輸大 臣 に 送 っ た 。 「神戸空港 ・ 住民投票須

磨 区 の 会」 な どで 、 神戸市の需要予 測 で 国 内総生産 の 伸 び率や座席利用率 な どが甘い と 指

摘、 「 よ り 多 く の疑問点や 問題点が明 ら か に な っ て い る 」 な ど と 慎軍 な 審議 を 要望 し た 。

反対運動が高 ま る 中 、 環境庁 は 6 月 22 呂 、 神戸空港の公有水面埋め 立 て に 同 意す る 意見

書 を 運輸省 に提 出 し た 。 意見書 は水環境の保全 ・ 創造計画 の 着 実 な 実施 、 航 空機騒音 の環

境監視 な ど を 指摘 し て い る が 「阪神大震災の復興事業の核 と し て位置付 け ら れ る も の で あ

る こ と を 考慮 し」 と あ る よ う に事実上、 理 め 立 て を 容認す る も の で 、 こ れ を 受 け て 同 省 は

( 凶 7 ) í神戸空港完成予想図」
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同 日 付 で埋め立 て を 認可 し た た め 、 難航 し た神戸空港 は 、 一先ず “離陸" す る こ と が決 ま っ

た 。 神戸市 は た だ ち に 業者選定作業 な ど に 入 り 、 2005年 の完成 を 目 指す こ と に な っ た 。

〔反対グルー プが市畏投禦 を 実施〕

こ れ に 対 し 、 空港建設 に 反対ーす る 市民 グ ル ー プ は 、 建設の是非 を 問 う 自 主管理の住民投

票 を 実施 し 、 同市が今年度予算 に計上 し た建設費 の予算支出 差 し 止 め 訴訟 を 行 う な ど反対

運動 を 高 め た 。 神戸空港建設の 是非 を 問 う 「神戸空港賛否 ・ 市民投票」 は 、 7 月 11 日 か ら

神戸市内 で一斉 に 始 ま っ た 。 去年秋、 住民投票条例制定 を 直譲請求 し た 「神戸空港 ・ 住民

投票 の会」 を 母体 と す る 市民投票実施委員会が投票 か ら 開票 ま で を 自 主管理で、行 っ た が、

l ヵ 月 間 の 運 動 で 、 投票総数31万票 の う ち 反対票が29万票 と 全体の94 . 2% を 占 め た 。 有効

票 の う ち 神戸市内 の有権者票 は 約21万票で、 前年の住民投票条例制定の 直接請求で提 出 さ

れ た 有権者署 名 約31万人 を 下 回 っ た 。 そ れ を 受 け て 同会 は 、 笹 山神戸市長 に 着 工 中 止 の 請

願書 を 提 出 し た が、 神戸市 は 「計画内容 な ど を 市民 に 知 ら せ、 市議会 に 諮 り な が ら 進 め て

き た。 各方面か ら 推進の意見、 要望 も あ る 」 と 説明 、 要望 に 沿 う の は 難 し い状態で あ る と

同 会の 請願 を 拒否 し た 。 神戸市議会 も 9 月 9 日 に 臨時会を 開 き 、 空港建設 に 反対の立場 を

取 る 共産党 と 住民投票両議員 団 か ら 提案 さ れ た 、 建設是非 を 問 う 住民投票条例案 を 「議論

は 尽 く さ れ た J と し て 、 反対多数で否決 し た 。

そ の 問 、 着工 に 向 け て の作 業 は着 々 と 進 ん だ。 8 月 30 日 に は埋 め 立 て に 伴 う 漁業補償問

題で、 神戸市 は 兵庫県内 の 5 漁協でつ く る 摂津漁業協会 (神戸市、 兵庫 、 東明石浦、 明石

浦、 淡路町、 約 1 ， 000人) と 補償金95龍 円 、 漁業振興対策費20億円 を 支払 う こ と で妥結0

9 月 10 日 に は 建設予定地周辺 を 通行す る 船舶 の安全 を 確保す る た め 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド沖

約 3 kmの 海上 に 建設予定地 を 取 り 回 む 形 で 船舶 禁止 亙域 を 示す ブ イ を 置 い た 。 ブ イ は 約

4 . 8 km 間 隔 で東西 に 2 つ並べ る 灯浮標 と 、 予定地 の 周 囲 約 9 km に 置 か れ る 浮体式灯標27基0

10月 29 日 に は空港起工式が神戸市 中 央 区 の ホ テ ル で 開 かれ、 経済界、 明 石 、 洲本市 な どの

近 隣 自 治体、 地元企業 な どでつ く る 神戸空港建設促進協議会 の 会員 や 関係者約1 ， 400人が

出席。 笹 山神戸市長が 「神戸が活力 を 取 り 戻 し 、 雇用 を 確保 し て 行 く に は神戸空港は 無 く

て は な ら な い都市基盤。 空港 を 核 に21世紀の告づ く り を 力 強 く 描 き た い」 と あ い さ つO 貝

原兵庫黒知事、 大庭神戸商工会議所会頭 ら も 祝辞 を 述べ、 着工 を 祝 う ク ス 玉が割 ら れた 。

一方、 新 聞 な ど マ ス コ ミ の論調 は 新空港 に厳 し く 、 疑問点、 問題点 を 紙面 に 掲載 し た 。

埋 め 立 て や 空港建設費 な どの経費 は埋 め 立 て た 土地 を 売 っ て賄 う 予定だが、 採算が取 れ る

の か。 長百 | く 不況 の 中 で市の旅客需要予測 は 甘過 ぎ な い か。 関西、 伊丹 と 2 つ の 空港の あ

る 地域 に 第 3 の 空港が必要 な の か。 環境 と 安全は 守 ら れ る の か な どで あ っ た 。

く参考文献〉
「仮干Ip電鉄資料 」 阪神電鉄
「地下鉄海岸線」 神戸市交通局
「地下鉄 ミ ニ ニ ュ ー ス 」 問
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r--
1 電話

阪神大震災で は 、 神戸地域で約30万 の NTT 加入電話が不通 に な っ た 。 加 入者系通信 ケ ー

ブル に も 影響が出 た た め電話通信 は大混乱 に 陥 っ た 。 故障の 原 因 は商用 電源 の停止 と パ ッ

ク ア ッ フ。電源の損壊が大半だ、 っ た が、 神戸市周 辺 に 全国 か ら の安否権認 、 見舞い の 電話が

殺到 し 、 震災当 日 に 通常 ピ ー ク の 50倍、 翌日 目 で も 20倍の電話が集 中 し た こ と が混乱 に拍

車 を 掛 け た 。 し か し 7 ， 000人体制 の復 旧 活動 に よ り 、 1 月 末 ま で に

電話回棋が繋が っ た 。

の あ っ た 約 10万の

NTT で は 震災後、 今 回 の 災害 な どか ら 得 た教訓l を 生 か し 、 災害 に 強 い 通信設備や被災

時の通信確保 な ど に対す る 基本方針 を 決め た 。 ま ず 「 ネ ッ ト ワ ー ク の信頼性向上J で は 、

従来か ら 実施 し て い る ネ ッ ト ワ ー ク の ル ー プ化 を 悶 り 、 市外伝送路が切 れ た場合で も 事前

に 用 意 さ れ た 迂 回 ル ー ト で救 え る 体制 を 創 っ た 。 「重要通信 の確保J で は 各種通信設備、

鉄塔な どの酎災性 を 図 り 安全 を確保 し た 。 そ し て 「 サ ー ピ ス の 早期復 i 日 」 で あ る 。

(表 4 ) fNTT の設儀の耐災性」

火災防護 風水害防護

- ど ル デ イ ン グ ・ 震度階 5 損傷 し な い ・ 建物不燃化、 耐火構造化 ・ 高所選定 (2001年降雨確率)
- タ ワ ー ・ 度階 6 軽微な鎖傷 ・ 防火区画、 防火扉の設置 ; ・ 水防板、 水防尿、 水防図障

. };三度階 7 崩壊 倒壊 を 回 ・ 火災報知器等の設置 ; ・ 建物の嵩上げ
避 ・ 消火設(私立の設殻 ・ 鉄塔風圧力11 重設計 (風速

- 貫通孔耐火主主 ぎ 60 m /  s 、 90 m / s )

- イ ン サ イ ド ブ ・ 震度階 5 損傷 し な い ・ 難燃素材採用 ・ ;長時間停電対 策
ラ イ ト ・ 震度階 6 軽微な損傷、 機 @ ケ ー ブル貫通部の耐 火塞 ぎ ・ ア ン テ ナ迷度Jl:設計

能上影響な し

- ア ウ ト サ イ ド { と う 道 I [ と う 道 I [ と う 道]
プラ ン ト ・ 震度階 6 損傷 し な い @ 防火俵 ・ 防水壁、 紡水扉

- 震度階 7 一部損傷、 ケ ー ・ 油流入防!と堰 ・ と う 道管理シ ス テ ム
! ブル 防護機能 に影響 な し ・ と う 選管理 シ ス テ ム { ケ ー フ ル]

l I ケ ー ブ ルl ト ゾル ト ゾ凡 蛾抑制防 止
- マ ン ホ ー ル内 ケ ー フ ル余長 ・ と う 道等で難燃ケ ー ブル適

月j
- ケ ー ブル接続技術の改良

(NTT 凶 日 本資料 )

移動電源車、 ポ ー タ ブル傷星 な ど災害 に備 え て の機器 も 整備 し た ほ か、 災害時 に市民が

利 用 出 来 る よ う に 公衆電話の無料化や 災害伝言 ダ イ ヤ ル の 導入 、 災害対策機 関 の 通信確保

を 国 る 災害時優先電話の接続、 衛星通信利用 の 多用 化 な ど、 万全の対策 を 講 じ た 。
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〔 ア ク セ ス 網の光化が進む〕

A方 、 マ ル チ メ デ ィ ア 時代 に 対応 し て ア ク セ ス 網 の 光化 も 積極 的 に 進 め た 。 光 フ ァ イ パー

は 現在 の メ タ ル 回椋 に比べる と 通信量、 信頼性が高 く 、 震災時 に も 十分対応出 来 る こ と か

ら 新た に 敷設す る 回 線 は 光方式で行 う 準備 を 進 め た 。 光化 は 当 面、 政令指定都市 、 県庁所

在地都市 と そ れ に準 ず る 都市が対象で全国 で75都市。 近畿地 区 で は 大津、 京 都 、 奈 良 、 大

阪 、 和歌山 及 び神戸 の 6 市 を 中心 に 進 め た 。 神戸市 を 中心 に し た 兵庫 県内 の 光 ケ ー ブル の

延 長 は 1999年度末で2 ， 70l km に 達 し 、 ま た住宅地 区 な ど で メ タ ル 回線並 み の低 コ ス ト で光

化が可能 な 「新光 ア ク セ ス シ ス テ ム (通称 π シ ス テ ム ) J も 、 1997年 に 全 国 に 先駆 け 、 神

戸市長 田 区鷹取東第一地区 に 導入 し て 以来、 520回線 に な っ た。

(表 5 ) 兵庫燦内 の 光 ケ ー ブ ル延長 キ ロ と π
シ ス テ ム導入予定回線累計 (延長km)

架空光 地 、〕む
i蜘年度末 | 397 1 ， 189 1 ， 586 

1 997年度末 515  1 、 509 2 ， ω j 
1998年度末 664 1 、 750 2 A14 1 
1 999年度末 777 

(NTT 商 口 本資料)

〔通信設備の拠点 ・ 神戸 中央 ピルが完成〕

(表 6 ) π シ ス テ ム 導入回線数

(NTT 西 日 本資料)

2000年 1 月 に は 神 戸市 中 央区 海岸通 に 建設 中 の 'NTT 西 日 本 神 戸 中 央 ピ ル」 が竣工

し た。 地 下 3 階 、 地上24階で、 阪神大震災の教訓 を 生か し 大規模災害 に対応 出 来 る 防災拠

点お よ び、 21世紀の マ ル チ メ デ ィ ア 時代 に 向 け た 情報通信設舗拠点 と し て の 特長 を 持 っ て

い る 。 ピ ル本体 に は 揺 れ を 吸収す る 制震壁 を 採用 し 建築基準 を は る か に 上回 る 雨t震性 を 実

現 し 、 神戸港 に 近接 し て い る こ と か ら 高 さ 2 . 5 m の高潮 に も 耐 え る よ う 一 階 に 水防 区 画 を

設 け 、 従来の 火災感知機の50倍以上 の感度 を 持 つ 超高感度煙感知機 を 設置 し 火災 の 早期検

知 を 図 っ た。 商 用 電源 を 途切 ら す こ と 無 く 自 動 的 に 切 り 帯 え る 2 系統ス ポ ッ ト ネ ッ ト ワ ー

ク 受電方式 を 採用 し 、 さ ら に水の訣給が不要 な ガス タ ー ピ ン エ ン ジ ン に よ る 非常用電源装

も 2 基備 え た 。 屋上 に は ヘ リ ポ ー ト を 建設 し 、 災害時、 物資、 負傷者の搬送 な ど緊急輸

に役立 て る よ う に し た 。

ま た通信 ピ ル と し て の特長 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク の信頼、 安全 を 図 る た め に 10ギ ガ ピ ッ ト /

セ カ ン ド の 大容景光 2 1) ン グ ネ ッ ト ワ ー ク を 採用 し 、 災害時の通信途絶 の 危機 を 分散す る

た め 光 フ ァ イ パ ー ネ ッ ト ワ ー ク の ル ー プ化 を 図 り 、 神 戸 中 央 ピ ル を ル ー プの 中 心 に 置 い た 。

さ ら に 西 日 本エ リ ア 全域 ( 当 面 は 関西エ リ ア 中心) の 良好 な 通信 の確保 と 故障発生時の 早

期 回復 を 目 指 し 、 24時間体制 で ネ ッ ト ワ ー ク を 監視す る ネ ッ ト ワ ー ク オ ベ レ ー シ ョ ン セ ン

タ も 同 ピ ル 内 に 設 け た 。 そ し て 、 i詣用 イ ン タ ー ネ ッ ト ブ ロ パ イ ダへの構内接続が可龍 な ほ
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完成 し た NTT 両 日 本 「神戸 中 央 ピ ル」
(NTT 西 日 本提供)

か、 多彩 な 白 線接続への対応、 が 出 来 る た め 、 IP ネ ッ ト ワ ー ク の拠点 ピ ル に な る よ う に し

て い る 。

2 . ニ ュ ー メ ディ ア
販神大震災 は イ ン タ ー ネ ッ ト の存在 と 利用価値 を 広 く 知 ら せた 。 そ し て 自 治体での ホ ー

ム ペ ー ジ 普及 の き っ か け と な り 、 f青報手段の ー っ と し て市民権 を 得 る こ と に 繋 げ た 。 震災

当 日 、 情報手段の壊滅 し た 中 で市民 に 直義広報す る 最授の手段 と な っ た の が、 イ ン タ ー ネ ッ

ト だ っ た 。 震災の翌日 日 か ら ホ ー ム ペ ー ジ の 内容 を 震災情報 に 切 り 持 え 、 神戸か ら の情報

を 世界 中 に 発信 し た が反響 は 凄 ま じ く 、 1 月 末 ま で の ア ク セ ス 件数 は 世界60 ヶ 国、 45万件

を 数 え た 。

震災 に よ る 被害が予想 を 上 回 っ た こ と か ら 、 神戸市 は 1996年度 に地域防災計画の 地震対

策編 を抜本 的 に 改訂 し 、 情報収集 ・ 伝達 ・ 広 報計画 は応急対応計画 と し て a 情報の ネ ッ ト

ワ ー ク 化、 b '情報収集 シ ス テ ム の 整備、 C 災害時通信 シ ス テ ム の整備、 d 災害時広報 シ ス

テ ム 、 e マ ス コ ミ と の連携、 f 災害時広聴 ・ 相談 シ ス テ ム と 定め た 。 ま た 、 1998年度 に は

災害発生査後か ら 応急対応期 ま での対応 を 情報面か ら 支援す る こ と を 目 的 に 、 神戸市総合

防災通信 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム ( こ う べ防災 ネ ッ ト ) が創 ら れ、 現在 も 運吊 さ れて い る 。

震災 に よ る イ ン タ ー ネ ッ ト への 関心の増加か ら 、 現在、 神戸市の ホ ー ム ペ ー ジへの ア ク

セ ス は l 日 2 万件 に 達 し て い る 。 1997年度 に神戸市高震情報化委員 会 に 設 け ら れ た プ ロ

ジ ェ ク ト チ ー ム で運営方法が討議 さ れ、 翌1998年 6 月 に は ホ ー ム ペ ー ジ作成 の ガ イ ド ラ イ

ン が造 ら れ た 。 そ し て 1999年 5 月 に 、 く ら し の便利 帳 「 く ら し の ダ イ ア ル」 を H T M L 化
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し て公開。 1 1 月 に は 神戸市の全局 ・ 区がそ れぞれ の ペ ー ジ を ア ッ プ し た 。 現在 の 内容は 「市

長への手紙f震災資料室J (阪神大震 災 に つ い て ) 1神戸市か ら の お 知 ら せJ ( 週 間 市政ニ ュ ー

ス ・ 記者発表資料) ハ ロ ー ! KOBEJ (各局 ・ 区 の ホ ー ム ペ ー ジ) 1 く ら し の ダ イ ア ル J

と な っ て い る 。

(表 7 l I神戸市 ホ ー ム ペ ー ジへの ア ク セ ス」

1999年度

F1 ア クセス1*数(] 日予知 j ア ク セ ス 数 H 立 ア ク セ ス 数 2 1立

3 1 4 ， 054 交通局6 ， 997 戦負採用 3 ， 295

2 1 3 ， 270 交通局 5 ， 542 職員採用2 ， 522

12 ， 953 交通局 5 ， 139 職員採用 2 ， 509

1 1 ， 298 交通局4 ， 733 入札情報2 ， 019

10 ， 072 交通局4 ， 84 2 入札情報1 ， 788

10 10 ， 858 交通路4 ， 924 職員 採月j

9 9 ， 994 交通局4 ， 614 入札情報2 ， l 1 l

8 9 ， 672 交通局4 ， 483 職員採用 2 ， 873

交通局2 ， 398 ま つ り 2 ， 34 1

交通局2 ， 520 職員採用 2 ， 296

織員採用 3 ， 584

職員採用 3 ， 138

〔 自 動販売機 を 利用 し て 緊急情報伝 え る 〕

(神戸市広報諜資料 )

街角 の 自 動販売機 を 利 用 し て震 災 な ど災害発生時 に 緊急情報 を 伝 え る 124日寺 間 電光表示

板情報サ ー ビ ス 」 が1999年 5 月 か ら ス タ ー ト し た 。 災害時の混乱の 中 で 、 市民が必要 と す

る 情報 を 迅速 か っ 正 確 に 届 け る こ と の難 し さ を 学 ん だ教訓 か ら 、 新 開 、 雑誌 な どの “紙"

媒体や イ ン タ ー ネ ッ ト な ど多様な方法での情報提供 を 一層 進 め よ う と 、 市民 に 身近 な 自 販

機 を 寵 っ て靖報 を 提供す る こ と に し た も の O 自 動販売機運営企業、 通信関連企業、 通信社

が共同 開発 し た も の で、 ポ ケ ベ ル の メ ッ セ ー ジ通信 ネ ッ ト ワ ー ク を 生か し 、 市 がパ ソ コ ン

で送信 す る 災害丈字情報 を ア ン テ ナ 内蔵の 自 販機が受信 し て 、 前面の電光掲示板 に流す。

防災情報の提供 に 自 販機 を使 う の は全 国 の 自 治体で初 め て O

一度 に 18件の情報が流せ る が、 平常時 は 8 件がニ ュ ー ス 、 l f牛が 自 販機 メ ー カ ー の メ ッ

セ ー ジ で 、 残 り 9 件 を 市が使 っ て 防災啓発情報、 観光 イ ベ ン ト な ど を 表示 し て い る 。 災害

が発生す る と 、 気象情報や避難勧告、 被害状況、 危険箆所 ・ 物資配給場所 な どの 関連情報

が18件す べ て を 使 っ て 速報 さ れ る O 地域別 に 限定 し た 情報の伝達 も 可能。 ]R 三宮駅北側

や 地下鉄ホ ー ム な ど、 駅周辺 や 人通 り の 多い場所 を 中心 に 7 ヵ 所 に 霊 か れ た が、 そ の後 、

市 内約60 ヵ 所 に 順次設重 さ れ た 。

524 第 九章 @ 都市 イ ン フ ラ



災害情報 を伝え る 自 動販売機
(神戸市広報課提供)

放送3 . 
NHK 

〔 ス ペシ ャ ル番組で 「阪神大震災 5 年J )

神戸市 の 中 心部 に建 っ て い た おHK 神戸放送局 の ス キ ッ プパ ッ ク レ コ ー ダ ー が、 マ グ ニ

チ ュ ー ド 7 . 2 の 恐怖 の 瞬 憶 を 全国 に 流 し て か ら 5 年。 神戸放送局 は 放送会館の壊滅 に よ り

移転 し た JR 神戸駅前 の H D C ピ ル か ら 1999年度 も 震災報道 を 送 り 続 け た 。

5 周年 と い う 節 目 を 迎 え た2000年 1 月 。 神戸放送局 で は 1 月 16 日 か ら 18 日 に 掛 け 、 大型

[日神戸放送局跡地にJl'j か ど広場 オ ー プ ン

復興な っ た観光船か ら 全]IiJ生放送 神戸み な と

物語」

第 1 ]6] I震災 5 年 に向けてJ

阪神大震災 5 ��( l ) も う 1 人命 を jま う た め に

第 2 1ill I渓災 5 i�残 さ れた諜

第3 [1] I ど う 進め る こ れか ら の復興」

い の ち 語 り 継いで~伸戸 学生新詩jの震災 5 年~

絞神大震災 5 年(21 あ の 日 か ら ~被災地 ひ と り ひ

と り の記録~

題fi\IJ 

神戸局制作の震災関連番組1 999年度(表 8 )

特集 震災復興

:JHK ス ペ シ ャ ル

特集 ・ 震災復興

特集 ・ 震災復興

新 日 本猿訪

NHK ス ペシ 「 ル

7 : 45� 8 : 00 

21  : 30�22 : 19 

18 : 1O� 18 : 38 

7 : 45� 8 ・ 28

8 : 30� 8 : 55 

21 ∞�21 : 49 

日会士
日

日

目

I 月 9 I:J 
1 月 14 日

1 月 15 R

1 月 16 El 
1 月 16 1J

i 月 16 13

ブ
国
ブ
ブ
国
日間

近
全
近
近
全
全

震災 5 年 支え あ っ て

NHK ス ペ シ ャ ル
行 ~ 火 I 18 : OO�OO : 45 

月 I 20 ・ ∞�20 : 45 阪神大震災 5 年(3) 震度 ? の衝撃 都市 は ど

治、

525 

(NHK 神戸放送局資料)
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(表 9 ) r復興'99J

放送 主 な 内 容 市ì;íf'{';
4 t H 口 市場の終が集合住宅 を 生 ん だ 建築 野崎際 -.R

4 )] 18 日 ふ る さ と と 呼ばれ る 街 を つ く り た い 長田 区野田北部地区

5 月 9 日 震災体験が ミ ュ ー ジ カ ル に NHK 厚生文化卒業 [ 1 1

5 tJ 16 1::l り 縦 ぐ 震災 メ モ リ ア ルハ ウ ス

5 月 23 日 ガ ソ リ ン ス タ ン ド を 防災拠点 に

月 日 被災地 )1セ ま いは今 復興公営住宅 新在家 ・ 南芦屋浜公 住:t

い は 今 コ レ ク テ イ ブハ ウ ス 宝塚福井コ レ ク テ イ ブハ ウ ス
ま い は今 仮設住宅 稲 田 自 治会長 一一 一一

)j 街づ く り は今 ① ど う 進め る 空 き 地の利用 街づ く り 支援 ネ ッ ト 小林郎雄氏

7 月 l lE l 街づ く り は今 ② ど う 意IJ る 街の コ ミ ュ ニ テ イ 都市民族小 森だ茂 一氏

7 月 18 日 街づ く り は今 ③映画で、街 に 活力 を

8 fl 1 日 震災 メ モ リ ア ルへの想い

9 )J 5 日 焼け跡の街は今 (鷹取東地区)

9 月 12 日 ト ル コ 大地震 現地を 訪れて

9 月 1 9 日 i 震災復興 を 検託す る く兵庫県 〉

10月 3 日 絵本 を 通 し て心の復興 を

10月 し て

10月 24 日 ゴル フ に復興の 心 を 込めて

月 7 EI 視聴者か ら の震災記録 ① ビデ オ

月 14 口 視聴者か ら の震災記録 ②詩歌 ・ 写真

月 21 日 視聴者か ら の震災記録 ③手記

12月 5 日 一緒に働 き ま せ んか ワ

12月 12 R ケ ミ カ ル シ ュ ー ズ業界 は今

12月 19 EI 孤独 を 癒 し た い く被災者向け住宅〉

1 月 9 日 特集 震災復興 ①震災 5 年 に 向 け て

②震災 5 年 残 さ れ た 課題

言零仮復興 ③ ど う 進め る こ れか ら の復興 兵庫県知事 貝 原 俊民氏、 評論家
内橋克人氏ほ か

(NHK神戸放送局資料)

テ レ ソ ン 番組 「震災 5 年 ・ 支 え あ っ てJ を 全国 お よ び近畿 ブ ロ ッ ク 向 け に 制 作 、 放送 し た 。

震災か ら 5 年 を 経て被災地 の 人 々 は こ の 日 を どの よ う な 思 い で迎 え 、 今後 に何 を 望 む の か。

未曾有 の 災害 と そ こ か ら の復興 に 向 き 合い 、 そ し て支 え 合 っ て き た 人 々 の 今だ か ら 語 れ る

体験や提言 を 30時間45分掛 け て 多 角 的 に 双方 向 で取 り 上 げた。 ' 5 年 を ど う 迎 え る かJ '毎

興 は 今J ' こ れか ら ど う 支 え 合 っ て 行 く かJ ' あ すへの メ ッ セ ー ジJ の 4 部構成 で 、 住 ま い 、

暮 ら し 、 こ こ ろ な どの課題 を 掘 り 下 げ る 試み。 番組は視聴者か ら 募集 し た手記や ビ デ オ 、

写真 な どの 記録資料の ほ か に2 ， 500人 の ア ン ケ ー ト 結果 な ど を 元 に 生 中 継で構成 し 、 5 年
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間 の復興の 歩 み を 検証す る と と も に 、 神戸市 中 山手地区の 旧放送会館跡地 に 特設 さ れ た 公

開 ス タ ジ オ で、 被災者が直接 メ ッ セ ー ジ を 発信 出 来 る 内 容 に し た 。 視聴者 か ら は I 1 月 17

日 と い う 神戸市民 に と っ て特別 な 日 を被災者の側 に 立 っ て 見つ め て く れ た 」 と 、 予想 を超

え る 高 い 反響が贈 ら れ た 。

ま た INHK ス ペ シ ャ ル 」 で 3 国 シ リ ー ズ の 「販神大震災 5 年j を 編成 。 14 日 下命 を わ

け る 72時間J - 検証初動 ・ 救命 シ ス テ ム ~ は 発生後72 時 間 の機能次第 で被災者の生死が分

か れ る 救命 シ ス テ ム が、 あ の 時、 問題 は な か っ た か ー を 警察 ・ 消 訪 ・ 医 療 な どのハ ー ド面

か ら 検証。 16 日 「あ の 日 か ら J -被災地 ひ と り ひ と り の記諒~ は被災者の 日 記、 ホ ー ム ビ

デ オ に 生 々 し く 刻 ま れ た 記録か ら 梅根状況 に 立 ち 向 か っ た 人々 の ド キ ュ メ ン ト o 17 B 

度 7 の衝撃J -都市は ど こ ま で耐 え ら れ る か~ で は 、 震度 7 の メ カ ニ ズ ム が よ う や く 解明 、

映像化 さ れ よ う と し て い る 中 で、 最新の科学的分析 に 基づ き 都 市防災 の 今援 を 考 え た 。 さ

ら に 「 ク ロ ー ズ ア ッ プ現代」 で も 12 日 「借金が返せ な い ! - 被災地 ・ 遅 れ る 経済復興- 、

13 日 「あ な た の家 は 大丈夫 ? - 耐震化進 ま ぬ木造住宅」 を 放送 し た。

特集呑 組 を 放送 し た神戸放送局の 「仮設ス
タ ン オ 」
(NlIK 神戸放送局提供)

震災直後か ら 始 ま っ た 「が ん ば ろ や ! 淡路 ・ 阪神J ( そ の後、 タ イ ト ル を 「復興」 に 変更)

で は 、 被災地が直面す る 課題 を様 々 な視点か ら 取 り 上 げ た 。 2000年 1 月 に は 9 日 、 15 日 、

16 日 の 3 日 間 に特集 「震災 5 年 に 向 け てJ I復興 は ど う 進 ん だ かJ I震災 5 年 こ れか ら の課

題」 を 近 畿 ブ ロ ッ ク に 流 し 、 地域放送局 と し て は異例 の 定時番組であ っ た こ の番組 は 、 こ

の特集の放送 を 最後 に 終了 し た 。

震災復興 を ア ピ ー ル す る 事業 と し て 3 月 に 閉 幕 し た 「淡路花博J で は 、 会場内 に 特設ス

タ ジ オ を 設 け 、 特集番組 を 制作 ・ 放送 し た ほ か、 「 と っ て お き 関西」 な どの 定時番組で、

話題や見所 な ど を 紹 介 し た 。

な お 、 震災で大 き な 被害 を 受け 、 取 り 壊 さ れた ま ま の 旧 会館の復興 は 、 こ の年 も 検討が

続け ら れ た 。
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サ ン テ レ ビ ジ ョ ン
( 1 首 1 6、 1 7に震災 5 年特番〕

震災直後、 サ ン テ レ ビ ジ ョ ン は大混乱の 巾 を 局 に 駆 け 付 け た 報道部員 ら の 手 で放送が開

始 さ れ た午前 8 時14 分か ら 23 日 午前 8 時 ま で丸 6 日 間 、 CM 抜 き の 地震報道 の み を 流 し た

が、 1999年度 も 被災地 に 生 き る 放送局 の使命 と し て 、 定時番組や特番で震 災 関連報道 を 続

け た 。 「ニ ュ ー ス eye ラ ン ドJ ' 同 f J ' フ ェ ニ ッ ク ス 兵庫」 の 定時番組 の ほ か、 特番 と

し て2000年の震災 5 周年 に は 16 、 17両 日 に 「震災 5 年特番 ・ み つ め て 明 日 へ」 を 編成 し 、

放送 し た 。

電気、 ガ ス 、 水道、 な ど生活 に 直結 し た ラ イ フ ラ イ ン の課題 を 探 っ た 16 日 の 「断た

れ た ラ イ フ ラ イ ン ・ 震災の教訓 を 生かす」 か ら ス タ ー ト 。 17 日 に は ト ル コ ・ 台湾 の 緊急報

告 を 挿 み 、 こ の 年 に 放送 さ れ た 「ニ ュ ー ス eye ラ ン ド」 か ら 秀作16編 を 選 ん だ特集 「震災

報道 こ の I 年」 、 兵庫県、 神戸市の 「震災犠牲者追悼式J の あ と 、 r，み つ め て 明 日 へ」 ミ ュ ー

ジ ッ ク ド キ ュ メ ン ト ・ 阪神大震災鎮魂組曲 '1995年 l 月 17 臼 JdJ 0 犠牲者の鎮魂 と 震災 を

り 継い で 行 こ う ー と 神戸市役所セ ン タ 一 合唱 団 に よ っ て 制作 さ れた 8 章か ら な る 組曲 で 、

森村誠一氏の原詩 に 池辺晋 -氏が曲 を 付 け た 。 番組で は演奏 と と も に 合唱 団 に 参加 し て い

る 被災者の 思 い や 森村氏の イ ン タ ピ、 ユ ー を 加 え て ミ ュ ー ジ ッ ク ド キ ュ メ ン ト に 構成 し た 。

「み つ め て 明 日 へ ~ 被災者か ら の手紙-J は 視聴者 か ら の手紙 を も と に 、 震 災 5 年 と 明 日

に 向 か つ て の思 い で構成 し た 。
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震災 5 年特番 「被災地か ら 被 災地へJ の ふ
場面

(サ ン テ レ ビ ジ ョ ン提供)



( 表10) 震災特集 '99 ・ '00 (云j会 浮田信明)

タ イ ト ル

「神戸市会 に新風 を」
4 月 18 日 1 1向 山 好一 赤塚 恵 一

小林 る み子 井坂 f吉見ま
rLr下 呂毅

5 月 初 日 火災保険 と 地震」
c1fr戸 建男 江部 13 
河合 和 子 亀井 尚也

興一

6 月 末 で仮設住 宅 の 移行期 限が来 る 。 130 世帯が生活
し て い た ボ ー ト ア イ ラ ン ド の 第 3 仮設住宅 も 閉鎖 さ れ

、 れ ま で取材 し た 映像 を振 り 返 り な が ら 、 仮設住
年 間 を 検証 し た 。

被災者への支援金制度がス タ ー ト し て l 年。
結婚 し た り 、 親 子が同居 し て 支援金が受 け ら
ケ ー ス がt-I � て お り 、 提訴の事u き も あ る 。 支媛金の問題
点 を 検証す る と と も に 、 住宅再建支援策 に つ い て 話 し
合 っ た 。

r 1 . 1 7 を か; え る 」
堀 内 正美 中 島 正義
白 木 利周

i 震災被災体験 を 次 の 世代 に伝え よ う 、 と い う 動
発化 し て い る 。 慰霊僻 を 巡 る 「震災 モ ニ ュ メ ン ト 交流
ウ オ ー ク 」 や 、 市民の 手 に よ る 追悼集会 を 企画 し
を ス タ ジ オ に招 い た 。

9 月 23 日 1 r台湾へ、 ト ル コ へ救援」
岡 田 幸宏 富問 敏典 尾崎 敏之
城戸 聡 子 石崎 勝伸
災害救助犬 、JJ

「台湾被災地報告」
斎藤 富雄 森玉 康宏

W� 

宮 下 敬正

「 ト ル コ 台湾救援報告」
1 月 初 日 | 斎藤 宮炊 垂水 英可

大 山 由〔高 村井 雅清
矢崎 正道 矢崎 直道

勝伸

雄
治
一
奈小

ビでは、 大地震か ら 1 か 月
を 送 っ た。 母[liJ に帰っ て ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に従事す る
日 本への惚学生や、 李登輝総統の復興政策 を取材 し

震災で壊滅的 な被害 を 受け た神戸市長田 区の南部地域
が、 元気 を 取 り 戻 し つ つ あ る 。 初 の本格的再開 発 ピル

! の オ ー ブ ン や、 駅前て、の温泉利泊計 闘がそ の例。 被災
商JJj主や町一づ く り 協議会の役員 ら が、 長田の今後 を 話
し 合 っ た 。

被災地の経済 に は 明 る い 兆 しがな か な か見 え な い が、
い わ ゆ る ベ ン チ ャ ー 企業は数多 く 誕生 し て い る 。
工場への支援策やベ ン チ ヤ 】 キ ャ ピ タ ル制度
紹介 し 、 今後の廃業復興の課題 に つ い て考え る 。

1999年は世界各地で大池震が相次 ぎ、 特 に ト ル コ と 台
樋 口 和広 | 湾では多 く の死者がtH た 。 現地救援へお も む い た神戸
松浦 ま き I i官、 兵庫県、 NGO や ボ ラ ン テ イ ア グ ル ー プの メ ン バ ー
森 祐理 | を ス タ ジ オ へJ起 き 、 報告 を 開 い た 。

尼崎公害訴訟の神戸地裁判決は 、 ク ルマ社会に反省 を |
迫 る 内容 と な っ た 。 原 告団長の松光子 さ ん と 、 阪神高 |
速 の 再建中止 を 求め たお足踏賢 明神戸大学教授、 五件木1占? i
夫 あ お ぞ、 ら 財 [:1[研 究主任 の 3 者が復興 と ク ルマ社会を i
巡 っ て 討 論 し た 。 I

と ク ル マ社会」
光子 塩崎 賢明
宏夫

「震災 を 忘れ な いJ
足立 悦夫 白 木 手IJ周

)交際
最終j江i は渓災犠牲者の遺族 3 人 を ス タ ジ

5 il' を 経た 心壌 を 開 い た 。

」
(サ ン テ レ ビ ジ ョ ン 資料)
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ラ ジオ 関西
大規模 な を 受 け た の は ラ ジ オ 関西 (AM 神戸) も 同様 で あ っ た 。 杜屋が大損壊 し た

危機状況の 中 で、 震災誼設か ら 20 日 朝 ま で 3 日 間 、 CM 抜 き の 震災報道 を 流 し た 。 ま ず、大

切 な の は 安否情報 と 生活情報で、 あ る と 、 当 日 朝 か ら 受 け付 け を 開始、 3 月 末 ま で に 6 万件

の情報が提供 さ れ た 。 以後、 被災地の放送局 と し て震災関連報道 を 続 け た が、 1999年震 も

精力 的 な 取 り 組み は 継続 さ れ た 。 「谷五郎 の OH ! ハ ッ ピ ー モ ー ニ ン グJ ，-話題屡団六大通

り 」 な どの 定時番組で、 年 間 を 通 じ 震災関 連 を 取 り ヒ げた ほ か 、 2000年 1 月 17 日 に は特集

を 組み 、 当 日 、 早朝 か ら 深夜 ま で特別番組 ，-�震災 5 年ス ペ シ ャ ル ~神戸発 く ・ ら ・ し21J

を 放送 し た 。

「早起 き サ ラ ダ で の 「 あ れか ら 5 追悼の灯 と モ ニ ュ メ ン ト 除 幕式」 か ら ス

タ ー ト 。 神戸市の追悼式典開場か ら の 生 中 継、 震災か ら 生 ま れ た 歌の特集、 今 日 の神戸の

表情 な ど、 各番組の 中 で “震災 5 年" を 取 り 上 げ た 。 「加藤登紀子 栄光教会 1 ・ 17 コ ン サ ー

ん や 「 ワ イ ド ス ペ シ ャ ル ー神戸発 く ら し 2 1 �J の あ と 、 汀夏 f、 安奈淳 ら 宝塚 OG 6

人 に よ る コ ン サ ー ト 「復興応、援/永遠 の タ カ ラ ジ ェ ン ヌ 」 と 続 き 、 「神戸発 震災総括 と

今後の課題」 で は 、 多彩 な ゲス ト が未曾有の体験 を 総括 し 、 生活 と く ら し の読点か ら 21世

紀の我が家の 防災 を 考 え た 。

(表11 ) 「話題屋団 六大通 り J の震災関連番組

タ イ ト ル 出演者

1 fJ I '渓災か ら 立 ち } がっ た一市場J
8 El I '長 田 中 央市場再 オ ー プ ン 」

エ ー ル 月 見 山 か ら 生 中 継

1 5 日 I 1-交流 ウ オ ー ク に つ い て 」
5 )J l 3  [=1 I '商条遊児の慰霊稗巡礼」

18 日 'HAT 語症のj兵の住民 と 中学生が交流会」

堀 内 lE美 さ ん

21 日 I '復興へあ と 一歩 竺条校夫
7 月 29 El I '救効技術近畿地区指導会 杉原恵子
10月 18 臼 I '台湾大地震の現地報官 レ ス キ ュ ー 隊 - 松崎正人氏

1 1 1 月 17 日 I 1- ト ル コ 大地震の現地調査報告 コ ー プ こ ー べ ・ 橋口文博氏( l jj m 1 「 日 本災害ボ ラ ン テ イ ア ネ ッ ト ワ ー ク J I 限公秀 大阪大助教授
1 1 日 ! '子供達の心の ケ ア 岩本 しず+ ， 神戸市立教育相談所
12 日 I r ま ち づ く り を 夫婦でがん ばる 琵琶開] 復興住民協議会 ・ 中 川 清司 夫妻
13 El I 'モニ ュ メ ン ト ウ オ ー ク につ い て 場内正美 ・ がんばろ う 神戸代表
1 4 El I '外医 人紋づえ者 ま今」 神田裕 ・ カ ト リ ッ ク 教会司祭l 
17 i一

:
iゴ1i1lド 守 に

「守 吻F防方災川オ y正川…1 ::J71ゴr13\Y三古ri7土:!ht::;27f 日.1 I '大火;震災 向 オ乞コず コρ ら れ な 、 、， 槌u 卓可 . 干神中戸新開記者
2 F月J 1 日 ! '司NPPO 一 1 0∞0番 日 σ T :- ヤ 」 三校克子、 力加日納浩美 さ ん J 

( ラ ジ オ 弱 肉資料 )
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(衣12) r谷五郎の O H I ハ ッ ピ ー モ ー ニ ン グ」 の震災関連番組

タ イ ト ル

「被災地 5 年 自 の ま ち づ く り 」

1 月 10 日 i r被災地の仕事づ く り 」
1 1 8 I r学生 に 開 く ・ 神戸の ま ち は今…」
12 日 i r住 ま い と コ ミ ュ ニ テ ィ ー」

「震災の教訓 世界へ」
「神戸市追悼式生中継」
rNGO の海外支援」
「震災後の火災保険 と 地震免責」

〔被災局 と し て 毘際会議 に参加〕

出演者

・ 大阪外大助教授
甲 カ ウ ン セ リ ン グ 

NGO 協働セ ン タ 一 村井雅清氏
山伸一 ・ 神戸大医学部講師

加藤恵、正 - 神戸商大教授

1 . 田耕蔵 ・ 神戸協 同病院院長
i品J EE TI主: 己 ・ 国境 な き 医師団医師

村井雅清氏
岡 田豊基 ・ 神戸学院大教授

( ラ ジ オ 関西資料)

1997年 に 神 戸 新 聞 、 サ ン テ レ ビ ジ ョ ン と の 3 杜 間 で結 ばれ た 「 緊急報道 ネ ッ ト ワ ー ク 」 、

1998年度の 「学校放送 緊急情報 シ ス テ ム j 、 県 下 の コ ミ ュ ニ テ ィ - FM 7 局 と 災害 や 緊急

事態時 に 手 を 繋 ぐ 「兵庫県地域 ラ ジ オ ネ ッ ト ワ ー ク 連絡会J や全国初の 緊急、地域防災情報

の カ ッ ト イ ン 放送 シ ス テ ム 「兵庫県/AM 神戸防災情報放送 協定」 な ど、 次 々 に 今後 の 災

害 緊急時 に 対応す る 体制づ く り を 進め て き た が、 1999年度 も 防災会議 で の 報告 な ど多 く の

活動 を 続 け た 。 10月 に タ イ のパ ン コ ッ ク で ア ジ ア 諸 国 の 防災研究者 と メ デ ィ ア 専 門 家 が参

集 し た ïAMIC 国 際 防 災会議」 に 招 か れ、 震災 に よ り 社屋が全壊す る と い う 危機的状況 に

見舞 わ れ た ラ ジ オ 局 が、 そ ん な 中 で どの よ う に 震災報道 を 始 め 、 続 け た か を 説明 し た 。 ト

ル コ 、 台湾の震災直後で も あ っ た の で、 ラ ジ オ 関西が結 ん で、 い る 「地域防災 ネ ッ ト ワ ー ク 」

に も 熱心 な 質 問 が出 さ れた 。

2000年 1 月 に は 、 東京で 開 かれ た 「大災害時 に お け る ラ イ フ ラ イ ン情報 と 放送の役割/

災害報道~市民 の い の ち と 生活 を 守た め に」 に参加、 実体験 に 基づい て の 報告 を 行 っ た 。

rAMIC 国際防災会議」 で報告す る 三枚博
行 ・ ラ ジ オ 関間報道製作部長 (当時)

( ラ ジ オ 関問提供)
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ま た 、 北海道 ・ 有珠 山 噴火 に伴 い 期 間 限定 で 開 局 し た コ ミ ュ ニ テ ィ - FM IFM レ イ ク ト

ピ ア 」 か ら の要請 を 受 け て 、 神戸か ら の エ ー ル を 込 め た 「特別番組 ・ 神戸 か ら の メ ッ セ ー

ジ」 を 制作 し 、 6 月 9 日 に 同局 で放送 さ れた。

4 . 新開
震災 5 年 目 を 迎 え た 1999年度 は新聞報道 に と っ て も 節 目 に な っ た年 で あ っ た 。 2000年 1

月 14 丹 、 最後の仮設住宅住民が退去、 ピ ー ク 時 に は 4 万6 ， 600世帯 あ っ た仮 設住宅が解消

さ れた 。 政府の復興本部 も 5 年 を 経過 し た 2 月 14 日 に 解散 さ れ、 10年の復興計画 も 折 り 返

し点 を 迎 え た 。

各 自 治体や NGO な ど は 、 震災時の 緊急対応や 、 そ の後 の復興の検証 に 取 り 組 み 、 兵庫

県 は 国 内外部人 の 専 門 家 を 集め た検証会議 を 開 い た 。 神戸市 は 1 万人 ア ン ケ ー ト な ど草 の

根検証 を 行 っ た 。 新 聞 各社 も 住宅、 産業、 心の ケ ア な ど各分野の検証 と 6 年 目 以降の 課題

の洗い 出 し に 力 を 注 い だ。 新 聞 は 「震災 5 年J を ど う 捉 え た か。 2000If 1 月 17 日 前後 の 各

社の報道 を 見 て み る と 、 神戸新聞 は i 面 ト ッ プの 見 出 し に 「本格復興へ続 く 模索 暮 ら し

経済格差拡大 育 つ市民社会の芽」 と 掲 げた。 18 日 に は 「新 し い市民社会 を 見 す え て 震

災 5 年 被災地か ら の発信」 を テ ー マ に し た 客 員論説委員 に よ る シ ン ポ ジ ウ ム を 開催、 9

項 目 の提 言 を 行 っ た 。

朝 日 新開 は 、 仮設住宅 か ら 毎興住宅 に 移 っ た被災者 に 焦点 を 当 て 、 復興住宅 で ア ン ケ ー

ト を 実施 し た 。 ま た 兵庫県 と 共催で震災対策国際総合 シ ン ポ ジ ウ ム 「生かせ教訓| 、 伝 え よ

う 21世紀へJ を 開 き 、 「教習JI は 世界で共有、 行政 と 地域、 連携 を 」 と 訴 え た 。

読売新聞 は 「生j吉本格復興へ正念場 一 高齢者ケ ア も 課題」 と し て 、 生活復興が 6 年 目 以

降の課題 で あ る こ と を 示 し た 上で、 l 面で 「災害危機管理」 な ど、 6 項 呂 の提言 を 行 っ た 。

毎 日 新聞 は 「復興ハ ー ド か ら ハ ー ト へ、 祈 り の灯列 島 に 6 万 思返 し 世界へJ と 彊い 、 「復

興 な お 途上 生活再建 こ れか ら 本番J と の見 出 し でそ の 認識 を 示 し た。

産経新聞 は 「今、 自 ら の足 で 「前進』 な お癒 え ぬ心の傷J と 現状 を 捉 え た 。

被災地 の 現状 は 5 年 を 経過 し で も 1 7 割復興J 1 8 都議興」 な ど と 呼ば れ て い た 。 震災

の後、 長5 1 く 不況で被災地経済 は足踏み を 続 け 、 「本格復興へ続 く 模索J 生 活再建 こ れか

ら 本番J と い っ た 言葉 に は 、 町並み の復興 と は裏腹 に 生活再建が進 ま な い被災者の苛 立 ち

が込め ら れた 。

そ の 一方、 被災地 で は 震 災 ボ ラ ン テ ィ ア を 契 機 に し た 多 様 な NGO が活動 し 、 ま ち づ く

り な どで行政 と 市民 の 新 た な 関係 も 生 ま れ た 。 新聞 を は じ め と し たマ ス コ ミ は 、 被災地で

生 ま れ た 変革の 芽 を 全国へ、 世界へ、 ま た21 世紀へ伝 え て 行 く 役割 を 担 う べ く 努力 を 続 け

た 。 そ の姿勢は 、 こ の年 に 世界規模で続発 し た大地震への対花、で実施 に 移 さ れ た 。 8 月 17

日 、 ト ル コ で起 き た マ グ ニ チ ュ ー ド7 . 4 の 地震 で 、 約 l 万6 ， 000人が死亡 、 ピ ル倒壊な ど11

万9 ， 000戸が全 半壊 し た 。 約 l ヵ 月 後の 9 月 21 日 に は 、 台 湾 中 部 で も マ グニ チ ュ ー ド7 . 6の
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地震が発生 し 約 2 ， 300人が亡 く な っ た 。 兵庫県、 神戸市 な ど 自 治体、 NGO は 救援や復興支

設 の た め 現地入 り し た が、 神戸新開 は じ め 各社の神戸支局 (総局) も 現地 に 記者 を 派遣 、

報道 に 当 た っ た 。

6 年 目 に 入 っ て も 各社 は 「震災報道」 を 継続 し 、 毎月 の 17 日 紙面 な どで、 高齢化 し た復

興住宅 な ど被災者 の 姿 を 追い続 け た 。

〔神戸~穂島新聞が災害協定結ぶ〕

な お 、 神戸新聞 と 徳 島新聞 は 1999年 7 月 27 日 、 「緊急事態発生 時 に お け る 新開発行援助

に 関 す る 協定」 を 結 ん だ。 協定は 4 項 目 か ら な り 、 地震、 火災、 台風や 各種事故で新聞 の

製作が不能 に な る か、 そ の恐れがあ る 緊急事態が発生 し た場合、 新開発行が継続で き る よ

う に全面的 に 協力 し合 う 一 内容。 両者 は 明石海峡大橋 の 開通 に よ り 地続 き に な っ た こ と と 、

四 国 の地方紙四社 も 協定 を 結 ん で い る こ と な どか ら 、 相互の協力体制 を 構築 す る 方 向 で一

致 し た 。 神戸新 聞 は 1994年 に京都新 聞 と 援助協定 を 締結 し て お り 、 阪神大震災の折 り 、 京

都新聞 の 支援で新開発行 を 続 け た 経緯があ る O

く参考文献 〉
fNTT 資料J NTT 西 日 本
「神戸市資料」 神戸市広報課
「サ ン テ レ ビ ジ ョ ン 資料」 サ ン テ レ ビ ジ ョ ン
「 ラ ジ オ 潤凶資料」 ラ ジ オ 問問
初 日 、 毎 B 、 読売 、 サ ン ケ イ 、 日 経 、 神戸新聞
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第十章

防 災



は じ め に

2000年 1 月 17 日 、 被災地 は 大震災か ら 5 周年 を 迎 え 、 仮設住宅解消 と い う ヤ マ を 越 え て

10年の復興計画の 前半 を 折 り 返 し た 。 そ し て翌 2 月 、 政府の復興対策本部 は 5 年間 の 法期

限 を 迎 え て 解散 し 、 兵庫県 を は じ め と し た被災 自 治体 は 新 た な 決意で後半の 6 年 目 に 踏み

出す大 き な 節 目 と な っ た。

国連の 「 国 際 防 災 の 10年J の最終年 と な っ た 1 999年 は 、 ト ル コ 、 台湾で 世 界 の 震災史 に

残 る 巨大地震が立 て続け に 発生 し 、 ピ ル や住宅が倒壊、 瓦醸の下敷 き と な っ て多 く の生命

が失 わ れた 。 5 年前 の 悪夢 を 再現す る よ う な被災地のd惨状 を 報道で知 っ た 阪神 ・ 淡路大震

災の被災地か ら 、 行政、 民 間 の救援 ・ 支援組織が被災地 に 向 け て 次 々 と 旅立 っ た 。 特 に 兵

庫県 と 神戸市 の 支暖 チ ー ム は 、 わが国の 自 治体一般職員 に よ る 初 の本格的 な 海外での災害

支援 と な り 、 巨大地震災害 に 見韓 わ れ た 自 治体の経験 を 海外で生かす体験 と な っ た 。

こ の年、 国 内 に お い て は 、 茨城県東海村 の原子力 関連施設で 国 内 初 の 臨界事故が発生 し 、

初動対応、 事故後の対応 に 問題 を 残 し 、 わ が 国 の 原 子力 妨災の あ り 方が改 め て 間 わ れ る 結

果 と な っ た 。 自 然災害 も 重大事故 も 、 常 に 「想定外」 の 形で起 き る も の で あ る こ と を 見せ

つ け 、 あ ら ゆ る 災害、 事故 に対す る 「想像力」 の大切 さ と 、 発生 を 想定 し た 対応措置 の 準

備 と 訓 練が欠かせ な い こ と を 、 大 き な 犠牲 を 支払 う こ と に よ っ て再雄認 さ せ ら れ た 。

震災か ら 5 年 と い う 節 目 を 機 に 、 震災直後の 初動対応か ら 復 旧 、 復興の過程 を 総点検 し 、

阪神 ・ 淡路大震災の経験 を 、 今後の復興 に 生 かす と と も に 、 世 界で発生す る 自 然災害の 防

災 に 役立 て る こ と を 目 的 に 兵庫県が設置 し た 震災対策国際総合検証会議 は 、 国 内外の専 門

家 に よ っ て様々 な 角 度か ら 災害 に 備 え る た め の課題 を 抽 出 し た 。 ひ と つ の 災害 を 、 こ れだ

け大規模 に 、 総合的 に検証 し た例 は ほ と ん ど な く 、 失敗 も 含め て 災害 に 関 す る 経験 と 情報

の 共有化 に 踏 み込 ん だ姿勢は高 く 評価 さ れて い い だ、 ろ う 。

ま た 、 神戸市 は こ れ ま で の復興の取 り 組 み を 振 り 返 り 、 後半 5 カ 年 に 向 け て 有効 な 施策

を検討す る た め の 「神戸市震災復興総括 ・ 検証J を 行 っ た 。 同 市 の 「総括 ・ 検証J は 、 市

民 と の協働 に よ る 「草の根か ら の検証」 を 基本 に 、 4 つ の分野 に わ た っ て行 わ れ た 。 こ こ

で は本章 と 関連 の あ る 「安全都市分野」 の 報青 の 一 一部 を 紹 介す る が、 「住民参画」 を 機軸

と し た提言 を 行 っ た の が特色 で あ る 。
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いお 震災復興対第 5 年の検証
阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年 目 を 迎 え た 1999年 4 月 、 兵庫県 は 震災発生時の 初 動 か ら 復興

ま での対応、 対策 に つ い て 、 国 内外の専 門 家 に 検証 し て も ら い 、 そ の 成果 を 今後の復興 と 、

世界の 災害対 策 に 生 か そ う と 「震災対 策 国際総合検証会議J (産長 ・ 新野幸次郎神戸大学

名 誉教授) を 設置 し た 。

検証の対象 と し た テ ー マ は20項 目 に わ た り 、 国 内20人、 海外か ら 16 人 の 学者 ・ 専 門 家 が

委員 と な っ て 、 現地調査、 被災者 や 関係者か ら の 開 き 取 り 調査 な ど を 行 い 、 2000年 1 月 、

テ ー マ ご と に リ ポ ー ト が提 出 さ れ、 同 月 10 日 か ら 14 tl ま で 3 回 に わ た り 分野別 に 報告 会 を

開催 し た 。 ま た 、 9 日 に は 記念 フ ォ ー ラ ム 、 16 日 に は 震災対策国際総合 シ ン ポ ジ ウ ム も 詞

か れ た 。

こ こ で は 「防災」 に 関連 し た 報告 を 紹介す る が、 初動体制 の 課題 に つ い て検証 し た吉井

博明 ・ 東宗経済大学教授の 報告書 は 、 大災害時の 初動体制 の あ り 方全般 に わ た る 内容であ

り 、 阪神 ・ 淡路大震災後、 県 レ ベ ル 、 国 レ ベ ル で行 わ れ た改善点 に つ い て 整理 さ れ て お り 、

特 に 兵庫県の改善点 に つ い て は他の 自 治体で も 大い に 参考 に な る も の と 思 わ れ る の で 、 や

や 詳細 (報告書 は 50ペ ー ジ を 超 え る ) に 紹 介す る 。

各 レ ポ ー ト は 、 課題の抽 出 か ら 提言 ま で含 ま れ て お り 、 こ れ ま で の “常識" を 覆す 専 門

的観点か ら の 克 方 や 、 国 内 で は あ ま り 注 自 さ れ て い な か っ た 問題点 も 提起 さ れ て お り 、 示

唆 に富 む 報告が多 い。 (iì 1 ) 

1 . 鞠動体制

〔初動体制の課題 と あ り 方は ? J 吉井博明 ・ 東京経済大学教授

吉井委員 は 初動体制 の う ち 主 と し て情報部 門 に つ い て 報告。 ま ず、 阪神 ・ 淡路大震災時

の初動活動 の 実態 を 詳細 に検証 し た う え で 、 初動の 問題点 と そ の 背景 を 整理 し た 。 レ ポ ー

ト は 要約す る と 以下 の 通 り で あ る 。

大災害時 に お け る 清報部 門 の初動活動 を 迅速 か っ 的確 に 行 う に は 、 ①必要 な 要員 や資機

材等 を 収容す る た め の適切 な 空 間 (災害対策本部室等) の確保 ②情報通信 シ ス テ ム の権

保 ③要員確保 と 組織的活動 ④適切 な情報収集 ・ 伝達、 意志決定 ⑤組織問調整 ー の 5

つ の条件 を 満 た す必要があ る と し て 、 こ の 5 点 に 関 し て 、 販神 ・ 淡路大震災時の 問題点の

洗 い 出 し を 行 っ た 。 そ の結果、

①の 「 空 間 の 確保」 に つ い て は 、 県災害対策本部の事務局 と し て 、 情報収集 ・ 伝達 の 中

枢部分 を 担当 す る 消 防交通安全課の部屋が地震で破損 し た。

②の 1'1育報通信 シ ス テ ム J に つ い て は 、 存続電話 回 線 は 非常電源 の故障 に 加 え 、 シ ス テ

ム の被告:で持庁 か ら の外娘は ほ と ん どかか ら な か っ た 。 衛星系 の 県防災行 政燕線 は 冷却水
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漏れで肝心の初動期 に ダ ウ ン O

③の 「要員確保 と 組織的活動」 に つ い て は 、 県職員 は 、 居住地域が市町職員 に 比べ て 分

散 し て お り 、 地震発生当 日 の午後 2 時 ま で に県庁 に 参集で き た の は全体の 2 割程 度 に 留 ま

り 、 こ の こ と が初 動 を 遅 ら せ た 。 ほ と ん ど全員 が参集 し て い る こ と を 前提 に つ く ら れ て い

る 計画 を 5 人 の 職員 の う ち 4 人がい な い と い う 状況の 中 で実行す る こ と に どれ ほ ど無理が

あ っ た か は想像 に 難 く な く 、 こ の よ う な 穴 あ き 組織 を 動 く よ う に す る に は 、 指示命令系統

の 再構築が必要で、 そ の た め に は 時 間 も 必要 だ っ た 。

④の 「適切 な 情報収集 ・ 伝達、 意志決定」 に つ い て は 、 通信 シ ス テ ム の ダ ウ ン で通信手

段が根 ら れ て い た上 に 、 生 き て い る 回 線 は外音防、 ら の電話で鳴 り っ ぱな し で 、 そ の対応、 に

手い っ ぱい と な り 、 被害情報 を 収集す る 余裕が な か っ た 。 情報収集方法への 不慣 れ も 呂 立

ち 、 最 も 目 に つ い た の は 、 情報へ の 待 ち の姿勢であ る O 被害情報 を 早 く 収集す る に は 、 必

要 な 被害情報 を 持 っ て い る と 思 わ れ る 被災 中心地の施設等 に 、 こ ち ら か ら あ ら ゆ る 手段 を

使 っ て 積極的 に ア ク セ ス を 試 み る こ と が必 要 だ。 被害情 報 は 現場 の し か る べ き 機関 に 集

ま っ て い た の で あ る 。

大災害時 は 全体の正確 な被害像 を 知 る こ と は 出 来ず、 不正確 で も 被害 の 実 態、 を 把握 で き

る よ う な 署 レ ベ ル で刻 々 集 ま る 被害情報 こ そ必要。 例 え ば西宮警察署が 6 時半過 ぎ に市役

所 に 出 し た フ ァ ッ ク ス に あ る よ う な 情報 ( 1救助 要請が99件来 て い る J ) で あ る 。

初動期の災害対策本部 に と っ て 重 要 な 業務 は 、 実{動部隊が行 う 応急対策 の 目 標設定 (何

を い つ ま で に 実施す る か) と 、 外吉防、 ら の応援要請の必要性 に つ い て の判 断 で あ る 。 要救

出 者 は どの く ら い い る の か、 避難者は何人 く ら い い で 、 食料や飲料は何人分必要か、 そ れ

ら は域 内 の 人 的 ・ 物 的 制約 の 中 で調達可能か ど う か、 と い う 情報 を 正確 に 集 め よ う と す れ

ば、 非常 に 時 間 がか か り 応、急対策が遅 れ て し ま う 。 そ こ で必要 な の は 、 推定 と い う 作業 で

あ り 、 想像力 と い う こ と に な る 。 限 ら れ た情報か ら 全体 を 推察す る こ と な く し て 、 迅速、

的確 な 応急対策 は 考 え ら れ な い。

こ こ で注意すべ き こ と は 、 地震発生時 に た ま た ま い た 場所の被害状況 に よ っ て 、 被害の

推定 に 大 き な 違 い が 出 て い る と い う 点 で あ る 。 自 宅や 近所の様子か ら 大 き な 被害が出 て い

る と は夢 に も 思 わ な か っ た 人 も い れば、 芦屋市の助役の よ う に 登庁す る 途中 の様子か ら 、

市 内 で 100人程震 の死者が出 る こ と を 覚悟 し た 人 も い た 。

外部機関 に よ る 救援活動 は 、 要請主義 に 基づい て い る が、 被害が甚大で外部 か ら の 救援

が必要 な 場合 ほ ど救援要請 は 遅 れ 、 要請内容 は 暖 昧 に な る こ と は避 け ら れ な い の で あ る か

ら 、 そ れ を 前提 に し た シ ス テ ム づ く り が不可欠。 通常の小 さ な 災害の場合 は 、 被災地か ら

の 要請 を 待 ち 、 そ の 要請内容 を 受 け た救援活動 を す れ ば よ いが、 大災害の 場合 は ま っ た く

違 う 局面 に な る こ と を 理解 し て お く こ と が重要だ。 こ の転換 を 早い段階で 出 来 る か ど う か

が、 初 動 の 迅速性 を 左右す る 鍵 に な る 。

災害時 の 重 要 な 意志決定 は 、 基本的 に ト ッ プ ・ デ シ シ ョ ン で あ る O 少 な い被害情報 し か
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得 ら れ な い 暖 昧 な状況の 中 で重要 な 決定 を 下す の で 、 責任 を と れ る ト ッ プ し か判 断で き な

い か ら で あ る 。 大災 害 時 の 対応仔動 の 決定 に は 、 プ ロ ア ク テ イ ブ (Proactive) と 呼ぶべ

き 原則があ り 、 ト ッ プ は こ れ を 頭 に た た き 込ん で お く 必要があ る 。

1 . 疑 わ し い と き は 行動せ よ

2 . 最悪事態 を 想定 し て行動せ よ

3 . 空振 り は 許 さ れ る が、 見逃 し は 許 さ れ な い

と い う 3 点か ら な る 。 い く ら 立派 な シ ス テ ム を つ く っ て も 、 そ れ を 運用 す る 人、 特 に ト ッ

プ (実務の ト ッ プ も 含め て ) が大災害時の 意志決定 に つ い て 、 し っ か り と し た考 え 方 を 持 っ

て い な け れ ば宝の持 ち 腐 れ に な る O

災害対策本部の 業 務 は 1 ) 全体の被害状況 を 地域別 に 把謹 (推定) し たよ で 、 2 ) 必要

な 救援需要量 を 地域 ご と に 算 出 (推定) し 、 3 ) 被災地域内 で対応で き る 限界 を 算 出 (推

定) し 、 4 ) 不足分 に つ い て は災対本部 が 自 備隊や県警、 広域応援消防、 広 域応援警察、

非被災市町村な ど と 調整 し つ つ各機関 の 分担 を 決 め 、 5 ) 応急対策 を 実施 に 移 す ー と い う

5 段階の繰 り 返 し で あ り 、 こ れ を 迅速かつ 的確 に 行 う に は 、 相 当 熟練 し た拐 当 者が必要で

あ り 、 そ の 人の 能力 を 最大 関 に 生 かす た め に は 、 コ ン ピ ュ ー タ に よ る 支援 が望 ま れ る 。 日

本の よ う に ジ ェ ネ ラ リ ス ト 養成 を 主 眼 に お い た 人事異動 シ ス テ ム を 採用 し て い る と こ ろ で

は 、 熟練者 を 常 に 配置す る こ と は難 し く 、 そ こ で コ ン ピ ュ ー タ の力 を 借 り る 必要性が 一層

強 い の で あ る 。 ( lzl l 参照)

(図 1 ) 初動活動の流 れ と コ ン ヒ。ニ工 ー タ ー支援 シ ス テ ム の概念図

@ 位置特定 シ ス テ ム
@ 爾{象解析

- 1立競特定 シ ス テ ム
@ 画像解析

@ 特定地下正限定

マ ク 口 実被害状況

テ レ ピ会議 シ ス テ ム
音声会議 シ ス テ ム
電話 ' FAX な ど

被災市町 の対応、力 の把探 ・ 推定

震 度 分 布

病院

市 町 ← 参集職員

警察 - 消防出動

道路管理者、
ラ イ フ ラ イ ン機関等

ミ ク ロ 実被害情報
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⑤の 「組織問調整」 に つ い て は 、 大災害 に な ればな る ほ ど、 多 く の機関 が関係す る た め 、

そ の 聞 の課整が大 き な 問題 と な る 。 こ れ ら 関係機関 の 活動 を 迅速かっ 円 滑 に 調整す る に は 、

1 ) 調整責任者の 明確化、 2 ) 調整責任者への必要 な 権 眼 の付与、 3 ) 情報共有の仕組み

の構築 な どが不可欠。 現行の 災害対策基本法で は 、 基本的 に 市 町村‘長 に そ の 責任 と 権限

を 与 え て い る が、 調 整 に 必要 な 権 限 は ほ と ん ど な く 、 ま た 、 市町村 に は 調 整 に必要 な 専 門

知識 と マ ン パ ワ ー に も 問題があ る ケ ー ス がほ と ん どで あ る 。

以上の 5 点 の ほ か に 、 実動部 門 の初動 を 阻害 し た 問題点 と し て 、 交通規制 の 遅れ と 安否

確認の 困 難性の 問題があ っ た 。 救出 、 消 火、 負傷者の搬送、 緊急物資の搬送 な ど、 実働部

門 の初動 を 阻害 し た の は 、 交通の大渋滞で 、 そ の 原 因 は 高速道路等の幹線道路の倒壊 と 交

通規制 の 遅 れで あ る O 交通規制 の 遅 れ は 、 警察官がすべて救出作業 に取 ら れ た た め に 起 き

た 。 被災潤辺地域か ら 被災 中 心 地域 に 向 け て 、 次 々 と 交通規制 を 実施 し て い く こ と が出 来

ず、 災害派遣 の 自 衛隊の機動力 が充分生かせず、 応援の 消 防 や 警察、 応急 ・ 復 旧 要 員 等 の

到着が大幅 に 遅 れ た 。

も う ひ と つ 重要 な 問題 は 、 最 も 知 り た か っ た 情報で あ る 安否情報に 関 す る 問題であ る O

地震 に よ る 通信 シ ス テ ム の 障害 に 加 え て 、 大量の通話が殺到 し た た め に大規模 な 幅鞍が発

生 し た た め 、 電話 は ほ と ん ど使 え な く な り 、 多 く の 人 々 が安否確認の た め に 現場 に 出 か け

る こ と に な り 、 交通渋滞 を 一層 深刻 な も の に し た 。

J;)， r.の 問題の背景 に は 、 関西地域での地震対策 に対ーす る 関心 の低 さ 、 優先順位の低 さ が

あ っ た 。

く阪神 ・ 淡路大震災以降の初動体制の 改善〉

兵庫県 を は じ め と し て 県下被災市 町 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 受 け 、 防災体制 を 全

面的 に 克 直 し 、 防 災対策 を 強化、 国 も 災害対策基本法の改正、 防災基本計画 の全面的見詰:

し を 行 い 、 防災体制 、 特 に初動体制 の 強化 な どが行 わ れ た 。

兵庫県 で は 、 消 防交通安全課の ひ と つ の 係 だ、 っ た 防災 を 、 県の最重要課題 に 格上 げす る

と と も に 、 組織体制 を 強化すべ く 、 災害時 に は 災害対策副本部長 と な る 防災監 を 新設す る

と と も に 、 災対本部 会議事務局 長 と な る 知事公室次長 ( 消 防 防災 担 当 ) 、 そ の 下 で作業 を

受 け持つ事務局 と し て 、 訪災企両課 と 消 防課の 2 課 を 配属 す る 強力 な 体制 を と り 、 災対本

部会議事務局 の 能力 は飛躍的 に 強化 さ れ た 。

先 に挙げた 5 点 の 課題 に つ い て は 、 ①の 「空間 の確保」 で は 、 県 の 防 災対策活動の拠点

と な る 災害対策 セ ン タ ー の建設 (2000年 7 月 完成 予定) が行わ れれ ば、 問題点 は か な り 解

決 さ れ る も の と 期待 さ れ る 。

②の 「情報通信 シ ス テ ム 」 は 、 1 ) 災害時優先指定同 線 の 活用 (知事、 町災監、 防災企

同課長等の主要 メ ン バ ー の電話及 び一般電話の上位数十 回線 に つ い て は 、 災害時優先指定

回 線 を 割 り 当 て て お り 、 幅鞍発生 時 に も かか り や す く な っ て い る ) 、 2 ) 陸上 自 衛勝第 3

師 団 と の ホ ッ ト ラ イ ン (手呂 し 発電式専吊電話) 、 3 ) 警察電話 (県庁内 に 設置 さ れ て い

540 第 ト章 . �.方災



る 警察電話 を 緊急時 に使用 で き る ) 、 4 ) 国 の 主 な機関 と の専用 回綜 ( 内 線電話機か ら ' 9 J

発信 に よ り ピ ル 交換機 を 通 じ て 通話可能) 、 5 ) 非常通話、 緊急、通話 ( あ ら か じ め 登録 し

た非常 緊急通話用 電話か ら 100番 を 呼び出 し 、 優先通話が 可能) 、 6 ) フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ

ス テ ム (音声田線で は な い が、 被害情報や 各種要請等のA靖報 を 受 け取る こ と が可能) 、 7 )

発信専用電話の確保 (外部 に 知 ら れて い な い電話 を 確保 し 、 受信 が殺到 し て い る 状況下で

も 発信 可 能 な よ う に し て い る ) 。

こ の ほ か 、 国 の 防災機関 と の通信手段 と し て は 、 通常 の有娘回線以外 に 、 消 防汗 と は消

防 防災無線 (地上マ イ ク ロ 回 線) 、 建設省 と は 水防無線、 国土庁 と は 中 央防 災無線があ る 。

県警 と 警察庁 と の 需 に は 警察無線が設置 さ れて い る 。 ま た県訪災行政無線 (衛星) シ ス テ

ム は 、 専用 の 自 家発電装置 ( ラ ジ エ ー タ 式) を 設置、 河 装置が不能 に な っ た場合で も 3 号

館の庁舎用 自 家発電装置か ら 電力 を 供給で き る よ う に 二重 に非常電源 を確保。 ま た 、 地上

波無線 ( マ イ ク ロ 波) シ ス テ ム も 利用 可能 。

さ ら に 携帯電話 を 幹部職員 や 防災担当 職員 に持たせ、 多 く が災害時優先回 線 に な っ て い

る 。 加入 し て い る 携帯電話サ ー ピ ス 会社 の 通信規制 は き わ め て厳格で、 一般の呼び出 し を

100 % 規制 す る 場合 も あ る 。 こ の た め 災害時優先 回線の疎通率 は き わ め て 高 く 、 災害時の

利用 可能性は 非常 に 高 い と 考 え ら れ る 。 ポ ケ ベ ル も 緊急呼び出 し等の一斉連絡 に威力 を 発

揮す る も の と 考 え ら れ る 。

③の 「要員確保 と 組織的活動」 に つ い て は 、 県 は 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 受 け 、 次の

よ う な 対策 を 講 じ た 。

1 )  24時 間 い つ で も 災害対策要員が確保出 来 る よ う に 、 防災担 当 職員 等 の 宿 日 直体制 を

実施、 2 ) 当 直職員 を 指揮す る 防災責任者 を あ ら か じ め指定、 3 ) 勤務時 間 外 に お け る 災

害発生の 初 動 を 担 う 防災担 当 要 員 、 部局指定要員 及 び業務要員 を あ ら か じ め 指定 し 、 災害

待機宿舎 に 居住 さ せ て い る 、 4 ) 幹部職員等へ携帯電話 ま た は ポ ケ ベ ル を 貸与す る と と も

に 、 緊急時呼び出 し シ ス テ ム を 構築 し た 、 5 ) 災害対策本部員 の 自 宅等 か ら の搬送 を パ ト

カ ー が行 う よ う に計画 さ れて い る 。

④の 「適切 な 4情報収集 ・ 伝達、 ;意志決定」 に つ い て は 、 次の よ う な 取 り 組みがな さ れ た 。

地震発生宜後の初動体制 を 確立す る 上で 、 一番早 く 入手で き る 有効 な情報は震境情報で

あ る 。 阪神 ・ 淡路大震災後 に 震度階が 8 段階 ( 0 � 7 ) か ら 10段階 (震度 5 と 6 を そ れぞ、

れ強弱 に 二分 し た ) に 増 え 、 し か も すべ て を 計測震度情報に 切 り 替 え た ( 阪神 ・ 淡路大震

災 ま で は 震度 7 情報は発生後の被害調査 を 待 た な い と 出せ な か っ た 。 被害調査が済む ま で

は 震毘 6 が最大震度 だ っ た ) 。 震度情報収集 シ ス テ ム の構築 も 消 防庁 の 指導 の も と で全国

的 に 進 み 、 既 に全 国 で3 ， 000 カ 所 に も 及 ぶ 地 点 に 地震計が設置 さ れ、 オ ン ラ イ ン で各市町

村 及 び都道府県 を 経 由 し て消 防庁 に 震度情報が集 め ら れ る シ ス テ ム が構築 さ れた 。

兵庫県 に お い て も フ ェ ニ ッ ク ス 防 災 シ ス テ ム の 中 に 震震情報収集 シ ス テ ム が構築 さ れ、

地震発生査後 に 県内全市 町 に 設置 さ れ て い る 計測震度計 (97 カ 所) か ら の 震度情報が 自 動
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的 に収集 さ れ る こ と に な っ て い る 。

ま た 、 出 や 地方公共団体が、 阪神 ・ 淡路大震災後 に 地震被害推定 シ ス テ ム を 導入。 国土

庁 の EES (地震被害早期評価 シ ス テ ム ) や 兵産 県の フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム は 、 震度

情報 ネ ッ ト ワ ー ク か ら 得 ら れた 各地の震度情報 に 基づ き 、 メ ッ シ ュ ご と の 推 定震度、 建物

被害、 死傷者数 を 推定す る 機能 を 持 っ て い る O こ の シ ス テ ム に よ り 地震発生後10分目、 内 に 、

地域 ( メ ッ シ ュ ) 別 に被害最 を 推定 し た結果が分か る 。 こ の推定結果が正確で あ れば、 初

動対応、 に絶 大 な 威 力 を 発揮す る こ と に な る 。

被害情報の概要 を 迅速 に 把握す る に は 、 ヘ リ コ プ タ ー や航空機 に よ る 上空 か ら の情報収

集が有効 で あ る 。 兵車県 は 、 震災後、 県警ヘ リ コ プ タ ー に搭載 さ れて い る テ レ ビ カ メ ラ で

譲影 し た 映像 を 県災村本部で も 受 け ら れ る よ う に 施設 を 整備 し た 。 ま た 、 神 戸市消防局等

4 消 防本部の 高所監視 カ メ ラ の 映像 を 県災対本部で も 見 ら れ る よ う に し て い る 。

も う ひ と つ の有力 な 被害情報収集方法で あ る 目 視情報 に つ い て 、 震災後 に 改善 さ れ た の

は 、 1 ) 地震発生度後 に 庁舎緊急報告 と し て 、 当 該庁舎の被害状況 を 票 に 知 ら せ る 、 2 ) 

災害が 自 ら の対応力 の み で は 十分 な対策が講 じ ら れ な い と 予想 さ れ る 場合 は 、 至急、そ の 旨

を 被害概況報告 と し て知 ら せ る 。 そ の 時の 内 容 は 、 災害規模 を 推定で き る 何 ら かの情報だ

けで よ い こ と に な っ て お り 、 公式の フ ォ ー マ ッ ト に し ば ら れ な い柔軟 な 形態 に な っ て い る 。

こ の ほ か、 県職員 が災害発生時 に 迅速 か っ 的確 な対応が出 来 る よ う に 、 職 員 の 取 る べ き

行動 を 時系列 的 に と り ま と め た 「県職員 ハ ン ド ブ ッ ク 」 を 作 成 、 職場研11多等 を 通 じ て 周 知

徹底 を 図 っ て い る 。

自 衛隊 の 派遣要請手続 き に つ い て は 、 災対法や 自 衛隊法の 改正で大幅 に 改善 さ れた 。 自

衛 隊 の 派遣要請 は 、 市町村 は 通信 の途絶等 に よ り 知事 を 通 じ て 派遣 を 求め る こ と が出 来 な

い場合 は 、 直接 自 衛 隊へ通知す る こ と が出 来 、 自 衛隊 は事態の 緊急J性 を 考慮 し 、 知事の要

請 を 待 つ い と ま が な い と き は 、 独 自 に 自 主派遣の判 断基準 に 基づ き 、 部隊 を 派遣す る こ と

カfで き る よ う に な っ た 。

消防 の広域応援 に つ い て も 、 消 防庁長官 に 「大規模災害時 に お い て都道府県知事の要請

を待つ い と ま が な い場合、 要 請 を 待 た な い で応援の た め の措置 を 取 る こ と が出 来 る J こ と

に な り 、 緊急消 防援助 抹や大規模特殊災害時 に お け る 広域航空消防応援実施要項 に基づ く

ヘ リ コ プ タ ー の応援 な どが出 来 る 。

震災後 に 設置 さ れ た 警察の広域緊急援助隊 は 、 県公安委員 会 の 要請 に よ り 出動 で き る こ

と に な っ て お り 、 救出等の 専 門 訓 練 を 受 け た 部隊が、 阪神 ・ 淡路大震災の 時以 k に早 く 出

動 で き る 体制 が整 え ら れて い る O

⑤の 「組織 問 調 整」 に つ い て は 、 震災後、 関係機 関 の 訪災担 当 幹部 に よ る 定期 的 な 連絡

会議の 開催 な どが実現 し た 。

ま た 、 交通規制対策 に つ い て は 、 大幅 な 改善がな さ れ、 緊急車 両 を 事前 に指定 し 、 そ れ

以外の車両の 通行 を 規制 す る た め の 具体的方法 を 検討 し 、 計画化 し て い る 。 安否情報 に つ
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い て は 、 NTT が災害時伝 言 ダ イ ヤ ル (171) を 設定 し 、 災害時 に も 転職 し に く い シ ス テ

ム に な っ て い る 。

く初動体制改善の有効性評価一 シ ナ リ オ 型被害想定手法 に よ る 検証〉

こ れ ま で に 述べ た 初動体制 の 改善 は 、 ととの程度の有効性 を 持 っ て い る の か。 現在 の初動

体制 を 前提 に し た場合、 阪神 ・ 淡路大震災時 に比べ どの程度の改善が期待で き る か。 2 つ

の仮想の 地震が起 き た と し て 、 そ の初動対応 を シ ナ リ オ 的 に 予想す る こ と に よ り 評価す る

方法 を 取 っ た 。

ひ と つ は2000年 l 汀 17 日 に 、 阪神 ・ 淡路大震災 と 同 じ 時 間 (午前 5 時46分) に 、 !司 じ地

震が起 き た と 仮定 し た場合、 午前 7 時 に は 第 1 回 災害対策本部会議が 開 催 さ れ、 発災後30

分後に は 自 寵隊等主要 な 関係機関 に 派遣 (応援) 要請 を 行 う こ と と な り 、 こ れ ら の 意志決

定 は 先 の 大震災時 よ り 3 � 4 時 間早 く 行 わ れ る O

被災地外か ら の消 防の応援 は 、 管轄区域の被害確認 に 数 時 間 を 要す る た め 、 神戸市 に応

援部禄が到 着 す る の は 早 く と も 発災後 4 � 5 時間 後 に な る 。 県外か ら の消 防応援 は 昼過 ぎ

に な る 可能性が高 い。 自 衛隊 に つ い て も 、 午前 中 に被災地 に 入 れ る の は 数百 人の単位で、

数千人規模 に 達す る の は午後 に な っ て か ら と 思 わ れ る 。 し か し 、 当 日 正午 以 降 に大量の応

援部隊が被災地 に 到着 し 、 救助 ・ 消 火活動 は24時 間 で ほ ぼ終息す る と 考 え ら れ る 。

も う ひ と つ の シ ナ リ オ は 、 山 崎断層 地震 の ケ ー ス 。 2000年 1 月 17 日 午後 6 時 に 山 崎断層

を 震源 と す る マ グ ニ チ ュ ー ド7 . 7の 地震が発生。 被害 は 山崎 断層 に 沿 っ て 岡 山 県か ら 東播

磨地域 ま で広範囲 に 及 び、 姫路市、 加吉川 市や 川 沿い の平地 に 所在す る 町 は 震度 6 強 と な

り 、 大 き な 被害 を 受 け る が、 神 戸 は 震度 6 弱 で 、 県庁舎 は ほ と ん ど被害 を 受 け な い 。

し か し 、 山 崎 断層 上 に 建設 さ れて い る 中 国縦貫道 は 全壊。 一 方 、 山 楊 自 動車道や 国 道 2

号 な ど は 通行 可能 で、、 東西の交通 は確保で き る 状況 に あ る が、 南北方向 の 道路 は J I [ 沿 い に

建設 さ れた 国道 ・ 県道がほ と ん どで 、 地盤が弱 い こ と も あ っ て 崖崩 れ等 に よ り す断 さ れ、

内 陸 で は壊滅的 な 被害 を 受 け な が ら 陸 上か ら ア ク セ ス で き な い孤立 し た 町 も 出 る O

建設被 害 に よ り 多 く の 要救出笥所が発生す る が、 火災 も 同時 に発生 し 、 延焼が続 く た め 、

初期の対応 は こ の対応が中心 に な る 。 地震発生時点で 日 没 と な っ て お り 、 ヘ リ に よ る 上空

か ら のd情報収集 は 出 来ず、 照 明器具が不足 し て い る ほ か 、 壮年の男性の多 く が、 職場で勤

務 中 で あ る こ と か ら 、 住宅地で は 入手が足 り ず、 警察や住民 に よ る 救助 は 難航す る O

午前 O 時 頃 に な る と 、 県内外の応援部隊が続々 と 到若 し 始 め 、 酉播磨広域防災拠点 に 集

積 ・ 備蓄 さ れ て い る 資機材 を 携行 し て被災地 に 向 かい始め る O 孤立地区 は 翌朝 に な る ま で

ま っ た く 入 る こ と が出 来ず、 白 傷隊の大型ヘ リ は朝 か ら 千葉県木更津か ら 進出 し て く る た

め 、 昼頃 ま で使 う こ と が出 来 な い 。

地震発生が夕 方 の ラ ッ シ ュ 時 に さ し かか る 時刻 で あ る こ と か ら 、 姫路市 な どの都市部で

は 多 く の住民が会社 に足止め さ れ帰宅で き な い ほ か、 帰宅途 中 の住民が駅等 に取 り 残 さ れ、

翠朝、 徒歩で職場や 告 宅 に 向 か う こ と に な る 。
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く初動体制の改善度評価〉

改善状況の 評価 が容易 な 阪神 ・ 淡路大震災の ケ ー ス で は 、 被害情報の 入手 で は 1 � 2 時

間 の改善がみ ら れ、 自 衛隊や消 防広域応援の 要請 に つ い て は 3 時 間 半 も の 大 幅 改善 と な っ

て お り 、 初動 の情報部 門 の動 き は改善 さ れて い る が、 残 さ れた 問 題 は 、 移動 の 所要 時 間 で

あ り 、 道路や ヘ リ ポ ー ト 等の被害 と 交通規制 の平期実施が鍵 を 握 っ て い る 。

く残 さ れ た 課題〉

災害 と い う も の は き わ め て 意地悪 な 性格 を 持 っ て お り 、 意外性があ る の が災害だ。 意外

性 と は 、 裏 を 返せ ば人 間 の 方 の思 い こ み が強い と い う こ と で も あ る O わ れ わ れ は直近で起

き た災害の教訓 を 過剰 に学 び、 そ れ に対応 し よ う と 考 え 過 ぎ る き ら い があ る 。 兵庫県 も 阪

神 ・ 淡路大震 災 の 教訓 を 学 び過 ぎ る こ と に注意 し な け れ ば な ら な い 。 阪神 ・ 淡路大震 災 は

ひ と つ の被災形態 に 過 ぎず、 別 の シ ナ リ オ に つ い て も 十分考 え て お く こ と が肝要 だ か ら で

あ る 。

第 2 は 、 地震対策 に は 2 つ の性 質 の 異 な る 対策があ る 。 耐震化の よ う な ハ ー ド な対策 と 、

初動 に代表 さ れ る よ う な ソ フ ト な対策があ り 、 ハ ー ド は 初期投資 は 大 き い が、 一度投資す

れ ば相 当 長期 間効 果が持続す る 性質 を 持 っ て い る 。 そ れ に 対 し ソ フ ト な対策 は 、 初期投資

は 少 な く て 済む が、 効果の持続が期待で き ず、 す ぐ に 風化 し て し ま う の で 、 毎年の よ う に

繰 り 返 し対策の チ ェ ッ ク を 行 い 、 対策 の 実効性 を 維持 し な け ればな ら な い 。 ち ょ っ と で も

手 を 抜 く と 、 初 動 の よ う な ソ フ ト な対策 は 、 あ っ と い う 拐 に 形骸化 し 、 実戦力 を 喪失 し て

し ま う の で あ る 。

以下で述べ る 課題 は 、 兵庫県 に 限れ ば、 既 に 一部改善 さ れて い る も の があ る が、 他 の 多

く の地方公共団体に と っ て は 、 今後の課題 と な っ て い る と 考 え ら れ る O

(1 )  シ ナ リ オ 型被害想定の 実施

地震災害 は 実 に 多様 な 形態があ り 、 防災対策 を 考 え る 出発点 は 、 起 き 得 る 災害 を 想定 し 、

で き る だ け見 え る 形 に し て い く こ と で あ る 。 thinking unthinkable と い う 志向 を も ち 、 見

え な い も の を 見 え る よ う に す る 作業 で あ る 。 そ の た め の 第一歩が被害想定で あ り 、 リ ス ク

分析で あ る O 先 に 述べた シ ナ リ オ を 、 初動 を 担当 す る 職員 が 自 ら 作成 し 、 初動体制 の 欠点 、

問題点 を発見 し 、 そ の 欠点 を 修正す る 作業 を 行 う こ と が重要で あ ろ う O

( 2 )  初動の イ メ ー ジ ・ ト レ ー ニ ン グ ニ 図 上演習 の 実施

多 様 な 形態 の 災害への 初動体制 に 磨 き を か け る 手法の ひ と つ と し て 、 運動選手 が よ く 行

う イ メ ー ジ ・ ト レ ー ニ ン グがあ る 。 こ の イ メ ー ジ ・ ト レ ー ニ ン グ を 災害時 に {吏 え る よ う に

し た の が、 災害図上演 習 で あ る 。 災対本部 に お け る 作業 は 、 実践の場面 に お い て も 、 ほ と

ん どが情報収集 ・ 伝達 と 処理 ( 判 断 、 決定) と い う 頭脳 労働 で あ り 、 図上演習 は状況想定

さ え 実際的 な も の に す れ ば、 実践性が高 い演習 と 言 え よ う 。

( 3) 防災専 門 家 ( 特 に 初動担当者) の育成 と 専 門 家 ネ ッ ト ワ ー ク の構築

防災対策 (初動対応計画等) を い く ら 充実 し で も 、 最後 は 人 間 の 問題 に行 き 当 た る O 初
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動 と い う 最 も 難 し い対応 を こ な す こ と が出 来 る の は 、 結局 は 専 門 的知識 を 持 ち 、 日 常的 に

訓練 ・ 演 習 を 行 っ て い る 防災専 門 家 し か い な い。 も ち ろ ん、 県や市町等 の 防災機関 だ け で

初動対応 の 専 門 家 を 育成す る こ と は 難 し い 。

そ こ で、 よ り 広域的 な 防災機構 を 設置 し 、 そ こ で専 門 家 を 育成 す る こ と が必要 と 考 え ら

れ る 。 そ の|車 、 広域的 な 人事異動 シ ス テ ム も 考麗 し 、 防災専 門 家 の ネ ッ ト ワ ー ク を 構築す

れ ば、 災害発生直後 の 相 互応援態勢 を 迅速かつ 的確 に 立 ち 上 げ る こ と が出 来 る 。

(4)  初動担当 者 を コ ン ピ ュ ー タ で支援す る

フ ェ ニ ッ ク ス 防災 シ ス テ ム を 運用 す る 上で、注窓すべ き こ と は 、 被害想 定 の 推定式の精度

は 1 桁程度の誤差が出 る こ と を 覚悟 し て使 う 必要があ り 、 実捺の被害情報 を 叡 り 込み 、 推

定結果 を 次々 に 修正 し て い く 仕組みが不可欠であ る 。

( 5 )  積極的 な 情報収集

平 く 、 正確 な情報 を 求め る な ら ば、 情報 を 持 っ て い る と こ ろ (病院、 避難所、 タ ク シ ー

会社、 警備会社、 テ レ ビ、 ラ ジ オ 局 な ど) に

集が必要で、 あ る O

( 6 ) 独立 し た情報分析班の必要性

積極的 に ア プ ロ ー チ す る 攻め の 情報収

災害発生直後、 多 く の情報担 当 者 は 情報収集や電話対正、 に追 わ れ る 。 必 要 な 情報 を 集 め

る た め に は か な り の 数の 要員 (兵産児 で あ れ ば情報収集 だ け で お そ ら く 30人以上) が必要

と 考 え ら れ る が、 初動期 に は そ れだ け の 要員 を確保で き な い。 そ の結果、 ほ と ん どの 要員

が断片 的 な 情報の収集 に張 り 回 さ れ、 情報 を 総合的 に 分析 し 、 適切 な 意ぷ決定 に結 びつ け

る 参謀 的役割 を 果た す 人がい な く な る 事態が懸念 さ れ る 。

こ の た め 、 本部事務局 の 中 に独立 し た (兼務で は な い ) 情報分析班 を 明確 に し て お く こ

と が必要であ る 。 兵庫県 で は 、 本部運営班 と 情報収集分析班が設置 さ れ、 こ の任務 を 担 う

こ と に な っ て い る が、 伺 別 の 靖報収集 と 総合的分析 を 同 時 に行 う こ と は至難の業であ る 。

参謀的役割 を 果 た す班 な り 、 グ ル ー プ を 明確 に す る 必要があ る 。

(7)  災対本部 ・ 地方本部等の建物 の確保

初 動活動 の拠点 と な る 災対本部や 地方本部の 建物 や機能 ( 特 に 通信機能) の耐震化、 耐

災害化 は き わ め て重要だ。 地方本部や警察署 な どの建物 の 中 に は 、 耐震化が遅れて い る と

こ ろ があ り 、 計画的 な 耐震強化が望 ま れ る 。 災対本部が物的 ・ 機能 的 障害 を 受 け た と き の

こ と を 考慮 し 、 モ パ イ ル災対本部 を 用 意 し て お く こ と も 検討すべ き だ ろ う O

(8)  組織問 調整 : 各応急対策 ご と の調整責任の 明権化、 調整の具体化

震災後、 防災体制 の全面的見 直 し の 結果、 多 く の 改善がな さ れた が、 残 さ れた 課題の 中

で最大の も の が組織問調整の 問題で あ る O 特 に救 出 活動 に 関 わ る 消防 、 警察、 自 衛隊 、 海

上保安本部 開 の調整が問題 と な る O 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 受 け て 、 す べ て の 組織がプ

ロ ア ク テ イ ブの考 え 方 に 則 り 、 先陣争 い の よ う に 、 被災地 に 殺到す る 事態 も 考 え ら れ な い

こ と で は な い 。 そ の よ う な 事態 に お い て は 、 組織問調整が初動の成否 を 決め る こ と に な る
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と 予想、 さ れ る O

米 国 の大災害対応計画 に あ る よ う に 、 応急対策 ご と に 主責任組織 と 協力 責在組織 を 明確

化 し、 平常時か ら そ れ ら の 組織間 で調整方法 を 具体的 に検討 し て お く こ と が必要 と 考 え ら

れ る 。 と り わ け救 出 活動 と 重症患者の 緊急航空輪送 に つ い て は 、 調 整 に か け ら れ る 時間 が

な い こ と か ら 坊 災計画で規定化 し た 上 で 、 定期 的 な 協議の場 を 設 け る 必要があ ろ う 。

( 9) 地域内初動対応力 (地域防災力 ) の 向上が初動負 担 を 減 ら す

被災地域内 で迅速 な 初動活動が出 来 る 体制 が と れ れ ば、 防災機関への過重 な 負 担が生 じ

な い た め 、 防災機 関 し かで き な い救 出 、 消 火、 医療救護活動等 に専念す る こ と が出 来 る 。

被災地域内 で の 初動活動 は 、 事前の準備状況 に 大 き く 依存す る の で あ り 、 そ の充実 に は 自

主防、 消 防 団 、 地域ボ、 ラ ン テ イ ア 団体、 企業等 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク を 普段 か ら 整備 し て お

く こ と が重要で、 あ る 。

〔初動体制の課題 と あ り 方は ? ) 

渓災対策国際総合検証会議 ニ神戸市中央区、
兵庫県公館 (神戸新聞社提供)

リ チ ヤ ー ド K . ア イ ズナ ー米 国 カ リ フ ォ ルニ ア州緊急業務局地域行政官

ア イ ズ ナ 一 氏 は 、 効率的 な 危機管理の た め に 決定的 に 重要 な 要素 と し て

1 . 訓 練 を 受 け た プ ロ の ス タ ッ プ

2 . 災害の危 険性 に つ い て 情報 を 持 ち 、 訪 災 や 災害対応、 の 訓 練 を 受 け た住民

3 . 各組織 間 の 豊富 な 通信手段

な ど 8 点 を 挙 げ、 阪神 ・ 淡路大震災時の対応 と 、 そ の後の改善策 を 検証 し た 。 そ の 上 で ア

メ リ カ に お け る 緊急事態の 管理を 以下の よ う に 紹 介 し た。

米国 と 日 本で は 組織的 、 丈化的 な相違点が大 き く 、 そ の結果、 緊急事態管理 シ ス テ ム も

異 な っ て い る 。 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 で は 緊急業務局 (OES) が一連 の 防災 ・ 災害対応計画全

体 を 統括 し 、 白 然災害、 人 為 的 災害 に対応 し て い る 。 そ の法的裏付 け は カ リ フ ォ ル ニ ア 緊

急活動法 と 憲法 で あ る 。 ま た 、 米 国 の 伝統 と し て 、 地元の 自 治体が主導権 を と る 「 ロ ー カ
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ル ホ ー ム ル ー ル」 が重ん じ ら れて い る 。

憲法の規定で は 、 住 民 の 安全 に 関 わ る 権根 と 責任 は こ れ ら の 自 治体 に 所属 す る 。 「 ロ ー

カ ル ホ ー ム ル ー ル」 の 理念 に よ り 、 州政府の役割 は 、 災害時 に は各 自 治体への援助 と 助言 、

災害発生時 と そ の 後 は リ ソ ー ス の提供 に 制 限 さ れて い る 。 州、i に よ る リ ソ ー ス 提供 (州機関

の係員 、 ナトl 兵お よ び装備 な ど) に あ た っ て は 、 指揮権 は すべ て援助要請 を 行 っ た 自 治体 に

所属 す る 。 ナ卜! が連邦政府 に 対 し て リ ソ ー ス 提供 を 要請 し た 際 も 同様で あ る 。 地質調査所、

森林サ ー ピ ス 、 土地改良局、 軍 な ど連邦政府機関 の 職員 は 、 地元 自 治体の 指揮下で活動す

る 。

「 ロ ー カ ル ホ ー ム ル ー ルJ の 要点 は 、 災害の規模 に 関 わ ら ず、 地元の 自 治体職員 が対応、

の責任 を 持つ と い う こ と で あ る O 地元 自 治体が責任 を 委託 さ れ、 地 区 、 州 、 連邦政帝機関

は要請 に 碁づい て 援助 と リ ソ ー ス 提供 を 行 う O こ の方法の利 点 は 、 災害現場か ら 遠 く 離れ

た 政府機関 で は な く 、 産面 し た 問題 を よ り よ く 理解で き る 立場 に あ る 地元 の 自 治体職員 が

決定権 を 持 て る こ と で あ り 、 地元が主導権 と 責任 を 持 っ て迅速 に 意志決定 を 行 う こ と が可

能 で あ る 。

ア メ リ カ で は 自 治体 問 の 「相互扶助」 の長い 伝統があ り 、 各 自 治体 を 支 え 、 地元 に 焦 点

を 絞 っ た 対応が可 能 であ る 。 こ の 「地域相互援助J の コ ン セ プ ト は 、 カ リ フ ォ ル ニ ア 緊急

事態活動法 に成文化 さ れ て お り 、 援助 の 返済 の 義務 は な い と 規定 さ れ て い る O

今後 日 本 に お け る 緊急事態管理の分析 に お い て 、 必要 と 思 わ れ る 問題 を 3 点指摘 し て お

き た い。 そ れは 継続性、 災害別 の計画、 標準化で あ る 。

継続性 と ス タ ッ フ に よ る 経験の 蓄積が、 プ ロ の 緊急事態対応機関 に は 必 要 であ る 。 呂 本

で は 中 堅 の ス タ ッ プ が数年 ご と に 部署 を 交代す る 。 と り わ け 国 お よ び謀 レ ベ ル の機関 で こ

の傾向が顕著で あ る O 私 の考 え で は 、 こ の 習 慣 に よ り 、 組織、 災害、 地元 自 治体の対応能

力 に 関 す る 知識が発展せず、 県 と 地方 自 治体の信頼関係や組織 と し て の 能 力 、 そ し て 地方

自 治体 に お け る ロ イ ヤ リ テ ィ ( こ れ ら は す べ て 災害対花、 を 効果的 に行 う と で非常 に 重要で

あ る ) が損 な わ れ る こ と に な る O

地震対策、 台風対策 と い う よ う に 災害の対象 を ひ と つ だ け に絞 っ て し ま う と 、 来 る べ き

予測不能の 災害 時 に必要 な 意志決定 に お い て 柔軟性 を 欠 く 結果 に な り かね な い。 よ く あ る

こ と だが、 あ る 災害 を 経験す る と 、 そ の対策 ばか り に 集 中 し て 、 そ の他 の 種類 の将来起 こ

り 得 る 災害対応龍力 を 高め る 努力 がお ろ そ か に な り がち であ る 。 し た が っ て計画作成 に お

い て は消火、 交通規制 、 被害状況の把握、 保護 と 避難所、 交通、 通信 な どの 能力 を 高 め 、

災害そ の も の よ り も 緊急時の業務 に 焦点 を 当 て る 必要があ る 。 こ れ に よ り ス タ ッ フ は 、 起

こ る か ど う か分か ら な い 災害 に の み集 中 す る の で は な く 、 個 々 の活動の 専 門 知 識 を 持 て る

よ う に な る 。

国 レ ベ ル の 相 互援助 シ ス テ ム に と っ て 最 も 重要 な の は 、 管理 シ ス テ ム や 実行過程、 訓練

を 標準化す る こ と で あ る O こ れは 国 レ ベ ル で こ そ最 も 効果的 に 管理が出 来 る 。 警察、 消 防 、
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危機管理の 省 庁 か ら の相互援助 の管理は 、 県 レ ベ ル であ れ ば市 軒村が、 同 レ ベ ル は 県 が と

い う よ う に 、 で き る だ け低い レ ベ ル の 自 治体が行 う べ き で あ る 。

2 . 初期消火 ・ 危険物質 と 化学物質

〔初期消火体制の課題 と あ り 方は ? ) 熊各良雄 ・ 筑波大学教授
熊谷教授 は 、 検証項 目 と し て

( 1 )  当 時の 状況下で ヘ リ コ プ タ ー に よ る 空 中消 火 は可能であ っ た か ?

(2 ) 同 時多発火災への対応の あ り 方 は ?

( 3) 震災時消 防力 の確保は い か に あ る べ き か ?

(4)  消火活動 と 人命救助活動 は ど ち ら が優先 さ れ る べ き か ?

( 5) 危険物の事故や 出 火 は なぜ少 な か っ た の か ?

の 5 項 目 を 設定、 ( 5 ) に つ い て は グナ ・ セ ル パ デ ュ レ イ 米サ ン ホ セ 州立大学教授が担 当 し た 。

( 1 )のヘ リ を能 っ た 空 中 消 火 に つ い て は 、 震災後、 長 く 論争が続い た 問題で あ る が、 同 レ

ポ ー ト は 仮神 ・ 淡路大震災 に お け る 空 中消火問題 に ひ と つ の結論 を 出 し た も の で あ る 。 熊

谷教授の検証作業 は 、 新た な 資料の発掘 ・ 分析 と 発災 当 時 の 関係者への ヒ ヤ リ ン グ調査 を

主体 に 行 わ れ た 。 レ ポ ー ト の 要 旨 は 以 下 の 通 り で あ る 。

( 1 )  当 時の 状況下 でヘ リ コ プ タ ー に よ る な中 消 火 は 可 能 で あ っ た か ?

阪神 ・ 淡路大震災の発災当 日 、 午前 9 時24分 に 離 睦 し た神戸市消 防 局 の 一番機 に は 「何

かの役 に 立 つ だ ろ う 」 と 空中 消 火用 パ ケ ッ ト が搭載 さ れ、 ま た 、 全国各地 か ら の応援ヘ リ

コ プ タ ー は 、 空 中 消火用 パ ケ ッ ト を 搬送 し て い た。 し か し 、 発災当 時の 知 見 で は市街地火

災への 空 中 消 火の効果は確認 さ れ て お ら ず、 ま た 、 林野火災等で の経験か ら 単機で、 の 撒水

で は効果が な い も の と 判 断 さ れて お り 、 複数の消 防ヘ リ コ プ タ ー に よ る 空 中 消火の態勢は

整 え ら れ な か っ た 。

陸 上 自 衛 隊 中 部方面航空隊で は 、 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 空 中 消火の検討 を 始 め て い た が、

河杭空隊 に は消 防 法 に 定め ら れた 、 い わ ゆ る 破壊消 防 の 実施権限は な か っ た 。 ま た 、 わ が

国 で は 市街地火災へ の 空 中 消火の実績が な か っ た た め 、 炎上区域内外 に お け る 爆発的 な 火

勢拡大の有無 に つ い て の 的確 な 情報 を 必要 と し て い た と と も に 、 空 中消火用 パ ケ ッ ト への

給水 に あ た っ て も 地上消 防 隊 と の連携が不可欠で あ っ た 。

以上の こ と か ら 、 数 ha 以上 に も 拡大 し た 阪神 ・ 淡路大震災時 の市街地火災へ の 空 中 消

火 を 、 同震災前年 の ノ ー ス リ ッ ジ地震で モ ー ピ、 ル ハ ウ ス 群や 数棟 レ ベ ル の 火災 に対 し て ヘ

リ コ プ タ ー か ら の 撒水が実施 さ れ た と い う 事実 と を 、 同 じ基準で評価す る こ と は適切 で は

な い 。

さ ら に 、 神戸市 k空で は 、 火災 に よ っ て 生 じ た 雲が積乱雲 に ま で発達 し て い た こ と が観

測 さ れ、 記録 さ れて お り 、 大規模 な市街地火災時特有の気象条件が発生 し て い た 。
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し た が っ て 、 発災当 日 の午後 に 、 ヘ リ コ プ タ ー に よ る 空 中 消火が実施 さ れ た 場合 に は 、

大気の擾乱 に よ っ て パケ ッ ト の切 り 離 し等 に よ る 二次災害発生 の危険性があ っ た も の と 思

わ れ る 。

以 ヒの こ と か ら 、 阪神 ・ 淡路大震災 当 時 で は 、 ヘ リ コ ブ タ ー に よ る 空 中 消 火は事実上、

不可能で あ っ た と 言 わ ざる を 得 な い 。

今後は 、 各種デー タ の 蓄積、 訓練の積み重ね 、 地 ヒ消 防 隊 と の連携等 の 態勢 の 整備 に よ っ

て 、 大地震時の 同時多発出 火 に よ る 市能地火災への消 防活動 の 一環 と し て 、 ヘ リ コ プ タ ー

に よ る 空 中 消 火 を 位置づけ て お く 必要があ る O

(2) 同 時多発火災への対応の あ り 庁 は ?

同 時多発火災 に 見舞 わ れた被害市町で は 、 的確 な 対応 を な し 得 た 消 訪本部等 と 対応 し き

れ な か っ た 消防本部等があ っ た 。 こ の よ う な 差異 を も た ら し た重要 な 要 因 の ー っ と し て 、

火災発生件数が消 防力 を 上 田 っ た 初期段階 で の 高 度 な 指揮体制 の確立 と 被害情報の収集 と

分析があ る O

消 防力 を 上 回 る 火災発生の お そ れの あ る 場合 に は 、 初期段階の被害情報 の 収集 と 分析の

た め に は 、 ヘ リ コ プ タ 一 等の 上空か ら の情報収集、 高所見張 り 等 と と も に 、 密度が高 く 観

測 さ れ た 震度情報 を 基 に し た 早期被害推定 シ ス テ ム の 活用 等が有効 で あ る 。

さ ら に 、 平常時 に利用 し て い る 上水道 に 直結 し た消 火栓 は 、 震災時 に は使用 不可能で、あ

る こ と を 前提 に 、 プー ル 、 河 川 等の震災時 に利用 可 能 な 消 防水手Ij の確保 お よ び把握が同時

多発火災への対応 に不可欠で あ る 。

(3 )  震災時消防力 の確保は い か に あ る べ き か ?

原則 と し て市 町村 を 単位 と し て 整備 さ れて い る 常備消 防力 は 、 平常時 の 火災 に 対応 し て

い る も の で あ る 。 し た が っ て 、 仮神 ・ 淡路大震災の よ う な 同 時多発火災 と そ の 拡大 に 対応

す る た め に は 、 住 民 に よ る 初期消火、 企業の 自 衛消 防力 、 消 防 団 を 最大限 に 活用 し 、 さ ら

に は発震 直後か ら 迅速 に 活動 で き る 常備消 防力等の広域的かっ組織的 な 運用 が必要で あ る 。

(4)  消火活動 と 人命救助活動 は ど ち ら が優先 さ れ る べ き か ?

出場途中 で被災者か ら の救 出 要請 に よ っ て多 く の消 防職員 が人命救助 に携 わ っ た こ と は

事実で あ り 、 ま た 、 消 火機材の不足 に よ っ て 参集 し た 非番消 防職員 が人命救助 に 専念せ ざ

る を 得 な い事例 も あ っ た 。 し か し 、 関東大震災時 を 例 に 見 る ま で も な く 、 強嵐下の 飛 ぴ火

等 に よ る 急速 な 火災拡大や火災旋風の発生 は 、 人的損失 を 幾何級数的 に 増大 さ せ る 。 し た

が っ て 、 初期段階で の火災の鎮圧や火災拡大防止 は 、 常備消 防 お よ び消 訪 問 の効果的 な 運

用 に期待せ ざる を 得ず、 出 場途上 で は消 火活動 を 優先 し な け れ ばな ら な い 。

出 場す る 消 防 車両 に は 可 能 な 限 り の 人命救出 用資機材 を 搭載 し 、 必要 な 場合 に は 人命救

出 現場付近 の住民 に そ れ ら 資機材 を貸与す る 体制 を 整 え る 必要があ る 。
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〔 阪神 ・ 淡路大震災時の危検物質 と 化学物質の問題〕

グナ ・ セ ルパデ ュ レ イ ・ 米国 カ リ フ ォ ルニ ア州 サ ン ホ セ 州立大学教捜

阪神 ・ 淡路大震災時 に 「危険物の事故や 出 火は なぜ、少 な か っ た の か ? J と い う 課題 を 担

当 し た セ ルパ デ ュ レ イ 教授 は 、 石油貯蔵 タ ン ク が大 き な 流 出事故 を 起 こ さ な か っ た こ と な

ど を 高 く 評錨す る 一方で、 特 に 学校 な どの実験室の化学物質の 管理、 問災対策 の遅れ を 厳

し く 指摘 し た 点が注 目 さ れ る 。

セ ルパ デ ュ レ イ 教授 は 、 米 国 で は 「危険物」 と い う 用 語 は忠 義 に 用 い ら れ、 人 間 や 人 間

を 取 り 巻 く 環境 に 有 害 な 結果 を 及ぼす全て の物質 を 含 むが、 日 本で は 一般 に 可燃 ま た は爆

発性の個体、 液体 を 指 し 、 ガス 、 毒物、 !寓食剤 、 放射性物 質お よ び他の化学物 質 は 「危険

物」 を い う 用 語 を 用 い る と き に は含 ま れ な い 、 と 日 米の用語の違い を 指摘、 レ ポ ー ト で は

米国流の広義の意味 に用 い る と 断 っ た 上 で 、 報告 を 行 っ た 。 レ ポ ー ト の概要 は 以 下 の 通 り

で あ る O

く危険物貯蔵設備〉

阪神 ・ 淡路大震災で被災 し た 4 府県 (兵庫 、 大阪、 京都、 香川 1 ) で危険物 を 扱 う 施設が

6 万259 カ 所 あ っ た ( う ち 兵庫県 は 2 万1 ， 953 カ 所) 0 4 府県の施設の う ち 1 ， 258施設が地震

に よ る 被害 を 受 け 、 そ の う ち 7 カ 所が火災、 157 カ 所が漏 出 事故 を 起 こ し た 。

7 1牛 の 火災 は延 焼 に よ る も の で 、 157件 の 漏 出 事故の う ち 96件 (61 % ) が屋内貯蔵設備

で起 き て お り 、 16件 (10 % ) の屋外貯蔵設備お よ び15件 (9 . 5 % ) の 一般施設が こ れ に 続 く O

ま た 、 12件 (7 . 5 % ) の 漏 出 事故が地下 タ ン ク 貯蔵施設で、起 き て い る 。 屋 内 貯蔵設備 の 漏

出事故の 主 因 は 、 貯蔵用 容器が床 に 落下 し た 際の密撃 に よ っ て 、 容器内 の 充填物 が こ ぼれ

た こ と に よ る も の で あ る 。

屋外の貯議施設で16件の鴻出事故が起 き た が、 1977年 に発効 し た新 し い 設計基準 に 従 っ

て組み立て ら れた タ ン ク で起 き た事故は皆無で、 あ っ た 。 注 目 すべ き 点 は 、 過去の事例 と は

異 な り 、 阪神 ・ 淡路大震災で は 、 石油ゃ;石油 製 品 の 大 き な 流 出事故が起 き な か っ た こ と で

あ る 。 こ れ は 日 本の 政府が、 過去の流出事故 を 詳 し く 謂査 し 、 よ り 安全が確保 さ れ る よ う

に適用基準 の 変更 を 行 っ た こ と に よ る O

検討すべ き 問題分野 と し て 残 っ て い る の が、 屋 内貯蔵施設関係 で あ っ て 、 そ の 61 % が流

出事故 を 起 こ し て い る 。 こ れ ら の施設で は ド ラ ム 缶、 バケ ツ 、 缶 な どが無秩序 に荷台や棚

な どの置 き 場所 に積 み 上 げ ら れて い る O 貯蔵の仕方は本来的 に 地閣 の 揺 れ に 弱 く 、 容器の

破損や 流 出 事故が発生 し て も 当 た り 前で あ る 。

く ガ ソ リ ン ス タ ン ド〉

4 府県で8 ， 804 カ 所あ る ガ ソ リ ン ス タ ン ド の 中 で、 383 カ 所が被災 し た 。 兵庫県 内 で2 ， 945

カ 所の ガ ソ リ ン ス タ ン ド があ り 、 そ の う ち 357 カ 所 ( 1 2 % ) が被災 し た 。 こ こ で改 め て 注

目 すべ き 重要 な 点 は 、 火災が皆無で あ っ た こ と で 、 わずか に 漏出事故が 4 件あ り 、 そ れ も

ご く 少量で、 あ っ た 。
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現行法規 で は 、 走路 に 面 し た 慨 を 捻い て ガ ソ リ ン ス タ ン ド周辺 に 防 火壁 を 設 け る こ と が

定め ら れて い る 。 も し も 防火壁がな か っ た ら 、 ガ ソ リ ン ス タ ン ド の地下貯蔵 タ ン ク か ら の

漏洩 ガス が火災 を 大 き く し た で あ ろ う と い う 推定が成 り 立つ。

神戸 市 は ガ ソ リ ン ス タ ン ド の協力 を 得 る 「協力 ガ ソ リ ン ス タ ン FJ と い う プ ロ グ ラ ム を

始め た 。 協力 ス タ ン ド は カ ナ テ コ や斧 な ど災害時の 緊急、作業 に使 う 資機材 を 備蓄 す る 。 現

時点 で は加入す る か ど う か は ま っ た く 自 由 だが、 こ の プ ロ グ ラ ム は非常 に 緬イ直があ る も の

で あ り 、 市 も 県 も 本 プ ロ グ ラ ム を 更 に推進す る 手段 と し て 、 ガ ソ リ ン ス タ ン ド の経営者が

こ の試み に 参加す る よ う に 、 経済面 で の 刺激 を 与 え る や り 方 を 工夫すべ き で あ る 。

くしPG 漏 れ〉

重大 な 結 果 に な り かね な か っ た危険物飛散事故の唯一の例が神戸の MC タ ー ミ ナ ル で あ

る 。 こ の LPG 碁地 に は 2 万 ト ン LPG タ ン ク が 3 基あ り 、 こ の う ち l 基が漏洩事故 を 起 こ

し 、 l 月 18 日 午前 6 時 に避難警報が発令 さ れ、 約 7 万 人の住民が、 震災後の被災地 と い う

環境で代 替 え 住 宅の確保 に 難渋 し た 。 LPG は 危険物 質 で あ る に も かか わ ら ず、 消 防庁 で

は な く て 通産省 が管轄 し て い る 。 地震後、 新 し い設計基準 に 改定 さ れ た 。

く化学物質の飛散 と 火災〉

化学物 質 に 関連 し た 6 件の 火災が確認 さ れた 。 そ の う ち 4 件 は 学校で発生 し た 。 2 件 は

大学、 2 件 は 高校 で あ る 。 1 件 は ゴム 靴工場、 も う 1 件 は 国 の研究施設で 起 き た 。

ゴ ム 靴工場で起 き た 火 災 は 大火事 と な り 、 7 万6 ， 000m2 の焼失規模 と な っ た 。 地震後、

自 然 に起 き た ガス 漏 れが何 ら かの形で火災 に つ な が っ た 疑 い が持 た れ て い る 。 建物 の 4 階

に あ る 国 の研究施設の 火災 は 、 科学物質 同士の混合に よ る も の で 、 焼失面積 は 133m2 だ、 っ た。

学校、 大学の 3 件 に つ い て詳細調査が さ れ、 い ずれ も 火元 は 実験室で あ っ た 。 学校 と 学

校以外の と こ ろ に も 漏 出事故が発生 し た実験室が相 当 あ っ た と 推定 さ れ る が、 こ れ ま での

と こ ろ 実験室 に お け る 化学物質 の 漏 出 事故 に つ い て の本格的 な 調査 は さ れて い な い。 現在

の と こ ろ 日 本で は 、 化学物 質 の漏出 に つ い て は 報告義務が課 さ れ な い よ う で、 特 に 日 本流

の 定義 に よ る 「危険物」 が含 ま れて い な い場合 は そ の傾向が強 い 。 化学品、 反応剤 、 腐食

剤 、 毒物 な ど は 消 訪 当 局 に よ っ て規制 さ れて い な い場合があ り 、 毒物等 は 厚 生省が監視 し

て い る O 科学物 質 の漏 出 事故が火災 に つ な がっ て 初 め て そ れが消 防 当 局 の デー タ ベ ー ス に

打 ち 込 ま れ 、 研究者 に利用 で き る よ う に な る 。

ロ マ プ リ エ タ と ノ ー ス リ ッ ジ地震で は 、 危険物 と 化学物 質 の飛散事故の 約50% が実験室

で発生 し た 。 地震 に 続 く 化学品の飛散 に 起 因 す る 大火 は 、 日 米両同 で発生 し て お り 、 最 も

自 に付 く の は 学校で起 き て い る と い う こ と で あ る 。

学校、 大学の実験室の調査が示す こ と は 、 実験室の管理手続 き に つ い て 、 真 に 実効性の

あ る 改善がな さ れて お ら ず、 本震災か ら 得 ら れ る 教訓 が学 び取 ら れて い な い 。 日 米両 国 の

他の教育機 関 の 実験室 に つ い て も 同様で、 一般的 に 言 っ て 、 科学者や教育 関係者 に 地 震 に

伴 う 危険 を 少 な く す る や り 方 に つ い て の認識 と 知見が著 し く 欠如 し て い る よ う に思 わ れ る 。
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地震国 で あ り な が ら 日 本 と カ リ フ ォ ル ニ ア で の教員 の研修 に お い て 、 地震の 危険低減 は カ

リ キ ュ ラ ム に 組 ま れ て い な い 。 最 も 望 ま し い姿 は 、 地震安全対策が将来、 教員 養成 カ リ キ ュ

ラ ム の 欠 く べか ら ざる 要素 と な る こ と だ ろ う 。

日 本 の現行法規 は 、 可燃物、 爆発物 お よ び高圧 ガ ス を 最軍要視す る 。 し か し 、 腐食剤 や

毒物 を は じ め と す る 類似の化学品 の飛散 に 関 す る 文書 に よ る 報告の義務づ け は 決定的 に 遅

れて い る 。 世界的 に 起 き て い る 技術 の 進歩 を 考 え れ ば、 影響す る と こ ろ が甚 大 な 地震が ら

み の飛散事故が、 毒物やバ イ オ 関連物質か ら 容易 に 発生 し 得 る で あ ろ う 。 こ れ ら の物 質 の

地震安全対策 は 、 保管、 取 り 扱いの両方 に つ い て未検討の状態 で あ り 、 火急 に 注意 を 向 け

ら れて し か る べ き で あ る 。

3 . 海外救援

u毎外 か ら の応援部隊の受 け 入れ の課覇 と あ り 方 は ? } 

河田憲昭 ・ 京都大学防災研究所寵大災害研究セ ン タ ー 長

震災直後、 海外か ら の救助 隊 の 受 け 入 れ に 関 す る 問題が、 マ ス コ ミ で大 き く 取 り 上 げ ら

れ た 。 一般的 に は 、 わが国政府 の受 け 入れ決定が遅れ た こ と 、 そ の た め に 海外 か ら の救助

隊が初動期 に 十分活動 で き な か っ た かの よ う な 印象 を 由民 に 与 え た ま ま に な っ て い る が、

こ の 問題 を 検証 し た 河 田 教授 は 「人命救助 を 目 的 と し た 海外か ら の 救援隊 の 派 遣 は 、 基本

的 に 断 る べ き で あ る J と の結 論 を 出 し た 。

結論だ け を 取 り 出 し て み る と 唐突 に 聞 こ え る が、 河 田 教授 は 、 震災直後の被災地の状況、

関係者へ の 開 き 取 り 調査、 国際機関 の レ ポ ー ト (国連人道問題局 「板神 ・ 淡路大震災 地

現地救済活動 、 及 び国 際社 会の対応J な どの検証の事実 を 積み 上 げ、 海外の救助 隊

の 受 け入 れ に 関 す る 事実経過、 海外救助 隊 の 派遣 の 実態 お よ び活動 の 実態 を 浮かび上が ら

せ た 。

河 田 教授 は 、 震災直後、 救助 に 携 わ る 機 関 な どの 関係者 は 、 国 内 の 救劫機関 の応援 に 期

待す る 考 え は あ っ た も の の 、 海外か ら の救助抹の応援 を 求 め る 要請 は な か っ た こ と 、 こ の

た め 日 本政府 も 日 本赤十字社 も 海外か ら の救助隊派遣の 申 し 入 れ を 断 っ て お り 、 そ の こ と

は 国連 人道問題局 を 通 じ て 国際 的 な 通知が出 さ れて い た 、 と し た 。 に も かか わ ら ず、 ヨ ー

ロ ッ パ各 国 を 中 心 に 、 救助 隊 の 派遣 申 し 入 れが続 き 、 日 本政府 は 受 け入れ姿勢 に 転換 し た 。

こ の結果、 ス イ ス 、 フ ラ ン ス 、 イ ギ リ ス な どか ら 救助 隊が入国 し たが、 発震後、 か な り

時 間 が経過 し て い た た め に 、 ヨ ー ロ ッ パ な どの救助 隊が慣れて い る ピ ル な どの倒壊現場の

捜索 は 既 に 終了 し て お り 、 木造家雇の倒壊現場 で の 捜索 が ロ ー ラ 一 作戦の段暗 に 入 っ て い

た 。

捜索犬 を使 っ た倒壊現場 で の 生存者の捜索 は 、 国 内 で は 初 め て の経験だ っ た こ と も あ っ

て 、 そ の 活躍 に期待す る 向 き も あ っ た が、 実際の 木造家屋の倒壊現場で は 、 捜索 を 一 時 中
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断 し て 日 本の救助 関係者 を 現場か ら 遠 ざけ て 行 わ れ た 。 こ の た め被災者が どの部犀で寝て

い た か知 っ て い る 家族や 日 本の救助 隊 は 苛立 っ て い た 。 し か し 、 現場 は震災後特有の臭い

な どが立 ち こ め て お り 、 捜索犬の能力 は 十 分 に は 活用 で き な か っ た 。 ま た 、 ヨ ー ロ ッ パ な

どの救助 隊 は 、 木造家康の倒壊現場 は 、 初 め て の経験で、 不慣れで あ っ た 。

コ ン ク リ ー ト や石造の建物 の場合は 、 生存可能 な 設 問 が残 さ れ る 場合 が多 い の に対 し て 、

木造家屋で は そ の空 間 が限 ら れ、 実際、 神戸市の場合で は 建物倒壊 に よ る 死者の93 % は発

震後15分以内 の 即 死 で あ っ た こ と が調査で明 ら か に な っ て い る 。

ま た 、 海外の救助 隊の 中 に は 、 ピ ル の倒壊現場 で の 捜索 を 強 く 求め た り 、 余震の危険で

捜索 を 中止 し て い た夜 間 に も 強引 に J要素 さ せ る よ う 主張 し て 実施す る な ど、 現場 を戸惑わ

せ る こ と も 多 か っ た 。 こ う し た 要求が政治的圧力 を利用 し て行 わ れ た ケ ー ス も あ り 、 無理

な 要求で も 彼 ら と 同行 し て き た 本国 の テ レ ピ チ ー ム への 担慮 も せ ざる を 得 な か っ た 。

河 田教授 は 以 上 の よ う な 事実関係 を 述べ た 上で 、 「 わ が国 に 派遣 さ れ た 海外救助 隊 は 、

木造家毘の倒壊現場 は今 回 が初 め て の経験で あ る 。 し か も 、 阪神 . ?3�略大震災で は 、 都市

イ ン フ ラ が ほ と ん どすべて被害 を 受 け る と い う 意味で世界で最初 の 災害 で あ る O こ の よ う

な 事情が事前 に派遣国の担当 者 に 理解 さ れて い た と は と て も 考 え ら れ な い 。 特 に 捜索犬の

受 け入 れ は初 め て の経験であ り 、 こ れ に 対 す る 過大 な 期待がマ ス メ デ ィ ア を 中 心 に あ っ た

( わ が関 だ け で な く 、 世界的 に 共通 の特性で あ る と 言 っ て よ い) 0 仮 に わ が 国 が震災直後

に 受 け 入 れ を 了承 し た と し て も 、 ヨ ー ロ ッ パ各 国 か ら の救助隊がわが国 の 被 災地 に 入 国 で

き る の は 2 R 目 の遅 く に な っ て し ま う 。 木造家屋の倒壊 に よ る 犠牲者の救出 で は 、 コ ン ク

リ ー ト や 石造の 家屋の倒壊 と は異 な り 、 初 日 が勝負 で あ る 。 木造家屋の 場合、 瓦擦の 下 に

生存で き る 空 間 が形成 さ れ る 確率が掠め て小 さ い か ら で あ る O こ れ は 人命救助 に 関す る 駁

神 ・ 淡路大震災の 大 き な 教訓 で あ り 、 こ の事情 を 日 常的 に 海外 に 発信 し て お く 必要があ ろ

う 。 風土 の 異 な る 国 で の 救助 活動 で は 、 事前の情報がい か に大事で あ る か を 物語っ て い る 」

と 指摘 し た 。

さ ら に 「人命救助 を 目 的 と し た 海外か ら の救援 隊 の 派遣 は 、 基本的 に 断 る べ き で あ る 。

なぜな ら 、 初 日 の救 出 が勝負 で あ り 、 わ が巨 の よ う な 木造家屋の倒壊で大部分の犠牲者が

発生す る 場合 に は 、 「生命 の 限 界の 72 時 間 (72 時 間 以 内 に救助 し な け れ ば生 存 の 可 能性が

極 め て 少 な く な る ) Ji と か T黄金の24 時 間J で は な い。 ま た 、 救助 に 関 す る 国 内 資源 で 、

質お よ び量 と も 十分で、 あ る 。 更 に 、 現地がそ れ を 望 ん で い な い こ と も 明 ら かで あ る O な お 、

断 る こ と は 非干しで は な い こ と は 国捺常識で あ る 」 と 結論づけ た 。

最 後 に 「 ま と め」 と し て 河 同教授 は 、

( 1 ) 外交的理由 を 優先 し て 受 け入 れ る 場合 は 、 「 国 際 緊急援助 隊」 を 「災害緊急援助隊」

に 名 を 改 め 、 「 国 際 緊急援助 隊 の 派遣 に 閲 す る 法樟」 等 を 改正 し て 、 そ の 所管 を 内 閣官房

内 閣安全保障 ・ 危機管理室 に 移行すべ き で あ る 。 海外か ら の 受 け 入 れ援助 隊 に対 し て 、 こ

の 「災害緊急援助 隊」 が完全 に サ ポ ー ト す る O ま た 、 こ れ を 支援す る 組織 と 情報の一元化
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を 全国規模で整備す る

(2 ) 国 内 の行政救援 に 関 し て 、 事前の 自 治体閣 の 応援協定の締結 は 重要 だが 、 そ こ に 書 か

れ て い な い事項 も 含め て 、 意志決定者の 柔軟 な 裁量が必要。 さ ら に 自 治体の 防 災関係職員

の訓練や評価 も 今後実施すべ き で あ る 。 そ し て 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 の動態継承 を し な

け ればな ら な い 。 花、援部 隊 の 支援体制 に 関係 し て 、 受 け 入 れ 窓 口 の 適切 な 対応 を 日 常的 に

準備 し 、 海外支援隊 を 支援す る 国 内体制 を 整備す る た め に 、 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル

セ ン タ ー (仮称) で 、 そ れ ら の機能 を 持 た せ る こ と が考 え ら れ る

(3)  外務省 は 派遣希望 国 と の外交的 な 調整 を 、 国 際協力事業団 は 派遣 お よ び受 け 入れ時 に 、

詳 し い 海外事情の 提供 と 日 常的 に 海外の救援機関 と の情報交流 を 行 い 、 わ が 国 の 救援 レ ベ

ル の紹 介 を 行 う 。 ま た 、 日 本赤 十字社 は 医療救護 も 含め て 、 そ の活動内 容 を さ ら に広 報 し

て 、 そ の 目 指す と こ ろ を 国民 に広 く 理解 し て も ら う 必要があ る 。 こ れ に 関係 し て 、 医療チ ー

ム の 派遣規模 の 決定方法 な ど を 客観的 に 評価 で き る シ ス テ ム の確立 な どが望 ま れ る

と の 、 提言 を 行 っ た 。

iar 田 教授 は 、 こ の ほ か 「気 を つ け ね ばな ら な い こ と は 、 阪神 ・ 淡路大震災 と “ 同 じ " 災

害 は 今後発生 し な い と い う 事実 で あ り 、 こ の 震 災 か ら 得 ら れ た 教訓 は必ず し も 一般性 を

持 っ て い な い と い う こ と に気づか ね ば な ら な しり と し 、 「今後、 わ が 国 で、起 こ る 可能性の

大 き な 地震災害 と し て 、 2035年 頃 に 想定 さ れて い る 南海地震があ り 、 も し 、 東海地震がそ

の 頃 ま で に 起 こ ら な け れば、 1707年の宝永地震や 1854年安政東海 ・ 南海地震の よ う に 双子

地震が ほ ぼ同 時 に起 こ る 可能性があ る O そ う な れ ば茨城県 と 新潟県 を 結ぶ線 よ り 以西 で は 、

震震 5 弱以 上 と な り 、 災害対策本部がほ と ん どの 自 治体 に 開設 さ れ、 被 災地 人 口 は 優 に

5 ， 000万人 を 突破す る こ と に な る O こ の 規模 は 、 21世紀後半 に 危険期 に 入 る と 言 わ れ て い

る 首都 圏 の プ レ ー ト 境界地震 に 匹敵す る も の で あ り 、 両地震 で は 、 阪神 ・ 淡路大震災 よ り

も 広域かっ大 き な被害 を も た ら す こ と は必定であ る 。 こ れ ら の 地震災害 を 想 定 し な い と 、

阪神 ・ 淡路大震災の検証 に よ る 教訴 の 発信 は 、 わ が 国 の 都 市夜下型地震災害 に 限定 さ れ た

も の に な っ て し ま う こ と に な る 」 と 巨大地震 の 可能性に も 触れ、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓

だ け に と ら わ れ で は な ら な い こ と を 強調 し た 。

〔海外 か ら の応援部勝の受 け 入 れ の課題 と あ り 方 は ? )

リ チ ヤ ー ド K . ア イ ズナ ー米 国 カ リ フ ォ ルニ ア州緊急業務局地域行政官

河 田 教授 と 同 じ テ ー マ を 、 海外か ら 見 て どの よ う な 評価がで き る か を 検証 し た の が ア イ

ズ ナ ー 氏 の レ ポ ー ト で あ る が、 同 氏 も 河 田 教授 と 同 じ結論 に 達 し た 。

ア イ ズ ナ ー 氏 も 「海外か ら の援助 に 関 し て最 も 問題 に な っ た の は 、 援助提供国 や 政府機

関 あ る い は マ ス コ ミ が 「専 門 知 識 を 持 っ た」 海外の救助隊 を 受 け入 れ る べ し と 執揃 に 主張

し た 点 に あ っ たJ í阪神 ・ 淡路大震災発生 か ら 12時 間 以 内 に ス イ ス 、 フ ラ ン ス 、 ロ シ ア お

よ びイ ス ラ エ ル政府 よ り 援助 の 申 し 出 があ っ た 。 日 本国 内 (関西地区、 東海地区) か ら 適

554 第十章 @ 防災



切 な 捜索お よ び救助 の リ ソ ー ス が得 ら れ る 状態 で あ っ た が、 国 際 的 に も 国 内 的 に も こ う

い っ た 申 し 入 れ を 受 け 入れ よ と い う プ レ ッ シ ャ ー が高 ま っ た 。 海外か ら の援助受け 入 れ の

方 策 や 、 被災地神戸 か ら の 要請や承認 も な い ま ま に 、 海外の 救助 隊が関西地 区 に 派遣 さ れ

た 。 神戸市消防局 に よ れば、 日 本政府 は 同局 に対 し 、 こ う い っ た 部隊の受け入 れ に 関 す る

通知 を 行 わ な か っ た と い う 。 地元の 防 災担当 部署で は 、 販神 ・ 淡路大震災規模 の 震災 を 予

想 し て お ら ず、 そ の 準備 も な さ れて い な か っ た た め 、 海外か ら の ボ ラ ン テ ィ ア を 受 け 入 れ

る 討画 も 手頗 も 確立 さ れて は い な か っ た 。 海外か ら の チ ー ム が 自 立 し て 活動す る 準備の な

い ま ま 来訪 し た た め 、 神戸市消 妨局 の 負 担 は増大 し た 。 交通手段や通訳 の手配、 連絡担当

者の配備や食料、 宿 の 手配 と い っ た そ れで な く て も 決定的 に不足 し て い る リ ソ ー ス を 振 り

向 け ね ばな ら な か っ た の で あ る 」 と 、 受 け 入 れ 時 の 実態 を 開 き 取 り 調査 な どか ら レ ポ ー ト

し た う え で、 ボ ラ ン テ ィ ア や 海外か ら の援助 の 受 け 入れ に つ い て米 国 の場合 を 次 の よ う に

結介 し た 。

日 本 と 向様 に ア メ リ カ 合衆国 も 災害対策の リ ソ ー ス は豊富で あ る O 伝統や文化的価値観、

憲法関連の法制 に よ り 、 防災計画 ・ 活動 の 主 要 な 責任 を 負 う の は 地方 自 治体 (市町村お よ

び郡) で あ る 。 州 レ ベ ル や 連邦 レ ベ ル (FEMA) が地方政府 に リ ソ ー ス を 提供す る の は 要

請があ っ た 場合の み で あ る O そ の結果、 海外か ら の被災者援助 は 主 と し て 義損金 と い う 形

で 、 「赤 卜字」 の よ う な 国際的援助団体 を 通 じ て行 わ れ る O

ま た 、 ア イ ズ ナ ー 氏 は 「 ア メ リ カ の プ ロ の 救助 隊が ト ル コ や ア ジ ア な ど の 災害時 に 現地

に 派遣 さ れ た が、 今 回 の 阪神 ・ 淡路大震災 に お け る 海外か ら の接助 と 伺 じ く 満足で き る 結

果 は得 ら れ な か っ た」 と 最近 の 事例 も 紹 介 し た う え で、 「 ア メ リ カ 、 日 本、 ト ル コ お よ び

台湾 に お け る 最近 の 地震 に よ り 、 今後の 防災対策 を 策定す る う え で貰重 な 教訓 を 得 る こ と

がで き た」 と し て 以 下の よ う な 提言 を 行 っ た 。

( 1 )  地元 に こ そ 最 善 の リ ソ ー ス が存在す る 。 消 防庁等の政府機関 は 「都市部 に お け る 救助

部 隊J (じSAR) に 関 す る 共通 の 碁準 を 確 立 し 、 各 県 の 救助 隊 に 対 し 、 資金、 備 品 、 訓練

の提供 を 行 う こ と 。 こ れ ら の 部隊 は 国 レ ベ ル の相互援助 リ ソ ー ス 計画 に 組み込 ま れ る 。

(2 ) 地方 自 治体か ら 要請が な か っ た リ ソ ー ス が提供 さ れ た 場合、 い っ た ん被災地外 に 配備

し 、 必要性 の 決定 を 行 う こ と O

(3) 海外か ら の 要請 に こ た え る に 当 た り 、 USAR 部 隊 の 国 内 お よ び国外への 派遣 の調整 は 、

政府機関が責任 を 持 っ て行 う こ と O 県お よ び市野村の支援要請 は 直接 こ の 政府機関 に 対 し

て 行 う こ と 。 機 関 は確立済み の援助手続 き に 従 っ て 部隊 を 派遣す る 。 海外か ら の協力 申 し

出 は 、 当 機関 が連絡担当 と な る こ と 。 日 本国 内 で は対応で き な い リ ソ ー ス の必要性が明確

に 確認 さ れ な い 限 り 、 海外の部 隊 を 受け 入 れ な い こ と 。

(4)  日 本の 救助 隊 は 最低で も 72時 間完全に 自 立 ・ 自 給 自 足で活動 で き る 能力 を 備 え る よ う

に す る こ と 。

(5) 日 本の 救助 隊 と コ ン テ ナ に収め た 装備 は 、 ヘ リ コ プ タ ー で移動す る O 陸路お よ び空路
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の 移動 は 各 USAR 部 隊 を 担当 す る 自 衛隊の小隊が担当 す る 。

( 6 ) 地元や県 、 国 が海外の ボ ラ ン テ イ ア リ ソ ー ス を 必要 と 認め た 際 に は 、 政府機関 は 直誌

の被災エ 1) ア 外 に 配備 し 、 後方業務闘での援助 を 行 う こ と 。 援助 内 容 は 食料 、 宿、 通訳、

現地への 交通手段、 通信、 地元 自 治体 と の 連絡係、 広 報担 当 の手配であ る 。 こ う い っ た援

助 の 臼 的 は 、 現地機 関 の 負 担 を 軽減す る こ と で あ る O 海外ボ ラ ン テ イ ア は 、 被 災地の状況

や地元 自 治体の期待や ニ ー ズ に つ い て の説明 を 派遣前 に 受け て お く こ と 。

(7 ) 全体的運営、 活 動 の 優先順位 の 決定、 USAR 部隊活動 の 開 始 に つ い て の 決定 は 、 地

元 自 治体が行 う こ と 。

(8 )  政府機 関 は 、 非 政府組織 (NGO) ボ ラ ン テ イ ア の協力 を 得 て 、 薬 品 、 建 築材等 の 援

助 品 の 受 け 入 れ 、 整理、 配付、 破棄の責任 を持つ こ と 。 暖助 品 は い っ た ん被災地外 に 貯蔵

し 、 使用 の 適否 を 決定す る O

(9 ) 公式の 訪 問 者」 お よ び ri4iJ:外の専 門家」 の エ ス コ ー ト は 政府が責任 を 持 っ て 行 い 、

現地 自 治体が 「被災地視察ガ イ ドJ の告 に 当 た ら な く て も 済 む よ う に す る こ と 。

同 災害時 に は 地元、 県、 国 の レ ベ ル で 「総合情報セ ン タ ー」 を 設置 し 、 情報の発表 を 調

整 し 、 マ ス コ ミ に 対 し て継続的 に 情報の提供 を 行 う こ と 。

も ち ろ ん 、 ア イ ズ ナ 一 氏 は 海外か ら の 救援部 隊 を 否定 し て い る わ け で は な い 。

「海外か ら の援助が有効活用 さ れ る ケ ー ス は存在す る 。 都市部 を 壊滅的 な 震災が襲い 、 数

多 く の ピ ルが倒壊 し た り 、 大量破壊兵器や生物兵器 に よ る テ ロ 攻撃、 原子力 ;事故や 匡! 際 的

な リ ソ ー ス を 必要 と す る 事件が起 こ っ た場合であ る O 国 内 の救助 1) ソ ー ス が底 を つ い た り 、

特殊 な 技術 や器具が救助 に必要 な の に 入手が不可能であ っ た り 、 管轄権が数 カ 国 に わ た っ

た り す る 場合 は 、 海外か ら の救助が必要 と な る 」 と 述べ て い る 。

ま た 、 「効果 的 な 救助 活動 を 行 う た め に は 、 囲 内 の イ ン フ ラ に よ り 、 ニ ー ズ の 確認、 リ ソ ー

ス 入 手の調整、 ロ ジ ス テ ィ ッ ク な 護助 の 提供 を 行 い 、 『現地前線の部 隊 に 負 担 を か け な し V

よ う に す る 必要があ る O ま た 、 援助 の リ ソ ー ス 管理 に は現地 白 治体の実力 も 必要 に な る 。

予想 さ れ る 援助 の 申 し 出 や 、 要請 の な い物品が提供 さ れた 場合の対処法 を 準備 し て お く こ

と は 、 地元、 県、 国 、 非政府組織、 宗教団体が協力 し て 災害対処の言十画 を 立 て る 際 に 欠か

せ な い 要素 で あ る 」 と 結 び、 自 治体の対応能力 の 向上 も 欠かせ な い こ と を 指摘 し て い る 。

u主) r都市部 に お け る 救助 部 隊J (uSAR) カ リ フ ォ ル ニ ア 州 が1990年、 米 国連邦緊急

事態管理局 (FEMA) と 協 同 で 開発 し た 都市救助 部 隊 (Urban Search and Rescue Task 

Forces) 。 地 元 の 消 防士、 建築技師、 高架建築物 の 専 門 家 、 緊急窪療技術者、 医 師 に よ り

編成 さ れ る 。 現在 、 連邦 レ ベ ル で はおの部隊が FEMA か ら 資金提供 を 受 け て お り 、 カ リ フ ォ

ル ニ ア に は 8 部抹が存在す る 。 部抹内 に 20人の ユ ニ ッ ト があ り 、 三交代で任務 に あ た る 。

ま た 、 後方業務担当 の 隊員 も い る 。 特別製の救助器具、 食料、 キ ャ ン プお よ び通信設備が

輸送用 コ ン テ ナ に 貯蔵 さ れ て お り 、 自 立 ・ 自 給 自 足能力 を 備 え た部隊 を 、 通 知 を 受 け て か

ら 4 時 間 以 内 に被災地 に 派遣可能。 ( ア イ ズ ナ ー 氏 の レ ポ ー ト に よ る )
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十 安全部高づ く り

〔神戸市麗災復興総括 @ 検証 安全都市分野報告書〕

神戸市 は 1995年 6 月 に 策定 し た神戸 市復興計画 に 基づ き 、 復興事業 を 実施 し て き た が、

こ れ ま で の復興の取 り 組み を い っ た ん振 り 返 り 、 個 々 の事業の 達成状況や残 さ れ た 課題 を

整理 し 、 後半 5 カ 年 に 向 け て 有効 な 施 策 を 検討す る 「復興 の 総括 ・ 検証」 を 行お う と 、

1999年 6 月 、 神戸市復興活性化推進懇話会の 下 に 、 市関係部局 と 学識経験者 な どで構成す

る 震災復興総括 ・ 検証研究会 を 設置 し た 。

同 総括 ・ 検証 は 、 市民各管 を 対象 と し た ワ ー ク シ ョ ッ プ、 ヒ ア リ ン グ ・ ア ン ケ ー ト な ど

を 実施 し 、 市民 と の 協働 に よ る 「草の根か ら の検証」 を 目 指 し て 幅広 く 意見 を 聞 く こ と を

基本 と し て 行 わ れ た も の で 、 「生活再建J I安全都市J I住宅 ・ 都市再建J r経済 ・ 港湾 ・ 丈

イヒ」 の 4 分野 に つ い て 、 2000年 1 月 12 日 、 同懇話会か ら 市長 に 提言が行 わ れ、 3 月 に 報告

書 が ま と ま っ た 。 こ こ で は本章 と 関連の深い 「安全都市」 分野の 報告書 の 内 容 を 紹介す る 。

( 注 2 ) 

「安全都市」 分野の検誌 は 、 沖村孝 ・ 神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー 教授 を 中 心 に 進め

ら れ、 直接 111"民 ア ン ケ ー ト す る こ と 、 数多 く の 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ に ア ン ケ ー ト や ヒ ア

リ ン グ を 行 う こ と に 加 え て 、 ラ イ フ ラ イ ン 事業者等へ も ヒ ア リ ン グ を 行 う こ と に よ っ て 、

共通 し た キ ー ワ ー ド を 整理 し 、 そ の キ ー ワ ー ド ご と に震災の体験 ・ 経験、 教言11 、 市民 ・ 事

業者 ・ 行政の取 り 組み を 整理、 点検 し 、 今後の 課題 を ま と め た 。

同 報告書 は 3 章か ら な る が、 キ ー ワ ー ド ご と の検証結果、 市民意見等 を 踏 ま え 、 必 要 な

施策展開等の考 え 方 を ま と め 、 提言 と し た r21世紀の安全都市づ く り に 向 け て」 は 以 下の

通 り で あ る 。

( 1 )  個 人 ・ 地域の 「安全」 に 関 す る 意識 ・ 備 え等 の 維持 ・ 向上

ヒ ア リ ン グ、 ア ン ケ ー ト で 「災害 に対す る 意識の風化」 が指摘 さ れて い る 。 ま た 、

に対す る 家庭で の 備 え 等 は 震 災後 に 充実 さ れ て い る が、 地震等 に 対す る 不安 を 感 じ て い る

割合 と よじべ、 備 え を し て い る 割合 は 決 し て 高 い と は い え な い。 時 を 経 る に つ れ、 人 の 記憶

は 当然薄 れ る 。 そ の こ と を 前提 に 意識 を 風化 さ せず、 維持 ・ 向上 さ せて い く 取 り 組み を 継

続的 に 進 め て い く こ と が必要であ る 。 ま た 、 単 な る 自 然災害 に と ど ま ら ず、 環境問題等 も

含 む 広 い 意味で、 の 安全 に つ い て 啓発等 を 進め て い く こ と も 必要で あ る 。

① 安全 に 関 す る 情報の継続 的 な 公 開 (ハザー ド マ ッ プ等) と 啓発の推進

「地震J r洪水J r津波」 等 に 関 す る 調査研究 を 継続 し 、 地域の危険 に 関 す る '情報 を 整

理 ・ 公開 す る 。

② 震 災の教訓等の有形 ・ 無形の文化 と し て の継承 と 発信

神戸震災復興記念公園 の 整備、 阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル セ ン タ ー の 整備等 を 進め
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る と と も に 、 市民安全 ま ち づ く り 大学への参加促進、 地域で の 防災訓練の継続等 に よ り 、

神戸市民 の 閉 で体験 を 継承す る 。 ま た 、 国 内 外 に 対 し て様々 な 機 会 を と ら え 、 阪神 ・ 淡

路大震災の体験か ら 得 た こ と を 伝 え 続 け る 。

③ 安全に 関す る 教育 の一層 の推進

学校 に お け る 防災教育 の継続、 市民向 け の 防災等 に 関す る 講座 を 充実 さ せ る と と も に 、

地域 と 学校が一帯 と な っ た 安全知識の普及等 を 継続的 に 進め る O

( 2 )  自 立 と 連携 の ま ち づ く り の推進

個 人 、 地域の安全 を 考 え る 場合、 「 自 分の安全は 自 分で 守 る J I地域の安全 は地域で守 る J

と い う こ と が基本で あ る O ま た 、 地域の 中 で の 日 常的 な 人 と 人の 「つ な が り 」 が、 い ざ と

い う 時 に 生命 を 救 う こ と も あ る O 日 頃 か ら の地域 で の 活動等 に よ り 「つ な が り 」 を つ く り 、

自 分た ち の ま ち の こ と は 自 分た ち で考 え 、 必 要 な 行動が と れ る と い う 仕組 み が望 ま れ る O

そ の た め に は 中 心 に な っ て 活動す る 人材が大切 で、 あ り 、 ま た 、 そ の よ う な ま ち づ く り を 進

め て い く 仕組みづ く り も 必要で、 あ る 。

な お 、 今 回 の 総括 ・ 検証 は 、 行 政 だ け で進 め る の で は な く 、 市民 と の協舗 に よ る プ ロ セ

ス を 重視 し 進め て き た。 今後の行政の さ ま ざ ま な取 り 組み に今回 の協働の仕組み を 活用 し

て い く こ と が望 ま れ る O

① 地域で 中 心 と な り 活動 で き る 人材づ く り

市民安全 ま ち づ く り 大学 を 地域で の ま ち づ く り 活動 の 進展 に あ わせ充実 さ せ る と と も

に 、 地域の ま ち づ く り を 総合的 に 考 え 、 実践す る こ と の で き る 人材づ く り を 進 め る 。 ま

た 、 市民防災 リ ー ダ ー ・ 市民救命士等の 専 門 知識 を 持 っ た 人材 を 継続的 に 養成す る と と

も に 、 地域の ま ち づ く り の 中 で専 門 知識 を 活用 で き る 環境づ く り に務 め る 。

② 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 等、 地域組織の 自 揮の仕組みづ く り

地域が 自 律 し 、 ま ち づ く り 活動 を 行 う た め の行 政 と の 関 係 や 、 NPO 等 と 地域が連携

し て ま ち づ く り を 進 め る 仕組み等 を 検討す る O

③ 計画策定、 施策 の 立案等 に対す る {主民参画 の推進

今 回 、 幅広 く 市民各層 か ら 復興 に 関 す る 意見 を 聞 き 、 市民 と の協働 に よ っ て総括 ・ 検

証 を 進 め て き た 。 こ の 中 で得 た 経験 を 活か し 、 市民の意見 を 市政 に 反映す る 機会 を 増 や

し 、 協儲 に よ る ま ち づ く り を 一層 推 進す る O

(3) 地域の 自 立的 活動 に こ た え る 行政の体制づ く り

今 回 、 市民意見 を 聞 く 中 で 、 地域組織 と 行政の 関係や施策 に つ い て 多 く の 意見が出 て い

る 。 た と え ば、 「地域組織 は 一 つ だ が ( 同 じ 人が動 い て い る ) 、 行政の様々 な 部 局 か ら ぱ ら

ぱ ら に 施策 を お ろ し て く る 」 と か、 「似 た よ う な 施策 で 、 地域 に 別 の 組織 を つ く っ て き て

い る 」 等がい わ れ て い る 。 今後、 自 律 し た 地域づ く り と 平行 し て 、 そ れ に対応す る 行政の

窓 口 、 支援体制 ・ 施策等の見直 し が望 ま れ る O

① 「 わ か り に く い (縦割 り い と い う 市民意見 に 対す る 行政窓 口 の 強化 ・ 一元化
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市 内 部 の 各部局 間 の 連講 を 一層 強化す る と と も に 、 地域の ま ち づ く り 活動 に対す る 窓

口等 に つ い て検討 し 、 地域活動 を 効率的 に 支援で き る よ う 組織の改善等 を 進め る 。

② 施策の見室 し に よ る 制度の整理統合、 ま た は 支援制度の メ ニ ュ ー 化

地域の ま ち づ く り j舌動 を 支援す る 制度の枠組み、 内容等 を 検討 し 、 地域 に と っ て わ か

り や す く 、 活用 し や す い も の と す る 。

③ 関係機関 と の 連携の一層 の推進

関係行政機関 と の連携は も ち ろ ん、 大学等の研究機関 と の連携 も 一層 強化 し 、 地域の

自 律 し た ま ち づ く り 活動 に 役立つ情報提岱や 支援等 を 継続 し て 進 め る 。

( 4 )  都市施設整備等の継続的推進

災害が発生 し て し ま っ て か ら の対応 は 、 人 と 人 と の つ な が り を 基礎 と す る 地域での対応

力 が大切 で、 あ る が、 そ れ以前 に 被害 を 最小 限 に お さ え る ま ち づ く り が重 要で あ る 。 ま た 、

阪神 ・ 淡路大震災で の 震災産後の死者の大部分は 、 家屋の倒壊等 に よ る 圧迫 ・ 窒息死で あ

り 、 地震 に 対 し て 「 自 分の安全は 自 分で守 る 」 た め に 一番大切 な こ と は 、 す ま い の 安全確

保 で あ る 。 す ま い (建物) の被害 を 少 な く で き れ ば、 人 的被害 ・ 避難者数 ・ 火災の発生件

数等が減少 し 、 結果 と し て 、 応急対応 し な け れ ば な ら な い レ ベ ル を 低 く す る こ と も で き る 。

な お 、 災害が発生 し た場合 に 、 地域の拠点 と な る 公共施設や ラ イ フ ラ イ ン が被災す れ ば、

行政活動 ・ 地域活動の拠点が失 わ れ る こ と と な る 。 そ れ ら の施設の耐震性強化な ど、 安全

性 の 向上 を 継続的 に 進め る こ と が望 ま れる 。

① 都市基盤整備の必要性等 に 関 す る 情報の積極的公開 ・ 提供 と 継続的 な 整備の推進

水 と 緑の ネ ッ ト ワ ー ク の 整備、 復興 ま ち づ く り 事業での公園整備 な ど 、 安全都市づ く

り に必要な都市基盤整備 を 引 き 続 き 進め る 。 そ の 際 、 整備の 内容、 必要性等 に つ い て 、

市民 と 行政が情報 を 共有す る よ う 務め る 。

② 地域特性 に応 じ た 安全で安心 な す ま い ・ ま ち づ く り の 一層 の推進

住宅等の密集 ・ 老朽化の状況、 道路の整備状況、 地形、 地域活動の状況、 そ の他の地

域特性 に応 じ た す ま い ・ ま ち づ く り を 進 め る 。

③ 公共建築物等の安全性向上の継続的 な推進

小学校 を は じ め と す る 公共建築物 の耐震診断、 耐震補強等 を 継続的 に 進め る 。

〈参考文献 〉
(注 1 ) 阪神 ・ 淡路大震災 震 災対策国際総合検証事業検託報告 第 1 巻」 兵庫県防災企画課 2000年
(注 2 ) 神戸市震災復興総括 ・ 検証 安全都市分野報告書」

神戸市震災復興本部総括局総合計i面i課 2000年 3 月
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ド三点一路災施設 ヤズデム等の整備離進
大震災か ら 5 年 と い う 大 き な節 目 を 象徴す る のが、 政R守の 「阪神 ・ 淡路復興対策本部」

の解消 で あ る 。 時 限立法で あ る 「阪神 ・ 淡路復興基本法」 に 基づ く 期 限 と は 言 え 、 被災地

に と っ て は 、 首 相 が本部長 を 務め る 大 き な 後 ろ 盾 を 失 っ た 意識 は 拭 え な い 。 ま だ ま だ冒 が

支援すべ き こ と は 多 く 残 さ れ て い る が、 被災 自 治体の 底 力 が試 さ れ る の は 、 む し ろ こ れか

ら か も し れな い 。

神戸市 も 2000年 4 月 、 震災復興本部総括局 と 生活再建本部 を 廃止。 新た に 震災復興推進

本部 を 設置 し 、 新体制 で復興計画の後半 に 踏み 出 し た 。 毎興の た め に発行 し た 市債 の {賞還

が始 ま り 、 市財政は き わ め て厳 し く 、 行財政全般 を 見直すべ く 、 新た に行財政局 を 新設 し た 。

同市で は 、 震災か ら の復i日 の最後の公共施設 で あ る 中央消 防署が2000年 度末 に 竣工 し 、

新年度 か ら 業務 を 開始。 同 署 は 1 10室の 職員 待機宿舎 を 併 設 し 、 大災害 時 の 都心部の 初 動

体制 を 大幅 に 補強す る も の だが、 新 た な 消 防 署誕生の裏 に は 、 2 つ の消 防 署 の 壊滅 と い う

大震災の記憶が刻 ま れて い る 。

兵庫県の初動体制 の 要 と な る 「災害対策セ ン タ ー 」 の建設 も 進み 、 2000年夏 に は竣工の

運 び と な る 。 災害対策へ は 、 離 し い封政状況の 中 で も 着実 に 進 ん で、 い る 。 し か し 、 そ の

方で、 警察署 な どの公共施設の耐震改修事業 は 大幅 に 遅 れて い る 。 阪神 ・ 淡路大震災 を 機

に 国 の 捕助制度が新設 さ れた も の の 、 こ れ を 利用 す る だ け の財政の ゆ と り が な い た め で あ

る 。

そ れで も 被災 自 治体 は 、 震災の教訓 を 将 来 に 、 世界 に 、 伝 え て 行 か ね ば と 、 「阪神 ・ 淡

路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー J (仮称) を 構想、 し 、 1999年度 の 国 の補正予算 で施設整備費

な どが認め ら れ た 。 ま た 、 98年 の 「 ア ジ ア 訪災セ ン タ ー 」 の 関所 に続 き 、 99年度 に は 国連

地域開発セ ン タ ー の 「 防災計画兵庫事務所」 が閉所 し た ほ か 、 国連人道問題調整事務所が

ア ジ ア 訪災 セ ン タ ー の一画 に 災害対応地域 ア ド バ イ ザー な ど を 常駐 さ せ る な ど、 神戸 は ア

ジ ア の 国際的 な 訪災 セ ン タ ー と し て の役割 を 強 め 始 め た 。

1 . 隣災施設等の整備

〔阪神 @ 淡路大震災 メ モ リ アル セ ン タ ー 基本構想 ま と ま る 〕

我が国 で初 め て社会経済的 な 諸機能が高度 に 集積す る 都市 を 直撃 し た直下型地震であ る

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 後世 に残 し 、 震災 と そ の援興過程か ら 得 ら れ た 知識や知恵、 を 世

界に情報発信す る こ と に よ っ て 、 世界の災害対策 に 生か そ う と い う 「阪神 ・ 淡路大震災 メ

モ リ ア ル セ ン タ ー J (仮称) の 基本構想が1999年 に ま と ま っ た 。 同 年 12 月 の 国 の補正予算

で施設整備費が認 め ら れ、 同 構想、 は 一気 に 現実の も の と な っ た 。

1999年 3 月 に 策定 さ れ た 「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 基本構想、 (基本的考 え
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方) J に よ る と 、 同 セ ン タ ー 構想、 は 「人類史上初 め て の 高齢社会下の大都市直下型地震 に

よ る 大災害で あ っ た 阪神 ・ 淡路大震災 に よ り 、 我 々 は生命の尊厳や と も に 生 き る こ と の重

要性、 近代都市の抱弱性な ど、 人類が営 々 と 築 き 上げて き た20世紀文 明 に 対す る 反省 と 教

訓 を 得 t:"J と の 認識 を 碁 に 、 「 は か ら ず も 露呈 し た 近代都市 や 近代文 明 の 災 害 に 対 す る 脆

弱 さ か ら は 、 リ\ と 自 然 と の 共 生J が、 ま た復興過程 で コ ミ ュ ニ テ イ や ボ ラ ン テ イ ア が果

た し た役割の大 き さ か ら は 「人 と 人 と の 共生J が、 そ れぞれ重要 な 概念 と し て認識 さ れ る

こ と に な っ た 。 わ が 国 は 地震列 島 で あ り 、 将来、 再 び大地震が都 市 を 襲 う 可能性 を 多分 に

有 し て お り 、 震災か ら 得 ら れ た 反省 と 教訓 を 生か し 、 世界 中 で今後起 こ り 得 る 同様 の 災害

の 防災 と 、 そ れか ら の復旧 ・ 復興 に 貢献す る 義務があ る 。 阪神 ・ 淡路地域 こ そ 、 世界 に お

け る 震災毎興の フ ロ ン テ ィ ア で あ り モ デル で あ る と の 自 覚の も と 、 来 る べ き 21世紀の 世界

に 貢献 し得 る 役割 を 担お う 」 と の 趣 旨 で 、 基本構想、が ま と め ら れた 。 悦 1 ) 

同 セ ン タ ー の碁本的性格は 、

1 )  阪神 ・ 淡路大震災 に 関 す る 様々 な 資料 ・ 情報等 を 収集 ・ 保存 ・ 展示 ・ 発信 し 、

災の体験 と 貴重 な 教官11 を 将来 に継承す る 。

2 ) 貴重 な 体験 と 教訓 や 、 そ れ ら を 踏 ま え た 調査研究の 成果 を 、 わ が国 に と ど め ず、

世界 に 向 け て情報 を 発信 す る こ と に よ り 、 今後起 こ り 得 る 様々 な 災害 に 向 け た 初災

対 策 や 人材育成、 な ら びに震災か ら の復旧 ・ 復興 に 貢献す る 。

3 ) 行政、 企業、 ボ ラ ン タ 1) ー の すべて の セ ク タ ー が復興 に 向 け て 取 り 組ん で き た膨

大 な 過程 を 総括す る と と も に 、 こ の 地 を 訪れ る 人 が必ず立 ち 寄 る よ う な シ ン ボ、ル と

な る 。

と い う も の O

阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 構想 は 、 震災があ っ た 1995年 の10月 、 政府 の 「阪

神 ・ 淡路復興委員 会」 が、 復興特定事業の う ち 極 め て 意義の あ る も の と し て 阪神 ・ 淡路大

震災記念 プ ロ ジ ェ ク ト を 提言。 圏 、 県、 神戸市、 民 間 で 同 プ ロ ジ ェ ク ト 検討委員 会が設置

さ れ、 そ の 後 に 設立 さ れた (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 (理事長 z 石原信雄 ・ 地方 自

治研究機構理事長) で 、 学識者、 民 需 団体代表、 行政代表で構成す る 同 セ ン タ ー 基本構想、

検討委員 会 を 設置、 1999年 5 月 26 日 に 基本構想 (基本的考 え 方 ) J が公表 さ れ た 。 さ ら に

6 月 に は 、 有識者、 行政な ど に よ る 「阪神 ・ 淡路大震災メ モ リ ア ル セ ン タ ー 構想推進協議

(会長 ニ 新野幸次郎 ・ 神戸都 市問題研究所長) を 設置 し 、 阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア

ル セ ン タ ー 構想、」 を 策定 し た 。

同 年12月 、 国 の 1999年度第 2 次補正予算で、 メ モ リ ア ル セ ン タ ー 施設整備費約60億 円 の

2 分の l に あ た る 約30億丹 が国庫補助金 と し て 予算措置 さ れ、 ま た 、 新た に2000年震以 降

の 各年長 に お い て も 、 運営費補助が計 上 さ れ る こ と と な っ た 。

政府の 「阪神 ・ 淡路復興対策本部」 の最後の会合が、 翌2000年 2 月 22 日 に 開 かれ、 同 セ

ン タ ー の 整備事業が復興特定事業 に 追加選定 さ れ た 。
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同 セ ン タ ー は 、 防 災 に 関係す る 国際機関 や 災害復興住宅 な どの立地が進 む神戸東部新都

心 (神戸市 中 央区脇浜海岸通) に 建設 さ れ る こ と に な り 、 平成14年春の完成 を 自 指す 。

な お 、 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 に は 、 既 に 2 万点 を 超 え る 阪神 ・ 淡路大震災関連の書

物等が蓄積 さ れて い る が、 同協会で は 、 震災当 時 、 避難所な ど に 貼 っ て あ っ た チ ラ シ や救

援物資 リ ス ト 、 救援物資そ の も の 、 ボ ラ ン テ イ ア 救援基地 に あ っ た ス ト ー ブ、 仮設住 宅 の

自 治会 の 会議録、 全 国 か ら 寄せ ら れ た 激励 の 手紙や手芸品 な ど約 4 万点の震災資料が集め

ら れて お り 、 メ モ リ ア ル セ ン タ ー が完成す れ ば、 そ の 一部が展示 さ れ る こ と に な る O

〔神戸で最後の復旧公共施設 ・ 中央消防馨兜成 待機宿舎1 1 0室 を 併設〕

販神 ・ 淡路大震災で被災 し、 そ れぞれ別 の佼設庁舎 に 入居 し て い た神戸市 中 央区 の 生 田 、

茸合両消防署 を 統合 し た新 た な 「 中 央消 防署」 の新庁舎が2000年 3 月 末完成 し 、 4 月 1 日

か ら 業務 を 始め る こ と に な っ た 。 同 庁 舎 は 、 神戸市 で は 阪神 ・ 淡路大震災か ら の復旧 の 最

後 の 公共施設。 向 市 の 公共施設 で は 初 の 免震構造 を 取 り 入 れ た ほ か、 110 室 の 職員待機宿

舎 を 併 設 し た の が大 き な 特色 で 、 大災害時の都心部の 初動態勢が一挙 に補強 さ れる こ と に

な る O

新庁舎は 呂道 2 号 に 謝 し た 旧小野柄小学校跡地 ( 同 市 中 央 区小野柄通 2 丁 目 ) に建設 さ

れ、 敷地面積2 ， 500m2 、 地下 l 階、 地上 9 階、 延べ9 ， 500m2。 総工費 は 約31億 円 。 地下 1 �

地 上 3 階が消 防署、 4 � 9 階が消 防職員 ら の待機宿舎。

地下 l 階の柱 と 土 台 の 簡 に設置 し た 12基の免震装置 は 、 直径1 . 3 m の 積層 ゴム が揺 れ を

吸収 し 、 最大で阪神 ・ 淡路大震災 の 1 . 7倍の震度 に 紺 え ら れ る と い う 。

こ の ほ か72時間 稼働す る 非常用発電設舗 や 地震観時設舗 、 耐震性劫火水槽 、 井戸 な ど を

備 え 、 消 防職員 103人 と 消 防車 両20台が配置 さ れ る O

新庁舎 は 、 交通マ ヒ で職員 の招集が遅 れ た 教訓i を 受 け 、 4 � 9 階 に 待機宿舎110戸 を 設 け 、

消坊居や 市民安全推進室 の 職員 が入居。 都心部 に 強力 な 防災拠点 が誕生 し た こ と に な り 、

災害対策本部立 ち 上 げ に 最低限必要 な 人員 がそ ろ う O

生 田署 は JR 三 ノ 宮駅北側 の マ ン シ ョ ン 1 � 3 階 に 入 っ て い た が、 震災で全壊 し 約 1 km 

西の プ レ ハ ブ に 移転。 一方、 市営住宅 1 � 3 階 に あ っ た 茸合署 も 壁や床が崩 れ 、 新神戸駅

近 く に 仮庁舎 を 構 え て い た 。 同 市 は両署の統合 を 決定、 98年 3 月 に着工 し た 。

震災の捺、 両 署 な どが管轄す る 中 央区 で は 、 243人が死 亡 。 1 万3 ， 000戸が全半壊 し 、 35 カ

所で火災が発生 し た 。 両署 と も 大混乱の な か、 対応す る に も 人員 も 機材 も 不足 し 、 計197

人 (生存103人) を 救出 す る の がや っ と 。 茸 合署 で は 燃料庫 も 損壊 し 、 大型車か ら 燃料 を

抜い て 消 防車 を 動 か し た 。

震災で は 市役所 2 号館や 西市民病 院 な ど17棟、 市立学校19校が大破 し 、 市営住宅な ど も

大被害 を 受 け た が、 同 消 防署 の完成ですべて の公共施設の復旧 を 完 了 し た 。 川 2 ) 
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〔兵庫県 ・ 災害対策セ ン タ ー建設進 む 〕

兵康県 の 災害対策の 中枢拠点 と な る 「災害対策セ ン タ ー 」 が、 1998年 か ら 県庁 1 号館北

側 で建設が進め ら れて お り 、 2000年 7 月 に 完成す る 見込み と な っ た 。 全国 自 治体 で は 初 の

災害対策 の た め の専 用 庁舎 と な る 。 (注 3 ) 

阪神 ・ 淡路大震災 と 同 じ震度 7 を想定 し た 耐震設計で 、 風速70 m に 耐 え ら れ る ほか、 水

に も 対応、で き る 設計 と な っ て い る 。 ま た 、 非常用発電器の設置 は も と よ り 、 燃料の備蓄、

電話 回線の 二重化の ほ か 、 専用井戸 も 設置 し 飲料水の確保 を 腐 り 、 ラ イ フ ラ イ ン 途絶時 に

も 庁舎機能が ダ ウ ン し な い多重化 し た 設備 と な る 。

現在、 本庁舎内 に 分散 し て い る 災害対策 関 係 の 各室 を セ ン タ ー 内 に 集 約 、 ー元化 さ れ る 。

鉄筋 コ ン ク リ ー ト 地下 l 階、 地上 6 階。 災害対策本部室、 同 本部事務局 な ど の ほ か、 報道

関係室、 防災関係や ラ イ フ ラ イ ン 各社 と の連携 を 図 る た め の専 用 ス ペ ー ス も 設 け ら れ る O

〔耐震改修 兵庫の警察 「要工事J 28署 着手 1 個所だ け 〕

兵庫県が進 め る 警察署 の 耕震改修工事事業で 、 計画の進行 ベ ー ス が当 初 の 予定 よ り 大幅

に 遅 れ、 建 て替 え 時 に 耐震構造 に し た を 除 き 、 改修が必 要 な 28署 の う ち 、 活動が心

配 さ れて い る 山 崎断層 に 近 い 山 崎署 ( 山 崎町) し か工事が行 わ れ て い な い ー と し て 、 1999

年 8 月 12 日 付 産経新聞 は 、 次の よ う な記事 を 掲載 し た 。

公的施設の耐震性 を 向上 さ せ る 事業 に つ い て は 、 震 災 を 機 に 1995年12月 に 施行 さ れ た 「建

築物の離震改修の促進 に 関す る 法律」 で 国 の 補助が受け ら れ る が、 自 治省 に よ る と 、 どの

自 治体 も 制 度 を 利用 す る 余裕がな い状態 と い い 、 長ヲ | く 不況 に よ る 財源不足 と と も に 、 震

災の風化 も 懸念 さ れ る O

震災後、 兵庫県 で は県施設の被災状況 を ま と め る と と も に 、 各施設の耐震構造診断調査

と 改修工事の事業計画 を 打 ち 出 し た 。 診断調査で は 、 県内52警察署 中 、 建 て 替 え を 除 く 28

署が阪神 ・ 淡路大震災並 み の 地震 に も 耐 え う る 講造 に す る に は 、 改修工事が必要 と 判 断 さ

れ、 8 年震 に茸合署 、 10年度 に 尼崎東署、 灘 署 な どの調査 を 実施、 具体的 な 設計作業 も 進

め ら れ た 。

し か し 、 改鯵工事着工の ス ケ ジ ュ ー ル は 9 � 12年度 と さ れた も の の 、 実 際 に 工事 に 着手

し た の は 山 崎署 だ け で 、 ほ か は 見 通 し が立 っ て い な い 。 た だ、 老朽化 に よ る 署全体の建て

替 え で者屋署、 芦屋署 (工事 中 ) な ど数署が耐震構造 と な っ た 。

「建築物耐震改修促進法J は 、 現行の耐震構造 に 満 た な い 昭和56年 の改正前の建築基準

で建て ら れ た 建築物 に も 遡及 し て 安全性 を 確保す る 呂 的があ る 。 同 法 を 背景 に 、 国 の 事業

債制度が設 け ら れ、 事業費 の90% は起債充 当 が可能で、 う ち 45 % は 交付税措量 さ れ る 。 12

年度 ま で の 期 限付 き だが、 地方 自 治体 は 単独事業 よ り 有利 な 形で耐震改修事業 に取 り 組め

る こ と に な っ て い た 。

し か し 、 こ の制 度 が積極的 に 活用 さ れて い な い の が実状。 自 治省 に よ る と 、 兵庫県 な ど
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は 、 調査、 設計 に め どが立 っ て い る だ け で も ま し な 方 と い う 。

東海地震の 問題が指摘 さ れ る 静岡方面や 関東方面 な どで事業が進 む 自 治体 も あ る が、 「 こ

れ ま で地震の な か っ た地方で は あ ま り 制度の 申 請が上がっ て こ な い 。 各 自 治体で、 意識の

温茂葦があ る の は確 か」 と 指摘す る 。 消 防庁 も 「 国 の 年 間 の予算は確保 し て お り 、 災害 に

対す る 意識 を 風化 さ せ な い た め 、 肖 治体が も っ と 積極的 に 同 制 度 を 活用 す る よ う さ ら に 呼

びかけ を 進め て い き た い 」 と し て い る 。

〔井戸の見藍 し 神戸市 ・ 公闘や学校に新設 も 〕

飲み水、 炊事、 ト イ レ な ど生活 の 最 も 大事 な水が広範囲 な 地域で 断 た れ た 阪神 ・ 淡路大

震災の教訓l か ら 、 災害 な と守で

と 、 被災地でで、井戸戸《が見直 さ れ、 既存の井戸の有効活用 だ け で な く 、 新 た に 井戸 を 導入 す る

例 が増 え て い る o 2000年 1 月 9 日 付 読売新聞 は 、 次の よ う な 記事 を 掲載 し た 。

神戸市 は 10 ヵ 所の公園 と 市立小 中 学校 3 校 に 井戸 を 新設 し 、 再建マ ン シ ョ ン な どで も 導

入。 既存の井戸 を 活用 す る 同 市 の 「災害時市民開放井戸J に も 500件以上が登録す る な ど、

姿 を 消 し つ つ あ っ た 井戸が注 目 を 浴 びて い る 。

震災では神戸、 芦屋、 西宮市の ほ ぼ全域で、世rr本。 飲料水は 救援物資のベ ッ ト ボ ト ル な ど

で確保 し た も の の 、 ト イ レ や風呂 に 使 う 生活用水が極端 に 不足 し た 。 阪神 間 に は酒蔵や民

家 の 庭 な ど に 多 く の井戸があ り 、 一部 は 一般 に 開放 さ れて貴重 な 給水拠点 と な っ た。

こ の た め 、 神戸市 は 震災設、 東灘区 の J 1 1 井公開 な ど10公園 と 3 校 に 井戸 を 、 7 つ の公 園

と 12校 に 雨水の貯留 シ ス テ ム を 新設。 新 し い井戸 は パ イ プ を 地下水層 ま で通 し た も の で 、

手動 ポ ン プ を 取 り 付 け る な ど、 子供 た ち が冷 た い井戸水で、遊べ る よ う に工夫。 須磨 区 の 天

井 川 公園 で は 、 太陽電池の電力 で 汲 み 一上 げ た 水 を 長 さ 約200 m の水路 に 流 し 、 ヤ ゴヤ メ ダ

カ が育 つ 池 を 作 る な ど 「親水エ リ ア 」 と し て活用 し て い る 。

同市、離区 で建設が進 む 共 河 建 て 瞥 え マ ン シ ョ ン (158戸) で も 、 新 た に 井戸 を 導入。 緊

急時 に は ろ 過装霞 を 用 い て 生活用水 と す る 。 約3 ， 500戸 の 災害復旧住宅が並 ぶ 同 区 の HAT

神戸 の 中庭地…ド に も 、 災害用 の 大規模 な 雨.水貯留 シ ス テ ム が設 け ら れ、 た ま っ た 雨水 を 手

回 し式の ポ ン プで汲み上げる O

同市が震災後 に 呼びか け た 「災害時市民開放井戸Î の主主録 に は 、 i日市街地 を 中 心 に計526 カ

所が応 じ た 。 民家や水量豊 か な 井戸 を 持つ豆寝屋 さ ん や風呂屋 さ ん も 参加。 市の水質検査

を 受 け た う え で 、 「市民協力 の 井戸J と の プ ラ ス チ ッ ク 製 プ レ ー ト を 掲 げて い る O

( r阪神疏水」 構想実現 に 向 け 検討協議会が初会合〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 、 淀川水系 か ら 阪神 間 の河川 | へ防災 ・ 生活用 と し て水 を 引 く

「阪神疏水」 の 初 の検討協議会が1999年 8 月 10 日 、 神戸市内 の ホ テ ル で 関 か れ た 。 会 合 に

は 近畿地方建設局 や 兵産県、 神戸市 と 芦屋、 西宮、 尼崎の 3 市 を は じ め 、 大 i坂府側 の 疏水
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流域の 自 治体 も 参加。 同 地建局長 を 協議会会長 に 決め た ほ か 、 同 年度 中 に 学識経験者 ら の

評価審議委員 会 (仮称) を 設置 し 、 今後 3 年 聞 か け、 事業の実現性の有無 を 決め る こ と を

確認 し た 。

「阪神疏水J は 、 震災時 に 川 の水が不足 し 、 火災の 延焼 を 食い止め ら れ な か っ た 経験か

ら 構想、が浮上。 大阪市 ・ 神崎J I I か ら 神戸市須磨 足 の妙法寺川 ま で5 l km に わ た り 、 地下パ イ

プ な どで水 を 引 き 、 途 中 の 18河川 で、放水す る 。 水量 は通常時の 最大で毎秒 3 t、 災害時で

5 t を 予測す る 。

初会合で は 、 藤芳素生 ・ 河地建局長が 「阪神疏水は震災復興計画 に 含 ま れ て い る 重要 な

事業。 両府=県 の連携 と と も に 、 事業 の効果 を 市民 に 説明 す る 責任 を 果た し た い」 と あ い さ

つ O 疏水の具体的 な ル ー ト や放水汚J 1 1 を 明 ら か に し た 。

阪神疏水 を め ぐ っ て は 、 兵庫県側が積極的推進 の 立場 な の に対 し 、 大阪側 は 府 内 の 放水

河J l I が 3 河川 し か な い点 や水源地 と な る こ と な どか ら 、 慎重 な 姿勢 も 見 え る 。 協議会 に も 、

兵庫県側 は 知事や市長が 「委員」 と し て加 わ る 一方、 大阪側 は 実務者 レ ベ ル が 「参与J に

と ど ま っ た 。

県 内 の 放水予定河川 は次の通 り 。

i神戸市} 妙法寺 川 、 新湊J l I 、 宇治J l I 、 生 田 川 、 西郷川 、 都賀 川 、 石屋市 、 住吉川 、 天

上川 、 高橋J 1 1  [芦屋市} 芦屋川 、 宮 川 1 [ 西宮市} 夙川 、 東J 1 1  [尼崎市} 床 下 川 (注 4 ) 

2 . 紡災 ・ 復興組織の 整備 ・ 整理

〔政府の 「阪神 ・ 淡路謹興対策本部J 5 年の活動に幕〕
阪神 ・ 淡路大震災の復興施策 を 進め て き た 政府の 「阪神 ・ 淡路復興対策本部J (本部長 ・

小淵恵三 |首相 = 当 時) は 、 2000年 2 月 23 日 、 5 年 間 の 設置期 限 を 満了 し 、 組織 を解消 し た 。

こ れ に 先立 ち 、 「阪神 ・ 淡路復興対策本部」 は 2 月 22 日 、 最後の本部会議 を 国会 内 で 開 き 、

地元が要望 し て い た 6 つ の プ ロ ジ ェ ク ト を 復興特定事業 に 新 た に認定 し 、 5 {j三 間 に わ た る

役割 を 終え た 。 新 た に 認定 さ れ た 復興特定事業 は①阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー

の 設置 ②神戸医療産業都市構想、 ③宝塚観光 プ ロ ム ナ ー ド ④ く つ の ま ち な がた ⑤国

際 ピ ジ ネ ス サ ポ ー ト セ ン タ ー ⑥神戸復興震災記念公闘 ー の 6 事業。 官民が共 同 で取 り 組

む長期 的 な復興事業 と 位寵づけ、 低利融資 な どで 国が支援す る 。

席上、 貝 原俊民 ・ 兵庫県知事は 「復興への 取 り 組み は 道半ばだ、」 と 述べ、 生活再建や産

業復興 を 継続す る 必要性 を 強調。 笹 山幸俊 ・ 神戸市長 は 「神戸の復興 は 着 実 に 進 ん で き た

が、 復興事業 に 伴 う 財政需要で危機的 な 状況 に な っ た 財 政への 国 の 支援が必要」 と 訴 え た 。

こ れ に対 し 、 小判首相 は 「課題が被災地 に存在 し て い る こ と は認識 し て い る 。 各関係省庁

の施策が円 滑 に 実施 さ れ る よ う に 十 分配慮 し た しり と 答 え た 。

復興本部の解散後 、 17省庁の 局 長級幹部 に よ る 「阪神 ・ 淡路大震災復興関係省庁連絡会
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議J (議長 ニ 竹嘉一彦 ・ 内 閣 内 政審議室長) が設置 さ れ、 復興本部の 調 整 機 能 を 引 き 継 ぐ

こ と に な っ た 。 同 会議 は 翌 3 月 2 日 に 第一 回連絡会議 を 聞 い た 。

政府の 「 板神 ・ 淡路復興対策本部」 は 、 「阪神 ・ 淡路復興基本法J ( 5 年 の 時 限立法) に

基づ き 95年 2 月 24 日 に 発足。 当 時の村山寄市首相 を 本部長 に 、 首相 の 諮問機関 だ っ た 「阪

神 ・ 淡路護興委員 会J の提言 を 実行す る た め 、 関係省庁の総合調整 を 図 る の が 百 的 だ、 っ た 。

全閣僚 を 本部員 に 任命、 事務局 は 国土事務次官が兼任す る 局長以下、 大蔵 ・ 建設 ・ 通産

な ど関係省庁、 神戸商工会議所 な ど経済団体が職員 を 派遣。 そ の後 、 兵庫県や神戸市 も 人

材 を 送 り 、 27人が専従ス タ ッ フ と な っ た 。 本部長 は 、 そ の後 、 橋本龍太郎 首相 を経て小出

首相 に � I き 継がれ、 3 代 に わ た る 首相 が指揮 を 執 っ た 。

本部発足後、 わずか l カ 月 で地方税法の一部改正、 被災失業者の公共事業への就労促進

に 関 す る 特別措置法や土地利用 な ど に 関 す る 16の法律 を 相次い で制定。 震災直後の、 がれ

き の処理 を 公費 で ま か な う 思い切 っ た 対応 な どが採 ら れ た 。

当 初 は 10年かか る と い わ れ た ハ ー ド面の復興 は 、 5 年で ほ ぼ成 し遂 げ ら れ た 。 投入 さ れ

た 国費 は 5 兆200億 円 に の ぼっ た 。

5 年 に 及 ん だ政府の 「復興対策本部」 と い う 紺 識 の あ り 方 に つ い て 、 マ ス コ ミ は どの よ

う な 評価、 検証 を し て い る だ ろ う か。

地元紙の神戸新聞 は 2 月 17 日 付で特集 を 組み 、 一 検証 「阪神 ・ 淡路復興対策本部」 の

タ イ ト ル で 、 「試行錯誤 初 の 挑 戦 一 予算権の な い仕組み に 限界」 と の見 出 し を 立 て た 。

同 紙 は 、 発足当 初 の 機敏 な 対応、 を 評価 し た 上 で 、 「 だがそ の 後 、 首 相 が 自 ら 復興 に 関与す

る 馬面 は かえ り 、 根回 し な ど非公式 な 折衝が、 事務局 の 調 整作業の 主流 と な っ た」 と 、 時 の

流 れ と と も に 本 部 の 活動が変化 し た と 述べ、 「被災者へ直接現金 を 支給す る 生活再建支援

金で は 、 偶 人補舗の 兼ね合い で行政 は踏み込めず、 与党議員 が決め た 大枠 を 本部が追認す

る 形 と な っ た」 な ど と 、 具体事例 を あ げた 。

こ の特集の 中 で 、 「阪神 ・ 淡路短興委員 会」 の メ ン バ ー だ っ た 伊藤滋 ・ 慶応大教授 は 「本

部が権 限 を 振 る う 局面 は 、 震災か ら 時がた つ に つ れ少 な く な っ た の で は な い か」 と し つ つ

も 、 「関東大震災 の 時 は 、 国 の 機関 と し て復興院が置 か れ た が、 ト ッ プ は 首相 と は違 う し 、

強力 な 中 央集権体制 ゆ え 、 自 治体の意見 は あ ま り 反映 さ れ な か っ た 。 し か し 、 地方分権の

流 れが進 む現代 で は 、 ま ず現場の 自 治体が復興計爾 を 練 り 、 国 が全力 で支援すべ き 。 そ の

仕組みが復興本部 だ っ た 。 今後、 阪神 ・ 淡路級の災害があ れ ば、 や は り 伺様の組織がで き

る だ ろ う J と 、 組織の 形 と し て は 評{面。

震災発生 時の 内 閣 官房副長官 だ っ た 石原信雄 ・ 地方 自 治研究機構理事長 ( (財) 阪神 ・

淡務大震災記念協会理事長) は 「当 時 の 政府の対応 に は厳 し い ご批判 を 受 け る が、 復興本

部 は 画期 的 な 組織 だ っ た と 自 負 し て い る J r時がた つ に つ れ、 本部の役割 は 変 わ ら ざる を

得 な い 。 当 初 は 緊急復旧が先決 な の で 、 本部の威力 を 発揮 し 大胆 な 施策が打 て た 。 し か し 、

そ の 後 は 地域振興がテ ー マ O 緊急性 は 落 ち る し 、 他地域 と のバ ラ ン ス も 検討 が必要だ」 と 、
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組織の形 と し て は 、 さ ら に 踏み 込 ん だ評価 を し て い る O

そ の 一方 で 、 石原氏は 「 た だ本部で も 、 私有財産や私権の 関 連 は 十分踏み込め な か っ た 。

例 え ば住宅の 二 重 ロ ー ン O お気の毒だ し 、 検討 も し た が、 低利融資や利子補給が 日 い っ ぱ

い 。 国 がロ ー ン を 引 き 受 け る の は無理だ っ た 。 ロ ー ン を 組 む の は相対的 に 中 高所持層 で 、

そ の財産損失 を 補 う な ら 低所得層 は ど う す る 、 と の議論が必ず出 る 。 保 険 や 共済 な ど、 国

民 と 行政で備 え る 新た な 仕組みが必要 だ。 区画整理 も 住民 の 同 意が必要 だ が 、 消 防 車 な ど

が通れ る 広 い 道 を 確保 し 、 新 し く 安全 な ま ち を つ く る に も 、 住民 に は 「先祖伝来の 土 地 を

手放せ な しv と の声が出 る 。 こ れ も 気持 ち は わ か る が、 そ れで は ま ち 全体が ど う な る の か。

こ う し た 点 も 、 妙案がな か っ た 。 次の大災害の発生時 も 、 復興本部の よ う な 組織がつ く ら

れ る と 思 う O そ の 時 ま で に 災害時の r公J と 「私』 の あ り 方 を 、 i草 を 挙 げ て考 え る べ き だ

ろ う J と 、 残 さ れ た 課題 に つ い て 指摘 し て い る O

2 月 28 日 付 の 読売新聞 は i (復興本部の) 役割が法的 に 「関係行政機 関 の 総合調整」 と

さ れ た こ と か ら 権限が明確 で な く 、 課題や 教訓 も 残 さ れ た 」 と し 、 「対策本部 は あ く ま で

も 調整機関 で あ り 、 省庁の枠 を 超 え る 課題 や 、 は ざ ま で揺 れ る 問 題 に つ い て は 、 省庁 に 指

示す る 権限がな か っ た 。 さ ら に 、 どの事務局員 も そ れぞれの “ 出 身省庁" の 意 向 や思惑 に

縛 ら れた 」 と 、 「苦言整機関 の 眼界」 を 強調 し た 。

阪神 ・ 淡路大震災級の 大災害が起 き た と き 、 今 回 の 「復興対策本部」 の 組織で よ い の か 、

も っ と 違 っ た 形が望 ま し い の か、 さ ら に 詳 し い 分析 と 検証の 積 み 重 ね が求 め ら れて い る O

(注 5 ) 

〔神戸市が震災復興本部 を廃止 大幅に組織改正〕

神戸市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年 を 経 て 、 仮設住宅が完全解消 さ れ る な ど緊急対策

が終了 し た こ と か ら 、 2000年 4 月 l 日 付で 「震災復興本部総括局」 と 「生活再建本部」 を

廃止 し 、 震災援興施策 を 全般的 に管理す る た め 、 笹 山幸俊市長 を 本部長 と し 、 局長 ク ラ ス

で構成 す る 「震災復興推進本部」 を 新 た に設置、 「生活再建部会J 安全 ・ 住宅 ・ 都市部会J

「経済 ・ 港湾 ・ 丈化部会」 の 3 部会 を 置 き 、 全JT 的 な 連絡体制 を と る な どの 組織改正 を 行 っ

た 。 同 推進本部の 設置期 限 は 河 市復興計画の 目 標年度の2005年度 ま でO

復興本部総括局 を 廃止 し 、 「企画調整局J と 改め 、 医療産業都市構想、 な ど の 大型 プ ロ ジ ェ

ク ト を 担 当 す る な ど市政の 政策立案機能 を 強化 し 、 総合的 な 調整機能 を 充実 さ せた 。 仮設

住宅か ら 恒久住宅への移転支援 を 担 当 し て き た 生活再建本部 を 廃止す る 一方 、 保健福祉局

に生活再建担 当 の 部長 な ど を 、 住宅局 に も 担 当 課長 を 量 い た 。

ま た 、 景気の低迷な ど に よ る 市税収入 の 減や 、 復興の た め に発行 し た市債の償還 の 開 始

な ど に よ り 、 危機的 な状況 と な っ て い る 財政 を 改善す る た め に 、 新 た な 行政 シ ス テ ム 確立

を 目 指 し て総務局 と 理財局 を 統合 し 、 「行財政局」 を 新設 、 同 局 内 に 「新行政 シ ス テ ム 課J

も 新設 し た 。 震災 を 教訓 に 、 市民 と の 連携 を 強 め る こ と を 目 的 に市民局 に 「広報相談部」

第 十 章 @ 防 災 567 



と 「生活文化部」 も 新設。 同 局 に総務局 か ら 区政振興課 を 移 し 、 区役所 を 中 心 と し た 地域

コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 育 成 ・ 支援 を 進め る と し て い る 。

さ ら に 、 各消 防署長が区役所の参事 と し て 兼務、 防災拠点 で あ る 区役所 と 消 防署の連携

の 強 化 を 図 る 。 福祉活動 と 防災活動 に取 り 組 む た め に 各地域で組織 さ れ て い る 防災福祉 コ

ミ ュ ニ テ ィ ー の支援 を す る 「地域防災支援係J も 泊防局 に 設 け た 。

〔防災 シ ス テ ムの整備進む 新聞社が全国 ア ン ケ ー ト 調査〕

防災の 日 の 1999年 9 月 i 日 付 朝 日 新聞 は 、 47都道府県 を 対 象 に し た 災 害 時 の 初動体制

な ど に 関 す る ア ン ケ ー ト 調査の結果 を ま と め 、 次の よ う に 紹介 し た 。

向調査結果 で は 、 45都道府県が、 地震が起 き た と き の被害想定 を す ま せた ほ か 、 阪神 ・

淡路大震災後、 9 道府県が拐災職員 の待機住宅 を 整備 し 、 衛星車載局 も 15道 府県が導入。

半面、 高 度 な シ ス テ ム の 維持経費 や デー タ の 更新 に 四苦八苦 し 、 防災専 門 家 の 育成への 配

慮 が乏 し い な ど、 ソ フ ト 面で危機への備 え を 存続 さ せ る こ と の難 し さ を う かがわせた 。

職員 の待機住宅 ・ 宿舎 を 用 意 し て い る 自 治体 は 、 震災前、 東京の み だ っ た が、 震災後、

北海道、 埼 玉 、 大阪、 兵庫 な ど 9 道府県が整舗。 静岡 は 宿舎 こ そ な い が、 30分以 内 に 参集

で き る 1 ， 000人 を 総合司令室付 に指名 し て い る 。

衛星や コ ン ピ ュ ー タ ー を使 っ た '1吉報の 高度化が 目 立 ち 、 衛星車載局 も 24都 道府県が備 え

て い る 。 ま た 、 前 も っ て 自 然災害が発生 し た場合に被害が及ぶ範囲や程度 を つ か む 「災害

予 測 図 (ハザー ド マ ッ プ) も 40都道府県が作成。 し か し 、 総合信報 シ ス テ ム の 問題点 で は 、

18の 自 治体が 「経費 がかか り す ぎ る J Iデー タ の 更新が大変 だ‘J な ど を 挙 げ た 。

ハザー ド マ ッ プの公 開 は 、 県庁 な ど で の 関 覧が 中 心 で 、 ダ イ レ ク ト メ ー ル で該 当 地域の

住民 に 通知 し た り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト で公開 し た り し て い る と こ ろ は 、 ま だ少 な い。

防災部局 の職員 の 在任期 間 に つ い て の 質 問 で は 、 大半が通常の異動で動 い て い た 。 「通

常 よ り 長 く し て い る J I幹部 に 経験者 を 配置 し て い る J な ど と 答 え た の は 、 岐阜、 兵庫、

岡 山 、 愛媛の 4 県 だ け だ っ た 。

( r防災監J 全国の 自 治体で相次 ぎ新設〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 機 に 、 全国の 自 治体で、 防災全般 を 指揮す る ポ ス ト を 新設す る ケ ー

ス が相次い で い る 、 と し て神戸新聞 ( 1999年 9 月 2 呂 付) は 次の よ う な 調査結果 を 報 じ

兵庫県 は 、 自 然災 害 だ け で な く 、 大規模事故や 0 157 な どの 感染症が拡大す る 際の 対応

を 含め 、 1996'4'-命度 に 危機管理専 門 の 防災監 ポ ス ト を 置 き 、 地震の発生 は も ち ろ ん、 気象注

意報、 警報の発令 と 解除 な ど、 真夜中 で も 逐一 、 当 夜か ら 防災監 に 連絡が入 る 体勢 を 取 っ

て い る が、 1999年 に は 姫路市が 7 月 に 機構改革 を 行 い 、 消 防局 に 参事級の 防災監 を 置 き 、

企画局 内 に あ っ た 業務 を 移管 し て 、 地域防災計画や2000年問題 も 担当 す る 。 ま た 、 原発 を

抱 え る 福井県 は 同年 5 月 、 安全 ・ 防災担当 の 理事、 鳥取県 は 7 月 に 防災憶 を 新設 し た 。
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兵庫毘 と 河 時期 に は千葉、 埼玉両県が新設。 政府 も 98'9:'.・ 4 月 に 内 閣 危機管理監 を 設 け て

い る 。

防災監 な どの新設 は 、 災害時の対応が被数部局 に ま た が り 、 迅速 な 判 断 と 専 門性が求め

ら れ、 知事や市長 に 甚結 す る 形で庁内 を 横断的 に掌握、 指示す る 役職が必要 な た め だ。 阪

神 ・ 淡路大震 災 を 教訓 に拍車がか か り 、 愛 知 県 は 大震災か ら 2 カ 月 半後 の 95年 4 月 、 総務

部訪災監 を 新設 し た 。 有事 に は知事直結で毎!日 に 当 た る O 同 5 月 に は 大阪府が生活文化部

防災局長 (現在 は総務部防災監) 、 現 月 に は 神 奈 川 県が防災担 当 部長 (現在 は 防災局長)

を 置 い た 。

大地震が懸念 さ れ る だ け に東京都 は 73年 に総務局災害対策部長、 静 岡 県 は 89年 に 総務部

防災局長 を 置 き 、 万一 の事態へ の 備 え を い ち 早 く 確立 し て い る 。

3 . 隣災関連機関等の新設

〔 国連地域開発セ ン タ ー 「防災計菌兵庫事務所」 が関所〕

国際連合地域開発セ ン タ ー (UNCRD、 木村洋所長、 名 古屋) は 、 同 セ ン タ ー の 事業部

門 の ひ と つ で あ る 防災 に 関 す る 調査研究 ・ 研修 を 行 う 防災部 門 を 「防災計画兵庫事務所」

(Disaster Management Planning Hyogo Office) と し て神 戸 市 の 神 戸 東 部 新都心 に 移転 し 、

99年 4 月 初 日 に 関所 し た。 (ý主 6 ) 

事務所 は 神戸市 中央区脇浜海岸通の 層 際健東 開発セ ン タ ー ピ ル 4 階 に 入 り 、 事務所長 は

小林正美 ・ 京都大学大学院工学研究科教授。 ス タ ッ プ は 国 内研究員 の 菅井径世 ・ 元名 古屋

大学大学院工学研究科助教授 、 UN リ サ ー チ ャ ー で 不 パ ー ル の B . K . シ ュ レ ス タ 氏 ら 。

阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興 プ ロ セ ス を 機軸 に し な が ら 、 地域間有の風土 、 丈化的特質

を 踏 ま え た 災害 に 強 い ま ち づ く り の た め の研究 を は じ め 、 国連が定 め た 「 国 際 防 災 の 10年j

の 活動理念で あ る 「持続可能 な 開発の た め に 災害予 防 を 取 り 入れ る こ と 」 を 継承す る 事業

を 中 心 に 活動 を 行 う 。

具体的 な 活動 と し て は 、 政府機関 、 NGO、 教育機 関 と 協力 し て 災害 に 弱 い コ ミ ュ ニ テ ィ ー

に対す る 助言、 学校や病 院 な どの コ ミ ュ ニ テ ィ ー の核 に な る 施設 と 文化遺産 の安全性 を 強

化す る た め の 調査研究 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー レ ベ ル で 災害 に 強い ま ち づ く り を 実践 し て い る 成

功事例 の分析評価、 成功事例 か ら 学 ん だ教訓 の発信 な ど。

国連地域開発セ ン タ ー の 防 災計 画 プ ロ グ ラ ム は 、 1987年 に 始 ま っ た 。 地域開発 は 、 こ れ

ま で地域 を よ り 快適かつ安全な 生活環境へ と 導い て き た が、 同 時 に 災害の影響 を 受 け や す

い環境 を つ く っ た 面 も あ り 、 同 プ ロ グ ラ ム で は 、 開発途上 国 の 地方 政府 と NGO が適切 な

防災計画 を 立案で き る よ う コ ミ ュ ニ テ ィ ー と の連携 を 築 き あ げ る こ と を 目 的 と し て い る O

コ ミ ュ ニ テ ィ ー の計画能力 の 向上 を 図 る と と も に 、 災害への危険性 に 対 す る 住民の認識 を

強化す る こ と を 目 指 し て い る 。 国連の 「国際防災の10年J で は 、 特 に 災害前 の 活動 (準備 ・
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軽減 ・ 予 防) に 焦 点 を 当 て 、 同 セ ン タ ー は こ れ ま で 中 国 に お け る 地震被害危険度評備、 バ

ン グ ラ デ シ ュ に お け る 暴風被害軽減 と 地 域 開 発 の 総合的研究、 こ ど も 向 け の教育 ソ フ ト

ウ ェ ア の 開 発 な ど に 取 り 組 ん で、 き た 。

国連地域開発セ ン タ ー は 、 ア ジ ア 、 ア フ リ カ 、 南 米 な どの 開発途上 国 の 地域 開発計画 の

策定、 そ の 実施能力 の 啓発 を 行 う た め の研修 プ ロ グ ラ ム 実施機関 と し て 、 1968年、 暫定的

に 設置 さ れた 「国連地域開発調査訓練計回 中 部セ ン タ ー 」 を 前 身 に 、 1971年10月 、 恒常 的

な 機関 と し て名 古毘市 に設立 さ れた 。

同 セ ン タ ー は 、 開発途上国 の 地域開発 の 向 上 の た め 、 各国で地域開発 に 携 わ る 中 堅行政

官等 を 対象 と し た研修や 、 開発途上 国 の 地域開発が直面す る 問 題 を テ ー マ と し て 、 教材 開

発 を 兼 ね た 調査研究 の 実施、 地域開発 に 携 わ る 政府 機 関 、 NGO、 大学等 の 養 成 に 基づ く

各種の助言な ど を 行 っ て い る O

兵庫県 は震災後、 県 内 に 国 捺的 な 防災研究機 関 の 誘致 に 力 を 入れ、 こ れ ま で に理化学研

究所地域妨災 フ ロ ン テ イ ア セ ン タ 一 、 ア ジ ア 防災セ ン タ ー が問所 し て い る 。

同 防災計画兵庫事務所 TEL 078-230-7561 

URL http://www.hyogo.uncrd.or.jp 

〔国連人道問題調整事務所 と ア ジ ア 紡災 セ ン タ ー が神戸で訪災共同事業〕

人道援助活動 を 支 え る 国連 の 「人道問題調整事務所J (OCHA、 本部 は ス イ ス ・ ジ ュ ネ ー

ブ) と 「 ア ジ ア 紡災 セ ン タ ー J (神戸市 中 央民) は 、 1999年12 月 、 ア ジ ア 地域 の 災害対策

に つ い て 、 災害発生時の情報の連携や災害諒遣要員 の 訓 練 プ ロ グ ラ ム の 開発 な どで共同事

業 を す る こ と で合意 し た。 同事務所 は 、 ジ ュ ネ ー ブの本音防ミ ら 災害対応地域 ア ド パ イ ザー

と 調査員 を 、 ア ジ ア 防災セ ン タ ー の 一割 に 常駐 さ せ る こ と に な り 、 国土庁 は 「 国 連の ア ジ

ア 防災拠点 に 」 と 期待 し て い る 。

人道問題調整事務所 は 、 NGO (非政府議織) や 国 際機関 と 連携 し 、 地震、 洪水、 飢餓

な どの 災害 や 内戦、 国際紛争 な ど緊急事態で の 人道援助活動 を 調整 、 促進す る の が任務。

同事務所 は①災害発生時の情報収集体制 の 強化 ②災害派遣要員 の教育 ・ 訓練 プ ロ グ ラ

ム の 開発 ③ ア ジ ア 諸国 の 防災情報の 共有 を 通 じ た 連携の強化ー な ど を 、 ア ジ ア 防災 セ ン

タ ー と 共 河 事業 と す る こ と で合意 し た。

ア ジ ア24 カ 国 、 4 機 関 の 防災担当 者が出席 し 、 多 国 間 防災協力 な ど に つ い て協議す る 「 ア

ジ ア 防災セ ン タ 一 国際会議」 で 、 1999年12月 6 日 、 合意内容が国土IT に よ っ て 明 ら か に さ

れ た 。 (注 7 )

4 . 防災犠報 シ ス テ ム の整備

〔被災地情報 ・ イ ン タ ー ネ ッ ト 地関 r v 正 N T E N J を 公開 ア ジ ア 訪災 セ ン タ ー 〕
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ア ジ ア 地域 の 防災、 災害情報 を 提供 し て い る 「 ア ジ ア 防災セ ン タ ー J (神戸市) は 、 2000 

年 4 月 か ら 、 ア ジ ア 各 国 の 防災関係機関 の所在や組織、 被災地周 辺 の 人 口 な どが一 目 で分

か る イ ン タ ー ネ ッ ト 地 図 'VENTENJ を ホ ー ム ペ ー ジ で公 開 す る O 被災地への救援活動

は 年 々 活発化 し て お り 、 NGO (非政府組織) な どが初 め て訪 れ た 土 地 で も パ ソ コ ン I 台

で状況 を 把握で き る よ う に し た 。

向 セ ン タ ー は 、 国 土庁の外郭団体 「都市 防災研究所」 の付属機関 と し て 1998年 7 月 に 開

設 さ れ た 。 'VENTENJ で示 さ れ る の は 、 同 セ ン タ ー に 参加 し て い る 日 本、 中 国、 フ ィ リ

ピ ン な ど22 カ 部分。 道路、 鉄道、 河川 、 空港、 港 湾 な どの地理清報の ほ か、 国 も 防災担当

省 庁 や 地 元 の大 き な NGO の所在地 も 明示。 簡 単 な 操作 で 、 組織の 説 明文 な ど も 読 む こ と

カすで き る 。

さ ら に 、 あ る 地点 に つ い て 、 一定半径内 に どれ だ け の 人 口 があ る か も 瞬時 に算出 で き 、

被災地 一帯の 人 口 の把握 も で き る 。 セ ン タ ー は 「 緊急時の対応 は 、 時 間 が勝負 。 必 要 な 情

報 を 手軽 に 入手 で き る よ う に し た」 と 話 し て い る O

セ ン タ ー は 、 活 断層 の位置 を 示 し た 地 図 デ ー タ ベ ー ス や 、 航空写真か ら 推計 し た建物や

交通網、 ラ イ フ ラ イ ン の被害状況 を 表示す る 地図 シ ス テ ム も 開発 中 。 セ ン タ ー で は 既 に 参

加 国 の 災害'情報や 、 阪神 ・ 淡路大震災関連の情報 な どの デー タ ベ ー ス は 公 開 し て い る 。 (注

URL http ://www.adrc.or.jp/ 

〔高速道路の 「被害予測」 瞬時に 阪神高速道路公団 「総合防災セ ン タ ー」 運用開始〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 機 に 、 阪神高速道路公団が、 間災の拠点 と し て建設 を 進め て い た 「総

合防災セ ン タ ー J (大阪市西淀川 区 ) が、 1999年12月 16 日 か ら 運用 を 開始。 同 日 午前 、 震

度 6 の地震 を 想定 し た 防災訓練 を 行 っ た 。

セ ン タ ー は鉄筋 コ ン ク リ ー ト 2 措建 て で、 延べ1 ， 434m2o 1997年度 に 着 工 し 、 約四億円

を か け て 完成 し た 。

最大の特徴 は 、 地震 の 際 、 各路椋の推定被災度 を 瞬時 に判定す る 「被害予測」 な ど計 8

種類の 機能 な ど を 婿 え た 「総合紡災 シ ス テ ム 」 の 搭載。 「被害予測」 は 、 各路線 に 設置 し

た地震計か ら 地震 の 強 さ な どの デー タ を 収集 、 高架橋の強度 な どの デー タ ベ ー ス と 組み合

わせ、 各路線の被災度 を 5 段階 に 推定す る 。

訓 練 は 大 阪 で 震度 6 、 京都、 神 戸 で震度 5 の 地震が発生 し た と い う 想定 で 、 約200人が

参加。 道路 に 設置 し て い る カ メ ラ で被災 を 想定 し た 「現場J を セ ン タ ー の モ ニ タ ー 画 面 に

映 し 出 す な ど、 シ ス テ ム の 運用状況や各部局 間 の情報伝達 な ど を チ ェ ッ ク し た。 (注 9 ) 

〔 自 動販売機で災害情報発信 神戸市〕

神戸市 は 電光掲示板付 き の 自 販機 を 利用 し て 、 災害情報 な ど を 市民 に 流 す ユ ニ ー ク な 情
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報発信 を 始 め た 。 飲料 メ ー カ ー の協力 で1999年 5 月 20 日 か ら ス タ ー ト さ せた 事業。 市役所

の パ ソ コ ン か ら ポ ケ ベ ル ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し て情報 を 送信 し 、 自 動販売機 に取 り 付 け ら

れ た 電光掲示板 に 文字情報 を 表示す る シ ス テ ム 。

災害時 に は 必要 な 災害情報 を 自 販機で市民 に 知 ら せ、 平常時 は 防災 に 関す る 啓発の ほ か、

観光 イ ベ ン ト 情報 を 提供す る O ま た 、 通信社か ら の ニ ュ ー ス も 提供 さ れ る 。 こ の機能 を 持

つ 自 販機 は 、 当 初市 内 で 7 台 だ、 っ た が、 1 1 月 末 に は 約60台 に増 え た 。

( r防災放送局」 が特別放送割|鯨〕

阪神 ・ 淡路大震 災 を 教訓l に 防 災放 送 局 と し て 、 兵 康 県 尼 崎 市 に 開 設 さ れ た コ ミ ュ ニ

テ ィ - FM 放送局 「エ フ エ ム あ ま が さ き J (堂本嘉己社長、 82 . 0MHz) が1999年10月 7 日 、

同市昭和通 の 放 送 ス タ ジ オ 周 辺で 、 台風な ど大規模災害でス タ ジ オ か ら 放送 で き な く な っ

た事態 を 想定 し た 特別放送訓練 を 行 っ た 。

大地震や 台風 に よ る 水害 な ど、 最近各地で 自 然災害が相次い で い る こ と か ら 、 緊急時 に

備 え る の が狙い。 同放送局 ス タ ッ プ 10人が、 市消 防局や尼崎 中 央署 な ど防災関係機関の協

力 を 得 て 実施 し た 。

ヨ|陥束は台風 に よ る 水脊 を 想定 し 、 午前日時か ら ス タ ー ト 。 放送局 の 電源 を 切 っ て停電 さ

せ、 バ ッ テ リ ー で放送機材 を 再起動。 ス タ ッ フ が直通 回線で市消 防局 な とや防 災関係機 関 か

ら 情報収集 を 行い 、 白 家発電機で動 く 携菅用 FM 放送装置 と 、 高 さ 約10 m ま で伸 びる 簡易

ア ン テ ナ を 使 つ て の特別放送 に も 寂 り 組 ん だ、。 (注10)

5 . 自 然災害 と 隣災技傭

〔新湊1 1 1 、浸水災害 被災世帯に賠償金〕

1998� 9 月 に発生 し た 台風 7 号 に よ る 神戸市兵庫 区 の新湊川 の 氾濫 で 、 被災者への補償

に つ い て検討 し て い た 「新湊1 1 1 浸水災害補償委員 会J (委員 長 z 西原道雄 ・ 神戸大名誉教授)

は 、 1999年 4 月 21 日 、 河川 改修工事が被害 を 拡大 さ せ た こ と に鑑み、 工事発注者の兵産県

と 、 工事駄理者の (財) 兵庫県建設技術セ ン タ ー 、 施工業者 3 杜が、 被害額の 5 割 を 限度

と し て補償すべ き J と 兵庫県 に提言 し た 。

新湊1 1 1 は 阪神 ・ 淡路大震災で多大の被害 を 受 け 、 そ の復旧 ・ 復興対策 と し て 河川 改修工

事が行 わ れ て い た な か、 1998年 9 月 22 日 の 台風 7 号 に よ る 豪雨 で氾濫 し 、 新湊川 だ け で床

上浸水466棟、 床下浸水281棟の被害が発生、 特 に湊 川 地 区 内 の 商 庖街 に 多 く の被害 を 及 ぼ

し た 。

こ の た め 県 は 「新濃川 浸水災害調査委員 会J (委員 長 z 中 ) 1 1 博次 ・ 京都大学名誉教授)

を 設置 し 、 同委員 会 は 台風 7 号 に よ る 降雨 は 昭和13年の 阪神大水害 と 同規模の 短時 間 雨量

で 、 も し 、 工事 を 行 っ て い な く て も 溢水 を 起 こ し て い た が、 河川工事に よ っ て 溢水 を 増大
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さ せた こ と も 事実 と 判 断、 被災者 に 適切 な対応 を と る よ う に と の調査結果 を 同年12月 に公

表。 こ れ を 受 け て 同補償委員 会 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 と 二重の被害 に あ っ た住民の生活再

建の た め 、 早期 の 救済が望 ま し い こ と か ら 、 被災者 に 対 し 早期 に 一定の補償 を すべ き だ、

と の結E命 を 出 し た 。

補償 の範囲 に つ い て は 、 浸水被害 の原 国 を 検討 し た 「新湊 J 1 1浸水災害調査委員会J が、

あ ふ れた 総水量の 中 で、 工事 に よ り 増大 し た水量の割合で、 あ る 約 5 割 を 限度 と す る の が合

理的 と し た 。

こ の提言 に 基づ き 、 県 は被災者 と 示談交渉 を 進 め 、 1999年度末 ま で に 計800 人 と 和解、

損害賠{賞 額 は 約 5 鐙7 ， 650万 円 と な っ た 。 ま た 、 5 人 は 和 解 に 伺 意せず、 う ち 4 人 は 訴訟

中 で あ る 。 (注1 1 )

〔新湊1 1 1 が再び氾瀧〕

1999年 6 月 四 日 、 中 国、 四 国地方 を 襲 っ た 豪雨 は 、 近畿地方 で も 各地で大雨 を 降 ら せ、

神戸市 内 で6 ， 765世帯 に 避 難勧告が出 さ れ、 同市兵庫 区 の新湊J 1 1 が再び氾濫 し た 。 兵庫県

全体で軽傷 l 人、 全壊 7 棟、 半壊16棟、 一部損壊16棟。 床上浸水 は306棟、 床 下浸71'( (ま1 ， 234

棟。 河川 や 道路 な ど公共土木施設や農林被害 も 含め た被害総額 は 約68億 円 に の ぼ っ た 。

新湊) 1 1 は 、 前年 に 続 く 二度 目 の 氾濫 で 、 前 回 と ほ ぼ同 じ 地域が浸水 し 、 間 辺約350戸が

水害 に 昆舞 わ れ た O 県が前年 同様 に 設置 し た 第三者機 関 の 「新湊 J 1 1 浸水被害調査委員 会J

は 8 月 23 日 、 「今匝 の 出水 は 、 昨年 と は 異 な り 、 1 週 間 前 か ら 降雨が続 き 、 少 し の 雨 で も

流 出 し や す く な っ て い た と こ ろ に 、 昨年 を 上 回 る 集 中豪雨があ っ た こ と に よ り 、 従前の河

道の流下能力 を 大 き く 超 え る 流出 量 があ っ た の が原 因J と し て 、 行政側 の責任問題 に は触

れ な か っ た 。

な お 、 今後の対策 と し て 調査委員 会 は 、 段階的 に 流下能力 が改善 さ れ る よ う に 改修工事

を 実施す る と 共 に 、 ダ ム 建設 を 早期完了 さ せ、 工期短縮 に最 善 を 尽 く すべ き だ と し た上で、

県 、 市、 住民の 協議会 を 設立 し て 河 川 情報の 共有、 防 災組織の育成 に 当 た る よ う 求め た。

8 月 24 B 付神戸新聞 に よ る と 、 浸水被害者 ら でつ く る 「被害者の 会」 は 、 同 日 夜 、 集会

を 開 き 、 「大丈夫 だ と 言 わ れ て き た の に こ の あ り さ ま だ。 水防柵が し っ か り し て い れ ば被

害 は こ ん な に 大 き く な ら な か っ たJ r昨年 の 氾誌の教訴が生 か さ れ て い な い。 な ぜ、早 く か

ら (土の う を ) 設置 で き な か っ た の か」 と 憤 っ た と し 、 「調査委員 会 は 河川 改修事業や 上

流の ダ ム 建設の早期完了 を 求め て い る が、 改修事業完了 の め ど は 2 年後。 そ れ ま で の梅雨

や 台 風 シ ー ズ ン は不安 を 抱 え た ま ま 過 ご さ な け れ ば な ら な い。 河川 の 管 理 は 兵庫 県 で 、 水

防管理が神μ市。 集会で は 県 と 市の 連携 を !疑問視す る 声が あ が っ た」 と 報 じ た 。

ま た 、 朝 日 新聞 は 7 月 27 日 付の検証記事で 、 京都大学防災研究所 の がJ 田 恵昭教授が 「開

発 に よ る 上流の保水能力低下 な どで、 雨水が一気 に 流 れ る 都市型水害の典型」 と し た う え

で 、 新湊川 上流 の 山 林 は 宅地造成 で削 ら れて い る こ と か ら 「開発 と 防災の連携が な い の が
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問題。 近 年 の 気候変動 も 重 な り 、 川 の 一番弱い と こ ろ だ、 っ た 川 筋の カ ー ブで連続 し て水害

が起 き た」 と 分析 し て い る 、 と の見解 を 紹介 し た 。

〔六甲 山系に地震 に強い治山工法導入 兵庫県 ・ 運輸省〕

阪神 ・ 淡路大震災の被災地 に迫 る 六 甲 山系 で地震が起 き た 際の 崩 壊過程が、 運輸省 と 兵

庫 黒 の 共 同研究で解明 さ れ、 同 県 は そ の成果 を 生か し た 地震 に 強 い 治 山 工法 を 2000年春 か

ら 向 山系 で実施す る こ と を 決め た ー と し て 、 2000年 1 月 5 日 付 朝 日 新聞 は次 の よ う な 記

事 を 掲載 し た。

甲 山系 は神戸市倍の背後 に あ る 山 地 で 、 東 西約30 km 、 甫北約 8 kmo 震災で市荷地 に 壊

滅的 な 被害 を 与 え た 断層 が間 近 に あ り 、 震災直後 に 約770 ヵ 所が崩壊 し た 。 崩 れや す い 地

盤の た め 、 雨 に よ る 土砂災害 も 心配 さ れて い る 。

新工法開発 は 、 林野庁の モ デル事業 と し て 1997年震 に 着 手 し た 。 運輸省 港湾技術研究所

(神奈川 県横須賀 市) で 、 地震の揺 れ を 出 せ る 震動台 の 上 に 六 甲 山系 を 模 し た 実物の 10分

の l の斜面 を 再現。 同 山系 に 多 い45度斜面や花 こ う 岩が風化 し て砂状 に な っ た 土 を使 っ て 、

震動実験 を 加速度 を 変 え て 数 十 回 繰 り 返 し 、 山 の 崩 れ を 目 視 と 計測機器に よ る 数値解析で

1食言す し た 。

そ の結果、 亀裂 は 尾根部 に 最初 に 起 き て 、 続い て斜面 に発生す る が、 崩 壊 は 斜面か ら 先

に起 き る こ と が立誌で き た。 こ の た め 、 斜面 の補強の重要性 に着 目 し 、 漁網 の よ う な ロ ー

プネ ッ ト を かぶせ、 格子の交差点 を ロ ッ ク ボ、ル ト と 呼ばれ る 棒で斜面 に 固定す る 工法 を

案。 コ ン ク リ ー ト で斜面 を 覆 う 工法 と ほ ぼ変 わ ら な い効果が分か っ た と い う 。

実験 を 指導 し て き た 沖村孝 ・ 神戸大教授 (地盤工学) や兵庫県の農林水産 部 に よ る と 、

コ ン ク リ ー ト で覆 う 工法に比べて工費 も 3 - 5 割減で済み、 樹木の伐採 も 必要 で な い た め 、

景観 を 損 な わ ず、 耐震性の 向 上 で実際 に 崩 れ で も 避難す る 時 間 を稼 ぐ こ と がで き る O

兵庫県 は ま ず、 神戸市須磨 区 に あ る 団地付近の斜面の工事 を 計画。 す で に 地質調査 に か

か っ て い る O 港湾技術研究所の菅野高弘 ・ 構造震動研究室長は 「今後 は 、 工法 を 全国 で通

用 す る よ う に確立 さ せた い J と 話 し て い る 。

〔 ピ 口 テ ィ 構造 旧基準では補強必要 建築学舎が神戸の シ ン ポで報告〕

1 階が駐車場や庖の売 り 場 な ど に な っ て い る 「 ピ ロ テ ィ 構造」 は 、 阪神 ・ 淡路大震災で

も ろ か っ た こ と は 知 ら れ て い る が、 同 じ ピ ロ テ イ 構造で も 建築年次で大 き な 違い の あ る こ

と が専 門 家の調査で明 ら か に な っ た 。

2000年 1 月 27 日 、 神戸市 中 央 区 の 神戸 国 捺展示場で 開 かれ た 日 本建築学会主催の シ ン ポ

ジ ウ ム で報告 さ れ た も の で、 同 市灘、 東灘区 内 の 約4 ， 000棟 を 対 象 に 同 学会近畿支部が調

査 し た 。

報告 に よ る と 、 震災で大 き な ひ びが入 る な ど、 大規模 な 補鯵か、 立 て 替 え か の 検討が必

574 第 十 章 @ 防災



要 と な る 「 中 破」 以上の被害 を 受 け た の は 、 ピ ロ テ ィ 以外の建物 で は 3 % 。 ピ ロ テ ィ 構造

の 建物 で は24 % と 3 倍以上 も 高か っ た 。

さ ら に ピ ロ テ ィ 構造 の 建築年別 で 、 中破以上の被害 を 受 け た 割合 を み る と 、 建築基準法

で耐震基準が改正 さ れ た 1971年以前は42 % 。 そ の授、 再度の改正で現行 の 耐震基準が定め

ら れた 1981年 ま で は36 % 、 81年以 降 で は 10% だ っ た 。

報告 に 当 た っ た 大阪大学大学院の大野義照教授 は 「被災地 の 内外 に 、 古 い 耐震基準 で造

ら れた 建築物が多数残 っ て い る 。 特 に 問題 の 多 い ピ ロ テ イ 建築の耐震補強 は 緊急、 を 要す る

状況だ」 と 説明 し た 。

調査は 95年、 両立 を 東西 に 貫い た震度 7 相 当 の地域 に あ っ た すべ て の コ ン ク リ ー ト 系建

築物 を 対 象 に 実施 し た 。 調べ た総棟数は3 ， 911棟で、 そ の 約 1 割の377棟が ピ ロ テ ィ 構造。

建物の種別 は 、 ピ ロ テ イ 構造の83 % 、 そ の他の建築の70 % が集合住宅で 、 残 り は事務所 ピ

ル な ど だ っ た 。

近畿支部 は こ の 調査結果 を 受 け、 ピ ロ テ ィ 構 造 の 耐震補強 や 耐震性能 を 評価す る コ ン

ピ ュ ー タ ー プ ロ グ ラ ム の 問題点 な どに つ い て研究 を 続 け て い る 。 (注12)
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(注 1 ) r阪神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ルセ ン タ ー 基本構想、 (基本 的 考 え jj) 財司法人 阪神 - 淡路大震災記

念協会 1 999年 3 月
(i主 2 ) 読売新聞 2000年 1 )] 1 2 円 、 神戸新聞 2000年 3 月 22 日
(注 3 ) 兵庫県防災企画課記者発表資料 200011'- 8 月
(注 4 ) 神戸新聞 1999年 8 月 II 日
(1主 5 ) 神戸新聞 2000年 2 月 1 7 日 、 朝 日 新開 2000年 2 月 22 1l 、 読売新聞 2000年 2 月 28 1ヨ
(注 6 ) 兵凍県紡災企画課記者発表資料 1999年 4 刀
(注 7 ) 朝 日 新聞 1999年12月 5 日 、 神戸新開 1999年12 月 7 Il 
(注 8 ) 毎 日 新聞 2000年 2 月 21 日
(注 9 ) 産経新聞 1999年12月 16 日
(注10) 産経新開 1999年10月 9 日
(注11 ) 兵戸庫県土木部記者 発表資料 1999年 9 Jl 他
(注12) 神戸新聞 2000年 1 月 28 臼
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い=fft'i �投援活動と連携体制ゐ推進一一 一
1999年 は 世界の震災史 に 残 る 大地震が立 て 続 け に 発生 し た 。 8 月 に起 き た ト ル コ の大地

震 は死者 1 万7 ， 000人 を 超 え 、 翌 9 月 に起 き た 台湾 の 大地震 は 、 死者2 ， 000 人 を 超 え る 大規

模 な 災害だ っ た 。 兵庫県 と 神戸 市 は 、 大地震の被災 地 に 次 々 と 職員 に よ る 支援 チ ー ム を 派

し た 。

海外で起 き た 地震災害で 叶支行政職の職員 チ ー ム を 派遣す る の は 、 初 め て の 経験だ っ た 。

阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 早期 の復興に役立 て て も ら い た い 、 と の期待 と 、 震 災で海外 か

ら 受 け た 支援 に対す る 恩返 し の 思 い が重 な り 、 問 自 治体 と も 素早い対応 を 晃 せ た 。 民 間 の

支援組織 も 、 阪神 ・ 淡路大震災の被災地 か ら 次々 と 両国 の被災地 に駆 け つ け た 。

今 回 、 支援す る 側 に 回 っ た 阪神 ・ 淡路大震災の被災地か ら 派遣 さ れた 自 治体職員 は 、 両

国 で 自 ら の経験を 踏 ま え た対応策 に つ い て の提言 を 行 っ た が、 支援 を 受 け た 経験が、 逆 に

支援す る 側 に 回 っ た こ と で 、 大規模 な 災害時の対応 に つ い て の認識が一層 、 深 め ら れ る と

い う 貴 重 な 体験 を 積 み 重 ね た 。

1 . 災害救接

〔 ト ル コ で大地震 兵産県 ・ 神戸市が 自 治体チ ー ム1 1 人派遣〕

8 月 17 日 午前 3 時 2 分、 ト ル コ 北西 部 で マ グニ チ ュ ー ド7 ， 4の 地震が発生、 各地で 建物

が倒壊、 火災 も 続 出 し た 。 阪神 ・ 淡路大震災 を 遥 か に超 え る 死者 l 万7 ， 000 人 を 超 え る 大

災害 と な っ た 。

神戸市 は 翌 日 の 18 日 か ら 24 日 に か け 、 政府の 国 際緊急援助 隊救劫 チ ー ム に 市消 防 局 の 消

防司令な ど 4 人 を 派遣 。 昼夜間 を 通 じ て倒壊家屋 な どの検安救助活動 を 行 い 、 1 人 を

救助 し た 。

こ れ と は 別 に 、 兵庫県 と 神戸市 は 3 日 後の 20 日 に 、 政府か ら の 要請 を 受 け 、 阪神 ・ 淡路

大震災 時 に 実務 を 担当 し た 職員計1 1 人 を 現地 に派遣す る こ と を 決定、 素早い対応 を 示 し た 。

こ の 時 点 で、 死者 は 7 ， 000人 を 突破、 既 に 坂神 ・ 淡路大震災 の 規模 を 超 え て い た 。 震災 を

経験 し た被災 自 治体の 一般行政職員 チ ー ム が海外の被災地 に 派遣 さ れ る の は初 め て の ケ ー

ス で、 i坂神 ・ 淡路大震災の記憶が ま だ 薄 れ て い な い 時 だ っ た だ け に 、 被災地各地で派遣団

の助言な どが注 目 さ れ た 。

派遣 さ れた 「 ト ル コ 毘派遣 国 際 緊急援助 専 門 家兵庫県 ・ 神戸市チ ー ム 」 は 、 阪神 ・ 淡路

大震災か ら の復興 を 経験 し て い る 兵庫県、 神戸市の教訓 を ト ル コ 側 に伝 え る と と も に 、 わ

が国が協力すべ き 事項や協力 に 際 し て 留 意べ き 点 に つ い て わ が国政府 に提言す る こ と を 目

的 に し た も の で 、 兵庫県 6 人、 神戸市 5 人 と 、 現地業務 を パ ッ ク ア ッ プす る 国際協力事業

団 (nCA) の 職 員 や 通訳 を 加 え た 計20人。 1 1 人 の 派遣 身 分 は 県 ・ 市職員 の ま ま で、 国 際
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協力事業 団 の専 門家 と い う 位置づけ。

派遣 さ れ た 職員 は 、 阪神 ・ 淡路大震災時 に 「避難住民救援 ・ 避難所J r救援情報 ・ 被災

者相談」 な どの応急 ・ 復旧 や復興対策 で 中心 的 に働 い た メ ン バ ー で 、 兵庫県 か ら 「総括」 、

「住宅対策J 、 「衛生対策J r教育対策」 、 「 ボ ラ ン テ ィ ア 対策」 、 「連絡謂整」 、 神戸市か ら は

「救援情報提侯 ・ 被災者相談 シ ス テ ム 」 、 「避難所 ・ 避難住民救援活動」 、 「緊急生活物資確

保対策J 、 「生活救援対策」 、 「廃棄物対策J の幅広 い 分野 に わ た る 経験者が選定 さ れ た 。

派遣期 間 は 、 同 月 27 日 か ら 9 月 9 日 ま での 2 週 間 。 向 チ ー ム は被災地の イ ズ ミ ッ ト 、 ア

ダバザー ル な ど を 視察 し 、 政府機関 や 被災地 自 治体等の 関係者 に応急仮設住宅や衛生、 心

の ケ ア な ど多様 な 分野 に わ た っ て必要 な 助 言 を 行 っ た 。 大震災の経験 に 基づ く 助言 は 、 ト

ル コ 側 に 歓避 さ れ た 。

9 月 2 日 に イ ス タ ン ブー ル、 9 月 6 日 に ア ン カ ラ で、 「兵藤 ・ 神 戸 の 経験か ら 」 と 題 し

て震災復興支援セ ミ ナ ー を 開催、 応急 ・ 復興対策 な ど に つ い て 意見 を 交換 、 阪神 ・ 淡路大

震災の経験 に 基づい た助言 を 行 っ た 。 再会場 と も 行政幹部 や 自 治体災害担当 者、 大学教授

ら 200名 を 超す 出 席 が得 ら れ、 活発 な 意見 や 質問が出 さ れた 。

ま た 、 7 日 に は 、 現地視察 を 踏 ま え ト ル コ 政府 (公共事業省) に 「仮設住宅や仮設診療

所の 建設J r危検建物 の 早期撤去J r精神医療窓 口 の 開 設J r防災マ ニ ュ ア ル の 策定」 な ど、

当 面必要 と さ れ る 施策 を ま と め た報告書 を 提 出 し た 。

帰 出後 、 同 チ ー ム は 、 ト ル コ の震災復興に対す る わ が国 の 支援 に 関 し 、 次の よ う な 提言

を 行 っ た 。

( 1 )  支援検討委員 会の設置

本チ ー ム 帰 国後 は 、 活動結果 を 基 に 、 よ り 具体的 に震災復興の 「道筋」 を 描 き 、 復興計

面策定の た め の 助 言 と し て 、 ト ル コ 側 に提案 し て い く 必要があ る O こ の た め 兵庫県、 神戸

市、 JICA、 及 び有識者か ら な る 検討委員 会 を 設置 し 、 提言の 最終版 を と り ま と め 、

復興への 助言 と し て ト ル コ 側 に提 出 し た い。

( 2 )  仮設住宅 の供与

わ が 国 政府 は 阪神淡路大震 災 の 際 の 兵庫 の 仮設住宅500戸 を ト ル コ 側 に 供与す る こ と に

な っ て い る が、 供与 に 当 た っ て は ト ル コ の気候風土 に合致 し た 仕様 に変更す る 必要があ り 、

冬の 到来 ま で わず か し か な い た め 緊急J性 を も 有す る こ と に留意す る 必要があ る 。

(3) 被災者の心の ケ ア に 関 す る 支援

震災で心の傷 を 受 け た こ ど も た ち が相 当 数 に 達 す る と 予想 さ れ る た め 、 学校再開後の こ

ど も た ち の 心 の 健康 に つ い て の 配慮 が不可欠。 被災地で の 心 の ケ ア に係 わ る 専 門家派遣、

研修員 の 受 け 入 れ の 可龍性 に つ い て検討 の必要があ る 。 9 月 6 日 の ア ン カ ラ の セ ミ ナ ー で

は被害の甚大だ っ た ヤ ロ パ市 か ら 数名 の 市職員が出席 し 、 被災者の心の ケ ア が最優先で あ

る 旨力 説 の と、 被災児童 の 心 の ケ ア に係 わ る 専門 家 の 派遣や研修員 の 受 け 入 れ に つ き 要望

があ っ た。
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兵産県チ ー ム は 、 帰 国後 、 「 ト ル コ に お け る 国 際緊急援助活動報告書J (1999年 9 月 、 約

170ペ ー ジ) 、 神戸市チ ー ム は 「 ト ル コ 田地震災害復興支援 神戸市チ ー ム 活動報告書J (約

150ペ ー ジ) を そ れぞれ作成、 現地 で の 活動記録や提言 の ほ か 、 関 連資料 を ま と め た 。 神

戸市 は 政令指定都市や災害関連の ボ ラ ン テ ィ ア 団体 な ど に 無償 配布 し た 。

神戸市チ ー ム の報告書の 中 で、 派遣団員 と な っ た林芳宏 ・ 市民安全推進室係長 は 「今回

の 派遣 は �KOBE� の今後の役 目 を 実感 し た 派遣 で も あ っ た 。 神戸 の ノ ウ ハ ウ は 、 き ち ん

と マ ニ ュ ア ル化、 シ ス テ ム 化 し て お け ば、 世界各地で活用 さ れ る 共通の復興マ ニ ュ ア ル に

な り 得 る O さ ら に 、 支援 を 必要 と し て い る 被災地 に ノ ウ ハ ウ を 伝 え 、 支援 を 続け う る こ と

は 、 神戸 に と っ て も ノ ウ ハ ウ を 磨 き 、 安全都市づ く り の 充実 に つ な が る と 考 え る 」 と 感想

を 綴 っ て い る O

一方、 日 本政市 は i司 チ ー ム と は 別 に 、 現地で建築物 の危険度判定が出 来 る 体制が不足 し

て い る と の情報か ら 、 9 月 3 日 、 緊急毎興支援 と し て 、 建築物 の危険度 を 診断す る 技術 指

導の た め 、 5 日 か ら 事rrた に 7 人 の 専 門 家 チ ー ム を ト ル コ に 派遣す る こ と を 決め 、 新た に 兵

庫県庁 か ら 阪神 ・ 淡路大震災 時 に 応急危険度判定で被災市町や応援 で 来 た他府県職員 と の

調 整 な ど に 当 た っ た 、 ま ち づ く り 部の 建築 防災係長がチ ー ム に加 わ っ た 。 (注 1 )

〔台湾で大地震 再び兵塵黒 ・ 神戸市が支援 チ ー ム派遣〕

ト ル コ 西部の大地震か ら 約 1 カ 月 後の 9 月 21 日 午前 1 時45分、 台 湾 中 部 で マ グ ニ チ ュ ー

ド 7 . 7 の 強 い 地震 が起 き た 。 死 者 は2 ， 400人 を 超 え た 。 日 本政府 は 国 際 緊急援助 隊の先遣チ ー

ム 6 人 と 本隊70人 を 同 日 中 に 派遣 し た 。

兵庫県 は斉藤富雄 ・ 訪災監 を 代 表 に 5 人の 支援チ ー ム を 29 日 か ら 6 日 間 に わ た り 台湾 に

派遣。 同 チ ー ム は 台 中 市で仮設住宅建設担当 者 ら と 意見交換、 仮設住宅の建設手順や 団地

内 の住宅配置、 騒音や溢度対策、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー づ く り な ど阪神 ・ 淡路大震災で、の県の復

興支援策全般 の 説 明 を 行 い 、 被害箇所 を 視察 し た 。 台 中市長 ら と の協議 で は 、 仮設住宅 か

ら 恒久住宅への移行、 被災マ ン シ ョ ン の再建、 都市計画 な ど復興計画全般 に つ い て説明 し た。

兵庫県か ら 仮設住宅500戸が台湾 に 送 ら れた 。

一方、 神戸市 は 10月 22 日 か ら 5 日 間 の 日 程で 、 金芳外城雄 ・ 生活再建本部長 を は じ め 、

都市計画局計画部長、 住宅局計画課主査の 3 人 を 台湾 に 派遣、 1 1 月 16 日 か ら 20 日 に か け、

垂水英司 ・ 住宅局 長 ら 4 人 を 派遣。 現地で は 、 震災時の経験や教訓i を も と に 各分野 ご と の

助言や意見交換 な ど を 行 い 、 セ ミ ナ ー や被災 自 治体の復興計画 の策定説明 会 で も 講演 し た 。

|司市 は応急仮設 ト イ レ 100基 と 消毒剤 や 肩 掛 け式 噴霧器 な ど を 10 月 2 日 に 神戸港か ら 船

で台湾 に送 っ た 。

〔大学ゃ れIGO も 続 々 、 ト ル コ 、 台湾の被災地へ〕

神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー の 副 セ ン タ ー 長で あ る 沖村孝教授 (地盤工学) ら 3 人 の
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訪災科学の 専 門 家 は 、 9 月 に ト ル コ 北西部 の被災地 に 入 り 、 被害の大 き か っ た イ ズ ミ ト や

ア ダパザル な どの都市 を 調査 し 、 同 月 30 日 に 帰国報告会 を 開 い て 、 調査結 果 を 報告。

ま た 、 神戸大か ら は 、 文学部教授 ら の調査団が台湾の文化財被災状況 を 調査、 10月 19 日

に 大 学 キ ャ ン パ ス で調査結果の報告会 を 聞 い た 。

医療関係 で は 、 兵庫県立看護大学 な どか ら 教授 ら 5 人が台湾 に 派遣 さ れ、 阪神 ・ 淡路大

震災時 に 看 護 ボ ラ ン テ イ ア の コ ー デ イ ネ ー ト や 仮設住民 に 対す る 心の ケ ア を行 っ た 経験 を

踏 ま え 、 台北、 台 中 の 2 カ 所で ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催、 「被災者 と 支援者の 心 の ケ アJ ，-看

護 ネ ッ ト ワ ー ク 形成」 な どの テ ー マ で講演、 現地の看護婦 ら と 討議 し た 。

ト ル コ 救援 で は 、 阪神 ・ 淡路大震災の被災地の NGO な どで つ く る 「 ト ル コ 北西部地震 ・

緊急救援委員 会」 が、 二次に わ た り 救援 チ ー ム を 派遣。 第二次救援チ ー ム は 9 月 初 日 か ら

10 日 間 に わ た り 、 被害の大 き か っ た 地域の テ ン ト 村 を 中心 に 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン で こ ど も

た ち の 心 を い や す 活動 に 取 り 経み、 地元 NGO ネ ッ ト ワ ー ク に メ キ シ コ の NGO メ ン バ ー

も 加 わ っ た ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開催 し た 。

台湾救援 で は 、 日 本 レ ス キ ュ ー協会 (本部 ・ 豊 中市) が、 台湾地震の発生亘後の 9 月 21

日 に 、 同 協会 の 隊員 3 人 と 災害救助犬 3 頭が現地入 り 。 台北市で現地の消 防 と 合流 し 、 河

市内 や 南投県 な どで倒壊家屋の生存者捜索 に 従事 し た が、 5 人の 遺体 を 発見 し た も の の生

存者の発見 に は歪 ら な か っ た 、 と い う O

こ の ほ か 、 第三世界の 国 々 に 物資 を 送 る 活動 を 続 け て い る 神戸市の NGO 団体、 ア ジ ア ・

ア フ リ カ 環境協力 セ ン タ ー は 、 台湾の被災地 に 向 け 、 毛布、 懐 中 電灯、 歯 ブ ラ シ 、 歯磨 き

粉、 粉 ミ ル ク 、 電池、 ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー 、 下着 な ど被災地が特 に 求め て い る 生活物資 を

送 っ た 。

2 . 応援協定 ・ 連携

〔神戸市 と 郵便局 が 「災害時協力覚 え書」 を締結〕

神戸市 は 2000年 2 月 14 呂 、 市 内 を 管轄す る すべて の 郵便局 186局 と 「災害時相互協力 に

関す る 覚書」 を 締結 し た 。 災害があ っ た と き 素早 く 対応す る た め 、 情報交換や 施設提供で

協力 し 合 う 。 関 西地方で は 、 す で に73市町村が郵領局 と 同様の覚書 き を 交 わ し て い る が、

神戸市が最大規模 で あ る O

対 象 は普通郵便局 12局 と 特定郵便局 174局 。 大規模 な 災害が起 こ っ た 襟 、 郵便局 と 市が

収集 し た 市民の安否情報や避難場所、 救援物資の情報 な ど を 交換す る O 郵便局 に 出 さ れた

転居届 も 本人 の 同 意 を 得 て 市 に 伝 え 、 避難先の確認 を し やす く す る 。 救援物資が郵便で届

け ら れ る 場合 も 、 市 に情報提扶 し 、 集荷、 仕分け で協力 し 合 っ て 混乱 を 避 け る O

ま た 、 災害救助法適用 の見通 し がつ い た段階で 、 市 は 郵便局側 に 伝 え 、 郵便貯金や 鯖 易

保険な どの災害特別事務取扱の準備 を 促 し 、 ス ム ー ズ に 手続 き がで き る よ う に す る 。
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さ ら に 災害 に 備 え 、 普段か ら 相互 に提供で き る 施設や用 地 を 確認、 災害発生 時 に は 郵便

局 に も 公報 を 掲示す る 。 地域の 防災訓練な ど に も 郵便局 は議極的 に 参加 し 、 連携 を 保 っ て

い く 。 (注 2 ) 

〔災害時輸送に車問提供 神戸市が運送業者 と 初提携〕

神 戸 市 は 1999年 7 月 1 日 、 日 本通運神戸支屈 (神戸市 中 央区) 、 赤帽兵庫 県軽 自 動車運

送協 同 組合 ( 同市西区) の 2 業者 と 「災害時 に お け る 輸送業務 に 関 す る 協定」 を 締結 し た 。

緊急物資の輸送 な ど に必要 な 車 両 を 有償で提供 し て も ら う 。 市 は他 の 自 治体や流通業者 と

の災害時協 定 は結 ん で い る が、 運送業者 と の協 定 は 初 め て だ。

協定で は 、 市内 に 災害が発生 し 、 災害対策業務 を 実施す る た め に 自 動車輸送 を 必要 と す

る と き 、 業務の協力 を す る こ と と さ れて い る 。 細 か な 内容 に つ い て は 、 災 害 の レ ベ ル 、

態様 に応 じ 、 そ の つ ど協議 し て 定め る O

阪神 ・ 淡路大震災の 際 、 市の公用 車 は ほ と ん どが情報収集や職員 派遣 な ど に使 わ れ 、 物

資輸送 ま で手が回 ら な か っ た 。 こ の た め 、 部署間 で公用 車の取 り 合い に な る こ と も あ っ た 。

同様の状況 は 、 今後の 災害時 に も 起 こ る と 予 想 さ れ る た め 、 市が運送業界 に働 き か け 、

う ち l 社、 1 団体が協定 に応 じ た 。

災 害 の 際 は 、 市 の 災害対策本部か ら 、 業者が指定 し た 窓 口 に 連絡 し協力 を 求 め る 。 ま た 、

市全体や 区 ご と の 防災訓練に も 参加 し て も ら い 、 連携 を 深め て い く 。 (注 3 ) 

〔兵庫県 と 日 本 レ ス キ ュ ー協会 救助犬出動で協定〕

災害発生時の救助体制強化 を 図 る た め 、 兵庫県 は 1999年11 月 10 呂 、 日 本 レ ス キ ュ ー協会

(本部 ・ 大阪府) と 「災害時 に お け る 災害救助犬の 出 動 に 関 す る 協定」 を 締結 し た 。 県 内

で大規模災害が発生 し た場合 に 、 各市町の求め に応 じ て 、 県が同協会 に 救助 犬 の 派遣 を 要

請す る と い う 内容。 県独 自 の判 断で要請 を 行 う こ と も あ る O 同協会 と 自 治体が災害支援協

定 を 結ぶ の は 、 神戸市消 訪局 な ど に 続 い て 6 例 目 。

同協会 は 、 阪神 ・ 淡路大震災が起 き た 1995年 9 月 に設立 さ れ た民 間 の ボ ラ ン テ イ ア 団体

で 、 現在 7 頭 の災害救助 犬 を 所有。 国 内外の大規模災害の被災地へ 出 動 し て い る 。 ト ル コ

と 台湾 の 大地震で も 現地入 り し 、 救助活動 に 当 た っ た 。 兵庫県 の総合防災訓 練 に も 何年 か

ら 参加 し て お り 、 県 と の 間 で協定締結 に 向 け た 準備が進め ら れて い た 。 (注 4 ) 

3 . 騎災議n棟

( 6 万人超 え る 過去最大規模の合同 防災訓練 を 実施〕

1999年度の 兵庫 県: の 合 同 防災総合訓練 (兵庫県 ・ 西播麿市町長会 ・ 姫路市主催) は 、 県

防災総合訓練 を 西播磨地域広域防災総合訓練お よ び姫路市総合防災調 練 と 一体的 に し て 、
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西播磨地 区 を 中心 に 8 月 31 日 と 9 月 1 日 の 2 日 間 に わ た っ て 実施 さ れ た 。

，{旦馬空港J ( 豊 岡 市 ・ 日 高 町) 、 「播磨科学公園都市J (上郡町) 、 「網干 沖埋立 地J (姫

路市) の 3 会場 を 連携 さ せ た 陸海空の広域 リ レ ー 型訓練。 西播磨会域 の 学校 ・ 事業所 を

場 に 地域総 ぐ る み 訓 練 も 行 わ れ 、 参加人員 延べ 6 万2 ， 900人、 航空機29機 、 船舶 12隻、 車

荷253台 を 投入 し た過去最大規模 の 合 同 訓 練 と な っ た 。

31 日 は 頭播磨全域で震度 5 弱以 上、 1 日 に は 姫路市で最大震度 6 強 の 強 い 地震が発生 し

た と の想定で、行 っ た 。 31 日 、 但馬空港で実施 さ れ た 緊急空路輸送訓練 は 、 西播磨全域の道

路が損壊 し 、 飽地域か ら 陸路で被災地へ入 る こ と が困 難 と な り 、 県外及 び但馬地域か ら の

支援物資等の輸送が必要 に な っ た と の想定で、 県内外か ら 大型航空機等 に よ り 輸送 さ れ る

物資 を 空港 に 集結、 仕分け し 、 西播磨地域への 空路輸送 を 実施す る 訓練 が行 わ れ た 。

陸上 自 衛 隊 中 部方面隊、 県消防防災航空隊、 県警航空隊 な どの ヘ リ コ プ タ ー と 航空 自 衛

隊の ジ ェ ッ ト 輸送機が飛来。 生活物資や 医薬 品 な どの救援物資 を 降 ろ し 、 別 の ヘ リ コ プ タ ー

や大型 ト ラ ッ ク に穣 み込 ん だ り し て 西播磨広域防災拠点 に 輸送 す る 司11練 を 実施 し た 。

播磨科学公開都市 の西播磨広域防災拠点で は 、 神戸市消 防 局 や 県警、 陸上 自 衛隊 な どが

参加。 救援物資 を 各被災地 に分配す る た め 、 い っ た ん物資 を 拠点 に 集積 さ せ、 ヘ リ な どで

緊急搬送す る 訓練 を 実施 、 実際 に 部 隊 (約100名 ) を 宿営 さ せ る 訓練 も 行 わ れ た 。 但馬空

港 か ら 救援物資 を 載せ た ヘ リ コ プ タ ー な どが到着 し 、 相生市や上郡町な ど l 市10阿か ら ラ

イ ト パ ン な どで 運 ん で き た物資 と 合 わ せ 、 段ボー ル約300箱の物資が倉車 に 約 め ら れ た 。

l 日 は 姫路市内 を 中 心 に 震度 6 強の 地震 と 、 集 中 豪雨 に よ る 2 次災害の 恐 れ も あ る と の

想定で訓 練 を 実施。 網干沖思 立地 を 拠点 に 、 救助 、 応急復旧活動、 救援物資の輸送 、 避難

所設営、 ボ ラ ン テ ィ ア 受付訓 練 な どが行 わ れ た 。

ま た 、 西播磨全域の 4 市2 1 胃 で 、 203 カ 所の 学校、 52 カ 所の事業所な ど で地域住民が参

加 し 、 避難訓練、 初期消火訓 練 な どが実施 さ れた 。

〔神戸市も 新湊1 1 1流域な どで総合防災訓諌〕

一方、 神戸市 も 9 月 1 日 か ら 2 日 に か け て 、 総合防災訓練 を 実施。 1 日 は 大震災 を 想定

し た 従来 の 淵 練 に 加 え 、 2 田 に わ た っ て 氾酷 し た 新湊 川 流域で、 大型台風の接近 に よ る 大

雨 で あ ふ れ る 危険があ る と の想定で、 土 の う 積 み や 県 、 市 な ど行政機 関 の 簡 での情報連絡

訓 練 な ど も 行 っ た 。

2 日 は 自 衛 隊 な ど約2 ， 000人、 海上保安庁 の大型巡視船 「せ っ つJ な ど船舶 6 隻、 ヘ リ

コ プ タ - 5 機 な ど参加 し た 大規模 な 訓 練 と な っ た 。 ま た 、 今 回 、 神戸市以外の 自 治体 で は

初 め て芦屋市消防本部の先遣隊が参加。 自 治体 問 の相互);1:，援協定 を 結 んで い る た め 、 近隣

自 治体で連係 プ レ ー を 円滑 に行 う た め の参加 と な っ た 。
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〔政府 大地震想定 し 図上演習〕

政府 は 2000年 2 月 16 目 、 「近畿地方 に マ グ ニ チ ュ ー ド 7 の大地震が発生 し たJ と の想定で、

大地震 に対処す る 初 の本格的 な 国上演習 を 都 内 の 海上 自 衛抹幹部学校で実施 し た 。

政府 中 枢 の 危機管理能力 の 向上 と 、 各省庁 の初動時 の 間題点 な ど を 把握す る の が 目 的 で 、

安藤忠夫内 閣 危機管理監 を は じ め 内 関 官房 や 建設省、 防衛、 警察、 国土各庁 の 災害担当 者

ら 約100人が参加 し た 。

訓 練 に 先江 ち 、 安藤危機管理監は 「阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年 た ち 、 法整備や危機管理

の 強 化 は 進 ん だが、 最 も 重要 な の は普段か ら の 職員 の 能 力 向 上 だ。 訓 練 に よ り 課題 を 確認

し 、 さ ら な る 危機管理能力 を 養 っ て も ら い た い」 と あ い さ つ し た 。

参加者 は 訓 練統括 、 実施両 グ ル ー プ に 分かれ、 統括班か ら の被害情報 な ど の 報告 を も と

に 訓 練実施 グ ル ー プが必 要 な 対応 を 指示。 政府の震災対花、マ ニ ュ ア ル に 沿 っ て 、 職員 が閣

僚役 を 演 じ て 関係 閣僚会議 を 招 集 、 政府対応、 を 決定す る な ど、 本番 さ な が ら の 演 習 を 展 開

し た 。 (注 5 ) 

〔地方 昌 治体 自 衛隊 と の連携深 ま る 〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 、 自 衛隊 と の 連携 を 深め る 自 治体が増 え て い る O 防災訓練で

自 衛隊 に 参加 を 要請す る の は今 で は ご く 普通の こ と と な り 、 組織の 防災担 当 に 退官 自 告官

な ど を 採用 す る 自 治体 も 出 て き た 。 ま た 、 自 衛隊で指揮官養成 に行 っ て い る 「指揮所演習 」

を 、 災害 を 想定 し た 「図上演習」 と し て取 り 入 れ る 自 治体 も 増 え て い る 。 震 災 が契機 と な っ

た 自 衛隊 に 対す る 認識の大 き な 変化 と し て 注 目 さ れ る O

1999年 9 月 1 日 付 産経新聞 の記事は次の よ う に 伝 え て い る 。

自 治省 消 防庁 に よ る と 、 98年、 防災訓練に 自 傷隊が参加 し た の は 岩手県 を 除 く 46都道府

県。 99年 も 近畿のすべて の府県で 自 衛隊が参加す る ほ か 、 京都市や神戸市 な ど市 レ ベ ル の

訓練で も 参加が 呂 立つ。 防衛庁 に よ る と 、 99年の地方 自 治体の 防災訓練への 支援参加 は 人

員約6 ， 900人、 車両約 1 ， 100台、 航空機約210機、 艦艇約20隻が予定 さ れて い る と い う 。

ま た 、 8 月 30 日 付 で 陸上 自 衛掠 を 退官 し た 陸将補が、 9 月 1 日 付で神 奈川 県 の 訓 練 ・ 情

報担当 課長 と し て採用 さ れ る O 非常勤職員 と し て 退官 自 衛官 が 自 治体に採用 さ れた ケ ー ス

は あ る が、 「専門 的知識や能力 を 生 か し て幹部職員 と し て再就職す る の は初 め てJ (訪衛庁)

と い う 。

同 県 で は 8 月 14 目 、 山 北 町 の 玄倉川 で 18人が濁 流 に 流 さ れ る 事故が発生。 そ の際、 自 衛

隊派遣 要請 の 遅れ も 指摘 さ れ た 。 元 自 衛官が災害時の “ :窓 口 " と な る こ と で、 同 県 は 「相

互理解 の度合いが深 ま り 、 災害派遣 時 の 迅速化が図 れ る 」 と 期待 を 寄せ て い る 。

〔 自 衛隊の国上演習 自 治体で活用 急増〕

1999年 9 月 l 日 付 朝 日 新聞 は 、 防災訓 練 に 、 自 衛隊 の 図上 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 演 習 の 手
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法 を 活用 し よ う と い う 動 き が、 自 治体の 間 で、広 が っ て い る と し て 、 次の よ う な 記事 を 掲

載 し た 。

「図上 シ ュ ミ レ ー シ ョ ン演習」 は 、 図 や コ ン ピ ュ ー タ ー 上 に 架空の状況 を 作 り 出 し 、 状

況判 断や対応策 の 立 て 方 を 訓練す る 方法 で 、 自 衛隊で は 「指揮所演習」 と 呼び、 指揮官養

成 の た め に 実施 し て い る 。 こ れ を 大災害 を 想、定 し た訓 練 に 転用 す れば、 刻 々 と 変わ る 被害

状況 に 対す る 判 断力 を 高 め ら れる ほ か 、 防災マ ニ ュ ア ル の 点検 に も 役 つ と い う 。

陸上 自 衛隊の各方面隊の ま と め に よ る と 、 指揮所演習 を し た り 、 陸 自 の演習 を 見 学 し た

り し た 自 治体 は 、 1994年度 に は 1 件 だ っ た の が、 阪神 ・ 淡路大震災後 に急増 し 、 96年度 は

11件、 98年震 も 12件あ っ た 。

宮城県 は 99年 6 月 、 防災訓 練 に初 め て 指揮所演習 を 導入 し た 。 会議案 に 災害対策本部 を

設置 し 、 土木や総務 な ど各部の 職員 と 、 警察、 消 防 、 自 衛隊、 道路公開 の 防災担当 者計10

数人が参加。 仙 台市の地閣 に 「 こ の道路 は通行不能J r こ こ で、 火災が発生」 な ど と 状況 を 次々

に 加 え て い き な が ら 、 救援物資 を 早 く 運ぶ た め の対応策 な ど を 検討 し た。

同 県消 防防災課に よ る と 、 防災マ ニ ュ ア ル に不備が な い か剖練 を 通 じ て 検証す る の が狙

い と い う 。 者 は 「次々 に状況 を 変 え ら れ る の で 、 臨機応変の 判 断力 がつ く O 他県か ら

応援 を も ら う な ど、 実際の訓練で は難 し い大がか り な 想定がで き る の も 利点」 と 話す。

広 島県 は 11 月 に 初 の 防災指揮所演 習 を 予定。 7 月 に地元の 第13旅田 を 訪 ね 、 訓練方法の

指導な ど協力 を 要請 し た 。 奈 良県 は 7 月 か ら 駐屯地 に 職員 を 派遣 し て研究 さ せて い る O

広 島県 や 奈 良 県 を 管 内 に も つ 陸 自 中 部方面総監部の 広 報室 は 「板神 ・ 淡路大震災ι 降、

自 衛 隊 と 共 同 で 防災訓練 を す る 自 治体が増 え た結果、 指揮所演習 へ の 関 心 が高 ま っ た の だ

ろ う 」 と 話す。

こ う し た状況 に 日 を 付 け て い る の が防災情報提供会杜 「河川 流域情報サ ー ピ ス J (東京

都千代 岡 弘) だ。 社 員 の 大半が元 自 衛官 。 1 月 に は 、 建設省 か ら 市町村 の 訪 災担 当 者 を 対

象 と し た研修 を 請 け負 い 、 こ れ に 指揮所演習 を 取 り 入 れ た 。 今後は 自 治体 に 有料で演習指

導す る ピ ジ ネ ス も 考 え て い る と い う 。

〔 陸 自 総監部が災害派連のバン プ 作製〕

地方 自 治体 と 自 衛隊 の 連携が深 ま る 中 、 陸 上 自 衛隊 中 部方面総監部 (伊丹市) は 、 地震

な どの大災害が発生 し た 際 の 部 隊派遣の仕組み な ど を ま と め た 冊子 「 中部方面隊災害派遣

計画の概要J を 1999年 9 月 に作成、 北陸、 東海、 近畿、 中 国 、 四 国 の 管 内 2 府19県 の 自 治

体や警察 な ど に 配布 し た 。

関係機関 の 防災計闘 と の 整合性 を 図 り 、 円 滑 な 災害派遣 を 行 う こ と を 狙 っ て作 っ た も の

で 、 中 部方面隊の編成 と 担任地域、 災害派遣 の仕組み、 災害派遣計画 の 概 要 な ど、 8 項 目

に つ い て 、 過去の災害派遣活動の 写真や イ ラ ス ト を 使 っ て 分か り や す く 説明 し て い る 。

災害派遣計画 の概要で は 、 大阪、 神戸、 名古屋、 京都、 広 島 、 東海、 四 国 の 7 地域で、
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震度 6 以 ヒ の 地震 が発生 し た ケ ー ス を 想定 し 、 地域 ご と に 出動す る 師 団 や 分担す る 救援地

域 を 地図 で 紹 介 し て い る 。 さ ら に 、 限神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 、 派遣部隊 を 結集 さ せ る 用

地や救援物資 な ど を 輪送す る た め の ヘ リ ポ ー ト の確保な ど、 自 治体への も 盛 り 込ん で

い る 。

内 容 は 「 中 部方国隊の編成 と 担任地域J 、 「 自 衛球 の 災害派遣 の仕組み」 の ほ か、 「 中 部

方面隊災害 派遣計画の概要J で は 、 大規模震災対処計画 で南海地震対処計 画 、 大阪地区大

震災対処計画、 京都地区大震 災対処計画 、 広 島地区大震災対処計画 な ど、 担任地 区 で 起 き

る と 予想 さ れ る 具体的 な 海洋性地震、 断層 地震 な ど を 想定 し 、 そ れぞれの地震で、 どの部

隊が ど こ の 地 域 に 展 開す る か を 閣不 し て お り 、 こ れ を 見 る だ け で も 想定地震の現実感が伴

つ 。

ま た 、 「阪神 ・ 淡路大震 災 の 災害派遣 の 概 要 と 教訓」 に l 章 を 割 き 、 ①災害派遣部抹の

集結地、 ヘ リ ポ ー ト 、 方面連絡調整所等 の 「 自 衛隊の派遣活動基牒」 の確保 に 時間 と 労力

を 費 や し 、 初動 に お け る 救援活動 に 制約 を 受 け た ② 自 治体の 訪災計画 と 陸上 自 禽隊 の 災

害派遣計困の 整合が不十分で あ り 、 大規模災害 に即応 し 得 な い商があ っ た ③平素の 防 災

訓練が十分 に 実施 さ れて い な か っ た た め 、 各機関 の 連携や能力発揮が制約 さ れた 。 特 に 状

況判 断 を 要す る 災害対策本部訓練や状況不 明 下 の 実際の状況 に 近い形での 協 同訓練等 が不

十分な 面があ っ た ④災害派遣活動が広範多岐 に わ た っ た た め 、 訪災担当 者 の み な ら ず、

生活救援、 倒 壊家屋処理等 に 係 わ る 総合的 な 調整が必要 と な っ た が、 調整窓 口 等が明確で

な か っ た た め 調整 に 混乱 を 生 じ た ⑤ヘ リ コ プ タ ー に よ る 救援活動実施時、 空 中 か ら 確認

で き る 着 陸 目 標の 識別 が困 難 だ っ た 。 ま た 、 防災機関共通 の 地 図 の 整備 の必 要性が認識 さ

れ た ー と 教訓 を 具体的 に ま と め て い る 。

こ れ ら の教訓 を 基 に 、 「災害派遣活動 を よ り 有効 な も の と す る た め の 施策」 と し て 、 災

害派遣部 隊 の 集結 地 の 規模 は 、 連隊で l 万5 ， 000m2以上、 師 団等 を 集結 さ せ る た め に は 14

万ば以上の地積が必要 と し て い る ほ か 、 府県庁 と の 自 衛隊の連絡調整の た め の 活動施設が

府県Jr 内 に 必 要 で 、 方面連絡調整所 は 約40名 で運営す る た め 、 120m2以上 の 部屋 と 30両 の

車再の駐車場が必要 な ど、 き わ め て 具体的 に 示 し て い る 。

ま た 、 災害派遣 に伴 う 経費 の負担区分は どの よ う に し て 決め る の か、 と い っ た財政面へ

の心配 に も Q&A 形式で説明 す る 配慮 ま で し て い る 。 (注 6 ) 

4 . 自 主訪災活動 . NPO ・ NGO 活動

(NGO : :全国災害救援ネ ッ ト ワ ー ク 結成 な ど活発 に 〕

阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年 を 迎 え る に あ た り 、 神戸 な どで生 ま れ た 各 地 の 災害救援 ボ ラ

ン テ イ ア が連携、 2000年 l 月 16 日 に 「全国 災害救援 ネ ッ ト ワ ー ク J ( 略称 : J ネ ッ ト ) を

結成 し た 。 企業や行政、 研究者 と の 関係 も 重視す る の が特徴で 、 「産 ・ 官 ・ 学 ・ 民」 がお
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互 い の ノ ウ ハ ウ を 交換 し な が ら 、 災害時の効率 的 な 連係 プ レ ー を 目 指す 。 主 に イ ン タ ー ネ ッ

ト を 利用 し た情報伝達 や 交流 を 進め る が、 年 I 回程度 の会合 も 開 く 予定。

16 日 の発足 ・ 交流式は 、 神戸市産業振興セ ン タ ー で 開 か れ 、 約30の災害救援 ボ ラ ン テ イ

ア 団体 な どの代表の ほ か 、 企業、 神戸 市 、 兵庫県警 な どの 関係者 ら が参加。 日 本災害救援

ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト ワ ー ク (兵庫県西宮 市 、 田 中 稔昭理事長) が事務局 と な り 、 研究者や

企業、 行政関係者な ど と 「 ネ ッ ト ワ ー ク と は何かJ r行政 ・ 企業 と ど う 連携 す る か」 な ど

議論 を 重ね て き た 。

〔麓災 5 周年 市民 と NGO の 防災国探フ ォ ー ラ ム 神戸市で〕

阪神 ・ 淡路大震 災 の 被 災 地 で 活動 す る ボ ラ ン テ ィ ア ら が2000年 1 月 18 日 に 神 戸市 内 で

「震災 5 周年 市民 と NGO の 「防災」 国 際 フ ォ ー ラ ム J を 聞 き 、 海外の 自 然災害 に 対す

る 支援の方法 を 検証 し た 。

ト ル コ 、 台湾 な ど支援 に 出 か け た ボ ラ ン テ イ ア や兵庫県、 神戸市 の 職員 な どが参加、 台

湾 の 地震 で被災地 を 訪れ た 大 阪 の 民間組織 「エ イ デ イ ア イ 災害救援研究所」 の伊永勉所長

は被災地の二次的 な 浪乱 を 避 け る た め 「専 門家以外は災害発生直後の現地入 り を 控 え 、 情

報収集 に 専念す る べ き だ」 と 指摘。 ト ル コ 地震で専 門 家チ ー ム の 一員 と し て現地 を 訪れた

神戸市都市計画局 の古川厚夫 さ ん は 、 災害時の募金の呼びかけ に つ い て 「市民か ら の信頼

を 得 る た め に も 、 用 途や 決算 の 報告 を し っ か り と 実施す る こ と が大切」 と 話 し た 。 ま た 、 「 ト

ル コ 北西部地震 ・ 緊急救援委員 会」 で委員 長 を 務め た 被災地 NGO 協働 セ ン タ ー の村井雅

清代表 は 「災害の支援 で は 、 被災者の就職 に つ な が る 仕事づ く り を し た り 、 自 宅再建 を 始

め た 人 に材料 を 提供 し た り す る な ど、 自 立 を促進で き る よ う な 万法が必 要 だ」 と 指摘 し た 。

(注 7 )

〔企業の危機管理強化へ 実務者養成の研究会発足〕

阪神 ・ 淡路大震災 を き っ か け に 認識が高 ま っ た企業の危機管理体制 を 強化す る た め 、

庫県経営者協会 (会長 ニ 平 田 幸広 ・ 川 崎重工特別 顧 問 、 約600社) は 、 1999年 7 月 6 日 ま

で に 、 危機管理専 門 の 実務者 を 養成す る 「 リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 研究会」 を 8 月 に発足す る

こ と を 決め た 。 学者や県の 防災担 当 者 を 講 師 に招 い て 、 月 l 回 の ペ ー ス で勉強会 を 聞 き 、

災害 な ど危機的 な 状況下で の 組織運営 な ど に つ い て 調査、 研究す る O

会員全業 は 震災 を 機 に 、 危機管理の 重要牲 を 再認識 し た と い い 、 99年 3 月 に 行 っ た 会員

への ア ン ケ ー ト で も 、 早急 な 取 り 組みが必要 と し て 、 専 門 家 の養成機関設置 を 求め る 声が

相 次 い だ 。

研究会は 、 各企業で危機管理 を担当 す る 幹部社員 ら 約20人で構成す る 予定。 京大防災研究

所の林春男教授 と 県の斉藤富雄 ・ 防災監 を顧問 に招 き 、 幅広 く 研究 な ど を 進 め る 。 各企業が

震災以 降 に 蓄積 し た危機管理の ノ ウ ハ ウ を 出 し合 う グルー プ討議な ど も 行 っ て い く 。 (注 8 )
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〔 自 主防災組織 高齢者に依存 神戸市調査結果〕

阪神 ・ 淡路大震災 と そ の 後 に 起 き た児童連続殺傷事件 を 契機 に 、 訪災 と 防 犯 の 両面 か ら

「安全で安心 な ま ち づ く り 」 を め ざ し 、 神戸市 は行政 と 市民の役割 を う た っ た全 国 で も 珍

し い 「神戸市民の 安全の推進 に 関 す る 条例J (市民安全推進条例) を 策定、 そ の 目 玉 と し

て ス タ ー ト し た の が 「防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 」 づ く り 。 大震災 5 周 年 を 前 に 、 同市が震

災復興の総括 ・ 検証事業の一環 と し て 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の実態、 を 把握す る た め の ア

ン ケ ー ト 諦査 を 実施 し た 。 そ の結果、 同 組織 を 支 え る 役員 の約 7 割が60歳以上の高齢で、

若 い 人材 の 育 成 、 リ ー ダー と な る 人材の育成が最大の課題 と な っ て い る こ と が分 か つ た 。

調査は1999年 7 月 末 ま で に 結成 さ れた 同 市 内 の 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー90地区 で 中心的

に 活動 し て い る 役員450人 を 対 象 に 行 っ た も の で 、 回収率 は 79 % 。

回答者の年齢 は 、 60代が43 . 6 % 、 70代以上が31 . 2% で、 60代以上が約75 % に 達 し た 。 役

員 を 対象 に し た調査で は あ る が、 「今後の不安や課題」 に つ い て 、 「若い 人材 の 育成J 1 リ ー

ダー と な る 人材 の 育成」 と 答 え た 人が多 く 、 ま た 、 「住民の 関心 の 低 さ J を あ げ た 匝 答 も

多 か っ た 。

同 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 結成 の 中心組織 を 聞 い た と こ ろ 、 自 治会、 ふ れあ い ま ち づ く り 協議会、

婦人会 な どが多 く 、 結成の動機 も 「地域の 防災力 の 重要性、 組織化の必要牲 を 認識 し た か

ら (82 . 4 % ) と の答 え と 同 時 に 「神戸 市 か ら 依頼 さ れ た か ら J (70 . 6 % ) も か な り 多 い こ

と が分か つ た (複数回答) 。

役員 、 メ ン バー の 高齢化で 「今後の不安J に は 「昼間 の災害への対応」 と の答 え も 多 く 、

特 に成熟ニ ュ ー タ ウ ン (1979年以前) 、 ニ ュ ー タ ウ ン ( 1980年以 降) の順で不安感が高 か っ

た 。

し か し 、 現在、 実 際 に行 わ れて い る 活動 (複数回答) を 見 る と 、 「防災訓練J (83 . 2 % ) 、

「防災資機材の点検 ・ 管理J (74 . 5 % ) 、 「安全マ ッ プ。の作成J (54 . 8% )  1福祉活動J (53 . 6 % )  

「危険個所点検 ・ 情報の 共有化J (52 . 2 % ) な ど、 震災後 に 取 り 組 ま れ て い る 活動 に か な

り 参加 し て い る こ と も 明 ら か と な っ た 。 ま た 、 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 結 成 し て 良 か っ

た 理 由 と し て 「捕助金、 防災資機材 の 支給J (74 . 6 % ) が ト ッ プ に あ げ ら れ て い る の が注

目 さ れ る 。 (注 9 ) 

な お 、 神戸市 の 「防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ーJ は 、 1999年12月 、 西区 で 新 た に 誕生 し、 こ

れで 同 コ ミ ュ ニ テ ィ ー は 100地区 と な っ た 。

( 1安全で安心な コ ミ ュ ニ テ ィ ー 活動の手引 き 」 作成 神戸市〕

神戸甫 は 、 阪神 ・ 淡路大震災 と そ の 後 に起 き た児童連続殺傷事件 を 教司11 に 、 安全で安心

な ま ち づ く り に取 り 組 も う と 市民安全推進条例 を 施行 し 、 小学校区 ご と の 訪災福祉 コ ミ ュ

ニ テ ィ ー な ど を 中 心 に 、 安全 な ま ち を 目 指す取 り 組み を 進め 、 ま ち づ く り に 関す る 各種の

冊子 を 作 っ て い る が、 1999年 6 月 に も 、 地域で の 防災 ・ 拐犯活動 に 役立 て て も ら お う と 、
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非常時の た め の 地図 「安全マ ッ プ」 の作 り 方、 他都市の 実践例 な ど を 紹介 し た冊子 「安全

で安心 な コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 の 手引 き 」 を 作成 し た 。 (注10)

今回作成 し た 「手引 き J は 、 こ れ ま で ま ち づ く り 活動 の経験がな い市民で も 、 す ぐ に動

き 出 せ る よ う に き わ め て 具体的 に 運動 の 進 め 方 ま で解説 し て い る の が特 色 。 「 コ ミ ュ ニ

テ ィ ー 安全 マ ッ プJ r コ ミ ュ ニ テ ィ ー 安全計画J r コ ミ ュ ニ テ ィ ー 安全活動」 の作成 に つ い

て 、 準備品 か ら 会議 の 進 め 方 な ど イ ラ ス ト 入 り で懇切 に 説 明 し て い る O

最 も 取 り 組 み や す い行 動 と し て 、 ま ず地 域 の 安 全マ ッ プづ く り を 推 奨 し 、 「 コ ミ ュ ニ

テ ィ ー 安全マ ッ フ。 っ て 何 だ ろ う 」 か ら 始 ま り 、 「 ま ち の 中 の危険や資源 を 見 つ け て 、 地域

の み ん な で情報 を 共有す る た め の地 図 で 、 み ん な で一緒 に ま ち を 歩い て マ ッ プ を 作 る こ と

は ま さ に安全 な ま ち づ く り の 出発点 と い え る で し ょ う 。 土砂崩 れが起 き そ う な 危 険 な がけ

や 、 違法駐車が多 く て消 防車が入 れ な い道 な どの よ う に 、 災害時 に 特 に 危 険が予想 さ れる

場所 は な い か 、 人 の 自 の届 か な い と こ ろ や 暗が り な ど犯罪が起 こ り やす い と こ ろ 、 事故の

危険が予想 さ れ る と こ ろ は な い か、 こ の よ う な 危険 に つ い て み ん な があ ら か じ め よ く 知 っ

て お く こ と が必要です。 ま た 、 あ な た の ま ち に は 、 非常時 に役立つ資源 (物や場所 、 人 な

ど) が き っ と あ る は ず。 病院や消防署の よ う な 大 き な施設 も あ れ ば、 小 さ な 面白 や井戸 な

ど も 地震の 時 に は 大 い に 役立 つ で し ょ う 。 地域の 中 に い る 看護婦 さ んや 大工 さ ん の よ う な

人材 も 非常時 に は大 き な 力 に な っ て く れ る は ずです」 と 、 訴 え る 。

そ の t で 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ー 安全マ ッ プの種類 に つ い て 、 災害の危険 に つ い て の マ ッ プ、

避難の安全を 考 え る マ ッ プ、 犯罪の危 険 に つ い て の マ ッ プ、 事故の 危険 に つ い て の マ ッ プ、

非常時 に 役立 て る こ と がで き る 資源 (物や場所、 人 な ど) の マ ッ プ、 こ ど も の安全 を 考 え

る マ ッ プ、 お 年寄 り や 障害者の安全 を 考 え る マ ッ プ、 ま ち の魅力 を 再発見す る マ ッ プー な

ど具体例 を 挙 げて い る 。

マ ッ プづ く り を す る 際 の 人 集 め の 方法、 会議の 会場の レ イ ア ウ ト か ら 準備 品 リ ス ト ま で

例示。 グ ル ー プの 分 け 方 、 コ ー ス の確認、 点検項 自 の 例 示 な ど至れ り 尽 く せ り の 内容だ。

マ ッ プがで き た ら 発表会 を 開 き 、 さ ら に マ ッ プ。の掲示や配布 ま で の 流 れ を 説明 し て い る 。

第 2 章か ら は 、 マ ッ プで 明 ら か に な っ た 課題 を 基 に し た 「安全計廊」 の 作 り 方、 第 3

で は 、 防災訓練の実施方法や講 習 会 の 問 い 合わせ先、 全国各地の ま ち づ く り の実践例 を 掲

載 し て い る 。

A 4 販54頁で 、 3 ， 000部 を 作成。 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー の リ ー ダ ー や希 望 者 に 配布す る 。

問 い合わせ は 市民安全推進室 (TEL 078 322 - 6238) 0 
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い間一 学術研究 . ülI1f . 会議 一一一 一
1990年 は 国連 の 「 国 際 防 災 の 10年」 の 最 終年 と し て も 、 ひ と つ の 節 目 の 年 で あ っ た 。

12月 に は 、 そ の 締め く く り と し て の記念 シ ン ポ ジ ウ ム が東京で 開催 さ れた が、 こ の 10年 間

の 国 際 的 な 活 動 の 中 か ら ア ジ ア 防災セ ン タ ー 構想、が生 ま れ、 前 年 に 向 セ ン タ ー が神戸 に 誕

生 し た の を は じ め 、 国 際 的 な 防災関連機 関 や研究機 関 が兵庫 県 に 次 々 と 開設 さ れ た こ と も

あ っ て 、 防災 に 関係す る 様々 な 国際会議 や シ ン ポ ジ ウ ム が被災地で 開催 さ れた 。

ま た 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 機 に 活断層 の調査 ・ 研究が加速 さ れ、 活断層 が大地震 を 引 き

起 こ す可能性の研究 も 進 む 一方で、 大震災か ら 5 年 の 歳 月 が流れ、 人々 に 防災意識の低下

が見 ら れ る と の 調査結果 も 多 く な っ て き た 。 そ う し た 中 で、 東海村ーの ウ ラ ン 加工施設で、

わ が 国 初 の 臨界事故 と い う 重大事故が発生 し た 。 兵庫県 の 震 災対策国際総合検証会議の委

員 の多 く が 「 品つ の 災害の教訓| に と ら わ れ る と 、 他 の 災害への備 え がお ろ そ か に な る 」 と

警告 し て い る よ う に 、 災害は予想外の領域で突如 と し て私 た ち の前 に現れ る O

だが、 教訓 は 教訓 と し て 正確 に 記録 し 、 研究 を 深 め 、 対策 に 反映 さ れ ね ば な ら な い 。 こ

の 年 も 貴重 な 記録な どが出版 さ れた 。

1 . 国際会議 ・ シ ン ポ ジウ ム な ど

〔 国連 「国際関災の 1 0年」 終了 新 し い 「盟際防災戦略」 活動へ〕

1987年12月 の 国連総会で 、 1990年代 を 「 国 際 防災の 10年」 と し 、 国際協 調活動 を 通 じ全

世界の 、 特 に 開発途上国 に お け る 自 然災害の被害の大幅 な 軽減 を 図 ろ う と の 決議案が採択

さ れた 。 国際防災の 10年 は 、 国連 を 中心 に 140 を 超 え る 各国 居 内委員 会等の 支援 の 下 、 1999

年末 を も っ て 終 7 し た が、 ア ナ ン 国連事務総長 は 同 年 9 Jl の 国連総会 で 、 自 然災害 に よ る

犠牲者 は 減少 し て お ら ず、 1998年 1 年 間 で約 5 万人が犠牲 に な っ た と 報告 。 21世紀 に お い

て 引 き 続 き 災害 の 軽減 の た め 、 国際防災予防戦略 を 策定 し 、 「災害予 防 の 文イし を 定着 さ

せ る こ と が重要 と 強調 し た 。

さ ら に 同 事務総長か ら 11 月 の 国連総会で、 「 国 際 防 災 の 10年」 を 継承す る 新 し い 「国際

防災戦略」 活動 を 実施す る こ と な どが提示 さ れ 、 こ れが承認 さ れ た こ と を 受 け 、 2000年 1

月 に 、 国 連の組織 ・ 体制 と し て 、 国連人道問題担 当 事務次長の 下 に 国際防災戦略事務局 が

設置 さ れた 。 事務局 は 、 国連 に よ る 国際防災協 力 活動 の 窓 口 、 別途設置 さ れ る 評議委員 会

( タ ス ク ・ フ ォ ー ス ) の作業の支援、 各 国 国 内 委 員 会 の 活動 の 支援等 を 担当 す る こ と と な

る O

こ う し た動 き の 中 、 わ が国 で は 1999年12月 3 B に 「国際防災の10年」 記念 シ ン ポ ジ ウ ム

が東京 で 開 か れ 、 10年 の 活動 の 総括的 な 討議 を 行 っ た 。 国土庁、 外務省 な どの 防災担当 者

や 国 内外 の 学識経験者 ら 約200 人 が参加。 フ イ リ ッ プ ・ ブ レ 国 連 「 国 際 防 災 の 10年J 事務
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局 長が基調講演 し 、 190年代 の世界の災害 は 阪神 ・ 淡路大震災 を は じ め 数多 く 、 被害額 は60

年代の 9 倍 に 上 る O 各国政宥 は 災害への備 え が、 長い 目 で見 れ ば見返 り があ る こ と を 認識

し 、 防災 を 重要政策 と 位置づ け る 必要があ る 」 と 語 っ た ( 1999年12月 4 日 付 神戸新聞) 。

「坊災 白 書J (平成12年版) に よ る と 、 ア ジ ア 地域 は 地震、 火 山 噴火、 暴風雨、 洪水、

子 ばつ等 に よ る 自 然災害 に 見 舞 わ れ や す く 、 こ の30年間 の 世界全体 に 占 め る ア ジ ア 地域の

災害の発生状況は 、 災害発生件数で世界の約 4 説、 被害者数で約 9 割 、 直接被害額で約 5

割 と 大 き な 割合 を 占 め て い る 。 こ の よ う な 大 き な被害 を も た ら す 自 然災害 は 、 ア ジ ア 各 国

に お い て は 経済社会の大 き な 障害 で あ り 、 防災対策の 強化が現 下 の 各 国 に 共 通 す る 最重政

策課題の一つ に な っ て い る 、 と 指摘 し て い る O

1998年 7 月 に神戸 に 開設 さ れた 「 ア ジ ア 防災 セ ン タ ー 」 の 意義 と 役割 の 重 要 性 は 、 今後

ま す ま す高 ま る こ と に な る 。 (注 1 ) 

(90年代の 自 黙災害 被害額は80年代の 3 倍 に 〕

1990年代 の 地震 や 洪水 な ど の 自 然災害 に よ る 世界 の 被 害 額 は 年 間 400億 ド ル (約 4 兆

2 ， 000億 円 ) に 達 し 、 80年代の 3 倍近 く に な っ た と す る 報告書 を 、 自 然災害 と 防 災 に 関 す

る 国連 の 科学技術委員 会が ま と め た と 、 神戸新聞 は 1999年1 1 月 5 日 付で報 じ た 。

報告書 は 「 災害規模の拡大 は 、 都市へ の 人 口 集 中 な ど と 関連 し て お り 、 人 口 集 中地域 な

どで災害 に よ る 被害 を小 さ く す る こ と が、 21世紀 の 防災課題だ」 と 指摘 し て い る O

報告書 に よ る と 、 自 然災害 に よ る 世界の被害額 は98年 だ け で900億 ド ル 、 死 者 は 5 万人

を 超 え る o 90年代 の 平均被害額 は400億 ド ル で、 80年代の ほ ぼ 3 倍 に 達 し た 。 報告書 は 95

年 の 阪神 ・ 淡路大震災や97年、 98年 の エ ル ニ ー ニ ョ 時 の 災害 な どの例 を 挙 げ 「森林破壊が

大規模 な 洪水 を 招 き 、 地震が火災や化学物質汚染 に つ な がる な ど、 大規模 な 災害の発生 は 、

人 間 活動や都市部へ の 人 口 集 中 と い っ た 居往パ タ ー ン の 変化 に 関連 し て い る 」 と し た 。

〔 ア ジ ア 3 都市防災会議や ア ジア防災セ ン タ ー 会議 神戸市で〕

ア ジ ア の各都 市 が防災対策の現状 と 課題 を 話 し合 う 「神戸 ・ 上海 ・ マ ニ ラ 三都市防災会

議」 が2000年 l 月 26 日 か ら 神戸市役所で始 ま っ た 。 3 都市 の 防災担当 者や研究者が集 ま り 、

地震な どの都市災害への対策 に つ い て 意見交換す る の は初 め て 。

震災 5 周年記念事業の 一環で、 神戸市 と 都市 防災研究所ア ジ ア 防災 セ ン タ ー 、 神戸大都

市安全研究セ ン タ ー でつ く る 河 会議実行委員 会 (委員 長 ・ 笹 山幸俊神戸市長) の 主催。 震

災の経験や教訓 を 共有 し 、 防災対策 に 生 か そ う と 、 ア ジ ア 防災セ ン タ ー の 呼びか け で実現

し た 。 3 都市 は 今後 も 持 ち 回 り で防災会議 を 開 き 、 研究機 関 同 士 の 交 流 な どへ発麗 さ せ た

い 考 え で あ る o (注 2 ) 

ま た 、 ア ジ ア 地域 に お け る 防災情報共有化の推進 を テ ー マ に 「第 2 凹 ア ジ ア 防災セ ン タ 一

国際会議」 が、 1999年12月 6 日 、 7 日 の両 日 、 神戸市 中 央 区 の ひ ょ う ご間際 プ ラ ザで開 か
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れ た 。 ア ジ ア 防災セ ン タ ー や 国 土庁 、 兵庫県の 共 同 主催 で行 わ れ た 。

は 中 国 、 ラ オ ス 、 タ イ な どア ジ ア24 カ 国、 4 機関 か ら 訪災行政な ど の 専 門 家 が参加。

「 ア ジ ア の 自 然災害総覧 デー タ ベ ー ス 」 開発事業 の 紹 介、 「阪神 ・ 淡路大震災、 ト ル コ 、

台湾地震 の教訓 と 今後 の 国 際協力 の在 り 方」 な ど を テ ー マ に討議 、 8 日 に は兵庫県 の 防災

シ ス テ ム の見学な ど を し た 。

こ の 会議で 、 同 セ ン タ ー の 地理情報 シ ス テ ム を 各国 が イ ン タ ー ネ ッ ト で利用 で き る シ ス

テ ム を 導入す る こ と が決 ま っ た ほ か、 各 回 か ら 要請 の あ っ た 防災靖報シ ス テ ム の技術支援

や洪水管理 シ ス テ ム な ど の 開 発 に 取 り 組ん で い く こ と で 同 意 し た 。

こ の ほ か 、 国連人道問題調整事務所の 災害対応 ノ ウ ハ ウ と 同 セ ン タ ー の情報 ネ ッ ト ワ ー

ク を 連携 さ せ、 各 患 の災害対応能力 の 向上 を 図 る こ と や 、 「国際防災 の 10年」 が終7す る 2000

年以降 も 定期的 な 会合 を も つ こ と な ど を 決め た 。 (注 3 ) 

〔第 4 回都市鹿下型地震災害総合シ ン ポ ジ ウ ム 神戸市で〕

第 4 回 都市直下型地震災害総合 シ ン ポ ジ ウ ム が1999年10月 29 日 と 30 日 の 両 日 、 神戸市の

ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神戸国 際会議場で 開 か れ た 。 阪神 ・ 淡路大震災 の 翌年 か ら 文部省 の訴

究費補助 を 受 け て始 ま っ た研究の総括で、 こ れ ま で の経過 を 行政や市民 を 巻 き 込ん だ防災

に ど う 生 か す の か 、 活発 な 論議 が繰 り 広 げ ら れ た 。

研究者や 行 政担 当 者、 市民 ら 約250 人 が参加 し て の パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン 、 台湾、 ト

ル コ の地震 の 報告 も 行 わ れ た。

パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン で は 、 研究者側 が 「活断層 情報 を 市民 は ど う 受 け 止 め ればい い

の かJ r復興への シ ナ リ オ はj な ど 4 つ の テ ー マ に つ い て 報告。 そ れぞ れ に 検証 を 加 え る

形で進め ら れた 。

活断層 を め ぐ っ て は 「活断層 上の公共施設、 高速道路や ラ イ フ ラ イ ン の 敷設 に つ い て は 、

調査 を 義務づけ て 一定の規制 を 加 え る べ き だJ と の研究者の 指摘 に 、 行 政側 か ら 「数百年

か ら 数千年 に 一度動 く か ど う か の活断層 が地下 に存在 し て い る だ け で建築物 を 規制 す る こ

と に対 し 、 由民の 合意 を 得 る の は難 し し り と す る 意見が出 さ れ た 。

こ の ほ か 「活断層 情報 を 含め 、 研究者や行政が市民 に 情報 を 隠 さ ず提供 し 、 初災へ の 関

心 を 高 め る べ き J r防災計画 や ま ち づ く り で は 、 お 題 目 だ け の市民参加 と し な い た め に 、

専 門家 の 側 に 、 市民や組織の意識 を 高 め る 責任があ る 」 な どの 意見が出 た 。

2 日 日 は 「建物 の 耐震性や 消 防、 救援 な ど 9 つ の テ ー マ に 分 か れ、 120 グ ル ー プが研究

成果 を 発表 し た 。

4 年 間 の研究成果 を 防災行 政 に 反映 さ せ る た め 、 解説集 を 発行す る 予定。 (注 4 ) 

〔地震 ・ 活断層 圏際セ ミ ナ ー 神戸市で〕

阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 に 、 市民 に 防災意識 を 持 っ て も ら お う と 、 科学技術庁 と 兵庫県‘
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は 、 2000:9三 1 月 24 日 、 神戸市 ・ ポ ー ト ア イ ラ ン ド の神 戸国 際会議場で 「地震 ・ 活断層 に 関

す る 国 際 セ ミ ナ ー 」 を 開 き 、 市民事)350人が参加 し た 。

地震 に対す る 心の備 え を し て も ら お う と 、 セ ミ ナ ー は震災後、 研究者 を 講 師 に招 き 、 年

に 7 、 8 回 、 全国各地で開 い て い る 。 今回 は震災 を 経験 し た神戸で開催す る こ と か ら 、 日

本 だ け で な く 、 国 際 的 な 視野か ら 学 ん で、 も ら お う と 、 米 ・ カ リ フ ォ ル ニ ア か ら 講師 2 人 を

招 い た 。

地震工学 カ リ フ ォ ル ニ ア 大学連合の ロ パ ー ト ・ ラ イ ザー マ ン 事務局長 は 「活断層 の 上 に

は 構造物 を 建設で き な い」 な ど、 先進的 な カ リ フ ォ ル ニ ア の 地震対策 を 紹介。 カ リ フ ォ ル

ニ ア 工科大学地震学研究所の ケ リ ー ・ シ ー 教授が、 地震 に よ る 地盤 の 隆起 の 事例 を 映像 で

紹介、 世界主要都市の地震発生の危険性 を 示す 「ハザー ド マ ッ プ」 を 能 っ て 、 主要都市の

ほ と ん ど に 地 震 の 危 検性があ る と 説明 し 、 「災害 に備 え る に は長 い展望 を 持つ こ と だ」 と

話 し た 。 (注 5 ) 

2 . 調査 ・ 研究

〔野島臨層 震災直前の危険度 を初めて数値化 北j英国際活慨層 シ ン ポジ ウ ム で〕

神戸新聞 の 報道 に よ る と 、 マ グ ニ チ ュ ー ド7 . 2 の 阪神 ・ 淡路大震災 を 引 き 起 こ し た 兵庫

県津名郡北淡町の 野 島 断層 は 、 マ グ ニ チ ュ ー ド 7 以上 の 大地震 を 起 こ す危険度 (確率) が、

地震直 前の段階で高 く な っ て い た こ と が、 通産省工業技術 院地質調査所 ( 茨城県つ く ば市)

活断層研究室 の 杉 山 雄一室長 ら の掘削調査結果 な と々で、分か つ た 。 地震直前 の 野 島断層 の 危

険度が数値で示 さ れた の は 初 め て O ほ かの活断層 の調査結果 と 比較す れ ば、 去 し追 っ た 地

震の危険度が判 断で き る 可能性があ る 。 研究成 果 は 2000年 l 月 18 日 か ら 聞 か れ る 「北淡国

際活断層 シ ン ポ ジ ウ ム J で発表 さ れ る 、 と し て 同紙 は 次の よ う に 報 じ た 。

杉 山 室長 に よ る と 、 野 高 断層 が最後 に動 い た の は 、 西暦50年 頃 で 、 活動周 期 は 約2 ， 000

年 で あ る こ と も 確認 さ れた と い う 。 同 室長 は 「震災以前 に 最新技術で厳密 な 掘削 調査が行

わ れ て い れ ば、 大地震発生 の 近 い こ と がつ か め た だ ろ う 」 と 話 し て い る 。

杉 山 室長 ら は 野 島 断層 の地 中 成 分 を 炭素 を 捜 っ た 方法で年代特 定 を し た り 、 地質 な ど を

調べ た 。 調査結果 を 国 の地震調査委員 会長期評価部会の 手法 に基づ き 、 野 島 断層 の 地震前

の危険度 を 割 り 出 し た 。 そ の結果、 「 当 時 か ら 100年先 ま で の 間 に マ グ ニ チ ュ ー ド 7 以上 の

大地震が起 き る 確 率 は 2 � 1 5 % J と い う 数値が出 た 。 こ の値 は 「危険」 と 認識 し な け れ ば

な ら な い 1 % を は る か に 上 回 っ て い る と い う 。

間 シ ン ポ に は 、 21 の 国 と 地域か ら 約 140人が参加。 地震予 測 や 各地 の 断層 に つ い て 最新

の研究成果 を 発表す る 。 一般向 け に は 18 、 19 日 に公開学術 シ ン ポ を 開催。 22、 23 日 に は 通

訳付 き の 講演会や交流集会が聞 か れ る 。

事務局 を 勤 め る 広 島大学文学部の 奥村晃史助教授 は 「活酷層研究の進歩 と し て は 、 かつ
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て な い規模。 研究者が持 ち 寄 っ た 最新の デー タ を 、 地震災害の軽減

話ー し て い る o (注 6 ) 

〔野島断層 の解説書 出版〕

し て ほ し い」 と

兵}車県南部地震 ( 販神 ・ 淡路大震災) の地震 断層 と し て 注 目 さ れた 野 島 断層 に つ い て 、

最新の研究成果 を 紹 介す る 「野 島 断層 {写真 と 解説} 兵庫県南部地震 の 地 震 断層 ( 野 島

断層 活用 委員 会 ・ 北淡町教育委員会編) が、 1999年 8 月 に 東京大学出版会 か ら 出版 さ れた 。

地表 に 現 れ た 断層 の カ ラ ー 写真 だ け で も 60ペー ジ を 超 え る ほ か 、 断層 の 詳細 図 を ふ ん だ

ん に 収録 し て い る の が特色で、 専 門 家 だ け で な く 、 一殻の 人 た ち に も 理解 さ れ る よ う 専 門

家が了寧 な 用 語解 説 を し て い る ほ か 、 参考図書 も 詳 し く 紹介 し て い る 。

中 出 高広 島大学教授、 岡 田篤正京都大学教授 ら が執筆 し て い る 。 B 5 判216頁。

〔山崎商層 の観測強化 科学技術庁〕

西播磨地域 を 走 る 活i折層 、 山 崎断層 の観測体制 を 強化す る 目 的 で 、 科学技術庁 は 兵庫県

宍粟郡 山 崎軒で 「広帯域地震計」 を 3 月 か ら 稼動 さ せ る 。 地震波動 を ほ ぼ忠 実 に 記録で き

る 同地震計 に よ る 観測 は 、 阪神 ・ 淡路大震災以後、 強 く 求め ら れ て い る 地震 の 時 間 的 、 空

間 的広 が り を 推定す る 研究 に役立つ。 地元 自 治体 は 、 観測 で得 ら れ る 成果 を 防災 に 活用す

る 考 え だ。

広帝域地震計 は 、 通常 の高感度地震計や 強震計 よ り 、 小刻 み な 揺 れ か ら ゆ っ く り し た も

の ま で を 、 ほ ぼ忠 実 に 記録で き る 。 こ の た め 、 断層 の構造や仕組み の解明 、 地震 に よ る 被

害分布の予 測 が可能で 、 断層 運動の予知 も 期待 さ れて い る 。

大地震 を 機 に設置 さ れ た 政府 の 「地震調査研究推進本部J (本部 長 、 科学技術庁長官) は 、

1997年度か ら 広 帯域地震網 の 整備 を 開始。 計画で は 、 国 内約100 ヵ 所 に 同 地 震計 を 整備す る 。

兵庫県 で は 唯一、 姫路市 と 酉播磨市 町長会 の 要望 を 受 け 、 山 崎断層 の 北約 4 キ ロ の 山 中 を

設置場所 に 選 ん だ。

設畳工事 は 1999年12月 か ら 開始。 コ ン ク リ ー ト 造 り の横坑道 (高 さ 約 2 m ) の奥行 き 約

50 m の位宣 に 、 ア ー チ型 の観測室 (広 さ 約16m2) を 設 け る 。 デー タ は デジ タ ル 回線 を 通 じ 、

科学技術庁訪 災科学技術研究所 に 入 る 。 観測室 に は 、 京大訪災研究所の観測計器 の 設置 も

予定 さ れて い る 。 (注 7 l

( r額神 ・ 淡路大震災 と 神戸の地盤 ・ 活断層」 講演会〕

「阪神 ・ 淡路大震災 と 神戸 の 地盤 . i舌新層 」 と 題 し た講演会が1999年 7 月 1 日 、 神戸市

内 で 間 か れ、 1995年 か ら 神戸市地盤調査検討委員 会が行 っ て き た 地盤調査 と 、 1996年か ら

行 っ て き た神戸市地域活断層 調査委員 会の調査結果 を 総合検討 し た報告が行 わ れ た 。

講演会 は 、 神戸市、 神 戸 の 地盤研究会、 (財) 建設工学研究所、 神戸大学都市安全研究
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セ ン タ ー が主催 し た も の で 、 沖村孝 ・ 神戸大学教授 ( 同 大学都市安全研究 セ ン タ ー 副 セ ン

タ ー 長) が 「阪神 ・ 淡路大震災か ら 学ぶ こ と 」 、 岡 田篤正 ・ 京都大学教授 が 「地震 と 活断

層 一 阪神 ・ 淡路大震災の後、 何がわ か っ た か」 と 題 し て 基調 講演 を 行 っ た 後 、 神戸の地燥、

活断層 の調査で新 た に 分 か つ た こ と と 、 住宅、 土木構造物 の被害 の 関係 を 分析 し た検討結

果 が報告 さ れ た。 ま た、 「都市 の安全 と 地盤情報J を テ ー マ に パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン も

行 わ れ た 。

調査結 果 は 「阪神 ・ 淡路大震災 と 神戸 の地盤 ・ 活断層 」 と 題 し た 冊子 (建設工学研究所

発行 ・ TEL 078-851-1850) に ま と め ら れ た 。 地盤調査検討委 員 会 が行 っ た 調査結果 は 、

神戸市内 で こ れ ま で に 行 わ れ た 地質調査デー タ や被害デー タ な ど と と も に 、 最新の地理情

報 シ ス テ ム (G I S ) と 地 盤 解 析 シ ス テ ム を 統 合 し 、 新 た に 開 発 し た シ ス テ ム 「神 戸

JIBANKUNJ (本誌第 3 巻 「 防災」 参照) に 収録 し 、 調査検討 に 活用 し た 。

報告の う ち 、 市民 に と っ て 最 も 関心 の 高い建物被害 と 地盤 と の 関係 に つ い て は、 市街地

部 に お い て 発生 し た 地震被害 は 、 地盤の形成年代が新 し い と さ れ る 沖積層 の 分布地域 に 集

中 し て い る 傾向 がは っ き り と 表れ て お り 、 顕 著 な 地震被害の ほ と ん ど は 1 . 5万年前以 降 の

扇状地 と 、 氾濫平野 ・ 海岸低地 に 集 中 し て お り 、 建物被害 は 新 し い 地質時代 に 形成 さ れた

軟質 な 沖積層 の分布地域 に 集 中 し て発生 し た 、 と し て い る O

ま た 、 昭和40年 頃 を 境 に 、 木造系 、 鉄骨系 の全壊か っ 滅失率が急激 に 下 が っ て お り 、 地

震被害 は 建築後30年以上の建物 に顕著 に表れ、 RC 系 は 、 昭和45年以 降減少傾 向 を 示 し 、

昭和54年以降 は ほ ぼゼ、 ロ に 近い値で推移 し て い る 、 と い う 。

た だ、 被害が特 に 集 中 し た震度 7 の い わ ゆ る 「震災の帝」 に つ い て は 、 こ の 地域内 で は

観測記録が ほ と ん ど得 ら れて い な い た め 、 今 回 の 調査で は 面 的 な 被害情報 (住宅被害、 上

下水道被害 な ど) と 地盤 の 関係 に つ い て検討 し た が、 被害集 中 域 は 、 神戸地域特有の地 下

構造 ( 山 麓部 と 海岸低地の境界部 に大 き な 逆断層 が隠れて い る ) の た め 、 低 地 中 央部で地

震波が特 に増幅 さ れ た の で は な い か と い う よ う な 理論 な ど も 提案 さ れ て い る 。 被害の 原 因

の総合的 な 検討 の た め に は 、 こ れ ら の 要 悶 も 含め 、 調査研究 を さ ら に すす め る こ と が必要

で あ り 、 今後 「神戸 JIBANKUNJ を 有効 に 活用 し 、 兵産県南部地震 に よ る 地震動分布 の

解析 を 行 う 必要があ る 、 と し て い る o (注 8 ) 

〔動物の地震感知能力 に関す る シ ン ポジ ウ ム 神戸市で〕

地震の室前 に 異常行動 を 起 こ す動物 の地震感知能力 を 地震予知 に 生 かせ な い か を研究す

る シ ン ポ ジ ウ ム 「動物 の地震感知能力 を 用 い た 地震予知の 可能性」 が、 2000年 2 月 初 日 、

神戸市 中 央 区 の 兵庫県民会館で 聞 か れ た 。 地震感知動物 の育成 プ ロ ジ ェ ク ト の 主催で、 中

国 ・ 唐 山地震 と 阪神 ・ 淡路大震災での動物の異常行動 に つ い て 地震や獣医学の 専 門 家が報

告 し た 。

同 プ ロ ジ ェ ク ト の調査結果 を 報告 し た太 田 光明 ・ 麻布大学教授 に よ る と 、 板神 ・ 淡路大
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震災の 産前 に 、 飼 い 犬の21 % 、 猫の27 % に 異常 な行動があ っ た。 犬が散歩 を せがん だ り 、

猫が暴れ 出 す な どで、 「違 う 場所 に 寝 る 」 行動 は 両方 に見 ら れた と い う 。

同 教授 は 「地震時 に 発生す る 電磁波で 、 脳 内 に化学変化が起 き る こ と は 分 か っ た が、 科

学的 に は ま だ検証 さ れて い な い」 と し な が ら 、 「異常行動 を 起 こ す動物 は 、 地震の 前 兆 に

敏感 な 遺{云子 を 持 っ て い る 可能性があ り 、 遺伝 子学的 な研究が必要」 と 指摘 し た 。

中 国 か ら 天津市地震局予 測 予 防所の王安演副所長 と 唐 山市地震局 の 鄭 国柴副局長が参加。

24万 人 を 超 え る 死者 を 出 し た 1976年の 唐 山 地震 の前 に 、 ハ ト が巣 に廃 っ て こ な か っ た り 、

水面 に 大量 の 魚、が集 ま っ た り し た な どの動物の異常行動 を 紹介。 ま た 、 動 物 の 異常行動 は

地震前の 2 日 間 に 集 中 し 、 8 時 間前が ピ ー ク だ、 っ た と 報告 し た 。

教訓 を 生か し て各地 に動物の観測拠点 を 設 け た ほ か、 動物の異常行動 を 市民が通報す る

シ ス テ ム を 整備 し 、 動物 園 か ら の情報で 予 知 に 成功 し た こ と も あ っ た と い う O

王副局 長 は 「動物 の観測 は 、 l 種類 だ け で な く 多種類で行 う べ き だ。 ま た 、 地殻変化 な

ど他の観測 も 譲合的 に 進 め る 必要があ る J と 話 し た 。 (注 9 ) 

〔 田 本災害情報学舎を 設立〕

地震な ど 自 然災害の被害 を 未然 に 防 ぐ と 共 に 被害 を で き る だ け減少 さ せ る た め 、 効果的

な 災害情報の あ り 方 を 研究す る 「 日 本災害情報学会J の 設立総会が1999年 4 月 24 日 、 東京

で 開 か れ た 。 学者、 行政関係者な ど約 150人が参加、 初代会長 に 費井情 ・ 東京大学社会情

報研究所所長が選 出 さ れた 。

災害情報学 は 、 防災お よ び減災の た め に 必 要 な 情報 に つ い て 、 そ の 「 内 容J r送 り 手 ・

受 け手J r伝達方法J r情報伝達 シ ス テ ム J な ど に つ い て研究す る も の で 、 学会設立 は 、 災

害H育報学の 基本概念の深化 と 、 現在、 個別 に 行 わ れ て い る 研究 に つ い て の 総合化、 体系化

を 図 り 、 災害情報学 と い う 分野 を 確立す る と 共 に 、 研究成果 を 国民 に 還元 し て い こ う と い

う の が 目 的 で あ る O

贋井教授 の ほ か、 河 田 恵 昭 ・ 京都大学巨大災害研究所所長 ら が学会設立世話役 と な っ て

い る O 事務局 は 静岡 総合研究機構防災情報研究所内 (TEL 054-251 -7100) 0 (注10)

3 . 紡災意識の変化

〔地震の危機感 西播磨は 5 割強 神戸 2 割弱 腰民意識調査〕

兵産県が1999年 4 月 15 日 に 発表 し た 県民意識調査で 、 地震への警戒感が地域 に よ っ て 大

き な 違 い が出 て い る こ と が分 か つ た 。 今後10年 需 に大地震が起 こ る と 考 え て い る 県民 は 全

体で 3 割 に と ど ま っ た が、 山 崎 断層 があ る 商播壌で は 5 割強 に達 し た の に対 し 、 神 戸 で は

2 割弱 だ っ た 。

調査は 1998年 7 月 か ら 8 月 に か け て 郵送方式で実施 し た 「第 4 田県民意識調査 ( 1998年
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度) J で 、 20歳以上の県民 を 無作為 に l 万人抽 出 し 、 6 ， 526人 (65 . 3 % ) か ら 自答 を 得 た 。

地震 に 関 し て は 、 「今後10年 く ら い の 間 に大地震が起 こ る と 思 う か」 の 問 い に 、 「起 こ る

と 思 う 」 と 答 え た の が平均29 . 0% 。 地域別 で は 阪神 ・ 淡路大震災 に 見舞 わ れ た 神戸が19 . 0%

で 、 阪神 も 平均 を 下 回 っ た が、 西播磨 は 50 . 9 % に 及 び、 県 内 ト ッ プの危機感 を 示 し 、 次 い

で東播磨が33 . 2% 、 但罵3l . 3% 、 淡路29 . 3% と 続い た 。 神戸 と 酉播磨 と の差 は 、 実 に 3 l . 9 

ポ イ ン ト も の 聞 き が出 た 。 逆 に 「起 こ ら な い と 思 う J は 、 平均5l . 7 % 。

阪神 ・ 淡路大震災の被災地域 と 被災地域外別 に み る と 、 被災地域で は 「起 こ る と 患 う 」

が22 . 3 % 、 「起 こ ら な い と 思 う 」 は 58 . 0% と 6 割近 く に 及 ん で い る 。 こ れ に 対 し被災地域

外 で は 「起 こ る と 思 う J 4l . 2 % と 4 割 を 超 え 、 被災地域の倍近 く の比率 と な っ て い る 。

ま た 「地域 の 防 災力 を 高め る 取 り 組みへの 参加意向 ( í以前か ら 参加 し て い る J í今後参

加 し た い」 の 合計) で は 、 「 一 人暮 ら し の お 年寄 り へ声か け や 介助 の 必要 な 人 を 助 け る 」

が72 . 8 % で最 も 高 く 、 次い で 「災害情報、 生活情報 を お互い に連絡す る こ と J (69 . 7% ) 、 「地

域 ご と の 防災訓練や 防災学習 に 参加す る こ と J (64 . 1  % ) が上位 を 占 め る O

1995年度調査 と 比較す る と 、 すべて の 項 目 で 「参加意向」 が増 え て お り 、 特 に 「他の 地

域 と の災害時の相互の 支援関係 を 結ぶ こ と 」 が7 . 2 ポ イ ン ト 増加 し て い る の が 日 を 5 1 く O

〔水、 金糧の確保 63市町が備蓄せず 兵庫県内 〕

兵庫 県内で飲料水や 食糧 を ま っ た く 備蓄 し て い な い 自 治体が計 7 市56問‘ に ヒ る こ と が分

か っ た 。 県 は 阪神 ・ 淡路大震災の教訓| か ら 、 災害時 に 想定 さ れ る 被災者の 1 日 分の現物婿

蓄 を 求め て い る が、 7 割以上の 市町が達成 で き て い な し ミ 。 東海地震対 策 の 進 む 静岡 県 で ほ

ぼ全市町村がJJ�、 食糧 と も 舗 蓄 し て い る の と は対照的 だ。 一方、 震災後、 地域防災計画 を

一度 も 改定 し て い な い 自 治体 も 16町あ っ た 。 県 は 「大規模災害が起 こ れ ば、 地域 に よ っ て

対応で き な い 可 能性があ る J と し 、 改蓄 を 強 く 求め て い く 。

兵庫県 は毎年、 県 内 自 治体 の 舗蓄状況 を 調査 し 、 食糧 (乾パ ン 、 米) 、 飲料 水、 毛布等、

被服の 4 点 と 、 民 開 業 者 な ど と の協定の有無 に つ い て 消 防助災年報に ま と め て い る 。 震災

前の94年度調査 に よ る と 、 4 点 そ ろ っ た 白 治体 は ゼ ロ だ、 っ た 。 被眼 を の ぞ、 く 3 点 で も 尼崎、

芦屋市、 八鹿 町 だ け だ っ た 。 県令体で乾パ ン は 約 9 万 人食分あ っ た が、 米 は わ ず、か500kg 0 
毛布 は 約 l 万4 ， 000枚 だ っ た。

震災で は 、 自 治体の備蓄量が少 な い う え 、 道路の 、j官庁 と 渋滞 な どで、支援物資 の 輸送が滞 っ

た 。 県 は こ の教訓| か ら 、 住民 自 身 で 1 日 分、 市 町 に は 想定 さ れ る 被災者数の 1 日 分の 現物

備蓄 と 民 開 業者の協定 な どで も う 1 日 分確保す る よ う 求め て い る O

震災以降、 阪神 間 や姫路な どで改善 さ れ、 県全体で99年度 は 米約 8 万2 ， 000t、 乾パ ン 約

20万人食、 毛布約13万7 ， 000枚 に な っ た 。

し か し 、 水 、 食糧 と も に備蓄 し て い る の は神戸、 明石市、 氷上町 な ど 7 市 町 だ け 。 両方

な い甫 町 は63市 町 で 、 う ち 41市町は 業者 な ど と の協定 も 結 ん で、 い な い 。

596 第十章 @ 防災



備蓄が進 ま な い背景の一つ は 財政負担。 こ の た め 西播磨 の 自 治体が分担備蓄 に現 り 組む

な ど新た な 動 き も 出 て い る 。

ま た 、 地域防災計画 は 、 2000年 l 月 現在 の 県 の 調査で、 16町が震災後一度 も 改定 し て い

な い 。 7 町 は改定作業 に 入 っ て い る が、 残 り 9 町 は 手付かずの ま ま 。 災害対策基本法 は 毎

年 、 妨災計画 に検討 を 加 え 、 必 要 に 応 じ て修正す る よ う 定め て い る 。 (注目)

〔 自 治体の備蓄率 被災地紙調 甲南女子大教授 ら 調査〕

甲 南女子大学の教授 ら が行 っ た全国 自 治体の鋪蓄食糧 ・ 飲料水の追跡調査か ら 、 f蒲蓄 を

伸 ばす 自 治体があ る 一方 で 、 減少 さ せ る 自 治体 も 目 立 ち 、 震災 を 経験 し た 自 治体は 「総 じ

て低調」 と い い 、 中 に は 「備蓄食糧 ゼ ロ J も あ る O

同大の奥田和子教授 (調理科学) ら が1999年 6 月 に 調査、 97年 5 月 の前 回 調査 と も 比較

し た 。 調査 し た の は 神 戸 、 芦屋、 、 頭宮、 尼崎、 伊丹、 宝塚の 6 市 と 津名 郡 北淡町の ほ か、

大阪市、 福 岡市、 静岡市、 東京都 な ど14 の 主 要 自 治体 を 加 え た21 自 治体。 各 防災担当 課 に

電話 ・ フ ァ ッ ク ス で 回答 し て も ら っ た 。

備蓄 し て い る 食糧数 (乾パ ン 、 乾燥米、 か ゆ 、 副食品 な どの合計) か ら 人 口 あ た り の備

蓄率 を 算 出 。 も っ と も 高 か っ た の は 静 岡 市 の 1 1 2 % 。 前 回 と の比較で は 、 13の 自 治体が多

少 な り と も 伸 ば し て い る 一方で、 8 自 治体が前回 と 変わ ら な い か後退 さ せ て い た 。

被災地の備蓄率 は 、 芦屋市の49 % を 最高 に 、 伊丹市26 % 、 西宮市19% 、 宝塚市12 % 、 神

戸 、 尼崎市 5 % で 、 北 淡 町 は 前 回 の45 % か ら ゼ ロ に な っ た 。 同 町の担当 者 は 「賞味期 限が

過 ぎ た の で処分 し 、 以後更新 し て い な い た め 」 と 説明 、 そ の理 由 に つ い て 「先の震災 当 日

に は 、 四 国方部か ら 救援物資が届 け ら れた 。 町や県の 防災計画 で は 2 - 3 日 の備蓄が必要

と し て い る が何 と か な る 」 と か な り 楽観的 だ。

同教授 ら は さ ら に 「大震災の避難者 に は歯が悪 い高齢者が多 く 、 硬い乾パ ン は ほ と ん ど

食べ ら れな か っ た」 こ と か ら 、 備蓄食糧 の 中 身 も 調査 し た 。 乾パ ン だ け と い う 自 治体 は 西

宮市 と 四 日 市市。 論方、 尼崎市 は 乾パ ン42% に対 し て か ゆ が58% と 上 回 っ て お り 、 神戸市

は 乾パ ン を 備蓄せず乾燥米や ク ラ ッ カ 一 、 副食の缶詰 を 用 意 し て い た 。

飲料水の備蓄 を し て い る の は 6 割の 13 自 治体 に と ど ま り 、 被災地で は 尼 崎 、 伊丹市 と 北

淡町が備蓄 し て い な か っ た 。 ま た 「配布の敏速性 に 欠 け 、 煮沸 し て飲 む 必要があ る 地下貯

水基や給水 タ ン ク J の み の備 蓄 は 、 被災地で、 は宝塚市 だ け だ、 っ た 。

今回 の調査結果 に つ い て 同 教授 は 「被災 自 治体の備蓄 は 全体的 に低調。 も う 震災 は な い

と い う 気持 ち があ る の で は な い か。 し か し 、 想定で き な い 災害 も 増 え て お り 、 全国の模範

に な る よ う な取 り 組み を し て ほ し し り と 話 し て い る o (涼12)
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4 . 記録活動

( r神戸復興��J 神戸市が発刊〕

大震災か ら 5 周 年 を 迎 え た2000年 1 月 17 日 、 神戸市 は被災直後の対応か ら 5 年 間 に わ た

る 復興の過程 を 、 市 の 全組織 を 上げて記録 し た 「仮神 ・ 淡路大震災 神戸復興誌」 を 刊 行

し た。 復旧 と 復興 に 取 り 組ん で き た現場 の 第 派泉の職員 を 中 心 に 、 執筆者 は 約 1 50人 に の

ぼ り 、 1 ， 027ペ ー ジ の大著 と な っ た 。

神戸市 は 震災 1 年後 に 、 震災宜後の 関連資料 を ま と め た 「神戸市の記録 1995年」 を 刊

行 し た が、 震災 5 周年 を 迎 え 、 「神戸市復興計画 の 中 需 時点 に あ た り 、 大震災 に 立 ち 向 かい 、

こ れ を 乗 り 越 え た復興の あ ゆ み と 、 そ れ ら を 通 し て得 た 貴 重 な 経験や体験 を 踏 ま え た 反省 、

教訓 を 災害丈化 と し て後 世 に 伝 え る た め 、 本誌 を 刊 行 し た 」 と 、 笹 山幸投市長 は 「刊行 に

あ た っ てJ で述べ て い る 。

今回 の復興誌の最大の特搬 は 、 近代都市 を 寵撃 し た 巨大地震が も た ら し た 災害 と 、 復 旧 、

復興活動 に つ い て 、 市 の全組織あ げて取 り 組ん だ 5 年 間 に 及ぶ全記録 と い う 壮大な 記録性

と と も に 、 今後、 同様の災害 に 見舞 わ れ た と き 、 行政は何 に 留 意 し て こ と に 当 た る べ き か、

ま た 、 災害が起 き る 前 に構築 し て お く べ き 行政上の 課題 に つ い て 、 第一報で苦労 し た経験

を 基 に 、 率直 に 問題点 を 提起 し て い る 点 で あ る O

そ の一端 を 紹介す る と 、 例 え ば 「 り 災証明J の発行で も 、 そ の 数があ ま り に も 膨大 で 、

窓 口 は大 き な 混乱 を き た し た 。 神戸市内 だ け で も 受付総処理件 数 は 、 1999年 7 月 末 ま で に

61万9 ， 1 14件 に の ぼ り 、 証明発行件数は 55万7 ， 657件 に 達 し た 。 ま た 、 再調査総件数 は 6 万

1 ， 457件 に も な る 。 こ れ だ け の 申 請 と 処理が一 時期 に 集 中 し た わ け で 、 そ の 対応 だ け で も

想像 を 絶す る 。

「 り 災証明 の発行」 の項で、 担 当 者 は 「課題」 と し て 、 次の よ う に 述べ て い る O

「今回の震災 に お い て は 、 被害調査がす べ て の 個 人施策の原点 と な り 、 す べ て が被害調

査か ら 始 ま っ た と い え る O こ の被害調査が担 う 極め て 重要 な 役割 を 十 分 に 認識 し た う え 、

被害調査 を い か に 市民 の 理解 を 得 ら れ る 形 で正確 に 行 う こ と がで き る かが最大 の焦点 に な

ろ う 。

被害調査 に つ い て 、 市内全家屋 を 、 すべて の 市民が納得す る よ う 全壊、 半壊等 に 区分判

定す る こ と は 相 当 困難であ る O し か し 、 で き る だ け多 く の 人 に納得 し て も ら う よ う に す る

た め に も 、 被害判 定の 目 的、 基準等 を 明 ら か に し 、 そ の 方法 に つ い て事前の 合意 を 得 て お

く こ と が大切 だ と 考 え る O

ま た 、 こ の判定基準 は 、 自 治体 に よ り 差があ っ て は な ら な い。 基準 を 国 が作成 し 、 平時

に 各 自 治体職員 等の研修 を 重 ね 、 一定の能力資格 を 有す る 者 を 確保 し 、 ひ と た び ど こ かで

災害が発生す れ ば、 仰 の 自 治体の そ れ ら 職員 が被災地 に 出 向 き 、 調査に あ た る よ う に すべ

き で は な い か。
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災害発生時 に は 、 避難所の対応 を は じ め 、 膨 大 な 仕事が発生す る 被災 自 治体で調査す る

こ と は非常 に 難 し い し 、 調査の た め の 知 識 を も っ た 人 を 大勢確保す る こ と も で き な しミ 。 こ

の よ う な 仕組み を 国全体 と し て早急 に検討 し て い く 必要があ る で あ ろ う 」

と 、 訴 え て い る 。

ま た 、 「埋火葬」 に つ い て も 河様で、 震災直後 に 集 中 し た の は 言 う ま で も な い。 1995年

1 月 31 日 現在 で 、 火葬 に し た の は 市内斎場 ( 3 カ 所) で2 ， 181遺体、 市外の斎場で1 ， 679遺

体が火葬 さ れ た 。 市外の う ち 366遺体 は 市 が搬送 し 、 1 ， 313遺体は遺族が搬送 し た 。 市が搬

送 し た 分 だ け で も 大阪市、 京都市、 岸和 田 市 、 泉佐野市 な ど大阪府内 の ほ か、 倉敷市や津

山 市 な ど に も 及 ん だ。

こ の項 で も 「課題J と し て 、

「震災発生直設 は 、 災害規模、 地域別死亡者数、 交通状況等が把握で き ず、 方針決定 に

間 難 を き た し た 。 各 区災害対策本部 の設置 し た遺体安置所へ、 市 内 、 市外の使用 可 能 な 斎

場 に 関す る 情報 を 速や か に 提供 し 、 現地で遺族の 要望 に 志 じ る こ と の で き る シ ス テ ム を 策

定す る 必要があ る 。

施設の 円 滑禄{動 を 図 る メ ン テ ナ ン ス 制定の確保 を 行 い 、 さ ら に 葬議消耗品 の備蓄 (近隣

都市 と の融通) や 、 宗教的 ボ ラ ン テ イ ア の 予約制度 も 確保 し て お く 必要があ る 」

と 、 大規模災害 を 経験 し た者で な け れ ば指摘 で き な い 問題 を 提起 し て い る 。

あ ま り に も 非 日 常 的 な 行政課題 だ け に 、 阪神 ・ 淡路大震災の記憶が風化す る 前 に 、 こ う

し た経験 を 施 策 に 取 り 込ん で お く 必要があ る 。 そ れ だ け に 、 今回 の復興誌の 問題提起、 課

題提起 は 貴重 で あ る 。

〔震災の街 映像で永久保存 神戸市職員 〕

阪神 ・ 淡路大震災の 産後、 神戸市職員 が市庁舎 に 向 かい な が ら ビ デ オ に 収め た被災映像

がデジ タ ル化 し て 永久保存 さ れ る こ と に な っ た 。 年 月 と と も に劣化 し て い く も の を 議世 に

残そ う と い う 国 の 支援事業 に指定 さ れ、 震災か ら 5 年 を 前 に し た 、 2000年 1 月 に 完成 し た 。

撮影 し た の は 、 神戸市広報課員 だ っ た 松崎太亮 さ ん。 「神戸市広報課職員 の辿 ( た ど) っ

た 道」 と い う タ イ ト ル で 、 神戸市内 の ほ ぼ全域の 3 日 間 の様子が克明 に 記録 さ れて い る 。

朝 日 新聞 (2000年 1 月 8 日 付夕 刊 ) は 、 こ の記録映像の 成 り 立 ち を 、 次 の よ う に 紹 介 し

て い る 。

松崎太亮 さ ん は0) は 岡市須磨区 の 自 宅で寝 て い て 、 大 き な 揺 れ で起 こ さ れた 。 8 ミ リ

ピ デオ カ メ ラ を 手 に 自 宅裏 の 高台 か ら 旧市能地 を 望 む と 、 幾筋 も の黒埋が立 ち 上 っ て い た 。

あ わ て て 市役所 に 電話す る と 、 す で に 出勤 し て い た広 報課長か ら 「登庁 ま で の 道 を ピ デオ

に収め ろ 」 と 指示 さ れた 。

自 転車 で子宮役所 に 向 か い な が ら 冷静 に レ ポ ー ト し た 。 「 こ れ は 災害記録 で あ っ て ス ク ー

プでは な い」 と 自 分 に 言 い 聞 かせ た 。 犠牲者の 燕残 な 姿や泣 き 叫ぶ 遺族 に は レ ン ズ を 向 け
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な か っ た 。 大地震で都市が どの よ う に 破壊 さ れ た か を 、 淡 々 と 記録 し た か っ た 。

西代通 � JR 新長 田 駅西 口 「 な ん ち ゅ う こ と や こ れ は 。 長 田 がム チ ャ ク チ ャ な っ と う 。

な ん ち ゅ う こ と や 、 ほ ん ま J

映像 中 に l 鋼所 だ け 、 松崎 さ ん の 悲 鳴 が収録 さ れ て い る 。 JR 長 田 駅近 く の 歩道橋の 上

か ら の も の だ。 360度、 ど こ を 見 て も 立 ち 上 る 炎 と 黒煙、 倒壊 し た 銭湯 の 煙突 。 消 防車 と

救急車の サ イ レ ン が響 く 。 生 ま れ育 っ た 長 田 の 変 わ り 果 て た 姿 を 目 の 当 た り に し て 、 我 を

忘 れ た 。

震災発生か ら 3 B 問 、 神戸市垂水区 か ら 東瀧 区 ま で く ま な く 譲影 し て 回 っ た 。 120分 テ ー

プで約20本 に 及 ん だ。

こ の 映像 は 、 通産省 の 「先導的 ア ー カ イ ブ映録制作支援事業」 で永久保存 さ れ る こ と に

な り 、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会が制作。 同協会等で常設展示 さ れて い る 。

〔大蔵海岸 に震災 モ ニ ュ メ ン ト 明石市〕

明石市 は 、 阪神 ・ 淡路大震災の教訓 を 伝 え 、 復興の シ ン ボル に し よ う と 明石 海岸大橋が

見 え る 大蔵海岸公開 に 「 明 日 ( あ し t:: ) J と 名付 け た モ ニ ュ メ ン ト を 設置、 震 災か ら 5

と な る 2000年 l 月 17 日 に 除幕 さ れた 。

長 さ 3 � 4 m の 中 悶 産 の 白 御 影石 で 、 重 さ は 約10t。 同市在住の彫刻家、 竹 内 巌 さ ん の

制作。 モ ニ ユ メ ン ト の前 に は 、 震災犠牲者の銘板 と 、 震災当 時 の ピ デ オ 、 支譲活動参加者

や 団体の名 簿 な ど を 入 れ た タ イ ム カ プセ ル が埋設 さ れ た 。 市制 100周年 に 当 た る 2020年の

1 月 17 R に 聞 け ら れ る 。 (注13)

〔大震災時の交通規制の 舞台裏描 く 当時の県警交通規制課長が体験 を 出瓶〕

阪神 ・ 淡路大震災の発生 当 初 、 大 き な 問題の ひ と つ と な っ た の が、 交通規制 の あ り 方 だ っ

た 。 避難者 の 車両 や 家族 な どの救援、 さ ら に公的機関や 団体、 ボ ラ ン テ イ ア に よ る 救助 ・

救援 な どの 車両が神戸 ・ 阪神 間 の 道路で錯綜 し 、 被災地 の 道路 は 車 の 大洪水 と な っ た 。

鉄道 は ほ と ん ど動 かず、 港 も 大 き な被害 を 受 け 、 残 さ れた唯一 の交通 ル ー ト で あ る 道路

は 、 家屋や ピ ル の 倒 壊 な どです断 さ れ、 も 破損。 し か も 、 電話 を は じ め コ ン ピ ュ ー

タ ー な どの情報網 ま で深刻 な ダ メ ー ジ を 受 け た最悪の状況下、 交通規制 の 現場 は どの よ う

な も の で あ っ た の か。 そ の修羅場 を 再現 し た著作 「 そ の 時最前線で は 交通規制 は魔法で

は な い ! J (東京法令出版) が2000年 1 月 に 出 版 さ れ た 。

筆者は 大震災発 生 当 時 、 兵庫県警交通規制課長 を 務 め 、 震災直後か ら 約 l 年半、 被災地

の 交通規制 の 指揮 を と っ た屋 久哲夫 ・ 警察庁交通企画課課長補佐。 震災当 時、 あ れ だ け 大

き な 社会問題 と な っ た 震災時の交通規制問題で あ っ た が、 正面か ら こ の 問 題 に 取 り 組ん だ、

刊行物 は ほ と ん ど な か っ た だ け に 、 貴重 な 資料 と な っ て い る 。

大都市で信号機 と そ の シ ス テ ム が破損 し 、 情報網 ま で大打撃 を 受 け 、 情報収集か ら 困難
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を 極め た 中 で の 交通規制 は 、 原始的 な 手法 に 戻 ら ざる を 得 な か っ た 。 そ う し た事態 は 、 再

び ど こ かで起 き る 可能性があ る 。 そ の 時、 同 じ原始的手法 を 最初 か ら 手探 り で行 う の か、

あ る い は 阪神 ・ 淡路大震災時の教訓 を 知 っ た う え で行 う の かで は 、 大 き な 違い と な ろ う 。

筆者は そ の た め に 、 失敗談 を 含め て 当 時の状況 を 赤裸 々 に 語 る こ と で 身 を 投 げた と 言 っ て

い い 実録 と 教訓 が満載 さ れた 本 と な っ て い る 。 そ の意味で、 ど ん な マ ニ ュ ア ル よ り も 今後

の震災時の交通規制 の あ り 方 に つ い て 説得力 を 持 っ て い る 。

想像 を 超 え た状況下で災害対策基本法 に よ る 交通規制 は 実効性 を 持 っ て い た か 、 信号機

を コ ン ト ロ ー ル で き な く な っ た 場合、 あ ふ れ る 車 を ど う さ ば く の か 、 通行規制 を か け る た

め に必 要 な 「迂回路」 に は 、 広域的 な 迂 回路 と 、 狭い地域内 で の 迂 回 路 の 二種があ り 、 こ

の両方 を 切 り 盛 り す る 複雑 な コ ン ト ロ ー ル を 涼始的 な 手法で切 り 抜け る た め に は 、 何が必

要 な の か 一 混乱時の交通規制 の 課題 は 山 積 し て お り 、 そ の 奥行 き の深 さ に 圧倒 さ れ る 。

し か し 、 書 か れ た 内 容 は 単 に 交通規制 に と ど ま ら な い 。 シ ス テ ム ・ ダ ウ ン は 、 どの世界

で も 起 こ り 得 る こ と で 、 近代技術 の 上 に 成 り 立 っ た シ ス テ ム の 限界、 マ ニ ュ ア ルの 限界、

法 の 課界 を 考 え る 上 で非常 に 示唆的 で あ る 。 筆者 は 交通関係者 だ け で な く 、 ハ ン ド ル を 握

る ド ラ イ パー に読 ん で も ら い た い と 、 で き る だ け平易 な 表現 に心がけ た 。

著者 を 交 え 、 国道、 県道、 阪神高速道路公団 な ど、 当 時の 道路交通 の 難 局 に 立 ち 向 か っ

た 当事者 た ち の座談会、 県警交通規制課員 た ち の 反省 と 教訓 集 も 参考 に な る 。

〔震災 に役立 っ た市民の知恵募集 神戸市が小冊子 に 〕

神戸市 (市民局広聴課) は 、 震災発生か ら 複興 ま で の生活の知恵や工夫 を 市民 に募 っ た

と こ ろ 、 わずか 2 カ 月 で15歳か ら 81 歳 ま で の 221 人 か ら 計494件の応募があ り 、 こ の な かか

ら 197件 を 「震災 を 体験 し て あ の 時役立 っ た 私 の 知 恵 一 神戸 か ら の メ ッ セ ー ジ」 の タ イ

ト ル で77頁の小冊子 に ま と め 、 2000年 l 月 に 約5 ， 000部 を 発行 し た 。 全 国 の 自 治体な ど に

配 り 、 市民の体験 を 役立 て て も ら う こ と に な っ た 。

「絶対 に タ ン ス 、 家具の前 に は寝 ま せん 。 倒 れた タ ン ス の 引 き 出 し の 問 に 首 がは さ ま れ

て 、 死ぬ思 い の こ わ さ 、 忘 れ ら れ ま せ んJ (東灘 区 、 64歳、 女性) な ど、 同 じ警告 で も 実

体験に 基づ く 話 に は 説得 力 があ る O

「震災後 の 火災 で 、 教 え 子 の 自 宅 に 火が迫 ろ う と し て い た 。 教 え 子 の 友 人 (野球部 に 所

属 ) が ど こ か ら か ピニ ー ル袋 を 調達 し て き て 、 近 く の井戸水か ら 汲み上げた水 を 小 さ な ビ

ニ ー ル袋 に 入 れ て 端 を く く り 、 ボー ル状に し て延焼 し て い な い友人宅 に 投 げつ け た 。 そ れ

を 見 た ク ラ ス メ イ ト や 野球部員 が次か ら 次 に水 ボ ー ル を 投 げつ け、 「何時 間 に も 及ぶ 死 闘

の 末 、 風向 き の加減 も あ り 、 教 え 子 の 自 宅 は延焼 を 免 れ た 。 r ピ、 ニ ー ル袋消 火 ボー ル」 、 実

に 有効 な 消 火 に つ な が る 道具 と な っ たJ ( 三 田 市 、 35歳、 男 性)

こ ど も の発想の ユ ニ ー ク さ と 、 と っ さ の機転、 行動力 、 そ し て協力 の輪。 野球部員 だ、 っ

た か ら 発想 で き た の か。 市民か ら 知恵 を 募集 し て い な い と 埋 も れて し ま っ て い た であ ろ う
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ア イ デア で あ る 。

第 1 章 「災害へ の 備 え J で は 、 家庭での備 え 、 地域での備 え 、 心 が ま え 、 ボ ラ ン テ ィ ア

に つ い て 、 第 2 章 「 ま ち づ く り 提案」 で は 、 ラ イ フ ラ イ ン 、 ト イ レ 、 広報、 避 難場所、 物

資の備蓄 、 救援物資 、 仮設住宅、 建物 の耐 震化、 メ モ リ ア ル 、 ま ち の美化、 水 と 緑の豊か

な ま ち づ く り な ど、 多 岐 に わ た る ア イ デア 、 提案が盛 り 込 ま れて い る O

〔地震 ご と に地震の被害が分 か る 「妨災 カ ルテ」 発行 尼崎市〕

尼崎市 は 、 有馬 ・ 高槻構造線地震 な ど発生の可能性 を 秘 め た 大規模地震が起 き た場合、

どの よ う な 被害が起 き る か を 想定 し た 冊子 「尼崎市防災 カ ル テ」 を 1999年 8 月 に 発行 し た 。

被害規模 を 250 m 四 方の メ ッ シ ュ ご と に カ ラ ー 地 図 で色分け し て 示 し 、 自 分 が住 んで い る

地域が地震の 違 い に よ っ て 液状化や建物倒壊で、 どの程度の被害 を 受 け る か、 4般市民 に

も 一 目 瞭然 に 分 か る よ う に し た も の で 、 行政が作成す る こ の種の資料 と し て は き わ め て大

胆だ。

問 カ ル テ は 、 専 門機 関 に 依頼 し た 尼崎市地震被害想定調査の結果 を 公表す る に 当 た り 、

地震の危険性 を 正 し く 理解 し 、 防災対策 の参考資料 に す る と と も に 、 市 民 に 防 災への 関心

を 高 め て も ら お う と 作成 し た 。

尼崎市 で は 阪神 ・ 淡路大震災の経験 を 踏 ま え 、 ①震災教訓 を 生かす ②災害弱者へ の 配

慮 を 行 う ③実効 性 を 担保す る ー の 3 点 を 基本方針 と し て 地域防災計画 を 全面 的 に改定 し

た が、 さ ら に 安全 な ま ち づ く り に 向 け た取 り 組み を 進め て い く た め に は 、 市 の特牲 を 十分

に把握 し 、 そ の危 険性 を 絶 え ず認識 し て お く こ と が大切 だ と し て 、 調査結果 を 市 民 に 理解

し て も ら う た め に 、 圏 とで情報の読み と り が可能 と な る よ う に 配慮。 地 区 ご と に被害特牲

を 色 分 け で示 し 、 思 い切 っ た分か り やす さ を 採用 し た手法が特色 だ。

有馬 ・ 高槻構造線地震、 ヒ町断層 系地震、 中 央構造線地震、 南海道地震の 4 つ の地震 に

つ い て 、 地盤な どの デー タ を コ ン ビ ュ ー タ ー 解析 し 、 想定地震 に よ る 建物 の倒壊、 火災の

発生、 土木構造物、 ラ イ フ ラ イ ン の被害 を 想定 し た 。

阪神 ・ 淡路大震災で は 、 阪神 間 の 沿岸部で埋立 地 を 中 心 に 液状化 に よ る 被害が広範屈 に

発生 し た 。 尼崎市 は 市域の大部分 を 沖積平野が 占 め 、 沿岸部 は埋立地が多 い た め 、 液状化

の危険性が高 い 地 盤 と 言 え る が、 マ グニ チ ユ ー ド7 . 6、 震度 6 弱 � 7 が想定 さ れ る 有馬 ・

高槻構造線地震 で は 、 市域の大半が赤 い危険度 の 高 い 地域 に想定 し て お り 、 市 の被害特性

が一 日 で分 か る ( 液状化危険度分布) 。 ま た 、 最大の震度 ? の 地域 も メ ッ シ ュ ご と に 色 分

け さ れて お り 、 そ れ以外の地域 も ほ と ん どが 6 強 で 、 6 弱 は ご く 官ß (震度分布) 0 

木造建物全壊棟数で は 、 地 区 ご と の 全壊 ・ 半壊棟数 の 表 を 公表 し て お り 、 全壊棟数 が

1 万5 ， 000棟 を 超 え る 。 「全壊、 半壊の被害棟 数 は 、 小 田地 区 が最 も 多 く 、 次 い で全壊で は

大庄地区、 半壊で は立花地区が多 い件数 と な っ て い る J と 、 説明文で も 具体 的 な 地区名 を

あ げて い る の も 大胆だ。
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カ ル テ は 地域、 地 区 の 防災診断に利用 し て も ら い 、 安全な ま ち づ く り に 役立 て て も ら う

た め 、 市 内 の公民舘 な ど で 隠 覧で き る 。 問 い合 わ せ は 岡市治訪局 (06-6481-0119) 。

5 . そ の他

〔災害危機管理が急務 と 新聞社が 6 項 目 提言〕

大震災か ら 6 周年 を 迎 え た2000年 l 月 17 日 付の新聞各社 は 、 そ れぞれ特集記事 を 掲載。

そ の 中 で読売新聞 は I W災害危機管理』 構築が急務」 と し て 1 6 項 自 提言」 を 掲 げた 。 提

言 の 内容 を 以下 に要約、 紹介す る 。

く建物 の 安全確保 と 再建支援〉

震災で建物被害が大 き か っ た 主要原 因 は施工不 良 だ、 っ た 。 建物や 家具 の 下敷 き に な っ た

圧 死 者 は 死 者 の 8 割 に も の ぼ っ た 。 こ の た め 基礎 や 骨 組 み が で き た 段 階 で施工不 良 を

チ ェ ッ ク す る 「 中 間検査」 が99年 5 月 、 建築基準法の改正で制度化 さ れ た が、 都道府県ゐで

は 1 1 、 独 自 に行 え る 25万人以上 の 市 で は 約 15 % し か始め て い な い 。 自 治体 の建築主事が足

り ず、 完工検査 さ え 実施率 は 各府県 と も 30 � 40 % で、 中 間検査 ま で手が屈 ら な い と い う 。

し か し 、 同 じ事情 を 抱 え な が ら も 第三 セ ク タ ー な ど を 活用 し て 実施 し て い る 自 治体 も あ る 。

一方、 震災で家 を 失 っ た 人の 4 割が 5 年 た っ て も 自 宅 を 再建で き ず、 そ の 設の災害で も 河

様 に 苦 闘す る 人 は 絶 え な い 。 論議がス ト ッ プ し た ま ま の 「住宅災害共済制度」 に つ い て 、

検討 を 再 開 すべ き で は な い か。

く初期 人命救助 と 避難時の 生活確保〉

震災で l 万5 ， 000人が住 民 に 救出 さ れた こ と か ら 、 自 主防災組織の必要性 が指摘 さ れた が、

世帯数か ら み た 組織率 は 全国 で ま だ54 % 。 自 主 防災組織 は ふ だ ん 、 福祉 を 中心 に地域 コ ミ ュ

ニ テ ィ ー と し て 定着 し て い れば、 避難所運営 の 核 に な れ る 。 自 治会 な どが母体 と な り 結成

を 促進すべ き だ。 行 政 は 避難所 と な る 学校 を ラ イ フ ス ポ ッ ト ( 防災生活拠点) と 位置づけ、

救 出 、 救援活動 に必要 な 資機材 と 、 3 日 間 は暮 ら せ る 食料、 水 な どの備蓄 を 進め る こ と が

必要だ。 少子化 に伴 う 空 き 教室 は 、 全国で約 4 万7 ， 000室 (教室全体の9 . 6 % ) も あ り 、 空

き 教室で十分な備蓄が可能。 地域で防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 結成 し 、 学校 を ラ イ フ ス ポ ッ

ト に す る た め に 、 救援機材や 食料 を 備蓄すべ き だ。

く緊急憎報ネ ッ ト ワ ー ク の構築〉

災害情報の 空 白 と 混乱 は避難、 救助活動 を 遅 ら せ、 被災者 を パ ニ ッ ク に 陥 ら せ る 要 因 に

な る O 情報通信機器、 と り わ けパ ソ コ ン の最大浪の活用 シ ス テ ム を 作 り 上 げ て お く こ と が

必要。 震災で は 、 神戸市 だ け で通常の50倍の電話が殺到 し て 回線がパ ン ク す る 事態が起 き

た が、 パ ソ コ ン 通信 を使 え ばそ れほ どの 田 線 は 必要 と し な い し 、 衛星通信 回総 も 利用 で き

る よ う に し て お け ば よ い 。 文部省 は 2000年震 中 に は す べ て の公立学校 に パ ソ コ ン 配備 を 終

え る 予定で、 ラ イ フ ス ポ ッ ト と 自 治体、 図 、 関係機関 を 一元 的 に 結 ぶ 緊急、 ネ ッ ト ワ ー ク を
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構築す べ き だ。 ラ イ フ ス ポ ッ ト か ら 現地の情報 を 入力 す れ ば全容が把握で き 、 ラ イ フ ス ポ ッ

ト へ は 救援 な どの情報 を 送 れ る 。

く災害医療推進制度の発足〉

震災で は 、 兵庫県 内 の 病院 の 6 割、 診療所の 4 割が被害 を 受 け 、 6 割近 く の 病院 で手術

が不可能 と な っ た 。 こ の教訓 か ら で き た の が 「災帯拠点病院」 。 厚生省が520 カ 所 に 設 け た

災害拠点病 院 に 「災害医療 コ ー デ イ ネ ー タ ー J を 置 き 、 患者の転送 や 医薬 品 の 確保 な ど連

携 を 図 る こ と も 急務。 高震の 医療施設で の早期治療の必要 な 「 ク ラ ッ シ ュ (挫滅) 症候群」

の患者 も 救え る 。 病 院 内 で も 、 災害医療 の 経験の な い 医 師 を 指示 し 、 現場へ派遣す る こ と

も で き る 。 す で に 兵庫県で は 、 災害拠点病院の救急医療担 当 の 医師 を コ ー デ ィ ネ ー タ ー に

選び、 実際 に指示 を 受 け て 治療 に あ た る 医師 を 「医療従事者」 に 指定。 コ ー デ ィ ネ ー タ ー

と 医療従事者 は 講 習 会 な どで災害医療の概念、 人形や模擬患者 を 使 っ た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

な どの 訓 練 を こ な し て い る 。 こ れ に 「電子 カ ル テ J の ネ ッ ト ワ ー ク を 組み 合 わ せ 、 病 院 間

で情報交換 シ ス テ ム を 確 立 すべ き だ。 (電子 カ ル テ は 、 カ ル テ を デ、 ジ タ ル化 し た も の で 、

厚生省 は99年 4 月 、 情報の消去や 書 き 換 え 防止 を 条件 に正式 な カ ル テ と 認定 し た )

く広域連携支援 シ ス テ ム の設立〉

震災の教訓 が最 も 生 き た の は ロ シ ア タ ン カ ー 「 ナ ホ ト カ 号J の重油流出事故 で 、 自 治体

聞 の協 定 に よ っ て 多 く の物資が届 い た 。 自 治体の連携 を 強力 に す る も の と し て 「広域防災

機構」 の創設が求 め ら れ る 。 ふ だ ん は 各 自 治体の職員 を 防災エ キ ス パ ー ト に 育 成 し 、 災害

時 に は こ れ ら の 人材 を チ ー ム 編成 し て被災地 に 派遣す る 。 兵産県が建設す る 「板神 ・ 淡路

大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー J に は そ の構想 も あ り 、 各府県の協力 で実現で き る 。 さ ら に 、

全自 の 防災ヘ リ と 、 自 治体が漁協、 ブ エ リ ー な ど と 結 ん で い る 船舶使用協 定 を 一体的 に 運

用 す る シ ス テ ム を つ く れ ば、 空 と 海の広域緊急、交通網 も 確保で き る 。

〈民間活力 の緊急時の貰献〉

ラ イ フ ラ イ ン 企業 を 中心 に し た 多 く の金業 は 、 大規模災害 に即応で き る 情報 シ ス テ ム を

構築 し 、 専 門 知識 を 持つ 人材 を 育成 し て き た 。 企業 の工場や グ ラ ウ ン ド 、 体育館 な どの施

は避難所、 緊急物資の集積所 と な る O こ う し た民 間 の 人、 物 、 情報の力 を 自 社の復旧 と

同 時 に 、 自 治体 な ど と 連携 し て 災害発生時 に 被災地 に提供すべ き だ。

〔東海村で園内初の臨界事故発生 原子力災害対策特別措置法 な ど成立〕

1999年 9 月 30 8 、 茨城県那珂郡東海村 の ウ ラ ン 加工施設で 、 わが国初の 臨界事故が発生

し た 。 こ の 事故で東海村村 長 は 事故現場 か ら 半径350 m 圏 内 の住民 に 避難 を 要請 、 茨城県

知事は半径lOkm圏 内 の住 民 に 屋 内 退避 を 要請す る 大事故 と な っ た 。

臨界 は 、 最初 に 瞬 間 的 に 大量 の核分裂反応が起 こ り 、 そ の後、 約20時間 に わ た っ て緩や

か な核分裂状態が継続 し た 。 こ の事故で作業 中 の従業員 3 人が重篤 な放射根被曝 を 受 け 、

う ち l 人が死亡、 従業員 、 救助 に 当 た っ た 救急隊員 、 防災関係者 ら 計150人が被曝 し た 。
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政府 は 同 日 、 小説1首相 を 本部長 に 、 関係閣僚 を 構成員 と す る 政府対策本 部 を 首相官邸危

機管理セ ン タ ー に 設置す る な ど し て対応 に 当 た り 、 10月 4 荘 、 政府対策本部が解散 さ れた 。

政府 は こ の事故の教訓 を 踏 ま え 、 原 子力施設で大事故が起 き た場合に首相が 「原 子力 緊

急事態宣言J を 出 し 、 国 が主導的 に 対応す る こ と を 定め た 「原子力災害対策特別措置法案」

と 、 原子力施設への安全規制 を 強 め る 「核原料物 質 、 核燃料物 賀 及 び原子炉の規制 に 関 す

る 法律J (涼 子炉等規制法) の 一部改正案 を 国会 に提 出 、 同 年12月 13 日 、 可 決 ・ 成立 し た 。

原子力 防 災 は 従来、 自 然災害 と 同様 に 自 治体主体で、 国 は指導、 助言す る 立場 だ っ た が、

災害対策基本法の特例 と し て 国 主導 に 改 め た 。

原子力災害対策特別措置法 は 、 周 辺 の放射線量が一定の基準 を 超 え た 場 合 や そ の恐れが

あ る 場合、 首相が 「原子力 緊急事態宣言J を 出 し 、 首相 を 長 と す る 「原子力 災害対 策本部」

を 置 く 。 国 は現地 に 「原子力 災害現地対策本部」 を 設置 し 、 あ ら か じ め 指定 さ れた オ フ サ

イ ト セ ン タ ー に 「原子力 災害合同協議会」 を設置 し 、 自 治体や 防災機関 と 事故の拡大防止

を 凶 る 。 事故後 は 固 と 自 治体、 事業者が協力 し て住民の健康診断や汚染調査、 風評被害対

策 に対応す る 。

原子炉等規制法の改正 は 、 核燃料加工施設 に も 定期検査 を 課す ほ か、 科学技術庁、 通産

省 に原子力保安検査官 を 設 け 、 原子力施設の 日 常的 な 連転状況 を チ ェ ッ ク さ せ、 緊急時 に

情報の収集等 を 行 う 。 事業者の違法行為 を 従業 員 が不利益 を 受 け ず に 国へ 申 告で き る 制定

や 、 従業員 への安全教育義務 も 藍 り 込ん だ。 (注14)

〔政府が 「危機管理マニ ュ アルJ J

大規模地震 な どの 白 然災害 や 大事故が起 き た と き の政府の対応な ど を ま と め た 「危機管

理マ ニ ュ ア ル (手引 ) J の 全容が明 ら か に な っ た と し て 、 1999年 4 月 1 日 付 朝 日 新 聞

は 次の よ う な 記事 を 掲載 し た 。

阪神 ・ 淡路大震災や 日 本海で起 き た大規模 な 重油流出事故で政府 の 対応が遅れた こ と を

教訓 に 、 内 閣 安全保障 ・ 危機管理主が検討。 自 然災害 を は じ め 、 航空機事故や コ ン ビ ナ ー

ト 事故 な どの 大事故、 重大テ ロ 事件 な どの大事件等合計11項 目 に つ い て 、 菖 相 官邸 を 中心

と す る 情報収集や 関係官庁への指示、 政府内 の調整 を 進め る 手続 き を 定め て い る 。 こ れ ま

で 、 省庁 ご と に つ く っ た マ ニ ュ ア ル は あ っ た が、 政府全体の手引 は 初 め て だ。

政府 は す で に 完成 し た も の に従 っ た 対応 を 始め て い る 。 先 の 朝鮮民主主義人民共和 国 (北

朝鮮) に よ る 工作船逃走事件で は 、 マ ニ ュ ア ル は な か っ た が、 手続 き の運 び方が関係者 に

理解 さ れ て い た た め 、 自 衛隊の 「海上警備行動」 発動 を 決め る ま での調整が円 滑 に 進 ん だ

と い う O た だ、 「在外邦 人救出J と 「大量難民流入対策」 は 、 規模の 想定が難 し い こ と や 、

日 米両政府の協議が進 ん で い な い こ と か ら 、 引 き 続 き 検討す る 。 「外国 の 特殊部隊 に よ る

侵攻J に つ い て も 検討 し て い る が、 防衛庁、 海上保安庁、 警察庁 の協議が終わ っ て い な い 。

政府 は 昨年 4 月 、 首相官邸 を 中心 に し た 危機管理機能 を 高め る た め 、 内 関 危機管理監 ポ
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ス ト を 新設。 安藤忠夫 内 閣危機管理監が分野別 の危機管理マ ニ ュ ア ル の作成 を 指示 し 、 こ

の 1 年 間 で 「 自 然災害J r大事件J r大事故J r そ の飽」 の 4 分野、 計15項 目 を 検討 し た 。

完成 し た 1 1 の マ ニ ュ ア ル の ほ か、 作業が続い て い る 原発事故や道路災害 な ど も ま も な く 出

来上がる 見通 し だ。

マ ニ ュ ア ル の 基本 的 な 骨格 は 共通 し て お り 、 事件や事故が起 き れば①関係官庁が速 や か

に 首相 や 官房長官 ら に 報告 ②被害規模 な ど に 応 じ て 官邸対策室、 官邸連絡 室 、 緊急参集

チ ー ム を 設置 し 、 被害実体の早期把握や 緊急対処 に取 り 組む ③首相 ら が臨 時 閣議や安全

保障会議 の 開催、 対策本部の 設置 を 判 断す る ー と い う 流れ だ。 対策本部設置 後 も 官邸対策

室 は継続 し て情報収集や対策本部の支援 に あ た り 、 首相官邸の指導力 を 強化 し た のが特徴

だ。

〈参考文献〉
(注 1 ) 防災白書」 平成12年版
(注 2 ) 神7ゴ新開 2000if 1 月 26 日
(注 3 ) 朝 日 新聞 1999年12Tl 7 丹 、 読売新聞 2000年12月 7 日 、 産経新聞 2000年12月 9 日
(注 4 ) 神戸新聞 1 999年10月 初 日 、 産経新聞 1999年10 月 3H I
(1主 5 ) 産経新聞 2000年 1 月 25 日
(注 6 ) 神戸新聞 2000年 1 月 18 日
(注 7 ) 神戸新開 2000年 1 月 9 口
(注 8 ) 阪神 ・ 淡路大震災 と 神戸の地盤 ・ 活断層」

神戸市震災復興本部総括防 ・ 燃)建設工学研究所 1999{f' 5 月
(!t 9 )  神戸新聞、 朝 日 新聞 2000年 2 月 21 日
(注10) 防災情報新潟 1999年 5 月 15 日
(注1 1 ) 神戸新開 2000年 1 月 1 6 け
(注(2) 神戸新聞 1 9991ド12 月 22 R
(注13) 朝 日 新開 2000年 Ul 9 日
(注14) 防災白書」 平成12年版、 朝 日 新聞 1999年12月 13 日
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r�.-=時一時県7震災対震由時総合検証事業i
( 1 ) 事業実施 に 至 る 経緯

戦後、 我が国 を 襲 っ た 地震災害の な かで最大の被害 を も た ら し た 阪神 ・ 淡路大震災。 地

震発生か ら 何年 も の 歳 月 を 重ね た今 も 、 多 く の被災者 と と も に 、 兵庫県 を は じ め行政や経

済界等、 被災地 を あ げて創造的復興 を め ざ し て 懸命の努力 を 続 け て い る 。 今 後 、 こ う し た

地震災害 に よ る 被害 を 軽減す る に は 、 高齢社会下 の 大都市 を 直撃 し た世界で も 類の な い大

震災の教訓 を 全世界の共有財 産 と し て継承 し 国 内外の震災対策 に 生 か し て い く こ と が、 極

め て 重要 で、 あ る 。

そ こ で、 兵庫県 で は 、 震災か ら 5 年 と い う 復興の折 り 返 し点 を 迎 え る に あ た り 、 次の よ

う な お お ま か な 事業の枠組み を も と に 、 「震災対 策 国 際総合検証事業」 を 進め る こ と と な っ

た 。
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① こ れ ま で行政等が進め て き た 震災対策 に つ い て 、 第三者的 立場か ら 、 容観的 かっ公正な検証が ( 

な さ れ る よ う 、 事業の実施主体 と し て 、 地元有識者等で構成す る 「震災対策国際総合検証会議J

を 設 け る 。

② 15 �20程度 の 検証 テ ー マ ご と に 、 検証会議が選任 す る 困 内外の第一人者が、 検誌作業 を 行 い 、

現地調食等 に 基づ く レ ポ ー ト を 作成す る 。

③ 来年 1 月 (注) に 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム を 詞催 し 、 検証の 成 果 を 内外 に発信す る 。

ま た 、 朝 日 新聞 社 か ら 兵庫 県 に 対 し 、 防災や復興 に 関す る 検証 を 行い 、 そ の成果 を 持 っ

て 国 際 的 な シ ン ポ ジ ウ ム を 共同 開擢 し た い と い う 提案があ っ た こ と か ら 以後 、 十分調整 を

図 り な が ら 進め る こ と に な っ た。

( 2 ) 推進体制の整備

① 震災対策国 際総合検証会議の発足 @ 運営

震災対策回路総合検証事業の推進 に あ た っ て は 、 兵庫県 も 震災対策の 当 事者で あ る こ と

か ら 、 客観性が担保 さ れ る よ う 倒阪神 ・ 淡路大震災記念協 会 に 事業委託 ( 震災対策国際総

合 シ ン ポ ジ ウ ム 及 び震災対策 国際総合検証報告会の 開催 を 除 く 検証作業の 部分) を 行 い 、

協会が、 「震災対 策 国際総合検証会議J (座長 : 新野幸次郎神戸大学名誉教授) の事務昂機

能 を 担 う こ と と し た 。 県 と し て は 、 経費 は 出 す が検証内 容 に は 介入せず、 検証 を 円滑 に進

め る た め の サ ポ ー ト f交 にf散す る と い う ス タ ン ス を と る こ と を 明石在 に し た も の で あ り 、 こ う

し た手法 は 、 こ れ ま で に な い画期 的 な も の で あ っ た 。

検証会議 は 、 検証テ ー マ の選定、 検証委員 の 選任 な ど、 事業の企画運営 を 司 る た め の 組
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(表 1 ) 震災対策国際総会検証会議委員 等名簿

座

副 座 長

犬女

鳴 海 邦 碩 | 大板大学工学苦E教授

野 武 敏 い日- 長寿社会研究機構理事長、 神戸大学名誉教授

林 敏 彦 大阪大学大学院国R別法政策研究科 教授

林 春 男 l 京都大学防災研究所教授

* 委 員 は五十音順

( オ ブザー パ ー )

事裁

驚 藤 富 雄 j 兵康県防災監

熔 喜 春 ! 前兵庫県阪神 淡路大震災復興本部総括部長

清 原 桂 子 兵庫県阪神 ・ 淡路大震災復興本部総括部長

(委員 19名 ・ オ ブザーパー 8 名 )

織 で あ り 、 被災地 に あ っ て し て震災対策 に 取 り 組み 、 地 元 の 実状 に精通 し た 19名 の有

識者で構成 さ れる こ と に な っ た 。 ま た 、 オ ブザ ー パ ー と し て 、 兵庫県 、 神戸市 (被災市町) 、

(財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会の ほ か 、 客観的かっ公正 な 検証 に 資す る よ う 、 朝 日 新 聞 、

神戸新聞 (地元紙) 、 NHK (放送) が参画 し た 。
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(衣 2 ) 震災対策国際総合検証会議の概要

審 議 事 項

U ミて

第 3 @! 

② 庁内 推進体制の整備

震災対策国 際総合検証事業 は 、 妨災や復興 に 関 す る 広範多岐 な 分野 を 対象 と し て い る た

め 、 兵庫県ぬ と し て も 、 検証委員 への資料提供 や サ マ ー セ ッ シ ョ ン の 日 程調 整等 に つ い て 、

事務局 ( (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会) を 全面 的 に サ ポ ー ト す る と と も に 、 震災対策国

際総合検証報告会や シ ン ポ ジ ウ ム の 開催 に 向 け て 、 全庁 を あ げた体制 を 構築 し 、 事業の効

率 的 かつ 円 滑t推進 を 図 る た め 、 「庁 内推進会議J (総括者 : 防災監、 事務局 : 防災企画課、

各部局 の 次長等で構成) 及 び 「庁内推進会議幹事会J (幹事長 : 知事公室次長 (消訪防災

担 当 ) 、 各部局 の総務課長等で構成) を 置 い た 。

( 3 ) 事業の枠組みの決定

① 事業の進 め 方

事業の進め 方 に つ い て は 、 第 1 国 の 検証会議 に お い て

ア 検証会議 に お い て 検証テ ー マ を 選定す る 。

イ 原則 と し て検証テ ー マ ご と に 園 内 ・ 国外検証委員 各 l 名 を 選任す る 。

ウ サ マ ー セ ッ シ ョ ン (検証委員 に よ る 現地調査等) を 実施す る O

エ 検証委員 が レ ポ ー ト を 作成 し 提言等 を ま と め る 。

オ 2000年 1 月 10 日 � 16 日 に か け て 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム を 開{佳す る 。

と い う こ と が決定 さ れ た 。

さ ら に 第 2 回 の検証会議 に お い て 、

ア 検証会議委員 と 検証委員 の役割分担 (検証会議委員 は 検証事業 の 円 滑 な 推進 に あ

た る と と も に検証テ ー マ 担当委員 と し て 担当 テ ー マ の検証作業 に 協 力 し 、 検証委員

は 検証テ ー マ に つ い て の専 門 的 ・ 具体的 な 検証作業 に あ た る ) の確認

イ 資料の収集 ・ 整理、 サ マ ー セ ッ シ ョ ン 、 検証 レ ポ ー ト 、 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム の 具体

的 な 進 め 方 に つ い て の 協議
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(t河 1 ) 震災対策菌際総合検証事業 (実施ス キ ム )

5と

[実施主体 震災対策国際総合検証会議 (第 三者機関) J

〔い凶

||叫川一一一

〔川崎
( 1 月 10臼 ・ 1 2日 ・ 1 4 日 )

阪
神
・

淡

分 野 別 報 告 会 で の
検証 委 員 に よ る 検証
結果の発表

対

部

大
震
災
記
念
協
会

策

の

検

萩
・

評

価

元学識者19名 (康長 :
戸大学名誉教授)

[業務内容] ①検証テ ー マ の選定
に切実証委員 の 選任
③検託業務の フ ォ ロ ー ア ッ プ

• 1会誌 の 成 果 や 提 言
者 等 に つ い て の 総
括報告

・ 新 し い 庶 紀 に 向 け
た 震 災 対 策 に つ い
て の パ ネ ル デ ィ ス

がな さ れ た 。

マ の 選定 に あ た っ て は 、 単 に震災対策 を 網羅的 に 取 り 上 げる の で は な く 、

マ ス コ ミ 報道 、 各種 シ ン ポ ジ ウ ム 等 に お い て 、

② 

検証テ

検証 テ ー マ の 選定

ま ず、

ト ッ プテ ー マ と し て取 り 上 げ ら れ た 項 目 、

国会の論戦や県議 会 の 笠 間 等 で取 り 上 げ ら れた 項 目 な ど、 約400項 目 を リ ス ト ア ッ プ し た。

そ し て 、 そ の な かか ら

ア 国 民 的 関心 の 高 い 具体的 かつ わ か り やす い テ ー マ

結論が明 白 で は な く 、 各層 か ら の 幅広 い議論がな さ れた テ ー マ あ る い は 将来議論のイ

展開が見込 ま れ る テ ー マ

ウ 一過性 ・ 局地性の も の で は な く 、 普遍性 に 富 み そ の成果が将来の モ デル と な る よ う

な テ ー マ

を 抽出 す る と い う 形で絞 り 込ん でい っ た 。

第 1 回検証会議 で は 、 20の検証 テ ー マ 案 の ほ か 、 そ の 他の テ ー マ と し て21項 目 を あ げて 、

議論が な さ れ た 。 そ の 際 、 検証会議委員 か ら は 、 「後世への教訓 、 国 際 的 に 参考 と な る も

の と い う 観点 か ら 検討が必要J I 当 時 の対応が ど う だ、 っ た か で は な く 、 今後 ど う あ る べ き

か を 提言す る た め に検証 に す る こ と が必要J I よ か っ た 点 も 含 め て検証が必要J I地域文化

と い う ソ フ ト 1出 か ら の検証 も 必要」 な どの意克が出 さ れた 。

そ れ ら の を も と に 、 検証テ ー マ例 に あ げた 要素 も で き る 限 り 取 り 込み な が ら 、 事務
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(表 3 ) 検証テ ー マ
γ 一
: 0初動体制j の課題 と あ り 方は ?
: 。初期消火体制 の課題 と あ り 方は ?
' 0海外か ら の応援部隊の受け入れ方の課題 と あ り 々 は つ
o災害時の保健注療体制の課題 と あ り 方 は ?

: 0避難所の設置、 逮営の課題 と あ り 方 は つ
: 。応急仮設住宅 を め ぐ る 施策の課題 と あ り 万 は ワ
' 0災害弱者への配慮 に 関 す る 課題 と あ り 方 は ?
oボ ラ ン テ イ ア 活動 を め ぐ る 課題 と あ り 方 は つ

， 0被安程度の認定の課題 と あ り 方は ?
， 0生活再建の た め の公的支援の課題 と あ り 方 は ?
' 0住宅再建支援の課題 と あ り 方 は ?
: 0被災者の 自 立支援 に 関 す る 課題 と あ り 方は ?
， 0復興への取、 り 組み体制の課題 と あ り 方 は ?
' 0震災復興財源の課題 と あ り 万は ?
' 0復興 ま ち づ く り を め ぐ る 課題 と あ り 方 は ?
: 。既存建築物 (住宅等) の耐震補強の課題 と あ り 方 は ワ
o都 市基盤の復興の課題 と あ り ;j は つ
o本格的産業復興 を め ぐ る 諜題 と あ り 方は ?

: OH護史遺産の復旧等、 地域文化 を め ぐ る 課題 と あ り 方は つ
， 0災害時のマ ス コ ミ の役割 に 関 す る 課題 と あ り 方 は ?

局 に お い て検証テ ー マ を 整理の上、 第 2 回検証会議で20 テ ー マ が決定 さ れ た 。

③ 国内検証委員 の選任

国内検証委員 に つ い て は 、 第 l 回検証会議 に お い て 、

ア 各検証項 目 に 関 す る 専 門 的 か つ 高度 な 知見 を 有す る こ と

， 

イ 特定の立場 に偏 る こ と な く 、 震災対策 を 客観的立場か ら 公正 に 分析 ・ 評価 で き る

こ と

ウ 阪神 . '/炎賂大震災の震災対策の 当 事者で は な い こ と

等 の 条件 を 碁本 に 選任す る こ と と し 、 検証会議委員 等 か ら 推薦 の あ っ た 候補者 を 各検

証テ ー マ ご と に 3 名程震 に 絞 っ て議論がな さ れた 。

そ の結果 を 整理の う え 、 第 2 回検証会議 に お い て 国 内検証委員 が選任 さ れた。

⑧ 国外検証委員の選告

検証委員 に つ い て は 、 原則 と し て 各検証テ ー マ ご と に 国 内 ・ 国外検証委員 各 l 名 を 選任

す る こ と と し て い た が、 第 1 回検証会議で 、 「必ず し も 国 際 的 に 普通性、 共通性 を 有 し て

い な い 検証 テ ー マ に つ い て ま で 国 外検証委員 を 選任す る 必要 は な い の で は な い か。」 と の

意見 も あ り 、 候補者選考 と あ わせて必要性 に つ い て も 検討す る こ と と さ れ た 。

候補者 に つ い て は 、

ア 国内検証委員 と 緊密 に連携 し て 円 滑 に 検証作業 を 推進 で き る も の
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イ 経歴、 過去の実績等 か ら み て 、 検証 に必要 な 専 門 的知 識 を 有す る 者

ウ 被災地 に お け る シ ン ポ ジ ウ ム への参加等の活動産があ る な ど、 当 該検証テ ー マ に係 る

わ が 国 の 制度や被災地の 実情 な ど に つ い て 、 十 分 に 理解があ る 者

と い っ た 観 点 か ら 、 国 内検証委員 や検証会議委員 に 推薦 を し て い た だ き 、 検証会議 に お い

て 7 月 13 日 に 選任 の う え 、 記者発表 を 行 っ た 。

(表 4 ) 国外検証委員 の特色
r → 一 一 一 一 一 一 ー → 一 一 一 … ー ー 一 … … ← ー ー … 一 ー 一 ー っ
: 0  ア メ リ カ の ほ か、 フ ィ リ ピ ン 、 マ レ ー シ ア 、 メ キ シ コ 、 イ ギ リ ス 、 ス ウ ェ ー デ ン な ど、 世界 J
l 各国か ら 、 男性12入、 女性 4 人の バ ラ エテ ィ ー に富 ん だ専 門 家 を 選任
， 0  学識若は も と よ り 、 ボ ラ ン テ ィ ア の テ ー マで は 、 英国チ ャ リ テ ィ 協会関係者、 災害弱者 の テ

l マ で は 自 ら も 隙害 を 持つ 障害福祉関係者 な ど、 実務経験義かな 専 門 家 も 選任
: 0 1 6 人 中 1 1 人が、 震災以降の来県歴 を 持つ な ど、 被災地の実情 に つ い て理解 の あ る 専 門 家 を 穣 ;
i 線的 に選任

② 検証会議 テ ー マ 担当委員 の決定

一 一 」

検証事業 を 円 滑 に推進す る た め 、 検証会議委員 が 「検証会議 テ ー マ 担 当 委 員 」 と し て特

定の検証テ ー マ を 担 当 し 、 地元の実情 に 精通 し た有識者の立場か ら 検証委員 を サ ポ ー ト す

る 体制 を 整 え る こ と と し 、 各検証委員 の 意 向 を 確認の う え 、 第 2 回 の 検証会議で担 当 テ

マ が決定 さ れ た 。

検証委員 は 、 震災対策の 当事者 を 避 け て で き る 限 り 被災地外か ら 選任 さ れた こ と も あ っ

て 、 検証会議 テ ー マ担当委員 が、 検証 に 必 要 な 資料収集、 サ マ ー セ ッ シ ョ ン で の 意見聴取

等 、 地元有識者の立場か ら 検証委員 の検証作業への協力 を 行 っ た 。 ま た 、 そ の他、 震災対

策 国 際総合検証会議報告会への参画 ( コ ー デ イ ネ ー タ ー ) や 、 『検証提言総括J を ま と め

る 際 に は 、 検証委員 の提言等 に対す る 意見等 を 加 え る な どの役割 も 担 う こ と に な っ た 。

( 4 ) 検証資料の提供

① 災 害対策本部員 レ ポ ー ト

検証 を 行 う に あ た っ て は 、 当 時の震災対 策 の 実情 を リ ア ル に伝 え る 資料 も 貴重な 参考資

料 に な る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 改 め て 、 当 時の兵庫県災害対策関本部長及 び本部員全員

(20名) に レ ポ ー ト の作成 を 依頼 し 、 検証 に役立 て る と と も に 永 く 後世 に 伝 え る こ と に な っ

た 。

② 関係資料の収集 ・ 提供

サ マ ー セ ッ シ ョ ン に お け る レ ク チ ャ ー 資料や検証 レ ポ ー ト 作成 に必要 な 資料 に つ い て は 、

検証委員 の 意 向 に 沿っ て 、 兵庫県 の 当 該検証 テ ー マ の 主管部局 を 中 心 に 、 で き る 限 り 提供

す る 体制 を 整 え た。

検証会議 に お い て 、 原則 と し て 、 国内検証委員 に つ い て は 、 当 該検証テ ー マ に係 る 論点
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(表 5 ) 検証委員名簿

616 第一主主 @ 行政 に よ る 検討

国外検託委 員

レ イ ム ン ド ・ プ ノ ンバヤ ン
吉 井 博 明 i フ ィ リ ピ ン 悶 立地震火山研究所長
東京経済大学教授 | リ チ ヤ ー ド ・ ア イ ズナ ー

カ ワ フ ォ ルニ ア 州 政府緊急業務局沿岸地域行政守

ベー リ ー
ヤ リ テ ィ 委員 会事務総長

ケ ネ ス ・ タ ッ ピ ン グ
カ ン ブ リ ア市地域サ ー ビ ス 区ぞ ネ ラ



全体 を カ バー し 、 国外検証委員 に つ い て は 、 国内検証委員 と 協議 の う え 、 海外の制度 と の

比較等 を 中 心 に論点 を 絞 り 込 ん で 、 そ の立場や見識 を 生か し た効率的 な 検証 を 仔 う こ と と

さ れて お り 、 資料 に つ い て も 、 そ れ に 沿 っ て収集 ・ 提供 を 行 っ た 。

被災市 町 に 対 し て は 、 1999:(ド 4 月 の 消防 防災担当課長会議 で事業趣 旨 を 説明 し 、 6 月 に 、

兵庫県か ら 資料提供 に つ い て の協 力 依頼 を 行 っ た 。

( 5 ) サ マ ー セ ッ シ ョ ン の実施

① 全体計画

検証委員 が被災地の 実情 を 具体的 に 把握 し 、 震災対策 の 専 門 的 かっ 公正 な検証 に 役 立 て

る こ と がで き る よ う 、 震災対策 国際総合検証会議 で は 、 8 月 か ら 10 月 に か け、 検証 テ ー マ

ご と に 延べ100 日 に 及 ぶ サ マ ー セ ッ シ ョ ン を 実施 し た。

サ マ ー セ ッ シ ョ ン は 、 検証 テ ー マ の 内容 に 応 じ 、 行政関係者等 か ら ヒ ア リ ン グ、 現地視

察、 有識者の意見聴夜、 分野別意見交換会 な どで構成 さ れ、 検証委員 の 意 向 を 踏 ま え て 、

干実証テ ー マ 主管部局 が 中 心 と な っ て具体的 な 日 程 を 固 め て い っ た 。

(表 6 ) サ マ ー セ ッ シ ョ ン の内 容

行政拐さ当者か ら の ヒ ア リ ン ク
; 検証委員 の 問題意識 を 踏 ま え 、 県、 jlJ町等か ら の ヒ ア リ ン グ を 行 う o
j ・ 現地視察

検証委員が、 被災地の復興状況 を 視察す る 0
1 ・ �識者の意見聴取

寸

! 検証委員 が、 検証会議 テ ー マ担当委員 を は じ め 、 震 災対策 に 関係 す る 有識者か ら 必 要 な 意見 を :

l 聴取す る 。
; ・ 分野別意見交換会の開催
l 必姿に応、 じ 、 複数の検証テ ー マ を 分野 ご と に グ ル ー ピ ン グ を し て 、 分野別意見交換会 を 行 う 。」 ← ー

第 一章 ・ 行 政 に よ る 検証 617 



(至宝 7 ) サ マ ー セ ッ シ ョ ン実施一覧表
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※ サ マ ー セ ッ シ ョ ン の内容 ( H ヒ ア リ ン グ ・ 意見聴liJZ. S : 現地視察 D ・ 分時別意見交換会等)
※ 検証委 員 の 出 席 ( e : 向r"J . I諸外検証委 員 会 IJJ 出 席 Ào. :  I万 内 検託委 員 の み 出 席 世 間外検説委良 の み 出 席 )
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② 検証テ ー マ ご と の実施内容

検証テ ー マ 「初動体制 の 課題 と あ り 方」

1 検証委員名

国 内検証委員 吉 井博 明 東京経済大学教授

国外検証委員 リ チ ヤ ー ド ・ ア イ ズ ナ ー カ リ フ ォ ル ニ ア 州 政府 緊急業務局 沿岸地

域行政官

レ イ ム ン ド ・ プ ノ ン パヤ ン フ ィ リ ピ ン 呂立地震火山研究所長

2 実施計閣の作成

田 内検証委員 か ら は 、 被災地方公共団体の災害対策本部設置 ま で の立 ち 上が り に 要す る

時 間 及 ぴ清報収集 ・ 応援要請方法 に つ い て 重点的 に 検証 し た い と の 意 向 が示 さ れ た 。

ま た 、 国外検証委員 か ら は 、 災害対策 に 係 る 組織体制 や地震観測体制 の 現状 に つ い て 重

点 的 に検証 し た い と の 意 向 が示 さ れ た 。

そ こ で、 サ マ ー セ ッ シ ョ ン に つ い て は 、 可能 な 限 り 各機関 の震災当 時の 担 当 者か ら ヒ ア

リ ン グ を 行 う ほ か、 各機関 の 現行 の 組織体制 、 観測体制 に つ い て も 聴車で き る よ う 、 日 程

等の調整 を 進め た 。

3 実施内容 と 成果

概 要

サ マ ー セ ッ シ ョ ン で の ヒ ア リ ン グや現地調査 を 通 じ て 、 検証委員 か ら 、 初動期 に 情報が

な い 中 で 、 各機関 と も 最善 の努力がな さ れた も の と 評価 さ れ た 一方、 情報が少 な い な かで

の 「推定」 に よ る 応急対応 を 円滑 に と る こ と がで き る よ う 、 罰上訓練等 の 充実 に よ る レ ベ

ル ア ッ プが必要 と 指摘 さ れた 。 ま た 、 平時か ら 業務や組織 を 標準化 し て お き 、 緊急時 に広

域応援が円滑 に 実施で き る 方策 を 検討すべ き と の指摘 も あ り 、 こ れ ら は 検証 レ ポ ー ト に 反

映 さ れ た 。

検証テ ー マ 「初期消火体制 の課題 と あ り 方J

1 検証委員名

内検証委員 熊谷良雄 筑波大学教授

国外検証委員 グ ナ ・ セ ルパ デ ュ レ イ カ リ フ ォ ル ニ ア 州 立大学サ ン ホ ゼ校教授

2 実施計額の作成

検証委員 か ら 、 検証の基本的方針 と し て 、 ① 「消火」 以外 に も 「消防」 が カ バ ー すべ き

範囲 を 対象 と す る ②時 間経過毎 の 関連主体 と い う 切 り 口 を 重視す る ③既 に対応が な さ

れ た 課題 (装備の 共通仕様化等) に つ い て は と り あ げな い ④問題点 の み な ら ず教訓 の提

示 も 行 う ①課題の 指掃 と と も に 今後の 方向性 を 提案す る と い う 5 点が示 さ れ、 検証項 目

と し て 、 ①ヘ リ コ プ タ ー に よ る 空 中消 火 は 可 能 で あ っ た か ②同 時多発火災への対応の あ
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り 方 は ③震災特消 防 力 の 確保 は い か に あ る べ き か ④消火 と 人命救助 は ど ち ら が優先 さ

れ る べ き か ⑤危険物 に よ る 出 火 は なぜ少 な か っ た か と い う 5 点が示 さ れ た 。

こ れ ら の項 目 を 検証す る に は 、 震災時、 現場活動 を さ れ た住民、 自 衛消 防 隊 、 消 防 団 、

消防隊、 応援隊 な ど に 直接 ヒ ア リ ン グす る 必要があ り 、 検証委員 か ら 示 さ れ た 候補者 に 対

し て 、 事務局 と し て検証事業 に つ い て説明 の う え 、 協力 を 要請 し 、 具体的 な ス ケ ジ ュ ー ル

を 固 め た 。

3 実施内容 と 成果

概 要

実施計画 に 基づ き 、 ① 当 時 の 状況 は ど う で あ っ た か (事実確認) ② どの よ う な 考 え 方

の も と 、 い か な る 行動 が と ら れ た か ③結果 と し て 良 か っ た 事 、 夜省すべ き こ と は何 か

④今後の対応 は 、 ど う あ る べ き か と い う 内容で ヒ ア リ ン グが行 な わ れた 。 特 に 消 防職員 、

団員 に つ い て は個 々 に 活動状況 を 詳細 に ヒ ア リ ン グす る と と も に 、 大災害時 に お け る 対応

の あ り 方 に つ い て も 意見 を 聴取 し た 。 ま た 、 ヘ リ 消火 に つ い て も 関係者への ヒ ア リ ン グや

意克聴取 を 重ね 、 そ の結果 は 、 常備消 防 の広域的かっ組織的運用 と 住民、 治 問 団 と の連携

強化や 、 市街地火災 に お け る ヘ リ コ プ タ ー 消火の位置づ け の 検討 な どが、 検証 レ ポ ー ト に

反映 さ れた 。

検証テ ー マ q毎外か ら のJiÒ援部隊の受け入れの諜題 と あ り 方」

1 検証委員名

囲内検証委員 河 田恵 昭 京都大学防災研究所教授

国外検証委員 リ チ ヤ ー ド ・ ア イ ズ ナ ー カ リ フ ォ ル ニ ア 州 政府 緊急業務局沿岸地

域行政官

2 実施計画の作成

検証委員 か ら 、 海外か ら の救助隊の受入 れ は 、 わが国 に と っ て 初 め て の経験で あ っ た た

め 、 阪神 ・ 淡路大震災時 に j毎外か ら の救助隊が ど う い う 目 的 で被災地 に 入 り 、 どの よ う な

活動 を 行 っ た か、 ま た 、 地元被災 白 治体 に と っ て 、 効果の あ る 活動内容で あ っ た か な ど、

当 時 の 海外か ら の救助 隊 の 実態 に つ い て の調査 を 中心 に行 い た い と の 意 向 が示 さ れた の で 、

そ れ に 沿 っ た 形で調査 日 程 を 固 め た 。 な お 、 阪神 ・ 淡路大震災で の 救助 隊 受 け入れの課題、

反省点 を 生か し て 、 今後 日 本が海外へ救助 隊 を 派遣す る 際 に留意すべ き

察 に も 役立つ よ う 留意 し た 。

3 実施内 容 と 成操

概 要

に つ い て の考

海外か ら の救助 隊 の 受 入窓 口 と な っ た 関係省庁や実際 に 救助 隊 が救援活動 を 行 っ た被災

自 治体 に 対 し 、 阪神 ・ 淡路大震災当 時 の 課題や対応の あ り 方 な ど に つ い て ヒ ア リ ン グ調査

を 行 っ た 。
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神戸市 消 防局 、 西宮市消防局 で は 、 当 時の救助 隊の活動 の 実態 を 調査 し 、 日 本赤十字社

や 国連人道問題局 で は 、 救助隊の受入 、 派遣の ル ー ル な ど を 調査 し た 。

こ れ ら の結果 を 踏 ま え 、 ア メ リ カ の 緊急救助体制 と も 比較 し な が ら 今後 の あ り 方 に つ い

て検証 を 行 い 、 救助隊受入れ に あ た っ て は 地元被 災 自 治体の 意 向 を 十分考慮す る こ と や被

災地エ リ ア外で食糧 、 宿舎、 通訳の手配 な どの後方支援 を 行 う 必要性 な どが、 検証 レ ポ ー

ト に反映 さ れた 。

検証テ ー マ r災害時 の保健医療体制 の課題 と あ り 方」

1 検証委員名

国 内 検証委員 前川和彦 東京大学教授

国外検証委員 ア ー ネ ス ト ・ プ レ ッ ト ー ピ ッ ツ パー グ大学教授 (米国)

2 実施計画の作成

国 内 検証委員 か ら 、 こ の テ ー マ に つ い て は 、 「災害時 に お い て真 に 機 能 す る シ ス テ ム づ

く り は ど こ ま で、 進 ん だ か。」 を 中心 に検証す る こ と と し 、 サ マ ー セ ッ シ ョ ン で は 、 主 に 医

療情報の収集 ・ 発信 、 災害救急医療、 救急搬送の状況や 、 災害救急医療 シ ス テ ム の 整舗状

況 を 中 心 に 調査 し た い と の 意 向 が示 さ れた 。 ま た 、 検証の手法 と し て J災 害 の 評髄 と リ サ ー

チ の た め の ガ イ ド ラ イ ン 」 を 参考 に 、 厚生省の 「震災時 に お け る 医療対策 に 関 す る 緊急提

」 に 沿 っ て 進 め た い と の方針 も 示 さ れ、 こ れ ら に蒸づ き 関係先 と の 調 整 を 進め た 。 ま た 、

国外検証委員 の 来県 日 程が厳 し い こ と か ら 、 2 回 目 の サ マ ー セ ッ シ ョ ン は 、 医療機関 を 中

心 に 調査 を 行 い 、 そ の他 に つ い て は 関係者 に よ る 意見交換会 の 形 を と る な ど、 で き る 限 り

の効率化 を 図 っ た 。

な お 、 検証会議 テ ー マ担 当 委員 で あ る 鵜館委員 も 同行 し 、 適宜ア ドパ イ ス な ど を 行 う こ

と に な っ た。

3 実施内容 と 成果

概 要

各調査先 に 、 事前 に検証委員 か ら 聞 き 取 り 事項 と し て希望 の あ っ た項 目 を 示 し 、 当 日 は 、

30分� l 時間程度の 説 明 の 後 、 質疑に重点 を 霞 い て 実施 し た 。 質疑 は 、 ①震災前の 災害救

急医療体制 ②病院前救護体制 ③ヘ 1) コ プ タ 一 、 船舶 に よ る 搬送 ④医療、 消 防 、 警察

等 関係者‘の連携体制 ⑤情報入手 ・ 発信手段の確保 ⑤災害救急医療 シ ス テ ム の 整備状況

な ど を 中 心 に 行 わ れ、 こ れ ら に つ い て は 、 検証 レ ポ ー ト の 主要項 冒 と な っ た 。

検証 テ ー マ 「避難所 の 設置、 運営の課題 と あ り 方」

1 検盟委員名

国 内 検証委員 穂 山 明 富上常葉大学学長

国外検証委員 イ ア ン ・ デー ピス ク ラ ン フ ィ ー ル ド大学教授 (英国 )
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2 実施計画の作成

居内検証委員 か ら 、 ①叛神 ・ 淡路大震災で 、 被災者の多 く が学校 に避難 し た事実 を 踏 ま

え 、 学校避難所 を 中心 に 、 設置、 運営の あ り 方 を 考察す る ②避難所の運 営 が円 滑 に 行 え

る か ど う か は 、 初動の対応 に かか っ て お り 、 特 に 初 動 の 問 題 に 焦点 を 当 て る と の 意 向 が示

さ れた こ と か ら 、 震 災 時 に避難所 と な っ た 学校の 当 時 の 関係 者 に 対す る ヒ ア リ ン グ を 通 じ

て 、 初動時の避難所の設置、 運営 に係 る 課題 と 今後 の 対応の あ り 方 を 探 る こ と を 主 眼 に 、

サ マ ー セ ッ シ ョ ン の計画案 を 固 め た 。

国外検証委員 は 、 各 自 の避難所 ( シ ェ ル タ ー ) 研究の専 門 家 で あ る が、 阪 神 ・ 淡路大震

災の避難の状況等 に つ い て 基本 的 な 説明 を 行 う 必要があ る と 考え 、 震災時の避 難 に 関 す る

諸跨題 に 関 し て 、 予 め 質 問 書 を 提 出 し て い た だい た 。 そ こ で、 国内検証委員 と の意見交換

に よ り こ れ ら の 質 問 に答 え る と と も に 、 関係者 に 対 す る ヒ ア リ ン グ を 通 じ て 、 主 に 国 際

比較の観点 か ら 、 避難所の 設置、 運営の課題 と 今後の対応の あ り 方 を 探 る こ と を 主眼 に 、

サ マ ー セ ッ シ ョ ン の計画案 を 囲 め た 。

3 実施内容 と 成果

概 要

国内検証委員 は 、 サ マ ー セ ッ シ ョ ン に お け る 関係者 の 意見 か ら 、 被災者 に と っ て 、 初 動

時 に は 、 安心が得 ら れ る と い う こ と が特 に大切で、 あ り 、 そ の 意味 で 、 今後 も 、 リ ー ダー シ ッ

プの あ る 教員 がい て 、 か つ 、 地域の 中 心 と な っ て い る 学校が主 た る 避難所 に な る こ と は避

け ら れ な い と の 認識 を 一層 強 く さ れた 。 そ し て 、 学校の ハ ー ド 、 ソ フ ト の 防災機能の強化、

教員 の 防災 リ テ ラ シ ー の 向上、 市町 ・ 学校 ・ 地域 コ ミ ュ ニ テ イ が連携 し た避 難所の運営体

制 の確立等の提言 に つ な がっ た 。

国外検証委員 は 、 多 く の 避難所が至 る 所で迅速 に 設置 さ れ た こ と 、 と り わ け 、 学校が多

く の被災者 を 受け 入 れ 、 当 面 の 物 質 的 、 精神 的支援 を 提供 し た こ と を 評価 さ れ た 。 そ し て 、

避難所の リ ー ダ ー の 災害対応諾力 の 向上、 学校施設の安全性の確保、 避難所 に お け る プ ラ

イ パ シ ー の保護、 高齢者 や 身体障害者の ケ ア 等の提案の ほ か、 避難所 の 早期解消の観点か

ら 、 被災地域外へ の 自 発的避難や援!日可能 な 家屋 の 迅速 な ，捕11多 に 対す る 支援等 に つ い て も

問題提起が な さ れた 。

検証テ } マ 「応急仮設住宅 を め ぐ る 施策 の 課題 と あ り 方」

1 検証委員名

国内検証委員 三浦丈夫 武蔵野女子大学特任教授

国外検証委員 イ ア ン ・ デー ピ ス ク ラ ン フ ィ ー ル ド 大学教授 (英国)

2 実施計画の作成

検証委員 か ら 現地の実情 を 十分把握 し た う え で 、 応急仮設住宅の提供方法、 住環境 を は

じ め様 々 な 切 り 口 か ら 検証 を 進め た い と の 意 向 が示 さ れ た 。
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そ こ で、 応急仮設住宅対策 に 係 る 行政か ら の ヒ ア リ ン グ を 行 う と と も に 、 被災者 の生活

状況や支援 策 に 関 し て、 自 治会長、 LSA (生活援助員 ) 及 びボ ラ ン テ イ ア 等 、 で き る 限 り

実際 に現場で活躍 さ れた 方 々 の 意見 を 聴取で き る よ う 関係者 と 日 程 を 調整 し 、 計画 を 臨 め た 。

3 実施内 容 と 成果

概 要

迅速 に応急仮設住宅の必要戸 数 を 確保 で き た こ と が評価 さ れ た が、 建設用 地の確保 を は

じ め 、 地域性 も 考慮 し た事前の対応策が重要 と の指摘があ っ た 。

ま た 、 仮設住宅団地 自 治会長や生活支援 ア ドバ イ ザ 一 等か ら の ヒ ア リ ン グ を 通 じ て 、 ふ

れ あ い セ ン タ ー 、 自 治会の支援活動や入居者の生活状況の実情や課題 に つ い て 、 理解 を 深

め ら れた 。

こ れ ら に つ い て 、 応急仮設住宅の用 地確保等 に 係 る 事前準備の必要性や震災時の住 ま い

確保の た め の多様 な 施策 の検討、 心 の ケ ア の一層 の 充実 な ど、 検証 レ ポ ー ト に 反映 さ れた 。

検証 テ ー マ 「災害弱者へ の 配患 に 関す る 課題 と あ り 方J

1 検証委員名

国内検証委員 松原 一郎 関 西大学教授

国外検証委員 ジ、 ユ ン ・ ケ イ ル ズ、 障害政策 コ ン サ ル タ ン ト ( 米 国 )

2 実施計画の作成

当 初 、 「災害弱者」 の対象範囲が議論 と な っ た が、 阪神 ・ 淡路大震災が高齢社 会 下 の 災

害 であ っ た こ と 等 を 考慮 し 、 今 回 の 検証で は 、 高齢者 ・ 樟害者 ・ 低所得者 に 絞 り 検証 を 実

施す る こ と に な っ た 。

サ マ ー セ ッ シ ョ ン の 企画 に あ た っ て は 、 弱者への 支援策 を 実施 し た側 (行政等) と 受け

手側 (災害弱者) の状況や、 都市部 と 郡部の支援の取 り 組み な ど に つ い て 検証で き る よ う

留 意 し な が ら 、 関係先 と 日 程や調査内容の 謂 整 を 行 い 実施計画 を 固 め た 。

3 実施内容 と 成果

概 要

検証委員 は 、 全 ヒ ア リ ン グ ・ 現地視察 を 通 じ 、 各説明者 に 「今後、 震 災 の 教訓| を 、 どの

よ う に対策 に 反映 さ せ る 予定か」 と い う 問 い か け や 、 自 主 防災 に 関 す る 取 り 組み を 促す な

ど、 熱心 な 調査 を 続 け 、 被災地の実情 を 把握 し て い っ た 。

そ の調査結果 を 踏 ま え 、 検証 レ ポ ー ト の な かで 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 等 に お け る 自 主 防災活動

の必要性や 、 障害者等 に対す る 事前準備の啓発等の徹底、 グ ル ー プホ ー ム の有効性 な どが

指摘 さ れた 。
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検証テ ー マ 「ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を め ぐ る 課題 と あ り 方J

1 検証委員名

国 内 検証委員 山崎美貴子 明 治学院大学副学長

国外検証委員 1) ン ・ ベ 1) 一 前英国 チ ャ リ テ ィ 委員 会事務総長

2 実施計画の作成

国 内検証委員 か ら 、 被災地内外で行 わ れ た さ ま ざ ま な ボ ラ ン テ ィ ア 活動 に つ い て の ヒ ア

リ ン グ を 通 じ て 、 復興過程の 各段階 に お け る 災害 ボ ラ ン テ イ ア の果 た し た役 割 に つ い て検

証す る 必要があ る と の方針が示 さ れ、 そ れ に 沿 っ て ボ ラ ン テ イ ア 団体 は も と よ り 、 行政関

係者や社会福祉協議会な どの 関係者か ら も と ア リ ン グ を 行 う こ と と し た 。

ま た 、 国外検証委員 に つ い て も 、 そ の 意向 を 踏 ま え 、 震災以後の ボ ラ ン テ イ ア 活動の状

況、 あ る い は 県施策の取 り 組み状況等基本的 な 事項 を 把握 し た 上 で 、 活動 を 継続 し て い る

ボ ラ ン テ ィ ア 団体等 に対 し て現地 ヒ ア リ ン グ を 行 う こ と と し た 。

な お 、 具体的 な ヒ ア リ ン グ先 に つ い て は 、 検証委員 の ほ か 、 立木委員 (検証会議 テ ー マ

担 当 委員 ) の助言 も 踏 ま え て抽 出 し 、 日 程調整の う え 計画 を 固 め た 。

3 実施内容 と 成果

概 要

サ マ ー セ ッ シ ョ ン で は 、 ヒ ア リ ン グが中心 と な っ た が、 ボ、 ラ ン テ イ ア 活動 が行 わ れ て い

る 現地の状況 に つ い て も 可 能 な 限 り 調査 を 行 っ た 。 囲 内 検証委員 に お い て は 、 復興過程の

各段階 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 活動の 実態 に つ い て把握 の う え 、 災害 ボ ラ ン テ イ ア 活動 を 円

滑 な も の と す る た め に必 要 な 支援 の あ り 方等 に つ い て議論 を 深 め た 。 ま た 、 国外検証委員

に お い て は 、 神戸市西区 ・ 長 田 区 ・ 灘区 の ボ ラ ン テ イ ア 団体等 に つ い て の 現地調査 を 通 じ

て 、 若者の ボ ラ ン テ イ ア 活動への参加 に つ い て 関心 を 寄せ る と と も に 、 21世紀の 成熟社会

を 規座 に据 え た 県施策の取 り 組み 方 向等 に つ い て議論 を 深め た 。

検証テ ー マ 「被害程度の認定の課題 と あ り 方」

1 検証委員 名

国 内検証委員 重川 希志依 富士常葉大学助教授

2 実施計画の作成

検証委員 か ら 、 検証の主眼は震災の反省 と 教訓 に根 ざ し た発展性の あ る 対応 の検討 に あ

り 、 迅速性 と 的確性の確保 に焦点 を あ て 、 今後の被害認定 シ ス テ ム が ど う あ る べ き か考察

し た い と の 意 向 が示 さ れ た 。 サ マ ー セ ッ シ ョ ン の企画 に あ た っ て は 、 こ う し た考 え 方 を 基

本 に 、 各市町 の 担 当 者への ヒ ア リ ン グ を 通 じ て 、 認定の あ り 方 や 基準 な ど を め ぐ る 今設の

課題 を 抽 出 す る こ と を ね ら い に 、 関係者 と 日 程 を 調整 し 、 計画 を 固 め た 。
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3 実施内容 と 成果

概 要

検証委員 の他、 検証会議 テ ー マ担 当 委員 で あ る 林春男 京都大学防災研究所教授等 も 向行

し 、 神戸市、 明石市、 西宮市、 芦屋市、 北淡町 に お い て 、 そ れぞれ当 時の担当 者 と の グ ル ー

プ デ イ ス カ ッ シ ョ ン を行 い 、 被害認定事務 の 実情把握や課題の整理 を 行 っ た 。

市町側 か ら は 、 被害認定の 目 的 の 明確化、 具体的 な 判 定基準 や マ ニ ュ ア ル の 整備、 専 門

家 と 連携 し た体制づ く り 等 の意見が数多 く 出 さ れ、 こ れ ら に つ い て は 、 検証 レ ポ ー ト に お

い て 、 ①被害認定の 目 的 の 明確化 喧 被害認定の具体的 な 基準 (方針) の統一化 ③行政

や 専 門 家等 の 人員 体制 の 整備 な どの提言 に 反映 さ れ る こ と に な っ た 。

検証 テ ー マ 「生活再建 の た め の 公的 支援の課題 と あ り 方」

1 検証委員名

国内検証委員 E 近栄治 一橋大学教授

国外検証委員 シ ャ ー 1) ー ・ マ ッ テ イ ン グ レ ー コ ン サ ル タ ン ト ( 米 国 )

2 実施計闘の作成

検証委員 と 協議 の う え 、 次の事項 を 基本 に 関係者 と 日 程調整 を 行 い 、 計画 を 固 め た 。

① 現行の法制度の概要説明

災害救助法 ・ 被 災者生活再建支援法 な どの現行 の法耐震 に よ る 公的支援の枠組み に つ

い て整理す る 。

② 神戸市生活再建本部へ の 行政 ヒ ア リ ン グ

支給事務等の 窓 口 担 当 者か ら 、 災害弔慰金、 被災者 自 立支援金制度の 問題点や手続に

つ い て 説明 を 受 け 、 問題点 を 整理す る O

③ 現地視察等

復興が進ん でい る 地区 と そ う で な い地区 を対比す る と と も に、 災害復興公営住宅 を視察 し、

問題点 を 整理す る 。 ま た 、 主 な 被 災地 を 視察 し 、 阪神 ・ 淡路大震災の全体像 を 把握す る 。

3 実施内容 と 成果

概 要

現行の法制度の概要説明 の な かで は 、 災害救助法の適用 に あ た っ て は 、 特別基準 に よ り

フ レ キ シ ブル に 対応 し て い る が、 他 の 災害で も 同様 と は 限 ら な い ( 国 内検証委員 ) 、 ノ ー

ス リ ッ ジ地震 と 比べ支援 シ ス テ ム に大 き な 違 い は な い と 感 じ た ( 国外検証委員 ) な どの コ

メ ン ト カ宝あ っ た 。

ま た 、 行政 ヒ ア リ ン グの な かで は 、 支援 メ ニ ュ ー が後追い で追加 さ れ、 混乱 を 来 し た の

で は な い か ( 国 内検証委員 ) 、 ノ ー ス リ ッ ジ地震 で は 予 め メ ニ ユ } が提示 さ れ、 電話等 3

通 り の 方法で受付 を 行 っ た ( 国外検証委員 ) な どの コ メ ン ト があ っ た 。

さ ら に 現地視察等の な かで は 、 高齢者 問 題 は 地震で一気に顕在化 し て お り 、 項 目 を お こ
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し て 別 立 て で取 り 扱 う ( 国 内検証委員 ) 、 イ ン フ ラ な どす ば ら し い後興 を 遂 げ て お り 、 生

活 も か な り 復興 し て い る と 感 じ た ( 国外検証委員 ) な どの コ メ ン ト があ っ た ほ か 、 日 本で

は 地震 保 険 は 危険度 を 反映 し て い な い の で未発達、 未熟で あ る ( 囲 内検証委 員 ) 、 米国 で

は 自 助 が原 則 で あ り 、 地震保険の強制加入が議論 に な っ て い る ( 国外検証委員 ) な ど地震

保険に つ い て も 議論がな さ れた 。

こ れ ら に つ い て は 、 現行の法制度の見直 し と 公的支援の事前 ル ー ル の徹底 な ど、 検証 レ

ポ ー ト の 内 容 に 反映 さ れ た 。

検証テ ー マ 「住宅再建支援の課題 と あ り 方』

1 検証委員 各

国 内 検証委員 村上麗産 前横浜国立大学教援

国外検証委員 ク リ ス ト フ ァ ー ・ ア ー ノ ル ド 地震工学研究会会長 ( 米 国 )

セ ル ジ オ ・ プエ ン テ メ キ シ コ 大学教授

2 実施計画の作成

検証委員 か ら 、 ①板神 ・ 淡路地域の震災対策 を 検証 し 、 次 に 大地震が起 こ る か も し れ な

い地域の対 策 に 役 立 て る こ と が必要 ②復興の過程で 、 地域の つ な が り が崩 壊 し 、 コ ミ ュ

ニ テ イ が喪失 し た 可能性があ る ③地図情報 シ ス テ ム の活用等 に よ り 、 平時か ら 都市の状

況 を 把握 し 復興 に 役立 て る こ と が重 要 な ど の 問題意識が示 さ れ た 。

そ こ で、 ①公的住宅の大量供給 を は じ め と し た 、 様々 な 住 宅復興に 関 す る 施策 と そ の実

績 ②そ の 中 で取 り 組ん だ 、 高齢者向 け の シ ルバー ハ ウ ジ ン グや 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 を 重

視 し た コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ、 コ ミ ュ ニ テ ィ プ ラ ザ、な どの先進的 な 取 り 組み ③民間住

宅 の 共 同 化 や マ ン シ ョ ン 再建の状況 と 課題 ④住宅共済制度 の 実現へ向 け た取 り 組み な ど

を 中心 に サ マ ー セ ッ シ ョ ン を 実施す る こ と と な り 、 検証委員 の 意 向 に 碁づ き 調査先 な ど、

日 程 の 具体化 を 図 っ た 。

な お 、 そ の後、 〈工住宅復興 に お け る 、 民 間技術者や事業者、 ボ ラ ン テ イ ア 組織の役割 や

支援状況 ②兵庫県等 に お け る 地図情報 シ ス テ ム の 整備状況 な どの把握 を 目 的 と し て 、 追

加 の サ マ ー セ ッ シ ョ ン も 実施す る こ と に な っ た 。

3 実施内容 と 成果

概 要

ヒ ア リ ン グ や 現地視察 だ け で な く 、 検証委員 に よ る 意見交換が行 わ れ、 共通理解が深め

ら れた 。 主 な 意見 や コ メ ン ト は 、 次の と お り で あ る 。

@ 阪神 ・ 淡路大震災か ら の住宅復興 は 、 定量的 に は成功 だ っ た と 思 う 。

@ 住宅復興 3 カ 年計画 に あ る 12万 5 千戸の計画戸数 を 前提 に 、 い か に次世代 に つ な がる 復

興 を 行 う かが重要で、 あ る 。

@ 復興住宅 を 今後 ど う 生か し て い く か と い う こ と を 考 え る と 、 被災者や高齢者 を 集 め て 住
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ま わす こ と は必ず し も 良 い こ と で は な い。 こ の隔 た り を ど う 是正 し て い く かが課題 と な る O

・ 都市環境や都市状況 を 的確 に 把握す る こ と が重要で あ り 、 そ の た め の I つ の 道具 と し て

地域情報 シ ス テ ム (GIS) があ る O

・ 非常 に 悶難 な 状況の 中 で長期 的 な プ ロ グ ラ ム を 実行 さ れ た こ と に感銘 を 受 け た 。 ア メ リ

カ で 同 じ よ う な 震災が起 こ れば、 今田 と 同様の効果的 な プ ロ グ ラ ム を 実施す る の は 難 し

い だ ろ う 。

- 過去の例 を 取 っ て み て も 、 ア メ リ カ で は 、 公的 な プ ロ グ ラ ム は少 な く 、 民 間 に依存す る

ケ ー ス が多 か っ た 。 ノ ー ス リ ッ ジ地震の 際 に は 、 か な り 強力 に公的支援 が な さ れ た が、

そ れ で、 も 日 本 に 比べ れ ば小規模で、 あ り 、 質 的 に も あ ま り 良い と は い え な い。

@ 阪神 ・ 淡路大震災で経験 し た こ と を 、 他の世界、 他の地域 に 伝 え る こ と が我 々 の役 目 で

あ る と 考 え て い る O

・ コ レ ク テ ィ ブハ ウ ジ ン グ等 に つ い て は 、 設計デザ イ ン の閣 で メ キ シ コ と 共通点があ る O

メ キ シ コ で、 は パ テ イ オ カfあ っ た た め に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ カf う ま く t幾能 し た 。

検証テ ー マ 「被災者の 自 立支援 に 関 す る 課題 と あ り 方」

1 検証委員名

囲 内 検証委員 京極高宣 日 本社会事業大学学長

国外検証委員 ジ ョ ア ン ・ ニ グ デ ラ ウ ェ ア大学教授 (米国)

2 実施計画の作成

検証委員 と 協議 の う え 、 次の事項 を 基本 に 、 関係者 と 日 程調 整 を 行 い 、 計画 を 掴 め た 。

① 子供や高齢者 に 限 ら ず、 幅広 い年齢層 に わ た り 精神 的 な 影響 を 検証 し て い く 。 ま た 、

災害後、 普通の生活 に 戻 る と い う こ と が ど う い う こ と で、 そ の た め に どの よ う な 施策

があ る の か に 焦点 を 当 て る と と も に 、 日 米の 違 い 、 共通点 も 検証す る O

② 行政機関 だ け で な く 、 災害復興公営住宅、 NPO の 活動等 を 視察す る と と も に 、 現

場で直接業務 に携わ っ た 人 か ら も 話 を 開 く 。

③ こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー を 中心 と し た こ こ ろ の ケ ア 対 策 や 、 コ ミ ュ ニ テ イ ・ ピ ジ ネ ス

へ の 支援策の検証 を 行 う 。

3 実施内蓉 と 成果

概 要

こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー 職員 、 ス ク ー ル ア ド バ イ ザ 一 等か ら の ヒ ア リ ン グの ほ か、 災害復

興公営住宅 、 NPO の 活動状況等 を 規察 し 、 検証 ポ イ ン ト に 関 し て 、 十 分 な ヒ ア リ ン グ ・

現地調査がな さ れ た 。

検証委員 か ら は 、 ハ ー ド の復興が先 に進 ん だ結果、 残 さ れ た の は 精神 面 の 問題であ り 、

被災地 で は 様 々 な 対応策が と ら れて き た が、 今後、 大学教育 の 中 で も こ の 問題 を 取 り 組ん

で み た い と か、 世 界中 の ど の 災害 と 比較 し で も 、 そ の復興の 早 さ に 驚い て い る な どの コ メ
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ン ト があ っ た 。

ま た 、 こ こ ろ の ケ ア に 関す る 総合的対花、が必要で、 あ る こ と か ら 、 こ こ ろ の ケ ア セ ン タ ー

の 持 っ て い る 機能等の継承組織の整備が今後の 課題で あ る と か、 コ ミ ュ ニ テ ィ に重点 を 誼

い た支援策 に つ い て 、 今後数年 に わ た っ て 評価す る 必要があ る な どの点 を 指摘 さ れ、 検証

レ ポ ー ト に 反映 さ れ た 。

検証テ ー マ 『復興への取 り 組み体制 の課題 と あ り 方」

1 検証委員名

囲内検証委員 伊藤善 市 前借京大学教授

国外検証委員 デ イ ピ ッ ド ・ マ メ ン ニ ュ ー ヨ ー ク 行政研究所所長

2 買施計繭の作成

国 内検証委員 か ら は 、 大規模 な都市災害 に 際 し 、 時 間 の制 約 も あ る 中 で、 復興計画が ど

の よ う な 過程 を 経 て 策定 さ れ た の か、 ま た 、 国 や 市 町 、 市民 グ ル ー プ等 と ど の よ う な 連携

がな さ れて き た の か 、 現場 を 中 心 に 、 自 治体職員 や企業 ・ NPO の リ ー ダ 一 等 の 意見 を 聞

き な が ら 、 検証 を 進め た い と の 意 向 が示 さ れ た 。 そ こ で、 新野検証会議座 長 、 三木副座長

の助言 も 受け な が ら 、 復興計画 の 策定過程 に お け る 、 住民意見反映の た め の 取 り 組み や 、

出 さ れ た 意見 ・ 提言の検討状況、 ま た 、 震災当 初 か ら の 国 と の連絡調 整の体制 、 実現 し た

各種の特例措置等 に つ い て 、 資料 を 整 え る と と も に 、 復興許画策定時の 関係 者や 、 産業、

ま ち づ く り 等各方面の リ ー ダ一 等 と の デ イ ス カ ッ シ ョ ン がで き る よ う 日 程調 整 を 行 い 、 検

証委員 と 各分野の 関係者 と の 意見交換 を 中 心 と し た 実施計画が回 ま っ た 。

3 実施内容 と 成果

概 要

7 月 か ら 8 月 に か け 、 検証委員 の 意 向 に応 じ て事務局側 か ら 各種資料 を 送付 し 、 委員側

で、 文献 ・ 資料 に よ る 基礎 的 な 調査 を 実施 し た 。 9 月 に は 、 フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザや 医画整

理 ・ 再開発地 区 の 視察 を 行い 、 国内検証委員 と 、 復興計画策定時の委員 、 職員 と の意見交

換 を 行 っ た 。 ま た 、 復興の取 り 組み体制 に 関 す る テ ー マ は 、 財 源 の 冊 題 と 密接 な 関係があ

る こ と か ら 、 10月 に は 、 検証テ ー マ 「震災復興討源 の課題 と あ り }j は ? J の 関係者 と 分野

別 意見交換会 を 行 っ た ほ か 、 産 業や ま ち づ く り 関係者、 NPO リ ー ダー を 交 え 、 被災地各

地で、意見交換 を 進 め た 。

検証テ ー マ 「震災復興財源の課題の あ り 方」

1 検証委員名

国内検証委員 本 間 正 明 大阪大学副学長

2 実施計画の作成

検証委員 か ら 、 今 回 の 震 災 は 地方分権等の社会変革が求め ら れ始め た 頃 に 起 こ っ た も の
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で あ り 、 財 源 の あ り 方 に つ い て も 、 分権の視点か ら 考 え る 必要があ る と の切 り 口 が示 さ れ

た 。 ま た 、 提言 は 阪神 ・ 淡路大震災の み な ら ず普通的 な対策 と し て 、 別 の 地域で起 こ っ た

場合 に 当 て は め て み て も 有効 に機能す る も の に し な け れ ばな ら な い と の 問題意識 も 示 さ れ

た 。

検証 に あ た っ て は 、 基本的 な 金 の 流 れ を 時系列的 に整理 し 、 分析す る 方法 を 中 心 に 進め

る こ と と し 、 そ れ に必要 な デー タ を 提供 し 、 何度 も 打 ち 合 わ せ を 重 ね た 。 そ の結果、 サ マ ー

セ ッ シ ョ ン は 、 そ れ ま で の作業 を 総括 し 、 疑問 点 の 解決 を 図 る 場 と し て 活用 す る こ と に な っ

た 。

3 実施内容 と 成果

概 要

6 月 以 降、 検証テ ー マ担 当 課 か ら 、 各種封政資料 を 収集 ・ 提供 し 、 検証委員 が、 資料の

整理、 係数的分析 を 行 っ た 。 何度か関係者 間 で打 ち 合わ せ を 行 っ た 後、 1 0 月 間 日 に サ マ

セ ッ シ ョ ン を 実施 し た 。 討源問題は復興への取 り 組み体制 の 問題 と 密接 な 関係があ る こ と

か ら 、 検証テ ー マ 「復興へ の 取 り 組み体制 の 課題 と あ り 方 は ? J の 関係者 と 合同 で分野別

意見交換会 を 行 っ た 。

検証テ } マ 『復興 ま ち づ く り を め ぐ る 課題 と あ り 方」

1 検証委員名

国 内 検証委員 伊藤滋 慶麿義塾大学教授

国外検証委員 ケ ネ ス ・ タ ッ ピ ン グ カ ン ブ リ ア 市地域サ ー ピ ス 区 ゼ ネ ラ ル マ ネ ー

ジ ャ ー (米国)

2 実施計臨の作成

国 内検証委員 か ら 、 国 (公団) 、 謀、 市 町 の 閤 の役割分担、 民間 コ ン サ ル タ ン ト の役割、

事業地区 レ ベ ル の取 り 組みの検証 を 主眼 に 、 ①民間 コ ン サ ル タ ン ト 、 ま ち づ く り 協議会役

員 と の 意見交換の場 を 設 け る ②地区累計別 の 細 か な 現地調査 を 行 い 、 そ の と き に 地元 ま

ち づ く り 協議会役員や市町職員 、 公居職員 と の 意見交換の場 を 設 け る と い う 意向が示 さ れた 。

ま た 、 閏外検註委員 か ら 、 ノ ー ス 1) ッ ジ地震 に よ る ロ サ ン ゼル ス 地区 と の 比較、 住民合

意 の プ ロ セ ス の検証 を 主眼 に 、 行政 ヒ ア リ ン グ に 重点 を 置 き な が ら 、 我が国 の都市計画及

び都市計画事業の実情 を 把握 し た い と い う 意 向 が示 さ れ た 。

そ こ で 、 こ の 方針 に 沿 っ て 、 市町、 ま ち づ く り 協議 会役員 、 民 間 コ ン サ ル タ ン ト 等 と の

日 程調整 を 重ね 、 実施計画 を 固 め た 。

な お 、 関 内検証委員 に つ い て は 、 10月 に 地[玄別現地調査 を 追加実施 し た 。

3 実施内 容 と 成果

概 要

国 内検証委員 に つ い て は 、 実施計画 に 沿 っ て 、 主 と し て 国 、 県、 市町の 関係 や 、 民 間 コ
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ン サ ル タ ン ト の役割 な ど に 関 し て 重点 的 に調査がな さ れ、 地 区 別 の 現地調査 に よ る き め 細

か な 実情把握 も な さ れ た 。 ま た 、 国外検証委員 に つ い て は 、 わが国 の ま ち づ く り 事業 に つ

い て重点的 に 調査 さ れ、 関係者 と の 意見交換等 を 通 じ て 、 ま ち づ く り 協議 会 の 活動状況 な

と守 に つ い て も 理解 を 深め ら れた 。

こ れ ら の調査結果 は 、 ① 自 治体、 都市基盤整備公団 、 ま ち づ く り コ ン サ ル タ ン ト と の連

携体制 の 整備 ② ま ち づ く り 協議会の定著 と 白 地地域での ま ち づ く り 協議 会 の 組織化の促

進 な ど、 検証 レ ポ ー ト に 反映 さ れ た 。

検証テ ー マ 『既存建築物 (住宅等) の耐震補強の課題 と あ り 方」

1 検証委員名

国内検証委員 岡 田恒男 芝浦工業大学教授

2 実施計画の作成

検証委員 か ら 、 被災地 内 の 建築物の現在の状況、 震災以後各地方公共団 体 の 耐震改修 に

関す る 取 り 組み状況、 耐震改修 に 関 す る 市民の意識が論点 と し て示 さ れ た 。

そ こ で、 サ マ ー セ ッ シ ョ ン に先立 ち 、 ① (社 ) 日 本建築学会が行 っ た 学校建築被害調査報

を も と に 、 兵庫県教育委員会の協力 に よ る 追跡調査 ②兵庫県営繕課か ら 46都道府県及

び県内全市町 に 対す る 耐震改修の取 り 組み状況 に係 る ア ン ケ ー ト 調査 ③神戸市、 姫路市

の協力 に よ る 謝震改修 に対す る 市民の 意識調査 を 実施 し 、 資料 を 検証委員 に 提供 し た 。

こ れ ら の 基礎調査 を 踏 ま え 、 行政担 当 者の ヒ ア リ ン グ、等の サ マ ー セ ッ シ ョ ン の実施計画

が悶 ま っ た 。

3 実施内容 と 成果

概 要

県有施設及 び文教施設の追跡調査で は 、 各建築物 と も 被災状況 に 応 じ た対応がな さ れて

い る こ と を 確認 し た が、 全 国 及 び県 内市 町への ア ン ケ ー ト 調査 を 通 じ て 、 地 方公共団体が

抱 え る 耐震改修工事 に 関す る 課題 も 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 市民へ の 意識調査 に お い て も

耐震改修への意識の高 さ は み ら れた も の の 、 実 際 に は 改修工事が進 ん で い な い 現状が明 ら

か に な っ た 。

現地調査 に お い て は 、 こ う し た 状況 を 実際 に現地で確認 し 、 そ の結 果 を も と に 、 公共建

築物 の離震補強工事の計画的推進、 民 間 建築物の鮒震診断 ・ 謝震補強 に対す る 啓発や経費

の支援な どの提言が ま と め ら れ た 。

検証テ ー マ r都市基盤の復興 の課題 と あ り 方J

本 テ ー マ に つ い て は 、 国外検証委員 の 選任 に あ た り 、 復 旧 ・ 復興の 過程 や そ の効果 と い っ

た ソ フ ト 面 を ア ン ダ ー ソ ン 教授、 構造物 の耐震性 に 係 る 諜題等の ハ ー ド閣 を ア イ ワ ン 教授

が担当 す る こ と と し 、 サ マ ー セ ッ シ ョ ン も 2 田 に分 け て 実施 し た の で 、 そ れぞれ に つ い て
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と り ま と め る こ と と し た 。

1 第 1 囲 サ マ ー セ ッ シ ョ ン ( 8 月 実施分)

1 検証委員名

国 内検証委員 古 川 和 広 関西大学教授

圏外検証委員 オ ー ケ ー ・ ア ン ダ ー ソ ン ス ウ ェ ー デ ン 王支工科大学教授

2 実施計画の作成

サ マ ー セ ッ シ ョ ン の 実施 に あ た り 、 検証委員 の 意 向 を 確認 し た結果、 次の視点か ら 調査

等 を 行 う こ と に な っ た 。

@ 都市碁盤の被害の市民生活 ・ 経済活動への影響

@ 都市基盤の 緊急対応 ・ 復旧方法の適切性

@ 都市基盤の復旧 ・ 復興の 市民生活 ・ 経済活動 の 回復への効果

・ 復興計画掲載の事業 に つ い て 、 進捗状況、 遅 れて い る 要 因 、 推進上 の 諜題

そ こ で、 調査先 と し て 想定 さ れ る 兵庫県庁内 関係課、 神戸市等被災市町及 び鉄道 、 電力

等民間事業者 に協力 を 依頼 の う え 、 具体的 な 日 程調査 を 進 め た 。 な お 、 国 外検証委員 の 日

程等 に つ い て は 、 ア ン ダ ー ソ ン 教授 と 国識 の あ る 小林潔司 京都大学教授 を 通 じ て 調 整 を

行 っ た 。

3 実施内容 と 成果

概 要

サ マ ー セ ッ シ ョ ン を 通 じ て 、 検証委員 か ら 「坂神 ・ 淡路大震災の復旧 ・ 復興の早 さ に驚

い た 。 ス ピ ー ド は 重要で、 あ り 、 コ ス ト がか か っ て も 実施す る こ と が肝 要 で、 あ る 。 」 、 「都 市

基盤の 頑健性 (robustness) を 高 め る 方法論 と し て は 、 格子型高規格道路網 (6-6軸) の

計聞 は 賢 明 で あ り 、 他 の ネ ッ ト ワ ー ク も 頑健性 を 重視すべ き oJ 、 「災害復 旧 の資金 に つ い

て は全て を 税金 で ま か な う の で は な く 、 保険 を 活用 す る と い う 発想があ る O そ う す れ ば、

被災者 に 短期 間 で あ れ過大 な 負担 を か け な い で す む o J な どの意見が出 さ れ、 こ れ ら は 、

検証 レ ポ ー ト に 反映 さ れ た 。

E 第 2 闘サ マ ー セ ッ シ ョ ン ( 1 0 月 実施分)

1 検証委員名

国外検証委員 ウ イ ル フ レ ッ ド ・ ア イ ワ ン カ リ フ ォ ル ニ ア 工科大学教授

2 実施計盟の作成

検証会議 テ ー マ 担 当 委員 の土岐委員 の助言 を 得 な が ら 、 検証委員 の 意 向 を 確認 し た結果、

次の視点 か ら 調査等 を 行 う こ と に な っ た 。

@ 被害状況 (構造物 の破壊現象の 内容、 原 因 解析 ・ 究明 )

復 旧状況 (復旧工法 と 選定理 由 、 耐震 レ ベ ル の 設定水準、 復旧工法の合理性)

そ こ で、 調査先 と し て想定 さ れ る 運輸省 、 兵庫県庁 内 関係課、 阪神高速道路公団 、 神戸

市等被災市町及 び鉄道 、 電力等民間事業者 に協力 を 依頼 の う え 、 具体的 な 日 程調整 を 進め
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た 。

な お 、 国外検証委員 の 日 程 に つ い て は 、 ア イ ワ ン 教授 と 商識の あ る 家村浩和京都大学教

授 を 通 じ て 調整 を 行 っ た 。

3 実施内 容 と 成果

概 要

検証委員 か ら 、 阪神 ・ 淡路大震災の構造物 の復旧 に つ い て は 以 下 の 7 つ の視点で検証す

る 必要があ る と の 見解が治 さ れ、 そ れ に 沿 っ て 調査等 を 行 い検証 レ ポ ー ト が ま と め ら れ る

こ と に な っ た 。

① 被災の原 悶 の 評価

② 将来の リ ス ク 、 危険性 に対す る 評価 、 予見

③ こ れ ら の対応 の優先順位

④ 後!日の 日 標値 の 設定

上記の 目 標及 び優先順位 の 中 か ら の 選択作業

⑥ 当 該方策が妥 当 で あ っ た かの検証

⑦ 継続的 な プ ロ グ ラ ム の 実施 と 方策の改善 ・ 評価

検証テ } マ F本格的産業復興 を め ぐ る 課題 と あ り 方」

1 検証委員名

国内検証委員 関 満博 イ語大学教授

問外検証委員 ピ ー タ ー ・ タ ー リ ク PMT 杜代表取締役社長 (英国)

2 実施計酪の作成

検証委員 に 実施方針 を 確認 し た と こ ろ 、 国内検証委員 に つ い て は 、 地域産業 の復興状況、

対策の効果 な ど を 中 心 に 産業復興全般 を 検証 し 、 国外検証委員 に つ い て は 、 専 門分野で あ

る ゾー ン 施策 及 び、企業誘致 に つ い て の検証 を 分担す る と の 意 向 が示 さ れ た 。 ま た 、 効率的

に サ マ ー セ ッ シ ョ ン を 進 め ら れ る よ う 、 問委員 は あ え て 同時期 に 別 々 の行程 を と る と い う

前提で 日 程調 整 を 行 う こ と に な っ た 。

こ の ほ か、 中小企業 の み で な く 、 大企業の復興の取 り 組み も 調査対象 と す る こ と 、 関係

機関 と の意見交換の時間 を と る こ と な ど、 検証委員 の方針 に 沿 っ て 、 具体的 な 日 程 を 固 め た 。

3 実施内 容 と 成果

概 要

サ マ ー セ ッ シ ョ ン で の ヒ ア リ ン グや現地視察 を 通 じ て 、 国 内 検証委員 か ら は 、 産業復興

は 日 本経済の抱 え る 構造転換 を 他 に 先駆 け て 促進す る こ と に他 な ら ず、 検証 レ ポ ー ト に は 、

単 に 検証結果 だ け で な く 、 被災地が将来 に 希望 の 持て る よ う な 提言 を 盛 り 込む方向 で ま と

め て い き た い と の コ メ ン ト があ っ た 。

ま た 、 国外検証委員 か ら は 、 企業誘致 に 関す る 施策や情報提供が一体性 ・ 一貫性 に 欠 け
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る こ と の な い よ う 、 投資サ ポ ー ト セ ン タ ー の役割 を 強化 レ清報の一元的 な 提棋 に 努 め る べ

き で あ り 、 検証 レ ポ ー ト の な かで取 り 上げて い き た い と の コ メ ン ト があ っ た。

検証 テ ー マ 「歴史遺産の復旧等、 地域文化 を め ぐ る 課題 と あ り

1 検証委員名

国内検証委員 端信行 国立民族学博物館教授

2 実施計画の作成

検証委員 と 協議 を 重 ね た う え で、 次の事項 を 基本 に調査先 を 抽 出 し 、 調査依頼 と 日 程調

整 を 行 っ た 。

① 検証の 基本的 な 姿勢 と し て 、 行政等 の サ ッ プ ラ イ ヤ ー サ イ ド か ら の適切 で あ っ た か否

かの規点で は な く 、 ユ ー ザ ー サ イ ド か ら 見 た 特 に 、 震災後の対応が満足の い く も の で あ っ

た か否 か の 視点 で検証す る 。

② 補助事業で行 っ た事業、 民 間 が 自 費 で、行 っ た事業、 そ し て で き な か っ た 事業等 を 整理

し て 、 人的資源 ・ 資金等が どの よ う な バ ラ ン ス で配分 さ れた か を み る 。

③ そ れが人 々 に 受 け 入 れ ら れた 時、 文化の 基底 を な す精神風土 に どの よ う な 影響 を 与 え

る か と い う こ と に つ い て 、 考 え る 糸 口 と な る こ と を ね ら い と す る 。

3 実施内 容 と 成果

概 要

サ マ ー セ ッ シ ョ ン を 通 じ て 、 文化資源群、 文化資源利用者、 丈化資源支援者が三位一体

と な っ た 関係 の模索がな さ れ た 。 そ う し た観点か ら み る と 、 行政の 支援配分方法 は 、 利用

者側 か ら 見 て狭小 で あ る と い え る ほ か、 支援組織 も 専 門 分化 し て お り 、 利 用 者 と の 中 間 に

い わ ゆ る 「マ ネ ー ジ ャ ー 」 等 の翻訳者が必要で あ る と の指摘があ っ た 。 ま た 、 毎旧復興事

業 の 柔 軟 な 拡 大 、 行政の部局 間連携、 地域文化 コ ー デ イ ネ ー タ ー の 育成 が必 要 な ど 多 く の

指摘がな さ れ、 検証 レ ポ ー ト に 反映 さ れ た 。

検証 テ ー マ F災害 時 に お け る マ ス コ ミ の役割 に 関 す る 諜題 と あ り 方』

1 輪証委員名

国 内 検証委員 産井惰 東京大学社会情報硯究所所長

2 �建擁計画の作成

検証委員 か ら 、 災害時 に マ ス コ ミ は ジ ャ ー ナ リ ズ ム で あ る と と も に 、 被災者に役立つ情

報 も 提供す る 必 要 が あ る と い う 視点 か ら 検証 を 行 い た い と の 意 向 が示 さ れ、 サ マ ー セ ッ

シ ョ ン で は 、 新聞記事そ の も の の調査は行わず、 震 災 当 時 の 行政 ・ ラ イ フ ラ イ ン 各社、 及

び地元マ ス コ ミ の 関係者か ら の ヒ ア リ ン グ に重点 を 置 く こ と に な っ た 。

具体的 に は 、 震災時の新開 ・ 放送 の 活動 自 体で は な く 、 マ ス コ ミ と 行政、 マ ス コ ミ と ラ

イ フ ラ イ ン 、 マ ス コ ミ と 被災者 (被災者 に役立つ 生活情報 を ど う 伝 え た か) と の 関 わ り に
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つ い て 、

@ 震災報道 の 姿勢 と 取材手法

@ 震災時 に お け る 行政、 ラ イ フ ラ イ ン か ら の情報提供の 状況

@ 報道機関 か ら の取材 に対す る 行政、 ラ イ フ ラ イ ン の感想

・ 災害放送要請協定の状況

の 4 点 か ら 調査 を 進 め る こ と と し 、 そ の た め に必要 な ヒ ア リ ン グ先 を 検証委員 と 協議 し な

が ら 抽出 し、 個 別 に 日 程 を 調 整 し て計画 を 囲 め た 。

3 実施内 容 と 成果

概 婆

行政 ・ ラ イ フ ラ イ ン ・ マ ス コ ミ の 関係者 ご と に グ ル ー プ イ ン タ ピ ュ ー を 実施 し た 。 ほ ほ

当 初 に 想定 し た論点 に 沿 っ て ヒ ア リ ン グが行 わ れ たが、 行政の 自 主媒体に よ る 情報提供 ・

メ デ ィ ア ( 特 に 県外マ ス コ ミ ) の 取材手法への感想 ・ ヘ リ コ プ タ ー 取材 に 関 し て は 、 改 め

て 重点 的 に 聴取 し た 。

サ マ ー セ ッ シ ョ ン を 通 じ て 、 震災当時の行政や ラ イ フ ラ イ ン の マ ス コ ミ 対応や情報提供

の状況、 メ デ ィ ア 特牲 に よ る 報道手法や被災者で も あ っ た メ デ ィ ア と そ う で な い メ デ ィ ア

の 取材手法の 違 い な ど に つ い て 、 一層 の 理解が深め ら れ、 「マ ス メ デ ィ ア に 依存せず、 自

分の メ デ ィ ア を も つ こ と J r メ デ ィ ア 特牲 に よ る 機龍分担」 、 「取材 ・ 報道体制 の 是正」 、 「共

同取材」 等、 検誌 レ ポ ー ト に 反映 さ れ た 。

( 6 ) 検証結果の報告

① 震災対策国際総合検証報告会の開催

2000年 l 月 10 日 、 12 日 、 14 B に の 3 日 間 で 国 際会議場の メ イ ン ホ ー ル と 国 際 会議室 を 利

用 し 、 同 時並行方式 で 開 催 さ れた 。

延べ 3 日 罷 で 、 約3 ， 000人が参加者があ っ た 。

国外検証委員 と 検証会議委員 の 各 2 人が、 や む得 な い 理由 に よ り 欠席 し た ほ か は 、 51 人

の検証委員 、 検証会議委 員 が 出 席 し 、 報告や 意見交換が な さ れ た 。
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検証結果報告の概略

(兵庫県、 震災対策図際総合検証会議)

[内容] 検証委員 に よ る 検証結果の発表

・ 検証結果報告 園内検証委員

国外検証委員
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(表 8 ) 

ア

[会議] 神戸00際会議場

[報告] 報告会 ご と に学識者、 行政機関者等約

240�300人

; 午
1 例

1 2  
日 l
1 lf. 
; 後

表
。パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

検証結果や総括報告 を 新 し い 世紀 の 震災対策 に ど う 生か し て い く か国際的な祝点

か ら論議

[会場] ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸

[規模] 約500人

[後援] 総球府阪神 ・ 淡路復興対策本部、 国土庁、 自 治省消防庁、 NHK

間社、 被災10 市10間]

l 午

; 前

1 4 ト ←

-'r 
R ! 

ン ポ ジ ウ ム
(兵康l果、 務 訂 新 開社主催〕
( 15 ・ 40� 18 : 30) 

[ 内容J O開会 (主催者あ い さ つ 、 来賓あ い さ つ)

O総括報告 (渓災対策思際総合検証会議座長)

検託会議 に お い て 、 検証結果の要約や そ れ を も と に と り ま と め た総括報告等の 発
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* 1 月 9 8 に朝 日 新開社が震災検説会議開幕記念 フ ォ ー ラ ム 「終を 求 め て 神戸 ・ ト ル コ ・ 台湾か ら 」 を 開催 し た。
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(表 9 ) 検証報告会の概要

醐体側命制制H日1 (1ω川0川!礼 1凶O 一 : 0∞O …一一一一一一一 一 …一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一 「
�f復集興への収 り 組み体制のi課課題 と あ り 方』

。 伊藤 袴市 がJ骨子京大学教授
。 デ ィ ピ ッ ド マ メ ン ニ ュ ー ヨ ー ク 行政側究所所長

* 小西 成生 神戸大学経済経営研究所教授

伊藤芳 市委員、 マ メ ン委員か ら 、 今後の 災吉:に備え地方主体の復興 を f五iが支 え る 仕組み の 法制 度化の検討 、

震災復興に係 る 医 か ら 地)J�への ト 分な権限や財源の委譲 と 問、 地方及び官民各部 門 のパ ー ト ナ ー シ ッ ブの 強 i 
化、 住民に対す る 復興対策 に つ い て の 「説得」 よ り も 「納得」 を 重視 し た 合意形成 シ ス テ ム の 開発 な ど、 検

証 レ ポ ー ト の 要 旨の報告がな さ れた 。 こ れ を 受 け て 、 小西委員 は 、 復興計一]181 を 推進す る う え で の行政 と 住民

と の信頼関係の重要性な ど を 指摘 し 、 締め く く っ た。

f震災復興l!tì['i\の課題 と あ り 方 』

。 本間 正明 大阪大学liílJ学長

* 林; 敏彦 大阪大学教授

本問委員 か ら 、 凶 全体の リ ス ク シ ェ ア ー の観点 に 立 っ た特別交付税の改革 に よ る 災害財源 フ ァ ン ドの確保、

条件付補助 令の慎重 な 利 用 と 用途 を 限定 し な い財 源の確保 な ど、 検証 レ ポ ー ト の 要 旨が;申告 さ れ、 r lq 主財

源 の 強化 は も と よ り 、 災 害が起 こ っ た と き の こ と を 常 に ロ ー ル オ ー バ ー し て 将来へ結びつ け て い く 作業 と が

椙 ま っ て 、 震 災 を 教訓 と し た新た な シ ス テ ム を 構築で き る り と い う コ メ ン ト があ っ た O こ れ を 受 け て 、 林

敏彦委員 は 、 国が災符u寺 に お け る 使途の 白 出 な財源 を つ く り 、 効巣的 に活動で き る よ う に し て お く 必要性 を

重ねて指摘 し締め く く っ た 。

口 こ の後、 会場 と の 質疑が続 き 、 最後 に小 [1日委員が、 「検証委 員 の 共通 の キ ー ワ ー ド は パ ー ト ナ ー シ ッ ブ

と い え る 。 公 と 民、 NPO、 NGO が どの よ う に連携 し て新 し い社会 を 構築 し て い く かノ示唆があ っ た と 思 う 。」

と 総括 し て報告会 を 終 え た 。
ト一一一一一 一一一一一一一一…一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一i i性生i活岳 . イ住主宅再建支援1 (川 、 1ω0 : OωOト日�lロ2 : 00 メ イ ン ホ 一 ル 司会 原 1 I 眼康牒県岬専 門 員 )! 引叩叩!円肝阿1卯frfIj再酌F

O 旧近 5栄;於ミj治命 占橋大戸やF教授

。 シ ャ ー リ ー ・ マ ッ テ イ ン グ レ ー コ ン サ ル タ ン ト (米凶)

牢 ißJ[1奇 主主練 神戸大学教授

日i近委員、 マ ァ テ イ ン グ レ ー 委員 か ら 、 災害救助 - 復興法の制定の検討等、 現行の法制度の比 [1'( し と 公的

支媛の 'jí前 ル ー ル の徹底、 住宅 ・ 建物所有者への地震保険の義務づけや公的支援 に 係 る 1:1 米比較 な と 、 検討:

レ ポ ー ト の 要 旨が報告 さ れ、 田辺委 員 か ら 「東宗の よ う な大都市での災ヂJを怨、主主す る と 、 平侍か ら の ドI l!!J努

力 と 自 ら のか で は 1"] 立で き な い 人 を 的確 に把握 し 、 速やか に社会的保障 と し て救済で き る シ ス テ ム が必妥で

あ る oJ 、 マ ッ テ イ ン グ レ ぃ 委 員 か ら 「行政は 、 彼災者の ニ ー ズの変化 を 的機 に と ら え 、 問、 県 、 市 I1rTが連携

し て 支援策 を 講 じ る こ と が重要で あ る 。」 と い う コ メ ン ト があ っ た。 こ れ を 受 け て 雫[[1奇委員 l土 、 検説委員 か

ら 報2!こ;の あ っ た公的支援の原関原則 、 自 助 JI，助 ・ 公助の 関係の整理な どの京要性 を 指摘 し 、 締め く く っ た。
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卜函一ι)子一 一一一一一一
。 村 ヒ 庭直 !日J横浜出 立 大学救助l O ク リ ス ト ア ァ ー ー ド 脇 工学研究会一氏j)

* 巽 干11* 京都大，'1:名 誉教授 | 

村上委員 、 ア ー ノ ル ド委員治、 ら 、 住宅共済制皮の早 期実現、 マ ン シ ョ ン の再建に 関 す る !日所有 法 の 見直 ; 

。 イ ア ン ・ デー ピ ス ク ラ ン フ ィ ー ル ド大や教授 (英[ [J )

* 宮崎 益輝 神戸大学者[\ 市安全研究セ ン タ ー 教夜

役、I U委員 、 デー ピ ス 委員 か ら 、 教 員 の 防 災 に 対す る リ テ ラ シ ー の泌養や、 市 町 、 子:校、 地域 コ ミ ュ ニ テ ィ

相 互の 役割分拘 と 述携強化 な ど、 検i\jl レ ポ ー ト の 要 旨 の 報告がな さ れた 。 こ れ を 受 け て 、 室崎委員 は 、 ①逃

} 難 者 を 減少 さ せ る こ と がで き る 取 り 組み ③教員 に負担 を か け な い運営の{J組み ③学校が避難所機能 を 来

t�T t�川町の配慮叫町 を 指摘 し 締め く く っ た o な お 川遊附? と す る こ と 叫 にl つ い て … 哨す苛糊[晴淵機慨能叩の一伽断山叶f鴻恥あ恥つ

『円!必急仮i投没T住主宅 を め くぐぐ、哨、 る 』胞白策の:課果題 と あ り 方』

口 三浦 文夫 武蔵野次 子大学特{l教授

。 イ ア ン デー ピ ス ク ラ ン フ ィ ー ル ド 大よf数段 ( 英国 )

牢 新野 次郎 州事[1戸都111問題研究所長

三浦委員 、 デー ピ ス 委員 か ら 、 応急仮設ít宅用 地の線保 を は じ め事前の実践的準備や研究の推進、 入 ト者 I

に 対 す る 社会的支援施策の A層 の充実 な ど、 検証 レ ポ ー ト の 要 旨の報貯がな さ れた 。 こ れ を 受 け て 、 事rr�]子r+í I 
長 は 、 震災の長大の反省 ，(( と し て すよ前の危機管Jljl の体fljljがで き て い な か っ た こ と を あ げ、 ミ iFfJ委 員 の 王子葉 を i 

借 り れ ば応急仮 党íì:宅対策 に つ い て も 事前対策が I�道であ る と お嫡 し 、 締め く く っ た 。 !
災害弱者 ー ボ ラ ン テ ィ 7'l (10 H 、 13 : OO�15 : 00 メ イ ン ホ ー ル 司 会 : )民 出兵庫県広報専 門 員

l 災符弱者への配慮 に 関 す る 課題 と あ り 方

| 口 松原 一郎 防両大学t教授 | 

o ジ ュ ン ケ イ ル ズ 附芹政策 コ ン サ ル タ ン ト c*凶

: 申 2問 武敏 似長寿子1:会研究機構想事長 ; 
Æi�原委 員 、 ケ イ ル ズ委員 か ら 、 地域 コ ミ コ ニ テ イ に お け る �援護お の把探 と 対応策の終備、 避難所、 応急

I 1反没住宅、 陪久付i宅等 に お け る バ リ ア フ リ ー 設計の徹底 な ど、 検証 レ ポ ー ト の 要 旨 の報行がな さ れた 。 こ れ

| を 受 け て 、 野尻委員 は 、 松原委員 か ら は主 と し て行政の対応 の あ り )j 、 ケ イ ル ズ委員 か ら は 巨 と し て障害者 ・

隊拝者団体 ・ コ ミ ュ ニ テ ィ が述J12 し た j L1汽: に 強 い シ ス テ ム づ く り と い う 訴か ら 発表がな さ れ た こ と を 指摘 し 、

締 め く く っ t� o 一一一一一 一一一 i
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『 ボ ラ ン テ ィ ア 活動 を め ぐ る 課題 と あ り 方』

。 山崎 美貴子 明治学院大学部学長

O リ ン ペ リ ー 前英国チ ャ リ テ ィ 委員会事務総長

* 芹 田 健太郎 神戸大学教授

UJ崎委員 、 ベ リ ー 委員 か ら 、 阪神 ・ 淡路 大震災での ボ ラ ン テ イ ア活動の変遷 に つ い て の分析、 ボ ラ ン テ ィ

ア セ ク タ ー の活動 に よ る 持続可能 な市民社会づ く り な ど、 検証 レ ポ ー ト の 要 旨の報告がな さ れ た 。 こ れ を 受

け て 、 芹問委員 は 、 検証委員 の発表 を 踏 ま え 、 ボ ラ ン テ イ ア の 力 を 生かす多様性 に 満 ち た社会づ く り に果 た

す民苅 の役割の重要性 に つ い て指t高 し、 締め く く っ た 。

口 こ の後 、 立 木茂雄委員 ( 関問学院大学教授) の進行 に よ り 、 河 テ ー マ の検証委員 、 検証会議委員 に よ る

意見交換が行 わ れ た 。 松原委員 か ら 災害救助法の課題、 ケ イ ル ズ委員 か ら 高齢者、 障害者 を 含め た 災 害 に 対

す る 事 前 準 備 の 主主要性、 山 崎 委員 か ら ボ ラ ン テ ィ ア コ ー デ イ ネ ー タ ー の育成 や ボ ラ ン タ リ ー 活動 団体聞 の

ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 、 ペ リ ー 委員 か ら 行政、 企業、 市民、 NPO、 NGO 向 の信頼の醸成、 野尻委員 か ら コ ミ ュ

ニ テ ィ の役割の主主要性、 芹 白 委員 か ら 同際防災協 力 の 推進 な ど、 様 々 な意見が出 さ れた 。 立木委員 は従来防

災 と い う と 自 然科学か ら の ア ブ ロ ー チが 中 心 だ っ た が、 20の検証 テ ー マ の半分は社会科学の領域に な っ て お

り 、 一般市民の跨で災害が社会現象であ る こ と が認識 さ れる よ う に な っ た こ と を 指摘 し 、

[ 防災体制1 ( 12 日 、 9 : 30�12 : 30 間際会議室 司 会 : 吉津兵庫県広報専 門 員 )

『初動体制の 課題 と あ り hJ

O 吉井 博明 東京経済大学教授

。 リ チ ヤ ー ド ア イ ズ ナ ー カ リ フ ォ ル ニ ア 州 政府緊急、業務局 沿岸地域行政官

O レ イ ム ン ド ブ ノ ン バヤ ン フ ィ リ ピ ン 国立地震火山研究所長

* 林 若手1f:l 京都大学防災研究所教授

最 初 に林委員 か ら 、 初動体制j につ い て は 、 い か に迅速かつ 的確に体制 を つ く る こ と がで き る か と い う 点が

重要 と の コ メ ン ト があ り 、 報告会 を ス タ ー ト し た 。 吉井委 員 、 ア イ ズ ナ ー 委 員 、 ブ ノ ン パ ヤ ン 委員 か ら 、 広

域 的 な 防災 1等 門 家 の 育成 と ネ ッ ト ワ ー ク 化、 様 々 な 災筈 に柔軟に 対 応、 し う る 計画づ く り 、 地 震稔視網の充実

な ど、 検�IE レ ポー ト の 要 旨 の 報告がな さ れ た 。 特 に 吉井委員 か ら は 、 今、 阪神 ・ 淡路大震災 と 同 じ 地震が起

き れ ば初動対応は ど う 変わ る か と い う 観点 か ら 評何がな さ れた 。

r海外か ら の応援部隊の受入れ の 課題 と あ り 方』

O 河 問 点昭 京都大学防災研究所教授

C リ チ ヤ ー ド ア イ ズ ナ ー カ リ フ ォ ル ニ ア 州 政府緊急、業務局沿岸地域行政官

O 林 泰男 京都大学紡災研究所教授

河 問 委員 、 ア イ ズナ ー 委員 か ら 、 国 際緊急援助隊の機能拡充、 海外の応援部隊、受 け 入 れ に 係 る 後方業務面

での支援体制jづ く り な ど、 検証 レ ポ ー ト の 要 旨 の 報告がな さ れた 。 ま た 、 海外か ら の応援部隊の受け入 れ は 、

国 内で充足で き な い ニ ー ズの あ る 場合 に 限 る べ き と の意見 も 示 さ れ た 。 林委員 は 、 先 に報告の あ っ た初動体

制 の 問題 も 含め、 国 レ ベ ル で の指揮、 調 整 シ ス テ ム を 見直す必要があ る こ と 、 ソ フ ト 閣 に つ い て も

ス ト を か け な い と う ま く 機能 し な く な る こ と に つ い て指摘 し 、 締め く く っ た 。

638 �一章 @ 行政 に よ る 検部



と あ り 方」

。 熊谷 良雄 筑波大学教授

O グナ セ ルパデユ レ イ カ リ ブ オ ル ニ ア 州什州、'1立火学サ ン ホ ゼ

* 室i崎i崎奇 益輝 神戸大学教授

熊谷委 員 、 セ ルパテ、 ユ レ イ 委員 か ら 、 常備消 防の広域的かっ組織的i軍用 と 住民 、 渋防団 と の 連携強化、 同

II�多発火災 に 的機 に 対応す る た め の早期被害推定 シ ス テ ム の 活用 や多様 な 消 防水利 の確保、 教育施設や危険

物E室内貯蔵所 に お け る 事故や 火災の予 防対策の 強化な ど、 検証 レ ポ ー ト の要 旨の報告がな さ れた。 特 に セ ル

パデュ レ イ 委員 か ら は危険物 に 絞 っ て検証報告がな さ れた 。 ま た 、 熊谷委 員 か ら 、 阪神 淡路大震災の際に

は ヘ リ 消 火は国難であ っ たが、 今後、 デー タ の 蓄積、 訓練、 地 上消防隊 と の連携な ど条件整備 を 行 う 必要性

が指摘 さ れ た 。 こ れ を 受 け て案IÙ奇委員 は 、 予防対 策、 災害想定 を 踏 ま え た対応、の準備、 基礎的 な対 応 力 の 強

化、 広 域 的な 応援体制の重要性 を 指摘 し 、 締め く く っ た。

め ぐ る 課題 と あ り 方」

関 満博 一橋大学教授

一 一 .ロJ'i< ， 

。 ピ ー タ ー タ ー リ ク 英 国 PMT 社代表取締役

キ 三木 信 一 前神戸商科大学学長

関委員 、 タ ー リ ク 委員 か ら 、 新農業の創造や既存産業の構造改革の推進、 エ ン タ ー ブラ イ ズ ゾー ン を は じ

め規制緩和、 多様性、 柔軟性の視点 に 立 っ た 取 り 組み の推進、 被災地 と 世 界が直結 し た産業交流の促進 な ど、

レ ポ ー ト の 要 旨 の 報告がな さ れた。 こ れ を 受 け て 、 三木副座長や林敏彦委員 (大阪大学教授) は、 二人

の共通項 と し て被 災地 は ど ん な 産業 を 育 て ど ん な 街 に し よ う と す る の か を 考 え る チ ャ ン ス を 与 え

い る と い う 認識が示 さ れた こ と を 指摘 し 、 絡め く く っ た。

コ ミ の役者j に 関す る 課題 と あ り 方」

康井 筒 東京大学社会情報研究所長

討会 ・ 吉津兵庫県広報専 門 員 )

言十盛 哲夫 側21 世紀 ひ ょ う ご創造協会運事長

J実井 委 員 か ら 、 被災地の実情 を 考慮 し た取材 ・ 報道体制jづ く り 、 被災者の時系列ニ ー ズ に沿 っ た 情報収集

伝達体制や メ デ ィ ア の機 能 を 生 か し た機能分拐、 行 政 自 ら の責任で情報 を 伝 え る た め の電波 メ デ ィ ア の整備

や 「行政 ・ ラ イ フ ラ イ ン 情報セ ン タ ー」 の検討な ど、 検証 レ ポ ー ト の 要 旨 の報告がな さ れ た 。 こ れ を 受 け て 、

計藤委員 は 、 情報は人命救助 、 生活再建、 災害復旧 の た め の重 要 な ラ イ フ ラ イ ン で あ り 、 本 日 の提百 を 受 け

て 、 行政、 ラ イ フ ラ イ ン機 関 、 報道機 関 の 一 層 の 連携強化がI'ZI ら れ る こ と を期待す る と 指摘 し 、 絡め く く っ

た 。

{被害認定 ・ 自 立支援1 ( 14 日 、 10 : 00 - 12 : 00 国際会議室 司 会 : 吉津兵庫県広報専 門 員 )

『被害程度の認定の課題 と あ り J]�

。 重川 希志{衣 富上常葉大学助教授

* 林 泰男 京都大学防災研究所教授

重 ) 1 1 委員 か ら 、 被災者 に対す る 被害認定の 目 的 の事前周知の徹底、 被害認定 シ ス テ ム の簡潔化 と 目 的別調

査の実施、 被害認定の具体的 な 基準 の統一化な ど、 検証 レ ポ ー ト の 要 旨の報告がな さ れた 。 こ

は 、 被害認定 に つ い て は非常 に 難 し い 問題 で あ り 、 的確な認定 シ ス テ ム の確立が重要で あ る の で 、

フ ロ ン テ イ ア研究セ ン タ ー で も 鋭意研究 を 進 め て い る こ と を 紹 介 し 、 締 め く く っ た。
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『被災者の 白 立支援 に r� す る 課題 と あ り 方』

0 1;〈極 お宣 [二i 本社 会事業大学学長

。 ジ ョ ア ン ニ グ デラ ウ エ ア 大学教授 (米凶)

* 立木 茂球 関商学院大学教授

古 川 委員 、 ア ン ダー ソ ン 委員 、 ア イ ワ ン 委員 か ら 、 都市基盤整備の効果 を 生かす ソ フ ト シ ス テ ム の 開発 “

整備、 都 市 基盤の リ ス ク ポ イ ン ト の総点検に よ る 耐 震性 の 強化 と シ ス テ ム 全体の リ ダ ン ダ ン シ ー の 向 上 、 住

民 ニ ー ズ の 的確 な 把握や計画段階か ら のパ ブ ') ，) ク イ ン ボル フ メ ン ト や ア カ ウ ン タ ピ リ テ ィ 等 に よ る コ ン セ

ン サ ス の形成 な ど、 検証 レ ポ ー ト の 要 干干の報告がな さ れた 。 特 に ア ン ダー ソ ン委員 は ソ フ ト 街、 ア イ ワ ン 委

員 はハ ー ド 面 か ら 報;与 を 行 っ た 。 こ れ を 受 け て 土岐委貝 は 、 コ ス ト 、 ク オ リ テ ィ ー 、 ス ピ ー ド の バ ラ ン ス を

壊 さ す 迅速な都市基盤の復旧 ・ 復興がな さ れた こ と が共通 し て 評価 さ れた こ と を 指摘 し 、 締 め く く っ た。

『復興 ま ち づ く り を め ぐ る 課題 と あ り Jj.J

。 伊藤 滋 慶!窪義塾大学教授

。 ケ ネ ス ト ッ ピ ン グ カ ン ブ リ ア 市地域サ ー ビ ス 区 ゼ ネ ラ ルマ ネ ー ジ ャ ー (米国)

* 鳴海 邦碩 大阪大学教授

伊 藤委 員 、 ト ァ ピ ン グ委員 か ら 、 ま ち づ く り への往民意 見 を 調整、 統合す る た め の組織 と し て の ま ち づ く

り 協議会の定着 と 白 地地区での ま ち づ く り 協議会の組織化の促進、 都市吉1 1由j と 経済発展 を 結 ぴつ け る 土地 の

最適 な和J JIj 方法の検討な ど、 検証 レ ポ ー ト の をさ 旨の報告がな さ れた 。 こ れ を 受 け て 、 r!鳥海委員 は 、 震災後、

ま ち づ く り が行 政 だ けで な く 社会全体の も の と し て 実質化 し て き た こ と 、 震災の経験 と 教訓 は 世 界 に伝 え る

べ き 重要な価値 を も っ た も の であ る こ と な ど を 指摘 し 、 締 め く く っ た 。

『奴存建築物 (住宅等) の l耐震補強の課題 と あ り み」

。 向日] tt\!J5 芝 浦 L業大学教授

本 井 上 手主 大阪大学教J受

[河 川 委員 か ら 、 公共建築物 の耐震補強工事の言1 1劇的推進、 民間建築物の耐 震診断 ・ 耐 震補強 に 対す る 位発

や経費の支媛 、 建物 を 使 用 し な が ら 行 う こ と の で き る j 法 の 開予告 な ど、航路市や神戸市で実絡 し た耐震診断 

耐震補強 に 問ー す る ア ン ケ ー ト 結果 を 交 え 、 検証 レ ポー ト の 要 旨の報告がな さ れ た。 こ れ を 受 け て 、 井 l:委員

は 、 樹震診断 ・ 耐震補強 を 詳及 さ せ る う え マ経費面の支援 と r" J ß!i に 怠識格発が重要であ り 、 検証委員 か ら 賓

室 な提弓がな さ れ た と 指摘 し 、 締 め く く っ た。
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[文化復興J ( 1 4 目 、 1 3 : 30�1 5  : 00 国際会議室 司会 : 吉津兵庫県広報専 門 員 )

地域文化 を め ぐ る 課題 と あ り 方」

O 端 信行 国立民族学博物館先端民族学研究部長

* 鳴海 邦磁 大阪大学教授

端委員 か ら 、 指定外の文化財 も 含め た行政の補助 - 支援制度の充実、 ま ち づ く り に視点 を 置 い た文化財等

の利活用 の 促進 と ま ち づ く り を 進 め る 地域文化 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の 育成 、 3芸術文化振興 に お け る NPO 等 の

育 成 な ど、 検証 レ ポ ー ト の 要 旨 の報缶がな さ れた。 こ れ を 受け て 鳴海委員 は 、 平時か ら 文化 的 な 要素 を 含め

て街 を よ く 点検 し 、 将来の 姿 を 描 い て お く 必要があ り 、 復興事業の達成状況は文化 を 通 じ て こ そ最 も よ く 見

え て く る と 指摘 し て 締め く く っ た 。

と あ り 方』

前川 和彦 東広大学教授

* 鵜飼 卓 兵庫 県立西宮病院院長

* 南 裕子 兵庫県立看護大学学長

ル 司 会 : 原 田兵庫県広報専 門 員 )

冒頭、 鵜飼委 員 か ら 大災害時の医療 に つ い て ス ラ イ ド に よ る 説明がな さ れた後、 前 ) 1 1委 員 か ら 、 災害医療

情報 シ ス テ ム の 充実強化、 住民に対 す る 災害医療の普及啓発や教育、 訓練の実施、 災苦手医療 コ ー デ イ ネ ー タ ー

の充実やヘ リ コ ブ タ ー ・ 船舶 の有効活用 な ど、 検証 レ ポ ー ト の 要 旨 の 報告がな さ れた。 南 委員 か ら は 、 多様

な 保健医療サ ー ビス の提供、 こ こ ろ の う ア の 必要性や看護職の災害医療 コ ー デ ィ ネ ー タ ー へ の 活用 な ど に つ

い て補足説明がな さ れ た。

会場 と 前 ) 1 1 委員 と の 間 で 、 災害対応の基本概念 と は何か と い う や り と り が続 き 、 真 に機能す る 災

を作成する に は そ の こ と を 専 門 に研究す る 者が必要 と い う こ と で一致す る な ど、 予定時間 を 大幅

(ì主) 0 は 報告者 (検証委員 ) * は コ ー デ イ ネ ー タ … (検証会議テ ー マ担当委員等) を 示す。

報告がな さ れた検証 レ ポ ー ト の 要 憶 は 、 『検証提言総括』 、 全文 は 、 『検証報告 は 分冊) � を 参照。

② 震災対策国際総合 シ ン ポ ジ ウ ム の 開催

震災対策国 際総合 シ ン ポ ジ ウ ム に つ い て は 、 以 前 に 朝 日 新聞社か ら 震災 5 周年 に ふ さ わ

し い 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 開催 の提案があ っ た経緯があ り 、 兵庫県 と 朝 日 新 聞 社の主催で実施

す る こ と に な っ た 。

タ イ ト ル に つ い て は 、 阪神 ・ 淡蕗大震災の教訓 を 被災地か ら 広 く 内 外 に 発信 し 、 21世紀

の 震災対策 に 生 か し て い く と い う 趣 旨 を あ ら わ す た め 「震災対 策 国 際総合 シ ン ポ ジ ウ ム

in HYOGO I生かせ ! 教訓 伝 え よ う 21世紀へJJ と し た 。

会場 は 、 ホ テ ル オ ー ク ラ 神戸 ・ 平安の 開 と し た 。

ま た 、 総理府 阪神 ・ 淡路大震災復興本部、 国 土 庁 、 自 治省 沼 防 庁 、 被 災 10 市 1 0 町、

NHK 神戸放送局 、 神戸新聞社か ら 後援 を 受 け た 。

当 日 は 、 皇太子殿下 の ご臨席の も と 、 検証の総括報告 な どが行 わ れ た 。 国外検証委員 6

人の ほ か 、 多 く の 検証会議委員 や 国 内検証委員 、 ト ル コ 政府 の ア リ ・ ヘ ル ヴ ア ジ ュ 公共事

業省事務次官、 ラ ジ ・ ア ク ヨ ル公共事業省次官補 を は じ め 、 約500人 の 出 席 があ っ た 。
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(表10) 震災対策国際総合 シ ン ポ ジ ウ ム の概要

総括報告 、 パ ネ ル デ ィ ス カ y シ ョ ン の主 な 内容

1 総括報告
O 新野幸次郎 震災対策国際総合検証会議庵長

[主 な 発言]
同 内 外 の 各分野の専 門 家で あ る 検証委員 が、 間際的視点、 に 立 っ た震災対策の検証で、 共通に認識 し た こ と

は 、 第 l に 、 震災対策 を 有効 に機能 さ せ る 危機管理の推進、 第 2 に 、 震災対策へのぬ氏等の主体的参画 と 行
政 と の連携体制づ く り 、 第 3 に 、 安全、 安心な ま ち づ く り への持続的取 り 組み 、 第 4 に 、 検証成果の後世へ
の継承 と 震災対 策 に か か る 凶際的な協力体制jづ く り で あ っ た 。

検証結果 に つ い て は、 今後、 兵庫県の み な ら ず、 国 や 各都道府県ゃ、 各市町村、 さ ら に は諸タト国の震災対策
の縫 と な り 、 地震被害の軽減や震災 か ら の応急、 復 旧 及 び復興対 策 に 寄与 す る も の と 確信 し て い る 。 ま た 、
神戸市内 に 整備が予 定 さ れ て い る 阪神 ・ 淡路大震 災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) で も 検証 の 成果 を 引 き 継 ぎ、
各大学や 国際防災機関等の ネ ッ ト ワ ー ク の 中 で検討 を 進 め 、 充実 し た も の に し て い た だ き た い 。

2 パネルデ ィ ス カ ッ シ ョ ン

[ 主 な 発言]

。 ブ ア ブ リ ツ イ オ ・ ゲ ン チ ロ ー ニ : 国連人道問題潟弊事務所災害対応局次長
大地震 は 地域 を 変 え て次々 と 発生 し て お り 、 国際社会が震災か ら 学 ん だ教訓 を 共有す る こ と が非常 に 大切

であ る 。
海外の救助隊 は 、 何人の生命 を 救 う か と い う こ と 以 仁 に 、 人間 の連帯!惑 を 示す と い う 点で被災地 の 人 々 に

と っ て 大 き な 意味 を 持つ。 こ れか ら は 国連が仲 人役 と な り 、 防災や復興に つ い て の 国 際協力 を 推 進 し て い き
た い 。

今後の取 り 級み と し て 、 災害時の初動経費 に あ て る た め の基金の創設、 災害ffj救援物資の備蓄拡大、 被 災
固 に 対 し 的確 な 助 言 の で き る 緊急対応マ ネ ー ジ ャ ー の リ ス ト ア ッ プ を 提案 し た い。

O オ ス、 ギ 』 ン ・ オ ク メ ン . ト ル コ 共和国首相府次官補兼震災対策本部長
震災 を 受 け た他の 国 を 支援 す る こ と は 、 ト ル コ 毘民 に と っ て の務 め て、あ る 。
今後の地震紡災対策 を 進め る う え で 、 ま ず防災 に 関 す る 教育、 を 充実 さ せ る と と も に 、 緊急行政対応 シ ス テ

ム を 繋備 し 直 す こ と が必 要 だ。 初動時の情報伝達 を 改善 す る こ と 、 多 く の ボ、ラ ン テ イ ア 団体が連携、 協 力 す
る こ と 、 国際協力 を す す め る こ と な ど も 教訓 と し て 得 ら れ た の で、 今後 に 生 か し て い き た い 。

。 大石 静 : 脚本家
震災で は こ れ ま で 日 本が培 っ て き た家 に対す る 価値観が改 め て 間 い 宣 さ れ た気がす る 。
逆境に 強い子供 を 育 て 、 一人一人 の 人 間 に 綿が確立 し て い れば、 何かあ っ た と き に お の ず と コ ミ ュ ニ テ イ

が生 ま れ る と 思 う 。
こ の検証の成果 は 、 大 人 か ら 子供 ま で誰 に で も わ か る 形に し て広 め 、 社会科の教科書 な どで も ぜひ役立て

て ほ し い 。

。 貝 原 俊民 : 兵庫県知事
今の flJjs: で は -112前の よ う な 「 白 )J 復興」 で は な く 、 「協力復興」 と い う 考 え 方 を と る べ き で は な い か 。

住宅再建支援制度 に つ い て は 、 国民的課題 と し て 検討す る 必要があ る 。
ま た 、 被災者 に 対 し 、 行政は一元 的 な 対)，C を す る の で は な く 、 そ の生活実態 に あ っ た多様な選択肢 を 用 意

し て お く べ き で は な い か 。
被災地の責任 と し て 、 震災か ら 学 ん だ教訓 を 情報発信 し 、 こ う し た 自 然災害か ら の復 旧 ・ 復興に役立て ら

れ る よ う な体制づ く り を 進 め た い。

。 外岡 秀俊 ( コ ー テ、 イ ネ ー タ ー 朝 日 新聞編集委員
阪神 ・ 淡路大震災か ら 5 年 、 被災地は不屈の精神でがれ き を 取 り 除い て 街 を Î[ ち ヒ げ て き たが、 8 割復興

と 呼ぶ よ う に街 は ま だ復興の途上 に あ る 。
今 回 の 検証事業で検証委員 か ら 出 さ れ た提言はすべて 具体的で あ り 、 被災地 と 検証委員 が 与 え て く れた こ

の贈 り 物 を ど う 社 会 に 生か す の か 、 余 り に痛 ま し い犠牲 に 報い る た め に も そ の責務は;fL た ち に あ る 。

* 使用 可語 : 日 本語、 英語、 ト ル コ 詩
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( 7 )  検証会議 と し て の と り ま と め

検証委員 に よ る 検証結果 に つ い て は 、 震災対策国際総合検証報告会で発表 さ れ、 そ の概

要 は 震災対策 国 際総合 シ ン ポ ジ ウ ム に お い て 新野康長か ら 総括報告がな さ れた が、 こ れ ら

を 踏 ま え 、 震災対 策 国 際総合検証会議 で は 、 事業の実施主体 と し て最終的 に どの よ う に ま

と め て い く か検討が行 わ れ た 。

そ の 結果、 検証委員 等の提言 に 対 し 、 検証会議委員 と し て の意見 も 加 え た 「検証提言総

括J を 作成す る こ と に な り 、 第 4 回検証会議 で 内 容 を 検討の う え と り ま と め 、 「震災対 策

国 際総合検証事業」 を 終 え る こ と に な っ た。
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rm=ífi'i 神戸市 「震災復興の総括 @ 検証

1 復興の総括 ・ 検証の意義
1995年 1 月 1 7 日 に 発生 し た兵庫県南部地震 は 、 阪神 ・ 淡路間 の都市 を 直撃 し 、 未曾有の

大災害 「 阪神 ・ 淡路大震災」 を 引 き 起 こ し た 。 な かで も 神戸市 内 の !日 市街地で、 は 、 家屋の

倒 壊 や 火 災 に よ っ て 4 ， 500名 を 越 え る 市民が犠牲 に な っ た の を は じ め 、 ラ イ フ ラ イ ン の供

給 は停止、 交通 は遮断 さ れ、 都市機能 は完全 に麻座 し た 。 そ れか ら 5 年の 問 、 内外か ら の

支援や励 ま し を 受 け な が ら 、 市民 ・ 事業者が ・ 市が一体 と な っ て復興 に 全力 を 注 い だ結果、

神戸の ま ち は 驚異 的 と も 言 え る ス ピ ー ド で 立 ち とが り 、 市民生活 も 以前の よ う な 落 ち 着 き

を 取 り 戻 し つ つ あ る O

神戸市で は 、 1995年 (平成 7 年) 6 月 に 策定 し た神戸市復興計画 に 基づ き 、 膨大な復興

事業 を 実施 し て き た が、 こ れ ま での復興の淑 り 組み を 一旦振 り 返 り 、 個 々 の 事業 の達成状

況や残 さ れた 課題 を 整理 し 、 後半 5 年 に 向 け て有効 な 施策 を 検討す る 「復興 の 総括 ・ 検証」

を 行 う も の で あ る O

2 進め方
( 1 ) 実施方針

① 市民 と の協働 に よ る 総括 ・ 検証

行政に よ る 個 々 の事業の検証 だ け で な く 、 市民各膚 を対象 と し た ワ ー ク シ ョ ッ プ、 ヒ ア

リ ン グ ・ ア ン ケ ー ト な ど を 実施 し 、 い わ ば 「草の根か ら の検証」 を 目 指 し て 幅広 く 意見 を

開 く こ と を 碁本 と し た 。

② 神戸市復興 ・ 活性化推進懇談会で の 検討

専 門 的 ・ 総合的 な視点か ら 復興課題 と 長期 的課題 を 議論 し 、 市長宛の提言 を 行 う た め に

1998年 (平成10年) 6 月 に設置 し た機 関 で 、 今年度 は 「復興の総括 ・ 検証」 を テ ー マ と し

た 。

( 2 ) 震災復興総括 ・ 検証研究会の設置

よ り 実務的 で詳細 な 検討調査 を 行 う た め 、 神戸市復興 ・ 活性化懇話会の 下部組織 と し て

1999年 (平成 1 1 年 ) 6 月 に設置。 庁 内 関係部局 と 学識経験者 な どで構成 し 、 分野別 に 具体

的 な 検討 を 行 っ た 。

( 3 ) 基本的視点

総括 ・ 検証作業 に あ た っ て は 、

①市民生活 に かか わ り の深 い も の

②地域 ・ 市民活動 に かか わ る も の
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③震災 を 契機 に 良 く な っ た も の や 生 ま れ た も の

④21 世紀の ま ち づ く り に 生 かせ る も の

な ど を 中心 に 取 り 上 げ る 。

( 表1 1 ) 0神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会 (敬称略、 50音111震)

伊賀 降
今井 鎮雄
加藤 恵、正
紙野 桂 入

。発天 義 久
田 中 関夫
同 ヰ 又
新野幸次郎
室崎 益輝
盛岡 通
安FIJ 丑作
山 本 登
古川 和広
米 1 1 1 俊 直

流通科学大学学長
神 戸 YMCA 顧問
神戸i萄科大学商経学部教授
帝塚山 大学教養学部教授
神戸大学名詩教授
甲 子関短期大学学長
神戸大学名誉教授
神戸大学名誉教授
神戸大学都 市安全研究セ ン タ ー 教授
大阪大学工学部教段
神戸大学工学部教授
大阪市交:大学名誉教授
関 西大学工学部教授
大 手前女子大学学長

。 は庖長

(表12) 震災復興総指 ・ 検証研究会一一一一一一一一一一一 一一一一一「
分 野

丑作
ク 才l凹口 円直J f散

建 林 春男
イ〉 な水 茂雄

ノゴ、ユ 者日 市 I中村 学
宅 - 都 市 再 建 二三輪 燦ー

- 文化 - 港湾 加藤 恵正

( 4 ) 作業内 容

担当 す る 学識経験者 (gは総括)

神戸大学工学部教授
姫路工業大学環境人 間学部教授
京都大学防災研究所教授
関 西や院大学社会学部教授
神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授
神戸大学工学部教授
神戸商科大学尚経学部教授

① ワ ー ク シ ョ ッ プ方式 に よ る 意見交換、 ヒ ア リ ン グ ・ ア ン ケ ー ト 調査

②統計デー タ 等 に よ る 復興の現状 と 課題の 分析

③復興事業 の 追捗状況お よ び復興関連制度の検証

④報告書の作成

3 ス ケ ジ ュ ー)v
( 1 ) 第 1 画 「神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会」 開催

O 日 時 : 1999年 6 月 4 日 (金) 13 : 30� 

0総括 ・ 検証の 方針の検討 な ど

。場所 1 号館23階 AV 2 会議室
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( 2 ) ヒ ア リ ン グ ・ ア ン ケ ー ト

01999年 6 月 � 10月

( 3 ) 第 2 閤 「神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会」 開催

O 日 時 : 1999年 9 月 24 日 ( 金) 13 : 30� 

0復興の 総括 ・ 検証 ( 中 間報告) の検討

。場所 1 号館23階第 5 会議室

( 4 ) 第 3 田 「神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会」 開擢

0 8 時 : 1999年12月 16 臼 (木) 9 : 30� 

0復興の 総括 ・ 検証 (最終結果) の検討

。場所 1 号館23階第 5 会議室

( 5 ) 販神 ・ 淡路大震災 5 毘 年 シ ン ポジ ウ ム in 神戸

「震災復興の総括 ・ 検証J

O主催 : 板神 ・ 淡路大震災 5 周 年 シ ン ポ ジ ウ ム in 神戸実行委員 会

0後援 : 総理府阪神 ・ 淡路復興対策本部、 自 治省 消 防庁、 国土庁、 兵庫県 、 全国市長会、

全閣市議会議長会、 神戸市防災会議

O 日 時 : 2000年 1 月 7 日 (金) 10 : OO� 16 : 30 

0場所 : 神戸国際会議場

プロ グ ラ ム

(報告会)

「総括 ・ 検証」 報告会 進行 : 尭天

デー タ か ら 見 た復興 福 島 f散

生活再建 キ本 春男

安全都市 安 田 丑作

住宅 ・ 都市再建 二輪 康一

経済 ・ 港湾再建 加藤 恵正

ま と め 莞天 義久

( シ ン ポ ジ ウ ム )

「 あ の 日 を 乗 り 越 え てJ (VTR) 

義久 神 戸大学名誉教授

姫路工業大学環境人 間学部教授

京都大学防災冊究所教授

神戸大学工学部教授

神戸大学工学部助教授

神戸商科大学商経学部教授

神戸大学名誉教授

開会挨拶

来賓挨拶

神戸市長/実行委員 会会長 笹 山 幸俊

総理府阪神 ・ 淡路袈興対策本部、 兵庫県

「 と も に つ く る 安全で安心な ま ち づ く り 賞」 表彰式
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パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン 「震災か ら 5 年、 明 日 の神戸 に 向 け て」

コ ー デ イ ー ネ ー タ ー : 安 田 丑作 神戸大学工学部教授

ノf ネ リ ス ト : 正賀 伸 真陽地区 防災福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ 本部 長

中 村 照子 コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー神 戸代表

松井 繁朋 財団法人新産業創造研究機構専務理事

室11碕 益輝 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

林 間春 神戸華僑総会会長

(50音順、 敬称略)

(特別講演)

「神戸市民へ 5 年 目 の メ ッ セ ー ジ “震災か ら 生 き る J

桂 文珍 氏

( 6 ) r神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会」 の市長への提言

02000年 l 月 12 日 (水)

( 図 2 ) r神戸市震災復興の総括 ・ 検証」

1 999�手

- ワ ー ク シ ョ ッ フ。の 関イ�
- ヒ ア リ ン グ、 ア ン ケ ー

ト
・ デー タ 収集 、 整理

震 災 復 興 総 括 検 証
研 究 会 で の と り ま と
め

- 報告書 (案) の作成
・ ヒ ア リ ン グ (追加)

2000年
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神戸甫復興 ・ 活性化誰進懇話会提言
ー テ ー マ 「後興の総括 ・ 検証」 一

2000年 (平成12年) 1 月 12 日

神戸市復興 ・ 活性化推進懇話会

座 長 嘉天義久

本懇話会 は 1999年 (平成10年) 6 月 に 設置 さ れ て 以 来 、 復興の 緊急課題 と 長期 的構造課

に つ い て議論 し て き ま し た が、 こ の た び今年度の テ ー マ 「復興の 総括 ・ 検証J に つ い て

意見 を ま と め ま し た の で 、 今後の市政 を 進め る 上で の 参考 と さ れ ま す よ う 提言 い た し ま す。

闇懇話会の意見

仁 総括 ・ 検証作業 を躍 り 返 っ て

O 今 回 の 作 業 に あ た っ て は 、 市民 と の 協働 で 進 め る 「草の根の検証J を 基本 と し た が、

市民が意 見 を 出 し 合い 自 ら ま と め て い く ワ ー ク シ ョ ッ プや 、 多 数 に の ぼ る ヒ ア リ ン

グ ・ ア ン ケ ー ト の実施な ど、 プ ロ セ ス を 重視 し た新 し い市民参画手法 と し て 画期 的 な

試み と 言 え る 。

O こ れ ま で は ひ たす ら 日 襟 に 向 か つ て 進む こ と に 専念 し て い た が、 折返点で一度全体

を 見渡 し 、 時 間 の流 れ の な かで整理す る と い う 作業の 重要性 を 確認 し た 。 折 し も ト ル

コ ・ 台湾で大地震が相次 ぎ 、 全体の復興過程の 中 で個 々 の作業 を ど う 進 め る かが問題

に な り 、 神戸の経験が必要 と さ れ た 。

2 . 復興状況の概観

O 被災 し た 施設や イ ン フ ラ の復 旧 、 公営住宅の建設 な ど は 終 了 し 、 仮設住宅が解消す

る な ど、 市民生活のハ ー ド面 で の基盤 は ほ ぼ整 っ た が 、 コ ミ ュ ニ テ ィ の 再生、 経済 ・

雇用 の 回復 は ま だ十分で な い。 し か し な が ら 、 全体 に護旧 の ス ピ ー ド は 早 く 、 こ れほ

どの短期 間 で ま ち の復興が進 む こ と は 当 初予想 し て い な か っ た 。

O こ の 5 年 間 、 厳 し い経済状況や 生活不安 に も か か わ ら ず、 地震直後の 整然 と し た 行

動 や 助 け合い に 始 ま り 、 事業の早期再開 、 ま ち づ く り 活動 な ど、 市民一人一人が 自 分

た ち で復興す る と い う 強い意思 を も ち 、 努力 を 惜 し ま な か っ た こ と は高 く 評価 さ れ、

市民社会 の 一 つ の あ り 方 を 示す も の と な る だ ろ う 。

o î夏旧 ・ 復興の プ ロ セ ス を 通 し て 見 れば、 こ れ ま で の 施策 は全体的 に 評価 で き る も の

と 言 え る が、 現行制度 の制 約 の な か で 時 間 と 競争 し な が ら の取 り 組み で あ っ た こ と 、

被害の程度が想像 を 超 え る ほ ど大 き か っ た こ と な どか ら 、 必ず し も 十分で な か っ た と

こ ろ があ る 。 こ う し た 課題 に つ い て は 引 き 続 き 解決 に 取 り 組 ま ね ばな ら な い。
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輯懇話会 か ら の提言

〔総括〕

O 市民生活の基盤 で あ り 、 都市の活力 の 源 で も あ る 経済 の 再生 に 全力 を 尽 く す こ と 。

O 市民の生活 (住宅) 再建 に つ い て は 、 ソ フ ト 面 を 重視 し 、 地域見守 り 活動 の 充 実 な

ど多様 な 手法 を 用 い て 引 き 続 き 支援す る 。 復旧 ・ 復興 に 関 す る 特例措置で必要 な も の

に つ い て は 延長す る こ と O

O 安全で、安心な す ま い ・ ま ち づ く り と そ の た め の都市基盤整備 は 、 途 切 れ る こ と な く

継続 し て い く こ と 。

O 経済の 閉 塞的状況 を 打破す る た め 、 現時点 を ' 8 割復興か ら の 再 出 発」 と 位置づけ

て不況 ・ 構造対策 を 中心 に据 え 、 神戸独 自 の も のづ く り の技術 を 活か し た新産業の創

出 を 進 め る こ と 。

o 21世紀 に 向 け た都市づ く り は 、 「 自 律 と 連帯」 に 基づ く 成熟 し た 市民社会 の 構 築 で

あ る 。 そ の た め に は 、 積極的 な 情報公開 、 計画段階か ら の 市民参画 ( プ ロ セ ス の 共有) 、

多様な 人材育成 ・ 活用 を 進め る こ と が不可欠で、 あ る 。 市 は 、 そ れ ら に 対応で き る 行政

の組織 ・ 体制 を 整 え る こ と 。

O 震災の教訓 を 活か し な が ら 、 市民 ・ 事業者 ・ 市 と の協働 の ま ち づ く り に よ っ て コ ン

パ ク ト シ テ ィ 構想 を 進め る こ と 。

〔各 ワ ー キ ン グ よ り 〕

し 生活再建

被災 し た 市民や行政が生活再建 を 進め る に あ た っ て 、 次の 6 点が大切 で あ る と 認識 し た 。

① 環境の 質 を 低下 さ せ な い こ と

② 生活の 質 を 低下 さ せ な い こ と

③ 活発 な 経済活動 の た め の 努力 を す る こ と

④ 次 の 世代 に 問題の先送 り を し な い こ と 、 災害の つ け を 特定の 人 に 押 し つ け な い こ

と

⑤ 立 ち 直 ろ う と す る 気概 を も つ こ と

⑥ 復興 は 自 分た ち でや る と い う 自 覚 を も つ こ と

O 自 律 と 連帯の市民社会の構築

① 自 律 と 連帯 を 基盤 と す る 市民社会 を 構築す る た め 、 行政は必要 な 仕組み を つ く り 、

体制 を 整 え る こ と 。

② 神戸 は 、 誰 に も 開 か れ た 温 も り の あ る 都市 を 目 指すべ き で あ る O そ の 共通碁盤 と

し て市民 自 ら の手で、 市民憲章の 策定の必要性 も 含め て 、 市民のふ る ま い方 に 関 す

る 具体的 な ル ー ルづ く り が大切 で、 あ る 。

③ 神戸市が提唱す る 「 コ ン パ ク ト シ テ ィ 」 は こ う し た理想、の具体化 であ る べ き であ る 。

第 章 @ 行政 に よ る 検誌 649 



O ヒ ュ ー マ ン ・ サ ー ビ ス の 質 の 向 と

ヒ ュ ー マ ン ・ サ ー ビ ス と は 、 人 に 対 し て 人 で し かで き な い仕事の こ と で あ り 、 行政 も

そ の 一 環 を な す も の で あ る O

① 行政の 窓 口 に お い て は 、 個 人 の 要求がそ の場で満 た さ れ る こ と が望 ま し い。 そ の

た め の 総合拠点 を 整備す る こ と 。

② 行政内部で の情報の共有 シ ス テ ム を 整備す る こ と O

③ 個 人 の ニ ー ズ す べ て を 行政が引 き 受 け る こ と に は 限界があ る た め 、 NPO ・ ボ ラ

ン テ ィ ア 等 と 連携で き る 体制 を 構築す る こ と 。

O 市民主体の討議 ・ 検討 シ ス テ ム の構築

行政 と 市民が互い に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と り 、 協働す る 方法の…っ と し て 、 ワ ー ク

シ ョ ッ プ に よ る 問題整理手法 を 活用 し 、 共通認識 を つ く る こ と O

2 網 安全都市

O 個 人 ・ 地域の 「安全J に 関す る 意識 ・ 備 え 等の 維持 ・ 向上

① 災害 に 関 す る 調査研究 を 継続 し な が ら 、 地域の危険 に 関 す る 情報 を 整理 ・ 公開 し 、

啓発 を 推進す る こ と 。

② 震災の記憶 を と どめ る 施設 や 、 市民 の 安全 ・ 防災 の 取 り 組み を 、 震 災の教訓| か ら

生 ま れ た文化 と し て 継承 ・ 発信 す る こ と 。

③ 地域 と 学校が一体 と な っ た 安全教育 を 一層 推 進す る こ と O

O 自 樟 と 連携 の ま ち づ く り の推進

① 総合性や 専 門牲 を 備 え 、 地域で 中 心 と な り 活動 で き る 人材づ く り を 進 め る こ と O

② 地域組織 の 自 律の仕組みづ く り に つ い て 、 行政や NPO 等 と の連携の あ り 方 を ふ

ま え て検討す る こ と O

③ 計画策定 ・ 施策の立案等 に対す る 住民参画 の機会 を 増 や し 、 協働 に よ る ま ち づ く

り を 一層推進す る こ と 。

O 地域の 自 律的 活動 に こ た え る 行政の体制づ く り

① 地域の ま ち づ く り 活動 に 対応す る 行政 窓 口 が わ か り に く い と い う 市民 の 意見 に こ

た え 、 効率的 な 支援 の た め の 窓 口 の 強化 ・ 一元化 を 進め る こ と 。

② 各種 ま ち づ く り 支援制震の枠組み ・ 内容 を 見直 し 、 活用 し やす い よ う 整理統合や

メ ニ ュ ー 化 を 関 る こ と 。

③ 関係行政機 関 を は じ め 、 大学等研究機関 と も 連携 を 一層 推 進 し 、 情報提供 な ど の

支援体制 を 強化す る こ と O

O 都市施設整備等の継続的推進

① 都市碁盤整慌 を 継続的 に推進 し 、 そ の 際 に は 整慌 の 内 容 ・ 必要性等 に 関 し て市民

と 情報 を 共有す る こ と 。
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② 住 宅 の 密集 ・ 老朽度や 道路の状況、 地形な ど、 地域特性 に応 じ た安全で安心 な す

ま い ・ ま ち づ く り を 進 め る こ と 。

③ 小学校 を は じ め と す る 公共建築物等の安全性向上 に 引 き 続 き 努め る こ と O

3 菊 住宅 ・ 都市再鷺

O 安全で安心 な す ま い ・ ま ち づ く り

① 住宅の性能 と 住環境 に つ い て 、 客観的 な 評価 を 行 い 、 ネ ッ ト ワ ー ク 体制 を 組 ん で

情報発信 と 知識の啓発 に 努 め る こ と 。

② 住宅の 品 質表示 と そ の保証、 検査制度等 を 充実す る こ と O

③ 地域特性 に応 じ 、 都市基盤 の 質 的 向上 を 図 る こ と O

o {主み 続 け た い す ま い ・ ま ち づ く り

① 地域の 固有性 に根 ざ し た 個性的 な ま ち と ま ち な み 形成 を 一層 推 進 し 、 都市 の イ

メ ー ジ ア ッ プ を 図 る こ と 。

② 地域 に 密着 し た 生活 と 活動 を 中心 と し て 、 都1二ìTの よ り コ ン パ ク ト な エ リ ア で の 機

能 向 上 ( コ ン パ ク ト シ テ ィ ) を 目 指す こ と O

③ 住生活 ・ ラ イ フ ス タ イ ル の 多様化 に対応 し た 、 多様な住宅供給 と 住情報の提供、

住 み 替 え に 関 す る 支接 を行 う こ と 。

④ 高齢者 ・ 障害者 に 配慮 し た す ま い と ま ち の バ リ ア フ リ ー 対策 を 進め る こ と 。

⑤ 公的住宅 を 中心 と す る 住宅の大量ス ト ッ ク を 適切 に維持管理す る た め 、 総合的 な

マ ネ ー ジ メ ン ト を 行 う こ と 。

O 自 律 と 連携のす ま い ・ ま ち づ く り

① 任 意 の 参加 を 募 る ゆ る や か な 協 i司居住の形態 と し て 、 コ レ ク テ イ ブ、 コ ー ポ ラ テ イ

ブ な ど を 推進す る こ と 。

② 共 同 ・ 協調建替 や マ ン シ ョ ン 建替、 修繕 な どの吏新に つ い て シ ス テ ム の 一般化や

支援制度の確立 を 目 指す こ と O

③ 近 隣 レ ベ ル の小規模 な 単位 で 、 市民発意 の す ま い ・ ま ち づ く り を 進 め る こ と 。

④ 地域の 多様 な ま ち づ く り に対応す る た め に 、 区役所が中心的 な 役 割 を 担 え る 体制

づ く り を 進 め る と と も に 、 専 門 家 . NPO な ど多様な 主体 に よ る 支援 シ ス テ ム を 確

す る こ と 。

⑤ ま ち づ く り 活動 の 新 た な 展 開 の た め に 、 人材育成 を 進め る こ と 。

⑥ 都市計画 に 関 す る ア カ ウ ン タ ピ リ テ ィ を 充実 し 、 一層 の市民参画 を 進 め る こ と 。

⑦ す ま い ・ ま ち づ く り 施策 の 総合化 ・ 体系化 に 向 け て 、 関 連施策 を 整理 し 、 ま ち づ

く り の 各 主体がネ ッ ト ワ ー ク を 形成 す る な ど、 総合的 な サ ポ ー ト 体制j を 強化す る こ

と 。
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4 . 経済 ・ 港湾再建

自 律型復興 に 向 け た 悦点

被災地 は復興か ら 構造変化への転換期 を 迎 え て お り 、 r 8 割複興」 の 背景 を 明確 に把

握 し た 仁で 、 自 律型復興 に 向 け た 以 下 の 視点 を も っ て取 り 組む こ と 。

ま ち づ く り と の連携

産業構造転換 と ブ ラ ン チ経済か ら の脱却 に よ る 都市 ダ イ ナ ミ ズ ム の創 出

し い働 き 方や 生 き がい づ く り に寄与す る コ ミ ュ ニ テ ィ 経済 の 醸成

グ ロ ー パル経済 と コ ミ ュ ニ テ イ 経済の接点 と な る 次世代型都市集積 の形成

神戸丈化の護興 と 新た な 創造

次 世代型都市の た め の社会資本整備

産業構造の変革� r 8 割復興」 か ら の 再 出 発

① 神戸 に ふ さ わ し い分野 ・ 機 能 に し ぼっ て 集 中 的 に 支援す る 「選択的 集 中 」 、 製造

業 の も のづ く り 技術 の 活用 、 港湾機能 の再整備 ・ 利用促進 な ど に よ っ て 既存産業の

O 

①

②

③

④

⑤

⑥

 O 

高度化 を 国 る こ と O

新産業 の 創 出 、 新規分野 の 開拓、 ベ ン チ ャ ー 企業支援 な ど、 「新 た な 取 り 組み」② 

を 促進す る こ と O

投資環境 の 整備、 遊休土地の 活用 、 総合交通体系の構築 な ど、 次世代型社会資本

の整備 を 進め る こ と 。

新 し い社会基盤の構築

① コ ミ ュ ニ テ ィ 経済 に お け る 新 し い セ ク タ ー ( コ ミ ュ ニ テ イ ピ ジ ネ ス 、 事業型 NPO、

市場 ・ 商庖街) の役割 を 位置づけ、 振興 を 関 る こ と 。

② 仕事の 質 ( ラ イ フ ス タ イ ル) の 変化 ・ 多様化 に あ わせ て 、 鵠 く 環境の 整備や労働

力 の確保 を 進め る こ と 。

③ 人材育成機能 を 強化 し 、 地域教育機能 を 充実す る こ と 。

O 神戸文化 の 発信

① 震災の教訓 や ま ち づ く り の ノ ウ ハ ウ を 、 復興 ま ち づ く り の 文化 と し て発信す る こ

③ 

O 

と 。

② 

成 に 努め る こ と 。

③ 「神戸 オ リ ジ ナ ル」 と 呼べ る よ う な 、 神戸 を 本拠地 と す る 文化 を 復活 さ せ る こ と 。

神戸の復興過程 は 試行錯誤の連続で あ り 、 そ の な かで培 わ れ た 、 失敗 を 受 け入 れ る ・

挑戦 を 続 け ら れ る 土壌 は 、 2 1 世紀 の 日 本社会の リ ー デ イ ン グケ ー ス と な り う る 環境 で

あ る O こ う し た 環境 を さ ら に 整 え 、 都 市の魅力 と 競争力 を 高 め て い く こ と 。

第 主主 @ 行政 に よ る 検証

ま ち の な かで の 活動拠点づ く り な ど、 市民 ひ と り ひ と り に 根 ざ し た 神戸文化の醸

O 
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〔世界lこ 、 後世 に伝 え て い く こ と 〕

O ト ル コ ・ 台湾で の 地震対応で 明 ら か に な っ た よ う に 、 被災地 な ら で は の経験や ノ ウ

ハ ウ を 的確 に伝 え る こ と で 、 迅速か っ 円 滑 な復興 に 寄与す る こ と が で き る 。 様々 な 支

譲 に対す る お札の意味 も 込め て 、 積極的 に こ の よ う な 役割 を 担 っ て い く べ き で あ る 。

O 人 と 人 と の つ な が り や地域 コ ミ ュ ニ テ イ の大切 さ を 、 こ れ ほ ど ま で に痛感 し た こ と

は な か っ た 。 今後、 社会 と 人 を 支 え る の は 人 で あ り 、 そ の つ な が り で あ る と い う 認識

が施策の根底 に あ る こ と が第一 に 求め ら れ よ う 。

O 今 回 の 経験 を 単 な る 情報 に と ど ま ら な い 、 災害丈化 と 呼べ る も の に ま で高 め て い く

こ と 。 記憶の風化 を 防 ぎ、 後世 に ま で伝 え て い け る よ う 最大限の配慮 を す る こ と 。

〔 そ の他〕

市民一 人 一人の再建の努力 が な け れ ば今 日 の復興 は あ り え な か っ た と い う 意味で も 、 自

立再建層 は も っ と 高 く 評価 さ れ る べ き で あ ろ う 。 ま た 、 地域へ の 関心 を 高 め る た め の教育

の 充実 や 、 地域活動 と 両立 で き る し ご と の あ り 方 な ど、 被災地 だ け で は 解 決 で き な い 問題

に つ い て は 、 国 を は じ め社会全体の問題 と し て 取 り 組む こ と が必要で、 あ る O
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第三節 神戸都市問題研究所 「震災復興の都市政策検証と提言」

γ震災復興の都市政策的検証 と 提言」 報告書

は しがき

2000年 (平成12年) 2 月

「震災復興の都市政策的検証 と 提言」 研究会

阪神 ・ 淡路大震災 は我が国で初 め て の 、 そ し て 世界で も 希 な 、 近代的大都 市 に お け る 直

下型地震で あ り 、 既成市街地の広範 囲 に わ た っ て 未曾有の被害 を も た ら し た 。

本報告書は 、 震災か ら 5 年 を 迎 え る に あ た り 、 災害危機管理体制、 防災対策 な どに お け

る 現行諸制度の 問題点 に つ い て 、 被災都市の立場か ら 、 そ の検証 を 行 い 、 国 を は じ め 関係

各方面 に対 し 、 制度改善 を 中心 に し た 政策提言 を 行 う こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。

5 年前 を 振 り 返 り 、 復!日 ・ 護興活動や 、 被害 を 少 し で も 軽減す る た め に は何 を す れ ば よ

か っ た か と い っ た こ と を 検証 し 、 近 く に 我が国 で こ の規模の地震が ま た 起 こ っ た と き の参

考 に供す る こ と は 、 震災 を 経験 し 、 全国各地か ら こ の復旧 の た め に 強力 な 支援 を 受 け た 被

災地市民の 責務 で あ る と お も う か ら で あ る O

な お研究会で は 、 復興財政、 生活再建、 復興 ま ち づ く り の 3 つ の テ ー マ に 絞 っ た う え で、

そ れ ぞ、れ の 専 門 分野 に お い て震災前 か ら 既 に神戸市で活躍 さ れ、 震災後 は積極的 に復興 に

尽力 さ れた メ ン バ ー の 方 々 に よ る 熱心 な 討議 と 意克交換 を 経て 、 最終的 に 1 4 の 政策提言 と

し て ま と め た 。 本研究会で扱 う こ と の で き な か っ た他の分野 に つ い て は 、 さ し あ た り 資料

編 の 参考文献 を 参照 さ れた い。

本報告書が、 板神 ・ 淡路大震災 に お け る 反省 ・ 教訓 の ーっ と し て 、 今後の 防災対策等 の

具体的 な 行動や施策 に 生か さ れ る こ と を 心 か ら 念 じ る も の で あ る O

第 l 部 復興財政

提言 1 ， 災害救助 に お け る 期源の確保

・ 災害救助行政 を 、 国 か ら 被災 自 治体への補助金積み上 げ方式か ら 、 包括的補助金 ま た は

交付金方 式 な ど に 切 り 替 え 、 現地の裁量 を 拡大す る 方向 で の改革が必要で あ る O 補助金

査定 に つ い て も 一件査定方式で は な く て 、 災害規模 か ら 被災者一人 あ た り ・ 避難者一人

あ た り の 単価方式 を 採用 すべ き で あ る 。

@ 被災市町 は 、 災害救助法 に は な い 災害関連事務事業 を 負担せ ざる を え な か っ た ( り 災証

明交付、 義援金配布、 食料 ・ 物資運搬、 仮設住宅 の 維持管理、 待機所の設置、 公営住宅
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へ の 転居支援 な ど) 。 こ れ ら 付帯事務事業 は 、 補助対象 に も 交付税算 入 の 対象 に も な ら

な い事務で あ る が、 災害行政 と し て認知 し て い く べ き で あ る 。

; 復!日 ・ 復興の 自 主財源の確立

@ 今毘 の 震災で は復興 に よ る 自 治体の財源不足 を 地方交付税で対応 し たが 、 本来 は 税源 の

再配分 も 含め た 分権化 を 並行 さ せつ つ 、 自 治体 に 包括的 な復興 自 主財 源 を 与 え 、 被災地

を 元気づ け る こ と が重要であ る 。 復興財政の予算編成や執行 の体制が中央集権的 な 縦割

り で は 、 地域の ニ ー ズ か ら は な れて し ま う か ら で あ る 。

( 1m 
① 被災地 に お け る 民税 と 地方税の 配分比率 を 変更 し 、 被災地内 で の 税 収 ( 国税) を 一

定期 間 は そ の 区域内 で優先 的 に 配分

② 災害 に 関す る 予備費 と し て 中央政府 に あ ら か じ め積立金 を 用 意 し て お き 、 被災地 に

は ブ ロ ッ ク ・ グ ラ ン ト (補助金) と し て例 え ば被災人 口 部で一括交付

③ 地方 自 治体で余剰金の共同積み立て

④ 海外 と の寂引 を 完全 自 由 イとす る 経済特区 を 設置

⑤ 被災地 に お け る 消 費税の期 間 減免 な ど

@ 神戸市財 政 は 、 事業経営的収入 (下水道、 港湾、 新都市整備、 病 院 、 高 速鉄道、 水道)

の 各会計で軒並み 収入 の 減少 と な っ て い る 。 都 市 の 自 治体が基本的 に は サ ー ビス 匝体で

あ る た め 、 建物 ・ 施設 と い っ た ス ト ッ ク の被害は も と よ り 、 サ ー ピ ス 収入 の 減退 と い っ

た フ ロ ー の打撃の ほ う が大 き い 。 従 っ て こ れ ら の減収に つ い て も 、 国庫 か ら の支援 の 際

に勘案すべ き で あ る 。

3 将来の激甚災 害 に備 え た 復興基金事業の制度化

@ 阪神 ・ 淡路大震災復興基金の事業 は 、 既存の 法体系 と 財政制度 で は対処で き な い 、 現地

の ニ ー ズ に対処す る ク ッ シ ョ ン と し て設 け ら れ た も の で 、 今後の災害への法体系への準

備 に お い て参考 に さ れ る べ き も の で あ る 。 被災者への個人給付が実質的 に行 わ れ た こ と

は 評価 で き る 。 こ う し た 中 か ら 、 数々 の泊 目 すべ き 事業 が実施 さ れた 。 将来の激甚災害

に 備 え 、 災害の規模 に対応 し た復興基金の創設 を 予 め 制度化 し て お く 必要があ る 。 復興

基金がそ の効果 を 発揮す る の は 、 既存の施策 で な く 、 現地の状況 に対応す る 新施策 を 創

出 し て い く 場面 で あ り 、 行 政 を 補完す る 基金事業 に よ る 各種支援金 は 、 災害庄後 に 支給

さ れ る 方が効 果 は 数倍で あ る か ら で あ る 。 同 時 に 、 基金事業 と し て導入 さ れ た 数 々 の 注

目 すべ き 雄策 を 震災特例 に と どめ ず 、 一般的 な 制定 と す る よ う 検討すべ き で あ る 。

4 地域のポテ ン シ ャ ル を 生 か し た 、 市民 と の協働での救出、 救助の確立

@ 災害 に よ る 被害 の発生 ・ 拡大 を 防 ぐ た め の コ ミ ュ ニ テ ィ の役割、 却 ち コ ミ ュ ニ テ ィ 団体
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や 自 主 訪災組織 を は じ め と し て 、 消 防 問 、 地元工務自 、 商庖街、 企業、 大 学等 も 含め 、

地域 コ ミ ュ ニ テ ィ に あ る リ ソ ー ス (資源) を 正当 に 評価 し 、 重視すべ き で あ る 。 そ し て

初動期 の救急救助 に そ れ ら が活か さ れ る よ う に す る た め に は 、 震災の教訓l か ら 生 ま れ た

「防災福祉 コ ミ ュ ニ テ イ 」 を 中 核 に 、 地域 に あ る 様々 な 組織、 ネ ッ ト ワ ー ク が、 い ざ と

い う と き に何がで き る か を 平素か ら 考え て お く 必要があ る O ま た 、 住民主体の ま ち づ く

り の視点 で 自 主 防 災 を すす め る た め 、 そ の地域に応 じ た平時か ら の安全 ・ 安心 ま ち づ く

り を 住民 自 身が コ ー デ イ ネ ー ト で き る よ う な 防災 リ ー ダー を 養成す る 必要 が あ る 。

@ 特 に 、 消 防 団 を 地域の 防災力 と し て 重要 な リ ソ ー ス と 位置づけ、 平常時か ら 訓練だ け で

な く 生涯学 習 、 運動会 な どの地域行事への参加等の 活動 を 推進す る べ き で あ る 。

; 仮設住宅用地の多様な設定

@ 仮設住宅 の 用 地費 が災害救助法の対象 に な っ て い な いが、 対象 と すべ き で あ る O 災害救

助 法 で は 仮設住宅 は公園 ・ 学校 な ど に 建設 さ れ る と 想定 さ れて い る が、 都 市直下型大災

害の場合 は 、 公共用 地で は不足す る た め民有地 を 使用 せ さ る を え な い場合が発生す る 。

し か し 仮 に 民有地 を 借 り 上 げて も 、 現行制度上、 賃貸料 は補助対 象 に な ら な い。 阪神 ・

淡路大震災の場合、 神戸市がた ま た ま 広大 な 海面埋立地、 宅地造成地 を も っ て い た か ら 、

な ん と か公共用 地の な かで建設用 地 を 捻出 で き た に す ぎ な い 。

・ 個 人の敷地 に お け る 克、急仮設住 宅 の 建設や建築費助成 は 、 市 か ら 悶へ要望 し た が、 個 人

財産形成への助成 に な る と の考 え か ら 実現 し な か っ た 。 し か し 、 仮設住宅建 設 に 要 す る

財源が節約 で き れば、 そ の分 を 被災者の生活ニ ー ズ に却応 し た住宅施策 に 充 当 す る こ と

が可能 と な る 。 コ ミ ュ ニ テ イ の維持の た め に も 、 どの よ う な 要件 な ら 個 人 の 敷地 に お け

る 仮設住宅が建設で き る か を 具体的 に 検討す る こ と が必要で あ る O

第 2 部 生活再建

ロー ; fj政去る認出玩ゐ何時何正 二二7
@ 被災者の居住行動 の調査 に よ る と 、 多 く の被災者が災害救助法が想定す る 避難所一 応急

仮設住宅 と い う ピ ヘ イ ピ ア 以外の対応がな さ れて い る (借家、 親戚宅、 個 人の 仮設住宅

等) 。 こ れ ら の 表面 に 出 て こ な い被災者の様々 な 対応 と 努力 を 概数 で で も 把握す る 必要

があ る 。 震 災直 後 の 国 勢調査 ( 1995 . 10) は 絶好の機会で あ っ た が、 調査方法 ・ 項 自 に

市の裁量 の余地が全 く な く 、 ま た仮設が公営住宅 に 分類 さ れて し ま う 状態 で あ っ た 。 し

か し 市で単独で、 国 勢調査 レ ベ ル の 調査 を 実施す る こ と は 実捺上不可能で、 あ る の で 、 大規

模災害直後 に 実施 さ れ る 国勢調査で は 、 災害特例 を 認め る べ き で あ る 。
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提言 7 ， す ま いの再建 に つ い て

@ 住宅時急、鯵理の 制 度 は 既存住宅 ス ト ッ ク の活用 に不可欠で あ っ て 、 そ の 拡充 に よ り 必要

仮設住宅数 を 減 ら す こ と がで き る 。 自 力再建への 第一歩 と し て応急修理助成 を 広 く 活思

で き る よ う に 拡充すべ き で あ る 。 さ ら に 、 花、急修理助成だ け で な く 、 住 宅の被災度判定、

り 災証 明 の 判 定、 応急修理の可否 と 費用見積、 家屋解体 に つ い て 、 4連の流 れ と な っ た

被災建物修繕 ・ 解体 シ ス テ ム 制度 の 創 設が必要 で あ る 。 住 民 に と っ て 、 専 門 家の被災建

物 の調査 ・ 判定 ・ 助言 を 、 そ の復 旧 の 費 用 と 合わせて 判 断す る こ と が住 宅再建 に不可欠

で あ る が、 そ の た め の技術的 な標準化 は ま だ不十分であ る 。 二次災害 の 回 避 を 想定 し た

地震動、 地盤、 建物構造、 補修、 被災判定の各分野の 専 門 家 な ど と の協 議 シ ス テ ム な ら

び に や は り 未整理の ま ま の花、急修理の 工事手法標準化 も 含め て 、 災害救助法の 関連規定

と し て 整備 さ れ る べ き で あ る 。

@ 高齢化社会や生活ス タ イ ル の変化 に あ わ せ た 居住形態が求め ら れ て お り 、 住宅施策 と 指

祉施策等が連携 し た住宅形態 の 選択の多様化が必要で あ る O 神 戸 で は 震災 の教訓 を 生か

し て 、 コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グ、 グ ル ー プホ ー ム 型住宅、 定期借地権付住宅、 ベ ッ ト 共

生住宅等が導入 さ れつ つ あ る が、 こ れ ら を 復興特例 だ け に と どめず、 全 国 的 な 施策 と し

て 、 供給 ・ 運営制度 の検討が望 ま れ る 。 特 に震災後の先駆的 な取組み と し て 注 目 さ れ る

コ レ ク テ イ ブハ ウ ジ ン グの 協 同室 (ふ れ あ い 空 間 ) 整備 に対す る 補助 金は 、 現行制 度 上、

導入 さ れて い な い が、 コ ミ ュ ニ テ ィ の継承に よ る 豊 か な 住 ま い の実現の た め に不可欠な

支援 と し て 、 制度化 さ れ る べ き で あ る 。

@ 震災直後は 、 民 間借家の確保が国 難 な 状況 に あ っ た こ と と 、 早期の住宅復興事業 の た め

に は既存制度 を 最大限 に 活用 し て効率 的 な 住宅供給 を 行 う 必要があ っ た た め 、 被災者 に

対す る 住 宅 の 供給 は 、 複興公営住宅の 直接建設が寸i 心 と な っ た 。 今後は 、 大量の公的住

宅の管理 ・ 運営 と 老朽化時点で の 対策が課題であ る O 特 に 将来 、 更新が集 中 す る 時期 に

は 国等 の新 た な 支援制度が求め ら れ る 。

@ 復興公営住 宅 は 高齢者の比率が高 い た め 、 日 常生活の見守 り や コ ミ ュ ニ テ ィ の形成が重

要 で あ る 。 復興公営住 宅 を 超高齢社会 を 先取 り し た す ま い と く ら し の イ ン フ ラ ス ト ラ ク

チ ャ ー と し て捉 え 、 そ の基盤の 上 に ネ ッ ト ワ ー ク と 社会サー ピ ス を 編 み 出 し 、 生活再建

と 自 立 を 支援す る こ と が必要であ る 。

提言 8 被災者の活力 を 引 き 出 す災 害救助体系の確立

@ モ ノ 不足時代 か ら 成熟社会への移行の 中 で 、 個性的 な 生活 や 生 き がい の追 求 に 重 き を 置

く 価値観が評価 さ れ る よ う に な っ た現在 に お い て は 、 被災者 を 救援の対象 と し て位量づ

け る 期 間 を で き る だ け短 く し 、 生活の再生 に 自 助努力 す る 手 だ て を 行政サ イ ドで用意す

る 仕掛け を あ ら か じ め つ く る 法体系 の 整備や行財政 シ ス テ ム の改変 を 進 め る 必要があ る 。
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@ 災害か ら の 生活復興 に は 、 被災地の活力 、 被災者 の 活力 を よ り 引 き 出 し 、 そ れ を 活か す

こ と ( エ ン パ ワ ー メ ン ト ) を 基本理念 と すべ き であ る 。 都市の援興の た め に は 、 そ こ で

生活す る 人た ち の 活力 が不可欠であ り 、 最終的 に は 一 人一 人が納得 し て 、 そ の活力 を 引

き 出 す た め に 自 己選択がで き る 機会 を 増 や す こ と が、 一見遠回 り の よ う に 見 え る が、 実

は も っ と も 効率 的 だ と 考 え ら れ る か ら であ る 。

提言 9 被災生活で、 自 ら く ら し を再建す る た め に

@ 避難所 を 、 生活エ リ ア に即 し た 二次災害防止情報拠点 と し 、 物資や食糧 の 配布 の ほ か、

各種情報の提供 や 、 余震等 を 含め た 災害情報な ど に つ い て 、 で き る だ け避 難所へ正確 に

届 け る こ と が、 安心 と 納得 の 始 ま り と な る 。 調査 ・ 研究で現地入 り す る 専 門 家が避難所

な ど現地での専 門 的 な 解説 と 住民か ら の 質問応答 を 行 う こ と も 検討すべ き で あ る 。 ま た

被災者が余震 な どが収 ま っ た 後 に 自 宅 に戻 る 選択 を し や す く な る よ う に す れ ば、 避難所

の混雑 も 緩和 さ れ る O

@ 生活再建の手始め に 、 自 分で炊事 を す る こ と も 重要 で あ る O 災救法で も 、 炊 き 出 し ゃ給

食施設の 活用 を 勧 め 、 避難所 な どでの炊事場の確保 や 、 食材や燃料提供、 ボ ラ ン テ イ ア

な どの協力 や避難所内 の互助体制等の環境づ く り を 求め て い る 。 ま た 、 避 難所で食事 を

配給す る 代 わ り に 地元の食堂や レ ス ト ラ ン で食事で き た り 、 食材 を 入手 で き る 切符制 の

導 入 は 、 商屈 の復興な ど地域の 日 常的 な 経済の復興 に つ な が り 、 ま ち に に ぎ わ い を 取 り

戻す こ と に 寄与す る O

@ 避難所での 掃 除 、 洗濯等 も 、 日 常 を 叡 り 戻 し 、 活力 を 引 き 出 す仕掛け と し て重要で あ る O

@ 避難所 に 多 く の 住民がい る 段階 か ら 、 そ の 地域の 人が 自 由 に 意見 を 述べ あ っ て 、 復興 さ

れ た ま ち な み が イ メ ー ジ で き る よ う な ワ ー ク シ ョ ッ プが避難所 な どで行 え る よ う 、 ま ち

づ く り 協議会の設置や人材の派遣 シ ス テ ム な ど を 事前 に 作 り 上 げて お く 必 要 があ る 。

@ 阪神 ・ 淡路大震 災 で は 、 避難所新 聞 の発行が多 く 見 ら れた が、 日 常生活の手がか り と な

る 生活情報 だ け で な く 、 住民 た ち の 活躍ぶ り な ど を 掲載す る こ と で 、 互 い を 勇気づけ ら

れ る た め 、 こ れ ら の発行の 支援策 も 不可 欠 で あ る 。

0 ; 自 己選択で き る 支援 メ ニ ュ ー の事前策定 と 情報提供

@ 多様 な メ ニ ュ ー を 盛 り 込ん だ事前生活復興計画 を 策定 し て 、 平常時 か ら 公表 し て お く べ

き で あ る O 救援 ・ 復!日支援メ ニ ュ ー を 早期提供す る こ と が、 被災地の住民が持 っ て い る

活力 を よ り 引 き 出 し て 活かす再建 ・ 復興 を 可能 に す る か ら で あ る O 具体的 に は 、 阪神 ・

淡路大震 災後 さ ま ざ ま に 改 善 さ れ た 生活 再建 プ ロ グ ラ ム を 参考 に 、 住 民 向 け に 生活 再

建 ・ 復興ハ ン ド ブ ッ ク を 作成 し 、 被災直後の段階で配布 すべ き で あ る O ま た平常時か ら 、

こ のハ ン ド ブ ッ ク 作 り を 行 政だ け で な く 、 自 主防災組織や ま ち づ く り 協議 会 な ど住民や

専 門 家 、 救援 ボ ラ ン テ ィ ア と 占緒 に作成 し て い く こ と で 、 事前の 学習 も 進み 、 制 定 の 改
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善 も 可能 に な る 。

@ 各種の救援施策が実施 に 移 さ れ る 前の段階か ら 、 よ り 詳細 に解説で き る よ う な 相 談 窓 口

の 設置が必要 と な る O ま た 、 そ の 窓 口 で得 ら れ る 相談の情報 は 、 そ の ま ま 救援施策 の 展

開で必要 な ニ ー ズ の 把握 に も つ な がる O こ の 窓 口 は行政情報 を 上意下達す る 場で は な く 、

コ ミ ュ ニ テ イ ベ ー ス で生活の再建 ・ 復興 を 協働 し て い く 拠点 と 位置づ け る と と も に 、 自

治体の災害対策本部の 出先、 救援ボ ラ ン テ イ ア の 受 け 入れ拠点等の位置づけ に な る よ う

な 権 限 と 情報 も 必要 で あ る 。

瓦画工震災の経験の整理
@ 被災地住民が暮 ら し を 再建 ・ 復興 さ せ る 拠点 と も な る べ き 避難所や仮設住宅の 開 設期 か

ら 、 閉鎖期 ま で どの よ う に 運営す る か を 考 え る よで、 う ま く い か な か っ た 反省点 を 含め

た プ ロ セ ス を 中 心 に 、 被災地の経験 を 整理 し 、 今後 に 活 か すべ き であ る 。

・ ま ち づ く り 協議 会が復興に 果 た し た功 績 は 大 き い 。 住民や コ ン サ ル タ ン ト と し て 関 与 し

た ま ち づ く り プ ラ ン ナ ー た ち の体験の 記録 だ け で な く 、 活動 プ ロ セ ス の 課題の整理が重

要 で あ る 。

第 3 部 鍍興 ま ち づ く り

l 提言1 2 ; 都市計画 ・ ま ち づ く り ・ 住宅再建の た め の新 た な 法制度 ・ 支援政策
一

( 1 ) ま ち づ く り 全般

@ 震災以前か ら ま ち づ く り 組織が活動 し て い た 地 区 で は 、 震災直後 か ら 秩序 だ っ た復興 ま

ち づ く り 活動が始め ら れ て い る O 密集市街地 の 整備の た め に 、 住民主体に よ る 事業推進

を は か る 具体的枠組み と し て 、 ま ち づ く り 協議会方式 と 専 門 家派遣制 度の拡充 を 進 め 、

特 に現行の ア ドバ イ ザー ・ コ ン サ ル タ ン ト 派遣 の 費 用 負担 に つ い て の助 成 は 、 定常 的 な

制度化 ・ 法制 化 な ど に よ っ て そ の拡 充 を 図 る べ き であ る 。

@ 被災地 で の 再建 は 、 様 々 な 行政支援の メ ニ ュ ー が順次、 制度化 さ れ て い っ た が、 こ れ ら

個 別 の 制 度 で は 街 区 そ の も の が も っ て い る 課題 を 解決す る に は不十分であ る 。 指区 レ ベ

ル で の住宅再建 と 住環境改善 と を 一体的 ・ 総合的 に 進 め 、 建築 と 基盤整備の 手法制度 を

組み合わせた総合 メ ニ ュ ー 型事業制度 「街区協同 再生 シ ス テ ム 」 を 確立 す る 必要があ る 。

① 地域の特性 と 実情 に 応 じ て様 々 な 施 策 メ ニ ュ ー を 組み合わせ、 そ の弾力 的適用 を 図

る

② 様 々 な復興事業 に お い て 震災特例 と し て緩和 ・ 拡充 さ れ て き た項 目 を 木造密集市街

地再生への イ ン セ ン テ イ ブ と し て 叶支化す る (事業要件の緩和、 税制上の優遇、 補助

内容の拡充 な ど)

③ ま ち づ く り 協議 会方式 と 、 専 門家 派遣制度 の拡充 を 図 る
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@ コ ミ ュ ニ テ ィ を 掌握 し た ま ち づ く り 協議会 を 支援事業 の 受 け 皿 と す る こ と を 提案す る 。

ま ち づ く り 協議 会 の封政基盤の安定 を 図 る た め に も 、 行政支援 の 受 け皿 と し て 、 地元実

態調査 ・ 相談 ・ 活性化業務等 を ま ち 協へ委託す れ ば (区役所業務の コ ミ ュ ニ テ ィ 版) 、

ま ち づ く り に 有効 な NPO、 ま ち づ く り 会社等 に 発展す る 契機 に な る と 思 わ れ る 。

@ 平常時か ら ま ち づ く り ・ 学校教育等で 、 事業の仕組み等 を 語句 だ け で も 知 ら し て お く べ

き で あ る 。

@ ま ち づ く り に お け る 関係者の合意がそ の 地 区 ・ 地域の総意 と し て 形成 さ れ て い く プ ロ セ

ス への対応の検討が重要で あ る 。 当 面 、 そ の 前提 と し て 、 地方 自 ら 地域の合意形成 に 責

任 を も っ と い う 観点か ら も 、 都市計画決定 に 対す る 国 の 関 与 を 縮小 し 、 こ れ ま で以上 に

市軒村権 限 の 強化 に取 り 組むべ き で あ る O

( 2 )  復興区間整理事業

@ 復興土地区 画整理事業 に お け る 「復興共同住宅区」 は 、 事業計画で定め所有者の 申 出 に

よ り そ の 区 内 に 換地 し 、 共 同住宅建設 を 義務づけ る も の で あ り 、 土 地 区 画 整理事業 に 住

宅整備 と を 結合す る も の と し て震災後 に新 た に 制 度化 さ れ た 。 し か し 実際 に は 、 復興共

同住宅区 の 設定 は行 な わ れず、 任 意 の 飛 ぴ換地 (短冊形換地) と し て 処理 さ れ た 。 事業

協 力 者 の 参加要件の緩和 な ど、 河 制 度 の 柔軟 な 運用 を すべ き で あ る 。

@ 震災復興で は 、 コ ン サ ル タ ン ト 等の 「 ま ち づ く り 技術者」 達が住民 と 行政 と の コ ー デ イ

ネ ー タ ー 役 を 務 め 、 ま ち づ く り 協議会活動への参両 を は じ め 、 復興 プ ラ ン 作成への ア ド

バ イ ス 、 法制度 ・ 助成制度、 資金計画 に つ い て の相談、 時 に は 権利調整や対外交渉 を 担

う な ど重 要 な 役割 を 果た し た 。 区画整理事業 に お い て も 、 例 え ば事業の進行 に 影響 を 与

え る も の の 一 つ に 仮換地指定の場所 に対す る 住民の不安があ る が、 行政か ら 委託 さ れた

門 家が宅地の 間 口 と 奥行 き ・ 日 照等 も 勘案 し た 地元意向 の 調 整 、 基盤整備 (道路 ・ 公

園 ・ 緑地の ネ ッ ト ワ ー ク 化) に 対す る ア ド バ イ ス と 住民意見 の 集約 を 行 う な ど、 住民 と

行政の仲介役 を つ と め る コ ン サ ル タ ン ト な どの効果 的 な 運用 を 図 る べ き で あ る 。

( 3 )  復興再開発事業

@ 容積率の あ ま り 高 く な い被災 し た住宅地 を 再生す る 手法 と し て 、 中 層 建築 を 主体 と し た

街への復興 に 活用 で き る よ う 制度の拡充が必要であ る 。 そ の た め 、 適度の保留床処分で

も 再開発事業が成 り 立つ よ う に 、 従来の ピ ル の規模 に 応 じ た 共 同施設整備 に 要す る 費用

の補助 と は異 な る 発想、で、 補助金の仕組み を 考 え る 必要があ る O

@ 再開発の エ リ ア が大 き く な る と 事業 を 段階的 に 実施す る こ と と な り 、 従前居住者の生活

再建 を 優先す る た め 、 保留床 を 中 心 と す る ピ、 ル の建築工事 の 時期 は 後発 と な ら ざる を 得

な い。 そ の 時 間 差 か ら 生 じ る 事業 費 の 金利 に つ い て補助金の 導入 を 留 る な ど、 自 治体の

体力 に 頼 ら な い 制 度への改善が求め ら れ る 。

@ 現行 で の 再 開発事業の 一連 の 法手続 き で は 、 震災復興の事業の迅速 さ に 十分対応、で き な

い た め 、 計画 の 柔軟性 を 尊重 し た 事業計画 ・ 管理処分手続 き 及 び部分的 な 先行的工事着
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手 の 柔軟 な 運用 が求め ら れ る O

( 4 )  住宅再建

@ 街区形成 ・ 細街路整備の重要 ポ イ ン ト で あ る 角 敷地権利 者 に対 し 、 事業協力 の イ ン セ ン

テ イ ブ と な る メ リ ッ ト を 与 え る 補助制度が望 ま れ る 。

@ す ま い に 関 す る 総合支援拠点 と し て 緊急時 に 求 め ら れ た 精神 医 ・ 弁護士 ・ 税理士 ・ 金融

関係者 ・ 建築士等 の 専 門 家 ネ ッ ト ワ ー ク を 駆使で き 、 さ ら に 、 良 質 な 工務庖等の情報 を

提供 で き る 程の住民ニ ー ズ に適 し た サ ポ ー ト セ ン タ ー を 早期 に 立 ち 上 げ る こ と が必要で、

あ る O

@ 他都市等 に 避難 し た被災者が一 日 も 早 く 地元 に帰 り 、 住宅 を 再建で き る よ う に す る 仕組

み が、 被災地の ま ち づ く り に は重要で あ る O 特 に 、 個 人 に 密接 に 関 わ る 各支援制度 の 定

常化 と 、 複合 ・ 重層 的 に利用 で き る よ う な 制度 の 連動が必要 で あ る 。

① イ ベ ン ト 開催 ・ ホ ー ム ス テ イ 等 に よ り 地元 に 立 ち 寄 り 、 一時滞在 し て も ら う コ ム ス

テ イ (住民団帰) シ ス テ ム を ま ち づ く り 協議 会 . NPO 等 を 行政の協働 で行 う 制度

② 住宅共向化へ の 支援制度 と し て 、 保留床の受皿住宅使用 を 前提 に し た従前居住者再

建建築の 制度化

③ 狭小型協調 (小規模共同 型 ) 住宅補助i制度

3 ;  「 マ ン シ ョ ン 建替 え 事業健進法J の制定

@ 現行 の 区分所有法 は 、 マ ン シ ョ ン の復!日 、 建替え に つ い て は わずか数 ヵ 条 があ る の み で、

被災マ ン シ ョ ン の復興 を い か に 遂行す る か と い う 事業法的 な 観点 を 欠い て い る 。 ま た マ

ン シ ョ ン 建替決議 の 要件 や そ の前提 と し て 「過分の修繕費用 」 と い う 要件 な ど、 解釈を

め ぐ る 問題が多 数発生 し た 。 区分所有法の 問題点 に対す る 改正案 は 、 以 下 の と お り 。

① 復 旧 決議があ っ た場合の買取請求権の期 間 制 限 と 催告制度 の創設

② 買取請求の 「時価J の 決 定 に つ い て 、 新 た に 非訟制度 を 創設

③ 建替要件の う ち 、 「費用 の過分性」 の 削 除 と 、 「老朽」 を 例 え ば築後30年 と い う よ う

に 期 間 を も っ て定義づ け 、 建替 え 決議 の法的安定性 を 高め る な ど

@ マ ン シ ョ ン 復興 を 再開 発 に 準 じ 、 区分所有者が公的 な 組合 を 設立 し て事業 に あ た る 「マ

ン シ ョ ン 建替事業促進法」 の 制 定 を 提案す る O

① 都道府県知事の 「建替 え 計画J の認可

② 再建組合への法人格の付与

③ 権利変換制度の導入

④ 市町村長 の 建替 え 必要物件への勧告制度 な ど

4 ; 擢災都市 に お け る 構家 に 関 す る 法制度 に つ い て

@ 擢災都 市借地借家臨時処理法の優先的借家権 (第14条) 等で家主の権利 を 制 眠す る こ と
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に よ り 、 必ず し も 借家 人保護 の 目 的が達成で き た と は い え な い 。 土地 を 売 り た い地家主

がい て も 第 三 者 に 転売で き な い の で 、 権利 を 消す た め に 金 ( 立 ち 退 き 料) を 払 っ て解決

し た例 が多 く 、 住宅供給 に は つ な が ら ず、 逆 に 同法があ る た め に 、 権利 の 移 転がで き な

い と い う マ イ ナ ス の面 も あ っ た 。

・ 災害時の住居の確保 と い う 課題 を 家主 の 犠牲 に よ っ て私法の領域で解決す る と い う 発想

そ の も の を 改 め る べ き であ る 。 住居の確保 と い う 課題 は 、 応急仮設住宅 の 更 な る 充実 、

公営住 宅 の 迅速 な 建設等 、 公法的 な 災害救助体制 の 中 で検討 さ れ る べ き で あ る O

委員長

委員
(五十音順)

安田 丑作 l 神戸大学工学部教授

(rgは WG 班長)

。研究会の活動状況

1 回全体会

第 l 回 生活再建 WG

第 l 回復興財政 WG

WG、 執筆分担の決定

附 8 . 1斗現状 課題の分析 、 意見交換

現状 ・ 課題の 分析、 意見交換

換一
換

見一
見

立忠一
台叫

込一
込

重一
重U1u

 

(案) の と り ま と め
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第二章

民 間 に よ る 検証



1 f巨民検証研究会

川 市民検証研究会 の発足

兵庫県が1999年 4 月 に 震災対策国際総合検証会議 を 設置 し 、 震災 5 周 年 に 向 け て 国 内 外

の検証委員 に よ る 震災対策 の検証 を 行 う こ と を 決め た の に 続 き 、 神戸市 も 同 6 月 に震災復

興総括 ・ 検証研究会 を 設 け 、 I草の根か ら の検証」 を 始 め た 。 こ の よ う な 行 政主導の検証

に対 し て一部の市民団体で も 独 自 の検証作業 に 取 り 組ん で い た が、 震災の 年 か ら 毎年 「市

民 と NGO の r紡災』 国 際 フ ォ ー ラ ム 」 を 開催 し 、 震災復興 に 向 け て の 「神戸宣言」 を 発

表 し て き た 同 フ ォ ー ラ ム 実行委員 の 一部 を 中心 に 、 行政の視点 と は異 な る 市民 の 視点 か ら

復興の道筋 と 新 し い社会 シ ス テ ム の展 開 を つ く り だす行動計画 を つ く っ て い く こ と が必要

で は な い か と の認識が生 ま れて き た 。 そ の た め に は 、 ま ず今 ま で の復興過程 を 市民の 自 で

検証す る こ と か ら 始め よ う と い う こ と に な り 、 1999年 7 月 に 「市民検証研究会の 立 ち 上 げ

に つ い てJ と い う 呼びか け が フ ォ ー ラ ム 参加者 に 送 ら れ た 。

呼びか け 人 は 、 今 回 忠 (市民社会研究所長、 元 阪神 ・ 淡路 コ ミ ュ ニ テ イ 基金代表) 、 戎

正 晴 ( 弁護士、 阪神 ・ 淡路 ま ち づ く り 支援機掃事務局長) 、 芹 田 健太郎 (神戸大学大学 院

教授、 市民 と NGO の 「 防 災」 国 際 フ ォ ー ラ ム 実行委員 長) 、 野 崎 隆 � (建築家、 神戸復

興塾運営委員長) 、 増 田 大成 ( コ ー プ こ う べ名 誉理事) 、 松本誠 (神戸新開情報科学研究所

副所長) 、 山 口 一 史 ( ラ ジ オ 関 西社長) の 7 名 で、 と り あ え ず被災地 NGO 協働 セ ン タ ー

が事務局 と な っ た 。 8 月 6 汗 に 呼 びか け に応 じ た21名 が準備会 に 集 ま り 、 市民検証研究会

は検証そ の も の を 日 的 と す る の で は な く 、 こ れか ら ど ん な 社会 を つ く っ て い く か と い う 具

体的 な 行動計爵 ニニ ア ク シ ョ ン プ ラ ン を つ く る こ と に あ る こ と が確認 さ れ、 具体的 な企画 は

小委員会で検討す る こ と に な っ た 。 8 月 24 日 に小委員 会が開催 さ れ、 部 会 に 分 か れ て ヒ ア

リ ン グ を 中心 に調 査 を 行 う こ と 、 事務局 を 阪神高齢者 ・ 障害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク に置 く こ

と 、 調査研究は メ ン バ ー の 会費 の 拠出 に よ っ て 運営す る こ と な どが決定 さ れ た 。 小委員 会

の検討 を 受 け て さ ら に呼びか け を 行 い 、 研究会 メ ン バー が30人 に増 え 、 9 月 10 日 に全体会

を 開催 し 、 研究会が発足 し た 。

な お 現在 は市民活動 セ ン タ ー神戸が事務局 を 担 当 し て い る 。

(2 )  検証の 視点 と 方法

具体的 な 検証作業 は 、 地域や グ ル ー プ を 具体的 に 見 て い く タ テ 軸検証 と 、 テ ー マ ご と に

見 て い く ヨ コ 軸検証の 方法 を と る こ と に な っ た 。

タ テ 軸 は 、 「 コ ミ ュ ニ テ イ J (幹事/野崎隆一) I ま ち づ く り J ( 同小野幸一郎 ・ ま ち ・ コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ) I働 く 場J ( 伺実吉威 ・ 市民活動セ ン タ ー 神戸) I社会J ( 向 増 田大成)

の 4 部会、 ヨ コ 軸 は 「市民 と 行政J ( 同 大谷成章 ・ WAVE117編集室) I 市 民 と く ら し と 地

域の 変イヒJ ( 同 増 田大成) I市民 と 市民活動の 可能性J ( 同 油 田 将一 ・ 都市生活地域復興セ
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ン タ ー ) の 3 部会 に 分 か れて 検証作業 を 進 め る こ と に な っ た が、 「 コ ミ ュ ニ テ イ 」 と 「 ま

ち づ く り J は対象 と メ ン バー がほ と ん ど同 じ であ り J コ ミ ュ ニ テ イ ・ ま ち づ く り 」 部会 ( ， コ

ミ ・ ま ち 部会J と 略称) に 一本化 さ れ た 。

検証の 視点 は あ く ま で も 市民の視点 で あ り 、 行政の マ ク ロ な 視点 に対 し て 、 ミ ク ロ の視

点 に特徴があ る 。 検証の 手法 と し て は ヒ ア リ ン グが 中 心 で あ り 、 科学的 な 調 査設計 に 基づ

い た も の で は な い 。研究会 の 人 的 ・ 資金的制約 も あ り 本格的 な調査は行 え な いが、 ア ク シ ョ

ン プ ラ ン 策定の た め の検証 と し て は 、 有効 な 方法で あ ろ う O と く に 一 方 通行 の 聞 き 取 り 調

査で は な く 、 調査す る 側 も 調査 を 受 け る 側 も 市民 であ る と こ ろ か ら 、 双方 向 の コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン を 伴 う 調査がで き た 。 ま た 、 コ ミ ・ ま ち 部会で は ヒ ア リ ン グの対象者が次 回 の 調査

で は ヒ ア リ ン グ を 行 う 慨 に 加 わ り 、 話 し合 い 、 議論 を す る と い う 、 市民検証 な ら で は の手

法が と ら れた 。

(3) 検証作業の足 ど り

(前史)

。 「市民 と NGO の F防災J 国 捺 フ ォ ー ラ ム J (1995年12月 � 2000年 1 月 ま で 5 居 )

く〉同 フ ォ ー ラ ム を 母体 に 、 1998年 7 月 「市民がつ く る 復興計画 私 た ち に で き る こ と 」

を 刊行

(市民検証研究会)

1999年 8 月 市民検証研究会準備会発足

9 月 正式発足

く 4 つ の部会 ( タ テ 軸部会) を 編成 、 部会 ご と に ヒ ア リ ン グ を 行 い 、 検証

作業 を 進め る 〉

o ' コ ミ ュ ニ テ ィ 部会J

o ' ま ち づ く り 部会J

→. ' コ ミ ュ ニ テ イ ・ ま ち づ く り 部会」 と し て合同 で検証

. '働 く 場部会J

. '社会 (福祉) 部会」

2000年 l 月 市民検証 フ ォ ー ラ ム を 開催

2 月 � < 3 つ の 「 ヨ コ 軸部会J を 編成 、 タ テ軸 と は Jj/j の 観点 か ら 検証 を 行 う 〉

o '市民 と く ら い

o '市民 と 行政」

o '市民 と 市民活動」

(4) 研究会 メ ン バ ー

相 川 康子 神 戸新開社会部

第 二章 @ 民間 に よ る 検証 665 



明石 和 成 震災 を 生 き る 宗教者の つ どい

池 田 啓一 都市生活地域復興セ ン タ ー

石井布紀子 コ ラ ボね っ と

0今回 忠 市民社会研究所

宇都 幸子 板神高齢者 ・ 障害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク

大賀 重太郎 被災地障害者セ ン タ ー

大谷 成章 ジ ャ ー ナ リ ス ト

大津 俊雄 神戸復興勢

小野幸 一郎 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

喜多陽太郎 ネ ッ ト ワ ー ク KOBE

出 裕子 阪神高齢者 ・ 障害者支援 ネ ッ ト ワ ー ク

佐藤 三郎 西須踏 ま ち づ く り 懇談会

実吉 威 市民活動 セ ン タ ー ・ 神戸

鳥 田 誠 ア ー ト ・ エ イ ド ・ 神戸実行委員 会

高 田 忠 良 コ ー プ こ う べ福祉 ・ 環境事業部

中村 )11貢子 コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ ー神戸

野崎 隆一 神戸 ま ち づ く り 研究所

広原 盛 明 前 ・ 京都府立大学長

法橋 聡 大板 ボ ラ ン テ イ ア協会/近畿労働金庫

細 川 裕子 被災地 NGO 協働セ ン タ ー

堀 内 正美 が ん ばろ う ! ! 神戸

牧 秀一 よ ろ ず相談室

増 島 智子 被災地 NGO 協{動 セ ン タ

増 田 大成 コ ー プ こ う べ福祉 ・ 環境事業部

松本 誠 神戸新聞情報科学研究所

村井 雅清 被災地 NGO 協働セ ン タ ー

室崎 益輝 神戸大学都市安全研究セ ン タ 一

山 口 一史 ラ ジ オ 関西

山添 令子 コ ー プ こ う べ福祉 ・ 環境事業部

山 根 泉 神戸 YMCA 国 際セ ン タ ー LETS

渡遺 仁 WAVE1 l7編集室

(五十音)11夏 、 O

.事務局 市民活動 セ ン タ ー 神戸
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2 兵藤県震災復興研究 セ ン タ }

「大震災い ま だ終 わ ら ず - 5 年 間 の 国 と 自 治体の復旧 ・ 復興施策 を 問 う - J

(検 証)

第 l 章 震災 5 年の検証 一 政府 と 自 治体の復旧 ・ 復興施策 を 問 う

(現 状)

第 2 章 仮設住宅か ら 災害復興公営住宅へ

「死」 と と な り 合わ せ に 1999年 か ら 2000年へ ー

第 3 章 復興公営住宅での生活再建の現状

第 4 章 被災地 で の 中高年失業者雇用対策の 問題点

第 5 章 深刻化す る 二重 ロ ー ン

第 6 章 震災 5 周 年 一 市場 ・ 蕗庖告の実態 を み る

第 7 意 阪神大震災 5 年 目 の被災業者

( ひ と )

第 8 章 震災 5 年 「 人 ・ 住 ま い ・ ま ち J 回復の検証

第 9 章 民 間住宅の復興 に つ い て

第10章 震災 ・ 住 ま い の復興 5 年間 の検証か ら 住宅政策 を 向 う

第11章 震災復興土地区画整理事業の検証

第12章 震災復興再開発の検証 ど こ ま でで き た の か、 ど こ ま で い く の か

(保 障)

第13章 公的支援 の あ り 方

第14章 「復興基金」 の 5 年 と 今後 の 課題

第15章 1800億 円 の義護金 と そ の 配 分 一 大震災か ら の教訓 は何か

第16章 人災 と 裁判

(財 源)

第17章 神戸都市財政の破綻 と 再生 の 方 向

第18章 自 然災害 に よ る 被災者災害保障 と 財源問題

雲仙火 山災害 と 阪神淡路大震災 と の比較視点 か ら
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(政 策)

第19章 公共投資 を 大型建設事業 か ら 福祉事業へ

被災地10市10町及び神戸市産業連関表 と の比較視点 か ら

第20章 中 小 自 営業者の振興 と 地域型銀行の役割

第21章 文化芸術 を 育 て る の は何か

第22章 廃棄物対策 を 検証す る

第23章 環境破壊、 産業優先の都市づ く り を 急 ぐ震災 「復興J

第24章 震災 5 年 を 経て の新提言

今 な お 生活再建で き な い深刻 な事態 を 打 開 す る た め の 5 項 目 提言 一

(資 料)

l . 阪神 ・ 淡路大震災/西宮応急仮設住宅入居者世帯生活調査資料

2 . 大震災 と 自 治体財政

3 . 地震の概要 と 大震災の被災状況

4 . 兵庫県震災復興研究 セ ン タ ー研究の記録

(執 筆 者

菊本 義治 神 戸 商科大学教授 第 1 章、 第 5 章、 第13章

岡 田 良 阪神 ・ 淡路大震災被災者 ネ ッ ト ワ ー ク 事務局長 第 2 章

内藤 一

藤 田 和夫

武貞 直 人
オオド木ミニ 靖雄

浅野弥二 一

竹 山 清明

田 達雄

安藤 元夫

塩1I1奇 賢 明

出 口 俊 一

山 内 康雄

j也田 1青
宮入 興一

中谷 武

北野 正一
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悌教大学社会学部助教授 第 3

兵庫県労動組合総連合副議長 第 4 章

兵庫県商工団体連合会事務局次長 第 6 章

日 本福祉大学経済学部教授 第 7

都市計画家 ・ 建築土 第 8 章

京都府立大学 人 間環境学部助教授 第 9 章

兵庫県職 員 労働組合県庁支部副支部長 第10章

近畿大学理工学部教授 第11章

神 戸 大学工学部教授 第12章

兵庫県震災復興研究 セ ン タ 一 事務局長 第14章、 第15章

自 由法曹 団兵庫県支部 ・ 弁護士 第16章

北九州 大学法学部教授 第17章

長崎大学経済学部教授 第18章

神戸大学経済学部教授 第四章

神 戸 商科大学教授 第20章



平 田

後藤 隆雄

藤永 延代

西川 柴一

金子 伸 子

重森 暁

3 そ の勉

神戸 を ほ ん ま の文化都市 に す る 会代表

神戸 大学工学部助手

お お さ か市民 ネ ッ ト ワ ー ク 代表

神戸 商船大学教授

日 本福祉大学名誉教授

大阪経済大学経済学部教授

第21章

第22章

第23章

第23章

資料 1

資料 2

( 1 )  市民 z 議員立法推進実現本部、 「公的援助」 実現ネ ッ ト ワ ー ク
「震災 5 年 復興計画 の提言」 シ ン ポ ジ ウ ム

日 時 2000年 3 月 18 日

場 所 新長 田 勤労市民セ ン タ ー

パ ネ ラ ー 小 田 実 (作家)

伊賀 興一 (弁護士)

大谷 幸夫 (東京大学名誉教授)

早川 和夫 (神戸大学名誉教授) 他

内 容 法制度や都市 ・ 建築計画、 居住政策 な ど 6 分野 に つ い て 、 被災者救援 に あ

た っ た弁護士や 建築家 ら が意見 を 出 し 合 っ た 。

(2 ) ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

「都市生活役立講康 都 市の流儀 東京 2 J

o [""震災検証」 が意味す る も の ~ 市民 に よ る 検証 と は ~

ゲス ト 今 回 忠 (市民社会研究所所長/市民検証研究会座長/ ま ち ・ コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 運営委員 )

O ま ち ・ コ ミ 版検証 プ ロ ジ ェ ク ト 「震災 と は何 だ っ た の かJ

プ ロ ロ ー グ : 震災の経験 を 生かす と は ?

日 時 2000年 3 月 24 日

場 所 早稲 田大学戸 山 キ ャ ン パ ス 文学部

(3) 神戸新聞

「議興 ・ 検証」

(紙面掲 載 日 テ ー マ)

何年 5 月 6 日 ボ ラ ン テ イ ア 悩 ま す資金不足

5 月 20 日 液状化 対策取れば防げた

第 章 ⑨ 民間 に よ る 検証 669 



6 月 3 8

6 月 17 日

7 月 8 日

8 月 5 8

8 月 19 8

9 月 2 8

9 月 15 日

1 1 月 4 8

12月 2 日

97年 2 月 17 日

3 月 17 日

4 月 17 日

5 月 17 日

6 月 17 日

8 月 17 日

1 1 月 16 日

12月 17 司

神戸空港 着工へ見 え ぬ財 源

借家め ぐ り 絶 え ぬ紛争

行政の は ざま 埋め る H A R

淡路 ・ 北淡町富 島 の 区画整理

大地震 「被災地に 1000年 な い」 は 本 当 か

災害時 の 医療情報 ネ ッ ト ワ ー ク

シ ナ リ オ な し 兵庫県防災訓練

緊急避難の 要介護高齢者

“元の場所" へ思 い強 く

失 わ れ る 震災資料

若者 よ 神 戸 に 帰 れ

東灘 ・ 森南 都市計画決定か ら 2 年

観光切 り 札 に 明 石海峡大橋

災害救助者の ス ト レ ス 癒せ

震災後の 火災被害

神戸 ・ 鶴 甲 の 大規模崩 落

中 高年/被災離職

兵庫県外被災者 ア ン ケ ー ト /故郷 今 な お 遠 く

兵!車県外被災者 ア ン ケ ー ト / こ の声 聞 け ず、 何の援興

兵庫県外被災者 ア ン ケ ー ト /栴づ く り 支援協会事務局長

98年 2 月 17 日 焼 け た街の 4 年 日 /神戸 ・ 須磨 千歳地底

3 月 17 日 都市計画決定か ら 3 年 東灘 ・ 森南 町 l 了 白

都市計画 決定 3 年/再生 の 思 い一致点模索

4 月 17 日 過渡期迎 え た仮設住宅

4 年 目 の春…残 さ れ る 仮設居住者

5 月 17 日 再建支援法成立

6 月 17 日 恒久住宅へ移転進 む/求め ら れ る 地域共助

支 え 合いへ 続 く 模索/復興住宅 “ ふ れ あ い 過疎"

8 月 17 日 運用へ 9 月 に 条例提案

NPO 法施行控え 被災地 ボ ラ ン テ イ ア 転機

神戸復興塾、 米国 を視察

期待す る よ り 実績積め

9 月 17 日 北淡町長選

10月 17 日 「住民 に 任せ る J プ ロ セ ス が重要

1 1 月 17 日 火災保険訴訟

670 第二章 @ 民間 に よ る 検証



12月 17 日

99年 2 月 17 日

3 月 17 日

4 月 17 日

地震免責で改善提言

NPO 法施行 か ら 半月 法人格叡得 8 割見送 り

膨 大 な 事務負担 「利点」 も 見 え ず

活動の 再検証必要 桃山学院大 ・ 石 田教授

NPO 団体の声

「元の 町へJ の声 結集

追 る 仮設の供用 期 限

「仮設J 期 限切 れ

神戸の観光客 震災前上 回 る

観光再生へ模宗続 く

生活J惑が新 た な 魅力 に

5 月 17 日 4 年 4 カ 月 … 蓄積す る 「教訓IJ / r究極」 の震災デー タ ー ベ ー ス

i世界 に 情報発信す る 拠点都市 目 指 し

兵庫県内 の 防災、 各研究機関概要

〈参考文献 〉
「 く ら し ・ 地域 ・ ア ク シ ョ ン プ ラ ン 2001 震災復興 市民検証報告書'J
http://www.dodirecLcom/kiroku/ oldhp/kensyou -siryo.html 

「大震災い ま だ、終わ ら ずー 5 年 間 の 国 と 白 治体の復旧 ・ 復興施策 を 問 う 」 兵康県震災復興研究セ ン タ ー 2000 
年 5 月

「兵庫地域問題研究 通巻20 号」 神戸新聞情報科学研究所 2000íf 5 月
「 月 刊 ま ち ・ コ ミ 」 ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 2000íf2月
「九九Teb ま ち ・ コ ミ J
http://www3.airnet.ne.jp/m-comil 

「神戸新聞 復興 ・ 検証」
h up:/ / www.kobe-np.co.jp/sinsail kensyo/ index.h tml 

神戸新聞、 読売新向 、 産経新開 2000年 3 月
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第四部

震災研究等の 状況



第 一章

各種 シ ン ポ ジ ウ ム @
セ ミ ナ ー @ イ ベ ン ト 等



1999年 (平成11年) 2 月 か ら 2000年 (平成12年) 1 月 の 聞 に 開催 さ れ た 震 災 関係 の 各種

シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 を 下記の テ ー マ加 に 分類 し 、 開催 日 )11買 の 表 に し た 。

1 . 科学 ・ 技術

2 . 行政 ・ 政治

3 . ま ち づ く り

4 . 産業 ・ 労働

5 . 保健 ・ 医療

6 .  子福祉
7 . ボ ラ ン テ ィ ア ・ 市民活動

8 . 環境

9 . 文化 ・ 教育

10. く ら し

11 . そ の f也

な お 、 「阪神 ・ 淡路大震災厨年記念事業」 に つ い て は ( * ) を 付 し た 。

1 . 科学 ・ 技鱗

ア ジ ア ド:}j災セ ン タ 一 国際 シ ン
ム ( * ì

r � H将市 ・ わ が ま ち の斜雨i 主主備構想パ 兵庫県他
集会

セ ミ ナ ー 「地震前兆現象 と

医11際連合地域開発セ ン タ … 

E密兵庫事務所関所式

「 日 本 災 情報学会J 設 む:総会

lí}j)( シ ン ボ ン ウ ム

676 第-T;?: ØJ 存種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ー イ ベ ン ト 等

位潟地場産セ ン タ ー

防災計開i兵庫事務所

'11危ij�J凶 仁 を;住

進」 、 災 害 レ ポ ー ト ' 行
村 秀 康 ( N H K 解 説 者)
パ ネ ノレ テu イ ス カ ッ シ ョ ン
・ 伊藤滋、 木 寺久、 斉藤

l�JlL柱 他



阪神 ・ 淡路大震災復興協議会 間協議会 (図 七11'他)

第 一章 @ 各干重 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ， イ ベ ン ト 等 677 



開催日 事業名 主催者
ジ ア 防 災 セ ン タ ー

ジ ア 紡 災セ ン タ ー 専門 家会議

イ エ ン ト ヴ ェ ル デ

活断層 に 隠 す る !司 際セ ミ ナ - 1 科学技術!ï 、 J�.IE言県

678 第 一家 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

会場

ノ ミ ネ ル討議

ポー ト ピ ア ホ テ ル



2 . 行政 ・ 政、治

関イ謹臼 事業名

1999/ 6 

し て神戸J の つ どい

/ 1 7  研究成果の報告?会

主催者

議会

会場 備考

衆議院会鮪前

第 ムヨ望 e 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 679 



6tlO 第 一 命「 畿 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



3 . ま ち づ く り

1999/ 3 /21 

1 999/ 5 / 1 � 
5 
1999/ 5 /28 

ミ ュ ニ テ ィ 祭

キ ャ ン フ。実行委員会

ま ち コ ミ ュニケー シ ョ ン l 長 IlHえ

1 1999/ 8 /23 I 鷹取京みんなの復興フ ェ ス テ イ パル | 鷹点京復興 ま ちづ く り 協議 | 長出iえ鷹取第l地区
会他

1999/ 9 /12� I 多文化共生の ま ち づ く り を考え る ! 神戸ア ジア タ ウ ン推進協議 ペーパー ド ー ム た か と り
1 1/ 7 会 け也
1999/ 9 /16 I 都市 と 公共概念 I (財) 21世紀ひ ょ う ご吉i造 兵庫県民会館

協 会

震災の被害 ‘ 影響を 現地
で見て住民や専門家の話
を 開 き 、 震災の教訓| を 地
域tl 会づ く り に と う 斤ーか
すか考え る

第 A主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 681 



会場 | 備考
フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ | 大 災fえの建終えf主宅の j

言、 内会気汚染状況や住定 j
取 り 組み対策の課題 を 考
え 乙 、 議7寓 : 1由日1*井一 (ド !
立公農衛生院建築衛生学
部tく )

桂1の復興 カ ル テ研 究発表会 ( * ) 1 (財) 阪神 ー 淡路大渓災記 1 7 ェ ニ ソ ク ス プ ラ ザ l 長lii[5< 須磨区の 5 地点、
; 念協会 の 町並み と 空 き 地の利用

こ う べ ま ち づ く り 会館 | 兵時県建築士会

682 第 一本 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等



4 . 産業 ・ 労働
開催日 事業名 主催者 会場 備考

i 附/ 2 / 3 明石観光振興懇話会 産業交流セ ン タ ー 震災で中断 し て い た観光
振
j色

興
め
局
る
、本権;tt{の見直 し を

1999/ 2 / 9  ひ ょ う ご ブ イ ラ ン ソ ロ ピ ネ ッ ト ; 兵庫県 税務 rlílÀJ ホ テ ル 企業の村 会主主献活動のあ
ワ ー ク セ ミ ナ ー

1999/ 2 / 9  I *}番磨情報公 園 都 市 シ ン ポ ジ ウ ム
( * )  

1999/ 2 / 9  � デ ジ タ lレH央ííi< フ ェ ア ( * )
1 0  

1999/ 2 / 9 �  設災復興支援セ ミ ナ』一
lO 

1 999/ 2 /16 第 4 1ill京阪神 3 都市市長会議

J 999/ 2 /19� ひ ょ う ごニ ュ ー ブラ ン ド フ ェ ア ( * )
2 1  

1999/ 2 /20 シ ン ポ ジ ウ ム 「語 り 合お う 震災報道
φ99�立ち iニがる社i 新聞はJ

1999/ 3 / 8  ひ ょ う ご情報社会セ ミ ナ ー

トー
1999/ 3 /1 1 神戸市復興 活性化推進懇話会」

第 2 同会合

1999/ 3 /27 セ ミ ナ ー 「ノドコ主役宅の設計 ω 施 仁会
千土の選び方 と 契約時のit音;点J

1 999/ 3 /27 第 I 出!西宮地域情報化セ ミ ナ

1999/ 4 / 1  神戸 オ リ ジナ リ テ ィ 研究会

1999/ 4 /21 jヒ摂情報 丈化懇話会

1 999/ 5 / 1  兵庫県中央 メ ー デー
1999/ 5 / 2  �- I 地場産業復興フ ェ ア
30 

1999/ 5 /26 被災地の産業復興に関する連絡会議

1999/ 6 / 3  神戸雫港建設促進協議会

1999/ 6 / 4  可申;:- 1市復興 活性化推進懇談会JJE3~ぷ、

東播磨情報公園都市 シ ン ポ
ジ ウ ム 開催委員会 (兵尿県、
三木市)

阪神 ・ 淡路産業復興推進機
構

中小企業大学校関西校

Jf，阪神 3 都市íli長会議

実行委員会

神戸新聞デ イ リ ー ス ポー ッ
労組他

兵庫県な と

同懇話会

出産材住宅推進協会

地域情報化研究会

神戸商工会議所

北摂情報文化懇話会

連合兵庫

i 阪神 ー 淡勝大震災復興支援

阪神 ・ 淡路復興対策本部事
務局他

り }j に つ いて。 震災後に
ハ リ ア フ リ ー住 宅 を 建設
し た乎例の報告

新神戸オ リ エ ン タ jレホ テ テ ー マ r21 世紀の 新 し い
jレ 長 と 都市の創造」 他 、

不調講演 。 本田敬子守 ( 臼
本
ズ

サ
会長
ン

)
マ イ ク ロ シ ス テ ム

新神戸 オ リ エ ン タ ルホ テ

( 六甲ねー セ ミ ナ ー 「チ ャ レ ン ジ !
M
恭

創
f
剖
造

組

づ

l
ン

…議

U

諸

交
に

ャ

と

く

波

積

が
つ

街

イ

り

絞
ロ

い

つ
l 新

流
箭
て

大
一

街

く 川

渇
活
話

し

本

い

研
竹

)

し

ヒ

商

合

党
ヒ

い

所J

へ
}

」

)

玖

シ

の

、

ネ

l川
jレ
言耳

舞 子ピ ラ 各
取 ;

ハ ー パ ラ ン ド デュ オ : 反災復興の -WJ と し て 、 j
ド ー ムイ也 各産地で開発 さ れた製品

を紹介す る
神戸市教育会館大 ホ … ル ノ ぐ ネ jレテー イ ス カ ソ シ ョ ン 、

基調講演 桂あやめ
; 旅路キ ャ ス パホ ー J� ; テ ー マ 「学 校 を ネ ッ ト

ワ ー ク す るJ 1虫、 講演 .
赤羽侃日j ノ くネ jレ討議 :
松本正樹 他

神戸市役所 震災復興と 2111上紀に JbJけ
た 課題 を 議論。 地域に根
ざ し た新産業の創出

大波府立労働セ ン タ ー 被災地での現地調交 を も
と に 、 制震性を備 え た 凶
産税 の脅』え を呼びかける

阿波if:産業交流会館 rjJlJ，ヰ市の中心市街地活
純 化 }j JfiJ と 課題 と 手法」

| 「 イ ン タ ー ネ ァ ト の現状
と 将来、 講演 藤田邦昭
横升 省吾

神戸市内 震 災 で価値が低下 し た
“神戸 ブラ ン ド" の復権

一二郎rti商工会館 「 ど う な る 食料 と 農業の
未来」 、 講演 保出茂

東遊園地

ブ ェ ニ ソ ク ス ブラ 'f

'1*μ路工会議所

神戸空港建設促進協議会 ; 神戸市内の ホ テ ル
神戸 rh復興 ー 活性化推進懇 や11)ゴ-，!i役所 震災復興を検証す る た め、j
談会 同懇話会内 に 学識絞験者

や N PO を メ ン ノ てー に し
! た 「震災復興総合 検証
研究会J を 新設す る こ と
を 決定

第 主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 683 



開催日 | 事業名

印99/ / 1 第 ] 図 ひ ょ う ごセ ミ ナ ー ; 兵J<!{県

主催者 会場
東5Í(都内

1999/ 7 /18� I r企業家育成 シ ス テ ム J の事業内界 I (財) 仮神 淡路産業復興 | フ ェ ニ ツ ク ス プラ ザ
20 紹介 | 推進機構

19Sヲ/ 9 /13 I j官民 し ご と づ く り 研究会 市民 し ご と づ く り 研究会 i 神j-f市教育会館

1999/10/17 震災復興チ ャ リ テ イ コ ン サ ー ト 「秋 | 家庭養護促進協会
と 才CjT!lJ] と 愛唱歌」

1999/10/23 香住町水産加 工特産品展無料試食会、| 釘主IIIT
及び展示即売

jfl:J主美術館

フ ェ ニ ッ ク ス プラ →ザ

1999/10/24 I r第4J fi'l/j[気を そ う サ ン タ が も う j 兵庫県
す くい や っ て く る ク リ ス マ ス ケ - 1

1 7 :L ニ ッ ク ス 70 ラ +戸

キ コ ン テ ス ト 」 作品展 ; 
1999/12/ 3 デジ タ ル挟後セ ミ ナ I (財) 阪神 ・ 淡路産業振興 ! 神戸市産業振興セ ン タ ー

! t在進機機 ; 

2000/ 1 /28 ワ ー ク ス タ イ ル シ ン ポ ジ ウ ム ~生 き | 兵康県 | 神戸 ク リ ス タ ル タ ワ ー
がい や り がい に満 ち た新 し い 働 き
方の脅IJ 出 � ( * )  

684 第 毛主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ … ・ イ ベ ン ト 等

加藤恵 正 (神 戸 商科大学
教授)



5 . 保健 ・ 医療

i 1999/ 4 /18 

1999/ 8 / 5 -
6 

1999/12/1 1  

日 本医学会 東京国際 フ ォ

第一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 685 



6 . 福祉

2∞0/ 1 /17� 
]8  

震災 5 -{f- . パ ネ ルデイ ス カ ッ

長寿社会 シ ン ポ ジ ウ ム ( * l

686 第 章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

カ ッ シ ョ ン



7 . ボ ラ ン テ ィ ア ・ 高民活動

事業名 主催者 会場
ミ ナ ト 神戸 を愛す る 市民の集い | 神戸市民投主主 を実現す る 会 | 生fH文化会館

神戸市 1ド央区内
f ア学会 ! 大阪大学

テ イ ア 協会他 | 尼崎市労働福祉会館

篠山市市民会館 �D 内 の ボ ラ ン テ ア グ !
ル ー プに よ る 活設抗告 l

淡路地区ボラ ン テ イ ア 活動研修会 | 実行委員会 講演 「ボラ ン テ イ ア活動
と 人づ く り . ßf[づ く り J
他
「 ボ ラ ン テ ィ ア活動支援

「 ま ち づ く り と NPOJ 、
講演 。 岩崎駿介

一
え
口

え
牧

そ
・

こ
演

と
議」

、つやがちやりつ「下」
f市民の時代J 地域で、 そ し て ( 伊丹市内i都市推進協議会 | 伊 丹 市 生 派 学 習 セ ン

タ ラ ス タ ホ ー ル

り んボ ラ ン テ イ ア交流J のつ | 兵庫県 柏原町本の根セ ン ゲ ー I rボ ラ ン テ ィ 7 ílì動に 向
け ての健康管理」 他、
講演 白 河南佐代 子

フ ェ ニ ッ ク ス

フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ

県立束十番号警生活科学セ ン i 講演 森綾子
j タ ー

グルー プま まう と 新多潤仮設住宅

被災地簡害者 セ L タ 神戸 rfj勤労会館

( 中央 |ズ ー
よく対 象)

第一章 @ 各積 シ ン ホ。 ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 687 



宝塚 NPO セ ン タ 一定時総会

ボラ ン テ イ ア を学ぶ講座

宝塚 I-iPO セ ン タ 一

大阪大'戸

宝塚市立女性セ ン タ

大阪大学

NPO 迷絞 フ ォ ー ラ ム :lPO ネ ッ ト 高砂市中央公民館

ゆめ ま つ り 胤フ ェ ス タ

長田区役所他

ゆめ ・ 風Jま金

jR 新主主泊釈前位、j碁神戸 Et日マ ス ト リ ー ト ラ イ ブ

'Nド能
他

ツ
作一首

ク
h
い

山火
れ旧
集

グ
紡
杭
の

マ
や
側
楽

「
映
大
守一日

百四
上
「
と

映
の
示
ク

ヤ ン グ ミ セ ス ボ ラ ン テ イ ア 入 門 コ - 1 高砂市
ス

「週末ボ ラ ン テ ィ ア」
会記念恕親会

出前 ト ー ク

(社) 神戸青年会議所

I↑J民ブq ロ デ ュ ー サー養成講康

県民生活審議会

お き ら く 祭 り

「被災地障存者 セ ン タ

第\2凶支援者ネ ッ ト ワ

ノ く ネ ル デ ィ ス カ グ シ
の可能性をîli く

688 第 一章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



事業名

テ ィ ア を学 ぶ講座

金:皇.Tす

第 章 @ 各犠 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 689 



690 第 一章 @ 各穣 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ 】 イ ベ ン ト 等



8 . 環境
事業名

を 学び崩壊地の植林 ツ

芦屋市

中央図書館

「こ れか ら の公園 緑地
に 求 め ら れ る も の」 、 講
演 ・ 石1Jí\、憲一郎

第 章 @ 各穣 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 691 



j 文化 ・ 教育

事業名 主催者

/ 1 � 1 忘れ ま せん阪神 ・ 淡路大震災 「心に I [j 本絵手紙協会
おけ絵 子紙民J
伊丹市 「官官 と 筏言を 楽 し む会J ( * )  I 実行委員会

ブ オ } ラ ム 「居場所づ く り 、 6 歳 | 六甲'苧道保育所 どん ぐ り ク
1 8歳 ラ フ

神戸 ル ミ ナ リ エ ブ レ コ ンサ ト 「小 川 耳 目 新聞社他
林研一郎 と 仲間 た ち 」
ま ちっ く り 寄席
ひ ょ う ご寄席

ん き 」 除幕式

692 第一章 @ 各機 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

会場

フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ

y ク ス フ。 ラ 吋ド

ブ ェ ニ ッ ク ス

長問公民館
鳴I芝公民鉛

東京都内



兵庫県

淡路大震災復興支援 コ ンサー ! 神戸新聞社、
「 ニ ュ ー ヨ ー ク の仲 間 た ち 財団

淡路ア ソ ン ブ レ ホ … ル

杉並公会堂

jR 六甲道北側

大坂城野外音来堂

第 章 @ 各磁 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 693 



フ ェ ニ y ク ス プラ 4サ

1999/ 8 / 7  伊藤義人 フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ

研究発表会 「震災 と 防災
教育のデー タ ベ} ス イヒJ

日 本科学教育学会 日 本科学教育学会 神戸国際会議場

1999/ 8 /14- 1 テ レ ジ ン収容所の幼い画家た ち展 | ア ー ト エ イ ド 神戸実行 j フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ 1 8 /14講演会 「テ レ ジ ン i
20 委員会 の子 ど も た ち 絵が訴え

i る も のJ ( こ う べ ま ち づ
l く り 会館) 、 収容所 に 入
; れ ら れ た ユ ダヤ 人の 子 と

も た ち が残 し た絵の展示ぷ斗Ä 
ひ ょ う ご寄席 | 兵庫県 | 産業振興セ ン タ 汚 会 ・ 桂三枝、 法語 : 桂

き ん校 他

チ ャ リ テ イ コ ン サー ト

1999/ 9 / 3  - I 阪神 ・ 淡路大震災犠牲者追悼 (慰 | 倒人
16 主 ， 十五念) 縛写真展 ( ll ) 

フ ェ ニ ッ ク ス ブ。 ラ 吋i

1999/ 9 / 4 伝統芸能 rj腕子力闘ち志J い?ン一フノ333、2ELP

 

4R官-γj

 

f

 

実演立百~孟男一大一志羽州川七MMアlJ師側
会

沖縄県外初の公演

1999/ 9 / 5  - 1 第 4 1éìJ子供の絵掃i展 「海;の友だちJ 1 ギ ャ ラ リ ー小 さ い芽
] 9  

西宮市ギ ャ ラ リ ー小 さ い
牙

1999/ 9 /17 ひ ょ う ご寄席 兵庫県 な る お文化ホ ー ル | 司 会 桂三枚、 臨 月
亭八方 他

プ ラ 吋1999/ 9 /17- 1 ジ ャ ン ボの ひ ま わ り コ ン テ ス ト 2 . 1 ひ ま わ り
28 1 - しあ わせの赤い ひ ま わ り _ rあ り j

が と う 神戸J 写真展 | 
1999/ 9 /18- 1 写真展 「路上の断思J
27 

神 戸 ア ー ト ピ レ y ジ セ ン ! 神戸アー ト ピ レ ソ ジセ ン 1 1980年か ら 1999年 に か け
タ ー | タ ー | て擬影 し た写真35 点 を 展

耳之、
神戸文化ホ ー ル他 | テ ー マ は

真 の復興」、 歌手 ば ん

l m ろ ふみ、 ト ワ エ モ ワ
ム ッ シ ュ ・ か ま やっ {世

生涯学:習 セ ン タ ー ホ ー ル i テ ー マ 「手 ヨ く ン誇 り 高
| き ょ 7 / Ç 詩人」 ピ ア ノ
川富奏 「華麗な る 大内務
世IJ r幻 怨 ポ ロ ネ ー ズ」
な ど、 ピ ア ノ ・ 高橋多佳
子
食宴祭、 j師子 フ ェ ス テ ィ
パル他 台湾大地震の募
余 を 呼びかけ る 、 秋の収
穫 を祈 り 、 地の神 に感謝
を 捧げる 中 i認の伝統行事
「中秋祭」 を 開催

1999/ 9 /20- I 元気です ! 神戸 7 才 ク コ ンサー ト I M]N-ON、 A�[ ネ申}�j
21 

199日/ 9 /21 続 け な け れば続かな い阪神大震災救 | ム ジ カ 工房
援 コ ン サ ー ト

印99/ 9 /23- I 神戸南京町
25 

主主出五五出先竺口:?とエ「弓記ン タ ー ピ ア ニ ス ト : lfi崎悦子

「明石城の歴史紀行 明石

694 第 一 章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム 田 セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等



1999/10/19 

1999/11/ 8 

1999/1 1 /12 台湾大地震チ ャ リ テ イ コ ン サー ト

1999/11/13 被災者集会 「震災か ら 5 年 T明 日 の
た め』 も う 度 Tや っ てみ よ う 」 会」

フ ェ ニ ッ ク ス プラ サボ

フ ェ ニ ッ ク ス プラ ザ

対レい)-文*一
議

(一
埋

Lr
一
レら

二
災
)

サ一
品市内
*

ン一
大
(

コ一
路
ム

い一
淡
ウ

あ一
神
ジ

れ一
阪
ポ

ふ一
f

ン

神戸}じ気村

一 l あ っ たか手作 り グ ッ ズ、 展示即売会 1 プロ ジ ェ ク ト 1�2  

ÍJで!画展 「渓災 と 表現J 阪神間 ミ ュ ー ジ ア ム ネ ッ
ワ ク 推進実行委員会

第 一主主 @ 各種シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等 695 



開催日
] 999/12/11- I 震 災 を 記憶する
2000/ 1 /30 

696 第一主主 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー イ ベ ン ト 等

備考

神戸後興i の シ ン ボル 事業
と し て 開催 し 、 県外か ら
の集客:で第 3 次席業の復
興に役立 て る



事業名 主催者

台湾!斗際合唱交歓会 宝塚出

尖行委員 会

実行委 員 会

Jじ気ア ッ プ コ | 神戸総合福祉セ ン タ ー

会場

安塚 市一ベ ガ ホ ー ル

尼崎市 ア ル カ
ノレ

朝 日 ウ ォ ー タ -- 59
か中学生の作 品 を {�む約
350点 を展jJ、

ピ y コ ロ シ ア タ ホ ー | 演 劇 郎 の っ く り
ル 兵庫県民小劇場 渋劇入門) 他
芦原市立美術博物館

コ ミ ュ ニ テ イ ー サ ボ】 ト セ
ン タ ー神戸

サ ン シ ャ イ ン ホ ー ル

神 戸 市

ポ ジ ウ ム 「震災 と 教育J I 兵庫県

小 さ な 友 の 会

第 A章 ⑨ 各樟 シ ン ポ ジ ウ ム セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 697 



2000/ 1 /19 

20∞/ 1 /19- 1 写]'�史 ・
2 /21 

2000/ 1 /21 

2000/ 1 /21 

ー メ ン ト '99 *#. け て い る
き た こ と

こ れか ら

芦 屋 ・ あ す に 向 か っ
屈 ー 饗け ! ハー モ ニ �- ( * l  

国際シ ン ポ ジ ウ ム 「池袋か
を ヰデ ろ ~ 阪神 淡路大震災 5 liiJ年 と
台湾大池袋J

698 第 一章 @ 各種 シ ン ホ。 ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等

大 阪 市 フ ェ ス テ イ ハ ル | ボ ラ ン テ ィ
ホ ル | に よ る チ ャ

サー ト

本111第二小学校 | 北海道:I!!ll l l

、 H 本体育 ， 学校教 | 新神戸オ ワ エ ン タ ル劇場 | 追悼集会、
ン タ ー 、 兵崎県教育委J 他 | ラ ム等、 講演

芦 湾 Ifi 上 宮 ) 1 1 文 化 セ ン
タ }

神戸文化ホ ー ル

浜風の家

雄 (凶 際 H
タ 一所長)

ロ コ ン サ ー ト
が再び集 ま っ
サー ト

命の尊 さ 、
ボ ラ ン テ ィ ア の大切 さ を
ア ピ ー ル す る コ ン サ ー ト
神戸 尼崎 西宮 妓路
Tlîの消防音楽隊の演奏有
原典子 ノミ ト ン ワ リ ン グス
ク - )レ

神戸大学滝川記念学術交 1 午前 ・ 全体報;守会では 各
流会館 | 博物館が被災状況 と 文化

に財復興の実情 諜題を
報情。 午後 : 分科会では、
美術工法 と 建築の 2
で討議



会場
東遊間地 (発着地)

西宮司1 7 レ ン テ ホ … ル

今F ン ン フ ォ ニー ホ ー ル

備考
再度1 I1 な どは キ ロ の コ ー
ス を周遊

第 章 @ 各種 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 699 



10 . く ら し

被災者懇E 会

ひ ょ う ご 泌気ア ッ
い ( * )

仮設{主宅入居者 ら に よ る つ と い

1 999/ 3 / 6  

1999/ 3 / 9 高齢者の つ ど い

1999/ 3 /10 お 別 れ給食会

1999/ 3 /1 1 県外

お 別 れ会

最後の茶話会

1 999/ 4 /1 8  

1999/ 1 /22 

700 第 章 @ 各極 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ザ ー ・ イ ベ ン ト 等

i 出 市社会福句 協議会

市民有志

灘民 i二 潤 「 会

三 tH 市総合宿tll 保険セ ン
タ ー

ボ ー ト ア イ ラ ン ド第 4 イ反
設{主宅で主主 ら し た住民 ら
に よ る 初の定期 的 な 交流メ斗"J.� 



主催者 会場
う mr"運動推進協議 | ごは ん を 食べ よ う 国民運動 j 都道府県会館

推進協議会
f震災でお に ぎ り が被災

者 に安心感 を 与 え た こ と
か ら 、 県知事が設 守: を徒
1I目。 読む高 木村尚三日目、
貝 原俊民

あ し なが育 英会 レ イ ン yドーノ 、ゥ ス

荒井地域ふれあ いの会 高砂松波間j 高層住宅 ! 地域住民が交流

街っ く り 支援協会 や仕て、っし肯ム日工Jhえ、十九
案

に
で
犯

訓
域
を

教
地
り

を
を
作

川氏
護
み

震
介
総

J」bL

 

クノ辺川川弘mH福ム以LL

 

?

 

ムリル
一

ぷ川巾
一

阪
タ

大
ン

1999/ 5 /16 I 仮設 叶窓会"

1999/ 5 /22 I r小野IJlI京青年会議月í.J 車1j-<r35周年
記念式典

1999/ 5 /26 交流会 会塚 市常武庫川 {主宅 長ffi'i可武庫1 1 1ft宅

1999/ 5 神IJ rlíiJtI肝ツ プ神)--J J 市民運動般進協 1 ][;気ア ク ブ神戸
議会

す ま し ん げん ち ま つ り 実行 I T'同公開 !日避難所1 1999/ 6 / 6 す ま し ん げん ち ま つ り
委員会

19臼9/ 6 /26 I r生活基盤lロj復援護法」 実説第 1 [r'J I 市民 = 議員集会
集ムl一、 フ ェ ニ ッ ク ス ブラ サr

ェ ニ ッ ク ス 7' ラ 4サ

1'1、た ち も 頑張 っ た !
文学校 と 南民 間j

「渓災復興総}fi 神戸ま ち づ く り 会館
ク シ ョ ッ ブ

夏祭 り 市民有 志 十IjI(i . dí営名谷駅東住宅
前の広場

神戸 ま ち づ く り 会鉛。 検証 ワ ー ク l 仲)二j rli 

大地渓 5 1主 U の夏

第 京 @ 各様 シ ン ポ ジ ウ ム ・ セ ミ ナ ー ・ イ ベ ン ト 等 701 



事業名

イ ベ ン ト

主催者

近畿労働金庫

会場 備考
/-::. rp カ ン ト リ ハ ウ ス

市民有志 | 奥尻町

「支援委員会」 初会合 国際連合地域開発セ ン タ ー | 神戸市内
紛災計菌兵庫事務所

震災復興の総指 ・
7 

知 っ て あ っ て ー

よ みが え れ 日 本 !

彼氏[lj'ん き 付パ ラ ー ル

多聞台ふれあ い の ま ちづ く j 多荷台地域福祉セ ン タ ー
り 協議会

ら の復興 兵庫県 ひ ょ う ご女性交流飴

神戸新開厚生事業開 ル

一
ザ

一
一

一
一
ブ

ホ
一

一
ブ

方
一

一
ス

松一
所一
ク

問哨
一山又
一
y

f一
?一

新一
市一
ニ

…
戸
一一戸

一エ

神一
神←
7

神戸市

「被災者復興支媛会議 II J ブ オ ー ラ | 被災者復興支援会議
ム
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大阪B)î災 5 ウ オ } ク

実行委員会

震災丘年 院 の ' 1 . 17J I r百公民館

公園 埋会 1 1申若公隠

がんばろ う 兵庫 ? 復興のつ どい i 兵庫 区 自 治会連絡協議会な | 兵庫公会堂

神戸サ ン ポ ホ ー jレ

立 事務 | フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ
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1 1 . そ の他
事業名

ラ ー ニ ン グ リ ゾー ト ネ ッ ト ワ ー ク
ン ポ ジ ウ ム

し な7う、 P ウ オ ー ク 10
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神戸 震災復興総11'セ ン I C兵庫2001年計 部IJ 策定
タ ー | に 、 地域県民が主体 と な

り 将来像を と り ま と め る
郵政省 j 神戸ポー ト ピ ア ホ テ ル | ほ畿地区初の抽選会
被災若復興支援会議 立 | 県 立神戸交通セ ン タ ー | コ ー デ イ ネ ー タ ー 索崎

'ぞ立翌三一一一一ーと竺型
夢野小'芋校

主主輝 ([4'長 神戸大学都
市 安 全 研 究 セ
J受)



毒事業名

神戸の壁移 忠考式竣 工式
新た な る 出発のっ と し り

“KOßE" に士j り を ( * )

備考
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く資料 提供 〉
(財) 21 世紀ひ ょ う ご創造協会

〈参考文紋〉
「震災復興関連 イ ベ ン ト 等の事例収集 と 分析 に 関 す る 調査研究J (財 ) 21殴紀ひ ょ う ご創造協会 2000年 3 )J 
「復旧 ・ 復興 ・ 飛掬 1 .  17  阪神 ・ 淡路大震 災 4 周 年記念事業J (財) 阪神 淡路大震災記念協会 1999年
「復旧 復興 ・ 飛均 1 .  17  阪神 ・ 淡路大震 災 5 周年記念事業J (財 ) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会 2000itミ
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http://wwwsoc.l1ac引s.ac.j p/jagh/ index.htm 1 
hUp:l hvwvvsoc.nacsi s.ac.j p/jgda/ index.j .html 

bttp:/ /wwwsoc.nacsis.ac.j p /jgs/ 

http://wwwsoc.nacsîs.ac.jp/jsnds/ 

http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/jssp/ 

hUjY.! / w wwsoc.nacsis.ac.jp/kss/ 

hUp:/ /wwwsc二 nacsis.ac.j p/ ssj / 

hUp:/ /www.bosai .go.jp/center/indεx�j.html 

http://www.bosai .go.j p/j index.html 

http://www.cao.go.jp/ 

hUp:/lwww.city.akashi.hyogo.jp/ 

http://www.city.amagasakì.llyogo.jpl index.htm 

hUp:/ /www.cit.y.ashîya.hyogo.jp/ 

http://www.cìty.îtami.hyogo.jp/index.html 

http://www.cíty.kawanishi.hyo宮l.jp/

URL 
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http://www.kankeiren.or.jp/index.j.htm 

http://www.kcci.hyogo-iic.ne.jp/index.htm 

http://ww\\..kenchiku-bosai.or.jp/Jiml1kyoku/�etVv.ürk/:JctV.rork.htm 
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く り協議会等
URL 

く り ホー ムページ I hllp:/ /oodal叫gtb.c叩/0叫

http://web.kyoto-ineしor.jp/org/gakugei/ 

ミ ー復興 ま ちづ I http://web.l可OlO-inet.or，jp/ org/ gaku貯i/kohe/ìkiiki/index.htm 

http://wcb.kyoto"înct.or.jp/org/日akugeí/kobe/indcx.htm 

hUp:/ /www dodirect.com Ikobe! aid/ 

htlp:/ /www.hyogo.iic.ne.j p / -INS9 3 0 3 1 1  

http://www.kobc.toshトscîbi.or.jp/matìsen/ 

http://www.marin.or.jp/kagura4/ 

http://www.marin.or.jp/nagatato/ 

http://www.rs.noda.sut.ac.j p / �hirake/lînk.htm 

- 記録 ・ 報告 ・ 情報等
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Phote Gallery R /永久記憶 と し て の http://帆引N'.asahi.net.or.jp/ -rに9R.YSDI
写真

神戸被災地 日 記 http://www.asahi.net.or.jp/-PR9H . HJKT IDIARY.HTML 

す き な んや こ の 町 が パ 山 ト 2- 神 http://www.asahi.net.or.jp/-tq 7m.kit! 
戸 ・ 震災か ら 6 年~

西宮市仁川百合野地区の ホ ー ム ペー ジ http://www.asahi.net.or.jp/ -wk7t.tnk/index.htm 

兵隊県被災者連絡会 http://www.asahトnet.or.jpl-XC7T. HYSI 

i昆末ボ ラ ン テ ィ ア http://www.at.jpn.org/ -weekendl 

国際父流 ギ ャ ラ リ ー B プ レ イ ス 情 報 http://www.b.place.or.jp/ 
セ ン タ ー

火治' し健 ち ゃ ん の 洛苦手 き http://www.bekkoame.ne.jp/ -k .tomital 

ょ う こ そ NPO リ ン ク へ ! httr】 Ilwww.bekkoame.ne.jp/ -kaihou/

私 た ち のマ ン シ ョ ン づ く り http://www.bekkoame.ne.jp/ -kinopy/ 

鷹取救援基地 http://www.bekkoame.ne.jp/ -sgpaolo/index.htm 

災害特殊部隊ハヤ ブサ http://www.bekkoame.ne.jp/-simmn/hayabusa/hayabusa.html 

頑張れ阪神通傍 http://www.biwa.ne.jp/ -hykw51 041 ganbare/ganbar目nenu.html

ワ ー ル ド NGO ネ ッ ト ワ ー ク (WNN) http://www.center.osaka-u.ac.jp/pcople/wnn/ wnnパNNN.html

芦屋物訟 http://www.ceres.dti.ne.jp/ -田at/index.html

被災地障害者セ ン タ http://www.coop.co.jp/center/ 

地震災手;に役立つ イ ン タ ー ネ ッ ト の研 http://www.db.shibaura.it.ac.jp/eq.net/shinsaiYP Ihome!index.html 
ηプ包ù 
市民活動 セ ン タ ー神戸 http://www.dodirect.com/kiroku/ 

(情報誌 みみず く ) http://www.dodîrect.com/kiroku/mimizuku/index.htm 1 
「公的援助法J 実現ネ ッ ト ワ ク http://www.dodircct.com/kobe/aid/ 

かみ ひ こ う き http://www.dodirect.com/kobe/hiko.ki/ 

大地は ま だ綴れて い る http://www.dodirect.com/kobe/powerfolk/ 

そ し て神戸 http://www.dodirect.com/kobe/ soshitel 

地震予知 と 地震調査研究 に 関係 し た組 http://www.eri.u.tokyo.ac-Ìp/ abel abe. homepage.html 
織

す ま いづ く り ・ ま ち づ く り NPO ネ ッ http://www.es.dur.co.jp/smnpo/index.html 
ト ワ ー ク

FEMA (連邦緊急事態管理庁) http://www.fema.gov I 

あ の 日 を わす れ な い http://www.fsinet.or.jp/ -azukildaishinsailindex.htm 

神戸空港 を 考 え る 神大の会 http://www.geocities.co.jp/Berkeley 1244 21  index.html 

ユ ー タ の ホ ー ム ベ } ジ http://www.geocities.co.jp/Colosseum/ 1 1 20/ 

風見鶏 神戸空港へ ょ う こ そ っ http://www.geocities.co.jp/HeartLand/ 5 9 9 5 I no. kobe.airportl index.html 

た ま ね ぎ通信 http://www.geocities.co.jp/milkyway 189081 

奈良新聞義援金問題 http://www.geocities.co.jp/WallStreet/1795/narasinbun/narasinbun.list.htm 

震災復興研究班の ホ ー ム ペ ー ジ http://www.geocities.co.jp/W allStreet! 600 2 IHIROSHIMA!HANSHIN IFUKKO U .html 

がんばろ う ! ! 神戸 http://www.grn.mmtr .or .jpj -ganbaroul 

浜風の家 hUp:/ /www.hamakaze-no-ie.or.jp/ 

「絞神 ・ 淡路大震災J被災隊害者のベー http://www.hu四ind.or.jp/hisai/index.html
ン
NGO 外国人救援 ネ ッ ト http://www.hyogo.iic.ne.jp/ -gqnet/ 

dî民がつ く る神戸市 白書委員会 http://www.hyogo.iic.ne.jp/-rokko/kokusyo.html 

ジ ヤ ノぐ ン ・ レ ス キ ユ } サ ポー ト ・ ノてイ http://www.imilink.com/jrb/ 
ク ネ ッ ト ワ ー ク

阪神 ・ 淡路大震災に お け る 神戸大学か http://www.ipc.kobe.u.ac.jp/News/mage/田age24/samura/ samura.html 
ら の情報発信一 WWW 地 震 関 連情 l
報 と 情報ボラ ン テ ィ ア一一

多文化共生セ ン タ ー http:// www，jca.apc.org/cmia/ 

NPO 政策研究所 http://www.jca.apc.org/npa/ 
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http://www.jeion.or.jp/users/kanada/ shinsai/kiγokllshitsll.html 

http://WWW.jpu.co.j p/kunizuka/ 

htlp:/ / www.j ri.co.j pl]l<[{/ 1 9970 3 /j isinyoli.hlm 

bttp:/ hvww.j ri.co.jp/SPEC/koj in/ index 2.htm 

bUp:/ /www.jttk.zaq.ne.jp/pîcnica/pdoc/pint.htm 

bttp:/ / www.kaibundo.co.jp/ka-aid.htm 

http://www.kansai.ne.jp/zukanpo/ 

http://www.kcc.zaq.ne.jp/dfaazOO 5 / mokuj i.btm! 

bttp://www.kh.rim.or.jp/ -baihen/ 

http://www.kobe.airport.gr.jp/ 

http://W\"h..w.kobe.np.co.jp/ 

http://www.linkclub.or.jp/-j-hirato/ 

http://www.lit.kobe-u.ac.jp/ -kenta/sìγyo.btml 

http://ìNww.mag.keio.ac.jp/ -zero/ i v / inclex.html 

http://www.mainichi.co.jp/eye/branch/vv / indcx.html 
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NPO サ ポ ー ト セ ン タ } http://www.npo-sc.org/ 

シ ー ズ = 市民活動 を 支 え る 制度 を つ く http://www.npoweb.gr.jp/ 
る 会

阪神大震災 情報ボ ラ ン テ ィ ア と コ ン http://www.ntt.co.jp/mirror / shinsail 
ピ ュ ー タ ・ ネ ッ ト ワ ー ク

奴神大震災情報索引 hllp:/ /www.ntt.co.jp/QlJAKE/cqc/ 

土木防災 ネ ッ ト Offer http://www.offer.ne.jp/mainlindexl.htm 

VAG ( ボ ラ ン テ ィ ア 支援 グ ル ー プ) http://www.osaka-med.ac.jp/vag/vag.html 

淡路島ボ ラ ン テ ィ ア 情報 「そ 山 I http://w… 
窓J

ド ッ カ ン ぐ ら ぐ ら http://www.pineapple.co.jp/wakoudo/default2.htm 

地震危険予知 プ ロ ジ ェ ク ト PISCO http://www.pisco.ous.ac.jp/home.html 

神PIH外悶入居惇地 http://www.portnet.nc.jp/ -hiroaki/ settle/index.html 

被災地 NGO 協働セ ン タ ー http://www.pure.co.jp/ -ngo/ 

被 災 地 N G O 協 働j セ ン タ } 広 報 誌 http://www.pure.co.jp/ -ngo/jyari.html 
「 じ や り み ち j

緊急救援 ト ル コ 大地震 ・ こ れ ま での hllp:/ /www.pure.co.jp/ -ngo/erc/199908trk/199908trkold 1 .hlml 
流れ

け一1書官官地渓
一

情報 htlp:1 /www.rarf.rîken.go.jp/news/ earthquakel sony /index.j.html 

http://www.response-jp.org/ 

災害救援ボ ラ ン テ ィ ア推進委長会 hltp://www.saigai.or.jp/ 

神戸 YWCA 数援セ ン タ ー 支援会東尽 http://www.sam.hi-ho.ne.jp/ywca-shienkai/ 

神戸地震研究所 http://www.sannet.ne.jp/userpage/ynozaki/Earthquake/EarthquakeO.htm I 
「兵庫県命南部地震J に よ る 、 死亡者の http://www.sapmed.ac.jp/satui/問at1 / tats umi/kobe_d. html 

検素 i 
市民フ ォ ー ラ ム 21 ・ NPO セ ン タ ー http://www.sf21npo.gr.jp/centre/ index.j .html 

兵庫県震災復興研究 セ ン タ ぃ http://www.shinsai.or.jp/hrc-qr/ 

阪神 ・ 淡路大震災救援 ・ 復興兵庫県民 http://www.shinsai.or.jp/kcnmin/ 
会議

コ ン ピ ュ ー タ に よ る 地震研究 http://www.shiojiri.ne.jp/-side8/qua.html 

SOSBbs 災害掲示板 http:/ 

No More Kobe' llLL}J.1 f 叶 rim.or.jp/ -Lono/kobe_q.html 

サ ン テ レ ビ ジ ョ ン http://www.sun.tv.co.jp/ 

サ パ イ ハ ル ・ ネ ッ ト ワ ー ク http://www.survivaLorg/ 

こ こ ろ の ケ ア ネ ッ ト http:// www.survÎval.org/kokoro/index.html 

震災復興メ ー ワ ン グ リ ス ト http://www.survival.org/mlx/index.htm 

関西 NGO 協議会 http://www.threeweb.ad.jp/-sada/ngokyogi.htm 

連隊館 http://www.tk.xaxon.ne.jp/-nobuya/volunteer.html 

東京テ レ ポ ー ト セ ン タ ー http://www.tokyo-teleport.co.jp/japanese-sj/ 

都市防災推進協議会 hUp:l/www.trendpro.co.jp/bousaitoshi/index.htm 

東京農工大学阪神協力隊活動報告書 http://www.tuat.ac.jp/Earthquake/ORZ.html 

東京ボ ラ ン テ ィ ア ・ rtT民活動セ ン タ ー http://www.tvac.or.jp/ 

活営マ リ ナパ】 ク シ テ ィ http://www.ur則nomachi.gr.jp/ [ram e.htm 

関商学生報道連盟 (UNN) http://www.unn�news.com/ 

Studio REVOLVER http://www.vcnet.toyama.toyama.jp/ �revolver / 

VCOM/イ ン タ ー V ネ ッ ト htlp:/ /www.vcom.or.jp/ 

関西学院 ピ ュ ー マ ン サ ー ピス セ ン タ ー http://www.vis.gr.jp/-hsc/ 

私 の ホ ー ム ペ ー ジへ ょ う こ そ ! http:// www.voicenet.co.jpf -davald/nihongo.ht阻l

広域災害 救急医療情報シ ス テ ム http://www.wds.emis.or.jp/W dsScripts/\九!ds/default.asp

IAA project ( イ ン タ ー ネ ッ ト 災害司11 http://www.wide.ad.jplindex.j.html 
練 WlDE)

神戸か ら の電子 メ イ ル http://www.win.ne.jp/ -sidl0263/fk.html 

716 第二章 @ 震災関係 イ ン タ ー ネ ッ ト URL 集



NPO (民 間非営利 組織) に 関 す る 情
報

天の時、 地 の 利 、 人の輪
Make of Biotop 

コ リ ア ボ ラ ン テ ィ ア協会

市民活動情報セ ン タ ー

東灘 ・ 地主ocJ功 け合い ネ ッ ト ワ ー ク

ド リ ー ム ペー ジ ェ ン ト in KOBE 

中央区ボラ ン テ ィ ア セ ン タ ー

NEC ボ ラ ン テ ィ ア ワ ー ル ド

VOLARNET 

復興ニ ュ ー ス

震災モニ ュ メ ン ト マ ッ プ

阪神大震災モ ニ ュ メ ン ト 西僚遊児 さ ん
の コ ラ ム

大震災が教え て く れた こ と (神戸 ・ 長
用 か ら外手E 援の レ ポ ー ト )

ょ う こ そ OFFICE ' サ ト ーへ

め ざせ NATIVE 関西人

11 1飛透夫 ホ ー ム ペー ジ

地震予知し、 ろ はがる た

コ ミ ュ ニ テ イ ・ サ ポ ー ト セ ン タ }干中戸

阪神 ・ 淡路大震災 ま ち 支援 グ ル 」 プ
ま ち ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

地震 を 知 る ~地護学入門 ~

THE EARTHQUAKE 一 地震学入 門 一

す た あ と 長 問

尾池和夫の ホ ー ム ペ ー ジ

NPO 関係ホ ー ム ペ ー ジ

EIC 地震学ノ ー ト

新地震予知研究計画

一 阪神大震災 フ ォ ト レ ポー ト my 
to、vn Rokko 

三菱総研 (都市災害100年)

7 .  リ ン ク築
サ イ ト 名

地震 リ ン ク 集

オ カ ダ作 災害関連 リ ン ク 集

セ キ ュ リ テ ィ !菊i車サ イ ト

災害関連 リ ン ク 集

http://www.wnn.or.jp/wnn明v/ newsflash/ npo/index.html 

http://www02.so.nct.or.jp/ �touch/OOtenn/tennOO.htm 

http://wwwl .mcsh.ne.jp/�korea.v/ 

http://wwwl.mesh.ne.jp/� sic/ 

http://wwwl .mesh.ne.jp/ -tasukeai/ 

http://w，引vl .mesh.ne.jp/ �volanet/kobefund/95 1 2dpik/message.htm 

http://wwwl .mιsh.ne.jp/% 7Ekobe-cvc/ 

http://wwwl .mesh.ne.jp/v-world/ 

hUp:! /wwwl.meshnet.or.jp/ -volanet/index.htm 

http://wwwl .odn.ne.jp/fukkou/ 

http://www1 .plala.or.jp/monumentl 

http://wwwl.plala.or.jp/monumentlsaijo.html 

http://www2.justnet.ne.jp/ -rivers臼n/

hUp:1 /www2.justneLne.jp/ -ys-sam-sato/main.html 

http://www2g.biglobe.ne.jp/ �gomma/ 

http://www2s.biglobe.ne.jp/ �kawatb_tI 

http://www 2s.biglobe.ne.jpl �yositugul 

http://www2u.biglobe.ne.jp/ �cskobel 

http;//www3.airnet.ne.jp/m.comil 
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第三章

制)阪神 @ 淡路大震
災記念協会の活動



仁 人類の安全 と 共生に保 る 総合的立調査研究

(基本方針。) 一一一一一一一一一 一 一 「

O阪神 ・ 淡路大震災の経験 (震災当 時か ら 復旧 ー 復興の過程) の 集積 と 伝承 | 

震災の記録 を 体系 的 に 整理す る た め 、 既存情報の分類整理庁法の検討 及び未来へ i

の証言 と し て 震災当 時 復 旧 復興過程叩者 の 記 i吋両 化 な ど基礎吋査 l
を 行 う 。

0教訓 を 生か し た新 し い施策の提案 21 世紀文 明 の創造

自 然 と 社会の破壊 を 研究課題 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災 を 教訓 と し た 、 災害対策 |

や21世紀 の都市 (都心) づ く り を研究す る 。 I

( 1 )  林敏彦委員研究会

①研究課題

し い 地域経済 シ ス テ ム と 都市 コ ミ ュ ニ テ イ

②研究内容

地域通貨、 コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ ス 等 の可能性 を 探 り 、 市場経済 に社会的 ・ 文化的

を 加 え た 11幅広 い 人 間 活動 と し て の 経済 シ ス テ ム の あ り 方 に つ い て研究 し 、 提言

を と り ま と め た 。

③研究主体

リ ー ダ ー 林 敏彦 大阪大学大学院 国 際公共政策研究科教授

メ ン バ ー : 加藤 恵正 神戸 商科大学商経学部教授

嬬本 介二 大阪大学大学院 国 際公共政策研究科教授

吉 出 願一 神戸 大学経営学部教授

各 研究期 間

2 年 間 ( 1998年慶 一 1999年慶)

⑤1999年度実績

ア . 研究会 の 関 龍

イ . ア ン ケ ー ト 調査 の 実施

コ ミ ュ ニ テ ィ ピ ジ ネ ス 及 び地域通貨 の 実態調査 を 海外 NPO 団体等 に 対 し 実施。
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⑥成果物

「新 し い地域経済 シ ス テ ム と 都市 コ ミ ュ ニ テ ィ 林 敏彦委員 会 調査研究報

告書J 2000年 3 月 発行

( 2 ) 中 瀬委員研究会

q 研究課題

都市の 新 し い コ ミ ュ ニ テ ィ と 環境形成

②研究 内 容

環境問題、 ま ち づ く り に 関 し て 、 住民の意志や参加、 住民組織 や 新 た な コ ミ ュ ニ

テ ィ 形成 な どが問 わ れ て い る な か、 多様 な コ ミ ュ ニ テ ィ が混在す る 都市 に 焦点 を あ

て研究 を行 い 、 各 々 の 地域の特色 に 応 じ た コ ミ ュ ニ テ ィ 形成 の あ り 方 と 支援方策 を

提案 し た 。

③研究主体

リ ー ダ ー : 中 瀬 勲 姫路工業大学 自 然 ・ 環境科学研究所教授

メ ン バー : 加藤 恵正 神戸酪科大学高経学部教授

角 野 幸博 武庫1 1 1 女子大学生活環境学部教授

(ま 研究期 間

2 年 間 (1998年度- 1999年度)

⑤1999年度実績

ア . 研究会の 開催

イ . ア ン ケ ー ト 、 ヒ ア リ ン グ調査の 実施

@ 緑 を 媒介 と し た コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 の 現状 と 将来 像 に 関 す る 意識調査 ( ア ン

ケ ー ト 方式) と 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 活動 の 組織、 活動 に つ い て の 実態調査

( ヒ ア リ ン グ調査) を 実施 (東灘区 深江 、 北 区 ひ よ ど り 台 、 北 区 鹿の子台、 芦

屋市緑町 他)

@ コ ミ ュ ニ テ ィ の 形成 に 向 け た 支援方策の 調査 ( ヒ ア リ ン グ調査) を 実施

⑤成果物

「大都市 に お け る ま ち づ く り の主体 と な る コ ミ ュ ニ テ ィ 形成調査 中 瀬勲委員

研究会 調査研究報告書子J 2000年 3 月 発行
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(3 )  沖村委員研究会

①研究課題

地盤'情報 を 活用 し た 被災分布 の 究 明

直研究内容

兵庫県南部地震の 実体 を 解明 す る た め に 、 震源断層 で どの よ う な 破壊が発生 し 、

どの よ う に 地震波が伝播 し 、 地表付近で どの よ う に そ の 地震波が増幅 さ れ、 構造物

等 に どの よ う な 被害 を 与 え た か を 究明す る 。 こ の結果得 ら れ る 地震動 と 被害 の 関 係

分析結 果 は 、 他地域 に お け る 地震被害想定 に も 有効 な 手法 と な り 、 ま た 、 今後の 構

造物の 耐震設計 に 対 し で も 有効 な情報 と な る O

③研究主体

リ ー ダ ー : 沖村 孝 神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー 教授

メ ン バ ー : 佐藤 忠信 京都大学防災研究所教授

南部 光広 応用 地質(株)西 日 本技術セ ン タ ー 副所長

岸本 英 昭 呂 本 コ ン ピ ュ ー タ ー コ ン サ ル タ ン ツ (林氏表取締役

@:萌究期 間

3 年 間 ( 1998年度一 2000年震)

⑤1999年震実績

ア . 研究会の 開擢

イ . 神 戸市東部、 中 部 、 西部の代表 3 側線 を 中 心 と し た 地盤モ デル の 作 成 及 び地震

動解析

(4) 五百旗頭委員研究会

任 研究課題

災害対応 プ ロ セ ス の 明確化 と そ の教訓 の 継続的 な発信方策の構築

②研究 内 容

- Oral History -

阪神 ・ 淡蕗大震災 に よ り 災害発生後の対応の 如何が被害軽減 Jこ大 き な 役割 を 果 た

す こ と が明 ら か に な り 、 災害発生後の危機管理体制 に 関 す る 研究 の 必 要性が増 し て

い る 。

従来 に な い未曾有の被害規模 と な っ た今 回 の 震 災 は 、 災害規模の量 的 な拡大が災
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害対応 の 面 で も こ れ ま で に な い課題 を 生 み 、 災害対応、 に 関 す る 考 え 方 に つ い て の 質

的 な 転換 を せ ま る も の と な っ た 。 本研究で は 、 こ う し た新 し い 災害 対応 の 課題 を 整

理 し 、 従来の 災害対応、 と の 関 連性 を 明 ら か に す る こ と に よ っ て 、 総合的 な 災害対応

プ ロ セ ス の モ デルイと を行 う 。

③研究主体

リ ー ダ ー : 五百旗頭 神戸大学大学院法学研究科教授

メ ン パ、ー ・

{五百旗頭 チ ー ム } 五百旗頭真 神 戸大学大学院法学研究科教授

{林春男 チ ー ム }

久米 郁男 神戸大学法学部教授

林 春男 京都大学防災研究所教授

瀬尾 征男 東京海上 リ ス ク コ ン サ ル テ ィ ン グ

重 J 1 1 希志依 (財) 都市防災研究所

田 中 重好 弘前大学人文学部教授

柳原 良造 ハ イ パ ー リ サ チW!ç) ほ か

{室崎チ ー ム ] 室崎 主主輝 神戸大学都 市安全萌究セ ン タ ー 教授

④研究期 間

釜江伊三夫 神戸大学都市安全研究セ ン タ ー 教授

太 田 裕 愛知淑徳大学現代社会学部教授

大西 一嘉 神戸大学工学部助教授

3 年 間 ( 1998年度� ZOOO年度)

⑤1999年度実績

{五百旗頭チ ー ム i

@ 行政関係者 に対す る 震災当 日 の事象 と 対応状況 に つ い て の イ ン タ ピ ュ ー

{林春男 チ ー ム i

ア . 中 央区 に お い て震災復興 に 従事 し た オ ピ ニ オ ン リ ー ダ 一 、 行政関係者、 地

元企業支庖長等 と 研究 メ ン バー に よ る グ ル ー プデ イ ス カ ッ シ ョ ン

イ . 長 田 区 の 中小企業の経営者等 に対す る イ ン タ ピ ュ ー

{室崎チ ー ム i
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@ 震災 で亡 く な っ た 人 の 家族等 に対す る イ ン タ ピ ュ ー

( 5 ) 端委員研究会

(工研究課題

震災資料の分類 ・ 公開 の 基準

②研究内容

阪神 ・ 淡路大震災 に 関連す る 報告書や体験記 な どの資料 ・ 記録は 、 未 曾有の大都

市 直 下現地震の経験 を 記す も の で あ り 、 震災か ら 学ん だ貴重 な 教訓 と し て 、 広 く 地

域や時代 を 超 え て 活か し て い か な け れ ばな ら な い 。

こ の た め 、 現在、 (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協 会 に お い て 収集 ・ 保管 し て い る

阪神 ・ 淡路大震災関連資料 に つ い て 、 そ の 収集方法、 整理方法、 分類方法、 保存方

法、 公開基準等 を 検討す る 。

③研究主体

(研究会)

リ ー ダ ー : 端 信行 国立民族学博物館博物舘民族学研究部教授

メ ン バ ー : 芝村 篤棋 桃山学院大学経済学部教授

稲葉 洋 子 神 戸 大学問属 図 書館情報管理課企画掛長

中村 善則 神戸市立博物館学芸課長

宮本 1専 兵庫県立図書舘司書

山崎 土句 兵庫県教育委員 会事務局社会教育 ・ 丈化財課主査

大村 時 一 宝塚造形美術大学映像造形学科教授

(捌年度 よ り ) 1 橋爪 紳 也 大阪市立大学文学部助教授

田 中 耳芯 京都大学防災研究所助手

(公開基準検討部会)

リ ー ダ ー : 芝村 篤樹 桃 山 学院大学経済学部教授

メ ン バ ー : 奥村

辻川

大西

任 研究期 間

弘 神戸大学文学部助教援

敦 尼崎市立地域研究史料館係長

愛 大阪大学出版会

3 年 間 ( 1998年度� 2000年度)
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⑤1999年度実績

ア . 研究会の 開催

イ . 公開基準検討部会 の 開催

ウ . 震災 5 周年特別展 「あ の 日 ( と き ) 、 こ う や っ t� J (2000年 1 月 開催) に お い て

収集資料の一部 を 展示

(6) 研究 フ ォ ー ラ ム

①テ ー マ

2 1世紀の 市民社会 に お け る 自 立 と 連帯

②趣 旨

グ ロ ー パ ル化、 情報化、 成熟化 な ど の 時代 の潮 流 の な か で 、 人 そ れぞれの 自 立 と

連帝 を 基調 と し た新 た な 市民社会の構築が望 ま れ る O

特 に 、 阪神 ・ 淡路大震災後の ボ ラ ン テ イ ア の め ざま し い活躍 は 、 世界的 な 潮 流 と

も 呼応 し た新 た な 市民社会の 萌 芽 で あ る 。

こ の よ う な動 き を 踏 ま え 、 こ の研究 フ ォ ー ラ ム で は 、 21世紀の 新 し い 市民社 会 を 支

え る 行政、 民 間 、 NGO / NPO の 各 セ ク タ ー の果 た すべ き 役割 に つ い て考 え た 。

③ 日 時 ・ 場所 2000年 2 月 16 日 (水) 14 : 00 � 17  : 00 

兵庫県私学会館 大 ホ ー ル

④内容

@ 基調講演

「変革への道す じ一一-NGO / NPO と の パ ー ト ナ ー シ ッ プ」

日 産 自 動車(附広報部社会文化案担当部長 島 田 京子

@ パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン

「行政、 企業、 NGO / NPO の 自 立 と 連携」

2 1 世紀 の 新 し い市民社会の 実現 を 図 る た め に は 、 自 立 し た 市民がア ク タ ー と

し て 活動す る 重要性 を 市民 を は じ め行政、 企業が共有 し 、 官 ・ 民セ ク タ ー と の

パ ー ト ナ ー シ ッ プ と 連携方策 を 検討 し た 。

( コ ー デ ィ ネ ー タ ー )

神 戸大学大学院 国 際協力研究科教授

( パ ネ リ ス ト )

芹 田 龍太郎
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市民活動 セ ン タ ー ・ 神 戸代表 実吉 威

特定非営利活動法人 NPO 研修 . '1吉報セ ン タ ー 代表理事 世吉 一穂

(社) [3 本青年会議所常任理事 瀬戸 口仁三郎

(社福) 大 阪 ボ ラ ン テ イ ア協会理事 ・ 事務局長 平瀬 昇

兵庫県副知事 ( (財) 阪神 ・ 淡路大震災記念協会副理事長) 井戸 敏三

@ 参加人数 200名

⑤成果物

「阪神 ・ 淡路大震災 5 周年記念事業 研究 フ ォ ー ラ ム

会 に お け る 自 立 と 連帯J 2000年 3 月 発行

2 1 世紀 の 市民社

2 . 阪神 ・ 淡路大震災 か ら の復興の記念 と な る 事業の企臨 ・ 立案及び調査研究

(1) 神戸文明博物館群 (20世紀博物館群) 構想、

①事業内 容

20世紀の め ざ ま し い 科学技術や生活文化の 発展 の 足跡 を 振 り 返 り 、 そ れ を 形あ る

も の と し て 総合的 ・ 体系 的 に21世紀 に 継承す る と と も に 、 青少年 を は じ め 市民が科

学技術や文化 に つ い て 理解 と 関 心 を 深 め 、 科学技術 の 水準 の 向上 、 経済社会の発展 、

し い丈化の創造 な どに 資す る た め 、 人 々 が学び、 楽 し め る 参加体験機龍、 研究機

能、 ネ ッ ト ワ ー ク 機能 を あ わせ も つ複数の博物館群 を 国営 明石海峡公 園 (神戸地区 )

の 隣接地 に お い て整備す る 。

②1999年度実績

1998年度 に 策定 し た基本計画 を も と に 、 国 、 経済界 な どへ構想への参加 ・ 協力 を

呼びか け て い る O ま た 、 一般市民への 周知 を 図 る た め に 、 構想 に 関連す る シ ン ポ ジ

ウ ム を 開擢 し た 。

く基本計画 の説明先 〉

@ 総理府ー阪神 ・ 淡路復興対策本部 ほ か、 関係各省庁

@ 経済団体連合会、 関西経済連合会、 神戸商工会議所等

@ 全国 の 主要企業約 1 ， 000社 に ダ イ レ ク ト ・ メ ー ル を 送付

く シ ン ポ ジ ウ ム 〉

ア . 名 称

イ . テ ー マ

ウ . 実施 日

「神戸文明博物館群」 構想推進 シ ン ポ ジ ウ ム

新時代 の博物館 の あ り 方 を 探 る

平成12年 2 月 22 日 (火)
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エ. 参加人数 約350名

③成果物

， r神 戸 文 明 博物館群」 構想推進 シ ン ポ ジ ウ ム 新時代 の博物館群 の あ り 方 を 探

る 報告書J 2000年 3 月

3 . 阪神 ・ 淡路大震災に係る 既存情報の収集整理 ・ 保存

( 1 )  資料収集整理 ・ 保存

阪神 ・ 淡路大震災及 び復興 に 関す る 資料の散逸 を 防 ぎ、 国 内外 に お い て 災害が発

し た 場合の復興 モ デル と し て 災害 紡 止対策等 に 生 かす た め 、 (財) 2 1 世紀 ひ ょ う

ご創造協 会 に お い て収集 ・ 保存 し て い た資料 を 1998年度 よ り 引 き 継 ぎ 、 当協会の事

業 と し て本格的 に 取 り 組 ん で、 い る O

〔公開資料点数1 7 ， 977点 (書籍、 雑誌、 ビ デ オ 、 CD-ROM 等) (2000年 3 月 末現在) ) 

①1999年度実績

1999年 6 月 「震災資料の 分類 ・ 公開 の 基準研究会」 に公開基準検討部会 を 設置

10月 震災映像 ア ー カ イ ブ 「市民が揚 っ た 震災映後 ア ー カ イ ブ」 が完成

2000年 1 月 震災 5 周 年特別展 「あ の 呂 ( と き ) 、 こ う や っ た」 に お い て 、 震災

映像 ア ー カ イ ブ、 避難所 ・ 仮設住宅関連資料等 を 展 示

3 月 資料室 ニ ュ ー ス の 発行

協 会ホ ー ム ペ ー ジ に キ ー ワ ー ド検索機能 を 付加

「阪神 ・ 淡路大震災関連収集資料 目 録」 の発行

(2 ) 阪神 ・ 淡路大震災復興誌の編集

震災か ら の復興 に 関す る あ ら ゆ る 資料 ・ 記録等 を 基 に 、 長期 的 な 震災復興 の 過程

を 総合的 に 記録す る 「阪神 ・ 淡路大震災復興誌」 を 作成 し た 。

①1999年度実績

震災復興誌編集委員 会 の 開催

②成果物

「阪神 ・ 淡路大震災復興誌 〔 第 4 巻) J 2000年 3 月

( 3) 街の復興 カ ル テ の作成
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5 年 間 の 震災復興 を 終え 6 年 目 に 入 っ た 、 復興 カ ル テ 調査地区 ( 9 地 収 ) の復興

の 実態 を 示 し た 報告書 を 作成 し た 。

①1999年度実積

く研究会 〉

ア . 名 称

イ . 日 時

ウ . 場 所

エ 参加 人 数

②成果物

街の復興 カ ル テ研究発表会

1999年12 月 17 日 (金) 13 : OO� 16 : 00 

販伸 ・ 淡路大震災復興支援館 ( フ ェ ニ ッ ク ス プ ラ ザ) 2 階 多 目

的室

100名

「街の毎興 カ ル テ (1999年度版) J 2000年 3 月

(受託事業〕

(4)  震災映像 ア ー カ イ ブの利活用

震災 に 関 す る 映像記録の 中 で も 特 に散逸 ・ 劣化が懸念 さ れ る 、 市民が撮影 し た 映

像 を 基 に し て 、 「人」 に 着 目 し たi高精細 の 動画映像や静止映像 を 分か り や す く 編集 し 、

震災及 び震災か ら の毎回 ・ 復興状況 を 、 震災 を 全 く 体験 し て い な い 人 に も 理解で き

る よ う に震災映像 ア ー カ イ ブ と し て完成 さ せ た 。

今後は 、 災害対策や教育関連、 福祉な どの分野 に お け る 震災等の教訓 と し て利活

用 を 図 る O

①委託元 (財) 新映像産業推進セ ン タ ー

②1999年度実績

1999年1 2 月 (財) 新映像産業推進セ ン タ ー に よ り 東京 国立博物館 ほ か全国 9

箇所で、展示発表会 を 開催 ( �2000年 1 月 )

2000年 l 月 震災 5 周 年特別展 「 あ の 日 ( と き ) 、 こ う や っ たJ に お い て 、

災映像 ア ー カ イ ブ を 展示

(ら ) 阪神 ・ 淡路大震災 に係 る 教訓情報の収集整理 ・ 保存

①委託元 国土庁

②テ ー マ 訪災関係情報収集 ・ 活用 (阪神 ・ 淡路地域)
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③調査内容

阪神 ・ 淡路大震災 に係 る 地元 自 治体、 関係公共機関等が作成 し た 各種調査報告書、

各種提言集及 び実際の活動状況等の 阪神 ・ 淡路地域 に 密着 し た ロ ー カ ル情報等 の 拭

集 ・ 整理 を 行 う と と も に 、 各機関 の 担 当 者や現場対策従事者 な ど か ら ヒ ア リ ン グ調

査等 を 行 う こ と に よ り 、 防災上の課題等 を 整理 し 、 今後の 中 央 ・ 地 域 の 防災対策の

推 進 に 資す る こ と を 目 的 と し て平成 9 年度か ら 3 か年計両で実施 し て き た 。

④1999年度実績

ア . 既存 ロ ー カ ル 情報等の 収集

地元 自 治体及 び関係公共機関等が作成 し た各種調査報告書及 び地方出版物 、 各

種提言等の 1) ポ ー ト 、 チ ラ シ 類 、 ビ デ オ ， CD-ROM 等

イ . 被 災地市民の グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー 調査

地元 自 治体等の 協力 を 得 て 、 様々 な 条件 の被災地市民 を 選定 し 、 グ ル ー プ イ ン

タ ピ ュ ー 調査 を 実施

ウ . 被災地企業の ア ン ケ ー ト 調査

被災地域 の 企業 に対 し て 、 自 由記述 を 中心 と し て ア ン ケ ー ト 調査 を 実施

エ デー タ の 選別 ・ 分類

上記 ア ~ ウ で収集 さ れた デー タ を 精査 し て 、 被災地域の視点 か ら 、 教訓情報 を

選別 ・ 分類

(6 )震災後の居住地の変化 と く ら し の 実情 に 関 す る 調査

①委託元 兵庫県

②テ ー マ 震災設の 居住地の変化 と く ら し の実情 に 関 す る 調査

③調査内 容

被災者の居住地の変化 と そ の 要 因 (仕事、 家族や地域 の 人 間 関係等) を 明 ら か に

し 、 そ の 経験 と 教訓 を 踏 ま え 、 避難経路や コ ミ ュ ニ テ イ づ く り 、 市民意識の醸成 に

つ い て の今後の施策 に 活かす。

ア . 調査検討委員 会 の 開擢

イ . ク ロ ス 集計、 分析、 検討

ウ . 調査結果報告書の 作成

④調査期 間 2 年 間 ( 1998年度- 1999年度)
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⑤成果物

「震災後の居住地の変化 と く ら し の実情 に 関 す る 研究J 2000年 3 月

4 也 阪神 ・ 淡路大震災周年記念事業の器発 ・ 実施

(1 )  阪神 ・ 淡路大震災 5 周年記念事業

「総合 フ ォ ー ラ ム J 21世紀文明への展望 シ ン ポ ジ ウ ム

阪神 ・ 淡路大震災か ら 持 を 経 て 、 震災の記憶の風化が進 む な か近代 文明への警告

と も い え る あ の大震災の 反省 と 教訓 を 思 い 起 こ し 、 そ れ を 生 か し た新 し いパ ラ ダ イ

ム の取 り 組み を 情報発信す る 必要があ る O

こ の た め 、 震災の教訓 の継承 と 21世紀文明への貢献の あ り 方 を論議 し 、 広 く 情報

発信 を 行 っ た 。

①1999年度実績

ア . 日 時 2000年 1 月 1 1 日 (火) 13 : 30� 17 : 00 

イ . 場 所 ， 兵庫県民会館 9 階ホ ー ル

ウ . 内 容

( l 部 研究報告)

「風土 と 文化 に根 ざ し た 災害 に 強 い 街づ く り 」

報告者 : 小林 正美 ( 国 際連合地域開発セ ン タ ー 防災計画兵庫事務所

長)

「地盤情報 を 活用 し た被災分布 の 究明」

報告者 : 沖村 孝 (神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー 教授 )

( 2 部 シ ン ポ ジ ウ ム )

くテ ー マ 〉

阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) の 日 指すべ き も の

く内 容 〉

( ア ) 基調講演

「阪神 ・ 淡路大震災 メ モ リ ア ル セ ン タ ー (仮称) に つ い てJ

新野 幸次郎 (神戸大学名誉教授、 (財) 神 戸 都 市 問 題研究所

長

メ モ リ ア ル セ ン タ ー 基本構想検討委員 会座長、

同推進協議会会長)

( イ ) パ ネ ル デ イ ス カ ッ シ ョ ン

コ ー デ ィ ネ ー タ ー
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三 木 信一 ( (財) 21世紀 ひ ょ う ご創造協会地域政策研究所長)

ノ f ネ リ ス ト

伊藤 滋 (慶嬉義塾大学教授 、 ア ジ ア 防災セ ン タ ー 長)

月 尾 嘉男 (東京大学大学院新領域創成科学研究科教授)

デ イ ピ ッ ド ・ マ メ ン ( ニ ュ ー ヨ ー ク 行政研究所長)

南 裕子 (兵庫県立看護大学長)

エ 参加 人数 350名

オ . 成果物の作成

「阪神 ・ 淡路大震災 5 周年記念事業総合 フ ォ ー ラ ム 21世紀文明への展望 シ ン

ポ ジ ウ ム 報告書J 2000年 3 月 発行

(2 ) 阪神 ・ 淡路大震災 5 周年記念事業の推進

阪神 ・ 淡路大震災 の 悲 し みや教訓 を 、 い つ ま で も 嵐化 さ せ る こ と な く 、 人類社会

の 安全 と 安心 に 生かす た め 、 住 ま い 、 生活、 産業な どの復興 に 向 け た様々 な 取 り 組

み や被災地の体験 を シ ン ポ ジ ウ ム 、 イ ベ ン ト 等の 周年記念事業 を 実施す る こ と に よ

り 、 国 内外 に清報発信 し て い る 。

①テ ー マ ・ 理念

( テ ー マ )

(理 念)

②1999年度実績

『震災 を 乗 り 越 え 創造的復興 を め ざす」

ア . 震災 を 忘れず防災 に取 り 組む

イ . ボ ラ ン テ イ ア 活動 を ひ ろ げ新 し い福祉 コ ミ ュ ニ テ ィ を め ざす

ウ . 21世紀文明 を創造す る

(1999年 6 月 一 )

理念 に 沿 っ た 5 周年記念事業 の 実施 を 、 行政、 学界、 各種団 体等 に 対 し 、 丈

記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 各種広報誌 、 啓発 リ ー フ レ ッ ト 等 に よ り 、 広

く 呼びか け た 。

( 1 1 月 一 )

呼 びか け に 賛同 し た行政、 民 間 団体等 に よ る 80事業 を と り ま と め 、 5 周年記

念事業 と し て 、 記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 各種広報誌、 ポ ス タ ー 、 新開広告

等 に よ り 、 一体的 に広 く 内外へ PR し た 。

(2000年 2 月 )
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各事業実施団体に対 し 、 丈書 に よ り 、 実施結果の記録の保存、 総合記録書の

作成 に つ い て協力 を 求め た 。

ア . 行政、 学界、 各種団体等 に 対 し 、 文書依頼、 記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 広報

啓発用 リ ー フ レ ッ ト 等 に よ り 、 事業の実施 を 積根 的 に 呼びか け る 。

イ . 賛 同 盟 体 に よ る 事業 を と り ま と め 、 記者発表、 イ ン タ ー ネ ッ ト 、 広 報誌等 に よ

り 、 一体的 に広 く 内外へ PR す る 。

ウ . 各事業実施団体 に 対 し 、 実施結果の 記録の保存、 総合記録書の 作 成 に つ い て協

力 を 求 め る 。

(3 ) 仮神 ・ 淡路大震災周年記念事業補助

震災の発生 し た 日 で あ る l 月 17 日 を 中心 と し た 時期 に実施 さ れ る 事業で、 周年記

念事業の 理念 に 沿 っ て 、 県又は市 町 と 各種団体等で構成 さ れ る 実行委員 会が実施す

る も の の 開催 に要す る 経費 の 一部 を 補助 し て い る O

①補助金額

補助対象経費 の合計額か ら 入場料収入等 を 控除 し た 金額 の 1 /2以内

( た だ し 、 補助対象経費 の 合計額 か ら 公共団体か ら の負担金等 を 控桧 し た金額 を 上

限 と す る 。 )

f 限度額 全県的事業 : 1 ， 000万円 1
L そ の 他 500万 円 J

②実施期 間

1 2 月 1 日 か ら 2 月 末 (事業 は 単年度事業 と す る 。 )

③補助金交付元

(財) 阪神 ・ 淡路大震災復興基金

④1999年度実績

交付事業数 仕事業

(4) 4 周年記念事業総合記録書の作成

震災か ら の復興 に 向 け た取 り 組み を 示す貴重 な 資料 と し て後 世 に 伝 え て い く た め 、

1999年 1 月 17 日 を 中 心、 と し た 時期 に 実施 さ れた シ ン ポ ジ ウ ム 、 コ ン サ ー ト 等阪神 ・

淡路大震災 4 周年記念事業の概要 を 取 り ま と め た 。
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①1999年度実績

4 周年記念事業総合記録書 を 作成 し 、 関係機関等へ配和 し た 。

②成果物

「復旧 ・ 復興 ・ 飛期 1 . 17 阪神 ・ 淡路大震災 4 周年記念事業」

(5) r 防災 と ボ ラ ン テ ィ ア の 日 」 及 び 「週間」 啓発事業

阪神 ・ 淡路大震災 を 契機 に 高 ま っ た 災害時 に お け る ボ ラ ン テ イ ア 活動及 び 自 主的

な 防災活動 に つ い て の 関心 は 、 時 間 の 経過 と と も に 薄 れ る 恐れがあ る 。 そ こ で 、 そ

れ ら の 認識 を よ り 深め 、 災害への 備 え の 充実強化 を 留 る た め 、 1995年12月 15 日 に 閤

了解 さ れた 「 防災 と ボ ラ ン テ イ ア の 日 (毎年 l 月 17 日 ) J 及 び 「 防災 と ボ ラ ン テ イ

ア 週 間 (毎年 1 月 15 日 か ら 21 日 ) J を 広 く PR し て い る 。

①1999年度実績

( 1999年11 月 )

関係機関 (各市町、 県民局等) に 対 し 、 関連事業 の 実施 を 直接呼びか け る と

と も に 、 リ ー フ レ ッ ト の配布 に よ り 、 広 く 一般 に啓発 を 行 っ た 。

(2000年 1 月 )

「 防災 と ボ ラ ン テ イ ア の 日 J ( 1 月 17 日 ) に お い て 、 新 聞 紙 面広 告 に よ り 、

幅広 く 啓発 を行 っ た 。

ア . 丈書 に よ り 、 関係機関 ・ 団体等 に 対 し 関 連事業 の 実施 を 直接呼びか け る O

イ . 啓 発m ポ ス タ ー 、 リ ー フ レ ッ ト 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 に よ り 、 広 く 一般 に啓発 を

行 つ 。

ウ . 新 聞 紙面広告 に よ り 、 幅広 く 啓発 を 行 う 。

( 6 ) 1 .  1 7宣言策定 に対す る 支援

被災地の 責務 と し て 、 阪神 ・ 淡路大震災 の 経験や教訓 を 風化 さ せ る こ と な く 次世

代 に継承 し て い く た め に は 、 1 . 17宣 言 の 策定、 発信並 び に 啓発活動 を 毎年継続 し

て 実施 し て い く こ と が必要で、 あ る と 考 え ら れ る こ と か ら 、 r 1 .  1 7人 類 の 安全 と 共

生 を 考 え る 兵庫会議」 が行 う こ れ ら の活動 を 支援 し て い る 。

①1999年度実績

(2000年 l 月 17 口 )
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1 .  17宣言の発表

ア . 場 所 阪神 ・ 淡路大震災犠牲者追悼式会場 (兵庫県公館)

イ . 発表者 新野幸次郎氏

( 1 .  17宣言検討懇話会座長 ・ 神戸大学名誉教授)

( 1 月 17 日 � )

1 .  17宣言の啓発

ア . 記者発表

イ . 新聞紙面広告 に よ る 宣言文の PR (2000年 1 月 17 日 )

ウ . イ ン タ ー ネ ッ ト ホ ー ム ペ ー ジ に 宣言文 を和文、 英文 に よ り 掲載

エ 各種広報誌等への 宣言文の掲載

オ . 宣言文 を 掲載 し た リ ー フ レ ッ ト を 全国 関係機関等 あ て に 配布

1 .  17宣言 ( 第 3 回)

l 月 17 日 は忘れ な い

震災 は

何 の前触れ も な く 突然や っ て 来 て

家族や友人の 命 を 奪い

わ た し た ち の 暮 ら し を 破壊 し た

わ た し た ち は 、 大 き な教訓 を 得 た

近代都市 の 脆 さ

人 と 人 と の つ な が り の 大切 さ

あ の 時、 わ た し た ち は

ど れ だ け 多 く の 人 に助 け ら れ た の だ ろ う

家族、 友人、 地域、 ボ ラ ン テ ィ ア

一人で は 自 分 を 見失 っ て し ま う よ う な状態で も

共 に 支 え あ う こ と で き り ぬ け て き た

あ の時 に 分け て も ら っ た勇 気 を 糧 に

復興の続 く こ の地 に
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あ の崩壊の 中 で学 ん だ こ と を

人 々 の 未来 に 生かそ う

わ た し た ち の手で、 あ の 時感 じ た苦悩 を

人 々 の未来か ら 払 い の け る た め に

そ し て 、 あ の 時世界 中 か ら 分け て も ら っ た ち か ら を

一人で も 多 く の 人へ と

わ た し た ち 一人一人が

手渡 し て い こ う

2000年 I 月 1 7 日

1 .  17人類の安全 と 共生 を 考 え る 兵庫 会議

〔受託事業〕

(7) 援興への取 り 組み 5 年 ・ 感謝の報告会実施事業

①委託元 兵産県

②内 容

阪神 ・ 淡路大震災か ら の復興 5 年 目 を 迎 え 、 震災甚後 の 激動期 か ら 、 復旧 ・ 復興

に ご尽力 い た だ い た 関係者 に復興状況 を 報告 し 、 こ れ ま で の支援 に 対 す る 感謝の意

を 表 し 、 今設の創造的復興への取 り 組み に 一層 の理解 と 支援 を 得 る と と も に 、 震災

の 経験 と 教訓l を 今後 の 政策立案 に 向 け て情報発信す る た め 開催 し た 。

(阪神 ・ 淡路大震災被災地の復興状況の報告会の 開催)

ア . 開鑑 日 2000年 2 月 18 日 (金)

イ . 開催場所 東京国際 フ ォ ー ラ ム

ウ . 対象者 震災時か ら 現在 ま で、 復 旧 ・ 復興業務 に 関 わ っ た 関係 者等

エ 参加人数 300名
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震災援興誌編集委員会名簿

{委員]

i中 村 孝 神戸大学都市安全研究 セ ン タ ー教授

中主 正 孝 大阪 市立大学文学部教授

小 西 康 生 神戸大学経済経営研究所教授

小 林 郁 雄 阪神大震災復興 市民 ま ち づ く り 支援 ネ ッ ト ワ ー ク 代表世話人

高 田 杢 郎 神戸大学工学部教J受

鳴 海 邦 碩 大阪大学大学院工学研究科教授

t市 信 行 国立民族学博物館教授 (委員長)

林 敏 彦 大阪大学大学院閲際公共政策研究科教授 (副委員 長)

松 原 郎 関 西大学社会学部教授

松 本 誠 神戸新司編集局 調査研究資料室長

丸 山 征四郎 兵庫芭科大学教授

{顧問}

新 野 幸次郎 (財) 神戸都市問題研究所長

(注 1 ) 本誌の企画 に際 し て は 、 u己の震災復興誌編集委員 会 に よ り 内 容構成 を 検討 し 、 指導助 誌 を 得 た 。
(注 2 ) 第 三 部 「存分野 の 年次記録」 の執筆 に つ い て は 、 大谷成章、 大森要、 奥野哲士、 来住邦男 、 橘) 1 1 真一、

五置哲乱士、 中 村 J青、 森 中 馨、 横 山員一伎、 和 田 克巳の 各氏が担当 し た。


